
JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

(57)【要約】
【課題】表示装置に表示された特定絵柄に意外性を持た
せ、遊技者の興趣の低下を抑制することができるパチン
コ機を提供する。
【解決手段】演出制御基板４０１０は、第１表示パネル
１４００ａ又は第２表示パネル１４００ｂの少なくとも
一方に特定絵柄１４０４を表示させるとともに、第１表
示パネル１４００ａに、その特定絵柄１４０４の周囲に
対応する位置に絵柄前面グラデーション１４０５を表示
させ、かつ、第２表示パネル１４００ｂに、その絵柄前
面グラデーション１４０５に連続するように特定絵柄１
４０４の周囲に対応する位置に絵柄後面グラデーション
１４０６を表示させることにより、絵柄前面及び絵柄後
面グラデーション１４０５，１４０６の視覚上の合成に
よって第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４
００ｂとの間に特定絵柄１４０４を結像させる。
【選択図】図４６７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後面映像を表示する後面表示パネルを搭載する表示装置と、
　遊技媒体の所定の入賞口への入賞に応じて大当たり抽選を実行し、前記大当たり抽選に
当選した場合、特別遊技状態に移行する遊技制御手段と、
　前記大当たり抽選に基づく特別図柄の変動表示が未実行の入賞数を示す保留表示を行う
保留表示手段と、
　遊技者から見た場合に前記後面表示パネルの前側に配置されており、前面映像を表示し
、第１の領域を含む、透過型の前面表示パネルと、
　前記大当たり抽選の結果に基づいて、前記前面表示パネル及び前記後面表示パネルの映
像を制御する周辺制御手段と、を備える遊技機であって、
　前記後面表示パネルで、前記保留表示を表示可能な保留表示領域が定められており、前
記大当たり抽選の結果に基づく演出を表示可能であり、
　前記第１の領域は、前記遊技者から見て前記保留表示領域と重ならないよう設定されて
おり、
　前記周辺制御手段は、前記後面表示パネルに特定の前記演出を表示するとき、前記第１
の領域内に前記前面映像を表示する
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、いわゆる弾球式遊技機（以下、「パチンコ機」ともいう）などの遊技機に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的なパチンコ機は、遊技球が発射される遊技盤のほぼ中央にセンター役物と呼ばれ
る構造体が設けられており、このセンター役物には開口窓が形成されている。この開口窓
の周囲には、その遊技盤のコンセプトを装飾的に表した装飾体が設けられており、このよ
うな装飾体によって当該コンセプトが遊技者に印象付けられる。一方、上述した開口窓に
は、大当たり抽選の結果に応じて装飾図柄を変動表示する表示装置の表示領域の大部分が
露出しており、遊技者がその表示領域のある絵柄（以下、「特定絵柄」という）を視覚的
に認識可能な構成とされている（特許文献１参照）。
【０００３】
　従来のパチンコ機では、このような構成によって、遊技者に対し、遊技者の手前側にお
いて、センター役物の一部である装飾体と表示領域に表示された特定絵柄との相対的な位
置関係を視認させることによって様々な演出効果を発揮し、遊技者を楽しませようとして
いた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－１７５１７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような従来のパチンコ機においても遊技機の規則上、表示装置に表示されていなけ
ればならない表示があり、これらの表示を確実に表示する必要があった。
【０００６】
　そこで、本発明は、遊技機の規則上、表示装置に表示されていなければならない表示を
確実に表示することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　第１の発明に係る遊技機は、後面映像を表示する後面表示パネルを搭載する表示装置と
、遊技媒体の所定の入賞口への入賞に応じて大当たり抽選を実行し、前記大当たり抽選に
当選した場合、特別遊技状態に移行する遊技制御手段と、前記大当たり抽選に基づく特別
図柄の変動表示が未実行の入賞数を示す保留表示を行う保留表示手段と、遊技者から見た
場合に前記後面表示パネルの前側に配置されており、前面映像を表示し、第１の領域を含
む、透過型の前面表示パネルと、前記大当たり抽選の結果に基づいて、前記前面表示パネ
ル及び前記後面表示パネルの映像を制御する周辺制御手段と、を備える遊技機であって、
前記後面表示パネルで、前記保留表示を表示可能な保留表示領域が定められており、前記
大当たり抽選の結果に基づく演出を表示可能であり、前記第１の領域は、前記遊技者から
見て前記保留表示領域と重ならないよう設定されており、前記周辺制御手段は、前記後面
表示パネルに特定の前記演出を表示するとき、前記第１の領域内に前記前面映像を表示す
ることを特徴とする。
【０００８】
【０００９】
【００１０】
【００１１】
【００１２】
【００１３】
【００１４】
【００１５】
【００１６】
【００１７】
【００１８】
【００１９】
【００２０】
【００２１】
【００２２】
【発明の効果】
【００２３】
　本発明に係る遊技機は、表示されていなければならない表示を確実に表示することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】実施形態に係るパチンコ機の外枠に対して本体枠を開放し、本体枠に対して扉枠
を開放した状態を示す斜視図である。
【図２】パチンコ機の正面図である。
【図３】パチンコ機の側面図である。
【図４】パチンコ機の平面図である。
【図５】パチンコ機の背面図である。
【図６】パチンコ機を構成する外枠、本体枠、遊技盤、扉枠の後方から見た分解斜視図で
ある。
【図７】パチンコ機を構成する外枠、本体枠、遊技盤、扉枠の前方から見た分解斜視図で
ある。
【図８】外枠の正面斜視図である。
【図９】外枠の正面から見た分解斜視図である。
【図１０】外枠の正面図である。
【図１１】外枠の背面図である。
【図１２】図１０のＢ－Ｂ断面図（Ａ）と図１２（Ａ）のＣ－Ｃ断面図（Ｂ）、Ｄ－Ｄ断
面図（Ｃ）、Ｅ－Ｅ断面図（Ｄ）である。
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【図１３】本体枠の上軸支金具と外枠の上支持金具との脱着構造を説明するための斜視図
である。
【図１４】外枠の上支持金具の裏面に設けられるロック部材の取付状態を示す分解斜視図
（Ａ）と下方から見た斜視図（Ｂ）である。
【図１５】軸支ピンとロック部材との関係を説明するための上支持金具部分の裏面図であ
る。
【図１６】ロック部材の作用を説明するための上支持金具部分の裏面図である。
【図１７】扉枠の正面図である。
【図１８】扉枠の背面図である。
【図１９】扉枠を右前方から見た斜視図である。
【図２０】扉枠を左前方から見た斜視図である。
【図２１】扉枠の正面から見た分解斜視図である。
【図２２】扉枠の背面から見た分解斜視図である。
【図２３】（Ａ）は扉枠ベースユニットの正面斜視図であり、（Ｂ）は扉枠ベースユニッ
トの背面斜視図である。
【図２４】扉枠ベースユニットを分解して前から見た分解斜視図である。
【図２５】扉枠ベースユニットを分解して後ろから見た分解斜視図である。
【図２６】扉枠ベースユニットにおけるサイドスピーカ電飾ユニットの左ユニットを分解
して前から見た分解斜視図である。
【図２７】図２６を後ろから見た分解斜視図である。
【図２８】扉枠ベースユニットにおけるサイドスピーカ電飾ユニットの右ユニットを分解
して前から見た分解斜視図である。
【図２９】図２８を後ろから見た分解斜視図である。
【図３０】扉枠ベースユニットにおける球送りユニットを分解して示す分解斜視図である
。
【図３１】（Ａ）は扉枠ベースユニットにおけるジョイントユニットの部分を拡大して示
す斜視図であり、（Ｂ）はジョイントユニットを分解して示す分解斜視図である。
【図３２】（Ａ）はトップランプ電飾ユニットの正面斜視図であり、（Ｂ）はトップラン
プ電飾ユニットの背面斜視図である。
【図３３】トップランプ電飾ユニットを斜め前下から示す斜視図である。
【図３４】（Ａ）はトップランプ電飾ユニットを主な構成毎に分解して前から示す分解斜
視図であり、（Ｂ）は（Ａ）を後から示す分解斜視図である。
【図３５】トップランプ電飾ユニットにおけるトップランプリフレクタユニットを分解し
てトップランプベースと共に前から示す分解斜視図である。
【図３６】図３５を後から示す分解斜視図である。
【図３７】トップランプ電飾ユニットにおける左回転灯を分解して示す分解斜視図である
。
【図３８】トップランプ電飾ユニットにおける右回転灯を分解して示す分解斜視図である
。
【図３９】トップランプ電飾ユニットにおける中央回転灯を分解して示す分解斜視図であ
る。
【図４０】皿ユニットの正面斜視図である。
【図４１】皿ユニットの背面斜視図である。
【図４２】皿ユニットの平面図である。
【図４３】図４２におけるＡ－Ａ断面図である。
【図４４】皿ユニットの皿奥板を取外した状態で示す背面図である。
【図４５】皿ユニットの皿奥板及び貸球ユニットを取外した状態で後から示す斜視図であ
る。
【図４６】皿ユニットを主な構成部品毎に分解して前から示す分解斜視図である。
【図４７】図４６を後ろから示す分解斜視図である。
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【図４８】皿ユニットにおける皿ユニット本体を分解して前から示す分解斜視図である。
【図４９】図４８を後ろから示す分解斜視図である。
【図５０】皿ユニットにおける第一球抜き機構を示す背面図である。
【図５１】皿ユニットにおける第二球抜き機構を後から示す斜視図である。
【図５２】皿ユニットにおける操作ボタンユニットを分解して示す分解斜視図である。
【図５３】皿ユニットにおける操作ボタンユニットの操作ボタンユニット基板を取外した
状態の底面図である。
【図５４】皿ユニットにおける操作ボタンユニットのメインボタンを下から示す底面斜視
図である。
【図５５】皿ユニットにおける操作ボタンユニットのメインボタンを分解して示す分解斜
視図である。
【図５６】扉枠に取付けられたハンドル装置の断面図である。
【図５７】ハンドル装置を構成する操作ハンドル部とジョイントユニットとの関係を示す
斜視図である。
【図５８】ハンドル装置における操作ハンドル部の分解斜視図である。
【図５９】操作ハンドル部とジョイントユニットの動作を説明するための動作図である。
【図６０】ハンドル装置と本体枠に設けられる打球発射装置との関係を示す斜視図である
。
【図６１】ハンドル装置と打球発射装置とを連結する状態を説明するための断面図である
。
【図６２】（Ａ）は皿ユニット内での遊技球の流れを示す説明図であり、（Ｂ）は皿ユニ
ット内での第二球抜き口と遊技球の流れとの関係を示す説明図である。
【図６３】皿ユニットにおける横長の球流入口と貯留皿との関係を示す説明図である。
【図６４】ガラスユニットの正面斜視図である。
【図６５】ガラスユニットを分解して前から示す分解斜視図である。
【図６６】図６５を後から示す分解斜視図である。
【図６７】部品を取付ける前の本体枠主体の正面図である。
【図６８】部品を取付ける前の本体枠主体の背面図である。
【図６９】部品を取付ける前の本体枠主体の側面図である。
【図７０】部品を取付ける前の本体枠主体の背面から見た斜視図である。
【図７１】部品を取付けた本体枠の前方から見た斜視図である。
【図７２】部品を取付けた本体枠を外枠に軸支した状態を前方から見た斜視図である。
【図７３】部品を取付けた本体枠の背面図である。
【図７４】部品を取付けた本体枠の背面から見た斜視図である。
【図７５】パチンコ機の中程（主制御基板ボックス部分）の水平線で切断したパチンコ機
の断面平面図である。
【図７６】遊技盤の正面から見た斜視図である。
【図７７】遊技盤の正面図である。
【図７８】遊技盤の背面図である。
【図７９】遊技盤の平面図である。
【図８０】遊技盤に形成される取り外し防止機構部分の拡大斜視図である。
【図８１】遊技盤の取り外し防止機構に対する本体枠側の構造を示す本体枠の部分斜視図
である。
【図８２】図７６乃至図７９に示す遊技盤とは異なる第二の実施形態の遊技盤における前
構成部材、遊技パネル、及びパネルホルダを組立てた状態で縦方向に切断して示す断面図
である。
【図８３】第二の実施形態の遊技盤を主に構成する前構成部材、遊技パネル、及びパネル
ホルダ等を分解して斜め前から見た分解斜視図である。
【図８４】図８３を斜め後から見た分解斜視図である。
【図８５】盤用基板ホルダに主制御基板ボックスを固定した状態で斜め後から示す斜視図
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である。
【図８６】図８５を盤用基板ホルダ、ドロワホルダ、及び主制御基板ボックスに分解して
斜め後から示す分解斜視図である。
【図８７】遊技盤における機能表示ユニットの分解斜視図の概略図である。
【図８８】機能表示シールの概略図である。
【図８９】遊技窓を介して遊技盤の機能表示シールを見た部分図である。
【図９０】打球発射装置の全体の斜視図（Ａ），発射モータ部分を取り外した状態の斜視
図（Ｂ）である。
【図９１】打球発射装置の分解斜視図である。
【図９２】打球発射装置と発射レールとの関係を示す正面図（Ａ），発射モータ部分の斜
視図（Ｂ）である。
【図９３】操作ハンドル部を操作していない状態における打球発射装置と発射レールとの
関係を示す背面図である。
【図９４】操作ハンドル部を操作している状態における打球発射装置と発射レールとの関
係を示す背面図である。
【図９５】打球発射装置に設けられるスライド部材の平面図（Ａ），正面図（Ｂ），正面
から見た斜視図（Ｃ），正面図（Ｂ）のＡ－Ａ断面図（Ｄ）である。
【図９６】賞球タンクの斜視図（Ａ）、平面図（Ｂ）、側面図（Ｃ）である。
【図９７】従来の賞球タンク（Ａ），（Ｂ）と本実施形態に係る賞球タンク（Ｃ）との排
出口部分における球の圧力状態を示す平面図である。
【図９８】賞球タンク、タンクレール部材、球通路ユニット、賞球ユニット、及び満タン
ユニットの関係を示すパチンコ機１の背面側から見た斜視図である。
【図９９】賞球タンク、タンクレール部材、球通路ユニット、賞球ユニット、及び満タン
ユニットの関係を示すパチンコ機１の正面側から見た斜視図である。
【図１００】タンクレール部材の下流部と球通路ユニットの上流部との関係を示す断面図
（Ａ）と平面図（Ｂ）である。
【図１０１】本体枠と球通路ユニット及び賞球ユニットとの関係を示す分解斜視図である
。
【図１０２】球通路ユニット及び賞球ユニットとの関係を示す背面図である。
【図１０３】球通路ユニットの背面から見た斜視図である。
【図１０４】球通路ユニットの正面図である。
【図１０５】球通路ユニットと賞球ユニットとの連結構造を説明するための側面図である
。
【図１０６】賞球ユニットの背面側から見た分解斜視図である。
【図１０７】払出モータと払出部材としてのスプロケットとの関係を説明するための背面
図である。
【図１０８】賞球ユニットの通路と駆動関係を説明するための背面図である。
【図１０９】図１０８のＡ－Ａ断面図である。
【図１１０】賞球ユニットと満タンユニットとの関係を示す斜視図である。
【図１１１】満タンユニットの斜視図である。
【図１１２】満タンユニットの正面から見た分解斜視図である。
【図１１３】満タンユニットの背面から見た分解斜視図である。
【図１１４】満タンユニットとファール口との関係を示す一部破断斜視図である。
【図１１５】満タンユニットに設けられる底面揺動板部分で切断した横断面図である。
【図１１６】満タンユニットとファール口との関係を示す断面図である。
【図１１７】錠装置と本体枠との関係を示す背面斜視図である。
【図１１８】錠装置の本体枠への掛け止め構造を示す拡大側方断面図である。
【図１１９】パチンコ機の縦方向中央よりやや下方の位置で水平方向に切断した一部断面
図である。
【図１２０】錠装置と本体枠の側壁との詳細な関係を示す拡大断面図である。
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【図１２１】錠装置の側面図（Ａ）、前面側から見た斜視図（Ｂ）である。
【図１２２】錠装置の背面側から見た斜視図（Ａ）、錠装置のコ字状基体の内部に摺　　
動自在に設けられるガラス扉用摺動杆と本体枠用摺動杆の斜視図（Ｂ），（Ｃ）である。
【図１２３】錠装置の分解斜視図である。
【図１２４】ガラス扉用摺動杆と本体枠用摺動杆の作用を説明するための正面図である。
【図１２５】不正防止部材の作用を説明するための正面図である。
【図１２６】基板ユニットを背面側から見た斜視図である。
【図１２７】基板ユニットの背面側から見た分解斜視図である。
【図１２８】基板ユニットを前面側から見た斜視図である。
【図１２９】基板ユニットの前面側から見た分解斜視図である。
【図１３０】基板ユニットの主体をなす枠用基板ホルダの前面側から見た正面図である。
【図１３１】枠用基板ホルダの背面図である。
【図１３２】基板ユニットの背面図である。
【図１３３】払出制御基板ボックス及び端子基板ボックスを取り外した状態の基板ユニッ
トの背面図である。
【図１３４】基板ユニットに設けられる各基板の接続関係を示す平面図である。
【図１３５】基板ユニットと遊技盤との電気的な接続を示す概略図である。
【図１３６】払出制御基板と基板ユニットとの配線等を示すパチンコ機の背面図の一部で
ある。
【図１３７】図１３８の断面図の断面箇所を説明するための遊技盤の正面図である。
【図１３８】図１３７のＣ－Ｃ断面図である。
【図１３９】第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチンコ機であってカバー体を開放
した状態の背面から見た斜視図である。
【図１４０】第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチンコ機の側面図である。
【図１４１】第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチンコ機であってカバー体の開放
側から見た斜視図である。
【図１４２】第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチンコ機であってカバー体の軸支
側から見た斜視図である。
【図１４３】第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチンコ機の背面図である。
【図１４４】第二実施形態に係るカバー体を取り外した状態のパチンコ機の背面図である
。
【図１４５】第二実施形態に係るカバー体の下辺部と重合当接する払出制御基板ボックス
の斜視図である。
【図１４６】第二実施形態に係るカバー体の内側から見た斜視図である。
【図１４７】第二実施形態に係るカバー体に設けられるシリンダ錠の作用を説明するため
の背面図である。
【図１４８】図１４３のＡ－Ａ断面図である。
【図１４９】図１４３のＢ－Ｂ断面図である。
【図１５０】図１４３のＣ－Ｃ断面図である。
【図１５１】遊技盤の正面図である。
【図１５２】遊技盤を斜め右前から見た斜視図である。
【図１５３】遊技盤を斜め左前から見た斜視図である。
【図１５４】遊技盤を斜め後から見た斜視図である。
【図１５５】遊技盤を構成する主な部材毎に分解して斜め前から見た斜視図である。
【図１５６】遊技盤を構成する主な部材毎に分解して斜め後から見た斜視図である。
【図１５７】（Ａ）は遊技盤におけるアタッカユニット、サイド入賞口部材、及びゲート
部材を斜め前から示す斜視図であり、（Ｂ）は（Ａ）を斜め後から示す斜視図である。
【図１５８】（Ａ）は遊技盤におけるセンター役物を斜め前から示す斜視図であり、（Ｂ
）は（Ａ）を斜め後から示す斜視図である。
【図１５９】遊技盤におけるセンター役物を斜め後下から示す斜視図である。
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【図１６０】（Ａ）は裏ユニットを斜め前から見た斜視図であり、（Ｂ）は裏ユニットを
斜め後から見た斜視図である。
【図１６１】裏ユニットを主な構成毎に分解して斜め前から見た分解斜視図である。
【図１６２】裏ユニットを主な構成毎に分解して斜め後から見た分解斜視図である。
【図１６３】裏ユニットにおける裏箱ユニットを主な構成毎に分解して斜め前から見た斜
視図である。
【図１６４】裏箱ユニットを主な構成毎に分解して斜め後から見た斜視図である。
【図１６５】左可動装飾体ユニットをスライドラックカバーと昇降レールカバーとを外し
た状態で示す斜視図である。
【図１６６】左可動装飾体ユニットの動きを示す説明図である。
【図１６７】（Ａ）は裏ユニットにおける右可動装飾体ユニットを斜め前から見た斜視図
であり、（Ｂ）は右可動装飾体ユニットを斜め後から見た斜視図である。
【図１６８】右可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め前から見た分解斜視図で
ある。
【図１６９】右可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め後から見た分解斜視図で
ある。
【図１７０】右可動装飾体ユニットにおける右可動装飾体の回動動作を示す説明図である
。
【図１７１】右可動装飾体ユニットにおける右可動装飾体の伸縮動作を示す説明図である
。
【図１７２】裏ユニットにおける上部左可動装飾体ユニットを斜め前から見た斜視図であ
る。
【図１７３】上部左可動装飾体ユニットを斜め後から見た斜視図である。
【図１７４】上部左可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め前上から見た分解斜
視図である。
【図１７５】上部左可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め後下から見た分解斜
視図である。
【図１７６】（Ａ）は裏ユニットにおける上部中可動装飾体ユニットを斜め前から見た斜
視図であり、（Ｂ）は上部中可動装飾体ユニットを斜め後から見た斜視図である。
【図１７７】（Ａ）は上部中可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解
斜視図であり、（Ｂ）は上部中可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して後から見た分
解斜視図である。
【図１７８】遊技盤を右斜め上から見た斜視図である。
【図１７９】図１５１におけるア－ア線において切断した断面図である。
【図１８０】遊技盤を右斜め下から見た斜視図である。
【図１８１】左可動装飾体が右方向へ移動した状態を示す遊技盤の正面図である。
【図１８２】右方向へ移動した左可動装飾体の副装飾体が上昇した状態を示す遊技盤の正
面図である。
【図１８３】右可動装飾体が直立状に回動した状態を示す遊技盤の正面図である。
【図１８４】右可動装飾体が左側へ回動すると共に上部左可動装飾体が降下した状態を示
す遊技盤の正面図である。
【図１８５】図１８４の状態から右可動装飾体が伸長した状態を示す遊技盤の正面図であ
る。
【図１８６】図１８５の状態から右可動装飾体が更に伸長した状態を示す遊技盤の正面図
である。
【図１８７】上部中可動装飾体の動きを示す説明図である。
【図１８８】裏ユニットの液晶表示装置よりも上側の部分で遊技盤と共に横方向へ切断し
た断面図である。
【図１８９】主基板及び周辺基板のブロック図である。
【図１９０】液晶制御基板４１５０の構成を示す説明図である。
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【図１９１】ＶＤＰ４１５０ｃと画像分割モジュール４１５０ｆとの詳細な構成を示す説
明図である。
【図１９２】第１同期信号ＳＳＯの説明図である。
【図１９３】画像（データ）分割の１つの態様を示す概略図である。
【図１９４】画像（データ）分割による処理の概要を示すタイミングチャートである。
【図１９５】２枚のパネルのうちの一方のパネル（例えば、第１パネルＬＣＤ１）にのみ
画像を表示する場合の処理の概要を示すタイミングチャートである。
【図１９６】２枚のパネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に画像を表示している状態から、第１パネ
ルＬＣＤ１のみが画像を表示する状態への切り替え処理の概要を示すタイミングチャート
である。
【図１９７】２枚のパネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に画像を表示している状態から、第２パネ
ルＬＣＤ２のみが画像を表示する状態への切り替え処理の概要を示すタイミングチャート
である。
【図１９８】画像（データ）の分割の別の態様を示す概略図である。
【図１９９】画像（データ）分割の別の態様による処理の概要を示すタイミングチャート
である。
【図２００】画像サイズ（画面サイズ）が互いに異なる表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を
利用する場合の第１同期信号ＳＳＯ、第２同期信号ＳＳＥの説明図である。
【図２０１】主制御基板における機能的な構成を示すブロック図である。
【図２０２】主基板の主制御基板に搭載される主制御ＭＰＵが実行するメインシステム処
理の一例を示すフローチャートである。
【図２０３】電源断発生時処理の一例を示すフローチャートである。
【図２０４】タイマ割込処理の一例を示すフローチャートである。
【図２０５】特別図柄・特別電動役物制御処理の一例を示すフローチャートである。
【図２０６】第一・第二始動口入賞処理の一例を示すフローチャートである。
【図２０７】第二特別図柄先行処理の処理ステップを示すフローチャートである。
【図２０８】先行判定テーブルを示す図である。
【図２０９】第二特別図柄先行処理の処理ステップを示すフローチャートである。
【図２１０】変動開始処理の一例を示すフローチャートである。
【図２１１】変動パターン設定処理の一例を示すフローチャートである。
【図２１２】当たり変動パターンテーブル設定処理の一例を示すフローチャートである。
【図２１３】当たり変動パターンテーブル設定処理において、設定されるテーブルの振り
分けを示す表である。
【図２１４】高期待外れ変動パターンテーブル設定処理の一例を示すフローチャートであ
る。
【図２１５】高期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、設定されるテーブルの
振り分けを示す表である。
【図２１６】低期待外れ変動パターンテーブル設定処理の一例を示すフローチャートであ
る。
【図２１７】低期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、設定されるテーブルの
振り分けを示す表である。
【図２１８】当たり変動パターンテーブル設定処理において選択され得る当たり変動パタ
ーンテーブルＡ～Ｃに基づいて決定される変動パターンの一覧表である。
【図２１９】当たり変動パターンテーブル設定処理において選択され得る当たり変動パタ
ーンテーブルＤ～Ｍに基づいて決定される変動パターンの一覧表である。
【図２２０】高期待外れ変動パターン設定処理において選択され得る高期待外れ変動パタ
ーンテーブルＮ～Ｓに基づいて決定される変動パターンの一覧表である。
【図２２１】低期待外れ変動パターン設定処理において選択され得る低期待外れ変動パタ
ーンテーブルＴ～Ｚ、ＡＡ、ＢＢ、ＣＣに基づいて決定される変動パターンの一覧表であ
る。
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【図２２２】変動中処理の一例を示すフローチャートである。
【図２２３】大当たり遊技開始処理の一例を示すフローチャートである。
【図２２４】小当たり成立時処理の一例を示すフローチャートである。
【図２２５】特別電動役物大当たり制御処理の一例を示すフローチャートである。
【図２２６】特別電動役物小当たり制御処理の一例を示すフローチャートである。
【図２２７】液晶表示装置の表示について説明する概念図である。
【図２２８】液晶表示装置の表示について説明する概念図である。
【図２２９】液晶表示装置に装飾図柄の変動表示及び演出表示が表示されている様子の一
例を示す図である。
【図２３０】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３１】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３２】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３３】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３４】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３５】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３６】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３７】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３８】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２３９】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４０】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４１】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４２】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４３】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４４】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４５】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４６】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４７】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４８】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２４９】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２５０】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
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示す図である。
【図２５１】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２５２】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２５３】連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画像を
示す図である。
【図２５４】連続演出の変形例について説明する図である。
【図２５５】連続演出の変形例について説明する図である。
【図２５６】連続演出における装飾図柄の変動を表すタイミングチャートの一例である。
【図２５７】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２５８】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２５９】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６０】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６１】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６２】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６３】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６４】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６５】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６６】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６７】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６８】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２６９】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２７０】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２７１】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２７２】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２７３】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２７４】切り抜きスベリ演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図２７５】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２７６】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
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【図２７７】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２７８】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２７９】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８０】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８１】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８２】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８３】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８４】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８５】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８６】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８７】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８８】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２８９】第１特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図２９０】第１特殊モード演出の他のパターンとして液晶表示装置に表示される動画像
を構成するフレーム画像を示す図である。
【図２９１】第１特殊モード演出の他のパターンとして液晶表示装置に表示される動画像
を構成するフレーム画像を示す図である。
【図２９２】第１特殊モード演出の他のパターンとして液晶表示装置に表示される動画像
を構成するフレーム画像を示す図である。
【図２９３】第１特殊モード演出の他のパターンとして液晶表示装置に表示される動画像
を構成するフレーム画像を示す図である。
【図２９４】第１特殊モード演出の他のパターンとして液晶表示装置に表示される動画像
を構成するフレーム画像を示す図である。
【図２９５】第１特殊モード演出の他のパターンとして液晶表示装置に表示される動画像
を構成するフレーム画像を示す図である。
【図２９６】第１特殊モード演出の第４変形例について説明する図である。
【図２９７】第１特殊モード演出の第４変形例について説明する図である。
【図２９８】第１特殊モード演出の第４変形例について説明する図である。
【図２９９】第２特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３００】第２特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０１】第２特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０２】第２特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０３】第２特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
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構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０４】第２特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０５】第２特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０６】第２特殊モード演出における第１のリーチパターンとして液晶表示装置に表
示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０７】第２特殊モード演出における第１のリーチパターンとして液晶表示装置に表
示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０８】第２特殊モード演出における第１のリーチパターンとして液晶表示装置に表
示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図３０９】第２特殊モード演出における第１のリーチパターンとして液晶表示装置に表
示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１０】第２特殊モード演出における第１のリーチパターンとして液晶表示装置に表
示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１１】第２特殊モード演出における第２のリーチパターンとして液晶表示装置に表
示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１２】第２特殊モード演出における第２のリーチパターンとして液晶表示装置に表
示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１３】第３特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１４】第３特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１５】第３特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１６】第３特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１７】第３特殊モード演出の一パターンとして液晶表示装置に表示される動画像を
構成するフレーム画像を示す図である。
【図３１８】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３１９】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２０】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２１】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２２】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２３】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２４】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２５】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２６】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２７】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２８】画面カット予告演出の第１演出例を説明するための図である。
【図３２９】画面カット予告演出の第２演出例を説明するための図である。
【図３３０】ステップアップ予告Ａ演出を説明するための図である。
【図３３１】ステップアップ予告Ａ演出を説明するための図である。
【図３３２】ステップアップ予告Ａ演出を説明するための図である。
【図３３３】ステップアップ予告Ａ演出を説明するための図である。
【図３３４】ステップアップ予告Ａ演出を説明するための図である。
【図３３５】ステップアップ予告Ａ演出を説明するための図である。
【図３３６】ステップアップ予告Ａ演出を説明するための図である。
【図３３７】ステップアップ予告Ｂ演出を説明するための図である。
【図３３８】ステップアップ予告Ｂ演出を説明するための図である。
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【図３３９】ステップアップ予告Ｂ演出を説明するための図である。
【図３４０】ステップアップ予告Ｂ演出を説明するための図である。
【図３４１】ステップアップ予告Ｂ演出を説明するための図である。
【図３４２】ステップアップ予告Ｂ演出を説明するための図である。
【図３４３】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３４４】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３４５】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３４６】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３４７】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３４８】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３４９】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３５０】ステップアップ予告Ｃ演出を説明するための図である。
【図３５１】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５２】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５３】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５４】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５５】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５６】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５７】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５８】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３５９】ステップアップ予告Ｄ演出を説明するための図である。
【図３６０】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６１】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６２】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６３】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６４】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６５】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６６】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６７】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６８】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３６９】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３７０】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３７１】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３７２】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３７３】リーチ選択演出を説明するための図である。
【図３７４】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３７５】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３７６】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３７７】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３７８】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３７９】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８０】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８１】図３７６と同様のフレーム画像を表す説明図である。



(15) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

【図３８２】図３８１と同様のフレーム画像を表す説明図である。
【図３８３】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８４】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８５】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８６】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８７】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８８】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３８９】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３９０】リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成する
フレーム画像を示す図である。
【図３９１】３Ｄリーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９２】両面リーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９３】両面リーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９４】両面リーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９５】両面リーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９６】両面リーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９７】両面リーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９８】両面リーチ演出の一例として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフ
レーム画像及び遊技者から見た視認画面を示す図である。
【図３９９】両面リーチ演出の変形例について説明する図である。
【図４００】両面リーチ演出の変形例について説明する図である。
【図４０１】両面リーチ演出の変形例について説明する図である。
【図４０２】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４０３】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４０４】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４０５】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４０６】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４０７】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４０８】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
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【図４０９】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４１０】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４１１】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４１２】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４１３】浮遊表示演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム画
像を示す図である。
【図４１４】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４１５】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４１６】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４１７】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４１８】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４１９】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４２０】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４２１】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４２２】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４２３】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４２４】変動中昇格演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレーム
画像を示す図である。
【図４２５】変動中昇格失敗演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成するフレ
ーム画像を示す図である。
【図４２６】変動中昇格演出の第３変形例について説明する図である。
【図４２７】特殊演出を説明するための図である。
【図４２８】特殊演出を説明するための図である。
【図４２９】特殊演出を説明するための図である。
【図４３０】特殊演出を説明するための図である。
【図４３１】特殊演出を説明するための図である。
【図４３２】特殊演出を説明するための図である。
【図４３３】特殊演出を説明するための図である。
【図４３４】特殊演出を説明するための図である。
【図４３５】特殊演出を説明するための図である。
【図４３６】特殊演出を説明するための図である。
【図４３７】特殊演出を説明するための図である。
【図４３８】特殊演出を説明するための図である。
【図４３９】特殊演出を説明するための図である。
【図４４０】外部通常遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置に表示され
る動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
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【図４４１】外部通常遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置に表示され
る動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４２】外部通常遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置に表示され
る動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４３】外部通常遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置に表示され
る動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４４】外部通常遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置に表示され
る動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４５】外部通常遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置に表示され
る動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４６】外部有利遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置１４００に
表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４７】外部有利遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置１４００に
表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４８】外部有利遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置１４００に
表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４４９】外部有利遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置１４００に
表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４５０】外部有利遊技状態における演出の一パターンとして液晶表示装置１４００に
表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。
【図４５１】液晶制御基板における処理の説明図である。
【図４５２】液晶制御ＭＰＵとＶＤＰとの動作の参考例を示すタイミングチャートである
。
【図４５３】液晶制御ＭＰＵとＶＤＰとの動作の別の態様を示すタイミングチャートであ
る。
【図４５４】主制御部判定処理において、主制御ＭＰＵが参照する判定用情報のデータ構
造を示す概念図である。
【図４５５】主制御部判定処理の処理ステップを示すフローチャートである。
【図４５６】比較例としての判定処理について説明する図である
【図４５７】本実施形態における仕様変更の一例を説明するための図である
【図４５８】比較例における仕様変更の一例を説明するための図である。
【図４５９】周辺制御ＭＰＵの機能ブロックを示す図である。
【図４６０】主制御ＭＰＵ、周辺制御ＭＰＵ、及び、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが行う連
動演出処理を示すフローチャートである。
【図４６１】主制御基板及び周辺基板が行う演出制御についてのタイミングチャートであ
る。
【図４６２】主制御基板及び周辺基板が行う演出制御で用いられるコマンドについて説明
するための図である。
【図４６３】液晶表示装置を正面から見た様子の一例を示す正面図である。
【図４６４】液晶表示装置に搭載された第１表示パネル及び第２表示パネルの各表示内容
の一例を示す斜視図である。
【図４６５】図４６３に示す表示態様のグラデーションを側面から見た場合におけるイメ
ージ図である。
【図４６６】特定絵柄に関する表示態様の第１変形例を示す正面図である。
【図４６７】特定絵柄に関する表示態様の第１変形例を示す斜視図である。
【図４６８】特定絵柄に関する表示態様の第２変形例を示す正面図である。
【図４６９】特定絵柄に関する表示態様の第２変形例を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
［１．パチンコ機の全体構造］
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　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態について、図面を参照して説明する。ま
ず、図１乃至図７を参照して実施形態に係るパチンコ機の全体について説明する。図１は
実施形態に係るパチンコ機の外枠に対して本体枠を開放し、本体枠に対して扉枠を開放し
た状態を示す斜視図であり、図２はパチンコ機の正面図であり、図３はパチンコ機の側面
図であり、図４はパチンコ機の平面図であり、図５はパチンコ機の背面図であり、図６は
パチンコ機を構成する外枠、本体枠、遊技盤、扉枠の後方から見た分解斜視図であり、図
７はパチンコ機を構成する外枠、本体枠、遊技盤、扉枠の前方から見た分解斜視図である
。
【００２６】
　図１乃至図７において、本実施形態に係るパチンコ機１は、遊技ホールの島（図示しな
い）に設置される外枠２と、外枠２に開閉自在に軸支され且つ遊技盤４を装着し得る本体
枠３と、本体枠３に開閉自在に軸支され且つ遊技盤４に形成されて球が打ち込まれる遊技
領域６０５を遊技者が視認し得る遊技窓１０１とその遊技窓１０１の下方に配置され且つ
遊技の結果によって払出される球を貯留する貯留皿としての皿ユニット３００とを備えた
扉枠５と、を備えて構成されている。
【００２７】
　外枠２には、その下方前方に装飾カバー板１５を補強するカバー補強金具１４が固着さ
れている。また、本体枠３には、上記したように遊技盤４が着脱自在に装着し得る他に、
その裏面下部に打球発射装置６５０と、遊技盤４を除く扉枠５や本体枠３に設けられる電
気的部品を制御するための各種の制御基板や電源基板１１３６等が一纏めに設けられてい
る基板ユニット１１００が取付けられ、本体枠３の後面開口５８０（図６を参照）を覆う
カバー体１２５０が着脱自在に設けられている。更に、扉枠５には、上記した皿ユニット
３００の他に、遊技窓１０１を閉塞するようにガラスユニット４５０と、ハンドル装置４
００とが設けられている。そして、本実施形態の特徴は、扉枠５に設けられる皿ユニット
３００が１つであり、しかも、従来は本体枠３に設けられていたハンドル装置４００が扉
枠５に設けられ、また、扉枠５と本体枠３とが正面から見て略同じ方形の大きさであるた
め、正面から本体枠３が視認できなくした点である。以下、パチンコ機１を構成する部材
について詳細に説明する。
【００２８】
［１－１．外枠］
　外枠２について、主として図８乃至図１２を参照して説明する。図８は、外枠２の正面
斜視図であり、図９は、同外枠２の正面から見た分解斜視図であり、図１０は、同外枠２
の正面図であり、図１１は、同外枠２の背面図であり、図１２は、図１０のＢ－Ｂ断面図
（Ａ）と図１２（Ａ）のＣ－Ｃ断面図（Ｂ）、Ｄ－Ｄ断面図（Ｃ）、Ｅ－Ｅ断面図（Ｄ）
である。また、図１３は本体枠の上軸支金具と外枠の上支持金具との脱着構造を説明する
ための斜視図であり、図１４は外枠の上支持金具の裏面に設けられるロック部材の取付状
態を示す分解斜視図（Ａ）と下方から見た斜視図（Ｂ）である。更に始動口、図１５は軸
支ピンとロック部材との関係を説明するための上支持金具部分の裏面図であり、図１６は
ロック部材の作用を説明するための上支持金具部分の裏面図である。
【００２９】
　図８及び図９において、本実施形態に係る外枠２は、横方向へ延びる上下の上枠板１０
及び下枠板１１と、縦（上下）方向へ延びる左右の側枠板１２，１３とを、夫々の端部を
連結するための連結部材１９で連結することによって方形状に組み付けられるものである
。具体的には、連結部材１９は、中央と左右とに段差のある表彰台状に形成され、突出し
た中央の部分が上枠板１０及び下枠板１１の両端部中央に形成された係合切欠部２０に嵌
合され、一段下がった左右の部分の平面に上枠板１０の裏面と下枠板１１の上面とが当接
し且つ一段下がった左右の部分の一側面に側枠板１２，１３の内側面が当接するようにな
っている。
【００３０】
　そして、その状態で、上枠板１０の係合切欠部２０の両側方及び下枠板１１の係合切欠



(19) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

部２０の両側方に夫々形成される挿通穴２１と連結部材１９の一段下がった左右の部分の
平面に形成される複数（図示の場合２個）の連結穴２２（図９の上枠板１０と側枠板１２
とを連結する連結部材１９に表示するが、他の連結部材１９にも存在する）とを一致させ
て上方又は下方から複数（図示の場合２本）の連結ビス２３で止着し、更に、側枠板１２
，１３の上下端部分に穿設される複数（図示の場合２個）の取付穴２４と連結部材１９の
一段下がった左右の部分の側面に形成される複数（図示の場合３個）の連結穴２５とを一
致させて側方外側から複数（図示の場合３本）の連結ビス２６，２７で止着することによ
り、上下の上枠板１０及び下枠板１１と左右の側枠板１２，１３とが強固に連結固定され
る。ただし、３本の連結ビス２６，２７のうち、１本の連結ビス２７は、側枠板１２，１
３と連結部材１９とを連結するものではなく、上枠板１０及び下枠板１１と連結部材１９
とを側方から直接連結するものである。
【００３１】
　外枠２を構成する上枠板１０と下枠板１１、及び側枠板１２，１３のうち、上枠板１０
と下枠板１１とは従来と同じ木製であり、側枠板１２，１３は、軽量金属、例えば、アル
ミニュウム合金の押出し成型板により構成されている。上枠板１０及び下枠板１１を従来
と同じ木製で構成した理由は、パチンコ機１を遊技場に列設される島に設置する場合に、
島の垂直面に対し所定の角度をつけて固定する作業を行う必要があるが、そのような作業
は上枠板１０及び下枠板１１と島とに釘を打ち付けて行われるため、釘を打ち易くするた
めである。一方、側枠板１２，１３をアルミニュウム合金の押出し成型板により構成した
理由は、従来の木製に比べ強度を維持しつつ肉厚を薄く形成することができるため、側枠
板１２，１３の内側に隣接する本体枠３の側面壁５４０～５４３（図６９を参照）の正面
から見たときの左右幅を広くすることができる。このため左右方向の寸法の大きな遊技盤
４を本体枠３に装着することができることになり、結果的に遊技盤４の遊技領域６０５を
大きく形成することができるからである。
【００３２】
　なお、側枠板１２，１３をアルミニュウム合金の平板で構成すると、充分な剛性が確保
できないため、図１２（Ｃ）に示すように、側枠板１２（側枠板１３も全く同じ構造であ
る。）の後方部分内側にリブによって後方が開放した空間部２８（側枠板１３の空間部２
８は図１１に表示）を形成して後方部分の肉厚ｈ１が厚くなるように引き抜き成型されて
いる。もちろん、この肉厚ｈ１は、従来の木製の肉厚と同等若しくは若干薄い寸法となっ
ている。
【００３３】
　また、図１２（Ｂ），（Ｄ）に示すように、側枠板１２の空間部２８の前方には、連結
部材１９の一段下がった左右の部分の一方の部分が嵌め込まれる溝部２９（側枠板１３の
溝部２９は図８に表示）が形成されている。側枠板１２の溝部２９から前端部までは、図
１２（Ｂ）～（Ｄ）に示すように、その内側面が連結部材１９の一段下がった左右の部分
の他方の部分が当接する平板状をなすものであるが、その平板部に材料軽減のための浅い
凹部が形成されている。更に、溝部２９が形成される反対側の面（外側面）には、図８及
び図１２（Ｂ）に示すように、上支持金具４５の垂下片部５３が挿入される凹部３０（側
枠板１３の凹部３０は図９に表示）が形成されている。
【００３４】
　そして、上記のように形成される軸支側の側枠板１２には、連結部材１９を取付けるた
めの構成以外に、その上部に上支持金具４５の垂下片部５３を側枠板１２の外側に止着ビ
ス３２で止着するための取付穴３１が穿設されると共に、その下部に下支持金具６６の垂
直当接片７２に形成される取付穴６９と一致させて止着ビス３４で止着するための取付穴
３３が穿設されている。また、取付穴３３の下部であって側枠板１２の前方部分に側枠板
１２とカバー補強金具１４とを止着ビス３６で止着するための取付穴３５が形成されてい
る。
【００３５】
　一方、開放側の側枠部１３には、連結部材１９を取付けるための構成以外に、その上部
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に閉鎖用突起３８を取付ネジ３９で取付けるための取付穴３７が穿設され、その下部に閉
鎖用突起４１を取付ネジ４２で取付けるための取付穴４０が穿設されると共に、さらに最
下方に側枠板１３とカバー補強金具１４とを止着ビス４４で止着するための取付穴４３が
形成されている。
【００３６】
　なお、この閉鎖用突起３８，４１は、外枠２に対して本体枠３を閉じる際に、本体枠３
の開放側辺に沿って取付けられる錠装置１０００のフック部１０５４，１０６５（図１２
１を参照）と係合するものであり、後に詳述するように錠装置１０００のシリンダ錠１０
１０に鍵を差し込んで一方に回動することにより、フック部１０５４，１０６５と閉鎖用
突起３８，４１との係合が外れて本体枠３を外枠２に対して開放することができるもので
ある。
【００３７】
　また、下枠板１１と左右の側枠板１２，１３の下部前面に固定されるカバー補強金具１
４は、閉止時においてその上面に本体枠３が載置されるものであり、カバー補強金具１４
の表面及び側面は、装飾カバー板１５によって被覆されている。なお、外枠２の装飾カバ
ー板１５の開放側の上面には、本体枠３の閉止時に本体枠３をスムーズに案内するための
案内板１８が交換可能に装着されている。
【００３８】
　ところで、本体枠３を開閉自在に軸支する構造として、上枠板１０と側枠板１２とを連
結する機能も兼用する上支持金具４５とカバー補強金具１４の一側上面に沿って取付けら
れる下支持金具６６とが設けられている。上支持金具４５には、前方に突出している支持
突出片４６に支持突出片４６の側方から先端中央部に向かって屈曲して形成された支持鉤
穴４７が形成されており、この支持鉤穴４７に本体枠３の後述する上軸支金具５０３の軸
支ピン５０４（図７１を参照）が着脱自在に係合されるようになっている。
【００３９】
　また、下支持金具６６も前方に突出した形状に形成されているが、この突出した部分に
上向きに支持突起６８が突設され、この支持突起６８に本体枠３の後述する枠支持板５０
６（図７２を参照）に形成される支持穴が挿入される。したがって、外枠２に本体枠３を
支持するためには、下支持金具６６の支持突起６８に本体枠３の枠支持板５０６に形成さ
れる支持穴を係合させた後、本体枠３の上軸支金具５０３の軸支ピン５０４を支持鉤穴４
７に掛け止めることにより簡単に開閉自在に軸支することができる。
【００４０】
　また、上支持金具４５は、上枠板１０の軸支側の上面及び前面に凹状に形成される取付
段部４９に装着されるものであるが、その装着に際し、上支持金具４５に形成される複数
（図示の場合２個）の取付穴４８と取付段部４９に穿設される複数（図示の場合２個）の
取付穴５０とを一致させて取付ビス５１を上方から差し込み、上枠板１０の裏面から押し
当てられる挟持板５２に止着することにより上支持金具４５が上枠板１０に堅固に固定さ
れる。
【００４１】
　また、上支持金具４５の外側側方には、側枠板１２の外側に当接する垂下片部５３があ
り、その垂下片部５３にも取付穴が穿設され、この取付穴と取付穴３１とを止着ビス３２
で止着することにより、上支持金具４５と側枠板１２とを固定すると共に、上枠板１０と
側枠板１２とを上支持金具４５を介して連結している。
【００４２】
　一方、下支持金具６６は、前述したように側枠板１２の取付穴３３と垂直当接片７２の
取付穴６９とを一致させた状態で止着ビス３４で止着し、さらに、下支持金具６６の水平
面の中程に穿設される取付穴７０に取付ネジ７１を差し込むことにより、装飾カバー板１
５を介してカバー補強金具１４の上面に止着されるものである。
【００４３】
　上記のように構成される外枠２において、その構成部材である上枠板１０と下枠板１１
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と側枠板１２，１３とを連結部材１９で連結することにより、連結部材１９が側枠板１２
，１３の内面に密着して止着されると共に連結部材１９と上枠板１０及び下枠板１１が係
合した状態で止着されるので、その組み付け強度が高く頑丈な方形状の枠組みとすること
ができる。上記した連結部材１９と上枠板１０及び下枠板１１との係合状態に加え、連結
部材１９の側枠板１２，１３への取付けに際し、溝部２９に連結部材１９の一段下がった
左右の部分の一方の部分が嵌め込まれる構造であるため、連結部材１９の側枠板１２，１
３への取付けが強固となり、これによっても方形状の枠組みの強度を向上することができ
ると共にその位置決めを正確に行うことができる。
【００４４】
　また、連結部材１９によって上枠板１０、下枠板１１、側枠板１２，１３を連結した後
、上支持金具４５を所定の位置に取付けたときに、図１０及び図１１に示すように、各枠
板１０，１１，１２，１３の外側面（外周面）から外側に突出する部材は存在しないので
、パチンコ機１を図示しないパチンコ島台に設置する際に、隣接する装置（例えば、隣接
する玉貸器）と密着して取付けることができる。また、下支持金具６６を取付けたときに
も、カバー補強金具１４の上面と下支持金具６６の上面とが略同一平面となるようになっ
ている。
【００４５】
　ところで、本体枠３を開閉自在に軸支するための上支持金具４５の裏面には、図１４に
示すようにロック部材８０が回動自在に軸支されている。より詳細に説明すると、図１４
（Ａ）に示すように、上支持金具４５の支持突出片４６は、先端部が円弧状の平板として
形成されると共に支持突出片４６の外側縁に沿って直角に折り曲げられた垂下壁４６ａが
形成される。この垂下壁４６ａにより、上支持金具４５の支持突出片４６の強度を向上さ
せることができると共に、正面から見たときに次に説明するロック部材８０が視認できな
いようにして外観を良くし、更に、次に説明するロック部材８０の弾性片８０ｃの先端当
接部が当接する部位として利用したりロック部材８０が支持突出片４６から外側に飛び出
さないように停止部として利用している。また、支持突出片４６に形成される支持鉤穴４
７は、垂下壁４６ａが形成されない反対側の側方から内側にやや向ってさらに先端中央部
に向かって傾斜状となるように屈曲して形成されている。そして、支持鉤穴４７の傾斜状
穴部の溝寸法は、軸支ピン５０４の直径よりもやや大きな寸法に形成されている。
【００４６】
　また、上記した垂下壁４６ａは、支持鉤穴４７の前方の入口端部から支持突出片４６及
び上支持金具４５の外側縁に沿って直角に折り曲げられて形成されていると共に、支持鉤
穴４７の前方の入口端部の部分で内側に向って折り曲げられて停止垂下部４７ａとなって
いる。また、支持突出片４６の略中央に取付穴４６ｂが穿設され、取付穴４６ｂにロック
部材８０がリベット８１によって回転自在に軸支されている。ロック部材８０は、合成樹
脂によって成型されるものであり、ストッパー部８０ａと操作部８０ｂとがＬ字状に形成
され、また操作部８０ｂと反対側に円弧状の弾性片８０ｃが一体的に延設されている。そ
して、ストッパー部８０ａと操作部８０ｂとがなすＬ字状の基部にリベット８１が挿通さ
れる取付穴８０ｄが形成されている。しかして、ロック部材８０がリベット８１によって
取付穴４６ｂに取付けられて支持突出片４６の裏面に回転自在に固定した状態においては
、図１４（Ｂ）に示すように、弾性片８０ｃの先端当接部が垂下壁４６ａの内側面と当接
しており、ストッパー部８０ａが支持鉤穴４７の傾斜状穴部を閉塞するようになっている
。また、このときストッパー部８０ａの先端部分は、支持鉤穴４７の傾斜状穴部の先頭空
間部分を閉塞した状態となっていない。即ち、通常の状態で支持鉤穴４７の先頭空間部分
には、本体枠３の上軸支金具５０３の軸支ピン５０４が挿入される空間が形成されている
。
【００４７】
　ところで、軸支ピン５０４が支持鉤穴４７の傾斜状穴部の先端空間部分に挿入されてス
トッパー部８０ａの先端側方が入口端部の停止垂下部４７ａに対向している状態（この状
態ではストッパー部８０ａの先端側方と停止垂下部４７ａとの間に僅かな隙間があり当接
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した状態となっていない）である通常の軸支状態においては、屈曲して形成される支持鉤
穴４７の傾斜状穴部の先端空間部分に位置する軸支ピン５０４とストッパー部８０ａの先
端面８０ｅとの夫々の中心が斜め方向にずれて対向した状態となっている。そして、この
通常の軸支状態においては、重量のある本体枠３を軸支している軸支ピン５０４が支持鉤
穴４７の先端部分に当接した状態となっているので、軸支ピン５０４からストッパー部８
０ａの先端面８０ｅへの負荷がほとんどかかっていないため、ロック部材８０の弾性片８
０ｃに対し負荷がかかっていない状態となっている。また、図１５（Ａ）に示すように、
ストッパー部８０ａの先端面８０ｅが操作部８０ｂを操作して回動したときにロック部材
８０がスムーズに回動するように円弧状に形成されている。図示の場合、この円弧状先端
面８０ｅの円弧中心は、リベット８１の中心（ロック部材８０の回転中心）である。
【００４８】
　このため、軸支ピン５０４が支持鉤穴４７の傾斜状穴部の傾斜に沿って抜ける方向に作
用力Ｆがかかって円弧状の先端面８０ｅに当接したとき、その作用力Ｆを、軸支ピン５０
４と円弧状の先端面８０ｅとの当接部分に作用する分力Ｆ１（円弧状先端面８０ｅの円弧
の法線方向）と、軸支ピン５０４と支持鉤穴４７の傾斜状穴部の一側内面との当接部分に
作用する分力Ｆ２と、に分けたときに、分力Ｆ１の方向がリベット８１の中心（ロック部
材８０の回転中心）を向くため、ロック部材８０のストッパー部８０ａの先端部が支持突
出片４６から外れる方向（図示の時計方向）に回転させるモーメントが働かず、軸支ピン
５０４がロック部材８０のストッパー部８０ａの先端部と支持鉤穴４７の傾斜状穴部の一
側内面との間に挟持された状態を保持する。このため、通常の軸支状態でもあるいは軸支
ピン５０４の作用力がロック部材８０にかかった状態でも、ロック部材８０の弾性片８０
ｃに常時負荷がかからず、合成樹脂で一体形成される弾性片８０ｃのクリープによる塑性
変形を防止し、長期間に亘って軸支ピン５０４の支持鉤穴４７からの脱落を防止すること
ができる。なお、仮に無理な力がかかってロック部材８０のストッパー部８０ａの先端部
が支持突出片４６から外れる方向（図示の時計方向）に回転させられても、ストッパー部
８０ａの先端部の一側方が停止垂下部４７ａに当接してそれ以上外れる方向に回転しない
ので、ロック部材８０が支持突出片４６の外側にはみ出ることはない。
【００４９】
　また、図１５（Ａ）に示す実施形態においては、ストッパー部８０ａの円弧状先端面８
０ｅの円弧中心がリベット８１の中心（ロック部材８０の回転中心）であることにより、
軸支ピン５０４に対し支持鉤穴４７の傾斜状穴部の傾斜に沿って抜ける方向の作用力Ｆが
かかってもロック部材８０に回転モーメントが生じないものについて説明したが、図１５
（Ｂ）に示すように、ストッパー部８０ａの円弧状先端面８０ｆの曲率半径をさらに小さ
くし、且つロック部材８０のリベット８１による軸支位置を支持突出片４６の内側にした
場合に、軸支ピン５０４が支持鉤穴４７の傾斜状穴部の傾斜に沿って抜ける方向に作用力
Ｆがかかって円弧状の先端面８０ｆに当接したとき、その作用力Ｆを、軸支ピン５０４と
円弧状の先端面８０ｆとの当接部分に作用する分力Ｆ１（円弧状先端面８０ｆの円弧の法
線方向）と、軸支ピン５０４と支持鉤穴４７の傾斜状穴部の一側内面との当接部分に作用
する分力Ｆ２と、に分けた場合において、分力Ｆ１によって回転モーメントが働いてロッ
ク部材８０を図示の矢印方向（時計回転方向）に回転させるが、ロック部材８０が回転し
てもストッパー部８０ａの先端一側方が停止垂下部４７ａに当接するだけであるため、ロ
ック部材８０が支持突出片４６の外側にはみ出ることもないし、ロック部材８０の弾性片
８０ｃに対しても負荷がかかることもない。
【００５０】
　つまり、図１５（Ａ）及び図１５（Ｂ）に示す実施形態から理解することができる点は
、軸支ピン５０４が支持鉤穴４７の傾斜状穴部の傾斜に沿って抜ける方向に作用力Ｆがか
かって先端面８０ｅ，８０ｆに当接したとき、その作用力Ｆの軸支ピン５０４と先端面８
０ｅ，８０ｆとの当接部分に作用する分力Ｆ１によってロック部材８０を回転させる回転
モーメントが生じない位置若しくはロック部材８０をその先端部が支持突出片４６の外側
に向って回転させる回転モーメントが生ずる位置にロック部材８０の回転中心（リベット
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８１により固定される軸）を位置させることにより、常時ロック部材８０の弾性片８０ｃ
に対しても負荷がかかることはないし、ロック部材８０が回転してもストッパー部８０ａ
の先端一側方が停止垂下部４７ａに当接するだけであるため、ロック部材８０が支持突出
片４６の外側にはみ出ることもない。なお、ストッパー部８０ａの先端面の形状が円弧状
でなくても、上記した分力Ｆ１の作用により回転モーメントが生じない位置又はロック部
材８０をその先端部が支持突出片４６の外側に向って回転させる回転モーメントが生ずる
位置にロック部材８０の回転中心（リベット８１により固定される軸）を位置させること
により、常時ロック部材８０の弾性片８０ｃに対しても負荷がかかることはないし、ロッ
ク部材８０が回転してもストッパー部８０ａの先端一側方が停止垂下部４７ａに当接する
だけであるため、ロック部材８０が支持突出片４６の外側にはみ出ることもないという点
を本出願人は確認している。
【００５１】
　上記のように構成されるロック部材８０の作用について図１６を参照して説明する。外
枠２に本体枠３を開閉自在に軸支する前提として、本体枠３の枠支持板５０６（図７１を
参照）に形成される支持穴（図示しない）に下支持金具６６の支持突起６８が挿通されて
いることが必要である。そのような前提において、図１６（Ａ）に示すように、本体枠３
の上軸支金具５０３の軸支ピン５０４をロック部材８０のストッパー部８０ａの側面に当
接させて押し込むことにより、図１６（Ｂ）に示すように、ロック部材８０が弾性片８０
ｃを変形させながら反時計方向に回動させるので、軸支ピン５０４を支持鉤穴４７に挿入
することができる。そして、軸支ピン５０４が支持鉤穴４７の傾斜状穴部の先頭空間部分
に到達すると、図１６（Ｃ）に示すように、軸支ピン５０４とストッパー部８０ａの先端
側面とが当接しなくなるためロック部材８０が弾性片８０ｃの弾性力に付勢されて時計方
向に回動し、ロック部材８０のストッパー部８０ａが再度通常の状態に戻って支持鉤穴４
７の入口部分を閉塞すると同時に、ストッパー部８０ａの先端部分が軸支ピン５０４と対
向して軸支ピン５０４が支持鉤穴４７から抜け落ちないようになっている。そして、この
状態は、図１６（Ｄ）に示すように、本体枠３が完全に閉じられた状態でもあるいは本体
枠３の通常の開閉動作中も保持される。次いで、軸支ピン５０４を支持鉤穴４７から取り
外すためには、図１６（Ｅ）に示すように、指を支持突出片４６の裏面に差し入れてロッ
ク部材８０の操作部８０ｂを反時計方向に回動することにより、ロック部材８０が弾性片
８０ｃの弾性力に抗して回動し、ストッパー部８０ａの先端部分が支持鉤穴４７から退避
した状態となるため、軸支ピン５０４を支持鉤穴４７から取り出すことができる。その後
、本体枠３を持ち上げて、枠支持板５０６に形成される支持穴と下支持金具６６の支持突
起６８との係合を解除することにより、本体枠３を外枠２から取り外すことができる。
【００５２】
　上記したように、第二実施形態に係る外枠２の上支持金具４５に設けられるロック部材
８０は、ストッパー部８０ａと操作部８０ｂと弾性片８０ｃとが合成樹脂によって一体的
に形成されているので、上支持金具４５の裏面に極めて簡単に取付けることができると共
に、極めて簡単な構造であるため故障も少なく且つ製造コストの低減を計ることができる
。また、軸支ピン５０４が支持鉤穴４７の傾斜状穴部の傾斜に沿って抜ける方向に作用力
Ｆがかかって先端面８０ｅ，８０ｆに当接したとき、その作用力Ｆの軸支ピン５０４と先
端面８０ｅ，８０ｆとの当接部分に作用する分力Ｆ１によってロック部材８０を回転させ
る回転モーメントが生じない位置若しくはロック部材８０をその先端部が支持突出片４６
の外側に向って回転させる回転モーメントが生ずる位置にロック部材８０の回転中心（リ
ベット８１により固定される軸）を位置させることにより、常時ロック部材８０の弾性片
８０ｃに対しても負荷がかかることはなく、合成樹脂で一体形成される弾性片８０ｃのク
リープによる塑性変形を防止し、長期間に亘って軸支ピン５０４の支持鉤穴４７からの脱
落を防止することができると共に、ロック部材８０が回転してもストッパー部８０ａの先
端一側方が停止垂下部４７ａに当接するだけであるため、ロック部材８０が支持突出片４
６の外側にはみ出ることもない。
【００５３】
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［１－２．扉枠の全体構成］
　次に、上記した本体枠３の前面側に開閉自在に設けられる扉枠５について、図１７乃至
図２２を参照して説明する。図１７は、扉枠の正面図であり、図１８は、扉枠の背面図で
ある。また、図１９は、扉枠を右前方から見た斜視図であり、図２０は、扉枠を左前方か
ら見た斜視図である。図２１は、扉枠の正面から見た分解斜視図であり、図２２は、扉枠
の背面から見た分解斜視図である。
【００５４】
　図１７、図１８、図２１及び図２２に示すように、扉枠５は、外形が縦長の矩形状に形
成され内周形状が縦長の多角形状とされた遊技窓１０１を有する扉枠ベースユニット１０
０と、扉枠ベースユニット１００の前面で遊技窓１０１の上部に取付けられる横長のトッ
プランプ電飾ユニット２００と、扉枠ベースユニット１００の前面で遊技窓１０１の下部
に取付けられる皿ユニット３００と、扉枠ベースユニット１００の後側に遊技窓１０１を
閉鎖するように取付けられるガラスユニット４５０と、ガラスユニット４５０の後側下部
を被覆するように扉枠ベースユニット１００の後側に取付けられる防犯カバー４７０とを
備えている。この扉枠５における扉枠ベースユニット１００には、詳細な説明は後述する
が、遊技窓１０１の左右両側にサイドスピーカ電飾ユニット１２０を備えており、このサ
イドスピーカ電飾ユニット１２０、トップランプ電飾ユニット２００、及び皿ユニット３
００によって、遊技窓１０１の外周が囲まれた形態となっている。また、扉枠５には、皿
ユニット３００の正面視左側（開放側）に遊技球の打込操作をするためのハンドル装置４
００が備えられている。
【００５５】
［１－２Ａ．扉枠ベースユニット］
　続いて、扉枠５における扉枠ベースユニット１００について、主に図２３乃至図３１を
参照して説明する。図２３（Ａ）は扉枠ベースユニットの正面斜視図であり、（Ｂ）は扉
枠ベースユニットの背面斜視図である。図２４は、扉枠ベースユニットを分解して前から
見た分解斜視図であり、図２５は、扉枠ベースユニットを分解して後ろから見た分解斜視
図である。また、図２６は、扉枠ベースユニットにおけるサイドスピーカ電飾ユニットの
左ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図２７は、図２６を後ろから見た分
解斜視図である。図２８は、扉枠ベースユニットにおけるサイドスピーカ電飾ユニットの
右ユニットを分解して前から見た分解斜視図であり、図２９は、図２８を後ろから見た分
解斜視図である。更に、図３０は、扉枠ベースユニットにおける球送りユニットを分解し
て示す分解斜視図である。また、図３１（Ａ）は扉枠ベースユニットにおけるジョイント
ユニットの部分を拡大して示す斜視図であり、（Ｂ）はジョイントユニットを分解して示
す分解斜視図である。
【００５６】
　図示するように、扉枠ベースユニット１００は、外形が縦長の矩形状に形成されると共
に、前後方向に貫通し内周が縦長で多角形状に形成された遊技窓１０１を有した扉枠ベー
ス本体１１０と、扉枠ベース本体１１０の前側で遊技窓１０１の左右両側に固定されるサ
イドスピーカ電飾ユニット１２０と、扉枠ベース本体１１０の後側に固定される金属製で
枠状の補強板金１４０と、補強板金１４０の後側に固定される横長の装着台１６０と、装
着台１６０に固定され皿ユニット３００から供給される遊技球を一つずつ打球発射装置６
５０へ送る球送りユニット１７０と、扉枠ベース本体１１０の後側で補強板金１４０及び
装着台１６０を介して固定される球送りユニット１７０の略下側に配置され、ハンドル装
置４００における操作ハンドル部４１０の回転操作を打球発射装置６５０へ伝達させるジ
ョイントユニット１８０とを主に備えている。
【００５７】
　また、扉枠ベースユニット１００は、扉枠ベース本体１１０の前側で遊技窓１０１の左
下側に固定される左下装飾基板１９０と、扉枠ベース本体１１０における皿ユニット３０
０の球抜き経路３９３と対応する位置に形成された球抜き経路開口１１２を閉鎖する球抜
き経路カバー１９１と、扉枠ベース本体１１０の後側で遊技窓１０１よりも下側に固定さ
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れる扉装飾駆動基板１９２と、扉装飾駆動基板１９２を後方から覆う扉装飾駆動基板カバ
ー１９３と、扉枠ベース本体１１０の後側でジョイントユニット１８０の直上に固定され
るハンドル中継端子板１９４と、遊技窓１０１の下側で扉枠ベース本体１１０の後側に形
成され左下装飾基板１９０やハンドル中継端子板１９４からの配線等を収容可能な配線収
容溝１１０ｂを後側から閉鎖する配線カバー１９５と、遊技窓１０１の左右上部に夫々配
置され扉枠ベース本体１１０の後側に回動可能に軸支される止めレバー１９６とを備えて
いる。
【００５８】
　本実施形態の扉枠ベースユニット１００は、合成樹脂からなる矩形状の扉枠ベース本体
１１０の後側に、金属板金をリベット等で組立てた補強板金１４０が固定されることで、
全体の剛性が高められていると共に、トップランプ電飾ユニット２００や皿ユニット３０
０等を充分に支持することができる強度を有している。
【００５９】
　また、扉枠ベースユニット１００における左下装飾基板１９０は、その前面に複数のＬ
ＥＤ１９０ａが実装されており、後述する皿ユニット３００の左端部を発光装飾させるこ
とができるようになっている。一方、扉装飾駆動基板１９２は、扉枠５に設けられる電飾
部品や電気部品（各基板等に実装されたＬＥＤやランプ、スピーカ１２１，３９１、ハン
ドル装置４００の操作ハンドル部４１０内に設けられるスイッチ、貸球ユニット３０１、
操作ボタンユニット３７０等）からの配線が集約して接続され、その扉装飾駆動基板１９
２からの配線が本体枠３の裏面に取付けられる基板ユニット１１００に組み込まれる扉中
継基板１１０２等を介しての賞球払出制御基板１１８６や遊技盤４に取付けられる主制御
基板ボックス６２４の主制御基板４１００（図１８９を参照）に接続されている。
【００６０】
［１－２Ａ－１．扉枠ベース本体］
　まず、扉枠ベースユニット１００における扉枠ベース本体１１０は、図２４及び図２５
等に示すように、合成樹脂によって縦長の額縁状に形成されており、前後方向に貫通し内
形が縦長で多角形状の遊技窓１０１が全体的に上方へオフセットするような形態で形成さ
れている。この扉枠ベース本体１１０は、遊技窓１０１によって形成される上辺、及び左
右の側辺の幅が、後述する補強板金１４０の上側補強板金１４１、軸支側補強板金１４２
、及び開放側補強板金１４３の幅と略同じ幅とされており、正面視における扉枠ベース本
体の大きさに対して、遊技窓１０１が可及的に大きく形成されている。従って、扉枠５の
後側に配置される遊技盤４のより広い範囲を遊技者側から視認できるようになっており、
従来のパチンコ機よりも広い遊技領域を容易に形成することができるようになっている。
【００６１】
　また、扉枠ベース本体１１０における遊技窓１０１よりも下方には、軸支側（正面視で
左側）の上部に皿ユニット３００の賞球連絡樋３４３が貫通する賞球通過口１１１と、賞
球通過口１１１の下方で皿ユニット３００における球抜き経路３９３と対応する位置に形
成された球抜き経路開口１１２と、開放側（正面視で右側）の上部に球送りユニット１７
０を装着するための球送り開口１１３と、球送り開口１１３のさらに開放側寄りに後述す
るシリンダ錠１０１０が挿通する錠穴１１４と、球送り開口１１３の下側でハンドル装置
４００のカム４１６が挿通可能なカム挿入開口１１５とが、扉枠ベース本体１１０を貫通
するように夫々形成されている。
【００６２】
　更に、扉枠ベース本体１１０には、遊技窓１０１の下端の左右両側に詳細は後述するが
防犯カバー４７０の装着弾性片４７３を装着するための装着開口部１１６と、装着開口部
１１６の夫々左右外側に配置され後述するサイドスピーカ電飾ユニット１２０における左
右下側のサイドスピーカ１２１の後端を逃がすためのスピーカ用開口１１７とが、貫通す
るように夫々形成されている。
【００６３】
　また、扉枠ベース本体１１０の後側には、遊技窓１０１の内周に略沿って前側へ凹みガ
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ラスユニット４５０の前面外周縁が当接可能なガラスユニット支持段部１１０ａと、遊技
窓１０１の下側で下側補強板金１４４の前面と略対応する位置に前側へ凹んで形成され配
線を収容可能な配線収容溝１１０ｂと、カム挿入開口１１５が開口し前側へ向かって凹み
ジョイントユニット１８０を取付けるためのジョイントユニット装着凹部１１０ｃとを備
えている。
【００６４】
　更に、扉枠ベース本体１１０の後側には、その下辺から後方へ所定量突出する扉枠突片
１１０ｄ，１１０ｅが形成されており、これら扉枠突片１１０ｄ，１１０ｅが、後述する
本体枠３の係合溝５８４，５８５内に挿入されることで、扉枠５が本体枠３に対して位置
決め係止されるようになっている。なお、扉枠突片１１０ｄの後方への突出量は、扉枠突
片１１０ｅの突出量よりも大きくなるように形成されている。
【００６５】
　また、扉枠ベース本体１１０には、図示するように、その前面上部に、トップランプ電
飾ユニット２００を固定するための前方へ突出した複数の取付ボス１１０ｈが備えられて
いると共に、その後面に、止めレバー１９６を回転可能に軸支するための止めレバー取付
部１１０ｉが備えられている。また、その他に、扉枠ベース本体１１０には、サイドスピ
ーカ電飾ユニット１２０、補強板金１４０、装着台１６０、皿ユニット３００等を固定す
るための取付ボスや、取付穴が適宜位置に多数形成されている。
【００６６】
［１－２Ａ－２．サイドスピーカ電飾ユニット］
　続いて、扉枠ベースユニット１００におけるサイドスピーカ電飾ユニット１２０は、扉
枠５の前面で遊技窓１０１の左右両側を電飾（発光装飾）すると共に、遊技窓１０１の四
隅に配置された四つのサイドスピーカ１２１によって所定の音楽や効果音等を遊技者に対
して発することができるものであり、遊技窓の１０１の軸支側（正面視で左側）に配置さ
れる左サイドスピーカ電飾ユニット１２０Ｌと、遊技窓１０１の開放側（正面視で右側）
に配置される右サイドスピーカ電飾ユニット１２０Ｒとを備えている。このサイドスピー
カ電飾ユニット１２０は、左右のユニット夫々に、縦長の電飾部１２２と、電飾部１２２
の上下に夫々配置されサイドスピーカ１２１を有する音響部１３０とを備え、略左右が対
称の構成となっている。
【００６７】
　詳述すると、サイドスピーカ電飾ユニット１２０の電飾部１２２は、図２６乃至図２９
に分解して示すように、縦長の半円柱状で透明なサイド電飾レンズ１２３と、サイド電飾
レンズ１２３の後側に配置されサイド電飾レンズ１２３と共に円柱を構成する透明なサイ
ド電飾リフレクタ１２４と、サイド電飾リフレクタ１２４の後側に配置されるサイド電飾
ベース１２５と、サイド電飾ベース１２５の後側に固定されるサイド装飾基板１２６と、
サイド電飾レンズ１２３及びサイド電飾リフレクタ１２４の上端及び下端を夫々前側から
包み込むように形成されサイド電飾ベース１２５に取付けられることでサイド電飾レンズ
１２３及びサイド電飾リフレクタ１２４を支持するサイド電飾フラッシュカバー１２７と
、サイド電飾フラッシュカバー１２７のフラッシュ開口１２７ａを後側から閉鎖する透光
性を有したフラッシュレンズ１２８と、フラッシュレンズ１２８の後側に配置されサイド
電飾ベース１２５の前面に支持されるフラッシュ基板１２９とを備えている。
【００６８】
　このサイドスピーカ電飾ユニット１２０の電飾部１２２は、サイド電飾基板１２６の前
面に、上下方向に所定間隔で様々な色に発光可能な複数のカラーＬＥＤ１２６ａと、複数
のＬＥＤ１２６ａの上下に高輝度の白色ＬＥＤ１２６ｂとが夫々実装されている。また、
サイド電飾リフレクタ１２４及びサイド電飾ベース１２５におけるサイド電飾基板１２６
のＬＥＤ１２６ａ，１２６ｂと対応する位置には、夫々前後方向に貫通する開口部１２４
ａ，１２５ａが形成されており、サイド装飾基板１２６に実装されたＬＥＤ１２６ａ，１
２６ｂからの光が、サイド電飾ベース１２５の開口部１２５ａ、及びサイド電飾リフレク
タ１２４の開口部１２４ａを通して前方へ照射することができるようになっている。
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【００６９】
　また、電飾部１２２では、サイド電飾レンズ１２３とサイド電飾リフレクタ１２４の透
明な円柱内の内側に、サイド電飾レンズ１２３の内周全体とサイド電飾リフレクタ１２４
の内周の一部にかかるように断面略Ｕ字状のサイドレンズシート１２３ａが配置されてい
る。このサイドレンズシート１２３ａは、透過光や反射光を、パール状或いは彩光状に見
せる公知の光学シートにより形成されおり、遊技者側から見ると、このサイドレンズシー
ト１２３ａによって、サイド電飾レンズ１２３及びサイド電飾リフレクタ１２４により形
成された透明な円柱（パイプ）内に、あたかも蛍光管（蛍光管）が配置されたような外観
を呈することができるようになっている。
【００７０】
　更に、電飾部１２２では、サイド電飾リフレクタ１２４に、サイド装飾基板１２６の複
数のＬＥＤ１２６ａと対応して形成された複数の開口部１２４ａを、上下方向に三つのグ
ループに分割する分割壁１２４ｂを備えており、この分割壁１２４ｂによって所定のＬＥ
Ｄ１２６ａからの光が他のグループへ進入するのを抑制するようにしている。つまり、分
割壁１２４ｂによって、サイド電飾レンズ１２３及びサイド電飾リフレクタ１２４によっ
て形成される蛍光管を上中下の三つに明確に分割することができるようになっている。従
って、サイド装飾基板１２６に実装された複数のＬＥＤ１２６ａを適宜発光させることで
、蛍光管を全体的あるいは部分的に発光させたり、上中下の各部分毎に様々な色に発光さ
せたりすることができるようになっている。
【００７１】
　また、サイド電飾リフレクタ１２４には、サイド装飾基板１２６における上下のＬＥＤ
１２６ｂと対応した位置に、前側から凹んだレンズ凹部１２４ｃが形成されており、この
レンズ凹部１２４ｃに前側から半円形状のサブレンズ１２２ａ（図２８及び図２９を参照
）が挿入されるようになっている。本実施形態の電飾部１２２は、このサブレンズ１２２
ａ及びＬＥＤ１２６ｂにより、ＬＥＤ１２６ａを発光させる前に、ＬＥＤ１２６ｂのみを
強く発光させることで、サイド電飾レンズ１２３及びサイド電飾リフレクタ１２４によっ
て形成される蛍光管をあたかも本物の蛍光灯のように、両端のみが光ってから点灯するよ
うな発光演出をすることができるようになっている。
【００７２】
　更に、電飾部１２２は、サイド電飾フラッシュカバー１２７の後側に支持されるフラッ
シュ基板１２９の前面に強い光を発光可能なフラッシュライト１２９ａ（例えば、超高輝
度白色ＬＥＤ等）が取付けられており、このフラッシュライト１２９ａを発光させること
で、閃光（フラッシュ）を遊技者側へ照射させることができるようになっている。
【００７３】
　サイドスピーカ電飾ユニット１２０の音響部１３０は、最前部に配置され略円形のスピ
ーカ開口１３１ａを有したスピーカ飾り１３１と、スピーカ飾り１３１のスピーカ開口１
３１ａを後側から閉鎖するパンチングメタルからなる略円盤状のスピーカカバー１３２と
、スピーカカバー１３２の後側に配置されスピーカ飾り１３１と協働してスピーカカバー
を狭持し円形のスピーカ前支持口１３３ａを有した飾りスペーサ１３３と、飾りスペーサ
１３３のスピーカ前支持口１３３ａを後側から閉鎖するように配置されるサイドスピーカ
１２１と、サイドスピーカ１２１の外周に後側から嵌合するスピーカ嵌合口１３４ａを有
した裏押え部材１３４とを主に備えている。
【００７４】
　この音響部１３０は、図示するように、スピーカ飾り１３１や飾りスペーサ１３３、及
び裏押え部材１３４の形状が、取付けられる位置に応じて異なる形状とされている。具体
的には、図２６及び図２７に示すように、正面視で左上の音響部１３０では、スピーカ飾
り１３１が円筒状に形成された上で左側から外方へ延び出す装飾部１３１ｂを有し、飾り
スペーサ１３３がスピーカ飾り１３１内へ挿入可能な円筒状とされると共に、裏押え部材
１３４にはスピーカ飾り１３１の装飾部１３１ｂと組になる裏押え装飾部１３４ｂが形成
されている。なお、左上の音響部１３０には、裏押え部材１３４の裏押え装飾部１３４ｂ
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の上部に配置され補強板金１４０における上軸支部１４６の軸ピン１４５よりも下側を覆
うヒンジカバー１３５を更に備えている。また、正面視で左下の音響部１３０では、スピ
ーカ飾り１３１が装飾部１３１ｂを有した板状に形成されると共に、飾りスペーサ１３３
がスピーカ飾り１３１の装飾部１３１ｂと組になるスペーサ装飾部１３３ｂを有した板状
に形成され、裏押え部材１３４がリング状に形成されている。
【００７５】
　一方、図２８及び図２９に示すように、正面視で右上の音響部１３０では、スピーカ飾
り１３１が円筒状に形成されると共に、飾りスペーサ１３３と裏押え部材１３４とがスピ
ーカ飾り１３１内へ挿入可能な円筒状に形成されている。また、正面視で右下の音響部１
３０では、スピーカ飾り１３１が円環状に形成された上で、飾りスペーサ１３３がスピー
カ飾り１３１の後面と当接するスペーサ装飾部１３３ｂを有した平板状に形成されると共
に、裏押え部材１３４がリング状に形成されている。なお、右下の音響部１３０では、裏
押え部材１３４の更に後側に、裏押え部材１３４を前側から挿通固定可能な貫通する裏押
え部材固定口１３６ａを有した飾りベース１３６を更に備えている。
【００７６】
　本実施形態のサイドスピーカ電飾ユニット１２０における四つのサイドスピーカ１２１
は、図示するように、遊技窓１０１の上下左右の四隅に配置されており、蓋然的に、遊技
する遊技者の頭部に対しても上下左右の位置に配置されるようになっているので、各サイ
ドスピーカ１２１に対して独立した音響信号（例えば、２ｃｈステレオ信号、４ｃｈステ
レオ信号、後述する下部スピーカ３９１を加えた２．１ｃｈサラウンド信号或いは４．１
ｃｈサラウンド信号、等）を送ることで、従来よりも臨場感のある音響効果（音響演出）
を提示することができるようになっている。なお、本実施形態のサイドスピーカ１２１は
、主に中音域から高音域を担当し、下部スピーカ３９１は、低音域を担当するものとなっ
ている。
【００７７】
［１－２Ａ－３．補強板金］
　次に、扉枠ベースユニット１００における補強板金１４０は、主に図２４及び図２５に
示すように、扉枠ベース本体１１０の上辺部裏面に沿って取付けられる上側補強板金１４
１と、扉枠ベース本体１１０の軸支側辺部裏面に沿って取付けられる軸支側補強板金１４
２と、扉枠ベース本体１１０の開放側辺部裏面に沿って取付けられる開放側補強板金１４
３と、扉枠ベース本体１１０の遊技窓１０１の下辺裏面に沿って取付けられる下側補強板
金１４４と、が相互にビス等で締着されて方形状に形成されている。
【００７８】
　この補強板金１４０は、図２４に示すように、軸支側補強板金１４２の上下端部に、そ
の上面に上下方向に摺動自在に設けられる軸ピン１４５を有する上軸支部１４６と、その
下面に軸ピン１４７（図１８を参照）を有する下軸支部１４８と、が一体的に形成されて
いる。そして、上下の軸ピン１４５，１４７が本体枠３の軸支側上下に形成される上軸支
金具５０３及び下軸支金具５０９に軸支されることにより、扉枠５が本体枠３に対して開
閉自在に設けられるものである。
【００７９】
　また、補強板金１４０の下側補強板金１４４は、所定幅を有して扉枠ベース本体１１０
の横幅寸法と略同じ長さに形成され、その長辺の両端縁のうち下方長辺端縁が後方に向っ
て折曲した下折曲突片１４９となっており（図２５を参照）、上方長辺端縁の両側部が後
方に向って折曲した上折曲突片１５０となっているものの、その両側部の上折曲突片１５
０に挟まれる部分が垂直方向に延設される垂直折曲突片１５１となっている。下折曲突片
１４９の突出量はあまり大きくなく、この下折曲突片１４９が溝部や凹部と係合して凹凸
係合をなすものではなく、強度を高めるために形成されているのに対し、両側部の上折曲
突片１５０の突出量は下折曲突片１４９の突出量よりもやや大きく下方からの不正具の侵
入を多少防止するが、むしろ、本実施形態における下側補強板金１４４の構成で最も特徴
的な構成は、垂直折曲突片１５１である。
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【００８０】
　この垂直折曲突片１５１は、その上端縁形状が後述するガラスユニット４５０のユニッ
ト枠４５１の下端形状に合致するように凹状に形成され、ガラスユニット４５０を扉枠５
の裏面側に固定したときに、垂直折曲突片１５１の上端片がガラスユニット４５０のユニ
ット枠４５１における幅方向（前後方向）の略中央の外周に沿って形成される係合溝４５
１ｃに係合するようになっている。なお、下側補強板金１４４には、扉枠ベース本体１１
０に形成された賞球通過口１１１の底面を除く外周を保護する賞球通過口被覆部１５２が
形成されている。
【００８１】
　また、補強板金１４０の開放側補強板金１４３には、上側補強板金１４１と下側補強板
金１４４との間の長辺の両側に、後方へ向かって屈曲された開放側外折曲突片１５３及び
開放側内折曲突片１５４が夫々形成されており、開放側外折曲突片１５３よりも開放側内
折曲突片１５４の方が後方へ長く延び出したように形成されている。また、上側補強板金
１４１には、その長辺の両側に後方へ向かって屈曲された屈曲突片１５５，１５６が夫々
形成されている。更に、軸支側補強板金１４２には、その長辺の外側端に後方へ延び出し
た軸支側Ｌ字状折曲突片１５７が形成されている。また、開放側補強板金１４３の後側下
部には、後述する錠装置１０００の扉枠用フック部１０４１と当接するフックカバー１５
８が取付けられている。
【００８２】
［１－２Ａ－４．装着台・球送りユニット］
　次に、扉枠ベースユニット１００における装着台１６０及び球送りユニット１７０につ
いて説明する。まず、装着台１６０は、図１８、図２４、及び図２５に示すように、扉枠
ベースユニット１００の板部裏面の上半分を覆うように取付けられ、防犯カバー４７０と
同様に透明な合成樹脂によって前方が開放した横長直方体状に形成されている。この装着
台１６０は、発射レール５１５から発射された球をスムーズに遊技盤４に導くために、扉
枠５を閉めたときに装着台１６０の後面と本体枠３の板部５１１とによって発射レール５
１５を挟持するように形成されており、装着台１６０の後面に球飛送誘導面１６１が形成
されている。ところで、本実施形態に係る装着台１６０には、その軸支側上部に下側補強
板金１４４に形成される賞球通過口被覆部１５２の後方突出部を貫通させる賞球通過口用
開口１６２が形成されており、その開放側下部に球送りユニット１７０を取付ける球送り
ユニット取付凹部１６３が形成されている。この球送りユニット取付凹部１６３から斜め
方向の領域が球飛送誘導面１６１となっている。
【００８３】
　また、装着台１６０の中程下部には、後述する球抜き経路カバー１９１、扉装飾駆動基
板１９２及び扉装飾駆動基板カバー１９３を取り外す際に指を入れることができる蓋用切
欠き１６４が形成されていると共に、装着台１６０の上辺の一部には、垂直に立設される
立壁１６５が形成されている。この立壁１６５は、図１８に示すように、防犯カバー４７
０を取付けたときに、防犯カバー４７０の前面と当接して防犯カバー４７０の下部が前方
に移動しないように規制するためのものである。
【００８４】
　更に、この装着台１６０には、上述した球飛送誘導面１６１の下方から賞球通過口用開
口１６２にかけて斜め状に後方へ向かって突設された防犯突片１６６を備えている。この
防犯突片１６６は、前述したように、本体枠３の板部５１１に形成される防犯空間５８６
との間で、扉枠５と本体枠３との下側辺部における内側の突条及び係合部を構成するもの
である。
【００８５】
　一方、球送りユニット１７０は、図３０に示すように、球送りユニット取付凹部１６３
に固定される箱状の本体部１７１と、本体部１７１の支持軸１７１ａに回動可能に軸支さ
れた球送り部材１７２と、球送り部材１７２の球受部を上方へ回動させると共に回転可能
に球送り部材１７２に軸支された錘１７３とを備えている。この球送りユニット１７０は
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、球送り部材１７２が後述する打球発射装置６５０の打球槌６８７の往復動差に対応して
揺動することで、皿ユニット３００の第三傾斜面３１１ｃの流下端にある球を、本体部１
７１に形成された打球供給口１７１ｂを通して発射レール５１５の発射位置に１個ずつ供
給するものである。
【００８６】
　なお、図中の符号１７４は、Ｅリングであり、本体部１７１の支持軸１７１ａから球送
り部材１７２が抜けるのを防止したり、球送り部材１７２から錘１７３が抜けるのを防止
したりするものである。
【００８７】
［１－２Ａ－５．ジョイントユニット］
　続いて、扉枠ベースユニット１００におけるジョイントユニット１８０について説明す
る。ジョイントユニット１８０は、図３１に示すように、扉枠ベース本体１１０のジョイ
ントユニット装着凹部１１０ｃの内部に収納されて横方向にスライド可能なスライド体１
８２と、スライド体１８２が収納された状態でジョイントユニット装着凹部１１０ｃの前
面を被覆するカバー体１８４とから構成されている。
【００８８】
　扉枠ベース本体１１０のジョイントユニット装着凹部１１０ｃは、前面が開放した直方
体の箱状に形成され、その後面にカム挿入開口１１５が開設されている。また、ジョイン
トユニット装着凹部１１０ｃの一つの略対角線状に位置する隅部には、ジョイントユニッ
ト１８０のカバー体１８４を固定するための一対の取付穴１１０ｆが形成されている。更
に、ジョイントユニット装着凹部１１０ｃの内側面の上辺及び底辺には、スライド体１８
２の上下辺の外側面と当接してスライド体１８２がスムーズに移動できるようにするため
の円弧状の当接凸部１１０ｇ（図３１（Ｂ）では下辺の当接凸部１１０ｇだけを図示し、
上辺の当接凸部１１０ｇは図示省略されている。）が突設されている。
【００８９】
　一方、ジョイントユニット１８０のスライド体１８２は、ジョイントユニット装着凹部
１１０ｃとカバー体１８４とによって形成される空間内に左右方向に移動可能に収納され
るように、ジョイントユニット装着凹部１１０ｃよりも小さな後面が開放した直方体の箱
状に形成され、その後面壁には、後方へ所定量突出し略水平方向に並んで配置された二つ
の案内突起１８２ａと、背面視で右側の案内突起１８２ａの下側に配置され後方へ突出す
る板状のスライド突片１８３と、二つの案内突起１８２ａの間でスライド突片１８３より
も背面視で左側に後述するハンドル装置４００の配線通し筒部４２８が貫通するように穿
設された矩形状の筒部材貫通開口１８２ｂとを備えている。このスライド体１８２のスラ
イド突片１８３は、スライド時の進行方向（背面視で右方向）が斜めにカットされた傾斜
辺１８３ａとなっている。また、スライド体１８２の前面壁には、ハンドル装置４００に
おける回転軸４１５の先端部に固定されるカム４１６が収納されるカム係合凹部１８２ｃ
がリブによってコ字形状に形成されている。そして、カム係合凹部１８２ｃを形成するリ
ブの一部の垂直部分がカム係合凹部１８２ｃ内に突出するように円弧状のリブとして形成
され、その部分がカム４１６と当接するカム当接部１８２ｄとなっている。
【００９０】
　また、ジョイントユニット１８０のカバー体１８４は、前面が開放した直方体の箱状に
形成され、その前面にスライド体１８２の前面に突設される円筒ボス状の案内突起１８２
ａが挿入されてスライド体１８２の移動を案内する横長穴状の２つの案内横穴１９４ａと
、スライド体１８２の前面に突設されるスライド突片１８３が挿通される挿通横穴１８４
ｂと、操作ハンドル部４１０の後握り部材４１３の後端に取付けられてカム挿入開口１１
５から挿入される配線通し筒部４２８の後端部が臨む配線開口１８４ｃと、ジョイントユ
ニット装着凹部１１０ｃの取付穴１１０ｆと対応する位置から外方へ突出するように形成
された取付穴１８４ｄとを備えている。この取付穴１８４ｄを介してジョイントユニット
装着凹部１１０ｃの取付穴１１０ｆへ所定のビス（図示しない）を止着することで、カバ
ー体１８４をジョイントユニット装着凹部１１０ｃに取付けることができるようになって
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いる。
【００９１】
　ジョイントユニット１８０のスライド体１８２とカバー体１８４とをジョイントユニッ
ト装着凹部１１０ｃに組み付けるには、ジョイントユニット装着凹部１１０ｃにスライド
体１８２を収納し、その状態でカバー体１８４を前方から被覆する。被覆する際には、案
内突起１８２ａが案内横穴１９４ａに、スライド突片１８３が挿通横穴１８４ｂに、夫々
挿通するようにする。そして、被覆した後には、取付穴１８４ｄを介して取付穴１１０ｆ
にビスで螺着することにより、スライド体１８２を内部に収納した状態となってジョイン
トユニット１８０の組み付けが終了する。
【００９２】
［１－２Ｂ．トップランプ電飾ユニット］
　次に、扉枠５におけるトップランプ電飾ユニット２００について、主に図３２乃至図３
９を参照して説明する。図３２（Ａ）はトップランプ電飾ユニットの正面斜視図であり、
（Ｂ）はトップランプ電飾ユニットの背面斜視図であり、図３３はトップランプ電飾ユニ
ットを斜め前下から示す斜視図である。図３４（Ａ）はトップランプ電飾ユニットを主な
構成毎に分解して前から示す分解斜視図であり、（Ｂ）は（Ａ）を後から示す分解斜視図
である。また、図３５はトップランプ電飾ユニットにおけるトップランプリフレクタユニ
ットを分解してトップランプベースと共に前から示す分解斜視図であり、図３６は図３５
を後から示す分解斜視図である。更に、図３７はトップランプ電飾ユニットにおける左回
転灯を分解して示す分解斜視図であり、図３８はトップランプ電飾ユニットにおける右回
転灯を分解して示す分解斜視図であり、また、図３９はトップランプ電飾ユニットにおけ
る中央回転灯を分解して示す分解斜視図である。
【００９３】
　本実施形態の扉枠５におけるトップランプ電飾ユニット２００は、図３３にも示すよう
に、左右方向に並んだ三つの回転灯２４４，２６４，２８４（所謂、パトライト（登録商
標））を備えており、それら回転灯２４４，２６４，２８４の大きさは正面視で左側から
順に大きなものが配置されている。このトップランプ電飾ユニット２００は、横長で箱状
のトップランプベース２１０と、トップランプベース２１０の前面に固定されると共にト
ップランプベース２１０を挟んで扉枠べースユニット１００の前面上部に固定されるトッ
プランプリフレクタユニット２２０と、トップランプリフレクタユニット２２０の前面に
取付けられる左回転灯ユニット２４０、右回転灯ユニット２６０、及び中央回転灯ユニッ
ト２８０と、左回転灯ユニット２４０、右回転灯ユニット２６０、及び中央回転灯ユニッ
ト２８０の前面を夫々覆いトップランプリフレクタユニット２２０に取付けられる回転灯
カバー２０１，２０２，２０３と、トップランプリフレクタユニットの略中央下面を覆う
リフレクタインナ２０４と、を主に備えている（図３４を参照）。
【００９４】
　また、トップランプ電飾ユニット２００には、トップランプベース２１０の前側右に固
定されるトップランプ電源基板２０５と、トップランプベース２１０の後側に固定される
二つのトップランプ装飾駆動基板２０６とを更に備えている。このトップランプ電源基板
２０５は、トップランプ電飾ユニット２００内の各基板２２４，２２６，２３１やＬＥＤ
２４４ａ，２６６ａ，２３１ａ、各回転灯ユニット２４０，２６０，２８０のモータ２４
５，２６５，２８５や各基板２４８，２６８，２８８，２９６のＬＥＤ、後述するガラス
ユニット４５０のＬＥＤ４５３ａ等へ電源基板１１３６（後述する）からの電源を中継し
て供給するためのものである。また、トップランプ装飾駆動基板２０６は、トップランプ
リフレクタユニット２２０内のＬＥＤや、中央回転灯ユニット２８０内のＬＥＤ、及び各
回転灯ユニット２４０，２６０，２８０のモータ２４５，２６５，２８５等の発光や駆動
を、後述する周辺基板４０１０（周辺制御基板４１４０）からの制御信号に基づいて駆動
させるためのものである。
【００９５】
［１－２Ｂ－１．トップランプベース］
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　次に、トップランプ電飾ユニット２００におけるトップランプベース２１０は、図３５
及び図３６に示すように、上面及び左右側面が扉枠ベースユニット１００の上辺及び左右
側辺と略沿った形状とされると共に、下面が扉枠ベースユニット１００の遊技窓１０１と
略沿った形状とされ、横長で前後方向の中間で仕切られたような箱状に形成されている。
このトップランプベース２１０は、その外周沿った位置に、後側から扉枠ベース本体１１
０の取付ボス１１０ｈが挿通されると共に、前側からトップランプリフレクタユニット２
２０から後方へ突出する取付ボス２２１ｉの後端が嵌合して夫々を位置決めし、所定のビ
スが挿通可能な挿通孔を有した略筒状の取付ボス部２１１を複数備えている。この取付ボ
ス部２１１に対して、後方から扉枠ベースユニット１００の取付ボス１１０ｈの先端を挿
入すると共に、前方からトップランプリフレクタユニット２２０の取付ボス２２１ｉの後
端を挿入し、扉枠ベースユニット１００の後側から所定のビスをトップランプリフレクタ
ユニット２２０の取付ボス２２１ｉへ止着することで、トップランプベース２１０（トッ
プランプ電飾ユニット２００）が扉枠ベースユニット１００に取付固定されるようになっ
ている。
【００９６】
　また、トップランプベース２１０には、トップランプリフレクタユニット２２０から後
方へ突出する固定ボス２２１ｊの後端が嵌合し所定のビスが通過可能な挿通孔を有した複
数の固定ボス部２１２が備えられている。この固定ボス部２１２を介して後側からトップ
ランプリフレクタユニット２２０の固定ボス２２１ｊへ所定のビスを止着することで、ト
ップランプベース２１０とトップランプリフレクタユニット２２０とを互いに組付けるこ
とができるようになっている。
【００９７】
　更に、トップランプベース２１０には、正面視で右側端部付近に、トップランプ電源基
板２０５の接続コネクタ２０５ａが挿通可能なコネクタ開口部２１３を備えており、この
コネクタ開口部２１３を介してコネクタ２０５ａがトップランプベース２１０の後側から
臨むようになっている。また、トップランプベース２１０の後側の左右には、夫々基板取
付部２１４が備えられており、この基板取付部２１４にトップランプ装飾駆動基板２０６
が取付けられるようになっている。
【００９８】
［１－２Ｂ－２．トップランプリフレクタユニット］
　続いて、トップランプ電飾ユニット２００におけるトップランプリフレクタユニット２
２０について説明する。本実施形態のトップランプリフレクタユニット２２０は、図３５
及び図３６にも示すように、トップランプベース２１０を前方から被覆可能とされ後側が
開放された箱状のリフレクタベース２２１を備えている。このリフレクタベース２２１は
、前面に三つの回転灯２４４，２６４，２８４が並んで取付けられる、中央の回転灯２８
４と左右の回転灯２４４，２６４との間が、前方へ大きく突出する筒状の円筒部２２１ａ
と、円筒部２２１ａから下方へ垂下すると共に下方へ向かうに従って後方へ傾斜する傾斜
部２２１ｂとによって仕切られている。このリフレクタベース２２１は、円筒部２２１ａ
には略円形の開口部が形成されていると共に、傾斜部２２１ｂには上下方向に三つ並んだ
矩形状の開口部が形成されている（図３３を参照）。また、リフレクタベース２１０には
、左右両端に前方へ突出する縦長の膨出部２２１ｅを備えており、この膨出部２２１ｅの
前面に縦長に開口する矩形状のスリット２２１ｆが形成されている。このリフレクタベー
ス２１１は、図示するように、二つの円筒部２２１ａ及び傾斜部２２１ｂと、二つの膨出
部２２１ｅによって、三つの回転灯２４４，２６４，２８４の取付位置が後方へ凹んだよ
うな形状となっている。
【００９９】
　また、リフレクタベース２２１は、二つの円筒部２２１ａ及び傾斜部２２１ｂとの間（
中央の回転灯２８４が配置される位置）が、後方へ凹んだ緩やかな湾曲面形状とされてい
ると共に、二つの円筒部２２１ａ及び傾斜部２２１ｂとの間に、左右方向略中央を挟んだ
左右に正面視で略台形状に貫通するレンズ開口部２２１ｇが形成されている。更に、リフ
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レクタベース２２１には、各回転灯２４４，２６４，２８４を備えた各回転灯ユニット２
４０，２６０，２８０の回転灯ユニットベース２４１，２６１，２８１の前端が後側から
通過可能な回転灯取付口２２１ｈが形成されている。また、リフレクタベース２２１には
、トップランプベース２１０の取付ボス部２１１と嵌合する後方へ突出した複数の取付ボ
ス２２１ｉと、トップランプベース２１０の固定ボス部２１２と嵌合し後方へ突出した複
数の固定ボス２２１ｊとを備えている。なお、詳細な図示は省略するが、リフレクタベー
ス２２１には、トップランプベース２１０を介さずに、扉枠ベースユニット１００へ直接
取付けられる取付ボス２２１ｋも備えられている。
【０１００】
　ところで、トップランプリフレクタユニット２２０は、リフレクタベース２２１の他に
、リフレクタベース２２１の後側で左右方向略中央に固定される一対のトップインナレン
ズ２２２と、トップインナレンズ２２２の後側でリフレクタベース２２１のレンズ開口部
２２１ｇと対応した位置に配置される一対のレンズシート２２３と、レンズシート２２３
の後側に配置され前面に複数のカラーＬＥＤ２２４ａが実装された一対のリフレクタ装飾
基板２２４と、リフレクタベース２１０における円筒部２２１ａ内に後側から挿入され開
口部２２１ｃを閉鎖する透明な丸レンズ２２５と、丸レンズ２２５及びトップインナレン
ズ２２２を挟んでリフレクタベース２１０の円筒部２２１ａ及び傾斜部２２１ｂの後側に
配置され前面にＬＥＤ２２６ａが実装された一対の仕切装飾基板２２６とを備えている。
【０１０１】
　このトップインナレンズ２２２は、透明な樹脂により形成されており、リフレクタベー
ス２２１のレンズ開口部２２１ｇを閉鎖する略台形で湾曲面状の湾曲レンズ部２２２ａと
、リフレクタベース２２１における傾斜部２２１ｂの三つの開口部２２１ｄを閉鎖する仕
切レンズ部２２２ｂと、丸レンズ２２５の後端と当接する丸レンズ支持部２２２ｃとを備
えている。なお、湾曲レンズ部２２２ａの上下辺には鋸状の拡散レンズ部２２２ｄが形成
されており、湾曲レンズ部２２２ａとは異なる態様で発光することができると共に、発光
していない時でも前側からの光を乱反射させることができるようになっている。
【０１０２】
　また、トップインナレンズ２２２には、拡散レンズ部２２２ｄの後側から後方へ板状に
突出する突出片２２２ｅと、上下の突出片に挟まれ湾曲レンズ部２２２ａの後側にレンズ
シート２２３を支持する支持凹部２２２ｆとが形成されている。なお、図示するように、
リフレクタ装飾基板２２４では複数のＬＥＤ２２４ａが、トップインナレンズ２２２の突
出片２２２ｅと対応した位置に列設されていると共に、トップインナレンズ２２２の湾曲
面レンズ部２２２ａと対応した位置にも分散配置されている。これにより、トップインナ
レンズ２２２の湾曲レンズ部２２２ａと拡散レンズ部２２２ｄとでは、夫々異なる態様で
発光させることができるようになっている。
【０１０３】
　なお、レンズシート２２３は、リフレクタ装飾基板２２４に実装されたＬＥＤ２２４ａ
からの透過光や、他の光源等からの反射光を、パール状或いは彩光状に見せる公知の光学
シートとされている。また、仕切装飾基板２２６に実装されたＬＥＤ２２６ａは、超高輝
度ＬＥＤとされており、強い閃光を発することができるようになっている。
【０１０４】
　更に、トップランプリフレクタユニット２２０には、リフレクタベース２２１の左右の
膨出部２２１ｅに形成された縦長のスリット２２１ｆを閉鎖するトップサイドレンズ２２
７と、トップサイドレンズ２２７の上端を前側から固定するトップサイドレンズ押え２２
８と、トップサイドレンズ２２７及びリフレクタベース２２１の後側に配置されるレンズ
シート２２９と、リフレクタベース２２１の後側に固定されることでレンズシート２２９
を狭持するトップサイド基板ベース２３０と、トップサイド基板ベース２３０に固定され
レンズシート２２９を介して前方のトップサイドレンズ２２７へ光を照射可能なカラーＬ
ＥＤ２３１ａが前面に実装されたトップサイド基板２３１とを更に備えている。
【０１０５】
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　このトップサイドレンズ２２１は、透明な樹脂により平面視でく字状に形成されると共
に、上下の端部に夫々係止片２２７ａ，２２７ｂが形成されており、下端の係止片２２７
ｂをリフレクタベース２２１におけるスリット２２１ｆの下端と係止させた上で、上端の
係止片２２７ａをトップサイドレンズ押え２２８により押えることで、リフレクタベース
２２１に取付けられるようになっている。また、トップサイドレンズ２２１の後側に配さ
れるレンズシート２２９は、上記のレンズシート２２３と同様の光学シートで形成されて
いると共に、図示するように、湾曲状に形成されており、リフレクタベース２２１に取付
けられることで、トップサイドレンズ２２７の後側に、あたかも円柱状の蛍光管が配置さ
れているような外観を呈することができるようになっている。
【０１０６】
　また、トップサイド基板ベース２３０は、図示するように、縦長の矩形枠状に形成され
、その枠内を通して後側に固定されるトップサイド基板２３１のＬＥＤ２３１ａからの光
が、レンズシート２２９及びトップサイドレンズ２２７を介して前面へ光を照射すること
ができるようになっている。
【０１０７】
［１－２Ｂ－３．回転灯ユニット］
　次に、トップランプ電飾ユニット２００における三つの回転灯ユニット２４０，２６０
，２８０について説明する。まず、左回転灯ユニット２４０は、図３７に示すように、上
下方向に貫通する円形状の開口２４１ａを有し、その開口２４１ａがリフレクタベース２
２１の回転灯取付口２２１ｈから前側へ突出した位置となるようにリフレクタベース２２
１の後側に固定される回転灯ユニットベース２４１と、回転灯ユニットベース２４１の開
口２４１ａと同軸上に配置され回転灯ユニットベース２４１の上面に固定される略円環状
の回転部ベース２４２と、回転部ベース２４２と同軸上に配置され回転部ベース２４２の
上面に摺動回転可能に載置される回転灯ベースギア２４３と、回転灯ベースギア２４３か
ら垂下するようにその下面に固定される回転灯２４４と、回転灯ベースギア２４３の軸線
と略平行でリフレクタベース２２１の回転灯取付口２２１ｈよりも後側の軸線上に配置さ
れ回転軸２４５ａが回転灯ユニットベース２４１の上面から上方へ突出するように回転灯
ユニットベース２４１の下面に固定される左回転灯モータ２４５と、左回転灯モータ２４
５の回転軸２４５ａに固定され回転灯ベースギア２４３と噛合する伝達ギア２４６と、回
転灯ベースギア２４３の全体及び伝達ギア２４６の一部を上方から覆うと共に回転灯ベー
スギア２４３を回転部ベース２４２と協働して軸支し、回転灯ユニットベース２４１に固
定される回転部ホルダ２４７と、回転灯ベースギア２４３と同軸上で回転部ホルダ２４７
の下面に固定され、下方の回転灯２４４へ向かって発光可能な高輝度カラーＬＥＤ（図示
は省略）を有した左回転灯基板２４８と、を備えている。
【０１０８】
　また、左回転灯ユニット２４０は、回転部ホルダ２４７を上方から覆う回転灯ユニット
カバー２４９と、回転灯２４４の回転位置を検出する左回転位置検出センサ２５０と、左
回転位置検出センサ２５０が実装された左回転位置検出基板２５１と、を更に備えている
。
【０１０９】
　この左回転灯ユニット２４０の回転灯ユニットベース２４１は、その上面に開口２４１
ａの内周に略沿って形成された取付段部２４１ｂと、開口２４１ａよりも後側の位置で下
方へ向かって垂下しリフレクタベース２１１の後側に取付けられる取付部２４１ｃと、開
口２４１ａの後側に配置され左回転灯モータ２４５を固定するモータ固定部２４１ｄとを
備えており、この取付段部２４１ｂ内に上方から回転部ベース２４２が嵌合するようにな
っている。また、回転部ベース２４２には、回転灯ユニットベース２４１の開口２４１ａ
と同軸上で小径の軸支口２４２ａと、回転灯ベースギア２４３の外周よりも外側となる上
面の所定位置に左回転位置検出基板２５１の下端を支持する基板支持部２４２ｂと、基板
支持部２４２ｂよりも後方に配置され左回転灯基板２４８及び左回転位置検出基板２５１
に接続される配線を係止する配線係止部２４２ｃとを備えている。
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【０１１０】
　また、回転灯ベースギア２４３は、外径が回転部ベース２４２の軸支口２４２ａよりも
大径の円環状の平歯車とされ、下面から下方へ向かって延び回転部ベース２４２の軸支口
２４２ａ内に挿通可能な円筒状のギア軸筒（図示は省略）と、ギア軸筒よりも小径で上下
方向に貫通する軸支穴２４３ａと、下面の外周から半径方向外方へ突出した回転位置検出
片２４３ｂとを備えている。この回転灯ベースギア２４３の軸筒の外径は、回転部ベース
２４２の軸支口２４２ａの内径よりも若干小径とされており、軸支口２４２ａ内へ挿入さ
れることで、回転灯ベースギア２４３が軸支口２４２ａと略同軸上に回転することができ
るようになっている。また、左回転灯ユニット２４０では、回転灯ベースギア２４３の回
転位置検出片２４３ｂを、左回転位置検出センサ２５０で検出することで、回転灯２４４
の回転位置を検出することができるようになっている。
【０１１１】
　更に、回転部ホルダ２４７は、図示は省略するが、回転部ベース２４２の軸支口２４２
ａと同軸上となる位置に下方へ突出し回転灯ベースギア２４３の軸支穴２４３ａ内へ挿通
可能な円筒状のホルダ軸筒が形成されている。このホルダ軸筒の外径は、回転灯ベースギ
ア２４３の軸支穴２４３ａよりも若干小径とされており、ホルダ軸筒を回転灯ベースギア
２４３の軸支穴２４３ａへ挿入することで、回転灯ベースギア２４３をホルダ軸筒と略同
軸上に回転させることができるようになっている。つまり、本実施形態の左回転灯ユニッ
ト２４０では、回転部ベース２４２の軸支口２４２ａ、回転灯ベースギア２４３のギア軸
筒及び軸支穴２４３ａ、回転部ホルダ２４７のホルダ軸筒によって、回転灯ベースギア２
４３が回転可能に軸支されている。なお、回転部ホルダ２４７のホルダ軸筒の下端に、左
回転灯基板２４８が固定されるようになっている。また、回転部ホルダ２４７には、図示
は省略するが、その下面の回転部ベース２４２の基板支持部２４２ｂと対応する位置に、
左回転位置検出基板２５１の上端を支持する基板支持部が形成されており、左回転位置検
出基板２５１が回転部ベース２４２と回転部ホルダ２４７とで狭持固定されるようになっ
ている。
【０１１２】
　また、左回転灯ユニット２４０の回転灯２４４は、図示するように、回転灯ベースギア
２４３の下側に配置される透明な円盤状の回転灯レンズ２５２と、回転灯レンズ２５２の
下側に配置され回転灯ベースギア２４３の下面に固定されるリフレクタ２５３と、リフレ
クタ２５３を覆うリフレクタカバー２５４とで構成されている。この回転灯２４４のリフ
レクタ２５３は、表面に金属光沢を有したメッキ処理が施されており、円盤状のベース部
２５３ａと、ベース部２５３ａの中央に穿設された開口部２５３ｂと、ベース部２５３ａ
の下面から下方へ垂下する湾曲状の反射部２５３ｃと、ベース部２５３ａの上面から上方
へ延びだし上端が回転灯ベースギア２４３と当接可能な複数の取付ボス２５３ｄと、を備
えている。
【０１１３】
　この回転灯２４４は、リフレクタ２５３の開口部２５３ｂから回転灯レンズ２５２の下
面が臨むようになっていると共に、回転灯レンズ２５２にはリフレクタ２５３の取付ボス
２５３ｄを挿通可能な挿通孔２５２ａが形成されており、挿通孔２５２ａに取付ボス２５
３ｄを挿通させた上で、取付ボス２５３ｄを回転灯ベースギア２４３へ固定することで、
回転灯レンズ２５２が回転灯ベースギア２４３とリフレクタ２５３との間に狭持固定され
るようになっている。また、回転灯２４４のリフレクタカバー２５４は、平面視で略正八
角形状とされ、上方が開放された箱状となっていると共に、リフレクタ２５３における反
射部２５３ｃの内面側と対向する側面に開口部２５４ａが形成されている。
【０１１４】
　続いて、右回転灯ユニット２６０は、図３８に示すように、上下方向に貫通する円形状
の開口２６１ａを有し、その開口２６１ａがリフレクタベース２２１の左側の回転灯取付
口２２１ｈから前側へ突出した位置となるようにリフレクタベース２２１の後側に固定さ
れる回転灯ユニットベース２６１と、回転灯ユニットベース２６１の開口２６１ａと同軸
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上に配置され回転灯ユニットベース２６１の上面に固定される略円環状の回転部ベース２
６２と、回転部ベース２６２と同軸上に配置され回転部ベース２６２の上面に摺動回転可
能に載置される回転灯ベースギア２６３と、回転灯ベースギア２６３から垂下するように
その下面に固定される回転灯２６４と、回転灯ベースギア２６３の軸線と略平行でリフレ
クタベース２２１の回転灯取付口２２１ｈよりも後側の軸線上に配置され回転軸２６５ａ
が回転灯ユニットベース２６１の上面から上方へ突出するように回転灯ユニットベース２
６１の下面に固定される右回転灯モータ２６５と、右回転灯モータ２６５の回転軸２６５
ａに固定され回転灯ベースギア２６３と噛合する伝達ギア２６６と、回転灯ベースギア２
６３の全体及び伝達ギア２６６の一部を上方から覆うと共に回転灯ベースギア２６３を回
転部ベース２６２と協働して軸支し、回転灯ユニットベース２６１に固定される回転部ホ
ルダ２６７と、回転灯ベースギア２６３と同軸上で回転部ホルダ２６７の下面に固定され
、下方の回転灯２６４へ向かって発光可能な高輝度カラーＬＥＤ（図示は省略）を有した
右回転灯基板２６８と、を備えている。
【０１１５】
　また、右回転灯ユニット２６０は、回転部ホルダ２６７を上方から覆う回転灯ユニット
カバー２６９と、回転灯２６４の回転位置を検出する右回転位置検出センサ２７０と、右
回転位置検出センサ２７０が実装された右回転位置検出基板２７１と、を更に備えている
。
【０１１６】
　この右回転灯ユニット２６０の回転灯ユニットベース２６１は、その上面に開口２６１
ａの内周に略沿って形成された取付段部２６１ｂと、開口２６１ａよりも後側の位置で下
方へ向かって垂下しリフレクタベース２１１の後側に取付けられる取付部２６１ｃと、開
口２６１ａの後側に配置され右回転灯モータ２６５を固定するモータ固定部２６１ｄとを
備えており、この取付段部２６１ｂ内に上方から回転部ベース２６２が嵌合するようにな
っている。また、回転部ベース２６２には、回転灯ユニットベース２６１の開口２６１ａ
と同軸上で小径の軸支口２６２ａと、回転灯ベースギア２６３の外周よりも外側となる上
面の所定位置に右回転位置検出基板２７１の下端を支持する基板支持部２６２ｂと、基板
支持部２６２ｂよりも後方に配置され右回転灯基板２６８及び右回転位置検出基板２７１
に接続される配線を係止する配線係止部２６２ｃとを備えている。
【０１１７】
　また、回転灯ベースギア２６３は、外径が回転部ベース２６２の軸支口２６２ａよりも
大径の円環状の平歯車とされ、下面から下方へ向かって延び回転部ベース２６２の軸支口
２６２ａ内に挿通可能な円筒状のギア軸筒（図示は省略）と、ギア軸筒よりも小径で上下
方向に貫通する軸支穴２６３ａと、下面の外周から半径方向外方へ突出した回転位置検出
片２６３ｂとを備えている。この回転灯ベースギア２６３の軸筒の外径は、回転部ベース
２６２の軸支口２６２ａの内径よりも若干小径とされており、軸支口２６２ａ内へ挿入さ
れることで、回転灯ベースギア２６３が軸支口２６２ａと略同軸上に回転することができ
るようになっている。また、右回転灯ユニット２６０では、回転灯ベースギア２６３の回
転位置検出片２６３ｂを、右回転位置検出センサ２７０で検出することで、回転灯２６４
の回転位置を検出することができるようになっている。
【０１１８】
　更に、回転部ホルダ２６７は、図示は省略するが、回転部ベース２６２の軸支口２６２
ａと同軸上となる位置に下方へ突出し回転灯ベースギア２６３の軸支穴２６３ａ内へ挿通
可能な円筒状のホルダ軸筒が形成されている。このホルダ軸筒の外径は、回転灯ベースギ
ア２６３の軸支穴２６３ａよりも若干小径とされており、ホルダ軸筒を回転灯ベースギア
２６３の軸支穴２６３ａへ挿入することで、回転灯ベースギア２６３をホルダ軸筒と略同
軸上に回転させることができるようになっている。つまり、本実施形態の右回転灯ユニッ
ト２６０では、回転部ベース２６２の軸支口２６２ａ、回転灯ベースギア２６３のギア軸
筒及び軸支穴２６３ａ、回転部ホルダ２６７のホルダ軸筒によって、回転灯ベースギア２
６３が回転可能に軸支されている。なお、回転部ホルダ２６７のホルダ軸筒の下端に、右
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回転灯基板２６８が固定されるようになっている。また、回転部ホルダ２６７には、図示
は省略するが、その下面の回転部ベース２６２の基板支持部２６２ｂと対応する位置に、
右回転位置検出基板２７１の上端を支持する基板支持部が形成されており、右回転位置検
出基板２７１が回転部ベース２６２と回転部ホルダ２６７とで狭持固定されるようになっ
ている。
【０１１９】
　また、右回転灯ユニット２６０の回転灯２６４は、図示するように、左回転灯ユニット
２４０の回転灯２４４よりも全体的に大きく、回転灯ベースギア２６３の下側に配置され
る透明な円盤状の回転灯レンズ２７２と、回転灯レンズ２７２の下側に配置され回転灯ベ
ースギア２６３の下面に固定されるリフレクタ２７３と、リフレクタ２７３を覆うリフレ
クタカバー２７４とで構成されている。この回転灯２６４のリフレクタ２７３は、表面に
金属光沢を有したメッキ処理が施されており、円盤状のベース部２７３ａと、ベース部２
７３ａの中央に穿設された開口部２７３ｂと、ベース部２７３ａの下面から下方へ垂下す
る湾曲状の反射部２７３ｃと、ベース部２７３ａの上面から上方へ延びだし上端が回転灯
ベースギア２６３と当接可能な複数の取付ボス２７３ｄと、を備えている。
【０１２０】
　この回転灯２６４は、リフレクタ２７３の開口部２７３ｂから回転灯レンズ２７２の下
面が臨むようになっていると共に、回転灯レンズ２７２にはリフレクタ２７３の取付ボス
２７３ｄを挿通可能な挿通孔２７２ａが形成されており、挿通孔２７２ａに取付ボス２７
３ｄを挿通させた上で、取付ボス２７３ｄを回転灯ベースギア２６３へ固定することで、
回転灯レンズ２７２が回転灯ベースギア２６３とリフレクタ２７３との間に狭持固定され
るようになっている。また、回転灯２６４のリフレクタカバー２７４は、平面視で略正八
角形状とされ、上方が開放された箱状となっていると共に、リフレクタ２７３における反
射部２７３ｃの内面側と対向する側面に開口部２７４ａが形成されている。
【０１２１】
　次に、中央回転灯ユニット２８０は、図３９に示すように、上下方向に貫通する円形状
の開口２８１ａを有し、その開口２８１ａがリフレクタベース２２１の左右方向中央の回
転灯取付口２２１ｈから前側へ突出した位置となるようにリフレクタベース２２１の後側
に固定される回転灯ユニットベース２８１と、回転灯ユニットベース２８１の開口２８１
ａと同軸上に配置され回転灯ユニットベース２８１の上面に固定される略円環状の回転部
ベース２８２と、回転部ベース２８２と同軸上に配置され回転部ベース２８２の上面に摺
動回転可能に載置される回転灯ベースギア２８３と、回転灯ベースギア２８３から垂下す
るようにその下面に固定される回転灯２８４と、回転灯ベースギア２８３の軸線と略平行
でリフレクタベース２２１の回転灯取付口２２１ｈよりも後側の軸線上に配置され回転軸
２８５ａが回転灯ユニットベース２８１の上面から上方へ突出するように回転灯ユニット
ベース２８１の下面に固定される中央回転灯モータ２８５と、中央回転灯モータ２８５の
回転軸２８５ａに固定され回転灯ベースギア２８３と噛合する伝達ギア２８６と、回転灯
ベースギア２８３の全体及び伝達ギア２８６の一部を上方から覆うと共に回転灯ベースギ
ア２８３を回転部ベース２８２と協働して軸支し、回転灯ユニットベース２８１に固定さ
れる回転部ホルダ２８７と、回転灯ベースギア２８３と同軸上で回転部ホルダ２８７の下
面に固定され、下方の回転灯２８４へ向かって発光可能な高輝度カラーＬＥＤ（図示は省
略）を有した中央回転灯基板２８８と、を備えている。
【０１２２】
　また、中央回転灯ユニット２８０は、回転部ホルダ２８７を上方から覆う回転灯ユニッ
トカバー２８９と、回転灯２８４の回転位置を検出する中央回転位置検出センサ２９０と
、中央回転位置検出センサ２９０が実装された中央回転位置検出基板２９１と、を更に備
えている。
【０１２３】
　この中央回転灯ユニット２８０の回転灯ユニットベース２８１は、その上面に開口２８
１ａの内周に略沿って形成された取付段部２８１ｂと、開口２８１ａよりも後側の位置で



(38) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

下方へ向かって垂下しリフレクタベース２１１の後側に取付けられる取付部２８１ｃと、
開口２８１ａの後側に配置され中央回転灯モータ２８５を固定するモータ固定部２８１ｄ
とを備えており、この取付段部２８１ｂ内に上方から回転部ベース２８２が嵌合するよう
になっている。また、回転部ベース２８２には、回転灯ユニットベース２８１の開口２８
１ａと同軸上で小径の軸支口２８２ａと、回転灯ベースギア２８３の外周よりも外側とな
る上面の所定位置に中央回転位置検出基板２９１の下端を支持する基板支持部２８２ｂと
、基板支持部２８２ｂよりも後方に配置され中央回転灯基板２８８及び中央回転位置検出
基板２９１に接続される配線を係止する配線係止部２８２ｃとを備えている。
【０１２４】
　また、回転灯ベースギア２８３は、外径が回転部ベース２８２の軸支口２８２ａよりも
大径の円環状の平歯車とされ、下面から下方へ向かって延び回転部ベース２８２の軸支口
２８２ａ内に挿通可能な円筒状のギア軸筒（図示は省略）と、ギア軸筒よりも小径で上下
方向に貫通する軸支穴２８３ａと、下面の外周から半径方向外方へ突出した回転位置検出
片２８３ｂとを備えている。この回転灯ベースギア２８３の軸筒の外径は、回転部ベース
２８２の軸支口２８２ａの内径よりも若干小径とされており、軸支口２８２ａ内へ挿入さ
れることで、回転灯ベースギア２８３が軸支口２８２ａと略同軸上に回転することができ
るようになっている。また、中央回転灯ユニット２８０では、回転灯ベースギア２８３の
回転位置検出片２８３ｂを、中央回転位置検出センサ２９０で検出することで、回転灯２
８４の回転位置を検出することができるようになっている。
【０１２５】
　更に、回転部ホルダ２８７は、図示は省略するが、回転部ベース２８２の軸支口２８２
ａと同軸上となる位置に下方へ突出し回転灯ベースギア２８３の軸支穴２８３ａ内へ挿通
可能な円筒状のホルダ軸筒が形成されている。このホルダ軸筒の外径は、回転灯ベースギ
ア２８３の軸支穴２８３ａよりも若干小径とされており、ホルダ軸筒を回転灯ベースギア
２８３の軸支穴２８３ａへ挿入することで、回転灯ベースギア２８３をホルダ軸筒と略同
軸上に回転させることができるようになっている。つまり、本実施形態の中央回転灯ユニ
ット２８０では、回転部ベース２８２の軸支口２８２ａ、回転灯ベースギア２８３のギア
軸筒及び軸支穴２８３ａ、回転部ホルダ２８７のホルダ軸筒によって、回転灯ベースギア
２８３が回転可能に軸支されている。なお、回転部ホルダ２８７のホルダ軸筒の下端に、
中央回転灯基板２８８が固定されるようになっている。また、回転部ホルダ２８７には、
図示は省略するが、その下面の回転部ベース２８２の基板支持部２８２ｂと対応する位置
に、中央回転位置検出基板２９１の上端を支持する基板支持部が形成されており、中央回
転位置検出基板２９１が回転部ベース２８２と回転部ホルダ２８７とで狭持固定されるよ
うになっている。
【０１２６】
　また、中央回転体ユニット２８０の回転灯２９４は、図示するように、その大きさが左
回転灯ユニット２４０の回転灯２４４と、右回転灯ユニット２６０の回転灯２６４との中
間の大きさとされ、回転灯ベースギア２８３の下側に配置される透明な円盤状の回転灯レ
ンズ２９２と、回転灯レンズ２９２の下側に配置され回転灯ベースギア２８３の下面に固
定されるリフレクタ２９３と、リフレクタ２９３を覆うリフレクタカバー２９４とで構成
されている。この回転灯２８４のリフレクタ２９３は、表面に金属光沢を有したメッキ処
理が施されており、円盤状のベース部２９３ａと、ベース部２９３ａの中央に穿設された
開口部２９３ｂと、ベース部２９３ａの下面から下方へ垂下する湾曲状の反射部２９３ｃ
と、ベース部２９３ａの上面から上方へ延びだし上端が回転灯ベースギア２８３と当接可
能な複数の取付ボス２９３ｄと、を備えている。
【０１２７】
　この回転灯２８４は、リフレクタ２９３の開口部２９３ｂから回転灯レンズ２９２の下
面が臨むようになっていると共に、回転灯レンズ２９２にはリフレクタ２９３の取付ボス
２９３ｄを挿通可能な挿通孔２９２ａが形成されており、挿通孔２９２ａに取付ボス２９
３ｄを挿通させた上で、取付ボス２９３ｄを回転灯ベースギア２８３へ固定することで、
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回転灯レンズ２９２が回転灯ベースギア２８３とリフレクタ２９３との間に狭持固定され
るようになっている。また、回転灯２８４のリフレクタカバー２９４は、平面視で略正八
角形状とされ、上方が開放された箱状となっていると共に、リフレクタ２９３における反
射部２９３ｃの内面側と対向する側面に開口部２９４ａが形成されている。
【０１２８】
　ところで、本実施形態の中央回転灯ユニット２８０は、図示するように、回転部ホルダ
２８７と回転灯ユニットカバー２８９との間に、回転灯ユニットカバー２８９の前側の三
つの側面に形成された複数の切欠き部２８９ａ内へ後側から挿入される複数の突出部２９
５ａを有したカバーレンズ２９５と、カバーレンズ２９５の後側に配置され表面に複数の
カラーＬＥＤ２９６ａが実装されたカバー装飾基板２９６とを更に備えている。これらカ
バーレンズ２９５及びカバー装飾基板２９６は、回転部ホルダ２８７の前端に形成された
溝状のレンズ支持部２８７ａ及び基板支持部２８７ｂに夫々下端が支持されると共に、回
転灯ユニットカバー２８９に形成された図示しない溝状のレンズ支持部及び基板支持部に
夫々上端が支持されることで取付けられるようになっている。本実施形態では、カバー装
飾基板２９６のＬＥＤを発光させることで、中央回転灯ユニット２８０の回転灯ユニット
カバー２８９の前端を発光装飾させることができるようになっている。
【０１２９】
［１－２Ｃ．皿ユニット］
　次に、扉枠５における皿ユニット３００について、主に図４０乃至図６３を参照して説
明する。図４０は皿ユニットの正面斜視図であり、図４１は皿ユニットの背面斜視図であ
り、図４２は皿ユニットの平面図である。図４３は、図４２におけるＡ－Ａ断面図である
。図４４は皿ユニットの皿奥板を取外した状態で示す背面図であり、図４５は皿ユニット
の皿奥板及び貸球ユニットを取外した状態で後から示す斜視図である。また、図４６は皿
ユニットを主な構成部品毎に分解して前から示す分解斜視図であり、図４７は図４６を後
ろから示す分解斜視図である。また、図４８は皿ユニットにおける皿ユニット本体を分解
して前から示す分解斜視図であり、図４９は図４８を後ろから示す分解斜視図である。更
に、図５０は皿ユニットにおける第一球抜き機構を示す背面図であり、図５１は皿ユニッ
トにおける第二球抜き機構を後から示す斜視図である。また、図５２は皿ユニットにおけ
る操作ボタンユニットを分解して示す分解斜視図であり、図５３は皿ユニットにおける操
作ボタンユニットの操作ボタンユニット基板を取外した状態の底面図であり、図５４は皿
ユニットにおける操作ボタンユニットのメインボタンを下から示す底面斜視図であり、図
５５は皿ユニットにおける操作ボタンユニットのメインボタンを分解して示す分解斜視図
である。
【０１３０】
　また、図５６は扉枠に取付けられたハンドル装置の断面図であり、図５７はハンドル装
置を構成する操作ハンドル部とジョイントユニットとの関係を示す斜視図であり、図５８
はハンドル装置における操作ハンドル部の分解斜視図である。更に、図５９は操作ハンド
ル部とジョイントユニットの動作を説明するための動作図であり、図６０はハンドル装置
と本体枠に設けられる打球発射装置との関係を示す斜視図であり、図６１はハンドル装置
と打球発射装置とを連結する状態を説明するための断面図である。更に、図６２（Ａ）は
皿ユニット内での遊技球の流れを示す説明図であり、（Ｂ）は皿ユニット内での第二球抜
き口と遊技球の流れとの関係を示す説明図である。また、図６３は、皿ユニットにおける
横長の球流入口と貯留皿との関係を示す説明図である。
【０１３１】
　本実施形態の扉枠５における皿ユニット３００は、後述する賞球ユニット８００から払
出され遊技球を貯留することができると共に、貯留した遊技球を球送りユニット１７０を
介して後述する打球発射装置６５０へ供給することができるものである。この皿ユニット
３００は、図４６及び図４７にも示すように、上方及び後方が開放され所定量の遊技球を
貯留可能な貯留皿３１１を有した皿体３１０と、皿体３１０の前面を覆う皿ユニット本体
３２０と、皿ユニット本体３２０及び皿体３１０の後面を覆う板状の皿奥板３４０と、皿
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体３１０の貯留皿３１１に貯留された遊技球を全て排出可能な第一球抜き機構３５０と、
皿体３１０の貯留皿に貯留された遊技球の一部残して排出可能な第二球抜き機構３６０と
、パチンコ機１に隣接して設置された図示しない球貸し機（ＣＲユニットとも称す）を作
動させる貸球ユニット３０１と、皿体３１０の上面に固定され遊技状態（遊技状況）によ
って遊技者が操作可能な操作ボタンユニット３７０と、皿体３１０の下側で皿ユニット本
体３２０と皿奥板３４０との間に配置され扉枠ベースユニット１００におけるサイドスピ
ーカ電飾ユニット１２０のサイドスピーカ１２１よりも大型の下部スピーカ３９１を有し
た下部スピーカユニット３９０と、皿ユニット本体３２０の正面視右下隅に配置されるハ
ンドルベース３０３と、ハンドルベース３０３に支持され遊技球の打込操作をするための
ハンドル装置４００とを主に備えている。なお、符号３０２は、後述する皿ユニット本体
３２０における皿電飾基板３３６と接続される電気配線を覆う配線カバーである。また、
図示するように、皿奥板３４０の正面視で左側には、皿ユニット本体３２０の左端を発光
装飾させる左下装飾基板１９０が配置されている。
【０１３２】
　この皿ユニット３００における貸球ユニット３０１は、図示するように、左右方向の略
中央で皿奥板３４０の上辺に固定されており、貸球ボタン３０１ａと、貸球ボタン３０１
ａの横に配置された返却ボタン３０１ｂと、貸球ボタン３０１ａと返却ボタン３０１ｂと
の間に配置され球貸し機に現金やプリペイドカードの残数を表示する貸出残表示器（図示
せず）と、を備えている。この貸球ユニット３０１は、パチンコ機１に隣接して設けられ
た球貸し機に対して現金やプリペイドカードを投入した上で、貸球ボタン３０１ａを押す
と、所定数の遊技球を皿ユニット３００の貯留皿３１１内へ貸出す（払出す）ことができ
ると共に、返却ボタン３０１ｂを押すと貸出された分の残りを引いた上で投入した現金の
残金やプリペイドカードが返却されるようになっている。
【０１３３】
　また、皿ユニット３００における操作ボタンユニット３７０のメインボタン３７１及び
二つのサブボタン３７２は、遊技盤４に設けられる液晶表示装置１４００等で行われる遊
技内容（遊技演出）に遊技者が参加する際に操作するものである。
【０１３４】
［１－２Ｃ－１．皿体］
　まず、皿ユニット３００における皿体３１０は、図示するように、平面視で左端から全
体の略２／３を占め上方及び後方に開放された所定深さの貯留皿３１１と、貯留皿３１１
内の底部の所定位置に配置され上下方向に貫通する第二球抜き口３１２と、貯留皿３１２
の右端から貯留皿３１１と連続し第三傾斜面３１１ｃの下流側に配置されると共に遊技球
が流通可能とされ遊技球を第二球抜き口３１２の略直下まで誘導可能な第一球抜き経路３
１３（図４４及び図４７を参照）と、貯留皿３１１の右側で略菱形状に上方へ開放し操作
ボタンユニット３７０を装着可能な操作ボタンユニット装着凹部３１４と、操作ボタンユ
ニット装着凹部３１４の後側で略円形状に開口し第一球抜き機構３５０の第一球抜きボタ
ン３５１が装着される第一球抜きボタン装着口３１５と、第一球抜きボタン装着口３１５
の略直下に配置され第一球抜き機構３５０を支持する第一球抜き機構支持部３１６と、を
主に備えている。
【０１３５】
　この皿体３１０における貯留皿３１１は、皿奥板３４０の球流入口３４１の前面に配置
され平面視で右側及び前側へ向かって低くなる第一傾斜面３１１ａと、第一傾斜面３１１
ａの右側端部の後部と連続し右側及び後側へ向かって低くなる第二傾斜面３１１ｂと、第
二傾斜面３１１ｂの右側端部と連続し奥皿板３４０の球供給口３４２へ向かって低くなる
第三傾斜面３１１ｃと、第一傾斜面３１１ａの右側端部の前部及び第二傾斜面３１１ｂの
前側端部と連続し右側及び第二傾斜面３１１ｂへ向かって低くなる第四傾斜面３１１ｄと
、第四傾斜面３１１ｄの右側端部と連続し第四傾斜面３１１ｄへ向かって低くなる第五傾
斜面３１１ｅと、を備えている（図４２及び図４３等を参照）。
【０１３６】
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　また、貯留皿３１１には、第五傾斜面３１１ｅの後側端部から上方へ立上り遊技球が越
境不能とされた仕切壁３１１ｆと、仕切壁３１１ｆと第三傾斜面３１１ｃとの間に配置さ
れ第三傾斜面３１１ｃへ向かって低くなる第六傾斜面３１１ｇとを更に備えている。なお
、第二球抜き口３１２は、第一傾斜面３１１ａと第二傾斜面３１１ｂとの間に配置されて
いる。また、第二球抜き口３１２は、通常は第二球抜き機構３６０の第二球抜きシャッタ
ー３６４により閉鎖された状態となっている。
【０１３７】
　本実施形態の貯留皿３１１では、図示するように平面視で、第一傾斜面３１１ａは、貯
留皿３１１の大きさの略半分を占める大きさの四角形状（台形状）とされていると共に、
第二傾斜面３１１ｂは、左右方向の長さが貯留皿３１１の長さの約１／４で前後方向の奥
行きが第三傾斜面３１１ｃへ向かって狭くなるような変五角形状とされ、更に、第三傾斜
面３１１ｃは、前後方向の奥行きが遊技球の外径よりも若干大きい横長の区形状とされて
いる。また、第四傾斜面３１１ｄは、左右方向の長さが第二傾斜面３１１ｂと略同じ長さ
で第二傾斜面３１１ｂへ向かうに従って長さが短くなる四角形状（台形状）とされている
。更に、第五傾斜面３１１ｅは、その後側端部が左端部から右方向へ第三傾斜面３１１ｃ
と略平行に所定距離延びた上で後方の第三傾斜面３１１ｃへ向かって斜めに延びた後に仕
切壁３１１ｆを挟んで第三傾斜面３１１ｃに沿って延びると共に、前側端部（右側端部）
が後側端部の右端部へ向かって右方向へ向かうに従って後方へ向かうように延び、全体と
して逆へ字状に形成されており、仕切壁３１１ｆが第五傾斜面３１１ｅの後側端部に沿っ
て形成されている。
【０１３８】
　また、この貯留皿３１１は、図示するように、第一傾斜面３１１ａの左側端部と前側端
部、第四傾斜面３１１ｄの前側端部、及び第五傾斜面の前側端部（右側端部）から上方へ
立上る外周壁３１１ｈを備えており、この外周壁３１１ｈにより貯留皿３１１が皿体３１
０の上面から下方へ所定量凹んだ形態となっている。また、貯留皿３１１の外周壁３１１
ｈは、第一傾斜面３１１ａ、第四傾斜面３１１ｄ、及び第五傾斜面３１１ｅの前側端部で
は右方向へ向かうに従って前方へ向かうような緩い円弧状に形成されており、球流入口３
４１から第一傾斜面３１１ａ上へ流入した遊技球が、外周壁３１１ｈにおける球流入口３
４１と対向する位置と当接すると、第五傾斜面３１１ｅの方向へ反射して第五傾斜面３１
１ｄ上へ流通するようになっている。また、第五傾斜面３１１ｅは、球流入口３４１から
貯留皿３１１内へ流入してきた遊技球が登坂可能な緩斜面とされており、第五傾斜面３１
１ｅの右端部まで登坂した後に、その向きを変えて第四傾斜面３１１ｄの方向（左方向）
へ流下するようになっている。つまり、本実施形態の貯留皿３１１は、球流入口３４１か
ら流入した遊技球を、一旦第五傾斜面３１１ｅへ迂回させてから球供給口３４２への供給
路となる第三傾斜面３１１ｃへ流入させるようになっている。
【０１３９】
　また、貯留皿３１１における第六傾斜面３１１ｇは、他の傾斜面３１１ａ～３１１ｅと
比較して傾斜角度が急になっており、その下流側となる第三傾斜面３１１ｃ上で複数の遊
技球を球供給口３４２へ向かって左右方向へ一列に整列させ易くすることができるように
なっている。なお、第三傾斜面３１１ｃには、ステンレス製のレール体３０４が装着され
るようになっており、流通する遊技球による耐摩耗性を向上させるようにしていると共に
、遊技球に帯電した静電気を除去することができるようになっている。
【０１４０】
　更に、貯留皿３１１の第三傾斜面３１１ｃは、図４４及び図４７に示すように、その右
側端部が、斜め右下へ潜り込んだ上で下方へ垂下し後側が開放された溝状に形成されてい
ると共に第一球抜き経路３１３と連続するように形成されており、第一球抜き経路３１３
と連続することで左右方向に対して折り返すような流路が形成されている。この第三傾斜
面３１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界部分は、第一球抜き機構３５０の第一球抜き
スライド３５６により流路が閉鎖されるようになっており、この第一球抜きスライド３５
６に望むように皿奥板３４０の球供給口３４２が開口している。これにより、第三傾斜面
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３１１ｃを流下してきた遊技球が、第一球抜きスライド３５６により流下を遮られること
で、球供給口３４２側へと流通するようになっている。
【０１４１】
　なお、皿体３１０における第一球抜き機構支持部３１６には、第三傾斜面３１１ｃと第
一球抜き経路３１３との境界部分の横（正面視で右側、図４４では左側）に第一球抜きス
ライド３５６が左右方向へスライド可能に挿入配置されるスライド溝３１６ａ、スライド
溝３１６ａを挟んで第三傾斜面３１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界部分の反対側に
は後述する第一球抜きバネ３５７の下端部を係止する鉤部３１６ｂとが形成されている。
【０１４２】
［１－２Ｃ－２．皿ユニット本体］
　次に、皿ユニット３００における皿ユニット本体３２０は、図４８及び図４９に示すよ
うに、皿ユニット３００の前面を構成し皿体３１０と下部スピーカユニット３９０の前面
を被覆し上方及び後方が開放された箱状の本体部３２１を備えている。この本体部３２１
は、正面視で左側の約３／４が前方へ膨出したような形態となっており、この膨出した部
分の内側（後側）に下部スピーカユニット３９０が収容されるようになっている。また、
本体部３２１には、その膨出した部分の前面の中央右寄りで下部スピーカユニット３９０
の下部スピーカ３９１と対応する位置に貫通するように形成されたスピーカ用開口３２１
ａと、スピーカ用開口３２１ａの左側に形成されたダミー開口３２１ｂと、ダミー開口３
２１ｂの左側に形成された第二球抜きボタン用開口３２１ｃとが夫々貫通するように形成
されている。更に、本体部３２１には、右下隅部にハンドルベース３０３を取付けるため
の楕円形状のハンドルベース取付口３２１ｄと、ハンドルベース取付口３２１ｄの上側に
配置され後述するシリンダ錠１０１０が臨む錠用開口３２１ｅと、ハンドルベース取付口
ｄの左側で前側へ膨出した部分の右側面に開口する区形状のダクト用開口３２１ｆと、左
右方向の略中央下部に開口する区形状の球排出口３２１ｇと、を備えている。
【０１４３】
　また、皿ユニット３００における皿ユニット本体３２０には、本体部３２１のスピーカ
用開口３２１ａとダミー開口３２１ｂとを前側から覆う前面裏板３２２と、前面裏板３２
２のスピーカ用開口３２２ａを通して本体部３２１のスピーカ用開口３２１ａと対応する
前面に配置されパンチングメタルからなり四隅が切り落とされた板状の右カバー３２３と
、右カバー３２３の前面の略中央に配置され右カバー３２３よりも小型で表面に金属光沢
のメッキ処理が施された板状の右飾りベース３２４と、右飾りベース３２４の前面の略中
央に配置され右飾りベース３２４よりも小型で板状の右飾り３２５と、前面裏板３２２に
おける本体部３２１のダミー開口３２１ｂと対応する前面に配置されパンチングメタルか
らなり四隅が切落とされた板状の左カバー３２６と、左カバー３２６の前面の略中央に配
置され左カバー３２６よりも小型で表面に金属光沢のメッキ処理が施された板状の左飾り
ベース３２７と、左飾りベース３２７の前面の略中央に配置され左飾りベース３２７より
も小型で板状の左飾り３２８と、本体部３２１のスピーカ用開口３２１ａ、ダミー開口３
２１ｂ、及び第二球抜きボタン用開口３２１ｃの周縁を装飾する枠状の前面本体３２９と
、を主に備えている。この皿ユニット本体３２０における前面裏板３２２には、本体部３
２１のスピーカ用開口３２１ａへ望むように貫通する複数の透孔３２２ａが形成されてお
り、これら透孔３２２ａ及び右飾りベース３２３のパンチング孔（図示は省略）を介して
下部スピーカ３９１からの音を外部へ良好に伝達させることができるようになっている。
【０１４４】
　また、本実施形態の皿ユニット本体３２０は、左下装飾基板１９０の前側で本体部３２
１の左端に固定される本体左飾りベース３３０と、本体左飾りベース３３０の前面に固定
され表面に金属光沢のメッキ処理が施された本体左飾り３３１と、を更に備えている。こ
の本体左飾りベース３３０は、透光性を有しており、本体左飾りベース３３０の後側に配
置される左下装飾基板１９０のＬＥＤ１９０ａによって発光装飾させることができるよう
になっている。
【０１４５】
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　更に、皿ユニット本体３２０は、本体部３２１のダクト用開口３２１ｆを覆うパンチン
グメタルからなる板状のダクト用カバーと、ダクト用カバーが表面から臨むようなダクト
用切欠き部３３３ａが形成され、本体部３２１における前側へ膨出した部分の右側面全体
を覆うと共に表面に金属光沢のメッキ処理を施した本体右飾り３３３と、を更に備えてい
る。
【０１４６】
　また、皿ユニット本体３２０は、本体部３２１の上縁に沿って配置され上下方向に貫通
する横長のスリット３３４ａを複数有し、表面に金属光沢のメッキ処理が施された本体上
飾り３３４と、本体上飾り３３４の下側で本体部３２１内に配置され、本体上飾り３３４
のスリット３３４ａ内へ挿入される導光部３３５ａを有した上飾りレンズ３３５と、上飾
りレンズ３３５の下側に配置され上面に複数のカラーＬＥＤ３３６ａが実装された皿電飾
基板３３６と、を備えている。この皿電飾基板３３６のＬＥＤ３３６ａを適宜発光させる
ことで、上飾りレンズ３３５を介して本体上飾り３３４、つまり、皿ユニット本体３２０
の上縁を発光装飾させることができるようになっている。
【０１４７】
［１－２Ｃ－３．皿奥板］
　続いて、皿ユニット３００における皿奥板３４０は、図４６及び図４７等に示すように
、全体が横長の板状に形成され、正面視で左上隅部に配置され横長の区形状で前後方向に
貫通する球流入口３４１と、球流入口３４１よりも右下方向へ所定距離はなれて配置され
遊技球が通過可能な区形状で貫通する球供給口３４２と、球流入口３４１と連通し後方へ
延出する角筒状の賞球連絡樋３４３と、を主に備えている。この皿奥板３４０の球流入口
３４１は、図４３等に示すように、皿体３１０の貯留皿３１１内へ向かって開口すると共
に、左右方向の長さが貯留皿３１１の第一傾斜面３１１ａの長さと略同じ長さとされてい
る。また、球供給口３４２は、貯留皿３１１における第三傾斜面３３１ｃの右端で第一球
抜き機構３５０の第一球抜きスライド３５６と対応した位置に配置されている。また、賞
球連絡樋３４３は、球流入口３４１に対して正面視で左端に偏った位置に配置されている
と共に、左右方向の長さが球流入口３４１の長さに対して約半分の長さとされ、後端が扉
枠ベース本体１１０の賞球通過口１１１を貫通して後述する満タンユニット９００におけ
る前方誘導通路９２０の流下端（前端）の出口９２１と連通するようになっている。
【０１４８】
　また、皿奥板３４０は、賞球連絡樋３４３の前端が球流入口３４１に対して後方へ所定
量控えた位置に配置されており、球流入口３４１と賞球連絡樋３４３との間に、球流入口
３４１の左右方向全長に亘って延び遊技球が流通可能な棚部３４４を更に有している。こ
の棚部３４４により賞球連絡樋３４３を流通してきた遊技球を、貯留皿３１１の第二球抜
き口３１２よりも下流側へ流入させることができるようになっている。
【０１４９】
　更に、奥皿板３４０は、後述する下部スピーカユニット３９０の球抜き経路３９３と対
応し略Ｌ字状に貫通した球抜き経路用開口３４５と、球抜き経路用開口３４５の正面視左
上で球流入口３４１（皿体３１０における第二球抜き口３１２）の下側に配置され、後述
する第二球抜き機構３６０のラッチユニット３６６の後端が挿通される区形状に貫通した
ラッチ用開口３４６と、正面視で右上隅部に配置され略区形状に貫通する配線挿通口３４
７と、球流入口３４１と配線挿通口３４６との間で奥皿板３４０の上辺に配置され貸球ユ
ニット３０１を取付けるための貸球ユニット取付部３４８と、を備えている。
【０１５０】
［１－２Ｃ－４．第一球抜き機構］
　次に、皿ユニット３００における第一球抜き機構３５０は、図４４、図４５及び図５０
等に示すように、遊技者が押圧操作する第一球抜きボタン３５１と、第一球抜きボタン３
５１を上下方向へスライド可能に支持すると共に皿体３１０の第一球抜きボタン装着口３
１５に対して下側から挿入される第一球抜きボタンベース３５２と、第一球抜きボタンベ
ース３５２の上部に皿体３１０を挟んで第一球抜きボタン３５１が上方へ突出するように



(44) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

固定される第一球抜きボタン装飾体３５３と、第一球抜きボタン装飾体３５３と第一球抜
きボタンベース３５２とで支持された第一球抜きボタン３５１の下端の正面視で右側（図
５０では左側）となる皿体３１１の第一球抜き機構支持部３１６の位置に支持される回動
軸３５４と、回動軸３５４に回動可能に軸支され一端側が第一球抜きボタン３５１の下端
部と当接すると共に他端側が下方へ延出した逆Ｌ字状の第一球抜きクランク３５５と、第
一球抜きクランク３５５の他端側の下端と当接可能とされると共に皿体３１１の第一球抜
き機構支持部３１６に略左右方向へスライド可能に支持され、皿体３１０の第三傾斜面３
１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界部分を閉鎖可能な第一球抜きスライド３５６と、
第一球抜きクランク３５５が所定方向へ回動するように付勢する第一球抜きバネ３５７と
、を備えている。
【０１５１】
　この第一球抜き機構３５０の第一球抜きスライド３５６は、皿体３１０における第一球
抜き機構支持部３１６のスライド溝３１６ａ内に挿入配置されることで左右方向へスライ
ドすることができるようになっていると共に、その状態で、第一球抜きクランク３５５が
回動することで第一球抜きクランク３５５の他端側の下端によって左右方向へスライドさ
せられるようになっている。この第一球抜きスライド３５６は、左右方向へスライドする
ことで先端部が皿体３１０の第三傾斜面３１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界部分の
流路内に対して進退することができるようになっており、境界部分へ前進して流路を閉鎖
すると第三傾斜面３１１ｃを流通してきた遊技球を球供給口３４２へ供給することができ
、境界部分から後退して流路を開放すると第三傾斜面３１１ｃを流通してきた遊技球を第
一球抜き経路３１３側へ供給（排出）することができるようになっている。
【０１５２】
　また、第一球抜きクランク３５５には、回動軸３５４を挟んで第一球抜きボタン３５１
の下端部と当接する一端側とは反対側に第一球抜きバネ３５７の上端部を係止する鉤部３
５５ａが形成されている。この第一球抜きバネ３５７は、その上端部を第一球抜きクラン
ク３５５の鉤部３５５ａに係止すると共に、下端部を皿体３１０における第一球抜き機構
支持部３１６の鉤部３１６ｂに係止することで、第一球抜きクランク３５５を、第一球抜
きスライド３５６が第三傾斜面３１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界部分を閉鎖する
位置、及び第一球抜きボタン３５１が最も上昇した位置となる方向へ回動するように付勢
することができるようになっている。
【０１５３】
　この第一球抜き機構３５０は、遊技者によって第一球抜きボタン３５１が押圧されると
、第一球抜きボタン３５１の下端部と当接する当接ピン３５５ｂを介して、第一球抜きク
ランク３５５が第一球抜きバネ３５７の付勢力に抗してその一端側が下方へ移動する方向
へ回動すると共に、その他端側が第三傾斜面３１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界部
分から遠ざかる方向へ移動する。そして、第一球抜きスライド３５６が第一球抜きクラン
ク３５５の下端と共に第三傾斜面３１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界部分から遠ざ
かる方向へと移動し、第一球抜きスライド３５６の先端が境界部分の流路内から後退して
第三傾斜面３１１ｃと第一球抜き経路３１３とが連通した状態となり、第三傾斜面３１１
ｃつまり貯留皿３１１内の全ての遊技球を、第一球抜き経路３１３を介して外部へ排出す
ることができるようになっている。
【０１５４】
　なお、第一球抜きボタン３５１の押圧を解除すると、第一球抜きバネ３５７の付勢力に
より第一球抜きクランク３５５が回動して、第一球抜きボタン３５１が上昇すると共に、
第一球抜きスライド３５６の先端が第三傾斜面３１１ｃと第一球抜き経路３１３との境界
部分の流路内へ前進してその流路を閉鎖し、第三傾斜面３１１ｃ上（貯留皿３１１内）の
遊技球を、球供給口３４２を介して打球発射装置６５０へ供給することができるようにな
っている。
【０１５５】
［１－２Ｃ－５．第二球抜き機構］
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　続いて、皿ユニット３００における第二球抜き機構３６０は、図５１等に示すように、
皿ユニット本体３２０における本体部３２１の第二球抜きボタン用開口３２１ｃから前方
へ向かって突出する第二球抜きボタン３６１と、第二球抜きボタン３６１が先端に嵌合固
定され後述する下部スピーカユニット３９０によって前後方向へスライド可能に支持され
た第二球抜きスライド３６２と、第二球抜きスライド３６２の前後方向の移動を伝達し下
部スピーカユニット３９０により左右方向へ延びる軸回りに回動可能に軸支された棒状の
第二球抜きクランク３６３と、第二球抜きクランク３６３の回動により皿体３１０におけ
る第二球抜き口３１２を閉鎖する閉位置と第二球抜き口３１２を開放する開位置との間で
上下方向へ延びる軸周りに回動可能とされた第二球抜きシャッター３６４と、第二球抜き
シャッター３６４を第二球抜き口３１２が閉鎖される閉位置へ付勢する第二球抜きバネ３
６５と、第二球抜きバネ３６５の付勢力に抗して第二球抜きシャッター３６４を開位置へ
保持可能なラッチユニット３６６と、第二球抜きシャッター３６４の下面を摺動可能に支
持すると共に第二球抜き口３１２と対応した開口部３６７ａを有し、皿体３１０の下側に
固定される第二球抜きベース３６７と、第二球抜きスライド３６２の後端を摺動可能に保
持すると共にラッチユニット３６６を支持し、後述する下部スピーカユニット３９０のス
ピーカボックス３９２と協同して第二球抜きクランク３６３を回動可能に軸支する第二球
抜き機構支持体３６８（図４４及び図４７を参照）と、を備えている。
【０１５６】
　この第二球抜き機構３６０の第二球抜きスライド３６２には、その後端部に上方へ開放
され第二球抜きクランク３６３の下端部が挿入される伝達溝３６２ａと、後端部から後方
へ突出しラッチユニット３６６の係合爪３６６ａと係合可能な係合突起３６２ｂとを備え
ている。また、第二球抜きクランク３６３は、略上下方向へ延びた棒状の部材とされ、そ
の下端部が第二球抜きスライド３６２の伝達溝３６２ａ内へ上方から挿入されると共に、
上下方向の略中間部分で下部スピーカユニット３９０のスピーカボックス３９２により回
動可能に軸支されている。而して、第二球抜きスライド３６２が前後方向へスライドする
と、その伝達溝３６２ａのスライドに伴って第二球抜きクランク３６３の下端部が移動し
、第二球抜きクランク３６３が回動すると共に、第二球抜きクランク３６３の上端部が下
端部とは反対方向へ移動するようになっている。
【０１５７】
　また、第二球抜きシャッター３６４は、図示するように、第二球抜きスライド３６２よ
りも上方に配置され、皿体３１０の第二球抜き口３１２及び第二球抜きベース３６７の開
口部３６７ａを閉鎖可能な平面視略半円形状（Ｄ字状）で板状の閉鎖部３６４ａと、閉鎖
部３６４ａから左右方向の一方（正面視で左方向、図５１では右方向）へ延びる棒状の棹
部３６４ｂとを備えており、全体として略Ｐ字状に形成されている。また、この第二球抜
きシャッター３６４は、棹部３６４ｂの先端が皿体３１０と第二球抜きベース３６７とに
よって上下方向へ延びる軸周りに回動可能に軸支されていると共に、棹部３６４ｂの後側
で左右方向の略中間部分に、第二球抜きクランク３６３の上端部が当接するようになって
いる。更に、第二球抜きシャッター３６４における棹部３６４ｂの後側基端部分に第二球
抜きバネ３６５の前端部が係止されるようになっている。なお、図示は省略するが、第二
球抜きバネ３６５の後端部は、皿体３１０の下面から下方へ垂下する係止ボスに係止され
るようになっており、第二球抜きバネ３６５により、第二球抜きシャッター３６４の閉鎖
部３６４ａが第二球抜き口３１２を閉鎖する閉位置（図５１に示す位置）となるように付
勢されている。
【０１５８】
　また、第二球抜き機構３６０の第二球抜きベース３６７は、開口部３６７ａと第二球抜
きシャッター３６４を軸支する位置との間に、第二球抜きクランク３６３の上端部が通過
可能な前後方向へ延びるスリット３６７ｂを備えており、このスリット３６７ｂを介して
第二球抜きベース３６７の下側で軸支された第二球抜きクランク３６３の上端部が、第二
球抜きベース３６７の上面に配置された第二球抜きシャッター３６４の棹部３６４ｂと当
接することができるようになっている。なお、第二球抜きベース３６７は、図示するよう
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に、浅い皿状に形成されており、皿体３１０とで第二球抜きシャッター３６４を収容する
収容空間を形成することができるようになっている。また、第二球抜きシャッター３６４
を収容する収容空間の高さは、遊技球の外径よりも小さく低い高さとされており、第二球
抜きシャッター３６４が回動して第二球抜き口３１２が開状態となっても、皿体３１０と
第二球抜きベース３６７との間に遊技球が進入しないようになっている。
【０１５９】
　本実施形態の第二球抜き機構３６０は、遊技者が皿ユニット本体３２０の前面から前方
へ突出する第二球抜きボタン３６１を押すと、第二球抜きスライド３６２が後方へスライ
ドすると共に、第二球抜きスライド３６２の伝達溝３６２ａに案内されて第二球抜きクラ
ンク３６３の下端部が後方へと移動するように第二球抜きクランク３６３が回動する。そ
して、第二球抜きクランク３６３が回動することでその上端部が下端部とは反対方向の前
方へ移動することとなり、第二球抜きクランク３６３の上端部と当接する第二球抜きシャ
ッター３６４が、第二球抜きバネ３６５の付勢力に抗して棹部３６４ｂの先端を中心とし
て閉鎖部３６４ａが前方へ移動するように回動する。このようにして閉鎖部３６４ａが前
方へ移動して皿体３１０の第二球抜き口３１２及び第二球抜きベース３６７の開口部３６
７ａが開放されると、貯留皿３１１における第二球抜き口３１２よりも上流側に貯留され
た遊技球が第二球抜き口３１２を通って皿ユニット３００の下方外部へ排出されることと
なる。
【０１６０】
　なお、本実施形態の第二球抜き機構３６０には、ラッチユニット３６６を備えており、
第二球抜きボタン３６１を押して第二球抜きスライド３６２の後端の係合突起３６２ｂが
ラッチユニット３６６における一対の係合爪３６６ａの間に当接すると、一対の係合爪３
６６ａが係合突起３６２ｂを挟むように閉じて係合し、第二球抜きバネ３６５の付勢力に
抗して第二球抜きボタン３６１が押された状態、つまり、第二球抜きシャッター３６４の
閉鎖部３６４ａにより第二球抜き口３１２が開いた（開放され）位置に保持することがで
きるようになっている。この状態で、第二球抜きボタン３６１を押すと、ラッチユニット
３６６の一対の係合爪３６６ａが開いて、係合突起３６２ｂとの係合が解除され、第二球
抜きバネ３６５の付勢力により第二球抜きシャッター３６４の閉鎖部３６４ａが第二球抜
き口３１２を閉鎖する位置へと復帰できるようになっている。
【０１６１】
［１－２Ｃ－６．操作ボタンユニット］
　次に、皿ユニット３００における操作ボタンユニット３７０は、図５２乃至図５５等に
示すように、皿ユニット３００における皿体３１０の操作ボタン装着凹部３１４に対して
上方から装着固定されるものであり、平面視で正方形の四隅を切落とした八角形状のメイ
ンボタン３７１と、メインボタン３７１の左右両側に夫々対称に配置され平面視でホーム
ベース形状の左サブボタン３７２Ｌ及び右サブボタン３７２Ｒからなる一対のサブボタン
３７２と、メインボタン３７１とサブボタン３７２を上下方向へ摺動可能に保持すると共
に皿体３１０の操作ボタン装着凹部３１４内へ挿入される操作ボタンユニットベース３７
３と、操作ボタンユニットベース３７３の上面を装飾する板状の操作ボタンユニット装飾
部材３７４と、操作ボタンユニットベース３７３の下側に固定され操作ボタンユニット３
７０を発光装飾させるカラーＬＥＤ３７５ａが上面に複数実装された操作ボタンユニット
基板３７５と、を備えている。
【０１６２】
　また、操作ボタンユニット３７０には、メインボタン３７１の操作を検出するメインボ
タンセンサ３７６と、左サブボタン３７２Ｌの操作を検出する左サブボタンセンサ３７７
Ｌと、右サブボタン３７２Ｒの操作を検出する右サブボタンセンサ３７７Ｒと、を更に備
えている。これらメインボタンセンサ３７６、左サブボタンセンサ３７７Ｌ及び右サブボ
タンセンサ３７７Ｌは、夫々発光部と受光部とを備えたフォトセンサとされており、操作
ボタンユニット基板３７５の所定位置に夫々固定されている。
【０１６３】
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　この操作ボタンユニット３７０における操作ボタンユニットベース３７３には、図示す
るように、平面視で略菱形形状とされ、メインボタン３７１を上方から収容可能なメイン
ボタン収容凹部３７３ａと、メインボタン収容部３７３ａの内周面に形成されメインボタ
ン３７１を上下方向へ案内するために上方が開放された上下方向へ延びる複数の案内溝３
７３ｂと、メインボタン収容凹部３７３ａの底面に形成された略円形状の開口部３７３ｃ
と、メインボタン収容凹部３７３ａの外周に沿って所定幅で開口し下側に配置された操作
ボタンユニット基板３７５のＬＥＤ３７５ａからの光を上面側へ導く複数の導光用開口部
３７３ｄと、サブボタン３７２を上方から収容可能な一対のサブボタン収容凹部３７３ｅ
と、長軸の対角線上隅部に形成されたネジ挿通孔３７３ｆと、操作ボタンユニットベース
３７３の上面を形成する板状の天板部３７３ｇと、天板部３７３ｇの外周に沿って下面か
ら下方へ外周を囲うように垂下する板状の側壁部３７３ｈと、を主に備えている。
【０１６４】
　この操作ボタンユニットベース３７３は、天板部３７３ｇと側壁部３７３ｈとにより、
下面が開放された箱状に形成されており、この天板部３７３ｇの所定位置に、メインボタ
ン収容凹部３７３ａ、複数（ここでは、八個）の導光用開口部３７３ｄ、二つのサブボタ
ン収容凹部３７３ｅ、及び二つのネジ挿通孔３７３ｆが夫々開口している。また、操作ボ
タンユニットベース３７３は、メインボタン収容凹部３７３ａは、案内溝３７３ｂが形成
されていないところの厚さが肉厚に形成されており、内壁面と底面の強度・剛性が高めら
れていると共に、メインボタン収容凹部３７３ａの外周に形成された各導光用開口部３７
３ｄが、夫々上下方向に長い筒状に形成されており、これら筒状の導光用開口部３７３ｄ
の外周壁によってもメインボタン収容凹部３７３ａが補強されている（図５３を参照）。
【０１６５】
　また、メインボタン３７１は、図５４及び図５５に示すように、メインボタン３７１の
上面を形成し透光性を有したメインボタンレンズ３７１ａと、メインボタンレンズ３７１
ａを支持し上下が開放された筒状のメインボタンベース３７１ｂと、メインボタンベース
３７１ｂの下側に配置される振動体３７１ｃと、振動体３７１ｃを包み込むと共にメイン
ボタンベース３７１ｂの下側に取付ビス３７１ｄを介して固定される振動体ホルダ３７１
ｅと、を備えている。なお、図示は省略するが、メインボタン３７１には、上端がメイン
ボタンベース３７１ａの下側側面に当接すると共に、下端が操作ボタンユニットベース３
７３におけるメインボタン収容凹部３７３ａの底面と当接し、メインボタン３７１が上昇
するように付勢するメインボタンバネを備えている。
【０１６６】
　このメインボタン３７１におけるメインボタンレンズ３７１ａは、平面視が八角形状で
下面が開放された箱状に形成され、表面側が滑らかな形状とされているのに対して、裏面
側には複数の小レンズ部が形成されており、操作ボタンユニット基板３７５のＬＥＤ３７
５ａからの光を広く拡散させて、メインボタン３７０の表面全体が略均一に発光装飾させ
ることができるようになっている。
【０１６７】
　また、メインボタンベース３７１ｂは、図示するように、上端側の外形がメインボタン
レンズ３７１と同様の八角形状とされているのに対して、上下方向の略中間部から下端側
が下方へ窄まる円錐形状とされており、下端部が操作ユニットボタンベース３７３におけ
るメインボタン収容凹部３７３ａの底面に形成された開口部３７３ｃから下方へ延出して
操作ボタンユニット基板３７５の中央に配置されたＬＥＤ３７５ａ群の直上に位置するこ
とができるようになっている。また、メインボタンベース３７１ｂには、対向する二辺か
ら下方へ延出するメイン係止爪３７１ｆと、操作ボタンユニットベース３７３の案内溝３
７３ｂ内へ挿入される上下方向に延びた複数の案内凸条３７１ｇと、を備えている。この
メインボタンベース３７１ｂのメイン係止爪３７１ｆが、操作ボタンユニットベース３７
３におけるメインボタン収容凹部３７３ａ内の係止部（図示は省略する）に係止されるこ
とで、メインボタン３７１がメインボタンバネの付勢力によりメインボタン収容凹部３７
３ａから抜け出るのを防止することができるようになっている。
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【０１６８】
　更に、メインボタンベース３７１ｂは、一方のメイン係止爪３７１ｆの内側に、振動体
ホルダ３７１ｅ及び取付ビス３７１ｄを介して振動体３７１ｃを取付けられるようになっ
ていると共に、振動体３７１ｃを取付ける部位の内側に、メインボタンセンサ３７６によ
って検出される検出片３７１ｈ（図５４を参照）が形成されている。
【０１６９】
　本実施形態のメインボタン３７１は、メインボタンバネの付勢力に抗してメインボタン
３７１を下方へ押すと、メインボタンベース３７１ｂの検出片３７１ｈがメインボタンセ
ンサ３７６の発光部と受光部との間に進入してその操作がメインボタンセンサ３７６によ
り検出されるようになっている。また、メインボタン３７１は、メインボタンセンサ３７
６により操作が検出されると、振動体３７１ｃが作動するようになっており、振動体３７
１ｃの作動によってメインボタン３７１が振動することで、遊技者に対してメインボタン
３７１の操作が受付けられていることを認識させることができると共に、メインボタン３
７１の振動により遊技者を驚かせることができるようになっている。なお、操作ボタンユ
ニット基板３７５には、実装されたＬＥＤ３７５ａからの光によってメインボタンセンサ
３７６が誤作動するのを防止するための遮光板３７５ｂが取付けられている。
【０１７０】
　また、操作ボタンユニット３７０のサブボタン３７２は、平面視が略二等辺直角三角形
状で透光性を有したサブボタンレンズ３７２ａと、サブボタンレンズ３７２ａを平面視が
ホームベース状の上面に支持し操作ボタンユニットベース３７３におけるサブボタン収容
凹部３７３ｅ内へ上方から収容されるサブボタンベース３７２ｂと、サブボタンベース３
７２ｂとサブボタン収容凹部３７３ｅの底面との間でサブボタンレンズ３７２ａの下方に
配置されサブボタンベース３７２ｂを上昇させる方向へ付勢するサブボタンバネ３７２ｃ
と、を備えている。このサブボタン３７２のサブボタンベース３７２ａには、サブボタン
バネ３７２ｃを挟んた前後に下方へ垂下するサブ係止爪３７２ｄと、ホームベース状の長
辺から下方へ垂下する板状の案内壁部３７２ｅと、案内壁部３７２ｅの下端から更に下方
へ延出する検出片３７２ｆと、を備えている。
【０１７１】
　このサブボタン３７２は、サブ係止爪３７２ｄが、操作ボタンユニットベース３７３に
おけるサブボタン収容凹部３７３ｅ内の係止部（図示は省略する）に係止されるようにな
っており、サブ係止爪３７２ｄが係止部に係止されることで、サブボタン３７２がサブボ
タンバネ３７２ｃの付勢力によりサブボタン収容凹部３７３ｅから抜け出るのを防止する
ことができるようになっている。また、サブボタン３７２は、サブボタンバネ３７２ｃの
付勢力に抗して下方へ押されると、サブボタンベース３７２ｂの検出片３７２ｆがサブボ
タンセンサ３７７の発光部と受光部との間に進入してサブボタン３７２の操作がサブボタ
ンセンサ３７７により検出されるようになっている。
【０１７２】
　更に、操作ボタンユニット３７０の操作ボタンユニット装飾部材３７４は、図示するよ
うに、平面視形状が略菱形で板状に形成されており、メインボタン３７１のメインボタン
レンズ３７１ａ及び二つのサブボタン３７２のサブボタンレンズ３７２ａが通過可能な開
口部３７４ａが形成されていると共に、操作ボタンユニットベース３７３の導光用開口部
３７３ｄと対応する位置に透光性を有した装飾部材レンズ３７４ｂが備えられている。ま
た、長軸の対角線上隅部には、図示しない取付ビスが上方から挿通可能な取付孔３７４ｃ
が穿設されており、この取付孔３７４ｃ及び操作ボタンユニットベース３７３のネジ挿通
孔３７３ｆを介して所定の取付ビスにより操作ボタンユニット３７０が皿体３１０へ取付
固定されるようになっている。なお、本実施形態では、操作ボタンユニット装飾部材３７
４の上面には、二つの取付孔３７４ｃを隠すネジ隠し３７８が貼付けられるようになって
いる。
【０１７３】
　本実施形態の操作ボタンユニット３７０は、上述したように、操作ボタンユニットベー
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ス３７３が、メインボタン収容凹部３７３ａ、導光用開口部３７３ｄ、及び側壁部３７３
ｈによって三重の筒状に形成されており、強度及び剛性が高められているので、メインボ
タン３７１等を叩いたりして強く操作されても、操作ボタンユニット３７０が破損し難く
なっている。また、操作ボタンユニット３７０は、皿体３１０の操作ボタン装着凹部３１
４に対して上方から装着固定されるようになっており、万が一、操作ボタンユニット３７
０が破損したり不具合が発生したりした場合でも、皿体３１０の上方から簡単に着脱して
交換することができるようになっている。更に、操作ボタンユニット３７０は、皿体３１
０を介してその下側が後述する下部スピーカユニット３９０のスピーカボックス３９２に
支持（載置）されているので、メインボタン３７１等からの耐衝撃性や耐荷重性が更に高
められており、操作ボタンユニット３７０のみならず皿ユニット３００全体が破損し難く
なっている。
【０１７４】
［１－２Ｃ－７．下部スピーカユニット］
　続いて、皿ユニット３００における下部スピーカユニット３９０は、図４６及び図４７
に示すように、扉枠ベースユニット１００におけるサイドスピーカ電飾ユニット１２０の
サイドスピーカ１２１よりも大径の下部スピーカ３９１と、下部スピーカ３９１を正面視
における前面右寄りの位置で、皿ユニット本体３２０における本体部３２１のスピーカ用
開口３２１ａの後側となる位置に保持する箱状のスピーカボックス３９２と、を主に備え
ている。本実施形態の下部スピーカユニット３９０は、スピーカボックス３９２の内部空
間が開放口３９２ａを通して外部へ開放されたバスレフ型スピーカとされており、下部ス
ピーカ３９１のスピーカ径に対してより重低音を発することができるようになっている。
【０１７５】
　このスピーカボックス３９２の開放口３９２ａは、皿ユニット本体３２０における本体
部３２１のダクト用開口３２１ｆに望む位置に形成されており、下部スピーカ３９１の振
動によりスピーカボックス３９２内を出入りする空気の流れが、ダクト用開口３２１ｆを
介して出入りするようになっている。また、下部スピーカ３９１の駆動（振動）によりダ
クト用開口３２１ｆを介して出入りする空気の流れは、ハンドル装置４００における操作
ハンドル部４１０の握り部材４１２，４１３を通るように形成されており、操作ハンドル
部４１０を操作する遊技者の手に下部スピーカ３９１からの空気の流れ（風）を当てるこ
とができ、遊技者に対してこれまでにない感触を与えて、楽しませることができるように
なっている。なお、下部スピーカ３９１に対して、人間の可聴帯域よりも低い周波数の音
響信号を送ることで、ダクト用開口３２１ｆから風だけを遊技者に当てることができ、メ
インボタン３７１の振動体３７１ｃと合わせて、これまでの遊技機にない触感演出を楽し
ませることができるようになっている。
【０１７６】
　また、スピーカボックス３９２には、その後面に、皿体３１０の第一球抜き経路３１３
及び第二球抜き口３１２の下流に配置され、第一球抜き経路３１３及び第二球抜き口３１
２を流通してきた遊技球を、スピーカボックス３９２の左右方向略中央の下部に誘導する
球抜き経路３９３を備えている。この球抜き経路３９３は、後方が開放された略Ｌ字状に
形成されており、皿ユニット３００における奥皿板３４０の球抜き経路用開口３４５を介
して扉枠ベースユニット１００における扉枠ベース本体１１０の球抜き経路用開口１１１
を閉鎖する球抜き経路カバー１９１によって後側が閉鎖されるようになっている。また、
球抜き経路３９３を流通した遊技球は、皿ユニット本体３２０における本体部３２１の球
排出口３２１ｇから、皿ユニット３００の下方へ排出されるようになっている。
【０１７７】
　更に、スピーカボックス３９２には、正面視で左側上部に第二球抜き機構３６０の第二
球抜きスライド３６２の前端を前後方向へ摺動可能に保持する第二球抜きスライド保持孔
３９４と、第二球抜きスライド保持孔３９４の後側に配置され第二球抜き機構３６０の第
二球抜き機構支持体３６８を支持する第二球抜き機構支持部３９５と、を備えている。こ
れら、第二球抜きスライド保持孔３９４及び第二球抜き機構支持部３９５によって、第二
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球抜き機構３６０を所定位置に支持することができるようになっている。
【０１７８】
［１－２Ｃ－８．ハンドル装置］
　次に、皿ユニット３００におけるハンドル装置４００は、図５６乃至図５８等に示すよ
うに、扉枠５の開放側下部前面に設けられる操作ハンドル部４１０と、操作ハンドル部４
１０に対応する扉枠５の裏面に組み付けられて操作ハンドル部４１０の回動操作に応じて
回転する回転軸４１５と連携され且つ回転軸４１５の回転運動をスライド運動に変化させ
るジョイントユニット１８０と、から構成されている。
【０１７９】
　まず、操作ハンドル部４１０は、扉枠５における皿ユニット３００の皿ユニット本体３
２０における本体部３２１のハンドルベース取付口３２１ｄから前方へ突出するように取
付けられる円筒状のハンドルベース３０３のハンドル支持筒部３０３ａに挿入固定される
。このハンドル支持筒部３０３ａは、パチンコ機１の上方から見た平面視で外側（右側）
に向くように傾斜して形成されているため、ハンドル支持筒部３０３ａに挿入固定される
操作ハンドル部４１０も平面視で外側に傾斜（換言するならば、パチンコ機１の前面垂直
面に直交する線に対してその先端部がパチンコ機１の外側に向かうように傾斜している。
）して扉枠５に取付固定されることになる。このように、操作ハンドル部４１０を平面視
で外側に向けて傾斜させることにより、遊技者が操作ハンドル部４１０を握り易く、回動
動作に違和感がなく回動操作が行いやすいという利点がある。そして、本実施形態におい
ては、後述するように、操作ハンドル部４１０を傾斜設置しても、操作ハンドル部４１０
の回転軸４１５の回転運動がスムーズに伝達されて打球発射装置６５０の弾発力を調整す
ることができる構造が採用されている。なお、操作ハンドル部４１０のハンドル支持筒部
３０３ａへの挿入後、ハンドル支持筒部３０３ａと操作ハンドル部４１０（正確には、後
握り部材４１３）とをビス等で連結して操作ハンドル部４１０がハンドル支持筒部３０３
ａから引き抜きできないようになっている。
【０１８０】
　また、操作ハンドル部４１０は、図５８に示すように、前握り部材４１２と、後握り部
材４１３と、前握り部材４１２と後握り部材４１３との間で回動自在に軸支される回動操
作部材４１４と、回動操作部材４１４にその一端部が固定される直線円柱状の回転軸４１
５と、回転軸４１５の他端部に固定されるカム４１６と、から構成されている。後握り部
材４１３は、ハンドル支持筒部３０３ａに嵌合される小径部と小径部の前方の大径部とが
一体的に形成され、その中心に回転軸４１５が貫通される軸貫通穴４１８が形成されてい
る。回転軸４１５が軸貫通穴４１８に挿通される際には、軸受ブッシュ４１７が軸貫通穴
４１８の後端に嵌めこまれ、その軸受ブッシュ４１７に回転軸４１５が挿通される。一方
、軸受ブッシュ４１７を介して軸貫通穴４１８に貫通された回転軸４１５は、後握り部材
４１３の前面側に固定される固定軸受部材４２３の軸受穴４２４を貫通して回動操作部材
４１４の中心に形成される軸嵌合穴４２６に嵌合される。
【０１８１】
　また、後握り部材４１３の前面側には、タッチセンサ４２０、発射停止スイッチ４２２
を固定するための突起や取付穴（共に図示しない）が設けられると共に、単発ボタン４２
１が揺動自在に支持される揺動ピン（図示しない）が形成され、それらの突起や取付穴及
び揺動ピンにタッチセンサ４２０、発射停止スイッチ４２２及び単発ボタン４２１が取付
けられている。そして、それらが取付けられた状態でタッチセンサ４２０や発射停止スイ
ッチ４２２からの配線が纏められて後握り部材４１３の軸貫通穴４１８の側方に形成され
る配線通し穴４１９を有した配線通し筒部４２８及び配線開口１８４ｃ（図３１を参照）
から扉枠５の裏面に導き出され、ハンドル中継端子板１９４（図２４及び図２５を参照）
に接続されるようになっている。このハンドル中継端子板１９４からの配線は、上述した
下補強板３６に沿って取付けられており、後述する払出制御基板１１８６に電気的に接続
されるようになっている。また、固定軸受部材４２３と回動操作部材４１４との間には、
付勢スプリング４２５が回転軸４１５に周設されるように設けられ、この付勢スプリング
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４２５が回動操作部材４１４を常に元の位置に復帰させるようになっている。更に、回動
操作部材４１４の軸嵌合穴４２６の外側にはスイッチ接触凸部４２７が突設され、回動操
作部材４１４が付勢スプリング４２５の付勢力により元位置にある場合に、スイッチ接触
凸部４２７が発射停止スイッチ４２２のアクチュエータに接触して発射停止スイッチ４２
２をＯＦＦとし、回動操作部材４１４が遊技者によって回動操作されるとスイッチ接触凸
部４２７が発射停止スイッチ４２２のアクチュエータと離れてＯＮとする。また、発射停
止スイッチ４２２がＯＮとなっている状態で単発ボタン４２１が揺動可能になるので、単
発ボタン４２１を押圧することにより、発射停止スイッチ４２２のアクチュエータをＯＦ
Ｆ操作することができるようになっている。
【０１８２】
　なお、回動操作部材４１４の外周表面には、導電性のメッキが施されており、遊技者が
回動操作部材４１４に接触することによりタッチセンサ４２０が接触を検出するようにな
っている。そして、遊技者が回動操作部材４１４を回動して発射停止スイッチ４２２がＯ
Ｎとなり且つタッチセンサ４２０が接触を検出しているときに打球発射装置６５０の後述
する発射モータ６９５（図９１を参照）が回転駆動されるようになっている。
【０１８３】
　また、回転軸４１５の先端に固定されるカム４１６は、勾玉状に形成され、回転軸４１
５の回転にしたがって後述するジョイントユニット１８０のスライド体１８２（図３１及
び図５９を参照）のカム当接部１８２ｄを押圧して一方向にスライドさせるようになって
いる。そして、本実施形態においては、この回転軸４１５の先端に固定されるカム４１６
とジョイントユニット１８０のスライド体１８２との連携構造によって前述したような操
作ハンドル部４１０の平面視での傾斜状取付けが可能となっている。
【０１８４】
　上述したように、操作ハンドル部４１０を扉枠５の前面側からハンドルベース３０３の
ハンドル支持筒部３０３ａに挿通支持し、ジョイントユニット１８０を扉枠５の裏面側か
らジョイントユニット装着凹部１１０ｃに取付けることにより、図５６に示すように、回
転軸４１５の先端部に固定されるカム４１６がスライド体１８２のカム係合凹部１８２ｃ
に収納されるようになっている。この場合、操作ハンドル部４１０が平面視で傾斜状に取
付けられることにより、カム４１６も扉枠５の垂直面に対して傾斜状となっているが、カ
ム係合凹部１８２ｃが前後方向に所定の空間幅を有しているので、傾斜したカム４１６の
全体をカム係合凹部１８２ｃの空間内に収納できるようになっている。また、その収納状
態は、図５９（Ａ）に示すように、カム４１６の回転中心がカム当接部１８２ｄの側方に
位置し、勾玉状のカム４１６の先端がカム係合凹部１８２ｃの下方空間内に位置するよう
になっている。
【０１８５】
　上述した状態で操作ハンドル部４１０の回動操作部材４１４を遊技者が回動操作すると
、回転軸４１５が回動し、それにつれてカム４１６も回転するので、図５９（Ｂ）に示す
ように、カム係合凹部１８２ｃのカム当接部１８２ｄとカム４１６の一側外形面（回転前
方の外形面）との当接によってスライド体１８２が一方向（図５９の場合には、図示の右
側方向）にスライド移動する。つまり、回転軸４１５の回転運動がスライド体１８２のス
ライド運動に変換される。このため、図５９（Ａ）に示す初期状態（回動前）におけるカ
ム４１６の回転中心とスライド体１８２のスライド突片１８３の進行方向の端辺との距離
Ｓ１が、カム４１６の最大限の回転によって距離Ｓ１よりも大きな距離Ｓ２となる。つま
り、スライド体１８２のスライド突片１８３が「Ｓ２－Ｓ１」の距離だけスライドするこ
とになる。そして、ジョイントユニット１８０のスライド突片１８３のスライド移動が、
図５７、図６０、図６１に示すように、打球発射装置６５０のスライド部材７１０に伝達
されて打球発射装置６５０の付勢バネ６８４（図９１を参照）の張力を調節し、もって打
球槌６８７の付勢力の強弱を調整して遊技者の望む打球の弾発力を得ることができる。な
お、ハンドル装置４００と打球発射装置６５０との関係については、打球発射装置６５０
についての説明の後で詳細に説明する。
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【０１８６】
　なお、操作ハンドル部４１０の内部から配線通し穴４１９、配線通し筒部４２８及び配
線開口１８４ｃを通って扉枠５の裏面に導出された配線は、扉枠５の裏面下辺に沿って軸
支側に引き回され、その後、本体枠３の裏面側に取付けられる基板ユニット１１００に集
約して取付けられる払出制御基板１１８６の操作ハンドル用端子１１９４（図１３２を参
照）に接続されるようになっている。
【０１８７】
［１－２Ｃ－９．皿ユニットの作用効果］
　続いて、本実施形態の皿ユニット３００の貯留皿３１１内における遊技球の流れについ
て図６２及び図６３を主に参照して説明する。本実施形態では、後述する賞球ユニット８
００から払出された遊技球が、満タンユニット９００、奥皿板３４０の賞球連絡樋３４３
を介して球流入口３４１から貯留皿３１１内へ流入するようになっており、球流入口３４
１から流入した遊技球が、初めに第一傾斜面３１１ａへと流入するようになっている。こ
の第一傾斜面３１１ａは、前側及び正面視右側が低くなるように形成されており、球流入
口３４１から第一傾斜面３１１ａへ流入した遊技球は、第一傾斜面３１１ａの傾斜に沿っ
て貯留皿３１１の前側外周を囲う外周壁３１１ｈの球流入口３４１と略対向する位置と当
接することとなる。外周壁３１１ｈのこの位置は、球流入口３４１が形成された皿裏板３
４０の面に対して曲線状に傾斜しており、外周壁３１１ｈに当接した遊技球は、正面視で
右方向へ反射するようになっている。
【０１８８】
　そして、球流入口３４１から貯留皿３１１内へ流入して外周壁３１１ｈで右方向へ反射
した遊技球は、第四傾斜面３１１ｄを越えて第五傾斜面３１１ｅへと進入する。この第五
傾斜面３１１ｅは、正面視で左側、つまり、第四傾斜面３１１ｄ側が低くなると共に、そ
の傾斜角度が第一傾斜面３１１ａから進入してきた遊技球が登坂可能な緩い斜度とされて
おり、第四傾斜面３１１ｄを越えて第一傾斜面３１１ａから進入してきた遊技球が、第五
傾斜面３１１ｅを上りながら第五傾斜面３１１ｅの上部（平面視で右側端部）へと流通す
ることとなる。また、この第五傾斜面３１１ｅは、前側から右側端部を巡って後側までが
外周壁３１１ｈと仕切壁３１１ｆとによって仕切られており、第五傾斜面３１１ｅへ進入
した遊技球は、その周りを囲う外周壁３１１ｈ及び仕切壁３１１ｆに略沿うように第五傾
斜面３１１ｅ内を巡って第五傾斜面３１１ｅの左側に配置された第四傾斜面３１１ｄ側へ
戻るようになっている。
【０１８９】
　第五傾斜面３１１ｅから第四傾斜面３１１ｄへ進入した遊技球は、第四傾斜面３１１ｄ
の傾斜に従って第四傾斜面３１１ｄの後側にある第二傾斜面３１１ｂへと流通し、更に、
第二傾斜面３１１ｂから右側の第三傾斜面３１１ｃへと進入して、第三傾斜面３１１ｃの
下流端に配置された皿裏板３４０の球供給口３４２から球発射装置６５０へと供給される
ようになっている。つまり、球供給口３４１から貯留皿３１１内へ流入した遊技球は、第
一傾斜面３１１ａから第二傾斜面３１１ｂを介して直接第三傾斜面３１１ｃへ向わずに、
第一傾斜面３１１ａから第四傾斜面３１１ｄを介して第五傾斜面３１１ｅへ一旦進入した
上で、第四傾斜面３１１ｅ及び第二傾斜面３１１ｂを介して第三傾斜面３１１ｃへ至るよ
うになっており、球流入口３４１から流入した遊技球を迂回させることができるようにな
っている。
【０１９０】
　これにより、貯留皿３１１の全体を有効に使って複数の遊技球を貯留することができ、
従来のパチンコ機のように貯留の少ない状態で貯留され遊技球が球流入口３４１を塞いで
しまうことで、満タンユニット９００の満タンスイッチ９１６が作動して、遊技球の払出
しが停止してしまったり、球発射装置６５０での遊技球の発射動作が停止してしまったり
して遊技が中断してしまうのを良好に防止することができるようになっている。
【０１９１】
　ところで、本実施形態の皿ユニット３００の貯留皿３１１に多くの遊技球が貯留される
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ことで球流入口３４１が貯留された遊技球によって閉鎖されて、皿裏板３４０の賞球連絡
樋３４３と賞球ユニット８００との間に配置された満タンユニット９００内で遊技球が滞
留すると、満タンユニット９００の満タンスイッチ９１６が作動して、賞球ユニット８０
０からの遊技球の払出しを停止したり、球発射装置６５０での遊技球の発射動作を停止し
たりするようになっており、特に球発射装置６５０の発射動作が停止されると遊技を中断
せざる負えなくなるので、遊技者は、貯留皿３１１に貯留された遊技球が適宜の量となっ
たら第一球抜きボタン３５１や第二球抜きボタン３６１を操作して、貯留皿３１１から遊
技球を皿ユニット３００の下方に配置した容器（例えば、ドル箱）へ排出する必要がある
。なお、本実施形態では、満タンスイッチ９１６が作動すると、貯留皿３１１内が満タン
である旨を遊技者に案内してから球発射装置６５０の発射動作を停止させるようになって
いる。
【０１９２】
　この貯留皿３１１内から遊技球を排出するには、皿ユニット３００の上面に配置された
第一球抜きボタン３５１を操作する（押す）と、第一球抜き機構３５０の第一球抜きスラ
イド３５６がスライドして、第三傾斜面３１１ｃの下流端と第一球抜き経路３１３との間
の閉鎖を解除し、第三傾斜面３１１ｃの遊技球を第一球抜き経路３１３へと流下させ、球
抜き経路３９３を介して球排出口３２１ｇから皿ユニット３００の下方へと排出すること
ができるようになっている。この第一球抜きボタン３５１の操作により、貯留皿３１１に
おける最も低い位置となる第三傾斜面３１１ｃの下流端から遊技球を抜くことができるの
で、貯留皿３１１内から全ての遊技球を排出することができるようになっている。しかし
ながら、第一球抜きボタン３５１の操作による球抜きでは、第三傾斜面３１１ｃにおいて
遊技球が一列に整列されるので、球抜きに時間がかかる問題がある。
【０１９３】
　そこで、皿ユニット３００の前面左側に配置された第二球抜きボタン３６１を操作する
（押す）と、第二球抜き機構３６０の第二球抜きシャッター３６４が移動して貯留皿３１
１内の第二球抜き口３１２が開放され、貯留皿３１１内における第二球抜き口３１２より
も上流側の遊技球が第二球抜き口３１２を通り、球抜き経路３９３を介して球排出口３２
１ｇから皿ユニット３００の下方へと排出することができるようになっている（図６２（
Ｂ）を参照）。この第二球抜き口３１２は、図示するように、遊技球の外径よりも数倍大
きい開口とされており、一度に多くの遊技球を素早く排出することができるようになって
いる。従って、第一球抜きボタン３５１と第二球抜きボタン３６１の二つのボタンの存在
により、遊技者に対して球抜きにかける時間の長短を選択させることができるようになっ
ている。また、遊技中に大当たりとなった場合に皿ユニット３００に大量の球が払出され
ることになり、これを放置して遊技を継続すると皿ユニット３００の上流側に設けられる
満タンスイッチ９１６（図１１１を参照）の機能が作動して払出動作が停止されたり弾発
動作が停止されて大当たり中であるにもかかわらず遊技球の打球動作が停止して遊技が継
続できなくなったりする虞れがあり、このような場合に、第二球抜きボタン３６１の操作
を行うことにより、皿ユニット３００に貯留されつつある球を球抜すると同時に発射位置
への球の供給を維持して大当たり中の遊技を継続することができるようになっている。
【０１９４】
　また、本実施形態の皿ユニット３００では、第二球抜きボタン３６１を操作すると、第
二球抜き機構３６０のラッチユニット３６６により、第二球抜きシャッター３６４が開位
置で保持され、第二球抜き口３１２が開いたままの状態とすることができるようになって
いる。この状態で第二球抜き口３１２よりも上流側の遊技球が排出されて、第一傾斜面３
１１ａ上の遊技球が殆どなくなると、球流入口３４１から流入する遊技球は、上述したよ
うに、外周壁３１１ｈで反射して第五傾斜面３１１ｅの方向へ流通しようとし、第四傾斜
面３１１ｄや第五傾斜面３１１ｅ、及び第二球抜き口３１２よりも下流側の第二傾斜面３
１１ｂや第三傾斜面３１１ｃ上に遊技球が供給されるようになっている。従って、球発射
装置６５０の発射動作により第三傾斜面３１１ｃ上の遊技球が消費されても、球流入口３
４１から貯留皿３１１内へ遊技球が流入して来る限り、第二傾斜面３１１ｂ、第四傾斜面
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３１１ｄ、及び第五傾斜面３１１ｅを介して第三傾斜面３１１ｃへ遊技球が供給されると
共に、遊技球の発射動作を停止させて流入してきた遊技球が多くなれば第二球抜き口３１
２から輩出されることとなるので、第二球抜き口３１２を開放したままでも、常に貯留皿
３１１内に一定量の遊技球を確保して、遊技を継続させることができるようになっている
。つまり、大当たり遊技中等の遊技球の払出しが連続するような状態でも、貯留皿３１１
内の遊技球の量を気にすることなく遊技を続けることができるようになっている。
【０１９５】
　本実施形態の皿ユニット３００では、皿体３１０の貯留皿３１１は、図６３等に示すよ
うに、その底面が第一傾斜面３１１ａ、第二傾斜面３１１ｂ、第三傾斜面３１１ｃが連続
して正面視で右方向（球供給口３４２）へ向うに従って低くなるようになっているのに対
して、皿奥板３４０の球流入口３４１は、略水平に左右方向へ長く延びた矩形状とされて
いるので、蓋然的に、貯留皿３１１の底面と球流入口３４１の底辺との間に段差が形成さ
れるようになっていると共に、その段差が正面視右方向へ向うほど大きくなるようになっ
ている。この貯留皿３１１の底面と球流入口３４１の底辺との間の段差は、球流入口３４
１の左端では殆ど段差がない状態となっており、球流入口３４１の右端では遊技球の外径
よりも若干高い段差となっている。これにより、賞球連絡樋３４３を介して前後方向へ略
真直ぐに流入してきた遊技球は、主に段差の少ない球流入口３４１の中央寄りも左側の部
分を通って貯留皿３１１内へ流入することとなるので、段差の少ない分、球流入口３４１
から貯留皿３１１へ落下する遊技球の位置エネルギー（落下エネルギー）も小さく、貯留
皿３１１へ与える負荷を軽減させて貯留皿３１１が破損するのを防止することができるよ
うになっている。
【０１９６】
　ところで、貯留皿３１１内での遊技球の貯留量が多くなって第一傾斜面３１１ａ上にも
多くの遊技球が貯留されるようになると、賞球連絡樋３４３を介して球流入口３４１から
貯留皿３１１内へ流入する遊技球が、貯留皿３１１内に貯留された遊技球を横から押すよ
うな形となり、各遊技球に横方向の力が作用することで遊技球同士が押し合った状態とな
る。その状態で、球供給口３４２を介して貯留皿３１１（第三傾斜面３１１ｃ）内の遊技
球が消費されると、第三傾斜面３１１ｃの上流付近（第二傾斜面３１１ｂ）で遊技球の流
路の幅が狭くなると、遊技球同士が押し合って遊技球の流動性が低下し球詰りが発生する
場合があるが、本実施形態では、上述したように、球流入口３４１が左右方向へ延びた矩
形状とされているので、賞球連絡樋３４３からの遊技球が棚部３４４を通って第二傾斜面
３１１ｂへ直接流入し、第三傾斜面３１１ｃへ遊技球を供給することができるようになっ
ている（図６２（Ｂ）を参照）。
【０１９７】
　また、球流入口３４１の左右方向中央よりも右側の部分は、球流入口３４１の下辺が貯
留皿３１１の底面に対して遊技球の外径よりも高くなっているので、棚部３４４を介して
貯留皿３１１内へ流入する遊技球が、貯留皿３１１内に貯留された遊技球の上側に流入す
ることとなり、遊技球同士が横方向へ押し合うのを抑制して遊技球の流動性が低下すのを
防止することができると共に、上から流入する遊技球により下側の遊技球（特に皿奥板３
４０の前面と当接した遊技球）は横方向への移動が促され、自然と球詰りを解消させるこ
とができるようになっている（図６３を参照）。
【０１９８】
　このように、本実施形態の貯留皿３００は、貯留皿３１１内に貯留された遊技球の量が
多くなっても、賞球ユニット８００から払出された遊技球を、横長の球流入口３４１の棚
部３４４を介して貯留皿３１１内に貯留された遊技球の上側へ流入させるようにしている
ので、貯留皿３１１内で遊技球の球詰りが発生するのを良好に防止することができ、貯留
皿３１１内の遊技球を気にすることなく遊技を継続させて遊技者の興趣が低下するのを抑
制することができるようになっている。
【０１９９】
［１－２Ｄ．ガラスユニット］
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　次に、扉枠５におけるガラスユニット４５０について、主に図６４乃至図６６を参照し
て説明する。図６４はガラスユニットの正面斜視図であり、図６５はガラスユニットを分
解して前から示す分解斜視図であり、図６６は図６５を後から示す分解斜視図である。こ
のガラスユニット４５０は、図示するように、遊技窓１０１よりも大きな開口を有し合成
樹脂で成型した環状で縦長八角形状のユニット枠４５１と、ユニット枠４５１の開口の前
後端を夫々閉鎖する二枚の透明なガラス板４５２と、二枚のガラス板４５２の間でユニッ
ト枠４５１の内周に添って配置される帯状のガラス装飾基板４５３と、を備えている。
【０２００】
　このガラスユニット４５０におけるユニット枠４５１は、後方側が開放されガラス装飾
基板４５３が挿入される基板挿入溝４５１ａと、基板挿入溝４５１ａからユニット枠４５
１の内周側へ向って開口する複数の開口部４５１ｂと、ユニット枠４５１の前後方向略中
央の外周に形成された係止溝４５１ｃと、正面視で左側上端より左方向へ突出する端子板
支持部４５１ｄと、上下方向中央に対して上寄りの外周位置から左右方向へ夫々突出する
止め片４５１ｅと、下辺の両端から左右方向外方へ夫々突出する係止突起４５１ｆと、を
備えている。
【０２０１】
　また、ガラスユニット４５０におけるガラス装飾基板４５３は、帯状で可撓性を有して
おり、表面側（ユニット枠４５１の内面側）にユニット枠４５１の開口部４５１ｂと対応
する位置に複数のカラーＬＥＤ４５３ａが実装されており、ガラス装飾基板４５３をユニ
ット枠４５１の基板挿入溝４５１ａ内へ挿入すると、ＬＥＤ４５３ａが開口部４５１ｂを
介してユニット枠４５１の内面側へ臨むようになっている。
【０２０２】
　更に、ガラスユニット４５０は、ガラス装飾基板と接続されユニット枠４５１の端子板
支持部４５１ｄに支持されるガラス装飾中継端子板４５４と、ガラス装飾中継端子板４５
４にガラス装飾基板４５３の端部を固定する基板押え４５５と、ガラス装飾中継端子板４
５４を支持したユニット枠４５１の端子板支持部４５１ｄを覆う端子板ホルダ４５６と、
を更に備えている。
【０２０３】
　このガラスユニット４５０は、ユニット枠４５１の基板挿入溝４５１ａ内にガラス装飾
基板４５３が挿入された状態で、ユニット枠４５１の前後にガラス板４５２が夫々接着固
定されている。そして、このガラスユニット４５０は、ユニット枠４５１の外周下辺に形
成された係合溝４５１ｃが補強板金１４０の垂直折曲突片１５１と係合すると共に、ユニ
ット枠４５１の外周縁と止め片４５１ｅ及び係止突起４５１ｆとが扉枠ベース本体１１０
のガラスユニット支持段部１１０ａ内に後側から嵌合された上で、止めレバー１９６によ
り扉枠５に対して脱着可能に取付けられるようになっている。
【０２０４】
　また、ガラスユニット４５０は、ガラス装飾基板４５３のＬＥＤ４５３ａを適宜発光さ
せることで、二つのガラス板４５２の間を発光装飾させることができるようになっており
、これまでのパチンコ機とは異なる雰囲気（ムードのある）の遊技窓１０１を有したパチ
ンコ機１とすることができるようになっている。
【０２０５】
［１－２Ｅ．防犯カバー］
　続いて、扉枠５における防犯カバー４７０について、主に図２１及び図２２を参照して
説明する。この防犯カバー４７０は、上記したガラスユニット４５０の下部裏面を被覆し
て遊技盤４への不正具の侵入を防ぐ防犯機能が付与されたものであり、図示するように、
透明な合成樹脂によって左右の補強板金１４２，１４３の間のガラスユニット４５０の下
方部を覆うような平板状に形成され、その上辺部が遊技盤４の内レール６０３の下方円弧
面に沿った円弧状の当接凹部４７１として形成されていると共に、その当接凹部４７１に
沿って後方に向って防犯後突片４７４が突設されている。また、防犯カバー４７０を取付
けた状態で軸支側裏面には、防犯後端部突片４７５が斜め状に突設形成されている。一方
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、防犯カバー４７０の前面には、防犯カバー４７０を取付けた状態でガラスユニット４５
０におけるユニット枠４５１の下方形状に沿った防犯前突片４７２が突設されると共に、
下部両端にＵ字状に形成される装着弾性片４７３が前方に向けて突設形成されている。
【０２０６】
　上記のように構成される防犯カバー４７０は、装着弾性片４７３を扉枠ベースユニット
１００に形成される装着開口部１１６に装着することにより、扉枠５の裏面側に着脱自在
に取付けられる。そして、取付けた状態では、図示は省略するが、防犯前突片４７２がガ
ラスユニット４５０のユニット枠４５１の後方下片面と対面するようになっている。また
、防犯前突片４７２の前端は、垂直折曲突片１５１と当接している。また、防犯後突片４
７４及び防犯後端部突片４７５は、後方へ突出した状態となっているが、扉枠５を閉じた
ときに、防犯後突片４７４の軸支側の半分は、遊技盤４に固定される内レール６０３の下
側面に侵入して対面した状態となるが、防犯後突片４７４の開放側の半分は、前構成部材
６０１の内レール６０３に形成されたレール防犯溝６０７に挿入された状態となり、また
、防犯後端部突片４７５は、本体枠３の軸支側に形成される防犯突起６０８の上面に沿っ
て重合状の位置となる（図７６を参照）。
【０２０７】
　而して、防犯カバー４７０を取付けて扉枠５を閉じた状態においては、前述した扉枠突
片１１０ｄと係合溝５８４，５８５とによる防犯構造、及び後述する防犯突片１６６と防
犯空間５８６とによる防犯構造に加えて、ガラスユニット４５０の下方から不正具を侵入
させようとしても、防犯前突片４７２とユニット枠４５１との重合により、防犯カバー４
７０の前面下方方向からの不正具の侵入が防止され、防犯後突片４７４と前構成部材６０
１を構成する内レール６０３との重合により、防犯カバー４７０の後面下方方向からの不
正具の侵入が防止される。特に、扉枠５の軸支側の斜め下方からの不正具の侵入に対して
は、防犯突起６０８と防犯後端部突片４７５との重合構造によって外レール６０２への不
正具の侵入が阻止され、さらに内レール６０３と防犯後突片４７４との重合構造によって
遊技盤４の遊技領域６０５への不正具の侵入を阻止することができるようになっている。
【０２０８】
　また、同様に、扉枠５の開放側の斜め下方からの不正具の侵入に対しては、前述した開
放側補強板金１４３の二重の折曲突片１５３，１５４による防犯構造に加えて、レール防
犯溝６０７と防犯後突片４７４との凹凸係合によりさらに遊技盤４の遊技領域６０５への
不正具の侵入を阻止することができる。なお、防犯カバー４７０の裏面側の防犯後突片４
７４と防犯後端部突片４７５との間の垂直面は、扉枠５を閉じた状態で外レール６０２と
内レール６０３とで形成される打球の誘導通路の前面下方部分を覆うものであるため、誘
導通路部分を飛送若しくは逆送する打球のガラス板４５２への衝突を防止する機能も有し
ている。
【０２０９】
［１－３．本体枠］
　次に、パチンコ機１における本体枠３について、図６７乃至図７５を参照して説明する
。図６７は、部品を取付ける前の本体枠主体５００の正面図であり、図６８は、部品を取
付ける前の本体枠主体５００の背面図であり、図６９は、部品を取付ける前の本体枠主体
５００の側面図であり、図７０は、部品を取付ける前の本体枠主体５００の背面から見た
斜視図であり、図７１は、部品を取付けた本体枠３の前方から見た斜視図であり、図７２
は、部品を取付けた本体枠３を外枠２に軸支した状態を前方から見た斜視図であり、図７
３は、部品を取付けた本体枠３の背面図であり、図７４は、部品を取付けた本体枠３の背
面から見た斜視図であり、図７５は、パチンコ機１の中程（主制御基板ボックス６２４部
分）の水平線で切断したパチンコ機の断面平面図である。
【０２１０】
　本実施形態の本体枠３は、遊技盤４が前面側から着脱自在に装着し得ると共に、打球発
射装置６５０と、賞球を払い出すための賞球タンク７２０とタンクレール部材７４０と球
通路ユニット７７０と賞球ユニット８００（本発明の払出ユニットに相当）と満タンユニ
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ット９００と、外枠２に対する本体枠３の施錠及び本体枠３に対する扉枠５の施錠を行う
錠装置１０００と、遊技盤４を除く扉枠５や本体枠３に設けられる電気的部品を制御する
ための各種の制御基板や電源基板１１３６等が一纏めに設けられている基板ユニット１１
００と、後面開口５８０を覆うカバー体１２５０と、等の各種の部品が装着される本体枠
主体５００を備えている。
【０２１１】
　まず、上記した各種の部品が装着される本体枠主体５００及び各種の部品が装着された
本体枠３について説明する。図６７において、本体枠主体５００の一側上下には、本体枠
３を外枠２に開閉軸支するための上軸支金具５０３及び下軸支金具５０９（共に図７１を
参照）を取付けるための軸支金具取付段部５０１，５０２が形成され、この軸支金具取付
段部５０１，５０２に上軸支金具５０３及び下軸支金具５０９を取付けた状態では、本体
枠主体５００の上辺及び側辺が上軸支金具５０３の上辺及び側辺と略同一平面状となり、
本体枠主体５００の下辺及び側辺が下軸支金具５０９の下辺及び側辺と略同一平面状とな
っている（図７３を参照）。ここで、上軸支金具５０３と下軸支金具５０９について図７
１と図７３を参照して説明する。上軸支金具５０３は、本体枠主体５００の裏面に取付部
を有すると共にその上端辺が前方に突出し、その前方に突出した上面に軸支ピン５０４が
立設固定され、その軸支ピン５０４の側方に扉軸支穴５０５が穿設されている。
【０２１２】
　一方、下軸支金具５０９は、本体枠主体５００の裏面に取付部を有すると共にその下端
辺及びやや上部に２つの支持板５０６，５０７が一体的に突設されている。下方に位置す
る支持板５０６は、本体枠３を外枠２の下支持金具６６に支持するための枠支持板５０６
を構成するものであり、上方に位置する支持板５０７は、扉枠５の下軸支部１４８を本体
枠３に支持するための扉支持板５０７を構成するものである。このため、枠支持板５０６
に外枠２の下支持金具６６の支持突起６８を挿入するための軸支穴（図示しない）が形成
され、扉支持板５０７に扉枠５の下軸支部１４８に突設される軸ピン１４７を挿入するた
めの軸支穴５０８が穿設されている。
【０２１３】
　ところで、本体枠主体５００は、正面から見た場合に、長方形状に形成され、その上部
の約３／４が遊技盤４を設置するための遊技盤設置凹部５１０（図７１を参照）となって
おり、その遊技盤設置凹部５１０の下方のやや奥まった領域が板部５１１となっている。
また、遊技盤設置凹部５１０を囲む前面側の前面上辺部及び前面開放側辺部は、扉枠５の
裏面と対面するように所定幅を有して形成されており、前面上辺部には、横方向に平行状
に突設される突起によって上部防犯二重溝５８１が形成され、正面から見て右側の前面開
放側辺部には、外側に側部防犯溝５８２が形成されると共に内側に後端が第一側面壁５４
０に接続される傾斜面となっている内壁によって形成される防犯凹部５８３が形成され、
正面から見て左側の前面軸支側辺部は、前面上辺部や前面開放側辺部と異なり扉枠５の裏
面と対面する所定幅を有するように形成されていないが、本体枠主体５００の前面軸支側
辺部が前面上辺部や前面開放側面部に比べて前方への突出量が多い軸支辺部５８７（図１
１０を参照）となっている。
【０２１４】
　より詳細に説明すると、前面上辺部に形成される上部防犯二重溝５８１は、扉枠５の上
辺部裏面に取付固定される上側補強板金１４１の両長辺端を後方に向って折曲される折曲
突片１５５，１５６が夫々挿入されるようになっているものである。また、前面開放側辺
部に形成される側部防犯溝５８２及び防犯凹部５８３は、扉枠５の開放部裏面に取付固定
される開放側補強板金１４３の両長辺端を後方に向って折曲される開放側外折曲突片１５
３及び開放側内折曲突片１５４が夫々挿入されるようになっているものである。更に、前
面軸支側辺部の軸支辺部５８７には、扉枠５の軸支側裏面に取付固定される軸支側補強板
金１４２の軸支側Ｌ字状折曲突片１５７の先端部が当接するようになっている。
【０２１５】
　そして、上記した構造によって扉枠５と本体枠３との当接面の隙間からピアノ線等の不
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正具を挿入する不正行為を防止することができ、特に、最も不正行為が行われやすい開放
側辺部や次いで不正行為が行われやすい上辺部における不正行為の防止をはかることがで
きる構造となっている。もちろん、軸支側における軸支側補強板金１４２と軸支側Ｌ字状
折曲突片１５７との当接による不正行為の防止も充分に機能するが、多くの場合、軸支側
は、頑丈な支持金具４５，６６と軸支金具５０３，５０９とで本体枠３と扉枠５とが連結
されているため、上辺部及び開放側辺部に比べて本体枠３と扉枠５との間に隙間が作り難
い。このため、本実施形態においては、二重の防犯構造ではなく、一重の防犯構造として
いる。これらの点については、後に詳述する。
【０２１６】
　また、遊技盤設置凹部５１０を囲む前面側の前面上辺部、前面開放側辺部、及び前面軸
支側辺部には、上記した構成以外に前面開放側辺部の上部、中間部、下部に本体枠３の開
放側裏面に取付けられる後述する錠装置１０００に設けられる扉用フック部１０４１（図
１２１を参照）を貫通させて前方に飛び出させるための扉用フック穴５４９が開設されて
おり、また、前面軸支側辺部の内側面に遊技盤４に形成される位置決め凹部６１１と係合
するための盤位置決め突起５７６が設けられている。更に、前面軸支側辺部の盤位置決め
突起５７６のやや下方位置の内側前方面に、扉枠５を閉じた状態で軸支側補強板金１４２
の軸支側Ｌ字状折曲突片１５７の先端が挿入される上下２つの規制突起５７７が突設され
ている。この規制突起５７７の作用については前述した通りである。また、図６７に示す
ように、開放側の平面部分と遊技盤設置凹部５１０との境目の上下に遊技盤４に設けられ
る遊技盤止め具６１４の端部が係合される盤止め具挿入穴５７８が形成されている。
【０２１７】
　次に、板部５１１の構成について図６７乃至図７２を参照して説明する。板部５１１の
上面は、遊技盤４を載置するための遊技盤載置部５１２となっており、その遊技盤載置部
５１２の略中央に遊技盤４を載置したときに、遊技盤４に形成されるアウト口６０６（図
７６を参照）の下面を支持する通路支持突起５１３が突設されている。また、図６７に示
すように、板部５１１の前面の中央部から開放側の端部に向かってレール取付ボス５１４
が所定間隔を置いて突設され、このレール取付ボス５１４に発射レール５１５（図７１を
参照）がビス止め固定されている。また、発射レール５１５の先端位置に対応する板部５
１１の前面には、レール接続部材５１６が突設され、遊技盤設置凹部５１０に遊技盤４が
設置されたときに、遊技盤４の内レール６０３の下流端である接続通路部６０９（図７６
を参照）と隣接するようになっている。
【０２１８】
　また、レール接続部材５１６の側方位置（発射レール５１５と反対側の位置）には、遊
技盤４の下部を固定するための楕円形状の遊技盤固定具５１９（図７１を参照）の上端部
を取付けるための固定具取付ボス５１７が突設され、その斜め下方にストッパー５１８が
突設されている。即ち、遊技盤固定具５１９は、固定具取付ボス５１７を中心にして回転
自在に設けられ、遊技盤載置部５１２に遊技盤４が載置された状態で時計方向に回動して
遊技盤固定具５１９を遊技盤４の前面に押圧して遊技盤４を固定するものである。また、
遊技盤を取り外す場合には、遊技盤固定具５１９を反時計方向に回して取り外すことによ
り、簡単に行うことができる。この場合、遊技盤固定具５１９はストッパー５１８により
反時計方向の余分な回転ができないようになっている。
【０２１９】
　また、板部５１１の開放側下部は、手前側に膨出状に突設された（裏面から見れば凹状
となっている）直方体状の発射装置取付部５２０が形成されており、この発射装置取付部
５２０に本体枠主体５００の裏面から打球発射装置６５０が固定されている。この点につ
いては、後に詳述する。上記した発射装置取付部５２０の前面壁部分には、前述したジョ
イントユニット１８０のスライド突片１８３と連携されるスライド部材７１０（図９５を
参照）が収納されるハンドル連結窓５２２が形成され、そのハンドル連結窓５２２の隣接
する位置に打球槌６８７の軸受６８９（図９１を参照）の端面が臨む軸用穴５２３が開設
されている。また、発射装置取付部５２０の上壁部分には、打球発射装置６５０の打球槌
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６８７が上方に突出するための槌貫通開口５２１が切欠形成され、その槌貫通開口５２１
の斜め上方の板部５１１の前面に錠装置１０００のシリンダ錠１０１０が貫通するシリン
ダ錠貫通穴５２６が開設されている。
【０２２０】
　一方、板部５１１の裏面には、図６８に示すように、軸支側の上部から板部５１１の中
央部分に向けて延設された後下方に向かう球抜排出通路５２４が形成されている。この球
抜排出通路５２４は、後述する球抜接続通路８８０（図７１を参照）から排出される球を
パチンコ機１の下方から島の内部に排出するためのものである。また、上述した発射装置
取付部５２０の上方には、円柱状の案内突起５２５が後方に向かって突設され、この案内
突起５２５に後述する基板ユニット１１００の案内孔１２１２（図１２８を参照）が差し
込まれて基板ユニット１１００の取付けを容易にしている。また、基板ユニット１１００
をビスで取付けるための取付穴部５２７が板部５１１の左右上下に形成され、この取付穴
部５２７に基板ユニット１１００の取付片１１２２を対応させてビスで止着する。また、
発射装置取付部５２０の凹状の内部には、打球発射装置６５０を取付けるための発射装置
取付ボス５２９が後方に向かって突設され、更に、開放側の最下端部には、図７０に示す
ように、本体枠３を外枠２に対して閉じる際に、装飾カバー板１５の上面に当接しながら
本体枠３の閉止動作を案内するために先端が先細状で縦長形状の案内突片５２８が後方に
向かって突設されている。
【０２２１】
　板部５１１には、以上説明した構成以外に、図７０に示すように、軸支側の端部上面に
球抜排出通路５２４の上流端の開口である球抜接続開口５３０が形成されている。この球
抜接続開口５３０に球抜接続通路８８０の下流端が接続されるようになっている。また、
球抜接続開口５３０に隣接する部分は、後に詳述する満タンユニット９００（図７１を参
照）を載置するための満タンユニット載置部５３１が板部５１１と直交するように水平状
に形成され、その満タンユニット載置部５３１の前方部分に満タンユニット９００の係合
片９２４（図１１１を参照）と係合するユニット係合溝５３２が形成されている。更に、
図７１に示すように、満タンユニット載置部５３１の前方の板部５１１の前面には、扉枠
５の開放時に満タンユニット９００の出口９２１から排出される賞球を堰き止める出口開
閉装置５７９が設けられている。
【０２２２】
　この出口開閉装置５７９については、詳細に説明しないが、扉枠５が閉じているときに
は、扉枠５の裏面に当接するレバーによって開閉板が下降した状態となっているが、扉板
５が開放されるとレバーへの当接がなくなるため開閉板が上昇して出口９２１を閉塞する
ものである。このため、扉枠５の開放時においても満タンユニット９００内に貯留された
賞球が出口９２１から零れ落ちることがない。また、図７１に示すように、板部５１１の
上端辺にそって形成される遊技盤載置部５１２であって発射レール５１５の発射部の上方
に対応する位置に上下方向に貫通する締結穴５３３を形成し、その締結穴５３３の前方部
分に締結バンド６１９を掛け止めるための締結連杆５３４が差し渡されている。この締結
連杆５３４は、本体枠３からの遊技盤４の取り外しを防止するための機構である。
【０２２３】
　次に、遊技盤設置凹部５１０の構成について説明する。遊技盤設置凹部５１０は、軸支
側の内側面及び上記した上辺部及び開放側の鍔面部から後方へ周設される第一側面壁５４
０と、第一側面壁５４０から後方に周設される第二側面壁５４１と、第二側面壁５４１か
ら後方に周設される第三側面壁５４２と、第三側面壁５４２から後方に周設される第四側
面壁５４３、とにより、本体枠３の左右側辺及び上辺の後方部分が囲まれた凹状に形成さ
れているものである。
【０２２４】
　なお、第一側面壁５４０～第四側面壁５４３は、背面から見て上辺及び右辺（軸支側の
辺）が段差をもって後方に真っ直ぐに延長されるように形成されるのに対し、左辺（開放
側の辺）が第一側面壁５４０から第四側面壁５４３に向かうにしたがって内側に傾斜する
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段差状（図７５を参照）に形成される。これは、左辺（開放側の辺）の第一側面壁５４０
から第四側面壁５４３までを後方に真っ直ぐ形成したときに、本体枠３を開放する際に、
第四側面壁５４３の最後端部が外枠２の側枠板１３の内面と当接してスムーズに開放でき
ない場合があるため、開放側の第一側壁面５４０から第四側面壁５４３までが内側傾斜状
とすることによりスムーズに開放することができるようにしたものである。
【０２２５】
　また、それと同時に開放側の第一側面壁５４０に沿って錠装置１０００が取付けられる
が、その取付けを第一側面壁５４０の後端辺に設けられる錠取付穴５４７（図１１７を参
照）を利用して行うため、その錠取付穴５４７を形成するためにも開放側の第一側面壁５
４０から第四側面壁５４３を傾斜段差状に形成したものである。更に、第一側面壁５４０
～第四側面壁５４３の段差の寸法も、第一側面壁５４０と第二側面壁５４１との段差は、
後述する遊技盤４の裏面の周辺と当接する必要があるため、ある程度大きな段差をもって
形成されるが、それ以外の段差は、極めて小さな段差となっている。もちろん、第二側面
壁５４１～第四側面壁５４３までは段差を形成することなく連続的に形成してもよい。
【０２２６】
　そして、上記した側面壁５４０～５４３は、図６９に示すように、夫々奥行き幅寸法ｄ
１，ｄ２，ｄ３，ｄ４を有するように形成され、本実施形態の場合、ｄ１＋ｄ２＋ｄ３＋
ｄ４＝約１３５ｍｍとなっている。特に、第一側面壁５４０の幅寸法ｄ１は、遊技盤４の
厚みに相当し、残りの第二側面壁５４１と第三側面壁５４２と第四側面壁５４３とによっ
て形成される空間に遊技盤４に設けられる各種の遊技装置の後方突出部分が収納されるよ
うになっている。
【０２２７】
　つまり、第一側面壁５４０は、遊技盤４の厚さと略同じ奥行寸法を有する前側面壁を構
成し、第二側面壁５４１～第四側面壁５４３は、遊技盤４の周辺部裏面と当接する段差部
を有して第一側面壁５４０から後方に向かって略第一側面壁５４０と平行状に延設され且
つ遊技盤４に設けられる遊技装置の後方突出部を収納する後側面壁を構成するものである
。特に、本実施形態の場合には、図４に示すように、第二側面壁５４１～第四側面壁５４
３のすべての部位の後方への突出量が、本体枠３の裏面側上部に固定される賞球タンク７
２０の球を貯留する貯留部７２８の後面壁７２２と略同じ位置となるように形成されてい
る。
【０２２８】
　これにより、遊技盤４の周辺部に対応する位置まで第二側面壁５４１と第三側面壁５４
２と第四側面壁５４３とによって形成される空間の大きさが確保されているので、例えば
、遊技盤４の略全域を液晶表示画面が占めるような遊技装置が取付けられている場合にお
いても、そのような遊技装置の後方突出部分を楽に収納することができるものである。
【０２２９】
　また、図６８及び図７０に示すように、第四側面壁５４３の後端辺からは背面から見て
その左辺（開放側）、上辺及び右辺（軸支側）に、開放側後面壁５４４、上後面壁５４５
及び後面壁としての軸支側後面壁５４６が夫々パチンコ機の正面と平行となるように内側
に向かって突設されている。軸支側後面壁５４６は、その前面が平板状（図６７を参照）
となっており、その後面に球払出機構を構成する後述の球通路ユニット７７０と賞球ユニ
ット８００とが着脱自在に取付けられるようになっている。従って、軸支側後面壁５４６
の内側への突出幅寸法は、球通路ユニット７７０と賞球ユニット８００とを取付ける幅が
あれば充分である。
【０２３０】
　また、上後面壁５４５は、その前面が平板状（図６７を参照）となっており、その後面
に後述するタンクレール部材７４０が取付けられるため、その下端辺が傾斜状に形成され
ている。従って、上後面壁５４５の内側への突出幅は、傾斜状に取付けられるタンクレー
ル部材７４０の高さ幅寸法があれば充分である。更に、開放側後面壁５４４には、その前
面が平板状（図６７を参照）となっており、その後面に後述するカバー体１２５０を軸支
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するカバー体支持筒部５７５が形成されている。したがって、開放側後面壁５４４の内側
への突出幅寸法は、カバー体支持筒部５７５を形成する幅寸法があれば充分である。
【０２３１】
　上述したように、第四側面壁５４３の後端辺から内側に向かって突設される開放側後面
壁５４４、上後面壁５４５及び軸支側後面壁５４６の前面が平板状に形成され、この平板
状部分が遊技盤４の周辺部に対応するものであるため、上記したように、遊技盤４の周辺
部に対応する位置まで第二側面壁５４１と第三側面壁５４２と第四側面壁５４３とによっ
て形成される空間の大きさが確保されているので、例えば、遊技盤４の略全域を液晶表示
画面が占めるような遊技装置が取付けられている場合においても、そのような遊技装置の
後方突出部分を楽に収納することができるものである。なお、開放側後面壁５４４、上後
面壁５４５及び軸支側後面壁５４６の内側は、後面開口５８０となっており、この後面開
口５８０が後述するカバー体１２５０によって開閉自在に閉塞されるようになっている。
【０２３２】
　次に、遊技盤設置凹部５１０の更に詳細な構成について説明すると、前述したように、
開放側の平面部分には、錠装置１０００の扉枠用フック部１０４１が貫通する扉用フック
穴５４９が上中下の３箇所開設されているが、その上下の扉用フック穴５４９のさらに上
中下に錠装置１０００の後述する係止突起１００４が係合される錠係止穴５４８（図６８
を参照）が形成されている。また、開放側の第一側面壁５４０に沿って錠装置１０００が
取付けられるが、その取付けをビスで行うための錠取付穴５４７（図６８を参照）が第一
側面壁５４０の後端部の上部と中程に形成されている。なお、錠装置１０００のビスによ
る取付けは、上部と中程だけではなく、後述する錠取付片１００８に形成されるビス止め
部１００３とシリンダ錠貫通穴５２６の上方近傍に形成される錠取付穴５４７とを対応さ
せてビスで止着することにより、錠装置１０００の下方も取付けられるようになっている
。
【０２３３】
　また、図７０に示すように、第一側面壁５４０の上辺前方の左右には、本体枠３を外枠
２に対して閉止する際に、外枠２の上枠板１０の内周面と当接する案内円弧突起５５２が
突設され、第一側面壁５４０の後端辺中央に後述する賞球タンク７２０の切欠部７２９と
連通する逃げ凹部５５１が形成され、第一側面壁５４０と第二側面壁５４１と接続する垂
直面にタンク取付溝５５０が形成されている。そして、このタンク取付溝５５０に賞球タ
ンク７２０の取付鍔部７３３を取付けたときには、図７４に示すように、賞球タンク７２
０の切欠部７２９が逃げ凹部５５１と連通して賞球タンク７２０内に貯留された球の球圧
が増加したときに圧抜きして球詰まりが発生しないように機能する。また、賞球タンク７
２０を本体枠３に取付けたときには、平面視で賞球タンク７２０の正面側から見て奥側の
後面壁７２２と第四側面壁５４３の後端辺が略一致（図４を参照）するようになっている
。なお、上記した案内円弧突起５５２は、本体枠３の上辺を外枠２の上枠板１０の内周面
と当接させることにより、本体枠３を持ち上げて本体枠３の下辺と装飾カバー板１５との
間に隙間を形成し、その隙間から不正器具を挿入するような不正行為を防止するためのも
のである。
【０２３４】
　また、前述した上後面壁５４５には、タンクレール部材７４０を取付けるためのレール
係止溝５５３が後面開口５８０の開口縁に沿って形成されており、また、第四側面壁５４
３と上後面壁５４５の屈曲部にレール係止溝５５４が形成されている。そして、これらレ
ール係止溝５５３，５５４にタンクレール部材７４０の係止突片７４９，７５０（図９９
を参照）を係止させることにより、タンクレール部材７４０を本体枠３に取付けることが
できる。また、タンクレール部材７４０を取付けたときの下流側に対応する上後面壁５４
５の上部には、レール掛止弾性片５５５が形成され、レール係止溝５５３，５５４にタン
クレール部材７４０の係止突片７４９，７５０を係止させて、タンクレール部材７４０を
本体枠３に取付けたときに、その係止状態が外れないようにレール掛止弾性片５５５がタ
ンクレール部材７４０の下流側上端の上から当接するようになっている。
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【０２３５】
　このタンクレール部材７４０を取り外すときには、レール掛止弾性片５５５を後方へ押
圧しておいてからレール係止溝５５３，５５４と係止突片７４９，７５０との係止状態を
解除すべくタンクレール部材７４０を上方に持ち上げればよい。また、レール掛止弾性片
５５５の側方に逃げ穴５５６が穿設され、レール掛止弾性片５５５の下方にアース線接続
具５５７（図１１０等を参照）形成されている。逃げ穴５５６は、タンクレール部材７４
０に設けられる整列歯車７４７の軸ピン７４８の端部を逃がすために穿設されるものであ
り、また、アース線接続具５５７は、タンクレール部材７４０の内部に貼着される金属製
の導電板（図示しない）に接触していると共に、電源基板１１３６に設けられるアース用
コネクタに接続される配線が接続されるものである。
【０２３６】
　また、軸支側後面壁５４６には、図６８及び図７０に示すように、軸支側後面壁５４６
の左右両端に垂直状の立壁５６０を立設し、その立壁５６０の間に球通路ユニット７７０
と賞球ユニット８００とが取付けられる。また、左右の立壁５６０の間の最上流部から中
流部よりやや上方まで賞球案内突起５６１が屈曲状に突設されている。この賞球案内突起
５６１は、軸支側後面壁５４６にその突出高さが下流側に向かって徐々に低くなるように
後方に向かって突設され、後述する球通路ユニット７７０を取付けたときに、球通路ユニ
ット７７０の球落下通路７７２（図１０４を参照）に対応するもので、賞球を一列状に誘
導するものである。また、賞球案内突起５６１の左右には、球通路ユニット７７０をビス
で止着するための通路ユニット取付ボス５６２、及び位置決めするための位置決めピン５
７４が突設されると共に、後述する球切れスイッチ７７８（図１０４を参照）に対面する
スイッチ対応突起５６３が突設されている。通路ユニット取付ボス５６２及び位置決めピ
ン５７４については、後に詳述する。
【０２３７】
　更に、左右の立壁５６０の中流部から下流部にかけて賞球ユニット８００の係合部とし
ての鉤状係合部８２４（図１０６を参照）と係合する係止部としての係合突片５６５と、
賞球ユニット８００のボタン挿通係合穴８２１（図１０６を参照）と係合するロック用弾
性爪５６４と、が形成されると共に、賞球ユニット８００のスプロケット８０７の回転軸
８０８（図１０６を参照）の端部が受入れられる逃げ穴５６６が形成されている。また、
軸支側後面壁５４６の下方には、払出モータ用逃げ開口部５７２が形成されており、この
払出モータ用逃げ開口部５７２に賞球ユニット８００の駆動モータとしての払出モータ８
１５が臨むようになっている（図７１を参照）。そして、賞球ユニット８００は、軸支側
後面壁５４６の裏面最下端に形成される係止溝５７３のその下端を係止して係合突片５６
５及びロック用弾性爪５６４によって軸支側後面壁５４６に着脱自在に取付けられるよう
になっている。この着脱自在の構成については、後に詳述する。
【０２３８】
　また、軸支側後面壁５４６の開放側の端部には、そのカバー体１２５０の開放側の端辺
が入り込むカバー体当接溝５６７が形成されていると共に、カバー体当接溝５６７の下方
に施錠壁５６９が突設されている。カバー体当接溝５６７には、カバー体１２５０の止め
穴１２５３（図７４及び図１３９を参照）に対応する止め穴５６８が形成されており、こ
れら止め穴１２５３，５６８とを一致させて図示しないビスで止着することにより、カバ
ー体１２５０によって本体枠３の後面開口５８０を閉塞固定することができるようになっ
ている。また、施錠壁５６９には、平面視Ｕ字状の施錠用突出鉤片５７０が突設され、本
体枠３に対してカバー体１２５０を閉じた状態で施錠用突出鉤片５７０をカバー体１２５
０に形成される貫通穴１２５４（図７４を参照）を貫通させ、例えば、南京錠等の錠を施
錠用突出鉤片５７０に掛け止めることにより、南京錠の鍵を有する責任者しかカバー体１
２５０を開放することができないようにすることができる。
【０２３９】
　以上、遊技盤設置凹部５１０及び板部５１１とからなる本体枠主体５００の構成につい
て説明してきたが、上記に説明した以外に、板部５１１の最下端辺部に、扉枠５を閉じた
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ときに、扉枠ベース本体１１０の下辺を後方に向けて折曲した扉枠突片１１０ｄ，１１０
ｅ（図２５を参照）が挿入される係合溝５８４，５８５（図６７を参照）が形成されてい
る。係合溝５８４は、前述した発射装置取付部５２０の下方に形成される溝であり、係合
溝５８５は、係合溝５８４の一端から軸支側に向って形成される溝である。なお、係合溝
５８５に対応する扉枠突片１１０ｄは、係合溝５８４に対応する扉枠突片１１０ｅの突出
量よりも大きくなるように後方に向って突設されている。ただし、開放端下部には、突出
量の多い扉枠突片１１０ｄが僅かに形成されている。そして、上記した扉枠突片１１０ｄ
，１１０ｅと係合溝５８４，５８５とが扉枠５と本体枠３との下側辺部における外側の突
条及び係合部を構成するものである。
【０２４０】
　上記のように板部５１１には、発射レール５１５や出口開閉装置５７９が設けられ且つ
レール接続部材５１６や発射装置取付部５２０が突設形成されているが、発射装置取付部
５２０及び発射レール５１５の板部５１１における配置位置が開放側に偏り、しかもそれ
らが板部５１１の表面よりも突出して形成されている。このため、扉枠５を閉じた状態に
おいて、発射装置取付部５２０及び発射レール５１５が配置される板部５１１の略中央部
から開放側にいたる領域は、扉枠５の裏面と発射装置取付部５２０及び発射レール５１５
の前面とが密着した状態となるため、前述した扉枠突片１１０ｄと係合溝５８５との隙間
を上手にすり抜けてきたピアノ線等の不正具を扉枠５の裏面と発射装置取付部５２０及び
発射レール５１５の前面との間をさらに上手にすり抜けさせて遊技盤４の表面側若しくは
遊技盤４の裏面側に到達させることは極めて困難である。
【０２４１】
　一方、発射装置取付部５２０及び発射レール５１５が配置されない板部５１１の略中央
部から軸支側にいたる領域は、板部５１１の表面に突出した部分がないため、扉枠５を閉
じた状態において、扉枠５の裏面と板部５１１の前面との間に空間５８６が生じてしまう
。このため、前述した扉枠突片１１０ｄと係合溝５８４との隙間を上手にすり抜けてきた
ピアノ線等の不正具が扉枠５の裏面と板部５１１の前面との間の空間５８６を簡単にすり
抜けてしまうことができるため、この空間５８６を不正具が上方に向ってすり抜けないよ
うに、扉枠５の裏面下部に取付けられる装着台１６０には、扉枠５を閉じた状態で空間５
８６に侵入する防犯突片１６６が形成されている。この防犯突片１６６は、板部５１１の
略中程から軸支側端部までいたるように装着台１６０に形成されている。したがって、発
射レール５１５及び遊技盤４に取付けられる外レール６０２の下方空間は、装着台１６０
に突設される防犯突片１６６を受入れる防犯空間５８６を構成している。そして、この防
犯突片１６６と防犯空間５８６とが扉枠５と本体枠３との下側辺部における内側の突条及
び係合部を構成するものである。
【０２４２】
　本体枠３は、上記したように、遊技盤４、打球発射装置６５０、賞球タンク７２０、タ
ンクレール部材７４０、球通路ユニット７７０、賞球ユニット８００、満タンユニット９
００、錠装置１０００、基板ユニット１１００及びカバー体１２５０が取付けられるが、
以下、これらを順次説明する。
【０２４３】
［１－３Ａ．遊技盤の概略構成］
　遊技盤４の概略構成について図７６乃至図８６を参照して説明する。図７６は、遊技盤
４の正面から見た斜視図であり、図７７は、遊技盤４の正面図であり、図７８は、遊技盤
４の背面図であり、図７９は、遊技盤４の平面図であり、図８０は、遊技盤４に形成され
る取り外し防止機構部分の拡大斜視図であり、図８１は、遊技盤４の取り外し防止機構に
対する本体枠側の構造を示す本体枠３の部分斜視図である。また、図８２は、図７６乃至
図７９に示す遊技盤とは異なる第二の実施形態の遊技盤における前構成部材、遊技パネル
、及びパネルホルダを組立てた状態で縦方向に切断して示す断面図であり、図８３は、第
二の実施形態の遊技盤を主に構成する前構成部材、遊技パネル、及びパネルホルダ等を分
解して斜め前から見た分解斜視図であり、図８４は、図８３を斜め後から見た分解斜視図
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である。更に、図８５は、盤用基板ホルダに主制御基板ボックスを固定した状態で斜め後
から示す斜視図である。図８６は、図８５を盤用基板ホルダ、ドロワホルダ、及び主制御
基板ボックスに分解して斜め後から示す分解斜視図である。また、図８７は遊技盤におけ
る機能表示ユニットの分解斜視図の概略図である。更に、図８８は機能表示シールの概略
図であり、図８９は遊技窓を介して遊技盤の機能表示シールを見た部分図である。
【０２４４】
　本実施形態の遊技盤４は、図７６乃至図７９等に示すように、外形が略正方形状で所定
厚さのベニア板等の木製合板により形成された遊技パネル６００と、遊技パネル６００の
前面に遊技領域６０５を囲むように取付けられる前構成部材６０１と、前構成部材６０１
の後側に固定される機能表示ユニット６４０（図８７等を参照）と、から構成されており
、遊技パネル６００により遊技領域６０５の後端が区画形成されるようになっている。
【０２４５】
　一方、第二の実施形態の遊技盤４は、図８２乃至図８３に示すように、透明板状の遊技
パネル６００Ａと、遊技パネル６００Ａを保持し外形が略正方形状のパネルホルダ６３０
と、パネルホルダ６３０を介して遊技パネル６００Ａの前面に取付けられる前構成部材６
０１と、前構成部材６０１に固定される機能表示ユニット６４０と、から構成されており
、第一の実施形態の遊技パネル６００が、透明な遊技パネル６００Ａとパネルホルダ６３
０とに分割して構成されていると共に、前構成部材６０１と機能表示ユニット６４０は、
第一の実施形態と同じ構成とされている。
【０２４６】
　遊技パネル６００，６００Ａの表面には、遊技領域６０５に各種の遊技装置や多数の障
害釘（いずれも図示省略）が植立されている。そして、それらの遊技装置や障害釘が設け
られた後に前構成部材６０１がパネルホルダ６３０の前面に取付けられるが、その前構成
部材６０１は、遊技領域６０５の外周を囲むように内部が円形の空洞状に形成され且つ外
形がパネルホルダ６３０の外形に沿った形状に形成されており、その下辺中程から上辺の
中心を過ぎた斜め上方までの円弧面が外レール６０２として形成され、その外レール６０
２の終端に設けられる衝止部６２０の下部位置から上辺の衝止部６２０の対称の逆流防止
部材６０４が設けられる位置までが内レール６０３として形成されている。外レール６０
２は、その始端部に発射レール５１５の延長状に設けられたレール接続部材５１６に連接
する接続通路部６０９が斜め状に形成されており、その接続通路部６０９に隣接してファ
ール口６１０が形成されている。また、ファール口６１０の上流端から衝止部６２０まで
の外レール６０２には、金属製のレールが密着して取付けられている。
【０２４７】
　なお、衝止部６２０は、勢いよく外レール６０２を滑走してきた打球が衝突したときに
、その衝突した打球を遊技領域６０５の内側に反発させるようにゴムや合成樹脂の弾性体
が設けられるものであり、逆流防止部材６０４は、一端発射されて遊技領域６０５の内側
に取り入れられた打球が再度外レール６０２に逆流しないように防止するものである。更
に、外レール６０２の下部一側には、金属製のレールの一部に沿うように防犯突起６０８
が突設されている。この防犯突起６０８は、扉枠５が閉じられた状態で前述したように防
犯カバー４７０に突設される防犯後端部突片４７５と上下方向に重複して本体枠３と扉枠
５の軸支側の隙間の中程よりやや下方から挿入されるピアノ線等の不正具の侵入を防止す
るものである。
【０２４８】
　また、内レール６０３の下部中央には、アウト口６０６が設けられ、そのアウト口６０
６から逆流防止部材６０４までの内レール６０３と外レール６０２との間は、発射された
打球が遊技領域６０５まで誘導される誘導通路を構成するものであるが、遊技領域６０５
に到達せずに外レール６０２を逆流した打球はファール口６１０に取り込まれて後述する
満タンユニット９００のファール球入口９２３に導かれて再度皿ユニット３００に排出さ
れるようになっている。なお、遊技領域６０５は、実質的に内レール６０３によって囲ま
れる領域である。また、内レール６０３のアウト口６０６から衝止部６２０に向かう途中
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の前構成部材６０１には、レール防犯溝６０７が形成されている。このレール防犯溝６０
７は、扉枠５が閉じられた状態で前述したように防犯カバー４７０に突設される防犯後突
片４７４の一部が侵入するように溝状に形成されており、このレール防犯溝６０７と防犯
後突片４７４との凹凸係合により、上下方向に重複して本体枠３と扉枠５における開放側
の隙間の中程よりやや下方から挿入されるピアノ線等の不正具の侵入を最終的に防止する
ものである。
【０２４９】
　ところで、遊技盤４の一側には、本体枠３に形成される盤位置決め突起５７６に嵌合す
る位置決め凹部６１１が形成され、遊技盤４の他側には、本体枠３に形成される盤止め具
挿入穴５７８に挿入される遊技盤止め具６１４が設けられている。遊技盤止め具６１４は
、押し込み固定したときにその端部が盤止め具挿入穴５７８に挿入されるようになってい
る。而して、遊技盤４を本体枠３に固定するためには、本体枠３の前面側から位置決め凹
部６１１が盤位置決め突起５７６に嵌合するように斜め方向から差し込んだ後、遊技盤４
の全体を本体枠３の第一側面壁５４０に押し込み、その状態でフリーな状態となっている
遊技盤止め具６１４を押し込み固定してその端部を盤止め具挿入穴５７８に挿入して固定
する。その後、遊技盤固定具５１９を回動して遊技盤４の下部前面を固定する。これによ
って遊技盤４を本体枠３に簡単に装着することができる。遊技盤４を取り外すには、上記
の手順と逆の手順で取り外せばよい。
【０２５０】
　また、本実施形態における遊技盤４は、遊技盤４の本体枠３からの不正な取り外しを極
めて簡単に防止する構成を有している。即ち、図７６及び図８０に示すように、遊技盤４
の下方の通路用切欠部６１３と反対側の下端部に遊技盤４の前後に貫通する取付用切欠部
６１６を形成し（正確には、前構成部材６０１に取付用切欠部６１６が形成されている。
）、その取付用切欠部６１６の下部に水平方向に締結バー６１７を掛け渡し固定する。締
結バー６１７には、その略中央に締結バンド６１９を掛け止めるための帯溝状の締結部６
１８が形成されている。一方、本体枠３に設けられる取り外し防止機構としては、前述し
たように、本体枠３下方の板部５１１の上端辺にそって形成される遊技盤載置部５１２で
あって発射レール５１５の発射部の上方に対応する位置に上下方向に貫通する締結穴５３
３を形成し、その締結穴５３３の前方部分に締結バンド６１９を掛け止めるための締結連
杆５３４が差し渡されている（図８１を参照）。
【０２５１】
　上記のように構成される遊技盤４を本体枠３の遊技盤設置凹部５１０に収納配置したと
きには、図８０に示すように、締結バー６１７が遊技盤載置部５１２に当接して載置した
状態になると共に、締結部６１８と締結連杆５３４とが一致した状態となる。そして、そ
の状態で締結部６１８と締結連杆５３４との一致している部分に対して、締結バー６１７
の上方から一般的に市販されている締結バンド６１９の先端を取付用切欠部６１６に差し
込んで下方に向けて締結穴５３３に差し込み前方に導き、その先端を締結バンド６１９の
締結具部分に係合させる。そして、締結バンド６１９の締結具より前方に飛び出した不必
要な先端部分を切断しておく。このようにすれば、締結バンド６１９を切断しない限り、
遊技盤止め具６１４と遊技盤固定具５１９等の固定を解除しても、遊技盤４を本体枠３か
ら取り外すことができない。締結バンド６１９を切断すれば、遊技盤４を本体枠３から取
り外すことはできるものの、例えば、締結バンド６１９をパチンコ店独特のものを使用す
ることにより、異なる締結バンドが締結されていれば、遊技盤４を取り外して何らかの不
正行為を行われたことが容易に理解することができるものである。このように極めて簡単
な取り外し防止機構により遊技盤４の本体枠３からの不正な取り外しを防止することがで
きる。
【０２５２】
　また、遊技盤４の外形形状は、その上部左右に切欠部６１２が形成され、また、ファー
ル口６１０の側方斜め下に後述する満タンユニット９００の前方誘導通路９２０部分の一
部が挿入される通路用切欠部６１３が形成されている。また、前構成部材６０１の下方左
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右には、証明確認用の証紙を貼付する証紙貼付部６１５が設けられている。更に、前構成
部材６０１における下方右の証紙貼付部６１５の上側には、機能表示シール６４９が貼付
けられている。
【０２５３】
　一方、遊技盤４の裏面には、遊技領域６０５に設けられる各種の遊技装置（例えば、一
般入賞口２００４，２１０１、始動口２００１，２００２、大入賞口２００３、等）に入
賞した球を下流側に整列して誘導することができる裏箱６２１の裏面に遊技領域６０５の
略中央に配置される表示装置としての液晶表示装置１４００（図１５１等を参照）の表示
を制御する液晶制御基板４１５０及び周辺制御基板４１４０が収納される周辺基板ボック
ス６２２が取付けられている。
【０２５４】
　更に、遊技盤４の裏面には、裏箱６２１の下方に盤用基板ホルダ６２３が固定されてい
る。この盤用基板ホルダ６２３は、その前方に裏箱６２１によって整列誘導された入賞球
を集めるように空間部（この空間部は、前後方向の幅が裏箱６２１の幅よりも比較的広い
ものとして形成されている。）が形成され、その空間部の底面に落下口６２９（図７５を
参照）が形成されている。この落下口６２９は、アウト口６０６の後面部分で合流して後
述する基板ユニット１１００に形成されるアウト球通路１１１９（図１２８を参照）に連
通するものである。
【０２５５】
　また、盤用基板ホルダ６２３には、その裏面に遊技動作を制御する主制御基板４１００
を収納する主制御基板ボックス６２４と、後述する基板ユニット１１００に設けられる払
出制御基板１１８６や電源基板１１３６等と接続するための中継端子板６２５と、が取付
けられている。中継端子板６２５には、遊技盤４を本体枠３に装着するだけで自動的に基
板ユニット１１００に設けられているドロワコネクタ１２００，１２０２と接続されるド
ロワコネクタ６２６，６２７が備えられている。
【０２５６】
　更に、盤用基板ホルダ６２３には、ドロワコネクタ６２６，６２７の間から中継端子板
６２５を貫通するように後方に向かって突出する接合案内突起６２８が形成されている。
この接合案内突起６２８は、後に詳述するように遊技盤４を本体枠３に装着する作業を行
ったときに、基板ユニット１１００側に設けられるドロワコネクタ１２００，１２０２と
遊技盤４側に設けられるドロワコネクタ６２６，６２７とが自然に接続されるように基板
ユニット１１００の枠用基板ホルダ１１０１に形成される接合案内孔１２１３に挿入され
る（図１２８を参照）ものである。なお、これらドロワコネクタの接続については、後に
詳述する。
【０２５７】
［１－３Ａ－１．前構成部材・遊技パネル・パネルホルダ・パネル裏板］
　続いて、第二の実施形態の遊技盤４における遊技パネル６００Ａの保持構造について、
主に図８２乃至図８４を参照して詳細に説明する。この遊技盤４は、図示するように、遊
技領域６０５と対応する大きさの透明な合成樹脂からなる板状の遊技パネル６００Ａと、
遊技パネル６００Ａを前方から着脱可能に保持する合成樹脂からなる枠状のパネルホルダ
６３０と、パネルホルダ６３０の前側に配置され遊技領域６０５の外周を区画形成すると
共に遊技領域６０５内に遊技球を案内する案内する外レール６０２及び内レール６０３を
備えた前構成部材６０１と、パネルホルダ６３０の後面側で下端から所定高さまでの所定
範囲内に配置される板状のパネル裏板６３５とを主に備えている。
【０２５８】
　この前構成部材６０１は、図示するように、その後面側に、後方へ突出する複数の位置
決めボス６０１ａ及び位置決め突起６０１ｂが備えられている。これら位置決めボス６０
１ａ及び位置決め突起６０１ｂは、詳細は後述するが、後側に配置されるパネルホルダ６
３０や盤用基板ホルダ６２３、及び遊技パネル６００Ａと位置決めできるようになってい
る。
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【０２５９】
　遊技盤４における遊技パネル６００Ａは、その外形が遊技領域６０５よりも若干大きい
多角形状とされており、アクリル樹脂、ポリカーボネイト樹脂、ポリアリレート樹脂、メ
タクリル樹脂等の透明な合成樹脂板により形成されている。なお、遊技パネル６００Ａの
板厚は、パネルホルダ６３０よりも薄く、図示しない障害釘を植設しても十分に保持可能
な必要最低限の厚さ（８～１０ｍｍ）とされている。
【０２６０】
　この遊技パネル６００Ａには、外周近傍に配置され前後方向に貫通する丸孔からなる複
数の嵌合孔６００ａと、左下部の外周近傍に配置され前後方向に貫通し上下方向に延びる
長孔６００ｂが夫々備えられている。これら嵌合孔６００ａ及び長孔６００ｂは、遊技領
域６０５よりも外側に配置されており、パネルホルダ６３０との位置決めを行うものであ
る。また、遊技パネル６００Ａには、その上辺の両端と下辺の両端に、前側が窪んだ段状
の係合段部６００ｃが夫々備えられている。この係合段部６００ｃは、遊技パネル６００
Ａの板厚の略半分を切欠いた形態とされると共に、嵌合孔６００ａ及び長孔６００ｂと同
様に、遊技領域６０５よりも外側に配置されており、遊技パネル６００Ａをパネルホルダ
６３０へ係合固定するためのものである。
【０２６１】
　また、遊技パネル６００Ａには、所定位置に内レール固定孔６００ｄが複数備えられて
いる。この内レール固定孔６００ｄに内レール６０３の後側から突出する位置決め突起６
０１ｂを嵌合固定させることで、内レール６０３を所定の位置に固定することができるよ
うになっている。
【０２６２】
　更に、遊技パネル６００Ａには、センター役物２３００、及びアタッカユニット２００
０等が備えられるように内形が所定形状で前後方向に貫通する開口部６００ｅが複数形成
されていると共に、それらを固定するための固定孔が適宜位置に形成されている。なお、
これら開口部６００ｅは、遊技パネル６００Ａの上下左右方向の外周に対して貫通しない
ような形状となっており、遊技パネル６００Ａの外周が繋がっているので、開口部６００
ｅによって遊技パネル６００Ａの強度が低下するのを抑制するようになっている。
【０２６３】
　遊技盤４におけるパネルホルダ６３０は、遊技パネル６００Ａを包含する大きさで外形
が略四角形状とされ、第一の実施形態の遊技盤４における遊技パネル６００の厚さと略同
じ厚さ（本実施形態では、約２０ｍｍ）とされた熱可塑性合成樹脂からなるものである。
このパネルホルダ６３０には、遊技パネル６００Ａを着脱可能に保持し前面側から後方側
に向かって凹んだ保持段部６３０ａと、保持段部６３０ａの内側において略遊技領域６０
５と同等の大きさで前後方向に貫通する貫通口６３０ｂとを主に備えている。
【０２６４】
　パネルホルダ６３０の保持段部６３０ａは、前面からの深さが遊技パネル６００Ａの厚
さと略同じ深さとされており、保持段部６３０ａ内に保持された遊技パネル６００Ａの前
面がパネルホルダ６３０の前面と略同一面となるようになっている。また、この保持段部
６３０ａは、その前側内周面が、遊技パネル６００Ａの外周面に対して所定量のクリアラ
ンスＣ（図８２を参照）が形成される大きさとされている。このクリアランスＣにより、
温度変化や経時変化により相対的に遊技パネル６００Ａが伸縮しても、その伸縮を吸収で
きるようになっている。なお、クリアランスＣ内にゴム等の弾性部材を詰めても良い。
【０２６５】
　また、パネルホルダ６３０には、保持段部６３０ａに保持される遊技パネル６００Ａに
形成された嵌合孔６００ａ及び長孔６００ｂと対応する位置に配置され、保持段部６３０
ａの前面から前方に向かって延び、遊技パネル６００Ａの嵌合孔６００ａ及び長孔６００
ｂに嵌合及び挿通可能な複数の突出ピン６３０ｃを備えている。これらの突出ピン６３０
ｃを遊技パネル６００Ａの嵌合孔６００ａ及び長孔６００ｂに嵌合及び挿通することで、
パネルホルダ６３０と遊技パネル６００Ａとを互いに位置決めすることができるようにな
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っている。
【０２６６】
　更に、パネルホルダ６３０には、遊技パネル６００Ａの係合段部６００ｃと対応する位
置に、係合段部６００ｃと係合する係合爪６３０ｄ及び係合片６３０ｅを供えている。詳
述すると、甲８２及び図８２に示すように、係合爪６３０ｄは、パネルホルダ６３０の上
側の保持段部６３０ａに配置されており、遊技パネル６００Ａにおける上側の係合段部６
００ｃと対応し、保持段部６３０ａの前面から前方に向かって突出し係合段部６００ｃと
弾性係合するようになっている。この係合爪６３０ｄは、その先端がパネルホルダ６３０
の前面から突出しない大きさとされている。一方、係合片６３０ｅは、パネルホルダ６３
０の下側の保持段部６３０ａに配置され、遊技パネル６００Ａにおける下側の係合段部６
００ｃと対応し、保持段部６３０ａの前面との間に遊技パネル６００Ａの係合段部６００
ｃが挿入可能な大きさの所定の隙間を形成した状態で、パネルホルダ６３０の前面に沿っ
て上側（中心側）に向かって所定量延びる形態とされている。これら係合爪６３０ｄ及び
係合片６３０ｅに遊技パネル６００Ａの係合段部６００ｃを係合させることで、遊技パネ
ル６００Ａがパネルホルダ６３０に対して着脱可能に保持されるようになっている。
【０２６７】
　また、パネルホルダ６３０には、前構成部材６０１に備えられた位置決めボス６０１ａ
を挿通可能な前後方向に貫通するボス挿通孔６３０ｆを備えており、このボス挿通孔６３
０ｆに前構成部材６０１の位置決めボス６０１ａを挿通することで、パネルホルダ６３０
と前構成部材６０１とが互いに位置決めされるようになっている。
【０２６８】
　このパネルホルダ６３０には、図８２及び図８４に示すように、その後面側に、上下方
向の中央やや下方より下側と外周縁を残すように前側に所定量窪んだ形態の取付支持部６
３０ｇが備えられている。この取付支持部６３０ｇにより、パネルホルダ６３０の後面は
、下端より所定高さまでの所定範囲より上側で、後面側外周部が後方に突出したような状
態で窪んだ形態となると共に、その窪み量（深さ）が、取付支持部６３０ｇに取付固定さ
れる裏ユニット２０００における裏箱６２１のフランジ状の固定部６２１ａ（図１５４等
を参照）を収容できる深さ（本実施形態では、約２．５ｍｍとされており、１～３ｍｍの
間とすることが望ましい）とされている。この取付支持部６３０ｇに所定の部材を取付固
定することで、その固定部６２１ａがパネルホルダ６３０よりも後側に突出するのを防止
することができ、パネルホルダ６３０すなわち遊技盤４をパチンコ機１の遊技盤設置凹部
５１０内に確実に設置装着できるようになっている。
【０２６９】
　また、パネルホルダ６３０の後面側には、下端より所定高さまでの所定範囲内で取付支
持部６３０ｇが形成された位置より下側に形成され、前側に向かって窪み、パネル裏板６
３５を収容可能な収容凹部６３０ｈと、この収容凹部６３０ｈ内に前後方向に貫通するよ
うに配置されパネル裏板６３５に形成された係止爪６３５ｃを係止可能な係止部６３０ｉ
とを更に備えている。この収容凹部６３０ｈは、パネル裏板６３５の係止爪６３５ｃを係
止部６３０ｉに係止させることでパネル裏板６３５を着脱可能に収容すると共に、収容さ
れたパネル裏板６３５の後面が、パネルホルダ６３０の後面と略同一面となるように形成
されている。
【０２７０】
　更に、パネルホルダ６３０には、図８２及び図８４に示すように、後面側の取付支持部
６３０ｇ内及び収容凹部６３０ｈよりも上側に配置され所定のビスを螺合可能な複数の取
付孔６３０ｊが所定配列で配置されている。また、パネルホルダ６３０には、取付孔６３
０ｊと対応するように配置される複数の位置決め孔６３０ｋが備えられている。この位置
決め孔６３０ｋは、取付孔６３０ｊを用いて取付固定される部材に形成された位置決め突
起（例えば、裏箱６２１における前面のフランジ状に形成された固定部６２１ａから前方
へ突出する位置決め突起（図示は省略する））が挿入されるものである。なお、本実施形
態では、位置決め孔６３０ｋは、背面視略矩形状（角孔状）の止り孔とされている。
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【０２７１】
　なお、取付孔６３０ｊに対して、その孔の内径が大径のものと小径のものとを混在させ
るようにして、取付固定する所定の部材の大きさや重量等に応じて、適宜径の取付孔６３
０ｊを用いるようにしても良い。
【０２７２】
　更に、パネルホルダ６３０には、少なくとも下端から所定高さまでの所定範囲では後面
側に開口する複数の肉抜き部６３０ｌが形成されており、肉抜き部６３０ｌによりパネル
ホルダ６３０の重量が軽減されるようになっている。図８３に示すように、収容凹部６３
０ｈの前側、つまり、パネルホルダ６３０の前面側の下端から所定高さまでの所定範囲内
には、これらの肉抜き部６３０ｌが形成されておらず、その範囲内では、パネルホルダ６
３０の前面が略平らな面となるようになっているので、その前面に配置される前構成部材
６０１の接続通路部６０９の後面が略平らな面となり、打球発射装置６５０から発射され
た遊技球が、滑らかに案内されるようになっている。また、このパネルホルダ６３０は、
図示するように、肉抜き部６３０ｌが形成されることで、取付孔６３０ｊ等がボス状に形
成されると共に、それらを支持したりパネルホルダ６３０の強度を維持したりするために
、格子状のリブが形成された状態となっている。
【０２７３】
　なお、このパネルホルダ６３０には、障害釘植設装置（図示しない）や、組立治具等の
位置決め手段に対応した位置決め部６３０ｍが形成されており、障害釘植設装置に遊技パ
ネル６００を保持した状態でセットできるようになっている。また、パネルホルダ６３０
の下部には、前構成部材６０１のアウト口６０６と連通する開口６３０ｎと、前構成部材
６０１のファール口６１０と連通する連通孔６３０ｏとが更に備えられている。
【０２７４】
　次に、パネル裏板６３５は、パネルホルダ６３０の後面側で下端から所定高さまでの所
定範囲内の肉抜き部６３０ｌを覆うように配置されると共に、パネルホルダ６３０の収容
凹部６３０ｈに後面同士が略同一面となるように収容可能とされ、平面状の後面に所定配
列で配置され所定のビスを螺合可能な複数のビス孔６３５ａと、ビス孔６３５ａと対応す
るように配置される複数の位置決め孔６３５ｂと、パネルホルダ６３０の係止部６３０ｉ
に係止可能な係止爪６３５ｃと、前面側から貫通しないように陥没する減量用の凹陥部６
３５ｄとを備えている。
【０２７５】
　なお、このパネル裏板６３５におけるビス孔６３５ａ及び位置決め孔６３５ｂは、パネ
ルホルダ６３０における取付孔６３０ｊ及び位置決め孔６３０ｋと略同じ構成とされてい
る。また、このパネル裏板６３５もパネルホルダ６３０と同様に、凹陥部６３５ｄにより
、ビス孔６３５ａ及び位置決め孔６３５ｂ等が形成された部分がボス状に形成されると共
に、それらを支持したりパネル裏板６３５の強度を維持したりするために、格子状のリブ
が形成された状態となっている。更に、パネル裏板６３５には、パネルホルダ６３０の開
口６３０ｎ、連通孔６３０ｏ、及びボス挿通孔６３０ｆと対応した位置に前後方向に貫通
する開口６３５ｅが備えられている。
【０２７６】
　このパネル裏板６３５は、パネルホルダ６３０の収容凹部６３０ｈに収容させると共に
、パネル裏板６３５の係止爪６３５ｃをパネルホルダ６３０の係止部６３０ｉに係止させ
ることで、パネルホルダ６３０と一体となり、その状態では、パネル裏板６３５の後面が
、パネルホルダ６３０の後面と略同一面となる。このようにパネルホルダ６３０とパネル
裏板６３５とを一体化することで、パネルホルダ６３０の後面側には、貫通口６３０ｂの
外周側で略全周に亘って所定配列で取付孔６３０ｊ、ビス孔６３５ａ等からなる取付孔と
、位置決め孔６３０ｋ及び６３５ｂが配置されることとなり、それら取付孔の存在により
、所定の部材を任意の位置に取付固定できるようになっている。
【０２７７】
　上述したように、本実施形態における遊技パネル６００Ａの保持構造によると、前方か
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らパネルホルダ６３０の保持段部６３０ａ内へ遊技パネル６００Ａを嵌合挿入して、係合
爪６３０ｄ及び係合片６３０ｅと、係合段部６００ｃとを係合させることで、パネルホル
ダ６３０に遊技パネル６００Ａを保持させることができると共に、遊技パネル６００Ａと
パネルホルダ６３０の前面側が略面一となるようになっており、従来より用いられている
障害釘植設装置を改造等しなくても遊技パネル６００Ａをパネルホルダ６３０に保持した
状態で従前の障害釘植設装置にセットすることが可能となり、障害釘の植設にかかるコス
トが増加するのを抑制することができるようになっている。
【０２７８】
　また、遊技領域６０５を有した遊技盤４を、遊技パネル６００Ａ、パネルホルダ６３０
、及び前構成部材６０１に分割するようにしているので、パチンコ機１の機種によって障
害釘や入賞口等の位置が変化する遊技パネル６００Ａを交換パーツとすると共に、パネル
ホルダ６３０及び前構成部材６０１を共通パーツとすることができ、パネルホルダ６３０
や前構成部材６０１等をリサイクル可能とすることができると共に遊技パネル６００Ａの
みを交換するだけで種々の機種に対応可能な遊技盤４を備えたパチンコ機１とすることが
できるようになっている。
【０２７９】
　更に、パネルホルダ６３０に予め複数の取付孔６３０ｊが所定配列で備えられているの
で、機種に応じてパネルホルダ６３０の後面側に取付固定される裏ユニット２０００や盤
用基板ホルダ６２３等の種々の所定の部材の取付固定位置が異なる位置となっていても、
各種部材の固定部を取付孔６３０ｊの位置と対応させるように設計することで、パネルホ
ルダ６３０を機種に依存しないパチンコ機１の共通パーツとすることができるようになっ
ている。
【０２８０】
［１－３Ａ－２．盤用基板ホルダ］
　続いて、遊技盤４における盤用基板ホルダ６２３の詳細な構成について、主に図８５及
び図８６を参考にして説明する。この盤用基板ホルダ６２３は、遊技パネル６００又はパ
ネルホルダ６３０の後側に取付固定されるものであり、図示するように、前方及び上方が
開放された箱状とされ、その底部が左右方向の略中央で前側に向かって低くなるように傾
斜しており、遊技パネル６００，６００Ａの後側に排出された遊技球を受け取った上で、
左右方向の略中央から下方へ排出することができるようになっている。この盤用基板ホル
ダ６２３の後面には、主制御基板ボックス６２４を取付けるための主制御基板ボックス取
付部６２３ａが形成されていると共に、主制御基板ボックス取付部６２３ａの横（背面視
で右側）に主制御基板ボックス６２４に備えられた封止部６２４ａと対応する被封止部６
２３ｂが形成されている。また、盤用基板ホルダ６２３の後面には、中継端子板６２５及
びドロワコネクタ６２６，６２７を支持するドロワホルダ６３６が固定されている。
【０２８１】
　本実施形態の主制御基板ボックス６２４は、盤用基板ホルダ６２３の後面の主制御基板
ボックス取付部６２３ａに支持されると共に、主制御基板ボックス６２４の封止部６２４
ａが主制御基板ボックス取付部６２３ａの横の被封止部６２３ｂへ封止されるようになっ
ている。そして、この状態で主制御基板ボックス６２４を盤用基板ホルダ６２３から取り
外す場合、主制御基板ボックス取付部６２３ａの被封止部６２３ｂに開封痕が残るように
なっており、主制御基板ボックス６２４が不正に取り外されたか否かが目視で判るように
なっている。
【０２８２】
［１－３Ａ－３．機能表示ユニット］
　まず、本実施形態のパチンコ機１における機能表示ユニット６４０は、図８７に示すよ
うに、機能表示基板６４０ａ、カバー部材６４０ｂを備えている。この機能表示基板６４
０ａは、図示するように、セグメント表示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２
を備えおり、セグメント表示器ＳＥＧ１には第一特別図柄表示器６４１が割り当てられ、
セグメントＳＥＧ２には第二特別図柄表示器６４２が割り当てられている。セグメント表
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示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２は、英数字及び図形等を表示することができるようになっており
、これらの英数字及び図形等を特別図柄として表示することによって、後述するアタッカ
ユニット２０００の第一始動口２００１に遊技球が入賞すると、セグメント表示器ＳＥＧ
１が所定の特別図柄を変動表示し、第二始動口２００２に遊技球が入賞すると、セグメン
ト表示器ＳＥＧ２が所定の特別図柄を変動表示するようになっている。
【０２８３】
　また、ＬＥＤ１には第一特別図柄記憶ランプ６４３ａ、ＬＥＤ２には第一特別図柄記憶
ランプ６４３ｂが夫々割り当てられ、ＬＥＤ３には第二特別図柄記憶ランプ６４４ａ、Ｌ
ＥＤ４には第二特別図柄記憶ランプ６４４ｂが夫々割り当てられている。第一始動口２０
０１へ入賞した遊技球は、特別図柄の変動表示で使用されないときには、入賞した遊技球
の球数を保留数として第一特別図柄記憶表示器６４３が点灯又は点滅するようになってい
る。具体的には、保留球（始動記憶）が１球のときには第一特別図柄記憶ランプ６４３ａ
が点灯して第一特別図柄記憶ランプ６４３ｂが消灯し、保留球が２球のときには第一特別
図柄記憶表示器６４３がともに点灯し、保留球が３球のときには第一特別図柄記憶ランプ
６４３ａが点滅して第一特別図柄記憶ランプ６４３ｂが点灯し、保留球が４球のときには
第一特別図柄記憶表示器６４３がともに点滅する。一方、第二始動口２００２へ入賞した
遊技球は、特別図柄の変動表示で使用されないときには、入賞した遊技球の球数を保留数
として第二特別図柄記憶表示器６４４が点灯又は点滅するようになっている。具体的には
、保留球（始動記憶）が１球のときには第二特別図柄記憶ランプ６４４ａが点灯して第二
特別図柄記憶ランプ６４４ｂが消灯し、保留球が２球のときには第二特別図柄記憶表示器
６４４がともに点灯し、保留球が３球のときには第二特別図柄記憶ランプ６４４ａが点滅
して第二特別図柄記憶ランプ６４４ｂが点灯し、保留球が４球のときには第二特別図柄記
憶表示器６４４がともに点滅する。
【０２８４】
　更に、ＬＥＤ５には普通図柄表示器６４５が割り当てられている。ＬＥＤ５は赤色／緑
色／橙色を点灯することができるＬＥＤであり、これらの赤色／緑色／橙色を組み合わせ
て点灯することもできるようになっている。ＬＥＤ５は、その点灯する色を普通図柄とし
て表示することによって、後述するゲート部材２２００のゲート２２０１を遊技球が通過
すると、所定の普通図柄が変動表示するようになっている。
【０２８５】
　また、ＬＥＤ６～ＬＥＤ９には普通図柄記憶表示器６４６が夫々割り当てられている。
ゲート２２０１を通過した遊技球は、普通図柄の変動表示で使用されないとき（普通図柄
表示器６４５にて普通図柄の変動表示を実行しているとき及び可動片２００５を開閉動作
させているときにゲート２２０１を通過したことにより即座に普通図柄の変動表示に使用
されない遊技球）には、通過した遊技球の球数を保留数として普通図柄記憶表示器６４６
が点灯するようになっている。具体的には、保留球が１球のときには普通図柄記憶ランプ
６４６ａが点灯して普通図柄記憶ランプ６４６ｂ～６４６ｄが消灯し、保留球が２球のと
きには普通図柄記憶ランプ６４６ａ，６４６ｂが点灯して普通図柄記憶ランプ６４６ｃ，
６４６ｄが消灯し、保留球が３球のときには普通図柄記憶ランプ６４６ａ～６４６ｃが点
灯して普通図柄記憶ランプ６４６ｂが消灯し、保留球が４球のときには普通図柄記憶表示
器６４６がすべて点灯する。
【０２８６】
　また、ＬＥＤ１０には遊技状態表示器６４７が割り当てられている。ＬＥＤ１０は赤色
／緑色／橙色を点灯することができるＬＥＤであり、これらの赤色／緑色／橙色を組み合
わせて点灯することもできるようになっている。ＬＥＤ１０は、その点灯する色を遊技状
態として表示することによって、遊技状態が確率変動又は小当たりが生じている旨を報知
するようになっている。
【０２８７】
　更に、ＬＥＤ１１には、例えば、２ラウンド表示ランプ６４８ａ、ＬＥＤ１２には１５
ラウンド表示ランプ６４８ｂが夫々割り当て可能になっている。この場合には、上述した
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ように、２ラウンド表示ランプ６４８ａは大入賞口２００３が閉鎖状態から開放状態とな
る回数（ラウンド）が２回である旨を点灯して報知するようになっており、一方、１５ラ
ウンド表示ランプ６４８ｂはラウンドが１５回である旨を点灯して報知するようになって
いる。全ての大当たりのラウンド数が同じ仕様（例えば、１５回）となっている場合、規
則上ラウンド表示ランプを設ける必要がないので、ラウンド表示ランプとして機能するラ
ンプはなくても良い。この場合、ＬＥＤ１１、ＬＥＤ１２には、ラウンド表示ランプ以外
の別の機能（例えば、セキュリティランプ）が割り当てられていてもよい。
【０２８８】
　このように、機能表示基板６４０ａに実装された、セグメント表示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ
２、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２は、第一特別図柄表示器６４１、第二特別図柄表示器６４２、
第一特別図柄記憶表示器６４３、第二特別図柄記憶表示器６４４、普通図柄表示器６４５
、普通図柄記憶表示器６４６、遊技状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８（上述のよ
うにセキュリティ表示器として機能しても良い。）が夫々割り当てられており、各種機能
表示を行う、セグメント表示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２、つまり第一
特別図柄表示器６４１、第二特別図柄表示器６４２、第一特別図柄記憶表示器６４３、第
二特別図柄記憶表示器６４４、普通図柄表示器６４５、普通図柄記憶表示器６４６、遊技
状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８が機能表示基板６４０ａに集約された構成にな
っている。
【０２８９】
　また、第一特別図柄表示器６４１及び第二特別図柄表示器６４２は、大当たり遊技状態
を特別図柄として夫々変動表示するため、第一特別図柄記憶表示器６４３、第二特別図柄
記憶表示器６４４、普通図柄表示器６４５、普通図柄記憶表示器６４６、遊技状態表示器
６４７、ラウンド表示器６４８と区別して、それらに割り当てられるＬＥＤ１～ＬＥＤ１
２と異なるセグメント表示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２を用いて、英数字及び図形等を特別図柄
として変動表示している。
【０２９０】
　なお、普通図柄記憶表示器６４６に割り当てられるＬＥＤ６～ＬＥＤ９の数と、ラウン
ド表示器６４８に割り当てられるＬＥＤ１１，ＬＥＤ１２の数と、の和が固定値６となっ
ている。
【０２９１】
　ところで、機能表示基板６４０ａは、カバー部材６４０ｂに図示しないネジで固定され
、カバー部材６４０ｂが遊技盤４の前構成部材６０１の裏面から図示しないネジで取付け
られるようになっている。前構成部材６０１には、機能表示基板６４０ａのセグメントＳ
ＥＧ１，ＳＥＧ２に対応する位置にセグメント表示器用開口６０１ｃが形成されており、
これらのセグメント表示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２が表示する内容を視認できるようになって
いる。
【０２９２】
　また、前構成部材６０１には、図８７にも示すように、機能表示基板６４０ａのＬＥＤ
１～ＬＥＤ１２に対応する位置にＬＥＤ用挿通孔６０１ｄが夫々設けられており、カバー
部材６４０ｂを前構成部材６０１の裏面に取付ける際に、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２が遊技盤
４と干渉しないようになっている。これらのＬＥＤ用挿通孔６０１ｄは、ＬＥＤ１～ＬＥ
Ｄ１２の点灯又は点滅した光が隣接するＬＥＤの点灯又は点滅した光と誤認されないよう
に円筒状に形成されている。なお、セグメント表示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２が表示する内容
、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２が点灯又は点滅して表示する内容は、後述する機能表示シール６
４９に印刷されている。前構成部材６０１には、機能表示シール６４９を貼り付ける機能
表示シール貼付部６０１ｅが形成されている。なお、機能表示シール貼付部６０１ｅには
凹部６０１ｆが形成されている。この凹部６０１ｆにマイナスドライバ等の工具を挿入し
て貼り付けた機能表示シール６４９を剥がし易くしている。ここで、機能表示シール６４
９を剥がし易くするために機能表示シール６４９に突出部を設けることも考えられるが、
扉枠５を本体枠３から開閉する際に、その突出部が何らかの原因によって引っ張られて機
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能表示シール６４９が機能表示シール貼付部６０１ｅから剥がれるおそれがある。そこで
本実施形態では、機能表示シール貼付部６０１ｅに凹部６０１ｆを形成することによって
、扉枠５を本体枠３から開閉する際に、機能表示シール６４９が機能表示シール貼付部６
０１ｅから剥がれないようにしている。
【０２９３】
［１－３Ａ－４．機能表示シール］
　次に、遊技機４における機能表示シール６４９は、図８８に示すように、その表面に機
能表示ごとにグループＧｒｐ１～Ｇｒｐ３にグループ化等されて印刷されており、遊技盤
４の非遊技領域である前構成部材６０１に形成された機能表示シール貼付部６０１ｅに貼
り付けられている。
【０２９４】
　グループＧｒｐ１は、図８８に示すように、第一特別図柄表示器６４１、第一特別図柄
記憶表示器６４３から構成されており、これらの第一特別図柄表示器６４１、第一特別図
柄記憶表示器６４３を視認できる実線ＳＬ１で囲まれた状態で区画されて機能表示シール
６４９に印刷されている。実線ＳＬ１で囲まれた領域は、第一特別図柄表示器６４１によ
る表示や第一特別図柄記憶表示器６４３による点灯又は点滅を視認できるように、第一特
別図柄表示器６４１、第一特別図柄記憶表示器６４３と対応する位置が透明となっている
。グループＧｒｐ１では、第一始動口２００１への遊技球の入賞による特別図柄の変動表
示に関する各種情報を表示する。例えば、第一始動口２００１へ始動入賞すると、第一特
別図柄表示器６４１が所定の特別図柄を変動表示したり、入賞した遊技球の球数を保留数
として第一特別図柄記憶表示器６４３が点灯又は点滅したりする。このように、第一特別
図柄表示器６４１、第一特別図柄記憶表示器６４３を１つのグループＧｒｐ１にグループ
化することによって、これらの第一特別図柄表示器６４１、第一特別図柄記憶表示器６４
３が第一始動口２００１への遊技球の入賞による特別図柄の変動表示に関する各種情報を
示していることを遊技者に伝えることができる。これにより、遊技者は、実線ＳＬ１で囲
まれた状態で区画されて機能表示シール６４９に印刷されたグループＧｒｐ１を目視する
ことによって第一始動口２００１への遊技球の始動入賞による特別図柄の変動表示に関す
る各種情報を容易に確認することができる。
【０２９５】
　一方、グループＧｒｐ２は、図８８に示すように、第二特別図柄表示器６４２、第二特
別図柄記憶表示器６４４から構成されており、これらの第二特別図柄表示器６４２、第二
特別図柄記憶表示器６４４を視認できる実線ＳＬ２で囲まれた状態で区画されて機能表示
シール６４９に印刷されている。実線ＳＬ２で囲まれた領域は、第二特別図柄表示器６４
２による表示や第二特別図柄記憶表示器６４４による点灯又は点滅を視認できるように、
第二特別図柄表示器６４２、第二特別図柄記憶表示器６４４と対応する位置が透明となっ
ている。このグループＧｒｐ２では、第二始動口２００２への遊技球の入賞による特別図
柄の変動表示に関する各種情報を表示する。例えば、第二始動口２００２へ遊技球が始動
入賞すると、第二特別図柄表示器６４２が所定の特別図柄を変動表示したり、入賞した遊
技球の球数を保留数として第二特別図柄記憶表示器６４４が点灯又は点滅したりする。こ
のように、第二特別図柄表示器６４２、第二特別図柄記憶表示器６４４を１つのグループ
Ｇｒｐ２にグループ化することによって、これらの第二特別図柄表示器６４２、第二特別
図柄記憶表示器６４４が第二始動口２００２への遊技球の入賞による特別図柄の変動表示
に関する各種情報を示していることを遊技者に伝えることができる。これにより、遊技者
は、実線ＳＬ２で囲まれた状態で区画されて機能表示シール６４９に印刷されたグループ
Ｇｒｐ２を目視することによって第二始動口２００２への遊技球の入賞による特別図柄の
変動表示に関する各種情報を容易に確認することができる。
【０２９６】
　また、グループＧｒｐ３は、図８８に示すように、普通図柄表示器６４５、普通図柄記
憶表示器６４６から構成されており、これらの普通図柄表示器６４５、普通図柄記憶表示
器６４６を視認できる実線ＳＬ３で囲まれた状態で区画されて機能表示シール６４９に印



(74) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

刷されている。実線ＳＬ３で囲まれた領域は、普通図柄表示器６４５による点灯や普通図
柄記憶表示器６４６による点灯を視認できるように、普通図柄表示器６４５、普通図柄記
憶表示器６４６と対応する位置が透明となっている。普通図柄表示器６４５は、上述した
ように、可動片２００５の開閉の有無を所定の普通図柄として変動表示し、可動片２００
５が閉状態から開状態となると、遊技球が第二始動口２００２へ入賞し易くなる。このた
め、普通図柄表示器６４５には、第一特別図柄表示器６４１、第一特別図柄記憶表示器６
４３、第二特別図柄表示器６４２、第二特別図柄記憶表示器６４４、普通図柄記憶表示器
６４６、遊技状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８と見分けが付くように星印が印刷
されている。このグループＧｒｐ３では、ゲート２２０１に関する各種情報を表示するこ
ともできるようになっている。例えば、ゲート２２０１を遊技球が通過すると、普通図柄
表示器６４５が所定の普通図柄を変動表示したり、通過した遊技球の球数を保留数として
普通図柄記憶表示器６４６が点灯したりする。このように、普通図柄表示器６４５、普通
図柄記憶表示器６４６を１つのグループＧｒｐ３にグループ化することによって、これら
の普通図柄表示器６４５、普通図柄記憶表示器６４６が普通図柄の変動表示に関する各種
情報を示していることを遊技者に伝えることができる。これにより、遊技者は、実線ＳＬ
３で囲まれた状態で区画されて機能表示シール６４９に印刷されたグループＧｒｐ３を目
視することによって普通図柄の変動表示に関する各種情報を容易に確認することができる
。
【０２９７】
　更に、遊技状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８と対応する位置には、図８８に示
すように、遊技状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８が視認できる実線ＳＬ４～ＳＬ
６で夫々囲まれた状態で区画されて印刷されている。実線ＳＬ４～ＳＬ６で囲まれた領域
は、遊技状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８による点灯を視認できるように、遊技
状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８と対応する位置が透明となっている。ラウンド
表示器６４８には、ラウンドの最大回数を理解し易いように、２ラウンド表示ランプ６４
８ａと対応する位置にはラウンドの最大回数である値２が印刷され、１５ラウンド表示ラ
ンプ６４８ｂと対応する位置にはラウンドの最大回数である値１５が印刷されている。上
述したように、遊技状態表示器６４７は点灯する色を遊技状態として表示することによっ
て遊技状態が確率変動又は小当たりが生じている旨を報知し、２ラウンド表示ランプ６４
８ａは大入賞口２００３が閉鎖状態から開放状態となる回数（ラウンド）が２回である旨
を点灯して報知し、１５ラウンド表示ランプ６４８ｂはラウンドが１５回である旨を点灯
して報知する。これにより、遊技者は、実線ＳＬ４で囲まれた状態で区画されて機能表示
シール６４９に印刷された遊技状態表示器６４７を目視することによって遊技状態を容易
に確認することができ、実線ＳＬ５で囲まれた状態で区画されて機能表示シール６４９に
印刷された２ラウンド表示ランプ６４８ａを目視することによってラウンドの最大回数が
２回であるか否かを容易に確認することができ、実線ＳＬ６で囲まれた状態で区画されて
機能表示シール６４９に印刷された１５ラウンド表示ランプ６４８ｂを目視することによ
ってラウンドの最大回数が１５回であるか否かを容易に確認することができる。
【０２９８】
　なお、本実施形態では、上述したように、グループＧｒｐ１～グループＧｒｐ３は実線
ＳＬ１～ＳＬ６で囲まれた状態で区画されて機能表示シール６４９に印刷されており、遊
技状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８と対応する位置は遊技状態表示器６４７、ラ
ウンド表示器６４８が視認できる実線ＳＬ４～ＳＬ６で夫々囲まれた状態で区画されて印
刷されている。
【０２９９】
　このように、機能表示シール６４９は、図８７に示した機能表示基板６４０ａに集約し
て実装された、セグメント表示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２の機能がグ
ループＧｒｐ１～Ｇｒｐ３等のようにグループ化されてその内容が印刷されており、区画
されている。また普通図柄表示器６４５等には星印が印刷されており、セグメント表示器
ＳＥＧ１，ＳＥＧ２、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２が表示する内容が、機能表示シール６４９に
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集約して印刷されても、それらの意味を容易に理解することができるようになっている。
【０３００】
　このような機能と印刷された内容との対応関係が、図８８に示すように、シール管理番
号６４９ａとして機能表示シール６４９に印刷されている。このシール管理番号６４９ａ
は、図８８及び図８９に示すように、扉枠５を本体枠３に閉じた際に、遊技窓１０１を介
して遊技窓１０１から視認し難い位置に印刷されており、遊技者に必要ではない情報を伝
えないようになっている。また、機能表示シール貼付部６０１ｅに設けた凹部６０１ｆも
、図８８及び図８９に示すように、扉枠５を本体枠３に閉じた際に、遊技窓１０１を介し
て視認し難い位置に形成されており、凹部６０１ｆを遊技者に視認し難くしている。
【０３０１】
　また、シール管理番号６４９ａは、パチンコ機１を製造するメーカの作業者が、パチン
コ機１を組立てる際に、誤って別仕様の機能表示シールを取付ける作業ミスを防止するた
めのものである。また、シール管理番号６４９ａは機能表示シール６４９の在庫管理にも
用いられており、グループＧｒｐ１～グループＧｒｐ３等の態様がシール管理番号６４９
ａに紐付けされて管理されている。これにより、シール管理番号６４９ａを調べると、シ
ール管理番号６４９ａに対応する機能表示シール６４９の在庫が分かるようになっている
。
【０３０２】
　ここで、近年のパチンコ機は、そのライフサイクルの短縮化にともないパチンコ機の開
発期間も短くなってきている。このため、本実施形態では、例えば、大入賞口２００３が
閉鎖状態から開放状態となる回数（ラウンド）が２回、１５回である旨を点灯して報知す
る２ラウンド表示ランプ、１５ラウンド表示ランプに加えて、ラウンド数が５回、８回で
ある旨を点灯して報知する５ラウンド表示ランプや８ラウンド表示ランプを追加する場合
、ラウンド数が１種類でありラウンド表示ランプが必要ない場合、始動口の数を２つから
１つに減らす場合等によるパチンコ機１の仕様変更には、共通の機能表示基板６４０ａを
使用することで対応することができるようになっている。このようなパチンコ機１の仕様
変更にともない機能表示シールに印刷する内容も変更するため、上述した、セグメント表
示器ＳＥＧ１，ＳＥＧ２、ＬＥＤ１～ＬＥＤ１２の機能と、機能表示シールに印刷された
内容と、の対応関係を、シール管理番号として機能表示シールに印刷している。これによ
り、例えばパチンコ機１の製造元では、ラインの作業者が遊技盤４に機能表示シール６４
９を貼り付ける前に、パチンコ機１の仕様と機能表示シール６４９とが対応しているか否
かを、シール管理番号６４９ａを目視することによって確認することができ、パチンコ機
１の仕様に対応しない機能表示シール６４９が貼り付けられるのを防止することができる
。なお、機能表示シール６４９はシールであり、接着剤などを機能表示シール６４９の裏
面等に塗る作業工程がなく、生産性の向上に寄与している。
【０３０３】
［１－３Ｂ．打球発射装置］
　次に、打球発射装置６５０について図９０乃至図９５を参照して説明する。図９０は、
打球発射装置６５０の全体の斜視図（Ａ），発射モータ部分を取り外した状態の斜視図（
Ｂ）であり、図９１は、打球発射装置６５０の分解斜視図であり、図９２は、打球発射装
置６５０と発射レール５１５との関係を示す正面図（Ａ），発射モータ部分の斜視図（Ｂ
）であり、図９３は、操作ハンドル部４１０を操作していない状態における打球発射装置
６５０と発射レール５１５との関係を示す背面図であり、図９４は、操作ハンドル部４１
０を操作している状態における打球発射装置６５０と発射レール５１５との関係を示す背
面図であり、図９５は、打球発射装置６５０に設けられるスライド部材７１０の平面図（
Ａ），正面図（Ｂ），正面から見た斜視図（Ｃ），正面図（Ｂ）のＡ－Ａ断面図（Ｄ）で
ある。
【０３０４】
　打球発射装置６５０は、発射ベース枠６５１に打球槌６８７を回動自在に軸支すると共
に、その打球槌６８７に往復回動を付与する発射モータ６９５を発射ベース枠６５１に取
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付け、さらに打球槌６８７に復帰する付勢力を付与する付勢バネ６８４の付勢力を調節す
るスライド杆６７７及びスライド部材７１０が発射ベース枠６５１に設けられることによ
り構成される。
【０３０５】
　より詳細に説明すると、図９１に示すように、発射ベース枠６５１は、合成樹脂によっ
て横長な長方形状に成型されるものであり、その略中心に打球槌６８７の軸受６８９が嵌
合される軸受筒６５２が形成され、その上部及び側方に打球槌６８７の発射原点位置を規
制するゴムストッパー部材６５３，６５４が取付け固定されている。即ち、ゴムストッパ
ー部材６５３，６５４は、打球槌６８７が付勢バネ６８４の付勢力により発射原点位置に
戻ったときに打球槌６８７の衝撃を受け止めるものである。また、発射ベース枠６５１の
後方（発射レール５１５の下方に対応する部位の反対側）の上方に横長細溝状のスライド
案内孔６５５が形成され、そのスライド案内孔６５５の下方にスライド部材収納空間６５
６が形成されている。
【０３０６】
　このスライド案内孔６５５は、後述するスライド杆６７７の後端上部に突設される案内
係止片６７８が挿入されてスライド杆６７７のスライド移動を案内するものであり、スラ
イド部材収納空間６５６には、スライド部材７１０が左右方向に移動可能に収納されるも
のである。なお、スライド杆６７７の前方部分のスライド案内は、スライド杆６７７の前
方に形成される案内長孔６８０に止めネジ６８２によって発射ベース枠６５１に形成され
る止め穴６６２に止着される案内ブッシュ６８１を貫通させることにより行われる。また
、スライド部材収納空間６５６の底面には、図９２に示すように、長方形状の連結開口６
６４が形成されている。
【０３０７】
　また、発射ベース枠６５１の上辺の前方部分には、発射ベース枠６５１の本体に対して
庇部が形成されており、軸受筒６５２の上方の庇部に作動片用開口６５７が穿設されてい
る。この作動片用開口６５７には、扉枠５の皿ユニット３００の下流側の打球供給口１７
１ｂ（図１８を参照）に臨んで設けられている球送り部材１７２（図１８を参照）の錘１
７３と当接する作動片６５８が作動片用開口６５７の開口縁の後方上部に突設されている
取付部６６０に止めピン６５９によって揺動自在に設けられるものである。作動片６５８
は、「て」字状に形成され、その上辺の後端部が止めピン６５９によって軸支され、その
軸支部から下方の円弧部に打球槌６８７と一体的に回動するベース板６９０に突設される
作動片当接部６９３と当接し、打球槌６８７の往復動作に連動して上辺部が球送り部材１
７２を揺動させ、球送り部材１７２の揺動動作により打球供給口１７１ｂから流出する打
球を１個ずつ発射レール５１５の発射位置に供給するようになっている。
【０３０８】
　更に、発射ベース枠６５１には、発射モータ６９５を内蔵するモータカバー６９４を止
着するためのモータ取付ボス６６１が後方下部に２箇所と前方上部に１箇所の合計３箇所
に突設されていると共に、スライド部材収納空間６５６の下部後方にスライド杆６７７を
スライドさせるためにスライド部材７１０と連結される揺動片６７２の下端の軸穴６７３
が挿入される揺動片用ボス６６３が突設されている。
【０３０９】
　上記した発射ベース枠６５１には、打球発射装置６５０の剛性を高めるために金属プレ
ート６６５が略密着するように取付けられている。このため、金属プレート６６５には、
軸受筒６５２、下方のゴムストッパー部材６５３、スライド案内孔６５５、案内ブッシュ
６８１、及び揺動片用ボス６６３に夫々対応する貫通孔６６６，６６７，６６８，６６９
，６７１が形成されていると共に、スライド部材７１０の連結凸部７１２が貫通する横長
楕円状の貫通孔６７０も貫通されている。上記のように構成される金属プレート６６５は
、スライド部材７１０をスライド部材収納空間６５６に収納した後、夫々の貫通孔６６６
～６７１がそれに対応する部材６５２，６５３，６５５，６８１，７１２，６６３を貫通
あるいは一致させるように発射ベース枠６５１に密着させてビス止めすることにより発射
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ベース枠６５１に固定されるものである。
【０３１０】
　金属プレート６６５が取付けられた発射ベース枠６５１の揺動片用ボス６６３の先端部
分が貫通孔６７１から頭を出しているが、その頭の部分に揺動片６７２の軸穴６７３が挿
通されて、揺動片６７２が下端を中心にして揺動自在に軸支される。揺動片６７２は、図
９１に示すように、縦長杆状に形成され、その下端に軸穴６７３が形成され、その中程に
スライド部材７１０の連結凸部７１２が挿入されるやや縦長穴形状の連結穴６７４が形成
されている。そして、その連結穴６７４より上方の前方面がスライド杆６７７の一端（後
端）と当接する当接部６７５となっている。しかして、揺動片６７２を揺動片用ボス６６
３に挿通し、且つ貫通孔６７０から頭を出しているスライド部材７１０の連結凸部７１２
に連結穴６７４を挿入してワッシャ付きピン６７６を連結凸部７１２に止着することによ
り、揺動片６７２が発射ベース枠６５１に取付けられる。そして、取付けられた揺動片６
７２は、スライド部材７１０のスライドに伴って下端を中心にしてその上方部分が揺動す
るようになっている。
【０３１１】
　また、金属プレート６６５の上部前面には、横長杆状のスライド杆６７７が左右方向に
スライド可能に取付けられる。即ち、スライド杆６７７の後方上部に突設されるＬ字状の
案内係止片６７８を金属プレート６６５の貫通孔６６８に貫通係合させ、スライド杆６７
７の前方に形成される案内長孔６８０に止めネジ６８２を有する案内ブッシュ６８１を貫
通させて止めネジ６８２を止め穴６６２に止着する。上記した案内係止片６７８と貫通孔
６６８、及び案内長孔６８０と案内ブッシュ６８１とにより、スライド杆６７７が金属プ
レート６６５を介して発射ベース枠６５１にスライド可能に装着される。また、スライド
杆６７７には、その一端（後端）に上述した揺動片６７２の当接部６７５と当接する被当
接部６７９が形成され、その他端（前端）に付勢バネ６８４の一端の係止輪６８５を掛け
止めるためのバネ係止部６８３が突設されている。
【０３１２】
　金属プレート６６５が取付けられた発射ベース枠６５１の軸受筒６５２が貫通孔６６６
から突出しているが、その軸受筒６５２には、打球槌６８７の軸受６８９が抜け落ちない
ように嵌合されている。軸受６８９の軸には、打球槌６８７の下端部が固着されると共に
同時にベース板６９０が固着される。ベース板６９０には、その前方裏面側に作動片６５
８と当接する作動片当接部６９３が突設され、その前方前面に付勢バネ６８４の他端の係
止輪６８６を掛け止めるためのバネ係止部６９２が突設され、さらにその後方前面に発射
モータ６９５のモータカム６９７と係脱するモータ当接突片６９１が突設されている。打
球槌６８７の上端には、合成樹脂製の槌先６８８が固着されており、この槌先６８８が発
射レール５１５の下端部とその上方に固着される発射位置ストッパー７０２とによって形
成される発射位置に突入するように臨んでいる。
【０３１３】
　一方、発射ベース枠６５１の前述したモータ取付ボス６６１には、モータカバー６９４
に収納された発射モータ６９５が取付けられる。より具体的には、図９２（Ｂ）に示すよ
うに、モータカバー６９４は、内部に発射モータ６９５を収納するように形成された円筒
部と、円筒部の前方に拡大してモータ取付ボス６６１に取付けるための取付固定穴６９９
が形成される取付部と、が一体的に形成され、円筒部の内部に収納される発射モータ６９
５のモータ軸６９６の先端に逆回転防止カム６９８とモータカム６９７とが固定されてい
る。
【０３１４】
　この逆回転防止カム６９８の外周には、多数の逆歯が形成されており、ストッパー片取
付ボス７０１に揺動自在に固定されるストッパー片７００（図９３を参照）と係合して発
射モータ６９５の逆方向の回転を防止している。これは、モータカム６９７が逆方向に回
転してモータカム６９７とモータ当接突片６９１とが噛合って打球発射装置６５０が駆動
できなくなる故障が発生しないように防止するためである。また、モータカム６９７は、
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勾玉状に形成されており、発射モータ６９５の回転に伴いモータ当接突片６９１と係脱し
ながら打球槌６８７を往復動作させる。なお、モータカバー６９４をモータ取付ボス６６
１に取付けたときには、図９０（Ａ）に示すように、打球発射装置６５０の主たる構成が
後面から見て被覆されたような状態となっている。
【０３１５】
　ところで、前述したスライド部材収納空間６５６に収納されてスライド移動するスライ
ド部材７１０は、図９５に示すように、後方が開放した直方体状に形成され、その前面に
楕円形状の楕円凸部７１１が突設され、更に、楕円凸部７１１の後方位置に円形状の連結
凸部７１２が突設されている。また、上面及び下面には、スライド部材収納空間６５６内
をスライドし易いように断面円弧状のスライド用当接突部７１３がその両端に突設されて
いる。一方、直方体状に形成されるスライド部材７１０の空間は、扉枠５の裏面下部に設
けられるジョイントユニット１８０のスライド突片１８３が挿入される挿入空間７１４と
なっている。
【０３１６】
　そして、この挿入空間７１４は、スライド方向前方の側壁手前側に第一傾斜面７１５が
形成されると共に、その第一傾斜面７１５のやや後方寄りに上面及び下面の内側から内部
に向かって突設され且つ相互の先端間に所定の間隔が形成される挟持片７１６が形成され
ている。挟持片７１６の手前側にも奥に向かって側方視でハ字状に傾斜する第二傾斜面７
１７も形成されている。しかして、スライド突片１８３が挿入空間７１４に挿入された状
態では、図９５（Ｂ）に示すように、スライド突片１８３の傾斜辺１８３ａ側の一端辺が
スライド方向前方の側壁に当接した状態で且つ上下の挟持片７１６の間に挿入された状態
となっている。なお、スライド部材７１０の挿入空間７１４の側方に空間部７１８が形成
されているが、この空間部７１８は、特に機能を奏しているわけではない。
【０３１７】
　而して、上記のように構成されるスライド部材７１０は、スライド部材収納空間６５６
に収納された状態で、図９２（Ａ）に示すように、スライド部材収納空間６５６の底面に
形成される楕円形状の連結開口６６４に挿入空間７１４が臨むように形成されていると共
に、スライド部材７１０がスライド部材収納空間６５６の一方の空間内壁に当接した状態
（図９２（Ａ）では左の空間内壁に当接しているように図示されているが、通常の状態で
は右の空間内壁に当接した状態となっている。）となっている。
【０３１８】
　そこで、まず、スライド部材７１０と打球発射装置６５０の付勢バネ６８４の強弱を調
整する関係について説明すると、スライド部材７１０がスライド部材収納空間６５６の内
部の初期位置（図９２（Ａ）において右の空間内壁に当接した位置）にあるときには、図
９３に示すように、スライド部材７１０の連結凸部７１２に連結された揺動片６７２が略
垂直状態となっている。このため、揺動片６７２と当接しているスライド杆６７７も付勢
バネ６８４の付勢力により一方向（図９３において左側方向）に付勢された状態で揺動片
６７２の当接部６７５とスライド杆６７７の被当接部６７９とが当接した状態となってい
る。この状態では、付勢バネ６８４が張力されていないので、打球槌６８７が発射モータ
６９５の回転に従動して往復回動しても、打球槌６８７の復帰力も弱く、発射位置にある
打球が弾発されても遊技盤４の遊技領域６０５に到達することはない。
【０３１９】
　一方、スライド部材収納空間６５６の内部をスライド部材７１０が初期位置から他方方
向に移動したとき（図９２（Ａ）において左の空間内壁方向に向かって移動したとき）、
図９４に示すように、揺動片６７２が下端の軸穴６７３を軸として揺動して傾動するため
、当接部６７５と被当接部６７９との当接によりスライド杆６７７が他方向（図９４にお
いて右側方向）に向かってスライド移動する。すると、スライド杆６７７のバネ係止部６
８３に係止されている付勢バネ６８４も張力されて伸びた状態となる。この状態では、付
勢バネ６８４が張力されているので、打球槌６８７が発射モータ６９５の回転に従動して
往復回動したときの打球槌６８７の復帰力が強くなり、発射位置にある打球が強く弾発さ
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れて遊技盤４の遊技領域６０５に到達する。そして、この打球の弾発力の強弱は、スライ
ド部材７１０のスライド部材収納空間６５６内でのスライド量に応じて調整することがで
きる。
【０３２０】
　上記したように、スライド部材７１０を移動させることにより、打球発射装置６５０に
よる弾発力を調整することができるが、このスライド部材７１０の移動は、前述したハン
ドル装置４００の操作ハンドル部４１０の回動操作部材４１４の回動操作に応じて移動す
るジョイントユニット１８０のスライド体１８２の移動と連動するようになっている。こ
の点について図６０等を参照して説明する。
【０３２１】
　前述したように、ハンドル装置４００の操作ハンドル部４１０の回動操作部材４１４を
回転させることにより、回転軸４１５の先端に固着される勾玉状のカム４１６も回転する
ため、ジョイントユニット１８０のスライド体１８２がジョイントユニット装着凹部１１
０ｃの内部を一方向に向かってスライド移動する。このため、スライド体１８２の前面に
突設されるスライド突片１８３も同じ方向にスライド移動することになる。スライド体１
８２のスライド突片１８３は、扉枠５を本体枠３に対して閉じた状態では、本体枠５の発
射装置取付部５２０に形成される連結開口６６４を貫通してスライド部材７１０の挿入空
間７１４に挿入されるようになっている。この場合の挿入状態は、前述したようにスライ
ド突片１８３の傾斜辺１８３ａ側の一端辺がスライド方向前方の側壁に当接した状態で且
つ上下の挟持片７１６の間に挿入された状態である。したがって、スライド突片１８３が
一方向に向かってスライド移動すると、スライド部材７１０も同一方向に向かってスライ
ド移動することになる。このとき、前述したように、スライド部材７１０のスライド移動
に伴ってスライド杆６７７もスライド移動するので、付勢バネ６８４の付勢力を調整する
ことができる。つまり、ハンドル装置４００の回動操作部材４１４を回動操作することに
より、打球発射装置６５０の打球の弾発力を調整することができるものである。
【０３２２】
　ところで、本実施形態においては、ハンドル装置４００が扉枠５に設けられ、打球発射
装置６５０が本体枠３に設けられているので、扉枠５を開閉する毎にハンドル装置４００
のスライド突片１８３と打球発射装置６５０のスライド部材７１０とが連携したり離れた
りすることになる。しかし、本実施形態においては、上述したように、本体枠３に対して
扉枠５を閉じることにより、スライド突片１８３がスライド部材７１０の挿入空間７１４
に自動的に挿入されてハンドル装置４００と打球発射装置６５０とが連携され、逆に、本
体枠３に対して扉枠５を開放することにより、スライド突片１８３が挿入空間７１４から
離れてハンドル装置４００と打球発射装置６５０とを分離することができるので、極めて
簡単に扉枠５の開閉に伴ってハンドル装置４００と打球発射装置６５０との連携・分離を
行うことができる。特に、スライド突片１８３が挿入空間７１４に挿入される際には、ス
ライド突片１８３の位置が上下方向に多少ずれていても、挿入空間７１４内に突設される
挟持片７１６の第二傾斜面７１７によってスライド突片１８３がスムーズに挟持位置に挿
入されるようになっている。
【０３２３】
　また、時として、操作ハンドル部４１０の回動操作部材４１４に遊技者が詰め物を詰め
てある程度回動した位置で固定している場合があるが、遊技場の店員がその詰め物を知ら
ずに扉枠５を開閉する場合がある。このような場合でも、扉枠５を開放する場合には、単
にスライド突片１８３が挿入空間７１４から離れるだけであるので問題はないが、扉枠５
を閉める場合に、スライド突片１８３の位置が多少一方向にずれた状態となっているもの
の、スライド突片１８３の傾斜辺１８３ａとスライド部材７１０の第一傾斜面７１５との
協働作用により、扉枠５の閉止動作に伴ってスライド部材７１０を一方向に移動させなが
ら最終的にスライド突片１８３とスライド部材７１０とが係合するようになっている。つ
まり、本実施形態においては、操作ハンドル部４１０の回動操作部材４１４がどのような
回動位置で固定されていても、操作ハンドル装置４００と打球発射装置６５０との連携を
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行うことができるものである。
【０３２４】
［１－３Ｃ．賞球タンク］
　次に、本体枠３の裏面上部に取付けられる賞球タンク７２０について、主として図９６
を参照して説明する。図９６は、賞球タンク７２０の斜視図（Ａ）、平面図（Ｂ）、側面
図（Ｃ）である。賞球タンク７２０は、前述したように、本体枠３の裏面上部に形成され
るタンク取付溝５５０（図７０を参照）に着脱自在に取付けられるものである。しかして
、賞球タンク７２０は、長方形状の箱状に形成され、パチンコ機１の正面側から見て、そ
の前面壁７２１に切欠部７２９が形成され、その底面が上流側壁７２４から下流側壁７２
３に向かって傾斜する第一傾斜底面７２６と前面壁７２１から次に説明する排出口７３０
に向かって傾斜する第二傾斜底面７２７とによって貯留部７２８が形成されている。
【０３２５】
　また、その第二傾斜底面７２７の傾斜下端に排出口７３０が形成されるが、この排出口
７３０は、パチンコ機１の正面側から見て賞球タンク７２０の後面壁７２２よりも外側に
突出するように下流側壁７２３と後面壁７２２とをコ字状に連結する排出口突出壁７２５
に囲まれるように形成されている。また、賞球タンク７２０の前面壁７２１の両端外側に
は、タンク取付溝５５０と係合する取付鍔部７３３が形成されていると共に、賞球タンク
７２０の底面の裏面側に本体枠３の第四側面壁５４３に載置当接する載置当接片７３１，
７３２が突設され、さらに、賞球タンク７２０の上流側の後面壁７２２の下部に後述する
球ならし部材７４４を取付けるための球ならし取付軸７３５が突設されている。また、排
出口７３０を除く賞球タンク７２０の後面壁７２２及び上流側壁７２４には、球の跳ね飛
びを防止するための溢れ防止部材７３４が着脱自在に取付けられるようになっている。
【０３２６】
　上記のように構成される賞球タンク７２０においては、本体枠３のタンク取付溝５５０
に対して取付鍔部７３３を上方から差し込むように取付け、載置当接片７３１，７３２を
本体枠３の第四側面壁５４３に当接させる。これによって、賞球タンク７２０が本体枠３
の裏面側上部に載置して取付けられるが、この取付けられた状態においては、図７４に示
すように、前面壁７２１の切欠部７２９を介して貯留部７２８と本体枠３の裏面に形成さ
れた逃げ凹部５５１とが連通し、また、図４に示すように、排出口７３０が次に説明する
タンクレール部材７４０の上流端部に臨むようになっている。したがって、賞球タンク７
２０において、球を貯留する貯留部７２８（第一傾斜底面７２６及び第二傾斜底面７２７
に対応する貯留空間部分）の前後方向の幅は、本体枠３の第二側面壁５４１～第四側面壁
５４３までの前後方向の幅と略同じとなるように形成されると共に、それらの側面壁５４
１～５４３までの上部に載置されるようになっている。
【０３２７】
　また、前述したように、本体枠３の第一側面壁５４０～第四側面壁５４３は、遊技盤４
の周辺部の後方突出空間を覆うように深く形成されているので、その側面壁５４１～５４
３の上部に載置される賞球タンク７２０の貯留部の深さは、従来の貯留タンクにくらべて
浅く形成されているものの、賞球が貯留されて重量が増加しても賞球タンク７２０の全体
を本体枠３の側面壁５４２～５４３で支持しているので、傾斜底面７２６，７２７が変形
することなく貯留された球をスムーズに排出口７３０に導くことができる。また、排出口
７３０が賞球タンク７２０の後面壁７２２から外側に外れた位置に設けられているため、
貯留部７２８に貯留された球の流れが第二傾斜底面７２７から外側に向かって流れるよう
に構成されている。このため、従来のように傾斜底面の一部に開口を設けて排出口として
いた賞球タンクに比べて、排出口近傍の貯留部に球詰まり解消のための球崩し突部を突出
形成することなく球詰まりが発生し難い構造とすることができる。
【０３２８】
　そして、本実施形態においては、前述したように、遊技装置の後方突出部を収納する後
側面壁５４１～５４３の上部外側に賞球タンク７２０の貯留部が載置された状態で、しか
も、賞球タンク７２０の排出口７３０が貯留部の後面壁７２２よりも外側に突出して設け
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られているため、タンクレール部材７４０が賞球タンク７２０の貯留部の外側（パチンコ
機１の正面から見て奥側）に位置して、タンクレール部材７４０と賞球タンク７２０の貯
留部７２８とが上下方向に重複しない位置となっているので、遊技盤４の裏面に設けられ
る遊技装置の後方突出部を収納する後側面壁５４１～５４３の上辺を本体枠３の上辺に近
い位置で後方に向って突出させることができ、これにより、遊技装置の後方突出部が遊技
盤４の上辺部で突出していても後側面壁５４１～５４３の内部に楽に収納することができ
る。
【０３２９】
　更に、賞球タンク７２０の貯留部７２８が遊技装置の後方突出部を収納する後側面壁５
４１～５４３の上部外側に載置されているか否かに関係なく、排出口７３０が賞球タンク
７２０の後面壁７２２から外側に外れた位置に設けられているという構成だけで従来の賞
球タンクにはない独特の効果を奏するものである。これについて図９７を参考にして説明
する。図９７は、従来の賞球タンク（Ａ），（Ｂ）と本実施形態に係る賞球タンク（Ｃ）
との排出口部分における球の圧力状態を示す平面図である。図において、通常時、賞球タ
ンク７２０に貯留される球は、賞球タンク７２０の貯留部に貯留されて滞留した状態とな
っている。この場合、従来の賞球タンクのように貯留部の傾斜底面の一部を開口して排出
口７３０Ａを形成している場合、例えば、図９７（Ａ）に示すように、球崩し突部７３６
Ａと反対側に排出口７３０Ａが形成された賞球タンクや、図９７（Ｂ）に示すように、球
崩し突部７３６Ｂに隣接して排出口７３０Ｂが形成されている場合には、排出口７３０Ａ
，７３０Ｂの部分では、貯留された球の圧力とその圧力に基く賞球タンクの側壁からの反
作用により、常に排出口７３０Ａ，７３０Ｂ部分に四方から球圧がかかった状態となって
いる。
【０３３０】
　このため、たまたま球の重合具合によって球同士の圧力が釣り合い、下流側の球が流れ
出ても、排出口７３０Ａ，７３０Ｂ部分で球噛み状態が発生し球詰まりが発生することが
あった。これに対し、本実施形態に係る賞球タンク７２０では、排出口７３０が賞球タン
ク７２０の後面壁７２２から外側に外れた位置に設けられているので、図９７（Ｃ）に示
すように、排出口７３０部分における貯留された球の圧力は、貯留部から排出口７３０方
向に向かう作用力とその反作用だけの二方向からの圧力であり、従来のように四方から圧
力を受けるわけではない。このため、下流側の球が流れ出ても、排出口７３０部分におけ
る球噛み状態が発生し難く、球詰まりが発生しないという優れた効果を奏することができ
る。
【０３３１】
［１－３Ｄ．タンクレール部材］
　続いて、上記した賞球タンク７２０の下方に配置されるタンクレール部材７４０につい
て主として図９８乃至図１００を参照して説明する。図９８は、賞球タンク７２０、タン
クレール部材７４０、球通路ユニット７７０、賞球ユニット８００、及び満タンユニット
９００の関係を示すパチンコ機１の背面側から見た斜視図であり、図９９は、賞球タンク
７２０、タンクレール部材７４０、球通路ユニット７７０、賞球ユニット８００、及び満
タンユニット９００の関係を示すパチンコ機１の正面側から見た斜視図であり、図１００
は、タンクレール部材７４０の下流部と球通路ユニット７７０の上流部との関係を示す断
面図（Ａ）と平面図（Ｂ）である。
【０３３２】
　タンクレール部材７４０は、前述したように、本体枠３の上後面壁５４５のレール係止
溝５５３，５５４（図７０を参照）に着脱自在に取付けられるものである。そのため、タ
ンクレール部材７４０には、その後面側の側面の左右辺及び下辺にレール係止溝５５３に
上から差し込まれる複数の係止突片７４９が突設されると共に、その後面側側面の上辺中
央にレール係止溝５５４に上から掛け止められる鉤状の係止突片７５０が突設されている
。しかして、タンクレール部材７４０は、上面が開放した傾斜樋状に形成され、その上流
端上面が賞球タンク７２０の排出口７３０に臨み、その下流端下面が後に詳述する球通路
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ユニット７７０に臨んでいる。また、タンクレール部材７４０の内部は、図４に示すよう
に仕切壁７４１によって球が２列に整列して流下する通路７４２となっている。
【０３３３】
　なお、通路７４２の底面は、細溝が切り欠けられており、通路７４２を球と一緒に転動
する異物がその細溝から下方に落下するようになっている。また、通路７４２の側壁には
、静電気を除去するための金属板（図示しない）が貼付されており、この金属板の下流端
が前述したアース線接続具５５７（図６８を参照）に接続されている。このため、タンク
レール部材７４０を流下する球に帯電していた静電気が金属板からアース線接続具５５７
を介して電源基板１１３６のアース用コネクタを経て外部にアースされるようになってい
る。
【０３３４】
　また、タンクレール部材７４０の中流域のやや下流側に重錘を有する卵形状の球ならし
部材７４４が揺動自在に設けられている。この球ならし部材７４４は、前述した賞球タン
ク７２０の球ならし取付軸７３５に揺動自在に軸支されるものであり、タンクレール部材
７４０における２列の夫々の通路７４２内に向かって垂下され、各通路７４２を流下する
球が上下方向に複数段で流下してきたときに１段となるように整流するものである。また
、球ならし部材７４４の設置位置より下流側のタンクレール部材７４０の上面が球押え板
７４５によって被覆されている。この球押え板７４５は、球ならし部材７４４によって１
段とならなかった球を強制的に１段とするように傾斜円弧状に形成されるものである。
【０３３５】
　更に、タンクレール部材７４０の下流端部には、夫々の通路７４２に臨んで一対の整列
歯車７４７が軸ピン７４８によって回転自在に軸支されている。この整列歯車７４７は、
外周に複数の歯が形成され、一対の整列歯車７４７における歯のピッチが半ピッチずつず
れるようにして軸ピン７４８に固定されている。このため、タンクレール部材７４０の各
通路７４２を流下してきた球の上部が整列歯車７４７の歯と噛合いながら下流側に流下す
るときに２列の通路７４２の球が交互に１つずつ送られることになる。この場合、図１０
０に示すように、各通路７４２を流れてきた球は、整列歯車７４７と噛合いながら２列の
通路７４２の下部に形成される傾斜面７４３に沿って中央方向に誘導され、その誘導中に
次に説明する球通路ユニット７７０の球落下通路７７２の上端入口７７３に２列の通路７
４２からの球を交互に一列状にして落下するようになっている。なお、整列歯車７４７は
、その上面を円弧状の歯車カバー７４６によって被覆されている。
【０３３６】
［１－３Ｅ．球通路ユニット］
　次に、上記したタンクレール部材７４０から一列状に落下される球を賞球ユニット８０
０に導くための球通路ユニット７７０について、主に図１０１乃至図１０５を参照して説
明する。図１０１は、本体枠３と球通路ユニット７７０及び賞球ユニット８００との関係
を示す分解斜視図であり、図１０２は、球通路ユニット７７０及び賞球ユニット８００と
の関係を示す背面図であり、図１０３は、球通路ユニット７７０の背面から見た斜視図で
あり、図１０４は、球通路ユニット７７０の正面図であり、図１０５は、球通路ユニット
７７０と賞球ユニット８００との連結構造を説明するための側面図である。なお、図１０
２及び図１０３において、賞球ユニット８００部分は、ギアカバー８６６、アルミ放熱板
８４１、ユニットサブ板８２５が削除され、ユニットベース体８０１に形成された球通路
部分をわかりやすく描いたものである。ただし、ギア等については、球通路との関係を理
解し易くするため、一点鎖線で示してある。
【０３３７】
　本実施形態の球通路ユニット７７０は、略長方形状の板材の裏面（背面から見える面を
表面という。）に屈曲した一対の屈曲通路壁７７１によって球落下通路７７２が形成され
ている。この球落下通路７７２は、図１００（Ａ）に示すように、その上流が前後方向（
背面から見て奥行方向）に屈曲する前後屈曲通路部７７２ａと、前後屈曲通路部７７２ａ
に連通して左右方向（背面から見て左右方向）に屈曲する左右屈曲通路部７７２ｂと、左
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右屈曲通路部７７２ｂに連通して略垂直状となっている垂直通路部７７２ｃとからなって
いる。
【０３３８】
　この前後屈曲通路部７７２ａは、図１００（Ａ）に示すように、上述したタンクレール
部材７４０から落下する上端入口７７３の位置が前述したように２列の通路７４２の略中
央であるため、本体枠３の上後面壁５４５及び軸支側後面壁５４６の表面から背面側に離
れた位置となっているので、前後屈曲通路部７７２ａと軸支側後面壁５４６に突設される
賞球案内突起５６１とによって球落下通路７７２を軸支側後面壁５４６の表面に近い位置
とするように前後方向に屈曲するものである。また、左右屈曲通路部７７２ｂは、図１０
４に示すように、タンクレール部材７４０から前後屈曲通路部７７２ａを落下してきた球
の勢いを弱めるために球通路ユニット７７０の略横幅一杯にコ字状に屈曲して形成される
ものである。
【０３３９】
　更に、垂直通路部７７２ｃも略垂直状に形成されているものの若干緩やかに湾曲して形
成され、その垂直通路部７７２ｃを構成する一方の屈曲通路壁７７１に切欠部７７５が形
成され、その切欠部７７５に上端が支軸７７７によって軸支される球切れ検出片７７６が
揺動自在に取付けられている。この球切れ検出片７７６の側方には、球切れスイッチ７７
８が取付けられ、球切れスイッチ７７８のアクチュエータ７７９が球切れ検出片７７６に
当接している。球切れ検出片７７６及び球切れスイッチ７７８によって垂直通路部７７２
ｃでの球切れを検出する球切れ検出機構が構成されている。
【０３４０】
　しかして、垂直通路部７７２ｃに球が存在しているときには、垂直通路部７７２ｃに存
在する球によって球切れ検出片７７６が押圧されてアクチュエータ７７９を押して球切れ
スイッチ７７８をＯＮとするが、垂直通路部７７２ｃに球詰まりや球欠乏により球が存在
しなくなると球切れ検出片７７６が垂直通路部７７２ｃ内に向かって揺動するので、アク
チュエータ７７９が球切れスイッチ７７８をＯＦＦとする。球切れスイッチ７７８がＯＦ
Ｆになると、後述する賞球ユニット８００の払出モータ８１５の回転が停止して賞球の払
出が停止されるようになっている。
【０３４１】
　なお、切欠部７７５の下端部には、球切れ検出片７７６の通路部と反対側への過剰な揺
動を防止するためにストッパー突起７８０が形成されており、また、球通路ユニット７７
０の球切れ検出片７７６に対応する垂直通路部７７２ｃに球詰まり用挿入溝７８１が形成
されている。この球詰まり用挿入溝７８１は、球詰まり等で球切れ検出片７７６の揺動動
作が行われ難い場合に、球通路ユニット７７０の後面側からピンを差し込んで球切れ検出
片７７６部分の球詰まりの解消を図るために設けられるものである。更に、球切れ検出片
７７６に対面する他方の屈曲通路壁７７１は、若干球切れ検出片７７６側に向かって膨出
状に形成されている。これは、垂直通路部７７２ｃに球が存在しているときに確実に球切
れ検出片７７６を押圧して球切れスイッチ７７８をＯＮにするためである。
【０３４２】
　また、球通路ユニット７７０には、上記した球落下通路７７２を避けた位置に止め穴７
８２と位置決めボス７８３とが形成されている。位置決めボス７８３は、本体枠３の軸支
側後面壁５４６に形成される位置決めピン５７４に係合されるものであり、止め穴７８２
は、同様に軸支側後面壁５４６に形成される通路ユニット取付ボス５６２に対応するもの
である。しかして、球通路ユニット７７０を本体枠３に取付けるには、図１０１に示すよ
うに、位置決めボス７８３を位置決めピン５７４に係合させながら通路ユニット取付ボス
５６２と止め穴７８２とを一致させ、その状態で止め穴７８２からビス７８４を螺着する
ことにより行うことができる。更に、球通路ユニット７７０には、その一側中程にカバー
体１２５０の係合片と係合するカバー体係合溝７８５が形成されていると共に、下部に賞
球ユニット８００と連結するための連結蓋部材７８６が回動自在に設けられている。
【０３４３】
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　連結蓋部材７８６は、図１０３に示すように、長方形状の板材の裏面に円弧状に突設さ
れる一対の通路壁７９０を突設することにより構成されており、球通路ユニット７７０の
下部表面の左右両端部に突設される軸支部としての支持突片７８７に、連結蓋部材７８６
の両端部から延びる支持片７８８の先端に突設される回転軸部としての突起軸７８９を嵌
合することにより回動自在に軸支されるものである。また、連結蓋部材７８６は、閉じる
ことにより球通路ユニット７７０の下方に延長されて通路壁７９０によって形成される通
路と球落下通路７７２の下流端部とが連通した状態（図１０５（Ｂ）に示す状態）と、開
放することにより通路壁７９０によって形成される通路と球落下通路７７２の下流端部と
が連通しない状態（図１０５（Ａ）に示す状態）と、に回動し得るが、開放した状態から
閉じた状態に移行する際に、連結蓋部材７８６の支持片７８８を案内する案内突起７９１
が球通路ユニット７７０の後面下端部に突設されている。
【０３４４】
　而して、球通路ユニット７７０を本体枠３の軸支側後面壁５４６に固定した状態で、し
かも、後述するように賞球ユニット８００を同じく軸支側後面壁５４６に装着した状態（
図１０５（Ａ）に示す状態）で、連結蓋部材７８６を閉じて賞球ユニット８００に設けら
れる係止弾性爪８２０によってその後面を係止することにより、球通路ユニット７７０の
球落下通路７７２と賞球ユニット８００の屈曲通路８０３とを通路壁７９０にて連通して
、球通路ユニット７７０の球落下通路７７２を落下する球を賞球ユニット８００の屈曲通
路８０３に導くことができるものである。このように球通路ユニット７７０に回動自在な
連結蓋部材７８６を設けた理由は、後述するように賞球ユニット８００を本体枠３に対し
て着脱自在に装着し易くすることと、その着脱自在に装着したことに起因して球通路ユニ
ット７７０と賞球ユニット８００との間に形成される空間が球のスムーズな落下を阻害し
ないようにするためである。
【０３４５】
　また、球通路ユニット７７０に突設される一対の屈曲通路壁７７１の間に本体枠３の軸
支側後面壁５４６にその突出高さが下流側に向かって徐々に低くなるように突設される賞
球案内突起５６１を挿入することで、球落下通路７７２の上端入口７７３がタンクレール
部材７４０の２列の通路７４２の略中央下部に位置するように、球落下通路７７２の上流
部を背面からみて前後方向に屈曲する前後屈曲通路部７７２ａとして形成する。これによ
り、一対の整列歯車７４７によって２列で流下する球を交互に１個ずつ賞球ユニット８０
０側に送り出す構成において、球落下通路７７２を通して球を１個ずつスムーズに賞球ユ
ニット８００に送り出すことができる。また、この構成によれば、複数の部材の組立体か
ら球落下通路７７２を構成する必要がないため、球落下通路７７２を構成する部品点数を
削減することができると共に、球落下通路７７２の組み付け作業性を向上することができ
る。
【０３４６】
　また、タンクレール部材７４０から前後屈曲通路部７７２ａを落下してきた球は、左右
屈曲通路部７７２ｂを通過することでその勢いを弱め、その後、垂直通路部７７２ｃを通
って賞球ユニット８００に送られる。また、勢いが弱められた状態で球が送り込まれる垂
直通路部７７２ｃには、球切れを検出するための球切れ検出機構（球切れ検出片７７６及
び球切れスイッチ７７８）が設けられる。これにより、球落下通路７７２での球切れ、言
い換えれば賞球ユニット８００に供給する球が切れたこと（球切れ）を確実に検出するこ
とができる。
【０３４７】
［１－３Ｆ．賞球ユニット］
　次に、上記した球通路ユニット７７０の下流側に配置される賞球ユニット８００につい
て、主に図１０６乃至図１０９を参照して説明する。図１０６は、賞球ユニット８００の
背面側から見た分解斜視図であり、図１０７は、払出モータ８１５と払出部材としてのス
プロケット８０７との関係を説明するための背面図であり、図１０８は、賞球ユニット８
００の通路と駆動関係を説明するための背面図であり、図１０９は、図１０８のＡ－Ａ断
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面図である。
【０３４８】
　図１０６において、賞球ユニット８００は、一対の屈曲通路壁８０２によって球通路を
構成する屈曲通路８０３、賞球通路８１０、及び球抜通路８１１が形成されるユニットベ
ース体８０１と、ユニットベース体８０１の後面を覆うユニットサブ板８２５と、ユニッ
トサブ板８２５の上部表面（後面側）に取付けられる賞球ユニット内中継端子板８３０と
、ユニットサブ板８２５の略中央表面領域（後面側領域）に設けられるギア群８４３，８
４４，８４７及び検出円盤８５０（回転伝達部材）を被覆するギアカバー８６６とから構
成されている。以下、これらの構成を順次説明する。
【０３４９】
　ユニットベース体８０１は、略長方形状の板状（この板部分を「底面」という場合があ
る。）に形成され、その板状のユニットサブ板８２５側に向かって突設される一対の屈曲
通路壁８０２によって屈曲通路８０３が形成されている。屈曲通路壁８０２は、ユニット
ベース体８０１の上部中央から下流側の略中程まで球の直径よりもやや大きな間隔で突設
されるが、その中程から下流側に大きく左右に分かれて中程から下流端までユニットベー
ス体８０１の両端辺の側壁を兼ねている。また、中程の屈曲通路壁８０２が大きく左右に
分かれた部分は、球送り回転体としてのスプロケット８０７が配置される振分空間８０５
を構成し、その振分空間８０５の下部からユニットベース体８０１の下流端までに左右に
分かれた屈曲通路壁８０２の対をなすように通路区画壁８０９が突設形成されている。
【０３５０】
　つまり、中程から下流側の左右の屈曲通路壁８０２と通路区画壁８０９とによって振分
空間８０５から左右に２つの通路が構成されることなり、一方の通路が賞球通路８１０を
構成し、他方の通路が球抜通路８１１を構成している。なお、通路区画壁８０９も左右に
大きく分かれており、その分かれた通路区画壁８０９の内側に払出モータ８１５を収納す
るモータ収納空間８１４が形成されている。即ち、払出モータ８１５は、球通路（屈曲通
路８０３、賞球通路８１０、球抜通路８１１）を避けた位置であって、その球通路の奥行
き幅寸法内に形成されるモータ収納空間８１４に収納固定される。なお、屈曲通路８０３
は、通路８０３内に停留する球のスプロケット８０７への圧力を弱めるために蛇行状に形
成されて振分空間８０５に到達しているが、その振分空間８０５の上流側の底面に楕円形
状の開口８０４が形成されている。この開口８０４は、屈曲通路８０３内に入った小さな
ゴミ等を貯留するもので、賞球ユニット８００を本体枠３から取り外したときに溜まった
ゴミ等を取り出すことができるようになっている。
【０３５１】
　また、上記した振分空間８０５には、外周に球が嵌り合う複数（図示の場合は、３つ）
の凹部が形成された払出部材としてのスプロケット８０７が回転自在に配置されるが、こ
のスプロケット８０７が固定される回転軸８０８の他端を軸支する軸受筒８０６が振分空
間８０５の底面に形成されている。また、振分空間８０５の底部を構成する通路区画壁８
０９の上端部は、スプロケット８０７の回転円弧に沿った凹円弧状に形成され、その一方
に形成される賞球通路８１０の上流部には、計数スイッチ８１２が着脱自在に装着されて
いる。
【０３５２】
　この計数スイッチ８１２は、先端部に球が通過する円形状の通過穴が形成された直方体
状の磁気センサからなり、その後端部の形状と合致するスイッチ嵌合凹部８６５を屈曲通
路壁８０２で形成することにより、簡単に着脱自在に取付けられるものである。なお、計
数スイッチ８１２からの配線（図示しない）は、後述する賞球ユニット内中継端子板８３
０に接続されるようになっている。更に、賞球通路８１０を構成する屈曲通路壁８０２の
下流側には、ユニットサブ板８２５と一体的に形成される通路蓋板部８５９に形成される
係止部８６０と係合する係止爪８１３が複数形成されている。ただし、複数の係止爪８１
３のうち、通路蓋板部８５９の下端の一方の係止部８６０と係合する係止爪８１３は、通
路区画壁８０９側に形成されている。
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【０３５３】
　また、ユニットベース体８０１の下方であって賞球通路８１０と球抜通路８１１との間
には、払出モータ８１５を収納する円形状のモータ収納空間８１４が形成されるが、この
モータ収納空間８１４の内部に払出モータ８１５の円筒状本体が収納されるようになって
いる。ただし、払出モータ８１５は、その前面に形成される一対の取付片８１６によって
ユニットサブ板８２５の下方に取付けられるアルミ放熱板８４１の裏面側にビス８１７で
固着されるようになっている。そして、払出モータ８１５がユニットサブ板８２５のアル
ミ放熱板８４１に取付けられた状態で、払出モータ８１５のモータ軸８１８は、アルミ放
熱板８４１に穿設された軸挿通穴８４２を貫通して第一ギア８４３が固着されるようにな
っている。
【０３５４】
　また、ユニットサブ板８２５及びアルミ放熱板８４１でユニットベース体８０１の後面
側を被覆することにより、上記した屈曲通路８０３、賞球通路８１０、及び球抜通路８１
１が形成される奥行幅方向の空間内に払出モータ８１５の円筒状本体部分も収納配置され
ることになる。そして、払出モータ８１５を収納するモータ収納空間８１４と前述したス
プロケット８０７が配置される振分空間８０５とが、上下方向の極めて近い位置関係に形
成されているため、ユニットベース体８０１の上下方向の長さを短くすることができ、結
果的に賞球ユニット８００のコンパクト化を図ることができる。
【０３５５】
　更に、ユニットベース体８０１には、上記した球抜通路８１１の最下端に球抜きされた
球を賞球ユニット８００の裏面側に誘導する誘導突片８１９が突設され、この誘導突片８
１９に誘導された球が後述する球抜接続通路８８０に誘導されて最終的にパチンコ機１の
外部（島台の下方に設けられる回収樋）に放出されるようになっている。また、ユニット
ベース体８０１の上部には、前述した球通路ユニット７７０の連結蓋部材７８６を係止す
る係止弾性爪８２０が突設されると共に、賞球ユニット８００を本体枠３の軸支側後面壁
５４６に着脱自在に取付けるためのボタン挿通係合穴８２１及び鉤状係合部８２４と、ユ
ニットベース体８０１とユニットサブ板８２５を挟持した状態でギアカバー８６６とを連
結するための取付ボス８２３が設けられている。
【０３５６】
　このボタン挿通係合穴８２１には、ユニットベース体８０１の上部一側に設けられて棒
状の着脱ボタン８２２が奥行幅方向に摺動自在に取付けられるものであり、後述するよう
に、その前方先端が本体枠３の軸支側後面壁５４６に形成されるロック用弾性爪５６４に
対応している。また、ボタン挿通係合穴８２１の後端面は、図１０１に示すように、ロッ
ク用弾性爪５６４の先端部が入り込むように凹状となっている。また、鉤状係合部８２４
は、本体枠３の軸支側後面壁５４６に形成される係合突片５６５と係合するもので、賞球
ユニット８００を軸支側後面壁５４６に押し当てて下方に押下げることにより、鉤状係合
部８２４と係合突片５６５とが係合するものである。そして、その係合状態においてロッ
ク用弾性爪５６４とボタン挿通係合穴８２１とが係合するので、賞球ユニット８００の上
方向の移動ができないようになっている。
【０３５７】
　なお、鉤状係合部８２４は、ユニットベース体８０１の上部左右に形成されている。ま
た、ユニットサブ板８２５を挟持した状態でユニットベース体８０１とギアカバー８６６
とを連結するための取付ボス８２３は、後面側に向かって長く突設され、ユニットサブ板
８２５に穿設される貫通穴８５８を貫通した後、ギアカバー８６６の取付穴８６７に対応
させ、そのギアカバー８６６の表面からネジ８６８を螺着することにより、ユニットサブ
板８２５を挟持した状態でユニットベース体８０１とギアカバー８６６とを連結している
。
【０３５８】
　上記したユニットベース体８０１を被覆するユニットサブ板８２５の構成について説明
すると、ユニットサブ板８２５は、ユニットベース体８０１の屈曲通路８０３部分と振分
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空間８０５部分と賞球通路８１０部分とを覆う合成樹脂製の板材に払出モータ８１５が取
付けられると共に球抜通路８１１の下流部分とを覆うアルミ放熱板８４１を取付けること
により構成されている。そして、ユニットサブ板８２５の合成樹脂板部の表側（後面側）
には、賞球ユニット内中継端子板８３０を取付けるための中継基板領域８２６が上部に形
成され、その下方に複数のギア８４３，８４４，８４７や検出円盤８５０が取付けられる
ギア領域８４０が形成されている。
【０３５９】
　この中継基板領域８２６は、略正方形状に形成され、その正方形状に沿って賞球ユニッ
ト内中継端子板８３０を載置する載置リブ８２７が突設され、その一側垂直辺の上下に後
述する基板カバー８３５の係合突起８３６と係合する係合溝部８２８が形成され、その他
側垂直辺の中央に基板カバー８３５の係止突部８３７と係合する係止爪部８２９が形成さ
れている。また、中継基板領域８２６には、着脱ボタン８２２が挿通されるボタン挿通穴
８３４と賞球ユニット内中継端子板８３０をビス（図示しない）で止着するための取付ボ
ス部８３２が形成されている。
【０３６０】
　上記した中継基板領域８２６に取付けられる賞球ユニット内中継端子板８３０は、賞球
ユニット８００に設けられる上述した計数スイッチ８１２、払出モータ８１５、及び後述
する回転角スイッチ８５５からの配線と、後述する払出制御基板１１８６（図７１及び図
１２６を参照）からの配線とを中継するもので、そのために複数のコネクタが設けられる
と共に、着脱ボタン８２２が挿通されるボタン挿通穴８３３と取付ボス部８３２に対応す
る取付穴８３１とが穿設されている。しかして、賞球ユニット内中継端子板８３０を中継
基板領域８２６の載置リブ８２７に載置した状態で取付穴８３１と取付ボス部８３２とを
合致させて図示しないビスで止着することにより賞球ユニット内中継端子板８３０をユニ
ットサブ板８２５の表面（後面）に止着することができる。
【０３６１】
　また、上記のように取付けられる賞球ユニット内中継端子板８３０は、基板カバー８３
５によって被覆される。基板カバー８３５は、略正方形状の前面側が開放したボックス状
に形成され、その一側垂直辺の上下基部に係合突起８３６と他側垂直辺の略中央側面に係
止突部８３７が形成されている。また、基板カバー８３５の正方形状の垂直面には、ボタ
ン開口８３８と接続開口部８３９とが形成されている。しかして、基板カバー８３５の係
合突起８３６を中継基板領域８２６の係合溝部８２８に差し込んで係合した後、係止突部
８３７と係止爪部８２９とを係合させることにより、簡単に基板カバー８３５で賞球ユニ
ット内中継端子板８３０を被覆することができる。逆に、取り外す場合には、係止爪部８
２９を弾性変形させて係止突部８３７との係合を解除すると共に基板カバー８３５を斜め
手前側に引いて係合突起８３６と係合溝部８２８との係合を解除することができる。なお
、基板カバー８３５を被覆した状態では、ボタン挿通係合穴８２１に係合されている着脱
ボタン８２２の頭部がボタン挿通穴８３３，８３４を挿通してボタン開口８３８から外部
に僅かに臨んでいる。また、賞球ユニット内中継端子板８３０に接続された配線は、接続
開口部８３９から外部に引き出されるようになっている。
【０３６２】
　次に、ユニットサブ板８２５に形成されるギア領域８４０に設けられるギア８４３，８
４４，８４７、及び検出円盤８５０について説明する。前述したように、払出モータ８１
５のモータ軸８１８の先端は、ユニットサブ板８２５のアルミ放熱板８４１に穿設される
軸挿通穴８４２を貫通してユニットサブ板８２５の表面（後面側）に突出しており、その
突出した部分に第一ギア８４３（駆動ギア）が固着されている。第一ギア８４３の上方に
は、第一ギア８４３と噛合する第二ギア８４４（回転伝達ギア）がギアカバー８６６の裏
面（前面側）に一端が圧入され且つアルミ放熱板８４１に穿設される軸穴８４６に他端が
支持される軸８４５に回転自在に設けられ、その第二ギア８４４の上方には、第二ギア８
４４と噛合する第三ギア８４７（回転伝達ギア）がユニットサブ板８２５に形成される軸
穴８４９に圧入された軸８４８に回転自在に設けられている。更に、第三ギア８４７の上
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方には、第三ギア８４７と噛合するギア部８５２（従動ギア）を有する検出円盤８５０が
スプロケット８０７を軸支する回転軸８０８に回転自在に設けられている。
【０３６３】
　なお、図１０９に示すように、モータ軸８１８の先端部がギアカバー８６６に形成され
る受穴に遊嵌されている。また、回転軸８０８は、その一端がユニットベース体８０１に
形成される軸受筒８０６に圧入されて支持され、その他端がギアカバー８６６に形成され
る軸受穴に支持されるものであるが、ギア領域８４０の中央よりやや下方に形成された軸
貫通穴８６４を貫通して振分空間８０５においてスプロケット８０７を回転自在に軸支し
、ユニットサブ板８２５とギアカバー８６６とによって形成される空間において検出円盤
８５０を回転自在に軸支している。ただし、図１０９に示すように、スプロケット８０７
の後端部が検出円盤８５０の中心前面部と係合した状態となっているので、スプロケット
８０７と検出円盤８５０とは、回転軸８０８を中心として一体的に回転するようになって
いる。したがって、払出モータ８１５が回転駆動すると、その回転が第一ギア８４３、第
二ギア８４４、第三ギア８４７、検出円盤８５０のギア部８５２を介してスプロケット８
０７を回転するように伝達される。
【０３６４】
　この検出円盤８５０の外周は、ギア部８５２の円よりも一回り大きく形成されており、
そのギア部８５２よりも外側に突出している外周部分には、スプロケット８０７の凹部と
同じ数（図示の場合には、３個）の検出切欠８５１が形成されている。この検出切欠８５
１は、ユニットサブ板８２５の表面に形成される基板取付部８５７に挟持支持されるセン
サ基板８５４に設けられる投受光方式の回転角スイッチ８５５（回転位置検出手段）によ
って検出されるものである。そして、回転角スイッチ８５５は、払出動作時において所定
のインターバル時間内に検出切欠８５１の検出個数を検出することにより、スプロケット
８０７が正常に回転しているか否かを監視するためのものである。仮に、回転角スイッチ
８５５により、異常回転が検出されたとき（多くは、スプロケット８０７による球噛み状
態）には、スプロケット８０７を所定回数正逆回転させて異常状態（例えば、球噛み状態
）を解消するものである。なお、実際に払いだされた球の個数は、前述した賞球通路８１
０に設けられる計数スイッチ８１２によって検出して計数のために使用している。なお、
図１０９に示すように、センサ基板８５４の他端辺もギアカバー８６６に形成される基板
取付部に挟持されるようになっている。
【０３６５】
　上述したように、ギア領域８４０に設けられる複数のギアのうち、第二ギア８４４だけ
がギアカバー８６６側に圧入される回転軸８４５に回転自在に設けられているところ、ギ
ア領域８４０を覆うギアカバー８６６には、ユニットベース体８０１に突設されてユニッ
トサブ板８２５の貫通穴８５８を貫通する取付ボス８２３の先端部に対応する位置に穿設
される取付穴８６７が形成されている。そして、ギアカバー８６６側に設けられる第二ギ
ア８４４の歯とユニットサブ板８２５側に設けられる第一ギア８４３及び第三ギア８４７
の歯とを噛合せながら、取付穴８６７と取付ボス８２３とを一致させた状態でギアカバー
８６６の後面からネジ８６８で螺着することにより、ユニットサブ板８２５を挟持する状
態でユニットベース体８０１とギアカバー８６６とが一体的に固定される。また、ギアカ
バー８６６の一側側面には、賞球ユニット内中継端子板８３０に接続される配線（例えば
、賞球ユニット内中継端子板８３０と後述する払出制御基板１１８６とを接続する配線等
）を掛け留めて纏める配線処理片８６９が突設されている。
【０３６６】
　以上、賞球ユニット８００の構成について説明してきたが、ユニットベース体８０１と
ユニットサブ板８２５と賞球ユニット内中継端子板８３０と基板カバー８３５とギアカバ
ー８６６とを組み付けた状態においては、図１０９に示すように、払い出すべき球が導か
れる屈曲通路８０３の下方位置に払出モータ８１５の円筒状の本体部分が収納されるよう
に位置する。また、ユニットベース体８０１には、球通路（屈曲通路８０３、賞球通路８
１０、球抜通路８１１）内に配置されたスプロケット８０７と、球通路を避けた位置であ
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って球通路の奥行き幅寸法内に形成されるモータ収納空間８１４に収納された払出モータ
８１５と、を設け、ユニットサブ板８２５には、その非閉塞面側に沿って払出モータ８１
５のモータ軸８１８の回転をスプロケット８０７の回転軸８０８に伝達する回転伝達部材
（第一ギア８４３、第二，３ギア８４４，８４７、及び検出円盤８５０のギア部８５２）
を設け、しかも、払出モータ８１５と屈曲通路８０３の振分空間８０５に配置される払出
部材としてのスプロケット８０７とをユニットサブ板８２５の後面のギア領域８４０に設
けられる複数のギア８４３，８４４，８４７，８５０（８５２）によって回転駆動するよ
うに連結した構造となっている。即ち、ユニットベース体８０１とユニットサブ板８２５
との間に形成される球通路（屈曲通路８０３、賞球通路８１０、球抜通路８１１）の奥行
き幅内にスプロケット８０７と払出モータ８１５とを収納し、しかも、スプロケット８０
７と払出モータ８１５とを連結する回転伝達部材（第一ギア８４３、第二，３ギア８４４
，８４７、及び検出円盤８５０のギア部８５２）をユニットサブ板８２５の非閉塞面側の
所定幅内に沿って設けたので、球通路の外側に払出モータやスプロケットの一部を配置し
たものに比べて、賞球ユニット８００を薄型化することができる。
【０３６７】
　また、このような賞球ユニット８００は、賞球ユニット８００内の球通路（屈曲通路８
０３、賞球通路８１０、球抜通路８１１）が一条の通路形状で形成されることにより、よ
り一層の薄型化が図られている。即ち、従来のように、払出モータ８１５を賞球ユニット
の前面側又は後面側又は側方側に突出させるものと異なり、本体枠３の軸支側後面壁５４
６の後面側に取付けたときに、賞球ユニット８００のいずれの部分もさらに後方に向かっ
て突出することがない構造とすることができる。なお、図１０９において、払出モータ８
１５の前端部分がユニットベース体８０１の後面よりも僅かに突出して構成されているが
、この突出部分は、図７１に示すように、軸支側後面壁５４６の下方の払出モータ用逃げ
開口部５７２から本体枠３の前方部分に臨むようになっているため、結果的にその突出寸
法から軸支側後面壁５４６の板厚寸法を差し引いた寸法だけ突出する程度となり、軸支側
後面壁５４６よりも前方に向かう突出量は僅かなものとなっている。また、このような構
成をとることにより、本実施形態では、賞球ユニット８００が取付けられる本体枠３の軸
支側後面壁５４６と遊技盤４の裏面との間に、遊技盤４に設けられる遊技装置の後方突出
部分を収納する収納空間を奥行き幅方向で大きくとることができる。
【０３６８】
　更に、上記のように構成される賞球ユニット８００を本体枠３の軸支側後面壁５４６に
取付けるためには、図１０１に示すように、鉤状係合部８２４と係合突片５６５とを対応
させて位置合わせした後、賞球ユニット８００の下端を係止溝５７３に掛け止め且つ鉤状
係合部８２４と係合突片５６５とを係合させるために賞球ユニット８００を軸支側後面壁
５４６に密着させたまま下方に押下げる。このとき、賞球ユニット８００の下端部と係止
溝５７３とが係合し且つ鉤状係合部８２４と係合突片５６５とが係合しているので、取付
自体は完了しているが、賞球ユニット８００を上方に移動させることにより簡単に上記の
夫々の係合状態が解除されてしまうため、これを防止するために、ロック用弾性爪５６４
がボタン挿通係合穴８２１に係合するようになっている。
【０３６９】
　つまり、ロック用弾性爪５６４とボタン挿通係合穴８２１とが係合することにより、取
付状態で賞球ユニット８００の上方への移動を防止している。このように、賞球ユニット
８００を取付けた後に、球通路ユニット７７０の連結蓋部材７８６を前述したように回動
して係止弾性爪８２０で係止することにより、球通路ユニット７７０の球落下通路７７２
下流端と賞球ユニット８００の屈曲通路８０３の上流端とを一対の通路壁７９０によって
構成される通路を介して連通化することができる。また、賞球ユニット８００を取付けた
状態では、賞球通路８１０の下流端と後に詳述する満タンユニット９００の賞球入口９２
７とが接続され、球抜通路８１１の下流端が球抜接続通路８８０の上流端と接続される。
【０３７０】
　一方、賞球ユニット８００を取り外すときは、係止弾性爪８２０による係合を解除して
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連結蓋部材７８６を手前側に回動し、その後、着脱ボタン８２２を押圧してロック用弾性
爪５６４を前面側に移動させてロック用弾性爪５６４とボタン挿通係合穴８２１との係合
を解除させ、その後着脱ボタン８２２を押圧したままの状態で賞球ユニット８００を上方
に引き上げて賞球ユニット８００の下端部と係止溝５７３との係合及び鉤状係合部８２４
と係合突片５６５との係合を解除して賞球ユニット８００を手前側に引き出すことにより
、賞球ユニット８００を簡単に取り外すことができる。
【０３７１】
［１－３Ｇ．満タンユニット］
　続いて、上記した賞球ユニット８００の下流側に配置される満タンユニット９００につ
いて、主として図１１０乃至図１１６を参照して説明する。図１１０は、賞球ユニット８
００と満タンユニット９００との関係を示す斜視図であり、図１１１は、満タンユニット
９００の斜視図であり、図１１２は、満タンユニット９００の正面から見た分解斜視図で
あり、図１１３は、満タンユニット９００の背面から見た分解斜視図であり、図１１４は
、満タンユニット９００とファール口６１０との関係を示す一部破断斜視図であり、図１
１５は、満タンユニット９００に設けられる底面揺動板９０７部分で切断した横断面図で
あり、図１１６は、満タンユニット９００とファール口６１０との関係を示す断面図であ
る。
【０３７２】
　満タンユニット９００は、前述したように本体枠３の満タンユニット載置部５３１に載
置固定されるものであり、図１１２に示すように、上面が開放したボックス状に形成され
るボックス主体９０１と、ボックス主体９０１の上面を覆う蓋体９２６とから構成されて
いる。ボックス主体９０１は、賞球通路８１０の下流端から流入した球が内部をジグザグ
状に誘導されて出口９２１から排出されるようになっている。このため、その上流部に蓋
体９２６に形成される賞球入口９２７から流入した球を一端から他端に向かって側方に誘
導する側方誘導通路９０２が形成されている。側方誘導通路９０２の賞球入口９２７の直
下の一端部には、球を側方に向かって誘導するように凹円弧状に形成される側方誘導受部
９０３が設けられ、側方誘導通路９０２の他端内面に側方誘導通路９０２を流れてきた球
の衝撃を受け止めて球を下流側に誘導する緩衝部材９０４が設けられている。
【０３７３】
　また、側方誘導通路９０２の他端内面に設けられる緩衝部材９０４に衝突した球は、向
きを下流側に変えた後、側方誘導通路９０２の球の流れと逆方向に流れるように誘導され
る逆側方誘導通路９０５が形成されている。逆側方誘導通路９０５を流れた球は、その後
、前方に向かって形成される前方誘導通路９２０に導かれて前方誘導通路９２０の流下端
に形成される出口９２１から前述した皿ユニット３００の賞球連絡樋３４３に導かれる。
【０３７４】
　ところで、逆側方誘導通路９０５の上流側の底面には、その底面の全域に亘って開口す
る底面開口９０６が形成され、その底面開口９０６を底面揺動板９０７が揺動自在に閉塞
している。底面開口９０６は、上面が開放された略正方形の凹状に形成され、その内部の
正面から見て前後方向の側壁に一対の軸支突起９１１が突設されている。また、底面開口
９０６の凹状の底面にバネ９１３の下端を位置決めするための円形状のバネ載置凹部９１
２が形成されている。一方、底面開口９０６を閉塞する底面揺動板９０７は、略正方形状
に形成され、その裏面下流側に正面から見て軸支突起９１１に嵌合することにより軸支さ
れる半円形状の軸受部９０８が突設形成されている。
【０３７５】
　また、底面揺動板９０７の裏面中央には、図１１５に示すように、バネ９１３の上端が
係止されるバネ係止突起９１０が下方に向かって突設されている。したがって、底面揺動
板９０７は、バネ９１３の付勢力によりその上流側が常に上方へ揺動された方向に付勢さ
れている。そして、バネ９１３は、通常の賞球の払出個数（例えば、１５個）が一度に底
面揺動板９０７上に載置したときでも底面揺動板９０７が下方に揺動せず、賞球の払出個
数以上の所定個数の球が底面揺動板９０７上に載置したときに下方に揺動するようなバネ
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係数を有するバネ部材によって形成されている。更に、底面揺動板９０７の上流側に検出
突片９０９が前方に向かって突出されている。この検出突片９０９は、底面揺動板９０７
の軸受部９０８を軸支突起９１１に嵌合軸支したときに、連通孔９２９を貫通して次に説
明するスイッチ収納空間９１４に位置するようになっている。
【０３７６】
　また、逆側方誘導通路９０５の上流端部の側壁の外側には、満タンスイッチ９１６を収
納するためのスイッチ収納空間９１４が一体的に形成されている。スイッチ収納空間９１
４に満タンスイッチ９１６を取付けるために、スイッチ収納空間９１４の上部であって逆
側方誘導通路９０５の上流端部の側壁の外側面にスイッチ取付部９１８が形成され、その
スイッチ取付部９１８に満タンスイッチ９１６を保持するスイッチホルダ９１５の取付片
９１７がネジ９１９によって止着されている。満タンスイッチ９１６は、投光器と受光器
とからなるスイッチとして構成され、その受光器と投光器との間を検出突片９０９が上下
に揺動することによりＯＮ・ＯＦＦを検出するものである。
【０３７７】
　更に、逆側方誘導通路９０５の下流側の一側方にファール球通路９２２が形成されてい
る。ファール球通路９２２は、その上流側のファール球入口９２３が図１１４に示すよう
に、前述したファール口６１０に連通し、その下流側が前方誘導通路９２０の上流側に連
通するように屈曲して形成されている。このため、ファール口６１０に取り入れられたフ
ァール球は、ファール球入口９２３から屈曲したファール球通路９２２を通って前方誘導
通路９２０に導かれ、さらに出口９２１及び賞球連絡樋３４３を通って皿ユニット３００
に戻される。
【０３７８】
　また、ボックス主体９０１には、出口９２１の両側方とファール球入口９２３の一側方
に満タンユニット載置部５３１に形成されるユニット係合溝５３２に係合される係合片９
２４が突設されると共に、蓋体９２６に形成される掛止片９２８と係合する掛止突起９２
５が形成されている。この掛止突起９２５は、ボックス主体９０１の左右後方の側壁上部
に適宜形成されている。
【０３７９】
　一方、蓋体９２６は、ボックス主体９０１の側方誘導通路９０２、逆側方誘導通路９０
５、前方誘導通路９２０、及びファール球通路９２２の上面を覆うような板形状に形成さ
れ、側方誘導通路９０２に上流端に対応する位置に正方形状の賞球入口９２７が開口され
ている。また、蓋体９２６の周囲には、ボックス主体９０１の掛止突起９２５と係合する
ための掛止片９２８が下方に向かって突設されている。
【０３８０】
　上記のように構成される満タンユニット９００においては、図１１０に示すように、賞
球ユニット８００の賞球通路８１０から払出された球が賞球入口９２７から側方誘導通路
９０２の上流側に入って側方誘導受部９０３によって側方に向かって誘導されて緩衝部材
９０４に衝突する。緩衝部材９０４に衝突した球は、そのまま下流側に向かって逆側方誘
導通路９０５を側方誘導通路９０２の誘導方向と逆方向に誘導されて前方誘導通路９２０
に導かれ、前方誘導通路９２０の出口９２１から賞球連絡樋３４３を通って皿ユニット３
００に導かれる。また、ファール球入口９２３から入ったファール球も屈曲したファール
球通路９２２によって球の勢いを弱められて前方誘導通路９２０に合流し、前方誘導通路
９２０の出口９２１から賞球連絡樋３４３を通って皿ユニット３００に導かれる。
【０３８１】
　そして、通常時、満タンユニット９００内を球が自然に流れているときには、側方誘導
通路９０２から逆側方誘導通路９０５に球が移動する際に、底面揺動板９０７に落下する
が、通常の賞球の払出個数程度では、バネ９１３の弾発力が強いので、底面揺動板９０７
が揺動することがなく、図１１５の実線で示すように、検出突片９０９が投受光方式の満
タンスイッチ９１６の投光器と受光器との間に入ってスイッチが導通しない状態（ＯＦＦ
）となっている。これに対し、皿ユニット３００に賞球が貯留されて満タンユニット９０
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０内にも球が充満してきたときには、前方誘導通路９２０及び逆側方誘導通路９０５の上
流側の全域に形成される底面揺動板９０７上に貯留された球の圧力により底面揺動板９０
７がバネ９１３の付勢力に抗して下方に揺動し、図１１５の二点鎖線で示すように、検出
突片９０９が投受光方式の満タンスイッチ９１６の投光器と受光器との間から外れてスイ
ッチが導通した状態（ＯＮ）となる。満タンスイッチ９１６がＯＮすると、賞球ユニット
８００の払出モータ８１５の回転駆動が停止（所定個数の賞球を払出している最中にＯＮ
信号が導出された場合には、その所定個数の賞球が払出されてから停止）するようになっ
ている。
【０３８２】
　上記したように、満タンユニット９００においては、球が流下する通路（図示の場合に
は、逆側方誘導通路９０５）の通路底面の幅と略同じ幅の底面揺動板９０７によって満タ
ンスイッチ９１６を作動させるようにすると共に、通常時の球の流れによって揺動せずあ
る程度の球が載置したときに底面揺動板９０７揺動するように付勢部材（バネ９１３）で
付勢したので、従来のように一部の通路の底面等に球が載置したことにより球詰まりを検
出するものに比べて、その一部の通路部分における球の載置が球詰まりによって検出され
ない事態を確実に防止することができる。このことは、球の満タンを確実に検出すること
ができるものである。
【０３８３】
　また、本実施形態に係る満タンユニット９００においては、本体枠３の満タンユニット
載置部５３１に着脱自在に取付けるものであるため、従来のように、満タン装置を本体枠
に形成された払出通路の内部に組み付けるものに比べて、本体枠に満タン構造のための通
路を形成する必要がない。また、満タンユニット９００の内部をジグザグ状の通路とする
ことにより、賞球ユニット８００の賞球通路８１０から払出された球の勢いを弱めながら
皿ユニット３００に誘導することができるので、払い出された賞球が皿ユニット３００か
ら外に飛び出すこともない。更に、本実施形態に係る満タンユニット９００は、ファール
球を導くファール球通路９２２が賞球を払い出す前方誘導通路９２０の途中に球の勢いを
弱めて合流するようになっているので、賞球の流れを阻害することなくファール球を合流
させることができる。
【０３８４】
［１－４．錠装置］
　次に、本体枠３の開放側の裏側端辺に沿って垂直方向に取付けられる錠装置１０００に
ついて主として図１１７乃至図１２５を参照して説明する。図１１７は、錠装置１０００
と本体枠３との関係を示す背面斜視図であり、図１１８は、錠装置１０００の本体枠３へ
の掛け止め構造を示す拡大側方断面図であり、図１１９は、パチンコ機１の縦方向中央よ
りやや下方の位置で水平方向に切断した一部断面図であり、図１２０は、錠装置１０００
と本体枠３の側壁５４０，５４１との詳細な関係を示す拡大断面図であり、図１２１は、
錠装置１０００の側面図（Ａ）、前面側から見た斜視図（Ｂ）であり、図１２２は、錠装
置１０００の背面側から見た斜視図（Ａ）、錠装置１０００のコ字状基体１００１の内部
に摺動自在に設けられる扉枠用摺動杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０の斜視図（Ｂ）
，（Ｃ）であり、図１２３は、錠装置１０００の分解斜視図であり、図１２４は、扉枠用
摺動杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０の作用を説明するための正面図であり、図１２
５は、不正防止部材１０２３，１０３２の作用を説明するための正面図である。
【０３８５】
　錠装置１０００は、本体枠３の開放側の第一側面壁５４０に沿って本体枠３の略上端か
ら下端にかけて取付けられるものであり、図１１７に示すように、本体枠３の外周側辺と
第一側面壁５４０の立ち上がり部との間の上下端近い部分及び中程に形成される複数（図
示の場合、３個）の錠係止穴５４８と、第一側面壁５４０の垂直面の上部と中程に切り欠
けられて形成される錠取付穴５４７とシリンダ錠貫通穴５２６の上部近傍に形成される錠
取付穴５４７と、によって次に説明する錠装置１０００のコ字状基体１００１が支持固定
されるものである。そこで、以下、錠装置１０００の構造について詳細に説明する。
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【０３８６】
　図１２１乃至図１２３に示すように、錠装置１０００は、断面コ字状に形成される錠基
体としてのコ字状基体１００１と、コ字状基体１００１内に摺動自在に設けられる扉枠用
摺動杆１０４０と、コ字状基体１００１内に摺動自在に設けられる本体枠用摺動杆１０５
０と、本体枠用摺動杆１０５０の摺動を不正に行うことができないようにコ字状基体１０
０１の下部に取付けられる不正防止部材１０２３，１０３２と、からなる。
【０３８７】
　コ字状基体１００１は、金属を断面コ字状となるように折り曲げ、その内部に扉枠用摺
動杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０とを摺動可能に設けるものであるが、その横幅寸
法は従来の断面Ｌ字状に成形された基体に集約される錠装置に比べて極めて薄いものとな
っている。これは、前述したように遊技盤４の左右方向及び上下方向の大きさを極めて大
きくすると共に、本体枠３の側面壁５４０～５４３で囲まれる空間を大きくしたため、側
面壁５４０と本体枠３の外周辺との間の寸法が極めて小さくなっていることにより、本実
施形態に係る錠装置１０００の横幅寸法を小さく形成して錠装置１０００を本体枠３の裏
側に取付けることができるような取付構造として改良したためである。そして、コ字状基
体１００１の断面コ字状の開放側が本体枠３の裏面に対面するように取付けられるため、
錠装置１０００が本体枠３に取付けられた状態では、内部に設けられる扉枠用摺動杆１０
４０と本体枠用摺動杆１０５０とが、夫々のフック部１０４１、１０５４，１０６５を除
いてコ字状基体１００１に完全に被覆された状態の不正防止構造となっている。
【０３８８】
　まず、コ字状基体１００１の開放側と反対の閉塞側上下に本体枠用摺動杆１０５０のフ
ック部１０５４，１０６５が貫通される長方形状のフック貫通開口１００２が開設される
と共に、閉塞側であって第一側面壁５４０と密着する側面１００１ｂ（図１２３を参照）
上部と中程に水平方向にビス止め部１００３が突設され、更に、開放側の第一側面壁５４
０と密着しない側面１００１ａ（図１２３を参照）の上端部及び中間部と、開放側の両側
面１００１ａ，１００１ｂの下端部に係止突起１００４が突設形成されている。
【０３８９】
　このビス止め部１００３と係止突起１００４は、錠装置１０００を本体枠３の裏面に取
付けるためのものであり、係止突起１００４を本体枠３の錠係止穴５４８に差し込んで上
方に移動させ（図１１８を参照）、その状態でビス止め部１００３と錠取付穴５４７とが
一致するため、その一致した穴に図示しないビスを螺着することにより、錠装置１０００
を本体枠３に強固に固定することができる。なお、錠装置１０００のビスによる取付けは
、上部と中程のビス止め部１００３だけではなく、後述する錠取付片１００８に形成され
るビス止め部１００３とシリンダ錠貫通穴５２６の上方近傍に形成される錠取付穴５４７
とを対応させて図示しないビスで止着することにより、錠装置１０００の下方も取付けら
れるようになっている。
【０３９０】
　また、その取付けに際し、コ字状基体１００１の開放側（前方部）の上中下の３箇所に
形成される係止突起１００４を錠係止穴５４８に差し込んで位置決め係止し、コ字状基体
１００１の閉塞側（後方部）の上中の２箇所に形成されたビス止め部１００３及びコ字状
基体１００１の開放側（前方部）に形成されたビス止め部１００３を錠取付穴５４７にビ
スで固定する構造であるため、錠装置１０００の前方部を係止突起１００４と錠係止穴５
４８で係止し、錠装置１０００の後方部をビス止め部１００３と錠取付穴５４７で固定し
且つ錠装置１０００の下方部をビス止め部１００３と錠取付穴５４７で固定するので、極
めて簡単な構造で錠装置１０００を本体枠３に強固に固定することができるものである。
【０３９１】
　換言すると、錠装置１０００を極めて横幅寸法の薄いコ字状基体１００１に集約して構
成した場合でも、錠装置１０００の前方部と後方部との係止及び固定により、錠装置１０
００を本体枠３に強固に固定することができるものである。特に、本実施形態の場合には
、前方部の係止構造（固定構造でもよい）を構成する係止突起１００４がコ字状基体１０
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０１の第一側面壁５４０と密着しない側面１００１ａに突設形成される一方、後方部の固
定構造を構成するビス止め部１００３及びビス止め部１００３がコ字状基体１００１の第
一側面壁５４０と密着する側面１００１ｂから水平方向に突設形成される構造であるため
、前方部の係止構造が第一側面壁５４０と密着する側面１００１ｂに形成される場合に比
べて、ガタ付きが生じないように錠装置１０００を本体枠３に固定することができるもの
である。
【０３９２】
　また、コ字状基体１００１の両側面１００１ａ，１００１ｂの上部、中程、下部に挿通
穴１００５が形成され、コ字状基体１００１に扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆
１０５０を収納した状態で挿通穴１００５にリベット１００６を差込んでかしめることに
より、コ字状基体１００１の内部に扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５０を
摺動自在に取付けることができる。即ち、扉枠用摺動杆１０４０の上中下の３箇所に形成
されるリベット用長穴１０４２と本体枠用摺動杆１０５０の上フック部材１０５１及び下
フック部材１０５２に夫々１つずつ形成されるリベット用長穴１０５５，１０６１にリベ
ット１００６を貫通させることにより、扉枠用摺動杆１０４０が上方に移動できるように
し、本体枠用摺動杆１０５０が下方に移動できるようになっている。したがって、図１２
２（Ｂ）に示すように本体枠用摺動杆１０５０のリベット用長穴１０５５，１０６１の下
端部にリベット１００６が貫通しており、図１２２（Ｃ）に示すように扉枠用摺動杆１０
４０のリベット用長穴１０４２の上端部にリベット１００６が貫通している。
【０３９３】
　更に、コ字状基体１００１の下方部には、その閉塞側面に不正防止切欠部１００７が形
成されると共に、その開放側の本体枠３の第一側面壁５４０と密着する側面１００１ｂの
前端部にシリンダ錠１０１０を取付けるための錠取付片１００８が側方に向かって突設さ
れ、更に、第一側面壁５４０と密着する側面１００１ｂに挿入縦開口１０２０、バネ係止
片１０２１、及び逃げ横穴１０２２が夫々形成されている。不正防止切欠部１００７は、
後に説明する第一不正防止部材１０２３のストッパー片部１０２７が進退するようになっ
ている。この点については、後に詳述する。また、錠取付片１００８は、錠装置１０００
を本体枠３の裏面に取付けた状態で、遊技盤設置凹部５１０の下端辺よりも下方の位置と
なるようにコ字状基体１００１の側面１００１ｂの前端部から側方に向かって突設される
が、この錠取付片１００８には、シリンダ錠１０１０が貫通する錠挿通穴１００９が形成
されると共にシリンダ錠１０１０の錠取付基板１０１１に形成される取付穴１０１３をビ
ス１０１２で取付けるための取付穴１０１４が上下２箇所に穿設され、更に、錠装置１０
００の下部を本体枠３の裏面に取付けるためのビス止め部１００３が穿設されている。
【０３９４】
　また、挿入縦開口１０２０は、シリンダ錠１０１０に固定される係合カム１０１６の第
一係合突片１０１７及び第二係合突片１０１８がシリンダ錠１０１０の回動時に侵入する
ための開口であり、バネ係止片１０２１は、不正防止部材１０２３，１０３２に設けられ
るバネ１０３５が係止されるものであり、逃げ横穴１０２２は、連結ピン１０３４の移動
の邪魔をしないように逃げ穴を構成するものである。この点については後に詳述する。
【０３９５】
　上記した錠取付片１００８に取付けられるシリンダ錠１０１０について説明すると、シ
リンダ錠１０１０は、錠取付基板１０１１の前方に円筒状のシリンダ錠本体が固定され、
そのシリンダ錠本体の錠軸１０１５が錠取付基板１０１１より後面に出ており、その錠軸
１０１５の後端に係合カム１０１６がビス１０１９によって固定されている。係合カム１
０１６は、ブーメラン形状に形成され、その一端辺が回動時に本体枠用摺動杆１０５０の
下降係合穴１０６２に係合する第一係合突片１０１７となっており、その他端辺が回動時
に扉枠用摺動杆１０４０の上昇係合穴１０４５に係合する第二係合突片１０１８となって
いる。そして、上記のように構成されるシリンダ錠１０１０は、円筒状のシリンダ錠本体
部分を錠挿通穴１００９に挿通して錠取付基板１０１１の上下２箇所に形成される取付穴
１０１３と錠取付片１００８の取付穴１０１４とを一致させてビス１０１２で螺着するこ
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とにより、シリンダ錠１０１０をコ字状基体１００１に固定することができる。
【０３９６】
　次に、コ字状基体１００１に取付けられる不正防止部材１０２３，１０３２，について
図１２３を参照して説明する。不正防止部材１０２３，１０３２は、シリンダ錠１０１０
を正式な鍵で回動せずに、例えばピアノ線や針金等で不正に本体枠用摺動杆１０５０を下
降させることを防止するためのものである。しかして、不正防止部材１０２３，１０３２
は、第一不正防止部材１０２３と第二不正防止部材１０３２とを連結ピン１０３４で連結
した構造となっている。第一不正防止部材１０２３は、上端の揺動軸穴１０２５を中心に
して揺動自在に構成される縦長の板状に形成され、その揺動軸穴１０２５を前述したコ字
状基体１００１の内部に扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５０を摺動自在に
取付けるための挿通穴１００５及びリベット１００６のうち、最下方の挿通穴１００５及
びリベット１００６によって取付けられる。
【０３９７】
　また、第一不正防止部材１０２３には、その板状面に挿入縦開口１０２０と重複する縦
長な突片挿入穴１０２６が開設され、この突片挿入穴１０２６に第二係合突片１０１８が
挿入し得るようになっている。つまり、突片挿入穴１０２６と挿入縦開口１０２０を第二
係合突片１０１８が貫通することにより、コ字状基体１００１の内部に設けられる扉枠用
摺動杆１０４０の上昇係合穴１０４５と第二係合突片１０１８とが係合するようになって
いる。また、第一不正防止部材１０２３の突片挿入穴１０２６の開設位置の斜め上方の外
形線が傾斜部１０２４となっている。この傾斜部１０２４は、係合カム１０１６の回動時
に第一係合突片１０１７の後面側と当接するもので、係合カム１０１６の回動時に第一係
合突片１０１７と傾斜部１０２４とが当接することにより第一不正防止部材１０２３が揺
動軸穴１０２５を中心として揺動（図１２５（Ｂ）において時計回転方向）するようにな
っている。
【０３９８】
　更に、第一不正防止部材１０２３には、突片挿入穴１０２６の斜め下方の外形線上にス
トッパー片部１０２７が突設され、そのストッパー片部１０２７の下方に規制突片１０３
１が突設され、規制突片１０３１の前方部にピン穴１０２９と連結穴１０３０とが上下に
形成されている。ストッパー片部１０２７は、本体枠用摺動杆１０５０の施錠時に不正防
止切欠部１００７及び本体枠用摺動杆１０５０の係合切欠部１０６６に侵入係合して本体
枠用摺動杆１０５０が不正に摺動しないようにするものである。また、規制突片１０３１
は、第一不正防止部材１０２３と第二不正防止部材１０３２とはバネ１０３５によって連
結されるが、そのバネ１０３５で連結されたときに第二不正防止部材１０３２の付勢方向
への移動を規制するものである。ピン穴１０２９は、ガイドピン１０２８が固定されるも
のであり、ガイドピン１０２８が第一不正防止部材１０２３の裏面側からピン穴１０２９
に固定された状態で、そのガイドピン１０２８を挿入縦開口１０２０の最下端部に形成さ
れる横長状開口部に係合させることにより、第一不正防止部材１０２３をコ字状基体１０
０１の側面１００１ｂに沿って案内するものである。更に、連結穴１０３０は、第一不正
防止部材１０２３と第二不正防止部材１０３２とを連結ピン１０３４で連結するためのも
のである。
【０３９９】
　上記した第一不正防止部材１０２３に連結される第二不正防止部材１０３２は、逆「て
」字状の板材で形成され、その上部一端に連結穴１０３３が形成され、その上部他端にバ
ネ係止穴１０３６が穿設され、下方端部に当接部１０３７が設けられている。連結穴１０
３３は、第一不正防止部材１０２３の連結穴１０３０と一致させて連結ピン１０３４で連
結するためのものであり、バネ係止穴１０３６は、一端がコ字状基体１００１のバネ係止
片１０２１に係止されるバネ１０３５の他端を係止するものである。また、当接部１０３
７は、本体枠３の閉鎖時に外枠２の内側下部に固定される閉鎖用突起４１と当接するもの
である。なお、上記した第一不正防止部材１０２３及び第二不正防止部材１０３２の作用
については、後に詳述する。
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【０４００】
　次に、コ字状基体１００１の内部に摺動自在に設けられる扉枠用摺動杆１０４０及び本
体枠用摺動杆１０５０について説明する。まず、扉枠用摺動杆１０４０は、縦長の金属製
の板状部材から構成され、その一側縦辺の上中下の３箇所に扉枠用フック部１０４１が前
方に向かって一体的に突設されている。この扉枠用フック部１０４１は、コ字状基体１０
０１内に収納したときに、その開放側から前方に突出しているもので、錠装置１０００を
本体枠３の裏面に固定したときに、本体枠３に形成される扉用フック穴５４９（図６７及
び図６８を参照）から前方に突出し、扉枠５の裏面に形成されるフックカバー１５８（図
１８を参照）に係止するものである。なお、扉枠用フック部１０４１は、下向きの係合爪
形状となっているため、扉枠用摺動杆１０４０を上昇させることにより扉枠用フック部１
０４１とフックカバー１５８との係止状態を解除することができる。
【０４０１】
　また、扉枠用摺動杆１０４０の上中下の側面中央に、リベット１００６が挿通される縦
長のリベット用長穴１０４２が形成され、リベット用長穴１０４２のうちの最上部のリベ
ット用長穴１０４２の下方及び扉枠用摺動杆１０４０の最下端にガイド突起１０４３が突
設されている。リベット用長穴１０４２は、コ字状基体１００１の挿通穴１００５に挿通
されるリベット１００６が貫通されるものであり、しかも、このリベット１００６が扉枠
用摺動杆１０４０の上昇動作を邪魔しないように縦長に形成されている。そして、通常状
態においては、リベット用長穴１０４２の上端部にリベット１００６が貫通当接した状態
となっている。また、ガイド突起１０４３は、本体枠用摺動杆１０５０の上フック部材１
０５１及び下フック部材１０５２に形成される突片移動穴１０５６，１０６４に挿通され
るものであり、扉枠用摺動杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０との相互の摺動動作を案
内するようになっている。
【０４０２】
　また、扉枠用摺動杆１０４０の上端部にスプリングフック部１０４６が形成され、この
スプリングフック部１０４６にスプリング１０４８の一端が係止され、そのスプリング１
０４８の他端が本体枠用摺動杆１０５０の上フック部材１０５１に形成されるスプリング
フック部１０５７に係止される。これにより、扉枠用摺動杆１０４０が下方向に、本体枠
用摺動杆１０５０が上方向に、夫々相互に付勢されている。扉枠用摺動杆１０４０の中程
には、当接弾性片１０４７が凸状に形成されている。この当接弾性片１０４７は、扉枠用
摺動杆１０４０の一側側面からプレスで打ち出して凸状に形成したものであり、コ字状基
体１００１の内側面に当接して内部で扉枠用摺動杆１０４０がガタつかないようにするも
のである。
【０４０３】
　更に、扉枠用摺動杆１０４０の下方部分の側面には、共に縦長な遊び穴１０４４と上昇
係合穴１０４５とが形成されている。遊び穴１０４４は、係合カム１０１６の第一係合突
片１０１７が差し込まれて回動するときに、その回動動作の邪魔にならないように第一係
合突片１０１７の先端部が移動しえる空間を構成するものである。また、上昇係合穴１０
４５は、係合カム１０１６の第二係合突片１０１８が差し込まれて回動するときに、その
回動動作によって扉枠用摺動杆１０４０が上昇するように係合するためのものである。な
お、扉枠用摺動杆１０４０の縦辺下部後方には、不正防止切欠部１００７よりも上下方向
に大きな切欠である逃げ切欠部１０４９が形成されている。この逃げ切欠部１０４９は、
第一不正防止部材１０２３のストッパー片部１０２７を確実に不正防止切欠部１００７及
び係合切欠部１０６６に係合させるために邪魔しないように形成されるものである。
【０４０４】
　一方、本体枠用摺動杆１０５０は、金属板製の上フック部材１０５１と、金属板製の下
フック部材１０５２と、上フック部材１０５１と下フック部材１０５２とを連結する連結
線杆１０５２と、から構成されている。つまり、本体枠用摺動杆１０５０は、従来のよう
に１つの金属製の縦長板で構成されているわけではなく、フック部１０５４，１０６５を
有する上フック部材１０５１と下フック部材１０５２とを金属製の板材をプレスで形成し
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、その金属製の上フック部材１０５１と下フック部材１０５２とを細い金属製の連結線杆
１０５３で連結したものである。このため、狭いコ字状基体１００１の空間に扉枠用摺動
杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０とを効率よく収納することができる。
【０４０５】
　ところで、上フック部材１０５１には、その上端部に後方に向かってフック部１０５４
が突設され、その板面部にリベット用長穴１０５５と突片移動穴１０５６とが形成され、
また、その前方の縦辺下端部にスプリングフック部１０５７と連結穴１０５８とが形成さ
れ、さらに、その上辺及び下辺に当接部１０５９が形成されている。フック部１０５４は
、コ字状基体１００１の上方のフック貫通開口１００２を貫通して外枠２の開放側内側の
上部に設けられる閉鎖用突起３８に係合するもので上向きに係止爪部が形成されている。
【０４０６】
　このリベット用長穴１０５５は、扉枠用摺動杆１０４０の上部に形成されるリベット用
長穴１０４２に対応するものであり、このリベット用長穴１０５５にリベット１００６が
貫通された通常の状態では、リベット１００６がリベット用長穴１０５５の最下端部を貫
通した状態となっている。これにより、上フック部材１０５１が下方に向かって移動する
ことができるようになっている。突片移動穴１０５６は、前述したように扉枠用摺動杆１
０４０の上方のガイド突片１０４３が挿入されて、扉枠用摺動杆１０４０と本体枠用摺動
杆１０５０との相互の移動を案内するようになっている。スプリングフック部１０５７は
、前述したようにスプリング１０４８の他端が係止されるものである。また、連結穴１０
５８は、連結線杆１０５３の上端が折り曲げられて挿入されるものである。更に、当接部
１０５９は、コ字状基体１００１に収納されたときに、コ字状基体１００１の内部側壁に
当接して上フック部材１０５１の摺動動作においてガタつきがなくスムーズに行われるよ
うにするためのものである。
【０４０７】
　一方、下フック部材１０５２には、その下端部に後方に向かってフック部１０６５が突
設され、その板面部の上方から下方にかけてリベット用長穴１０６１と下降係合穴１０６
２と遊び穴１０６３と突片移動穴１０６４とが順次形成され、また、その前方の縦辺上端
部に連結穴１０６０が、その後方の縦辺下部に係合切欠部１０６６が夫々形成され、さら
に、その上辺及び下辺に当接部１０６７が形成されている。フック部１０６５は、コ字状
基体１００１の下方のフック貫通開口１００２を貫通して外枠２の開放側内側の下部に設
けられる閉鎖用突起４１に係合するもので上向きに係止爪部が形成されている。リベット
用長穴１０６１は、扉枠用摺動杆１０４０の下部に形成されるリベット用長穴１０４２に
対応するものであり、このリベット用長穴１０６１にリベット１００６が貫通された通常
の状態では、リベット１００６がリベット用長穴１０６１の最下端部を貫通した状態とな
っている。
【０４０８】
　これにより、下フック部材１０５２が下方に向かって移動することができるようになっ
ている。下降係合穴１０６２は、係合カム１０１６の第一係合突片１０１７が差し込まれ
て回動するときに、その回動動作によって本体枠用摺動杆１０５０が下降するように係合
するためのものである。また、遊び穴１０６３は、係合カム１０１６の第二係合突片１０
１８が差し込まれて回動するときに、その回動動作の邪魔にならないように第二係合突片
１０１８の先端部が移動し得る空間を構成するものである。突片移動穴１０６４は、前述
したように扉枠用摺動杆１０４０の下方のガイド突片１０４３が挿入されて、扉枠用摺動
杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０との相互の移動を案内するようになっている。また
、連結穴１０６０は、連結線杆１０５３の下端が折り曲げられて挿入されるものである。
更に当接部１０６７は、コ字状基体１００１に収納されたときに、このコ字状基体１００
１の内部側壁に当接して下フック部材１０５２の摺動動作においてガタつきがなくスムー
ズに行われるようにするためのものである。
【０４０９】
　以上、錠装置１０００を構成する各部材について説明してきたが、この錠装置１０００
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を組み付けるには、本体枠用摺動杆１０５０の上フック部材１０５１と下フック部材１０
５２とを連結線杆１０５３で連結し、その状態で扉枠用摺動杆１０４０のガイド突片１０
４３を上フック部材１０５１と下フック部材１０５２の突片移動穴１０５６，１０６４に
挿入すると共に、相互のリベット長穴１０４２とリベット用長穴１０５５，１０６１を位
置合わせして重ね合わせ、その重ね合わせた状態で上フック部材１０５１のフック部１０
５４と下フック部材１０５２のフック部１０６５とをコ字状基体１００１のフック貫通開
口１００２に貫通させながら扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５０をコ字状
基体１００１のコ字状の空間に挿入する。その後、挿通穴１００５からリベット１００６
を差し込む。
【０４１０】
　この際、リベット１００６がリベット用長穴１０５５，１０６１、１０４２を貫通する
ように差し込む。ただし、最下端のリベット１００６を差し込むときには、第一不正防止
部材１０２３の揺動軸穴１０２５にもリベット１００６を差し込んで第一不正防止部材１
０２３をコ字状基体１００１に同時に取付ける必要がある。なお、第一不正防止部材１０
２３をコ字状基体１００１に取付ける前に、第一不正防止部材１０２３と第二不正防止部
材１０３２とを連結ピン１０３４で連結し且つガイドピン１０２８をピン穴１０２９に図
示しないビスで止着しておき、さらにガイドピン１０２８を挿入縦開口１０２０の最下端
の開口部に挿入しておく必要がある。
【０４１１】
　更に、リベット１００６で扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５０をコ字状
基体１００１内に収納固定した状態で、スプリング１０４８をスプリングフック部１０４
６，１０５７相互間に掛け渡し、扉枠用摺動杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０とを相
互に反対方向に付勢し、さらに、バネ１０３５をバネ係止片（穴）１０２１，１０３６に
掛け渡して第二不正防止部材１０３２が規制突片１０３１に当接した状態とする。その後
、錠取付片１００８の錠挿通穴１００９にシリンダ錠１０１０の円筒状本体部分を挿入し
てシリンダ錠１０１０をビス１０１２で取付穴１０１４に固定する。なお、このとき係合
カム１０１６の第一係合突片１０１７の先端部が傾斜部１０２４の外側で且つ挿入縦開口
１０２０に僅かに挿入し、係合カム１０１６の第二係合突片１０１８の先端部が第一不正
防止部材１０２３の突片挿入穴１０２６及び挿入縦開口１０２０に僅かに挿入した状態と
なるようにシリンダ錠１０１０を錠取付片１００８に取付ける。
【０４１２】
　上記のようにして組み付けた錠装置１０００を本体枠３の裏面に取付けるためには、前
述したように、扉枠用摺動杆１０４０の扉枠用フック部１０４１を本体枠３に形成される
扉用フック穴５４９に差し込みながら、鉤型に突出する係止突起１００４を本体枠３の錠
係止穴５４８に差し込んで上方に移動させ、その状態で水平方向に突出したビス止め部１
００３及びビス止め部１００３を錠取付穴５４７に一致させ、その一致した穴に図示しな
いビスを螺着することにより、図１１７に示すように、錠装置１０００を本体枠３の裏面
に強固に固定することができる。特に、本実施形態の場合には、前方部の係止構造を構成
する係止突起１００４がコ字状基体１００１の第一側面壁５４０と密着しない側面１００
１ａに突設形成される一方、後方部の固定構造を構成するビス止め部１００３及びビス止
め部１００３がコ字状基体１００１の第一側面壁５４０と密着する側面１００１ｂから水
平方向に突設形成される構造であるため、前方部の係止構造が第一側面壁５４０と密着す
る側面１００１ｂに形成される場合に比べて、ガタ付きが生じないように錠装置１０００
を本体枠３に固定することができるものである。
【０４１３】
　ところで、本体枠３の裏面に取付けられた錠装置１０００の作用について図１２４及び
図１２５を参照して説明する。まず、図１２４を参照して本体枠３の開閉動作と扉枠５の
開閉動作について説明する。本体枠３が外枠２に対して閉じ且つ扉枠５が本体枠３に対し
て閉じている状態においては、図１２４（Ａ）に示すように、外枠２の閉鎖用突起３８，
４１と本体枠用摺動杆１０５０のフック部１０５４，１０６５とが係止し且つ扉枠用摺動
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杆１０４０の扉枠用フック部１０４１と扉枠５のフックカバー１５８とが係止した状態と
なっている。その状態でシリンダ錠１０１０に図面示しない鍵を差し込んで係合カム１０
１６の第一係合突片１０１７が挿入縦開口１０２０内に侵入する方向に回動すると、図１
２４（Ｂ）に示すように、第一係合突片１０１７の先端が本体枠用摺動杆１０５０の下降
係合穴１０６２に係合してスプリング１０４８の付勢力に抗して下フック部材１０５２を
下方に押下げ、これと連結されている連結線杆１０５３と上フック部材１０５１も押下げ
られて下降する。このため、外枠２の閉鎖用突起３８，４１と本体枠用摺動杆１０５０の
フック部１０５４，１０６５とが係止状態が解除されるため、本体枠３を前面側に引くこ
とにより本体枠３を外枠２に対して開放することができる。
【０４１４】
　なお、本体枠３を閉じる場合には、フック部１０５４，１０６５がスプリング１０４８
の付勢力により上昇した状態（図１２４（Ａ）に示す状態と同じ上昇した位置）となって
いるが、フック部１０５４，１０６５の上辺が外側に向かって下り傾斜しているため、強
制的に本体枠３を外枠２に対して押圧することにより、フック部１０５４，１０６５の上
辺傾斜部が閉鎖用突起３８，４１の下端部と当接するので、本体枠用摺動杆１０５０が下
方に下降し、遂には、フック部１０５４，１０６５の上向き爪部と閉鎖用突起３８，４１
とが再度係止した状態となって本体枠用摺動杆１０５０が上昇して係止状態に戻る。
【０４１５】
　一方、シリンダ錠１０１０に図示しない鍵を差し込んで係合カム１０１６の第二係合突
片１０１８が挿入縦開口１０２０内に侵入する方向に回動すると、図１２４（Ｃ）に示す
ように、第二係合突片１０１８の先端が扉枠用摺動杆１０４０の上昇係合穴１０４５に係
合してスプリング１０４８の付勢力に抗して扉枠用摺動杆１０４０を上方に押し上げ上昇
する。このため、扉枠５のフックカバー１５８と扉枠用摺動杆１０４０の扉枠用フック部
１０４１とが係止状態が解除されるため、扉枠５を前面側に引くことにより扉枠５を本体
枠３に対して開放することができる。
【０４１６】
　なお、扉枠５を閉じる場合には、扉枠用フック部１０４１がスプリング１０４８の付勢
力により下降した状態（図１２４（Ａ）に示す状態と同じ下降した位置）となっているが
、扉枠用フック部１０４１の下辺が外側に向かって上り傾斜しているため、強制的に扉枠
５を本体枠３に対して押圧することにより、扉枠用フック部１０４１の下辺傾斜部がフッ
クカバー１５８の上端部と当接するので、扉枠用摺動杆１０４０が上方に上昇し、遂には
、扉枠用フック部１０４１の下向き爪部とフックカバー１５８とが再度係止した状態とな
って扉枠用摺動杆１０４０が下降して係止状態に戻る。なお、本実施形態における扉枠用
摺動杆１０４０は、コ字状基体１００１の全長と略同じ長さに形成されると共に、そのコ
字状基体１００１が本体枠３の縦方向の側面の略全長に亘って取付けられ、しかも、扉枠
５との係止部である扉枠用フック部１０４１が扉枠用摺動杆１０４０の上端部、中央部、
下端部の３箇所に形成されているため、扉枠５と本体枠３の縦方向の全長における施錠が
確実に行われ、扉枠５と本体枠３との間を無理やりこじ開けてその間からピアノ線等の不
正具を挿入する不正行為を行うことができないという利点もある。
【０４１７】
　上記したように、本実施形態に係る錠装置１０００は、シリンダ錠１０１０に差し込ん
だ鍵を一方向に回動することにより、外枠２に対する本体枠３の施錠を解除し、他方向に
回動することにより、本体枠３に対する扉枠５の施錠を解除することができる。この場合
、シリンダ錠１０１０に鍵を差し込むことなく本体枠用摺動杆１０５０のフック部１０５
４，１０６５にピアノ線等を引っ掛けてこれを下降させる不正行為が行われることがある
が、本実施形態においては、このような不正行為を行うことができないようになっている
。このような不正行為を防止する構造の第一番目が第一不正防止部材１０２３と第二不正
防止部材１０３２とから構成されるロック機構であり、第二番目の不正防止構造がコ字状
基体１００１の閉鎖空間に扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５０が収納され
る構造である。
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【０４１８】
　まず、第一番目の不正防止構造であるロック機構の作用について図１２５を参照して説
明する。まず、外枠２と本体枠３とが閉じている状態においては、図１２５（Ａ）に示す
ように、外枠２の閉鎖用突起４１と第二不正防止部材１０３２の当接部１０３７とが当接
した状態となっている。この状態においては、バネ１０３５の付勢力により第一不正防止
部材１０２３が反時計方向に回動してストッパー片部１０２７が不正防止切欠部１００７
内に侵入し、ストッパー片部１０２７が不正防止切欠部１００７に対応する位置にある本
体枠用摺動杆１０５０の下フック部材１０５２に形成される係合切欠部１０６６と係合し
た状態となっている。このため、本体枠用摺動杆１０５０にピアノ線等を引っ掛けて引き
降ろそうとしても、ストッパー片部１０２７と係合切欠部１０６６とが係合しているので
、本体枠用摺動杆１０５０を不正に下方に引き降ろすこと（解錠すること）が不能となり
、本体枠３を開放するという不正行為を行うことができない。
【０４１９】
　一方、シリンダ錠１０１０に鍵を差し込んで正規に本体枠３を開錠する場合には、図１
２５（Ｂ）に示すように、鍵を回動させることにより係合カム１０１６の第一係合突片１
０１７が挿入縦開口１０２０内に侵入するように回動される。この第一係合突片１０１７
の回動時に、第一不正防止部材１０２３の傾斜部１０２４と第一係合突片１０１７の側面
とが当接するため、第一不正防止部材１０２３が揺動軸穴１０２５を中心として図示の時
計回転方向に回転を始め、ストッパー片部１０２７も不正防止切欠部１００７から退避す
るように移動する。このため、ストッパー片部１０２７と係合切欠部１０６６との係合が
解除された状態となる。このとき、第二不正防止部材１０３２は、バネ１０３５を伸ばし
て当接部１０３７が後退した位置となっている。この状態でさらに係合カム１０１６を回
動させて第一係合突片１０１７も回動させると、第一係合突片１０１７の先端が下フック
部材１０５２の下降係合穴１０６２に係合して本体枠用摺動杆１０５０の全体を下降させ
るので、フック部１０５４，１０６５と外枠２の閉鎖用突起３８，４１との係止状態が解
除されて本体枠３を外枠２に対して開放することができる。
【０４２０】
　なお、本体枠３を外枠２に対して閉じるときには、第二不正防止部材１０３２は、規制
突片１０３１に当接した状態となっているため、第一不正防止部材１０２３と第二不正防
止部材１０３２との位置関係は、図１２５（Ａ）に示す状態と略同じ位置関係になってい
る。この状態で本体枠３を閉めると、外枠２の閉鎖用突起４１と第二不正防止部材１０３
２の当接部１０３７とが正面から当接し、最終的に図１２５（Ａ）に示す状態となる。こ
のため、第一不正防止部材１０２３と第二不正防止部材１０３２とが本体枠３を閉じると
きに邪魔になることはない。また、本実施形態においては、第一不正防止部材１０２３と
第二不正防止部材１０３２とが本体枠用摺動杆１０５０の下降動作だけが不正に行われな
いように防止しているのは、本体枠用摺動杆１０５０を不正に開放すれば、解放後に扉枠
用摺動杆１０４０を手動で簡単に開けることができることと、ピアノ線等で摺動杆を上昇
させる不正行為は事実上行い難いという理由により、本体枠用摺動杆１０５０に対する不
正操作ができないように工夫されている。
【０４２１】
　また、上記した第一番目の不正防止構造であるロック機構であっても、第一不正防止部
材１０２３をピアノ線等で揺動させることにより、ロック機構の機能を無力化することも
不可能ではない。そこで、万一ロック機構のロック機能が不正な行為により無力化される
場合を想定すると、本実施形態においては、錠装置１０００が本体枠３に取付けられた状
態では、内部に設けられる扉枠用摺動杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０とが、夫々の
フック部１０４１、１０５４，１０６５を除いてコ字状基体１００１の閉鎖空間に収納さ
れて完全に被覆された状態となっているので、ピアノ線等を差し込んでコ字状基体１００
１の閉鎖空間の内部に設けられる本体枠用摺動杆１０５０を引き下げようとしても、コ字
状基体１００１の両側面１００１ａ，１００１ｂによって不正具の閉鎖空間への侵入が阻
止されるため、不正行為を簡単に行うことができない構造となっている。



(101) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

【０４２２】
　以上、詳述したように、本実施形態に係る錠装置１０００は、その横幅寸法が従来のＬ
字状基体に集約される錠装置に比べて極めて薄いコ字状基体１００１の内部に扉枠用摺動
杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０とを摺動可能に設け且つ錠装置１０００を操作する
ためのシリンダ錠１０１０のコ字状基体１００１への取付位置を遊技盤の下端辺よりも下
方となる位置としたので、遊技盤４の左右方向及び上下方向の大きさを極めて大きくする
と共に、本体枠３の側面壁５４０～５４３で囲まれる空間を大きくしても、錠装置１００
０を本体枠３の裏側に強固に取付けることができる。そして、断面コ字状の開放側が本体
枠３の裏面に対面するように取付けられるため、錠装置１０００が本体枠３に取付けられ
た状態では、内部に設けられる扉枠用摺動杆１０４０と本体枠用摺動杆１０５０とが、夫
々のフック部１０４１、１０５４，１０６５を除いてコ字状基体１００１に完全に被覆さ
れた状態となっているので、ピアノ線等を差し込んで内部に設けられる本体枠用摺動杆１
０５０を引き下げる等の不正行為を簡単に行うことができない。
【０４２３】
　また、錠装置１０００の取付けに際し、コ字状基体１００１の開放側（前方部）の上中
下の３箇所に形成される係止突起１００４を錠係止穴５４８に差し込んで位置決め係止し
、コ字状基体１００１の閉塞側（後方部）の上中下の３箇所に形成されたビス止め部１０
０３及びビス止め部１００３を錠取付穴５４７にビスで固定する構造であるため、錠装置
１０００の前方部を係止突起１００４と錠係止穴５４８で係止し、錠装置１０００の後方
部をビス止め部１００３及びビス止め部１００３と錠取付穴５４７で固定するので、極め
て簡単な構造で錠装置１０００を本体枠３に強固に固定することができるものである。
【０４２４】
　なお、上記した実施形態においては、コ字状基体１００１の下方部をビス止めする構造
として錠取付片１００８に形成されたビス止め部１００３と本体枠３のシリンダ錠貫通穴
５２６の上部近傍に形成した錠取付穴５４７とを螺着する構造としたが、これに代えて、
シリンダ錠１０１０を錠取付片１００８に取付けるビス１０１２を利用して、ビス１０１
２の先端が錠取付片１００８を貫通して螺着される錠取付穴をシリンダ錠貫通穴５２６の
上下に形成する構造でも良い。また、コ字状基体１００１の下方部をビス止めしなくても
、錠装置１０００の後方部のビス止め部１００３と錠取付穴５４７との固定だけでも、錠
装置１０００を本体枠３の裏面に強固に固定されることを確認している。
【０４２５】
　また、上記した実施形態においては、扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５
０を左右の側面１００１ａ，１００１ｂを有するコ字状基体１００１で完全に被覆するも
のとしたが、例えば、扉枠用摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５０を第一側面壁５
４０に密着しない反対側の側面１００１ａに摺動自在にリベット等で装着し、第一側面壁
５４０に密着する側面１００１ｂを省略したＬ字状基体（錠基体）とし、そのＬ字状基体
（錠基体）の側面１００１ａと第一側面壁５４０とによって形成される閉鎖空間に扉枠用
摺動杆１０４０及び本体枠用摺動杆１０５０を収納する構造としてもよい。この場合でも
、実施形態と同じような取付構造及び不正防止構造とすることができる。
【０４２６】
［１－５．基板ユニット］
　次に、本体枠３の裏面下部に取付けられる基板ユニット１１００について、主として図
１２６乃至図１３４を参照して説明する。図１２６は、基板ユニットを背面側から見た斜
視図であり、図１２７は、基板ユニットの背面側から見た分解斜視図であり、図１２８は
、基板ユニットを前面側から見た斜視図であり、図１２９は、基板ユニットの前面側から
見た分解斜視図であり、図１３０は、基板ユニットの主体をなす枠用基板ホルダの前面側
から見た正面図であり、図１３１は、枠用基板ホルダの背面図であり、図１３２は、基板
ユニットの背面図であり、図１３３は、払出制御基板ボックス及び端子基板ボックスを取
り外した状態の基板ユニットの背面図であり、図１３４は、基板ユニットに設けられる各
基板の接続関係を示す平面図であり、図１３５は、基板ユニットと遊技盤との電気的な接
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続を示す概略図であり、図１３６は、払出制御基板と基板ユニットとの配線等を示すパチ
ンコ機の背面図の一部であり、図１３７は、図１３８の断面図の断面箇所を説明するため
の遊技盤（ただし、この遊技盤は、図７６乃至図８０に示す取り外し防止機構を組み込ん
だ遊技盤である。）の正面図であり、図１３８は、図１３７のＣ－Ｃ断面図である。
【０４２７】
　基板ユニット１１００は、本体枠３の裏面下部に複数形成されるホルダ用の取付穴部５
２７（図６８及び図７０を参照）に取付けられるものであり、図１２６及び図１２７に示
すように、合成樹脂成形された枠用基板ホルダ１１０１に、扉中継基板１１０２、電源基
板ボックス１１０３、端子基板ボックス１１０４、払出制御基板ボックス１１０５、主ド
ロワ中継基板１１０７、及び副ドロワ中継基板１１０８の各種基板を取付けることにより
構成されている。上記の基板のうち、扉中継基板１１０２、電源基板ボックス１１０３、
端子基板ボックス１１０４、及び払出制御基板ボックス１１０５は、枠用基板ホルダ１１
０１の後面側に前後方向に重複して取付けられ、主ドロワ中継基板１１０７及び副ドロワ
中継基板１１０８は、枠用基板ホルダ１１０１の前面側に取付けられるものである。後述
するように、電源基板１１３６は＋３４Ｖ、＋１８Ｖ及び＋９Ｖを作成して供給するため
極めて高温な熱源となっており、電源基板１１３６から発せられた熱が上昇する。このた
め、払出制御基板１１８６を収納する払出制御基板ボックス１１０５を電源基板ボックス
１１０３の上面に重複して取付けることによって、その上昇する熱を受けずに済むように
なっている。なお、払出制御基板ボックス１１０５の裏面には、電源基板１１３６等から
の電磁波の影響を防止すると共に電源基板１１３６から発せられる熱を放熱するために金
属製のシールド放熱板１１０６が取付けられ、また、主ドロワ中継基板１１０７及び副ド
ロワ中継基板１１０８は、基板カバー１１０９に被覆されて取付けられている。以下、基
板ユニット１１００を構成する各部材について詳細に説明する。
【０４２８】
　なお、本実施形態におけるシールド放熱板１１０６は、特に、電源基板ボックス１１０
３の上面から熱が発せられた熱を外部（外気）に放熱するために、図１２７及び図１２９
に示すように、シールド放熱板１１０６の板面が凹凸状の凹凸面１１０６ａとして形成さ
れている。シールド放熱板１１０６によって払出制御基板１１８６に伝達される熱を小さ
く抑えることができる。凹凸面１１０６ａによって外部（外気）との接触面積を増加させ
て放熱効果を高めるものである。また、凹凸面１１０６ａは、設置したときに熱が放熱し
易いように垂直状若しくは傾斜状に形成することが望ましい。もちろん、シールド放熱板
１１０６に凹凸面１１０６ａを形成しても電磁波に対するシールド効果が損なわれること
はない。シールド放熱板１１０６は電源基板１１３６等からの電磁波の影響を防止する。
これにより、電磁波によるノイズの影響を抑えることができるため、ノイズの影響による
払出制御基板ボックス１１０５に収納された払出制御基板１１８６の誤動作を防止するこ
とができる。また、このシールド放熱板１１０６のシールド放熱機能は、電源基板ボック
ス１１０３と払出制御基板ボックス１１０５との間だけではなく、枠用基板ホルダ１１０
１に他の複数の基板ボックスが重複して取付けられる場合には、その下側に位置する基板
ボックスと上側に位置する基板ボックスとの間に、本実施形態と同じシールド放熱板１１
０６を設けることによっても奏されるものである。
【０４２９】
　まず、枠用基板ホルダ１１０１は、横長状に合成樹脂で成形され、図１２７及び図１３
０に示すように、その後面側一側部（図１３０において右側部）に配線用開口１１２４が
形成され、配線用開口１１２４の内側に扉中継基板１１０２を取付けるための中継基板用
凹部１１１０が形成されている。この中継基板用凹部１１１０は、略正方形状の扉中継基
板１１０２の外形に合致するように正方形状の凹部として形成され、この中継基板用凹部
１１１０内の上下辺には、扉中継基板１１０２の裏面を支える当接突部１１１３が突設さ
れると共に、中継基板用凹部１１１０に扉中継基板１１０２を収納した状態で扉中継基板
１１０２の一側縦辺の表面と係止する止め爪１１１１が形成されている。また、中継基板
用凹部１１１０の外側寄りの上下には、電源基板ボックス１１０３の一端辺に形成される
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係合係止穴１１３５に係合されて図示しないビスで止着するための取付ボス１１１２が突
設されている。
【０４３０】
　また、枠用基板ホルダ１１０１の後面側において、上記した中継基板用凹部１１１０よ
りも中央寄りに内部に通す配線を係止して纏めるための２つの配線処理片１１１４が形成
されている。この配線処理片１１１４は、垂直面に対して側方から見たときにＬ字状に突
出形成されるもので、その垂直面とＬ字状突片との間に配線を掛け止めるようになってい
る。更に、枠用基板ホルダ１１０１の中継基板用凹部１１１０の上部から略中央よりやや
他端側に近い部分までが電源基板ボックス１１０３を取付けるための領域（次に説明する
右側の低い領域）となっており、その上下辺に電源基板ボックス１１０３の裏面と当接す
る当接突部１１１５が突設されている。したがって、この電源基板ボックス取付領域に電
源基板ボックス１１０３を当接突部１１１５に当接するように取付けた状態では、電源基
板ボックス１１０３の裏面と枠用基板ホルダ１１０１の垂直面との間に空間が形成され、
この空間内に基板相互を接続する配線が収納されることになり、この収納された配線を係
止して纏めるものが２つの配線処理片１１１４である。
【０４３１】
　なお、電源基板ボックス１１０３を取付ける領域の他端辺から枠用基板ホルダ１１０１
の他端辺（図１３０において左側辺）までは、後方への突出量が大きく形成されている。
つまり、枠用基板ホルダ１１０１は、背面から見たときに、中央よりやや左側の位置で左
側が高く右側が低い段差状に形成されており、その右側の低い領域が電源基板ボックス１
１０３を取付けるための領域（以下、「電源基板ボックス取付領域」という場合がある。
）となっている。そして、この電源基板ボックス取付領域の他端辺側には、電源基板ボッ
クス１１０３の他端辺上下に突設される挿入突起１１３４が挿入される挿入口１１１５ａ
が形成されている。このため、電源基板ボックス１１０３を取付けるためには、挿入突起
１１３４を挿入口１１１５ａに差し込んだ後、電源基板ボックス１１０３の一端辺上下に
形成される係合係止穴１１３５を取付ボス１１１２に上から差し込んで図示しないビスで
止着することにより、電源基板ボックス１１０３を枠用基板ホルダ１１０１に固定するこ
とができる。
【０４３２】
　更に、枠用基板ホルダ１１０１の背面側において、上記した段差状の高い領域は、払出
制御基板ボックス１１０５を取付けるための領域（以下、「払出制御基板ボックス取付領
域」という場合がある。）の一部を構成するものであり、この段差状の高い領域の一部に
は、横Ｌ字状の凹状の配線引き廻し空間１１１６が形成されている。この配線引き廻し空
間１１１６の底面には、配線用開口１１２１（図１２９乃至図１３２を参照）が形成され
ており、電源基板ボックス取付領域内の２つの配線処理片１１１４に掛け止められた配線
を配線引き廻し空間１１１６及び配線用開口１１２１から枠用基板ホルダ１１０１の前面
側に引き出すようになっている。また、払出制御基板ボックス取付領域の他端側（図１２
７の左端部側）には、払出制御基板ボックス１１０５の係合弾性片１１８４が係合するた
めの係止突部１１１７が突設形成されている。
【０４３３】
　次に、枠用基板ホルダ１１０１の前面側の構成について説明すると、図１２８、図１２
９、図１３１に示すように、枠用基板ホルダ１１０１の前面側の略中央には、アウト球通
路１１１９が逆さＬ字状に形成されている。このアウト球通路１１１９は、前述したアウ
ト口６０６（図７８を参照）、球抜排出通路５２４（図６８を参照）の下流側、及び落下
口６２９（図７５を参照）と対応するように上方が幅広く形成され、下流側が球を列状に
排出するように幅狭く形成されている。したがって、基板ユニット１１００を本体枠３に
取付けたときには、図７１に示すように、アウト球通路１１１９の幅広上流部がアウト口
６０６の下面を支持する通路支持突起５１３の後方に位置するようになっている。そして
、アウト球通路１１１９の下流端からアウト球や入賞球、あるいは球抜き球がパチンコ機
の外部（一般的に、島の回収樋）に向かって放出されるものである。
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【０４３４】
　また、枠用基板ホルダ１１０１の前面側であって払出制御基板ボックス取付領域に対応
する前面側には、その上方領域に主ドロワ中継基板１１０７と副ドロワ中継基板１１０８
とを横方向に所定間隔を空けて並列状に取付けるドロワ取付領域１１２０が形成されてい
る。ドロワ取付領域１１２０には、夫々の中継基板１１０７，１１０８に形成された支持
穴１２０４，１２０５が貫通されて各中継基板１１０７，１１０８を支持するためのドロ
ワ取付ボス１１１８が突設されると共に、夫々の中継基板１１０７，１１０８の中間位置
の上下に接合案内孔１１２６と案内孔１１２５が穿設されている。この接合案内孔１１２
６は、図１３８に示すように、遊技盤４を本体枠３に装着する作業に伴って、基板ユニッ
ト１１００側に設けられるドロワコネクタ１２００，１２０２（ホルダ側コネクタ）と遊
技盤４側に設けられるドロワコネクタ６２６，６２７（遊技盤側コネクタ）とが自然に接
続されるように遊技盤４の盤用基板ホルダ６２３に形成される接合案内突起６２８（図７
８を参照）が挿入されるものである。一方、案内孔１１２５は、基板ユニット１１００を
本体枠３に取付ける際に、本体枠３に突設される案内突起５２５（図６８及び図７０を参
照）が挿入されるもので、基板ユニット１１００の位置決めを行うと共に装着作業の容易
化を図っているものである。また、枠用基板ホルダ１１０１の左右両辺及び下辺には、基
板ユニット１１００を本体枠３に取付けるための取付片１１２２が外側に向かって突設さ
れ、取付片１１２２を本体枠３の取付穴部５２７（図６８を参照）に対応させて図示しな
いビスで止着することにより、基板ユニット１１００が本体枠３の背面下部に取付けられ
る。なお、取付穴部５２７は、図７０に示すように、取付片１１２２の外形形状に合致す
る外周壁を有して形成されている。更に、枠用基板ホルダ１１０１の他端側（図１２８の
右側）側壁の外側に、配線を係止するための配線掛止片１１２３が突設形成されている。
【０４３５】
　枠用基板ホルダ１１０１の構成は、概ね上記した通りであるが、そのような構成を有す
る枠用基板ホルダ１１０１に取付けられる各種の基板の構成について説明する。まず、枠
用基板ホルダ１１０１の後面側の中継基板用凹部１１１０に装着される扉中継基板１１０
２について説明すると、扉中継基板１１０２には、図１２７に示すように、多ピンコネク
タ形式の内部接続端子１１３０と扉枠用接続端子１１３１とが設けられている。扉枠用接
続端子１１３１は、枠用基板ホルダ１１０１にすべての基板を取付けた状態においても、
図１３２に示すように、背面から見て外部から視認できるようになっており、扉枠５に設
けられるランプ及びＬＥＤからなる電飾部品やスピーカ等の扉枠用配線１２１２（図１３
４を参照）が配線用開口１１２４を通って扉枠用接続端子１１３１に接続されるものであ
る。また、内部接続端子１１３０は、副ドロワ中継基板１１０８に設けられる扉枠用コネ
クタ１２０３に内部配線１２１３（図１３４を参照）によって接続されるものである。た
だし、この内部配線１２１３は、前述した配線処理片１１１４及び配線引き廻し空間１１
１６、配線用開口１１２４を敷設されるように枠用基板ホルダ１１０１の内部に設けられ
ている。
【０４３６】
　また、枠用基板ホルダ１１０１の後面側の電源基板ボックス取付領域に取付けられる電
源基板ボックス１１０３は、電源基板１１３６（図１３３を参照）を固定するボックス主
体１１３２と、ボックス主体１１３２を被覆するカバー体１１３３と、から構成されてい
る。ボックス主体１１３２には、その一端部の上下に取付ボス１１１２と係合する係合係
止穴１１３５が一体的に形成され、その他端部の上下に挿入口１１１５ａに挿入される挿
入突起１１３４が一体的に形成されている。また、電源基板１１３６のカバー体１１３３
に被覆されない部分（図１３３の右側部と左下部）には、図１３３に示すように、電源ス
イッチ１１３７と電源線コネクタ１１３８とＣＲユニット電源コネクタ１１３９とアース
用コネクタ１１４０と払出制御基板用電源コネクタ１１４１とが設けられている。電源ス
イッチ１１３７は、パチンコ機１の全ての電気機器に電源を供給するためのスイッチであ
り、パチンコ機１を使用する際にＯＮとするものである。また、電源線コネクタ１１３８
は、島内に供給されている交流２４Ｖ（ＡＣ２４Ｖ）の電源用配線からの電源配線を接続
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したり、パチンコ機１に帯電したノイズ等を外部にフレームグランドとしてアースしたり
するためのコネクタである。ＣＲユニット電源コネクタ１１３９は、パチンコ機１に隣接
されるカード式球貸器（図示しない；一般的に、ＣＲユニットと言われている。）への電
源を供給したりするためのコネクタである。アース用コネクタ１１４０は、パチンコ機１
に設けられる帯電防止用の種々のアース線が電気的に接続されており、パチンコ機１に侵
入したノイズ等を、電源線コネクタ１１３８を介して、外部にアースするためのコネクタ
である。具体的には、扉枠５（補強板２１１～２１４）からのノイズ等を除去するアース
線がフレームグランドとしてアース用コネクタ１１４０ａと電気的に接続され、タンクレ
ール部材７４０を流下する球からのノイズ等を除去するアース線がフレームグランドＦＧ
１としてアース用コネクタ１１４０ｂと電気的に接続され、賞球ユニット８００からのノ
イズ等を除去するアース線がフレームグランドＦＧ１としてアース用コネクタ１１４０ｃ
と電気的に接続され、ＣＲユニットからのノイズ等を除去するアース線がフレームグラン
ドとしてアース用コネクタ１１４０ｄと電気的に接続されている。これらのフレームグラ
ンドは、電源線コネクタ１１３８のフレームグランドと電気的に接続されており、このフ
レームグランドを介して、パチンコ機１の外部にアースされる。更に、払出制御基板用電
源コネクタ１１４１には、図１３４に示すように、電源供給用配線１２１４が接続され、
電源供給用配線１２１４が払出制御基板１１８６の電源用端子１１９２に接続されている
。そして、この電源供給用配線１２１４により、払出制御基板１１８６を介して他の制御
基板（例えば、周辺基板ボックス６２２に収納される液晶制御基板４１５０や主制御基板
ボックス６２４に収納される主制御基板４１００）等に電源を供給するようになっている
。なお、電源供給用配線１２１４は、払出制御基板用電源コネクタ１１４１から配線引き
廻し空間１１１６に導かれ払出制御基板ボックス１１０５の裏面から後方に引き出されて
電源用端子１１９２に接続されるようになっている。つまり、この電源供給用配線１２１
４も枠用基板ホルダ１１０１の内部に敷設された状態となっている。
【０４３７】
　ところで、電源基板ボックス１１０３のカバー体１１３３の後面は、図１２７に示すよ
うに、段差状に形成され、その段差の高い領域が端子基板ボックス１１０４を取付けるた
めの取付領域１１４２となっており、段差の低い領域が払出制御基板ボックス１１０５を
取付けるための取付領域１１４３となっている。取付領域１１４３は、枠用基板ホルダ１
１０１の前述した払出制御基板ボックス取付領域と一緒になって横長の払出制御基板ボッ
クス１１０５を取付けるための取付領域を構成するものである。なお、上記した段差部の
略中央には、払出制御基板ボックス１１０５の後述する係合片１１８２（図１２９を参照
）が係合挿入される係合穴１１４６が形成されている。
【０４３８】
　端子基板ボックス１１０４を取付けるための取付領域１１４２を構成するカバー体１１
３３には、端子基板ボックス１１０４の裏面側に形成される位置決めピン１１４８及び係
合片部１１４７と夫々位置決め若しくは係合する位置決め穴１１４５及び取付係合穴１１
４４が形成されている。係合片部１１４７は、断面Ｌ字状に形成される一方、取付係合穴
１１４４は、幅広部と幅狭部とが連続する穴状に形成されているので、係合片部１１４７
を取付係合穴１１４４の幅広部に挿入した後、一方向（図示の場合は、枠用基板ホルダ１
１０１の中央方向）にスライド移動させることにより、Ｌ字状の係合片部１１４７と取付
係合穴１１４４の幅狭部とが係合するようになっている。なお、端子基板ボックス１１０
４の他側辺の下部に掛止片１１４９が突設され、端子基板ボックス１１０４がカバー体１
１３３にスライド移動係合されたときに、掛止片１１４９が払出制御基板ボックス１１０
５のボックス主体１１８０の一部と係合するようになっている。なお、この係合は、少し
力を入れて端子基板ボックス１１０４を非係合方向にスライド移動させることにより、簡
単に外れる程度の係合状態である。
【０４３９】
　また、端子基板ボックス１１０４には、図１３２に示すように、複数の外部情報端子１
１５１と払出制御基板用端子１１５６とが設けられる外部端子板１１５０ａと、度数表示
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器用端子１１５２と電源アース端子１１５３とＣＲユニット用端子１１５４と払出制御基
板用端子１１５５とが設けられるＣＲユニット端子板１１５０ｂと、の２つの基板が上下
方向に並列状に収納されている。外部端子板１１５０ａに設けられる複数の外部情報端子
１１５１は、大当たり情報出力信号や始動口入賞情報出力信号等のパチンコ機１の管理に
必要な各種の情報信号を外部（例えば、遊技場に設置してある管理コンピュータ（ホール
コンピュータ））に導出するためのコネクタであり、それらの情報信号は、主として主制
御基板ボックス６２４に収納されている主制御基板４１００から後に詳述する主ドロワ中
継コネクタ１２００を介して払出制御基板１１８６に伝送され、さらに払出制御基板１１
８６に設けられる外部端子板用端子１１８８と払出制御基板用端子１１５６との接続によ
り、最終的に複数の外部情報端子１１５１の夫々に伝達される。ＣＲユニット端子板１１
５０ｂの度数表示器用端子１１５２は、パチンコ機１の、例えば皿ユニット３００に設け
られるプリペイドカードの残度数表示器、貸球スイッチ、及び返却スイッチとの配線が接
続されるものである。また、電源アース端子１１５３は、２つのコネクタから構成され、
一方のコネクタ（図１３２の左側）には電源基板１１３６のＣＲユニット電源コネクタ１
１３９からの配線が接続され、他方のコネクタには電源基板１１３６の複数のアース用コ
ネクタ１１４０のうちの１つのアース用コネクタ１１４０からの配線が接続されるもので
ある。更に、ＣＲユニット用端子１１５４は、図示しないＣＲユニットからの配線が接続
されるものであり、払出制御基板１１８６のＣＲユニット端子板用端子１１８９と払出制
御基板用端子１１５５とが接続されることにより、払出制御基板１１８６とＣＲユニット
とが接続されることになる。
【０４４０】
　上記したように、端子基板ボックス１１０４は、主制御基板ボックス６２４に収納され
る主制御基板４１００からの遊技情報を外部に導出する外部端子板１１５０ａと、払出制
御基板１１８６とＣＲユニットとの接続を中継するＣＲユニット端子板１１５０ｂと、の
両方の基板を収納するものであり、これらは従来別々の基板ボックスに収納されてパチン
コ機１の裏面に別々の位置に設けられていたが、本実施形態においては、１つの端子基板
ボックス１１０４に纏めて枠用基板ホルダ１１０１に装着したものである。このため、特
に、本実施形態の場合、主制御基板４１００と外部端子板１１５０ａとを直接配線で接続
することなく、払出制御基板１１８６を介して接続した独特な構成を有するものとなって
いる。
【０４４１】
　次に、枠用基板ホルダ１１０１の払出制御基板ボックス取付領域と電源基板ボックス１
１０３のカバー体１１３３に形成される取付領域１１４３とにわたって取付けえる払出制
御基板ボックス１１０５について、主として図１２７、図１２９及び図１３２を参照して
説明する。払出制御基板ボックス１１０５は、横長の長方形状の払出制御基板１１８６が
図示しないビス等で固定されるボックス主体１１８０と、ボックス主体１１８０に取付け
られて払出制御基板１１８６の表面を覆うカバー体１１８１と、から構成されている。ボ
ックス主体１１８０とカバー体１１８１とは、その一側辺（図１３２の右側辺）を係合さ
せ、その他側辺（図１３２の左側辺）に分離切断部１１８３でカシメ固定している。これ
によってボックス主体１１８０とカバー体１１８１とを分離するためには、分離切断部１
１８３を切断しないと分離できないようになっている。ただし、分離切断部１１８３にお
けるカシメ固定は、複数箇所（図示の場合は、１～４の数字で示す４箇所）のうち、いず
れかをカシメ部材でカシメれば良く、例えば、検査等で分離する必要がある場合には、３
回まで行うことができる。もちろん、不正に分離した場合には、切断した痕跡が残ること
になるので、不正行為があったか否かを直ちに知ることができる。また、ボックス主体１
１８０の一側短辺中央には、電源基板ボックス１１０３のカバー体１１３３に形成される
係合穴１１４６に差し込まれる係合片１１８２が突設形成され、他側短辺下部には、枠用
基板ホルダ１１０１に形成される係止突部１１１７に弾性係合する係合弾性片１１８４が
形成されている。したがって、払出制御基板ボックス１１０５を枠用基板ホルダ１１０１
に取付けるには、係合片１１８２を係合穴１１４６に差し込んだ後、係合弾性片１１８４
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を係止突部１１１７に係合させることにより、簡単に取付けることができる。そして、枠
用基板ホルダ１１０１の払出制御基板ボックス取付領域と電源基板ボックス１１０３のカ
バー体１１３３に形成される取付領域１１４３とにわたって払出制御基板ボックス１１０
５を取付けた状態においては、それらの取付領域１１４３内に払出制御基板ボックス１１
０５が収納された状態となり左右方向にも上下方向にも移動できないように固定された状
態となっている。逆に、取り外す場合には、係合弾性片１１８４を弾性方向と逆方向に押
圧して係合弾性片１１８４と係止突部１１１７との係合を外して払出制御基板ボックス１
１０５を引き上げながら、係合穴１１４６から係合片１１８２を引き抜くことにより、払
出制御基板ボックス１１０５を枠用基板ホルダ１１０１から外すことができる。
【０４４２】
　また、上記したボックス主体１１８０とカバー体１１８１とによって被覆される払出制
御基板１１８６には、その一側部（図１３２の右側部）に扉枠開放スイッチ用端子１１８
５ａ、本体枠開放スイッチ用端子１１８５ｂ、賞球ユニット用端子１１８７、外部端子板
用端子１１８８、ＣＲユニット端子板用端子１１８９、操作ハンドル用端子１１９４、エ
ラーＬＥＤ表示器４１３０、エラー解除スイッチ４１３１、及び球抜きスイッチ４１３２
が設けられ、その他側下部（図１３２の左側部）に満タンスイッチ用端子１１９０、検査
用出力端子１１９１、電源用端子１１９２、発射モータ用端子１１９３、及び内部接続端
子１１９５が設けられている。
【０４４３】
　扉枠開放スイッチ用端子１１８５ａは、扉枠５が本体枠３から開放されたことを検出す
る扉枠開放スイッチ４１３３からの配線が接続されるコネクタである。本体枠開放スイッ
チ用端子１１８５ｂは、本体枠３が外枠２から開放されたことを検出する本体枠開放スイ
ッチ４１３４からの配線が接続されるコネクタである。賞球ユニット用端子１１８７は、
前述した賞球ユニット８００の中継基板４８０からの配線が接続される多ピンコネクタで
ある。外部端子板用端子１１８８は、前述したように外部端子板１１５０ａの払出制御基
板用端子１１５６に接続される多ピンコネクタである。ＣＲユニット端子板用端子１１８
９は、前述したようにＣＲユニット端子板１１５０ｂの払出制御基板用端子１１５５に接
続される多ピンコネクタである。満タンスイッチ用端子１１９０は、満タンユニット９０
０の満タンスイッチ９１６からの配線が接続されるコネクタである。エラーＬＥＤ表示器
４１３０は、ＣＲユニット接続異常等のパチンコ機の状態を表示する。エラー解除スイッ
チ４１３１は、操作されるとエラーＬＥＤ表示器４１３０に表示されているエラーに応じ
た解除方法の案内がサイドスピーカ１２１や下部スピーカ３９１から流れる。球抜きスイ
ッチ４１３２は、操作されると賞球タンク７２０及びタンクレール部材７４０に貯留され
た球を排出開始する（球抜き開始する）。検査用出力端子１１９１は、払出制御基板１１
８６を検査する際に検査機器に接続するためのコネクタであり、検査用の各種の出力信号
を出力するための端子である。電源用端子１１９２は、前述したように電源基板１１３６
の払出制御基板用電源コネクタ１１４１に電源供給用配線１２１４によって接続されるコ
ネクタである。発射モータ用端子１１９３は、打球発射装置６５０の発射モータ６９５か
らの配線が接続されるコネクタである。操作ハンドル用端子１１９４は、ハンドル装置４
００の操作ハンドル部４１０の内部に設けられるタッチセンサ４２０及び発射停止スイッ
チ４２２からの配線が接続されるコネクタである。内部接続端子１１９５は、主ドロワ中
継基板１１０７に設けられる払出制御基板用コネクタ１２０１に信号電源配線１２１５に
よって接続されるコネクタである。
【０４４４】
　なお、エラー解除スイッチ４１３１の左方近傍には、図１３２に示すように、抵抗Ｒ１
１９４ａ～Ｒ１１９４ｄが配置されている。これらの抵抗Ｒ１１９４ａ～Ｒ１１９４ｄは
、操作ハンドル用端子１１９４に入力された各種検出信号に扉枠５（図１８に示した補強
板２１１～２１４）からのノイズ等が侵入した際に、グランド（ＧＮＤ）が不安定になら
ないようにするものであり、その詳細な説明は後述する。
【０４４５】
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　次に、枠用基板ホルダ１１０１の前面側に形成されるドロワ取付領域１１２０に取付け
る主ドロワ中継基板１１０７と副ドロワ中継基板１１０８について説明する。図１２９に
示すように、主ドロワ中継基板１１０７には、遊技盤４の裏面側に取付けられる中継端子
板６２５に設けられる主ドロワコネクタ６２６（遊技盤側コネクタ：図７８を参照）と接
続される主ドロワ中継コネクタ１２００（ホルダ側コネクタ）と、払出制御基板１１８６
の内部接続端子１１９５と信号電源配線１２１５を介して接続される払出制御基板用コネ
クタ１２０１とが上下に設けられている。また、副ドロワ中継基板１１０８には、遊技盤
４の裏面側に取付けられる中継端子板６２５に設けられる副ドロワコネクタ６２７（遊技
盤側コネクタ：図７８を参照）と接続される副ドロワ中継コネクタ１２０２（ホルダ側コ
ネクタ）と、扉中継基板１１０２の内部接続端子１１３０と内部配線１２１３を介して接
続される扉枠用コネクタ１２０３とが上下に設けられている。また、主ドロワ中継基板１
１０７及び副ドロワ中継基板１１０８には、各基板の左右両側に支持穴１２０４，１２０
５が穿設され、支持穴１２０４，１２０５をドロワ取付領域１１２０に突設されるドロワ
取付ボス１１１８に差し込むことにより、主ドロワ中継基板１１０７及び副ドロワ中継基
板１１０８をドロワ取付領域１１２０内に位置決め支持され、その後、基板カバー１１０
９で被覆することにより、堅固に固定される。
【０４４６】
　ところで、基板カバー１１０９には、主ドロワ中継基板１１０７に設けられる主ドロワ
中継コネクタ１２００及び払出制御基板用コネクタ１２０１と、副ドロワ中継基板１１０
８に設けられる副ドロワ中継コネクタ１２０２及び扉枠用コネクタ１２０３とが基板カバ
ー１１０９の外側に突出するための長方形状のコネクタ用開口１２０６，１２０７，１２
０８，１２０９が開設され、また、基板カバー１１０９の裏面側に、ドロワ取付ボス１１
１８の先端部が挿通されるピン挿通穴１２１０（図１２７を参照）が形成されると共に、
左右両端に基板カバー１１０９を枠用基板ホルダ１１０１に図示しないビスで止着するた
めの止め穴１２１１が形成されている。このため、主ドロワ中継基板１１０７及び副ドロ
ワ中継基板１１０８の支持穴１２０４，１２０５をドロワ取付領域１１２０に突設される
ドロワ取付ボス１１１８に差し込み、ドロワ取付ボス１１１８の先端部をピン挿通穴１２
１０に挿通しながら基板カバー１１０９で被覆し、止め穴１２１１に図示しないビスで止
着することにより、主ドロワ中継基板１１０７及び副ドロワ中継基板１１０８をドロワ取
付領域１１２０内に堅固に固定することができる。
【０４４７】
　以上、基板ユニット１１００の構成について説明してきたが、本実施形態の場合には、
パチンコ機１を駆動制御するために必要な各種の基板のうち、遊技盤４の変更に伴って交
換される主制御基板４１００及び液晶制御基板４１５０以外の基板である扉中継基板１１
０２、電源基板ボックス１１０３に収納された電源基板１１３６、端子基板ボックス１１
０４に収納された外部端子基板１１５０、払出制御基板ボックス１１０５に収納された払
出制御基板１１８６を、枠用基板ホルダ１１０１に予め組み付けてユニット化し、その組
み付けてユニット化した基板ユニット１１００を本体枠３の背面側下部に取付けるだけの
簡単な作業によって、従来別々に本体枠３の背面側に取付けていた各種の基板取付作業に
比べ、作業能率を向上することができる。また、この場合、基板ユニット１１００にユニ
ット化される各基板同士の配線も枠用基板ホルダ１１０１の内部に収めることができるの
で、基板同士を接続する配線が乱雑に入り乱れることがなく、整然と敷設することができ
る。
【０４４８】
　また、本実施形態においては、基板ユニット１１００の前面に主ドロワ中継コネクタ１
２００（ホルダ側コネクタ）を有する主ドロワ中継基板１１０７と副ドロワ中継コネクタ
１２０２（ホルダ側コネクタ）を有する副ドロワ中継基板１１０８とが設けられているの
で、図１３８に示すように、本体枠３に遊技盤４をその前面側から装着する作業に伴って
、遊技盤４の裏面側に設けられる中継端子板６２５の主ドロワコネクタ６２６と副ドロワ
コネクタ６２７（遊技盤側コネクタ）が夫々対応する主ドロワ中継コネクタ１２００と副
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ドロワ中継コネクタ１２０２（ホルダ側コネクタ）とに接続されるので、遊技盤４の装着
と基板間の接続とを同時に行うことができる。このため、遊技盤４の交換作業を手際よく
行うことができる。
【０４４９】
　更に、本実施形態においては、基板ユニット１１００を本体枠３の裏面に固定した後に
、本体枠３に設けられる各種の電気機器との配線の接続作業が必要な払出制御基板ボック
ス１１０５と、外部のＣＲユニットや管理コンピュータとの接続作業が必要な端子基板ボ
ックス１１０４と、を基板ユニット１１００の最も後方の視認し易い位置に並列状に配置
する一方、外部との接続作業の必要性が少ない電源基板ボックス１１０３や扉中継基板１
１０２を内部に配置しているので、複数の基板を前後方向に効率よく重複配置することが
でき、基板ユニット１１００の大きさを最小限に設計することができる。ただし、内部に
配置される電源基板ボックス１１０３や扉中継基板１１０２においても、外部に接続され
る端子部分は、すべて外部から視認できるようになっているので、それらの接続作業が手
探りになるという問題はない。
【０４５０】
［１－５Ａ－１．基板ユニットと遊技盤との電気的な接続（ドロワコネクタによる接続）
］
　次に、基板ユニット１１００と遊技盤４との電気的な接続について図１３５を参照して
説明する。上述したように、遊技盤４側にはドロワコネクタ６２６，６２７が設けられ、
基板ユニット１１００側にはドロワコネクタ１２００，１２０２が設けられている。図１
３５（ａ）に示すように、遊技盤４側のドロワコネクタ６２６，６２７を基板ユニット１
１００側のドロワコネクタ１２００，１２０２に挿入することで電気的に接続することが
できる。遊技盤４側のドロワコネクタ６２６，６２７は、図１３５（ｂ）に示すように、
ターミナル６２６ａ，６２７ａを備えており、基板ユニット１１００側のドロワコネクタ
１２００，１２０２は、図１３５（ｃ）に示すように、コンタクト１２００ａ，１２０２
ａを備えている。遊技盤４側のドロワコネクタ６２６，６２７を基板ユニット１１００側
のドロワコネクタ１２００，１２０２に挿入すると、図１３５（ｃ）に示すように、ター
ミナル６２６ａ，６２７ａがコンタクト１２００ａ，１２０２ａを押し下げコンタクト１
２００ａ，１２０２ａが変位する。この変位によって発生したコンタクト１２００ａ，１
２０２ａの反発力は、ターミナル６２６ａ，６２７ａを強く接触することで電気的な導通
状態となる。これにより、遊技盤４側のドロワコネクタ６２６，６２７と、基板ユニット
１１００側のドロワコネクタ１２００，１２０２と、には、各種制御基板相互による（例
えば、主制御基板４１００と払出制御基板１１８６とによる）各種制御信号を伝える制御
信号ラインが形成される。また遊技盤４側のドロワコネクタ６２６と、基板ユニット１１
００側のドロワコネクタ１２００と、には、さらに、電源基板１１３６によって作成され
た各種電圧を供給する電圧供給ラインが形成される。このように、遊技盤４を本体枠３に
着脱自在に装着することで、遊技盤４側のドロワコネクタ６２６，６２７と、基板ユニッ
ト１１００側のドロワコネクタ１２００，１２０２と、による制御信号ライン及び電圧供
給ラインが接離自在に接続することができる。
【０４５１】
　なお、本実施形態におけるターミナル６２６ａ，６２７ａ及びコンタクト１２００ａ，
１２０２ａは、ベローズタイプのものを採用している。ピンタイプのものでは作業時にう
っかりピンに触れて曲げてしまうおそれがあるが、ベローズタイプのものではそのおそれ
がない。また、ターミナル６２６ａ，６２７ａ及びコンタクト１２００ａ，１２０２ａの
メッキには摩擦係数の小さい金メッキを採用している。これにより、遊技盤４の着脱時の
すべり良さ（嵌合の良さ）が確保されている。
【０４５２】
　ここで、遊技盤４を本体枠３に取付けるときに、図１３３に示した電源スイッチ１１３
７を入れたままの状態で、その作業を行うと、ターミナル６２６ａとコンタクト１２００
ａとの接点、具体的には、各種電圧供給ライン用接点では大電流（後述する突入電流）が



(110) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

流れるため溶着することとなる。この溶着した状態のまま、遊技盤４を本体枠３に無理に
押し込んで取付けようとすると、コンタクト１２００ａが折れ曲がって壊れたり、その遊
技盤４を本体枠から取り外すときに、コンタクト１２００ａがドロワコネクタ１２００か
ら剥がれて破損したりして、ドロワコネクタ１２００が使用できなくなる。
【０４５３】
　また、ターミナル６２６ａとコンタクト１２００ａとが溶着すると、コネクタの破損に
ともない、各種制御基板が誤動作したり、各種制御基板に実装された電子部品が破損した
りするおそれもある。そこで、本実施形態では、溶着を防止する回路を後述する主制御基
板４１００に設けて対応している。その詳細な説明については後述する。
【０４５４】
［１－５Ａ－２．賞球ユニットとの配線等］
　次に、払出制御基板ボックス１１０５に収納された払出制御基板１１８６と賞球ユニッ
ト８００との配線等について図１３６を参照して説明する。賞球ユニット内中継端子板８
３０には、上述したように、計数スイッチ用コネクタ８３０ａ、払出モータ用コネクタ８
３０ｂ、回転角スイッチ用コネクタ８３０ｃ、球切れスイッチ用コネクタ８３０ｄ、アー
ス用コネクタ８３０ｅ、及び払出制御基板用コネクタ８３０ｆが設けられている。
【０４５５】
　計数スイッチ用コネクタ８３０ａは計数スイッチ８１２からの配線が接続され、払出モ
ータ用コネクタ８３０ｂは払出モータ８１５からの配線が接続され、回転角スイッチ用コ
ネクタ８３０ｃは回転角スイッチ８５５からの配線が接続され、球切れスイッチ用コネク
タ８３０ｄは球通路ユニット７７０の球切れスイッチ７７８からの配線が接続され、アー
ス用コネクタ８３０ｅは払出モータ８１５からのアース線が接続されている。払出制御基
板用コネクタ８３０ｆは払出制御基板１１８６の賞球ユニット用端子１１８７と配線（ハ
ーネス）により接続されている。
【０４５６】
　球切れスイッチ７７８からの配線及び回転角スイッチ８５５からの配線を除いた、計数
スイッチ８１２からの配線、払出モータ８１５からの配線、払出モータ８１５からのアー
ス線、及び賞球ユニット用端子１１８７とのハーネスは、配線処理片８６９により掛け留
めてまとめられている。
【０４５７】
　島から供給された球は、上述したように、賞球タンク７２０及びタンクレール部材７４
０に貯留され、球通路ユニット７７０に取り込まれ、賞球ユニット８００に導かれる。球
は、互いにこすれ合って帯電すると、静電放電してノイズを発生する。このため、賞球ユ
ニット８００はノイズの影響を受けやすり環境下にある。
【０４５８】
　上述したように、賞球ユニット８００のセンサ基板８５４には回転角スイッチ８５５が
設けられており、この回転角スイッチ８５５からの検出信号は、球の静電放電によるノイ
ズの影響を受けやすい。また、上述した、払出制御用コネクタ４８０ｆと賞球ユニット用
端子１１８７とを接続するハーネス、つまり賞球ユニット８００と払出制御基板１１８６
とを接続するハーネスも球の静電放電によるノイズの影響を受けやすい。
【０４５９】
［１－６．カバー体］
　次に、カバー体１２５０について、図５、図７０及び図７４等を参照して説明する。カ
バー体１２５０は、本体枠３の後面開口５８０を覆うものであり、その一側の上中下の３
箇所に本体枠３の背面一側に形成されるカバー体支持筒部５７５に上方から挿入される軸
支ピン１２５１が形成され、その他側の略中央に球通路ユニット７７０に形成されるカバ
ー体係合溝７８５と係合する係合片１２５２が形成されている。しかして、カバー体１２
５０の軸支ピン１２５１をカバー体支持筒部５７５に差し込むことにより、カバー体１２
５０を本体枠３に開閉自在に軸支し、係合片１２５２をカバー体係合溝７８５に係止する
ことにより、カバー体１２５０を本体枠３に閉じた状態とすることができ、遊技盤４に設
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けられる各種部品の背面を保護することができる。なお、開放する場合には、係合片１２
５２とカバー体係合溝７８５との係合を解除すればよい。
【０４６０】
　また、図示の場合のカバー体１２５０においては、開放側の係合片１２５２の上下に止
め穴１２５３が形成され、また、本体枠３の施錠壁５６９に突設される施錠用突出鉤片５
７０を貫通させる貫通穴１２５４が形成され、更に詳細に図示しないが、次に説明する第
二実施形態に係るカバー体１２７０と同じように、接続操作用開口１２５５、立壁、当接
突起、補強リブが形成されている。これら接続操作用開口１２５５、立壁、当接突起、補
強リブは、第二実施形態に係るカバー体１３００の接続操作用開口１３０３、立壁１３０
４、当接突起１３０５、補強リブと同じ位置に設けられて同じ機能を奏するものである。
そして、カバー体１２５０を閉じた状態で、カバー体１２５０の止め穴１２５３と本体枠
３側の止め穴５６８とを一致させて図示しないビスで止着することにより、カバー体１２
５０によって本体枠３の後面開口５８０を閉塞固定することができる。そして、本体枠３
に対してカバー体１２５０を閉じた状態で施錠用突出鉤片５７０がカバー体１２５０の貫
通穴１２５４を貫通しているので、例えば、南京錠等の錠を施錠用突出鉤片５７０に掛け
止めることにより、南京錠の鍵を有する責任者しかカバー体１２５０を開放することがで
きないようにすることができる。
【０４６１】
［１－６Ａ．カバー体の他の実施形態］
　上記した図５及び図７４に示したカバー体１２５０（以下、「第一実施形態に係るカバ
ー体１２５０」という。）は、図５からも明らかなように、遊技盤４の裏面下部に取付け
られる主制御基板ボックス６２４を除いた遊技盤４の裏面を覆うように形成されているが
、これを主制御基板ボックス６２４を含む遊技盤４の裏面の全体を覆うカバー体としても
良い。このようなカバー体１３００（以下、「第二実施形態に係るカバー体１３００」と
いう。）を取付けたパチンコ機について、図１３９乃至図１５０を参照して説明する。図
１３９は、第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチンコ機であってカバー体を開放し
た状態の背面から見た斜視図であり、図１４０は、第二実施形態に係るカバー体を取付け
たパチンコ機の側面図であり、図１４１は、第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチ
ンコ機であってカバー体の開放側から見た斜視図であり、図１４２は、第二実施形態に係
るカバー体を取付けたパチンコ機であってカバー体の軸支側から見た斜視図であり、図１
４３は、第二実施形態に係るカバー体を取付けたパチンコ機の背面図であり、図１４４は
、第二実施形態に係るカバー体を取り外した状態のパチンコ機の背面図であり、図１４５
は、第二実施形態に係るカバー体の下辺部と重合当接する払出制御基板ボックスの斜視図
であり、図１４６は、第二実施形態に係るカバー体の内側から見た斜視図であり、図１４
７は、第二実施形態に係るカバー体に設けられるシリンダ錠の作用を説明するための背面
図であり、図１４８は、図１４３のＡ－Ａ断面図であり、図１４９は、図１４３のＢ－Ｂ
断面図であり、図１５０は、図１４３のＣ－Ｃ断面図である。なお、図１３９乃至図１５
０において、それ以前の図面に表示される構成と同じ機能を奏する構成には、同一の符号
を付してある。
【０４６２】
　この第二実施形態に係るカバー体１３００が取付けられるパチンコ機１の外枠２Ａは、
図１３９及び図１４０に示すように、前述した第二実施形態に係る外枠２Ａであり、扉枠
５に設けられる皿ユニット３００の形状も若干異なるものである。更に、本体枠３の構成
も軸支側後面壁５４６の開放端側に形成される後述する止め穴５６８、施錠穴５６９ａ及
び案内孔５６９ｂを有する施錠壁５６９の点（図１４４を参照）、及び後側面壁を構成す
る第三側面壁５４２及び第四側面壁５４３の切欠部２２１の位置が下方まで延設されてい
る点（図１４０を参照）で相違し、また、払出制御基板ボックス１１０５の構成において
も、カバー体１１８１に当接低段面１１８１ａが形成される点（図１４５を参照）で相違
するだけである。ただし、図１３９及び図１４４に表示される主制御基板ボックス６２４
は、図７８に示される実施形態と同様に遊技盤４の裏面下部に取付けられる盤用基板ホル
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ダ６２３に取付けられるものであり、図１３９及び図１４４においては、遊技盤４の図示
が省略されている。
【０４６３】
　そこで、まず、図１４６を参照して第二実施形態に係るカバー体１３００について説明
する。カバー体１３００は、やや縦長長方形状の周辺の側壁が立ち上がった皿状に合成樹
脂によって形成され（側壁部や長方形板部の上半分には、多数の空気穴が形成されている
。）、その縦辺一側の側壁に本体枠３に形成されるカバー体支持筒部５７５に挿入されて
軸支される複数（図示の場合には４個）の軸支ピン１３０１が一体的に形成され、その縦
辺他側の側壁のやや上部寄りに球通路ユニット７７０に形成されるカバー体係合溝７８５
に係合する係合片１３０２が一体的に形成されている。この軸支ピン１３０１と係合片１
３０２は、第一実施形態に係るカバー体１２５０と同様に、カバー体１３００の軸支ピン
１３０１をカバー体支持筒部５７５に差し込むことにより、カバー体１３００を本体枠３
に開閉自在に軸支し、係合片１３０２をカバー体係合溝７８５に係止することにより、カ
バー体１３００を本体枠３に閉じた状態とすることができ、遊技盤４に設けられる主制御
基板ボックス６２４を含む各種部品の背面を保護することができるものである。そして、
この第二実施形態に係るカバー体１３００が第一実施形態に係るカバー体１２５０と異な
る点は、ただ単に開閉自在に設けられるだけではなく、閉じた状態で不正に開放すること
ができないようにシリンダ錠１３０９が設けられる点と、主制御基板ボックス６２４の裏
面まで覆ってしまうため、主制御基板ボックス６２４に外部に露出して設けられるＲＡＭ
クリアスイッチ６２４ａと検査機器が接続される試験用端子６２４ｂ，６２４ｃとに対応
する位置に接続操作用開口１３０３が設けられている点と、カバー体１３００の下辺の側
壁の先端辺が閉じた状態で払出制御基板ボックス１１０５のカバー体１１８１の表面に当
接する点である。そこで、これらの第二実施形態に係るカバー体１３００の特徴的な構成
について以下説明する。
【０４６４】
　まず、接続操作用開口１３０３について説明すると、接続操作用開口１３０３は、カバ
ー体１３００の下辺の当接下辺側壁１３０６の上部に長方形状に形成されており、その大
きさは、図１４３に示すように主制御基板ボックス６２４に外部に露出して設けられるＲ
ＡＭクリアスイッチ６２４ａと検査機器が接続される試験用端子６２４ｂ，６２４ｃとが
臨む大きさに開設されている。また、接続操作用開口１３０３の内側には、閉じた状態で
主制御基板ボックス６２４の外周面に当接する立壁１３０４と当接突起１３０５とが突設
されている。立壁１３０４は、接続操作用開口１３０３の左右開口縁に沿って比較的高く
形成され、当接突起１３０５は、接続操作用開口１３０３の上開口縁から一側開口縁に沿
って比較的低く突設形成されており、これらの立壁１３０４と当接突起１３０５は、図１
４８及び図１４９に示すように、主制御基板ボックス６２４の外周面（主制御基板ボック
ス６２４に収納される主制御基板４１００の表面を含む）との間に隙間が生じないように
して接続操作用開口１３０３から不正具を差し込んで主制御基板ボックス６２４に対して
不正な行為が行えないようにしている。
【０４６５】
　次に、カバー体１３００の下辺に形成される当接下辺側壁１３０６について説明すると
、カバー体１３００を本体枠３に対して閉じたときに、当接下辺側壁１３０６は、図１４
９及び図１５０に示すように、枠用基板ホルダ１１０１に取付けられる払出制御基板ボッ
クス１１０５のカバー体１１８１の上辺部分に当接するようになっている。このため、第
二実施形態に係るカバー体１３００が取付けられるパチンコ機１の枠用基板ホルダ１１０
１に装着される払出制御基板ボックス１１０５のカバー体１１８１の上辺部には、図１４
５に示すように、表面より一段と低く形成される当接低段面１１８１ａが形成されている
。しかして、枠用基板ホルダ１１０１に取付けられる払出制御基板ボックス１１０５は、
図１４４に示すように、枠用基板ホルダ１１０１の払出制御基板ボックス取付領域と電源
基板ボックス１１０３のカバー体１１３３に形成される取付領域１１４３とにわたって取
付けられた状態において、それらの取付領域１１４３内に払出制御基板ボックス１１０５
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が収納された状態となり左右方向にも上下方向にも移動できないように固定された状態と
なっている。このため、払出制御基板ボックス１１０５のカバー体１１８１の上面の一部
である当接低段面１１８１ａがカバー体１３００の当接下辺側壁１３０６によって当接被
覆されることによって、カバー体１３００を開放しない限り、払出制御基板ボックス１１
０５を枠用基板ホルダ１１０１から取り外すことができない構成となっている。
【０４６６】
　次に、シリンダ錠１３０９に関連する構成について説明する。図１４６において、カバ
ー体１３００の下方側の下方寄りにシリンダ錠１３０９を貫通するための楕円形状の錠穴
１３０８が開設されている。この錠穴１３０８にシリンダ錠１３０９の断面楕円状のネジ
部１３１０が貫通され、この貫通したネジ部１３１０に内側からナット１３１２が螺着さ
れることによりシリンダ錠１３０９が錠穴１３０８に固定される。また、シリンダ錠１３
０９には、ネジ部１３１０の中心から錠軸１３１１がカバー体１３００の内側に向かって
突設され、その錠軸１３１１を楕円形状の施錠片１３１３の下方部に穿設されるネジ穴１
３１４に貫通させてナット１３１５で締着することにより、施錠片１３１３をシリンダ錠
１３０９の後端部に固着している。この構成により、シリンダ錠１３０９に鍵（遊技場の
管理責任者等が所持している）を差し込んで回動することにより施錠片１３１３を９０度
の範囲で回動することができるようになっている。また、錠穴１３０８の下部には、カバ
ー体１３００を閉じる際に、開閉を案内するための案内突起１３１６が内側に向かって突
設されている。更に、カバー体１３００の開放側の上方部であって係合片１３０２の上下
にネジを螺着するためのネジ止め穴１３０７が形成されている。
【０４６７】
　一方、上記したネジ止め穴１３０７、施錠片１３１３、及び案内突起１３１６に対応す
るように、本体枠３側には、止め穴５６８、施錠穴５６９ａ、及び案内孔５６９ｂが形成
されている。この構成について図１４４を参照して説明すると、本体枠３の前述した軸支
側後面壁５４６には、前述したようにカバー体当接溝５６７が形成されているが、このカ
バー体当接溝５６７の上下部（球通路ユニット７７０のカバー体係合溝７８５を挟んだ上
下）にネジ止め穴１３０７に対応する止め穴５６８が形成されている。更に、本体枠３の
軸支側後面壁５４６の下方部には、図１４７に示すように、施錠壁５６９が本体枠３の縦
中心線方向に向かって延設されており、その施錠壁５６９の上下に施錠穴５６９ａと案内
孔５６９ｂとが開設されている。施錠穴５６９ａは、楕円形状に形成されて施錠片１３１
３が貫通するようになっていると共に、施錠穴５６９ａの前面側周囲の施錠壁５６９は、
補強用のリブが突設されている。
【０４６８】
　しかして、カバー体１３００を開放状態から閉止状態に回動させることにより、図１４
７（Ａ）に示すように、案内突起１３１６が案内孔５６９ｂに挿入されつつ、シリンダ錠
１３０９の施錠片１３１３が施錠穴５６９ａを貫通した状態となる。その状態でシリンダ
錠１３０９に鍵を差し込んで回動することにより、図１４７（Ｂ）に示すように、施錠片
１３１３が９０度回転し、施錠片１３１３の一端部が施錠壁５６９の前面側と係合する。
このため、カバー体１３００が本体枠３に対して施錠されることになる。また、シリンダ
錠１３０９によるカバー体１３００の施錠は、カバー体１３００の下方部であるため、カ
バー体１３００の上方部を本体枠３に固定するために、閉じた状態で合致しているネジ止
め穴１３０７と止め穴５６８に図示しないネジを螺着することにより、カバー体１３００
の上方部も本体枠３に固定される。なお、カバー体１３００の上方部にもシリンダ錠を設
けて、上下でシリンダ錠によってカバー体１３００を本体枠３に施錠しても良い。
【０４６９】
　また、第二実施形態に係るカバー体１３００は、図１４０に示すように、閉じた状態で
、その背面側が賞球タンク７２０の最後端部（本実施形態の場合には、排出口７３０の後
面壁）、及びタンクレール部材７４０の後端壁と側方から見たときに同一垂直面となって
いる。このため、パチンコ機１の背面から見たときに、背面側の上部から下方までに凹凸
がなく、きわめてスッキリした形状となっているため、パチンコ機１を運搬するときに全
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体の厚みが均一で把握し易いため、積み込みや重ね合わせ作業が行いやすく、また、実際
に遊技場の島台に設置する際も、背向列設されるパチンコ機１の背面において、相手方の
パチンコ機の背面に突出する配線等を気にすることなく、きわめてスムーズに設置するこ
とができるものである。この点は、第一実施形態に係るカバー体１２５０を使用したパチ
ンコ機１においても、図３に示すように同一の効果を奏するものである。
【０４７０】
　なお、上記した第二実施形態において、カバー体１３００の閉止状態を上方のネジと下
方のシリンダ錠１３０９との両方で行った理由は、第一の理由として、カバー体１３００
が第一実施形態に係るカバー体１２５０に比べて被覆面積が縦方向に大きくなっているた
め、カバー体１３００の中央だけで閉止状態を保持すると上下部分が熱によって変形する
おそれがあるため、上下の２箇所で閉止状態を保持する構成にしたこと。第二の理由とし
て、前述したようにカバー体１３００の当接下辺側壁１３０６によって払出制御基板ボッ
クス１１０５の上辺部に当接するようにしたので、特に、カバー体１３００の下辺部をこ
じ開けることができないようにカバー体１３００の下方部の閉止状態を強固に維持するこ
とが必要であり、結果的にカバー体１３００の上方部も閉止せざるを得ないこと。そして
、この第二の理由により、特に下辺部の閉止状態を維持するためにシリンダ錠１３０９等
の施錠装置（シリンダ錠に限らず、遊技場の管理者しか解錠できない施錠装置であれば良
い。）を用いることが望ましい。
【０４７１】
　以上、第二実施形態に係るカバー体１３００について説明してきたが、この第二実施形
態に係るカバー体１３００は、カバー体１３００を本体枠３に対して閉じたときに、カバ
ー体１３００の下辺部である当接下辺側壁１３０６が枠用基板ホルダ１１０１に取付けら
れる払出制御基板ボックス１１０５のカバー体１１８１の上辺部分に当接被覆するように
なっているため、カバー体１３００を開放しない限り、払出制御基板ボックス１１０５を
枠用基板ホルダ１１０１から取り外すことができない構成となっている。そして、カバー
体１３００がシリンダ錠１３０９によって施錠されるため、カバー体１３００に被覆され
る主制御基板ボックス６２４に対する不正行為はもちろん、カバー体１３００に被覆され
ない払出制御基板ボックス１１０５に対する不正行為も防止することができる。また、カ
バー体１３００を閉じた状態で且つシリンダ錠１３０９を施錠した状態であっても、カバ
ー体１３００に接続操作用開口１３０３が開設されているため、試験用の試験用端子６２
４ｂ，６２４ｃに検査機器を接続したり、あるいはソフトウエア等が暴走して復旧する際
に、ＲＡＭクリアスイッチ６２４ａを操作したりすることができる。そして、この接続操
作用開口１３０３の内側には、立壁１３０４や当接突起１３０５が形成されて主制御基板
ボックス６２４との間に隙間が生じないようにされているので、接続操作用開口１３０３
からピアノ線等を挿入して遊技盤４の裏面に対する不正行為を防止することができる。
【０４７２】
　更に、第二実施形態に係るカバー体１３００は、閉じた状態で、その背面側が賞球タン
ク７２０の最後端部、及びタンクレール部材７４０の後端壁と側方から見たときに同一垂
直面となっているため、パチンコ機１の背面から見たときに、背面側の上部から下方まで
に凹凸がなく、きわめてスッキリした形状となっており、パチンコ機１を運搬するときに
全体の厚みが均一で把握し易いため、積み込みや重ね合わせ作業が行いやすく、また、実
際に遊技場の島台に設置する際も、背向列設されるパチンコ機１の背面において、相手方
のパチンコ機の背面に突出する配線等を気にすることなく、きわめてスムーズに設置する
ことができる。
【０４７３】
［２．遊技盤の詳細構成］
　続いて、本実施形態のパチンコ機１における遊技盤４の詳細な構成について、まず、図
１５１乃至図１５９を参照して説明する。図１５１は、遊技盤の正面図であり、図１５２
は、遊技盤を斜め右前から見た斜視図である。図１５３は、遊技盤を斜め左前から見た斜
視図であり、図１５４は、遊技盤を斜め後から見た斜視図である。また、図１５５は、遊
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技盤を構成する主な部材毎に分解して斜め前から見た斜視図であり、図１５６は遊技盤を
構成する主な部材毎に分解して斜め後から見た斜視図である。図１５７（Ａ）は遊技盤に
おけるアタッカユニット、サイド入賞口部材、及びゲート部材を斜め前から示す斜視図で
あり、（Ｂ）は（Ａ）を斜め後から示す斜視図である。更に、図１５８（Ａ）は遊技盤に
おけるセンター役物を斜め前から示す斜視図であり、（Ｂ）は（Ａ）を斜め後から示す斜
視図であり、図１５９は遊技盤におけるセンター役物を斜め後下から示す斜視図である。
【０４７４】
　図示するように、本実施形態のパチンコ機１における遊技盤４は、外レール６０２及び
内レール６０３を有し、遊技者が操作ハンドル部４６１を操作することで遊技媒体として
の遊技球（単に「球」とも称す）が打ち込まれる遊技領域６０５の外周を区画形成する枠
状の前構成部材６０１と、前構成部材６０１の後側に取付けられ遊技領域６０５を閉鎖す
るように配置される遊技パネル６００と、遊技領域６０５の外側でアウト口６０６よりも
右側の前構成部材６０１下部に配置された機能表示ユニット６４０と、機能表示ユニット
６４０の前面に貼り付けられる機能表示シール６４９と、遊技領域６０５内の左右方向略
中央でアウト口６０６の上側に配置され遊技パネル６００の前面に支持されるアタッカユ
ニット２０００と、アタッカユニット２０００の左側で遊技領域６０５の外周に沿って配
置され遊技パネル６００の前面に支持されるサイド入賞口部材２１００と、遊技領域６０
５内の上下方向中央からやや上寄り左側に配置され遊技パネル６００の前面に支持される
ゲート部材２２００と、遊技領域６０５の略中央部分に配置され遊技パネル６００に支持
される枠状のセンター役物２３００と、遊技パネル６００の後側に取付けられる裏ユニッ
ト３０００と、裏ユニット３０００の後側に透明な遊技パネル６００及びセンター役物２
３００の枠内を通して遊技者側から視認可能に取付けられ所定の演出画像を表示可能な演
出表示手段としての液晶表示装置１４００と、を主に備えている。
【０４７５】
　本実施形態の遊技盤４における液晶表示装置１４００は、二つの液晶表示膜、すなわち
、第１表示パネル１４００ａ、第２表示パネル１４００ｂと、バックライト１４０６（図
１７９を参照）が枠体１４００ｃに組み付けられて構成されている（図１５５）。第１表
示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとは、枠体１４００ｃの内部に枠体１４
００ｃの裏側から組み付けられるが、図１５５では、理解の容易のため枠体１４００ｃの
前方に第１表示パネル１４００ａと、第２表示パネル１４００ｂとを図示している。また
、図１５６では、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとが枠体１４０
０ｃに組み付けられてなる液晶表示装置１４００の外観図のみを図示しており、図の煩雑
を避けるため、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂを単体では図示し
ていない。二枚の表示パネル１４００ａ、１４００ｂは、互いに前後方向に離反して配置
された多層構造とされており、例えば、前側の第１表示パネル１４００ａにキャラクタを
、後側の第２表示パネル１４００ｂに背景を夫々表示させることで、遊技者側から見ると
奥行き感のある擬似的な画像を表示させることができるようになっている。この液晶表示
装置１４００の後側には、周辺基板４０１０を収容した周辺基板ボックス６２２と、液晶
表示装置１４００内を空冷する複数の冷却ファンとが備えられている。この液晶表示装置
１４００は、裏ユニット３０００における裏箱６２１の後側にロック部材３１３４を介し
て脱着可能に取付けられている。
【０４７６】
　第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂは、矩形型の透明電極を用い
た透明の液晶パネルで形成されている。第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４
００ｂは、本実施形態では、同一の画素数、アスペクト比、大きさの液晶パネルである。
バックライトは、液晶制御基板４１５０内に構築されたインバータ回路（図示省略）によ
って点灯される冷陰極管、または、白色のＬＥＤから形成されている。枠体１４００ｃに
組み付けられた状態で、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとの間の
間隔は、Ｌａとされている。
【０４７７】
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　第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂは、それぞれ、ＬＣＤドライ
バ（液晶駆動回路）が組み込まれており、後述する液晶制御基板４１５０によって制御さ
れ、演出図柄、キャラクタ画像、または、背景画像等、種々の画像を表示し、表示態様を
変化させることが可能である。本実施形態では、液晶表示装置１４００において、第１表
示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂは、平行に配置されている。また、図１
５５に示すように、第２表示パネル１４００ｂは、遊技者から見て、第１表示パネル１４
００ａの後方であって、第１表示パネル１４００ａと重なり合うように配置されている。
詳しくは、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂは、第１表示パネル１
４００ａにおいて、当該表示面に対して垂直な方向から投影した投影図（図示せず）と、
第２表示パネル１４００ｂにおいて、当該表示面に対して垂直な方向から投影した投影図
（図示せず）とが、一致するように配置されている。従って、液晶表示装置１４００にお
いて、第１表示パネル１４００ａが透明状態であり、第２表示パネル１４００ｂに画像が
表示された状態であれば、遊技者は、第２表示パネル１４００ｂに表示された画像を視認
することが可能となっている。液晶表示装置１４００において、第１表示パネル１４００
ａが透明状態であり、第２表示パネル１４００ｂも透明状態であれば、遊技者は、バック
ライトの色、すなわち、「白色」を視認することになる。
【０４７８】
　なお、第１表示パネル１１５ａ、または、第２表示パネル１４００ｂは、透過型ＭＥＭ
Ｓ（Ｍｉｃｒｏ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍｅｃｈａｎｉｃａｌ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）を用いるこ
とも可能である。バックライトとしては、電球、蛍光灯、エレクトロルミネッセンスパネ
ル（ＥＬＰ）、を用いることも可能である。また、第１表示パネル１１５ａ、及び、第２
表示パネル１４００ｂは、有機ＥＬまたはプラズマディスプレイを用いることも可能であ
る。この場合、バックライトを用いず、黒色の背景パネルを、遊技者から見て、第２表示
パネル１４００ｂの後方に配置する。
【０４７９】
　第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとの間隔Ｌａは、液晶表示装置
１４００において、例えば、遊技者に対して奥行き感溢れた視覚効果が得られる好適な距
離となるように、第１表示パネル１４００ａまたは第２表示パネル１４００ｂの大きさや
、これら表示パネルに表示する画像の表示態様等に基づいて、適宜設定される。具体的に
は、間隔Ｌａは、例えば、５～４０ｍｍに設定され、好ましくは、１０～２５ｍｍに設定
され、より好ましくは、１５～２０ｍｍに設定される。間隔Ｌａが狭すぎると、演出表示
において奥行き感に溢れる視覚効果が遊技者に感じられにくくなり、また、間隔Ｌａが広
すぎると、演出表示が遊技者に不自然に見えるおそれがあるため、間隔Ｌａは、演出表示
の具体的内容等に応じて、遊技者に最も効果的に見える値に設定されることが好ましい。
【０４８０】
［２－１．アタッカユニット］
　本実施形態のパチンコ機１における遊技盤４のアタッカユニット２０００は、図１５７
等に示すように、遊技パネル６００における左右方向中央の下部に形成された開口部６０
０ｅに対して、前側から挿入された上で、遊技パネル６００の前面に固定されるものであ
る。このアタッカユニット２０００は、遊技領域６０５内へ打ち込まれた遊技球が受入可
能とされた複数の受入口（入賞口）を有しており、具体的には、左右方向の略中央で上部
に配置された第一始動口２００１と、第一始動口２００１の下側に配置された第二始動口
２００２と、第二始動口２００２の下側に配置され第一始動口２００１や第二始動口２０
０２よりも左右方向へ大きく延びた区形状の大入賞口２００３と、大入賞口２００３の左
側やや上寄りに配置された一般入賞口２００４と、を備えている。
【０４８１】
　アタッカユニット２０００の第一始動口２００１は、上側が開放されており遊技球が常
時受入（入賞）可能となっている。この第一始動口２００１へ受入れられた遊技球は、後
述する裏ユニット３０００の裏箱６２１の前面に形成された第一始動口誘導通路６２１ｇ
内の第一始動口センサ３１１５に検出された後に下方へ排出されるようになっている。
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【０４８２】
　一方、第一始動口２００１の下側に配置された第二始動口２００２は、第一始動口２０
０１との間に始動口ソレノイド２０１０により拡開可能な一対の可動片２００５が配置さ
れており、一対の可動片２００５が略垂直に立上った状態では第一始動口２００１と一対
の可動片２００５とによって第二始動口２００２へ遊技球が受入不能となるのに対して、
一対の可動片２００５が左右方向へ拡開した状態では第二始動口２００２へ遊技球が受入
可能となるようになっている。つまり、第二始動口２００２が一対の可動片２００５によ
り可変入賞口となっている。なお、一対の可動片２００５は、後述するゲート部材２２０
０のゲートセンサ２２０２による遊技球の通過の検出に基づいて始動口ソレノイド２０１
０の駆動により開閉されるようになっている。この第二始動口２００２へ受入れられた遊
技球は、アタッカユニット２０００内に備えられた第二始動口センサ２０１２で検出され
た後に、下方へ排出されるようになっている。
【０４８３】
　また、アタッカユニット２０００の大入賞口２００３は、その開口を閉鎖可能な横長矩
形状の開閉部材２００６によって開閉可能とされている。この開閉部材２００６は、下辺
が回動可能に軸支されており、略垂直な状態では大入賞口２００３を閉鎖して遊技球を受
入不能とすることができると共に、上辺が前側へ移動するように回動すると大入賞口２０
０３を開放して遊技球を受入可能とすることができるようになっている。この大入賞口２
００３へ受入れられた遊技球は、アタッカユニット２０００内に備えられたカウントセン
サ２０１４によって検出された後に下方へ排出されるようになっている。また、開閉部材
２００６は、通常の遊技状態では大入賞口２００３を閉鎖した状態となっており、第一始
動口２００１や第二始動口２００２へ遊技球が受入れられる（始動入賞する）ことに基づ
いて行われる抽選（特別抽選）の結果（特別抽選結果）に応じて（特別抽選結果が「大当
たり」又は「小当たり」の時に）アタッカソレノイド２０１６の駆動により開閉するよう
になっている。
【０４８４】
　更に、アタッカユニット２０００の一般入賞口２００４は、図示するように、左上向き
に開放されており、遊技球が常時受入（入賞）可能となっている。このアタッカユニット
２０００の一般入賞口２００４へ受入れられた遊技球は、後述する裏ユニット３０００の
裏箱６２１の前面に形成された一般入賞口誘導通路６２１ｈ内の一般入賞口センサ３１０
８によって検出された後に下方へ排出されるようになっている。
【０４８５】
　また、アタッカユニット２０００には、第一始動口２００１の左右両側を発光装飾させ
る始動口サイド装飾基板２０２０と、大入賞口２００３内を発光装飾させる大入賞口装飾
基板（図示は省略する）と、始動口サイド装飾基板２０２０及び大入賞口装飾基板と接続
されると共に一般入賞口２００４の下側を発光装飾させ、後述するランプ駆動基板３１２
０と接続される左下中継基板２０２２と、始動口ソレノイド２０１０、第二始動口センサ
２０１２、カウントセンサ２０１４、及びアタッカソレノイド２０１６が夫々接続される
と共に、それらと後述する主制御基板４１００やパネル中継基板３１２４とを中継するア
タッカユニット中継端子板２０２４とを備えている。
【０４８６】
［２－２．サイド入賞口部材］
　また、遊技盤４におけるサイド入賞口部材２１００は、遊技パネル６００における左右
方向中央から左寄りの下部で、アタッカユニット２０００が挿入固定される開口部６００
ｅよりも左側に形成された開口部６００ｅに対して、前側から挿入された上で、遊技パネ
ル６００の前面に固定されるものであり、アタッカユニット２０００における正面視左側
の一般入賞口２００４と並ぶように遊技領域６０５の外周に沿って配置された三つの一般
入賞口２１０１を備えている。これら二つの一般入賞口２１０１は、図示するように、上
方に開放されており、遊技球が常時受入（入賞）可能となっている。
【０４８７】
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　また、サイド入賞口部材２１００には、その左上端部に、左側の端部が遊技領域６０５
の外周と略接するような位置に配置され、右側の端部へ向うに従って低くなるように傾斜
したサイド棚部２１０２を備えており、サイド棚部２１０２によって遊技領域６０５の外
周に沿って流下してきた遊技球を遊技領域６０５の中央側へ寄せることができるようにな
っている。なお、三つの一般入賞口２１０１は、サイド棚部２１０２の右側の端部よりも
右側へ配置されており、棚部２１０２により遊技球が遊技領域６０５の中央側へ寄せられ
ても、一般入賞口２１０２へ入賞する可能性があるようになっている。
【０４８８】
　このサイド入賞口部材２１００は、全体的に透光性を有するように形成されており、図
示は省略するが、内部に、表面に複数のＬＥＤが実装されたサイドランプ装飾基板が配置
されており、各ＬＥＤを適宜発光させることでサイド入賞口部材２１００を発光装飾する
ことができるようになっている。
【０４８９】
［２－３．ゲート部材］
　更に、遊技盤４におけるゲート部材２２００は、遊技パネル６００における左右方向中
央よりも左側で上下方向中央からやや上寄りの位置に形成された開口部６００ｅに対して
、前側から挿入された上で、遊技パネル６００の前面に固定されるものである。このゲー
ト部材２２００は、遊技球が一つのみ通過可能な幅のゲート２２０１を有しており、その
ゲート２２０１内に配置されたゲートセンサ２２０２によりゲート２２０１を通過した遊
技球を検出することができるようになっている。
【０４９０】
［２－４．センター役物］
　また、遊技盤４におけるセンター役物２３００は、透明な遊技パネル６００の略中央を
貫通するように大きく形成された開口部６００ｅに対して、前側から挿入された上で、遊
技パネル６００の前面に固定されるものであり、図示するように、遊技領域６０５の大半
を占める大きさで枠状に形成され、正面視右側の外周面は遊技領域６０５の外周との間で
遊技球の外径よりも若干大きい隙間が形成されるように円弧状に形成されていると共に、
左側の外周面は遊技領域６０５の外周との間で所定幅の領域が形成されるように垂下した
略直線上に形成されている。
【０４９１】
　このセンター役物２３００は、図１５８及び図１５９等に示すように、遊技パネル６０
０の略中央で大きく開口する開口部６００ｅの内周に略沿った枠状のセンター台枠２３０
１を備えている。このセンター台枠２３０１は、遊技パネル６００の前面と当接する薄板
状で枠状に形成されたフランジ部２３０１ａと、フランジ部２３０１ａから遊技パネル６
００の開口部６００ｅ内へ向かって延出する挿入壁部２３０１ｂとを備えている。また、
センター役物２３００は、センター台枠２３０１の前面に取付けられ遊技領域６０５内へ
突出する前壁部材２３１０と、センター台枠２３０１の下部に配置されるステージ部材２
３２０と、センター台枠２３０１の上部に配置されパチンコ機１のコンセプトを遊技者に
認識させることが可能なロゴ装飾体２３３０と、を備えている。
【０４９２】
　センター役物２３００の前壁部材２３１０は、遊技パネル６００の前面から前側へ突出
することで、遊技領域６０５内で遊技パネル６００の前面に沿って流下する遊技球が、枠
内へ侵入するのを防止することができると共に、図示するように、表面が所定形状に形成
されており、遊技領域６０５内を装飾することができるようになっている。この前壁部材
２３１０には、上側の外周面における左右方向の略中央の位置から左側に形成され左方向
へ向うに従って低くなるように傾斜した階段状の上棚部２３１１と、上棚部２３１１より
も右側に形成され正面視で略円形状の遊技領域６０５の外周に沿って略平行に延びる外周
誘導壁２３１２と、左側の外周面に開口し遊技領域６０５を流下する遊技球が進入可能と
されたワープ入口２３１３（図１５３を参照）と、ワープ入口２３１３に進入した遊技球
を枠内へ放出するワープ出口２３１４と、を備えている。
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【０４９３】
　この前壁部材２３１０は、遊技領域６０５内の上部へ打ち込まれた遊技球が、上棚部２
３１１へ流下するとセンター役物２３００の左側を通って流下させることができると共に
、上棚部２３１１よりも右側の外周誘導壁２３１２へ流下（進入）した遊技球を、センタ
ー役物２３００の右側を通って一気に遊技領域６０５の下部へ流下するようになっている
。つまり、センター役物２３００における上棚部２３１１よりも右側の外周誘導壁２３１
２へ遊技球が進入するように遊技球を打ち込むと、遊技球の流下を楽しむ機会が少なくな
るようになっているので、遊技球の打込強さを適宜調整させることができ、緊張感を維持
させて漫然とした遊技となるのを抑制することができるようになっている。
【０４９４】
　また、センター役物２３００のステージ部材２３２０は、前壁部材２３１０のワープ出
口２３１４から放出された遊技球を左右方向へ転動させた後にアタッカユニット２０００
の上側の遊技領域６０５内へ放出させることができるものである。このステージ部材２３
２０は、ワープ出口２３１４から放出された遊技球が供給される第一ステージ２３２１と
、第一ステージ２３２１の前側に配置され第一ステージ２３２１から遊技球が供給される
と共に遊技領域６０５内へ遊技球を放出可能とされた第二ステージ２３２２と、を備えて
いる。この第一ステージ２３２１は、左右方向の中央よりも左右両側が最も低くなるよう
な滑らかな波面状に形成されていると共に、第二ステージ２３２２は、左右方向の略中央
が低くなるような湾曲面状に形成されている。
【０４９５】
　また、ステージ部材２３２０は、第一ステージ２３２１の左右方向略中央の後側には、
遊技球が進入可能なチャンス入口２３２３が形成されており、チャンス入口２３２３へ進
入した遊技球が左右方向略中央で第二ステージ２３２２よりも下側の位置に開口したチャ
ンス出口２３２４から遊技領域６０５内へ放出されるようになっている。このチャンス出
口２３２４は、図示するように、アタッカユニット２０００における第一始動口２００１
の直上に配置されており、チャンス出口２３２４から放出された遊技球は、高い確率で第
一始動口２００１へ受入れられる（入賞する）ようになっている。なお、本実施形態のセ
ンター役物２３００におけるステージ部材２３２０は、部分的に透明な部材で形成されて
いる。
【０４９６】
　更に、センター役物２３００のロゴ装飾体２３３０は、図示するように、枠の上部で上
棚部２３１１や外周誘導壁２３１２の前側に配置されており、パチンコ機１のコンセプト
を示す「ＭＡＴＲＩＸ」の文字をレリーフ状に形成したものである。本実施形態のロゴ装
飾体２３３０は、左右の「Ｍ」と「Ｘ」のロゴ固定体２３３０ａが位置不変に固定されて
いると共に、中間の「ＡＴＲＲＩ」のロゴ可動体２３３０ｂが前後方向へ延びた軸周りに
回動するようになっている。このロゴ装飾体２３２０は、詳述すると、左右方向へ離反し
て配置され前壁部材２３１０に固定された二つのロゴ固定体２３３０ａと、二つのロゴ固
定体２３３０ｂの間に配置され左右方向の略中央でセンター台枠２３０１に対して前後方
向へ延びる所定軸周りに回動可能に軸支された横長のロゴ可動体２３３０ｂと、ロゴ可動
体２３３０ｂの後側に固定され所定軸と同心円上にギア歯を有した円弧状の可動体側ギア
（図示は省略する）と、可動体側ギアと噛合する円盤状の駆動ギア（図示は省略する）と
、駆動ギアを回転駆動させセンター台枠２３０１に固定されたロゴ装飾体駆動モータ２３
３３と、ロゴ装飾体２３３０ｂの後側に固定されセンター台枠２３０１に形成された円弧
状のスリット２３０１ｃから後方へ突出する検知片２３３４ａを有した検知部材２３３４
と、検知部材２３３４の検知片２３３４ａを検知可能とされセンター台枠２３０１の後側
に固定された回動検知センサ２３３５と、を主に備えている。
【０４９７】
　また、ロゴ装飾体２３２０は、図示は省略するが、左右のロゴ固定体２３３０ａの後側
に配置され前面に複数のＬＥＤが実装されたロゴ固定体装飾基板と、ロゴ可動体２３３０
ｂの後側でロゴ可動体２３３０ｂと共に回動可能に配置され前面に複数のＬＥＤが実装さ
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れたロゴ可動体装飾基板と、を備えている。このロゴ装飾体２３２０は、ロゴ装飾体駆動
モータ２３３３の回転軸を所定回転角度の範囲内で正転・逆転を繰返すことで、ロゴ可動
体２３３０ｂを所定軸周りに揺動するように回動させることができると共に、ロゴ固定体
装飾基板及びロゴ可動体装飾基板によって、ロゴ固定体２３３０ａ及びロゴ可動体２３３
０ａを適宜発光装飾させることができるようになっている。
【０４９８】
　また、センター役物２３００は、正面視でステージ部材２３２０が配置された位置より
も右側且つ下側の位置に、軸方向が前後方向へ短く延び上方が開放された略円筒形状の収
容部２３４０を備えている。この収容部２３４０は、後述する裏ユニット３０００におけ
る右可動装飾体ユニット３３００における右可動装飾体３３０１の基端側や基端装飾部材
３３２６等の外周を覆うものである。この収容部２３４０と第一ステージ２３２１及び第
二ステージ２３２２との間には、上端が左右方向の中央側へ倒れるように上方へ延びる板
状の転動規制部２３４１を備えており、この転動規制部２３４１によってステージ２３２
１，２３２２上に供給された遊技球が収容部２３４０側へ侵入するのを防止することがで
きるようになっている。なお、本実施形態では転動規制部２３４１の高さが、遊技球の外
径に対して約５倍の高さとされている。
【０４９９】
　また、センター役物２３００は、図１５９及び図１８０等に示すように、枠の上部で背
面視左側の端部付近に、下方へ向かって露出するように取付けられた板状の伸長規制部材
２３５０を更に備えており、伸長規制部材２３５０は、エラストマーからなる反発係数の
極めて低い衝撃吸収板とされている。この伸縮規制部材２３５０は、詳細は後述するが、
右可動装飾体３３０１が略直立状態となった第一位置の時に、右可動装飾体３３０１の先
端の直上に位置するように配置されており、第一位置の状態で伸長した右可動装飾体３３
０１の先端が当接するようになっていると共に、その先端が当接することで右可動装飾体
３３０１がこれ以上伸長するのを規制することができるようになっている。
【０５００】
　更に、センター役物２３００には、詳細な図示は省略するが、枠に沿って複数の装飾基
板が備えられており、各装飾基板に実装されたＬＥＤを適宜発光させることで、センター
役物２３００を発光装飾させることができるようになっている。
【０５０１】
［２－５．裏ユニット］
　続いて、本実施形態のパチンコ機１における遊技盤４の裏ユニット３０００の詳細な構
成について、図１６０乃至図１８８を主に参照して説明する。図１６０（Ａ）は裏ユニッ
トを斜め前から見た斜視図であり、（Ｂ）は裏ユニットを斜め後から見た斜視図である。
図１６１は、裏ユニットを主な構成毎に分解して斜め前から見た分解斜視図であり、図１
６２は、裏ユニットを主な構成毎に分解して斜め後から見た分解斜視図である。図１６３
は裏ユニットにおける裏箱ユニットを主な構成毎に分解して斜め前から見た斜視図であり
、図１６４は、裏箱ユニットを主な構成毎に分解して斜め後から見た斜視図である。また
、図１６５は、左可動装飾体ユニットをスライドラックカバーと昇降レールカバーとを外
した状態で示す斜視図であり、図１６６は、左可動装飾体ユニットの動きを示す説明図で
ある。
【０５０２】
　また、図１６７（Ａ）は裏ユニットにおける右可動装飾体ユニットを斜め前から見た斜
視図であり、（Ｂ）は右可動装飾体ユニットを斜め後から見た斜視図である。図１６８は
右可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め前から見た分解斜視図であり、図１６
９は右可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め後から見た分解斜視図である。図
１７０は右可動装飾体ユニットにおける右可動装飾体の回動動作を示す説明図であり、図
１７１は右可動装飾体ユニットにおける右可動装飾体の伸縮動作を示す説明図である。図
１７２は裏ユニットにおける上部左可動装飾体ユニットを斜め前から見た斜視図であり、
図１７３は上部左可動装飾体ユニットを斜め後から見た斜視図であり、図１７４は上部左
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可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め前上から見た分解斜視図であり、図１７
５は上部左可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して斜め後下から見た分解斜視図であ
る。図１７６（Ａ）は裏ユニットにおける上部中可動装飾体ユニットを斜め前から見た斜
視図であり、（Ｂ）は上部中可動装飾体ユニットを斜め後から見た斜視図であり、図１７
７（Ａ）は上部中可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して前から見た分解斜視図であ
り、（Ｂ）は上部中可動装飾体ユニットを主な構成毎に分解して後から見た分解斜視図で
ある。
【０５０３】
　更に、図１７８は遊技盤を右斜め上から見た斜視図であり、図１７９は図１５１におけ
るア－ア線において切断した断面図であり、図１８０は遊技盤を右斜め下から見た斜視図
である。図１８１は左可動装飾体が右方向へ移動した状態を示す遊技盤の正面図であり、
図１８２は右方向へ移動した左可動装飾体の副装飾体が上昇した状態を示す遊技盤の正面
図である。図１８３は右可動装飾体が直立状に回動した状態を示す遊技盤の正面図であり
、図１８４は右可動装飾体が左側へ回動すると共に上部左可動装飾体が降下した状態を示
す遊技盤の正面図であり、図１８５は図１８４の状態から右可動装飾体が伸長した状態を
示す遊技盤の正面図であり、更に、図１８６は図１８５の状態から右可動装飾体が更に伸
長した状態を示す遊技盤の正面図である。図１８７は、上部中可動装飾体の動きを示す説
明図である。図１８８は、裏ユニットの液晶表示装置よりも上側の部分で遊技盤と共に横
方向へ切断した断面図である。
【０５０４】
　本実施形態の遊技盤４における裏ユニット３０００は、遊技パネル６００の後側に配置
固定されており、図示するように、遊技パネル６００から所定距離後側へ離れた位置に液
晶表示装置１４００を支持すると共に遊技パネル６００の後側に取付けられる裏箱６２１
を有した裏箱ユニット３１００と、裏箱ユニット３１００の裏箱６２１内で液晶表示装置
１４００の左端付近に配置される左可動装飾体ユニット３２００と、裏箱６２１内で液晶
表示装置１４００の右端付近に配置される右可動装飾体ユニット３３００と、裏箱６２１
内で液晶表示装置１４００の上側且つ左右方向中央よりも左側に配置される上部左可動装
飾体ユニット３４００と、裏箱６２１内で液晶表示装置１４００の上側且つ左右方向の略
中央に配置される上部中可動装飾体３５００と、を主に備えている。
【０５０５】
［２－５Ａ．裏箱ユニット］
　裏ユニット３０００における裏箱ユニット３１００は、図１６３及び図１６４等に示す
ように、裏ユニット３０００の骨格を形成し遊技パネル６００の後側に取付けられ前側が
開放された箱状の裏箱６２１と、裏箱６２１内で正面視右端に配置される縦長の右装飾体
３１０２と、右装飾体３１０２の後側に配置され前面に複数のＬＥＤが実装された右装飾
体装飾基板３１４０４と、裏箱６２１内の前面下部でサイド入賞口部材２１００と対応し
た位置に配置され、サイド入賞口部材２１００の各一般入賞口２１０１と夫々対応し上下
方向へ延びた複数の誘導通路３１０６ａ，３１０６ｂ，３１０６ｃを備えた裏箱誘導部材
３１０６と、裏箱誘導部材３１０６の誘導通路３１０６ａ，３１０６ｂ，３１０６ｃ内を
流通する遊技球を検出可能な一般入賞口センサと、を備えている。本実施形態では、裏箱
誘導部材３１０６における左側の二つの誘導通路３１０６ａ，３１０６ｂが、下流側で合
流するように形成されており、その合流した位置よりも下側に一般入賞口センサ３１０８
が取付けられるようになっている。
【０５０６】
　また、裏箱ユニット３１００には、裏箱６２１内で正面視右上隅に配置される排気ファ
ン３１１２と、排気ファン３１１２の前端を覆うように裏箱６２１内に固定されるファン
取付けカバー３１１４と、を備えている。排気ファン３１１２は、シロッコファンとされ
ており、図示は省略するが、左側面に吸込み口が形成されていると共に、底面に排出口が
形成されている。詳細は後述するが、この排気ファン３１１２によって裏箱６２１内上部
に篭った熱気を外部へ排出することができるようになっている。
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【０５０７】
　更に、裏箱ユニット３１００には、裏箱６２１の後側下部に配置されランプ駆動基板３
１２０を収容した横長矩形状のランプ駆動基板ボックス３１２２と、裏箱６２１の後側に
固定されランプ駆動基板ボックス３１２２の背面視で左側に配置されたパネル中継基板３
１２４と、パネル中継基板３１２４の背面視で左側に配置されランプ駆動基板３１２０と
後述する右可動装飾体ユニット３３００の右装飾体上装飾基板、右装飾体中装飾基板３３
０３ｃ、及び右装飾体下装飾基板３３３８等との接続を中継する右下駆動中継基板３１２
６と、裏箱６２１の上部に配置された横長矩形状の上部抵抗基板３１２８と、右下駆動中
継基板３１２６の上側で裏箱６２１の後側の背面視で左側に配置され上下方向へ長く延び
た矩形状の中部抵抗基板３１３０と、裏箱６２１の後側でランプ駆動基板ボックス３１２
２よりも前側に配置された下部抵抗基板３１３２と、を備えている。
【０５０８】
　このパネル中継基板３１２４は、後述する主制御基板４１００と周辺制御基板４１４０
との接続を中継するものである。また、パネル中継基板３１２４は、主制御基板４１００
と、磁気検出センサ３１１６、カウントセンサ２０１４、一般入賞口センサ３１０８、ゲ
ートセンサ２２０２、始動口ソレノイド２０１０、アタッカソレノイド２０１６、及び機
能表示基板６４０ａとの接続を中継するものでもある。
【０５０９】
　一方、ランプ駆動基板３１２０は、遊技盤４に備えられた各装飾基板２０２０，３１０
４，３２０５，３３０３ｃ，３３３８，３４１４，３５２４等に実装されたＬＥＤを駆動
したり、各可動装飾体２３３０，３２０１，３３０１，３４０１，３５０１を駆動する駆
動モータ２３３３，３２２０，３２４４，３３１４，３３４８，３４０４，３５０４やソ
レノイド３５１４を駆動したりする他に、扉枠５に備えられたトップランプ電飾ユニット
２００の左回転灯モータ２４５、右回転灯モータ２６５、及び中央回転灯モータ２８５を
駆動するものである。なお、ランプ駆動基板３１２０は、その回路上で比較的発熱量の大
きい抵抗器のみを取出して上部抵抗基板３１２８、中部抵抗基板３１３０、及び下部抵抗
基板３１３２に夫々分けて備えるようにすると共に、それら抵抗基板３１２８，３１３０
，３１３２を裏箱６２１の後側で後方へ露出させるようにしており、放熱効果を高めるよ
うにしていると共に熱影響が及ぼされるのを可及的に回避させるようにしている。
【０５１０】
　また、裏箱ユニット３１００には、裏箱６２１の後側に取付けられ液晶表示装置１４０
０を脱着可能に保持するロック部材３１３４と、裏箱６２１内で裏箱誘導部材３１０６の
左側に配置され後述する左可動装飾体ユニット３２００における主装飾体駆動モータ３２
２０や副装飾体駆動モータ３２４４等とランプ駆動基板３１２０とを中継する左下駆動中
継基板３１３６と、裏箱６２１内の右下隅に配置され後述する右可動装飾体ユニット３３
００における右可動装飾体３３０１における右装飾体ベース３３０２の下端を摺動可能に
案内する右下案内部材３１３８と、を更に備えている。
【０５１１】
　この裏箱ユニット３１００における裏箱６２１は、図示するように、前側が開放された
箱状に形成され、前端に外方へ突出するフランジ状の固定部６２１ａが複数備えられてお
り、この固定部６２１ａを介して遊技パネル６００の後側に固定されるようになっている
。また、裏箱６２１は、後壁６２１ｂの略中央に矩形状の開口６２１ｃが形成されており
、この開口６２１ｃを通して後側に支持される液晶表示装置１４００が遊技者側から視認
できるようになっている。なお、本実施形態では、開口６２１ｃが後壁６２１ｂから前方
へ延びだしたような矩形の筒状に形成されており、この筒状の開口６２１ｃ内に後側から
液晶表示装置１４００が嵌り込むようになっている。また、この筒状の開口６２１ｃによ
って、裏箱６２１内では、開口６２１ｃの外周が後方へ窪んだような形態となっている。
【０５１２】
　また、裏箱６２１は、筒状に形成された開口６２１ｃの左右の周壁と裏箱６２１の外壁
との間を繋ぐ複数の補強リブ６２１ｄと、開口６２１ｃの前端左下隅に三角形で板状の補
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強部６２１ｅと、開口６２１ｃの底部を形成し液晶表示装置１４００を載置支持可能な載
置部６２１ｆと、を備えている。これら補強リブ６２１ｄによって筒状の開口６２１ｃの
強度・剛性が高められていると共に、補強部６２１ｅによって載置部６２１ｆ前端が下方
へ撓むのを防止するようにしており、液晶表示装置１４００の重量を充分に支持すること
ができるようになっている。
【０５１３】
　更に、裏箱６２１は、開口６２１ｃの下側前面に、アタッカユニット２０００の第一始
動口２００１に受入れられた遊技球を下方へ誘導する第一始動口誘導通路６２１ｇと、ア
タッカユニット２０００の一般入賞口２００４に受入れられた遊技球を下方へ誘導する一
般入賞口誘導通路６２１ｈと、が形成されている。この第一始動口誘導通路６２１ｇは、
左右方向の略中央から右下へ向かってクランク状に延びると共に前側が開放された状態で
形成されている。この第一始動口誘導通路６２１ｇの途中には、第一始動口センサ３１１
５が後側から取付けられており、第一始動口センサ３１１５によって第一始動口２００１
へ受入れられて第一始動口誘導通路６２１ｇ内を流通する遊技球を検出することができる
ようになっている。一方、一般入賞口誘導通路６２１ｈは、左右方向中央からやや左寄り
の位置に第一始動口誘導通路６２１ｇよりも短く下方へ向かって直線状に延びると共に、
前側が開放された状態で形成されている。この一般始動口誘導通路６２１ｈの途中には、
一般入賞口センサ３１０８が後側から取付けられており、アタッカユニット２０００の一
般入賞口２００４に受入れられて一般入賞口誘導通路６２１ｈ内を流通する遊技球を検出
することができるようになっている。
【０５１４】
　また、裏箱６２１には、アタッカユニット２０００における第一始動口２００１と対応
した位置に磁気検出センサ３１１６を支持する磁気センサ支持部６２１ｉを備えており、
磁気センサ支持部６２１ｉに支持された磁気検出センサ３１１６によって、遊技球を誘導
させるような不審な磁気を検出することができるようになっている。
【０５１５】
　また、裏箱６２１には、第一始動口誘導通路６２１ｇの右側に、センター役物２３００
におけるステージ部材２３２０へ供給されて左右方向へ転動する遊技球が、何らかの理由
により第一ステージ２３２１や第二ステージ２３２２の右端の転動規制部２３４１を越え
て、それらの右側の収容部２３４０側へ侵入した時に、侵入した遊技球を排出するための
侵入球排出通路６２１ｊが形成されている。この侵入球排出通路６２１ｊは、前側が開放
された形態とされており、裏箱ユニット３１００には、侵入球排出通路６２１ｊの前側を
閉鎖すると共に、侵入球排出口３１１７を形成する球排出通路カバー３１１８を備えてい
る（図１７８及び１７９等を参照）。
【０５１６】
　更に、裏箱６２１には、開口６２１ｃの上側に前側が開放された横長の駆動モータ収容
部６２１ｋが形成されている。駆動モータ収容部６２１ｋは、正面に右端に排気ファン３
１１２が取付けられるようになっており、排気ファン３１１２が取付けられる位置の後側
に下方へ向かって開口する換気口６２１ｌが形成されている（図１８８を参照）。排気フ
ァン３１１２によってこの換気口６２１ｌから駆動モータ収容部６２１ｋ内の空気（熱気
）が排出されるようになっている。ところで、駆動モータ収容部６２１ｋは、裏箱６２１
を遊技パネル６００へ取付けた状態で正面視左端の一部が遊技パネル６００や前構成部材
６０１の切欠部６１２から前側へ臨むようになっており（図１５１等を参照）、排気ファ
ン３１１２によってこの部分から駆動モータ収容部６２１ｋ内へ空気が吸引され、上記の
換気口６２１ｌから排出されるようになっている。
【０５１７】
　裏箱６２１における駆動モータ収容部６２１ｋは、図１８８に示すように、センター役
物２３００のロゴ装飾体駆動モータ２３３３や、後述する左可動装飾体ユニット３２００
における副装飾体駆動モータ３２４４、上部左可動装飾体ユニット３４００の上部左駆動
モータ３４０４、及び上部中可動装飾体ユニット３５００の上部中回動駆動モータ３５０
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４、を収容するように形成されており、それら駆動モータ２３３３，３２４４，３４０４
，３５０４からの熱を排気ファン３１１２によって外部へ排出することができると共に、
駆動モータ収容部６２１ｋの左端から吸引流入する空気によって、それら駆動モータ２３
３３，３２４４，３４０４，３５０４を冷却することができるようになっている。これに
より、遊技盤４内で熱が篭るのを防止することができ、熱が篭ることで内部の温度が上昇
し樹脂部材やハンダ等が溶融して不具合が発生するのを防止することができるようになっ
ている。
【０５１８】
　また裏箱６２１は、背面視で開口６２１ｃの右側に、液晶表示装置１４００の左右両辺
から外方へ突出する一方（背面視で右辺）の固定片１４０２を挿入係止する液晶支持部を
備えていると共に、開口６２１ｃの背面視で左側にロック部材３１３４が取付けられてお
り、このロック部材３１３４により液晶表示装置１４００の他方（背面視で左辺）の固定
片１４０２を支持することで、液晶表示装置１４００が裏箱６２１の後側に脱着可能に取
付けられるようになっている。
【０５１９】
　更に、裏箱６２１は、詳細な説明は省略するが、各ユニット３２００，３３００，３４
００，３５００や、各基板３１０４，３１２４，３１２６，３１２８３１３０，３１３２
，３１３６、及び右装飾体３１０２やランプ駆動基板ボックス３１２２等を取付固定する
ための取付部が適宜位置に形成されている。
【０５２０】
［２－５Ｂ．左可動装飾体ユニット］
　裏ユニット３０００における左可動装飾体ユニット３２００は、図１６５及び図１６６
等に示すように、所定のアイテムとして携帯電話の形状に形成された左可動装飾体３２０
１を備えている。この左可動装飾体３２０１は、携帯電話の本体を構成する主装飾体３２
０２と、携帯電話の表示部に相当する部位を開閉する副装飾体３２０３とで構成されてい
る。この左可動装飾体３２０１における副装飾体３２０３は、主装飾体３２０２における
上下方向の略中央から上側の位置で、上下方向へスライドするように左右両側が主装飾体
３２０２によって支持されている。また、副装飾体３２０３は、左右方向の略中央から上
方へ延出する連結棹３２０３ａを有しており、この連結棹３２０３ａにより携帯電話にお
けるアンテナが表現されている。
【０５２１】
　また、左可動装飾体３２０１では、副装飾体３２０３が上昇することでその下側に主装
飾体３２０２との間で後方が視認可能な開口窓３２０４が形成されるようになっており、
この開口窓３２０４を通して後側の液晶表示装置１４００に表示された演出画像を視認す
ることができるようになっている。なお、副装飾体３２０３が下降位置の時でも、開口窓
３２０４が僅かに開いた状態となるようになっている。
【０５２２】
　更に、左可動装飾体３２０１は、主装飾体３２０２の後側に配置され前面に複数のＬＥ
Ｄが実装された主装飾体装飾基板３２０５を備えている（図１６２を参照）。この主装飾
体装飾基板３２０５によって、主装飾体３２０５に形成されたテンキー等を適宜発光装飾
させることができるようになっている。
【０５２３】
　この左可動装飾体ユニット３２００は、左可動装飾体３２０１を左右方向へ横行させる
左横行ユニット３２１０と、左可動装飾体３２０１の副装飾体３２０３を上下方向へ昇降
させる左昇降ユニット３２４０と、を備えている。詳細は後述するが、左横行ユニット３
２１０によって主装飾体３２０２を副装飾体３２０３と共に左右方向へ移動させることが
でき、左昇降ユニット３２４０によって副装飾体３２０３を主装飾体３２０２から上下方
向へ移動（昇降）させることができるようになっている。
【０５２４】
　左可動装飾体ユニット３２００における左横行ユニット３２１０は、裏箱６２１内で液



(125) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

晶表示装置１４００が載置される載置部６２１ｆの下側に配置支持され、左右方向へ延び
た主装飾体移動ベース３２１２と、主装飾体移動ベース３２１２によって両端が支持され
前後方向へ平行に配置された一対のレール部材３２１４と、一対のレール部材３２１４に
よって左右方向へスライド可能に支持されると共に左右方向へ延びるラックギア３２１６
ａを有したスライドラック３２１６と、スライドラック３２１６のラックギア３２１６ａ
と噛合するピニオンギア３２１８と、ピニオンギア３２１８を回転駆動させ主装飾体移動
ベース３２１２の下側に固定された主装飾体駆動モータ３２２０と、基端がスライドラッ
ク３２１６の前側左端に固定され上方へ延出する延出端が裏箱６２１の開口６２１ｃより
も上側へ延出し延出端よりも下側の位置で主装飾体３２０２と連結される主装飾体ステー
３２２２と、主装飾体ステー３２２２の延出端を左右方向へ案内し裏箱６２１に取付けら
れる延出端案内部材３２２４と、スライドラック３２１６から下方へ延出する検知片３２
１６ｂを検知可能とされ主装飾体移動ベース３２１２に固定された主装飾体位置検知セン
サ３２２６と、を備えている。
【０５２５】
　この左横行ユニット３２１０における主装飾体移動ベース３２１２は、所定厚さの金属
板を屈曲形成したものであり、左右方向へ長く延びた矩形状の本体部３２１２ａと、本体
部３２１２ａの左右方向（長手方向）両端に上方へ屈曲されレール部材３２１４の両端を
支持するレール支持部３２１２ｂと、本体部３２１２ａの左右両端付近の前端側から下方
へ屈曲され裏箱６２１に固定するための取付固定部３２１２ｃと、を備えている。本体部
２１２ａの下側の所定位置には、回転軸が本体部３２１２ａを貫通して上側へ延びだすよ
うに主装飾体駆動モータ３２２０が取付けられるようになっている。また、両端のレール
支持部３２１２ｂには、前後方向に並んだ二つの貫通孔が形成されており、その貫通孔に
レール部材３２１４の端部が挿通されている。更に、正面視で左側の取付固定部３２１２
ｃの前面に、主装飾体位置検知センサ３２２６が取付けられるようになっている。なお、
左側の取付固定部３２１２ｃには、アース線３２２８が取付けられている。
【０５２６】
　左横行ユニット３２１０のレール部材３２１４は、断面が円形の金属シャフトとされて
おり、両端を主装飾体移動ベース３２１２におけるレール支持部３２１２ｂの貫通孔に挿
通させた上で、レール支持部３２１２ｂよりも外側の位置にＥリングを装着することで主
装飾体移動ベース３２１２に支持されるようになっている。
【０５２７】
　左横行ユニット３２１０のスライドラック３２１６は、左右方向へ長く延び上側が開放
された高さの低い箱状に形成されており、左右方向両端の立壁部をレール部材３２１４が
貫通することで、レール部材３２１４に対してスライド可能に支持されている。また、図
示するように、前側の立壁部の内側にラックギア３２１６ａが形成されていると共に、底
壁部には、主装飾体駆動モータ３２２０の回転軸を挿通可能とされ左右方向へ長く延びた
スリット３２１６ｃが形成されている。このスライドラック３２１６の左端前側には、前
方へ突出し主装飾体ステー３２２２の基端を固定するステー固定部３２１６ｄが形成され
ており、ステー固定部３２１６ｄの下面から下方へ検知片３２１６ｂが延びだしている。
この左横行ユニット３２１０は、図１６１及び図１６２等に示すように、スライドラック
３２１６の上部開口を閉鎖するスライドラックカバー３２３０を更に備えている。
【０５２８】
　左横行ユニット３２１０の主装飾体ステー３２２２は、所定厚さの金属板を屈曲形成し
たものであり、上下方向へ延び前後方向を向いて配置された板状のステー本体３２２２ａ
と、ステー本体の下端（基端）から後方へ屈曲されスライドラック３２１６のステー固定
部３２１６ｄに固定される固定片３２２２ｂと、ステー本体の左辺に沿って後方へ屈曲さ
れた補強片３２２２ｃ（図１６２を参照）と、を備えている。この主装飾体ステー３２２
２のステー本体３２２２ａは、上下方向の略中央やや下側から下端付近までの間が右端か
ら左側へ向かって所定量切欠かれたような形状に形成されており、上下方向の略中央から
上側の後面側に、右可動装飾体３２０１（主装飾体３２０２）が右側へ延出するように連
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結固定されている。
【０５２９】
　なお、詳細な図示は省略するが、主装飾体ステー３２２２の上端（延出端）の後面には
、上方へ突出する軸部材が取付けられていると共に、軸部材の先端に転動部材が回転可能
に軸支されており、その転動部材が延出端案内部材３２２４によって前後方向を挟まれた
状態で案内されるようになっている。
【０５３０】
　一方、左可動装飾体ユニット３２００における左昇降ユニット３２４０は、裏箱６２１
内で開口６２１ｃよりも上側の所定位置に取付けられる板状の副装飾体移動ベース３２４
２と、副装飾体移動ベース３２４２の後側に固定され副装飾体移動ベース３２４２を貫通
して前側へ回転軸が延出する副装飾体駆動モータ３２４４と、副装飾体駆動モータ３２４
４の回転軸に固定され回転軸とは偏芯した位置に前方へ突出する第一作用軸３２４６ａを
有した円盤状の駆動ギア３２４６と、駆動ギア３２４６と噛合すると共に駆動ギア３２４
６と同径とされ駆動ギア３２４６の左側に配置されると共に上下方向に対して第一作用軸
３２４６ａと同位相となる位置に前方へ突出する第二作用軸３２４８ａを有した円盤状の
従動ギア３２４８と、第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａが左右方向へ夫々
摺動可能に挿入される第一移動スリット３２５０ａ及び第二移動スリット３２５０ｂを有
すると共に、第一移動スリット３２５０ａ及び第二移動スリット３２５０ｂの下側に左右
方向へ長く延び副装飾体３２０３における連結棹３２０３ａの先端を左右方向へ摺動可能
に連結する連結スリット３２５０ｃを有した板状のスライド部材３２５０と、スライド部
材３２５０の左右両辺を上下方向へスライド可能に保持し副装飾体移動ベース３２４２の
前面に固定される一対の昇降レール３２５２と、昇降レール３２５２の前側に固定されス
ライド部材３２５０の前面を隠蔽可能な板状の昇降レールカバー３２５４（図１６１を参
照）と、を備えている。
【０５３１】
　この左昇降ユニット３２４０は、詳細な図示は省略するが、副装飾体移動ベース３２４
２に、従動ギア３２４８の回転軸と同軸上に配置された円弧状のスリットが形成されてい
ると共に、従動ギア３２４８の後面に、副装飾体移動ベース３２４２のスリットを貫通し
て後側へ延出する検知片が形成されており、その検知片を検知可能な副装飾体位置検知セ
ンサ３２５６が、副装飾体移動ベース３２４２の後側に取付けられている（図１６２を参
照）。また、駆動ギア３２４６及び従動ギア３２４８の前面側には、第一作用軸３２４６
ａ及び第二作用軸３２４８ａが夫々下死点に位置した時に、互いに対向して一致するよう
に形成されたマーカー３２４６ｂ，３２４８ｂを備えており、駆動ギア３２４５と従動ギ
ア３２４８とを噛合させる（組立てる）際に、夫々のマーカー３２４６ｂ，３２４８ｂを
互いに一致させるように噛合させることで、第一作用軸３２４６ａと第二作用軸３２４８
ｂとを自動的に同位相となるように組立てることができるようになっている。
【０５３２】
　次に、本実施形態の左可動装飾体ユニット３２００における左可動装飾体３２０１の動
きについて、主に図１５１、図１６６、図１８１、及び図１８２を参照して説明する。通
常の遊技状態では、左可動装飾体３２０１は、図１５１に示すように、センター役物２３
００の枠内よりも左外側の退避位置に位置しており、正面視では、遊技者側からは殆ど視
認することができない状態となっている。この状態では、図１６６（Ａ）に示すように、
左横行ユニット３２１０におけるスライドラック３２１６の左端が、主装飾体移動ベース
３２１２における左側のレール支持部３２１２ｂの右側と当接した状態となっていると共
に、スライドラック３２１６の検知片３２１６ｂが主装飾体位置検知センサ３２２６によ
って検知された状態となっている。
【０５３３】
　この状態で、主装飾体駆動モータ３２２０を駆動してその回転軸に固定されたピニオン
ギア３２１８を平面視で反時計回りに回転駆動させると、ピニオンギア３２１８と噛合す
るラックギア３２１６ａを有したスライドラック３２１６が一対のレール部材３２１４に
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案内されて右方向へ移動することとなる。このスライドラット３２１６の移動と共に、ス
ライドラック３２１６のステー固定部３２１６ｄに固定された主装飾体ステー３２２２が
移動し、主装飾体ステー３２２２に支持された左可動装飾体３２０１が右側へ移動するこ
ととなる（図１６６（Ｂ）を参照）。これにより、左可動装飾体３２０１が、遊技者側よ
り視認不能な退避位置から、視認可能となる液晶表示装置１４００の前面側に位置する出
現位置へと移動することとなる（図１８１を参照）。
【０５３４】
　なお、左横行ユニット３２１０の延出端案内部材３２２４は、その前後方向の位置が左
可動装飾体３２１０の副装飾体３２０３と略同じ位置とされており、延出端案内部材３２
２４の直下に副装飾体３２０３が位置した状態では、副装飾体３２０３を上昇させること
ができないようになっている。従って、図１６６（Ｂ）等に示すように、左可動装飾体３
２０１の出現位置は、延出端案内部材３２２４の右端よりも、右側へ少なくとも副装飾体
３２０３が移動した位置である。
【０５３５】
　また、本実施形態では、図示するように、左可動装飾体３２０１が出現位置に位置した
状態でも、スライドラック３２１６の右端と、主装飾体移動ベース３２１２における右側
のレール支持部３２１２ｂとの間に所定量の隙間が形成されるような位置で、主装飾体駆
動モータ３２２０の回転駆動が停止するようになっており、スライドラック３２１６の右
端が右側のレール支持部３２１２ｂへ当接するのを回避させるようになっている。また、
左可動装飾体３２０１における副装飾体３２０３の連結棹３２０３ａは、その上端が左昇
降ユニット３２４０におけるスライド部材３２５０の連結スリット３２５０ｃによって左
右方向へ摺動可能に連結されており、一対の昇降レール３２５２によって左右位置が固定
されたスライド部材３２５０に対して、連結棹３２０３ａつまり左可動装飾体３２０１が
問題なく左右方向へ移動することができるようになっている。
【０５３６】
　左可動装飾体３２０１が出現位置に位置した状態では、左可動装飾体３２０１が液晶表
示装置１４００の前面に位置しており、左可動装飾体３２０１の僅かに開いた開口窓３２
０４から演出画像が見えるようになっている。これにより、初めての遊技者に対しても、
副装飾体３２０３が上昇して開口窓３２０４が大きくなるのではないかと思わせることが
でき、左可動装飾体３２０１の動きだけでなく、副装飾体３２０３が上昇するか否かによ
り期待感を抱かせることができ、遊技者の興趣を高めることができるようになっている。
【０５３７】
　続いて、左可動装飾体３２０１が出現位置に位置した状態から、今度は、左昇降ユニッ
トによって副装飾体３２０３を上昇させる。詳述すると、左可動装飾体３２０１の副装飾
体３２０３が下降位置の状態では、駆動ギア３２４６及び従動ギア３２４８に備えられた
第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａが、夫々同じ高さの下死点に位置してい
ると共に、第一作用軸３２４６ａがスライド部材３２５０における第一移動スリット３２
５０ａの左端に、第二作用軸３２４８ａがスライド部材３２５０における第二移動スリッ
ト３２５０ｂの右端に夫々位置した状態となっている。この状態から、左昇降ユニット３
２４０における副装飾体駆動モータ３２４４を駆動して、駆動ギア３２４６を正面視で反
時計回りに回転させると、駆動ギア３２４６と噛合する従動ギア３２４８が時計回りに回
動する。そして、これら駆動ギア３２４６及び従動ギア３２４８の回動に伴って、第一作
用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａが、上下方向の位置を同じとしながら下死点の
位置から夫々逆方向へ周回移動する、つまり、上下方向が略同位相の状態で周回すること
となる。
【０５３８】
　これら第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａの周回移動に伴って、各作用軸
３２４６ａ，３２４８ａが、第一移動スリット３２５０ａ及び第二移動スリット３２５０
ｂ内を夫々右方向及び左方向へ摺動すると共に、一対の昇降レール３２５２に案内された
スライド部材３２５０が上方へスライド移動することとなる。このスライド部材３２５０
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の上方移動に伴って、連結スリット３２５０ｃに上端が挿入連結された連結棹３２０３ａ
を介して副装飾体３２０３が引上げられ、主装飾体３２０２に対して副装飾体３２０３が
上昇する。そして、この副装飾体３２０３の上昇により、左可動装飾体３２０１の開口窓
３２０４が上方へ大きく広がることとなる（図１６６（Ｃ）を参照）。
【０５３９】
　そして、周回する第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａが上死点に到達する
と、副装飾体駆動モータ３２４４の回転駆動が停止して、スライド部材３２５０の上方へ
の移動が停止すると共に、副装飾体３２０３が上昇位置で停止することとなる。なお、上
述したように、出現位置に位置した左可動装飾体３２０１は、液晶表示装置１４００の前
面に位置しており、副装飾体３２０３の上昇によって大きく広がった開口窓３２０４から
、後側の演出画像を充分に視認することができるようになっている。
【０５４０】
　なお、詳細な図示は省略するが、本実施形態の液晶表示装置１４００では、左可動装飾
体３２０１の開口窓３２０４と対応する領域と、その他の領域とでは、異なる演出画像を
表示するようにしており、これにより、開口窓３２０４に独立した演出画像が表示される
ので、左可動装飾体３２０１により見立てられた携帯電話の表示部（開口窓３２０４）に
、あたかも画像が表示されているかのように遊技者を錯覚させることができ、左可動装飾
体３２０１の可動と共に開口窓３２０４に表示される演出画像を楽しませることができ、
遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができるようになっている。
【０５４１】
　また、左昇降ユニット３２４０では、第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａ
を、駆動ギア３２４６と従動ギア３２４８とが噛合する位置から遠ざかる方向へ周回移動
させるようにしており、第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａが、スライド部
材３２５０をスライド可能に支持する左右の昇降レール３２５２へ近付いた位置で、スラ
イド部材３２５０を上下方向へスライドさせるようにしているので、昇降レール３２５２
とスライド部材３２５０との間でガタ付が発生するのを極力低減させることができ、スラ
イド部材３２５０をスムーズに昇降させることができるようになっている。
【０５４２】
　一方、左可動装飾体３２０１を、退避位置へ復帰させる場合は、上述と逆の動作を行う
こととなる。まず、上昇位置にある副装飾体３２０３に対して、副装飾体駆動モータ３２
４４を正面視で時計回りへ回動駆動させることで、駆動ギア３２４６及び従動ギア３２４
８に突設された第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａが、夫々上死点から下死
点へ向かって下方へ移動するように周回移動し、これら第一作用軸３２４６ａ及び第二作
用軸３２４８ａの周回移動に伴ってスライド部材３２５０も下方へスライドして副装飾体
３２０３が降下する。そして、第一作用軸３２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａが下死点
に到達すると、副装飾体駆動モータ３２４４の回転駆動が停止すると共に、第一作用軸３
２４６ａ及び第二作用軸３２４８ａの周回移動が停止してスライド部材３２５０つまり副
装飾体３２０３の降下が停止し、副装飾体３２０３が下降位置に位置することとなる。
【０５４３】
　副装飾体３２０３が下降位置に位置した状態で、今度は、左横行ユニット３２１０の主
装飾体駆動モータ３２２０を、平面視で時計回りに回転駆動させると、ピニオンギア３２
１８及びラックギア３２１６ａの噛合によりスライドラック３２１６が左方向へ移動する
と同時にスライドラック３２１６に固定された主装飾体ステー３２２２を介して主装飾体
３２０２が副装飾体３２０３と共に左方向へ移動する。その後、スライドラック３２１６
の検知片３２１６ｂが主装飾体位置検知センサ３２２６によって検知されると、主装飾体
駆動モータ３２２０の回転駆動が停止すると同時に主装飾体３２０２の左方向への移動が
停止し、主装飾体３２０２つまり左可動装飾体３２０１が退避位置に位置した状態となり
、左可動装飾体３２０１が通常の状態に復帰することとなる。
【０５４４】
　このように、本実施形態の左可動装飾体ユニット３２００によると、遊技状態に応じて
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、液晶表示装置１４００の左側に隠れていた携帯電話を模した左可動装飾体３２０１が、
横行して液晶表示装置１４００の前面側に出現すると共に、更に、主装飾体３２０２から
副装飾体３２０３が上昇して携帯電話の表示部としての開口窓３２０４が拡大するので、
二段階に二方向へ移動する左可動装飾体３２０１の動きによって、遊技者を楽しませるこ
とができると共に、液晶表示装置１４００によって拡大した開口窓３２０４に、あたかも
画像が表示されているかのような演出画像を表示させることができるので、左可動装飾体
３２０１の動きだけでなく、開口窓３２０４に表示される演出画像によっても遊技者を楽
しませることができ、遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０５４５】
　また、左可動装飾体３２０１が出現すると共に、その開口窓３２０４を介して所定の演
出画像を見ることができるので、遊技者に対して何か良いことがありそうな予感を想起さ
せることが可能となり、「大当たり」遊技等の有利遊技状態の発生に対する期待感を高め
て、遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができるようになっている。
【０５４６】
［２－５Ｃ．右可動装飾体ユニット］
　裏ユニット３０００における右可動装飾体ユニット３３００は、図１６７乃至図１７１
等に示すように、上端が尖った長細い形状の右可動装飾体３３０１を備えている。この右
可動装飾体３３０１は、基端側（下端側）が前後方向へ延びる軸周りに回動可能とされた
右装飾体ベース３３０２と、右装飾体ベース３３０２によって長手方向上側へスライド可
能に支持された長尺状の右装飾体本体３３０３と、右装飾体本体３３０３の先端（上端）
から長手方向へ進退可能に支持された先端部材３３０４と、を備えている。この右可動装
飾体３３０１は、図示するように、基端側が液晶表示装置１４００よりも下側に配置され
ており、通常の状態（収縮状態）では、先端（先端部材３３０４の先端）が液晶表示装置
１４００の上辺よりも若干低い高さまで延びた全体が長尺状に形成されている。
【０５４７】
　なお、詳細は後述するが、先端部材３３０４は、右装飾体本体３３０３の先端から突出
する前進方向へ付勢されており、右装飾体本体３３０３内へ後退可能とされている。また
、右可動装飾体３３０１は、詳細は後述するが、先端側に先端部材３３０４の進退に伴っ
て可動する可動装飾部３３０５を更に備えている。
【０５４８】
　本実施形態では、右可動装飾体３３０１における右装飾体ベース３３０２は、図示する
ように、後側が開放された薄い箱状で上下方向へ延びた長尺状に形成されており、下端か
ら上端へ向かって全長の約１／３の所に、前側へ長く延びた回動軸３３０２ａを備えてお
り、本実施形態では、この回動軸３３０２ａの配置された部位を基端側と称すると共に、
回動軸３３０２ａから長手方向の上端側を先端側と称している。この右装飾体ベース３３
０２は、図示するように、回動軸３３０２ａよりも先端側の前面に所定の装飾が施されて
いる。
【０５４９】
　また、右装飾体ベース３３０２は、回動軸３３０２ａの軸心を通り長手方向へ延びる軸
線上で回動軸３３０２ａよりも先端側に形成され前後方向へ貫通する所定長さの第一スラ
イドスリット３３０２ｂと、第一スライドスリット３３０２ｂの先端側に配置され第一ス
ライドスリット３３０３ｂと同軸上で略同じ長さに形成された第二スライドスリット３３
０２ｃと、を備えている。この第一スライドスリット３３０２ｂ及び第二スライドスリッ
ト３３０２ｃによって右装飾体本体３３０３を長手方向へスライド可能に支持することが
できるようになっている。更に、右装飾体ベース３３０２は、回動軸３３０２ａよりも下
端側が正面視で矩形状に形成されており、後側に、後述する右装飾体伸縮ユニット３３４
０のスライドラック３３４４を収容可能なラック収容部３３０２ｄが形成されている。
【０５５０】
　なお、右装飾体ベース３３０２の下端には、前側へ開放された球受け部が形成されてお
り、この球受け部内に前方へ突出するように転動球３３０６が挿入されている。この転動
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球３３０６は、裏箱６２１に固定される右下案内部材３１３８の後面と当接するようにな
っており、当接した転動球３３０６が右下案内部材３１３８の後面を転動することで、右
装飾体ベース３３０２の下端をスムーズに回動させることができると共に、転動球３３０
６が右下案内部材３１３８の後面と当接することで、右装飾体ベース３３０２の下端が前
方へ移動するのを阻止することができる。つまり、右可動装飾体３３０１の回転軸３３０
２ａを挟んだ先端側が後方へ移動するのを阻止することができ、右可動装飾体３３０１の
回動や伸縮によって右可動装飾体３３０１が前後方向へ揺れても、その先端が後側に配置
された液晶表示装置１４００の表示画面と接触するのを回避させることができ、右可動装
飾体３３０１の接触により液晶表示装置１４００に不具合が発生するのを防止することが
できるようになっている。１４００
【０５５１】
　一方、右装飾体本体３３０３は、図示するように、円筒状で透光性を有したレンズ部３
３０３ａと、レンズ部３３０３ａに沿って延びた四つのフィン飾り３３０３ｂと、レンズ
部３３０３ａ内に配置され前面に複数のＬＥＤが実装された右装飾体中装飾基板３３０３
ｃと、レンズ部３３０３ａの先端に備えられたキャップ部３３０３ｄと、を備えている。
この右装飾体３３０３のレンズ部３３０３ａ内には、先端側からキャップ部３３０３ｄを
介して先端部材３３０４の下端が挿入されるようになっている。また、右装飾体本体３３
０３は、下端の左端から、右装飾体中装飾基板３３０３ｃと接続された帯状の配線ケーブ
ル３３０３ｅが延びだしている。更に、右装飾体本体３３０３は、レンズ部３３０３ａの
下端後側から後方へ突出する第一固定軸３３０３ｆと、第一固定軸３３０３ｆから上方へ
所定距離離反して配置され後方へ突出する第二固定軸３３０３ｇと、を更に備えている。
これら第一固定軸３３０３ｆ及び第二固定軸３３０３ｇは、右装飾体ベース３３０２の第
一スライドスリット３３０２ｂ及び第二スライドスリット３３０２ｃと夫々対応しており
、詳細は後述するが、スライドスリット３３０２ｂ，３３０２ｃによって長手方向へスラ
イド可能に支持されるようになっている。
【０５５２】
　また、先端部材３３０４は、円筒状の本体部３３０４ａと、本体部３３０４ａから上方
へ延出し先端が尖った略透明なプラグ部３３０４ｂと、本体部３３０４ａから下方へ延出
し下端が右装飾体本体３３０３のキャップ部３３０３ｄを通してレンズ部３３０３ａ内に
挿入される略透明な円柱状のプラグ軸３３０４ｃと、プラグ軸３３０４ｃの外側に挿入さ
れ本体部３３０４ａと右装飾体本体３３０３とが遠ざかる方向へ付勢するコイルバネ３３
０４ｄと、を備えている。なお、図示は省略するが、本体部３３０４ａの内部には、先端
のプラグ部３３０４ｂへ向けて光を照射可能なＬＥＤが実装された右装飾体上装飾基板を
備えており、プラグ部３３０４ｂを発光装飾させることができるようになっている。また
、図示は省略するが、プラグ軸３３０４ｃの下端には、軸直角方向へ突出する突起部が形
成されており、この突起部によってプラグ軸３３０４ｃが右装飾体本体３３０３から上方
へ抜けるのを防止するようにしている。つまり、プラグ軸３３０４ｃの突起部によってコ
イルバネ３３０４ｄによって上方へ付勢された先端部材３３０４の上方移動端が規制され
ている。
【０５５３】
　更に、可動装飾部３３０５は、正面視で右装飾体本体３３０３及び先端部材３３０４の
長手方向に沿って配置され上端が先端部材３３０４の本体部３３０４ａに固定され下端が
右装飾体本体３３０３におけるキャップ部３３０３ｄの上端まで延びる飾り部３３０５ａ
を備えている。この飾り部３３０５ａの下端は、キャップ部３３０３ｄよりも前側に位置
しており、先端部材３３０４が進退しても右装飾体本体３３０３と接触しないようになっ
ている。また、可動装飾部３３０５は、右装飾体本体３３０３におけるキャップ部３３０
３ｄの左右両側の位置で下端が回動可能に支持される下棹部材３３０５ｂと、下棹部材３
３０５ｂの上端で下端が回転可能に連結されると共に上端が先端部材３３０４における本
体部３３０４ａの左右両側の位置で回動可能に支持される上棹部材３３０５ｃと、を備え
ている。この下棹部材３３０５ｂと上棹部材３３０５ｃとを合わせた長さは、夫々が回動
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可能に支持されたキャップ部３３０３ｄと本体部３３０４ａとの直線距離よりも長くされ
ており、図示するように、下棹部材３３０５ｂと上棹部材３３０５ｃとが互いに回転可能
に連結された部分が、右可動装飾体３３０１（プラグ軸３３０４ｃ）の軸心から遠ざかっ
た位置となっている。この可動装飾部３３０５は、図１７１（Ｂ）及び（Ｃ）に示すよう
に、右装飾体本体３３０３に対して先端部材３３０４が進退すると、下棹部材３３０５ｂ
及び上棹部材３３０５ｃが夫々軸支された部分が回動し、パンタグラフのように全体がリ
ンク的に可動変形するようになっている。
【０５５４】
　この右可動装飾体ユニット３３００は、右装飾体ベース３３０２の基端側を前後方向へ
延びる回動軸周りに回動させる右装飾体回動ユニット３３１０と、右装飾体ベース３３０
２に対して右装飾体本体３３０３を長手方向へ伸縮させる右装飾体伸縮ユニット３３４０
と、を備えている。この右可動装飾体３３０１は、詳細は後述するが、右装飾体回動ユニ
ット３３１０によって、右可動装飾体３２０１の先端側が正面視で垂直状態よりも右側へ
移動し液晶表示装置１４００の右端付近に位置する通常常態としての右傾状態と、先端側
が垂直状態よりも左側へ移動し液晶表示装置１４００の前面に位置する左傾状態と、の間
で回動可能とされている。また、右装飾体伸縮ユニット３３４０によって、右装飾体ベー
ス３３０２に対して右装飾体本体３３０３が長手方向上側へスライドすることで、全体が
伸長してその長さが長くなるようになっており、伸長状態では、先端部財３３０４の先端
が、液晶表示装置１４００の上辺を越えて上側へ延びだすようになっている。
【０５５５】
　本実施形態の右可動装飾体ユニット３３００における右装飾体回動ユニット３３１０は
、右装飾体ベース３３０２の基端側を前後方向へ延びる回動軸３３０２ａ周りに回動可能
に支持すると共に、裏箱６２１内で液晶表示装置１４００が臨む開口６２１ｃの下側で右
辺よりも左側寄りの位置に取付けられる板状の右装飾体ユニットベース３３１２と、右装
飾体ユニットベース３３１２の後側に固定される右装飾体回動駆動モータ３３１４と、右
装飾体回動駆動モータ３３１４の回転軸に固定される円盤状の駆動ギア３３１６と、駆動
ギア３３１６と噛合すると共に回動軸３３０２ａと同心円の円弧状に形成され右装飾体ベ
ース３３０２の前面に固定される回動ギア３３１８と、回動ギア３３１８の外周から延出
する回動検知片３３１８ａを検知可能とされ右装飾体ユニットベース３３１２の後側に固
定される右装飾体回動検知センサ３３２０と、を主に備えている。
【０５５６】
　また、右装飾体回動ユニット３３１０は、右装飾体ユニットベース３３１２の前側に配
置された回動ギア３３１８と共に回動し前方及び周方向の一方が開放された円弧状の収容
凹部３３２２ａを有する保持部材３３２２と、保持部材３３２２における収容凹部３３２
２ａの開放された前端を閉鎖する収容凹部カバー３３２４と、収容凹部カバー３３２４及
び保持部材３３２２の前側を被覆するように右装飾体ベース３３０２における回動軸３３
０２ａの前端に固定され、正面視略円形状で表面に装飾が形成された基端装飾部材３３２
６と、基端装飾部材３３２６の上部と連結するように右装飾体ベース３３０２の前側に固
定され開放した平面視が略Ｕ字形状の土台装飾部材３３２８と、を更に備えている。
【０５５７】
　この右装飾体回動ユニット３３１０における右装飾体ユニットベース３３１２は、左右
方向へ延びた略矩形状とされ、所定厚さの金属板を屈曲形成したものであり、左右方向の
両端に裏箱６２１へ固定するための固定部３３１２ａを備えている。右装飾体ユニットベ
ース３３１２の左右方向略中央の上部前面に、前方へ延びた筒状の軸受部材３３３０が固
定されており、この軸受部材３３３０によって右装飾体ベース３３０２０の回動軸３３０
２ａを回動可能に支持することができるようになっている。また、右装飾体ユニットベー
ス３３１２には、固定された軸受部材３３３０の下側にその軸心と同軸状に形成された略
半円長さの円弧状の貫通口３３１２ｂと、貫通口３３１２ｂよりも外周で固定された軸受
部材３３３０の左側に配置され矩形状に貫通する開口３３１２ｃと、を備えている。この
貫通口３３１２ｂを通して、回動ギア３３１８と保持部材３３２２とが右装飾体ユニット
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ベース３３１２を挟むように連結されている。また、開口３３１２ｃを通して後側に固定
された右装飾体回動検知センサ３３２０を前側から視認できるようになっている。
【０５５８】
　右装飾体回動ユニット３３１０の右装飾体回動駆動モータ３３１４は、回転軸が前方へ
延びるように、モータベース３３３２を介して右装飾体ユニットベース３３１２の後側に
固定されている。このモータベース３３３２は、図示するように、前側及び左側が開放さ
れた箱状に形成されており、内部に右装飾体回動駆動モータ３３１４の回転軸が突出する
と共に、駆動ギア３３１６が収容されるようになっている。
【０５５９】
　また、右装飾体回動ユニット３３１０の回動ギア３３１８は、右装飾体ベース３３０２
の回動軸３３０２ａを中心とした円周の略２／３の長さで上側が削除された円弧状に形成
されており、右端から約５０度の角度範囲内の外周に駆動ギア３３１６と噛合するギア歯
が形成されていると共に、左端付近の外周に外側へ延出する回動検知片３３１８ａが形成
されている。また、回動ギア３３１８は、前面における内周付近に周方向へ所定間隔離反
して配置された三つの連結ボス３３１８ｂが突設されている。これら連結ボス３３１８ｂ
は、右装飾体ユニットベース３３１２の貫通口３３１２ｂを貫通して前側へ延出するよう
に形成されており、連結ボス３３１８ｂの前端に保持部材３３２２が連結固定されるよう
になっている。更に、回動ギア３３１８の前面における外周付近には、周方向へ所定間隔
離反して形成された球受け部が形成されており、これら球受け部内に、前側へ突出するよ
うに転動球３３３４が夫々挿入されている。この転動球３３３４は、前端が右装飾体ユニ
ットベース３３１２の後面と当接して転動するようになっており、転動球３３３４の転動
によって、回動ギア３３１８（右装飾体ベース３３０２）が右装飾体ユニットベース３３
１２の後面に対して滑らかに回動することができるようになっている。
【０５６０】
　また、右装飾体回動ユニット３３１０の保持部材３３２２は、上述した通り、略半円の
円弧状に形成されていると共に、左端及び前端が開放された収容凹部３３２２ａを備えて
いる。この収容凹部３３２２ａ内には、後述する右装飾体伸縮ユニット３３４０の配線ケ
ーブル３３０３ｅが左端から出没自在に収容されるようになっている。また、保持部材３
３２２は、その後面側が右装飾体ユニットベース３３１２の貫通口３３１２ｂを通って前
側へ突出した回動ギア３３１８の連結ボス３３１８ｂと連結されるようになっており、連
結されることで、回動ギア３３１８と共に右装飾体ベース３３０２の回動軸３３０２ａ周
りに回動することができるようになる。更に、保持部材３３２２の後面における外周付近
には、周方向へ所定間隔離反して形成された三つの球受け部が形成されており、これら球
受け部内に、後側へ突出するように転動球３３３６が夫々挿入されている。この転動球３
３３６は、後端が右装飾体ユニットベース３３１２の前面と当接して転動するようになっ
ており、転動球３３３６が転動することで、保持部材３３２２が右装飾体ユニットベース
３３１２の前面に対して滑らかに回動することができるようになっている。従って、本実
施形態の右装飾体回動ユニット３３１０では、保持部材３３２２及び回動ギア３３１８に
よって、転動球３３３６，３３３４を介して右装飾体ユニットベース３３１２を前後から
挟み込むようにしており、右装飾体ユニットベース３３１０に対して回動ギア３３１８等
の右装飾体ベース３３０２側をストレスなくスムーズに回動させることができるようにな
っていると共に、右装飾体ユニットベース３３１２の面に対して右装飾体ベース３３０２
側が傾かないようになっている。
【０５６１】
　更に、右装飾体回動ユニット３３１０の基端装飾部材３３２６は、図示するように、前
面に「ＰＬＵＧ　ＩＮ」の文字が造形されていると共に、部分的に透光性を有するように
形成されている。この右装飾体回動ユニット３３１０の基端装飾部材３３２６は、図１５
１等に示すように、センター役物２３００の収容部２３４０内に収容されるようになって
おり、上側を除く外周が収容部２３４０によって被覆さるようになっている。この基端装
飾部材３３２６の後側には、前側へ向かって発光可能な複数のＬＥＤが実装された右装飾
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体下装飾基板３３３８を備えており、基端装飾部材３３２６を適宜発光装飾させることが
できるようになっている。また、右装飾体回動ユニット３３１０の土台装飾部材３３２８
は、平面視略Ｕ字状内に右装飾体本体３３０３の下部が収容されるようになっていると共
に、基端装飾部材３３２６と同様に、部分的に透光性を有するように形成されており、右
装飾体本体３３０３の右装飾体中装飾基板３３０３ｃにより発光装飾されるようになって
いる。
【０５６２】
　一方、右可動装飾体ユニット３３００における右装飾体伸縮ユニット３３４０は、右装
飾体ベース３３０２の第一スライドスリット３３０２ｂ及び第二スライドスリット３３０
２ｃ内に長手方向へスライド可能に支持されると共に、右装飾体本体３３０３の第一固定
軸３３０３ｆ及び第二固定軸３３０３ｇを挿通固定可能なスライドブッシュ３３４２と、
右装飾体ベース３３０２の後側に配置されると共に、上端が右装飾体ベース３３０２の第
一スライドスリット３３０２ｂに支持されたスライドブッシュ３３４２を前側から貫通し
た右装飾体本体３３０３の第一固定軸３３０３ｆと連結され、長手方向へ延びる直線状の
ラックギア３３４４ａを有したスライドラック３３４４と、スライドラック３３４４のラ
ックギア３３４４ａと噛合する円盤状のピニオンギア３３４６と、ピニオンギア３３４６
を回転駆動させる右装飾体スライド駆動モータ３３４８と、右装飾体スライド駆動モータ
３３４８を後側に支持すると共にスライドラック３３４４を長手方向へスライド可能に支
持し、右装飾体ベース３３０２の後側に取付けられるベースカバー３３５０と、を備えて
いる。
【０５６３】
　この右装飾体伸縮ユニット３３４０のスライドラック３３４４は、右可動装飾体３３０
１の長手方向に延びた矩形状とされており、裏面で背面視左側の辺に沿って中心側を向く
ようにラックギア３３４４ａが形成されている。また、スライドラック３３４４は、ラッ
クギア３３４４ａが形成された辺の後端付近から後方へ突出するスライド検知片３３４４
ｂを備えている。このスライド検知片３３４４ｂは、ベースカバー３３５０に形成された
検知スリット３３５０ａ（図１６７（Ｂ）を参照）を通って後方へ延びだすようになって
おり、ベースカバー３３５０の後側に固定された右装飾体スライド検知センサ３３５２に
よって検知されるようになっている。
【０５６４】
　また、右装飾体伸縮ユニット３３４０のベースカバー３３５０は、その前面側に所定間
隔で長手方向へ延びる一対のレール部３３５０ｂを有しており、このレール部３３５０ｂ
の間にスライドラック３３４４を配置することで、スライドラック３３４４を長手方向へ
スライド可能に支持することができるようになっている。なお、一対のレール部３３５０
ｂの間に検知スリット３３５０ａが配置形成されている。このベースカバー３３５０は、
後側が開放された浅い箱状の右装飾体ベース３３０２の後端を閉鎖するように形成されて
おり、右装飾体ベース３３０２とベースカバー３３５０との間にスライドラック３３４４
が配置支持されるようになっている。
【０５６５】
　なお、右装飾体スライド駆動モータ３３４８は、前側が開放された箱状のモータベース
３３５４を介して前側へ回転軸が延びだすようにベースカバー３３５０の後側に固定され
ており、ピニオンギア３３４６がベースカバー３３５０の前側で一対のレール部材３３５
０ｂの間に配置されている。
【０５６６】
　次に、本実施形態の右可動装飾ユニット３３００における右可動装飾体３３０１の動き
について、主に図１７０及び図１７１を参照して説明する。通常の遊技状態では、右可動
装飾体３３０１は、図１５１に示すように、センター役物２３００の枠内の右端で先端側
が基端側に対して右側へ傾動した初期位置の状態となっている。この状態では、右可動装
飾体３３０１の先端がセンター役物２３００の枠によって遊技者側から視認できない状態
となっていると共に、右可動装飾体３３０１が収縮した状態となっている。また、右可動



(134) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

装飾体３３０１が初期位置の状態では、回動ギア３３１８の回動検出片３３１８ａが右装
飾体回動検知センサ３３２０によって検知された状態となっている。この状態から、まず
、右装飾体回動駆動モータ３３１４を駆動して駆動ギア３３１６を正面視で時計回りの方
向へ所定回転角度回転させると、駆動ギア３３１６の回転に伴って噛合する回動ギア３３
１８が、右装飾体ユニットベース３３１２に固定された軸受部材３３３０の軸心周り（右
装飾体ベース３３０２の回動軸３３０２ａ周り）を反時計周りの方向へ回動することとな
り、回動ギア３３１８と共に右装飾体ベース３３０２や右装飾体本体３３０３等が反時計
周りの方向へ回動することとなる。
【０５６７】
　なお、本実施形態では、回動ギア３３１８は、右装飾体回動駆動モータ３３１４によっ
て、約４０度の角度範囲内で回動するようになっており、上述の初期位置から右可動装飾
体３３０１が反時計周りに約８度回動すると、右可動装飾体３３０１が略垂直に直立した
第一位置（図１７０、及び図１８３を参照）の状態となり、また、上述した初期位置から
反時計周りに約４０度回動すると、右可動装飾体の先端がセンター役物２３００における
ロゴ装飾体２３３０の左側の「Ａ」の文字を指すような第二位置（図１７０、及び図１８
４を参照）の状態となる。この第一位置及び第二位置の状態で収縮した状態では、右可動
装飾体３３０１の先端が、液晶表示装置１４００の上辺よりも下側に位置した状態となっ
ている。また、第二位置の状態では、右可動装飾体の先端部材３３０４が液晶表示装置１
４００の前面で左右方向の略中央に位置した状態となり、液晶表示装置１４００を背景と
して右可動装飾体３３０１が非常に目立った状態となるようになっている。
【０５６８】
　また、第一位置や第二位置に回動した右可動装飾体３３０１を先端が右傾した初期位置
へ復帰させるには、右装飾体回動駆動モータ３３１４を上記とは逆方向へ回転させること
で、右可動装飾体３３０１を基端側の回動軸３３０２ａ周りに正面視で時計回りの方向へ
回動させることができる。そして、回動ギア３３１８の回動検知片３３１８ａが右装飾体
回動検知センサ３３２０によって検知されると、右装飾体回動駆動モータ３３１４の回転
駆動を停止させることで、右可動装飾体３３０１を先端が右傾した初期位置に復帰させる
ことができるようになっている。
【０５６９】
　この右可動装飾体３３０１は、先端が右傾した初期位置の状態では、伸長させないよう
になっており、右可動装飾体３３０１が初期位置から回動して第一位置や第二位置の時に
伸長するようになっている。また、右可動装飾体３３０１は、通常の収縮した状態でスラ
イドラック３３４４のスライド検知片３３４４ｂが、右装飾体スライド検知センサ３３５
２によって検知されるようになっている。この右可動装飾体３３０１の伸縮は、右装飾体
ベース３３０２と共に回動するベースカバー３３５０の後側に固定された右装飾体スライ
ド駆動モータ３３４８によってピニオンギア３３４６を正面視で反時計周りの方向へ回転
駆動させると、ピニオンギア３３４６と噛合したラックギア３３４４ａによって、スライ
ドラック３３４４が先端側（上側）へとスライド移動する。このスライドラック３３４４
の上端には右装飾体ベース３３０２の第一スライドスリット３３０２ｂを通して右装飾体
本体３３０３が連結されており、スライドラック３３４４の移動に伴って右装飾体本体３
３０３が先端側へ移動することとなる。
【０５７０】
　なお、伸長した右可動装飾体３３０３を収縮させるには、右装飾体スライド駆動モータ
３３４８を上記とは逆方向へ回転させることで右装飾体本体３３０３を収縮方向（基端側
の方向）へスライドさせることができる。そして、スライドラック３３４４のスライド検
知片３３４４ｂが、右装飾体スライド検知センサ３３５２によって検知されると、右装飾
体スライド駆動モータ３３４８の回転駆動を停止させることで、右可動装飾体３３０１が
収縮した通常の状態に復帰させることができるようになっている。
【０５７１】
　本実施形態のパチンコ機１（遊技盤４）では、右可動装飾体３３０１が第一位置及び第
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二位置の時に、その伸長方向の先端から所定距離離れた位置に、右可動装飾体３３０１の
先端が当接すると共に、右可動装飾体３３０１の伸長を規制する伸長規制部材２３５０，
３４０１ｃが配置されている（図１７１等を参照）。この右可動装飾体３３０１は、スラ
イドラック３３４４の先端側への移動に伴って伸長方向へ移動する右装飾体本体３３０３
の先端側に配置された先端部材３３０４の先端が伸長規制部材２３５０，３４０１ｃに当
接すると、先端部材３３０４がこれ以上伸長方向へ移動するのを阻止されるようになって
おり、右可動装飾体３３０１の全長が伸長するのが停止するようになっている。
【０５７２】
　この右可動装飾体３３０１は、先端部材３３０４の先端が伸長規制部材２３５０，３４
０１ｃに当接した状態で、更に右装飾体スライド駆動モータ３３４８の駆動によりスライ
ドラック３３４４を先端側へスライド移動させると、右装飾体本体３３０３が先端部材３
３０４との間に配置されたコイルバネ３３０４ｄの付勢力に抗して伸長方向へ移動すると
同時に、先端部材３３４４のプラグ軸３３０４ｃの下端が右装飾体本体３３０３のレンズ
部３３０３ａ内に没入することとなる。
【０５７３】
　この右可動装飾体３３０１では、先端部材３３０４のプラグ軸３３０４ｃが右装飾体本
体３３０３のレンズ部３３０３ａ内に没入して、先端部材３３０４の本体部３３０４ａと
右装飾体本体３３０３のキャップ部３３０３ｄの相対距離が変化すると、それらの間に配
置された可動装飾部３３０５が可動するようになっている。詳述すると、可動装飾部３３
０５は、上述したように、右装飾体本体３３０３に下端が回動可能に支持された下棹部材
３３０５ｂの上端と、先端部材３３０４に上端が回動可能に支持された上棹部材３３０５
ｃの下端とが回転可能に連結されているので、右装飾体本体３３０３と先端部材３３０４
との相対距離が変化すると、下棹部材３３０５ｂ及び上棹部材３３０５ｃが夫々軸支され
た部分で回動するようになっている。従って、例えば、右装飾体本体３３０３と先端部材
３３０４とが相対的に接近すると、下棹部材３３０５ｂと上棹部材３３０５ｃを連結した
部分が右可動装飾体３３０１の長手方向軸線に対して遠ざかる方向へ移動し、右装飾体本
体３３０３と先端部材３３０４とが相対的に離反すると、下棹部材３３０５ｂと上棹部材
３３０５ｃとを連結した部分が長手方向軸線に対して近づく方向へ移動することとなり、
長手方向軸線に対して両側に対称に配置された下棹部材３３０５ｂ及び上棹部材３３０５
ｃがパンタグラフのように可動することとなる（図１７１（Ｂ）及び（Ｃ）を参照）。
【０５７４】
　なお、本実施形態の右可動装飾体３３０１では、先端部材３３０４におけるプラグ部３
３０４ｂの先端が伸縮規制部材２３５０，３４０１ｃと当接した状態を維持しながら、ス
ライドラック３３４４つまり右装飾体本体３３０３を伸長方向への伸縮を所定サイクル（
例えば、一秒間に０．１～５回のサイクル）で繰返すような動作をするようになっており
、右装飾体本体３３０３の伸縮により可動装飾部３３０５が変形可動を繰返すので、右可
動装飾体３３０１の動きをより目立たせることができると共に、その動きを楽しませるこ
とができるようになっている。
【０５７５】
　また、詳細は後述するが、右可動装飾体３３０１が左側へ傾動して第二位置に傾動した
時の伸長方向には、上部左可動装飾体３４０１が下降出現するようになっており、右可動
装飾体３３０１の先端が上部左可動装飾体３４０１の内部に備えられた伸縮規制部材３４
０１ｃと当接することができるようになっている。これにより、右可動装飾体３３０１の
先端が液晶表示装置１４００の前面側を斜めに縦断して上部左可動装飾体３４０１へ挿入
合体したような状態となり、よりインパクトの高い可動演出を遊技者に見せることができ
、遊技者を驚かせることができると共に関心を強く引き付けることができるようになって
いる。
【０５７６】
　ところで、図１７８等に示すように、本実施形態の右可動装飾体３３０１は、回動可能
に支持された基端側の基端装飾部材３３２６が、センター役物２３００における円弧状の
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収容部２３４０内に配置されていると共に、収容部２３４０内には侵入球排出口３１１７
が開口しており、ステージ部材２３２０へ供給された遊技球が、何らかの理由によって第
一ステージ２３２１や第二ステージ２３２２の右端に配置された転動規制部２３４１を越
えて収容部２３４０内へ侵入した場合、侵入球排出口３１１７から外部へ排出することが
できるようになっている。また、収容部２３４０内へ侵入した遊技球が、侵入球排出口３
１１７付近で停滞した場合でも、右可動装飾体３３０１が初期位置から第二位置へ回動す
ることで、右可動装飾体３３０１の土台装飾部材３３２８が転動規制部２３４１へ接近す
る方向へと移動し、収容部２３４０内の遊技球が侵入球排出口３１１７側へ土台装飾部材
３３２８によって押されて、侵入球排出口３１１７から外部へ排出されることなる。
【０５７７】
　従って、転動規制部２３４１を越えて収容部２３４０内へ侵入した遊技球を、侵入球排
出口３１１７から確実に排出することができ、侵入した遊技球によって右可動装飾体３３
０１の回動が阻害されることなくスムーズに回動することができるようになっている。な
お、右可動装飾体３３０１が第二位置の時は、図１８４等に示すように、右可動装飾体３
３０１が転動規制部２３４１と略接するように位置しているので、右可動装飾体３３０１
によって転動規制部２３４１が更に上方へ延長されたような状態となり、何らかの理由に
よってステージ部材２３２０上の遊技球が転動規制部２３４１を越えても、右可動装飾体
３３０１によってステージ２３２１，２３２２側へ跳ね返すことができ、ステージ部材２
３２０から遊技球が逸脱しないようになっている。
【０５７８】
　このように、本実施形態の右可動装飾体ユニット３３００によると、遊技状態に応じて
右可動装飾体３３０１における液晶表示装置１４００の下側に配置された基端側が回動軸
３３０２ａを中心として回動して略全体が液晶表示装置１４００の前面に位置した上で、
右可動装飾体３３０１の右装飾体本体３３０３が液晶表示装置１４００の前面を斜めに縦
断するように上方へ向かって伸長するので、従来のパチンコ機の可動装飾体とは全く異な
る複雑な動きをすることができ、右可動装飾体３３０１の動きによって遊技者を驚かせて
右可動装飾体３３０１等に注目させることができると共に、右可動装飾体３３０１が回動
して伸縮するので、その動きの種類（可動パターン）を多様化することができ、右可動装
飾体３３０１の動きを飽き難くして遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制するこ
とができるようになっている。
【０５７９】
　また、右可動装飾体３３０１は、備えられた各装飾基板３３０３ｃ，３３３８等によっ
て発光装飾させることができるので、右可動装飾体３３０１の可動演出だけでなく発光演
出も遊技者に見せることが可能となり、右可動装飾体３３０１による演出パターンの種類
をより多くすることができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣が低下するのを抑制す
ることができると共に、右可動装飾体３３０１をより目立たせることができ、遊技者の関
心を強く引き付けることが可能なパチンコ機１とすることができるようになっている。
【０５８０】
［２－５Ｄ．上部左可動装飾体ユニット］
　裏ユニット３０００における上部左可動装飾体ユニット３４００は、図１７２乃至図１
７５等に示すように、下降することで正面視でセンター役物２３００のロゴ装飾体２３３
０の下側からセンター役物２３００の枠内へ移動して遊技者側から視認可能となる出現位
置と、上昇することでセンター役物２３００及び遊技パネル６００の後側へ移動して遊技
者側から視認不能となる没入位置との間で昇降可能とされた上部左可動装飾体３４０１を
備えている。この上部左可動装飾体３４０１は、斜め右下へ向かって窄まるような円筒状
に形成されていると共に、部分的に透光性を有するように形成されている。この上部左可
動装飾体３４０１は、下端に開口した受口部３４０１ａ（図１７５を参照）を備えており
、この受口部３４０１ａ内へ右可動装飾体３３０１における先端部材３３０５のプラグ部
３３０４ｂが挿入可能とされている。
【０５８１】
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　また、上部左可動装飾体３４０１は、図１７５に示すように、受口部３４０１ａの内部
に、斜めに傾斜した軸線に沿って上方へ向かうに従って狭くなるテーパ状で楕円錐状の案
内部３４０１ｂと、案内部３４０１ｂの上側に配置され傾斜した軸線に対して直角方向へ
広がる板状の伸長規制部材３４０１ｃと、を備えている。この上部左可動装飾体３４０１
は、受口部３４０１ａへ向かって伸長してきた右可動装飾体３３０１の先端のプラグ部３
３０４ｂを、案内部３４０１ｂによって傾斜した軸線上に案内して伸長規制部材３４０１
ｃに確実に当接させることができるようになっている。なお、伸長規制部材３４０１ｃは
、本実施形態では、エラストマーからなる反発係数の極めて低い衝撃吸収板とされている
。
【０５８２】
　本実施形態の上部左可動装飾体ユニット３４００は、裏箱６２１内の所定位置に取付け
られ正面視が上下方向へ長く延びた略矩形状の上部左ユニットベース３４０２と、上部左
ユニットベース３４０２を貫通して回転軸が前側へ延出するように上部左ユニットベース
３４０２の後側に固定される上部左駆動モータ３４０４と、上部左駆動モータ３４０４の
回転軸に固定され上部左ユニットベース３４０２の前面に配置される円盤状の駆動ギア３
４０６と、駆動ギア３４０６と噛合すると共に上下方向へ延びたラックギア３４０８ａ（
図１７５を参照）を有し正面視が上下方向へ長く延びた略矩形状のスライド部材３４０８
と、スライド部材３４０８を上下方向へスライド可能に案内し上部左ユニットベース３４
０２の前側に固定されるユニットベースカバー３４１０と、ユニットベースカバー３４１
０の前側に配置されスライドラック３４０８と共に上下方向へスライドし前面下部に上部
左可動装飾体３４０１が固定される板状の摺動板３４１２と、摺動板３４１２と上部左可
動装飾体３４０１との間に配置され前面に複数のＬＥＤが実装された上部左装飾体装飾基
板３４１４と、を備えている。
【０５８３】
　この上部左可動装飾体ユニット３４００のスライドラック３４０８は、図示するように
、上下方向へ延びた略矩形状の板体の左右両辺が後側へ屈曲されたような形態とされてお
り、背面視で左側の辺の内側へラックギア３４０８ａが形成されている。また、スライド
ラック３４０８は、左右方向の略中央に上下に並んで前方へ突出する二つのスライド突起
３４０８ｂと、スライド突起３４０８ｂよりも前方へ長く突出し左右両端の下部に配置さ
れた固定ボス３４０８ｃと、正面視で左辺から左方向へ延出する検知片３４０８ｄと、を
備えている。このスライドラック３４０８の検知片３４０８ｄは、上部左ユニットベース
３４０２に取付けられた上部左装飾体検知センサ３４１６によって検知されるようになっ
ている。
【０５８４】
　また、上部左可動装飾体ユニット３４００の上部左ユニットベースカバー３４１０は、
後側と上側が開放された薄い箱状に形成されており、左右方向の略中央に上下方向へ略全
長（全高）に亘って長く延びるように形成されスライドラック３４０８の二つのスライド
突起３４０８ｂを挿入可能とされたスライドスリット３４１０ａと、スライドスリット３
４１０ａの左右両側に配置されスライドラック３４０８の固定ボス３４０８ｃが通過可能
とされた長孔状の通過口３４１０ｂと、を備えている。この上部左ユニットベースカバー
３４１０のスライドスリット３４１０ａ内に、スライドラック３４０８のスライド突起３
４０８ｂを挿入させることで、スライドラック３４０８を上下方向へスライド可能に案内
することができるようになっている。
【０５８５】
　次に、本実施形態の上部左可動装飾体ユニット３４００における上部左可動装飾体３４
０１の動きについて説明する。この上部左可動装飾体ユニット３４００は、通常の状態で
は、上部左可動装飾体３４０１が上昇して遊技者側から視認不能となった没入位置に位置
している。この状態では、スライドラック３４０８の検知片３４０８ｄが上部左装飾体検
知センサ３４１６によって検知された状態となっている。没入位置に位置した上部左可動
装飾体３４０１は、上部左駆動モータ３４０４によって駆動ギア３４０６を正面視で時計
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回りの方向へ回転駆動させると、駆動ギア３４０６と噛合したラックギア３４０８ａによ
ってスライドラック３４０８が下方へスライド移動し、スライドラック３４０８に固定さ
れた摺動板３４１２を介して上部左可動装飾体３４０１が下降することとなる。
【０５８６】
　そして、上部左可動装飾体３４０１が没入位置から下降すると、上部左可動装飾体３４
０１がセンター役物２３００の枠内へと降下すると共に、液晶表示装置１４００の上辺よ
りも上側の位置から液晶表示装置１４００の表示画面の前面側へと降下し、遊技者側から
視認することができるようになる。具体的には、図１８４等に示すように、センター役物
２３００における上部のロゴ装飾体２３３０の「Ａ」の文字の下側に上部左可動装飾体３
４０１が下降して、遊技者から視認可能となった出現位置で停止するようになっている。
【０５８７】
　この上部左可動装飾体３４０１は、出現位置では、その傾斜した軸線が、右可動装飾体
３３０１が第二位置へ回動した時の右可動装飾体３３０１の軸線と略一致するようになっ
ており、第二位置で伸長した右可動装飾体３３０１の先端のプラグ部３３０４ｂを、上部
左可動装飾体３４０１の受口部３４０１ａで受入れることができるようになっていると共
に、この状態で伸長してきた右可動装飾体３４０１の先端が受口部３４０１ａ内の伸長規
制部材３４０１ｃに当接すると、右可動装飾体３４０１の伸長を停止させることができる
ようになっている（図１８５及び図１８６を参照）。
【０５８８】
　なお、出現位置に位置した上部左可動装飾体３４０１を没入位置へ上昇させるには、上
部左駆動モータ３４０４によって駆動ギア３４０６を、上記とは逆方向へ回転させること
で上部左可動装飾体３４０１を上昇させることができる。そして、上部左装飾体検知セン
サ３４１６によってスライドラック３４０８の検知片３４０８ｄを検知したら、上部左駆
動モータ３４０４の回転駆動を停止させることで、上部左可動装飾体３４０１を没入位置
に停止させることができる。
【０５８９】
　このように、本実施形態の上部左可動装飾体ユニット３４００によると、上部左可動装
飾体３４０１を遊技者側から視認不能な没入位置と、視認可能となる出現位置との間で昇
降することができるので、上部左可動装飾体３４０１の出現によって遊技者の期待感を高
めることができ、遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。また、上部左
可動装飾体３４０１が出現位置にある時は、液晶表示装置１４００の右端付近に配置され
た右可動装飾体３３０１が第二位置へ回動して伸長すると、その先端を受口部３４０１ａ
によって受けることができるので、右可動装飾体３３０１と上部左可動装飾体３４０１と
が液晶表示装置１４００を挟んで合体したような状態となり、大きく変化した可動装飾体
３３０１，３４０１によって遊技者を驚かせることができると共に、遊技者の関心を強く
引き付けることができ、何か良いことが起きるような予感を抱かせることが可能となり、
期待感を高めて遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０５９０】
［２－５Ｅ．上部中可動装飾体ユニット］
　裏ユニット３０００における上部中可動装飾体ユニット３５００は、図１７６及び図１
７７等に示すように、円筒状の前端に五つの突起３５０１ａを備えた上部中可動装飾体３
５０１を備えており、この上部中可動装飾体３５０１は、突起３５０１ａが備えられた先
端側とは反対側の基端側が、前後方向へ延びた軸周りに回動可能に支持されている。
【０５９１】
　この上部中可動装飾体ユニット３５００は、所定厚さの金属板によって形成され縦長で
下部に前方へ延出する回動軸３５０２ａを有した上部中ユニットベース３５０２と、上部
中ユニットベース３５０２の後側上部に固定され上部中ユニットベース３５０２を貫通し
て前方へ回転軸が延びだした上部中回動駆動モータ３５０４と、上部中回動駆動モータ３
５０４の回転軸に固定された円盤状の駆動ギア３５０６と、駆動ギア３５０６と噛合し駆
動ギア３５０６と回転軸３５０２ａとの間で上部中ユニットベース３５０２に回転可能に
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支持された円盤状の伝達ギア３５０８と、伝達ギア３５０８と噛合すると共に回動軸３５
０２ａ周りに回動可能とされた従動ギア３５１０と、従動ギア３５１０を基端部で支持す
ると共に回動軸３５０２ａ周りに回動可能とされ回動軸３５０２ａに対して直角方向で所
定方向（図１７７では右方向）へ延びる支持部３５１２ａを有した上部中装飾体ベース３
５１２と、上部中装飾体ベース３５１２の支持部３５１２ａに支持され回動軸３５０２ａ
から遠ざかった先端側の端部からプランジャ３５１４ａが進退自在とされた上部中伸縮駆
動ソレノイド３５１４と、上部中伸縮駆動ソレノイド３５１４におけるプランジャ３５１
４ａの先端に固定されプランジャ３５１４ａと共に支持部３５１２ａの延びた方向へスラ
イド可能なスライド部材３５１６と、を備えており、上部中可動装飾体３５０１が上部中
伸縮駆動ソレノイド３５１４及びスライド部材３５１６を前側から覆うように配置されて
いると共に、スライド部材３５１６に上部中可動装飾体３５０１が固定されている。
【０５９２】
　また、上部中可動装飾体ユニット３５００は、上部中ユニットベース３５０２の前側に
取付けられ、駆動ギア３５０６や伝達ギア３５０８を前側から覆うギアカバー３５１８と
、ギアカバー３５１８の下端前面に取付けられ回動軸３５０２ａの先端と従動ギア３５１
０の前面を覆う軸カバー３５２０と、上部中装飾体ベース３５１２の支持部３５１２ａに
固定されスライド部材３５１６を支持部３５１２ａの長手方向へスライド可能に支持する
スライド支持部材３５２２と、上部中可動装飾体３５０１の内部に配置され先端側を向い
た複数のＬＥＤを実装した上部中装飾体装飾基板３５２４と、を備えている。ギアカバー
３５１８には、左右両端に固定部３５１８ａが複数備えられており、この固定部３５１８
ａを裏箱６２１内の所定位置に固定することで、ギアカバー３５１８を介して上部中可動
装飾体ユニット３５００を裏箱６２１内に取付けることができるようになっている。また
、上部中装飾体装飾基板３５２４によって、上部中可動装飾体３５０１の複数の突起３５
０１ａを適宜発光装飾させることができるようになっている。
【０５９３】
　この上部中可動装飾体ユニット３５００の駆動ギア３５０６は、外方へ延出する回動検
知片３５０６ａを備えており、この回動検知片３５０６ａを上部中ユニットベース３５０
２に固定された上部中回動検知センサ３５２６によって検知することで、上部中可動装飾
体３５０１の回動位置を検知することができるようになっている。また、上部中装飾体ベ
ース３５１２は、所定厚さの金属板によって形成されており、図示するように、この支持
部３５１２ａは、前側が開放された断面略コ字形状に形成されている。更に、上部中伸縮
駆動ソレノイド３５１４は、プランジャ３５１４ａが前進する方向へコイルバネ３５１４
ｂによって付勢されており、通常時は前進した状態となっていると共に、上部中伸縮駆動
ソレノイド３５１４を駆動させると、コイルバネ３５１４ｂの付勢力に抗してプランジャ
３５１４ａが後退するようになっている。
【０５９４】
　また、上部中可動装飾体ユニット３５００のスライド部材３５１６は、平面視で略Ｌ字
状に形成されており、前側へ突出する二つの突出軸３５１６ａを備えている。一方、スラ
イド部材３５１６をスライド可能に支持するスライド支持部材３５２２は、所定厚さの金
属板を屈曲形成したものであり、前面にスライド部材３５１６の突出軸３５１６ａが貫通
するように挿通可能なスライドスリット３５２２ａが長手方向へ延びるように形成されて
いる。このスライドスリット３５２２ａ内にスライド部材３５１６の突出軸３５１６ａを
挿通させることで、スライド部材３５１６をスライドスリット３５２２ａに沿ってスライ
ド可能に支持することができると共に、挿通した突出軸３５１６ａの前端に上部中可動装
飾体３５０１が取付けられるようになっている。
【０５９５】
　次に、本実施形態の上部中可動装飾体ユニット３５００における上部中可動装飾体３５
０１の動きについて説明する。この上部中可動装飾体３５０１は、図１５１に示すように
、通常の状態では、上部中可動装飾体３５０１がセンター役物２３００の上部に配置され
たロゴ装飾体２３３０の後側に隠れた退避位置の状態となっており、この退避位置では正
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面視で遊技者側から視認することができないようになっている。また、上部中可動装飾体
３５０１は、退避位置の状態では、その長手方向が略水平に延びた状態となっている。こ
の状態から、上部中回動駆動モータ３５０４によって駆動ギア３５０６を正面視で時計回
りの方向へ回転させると、駆動ギア３５０６と噛合する伝達ギア３５０８を介して従動ギ
ア３５１０が上部中装飾体ベース３５１２と共に時計回りの方向へ回動することとなる。
上部中可動装飾体３５０１は、時計回りに回動することで、先端側がセンター役物２３０
０の枠内で液晶表示装置１４００における表示画面の前面側の出現位置へと移動し、遊技
者側から視認可能な状態となる。
【０５９６】
　この上部中可動装飾体３５０１は、略水平状態の退避位置から時計回りに約１３５度の
角度範囲内（図１８７中において二点鎖線で示す範囲内）で回動することができるように
なっており、任意の位置で回動を停止させることができるようになっている。この上部中
可動装飾体３５０１は、先端側が液晶表示装置１４００の前面側へ回動した状態で、上部
中伸縮駆動ソレノイド３５１４を駆動させると、プランジャ３５１４ａがコイルバネ３５
１４ｂの付勢力に抗して基端側へ後退するようになっており、プランジャ３５１４ａの先
端に固定されたスライド部材３５１６を介して上部中可動装飾体３５０１も基端側へと後
退することとなる。この状態から上部中伸縮駆動ソレノイド３５１４の駆動を停止させる
と、プランジャ３５１４ａがコイルバネ３５１４ｂの付勢力によって前進し、上部中可動
装飾体３５０１が初期位置の状態に復帰するようになっている。なお、本実施形態では、
上部中伸縮駆動ソレノイド３５１４におけるプランジャ３５１４ａの進退量が２ｍｍ～１
５ｍｍの範囲内とされており、上部中可動装飾体３５０１の伸縮量も、プランジャ３５１
４ａの伸縮量と同じ量となっている。
【０５９７】
　本実施形態の上部中可動装飾体３５０１は、上部中伸縮駆動ソレノイド３５１４が、０
．２～２秒のサイクルで連続駆動されるようになっており、比較的激しい動きで伸縮を繰
返すと共に、伸縮に合わせて上部中装飾体装飾基板３５２４のＬＥＤを点滅させて先端の
突起３５０１ａを点滅発光させるようにしており、あたかも上部中可動装飾体３５０１の
先端から何か（例えば、銃弾や砲弾）が連続発射されているかのような可動演出を行うこ
とができるようになっている。
【０５９８】
　このように、本実施形態の上部中可動装飾体ユニット３５００によると、上部中可動装
飾体３５０１が液晶表示装置１４００の前面側へ回動して遊技者側から視認可能となると
共に、伸縮を繰返すので、これまでのパチンコ機にはない可動装飾体の動きを楽しませる
ことができ、遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。また、例えば、上
部中可動装飾体３５０１の先端側と対応した位置に表示された演出画像を、上部中可動装
飾体３５０１の伸縮及び点滅発光と対応するように変化させるようにしても良く、これに
より、遊技者に対して、あたかも上部中可動装飾体３５０１の可動発光演出によって、演
出画像が変化しているように錯覚させることが可能となり、可動演出と共に画像演出をよ
り楽しませることができ、遊技者の興趣をより高めることができる。
【０５９９】
［３．主基板・周辺基板］
　続いて、パチンコ機１の各種制御を行う制御基板について、図１８９を参照して説明す
る。図１８９は主基板及び周辺基板のブロック図である。パチンコ機１の制御構成は、図
示するように、主基板４０００のグループ及び周辺基板４０１０のグループから構成され
ており、これら２つのグループにより各種制御が分担されている。主基板４０００のグル
ープは、遊技動作（遊技の進行）を制御する主制御基板４１００と、遊技球の払出し等を
制御する払出制御基板１１８６と、を備えて構成されている。また、周辺基板４０１０の
グループは、主制御基板４１００からのコマンドに基づいて遊技中の各種演出を制御する
周辺制御基板４１４０と、周辺制御基板４１４０からのコマンドに基づいて液晶表示装置
１４００での演出画像の表示を制御する液晶制御基板４１５０と、を備えている。
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【０６００】
［３－１．主制御基板］
　遊技の進行を制御する主制御基板４１００は、図１８９に示すように、マイクロプロセ
ッサとしての主制御ＭＰＵ４１００ａと、入出力デバイス（Ｉ／Ｏデバイス）としての主
制御Ｉ／Ｏポート４１００ｂと、上述したＲＡＭクリアスイッチ６２４ａと、を備えてい
る。主制御ＭＰＵ４１００ａには、各種処理プログラムや各種コマンドを記憶するＲＯＭ
と、一時的にデータを記憶するＲＡＭと、が内蔵される他に、その動作（システム）を監
視するウォッチドックタイマや不正を防止するための機能等も内蔵されている。
【０６０１】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、第一始動口２００１へ受入れられた遊技球を検出する第一
始動口センサ３１１５、第二始動口２００２へ受入れられた遊技球を検出する第二始動口
センサ２０１２、及び一部の一般入賞口センサ３１０８からの検出信号が夫々主制御Ｉ／
Ｏポート４１００ｂを介して入力されたり、ゲートセンサ２２０２、一般入賞口センサ３
１０８、カウントセンサ２０１４及び裏ユニット３０００に取付けられた磁気検出センサ
３１１６からの検出信号が、遊技盤４に取付けられたパネル中継基板３１２４、主制御Ｉ
／Ｏポート４１００ｂを介して入力されたりする。主制御ＭＰＵ４１００ａは、これらの
検出信号に基づいて、主制御Ｉ／Ｏポート４１００ｂそしてパネル中継基板３１２４を介
して始動口ソレノイド２０１０及びアタッカソレノイド２０１６への駆動信号を出力した
り、主制御Ｉ／Ｏポート４１００ｂ、パネル中継基板３１２４、機能表示基板６４０ａを
介して第一特別図柄表示器６４１、第二特別図柄表示器６４２、第一特別図柄記憶表示器
６４３、第二特別図柄記憶表示器６４４、普通図柄表示器６４５、普通図柄記憶表示器６
４６、遊技状態表示器６４７、ラウンド表示器６４８に駆動信号を出力したりする。
【０６０２】
　また主制御ＭＰＵ４１００ａは、遊技に関する各種情報（遊技情報）及び払出しに関す
る各種コマンド等を、上述した主ドロワ中継基板１１０７を介して払出制御基板１１８６
に送信したり、この払出制御基板１１８６からのパチンコ機１の状態に関する各種コマン
ド等を、主ドロワ中継基板１１０７を介して受信したりする。更に主制御ＭＰＵ４１００
ａは、遊技演出の制御に関する各種コマンド及びパチンコ機１の状態に関する各種コマン
ドを、主制御Ｉ／Ｏポート４１００ｂを介して後述する周辺基板４０１０の周辺制御基板
４１４０に送信したりする（主制御基板４１００と周辺制御基板４１４０との基板間は図
示しないハーネスより電気的に接続されている）。なお、主制御ＭＰＵ４１００ａは、そ
の詳細な説明は後述するが、払出制御基板１１８６からパチンコ機１の状態に関する各種
コマンドを受信すると、これらの各種コマンドを整形して周辺制御基板４１４０に送信す
る。
【０６０３】
　主制御基板４１００には、その詳細な説明は後述するが、電源基板１１３６から各種電
圧が供給されている。この電源基板１１３６は、電源遮断時にでも所定時間、主制御基板
４１００に電力を供給するバックアップ電源としての電気二重層キャパシタ（以下、単に
「キャパシタ」と記載する。）を備えている。このキャパシタにより主制御ＭＰＵ４１０
０ａは、電源遮断時にでも電源断時処理において各種情報をその内蔵するＲＡＭに記憶す
ることができるようになっている。なお、記憶した各種情報は、電源投入時に主制御基板
４１００のＲＡＭクリアスイッチ６２４ａが操作されると、内蔵するＲＡＭから消去（ク
リア）されるようになっている。このＲＡＭクリアスイッチ６２４ａの操作信号（検出信
号）は、主ドロワ中継基板１１０７を介して払出制御基板１１８６にも出力されるように
なっている。
【０６０４】
　また、主制御基板４１００には、停電監視回路が設けられている。この停電監視回路は
、電源基板１１３６から供給される各種電圧の低下を監視しており、それらの電圧が停電
予告電圧以下となると、停電予告として停電予告信号を出力するようになっている。この
停電予告信号は、主制御Ｉ／Ｏポート４１００ｂを介して主制御ＭＰＵ４１００ａに入力
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される他に図示しないハーネスを介して払出制御基板１１８６等にも伝達されている。
【０６０５】
［３－２．払出制御基板］
　遊技球の払出し等を制御する払出制御基板１１８６は、図１８９に示すように、払出し
に関する各種制御を行う払出制御部４１１０と、上述した発射モータ６９５の発射制御を
行う発射制御部４１２０と、上述した、エラーＬＥＤ表示器４１３０と、エラー解除スイ
ッチ４１３１と、球抜きスイッチ４１３２と、を備えて構成されている。
【０６０６】
　払出制御基板１１８６における払出しに関する各種制御を行う払出制御部４１１０は、
図１８９に示すように、マイクロプロセッサとしての払出制御ＭＰＵ４１１０ａと、Ｉ／
Ｏデバイスとしての払出制御Ｉ／Ｏポート４１１０ｂと、払出制御ＭＰＵ４１１０ａが正
常に動作しているか否かを監視する外部ウォッチドックタイマ４１１０ｃ（以下、「外部
ＷＤＴ４１１０ｃ」と記載する。）と、上述した払出モータ８１５に駆動信号を出力する
払出モータ駆動回路４１１０ｄと、を備えて構成されている。払出制御ＭＰＵ４１１０ａ
には、各種処理プログラムや各種コマンドを記憶するＲＯＭと、一時的にデータを記憶す
るＲＡＭと、が内蔵される他に、不正を防止するため機能等も内蔵されている。
【０６０７】
　払出制御ＭＰＵ４１１０ａは、その詳細な説明は後述するが、主制御基板４１００から
の遊技に関する各種情報（遊技情報）及び払出しに関する各種コマンドを受信したり、主
制御基板４１００からのＲＡＭクリアスイッチ６２４ａの操作信号（検出信号）が入力さ
れたりする他に、満タンスイッチ９１６からの検出信号が入力されたり、球切れスイッチ
７７８、計数スイッチ８１２及び回転角スイッチ８５５からの検出信号が賞球ユニット内
中継端子板８３０を介して入力されたりする。
【０６０８】
　また払出制御ＭＰＵ４１１０ａは、主制御基板４１００からの払出しに関する各種コマ
ンドを受信すると、その受信した払出しに関する各種コマンドに基づいて払出モータ駆動
回路４１１０ｄから払出モータ８１５に駆動信号を出力したり、球抜きスイッチ４１３２
が操作されると、この操作信号（検出信号）に基づいて上述した、賞球タンク７２０及び
タンクレール部材７４０に貯留された遊技球を排出する（球抜きする）ために払出モータ
駆動回路４１１０ｄから払出モータ８１５に駆動信号を出力したり、図示しないＣＲユニ
ット（球貸し機）からの貸球要求信号がＣＲユニット端子板１１５０ｂを介して入力され
ると、この貸球要求信号に基づいて払出モータ駆動回路４１１０ｄから払出モータ８１５
に駆動信号を出力したり、満タンスイッチ９１６からの検出信号が入力されると、この検
出信号に基づいて払出モータ駆動回路４１１０ｄから払出モータ８１５への駆動信号を停
止して払出モータ８１５を停止したりする。
【０６０９】
　更に払出制御ＭＰＵ４１１０ａは、パチンコ機１の状態をエラーＬＥＤ表示器４１３０
に表示したり、その状態を示す各種コマンドを主制御基板４１００に送信したり、計数ス
イッチ８１２からの検出信号が入力されると、この検出信号に基づいて、実際に払出した
遊技球の球数を外部端子板１１５０ａに出力したりする。この外部端子板１１５０ａは、
遊技場（ホール）に設置されたホールコンピュータと電気的に接続されている。このホー
ルコンピュータは、パチンコ機１が払出した遊技球の球数やパチンコ機１の遊技情報等を
把握することにより遊技者の遊技を監視している。
【０６１０】
　一方、払出制御基板１１８６における発射モータ６９５の発射制御を行う発射制御部４
１２０は、図１８９に示すように、各種信号が入力される入力回路４１２０ａと、定時間
毎にクロック信号を出力する発信回路４１２０ｂと、このクロック信号に基づいて発射モ
ータ６９５の回転速度を決定する基準パルスを出力する発射制御回路４１２０ｃと、この
発射制御回路４１２０ｃからの基準パルスに基づいて発射モータ６９５に駆動信号を出力
する発射モータ駆動回路４１２０ｄと、を備えて構成されている。発射制御回路４１２０
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ｃは、発信回路４１２０ｂからのクロック信号に基づいて、１分当たり約９９．９５個の
遊技球が遊技領域６０５に向けて発射されるよう発射モータ６９５の回転速度を制御して
いる。つまり、上述した打球槌６８７の可動を制御している。
【０６１１】
　なお、上述したハンドル装置４６０（操作ハンドル部４６１）には、上述したように、
タッチセンサ４２０、発射停止スイッチ４２２が内蔵されており、操作ハンドル部４６１
の回動操作部材４６４に触れるとタッチセンサ４２０により検出され、単発ボタン４２１
を操作すると発射停止スイッチ４２２により検出される。これらの検出信号は、その詳細
な説明は後述するが、上述したハンドル中継端子板１９４を介して入力回路４１２０ａに
入力されている。また、ＣＲユニットがＣＲユニット端子板１１５０ｂに電気的に接続さ
れると、ＣＲ接続信号がＣＲユニット端子板１１５０ｂを介して入力回路４１２０ａに入
力される。
【０６１２】
　この払出制御基板１１８６には、電源基板１１３６から各種電圧が主制御基板４１００
と同様に供給されている。この電源基板１１３６は、電源遮断時にでも所定時間、払出制
御基板１１８６に電力を供給するキャパシタを備えている。このキャパシタにより払出制
御ＭＰＵ４１１０ａは電源遮断時にでも払出しに関する各種の払出情報をその内蔵するＲ
ＡＭに記憶することができるようになっている。なお、記憶した払出情報は、電源投入時
に主制御基板４１００のＲＡＭクリアスイッチ６２４ａが操作されると、その内容が内蔵
するＲＡＭから消去（クリア）されるようになっている。
【０６１３】
［３－３．周辺制御基板］
　周辺基板４０１０における演出制御を行う周辺制御基板４１４０は、図１８９に示すよ
うに、マイクロプロセッサとしての周辺制御ＭＰＵ４１４０ａと、各種処理プログラムや
各種コマンドを記憶する周辺制御ＲＯＭ４１４０ｂと、高音質の演奏を行う音源ＩＣ４１
４０ｃと、この音源ＩＣ４１４０ｃが参照する音楽及び効果音等の音情報が記憶されてい
る音ＲＯＭ４１４０ｄと、を備えて構成されている。
【０６１４】
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、パラレル入出力ポート、シリアル入出力ポート及びウォ
ッチドックタイマ（ＷＤＴ）等の各種入出力ポートを内蔵しており、主制御基板４１００
から各種コマンドを受信すると、この各種コマンドに基づいて、扉枠５に備えられた各装
飾基板１２６，１９０，２２４，２２６，２９６，４５３のＬＥＤに点灯信号又は点滅信
号を出力する扉枠側点灯点滅コマンドをランプ駆動基板３１２０に出力したり、遊技盤４
に備えられた各装飾基板２０２０，３１０４，３２０５，３３０３ｃ，３３３８，３４１
４，３５２４に実装されたＬＥＤに点灯信号又は点滅信号を出力する遊技盤側点灯点滅コ
マンドをランプ駆動基板３１２０に出力したり、扉枠５に備えられたトップランプ電飾ユ
ニット２００の左回転灯モータ２４５、右回転灯モータ２６５、及び中央回転灯モータ２
８５に回転駆動信号を出力する扉枠側モータ駆動コマンドをモータ駆動基板３０１３に出
力したり、遊技盤４に備えられたロゴ装飾体駆動モータ２３３３、主装飾体駆動モータ３
２２０、副装飾体駆動モータ３２４４、右装飾体回動駆動モータ３３１４、右装飾体スラ
イド駆動モータ３３４８、上部左駆動モータ３４０４、上部中回動駆動モータ３５０４に
回転駆動信号を出力する遊技盤側モータ駆動コマンドや、上部中伸縮ソレノイド３５１４
に駆動信号を出力する遊技盤側ソレノイド駆動コマンド等をランプ駆動基板３１２０に出
力したり、音ＲＯＭ４１４０ｄから抽出する音情報を示す制御信号（音コマンド）を音源
ＩＣ４１４０ｃに出力したり、液晶表示装置１４００に表示させる画面を示す表示コマン
ドを液晶制御基板４１５０に出力したりする。
【０６１５】
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａから液晶制御基板４１５０に出力される表示コマンドはシリ
アル入出力ポートにより行われ、本実施形態では、ビットレート（単位時間あたりに送信
できるデータの大きさ）として１９．２キロ（ｋ）ビーピーエス（ｂｉｔｓ　ｐｅｒ　ｓ
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ｅｃｏｎｄ、以下、「ｂｐｓ」と記載する）が設定されている。一方、周辺制御ＭＰＵ４
１４０ａからランプ駆動基板３１２０に出力される、初期データ、扉枠側点灯点滅コマン
ド、遊技盤側点灯点滅コマンド、扉枠側モータ駆動コマンド、遊技盤側モータ駆動コマン
ド、表示コマンドと異なる複数のシリアル入出力ポートにより行われ、本実施形態では、
ビットレートとして２５０ｋｂｐｓが設定されている。
【０６１６】
　このランプ駆動基板３１２０は、受信した扉枠側点灯点滅コマンドに基づいて点灯信号
又は点滅信号を、副ドロワ中継基板１１０８を介して扉枠５に備えられた各装飾基板１２
６，１９０，２０６，２２４，２２５，２９６等のＬＥＤに出力したり、受信した遊技盤
側点灯点滅コマンドに基づいて点灯信号又は点滅信号を遊技盤４に備えられた各装飾基板
２０２０，３１０４，３２０５，３３０３ｃ，３３３８，３４１４，３５２４等のＬＥＤ
や、扉枠５のガラスユニット４５０におけるガラス装飾基板４５３のＬＥＤ４５３ａに出
力したりする。また、ランプ駆動基板３１２０は、受信した扉枠側モータ駆動コマンドに
基づいて回転駆動信号を、副ドロワ中継基板１１０８を介して扉枠５に備えられた左回転
灯モータ２４５、右回転灯モータ２６５、及び中央回転灯モータ２８５に出力したり、受
信した遊技盤側モータ駆動コマンドに基づいて回転駆動信号を遊技盤４に備えられたロゴ
装飾体駆動モータ２３３３、主装飾体駆動モータ３２２０、副装飾体駆動モータ３２４４
、右装飾体回動駆動モータ３３１４、右装飾体スライド駆動モータ３３４８、上部左駆動
モータ３４０４、上部中回動駆動モータ３５０４に出力したり、更には、受信した遊技盤
側ソレノイド駆動コマンドに基づいて駆動信号を遊技盤に備えられた上部中伸縮ソレノイ
ド３５１４に出力したりする。
【０６１７】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、遊技盤４のロゴ装飾体２３３０におけるロゴ可動
体２３３０ｂ、左可動装飾体３２０１における主装飾体３２０２及び副装飾体３２０３、
右可動装飾体における右装飾体ベース３３０２及び右装飾体本体３３０３、上部左可動装
飾体３４０１、上部中可動装飾体３５０１の可動位置を夫々検知する検知センサ２３３５
，３２６６，３２５６，３３２０，３３５２，３４１６，３５２６からの検知信号が、ラ
ンプ駆動基板３１２０を介して夫々入力されており、これらの検知信号に基づいて、ロゴ
可動体２３３０ｂ、主装飾体３２０２、副装飾体３２０３、右装飾体ベース３３０２、右
装飾体本体３３０３、上部左可動装飾体３４０１、上部中可動装飾体３５０１の原位置を
把握している。
【０６１８】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、扉枠５の回転灯２４４，２６４，２８４の回転位
置を夫々検出する左回転位置検出センサ２５０、右回転位置検出センサ２７０、中央回転
位置検出センサ２９０からの検出信号が、副ドロワ中継基板１０８及びモータ駆動基板３
０１３を介して夫々入力されており、これらの検出信号に基づいて各回転灯２２４，２６
４，２８４の回転位置を把握している。更に周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、液晶制御基板
４１５０が正常動作している旨を伝える信号（動作信号）が液晶制御基板４１５０から入
力されたり、扉枠５における皿ユニット３００に備えられた操作ボタンユニット３７０の
メインボタン３７１やサブボタン３７２の操作を検出するメインボタンセンサ３７６やサ
ブボタンセンサ３７８からの操作検出信号が、副ドロワ中継基板１１０８及びランプ駆動
基板３１２０を介して入力されたりする。なお、メインボタン３７１には、振動体３７１
ｃが備えられており、この振動体３７１ｃに対して副ドロワ中継基板１１０８及びランプ
駆動基板３１２０を介して周辺制御ＭＰＵ４１４０ａから駆動信号が送られるようになっ
ている。
【０６１９】
　音源ＩＣ４１４０ｃは、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａから出力された音コマンドに基づい
て音ＲＯＭ４１４０ｄから音情報を抽出し、ランプ駆動基板３１２０、そして副ドロワ中
継基板１１０８を介して扉枠５のサイドスピーカ１２１や下部スピーカ３９１から各種演
出に合わせた音楽及び効果音等が流れるよう制御を行う。
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【０６２０】
　なお、周辺制御基板４１４０は、図示しない、外部ウォッチドックタイマ（外部ＷＤＴ
）も備えており、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、その内蔵されたウォッチドックタイマ（
内蔵ＷＤＴ）と外部ＷＤＴとを併用して周辺制御ＭＰＵ４１４０ａのシステムが暴走して
いないかを診断している。
【０６２１】
［３－４．液晶制御基板］
　次に、周辺基板４０１０における液晶表示装置１４００の描画制御を行う液晶制御基板
４１５０は、図示するように、マイクロプロセッサとしての液晶制御ＭＰＵ４１５０ａと
、各種処理プログラム、各種コマンド及び各種データを記憶する液晶制御ＲＯＭ４１５０
ｂと、上述した液晶表示装置１４００を表示制御するＶＤＰ（Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒの略）４１５０ｃ及び画像分割モジュール４１５０ｆと、液晶表
示装置１４００に表示される画像（画面）の各種データを記憶するキャラＲＯＭ４１５０
ｄと、このキャラＲＯＭ４１５０ｄに記憶されている各種データが転送されてコピーされ
るキャラＲＡＭ４１５０ｅと、画像分割モジュール４１５０ｆによって利用されるＳＤＲ
ＡＭ４１５０ｇと、画像分割モジュール４１５０ｆからの出力信号をＬＶＤＳ（Ｌｏｗ　
ｖｏｌｔａｇｅ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）形式の信号に変換し
て液晶表示装置１４００に送信するＬＶＤＳトランスミッタ（ＬＶＤＳＴｘ）４１５０ｈ
、４１５０ｉと、を備えている。
【０６２２】
　図１９０は、液晶制御基板４１５０の構成を示す説明図である。液晶制御ＭＰＵ４１５
０ａは、パラレル入出力ポート、シリアル入出力ポート等を内蔵しており（図示省略）、
周辺制御基板４１４０から上述した表示コマンドを受信すると、その詳細な説明は後述す
るが、受信した表示コマンドに基づいてＶＤＰ４１５０ｃと画像分割モジュール４１５０
ｆとを制御して液晶表示装置１４００の描画制御を行う。なお、液晶制御ＭＰＵ４１５０
ａは、正常に動作していると、上述したように、その旨を伝える動作信号を周辺制御基板
４１４０に出力する。
【０６２３】
　液晶制御ＲＯＭ４１５０ｂは、液晶表示装置１４００に描画する画像（画面）を生成す
るための各種プログラムの他に、表示コマンドに対応するスケジュールデータ、表示コマ
ンドに対応する非常駐領域転送スケジュールデータ等を複数記憶している。スケジュール
データは、画面の構成を規定する画面データが時系列に配列されて構成されており、液晶
表示装置１４００に描画する画像（画面）の順序が規定されている。あるいは、スケジュ
ールデータは、そのような画面データを生成するコマンド（液晶制御ＭＰＵ４１５０ａに
よって解釈されるコマンド）の集合であってもよい。画面データのフォーマットとしては
、画像を表す任意のフォーマットを採用可能である。例えば、画面データは、液晶表示装
置１４００に表示される画像を表す階調値データ（例えば、各画素のＲ（赤）Ｇ（緑）Ｂ
（青）階調値を表すデータ）を含んでいてもよい。この代わりに、画面データは、液晶表
示装置１４００に表示される画像を描く描画コマンドを含んでいてもよい。描画コマンド
としては、ＶＤＰ４１５０ｃによって解析可能な任意のコマンドを採用可能である。また
、画面データは、階調値データと描画コマンドとの両方を含んでいても良い。非常駐領域
転送スケジュールデータは、キャラＲＯＭ４１５０ｄに記憶されている各種データをキャ
ラＲＡＭ４１５０ｅの所定の領域（「非常駐領域」と呼ぶ）に転送する際に、その順序を
規定する非常駐領域転送データが時系列に配列されて構成されている。この非常駐領域転
送データでは、スケジュールデータの進行に従って液晶表示装置１４００に描画される画
像（画面）に関する各種データを、前もって、キャラＲＯＭ４１５０ｄからキャラＲＡＭ
４１５０ｅの非常駐領域に転送する順序が規定されている。このようなデータの転送は、
液晶制御ＭＰＵ４１５０ａによって実行されてもよく、この代わりに、ＶＤＰ４１５０ｃ
によって実行されてもよい。ＶＤＰ４１５０ｃは、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａの指示に応
じて、データの転送を実行すればよい。いずれの場合も、データ転送のタイミングとして
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は、任意のタイミングを採用可能である。このタイミングが、スケジュールデータによっ
て定められていても良い。
【０６２４】
　液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、周辺制御基板４１４０から表示コマンドを受信すると、
この表示コマンドに対応するスケジュールデータを抽出し、この抽出したスケジュールデ
ータの先頭の画面データを液晶制御ＲＯＭ４１５０ｂから抽出してＶＤＰ４１５０ｃに出
力する。そして液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、先頭の画面データに続く画面データを抽出
してＶＤＰ４１５０ｃに出力する。このように、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、スケジュ
ールデータに時系列に配列された画面データを、先頭の画面データから１つずつ、液晶制
御ＲＯＭ４１５０ｂから抽出してＶＤＰ４１５０ｃに出力する。なお、スケジュールデー
タは、ＶＤＰ４１５０ｃに供給される画面データ自体の代わりに、液晶制御ＭＰＵ４１５
０ａに画面データを生成させるコマンドを含んでいても良い。この場合には、液晶制御Ｍ
ＰＵ４１５０ａは、スケジュールデータを解析して画面データを生成し、生成した画面デ
ータをＶＤＰ４１５０ｃに供給すればよい。液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、画面データ生
成と供給とを、スケジュールデータによって決まる時系列順に、実行すればよい。
【０６２５】
　なお、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、周辺制御基板４１４０からの指示（例えば、コマ
ンド）に従って、スケジュールデータを修正してもよい。また、液晶制御ＭＰＵ４１５０
ａは、周辺制御基板４１４０からの指示に従って、スケジュールデータを新たに生成して
もよい。
【０６２６】
　ＶＤＰ４１５０ｃは、ＬＣＤドライバを駆動する駆動信号（例えば、ＲＧＢ階調値信号
と同期信号（水平同期、垂直同期、クロック、データイネーブル等））を出力可能な描画
回路である。ＶＤＰ４１５０ｃとしては、１枚の表示パネル（ＬＣＤドライバ）を駆動す
ることを想定して構成された汎用のＶＤＰが採用されている。一方、本実施形態の液晶表
示装置１４００は、２枚の表示パネル１４００ａ、１４００ｂを有している。そこで、本
実施形態では、１つのＶＤＰ４１５０ｃが、表示パネル２枚分のデータを処理し（画像デ
ータを生成し）、画像分割モジュール４１５０ｆが、ＶＤＰ４１５０ｃからの駆動信号を
利用して、第１表示パネル１４００ａ用の信号と、第２表示パネル１４００ｂ用の信号と
を出力している。以下、第１表示パネル１４００ａを「第１パネルＬＣＤ１」とも呼び、
第２表示パネル１４００ｂを「第２パネルＬＣＤ２」とも呼ぶ。また、データ分割（デー
タ選択）のための処理の詳細については後述し、まずは、ＶＤＰ４１５０ｃの一般的な描
画処理と、画像分割モジュール４１５０ｆの動作の概略とについて説明する。
【０６２７】
　ＶＤＰ４１５０ｃは、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａからの画面データに基づいて、液晶表
示装置１４００によって表示される画像を表すデータ（「画像データ」とも呼ぶ。例えば
、各画素のＲＧＢ階調値を表すデータ）を生成する。ＶＤＰ４１５０ｃは、液晶制御ＭＰ
Ｕ４１５０ａによって画面データが入力されると、この入力された画面データに基づいて
画像データを生成し、この生成した画像データを画像分割モジュール４１５０ｆに供給す
る。画面データが、キャラクタ等のスプライト画像の描画を要求している場合には、ＶＤ
Ｐ４１５０ｃは、キャラＲＡＭ４１５０ｅから、後述するスプライトデータを抽出して、
画像データを生成する。なお、ＶＤＰ４１５０ｃのバッファ方式としては、「フレームバ
ッファ方式」が採用されている。ＶＤＰ４１５０ｃは、画面１枚分の画像データ（フレー
ムデータ）を一時的に格納するメモリ（フレームバッファ）を利用して、画像データの生
成と出力とを行う。なお、バッファ方式として、他の任意の方式（例えば、「ラインバッ
ファ方式」）を採用してもよい。この「ラインバッファ方式」とは、液晶表示装置１４０
０（第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂ）の左右方向を描画する１
ライン分の画像データをラインバッファに保持し、このラインバッファに保持した１ライ
ン分の画像データを出力する方式である。いずれの場合も、バッファとしては、描画用の
バッファと表示用のバッファとの２つのバッファを利用してよい。また、１つのバッファ
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の容量は、１ライン（１フレーム）以上であってよい。
【０６２８】
　キャラＲＯＭ４１５０ｄは、極めて多くのスプライトデータを記憶しており、その容量
が大きくなっている。キャラＲＯＭ４１５０ｄの容量が大きくなると、つまり液晶表示装
置１４００に描画するスプライトの数が多くなると、キャラＲＯＭ４１５０ｄのアクセス
速度が無視できなくなり、第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂに描
画する速度に影響することとなる。そこで、本実施形態では、アクセス速度の速いキャラ
ＲＡＭ４１５０ｅに、キャラＲＯＭ４１５０ｄに記憶されているスプライトデータを転送
してコピーし、このキャラＲＡＭ４１５０ｅからスプライトデータを抽出している。スプ
ライトデータは、スプライトをビットマップ形式に展開する前のデータである基データで
あり、圧縮された状態でキャラＲＯＭ４１５０ｄに記憶されている。
【０６２９】
　ここで、「スプライト」とは、第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００
ｂにまとまった単位として表示されるイメージである。例えば、第１表示パネル１４００
ａ及び第２表示パネル１４００ｂに種々の人物を表示させる場合には夫々の人物を描くた
めのデータを「スプライト」と呼ぶ。これにより、第１表示パネル１４００ａ及び第２表
示パネル１４００ｂに複数人の人物を表示させる場合には複数のスプライトを用いること
となる。また人物のほかに、背景を構成する家、山、道路等もスプライトであり、背景全
体を１つのスプライトとすることもできる。画面に配置される位置やスプライト同士が重
なる場合の上下関係（以下、「スプライトの重ね合わせの順序」と記載する。）は、上述
のスケジュールデータ（画面データ）によって設定されている。
【０６３０】
　なお、スプライトは縦横夫々６４画素の矩形領域を複数張り合わせて構成されている。
この矩形領域を描くためのデータを「キャラクタデータ」と呼ぶ。小さなスプライトの場
合には１つのキャラクタを用いて表現することができるし、人物など比較的大きいスプラ
イトの場合には、例えば横２×縦３などで配置した合計６個のキャラクタを用いて表現す
ることができる。背景のように更に大きいスプライトの場合には更に多数のキャラクタを
用いて表現することができる。このように、キャラクタの数及び配置は、スプライトごと
に任意に指定することができるようになっている。
【０６３１】
　ＶＤＰ４１５０ｃは、生成した画像データを表す駆動信号を、液晶表示装置１４００で
はなく、画像分割モジュール４１５０ｆに供給する。画像分割モジュール４１５０ｆは、
ＶＤＰ４１５０ｃから供給された画像データを、第１表示パネル１４００ａ用のデータと
第２表示パネル１４００ｂ用のデータとに分割する。画像分割モジュール４１５０ｆは、
第１表示パネル１４００ａのためのデータを、第１ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈに
供給し、第２表示パネル１４００ｂのためのデータを、第２ＬＶＤＳトランスミッタ４１
５０ｉに供給する。これらのＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈ、４１５０ｉは、受信し
たデータを、ＬＶＤＳ形式の信号に変換する。第１ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈは
、変換後の信号（ＬＶＤＳ形式信号）を第１表示パネル１４００ａに供給し、第２ＬＶＤ
Ｓトランスミッタ４１５０ｉは、変換後の信号（ＬＶＤＳ形式信号）を第２表示パネル１
４００ｂに供給する。なお、表示パネル１４００ａ、１４００ｂの解像度（画素密度）が
、ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈ、４１５０ｉからの信号によって表される画像の解
像度（画素密度）よりも、高くてもよい。この場合には、ＬＶＤＳトランスミッタ４１５
０ｈ、４１５０ｉの後ろに、解像度（画素密度）を上げるスケーラ４１５０ｊ、４１５０
ｋを設けても良い。本実施形態では、ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈ、４１５０ｉか
らの信号の解像度が、表示パネル１４００ａ、１４００ｂの解像度と同じなので、スケー
ラ４１５０ｊ、４１５０ｋが省略されている。
【０６３２】
　第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂは、それぞれ、左右方向に１
０２４画素、上下方向に７６８画素（ＸＧＡサイズ）を有しており、各表示パネルの左か
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ら右に向かうラインに沿って一方向に画素ごとの表示状態を設定する主走査と、その一方
向と交差する方向に主走査を繰り返し行う副走査と、によって駆動されるようになってい
る。表示パネルのＬＣＤドライバ（第１表示パネル１４００ａのＬＣＤドライバ及び第２
表示パネル１４００ｂのＬＣＤドライバの各々）に、液晶制御基板４１５０から出力され
た１ライン分の画像データが入力されると、各ＬＣＤドライバは、この１ライン分の画像
データに基づいて、主走査として表示パネル（第１表示パネル１４００ａまたは第２表示
パネル１４００ｂ）の左から右に向かって順次、１ライン分の画素に夫々表示状態（色）
を設定する。そして１ライン分の出力が完了すると、副走査として直下のラインに移行し
、同様に次ライン分の画像データが入力されると、この次ライン分の画像データに基づい
て、主走査として表示パネルの左から右に向かって順次、１ライン分の画素に夫々表示状
態（色）を設定する。
【０６３３】
　図１９１は、ＶＤＰ４１５０ｃと画像分割モジュール４１５０ｆとの詳細な構成を示す
説明図である。ＶＤＰ４１５０ｃは、描画エンジン４１５０ｃａと、メモリ４１５０ｃｂ
と、出力処理部４１５０ｃｃと、データ転送部４１５０ｃｄと、バスインターフェース４
１５０ｃｅと、レジスタ４１５０ｃｇを有するＣＰＵインターフェース４１５０ｃｆと、
バス４１５０ｃｈ、４１５０ｃｉと、を有している。第１バス４１５０ｃｈには、描画エ
ンジン４１５０ｃａと、メモリ４１５０ｃｂと、出力処理部４１５０ｃｃと、が接続され
ている。第２バス４１５０ｃｉには、描画エンジン４１５０ｃａと、データ転送部４１５
０ｃｄと、ＣＰＵインターフェース４１５０ｃｆと、が接続されている。データ転送部４
１５０ｃｄには、バスインターフェース４１５０ｃｅが接続されている。バスインターフ
ェース４１５０ｃｅには、キャラＲＯＭ４１５０ｄとキャラＲＡＭ４１５０ｅとが接続さ
れている。ＣＰＵインターフェース４１５０ｃｆには、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが接続
されている。液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、レジスタ４１５０ｃｇに種々の値を書き込む
ことによって、ＶＤＰ４１５０ｃの動作を制御することができる。データ転送部４１５０
ｃｄは、ＶＤＰ４１５０ｃの要素間のデータ転送を実行する。
【０６３４】
　液晶制御ＭＰＵ４１５０ａからのデータ（画面データやコマンド）は、ＣＰＵインター
フェース４１５０ｃｆを介してＶＤＰ４１５０ｃの各要素に伝えられる。描画エンジン４
１５０ｃａは、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａから供給された画面データを解析して画像デー
タを生成する。この際、描画エンジン４１５０ｃａは、メモリ４１５０ｃｂを２つのフレ
ームバッファＦＢ１、ＦＢ２として利用する（１つは描画バッファとして利用され、もう
１つは表示バッファとして利用される）。また、描画エンジン４１５０ｃａは、生成した
画像にスプライトを重ね合わせて描画する機能を有している。画面データによってスプラ
イト画像の描画が要求されている場合には、描画エンジン４１５０ｃａは、データ転送部
４１５０ｃｄ及びバスインターフェース４１５０ｃｅを介して、キャラＲＯＭ４１５０ｄ
やキャラＲＡＭ４１５０ｅからスプライトデータを取得する。そして、描画エンジン４１
５０ｃａは、取得したスプライトデータを利用して、スプライト画像の描画を行う。
【０６３５】
　描画エンジン４１５０ｃａは、生成した画像データを、メモリ４１５０ｃｂを介して、
出力処理部４１５０ｃｃに供給する（出力処理部４１５０ｃｃは、メモリ４１５０ｃｂに
格納された画像データを取得する）。出力処理部４１５０ｃｃは、取得した画像データに
基づいて、ＬＣＤドライバを駆動可能な駆動信号を出力する。図１９１に示すように、本
実施形態では、駆動信号は、ＲＧＢ階調値をそれぞれ８ビットで表す信号Ｒ、Ｇ、Ｂと、
データイネーブル信号ＤＥＮＡと、水平同期信号Ｈｓｙｎｃと、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ
と、クロック信号ＮＣＬＫと、フィールド信号ＦＩＥＬＤと、を含んでいる。本実施形態
では、これらの信号は、画像分割モジュール４１５０ｆに供給される。
【０６３６】
　フィールド信号ＦＩＥＬＤを除いた他の信号は、表示パネルの駆動に一般的に利用され
ている信号と同様である（動画像を表す動画像信号と呼ぶことができる）。具体的には、
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水平同期信号Ｈｓｙｎｃは、水平方向のラインの区切りを示し、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ
は、フレームの区切りを示している。データイネーブル信号ＤＥＮＡは、いわゆる有効表
示区間（有効領域とも呼ばれる）を示している。これらの信号Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃ、
ＤＥＮＡ、ＮＣＬＫは、ＶＤＰ４１５０ｃから出力される動画像のフレーム画像毎の同期
信号に相当する（以下、「入力同期信号ＳＳＩ」とも呼ぶ）。本実施形態では、これらの
信号Ｒ、Ｇ、Ｂ、ＤＥＮＡ、Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎｃ、ＦＩＥＬＤは、クロック信号ＮＣ
ＬＫに同期して変化するデジタル信号である。データイネーブル信号ＤＥＮＡは、信号Ｒ
、Ｇ、Ｂが有効な値を表す区間（時間）を示している。フィールド信号ＦＩＥＬＤは、本
実施形態では、データ分割（データ選択）に利用される（ＦＩＥＬＤ信号の詳細について
は、後述する）。
【０６３７】
　画像分割モジュール４１５０ｆは、入力制御部４１５０ｆａと、画像信号分割ロジック
４１５０ｆｂと、レジスタ４１５０ｆｃと、出力制御部４１５０ｆｄと、ＣＰＵインター
フェース４１５０ｆｅと、メモリインターフェース４１５０ｆｆと、を有している。メモ
リインターフェース４１５０ｆｆには、ＳＤＲＡＭ４１５０ｇが接続され、出力制御部４
１５０ｆｄにはクロック生成部４１５０ｆｇが接続され、ＣＰＵインターフェース４１５
０ｆｅには液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが接続されている。レジスタ４１５０ｆｃは、画像
分割モジュール４１５０ｆの各要素から、読み書き可能である。
【０６３８】
　入力制御部４１５０ｆａは、ＶＤＰ４１５０ｃからの駆動信号を受信し、受信した信号
によって表されるデータを画像信号分割ロジック４１５０ｆｂに供給する。画像信号分割
ロジック４１５０ｆｂは、受信したデータを、第１表示パネル１４００ａ用の画像データ
と、第２表示パネル１４００ｂ用の画像データとに、分割する（分割の詳細は後述する）
。この際、画像信号分割ロジック４１５０ｆｂは、ＳＤＲＡＭ４１５０ｇに、取得した第
１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを一時的に格納
する（ＳＤＲＡＭ４１５０ｇは、フレームバッファとして利用される）。画像信号分割ロ
ジック４１５０ｆｂは、分割した画像データを、ＳＤＲＡＭ４１５０ｇを介して、出力制
御部４１５０ｆｄに供給する（出力制御部４１５０ｆｄは、ＳＤＲＡＭ４１５０ｇに格納
された画像データを取得する）。
【０６３９】
　出力制御部４１５０ｆｄは、第１表示パネル１４００ａ用のデータを第１ＬＶＤＳトラ
ンスミッタ４１５０ｈに供給し、第２表示パネル１４００ｂ用のデータを第２ＬＶＤＳト
ランスミッタ４１５０ｉに供給する。第１ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈに供給され
るデータは、ＲＧＢの階調値ＲＯ、ＢＯ、ＢＯ（本実施形態では、１色成分当たり８ビッ
ト）、と、クロックＣＬＫＯと、水平同期ＨＯと、垂直同期ＶＯと、データイネーブルＤ
ＥＯと、のそれぞれの信号を表している。これらの信号ＲＯ、ＧＯ、ＢＯ、ＣＬＫＯ、Ｈ
Ｏ、ＶＯ、ＤＥＯは、表示パネルの駆動に一般的に利用されている信号と同様である（動
画像を表す動画像信号と呼ぶことができる）。第１ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈは
、受信したデータをＬＶＤＳ形式の信号に変換して、第１表示パネル１４００ａに供給す
る。以下、同期に利用される信号（信号ＣＬＫＯ、ＨＯ、ＶＯ、ＤＥＯ）の全体を、「第
１同期信号ＳＳＯ」とも呼ぶ。
【０６４０】
　図１９２は、第１同期信号ＳＳＯの説明図である。本実施形態では、出力制御部４１５
０ｆｄ（図１９１）は、レジスタ４１５０ｆｃに記録されたパラメータに基づいて、第１
同期信号ＳＳＯを生成する。図１９２（Ａ）には、レジスタ４１５０ｆｃに記録されたパ
ラメータの一部が示されている。第１パネルＬＣＤ１の水平方向に関するパラメータとし
ては、同期サイクルＨＣ１と、同期信号幅ＨＷ１と、有効領域の始点ＨＡＳ１と、有効領
域の幅ＨＡＷ１と、が記録されている。第１パネルＬＣＤ１の垂直方向に関するパラメー
タとしては、同期サイクルＶＣ１と、同期信号幅ＶＷ１と、有効領域の始点ＶＡＳ１と、
有効領域の幅ＶＡＷ１と、が記録されている。
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【０６４１】
　図１９２（Ｂ）は、第１同期信号ＳＳＯ（クロック信号ＣＬＫＯ、水平同期信号ＨＯ、
データイネーブル信号ＤＥＯ、垂直同期信号ＶＯ）の概略を示すタイミングチャートであ
る。出力制御部４１５０ｆｄ（図１９１）は、クロック生成部４１５０ｆｇから受信した
第１基クロック信号ｉＣＬＫＯを利用して、クロック信号ＣＬＫＯを出力する。例えば、
出力制御部４１５０ｆｄは、第１クロック信号ｉＣＬＫＯを、そのまま、クロック信号Ｃ
ＬＫＯとして出力する。また、出力制御部４１５０ｆｄは、周波数変換部を有していても
良い。周波数変換部が、第１基クロック信号ｉＣＬＫＯに対して周波数変換（例えば、逓
倍や分周）を実行して、第１パネルＬＣＤ１に適したクロック信号ＣＬＫＯを生成しても
よい。また、出力制御部４１５０ｆｄが、クロック生成部を有していても良い。周波数が
可変なクロック生成部（例えば、ＰＬＬ（Ｐｈａｓｅ－ｌｏｃｋｅｄ　ｌｏｏｐ）クロッ
ク生成部）を採用すれば、出力制御部４１５０ｆｄは、第１パネルＬＣＤ１に適したクロ
ック信号ＣＬＫＯを出力できる。いずれの場合も、出力制御部４１５０ｆｄは、ＶＤＰ４
１５０ｃから入力されたクロック信号ＮＣＬＫとは独立に、第１パネルＬＣＤ１に適した
クロック信号ＣＬＫＯを出力する。
【０６４２】
　他の信号ＨＯ、ＤＥＯ、ＶＯは、いずれも、負論理の信号であり、クロック信号ＣＬＫ
Ｏに同期して変化する。出力制御部４１５０ｆｄは、これらの信号を、レジスタ４１５０
ｆｃに記録されたパラメータに基づいて、生成（出力）する。
【０６４３】
　水平同期サイクルＨＣ１は、水平同期信号の１周期の長さ（単位は、クロック数）を示
し、水平同期信号幅ＨＷ１は、水平同期信号の１つのパルスの幅を示している（単位は、
クロック数）。水平同期の１周期は、第１パネルＬＣＤ１において、１つの主走査に相当
する。有効水平始点ＨＡＳ１は、水平同期信号のパルスからの、データイネーブル信号Ｄ
ＥＯのパルスまでの時間を示している（単位はクロック数）。有効水平幅ＨＡＷ１は、デ
ータイネーブル信号ＤＥＯの１つのパルスの幅を示している（単位は、クロック数）。デ
ータイネーブル信号ＤＥＯは、有効な画素データ（ＲＯ、ＧＯ、ＢＯ）が出力される期間
中だけ「Ｔｒｕｅ」に設定される。本実施形態では、１クロックで１画素分のデータが出
力される。そして、水平方向の１ライン分（１０２４画素）のデータが連続して出力され
るので、データイネーブル信号ＤＥＯの１つのパルスの幅（ＨＡＷ１）は、１０２４クロ
ックである。
【０６４４】
　垂直同期サイクルＶＣ１は、垂直同期信号の１周期の長さ（単位は、ライン数）を示し
、垂直同期信号幅ＶＷ１は、垂直同期信号の１つのパルスの幅（単位は、ライン数）を示
している。ライン数は、水平同期信号ＨＯのパルス数（Ｈレベル（Ｆａｌｓｅ）からＬレ
ベル（Ｔｒｕｅ）に変化した回数）によって、表される。有効垂直始点ＶＡＳ１は、垂直
同期信号のパルスからの、有効な画素データ（ＲＯ、ＧＯ、ＢＯ）が出力されるラインの
始まり（水平同期信号ＨＯのパルス）までの時間を示している（単位は、ライン数）。有
効垂直幅ＶＡＷ１は、有効な画素データが出力されるライン数を示している（単位は、ラ
イン数）。本実施形態では、有効な画素データは、連続したライン（主走査）によって出
力されるので、有効垂直幅ＶＡＷ１は、７６８ラインである。この７６８ライン分の主走
査のそれぞれにおいて、データイネーブル信号ＤＥＯがＴｒｕｅに設定される。
【０６４５】
　なお、レジスタ４１５０ｆｃに記録されるパラメータとしては、図１９２に示すパラメ
ータに限らず、クロック信号ＣＬＫＯと、水平同期信号ＨＯと、データイネーブル信号Ｄ
ＥＯと、垂直同期信号ＶＯとのタイミング関係を一意に決定可能な任意のパラメータを採
用可能である。
【０６４６】
　図１９１に示すように、第２ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｉに供給されるデータも
、同様に、ＲＧＢの階調値ＲＥ、ＢＥ、ＢＥ、と、クロックＣＬＫＥと、水平同期ＨＥと
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、垂直同期ＶＥと、データイネーブルＤＥＥと、のそれぞれの信号を表している（これら
の信号の全体も、動画像を表す動画像信号と呼ぶことができる）。第２ＬＶＤＳトランス
ミッタ４１５０ｉは、受信したデータをＬＶＤＳ形式の信号に変換して、第２表示パネル
１４００ｂに供給する。以下、同期に利用される信号（信号ＣＬＫＥ、ＨＥ、ＶＥ、ＤＥ
Ｅ）の全体を、「第２同期信号ＳＳＥ」とも呼ぶ。第２同期信号ＳＳＥに関しても、第１
同期信号ＳＳＯのものと同様のパラメータがレジスタ４１５０ｆｃに記録され（図１９２
（Ａ））、そして、第２基クロック信号ｉＣＬＫＥが、クロック生成部４１５０ｆｇから
出力制御部４１５０ｆｄに供給される（図１９１）。出力制御部４１５０ｆｄは、第１同
期信号ＳＳＯと同様に、第２基クロック信号ｉＣＬＫＥとレジスタ４１５０ｆｃのパラメ
ータとに従って第２同期信号ＳＳＥを出力（生成）する。
【０６４７】
　同期信号ＳＳＯ、ＳＳＥの出力（生成）に利用されるパラメータは、液晶制御ＭＰＵ４
１５０ａ（図１９０）によって、レジスタ４１５０ｆｃに書き込まれる。液晶制御ＭＰＵ
４１５０ａは、液晶制御基板４１５０の初期化を実行する際に（例えば、電源投入時）、
液晶制御ＲＯＭ４１５０ｂに格納されたプログラムに従って、パラメータをレジスタ４１
５０ｆｃに書き込む。プログラムは、パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に適したパラメータ値が
書き込まれるように、予め構成されている。
【０６４８】
　図１９２（Ｃ）は、パラメータＨＡＷ１、ＶＡＷ１と画像のサイズＳＺ１との関係を示
す説明図である。図示するように、第１パネルＬＣＤ１の画像サイズＳＺ１（総画素数）
は、有効垂直幅ＶＡＷ１と有効水平幅ＨＡＷ１との積で表される。第２パネルＬＣＤ２の
画像サイズＳＺ２についても同様である。これらの画像サイズ（画面サイズ）ＳＺ１、Ｓ
Ｚ２は、データの分割に利用可能である（詳細は後述）。
【０６４９】
　このように、出力制御部４１５０ｆｄは、ＶＤＰ４１５０ｃから供給された入力同期信
号ＳＳＩとは独立に（同期せずに）、２種類の同期信号ＳＳＯ、ＳＳＥを出力する。この
ように、画像分割モジュール４１５０ｆから表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に実際に出力
される同期信号ＳＳＯ、ＳＳＥが、画像を描画するＶＤＰ４１５０ｃから出力される入力
同期信号ＳＳＩから分離されている。従って、画像分割モジュール４１５０ｆ（出力制御
部４１５０ｆｄ）は、ＶＤＰ４１５０ｃの動作タイミングとは独立に、各表示パネルＬＣ
Ｄ１、ＬＣＤ２の表示タイミングを適切なタイミングに設定することができる。その結果
、２枚の表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を用いた種々の演出表示を適切に実現することが
できる。また、このような利点を、２枚の表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を駆動すること
を想定せずに造られたＶＤＰ４１５０ｃを利用して、容易に得ることができる。
【０６５０】
　また、画像分割モジュール４１５０ｆ（例えば、画像信号分割ロジック４１５０ｆｂや
出力制御部４１５０ｆｄ）の動作タイミングと、ＶＤＰ４１５０ｃの動作タイミングとの
、厳密な同期が不要であるので、画像分割モジュール４１５０ｆは、ＶＤＰ４１５０ｃで
の処理のタイミングとは独立に、分割処理を実行することができる。その結果、２枚の表
示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を扱うための処理に課せられる制限を軽減できるので、後述
するような２枚の表示パネルを用いた種々の演出表示を容易に実現できる。
【０６５１】
　なお、入力制御部４１５０ｆａは、ＶＤＰ４１５０ｃからの信号を正しく受信するため
に、ＶＤＰ４１５０ｃからの入力同期信号ＳＳＩに同期して信号を受信する部分を含む。
また、本実施形態では、ＶＤＰ４１５０ｃと、画像分割モジュール４１５０ｆと、表示パ
ネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２とは、ほぼ６０Ｈｚの周期でフレームを更新することとしている
。
【０６５２】
　また、液晶制御基板４１５０は、周辺制御基板４１４０からの表示コマンドに基づいて
、液晶表示装置１４００を制御する。また、上述したように、周辺制御基板４１４０は、
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主制御基板４１００からのコマンドに基づいて、遊技中の各種演出を制御する。これらを
総合すると、ＶＤＰ４１５０ｃは、主制御基板４１００からの指示（コマンド）に応じて
、画像データを生成し、出力している、ということもできる。このように、ＶＤＰ４１５
０ｃは、「画像データ生成装置」に相当する。また、画像分割モジュール４１５０ｆは、
ＶＤＰ４１５０ｃからの画像データ（画像データの少なくとも一部）を複数の表示パネル
ＬＣＤ１、ＬＣＤ２に出力する「選択的出力手段」に相当する。また、出力制御部４１５
０ｆｄのうちの同期信号ＳＳＯ、ＳＳＯを出力する部分は、「同期信号出力手段」に相当
し、画像信号分割ロジック４１５０ｆｂと出力制御部４１５０ｆｄのうちの画像信号（画
像データ）を出力する部分との全体は、「複数の画像表示装置のいずれかを選択（特定）
して画像データを出力する画像データ出力手段」に相当する。
　また、液晶制御基板４１５０は、主制御基板４１００からの指示（コマンド）に従って
、液晶表示装置１４００を制御している、ということもできる。また、周辺基板４０１０
は、主制御基板４１００からの指示（コマンド）に従って、液晶表示装置１４００を制御
している、ということもできる。これは、周辺制御基板４１４０（周辺制御ＭＰＵ４１４
０ａ）が、主制御基板４１００からの指示に従って、液晶表示装置１４００を制御してい
る、ということもできる。
【０６５３】
［３－５．画像（データ）分割］
［３－５－１．時分割（２面表示）］
　図１９３は、画像（データ）分割の１つの態様である「時分割」を示す概略図である。
この時分割では、スケジュールデータによって、画像と、その画像を表示する表示パネル
との対応関係が、予め定められている。図中では、第１画像データＤＡＴＡ１～第８画像
データＤＡＴＡ８が時系列の順番に並んでおり、各画像データには、第１パネルＬＣＤ１
あるいは第２パネルＬＣＤ２のいずれかが対応付けられている。図１９３の例では、第１
パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ２とが、交互に並ぶように、対応付けが決められてい
る。画像データＤＡＴＡ１～ＤＡＴＡ８は、それぞれ、１枚の表示パネルに表示される画
像を表している。液晶制御ＭＰＵ４１５０ａからＶＤＰ４１５０ｃ（図１９１）に供給さ
れる１枚分の画面データは、１枚分の画像データと、表示パネルとの対応関係とを定めて
いる。ＶＤＰ４１５０ｃは、１枚分ずつ順番に、画像データを画像分割モジュール４１５
０ｆに供給する。また、ＶＤＰ４１５０ｃは、フィールド信号ＦＩＥＬＤを利用して、転
送中の画像データに対応付けられた表示パネルを、画像分割モジュール４１５０ｆに通知
する（詳細は後述）。
【０６５４】
　画像分割モジュール４１５０ｆ（図１９３）は、画像データに第１パネルＬＣＤ１が対
応付けられている場合には、その画像データを表す信号と、第１同期信号ＳＳＯとを、第
１ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈを介して、第１パネルＬＣＤ１に供給する。画像分
割モジュール４１５０ｆは、画像データに第２パネルＬＣＤ２が対応付けられている場合
には、その画像データを表す信号と、第２同期信号ＳＳＥとを、第２ＬＶＤＳトランスミ
ッタ４１５０ｉを介して、第２パネルＬＣＤ２に供給する。これらの結果、２枚の表示パ
ネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に画像が表示される。そして、表示される画像が時間とともに変
化し得る。
【０６５５】
　図１９４は、時分割による処理の概要を示すタイミングチャートである。図中には、以
下の要素の状態が示されている。図示された要素は、第１描画Ｄ１と、第２描画Ｄ２と、
第１フレームバッファＦＢ１（第１バッファＦＢ１とも呼ぶ）と、第２フレームバッファ
ＦＢ２（第２バッファＦＢ２とも呼ぶ）と、ＶＤＰ４１５０ｃの出力と、フィールド信号
ＦＩＥＬＤと、第１パネルＬＣＤ１への出力と、第２パネルＬＣＤ２への出力と、である
。
【０６５６】
　第１描画Ｄ１と第２描画Ｄ２とは、描画エンジン４１５０ｃａ（図１９１）によって実
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現される２系列の描画手段の状態を示している。本実施形態では、描画エンジン４１５０
ｃａは、２系列に分散して並行に描画処理を進行する２つの描画手段として機能する。第
１描画Ｄ１がＨレベルにあることは、第１描画手段が描画処理を実行していることを示し
、第１描画Ｄ１がＬレベルであることは、第１描画手段が休止していることを示している
。第２描画Ｄ２についても同様である。本実施形態では、第１描画手段と第２描画手段は
、交互に描画処理を実行する。各描画手段による１回の描画処理のために確保された時間
は、所定の一定時間である（ＶＤＰ４１５０ｃにおける垂直同期の１サイクルの時間（１
フレーム分の時間）とほぼ同じ）。実際の描画処理に要する時間は、この一定時間よりも
十分に短い。なお、描画エンジン４１５０ｃａは、描画処理を分散せずに実行する１つの
手段として機能してもよい（これは、後述する他の実施形態についても同様である）。
【０６５７】
　図１９４の例では、まず、第１描画手段が、描画処理を実行して第１画像データＤＡＴ
Ａ１を作成する（第１描画Ｄ１）。次に、第２描画手段が、描画処理を実行して第２画像
データＤＡＴＡ２を作成する（第２描画Ｄ２）。このとき、第１描画手段は、作成した第
１画像データＤＡＴＡ１を第１バッファＦＢ１に転送する（第１描画Ｄ１）。なお、作成
途中の第１画像データＤＡＴＡ１が、第１バッファＦＢ１に格納されてもよい（他の作成
途中の画像データも、フレームバッファに格納されてよい）。
【０６５８】
　次に、第１描画手段が、第３データＤＡＴＡ３を作成する（第１描画Ｄ１）。このとき
、第２描画手段は、第２データＤＡＴＡ２を第２バッファＦＢ２に格納する（第２描画Ｄ
２）。これと同じタイミングで、出力処理部４１５０ｃｃ（図１９１）は、第１バッファ
ＦＢ１から第１画像データＤＡＴＡ１を読み出して、画像分割モジュール４１５０ｆに供
給する（ＶＤＰ出力）。第１画像データＤＡＴＡ１が出力されている間、出力処理部４１
５０ｃｃは、フィールド信号ＦＩＥＬＤを、奇数（ＯＤＤ）を表すレベルに維持する。フ
ィールド信号ＦＩＥＬＤは、２値（ＨレベルとＬレベル）の信号であり、一方のレベルが
奇数（ＯＤＤ）を示し、他方のレベルが偶数（ＥＶＥＮ）を示している。ここでは、奇数
（ＯＤＤ）レベルのフィールド信号ＦＩＥＬＤが、第１パネルＬＣＤ１を示し、偶数（Ｅ
ＶＥＮ）レベルのフィールド信号ＦＩＥＬＤが、第２パネルＬＣＤ２を示すこととしてい
る。なお、出力処理部４１５０ｃｃは、画像データに対応付けられた表示パネルを、液晶
制御ＭＰＵ４１５０ａから受信した画面データを利用して、特定する。以後、第１描画手
段と第２描画手段とは、交互に、画像データを作成する（第１描画Ｄ１、第２描画Ｄ２）
。そして、出力処理部４１５０ｃｃは、作成されたデータを、作成された順番に、出力す
る。その結果、フィールド信号ＦＩＥＬＤは、ＯＤＤレベルとＥＶＥＮレベルとを交互に
繰り返す。
【０６５９】
　一方、画像分割モジュール４１５０ｆ（図１９３）は、表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２
のそれぞれのための画像データＤＡＴＡ１、ＤＡＴＡ２を受信したことに応じて、ＬＶＤ
Ｓトランスミッタ４１５０ｈ、４１５０ｉを介して、表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に信
号を供給する。第１パネルＬＣＤ１には、第１パネルＬＣＤ１用のデータ（第１画像デー
タＤＡＴＡ１）と第１同期信号ＳＳＯとが供給され、第２パネルＬＣＤ２には、第２パネ
ルＬＣＤ２用のデータ（第２画像データＤＡＴＡ２）と第２同期信号ＳＳＥとが供給され
る。これらのデータ（信号）の供給は、２回（２フレーム分）続けて行われる。
【０６６０】
　以後、ＶＤＰ４１５０ｃは、第１パネルＬＣＤ１用のデータ（信号）と、第２パネルＬ
ＣＤ２用のデータ（信号）とを、交互に出力する。ＶＤＰ４１５０ｃから画像分割モジュ
ール４１５０ｆに供給される同期信号（図１９１の信号ＤＥＮＡ、Ｈｓｙｎｃ、Ｖｓｙｎ
ｃ、ＮＣＬＫ）は、第１パネルＬＣＤ１用のデータと、第２パネルＬＣＤ２用のデータと
の間で、共通である。
【０６６１】
　一方、画像分割モジュール４１５０ｆは、１フレーム分の期間をかけて第１パネルＬＣ
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Ｄ１用のデータを取得し、続く１フレーム分の期間をかけて第２パネルＬＣＤ２用のデー
タを取得することで、２フレーム分の期間をかけて、第１パネルＬＣＤ１用のデータと、
第２パネルＬＣＤ２用のデータとを取得する。そして、画像分割モジュール４１５０ｆは
、取得した各表示パネル用のデータを、各表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に、それぞれ同
時に（一斉に）供給を開始し、２フレーム分の期間を通じて、各表示パネルＬＣＤ１、Ｌ
ＣＤ２に供給する。
【０６６２】
　以上の処理が繰り返されることによって、２枚の表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に、画
像が表示される。そして、表示された画像が時間の経過とともに変化し得る。このように
、本実施形態によれば、汎用のＶＤＰ１つのみで、複数の表示パネルに画像を表示するこ
とが可能である。
【０６６３】
　なお、後述するように、液晶表示装置１４００による演出表示としては、第１パネルＬ
ＣＤ１のみに画像を表示して、第２パネルＬＣＤ２の全面を白（透明状態）に維持する演
出表示を採用可能である。逆に、第２パネルＬＣＤ２のみに画像を表示して、第１パネル
ＬＣＤ１の全面を白（透明状態）に維持する演出表示を採用することも可能である。これ
らのような演出表示を実現する場合には、透明状態に維持される表示パネルに、全面が白
（すなわち、透明）であることを表す画像データが供給されるように、スケジュールデー
タを構成すればよい。
【０６６４】
　また、後述するように、液晶表示装置１４００による演出表示としては、前に配置され
た第１パネルＬＣＤ１に表示された画像と、後に配置された第２パネルＬＣＤ２に表示さ
れた画像との、重ね合わせによる奥行き感に溢れる演出表示が実現され得る。このような
演出表示を実現する場合には、第１パネルＬＣＤ１に表示される画像と、第２パネルＬＣ
Ｄ２に表示される画像との間の同期を維持することが好ましい。例えば、何らかの理由で
第１パネルＬＣＤ１に表示される画像が数フレーム分だけ遅れて表示されたと仮定すると
、重なって表示されるべき画像が重ならずに、重なるはずではなかった画像が重なって表
示されるので、演出表示が台無しになってしまう。このような、２枚の表示パネルＬＣＤ
１、ＬＣＤ２の間の画像のズレは、例えば、各表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を別個のＶ
ＤＰによって駆動する場合に生じ得る。一方のＶＤＰにおいて処理の遅延が生じた場合に
は、そのＶＤＰによって駆動される表示パネルの画像が遅れ得る。
【０６６５】
　そこで、本実施形態では、図１９４に示すように、画像分割モジュール４１５０ｆは、
第１パネルＬＣＤ１用の画像データと、第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを交互に受
信し、そして、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと、それに続いて受信した第２パネル
ＬＣＤ２用の画像データとを、同時に（重なって）表示すべき２枚の画像を表すデータと
して扱う。同時に表示すべき２枚の画像に関しては、画像分割モジュール４１５０ｆ（出
力制御部４１５０ｆｄ）は、ほぼ同じタイミングで、第１パネルＬＣＤ１用の画像データ
を第１パネルＬＣＤ１に供給し、第２パネルＬＣＤ２用の画像データを第２パネルＬＣＤ
２に供給する。
【０６６６】
　このように、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画像データ
とを交互に受信する画像分割モジュール４１５０ｆが、第１パネルＬＣＤ１と第２パネル
ＬＣＤ２とのそれぞれに駆動信号を供給する。その結果、仮に画像分割モジュール４１５
０ｆにおける処理に不具合（例えば、処理の遅延等）が生じた場合であっても、一方の表
示パネルに表示されるフレーム画像が、他方の表示パネルに表示されるフレーム画像と比
べて、進んだり遅れたりする可能性を低減できる。
【０６６７】
　また、画像分割モジュール４１５０ｆは、２枚の表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２のそれ
ぞれの画像データを受信した後に、画像データを各表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に供給
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する。このように、画像分割モジュール４１５０ｆは、同時に表示されるべき第１パネル
ＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画像データとの一方のみの受信が完了
した状態では、画像データを出力せずに、両方の受信が完了した状態になって初めて、画
像データを各表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に供給する。その結果、重なって表示すべき
２枚の画像を適切に重ねて表示することができる。
【０６６８】
　さらに、本実施形態では、ＶＤＰ４１５０ｃは、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと
、第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを交互に画像分割モジュール４１５０ｆに供給す
る。従って、仮にＶＤＰ４１５０ｃにおける処理に不具合（例えば、処理の遅延等）が生
じた場合であっても、一方の表示パネルのための画像データが続けて画像分割モジュール
４１５０ｆに供給される可能性を低減できる。その結果、第１パネルＬＣＤ１と第２パネ
ルＬＣＤ２との間の画像の同期がズレる可能性を低減できる。また、本実施形態では、Ｖ
ＤＰ４１５０ｃ（描画エンジン４１５０ｃａ）は、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと
、第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを交互に生成するので、一方の表示パネルのため
の画像データが続けて出力される可能性を大幅に低減できる。なお、ＶＤＰ４１５０ｃに
よる画像データの交互生成（交互出力）が実現されるように、スケジュールデータを予め
構成しておくことが好ましい。こうすれば、ＶＤＰ４１５０ｃの構成を簡素化できる。ま
た、本実施形態では、ＶＤＰ４１５０ｃは、画像データに対応付けられた表示パネルを特
定するデータ（フィールド信号ＦＩＥＬＤ）を、画像分割モジュール４１５０ｆに供給す
るので、画像分割モジュール４１５０ｆが、誤った表示パネルに画像データを供給する可
能性を低減できる。ただし、フィールド信号ＦＩＥＬＤを省略してもよい。
【０６６９】
［３－５－２．時分割（１面表示）］
　図１９５は、２枚のパネルのうちの一方のパネル（例えば、第１パネルＬＣＤ１）にの
み画像を表示する場合の処理の概要を示すタイミングチャートである。この処理では、他
方のパネルは全面が透明状態に維持される。
【０６７０】
　図１９５は、図１９４と同様のタイミングチャートを示している。図１９５の実施形態
では、図１９４の実施形態と同様に、２つの描画手段は、交互に描画処理を実行する（第
１描画Ｄ１、第２描画Ｄ２）。２つの描画手段によって、画像データＤＡＴＡ１、ＤＡＴ
Ａ２、ＤＡＴＡ３、ＤＡＴＡ４、ＤＡＴＡ５・・・が順番に作成される。但し、図１９４
の実施形態とは異なり、全ての画像データに、第１パネルＬＣＤ１が対応付けられている
。スケジュールデータとしては、第１パネルＬＣＤ１に表示すべき画像と、第２パネルＬ
ＣＤ２に表示すべき画像が無いこととを表す任意のデータを採用可能である。例えば、第
２パネルＬＣＤ２のための画面データに、表示すべき画像が無いことを表すデータが含ま
れていても良い。この代わりに、全ての画面データに、第１パネルＬＣＤ１が対応付けら
れていてよい。２つの描画手段による１回の描画処理のために確保された時間は、１フレ
ーム分の時間から２フレーム分の時間に変更される（第１描画Ｄ１、第２描画Ｄ２）。そ
して、ＶＤＰ４１５０ｃ（出力処理部４１５０ｃｃ：図１９１）は、連続する２フレーム
に亘って、同じ画像データを出力する（同期信号を変更せずに同じ画像データを２回出力
してもよく、同期信号の周波数を小さくして２フレーム分の時間を利用して１回だけ画像
データを出力してもよい）。フィールド信号ＦＩＥＬＤは、ＯＤＤレベルに維持される。
このようにＶＤＰ４１５０ｃにおける処理を変更する方法としては、任意の方法を採用可
能である。例えば、スケジュールデータに基づいて液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、ＶＤＰ
４１５０ｃに処理の変更を指示してもよい。この代わりに、画像データに対応付けられた
表示パネルが変化していないことに応じてＶＤＰ４１５０ｃが自動的に処理を変更しても
よい。
【０６７１】
　画像分割モジュール４１５０ｆは、図１９４の実施形態と同様に、受信した画像データ
を２フレームに亘って第１パネルＬＣＤ１に供給する。第１パネルＬＣＤ１に関しては、
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図１９４の実施形態と同様に、２フレーム毎に画像が切り替わる。一方、第２パネルＬＣ
Ｄ２に関しては、画像分割モジュール４１５０ｆは、駆動信号を供給しない。本実施形態
では、表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２として、いわゆるノーマリーホワイト方式の液晶パ
ネルが採用されている。また、本実施形態では、第２パネルＬＣＤ２への駆動信号の供給
が止まると、第２パネルＬＣＤ２の各画素への電圧の印加も止まる。これらの結果、第２
パネルＬＣＤ２の全面が、透明状態になる。
【０６７２】
　以上のように、図１９５の実施形態では、第１パネルＬＣＤ１が画像を表示し、第２パ
ネルＬＣＤ２は透明状態に維持される。このような処理によって、１枚の表示パネルを用
いた場合と同様の演出表示を実現することができる。第２パネルＬＣＤ２が画像を表示し
、第１パネルＬＣＤ１を透明状態に維持する場合も、同様の処理を採用すればよい。
【０６７３】
　なお、表示すべき画像のない表示パネルを透明状態に維持する方法としては、駆動信号
を止める方法に限らず、他の任意の方法を採用可能である。例えば、画像分割モジュール
４１５０ｆ（出力制御部４１５０ｆｄ：図１９１）は、表示すべき画像のない表示パネル
に、全面白（透明）を表す画像データを供給してもよい。また、全面白を表す画像データ
を１フレーム分だけ供給した後には、駆動信号の供給を停止してもよい。
【０６７４】
［３－５－３．時分割（２面表示から前面表示）］
　図１９６は、２枚のパネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に画像を表示している状態から、第１パ
ネルＬＣＤ１のみが画像を表示する状態への切り替え処理の概要を示すタイミングチャー
トである。この処理では、第２パネルＬＣＤ２が透明状態に切り替えられる。
【０６７５】
　図１９６は、図１９４と同様のタイミングチャートを示している。この図１９６の例で
は、第２画像データＤＡＴＡ２と第４画像データＤＡＴＡ４とのみに第２パネルＬＣＤ２
が対応付けられ、他の画像データには、第１パネルＬＣＤ１が対応付けられている。
【０６７６】
　ＶＤＰ４１５０ｃにおいて、第５画像データＤＡＴＡ５以前の画像データに関しては、
１画面分の画像データの生成が１フレーム分の時間毎に行われ、第６画像データＤＡＴＡ
６以降の画像データに関しては、１画面分の画像データの生成が２フレーム分の時間毎に
行われている（第１描画Ｄ１、第２描画Ｄ２）。また、第３画像データＤＡＴＡ３以前の
画像データに関しては、出力される画像データの切り替えが１フレーム分の時間毎に行わ
れ、第４画像データＤＡＴＡ４以降の画像データに関しては、出力される画像データの切
り替えが、２フレーム分の時間毎に行われている。なお、同じ画像データが連続する２フ
レームに亘って出力される場合には、ＶＤＰ４１５０ｃ（出力処理部４１５０ｃｃ：図１
９１）は、同期信号を変更せずに同じ画像データを２回出力してもよく、同期信号の周波
数を小さくして２フレーム分の時間を利用して１回だけ画像データを出力してもよい。
【０６７７】
　スケジュールデータとしては、上述のようにＶＤＰ４１５０ｃが動作すればよいことを
表す任意のデータを採用可能である。例えば、スケジュールデータは、そのような動作を
指示するコマンドデータを含んでも良い。コマンドデータは、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａ
からＶＤＰ４１５０ｃにそのまま供給されて、ＶＤＰ４１５０ｃによって解釈されてもよ
い。また、コマンドデータが液晶制御ＭＰＵ４１５０ａによって解釈され、液晶制御ＭＰ
Ｕ４１５０ａが、さらに、ＶＤＰ４１５０ｃに指示をしてもよい。
【０６７８】
　画像分割モジュール４１５０ｆの処理としては、種々の処理を採用可能である。例えば
、画像分割モジュール４１５０ｆは、図１９４、図１９５の実施形態と同様に、連続する
２フレームにおいて、フィールド信号ＦＩＥＬＤがＯＤＤレベルからＥＶＥＮレベルへ（
あるいは、ＥＶＥＮレベルからＯＤＤレベルへ）変化した場合に、その２フレーム分の時
間内に受信した２画面分の画像データを、同時に表示すべき２枚の画像を表すデータとし
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て扱ってよい。
【０６７９】
　或るフレームが、そのフレームの前後のいずれのフレームとペアを成すのか（同時に表
示すべきか）を判断する方法としては、種々の方法を採用可能である。例えば、画像分割
モジュール４１５０ｆは、例えば、フィールド信号ＦＩＥＬＤに変化の無い状態から最初
にフィールド信号ＦＩＥＬＤがＯＤＤレベルからＥＶＥＮレベルに変化した時に、ＯＤＤ
レベルのフレームとＥＶＥＮレベルのフレームとをペアとして特定し、それ以後はペアが
繰り返されるものとしてもよい。図１９６の例では、ＶＤＰ出力において、第３画像デー
タＤＡＴＡ３と、第４画像データＤＡＴＡ４を出力する前半のフレーム部分とが、１つの
ペアＰ１として扱われ、第４画像データＤＡＴＡ４を出力するの後半のフレーム部分と、
第５画像データＤＡＴＡ５を出力する前半のフレーム部分とが、１つのペアＰ２として扱
われ、第５画像データＤＡＴＡ５を出力する後半のフレーム部分と、第６画像データＤＡ
ＴＡ６を出力する前半のフレーム部分とが、１つのペアＰ３として扱われている。
【０６８０】
　第１パネルＬＣＤ１に関しては、フィールド信号ＦＩＥＬＤが変化せずにＯＤＤレベル
に維持されたフレームのペアにおいて、画像分割モジュール４１５０ｆ（出力制御部４１
５０ｆｄ：図１９１）は、最初の１フレームに相当する画像データを２回（２フレーム分
）続けて出力してもよい（例えば、第３ペアＰ３に関しては、第５画像データＤＡＴＡ５
を２回出力してもよい）。この代わりに、画像分割モジュール４１５０ｆは、１フレーム
毎に画像データを切り替えても良い（例えば、第３ペアＰ３に関しては、第５画像データ
ＤＡＴＡ５を出力し、次のフレームとして、第６画像データＤＡＴＡ６を出力してもよい
）。
【０６８１】
　第２パネルＬＣＤ２に関しては、第４画像データＤＡＴＡ４の最後のフレームＦＬ４の
後には、第２パネルＬＣＤ２は、透明状態に維持される。第２パネルＬＣＤ２の透明状態
を維持する方法としては、図１９５の実施形態と同様に、任意の方法を採用可能である。
【０６８２】
　また、画像分割モジュール４１５０ｆの処理としては、他の種々の処理を採用可能であ
る。例えば、画像分割モジュール４１５０ｆは、同じフィールド信号ＦＩＥＬＤが２フレ
ーム以上続いた場合には、指定されなかった表示パネルが透明状態にされるべきであると
判断してもよい。例えば、図１９６の例では、画像分割モジュール４１５０ｆは、第４画
像データＤＡＴＡ４（ＥＶＥＮレベルのフィールド信号ＦＩＥＬＤが２フレーム続く）を
出力する場合には、第１パネルＬＣＤ１を透明状態に設定してもよい。そして、その後の
画像データ（ＯＤＤレベルのフィールド信号ＦＩＥＬＤが続く）を出力する場合には、第
２パネルＬＣＤ２を透明状態に設定すればよい。
【０６８３】
　以上のように、図１９６の実施形態では、２面表示から１面表示（第１パネルＬＣＤ１
）への移行をスムーズに進行することができる。１面表示（第１パネルＬＣＤ１）から２
面表示への移行は、図１９６の手順と逆の手順に従えばよい。なお、スケジュールデータ
に関しては、ＶＤＰ４１５０ｃと画像分割モジュール４１５０ｆとの動作を考慮して、所
望の画像が所望の表示パネルに表示されるように、予め構成すればよい。
【０６８４】
［３－５－４．時分割（２面表示から後面表示）］
　図１９７は、２枚のパネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に画像を表示している状態から、第２パ
ネルＬＣＤ２のみが画像を表示する状態への切り替え処理の概要を示すタイミングチャー
トである。この処理では、第１パネルＬＣＤ１が透明状態に切り替えられる。
【０６８５】
　図１９７は、図１９４と同様のタイミングチャートを示している。この図１９７の例で
は、第１画像データＤＡＴＡ１と第３画像データＤＡＴＡ３とのみに第１パネルＬＣＤ１
が対応付けられ、他の画像データには第２パネルＬＣＤ２が対応付けられている。
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【０６８６】
　ＶＤＰ４１５０ｃ（図１９１）において、第４画像データＤＡＴＡ４以前の画像データ
に関しては、１画面分の画像データの生成が１フレーム分の時間毎に行われ、第５画像デ
ータＤＡＴＡ５以降の画像データに関しては、１画面分の画像データの生成が２フレーム
分の時間毎に行われている。また、第２画像データＤＡＴＡ２以前の画像データに関して
は、出力される画像データの切り替えが１フレーム分の時間毎に行われ、第３画像データ
ＤＡＴＡ３以降の画像データに関しては、出力される画像データの切り替えが２フレーム
分の時間毎に行われている。なお、同じ画像データが連続する２フレームに亘って出力さ
れる場合には、ＶＤＰ４１５０ｃ（出力処理部４１５０ｃｃ：図１９１）は、同期信号を
変更せずに同じ画像データを２回出力してもよく、同期信号の周波数を小さくして２フレ
ーム分の時間を利用して１回だけ画像データを出力してもよい。
【０６８７】
　スケジュールデータ、及び、画像分割モジュール４１５０ｆの処理としては、図１９６
の例と同様の種々の態様を採用可能である。
【０６８８】
　以上のように、２面表示から１面表示（第２パネルＬＣＤ２）への移行をスムーズに進
行することができる。１面表示（第２パネルＬＣＤ２）から２面表示への移行は、図１９
７の手順と逆の手順に従えばよい。なお、スケジュールデータに関しては、ＶＤＰ４１５
０ｃと画像分割モジュール４１５０ｆとの動作を考慮して、所望の画像が所望の表示パネ
ルに表示されるように、予め構成すればよい。
【０６８９】
［３－５－２．空間分割］
　図１９８は、画像（データ）の分割の別の態様である「空間分割」を示す概略図である
。この空間分割では、ＶＤＰ４１５０ｃ（図１９１）は、第１パネルＬＣＤ１用のフレー
ムデータ（画像データ）と第２パネルＬＣＤ２用のフレームデータを連結して得られるデ
ータを、１枚分のフレームデータとして生成する。すなわち、ＶＤＰ４１５０ｃから画像
分割モジュール４１５０ｆに供給される１画面に相当する画像データ（以下、「元画像デ
ータ」と呼ぶ）が、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと、第２パネルＬＣＤ２用の画像
データとを含んでいる。例えば、図１９８に示す第１元画像データＤＡＴＡ１は、第１パ
ネルＬＣＤ１用の画像データＤＡＴＡ１Ａの後ろに、第２パネルＬＣＤ２用の画像データ
ＤＡＴＡ１Ｂを連結して得られるデータである。なお、ＶＤＰ４１５０ｃにおいて、元画
像データの水平方向の画素数は、表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２における水平方向の画素
数と異なり得る。同様に、元画像データの垂直方向の画素数は、表示パネルＬＣＤ１、Ｌ
ＣＤ２における垂直方向の画素数と異なり得る。
【０６９０】
　画像分割モジュール４１５０ｆ（画像信号分割ロジック４１５０ｆｂ）は、各パネルＬ
ＣＤ１、ＬＣＤ２の画像サイズを利用して、受信したデータを、第１パネルＬＣＤ１用の
データと第２パネルＬＣＤ２用のデータとに分割する。画像分割モジュール４１５０ｆは
、図１９２に示すように、レジスタ４１５０ｆｃに記録されたパラメータを利用して画像
サイズＳＺ１、ＳＺ２を特定する。画像分割モジュール４１５０ｆは、受信した元画像デ
ータにおける先頭の第１画像サイズＳＺ１の部分を第１パネルＬＣＤ１用の画像データと
して抽出し、残りの部分（第２画像サイズＳＺ２の部分）を第２パネルＬＣＤ２用の画像
データとして抽出する。そして、画像分割モジュール４１５０ｆは、第１パネルＬＣＤ１
用の画像データと第１同期信号ＳＳＯとを、トランスミッタ４１５０ｈを介して、第１パ
ネルＬＣＤ１に供給する。また、画像分割モジュール４１５０ｆは、第２パネルＬＣＤ２
用の画像データと第２同期信号ＳＳＥとを、トランスミッタ４１５０ｉを介して、第２パ
ネルＬＣＤ２に供給する。これらの結果、２枚の表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に画像が
表示される。そして、表示される画像が時間とともに変化し得る。
【０６９１】
　なお、元画像データは、ＶＤＰ４１５０ｃから画像分割モジュール４１５０ｆへ、同期
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信号に従って、１画素分ずつ転送される（図１９１）。画像分割モジュール４１５０ｆ（
画像信号分割ロジック４１５０ｆｂ）は、この転送の順番に従って、元画像データの前部
分と後部分とを特定すればよい。画像信号分割ロジック４１５０ｆｂは、第１画像サイズ
ＳＺ１と第２画像サイズＳＺ２とのいずれか一方、あるいは、両方を利用することによっ
て、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを抽出で
きる（受信したデータによって表される総画素数が、第１画像サイズＳＺ１と第２画像サ
イズＳＺ２との合計値と同じ場合には、画像サイズＳＺ１、ＳＺ２の一方のみを利用すれ
ばよい）。なお、レジスタ４１５０ｆｃには、高さと幅を表す情報に限らず、画像サイズ
（画面サイズ）を特定可能な他の種々の情報（例えば、総画素数）を格納してよく、画像
分割モジュール４１５０ｆは、そのような情報を利用して画像サイズを特定すればよい。
【０６９２】
　図１９９は、空間分割による処理の概要を示すタイミングチャートである。図１９９は
、図１９４と同様のタイミングチャートを示している。図１９９の実施形態では、図１９
４の実施形態と同様に、２つの描画手段は、交互に描画処理を実行する（第１描画Ｄ１、
第２描画Ｄ２）。２つの描画手段によって、元画像データＤＡＴＡ１、ＤＡＴＡ３、ＤＡ
ＴＡ４、ＤＡＴＡ５・・・が順番に作成される。但し、図１９４の実施形態とは異なり、
全ての元画像データが、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画
像データとを含んでいる。また、各描画手段による１回の描画処理のために確保された時
間は、２フレーム分の時間である（第１描画Ｄ１、第２描画Ｄ２）。また、図１９９の実
施形態では、元画像データのデータサイズが、２つの表示パネル分（２フレーム分）のデ
ータサイズである。ＶＤＰ４１５０ｃ（出力処理部４１５０ｃｃ：図１９１）は、連続す
る２フレーム分の時間を利用して、元画像データ（ＶＤＰ４１５０ｃにおける１フレーム
に相当する）を出力する（例えば、出力処理部４１５０ｃｃは、表示パネルＬＣＤ１、Ｌ
ＣＤ２のフレームレートの半分のフレームレートで、データを出力すればよい）。フィー
ルド信号ＦＩＥＬＤは、利用されない（図１９９の実施形態では、フィールド信号ＦＩＥ
ＬＤは、所定のレベル（ここでは、ＯＤＤレベル）に維持されている）。
【０６９３】
　スケジュールデータ（図１９８）は、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネル
ＬＣＤ２用の画像データとを含む元画像データが、１回の描画処理で生成されるように、
予め構成されている。例えば、第１パネルＬＣＤ１用の画像と第２パネルＬＣＤ２用の画
像とを繋ぎ合わせた画像を表す画像データが、元画像データとして生成されるように、ス
ケジュールデータを構成すればよい。ここで、元画像データが、重ねて表示されるべき２
枚の画像を表すように、スケジュールデータ（画面データ）が構成される。
【０６９４】
　画像分割モジュール４１５０ｆは、２フレーム分の期間を通じて元画像データを取得す
る。そして、画像分割モジュール４１５０ｆは、図１９４の実施形態と同様に、元画像デ
ータから抽出した第１パネルＬＣＤ１用の画像データを、２フレームに亘って、第１パネ
ルＬＣＤ１に供給する。また、画像分割モジュール４１５０ｆは、元画像データから抽出
した第２パネルＬＣＤ２用の画像データを、２フレームに亘って、第２パネルＬＣＤ２に
供給する。
【０６９５】
　以上の処理が繰り返されることによって、２枚の表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に、画
像が表示される。そして、表示された画像が時間の経過とともに変化し得る。
【０６９６】
　なお、後述するように、液晶表示装置１４００による演出表示としては、第１パネルＬ
ＣＤ１のみに画像を表示して、第２パネルＬＣＤ２の全面を白（透明状態）に維持する演
出表示を採用可能である。逆に、第２パネルＬＣＤ２のみに画像を表示して、第１パネル
ＬＣＤ１の全面を白（透明状態）に維持する演出表示を採用することも可能である。これ
らのような演出表示を実現する場合には、透明状態に維持される表示パネルに、全面が白
（すなわち、透明）であることを表す画像データが供給されるように、スケジュールデー



(160) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

タを構成すればよい。
【０６９７】
　また、後述するように、液晶表示装置１４００による演出表示としては、前に配置され
た第１パネルＬＣＤ１に表示された画像と、後に配置された第２パネルＬＣＤ２に表示さ
れた画像との、重ね合わせによる奥行き感に溢れる演出表示が実現され得る。上述したよ
うに、このような演出表示を実現する場合には、第１パネルＬＣＤ１に表示される画像と
、第２パネルＬＣＤ２に表示される画像との間の同期を維持することが重要である。
【０６９８】
　そこで、図１９９の実施形態では、図１９９に示すように、画像分割モジュール４１５
０ｆは、第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを含
む元画像データを受信し、元画像データから第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パ
ネルＬＣＤ２用の画像データとを抽出する。そして、画像分割モジュール４１５０ｆは、
共通の元画像データから抽出した２枚分の画像データを、同時に（重なって）表示すべき
２枚の画像を表すデータとして扱う。同時に表示すべき２枚の画像に関しては、画像分割
モジュール４１５０ｆ（出力制御部４１５０ｆｄ）は、ほぼ同じタイミングで、第１パネ
ルＬＣＤ１用の画像データを第１パネルＬＣＤ１に供給し、第２パネルＬＣＤ２用の画像
データを第２パネルＬＣＤ２に供給する。
【０６９９】
　このように、画像分割モジュール４１５０ｆは、元画像データを受信し、元画像データ
から第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを抽出す
る。そして、その画像分割モジュール４１５０ｆが、第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬ
ＣＤ２とのそれぞれに駆動信号を供給する。これらの結果、仮に画像分割モジュール４１
５０ｆにおける処理に不具合（例えば、処理の遅延等）が生じた場合であっても、一方の
表示パネルに表示される画像が、他方の表示パネルに表示される画像と比べて、進んだり
遅れたりする可能性を低減できる。
【０７００】
　また、画像分割モジュール４１５０ｆは、元画像データ（すなわち、２枚の表示パネル
ＬＣＤ１、ＬＣＤ２のそれぞれの画像データ）を受信した後に、画像データを一斉に各表
示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に供給する。このように、画像分割モジュール４１５０ｆは
、同時に表示されるべき第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画
像データとの一方のみの受信が完了した状態では、画像データを出力せずに、両方の受信
が完了した状態になって初めて、画像データを各表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に供給す
る。その結果、重なって表示すべき２枚の画像を適切に重ねて表示することができる。
【０７０１】
　また、図１９９の実施形態では、ＶＤＰ４１５０ｃ（描画エンジン４１５０ｃａ）は、
第１パネルＬＣＤ１用の画像データと第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを含む元画像
データを生成（出力）するので、一方の表示パネルのための画像データが続けて出力され
る可能性を大幅に低減できる。また、ＶＤＰ４１５０ｃは、そのような元画像データを、
１画面を表す画像データとして扱えばよいので、ＶＤＰ４１５０ｃの構成を簡素化できる
。このように、図１９９の実施形態によれば、汎用のＶＤＰ１つのみで、複数の表示パネ
ルに画像を表示することが可能である。
【０７０２】
　なお、画像データを連結する態様としては、種々の態様を採用可能である。例えば、第
２パネルＬＣＤ２用のフレームデータの後ろに第１パネルＬＣＤ１用のフレームデータを
連結してもよい。
【０７０３】
［複数の表示パネルの制御の変形例］
　変形例１：
　図１９４に示す実施形態では、画像分割モジュール４１５０ｆは、第１パネルＬＣＤ１
用の画像データと、それに続く第２パネルＬＣＤ２用の画像データとを、同時に（重ねて
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）表示すべきペアとして扱っていたが、第２パネルＬＣＤ２用の画像データと、それに続
く第１パネルＬＣＤ１用の画像データとを、同時に表示すべきペアとして扱っても良い。
いずれの場合も、ＶＤＰ４１５０ｃは、同時に表示すべき第１パネルＬＣＤ１用の画像の
データと第２パネルＬＣＤ２用の画像のデータとを、予め決められた順番で（例えば、第
１パネルＬＣＤ１、第２パネルＬＣＤ２の順でもよく、その逆順でもよい）、連続して出
力してよい（ここで、「連続」とは、２枚の画像の間に他の画像が挿入されないことを意
味している）。そして、画像分割モジュール４１５０ｆは、その順番で受信した２枚分の
画像データを、同時に表示すべきペアとして扱ってよい。なお、ＶＤＰ４１５０ｃは、出
力順と同じ順番で画像データを生成することが好ましい。こうすれば、画像データの生成
が、出力に間に合わなくなる可能性を低減できる。
【０７０４】
　また、図１９３や図１９８に示す実施形態のように、ＶＤＰ４１５０ｃが、第１パネル
ＬＣＤ１用の画像と第２パネルＬＣＤ２用の画像とを交互に出力する場合に、画像分割モ
ジュール４１５０ｆ（出力制御部４１５０ｆｄ）が、第１パネルＬＣＤ１の表示画像と第
２パネルＬＣＤ２の表示画像とを、同時ではなく交互に切り替えても良い。例えば、画像
分割モジュール４１５０ｆは、第１パネルＬＣＤ１用の画像を受信したことに応じて、そ
れ続く第２パネルＬＣＤ２用の画像を受信する前に、第１パネルＬＣＤ１にその画像を表
示（更新）させ、後に第２パネルＬＣＤ２用の画像を受信したことに応じて、それ続く第
１パネルＬＣＤ１用の画像を受信する前に、第２パネルＬＣＤ２にその画像を表示（更新
）させる処理を、繰り返してもよい。
【０７０５】
　例えば、図１９４の例に適用する場合について説明する。画像分割モジュール４１５０
ｆは、第１画像データＤＡＴＡ１を受信したら、第２画像データＤＡＴＡ２の受信を待た
ずに、第１パネルＬＣＤ１に第１画像データＤＡＴＡ１を、２フレームに亘って供給する
。次に、画像分割モジュール４１５０ｆは、第２画像データＤＡＴＡ２を受信したら、第
３画像データＤＡＴＡ３の受信を待たずに、第２パネルＬＣＤ２に第２画像データＤＡＴ
Ａ２を、２フレームに亘って供給する。第１画像データＤＡＴＡ１の後半の１フレームは
、第２画像データＤＡＴＡ２の前半の１フレームと重なっている。以後、画像分割モジュ
ール４１５０ｆは、同様の処理を繰り返す。これにより、第２画像データＤＡＴＡ２の後
半の１フレームは、第３画像データＤＡＴＡ３の前半の１フレームと重なる。
【０７０６】
　以上の処理によれば、画像分割モジュール４１５０ｆは、２枚のパネルＬＣＤ１、ＬＣ
Ｄ２に表示される画像を交互に切り替えることによって、第１パネルＬＣＤ１の画像の表
示時間と第２パネルＬＣＤ２の画像の表示時間とを交互に重ねることができる。或る画像
の表示時間の前部分は、ＶＤＰ４１５０ｃから１つ前に供給された画像の表示時間の後部
分と重なる。或る画像の表示時間の後部分は、ＶＤＰ４１５０ｃから１つ後に供給された
画像の表示時間の前部分と重なる。このように、第１パネルＬＣＤ１に表示される画像の
表示時間の一部が、第２パネルＬＣＤ２に表示される画像の表示時間の一部と、重なる。
スケジュールデータを構成する際には、このような画像の表示時間の重なりを考慮して、
適切な演出表示が実現されるように、その構成を行うことが好ましい。
【０７０７】
　また、ＶＤＰ４１５０ｃが画像分割モジュール４１５０ｆへ、第１パネルＬＣＤ１の画
像と第２パネルＬＣＤ２の画像とを交互に供給し、そして、画像の交互供給に応じて、画
像分割モジュール４１５０ｆが、第１パネルＬＣＤ１の表示画像と第２パネルＬＣＤ２の
表示画像を交互に更新するので、ＶＤＰ４１５０ｃあるいは画像分割モジュール４１５０
ｆにおいて処理の不具合が生じた場合であっても、２枚の表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２
の間の画像のズレを防止できる。
【０７０８】
　一般には、ＶＤＰ４１５０ｃは、第１パネルＬＣＤ１に表示される画像（「第１種画像
」と呼ぶ）を表すデータ（「第１種画像データ」と呼ぶ）と、第２パネルＬＣＤ２に表示
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される画像（「第２種画像」と呼ぶ）を表すデータ（「第２種画像データ」と呼ぶ）とを
、交互に出力してよい。さらに、ＶＤＰ４１５０ｃは、表示時間の一部あるいは全部を重
ねて表示すべき第１種画像と第２種画像とのそれぞれのデータ（第１種画像データと第２
種画像データ）を連続して出力すればよい（ここで、「連続」とは、２枚分の画像データ
の出力の間に他の画像データが出力されないことを意味している）。ここで、ＶＤＰ４１
５０ｃは、図１９３、図１９４の実施形態ように第１種画像データと第２種画像データと
を別の画像を表すものとして出力してもよく、図１９８、図１９９の実施形態のように、
第１種画像データと第２種画像データとが連結したデータを１枚の画像を表すものとして
出力してもよい。また、画像分割モジュール４１５０ｆは、ＶＤＰ４１５０ｃから受信し
たデータを利用して、第１種画像データと第２種画像データとを取得（分離）すればよい
。そして、画像分割モジュール４１５０ｆは、連続して取得した第１種画像データと第２
種画像データとに関して、表示時間の少なくとも一部が重なるように、第１種画像データ
を表す信号を第１パネルＬＣＤ１に向けて出力し、第２種画像データを表す信号を第２パ
ネルＬＣＤ２に向けて出力すればよい。いずれの場合も、第１種画像の表示時間と、第２
種画像の表示時間との重なりの態様は、予め決めておけばよい。例えば、図１９４や図１
９９の実施形態のように、第１種画像の表示時間の全体が、第２種画像の表示時間の全体
と重なっていてもよい。この代わりに、第１種画像の表示時間の所定の一部（例えば、前
部分あるいは後部分）が、第２種画像の表示時間の所定の一部（例えば、後部分あるいは
前部分）と重なっていても良い。また、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき画
像のペアが、ＶＤＰ４１５０ｃによって、その都度指定されてもよい。また、表示時間の
少なくとも一部を重ねて表示すべき画像は、スケジュールデータにおいて、予め決定され
ていればよい。
【０７０９】
　変形例２：
　上述の図１８９～図１９９の各実施形態において、２面表示から１面表示（１面は透明
状態に維持）に移行する手順としては、図１９６、図１９７に示す手順に限らず、他の種
々の手順を採用可能である。例えば、ＶＤＰ４１５０ｃが画像分割モジュール４１５０ｆ
に１面表示を指示したタイミングで、画像分割モジュール４１５０ｆは、１面表示を開始
してもよい。
【０７１０】
　変形例３：
　上述の図１８９～図１９９の各実施形態において、第１パネルＬＣＤ１の第１画像サイ
ズＳＺ１が、第２パネルＬＣＤ２の第２画像サイズＳＺ２と異なっていてもよい。図２０
０は、画像サイズ（画面サイズ）が互いに異なる表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を利用す
る場合の第１同期信号ＳＳＯ、第２同期信号ＳＳＥの説明図である。図中には、図１９２
と同様に、レジスタ４１５０ｆｃに記録されたパラメータの一部と、各パネルＬＣＤ１、
ＬＣＤ２の画像サイズ（画面サイズ）が示されている。図２００の例では、第１パネルＬ
ＣＤ１は、水平方向に８００画素、垂直方向に６００画素（ＳＶＧＡサイズ）を有してい
る。これに対応して、第１有効水平幅ＨＡＷ１は「８００」に設定され、第１有効垂直幅
ＶＡＷ１は「６００」に設定される。一方、第２パネルＬＣＤ２は、水平方向に５３６画
素、垂直方向に３２８画素を有している。これに対応して、第２有効水平幅ＨＡＷ２は「
５３６」に設定され、第２有効垂直幅ＶＡＷ２は「３２８」に設定される。他の種類のパ
ラメータ（例えば、水平同期サイクルＨＣ１、ＨＣ２や、垂直同期サイクルＶＣ１、ＶＣ
２等）も、各表示パネルに適した値に設定される。
【０７１１】
　出力制御部４１５０ｆｄ（図１９１）は、レジスタ４１５０ｆｃに格納されたパラメー
タに基づいて、各表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に、適切な同期信号ＳＳＯ、ＳＳＥを出
力することができる。ここで、第１同期信号ＳＳＯと第２同期信号ＳＳＥとの間で、同期
信号のパラメータ値（例えば、クロック信号の周波数や、データイネーブル信号の幅等）
が異なっていても良い。また、クロック生成部４１５０ｆｇ（図１９１）が、各同期信号
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ＳＳＯ、ＳＳＥのための２つのクロック生成部を有していても良い。この代わりに、逓倍
や分周によって、１つのクロック生成部から２種類のクロック信号を生成してもよい。ま
た、第１同期信号ＳＳＯと第２同期信号ＳＳＥとの間でクロック信号の周波数が同じであ
る場合には、クロック生成部４１５０ｆｇは、１つのクロック生成部で生成されたクロッ
ク信号を分岐して、基クロック信号ｉＣＬＫＯ、ｉＣＬＫＥとして出力してもよい。また
、出力制御部４１５０ｆｄが、１つのクロック信号を分岐して、クロック信号ＣＬＫＯ、
ＣＬＫＥとして出力してもよい。いずれの場合も、出力制御部４１５０ｆｄは、入力同期
信号ＳＳＩとは独立に、同期信号ＳＳＯ、ＳＳＥを出力することが好ましい。
【０７１２】
　このように、画像サイズの異なる表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を利用する場合にも、
それぞれの表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に、画像サイズに適した同期信号が出力される
。その結果、表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２のそれぞれに適切に画像を表示することがで
きる。その結果、画像サイズが異なる表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２を用いた多彩な演出
表示が可能である。
【０７１３】
　なお、この変形例は、図１９３、図１９４に示す時分割に適用してよい。この場合には
、ＶＤＰ４１５０ｃから出力される１枚分の画像データの総画素数が、各表示パネルの総
画素数のうちの最大値以上であることが好ましい。こうすれば、ＶＤＰ４１５０ｃからの
１枚分の画像データによって、複数の表示パネルのうちの任意の表示パネルの画像（１枚
分の画像）を表すことができる。
【０７１４】
　なお、ＶＤＰ４１５０ｃからの画像データの水平方向の画素数が、各表示パネルの水平
方向の画素数の最大値以上であり、かつ、ＶＤＰ４１５０ｃからの画像データの垂直方向
の画素数が、各表示パネルの垂直方向の画素数の最大値以上であることが好ましい。そし
て、各表示パネルのための画像が、ＶＤＰ４１５０ｃから出力される画像データによって
表される１枚分の画像中の矩形領域によって表されていることが好ましい。こうすれば、
ＶＤＰ４１５０ｃは、各表示パネルのための画像データを生成する際に、スプライトの描
画や画像処理を容易に実行することができる。仮に、ＶＤＰ４１５０ｃから出力される画
像データの水平方向の画素数よりも、或る表示パネルの水平方向の画素数が多い場合には
、その表示パネルの１本の画素ラインが、ＶＤＰ４１５０ｃにおいて、複数本の画素ライ
ンによって表される。この場合には、ＶＤＰ４１５０ｃは、複数本の画素ラインが１本の
画素ラインを表していることを考慮して画像処理（描画処理）を実行することになるので
、処理が複雑になる可能性がある。ただし、ＶＤＰ４１５０ｃは、そのような画素ライン
の折り返しを考慮して処理を実行してもよい。
【０７１５】
　また、この変形例は、図１９８、図１９９に示す空間分割に適用してよい。この場合は
、ＶＤＰ４１５０ｃから出力される１枚分の画像データの総画素数が、各表示パネルの総
画素数の合計値以上であることが好ましい。こうすれば、ＶＤＰ４１５０ｃからの１枚分
の画像データによって、複数の表示パネルのそれぞれの画像を一度に表すことができる。
また、第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ２との間で水平方向の画素数が同じである
場合には、ＶＤＰ４１５０ｃによって描画される画像データにおける水平方向の画素数も
同じ値に設定することが好ましい。換言すれば、ＶＤＰ４１５０ｃが、第１パネルＬＣＤ
１用の画像の下（あるいは上）に第２パネルＬＣＤ２用の画像を並べて得られる画像を表
す元画像データを生成することが好ましい。こうすれば、元画像データにおいて、或る画
素ライン（水平方向のライン）に対する別の画素ラインの水平方向の位置ズレを防止でき
る（例えば、第２パネルＬＣＤ２の画像の１本の水平ラインが、元画像データにおいて隣
接する２ラインに跨って配置されることを防止できる）。その結果、ＶＤＰ４１５０ｃは
、元画像データが２画面分の画像を表しているにも拘わらずに元画像データが１画面分の
画像を表している場合と同様に、スプライトの描画を適切に実行することができる。ただ
し、そのような水平方向の位置ズレを考慮して描画処理を実行するように、ＶＤＰ４１５
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０ｃを構成してもよい。
【０７１６】
　変形例４：
　上述の図１８９～図２００の各実施形態では、画像分割モジュール４１５０ｆから表示
パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２に実際に供給される同期信号ＳＳＯ、ＳＳＥが、画像を描画す
るＶＤＰ４１５０ｃから出力される入力同期信号ＳＳＩから独立（分離）している。従っ
て、入力同期信号ＳＳＩにおける各種サイクル（例えば、垂直同期周波数）が、同期信号
ＳＳＯ、ＳＳＥにおけるサイクルと、異なっていても良い。また、第１同期信号ＳＳＯに
おける各種サイクルが、第２同期信号ＳＳＥにおけるサイクルと異なっていても良い。以
上により、ＶＤＰ４１５０ｃの選択と、第１パネルＬＣＤ１の選択と、第２パネルＬＣＤ
２の選択とを、互いに制限を受けずに行うことができる。特に、２枚の表示パネルを重ね
て利用するという特殊な構成を採用する場合であっても、そのような特殊な構成を想定せ
ずに製造されたＶＤＰや表示パネルを利用することができる。その結果、上述した演出表
示を実現し得る高性能なＶＤＰを、幅広い候補の中から選択することができる。また、そ
のような演出表示を表現し得る表示パネルを、幅広い候補の中から選択することができる
。これにより、２枚の表示パネルを利用した高度な演出表示を容易に実現することができ
る。
【０７１７】
　変形例５：
　画像分割モジュール４１５０ｆの出力制御部４１５０ｆｄ（図１９１）によって出力さ
れる同期信号としては、水平同期信号と垂直同期信号とデータイネーブルとクロック信号
との組み合わせに限らず、画素の色を表すデータと表示パネルにおける画素とを適切に対
応付けることが可能な任意の信号を採用可能である。例えば、データイネーブル信号を省
略して、水平同期信号と垂直同期信号とクロック信号とを同期信号として利用してもよい
。この代わりに、水平同期信号を省略して、垂直同期信号とデータイネーブル信号とクロ
ック信号とを同期信号として利用してもよい。さらに、水平同期信号と垂直同期信号との
両方を省略して、データイネーブル信号とクロック信号とを同期信号として利用してもよ
い。一般には、表示パネルの駆動に要する同期信号は、表示パネルの仕様に基づいて予め
決まっている。従って、利用する表示パネルに適した同期信号を出力するように、出力制
御部４１５０ｆｄを構成すればよい。第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ２との間で
仕様が異なる場合には、第１同期信号ＳＳＯが第２同期信号ＳＳＥと異なっていても良い
。いずれの場合も、デジタル信号を利用する場合には、少なくともクロック信号を含む同
期信号を利用することが好ましい。
【０７１８】
　ＶＤＰ４１５０ｃ（出力処理部４１５０ｃｃ）によって出力される同期信号としても、
同様に、種々の信号を採用可能である。なお、上述の図１８９～図２００の実施形態のよ
うにＶＤＰ４１５０ｃからの同期信号が表示パネルＬＣＤ１、ＬＣＤ２には供給されない
場合には、表示パネルによって受け入れられ得る同期信号に制限されずに、ＶＤＰ４１５
０ｃを構成することができる（例えば、高性能ＶＤＰの同期信号が表示パネルに適合して
いない場合であっても、そのＶＤＰを採用することができる）。いずれの場合も、ＶＤＰ
４１５０ｃからの同期信号に従って画像データを取得できるように、画像分割モジュール
４１５０ｆ（入力制御部４１５０ｆａ）を構成すればよい。
【０７１９】
　変形例６：
　液晶制御基板４１５０は、「時分割」と「空間分割」との一方のみの機能を有していて
もよく、この代わりに、「時分割」と「空間分割」との両方の機能を有していても良い。
液晶制御基板４１５０が両方の機能を有している場合には、液晶制御ＲＯＭ４１５０ｂ（
図１９１）に格納されたプログラムによって、いずれの機能を実現するかを決定すればよ
い。例えば、プログラムに従って動作する液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、ＶＤＰ４１５０
ｃと画像分割モジュール４１５０ｆとに「時分割」で動作するように指示してもよい。ま



(165) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

た、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、動作の途中で、画像（データ）分割のモードを切り替
えても良い。
【０７２０】
　変形例７：
　第１パネルＬＣＤ１として、第２パネルＬＣＤ２と同じ同期信号によって駆動可能な表
示パネルを採用してもよい（例えば、２枚の同じ表示パネルを表示パネルＬＣＤ１、ＬＣ
Ｄ２として利用してもよい）。この場合には、画像分割モジュール４１５０ｆ（出力制御
部４１５０ｆｄ）は、同じ同期信号を分岐して、実質的に同じ同期信号を、第１パネルＬ
ＣＤ１及び第２パネルＬＣＤ２に向けて出力してもよい。また、画像分割モジュール４１
５０ｆ（出力制御部４１５０ｆｄ）から出力された同期信号を分岐して、第１パネルＬＣ
Ｄ１及び第２パネルＬＣＤ２に供給してもよい。この場合も、出力制御部４１５０ｆｄか
ら出力された分岐前の同期信号は、第１パネルＬＣＤ１のための第１種同期信号、及び、
第２パネルＬＣＤ２のための第２種同期信号のそれぞれとして機能する、ということがで
きる。
【０７２１】
　変形例８：
　遊技者から見て、第１パネルＬＣＤ１の一部あるいは全部が、第２パネルＬＣＤ２と重
ならないように配置されていてもよい。この場合も、上述の図１８９～図２００の各実施
形態のような液晶制御基板４１５０を利用すれば、第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣ
Ｄ２との間の画像の同期がズレる可能性を低減できる。その結果、２枚の表示パネルＬＣ
Ｄ１、ＬＣＤ２を利用した演出表示を適切に実現することができる。また、表示パネル（
例えば、第１パネルＬＣＤ１や第２パネルＬＣＤ２）としては、ノーマリーホワイト方式
の液晶パネルに限らず、ノーマリーブラック方式の液晶パネルを採用してもよい。
【０７２２】
　変形例９：
　ＶＤＰ４１５０ｃの内部構成としては、図１９１に示す構成に限らず、種々の構成を採
用可能である。例えば、ＶＤＰ４１５０ｃの全ての要素が共通のバスに接続されていても
よい。同様に、画像分割モジュール４１５０ｆの内部構成としても、図１９１に示す構成
に限らず、種々の構成を採用可能である。例えば、クロック生成部４１５０ｆｇが画像分
割モジュール４１５０ｆに設けられていても良い。ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈ、
５０ｉが、画像分割モジュール４１５０ｆに設けられていても良い。また、表示パネルの
仕様に応じて、ＬＶＤＳトランスミッタ４１５０ｈ、４１５０ｉを省略してもよい。
【０７２３】
　変形例１０：
　表示パネルの総数が３以上であってもよい。一般には、Ｎ枚（Ｎは２以上の整数）の表
示パネルを利用することができる。この場合には、ＶＤＰ４１５０ｃは、表示時間の少な
くとも一部が重なるべきＮ枚の画像（画像データ）を出力する処理を、繰り返し実行すれ
ばよい。ここで、図１９３、図１９４の実施形態のように、ＶＤＰ４１５０ｃは、Ｎ枚分
の画像データをそれぞれ別の画像を表すものとして出力してもよい。ここで、Ｎ枚の画像
の出力順としては、予め決められた順番を採用してもよく、この代わりに、ＶＤＰ４１５
０ｃによってその都度決定されてもよい（例えば、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａの指示に従
ってＶＤＰ４１５０ｃが順番を決定してよい）。いずれの場合も、ＶＤＰ４１５０ｃ（出
力処理部４１５０ｃｃ）は、１枚の画像（画像データ）とともに、その画像データに対応
付けられた表示パネルを特定する情報（「表示パネル特定情報」と呼ぶ）を出力すること
が好ましい（例えば、Ｎ枚の表示パネルのうちの１枚の表示パネルを特定するＮビットの
信号を出力してもよい）。そして、画像分割モジュール４１５０ｆ（画像信号分割ロジッ
ク４１５０ｆｂ）は、受信した表示パネル特定情報を利用して、受信した画像データに対
応付けられた表示パネルを特定してもよい。また、図１９８、図１９９の実施形態のよう
に、ＶＤＰ４１５０ｃは、Ｎ枚分の画像データを連結して得られるデータを１枚の画像を
表すものとして出力してもよい。
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【０７２４】
　また、ＶＤＰ４１５０ｃは、Ｎ枚の画像をＭ個（Ｍは２以上Ｎ未満の整数）のグループ
に分けて、各グループ毎に画像データを連結してもよい。この場合、ＶＤＰ４１５０ｃは
、Ｍ枚分の画像データをそれぞれ別の画像を表すものとして出力すればよい。例えば、６
枚の表示パネルを利用する場合に、ＶＤＰ４１５０ｃは、３枚分の画像データを連結した
第１データと、残りの３枚分の画像データを連結した第２データとを、各画像データのそ
れぞれが１枚の画像を表すものとして生成して出力すればよい。いずれの場合も、画像分
割モジュール４１５０ｆは、予め決められた方法に基づいて、受信したデータから各表示
パネルの画像データを取得すればよい（例えば、画像データを受信した順番に応じて各表
示パネルの画像データを特定してもよく、また、各表示パネルの画像サイズを利用して各
表示パネルの画像データを特定してもよい）。また、画像分割モジュール４１５０ｆは、
ＶＤＰ４１５０ｃからの指示に従って、各表示パネルの画像データを特定してもよい。そ
して、ＶＤＰ４１５０ｃは、表示時間の少なくとも一部が重なるように、Ｎ枚の表示パネ
ルのそれぞれに向けて画像データを出力すればよい。
【０７２５】
　いずれの場合も、レジスタ４１５０ｆｃ（図１９１、図２００）は、Ｎ枚の表示パネル
のそれぞれに適した同期信号を規定するＮ組のパラメータを格納することが好ましい。そ
して、出力制御部４１５０ｆｄは、Ｎ組のパラメータに基づいて、Ｎ枚の表示パネルのそ
れぞれに対して、適切な同期信号を出力すればよい。ここで、出力制御部４１５０ｆｄは
、入力同期信号ＳＳＩとは独立に、Ｎ枚の表示パネルのそれぞれのための同期信号を出力
することが好ましい。こうすれば、ＶＤＰから出力可能な同期信号が、表示パネルの対応
可能な同期信号と同じでなくてもよいので、ＶＤＰと表示パネルとのそれぞれを、独立に
、幅広い候補の中から選択することができる。また、Ｎ枚の表示パネルが、画像サイズ（
画面サイズ）の互いに異なる複数の表示パネルを含んでいても良い。
【０７２６】
　以上の「３－４．液晶制御基板」の項目で説明した種々の構成（例えば、図１８９～図
２００の構成や、変形例（複数の表示パネルの制御の変形例））は、複数の表示パネルを
有する種々の遊技機に適用可能である。例えば、本明細書で説明されている種々の演出の
うちの任意の一部あるいは全部を実現する遊技機に適用可能である。また、本明細書では
説明されていない他の演出を実現する遊技機に適用してもよい。
【０７２７】
［４．遊技内容］
　本実施形態のパチンコ機１における遊技内容について、主に図２０１を参照して説明す
る。図２０１は、主制御基板における機能的な構成を示すブロック図である。まず、本実
施形態のパチンコ機１における主制御基板４１００での遊技演出制御に係る機能的な構成
について、図２０１等を参考に説明する。なお、遊技球の払出しに係る機能的な構成につ
いては省略する。本実施形態の主制御基板４１００では、図示しないＲＯＭに予め格納さ
れた所定のプログラムを主制御ＭＰＵ４１００ａによって実行することで各種の遊技制御
や演出制御等が具現化されるようになっている。この主制御基板４１００には、ゲートセ
ンサ２２０２から遊技球の検出信号が入力されると、普通図柄に対する抽選結果となる所
定の普通乱数を発生させる普通乱数発生手段４２００と、発生した普通乱数を所定の条件
に応じて一時的に記憶する普通図柄保留記憶手段４２０２と、普通図柄保留記憶手段４２
０２により記憶された上で実行された普通乱数と対応する普通図柄変動パターンを、主制
御基板４１００のＲＯＭに格納された所定の普通図柄変動パターンテーブルから選択する
普通図柄変動パターン選択手段４２０４と、選択された普通図柄変動パターンに基づいて
普通図柄表示器６４５の普通図柄を変動表示させる普通図柄表示制御手段４２０６と、普
通図柄表示制御手段４２０６によって普通図柄表示器６４５に表示された普通乱数に基づ
く抽選結果（普通抽選結果）が当選であると始動口ソレノイド２０１０を駆動して一対の
可動片２００５を拡開させる始動口開閉制御手段４２０８と、普通図柄保留記憶手段４２
０２に保留記憶された普通図乱数の数を記憶数として普通図柄記憶表示器６４６に表示さ
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せる普通図柄記憶数表示制御手段４２１０とを備えている。
【０７２８】
　上述の普通図柄保留記憶手段４２０２は、普通図柄表示制御手段４２０６によって普通
図柄が変動表示中に、ゲートセンサ２２０２からの遊技球の検出信号を契機として発生し
た普通乱数を所定数（例えば、４つ）まで記憶すると共に、普通図柄の変動表示が可能と
なるまで記憶した普通乱数の実行を保留するものである。
【０７２９】
　また、主制御基板４１００は、第一特別乱数発生手段４２１２と、第一特別図柄保留記
憶手段４２１４と、第一特別図柄変動パターン選択手段４２１６と、第一特別図柄表示制
御手段４２１８と、第一特別図柄記憶数表示制御手段４２２０とを備えている。第一特別
乱数発生手段４２１２は、第一始動口２００１への始動入賞により第一始動口センサ３１
１５で検出された検出信号に基づいて第一特別図柄に対する第一特別抽選結果となる所定
の第一特別乱数を発生させる。第一特別図柄保留記憶手段４２１４は、第一特別乱数発生
手段４２１２において発生した第一特別乱数及び第一特別乱数の発生と共に取得される各
種データ（例えば、後述する図柄乱数、リーチ判定用乱数、第一変動パターン用乱数、第
二変動パターン用乱数、変動タイプ乱数）を所定の条件に応じて一時的に記憶する。以下
では、第一始動口２００１への始動入賞に基づいて発生・取得される一グループのデータ
（例えば、第一特別乱数、図柄乱数、リーチ判定用乱数、第一変動パターン用乱数、第二
変動パターン用乱数、変動タイプ乱数）を第一特別図柄抽選単位データとも呼ぶ。第一特
別図柄変動パターン選択手段４２１６は、一つの第一特別図柄抽選単位データに基づく第
一特別図柄変動パターンを、主制御基板４１００のＲＯＭに予め記憶された所定の特別図
柄変動表示パターンテーブルから選択する。第一特別図柄表示制御手段４２１８は、第一
特別図柄変動パターン選択手段４２１６で選択された第一特別図柄変動パターンに基づい
て第一特別図柄表示器６４１の第一特別図柄を変動表示させる。第一特別図柄記憶数表示
制御手段４２２０は、第一特別図柄保留記憶手段４２１４で保留記憶された第一特別図柄
抽選単位データの数（以下、第一特別図柄保留数と呼ぶ。）を記憶数として第一特別図柄
記憶表示器６４３に表示させる。
【０７３０】
　さらに、主制御基板４１００は、第二特別乱数発生手段４２２２と、第二特別図柄保留
記憶手段４２２４と、第二特別図柄変動パターン選択手段４２２６と、第二特別図柄表示
制御手段４２２８と、第二特別図柄記憶数表示制御手段４２３０とを備えている。第二特
別乱数発生手段４２２２は、第二始動口２００２への始動入賞により第二始動口センサ２
０１２で検出された検出信号に基づいて第二特別図柄に対する第二特別抽選結果となる所
定の第二特別乱数を発生させる。第二特別図柄保留記憶手段４２２４は、第二特別乱数発
生手段４２２２において発生した第二特別乱数及び第二特別乱数の発生と共に取得される
各種データ（例えば、後述する図柄乱数、リーチ判定用乱数、第一変動パターン用乱数、
第二変動パターン用、変動タイプ乱数）を所定の条件に応じて一時的に記憶する。以下で
は、第二始動口２００２への始動入賞に基づいて発生・取得される一グループのデータ（
例えば、第二特別乱数、図柄乱数、リーチ判定用乱数、第一変動パターン用乱数、第二変
動パターン用乱数、変動タイプ乱数）を第二特別図柄抽選単位データとも呼ぶ。第二特別
図柄変動パターン選択手段４２２６は、一つの第二特別図柄抽選単位データに基づく第二
特別図柄変動パターンを、主制御基板４１００のＲＯＭに予め記憶された所定の特別図柄
変動表示パターンテーブルから選択する。第二特別図柄表示制御手段４２２８は、第二特
別図柄変動パターン選択手段４２２６で選択された第二特別図柄変動パターンに基づいて
第二特別図柄表示器６４２の第二特別図柄を変動表示させる。第二特別図柄記憶数表示制
御手段４２３０は、第二特別図柄保留記憶手段４２２４で保留記憶された第二特別図柄抽
選単位データの数（以下、第二特別図柄保留数と呼ぶ。）を記憶数として第二特別図柄記
憶表示器６４４に表示させる第二特別図柄記憶数表示制御手段４２３０とを備えている。
【０７３１】
　これら第一特別図柄保留記憶手段４２１４及び第二特別図柄保留記憶手段４２２４は、
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第一及び第二特別図柄表示制御手段４２１８，４２２８によって第一及び第二特別図柄が
変動表示中等の新たに特別図柄を変動表示させることができない時に、第一及び第二始動
口２００１、２００２への始動入賞に基づく第一及び第二特別図柄抽選単位データをそれ
ぞれ所定数（例えば、それぞれ４つ）まで記憶すると共に、特別図柄の変動表示が可能と
なるまで記憶した第一及び第二特別図柄抽選単位データの実行を保留するものである。
【０７３２】
　なお、主制御基板４１００には、第一特別図柄保留記憶手段４２１４と第二特別図柄保
留記憶手段４２２４で保留された第一及び第二特別図柄抽選単位データを、始動口２００
１，２００２への始動入賞タイミングよりも、第二特別図柄抽選単位データの方を優先し
て実行（消化）させる優先保留消化手段４２３１を備えており、この優先保留消化手段４
２３１によって第二特別図柄抽選単位データ、つまり、第二始動口２００２に係る抽選結
果の保留が優先して実行（消化）されるようになっている。
【０７３３】
　また、主制御基板４１００には、第一特別図柄抽選単位データに基づく抽選結果（第一
特別抽選結果）や第二特別図柄抽選単位データに基づく抽選結果（第二特別抽選結果）に
従って後述する大当たり遊技、または、小当たり遊技を実行させる有利遊技状態発生手段
４２３２と、有利遊技状態発生手段４２３２からの指示に基づいて大入賞口２００３を閉
鎖する開閉部材２００６を所定パターンで開閉するようにアタッカソレノイド２０１６の
駆動制御をする大入賞口開閉制御手段４２３４とを備えている。
【０７３４】
　また、主制御基板４１００は、パチンコ機１の遊技状態がいずれの遊技状態であるかを
判断し、当該判断した遊技状態に基づいて遊技状態を制御する遊技状態制御手段４２３６
を更に備えている。
【０７３５】
　本実施形態では、パチンコ機１の遊技状態として、パチンコ機１の外観から遊技の状態
を把握可能な外部遊技状態として、外部通常遊技状態（ノーマル遊技状態）及びこの外部
通常遊技状態よりも遊技者に有利となる外部有利遊技状態（チャンス遊技状態）のいずれ
かの遊技状態に制御される。
【０７３６】
　外部通常遊技状態は、開放延長機能（可動片２００５の開放時間が通常時より長くなる
機能）及び時短機能（普通図柄及び特別図柄の変動時間が短くなる機能）が作動しない遊
技状態であって、一対の可動片２００５が後述の促進態様に制御されない遊技状態である
。即ち、上述のとおり、一対の可動片２００５は、普通抽選結果が当選であったことを契
機として開閉動作するものであり、これによって第二始動口２００２への遊技球の入賞を
可能とするものであるが、当該可動片２００５が動作するときの動作態様としては、第１
の動作態様（平常態様）と、該第１の動作態様よりも遊技者に有利な第２の動作態様（促
進態様）とが用意されている。
【０７３７】
　本実施形態では、開放延長機能及び時短機能が作動しない遊技状態では、第１の動作態
様として、普通抽選結果が当選となる確率が２％、普通図柄の変動時間が１０ｓｅｃ、一
対の可動片２００５が１回の開放当たりの開放時間０．１８ｓｅｃで１回の当選につき１
回開放されるように設定される。また、開放延長機能及び時短機能が作動する遊技状態で
は、第２の動作態様として、普通抽選結果が当選となる確率が９９．６％、普通図柄の変
動時間が０．５ｓｅｃ、一対の可動片２００５が１回の開放当たりの開放時間０．９５ｓ
ｅｃで１回の当選につき３回開放されるように設定される。
【０７３８】
　そして外部通常遊技状態では、上記可動片２００５が動作するときの動作態様として上
記第１の動作態様が採用されることとなる。上述のとおり、この第１の動作態様は、第２
の動作態様と比べると、上記第二始動口２００２への遊技球の入賞が促進され難い態様で
ある。
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【０７３９】
　一方、外部有利遊技状態は、開放延長機能及び時短機能が作動する遊技状態であって、
一対の可動片２００５が動作するときの動作態様として上記第２の動作態様（促進態様）
が採用される遊技状態である。ここで、「促進態様」とは、第二始動口２００２への遊技
球の入賞が促進される態様である。
【０７４０】
　なお、「促進態様」では、普通抽選結果が当選となる確率のアップ、抽選時間の短縮（
普通図柄の変動時間の短縮）及び一対の可動片２００５の開放時間アップの三つの態様の
うち、いずれか一つまたは二つのみを行うことによって促進態様としても良く、三つ全て
を行うことによって促進態様としても良い。
【０７４１】
　また、パチンコ機１の遊技状態は、外観から把握することが困難な内部的に制御される
遊技状態もある。本実施形態では、確変機能（所謂確率変動機能）が作動する遊技状態と
当該確変機能が作動しない遊技状態とがそれに相当する。
【０７４２】
　確変機能が作動しない場合、第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果が大当たりに当選
する確率が所定の低確率（第１の確率：本実施形態では、約１／３５０）に設定される。
一方、確変機能が作動する場合、第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果が大当たりに当
選する確率が第１の確率よりも少なくとも２倍以上の所定の高確率（第２の確率：本実施
形態では、第１の確率に対して１０倍とされた第２の確率（約１／３５））に設定される
。このように、確変機能が作動する場合に、確変機能が作動しない場合と比べて大当たり
への当選確率を少なくとも２倍以上とするのは、確変機能が作動したときに、確変機能が
作動しない場合と比べて特別図柄の変動回数が少ない段階で大当たりに当選しうるように
することで、興趣の低下の抑制を図るためである。
【０７４３】
　本実施形態では、確変機能が作動していない外部通常遊技状態を「外部通常遊技状態Ａ
」と称し、確変機能が作動している外部通常遊技状態を「外部通常遊技状態Ｂ」と称す。
また、確変機能が作動していない外部有利遊技状態を「外部有利遊技状態Ａ」と称し、確
変機能が作動している外部有利遊技状態を「外部有利遊技状態Ｂ」と称する。
【０７４４】
　なお、本実施形態のパチンコ機１は、遊技者が、外部通常遊技状態Ａと外部通常遊技状
態Ｂとを可動片２００５の動作によっては区別することはできず、同様に、外部有利遊技
状態Ａと外部有利遊技状態Ｂとを可動片２００５の動作によっては区別できないようにな
っている。
【０７４５】
　また、いずれかの遊技状態から遊技者にとってより有利な遊技状態への変更は、特別抽
選結果が大当たりとなったことに基づいて条件装置が作動した場合にのみ行われる。なお
、上記４つの遊技状態（外部通常遊技状態Ａ、外部通常遊技状態Ｂ、外部有利遊技状態Ａ
、外部有利遊技状態Ｂ）のうち、遊技者にとって最も有利な遊技状態は外部有利遊技状態
Ｂであり、遊技者にとっても最も不利な遊技状態は外部通常遊技状態Ａである。従って、
外部通常遊技状態Ａから他の遊技状態（外部通常遊技状態Ｂ、外部有利遊技状態Ａ及び外
部有利遊技状態Ｂ）への変更、外部有利遊技状態Ａから外部有利遊技状態Ｂへの変更等は
、条件装置が作動しない限り行われない。
【０７４６】
　更に、主制御基板４１００には、第一特別図柄抽選単位データ、第二特別図柄抽選単位
データに基づいて、演出コマンド等の所定の制御用のコマンドを生成するコマンド生成手
段４２３８と、コマンド生成手段４２３８で生成されたコマンドを周辺制御基板４１４０
へ送信するコマンド送信手段４２４０とを備えている。
【０７４７】
　本実施形態のパチンコ機１は、扉枠５の右下に配置された操作ハンドル部４６１を遊技
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者が回転操作することで、皿ユニット３００の貯留皿３１１に貯留された遊技球が、透明
な遊技パネル６００の前面に配置された遊技領域６０５内の上部へと打ち込まれて、遊技
球による遊技が開始されるようになっている。遊技領域６０５内の上部へ打ち込まれた遊
技球は、その打込強さによってセンター役物２３００の上側の左側或いは右側の遊技領域
６０５内を流下することとなる。なお、遊技球の打込強さは、操作ハンドル部４６１の回
転量によって調整することができるようになっており、時計回りの方向へ回転させるほど
強く打ち込むことができるようになっている。また、遊技領域６０５内には、適宜位置に
所定のゲージ配列で複数の障害釘が遊技パネル６００の前面に植設されており、遊技球が
その障害釘に当接することで、遊技球の流下速度が抑制されると共に、遊技球に様々な動
きが付与されて、その動きを楽しませられるようになっている。
【０７４８】
　センター役物２３００の上部へ打ち込まれた遊技球が、左右方向の略中央から左側を流
下してセンター役物２３００の上棚部２３１１へ到達すると、上棚部２３１１によってセ
ンター役物２３００の左側の領域へと誘導される。そして、センター役物２３００の左側
を流下する遊技球が、センター役物２３００の左側側面に配置されたゲート部材２２００
のゲート２２０１に進入してゲートセンサ２２０２により検出されると、その検出信号に
基づいて主制御基板４１００では、普通乱数発生手段４２００で普通乱数が発生する。そ
して、その普通乱数に基づく普通抽選結果に応じて、機能表示ユニット６４０における普
通図柄表示器６４５の普通図柄が変動表示（一つのＬＥＤからなる普通図柄表示器６４５
が、赤色、緑色、橙色に交互に発光）され、所定時間経過後に抽出され普通抽選結果に基
いた普通図柄が停止表示（普通図柄表示器６４５が赤色又は緑色の何れかに発光）される
。この普通図柄の変動表示は、普通図柄変動パターン選択手段４２０４において所定の普
通図柄変動パターン選択テーブルから選択された普通図柄変動パターンに基づいて行われ
るようになっている。
【０７４９】
　詳しくは、普通乱数に基づく抽選結果が当選である場合、当りを示唆する普通図柄で停
止表示（普通図柄表示器６４５が緑色に発光）され、普通乱数に基づく抽選結果がハズレ
である場合、ハズレを示唆する普通図柄で停止表示（普通図柄表示器６４５が赤色に発光
）されるようになっている。そして、当りを示唆する普通図柄が停止表示されると、第二
始動口２００２を閉鎖する一対の可動片２００５が上述したように所定時間、所定回数に
亘って開放して、第二始動口２００２へ遊技球が入賞できるようになっている。
【０７５０】
　なお、本実施形態のパチンコ機１では、センター役物２３００の上側において、左右方
向中央から左側には遊技球が流下可能な領域が備えられているものの、中央から右側は遊
技領域６０５の外周に沿って下方へ延びる円弧状の領域が備えられており、この領域に遊
技球が進入するとゲート２２０１やワープ入口２３１３へ遊技球が進入する機会を得るこ
となくセンター役物２３００の下側へ送られてしまい、チャンスが少なくなると共に遊技
球の動きがあまり楽しめなくなるようになっている。従って、遊技者は、遊技球がセンタ
ー役物２３００の上側において左右方向中央から左側の領域を流下するように、操作ハン
ドル部４６１の回転量を適宜調整して遊技することとなり、闇雲に遊技球を強く打ち込む
ような遊技操作を抑制して、パチンコ機１本来の操作ハンドル部４６１の操作による遊技
を楽しませて興趣が低下するのを防止することができるようになっている。
【０７５１】
　ところで、本実施形態では、普通図柄表示器６４５において普通図柄が変動表示中に、
ゲートセンサ２２０２で遊技球の通過が検出されると、変動中の普通図柄停止して先に発
生・抽出された普通乱数の結果が確定するまでの間、ゲートセンサ２２０２からの検出信
号に基づいて抽出された普通乱数（普通図柄変動パターンを含む）を普通図柄記憶保留手
段４２０２で一時的に記憶してその表示を保留するようになっており、その記憶された普
通乱数の数（保留数とも言う）を、普通図柄記憶表示器６４６で表示するようになってい
る。この普通図柄記憶表示器６４６は、４つのＬＥＤからなっており、点灯する各ＬＥＤ
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の数によって記憶数を示唆するようになっており、本実施形態では、四つまで記憶して表
示するようになっている。なお、記憶数が四つを越えた場合は、ゲートセンサ２２０２の
検出信号に基づいて抽出された普通乱数が破棄されるようになっている。
【０７５２】
　また、遊技領域６０５内へ打ち込まれセンター役物２３００の左側を流下した遊技球は
、サイド入賞口部材２１００の棚部２１０２によってセンター役物２３００の下側で遊技
領域６０５の中央側へ寄せられるようになっている。そして、センター役物２３００の下
方に配置された一般入賞口２００４，２１０１に遊技球が入賞して、一般入賞口センサ３
１０８に検出されると、その検出信号に基づいて主制御基板４１００では払出制御基板１
１８６に対して所定の払出コマンドを送信し、その払出コマンドに応じて払出制御基板１
１８６が賞球ユニット８００の払出モータ８１５を制御して所定数（例えば、１０個）の
遊技球が、貯留皿３１１へ払出されるようになっている。
【０７５３】
　なお、遊技領域６０５内へ打ち込まれた遊技球が、一般入賞口２００４，２１０１、第
一始動口２００１、第二始動口２００２、及び大入賞口２００３の何れにも入賞しなかっ
た場合、遊技領域６０５の左右方向中央下端に設けられてアウト口６０６から、遊技盤４
の後側下方へ排出されるようになっている。また、遊技球が、一般入賞口２００４，２１
０１、第一始動口２００１、第二始動口２００２、及び大入賞口２００３の何れに入賞し
ても、入賞した遊技球は、遊技領域６０５内へ戻されること無く遊技盤４の後側下方へ排
出されるようになっている。
【０７５４】
　一方、センター役物２３００の左側を流下する遊技球が、センター役物２３００の左側
側面に開口するワープ入口２３１３へ進入すると、センター役物２３００のステージ部材
２３２０における後側の第一ステージ２３２１へと供給されるようになっている。そして
、第一ステージ２３２１上へ供給された遊技球は、第一ステージ２３２１上を左右方向へ
転動して、前方へと放出されて第二ステージ２３２２上へと供給される。この第二ステー
ジ２３２２でも遊技球が左右方向へ転動してアタッカユニット２０００の上方の遊技領域
６０５内へ放出される。このステージ部材２３２０へ供給された遊技球が、第一ステージ
２３２１における中央のチャンス入口２３２３へ進入すると、アタッカユニット２０００
における第一始動口２００１の直上に配置されたチャンス出口２３２４から遊技領域６０
５内へ放出され、遊技球が高い確率で第一始動口２００１へと受入れられるようになって
いる。そして、遊技球が第一始動口２００１に受入れられて第一始動口センサ３１１５に
検出されると、主制御基板４１００等を介して賞球ユニット８００から所定数（例えば、
３個）の遊技球が、貯留皿３１１へ払出されるようになっている。
【０７５５】
　なお、本実施形態のパチンコ機１では、第一始動口２００１、第二始動口２００２、及
び大入賞口２００３が、上下方向に並んで配置されているので、ステージ部材２３２０か
ら放出される遊技球が、高い確率で第一始動口２００１等に受入れられるようになってお
り、第二始動口２００２や大入賞口２００３が受入可能な時に、遊技球がステージ部材２
３２０やチャンス出口２３２４から放出されると受入れられる可能性が高いので、第一始
動口２００１だけでなく第二始動口２００２や大入賞口２００３に対しても、遊技球の受
入れに関する期待感を持たせて興趣を高めることができるようになっている。
【０７５６】
　ところで、遊技球がゲート部材２２００のゲート２２０１へ進入してゲートセンサ２２
０２により検出されて普通乱数が取得され、普通乱数に基づく普通抽選結果が当選である
と、上述したように、第二始動口２００２を閉鎖する一対の可動片２００５が所定時間拡
開して入賞可能となり、その入賞可能となった時に、遊技球が第二始動口２００２へ受入
れられて第二始動口センサ２０１２に検出されると、主制御基板４１００等を介して賞球
ユニット８００から所定数（例えば、４個）の遊技球が、貯留皿３１１へ払出されるよう
になっている。
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【０７５７】
　また、主制御基板４１００では、これら第一始動口２００１、第二始動口２００２に遊
技球が入賞して、第一始動口センサ３１１５、第二始動口センサ２０１２に検出されると
、第一始動口２００１では第一特別乱数発生手段４２１２による所定の第一特別乱数の発
生・抽出が、第二始動口２００２では第二特別乱数発生手段４２２２による所定の第二特
別乱数の発生・抽出が夫々行われる。そして、抽出された特別乱数に基づいて、機能表示
ユニット６４０の対応する第一特別図柄表示器６４１や第二特別図柄表示器６４２に表示
された特別図柄の変動表示が開始された後に、抽出された特別乱数と対応する特別図柄が
特別抽選結果として停止表示されるようになっている。これら第一特別図柄表示器６４１
や第二特別図柄表示器６４２において、「大当たり」を示唆する態様で特別図柄が停止表
示されると、アタッカユニット２０００の開閉部材２００６が、所定のパターンで開閉動
作する大当たり遊技（特別有利遊技状態）が発生し、その間に大入賞口２００３へ遊技球
を入賞させることで、より多くの遊技球を獲得できるようになっている。なお、一つの遊
技球が大入賞口２００３へ入賞すると、賞球ユニット８００から所定数（例えば、１４個
）の遊技球が貯留皿３１１へ払い出されるようになっている。
【０７５８】
　なお、これら第一始動口２００１、第二始動口２００２においても、ゲート２２０１へ
の遊技球の進入による普通図柄の変動表示と同様に、第一特別図柄表示器６４１や第二特
別図柄表示器６４２において特別図柄が変動表示中、又は、大当たり遊技中等の特別図柄
を変動表示することができない時に、始動口２００１，２００２へ遊技球が入賞して第一
始動口センサ３１１５、第二始動口センサ２０１２で検出されると、特別図柄の変動表示
が可能となるまでの間、第一始動口センサ３１１５、第二始動口センサ２０１２からの検
出信号に基づいて抽出された第一、第二特別乱数を含む特別図柄抽選単位データを、第一
特別図柄保留記憶手段４２１４や第二特別図柄保留記憶手段４２２４で記憶してその表示
を保留するようになっており、その記憶された特別図柄抽選単位データの数（保留数）を
、第一特別図柄記憶表示器６４３や第二特別図柄記憶表示器６４４において表示するよう
になっている。これら第一特別図柄記憶表示器６４３や第二特別図柄記憶表示器６４４は
、夫々二つのＬＥＤからなっており、消灯・点灯・点滅する各ＬＥＤの発光状態の組合せ
によって記憶数を示唆するようになっており、本実施形態では、夫々四つまで記憶して表
示するようになっている。なお、保留数が四つを越えた場合は、抽出された特別乱数等は
破棄されるようになっている。また、優先保留消化手段４２３１によって、第二特別図柄
保留記憶手段４２２４で記憶（保留）された第二特別図柄抽選単位データが、第一特別図
柄保留記憶手段４２１４で記憶された第一特別図柄抽選単位データよりも優先して実行（
消化）されるようになっている。つまり、第二始動口２００２に係る抽選結果の保留が、
第一始動口２００１に係る抽選結果の保留よりも優先して実行（消化）されるようになっ
ている。
【０７５９】
　また、主制御基板４１００では、第一始動口センサ３１１５、第二始動口センサ２０１
２の検出に基づいて抽出された第一、第二特別図柄抽選単位データを、予め決められた所
定の判定テーブルと照合することで、その第一、第二特別図柄抽選単位データが、「ハズ
レ」、「小当たり」、「大当たり」の何れであるかが判別されると共に、「大当たり」に
ついて、「大当たりＡ」、「大当たりＢ」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当た
りＥ」の何れかであるかも判別されるようになっている。
【０７６０】
　そして、第一始動口２００１、第二始動口２００２への遊技球の始動入賞を契機として
抽出された第一、第二特別図柄抽選単位データに基づく抽選結果（特別抽選結果）が、「
小当たり」の場合、主制御基板４１００は、小当たり遊技を実行する。小当たり遊技では
、主制御基板４１００は、有利遊技状態発生手段４２３２によってアタッカユニット２０
００の開閉部材２００６の開閉を、短時間開閉パターンで複数回（本実施形態では、１５
回）繰り返すようになっている。短時間開閉パターンは、所定短時間（例えば、０．０５
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秒～０．６秒の間経過、或いは、所定個数（例えば、２個）の遊技球が大入賞口２００３
に入賞の何れかの条件が充足すると開閉部材２００６を閉状態とするパターンである。す
なわち、小当たり遊技では、タイミング良く、開閉部材２００６に遊技球が入賞した場合
に、少量（例えば、数個～数十個）の賞球が付与され得るが、実質的には特典としての多
量の賞球は遊技者に付与されない。
【０７６１】
　一方、特別抽選結果が、「大当たりＡ」「大当たりＢ」の場合、主制御基板４１００は
、長開放大当たり遊技を実行する。長開放大当たり遊技では、主制御基板４１００は、有
利遊技状態発生手段４２３２によってアタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開
閉を、長時間開閉パターンで複数回（本実施形態では、１５回）繰り返すようになってい
る。長時間開閉パターンは、開閉部材２００６を閉状態から開状態とした後に、所定長時
間（例えば、２６秒～３３秒）経過、或いは、所定個数（例えば、１０個）の遊技球が大
入賞口２００３に入賞の何れかの条件が充足すると開閉部材２００６を閉状態に戻すパタ
ーンである。長時間開閉パターンにおいて、開閉部材２００６が開状態とされる時間は、
短時間開閉パターンにおいて、開閉部材２００６が開状態とされる時間より十分に長い。
すなわち、長開放大当たり遊技では、特典として多量の賞球（例えば、約１５００個）が
実質的に遊技者に付与される。
【０７６２】
　また、特別抽選結果が、「大当たりＣ」「大当たりＤ」の場合、主制御基板４１００は
、短開放大当たり遊技を実行する。短開放大当たり遊技では、主制御基板４１００は、有
利遊技状態発生手段４２３２によってアタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開
閉を、上述した短時間開閉パターンで複数回（本実施形態では、１５回）繰返すようにな
っている。すなわち、短開放大当たり遊技では、タイミング良く、開閉部材２００６に遊
技球が入賞した場合に、少量（例えば、数個～数十個）の賞球が付与され得るが、実質的
には特典としての多量の賞球は遊技者に付与されない。また、特別抽選結果が、「大当た
りＥ」の場合、主制御基板４１００は、短開放後長開放大当たり遊技を実行する。短開放
後長開放大当たり遊技では、主制御基板４１００は、有利遊技状態発生手段４２３２によ
ってアタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開閉を、上述した短時間開閉パター
ンで複数回（本実施形態では、１５回）繰返した後、上述した長時間開閉パターンで複数
回（本実施形態では、１５回）繰り返すようになっている。すなわち、短開放後長開放大
当たり遊技では、短時間開閉パターンの間は、賞球が実質的に遊技者に付与されないが、
長時間開閉パターンの間は、特典として多量の賞球（例えば、約１５００個）が実質的に
遊技者に付与される。
【０７６３】
　なお、上述した「小当たり」の場合に行われる開閉部材２００６の動作と、「大当たり
Ｃ」及び「大当たりＤ」の場合に行われる開閉部材２００６の動作とは、同一とされ、遊
技者は、特別抽選結果が「小当たり」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」のいずれである
かを開閉部材２００６の開閉動作だけでは判断できない。また、「小当たり」、「大当た
りＣ」及び「大当たりＤ」の場合に行われる開閉部材２００６の動作と、「大当たりＥ」
の場合に行われる開閉部材２００６の短時間開閉パターンでの動作は、同一とされている
。この結果、遊技者は、特別抽選結果が「小当たり」「大当たりＣ」「大当たりＤ」のい
ずれかあるか、「大当たりＥ」であるかを、開閉部材２００６が短時間開閉パターンで動
作している間には判断できない。すなわち、遊技者は、開閉部材２００６が短時間開閉パ
ターンで動作した後、長時間開閉パターンで動作し始めたときに、特別抽選結果が「大当
たりＥ」であることを開閉部材２００６の動作から認識できる。そして、遊技者は、開閉
部材２００６が短時間開閉パターンで動作した後、長時間開閉パターンで動作しないとき
に、特別抽選結果が「小当たり」「大当たりＣ」「大当たりＤ」のいずれかあることを開
閉部材２００６の動作から認識できる。なお、所定ラウンド数の終了後に、「大当たり」
については、大当たり種別に基づいて、抽選条件変更手段４２３６によって乱数判定テー
ブルを高確率時短テーブル等と交換する処理が行われる。なお、上述した「小当たり」の



(174) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

場合に行われる開閉部材２００６の動作と、「大当たりＣ」及び「大当たりＤ」の場合に
行われる開閉部材２００６の動作とは、完全に同一でなくても良いが、遊技者が区別する
ことが困難な程度に近似していることが好ましい。同様に、また、「小当たり」、「大当
たりＣ」及び「大当たりＤ」の場合に行われる開閉部材２００６の動作と、「大当たりＥ
」の場合に行われる開閉部材２００６の短時間開閉パターンでの動作は、完全に同一でな
くても良いが、遊技者が区別することが困難な程度に近似していることが好ましい。
【０７６４】
　この結果、特別抽選結果が「小当たり」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当た
りＥ」である場合に、遊技者に、最も利益の大きい「大当たりＥ」であって欲しいと願い
、「大当たりＥ」でないなら、「大当たりＥ」の次に利益の大きい「大当たりＣ」か「大
当たりＤ」であって欲しいと願いながら、当該変動を見守らせ、その後の変動でのどきど
き感を高めることが、パチンコ機１の一つの遊技性となっている。また、上述のとおり本
実施形態のパチンコ機１では、全ての大当たり遊技の開閉部材２００６の開閉回数（ラウ
ンド数）が同一（１５回）となっているため、規則上ラウンド表示ランプを設ける必要が
ない。ラウンド表示ランプを設けないこととすれば、特別抽選結果が「小当たり」、「大
当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」であるかをより遊技者が識別困難とするこ
とができるので、上述した遊技性を向上させることができる。
【０７６５】
　ところで、本実施形態のパチンコ機１では、特別抽選結果に応じて、機能表示ユニット
６４０の第一特別図柄表示器６４１や第二特別図柄表示器６４２が変動表示される他に、
液晶表示装置１４００においても、特別抽選結果に応じた演出画像が表示されるようにな
っている。具体的には、液晶表示装置１４００において、複数の異なる図柄からなる一連
の図柄列が複数列（例えば、三列）表示された状態で各図柄列の変動表示が開始され、そ
の後に、順次停止表示され、最終的に全ての図柄列が停止表示されると、停止表示された
図柄の組合せによって抽出された特別乱数の判定結果が遊技者側に示唆されるようになっ
ている。つまり、始動入賞による特別抽選結果に応じて、複数の図柄列が変動表示された
後に特別抽選結果を示唆するように停止表示される演出画像が表示されるようになってい
る。なお、第一及び第二特別図柄表示器６４１，６４２の特別図柄よりも、液晶表示装置
１４００に表示される図柄の方が大きく見易いため、一般的に遊技者は液晶表示装置１４
００に表示された図柄に注目することとなる。また、液晶表示装置１４００には、始動入
賞に係る演出表示だけでなく、大当たり遊技中に表示される「大当たり遊技演出画像」も
表示可能とされている。
【０７６６】
　なお、第一特別図柄表示器６４１や第二特別図柄表示器６４２での特別図柄の変動表示
は、主制御基板４１００によって直接制御されるようになっているのに対して（図１８９
を参照）、液晶表示装置１４００での図柄の変動表示は、主制御基板４１００から周辺制
御基板４１４０へ送信される抽選結果に係るコマンドに基づいて周辺制御基板４１４０及
び液晶制御基板４１５０によって制御されるようになっている。これにより、特に遊技者
が注目する液晶表示装置１４００での図柄の変動表示を周辺制御基板４１４０等で制御す
るようにしているので、主制御基板４１００から送信されてくる抽選結果に係る或る一つ
のコマンドに対して、複数の図柄の変動パターンを予め用意して液晶表示装置１４００に
おける図柄の変動パターンをより多くすることができる。また、大当たり遊技中等に表示
される「大当たり遊技演出画像」等も周辺制御基板４１４０等で制御されるようになって
おり、様々なパターンの演出画像が予め用意されている。これにより、主制御基板４１０
０における演算処理の負荷を高めることなく表示される演出画像の表示パターンを増やす
ことができ、遊技者をより楽しませて飽きられ難いパチンコ機１とすることができるよう
になっている。
【０７６７】
　また、周辺制御基板４１４０では、演出画像の制御の他に、抽選結果に係るコマンドに
基づいて、裏ユニット３０００に備えられた可動する各種の装飾体２３３０ｂ，３２０１
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，３３０１，３４０１，３５０１等を適宜作動させると共に、遊技盤４等に備えられた各
種の装飾基板２０２０，３１０４，３２０５，３３０３ｃ，３３３８，３４１４，３５２
４に実装されたＬＥＤを適宜駆動させるようにしており、可動演出や発光演出によって遊
技者を楽しませることができるようになっている。
【０７６８】
　このように、本実施形態のパチンコ機１によると、ステージ２３２１，２３２２上へ遊
技球を放出供給するワープ出口２３１４とは反対側の右端部に転動規制部２３４１を備え
るようにしているので、左右方向へ転動する遊技球の転動端を規制することができ、遊技
球がステージ２３２１，２３２２の右端部よりも外側の右可動装飾体３３０１側へ侵入す
るのを防止することができる。また、遊技球がセンター役物２３００の転動規制部２３４
１を越えた場合、右可動装飾体３３０１の下端部を収容可能な収容部２３４０に侵入球排
出口３１１７を備えるようにしているので、ステージ２３２１，２３２２から逸脱した遊
技球を速やかに排出することができると共に、収容部２３４０内に侵入した遊技球によっ
て右可動装飾体３３０１の可動が阻害されるのを防止することができ、不具合の発生によ
って遊技が中断するのを防止して遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制すること
ができる。
【０７６９】
　また、センター役物２３００における前壁部材２３１０の左側外周に形成されたワープ
入口２３１３へ進入した遊技球が枠内のステージ２３２１，２３２２上へ供給されるよう
にしており、ステージ２３２１，２３２２上を転動する遊技球の動きを楽しむには、前壁
部材２３１０のワープ入口２３１３へ遊技球を進入させる必要があるので、遊技者に対し
てワープ入口２３１３を狙った打ち込み操作をさせることができ、遊技者に目標を与える
ことで遊技に集中させて興趣が低下するのを抑制することができる。
【０７７０】
　また、転動規制部２３４１を挟んでステージ２３２１，２３２２とは反対側に右可動装
飾体３３０１を備えるようにしているので、ステージ２３２１，２３２２の横に備えられ
た右可動装飾体３３０１によって他のパチンコ機よりも見た目のインパクトを高めること
ができ、パチンコ機１の訴求力を高めて遊技者の関心を強く引付けられるパチンコ機１と
することができると共に、ステージ２３２１，２３２２上を転動する遊技球の動きだけで
なく、右可動装飾体３３０１の動きも遊技者に楽しませることができ、遊技者の遊技に対
する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０７７１】
　更に、右可動装飾体３３０１の基端側を収容可能な収容部２３４０の後端を閉鎖する右
装飾体３１０２に侵入球排出口３１１７を形成するようにしており、蓋然的に侵入球排出
口３１１７が遊技者側を向くように開口しているので、ステージ２３２１，２３２２から
遊技球が収容部２３４０内へ侵入しても遊技者側から侵入球排出口３１１７を容易に視認
できることで、逸脱した遊技球が侵入球排出口３１１７から排出されることを自然と認識
させることが可能となり、遊技球が滞ることで発生するであろう不具合に対する遊技者の
不安感を緩和させることができ、安心して遊技を継続させて遊技に対する興趣が低下する
のを抑制することができる。
【０７７２】
　また、収容部２３４０の後端を閉鎖する右装飾体３１０２に侵入球排出口３１１７を備
えるようにしており、ステージ２３２１，２３２２から逸脱した遊技球を遊技者から遠ざ
かる方向へ排出させるようにしているので、侵入球排出口３１１７へ受入れられた遊技球
を遊技者側から見えなくすることが可能となり、遊技球が見えなくなることで遊技者に対
して受入れられた遊技球が遊技に関わることなく排出されることを認識させることができ
、他の遊技球等へ関心を移させて興趣が低下するのを抑制することができる。
【０７７３】
　更に、遊技球がステージ２３２１，２３２２の右端の転動規制部２３４１を越えて収容
部２３４０内へ侵入しても、右可動装飾体３３０１が可動することで収容部２３４０内の
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遊技球が侵入球排出口３１１７へと押圧誘導されるようにしているので、右可動装飾体３
３０１の可動によって収容部２３４０内に侵入した遊技球を自動的に侵入球排出口３１１
７から排出することが可能となり、収容部２３４０内に遊技球が停滞して球詰りが発生す
るのを確実に防止することができ、上述と同様の作用効果を奏することができる。また、
収容部２３４０内の遊技球を右可動装飾体３３０１の可動によって侵入球排出口３１１７
へ誘導排出するようにしているので、転動規制部２３４１を越えて収容部２３４０内へ侵
入した遊技球が、右可動装飾体３３０１の可動の妨げとなることを確実に防止することが
でき、問題なく遊技者に右可動装飾体３３０１の可動演出を楽しませて、遊技に対する興
趣が低下するのを抑制することができる。
【０７７４】
　また、転動規制部２３４１の高さを、ステージ２３２１，２３２２の転動面から遊技球
の外形寸法に対して約５倍の高さとすると共に、上方へ向かうに従ってステージ２３２１
，２３２２の中央側へ倒れるように傾斜させるようにしているので、ステージ２３２１，
２３２２における左側の端部のワープ出口２３１４からステージ２３２１，２３２２上へ
供給（放出）された遊技球が、反対側の右側の端部に配置された転動規制部２３４１へ勢
い良く当接しても、転動規制部２３４１を乗り越えるのを確実に防止することができ、ス
テージ２３２１，２３２２から遊技球が逸脱して遊技に関わらなくなるのを確実に回避さ
せることができると共に、逸脱することで遊技者が損した気分となるのを防止して遊技に
対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０７７５】
　更に、センター役物２３００におけるステージ２３２１，２３２２上に供給された遊技
球が、転動規制部２３４１を越えてステージ２３２１，２３２２とは反対側へ侵入して侵
入球排出口３１１７へ受入れられると、裏箱６２１に形成された侵入球排出通路６２１ｊ
を通ってアウト口６０６の後側へ誘導され、アウト口６０６へ受入れられた遊技球と合流
して排出するようにしているので、ステージ２３２１，２３２２から逸脱した遊技球を排
出された遊技球としてカウントすることが可能となり、遊技者が打ち込んだ遊技球の数と
排出された遊技球の数との間に不整合（不具合）が生じるのを防止することができ、不具
合の発生により遊技が中断して遊技者の興趣を低下させてしまうのを抑制することができ
る。
【０７７６】
　また、液晶表示装置１４００を支持する裏箱６２１に、侵入球排出口３１１７に受入れ
られた遊技球をアウト口６０６の後側へ誘導する侵入球排出通路６２１ｊを形成するよう
にしているので、侵入球排出経路６２１ｊを別部材で構成するようにした場合と比較して
、部品点数を少なくすることができ、パチンコ機１に係るコストを低減させることができ
る。
【０７７７】
　更に、本実施形態のパチンコ機１によると、液晶表示装置１４００よりも上側に配置さ
れた可動装飾体２３３０ｂ，３２０３，３４０１，３５０１を駆動する駆動モータ２３３
３，３２４４，３４０４，３５０４を遊技パネル６００の後側で裏箱６２１の駆動モータ
収容部６２１ｋによって覆うと共に、駆動モータ収容部６２１ｋ内の空気を排気ファン３
１１２によって強制的に換気するようにしているので、駆動モータ２３３３，３２４４，
３４０４，３５０４で発生した熱を直ちにパチンコ機１外へ排出することができ、パチン
コ機１内で熱が篭って合成樹脂や半田が溶融したり、制御用の各種電子部品（例えば、Ｃ
ＰＵ、ＭＰＵ、ＩＣ、トランジスタ、抵抗器、コンデンサ、センサ、リレー、等）が誤作
動したりして不具合が発生するのを防止することができる。従って、複数の可動装飾体２
３３０ｂ，３２０３，３４０１，３５０１を備えることで熱源となる駆動モータ２３３３
，３２４４，３４０４，３５０４が増加して発熱量が多くなっても、駆動モータ２３３３
，３２４４，３４０４，３５０４からの熱を速やかに排出してパチンコ機１内の温度が上
昇するのを抑制することができるので、パチンコ機１に複数の可動装飾体２３３０ｂ，３
２０３，３４０１，３５０１を、問題なく備えることが可能となり、よりインパクトの高
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いパチンコ機１とすることができ、遊技者の関心を強く引付けて遊技者の興趣が低下する
のを抑制することができる。
【０７７８】
　また、上述したように、パチンコ機１に複数の可動装飾体２３３０ｂ，３２０３，３４
０１，３５０１等を問題なく備えるようにすることができるので、複数の可動装飾体２３
３０ｂ，３２０３，３４０１，３５０１等によって、パチンコ機１の見た目のインパクト
を高めることが可能となり、同種のパチンコ機に対してより差別化することができ、遊技
者の関心を強く引付けられるパチンコ機１とすることができると共に、遊技するパチンコ
機として本パチンコ機１を選択させ易くすることができ、本パチンコ機１を楽しませて遊
技者の興趣が低下するのを抑制することができる。
【０７７９】
　また、排気ファン３１１２によって駆動モータ２３３３，３２４４，３４０４，３５０
４を収容した裏箱６２１の駆動モータ収容部６２１ｋ内の空気を強制的に換気するように
しており、駆動モータ収容部６２１ｋ内では空気の流れが発生し、その空気の流れによっ
て駆動モータ２３３３，３２４４，３４０４，３５０４を冷却することができるので、駆
動モータ２３３３，３２４４，３４０４，３５０４の過熱によって駆動モータ２３３３，
３２４４，３４０４，３５０４に不具合が発生したり電気抵抗の増加により消費電力が増
加したりするのを防止することができ、駆動モータ２３３３，３２４４，３４０４，３５
０４を確実に作動させて可動装飾体２３３０ｂ，３２０３，３４０１，３５０１を可動さ
せることができると共に、可動装飾体２３３０ｂ，３２０３，３４０１，３５０１の可動
演出によって、遊技者を楽しませることができ、遊技者の遊技に対する興趣が低下するの
を抑制することができる。
【０７８０】
　更に、熱源となる可動装飾体２３３０ｂ，３２０３，３４０１，３５０１の駆動モータ
２３３３，３２４４，３４０４，３５０４を駆動モータ収容部６２１ｋ内に収容するよう
にしているので、駆動モータ２３３３，３２４４，３４０４，３５０４からの熱が、遊技
を制御するための主制御基板４１００や、可動装飾体２３３０ｂ，３２０３，３４０１，
３５０１や発光装飾体等を制御する周辺制御基板４１４０、或いは、所定の演出画像を表
示可能な液晶表示装置１４００等に伝わって、それらによる制御が不安定となるのを防止
することが可能となり、パチンコ機１を最適な状態に維持することができ、本パチンコ機
１による遊技を確実に楽しませて遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制すること
ができる。
【０７８１】
　また、遊技パネル６００の後側に取付けられる裏箱６２１に駆動モータ収容部６２１ｋ
を備えるようにしているので、排気ファン３１１２によって駆動モータ収容部６２１ｋ内
の空気を遊技パネル６００（パチンコ機１）の後側、つまり、パチンコ機１を設置する遊
技ホールにおける島設備内へ排気することが可能となり、駆動モータ収容部６２１ｋ内の
排熱が遊技者に当たって不快感を与えてしまうのを防止することができ、遊技者の興趣が
低下するのを抑制することができる。
【０７８２】
　更に、遊技パネル６００の後側に取付けられ後側に液晶表示装置１４００を脱着可能に
支持する裏箱６２１に、駆動モータ収容部６２１ｋを形成すると共に排気ファン３１１２
を支持させるようにしているので、駆動モータ収容部６２１ｋを別途形成して遊技パネル
６００に取付ける必要がなく、駆動モータ収容部６２１ｋに係る部品点数等の構成を簡略
化することができ、組立てに係る手間を簡略化することができると共に、パチンコ機１に
係るコストが増加するのを抑制することができる。
【０７８３】
　また、裏箱６２１の駆動モータ収容部６２１ｋを所定長さに形成すると共に一方の端部
に換気口６２１ｌを備えるようにしているので、排気ファン３１１２によって端部に備え
られた換気口６２１ｌから駆動モータ収容部６２１ｋ内の空気を排気することができるの



(178) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

で、駆動モータ収容部６２１ｋ内の空気全体を流動させることができ、駆動モータ収容部
６２１ｋ内に収容された駆動モータ２３３３，３２４４，３４０４，３５０４等からの熱
を確実に換気することができる。
【０７８４】
　更に、裏箱６２１の開口６２１ｃ（液晶表示装置１４００）よりも上側に配置された駆
動モータ２３３３，３２４４，３４０４，３５０４を駆動モータ収容部６２１ｋで覆うよ
うにしている、つまり、駆動モータ収容部６２１ｋを裏箱６２１（遊技パネル６００）の
上部付近に形成するようにしているので、排気ファン３１１２によって駆動モータ収容部
６２１ｋ内の空気を換気する際に、パチンコ機１の上部へ上昇してくる他の熱源からの熱
や液晶表示装置１４００からの熱の少なくとも一部を一緒に排気することができ、パチン
コ機１内に熱が篭るのを抑制することができると共に、温度の上昇によりパチンコ機１に
不具合が発生して遊技が中断してしまうのを防止することができ、遊技者に不快感を与え
て興趣が低下してしまうのを抑制することができる。
【０７８５】
　また、裏箱６２１の駆動モータ収容部６２１ｋにおける換気口６２１ｌを下方へ向かっ
て開口するようにしているので、換気口６２１ｌを上方へ向かって開口させるようにした
場合と比較して、パチンコ機１の後側において（遊技ホールにおける島設備内で）上側か
ら落下してきた埃やゴミ等が換気口６２１ｌを通って駆動モータ収容部６２１ｋ内へ侵入
する可能性を可及的に低減させることができ、埃などが駆動モータ収容部６２１ｋ内へ侵
入することで不具合が発生するのを防止することができる。また、換気口６２１ｌを下方
へ開口するようにしており、その換気口６２１ｌから駆動モータ収容部６２１ｋ内の空気
が下方へ排気されるので、換気口６２１ｌを後方へ開口するようにした場合と比較して、
遊技ホールの島設備において背向配置された他のパチンコ機へ向かって排熱を送ってしま
うのを防止することができ、他のパチンコ機に不具合を発生させてしまうのを防止するこ
とができる。
【０７８６】
　また、換気口６２１ｌを下方へ向かって開口するようにしているので、裏箱６２１にお
ける駆動モータ収容部６２１ｋを、一般的なパチンコ機の上部に備えられた入賞口等への
遊技球の受入れによって払出される遊技球を貯留するための賞球タンク７２０等と可及的
に接近する位置に配置しても、賞球タンク７２０等によって換気口６２１ｌが閉鎖されて
しまうのを回避させることができ、換気口６２１ｌを介して駆動モータ収容部６２１ｋ内
の空気を確実に換気することができると共に、駆動モータ収容部６２１ｋを開口６２１ｃ
（液晶表示装置１４００）の上側に配置することができ、上述と同様の作用効果を奏する
ことができる。
【０７８７】
　また、排気ファン３１１２をシロッコファンとしており、吸気軸と排気軸とが略直交し
ているので、吸気軸を遊技パネル６００に略沿うように配置することで、排気軸をパチン
コ機の下方向へ容易に配置することができ、排気ファン３１１２に係る構成を小型・簡略
化することができる。また、プロペラファンと比較してシロッコファンは静圧がかかって
も送風量が変化し難いので、本実施形態のように換気口６２１ｋを一つとしても、駆動モ
ータ収容部６２１ｋ内の空気を確実に換気することができ、上述した作用効果を確実に奏
するものとすることができる。
【０７８８】
　更に、本実施形態のパチンコ機１によると、センター役物２３００の枠外で液晶表示装
置１４００の左外側から、左可動装飾体３２０１が右方向へ移動して液晶表示装置１４０
０の前面へ位置した後に、左可動装飾体３２０１の主装飾体３２０２から副装飾体３２０
３が上方向へ移動すると共に、主装飾体３２０２と副装飾体３２０３との間に開口窓３２
０４が開くような可動演出をすることができるので、遊技者に対して二段階に可動する左
可動装飾体３２０１の可動演出を見せることができ、従来のパチンコ機では見ることので
きなかった可動装飾体の動きによって遊技者を楽しませることができると共に、左可動装
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飾体３２０１の主装飾体３２０２及び副装飾体３２０３により飽き難くい可動演出をする
ことができ、遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０７８９】
　また、液晶表示装置１４００の前面へ左側より出現する左可動装飾体３２０１の主装飾
体３２０２から更に副装飾体３２０３が上方向へスライド移動するようにしているので、
副装飾体３２０３がスライド移動することで主装飾体３２０２と副装飾体３２０３とを合
せた大きさをより大きくすることができると共に、左可動装飾体３２０１が大きくなるこ
とで遊技者に対して「何か良いことが起こるのでは？」と思わせて遊技に対する期待感を
高めることができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣が低下するのを抑制することが
できる。更に、液晶表示装置１４００の前面へ出現した主装飾体３２０２から副装飾体３
２０３がスライド移動すると、上述したように、可動する左可動装飾体３２０１全体が大
きくなるので、遊技者を驚かせることができ、遊技者の関心を左可動装飾体３２０１に強
く引付けて遊技に対する関心が低下するのを抑制することができると共に、大きくなるこ
とで左可動装飾体３２０１を目立たせることができ、他のパチンコ機に対して差別化して
遊技するパチンコ機として本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。
【０７９０】
　また、左可動装飾体３２０１における副装飾体３２０３を、主装飾体３２０２がセンタ
ー役物２３００の枠内で液晶表示装置１４００の前面へ移動した時に、上下方向へ移動可
能とするようにしており、主装飾体３２０２がセンター役物２３００の枠内へ移動するこ
とで主装飾体３２０２及び副装飾体３２０３を遊技者から充分に視認できるようにした上
で、副装飾体３２０３を移動させるようにしているので、遊技者に対して主装飾体３２０
２と副装飾体３２０３の動きを確実に視認させることができ、主装飾体３２０２及び副装
飾体３２０３による可動演出を確実に楽しませて遊技に対する興趣が低下するのを抑制す
ることができる。また、主装飾体３２０２が移動してから副装飾体３２０３を移動させる
ようにしているので、左可動装飾体３２０１による可動演出として、主装飾体３２０２の
みが可動するパターンと主装飾体３２０２が可動した後に副装飾体３２０３が可動するパ
ターンの二つの可動パターンとすることができ、多様な可動パターンによって遊技者を飽
き難くすることができる。
【０７９１】
　更に、左可動装飾体３２０１における主装飾体３２０２を左右方向へ移動させる左横行
ユニット３２１０を、その移動方向とは直角方向である液晶表示装置１４００の下側に配
置すると共に、副装飾体３２０３を上下方向へ移動させる左昇降ユニット３２４０を、液
晶表示装置１４００を挟んで左横行ユニット３２１０とは反対側に配置するようにしてお
り、換言すると、左横行ユニット３２１０を左右方向の長さが長いスペースに配置すると
共に、左昇降ユニット３２４０を主装飾体３２０２の外部に配置するようにしているので
、左右方向へ移動する主装飾体３２０２の移動範囲を可及的に広く（長く）することがで
き、大きく動く主装飾体３２０２によって遊技者の関心を強く引付けることができる。ま
た、主装飾体３２０２の外部から左昇降ユニット３２４０によって副装飾体３２０３を移
動させるようにしているので、左昇降ユニット３２４０の大きさが主装飾体３２０２によ
って制約されるのを回避させることができ、副装飾体３２０３の移動範囲を可及的に広く
して遊技者を楽しませることができると共に、左横行ユニット３２１０によって移動させ
る主装飾体３２０２等の左可動装飾体３２０１重量が増加するのを抑制することができ、
左横行ユニット３２１０に係る負荷を軽減させて耐久性が低下するのを防止することがで
きる。
【０７９２】
　また、左可動装飾体ユニット３２００の左横行ユニット３２１０と左昇降ユニット３２
４０を、液晶表示装置１４００を挟んで上下両側に配置するようにしているので、左横行
ユニット３２１０と左昇降ユニット３２４０とが互いにスペース的に干渉するのを回避さ
せることが可能となり、左横行ユニット３２１０と左昇降ユニット３２４０とを確実に配
置することができ、左横行ユニット３２１０及び左昇降ユニット３２４０によって主装飾
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体３２０２及び副装飾体３２０３を夫々移動させることで上述した可動演出が可能な主装
飾体３２０２及び副装飾体３２０３を確実に具現化することができる。
【０７９３】
　更に、液晶表示装置１４００に沿ったスペースを必要な左横行ユニット３２１０を液晶
表示装置１４００の下側に配置すると共に、液晶表示装置１４００から外側へ広がるスペ
ースが必要な左昇降ユニット３２４０を液晶表示装置１４００の上側に配置するようにし
ており、比較的空きスペースの少ない液晶表示装置１４００の下側に横長の左横行ユニッ
ト３２１０が配置されると共に、比較的空きスペースの多い液晶表示装置１４００の上側
に縦長の左昇降ユニット３２４０が配置されることとなるので、左横行ユニット３２１０
及び左昇降ユニット３２４０の設置スペース（配置スペース）を確保し易くすることが可
能となり、左横行ユニット３２１０及び左昇降ユニット３２４０を配置して主装飾体３２
０２及び副装飾体３２０３を確実に可動（移動）させることができ、上述した作用効果を
奏するパチンコ機１とすることができる。
【０７９４】
　また、左可動装飾体３２０１における主装飾体３２０２から副装飾体３２０３が上方向
へスライド移動すると、主装飾体３２０２と副装飾体３２０３との間に後側に配置された
液晶表示装置１４００が遊技者側から見えるような開口窓３２０４が形成されるようにし
ているので、その開口窓３２０４を通して主装飾体３２０２や副装飾体３２０３によって
一部が遮られた演出画像を視認することができ、遊技者が主装飾体３２０２等によって隠
された演出画像を認識することで、遊技に対する期待感を高めることが可能となり、遊技
者を楽しませて興趣が低下するのを抑制することができる。また、液晶表示装置１４００
における主装飾体３２０２と副装飾体３２０３とで形成される開口窓３２０４と対応する
位置に、所定の演出画像を表示させるようにしても良く、これにより、遊技者に対してあ
たかも開口窓３２０４に演出画像が表示されているように錯覚させることができるので、
開口窓３２０４に表示される演出画像を楽しませることができると共に、副装飾体３２０
３がスライド移動して開口窓３２０４が形成された時（開口窓３２０４が開いた時）に、
どのような演出画像が表示されるのかで遊技者をワクワクさせることができ、遊技者の期
待感を高めて遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０７９５】
　更に、左横行ユニット３２１０における主装飾体駆動モータ３２２０によってピニオン
ギア３２１８を所定方向へ回転駆動させると、ピニオンギア３２１８と噛合するラックギ
ア３２１６ａを有したスライドラック３２１６がレール部材３２１４に案内されて左右方
向へスライド移動すると同時に、スライドラック３２１６に固定された主装飾体ステー３
２２２を介して主装飾体３２０２が左右方向へ移動することとなるので、主装飾体３２０
２を確実に左右方向へ移動させることができ、上述した作用効果を確実に奏することがで
きる。また、主装飾体駆動モータ３２２０を、主装飾体移動ベース３２１２に対して液晶
表示装置１４００から遠ざかった側に固定するようにしているので、主装飾体駆動モータ
３２２０が液晶表示装置１４００の前面に位置して見栄えが悪くなるのを防止することが
できる。
【０７９６】
　また、主装飾体ステー３２２２におけるスライドラック３２１６に固定される側とは反
対側の延出端（上端）を延出端案内部材３２２４によって案内支持するようにしており、
主装飾体ステー３２２２の両端をスライドラック３２１６及び延出端案内部材３２２４に
よって支持することができるので、主装飾体３２０２（スライドラック３２１６）を移動
させることで主装飾体ステー３２２２に振動や慣性力が作用しても、主装飾体ステー３２
２２が撓るのを防止することが可能となり、主装飾体ステー３２２２に連結支持された主
装飾体３２０２が振動したり傾いたりするのを防止することができ、主装飾体３２０２が
不自然な挙動をすることで遊技者に不信感や不安感等を抱かせてしまうのを回避させるこ
とができると共に、移動する主装飾体３２０２の動きを楽しませて遊技に対する興趣が低
下するのを抑制することができる。
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【０７９７】
　更に、左昇降ユニット３２４０における副装飾体駆動モータ３２４４によって駆動ギア
３２４６を所定方向へ回転させると、駆動ギア３２４６の外周のギア歯と噛合する従動ギ
ア３２４８が駆動ギア３２４６とは逆方向ながら駆動ギア３２４６と同速度で回転するこ
とで、従動ギア３２４８の第二作用軸３２４８ａが、上下方向の位置が駆動ギア３２４６
の第一作用軸３２４６ａの位置と略同じ位置となるように同調しながら公転すると共に、
第二作用３２４８ａ軸と第一作用軸３２４６ａとが夫々スライド部材３２５０の第二移動
スリット３２５０ｂと第一移動スリット３２５０ａ内を左右方向へ摺動すると同時に、副
装飾体移動ベース３２４２によって上下方向へスライド可能に支持されたスライド部材３
２５０が上下方向へとスライドすることとなり、スライド部材３２５０に連結された副装
飾体３２０３がスライド部材３２５０と共に上下方向へ移動することとなるので、副装飾
体３２０３を確実に上下方向へスライド移動させることができ、上述した作用効果を確実
に奏することができる。また、スライド部材３２５０を第一作用軸３２４６ａと第二作用
軸３２４８ａの二つの作用軸で上下方向へスライドさせるようにしているので、一つの作
用軸でスライドさせるようにした場合と比較して、スライド部材３２５０を傾き難くする
ことが可能となり、スライド部材３２５０つまり副装飾体３２０３を上下方向へスムーズ
に移動させることができ、移動する際に副装飾体３２０３がガタ付くことで遊技者に対し
て違和感を与えてしまい遊技に対する興趣を低下させてしまうのを抑制することができる
。
【０７９８】
　また、センター役物２３００の枠内に、遊技領域６０５内へ打ち込まれた遊技球が供給
されることでその遊技球を左右方向へ転動させた後に再び遊技領域６０５内へ還流させる
ステージ部材２３２０を備えるようにすると共に、ステージ部材２３２０によって主装飾
体３２０２を移動させる左横行ユニット３２１０の少なくとも一部を遊技者側から視認不
能に覆うようにしており、遊技領域６０５内へ打ち込まれた遊技球がセンター役物２３０
０の枠内におけるステージ２３２１，２３２２に供給されると、遊技球がステージ２３２
１，２３２２上を左右方向へ転動した上で、再び遊技領域６０５内へ還流させられるので
、ステージ２３２１，２３２２上を転動する遊技球によってパチンコ機１本来の遊技球の
動きを楽しむ遊技を遊技者に提示することができ、遊技球の動きを楽しませて遊技に対す
る興趣が低下するのを抑制することができる。また、左横行ユニット３２１０の少なくと
も一部をセンター役物２３００のステージ２３２１，２３２２によって被覆するようにし
ているので、主装飾体３２０２を移動させる左横行ユニット３２１０の存在を遊技者に対
して認識し難くすることができ、パチンコ機の見栄えを良くして遊技者の関心を引付ける
ことが可能なパチンコ機１とすることができる。
【０７９９】
　更に、本実施形態のパチンコ機１によると、先端側が液晶表示装置１４００の右側周辺
付近と前面との間で回動するように基端側が液晶表示装置１４００の下辺の下側で軸支さ
れ長手方向へ伸縮可能とされた右可動装飾体３３０１と、右可動装飾体３３０１の基端側
に対して液晶表示装置１４００を挟んで反対側の上辺付近に液晶表示装置１４００よりも
外側と前面との間で移動可能とされ前面に位置した時に、伸長した右可動装飾体３３０１
の先端を被覆可能な上部左可動装飾体３４０１とを備えるようにしており、右可動装飾体
３３０１が液晶表示装置１４００の右側周辺付近から前面側へ回動した上で伸長すると、
右可動装飾体３３０１の先端が上部左可動装飾体３４０１によって被覆されるので、液晶
表示装置１４００の前面へ回動した上で伸長すると先端が上部左可動装飾体３４０１と合
体するような右可動装飾体３３０１の動きを楽しませることができると共に、右可動装飾
体３３０１による、回動、伸縮、上部左可動装飾体３４０１との協働による先端の被覆、
及び上部左可動装飾体３４０１の昇降移動、の少なくとも四つの動作を適宜組合わせるこ
とで、右可動装飾体３３０１や上部左可動装飾体３４０１による可動演出の種類をより多
様化することができ、可動演出を飽き難くして遊技者の遊技に対する興趣が低下するのを
抑制することができる。
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【０８００】
　また、右可動装飾体３３０１が伸長してその先端を上部左可動装飾体３４０１によって
被覆することができるようにしているので、右可動装飾体３３０１が伸長することで右可
動装飾体３３０１と上部左可動装飾体３４０１とが合体して一つの大きな装飾体を構成す
ることができ、大きな装飾体の出現によって遊技者を驚かせることができると共に、大き
な装飾体によってパチンコ機１の見た目のインパクトを高めることができ、遊技者の関心
を強く引き付けられるパチンコ機１とすることができる。また、右可動装飾体３３０１と
上部左可動装飾体３４０１とが合体するので、遊技者に対して「何か良いことが起きるの
ではないか？」と思わせることができ、遊技に対する期待感を高めて興趣が低下するのを
抑制することができる。
【０８０１】
　また、上述したように、右可動装飾体３３０１が液晶表示装置１４００の前面へ回動し
た上で伸長すると先端が上部左可動装飾体３４０１に被覆されて、合体したようなインパ
クトのある期待感を高められる状態となるので、遊技者に対して、まず、右可動装飾体３
３０１の先端側が液晶表示装置１４００の前面へ回動するか否かによってドキドキさせる
ことができ、続いて、右可動装飾体３３０１が回動した後に伸長するか否かによってもド
キドキさせることができる上に、更に、伸長した右可動装飾体３３０１の先端が上部左可
動装飾体３４０１によって被覆されるか否かによってハラハラさせることが可能となり、
右可動装飾体３３０１の可動演出に対して遊技者の意識を集中させて固唾を呑むように注
目させることができ、飽き難くして遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができ
る。
【０８０２】
　更に、伸長した右可動装飾体３３０１の先端を被覆可能な上部左可動装飾体３４０１を
、液晶表示装置１４００を挟んで右可動装飾体３３０１における基端側とは反対側に配置
するようにしているので、右可動装飾体３３０１が伸長して先端が上部左可動装飾体３４
０１によって被覆されると、右可動装飾体３３０１及び上部左可動装飾体３４０１によっ
て液晶表示装置１４００の前面が二つに分断されたような状態となり、これまでの可動装
飾体では見られなかったような可動演出を遊技者に見せることができ、遊技者を楽しませ
て遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。また、右可動装飾体３３０１
及び上部左可動装飾体３４０１によって分断される液晶表示装置１４００の表示画面に、
分断と関係した演出画像（例えば、伸長する右可動装飾体３３０１によって所定のアイテ
ムやキャラクタ等が破壊されるような演出画像、右可動装飾体３３０１等の両側に夫々異
なる演出画像）を表示させるようにしても良く、これにより、右可動装飾体３３０１の可
動演出だけでなく、液晶表示装置１４００による画像演出も楽しませることができるので
、より多様な演出を提示することで飽き難いパチンコ機１とすることができ、遊技者の遊
技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０８０３】
　また、右可動装飾体３３０１を液晶表示装置１４００の右側周辺付近と前面との間で回
動可能とするようにしていると共に、上部左可動装飾体３４０１を液晶表示装置１４００
の外側と前面との間で昇降移動可能としているので、可動演出しない時には右可動装飾体
３３０１や上部左可動装飾体３４０１を液晶表示装置１４００の右側周辺付近や上側に位
置させることで、右可動装飾体３３０１や上部左可動装飾体３４０１によって液晶表示装
置１４００に表示された演出画像が遮られるのを可及的に少なくすることが可能となり、
遊技者側から演出画像を見易くすることができ、演出画像を楽しませて遊技に対する興趣
が低下するのを抑制することができる。
【０８０４】
　更に、右可動装飾体３３０１と上部左可動装飾体３４０１とが液晶表示装置１４００を
挟むように配置された上で、遊技状態に応じて上部左可動装飾体３４０１が液晶表示装置
１４００の前面へ移動すると共に、右可動装飾体３３０１が液晶表示装置１４００の前面
へ回動して伸長することで上部左可動装飾体３４０１と合体するようなこれまでのパチン
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コ機にない動きをする右可動装飾体３３０１及び上部左可動装飾体３４０１を備えている
ので、可動する右可動装飾体３３０１や上部左可動装飾体３４０１によって遊技者の関心
を強く引き付けることが可能となり、他のパチンコ機に対して大きく差別化することがで
き、遊技するパチンコ機として本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。
【０８０５】
　また、右可動装飾体３３０１を正面視で液晶表示装置１４００の右側周辺付近と前面と
の間で回動可能としているので、右可動装飾体３３０１の伸長方向に上部左可動装飾体３
４０１が存在しない位置で回動を停止させて右可動装飾体３３０１を伸長させるようにし
ても良く、これにより、回動する右可動装飾体３３０１が、その先端が上部左可動装飾体
３４０１によって被覆される位置まで回動するか否かで遊技者に期待感を抱かせることが
可能となり、上部左可動装飾体３４０１との合体だけでなく右可動装飾体３３０１の動き
そのものも楽しませて、飽き難いパチンコ機１とすることができる。
【０８０６】
　更に、上部左可動装飾体３４０が液晶表示装置１４００の正面視で前面へ下降移動する
と、右可動装飾体３３０１の先端を被覆することができるようにしているので、右可動装
飾体３３０１が回動或いは伸長するよりも先に、上部左可動装飾体３４０１を液晶表示装
置１４００の前面へ移動させることで、右可動装飾体３３０１が回動した後に伸長して先
端が被覆されるのではないかと思わせることが可能となり、遊技者の関心を右可動装飾体
３３０１に引付けることができ、遊技者の可動演出に対する期待感を高めて興趣が低下す
るのを抑制することができる。
【０８０７】
　また、右可動装飾体３３０１の先端に長手方向へ進退可能に突出すると共に前進方向へ
付勢された先端部材３３０４と、先端部材３３０４の進退によって可動する可動装飾部３
３０５とを備えた上で、上部左可動装飾体３４０１に、先端部材３３０４の先端と当接す
ることで右可動装飾体３３０１の伸長を規制する伸長規制部材３４０１ｃを備えるように
しており、右可動装飾体３３０１が伸長して先端部材３３０４の先端が、上部左可動装飾
体３４０１に被覆された上で先端規制部材３４０１ｃに当接すると、右可動装飾体３３０
１が伸長方向（長手方向の前進方向）へ更に伸長するのを規制され、その状態で右装飾体
伸縮ユニット３３４０によって右可動装飾体３３０１を更に伸長させようとすると、先端
部材３３０４が付勢力に抗して右装飾体本体３３０３内へと没入するように後退すると共
に、先端部材３３０４の後退に伴って可動装飾部３３０５が可動するような可動演出を行
うことができるので、右可動装飾体３３０１の可動演出を更に多様化することができると
共に可動装飾部３３０５等の可動によって遊技者を楽しませることができ、従来のパチン
コ機よりも飽き難いパチンコ機１とすることができると共に、より見た目のインパクトが
高く遊技者の関心を強く引付けられるパチンコ機１とすることができる。
【０８０８】
　また、右可動装飾体３３０１における先端部材３３０４の先端を上部左可動装飾体３４
０１の伸長規制部材３４０１ｃに当接させた状態で、右装飾体伸縮ユニット３３４０によ
って先端部材３３０４が右装飾体本体３３０３に対して進退を繰返すように長手方向へス
ライドさせるようにすることができるので、これにより、右可動装飾体３３０１と上部左
可動装飾体３４０１とが合体した状態で可動装飾部３３０５が繰返し可動をするような可
動演出を遊技者に見せることができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣が低下するの
を抑制することができる。
【０８０９】
　また、先端部材３３０４の先端と当接する伸長規制部材３４０１ｃを、低反発部材や衝
撃吸収部材等で構成するようにしており、先端部材３３０４の先端が勢良く伸長規制部材
３４０１ｃに当接しても、その当接による衝撃を伸長規制部材３４０１ｃ側で吸収するこ
とができるので、先端部材３３０４が破損するのを防止することができ、パチンコ機１の
耐久性を高めることができると共に、先端部材３３０４が破損して遊技が中断してしまう
のを防止することができ、遊技の中断によって遊技者の興趣が低下するのを抑制すること
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ができる。
【０８１０】
　更に、右可動装飾体３３０１における可動装飾部３３０５を、二つの棹部材３３０５ｂ
，３３０５ｃを回転可能に連結した構成とすると同時に、その自由端（両端）を夫々右装
飾体本体３３０３と先端部材３３０４に回動可能に支持させるようにしているので、先端
部材３３０４が右装飾体本体３３０３に対して進退するように移動して先端部材３３０４
と右装飾体本体３３０３との相対位置が変化すると、両端が夫々に回動可能に支持された
可動装飾部３３０５がリンクの作用により夫々の支持部が回動し、可動装飾部３３０５全
体の形状（形態）がパンタグラフのように変化することとなり、可動する可動装飾部３３
０５を具現化することができ、上述した作用効果を確実に奏することができる。
【０８１１】
　また、上部左可動装飾体３４０１に、伸長してきた右可動装飾体３３０１の先端を所定
位置へ案内するテーパ状の案内部３４０１ｂを備えるようにしており、テーパ状の案内部
３４０１ｂによって伸長してきた右可動装飾体３３０１の先端を所定位置へ案内すること
ができるので、喩えズレた状態で右可動装飾体３３０１が伸長しても、伸長して合体した
右可動装飾体３３０１と上部左可動装飾体３４０１との位置関係を最適な状態とすること
が可能となり、右可動装飾体３３０１の先端が上部左可動装飾体３４０１によって被覆さ
れた時（合体した時）の見栄えを向上させることができ、遊技者に見栄えの違和感を与え
てしまうのを防止して遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０８１２】
　更に、右可動装飾体３３０１を、その先端が液晶表示装置１４００を越えて伸長するよ
うにした上で、右可動装飾体３３０１の先端側に進退可能な先端部材３３０４を備えるよ
うにすると共に、液晶表示装置１４００の前面へ移動、つまり、右可動装飾体３３０１の
最大伸長よりも短い位置へ移動した上部左可動装飾体３４０１に右可動装飾体３３０１の
伸長を規制する伸長規制部材３４０１ｃを備えるようにしているので、右可動装飾体３３
０１の先端が伸長規制部材３４０１ｃに当接した状態で更に右装飾体伸長ユニット３３４
０によって伸長方向へ駆動すると、先端部材３３０４が相対的に後退するような動きをす
ることとなり、先端部材３３０４の動きを楽しませることができると共に、右可動装飾体
３３０１における長手方向の可動パターンをより多様化することができ、可動演出を飽き
難くして遊技者の興趣が低下するのを抑制することができる。
【０８１３】
　また、上部左可動装飾体３４０１を、遊技パネル６００と液晶表示装置１４００との間
に配置しており、上部左可動装飾体３４０１の配置された遊技パネル６００と液晶表示装
置１４００との間へ向かって右可動装飾体３３０１の先端が伸長することとなるので、伸
長した右可動装飾体３３０１の先端が遊技パネル６００や液晶表示装置１４００等に当接
したり接触したりするのを回避させることができ、右可動装飾体３３０１等が破損して不
具合が発生するのを防止することができると共に、右可動装飾体３３０１をスムーズに伸
長させることができる。また、上部左可動装飾体３４０１を不透明な遊技パネル６００と
液晶表示装置１４００との間に配置すると共に、上部左可動装飾体３４０１を正面視で液
晶表示装置１４００の外側と前面との間で移動可能とするようにしており、上部左可動装
飾体３４０１を遊技パネル６００の開口部６００ｅから臨む液晶表示装置１４００の外側
へ移動させると、上部左可動装飾体３４０１が遊技パネル６００の開口部６００ｅの外側
へと移動して遊技者側から視認不能となるので、上部左可動装飾体３４０１を出没させる
ことができ、上部左可動装飾体３４０１の出現によって遊技者の遊技に対する期待感を高
めることが可能となり、遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０８１４】
　更に、本実施形態のパチンコ機１によると、遊技状態に応じて右可動装飾体ユニット３
３００の右可動装飾体３３０１における液晶表示装置１４００の下側に配置された基端側
が回動軸３３０２ａを中心に回動して略全体が液晶表示装置１４００の前面に位置した上
で、右可動装飾体３３０１の右装飾体本体３３０３が液晶表示装置１４００の前面を斜め
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に縦断するように上方へ向かって伸長するので、従来のパチンコ機の可動装飾体とは全く
異なる複雑な動きをすることができ、右可動装飾体３３０１の動きによって遊技者を驚か
せて右可動装飾体３３０１に注目させることができると共に、右可動装飾体３３０１が回
動して伸縮するので、右可動装飾体３３０１の動きの種類（可動パターン）を多様化する
ことができ、右可動装飾体３３０１の動きを飽き難くして遊技者の遊技に対する興趣が低
下するのを抑制することができる。
【０８１５】
　また、右装飾体中装飾基板３３０３ｃや右装飾体下装飾基板３３３８によって右可動装
飾体３３０１を発光装飾させることができるので、右可動装飾体３３０１の可動演出だけ
でなく発光演出も遊技者に見せることが可能となり、右可動装飾体３３０１による演出パ
ターンの種類をより多くすることができ、遊技者を楽しませて遊技に対する興趣が低下す
るのを抑制することができると共に、右可動装飾体３３０１をより目立たせることができ
、遊技者の関心を強く引き付けることが可能な右可動装飾体３３０１（パチンコ機１）と
することができる。
【０８１６】
　また、右可動装飾体３３０１が液晶表示装置１４００の右側周辺付近から中央側へ向か
って回動した後に、液晶表示装置１４００を斜めに縦断するように上方へ伸長するので、
右可動装飾体３３０１の可動によって、遊技者の関心を液晶表示装置１４００の中央へ誘
導した上で、更に右可動装飾体３３０１（右装飾体本体３３０３）の先端が伸長する上方
へ誘導させることができ、遊技者の関心を誘導させることで遊技に変化を付与することが
可能となり、遊技が単調になるのを防止することができ、飽き難くして遊技に対する興趣
が低下するのを抑制することができると共に、伸長によって上昇する右可動装飾体３３０
１により遊技に対する機運が上昇するような気分に遊技者をさせることが可能となり、期
待感を高めて遊技に対する興趣が低下するのを抑制することができる。
【０８１７】
　更に、右可動装飾体３３０１や上部中可動装飾体３５０１が回動して伸縮するので、遊
技者に対して右可動装飾体３３０１や上部中可動装飾体３５０１が伸縮する先に、何かあ
るのではないかと思わせることができ、遊技者の遊技に対する期待感を高めることができ
ると共に、右可動装飾体３３０１や上部中可動装飾体３５０１の動きに注目させることが
でき、それら可動装飾体３３０１，３５０１の動きを楽しませて遊技に対する興趣が低下
するのを抑制することができる。また、遊技状態に応じて右可動装飾体ユニット３３００
や上部可動装飾体ユニット３５００の可動装飾体３３０１，３５０１が回動して伸縮する
ようにしており、これまでのパチンコ機にはない動きをする可動装飾体３３０１，３５０
１を備えるようにしているので、可動する可動装飾体３３０１，３５０１によって遊技者
の関心を強く引き付けることが可能となり、他のパチンコ機に対して大きく差別化するこ
とができ、遊技するパチンコ機として本パチンコ機１を選択させ易くすることができる。
【０８１８】
　また、右可動装飾体３３０１が伸長すると、液晶表示装置１４００の前面を斜めに縦断
するので、垂直方向又は水平方向へ縦断又は横断するようにした場合と比較して、右可動
装飾体３３０１が斜めに伸縮することで遊技者に対して可動する右可動装飾体３３０１を
認識し易くすることが可能となり、可動する右可動装飾体３３０１に確実に注目させるこ
とができ、右可動装飾体３３０１の可動演出を楽しませて遊技に対する興趣が低下するの
を抑制することができる。
【０８１９】
　更に、遊技パネル６００の後側に取付けられる箱状の裏箱６２１を介して液晶表示装置
１４００を支持するようにすると共に、裏箱６２１内に右可動装飾体ユニット３３００、
上部左可動装飾体ユニット３４００や上部中可動装飾体ユニット３５００等を取付けるよ
うにしているので、液晶表示装置１４００を遊技パネル６００の後側に確実に配置支持す
ることができると共に、箱状の裏箱６２１によって液晶表示装置１４００の前側に右可動
装飾体ユニット３３００等を配置するスペースを確保することができ、上述した右可動装
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飾体ユニット３３００等を備えたパチンコ機１を確実に具現化することができる。また、
液晶表示装置１４００を支持する裏箱６２１によって液晶表示装置１４００と右可動装飾
体ユニット３３００等との位置関係を的確に維持することができ、上述した作用効果を奏
するパチンコ機１を確実に具現化することができると共に、遊技パネル６００の後側に裏
箱６２１を取付けるだけで、液晶表示装置１４００と右可動装飾体ユニット３３００等を
遊技パネル６００に対して所定位置に配置することができ、パチンコ機１の組立てに係る
手間を簡略化することができる。
【０８２０】
　また、右可動装飾体３３０１を、右装飾体本体３３０３と右装飾体本体３３０３を長手
方向へスライド可能に支持する右装飾体ベース３３０２とで構成するようにしているので
、右装飾体本体３３０３を右装飾体ベース３３０２に対して長手方向へスライドさせるこ
とで、右可動装飾体３３０１全体の長さを伸縮させることが可能となり、伸縮する右可動
装飾体３３０１を具現化することができ、上述した作用効果を確実に奏することが可能な
パチンコ機１とすることができると共に、右装飾体本体３３０３や右装飾体ベース３３０
２の剛性を高くすることができるので、右可動装飾体３３０１の伸縮時に、右可動装飾体
３３０１が曲がったり揺れたりするのを可及的に低減させて右可動装飾体３３０１が不自
然な挙動をするのを防止することができ、遊技者に右可動装飾体３３０１の可動演出を楽
しませて興趣が低下するのを抑制することができる。
【０８２１】
　また、右装飾体回動ユニット３３１０によって右可動装飾体３３０１を右装飾体伸縮ユ
ニット３３４０と共に回動させることができると共に、右装飾体伸縮ユニット３３４０に
よって右可動装飾体３３０１を伸縮させることができ、上述した右可動装飾体ユニット３
３００を、確実に具現化することができる。また、右可動装飾体３３０１と共に右装飾体
伸縮ユニット３３４０も回動させるようにしているので、右装飾体伸縮ユニット３３４０
を回動させないようにした場合と比較して、伸縮駆動に係る構成を簡略化して小型化する
可能となり、相対的に右可動装飾体３３０１を大きくすることができ、右可動装飾体３３
０１を目立たせて遊技者の関心を強く引き付けることが可能なパチンコ機１とすることが
できる。
【０８２２】
　更に、右装飾体回動ユニット３３１０における回動ギア３３１８を円弧状としており、
回動ギア３３１８を円盤状とした場合と比較して、右可動装飾体３３０１の基端側に固定
される回動ギア３３１８を可及的に小さくすることができるので、右可動装飾体３３０１
において回動ギア３３１８が大きく目立つのを防止することができ、右可動装飾体３３０
１の見栄えを良くしてより遊技者の関心を引き付けられる意匠性の高い右可動装飾体３３
０１とすることができる。
【０８２３】
　また、右可動装飾体ユニット３３００におけるベースカバー３３５０にスライド可能に
支持されたスライドラック３３４４を介して右装飾体本体３３０３を長手方向へスライド
させるようにしているので、右装飾体本体３３０３にラックギア等を備える必要がなく、
その分、右装飾体本体３３０３に対して形状の制約を緩和させることが可能となり、右装
飾体本体３３０３をよりインパクトの高い形状としたり右装飾体本体３３０３内に右装飾
体中装飾基板３３０３ｃを備えたりすることができ、より遊技者の関心を強く引き付けら
れる右可動装飾体３３０１とすることができる。
【０８２４】
［５．制御処理］
　次に、パチンコ機１の遊技進行に応じて主基板４０００で実行される種々の制御処理に
ついて、図２０２～図２２２を参照して説明する。
【０８２５】
［メインシステム処理について］
　まず、図２０２に基づいて説明する。図２０２は、主基板４０００の主制御基板４１０
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０に搭載される主制御ＭＰＵ４１００ａが実行するメインシステム処理の一例を示すフロ
ーチャートである。
【０８２６】
　図２０２に示すように、パチンコ機１へ電源が供給されると、主制御ＭＰＵ４１００ａ
（図１８９参照）は、電源投入時処理を実行する（ステップＳ１０）。この電源投入時処
理では、まず、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭに記憶されているバックアップデータが
正常であるか（停電発生時の設定値となっているか）否かを判別する。即ち、この実施形
態の主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭ（データメモリ）は、電力の常時供給によって各種
の制御データがバックアップされるバックアップ領域を有している。そして、パチンコ機
１は、電力供給の停止に際しては、上記主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭの処理領域に記
憶されている各種の制御データを上記バックアップ領域に一時退避させる処理を行うとと
もに、電源復帰時にこの一時退避されたデータを当該主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭの
処理領域に読み出すことで、電源遮断時から継続性のある遊技を実行可能としている。
【０８２７】
　したがって、この電源投入時処理（ステップＳ１０）では、バックアップデータ（バッ
クアップ領域内のデータ）が正常であれば、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭに記憶され
ているバックアップデータに従って電力供給の停止時の状態に戻す処理（復電時処理）を
実行する。一方、バックアップデータが異常であれば、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭ
に記憶されているバックアップデータは消去される。そしてその後、主制御ＭＰＵ４１０
０ａのＲＡＭの処理領域には、例えば大当たりの当選確率や、現在の遊技状態を示す制御
データなど、遊技進行に必要な各種の制御データが各々の初期パラメータをもって書き込
まれることとなる（初期化処理）。また、製品化されてから最初の電源投入時も、遊技進
行に必要な各種の制御データが各々の初期パラメータをもって書き込まれることとなる。
【０８２８】
　なお、電源投入時処理において書き込まれた現在の遊技状態は、周辺制御基板４１４０
にコマンド送信され、これに基づいて液晶表示装置１４００の表示が制御される。このよ
うに、停電時における現在の遊技状態を主制御基板４１００の主制御ＭＰＵ４１００ａの
ＲＡＭに記憶し、現在の遊技状態を復電後に周辺制御基板４１４０に送信することで、停
電した場合であっても、内部的な遊技状態と液晶表示装置１４００に表示される遊技状態
とを一致させることができる（周辺制御基板４１４０では停電時の遊技状態が記憶されな
い）。ところで、現在の遊技状態については、液晶表示装置１４００の装飾図柄１１５３
及び特別図柄対応図柄の変動を特別図柄の変動に同調させるために、特別図柄の変動を開
始するタイミングで、後述する変動パターンについての情報をコマンド送信している。そ
して、当該コマンドを送信した直後に、現在の遊技情報についてのコマンドを、その都度
、主制御基板４１００から周辺制御基板４１４０に送信している。これにより、周辺制御
基板４１４０でも、現在の遊技状態を常に把握できるようになっている。
【０８２９】
　ただし、この電源投入時処理（ステップＳ１０）では、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡ
Ｍに記憶されているバックアップデータの消去を指示するＲＡＭクリアスイッチ６２４ａ
がオンであるか否かの判断も行われる。即ち、このＲＡＭクリアスイッチ６２４ａがオン
であったときも、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭに記憶されているバックアップデータ
は消去される。また併せて、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭの処理領域には、例えば大
当たりの当選確率や、現在の遊技状態を示す制御データなど、遊技進行に必要な各種の制
御データが各々の初期パラメータをもって書き込まれることとなる（初期化処理）。なお
、こうした初期化処理が行われた状態では（イニシャル時では）、大当たりの当選確率を
示す制御データは、第１の確率を示すようになり、現在の遊技状態を示す制御データは、
可動片２００５が第１の動作態様で動作し、確変機能が作動しない遊技状態である「外部
通常遊技状態Ａ」を示すようになる。
【０８３０】
　また、電源投入時処理（ステップＳ１０）では、このような初期化処理を実行したとき
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に主制御基板４１００（図１８９参照）が起動したことを示す電源投入コマンドを、周辺
制御基板４１４０（図１８９参照）に送信可能な状態にセットする処理も実行される。電
源投入コマンドは、主制御基板４１００が起動したことを周辺制御基板４１４０に通知す
るものである。なお、遊技店の閉店時等にパチンコ機１への電力供給を停止した場合（電
源を落とした場合）にも主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭにバックアップデータが記憶さ
れ、再びパチンコ機１への電力供給を開始したときには電源投入時処理が実行される。
【０８３１】
　電源投入時処理（ステップＳ１０）が終了すると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、遊技用
の各処理を繰り返し実行するループ処理を開始する。このループ処理の開始時には、主制
御ＭＰＵ４１００ａは、まず、停電予告信号が検知されているか否かを判断する（ステッ
プＳ２０）。なお、この実施形態では、パチンコ機１にて使用する電源電圧は、電源基板
３９５によって生成される。即ち、パチンコ機１に搭載される複数種類の装置はそれぞれ
異なる電源電圧で動作するため、外部電源からパチンコ機１に供給される電源電圧を電源
基板にて所定の電源電圧に変換した後、各装置に電源を供給している。そして、停電が発
生し、外部電源から電源基板に供給される電源電圧が所定の電源電圧以下となると、電源
基板から主制御基板４１００に電源電圧の供給が停止することを示す停電予告信号が送信
される。そして、ステップＳ２０で主制御基板４１００に搭載されるＣＰＵ５１１により
停電予告信号を検知すると、電源断発生時処理を実行する（ステップＳ４０）。
【０８３２】
　この電源断発生時処理は、停電後に電源基板に供給される電源電圧（本実施形態では２
４Ｖ）が復旧（以下「復電」と称する）した場合に、遊技機の動作を停電前の状態から開
始するために停電発生時の状態を主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭのバックアップ領域に
データを一時退避させる処理である。処理内容は後述するが、本実施形態においては、図
示する通り、電源断発生時処理は、割込処理ではなく、ループの開始直後に停電予告信号
の検知有無に応じて実行される分岐処理としてメインシステム処理（主制御処理）内に組
み込まれている。
【０８３３】
　ステップＳ２０で停電予告信号が検知されていない場合（ステップＳ２０におけるＮＯ
）、即ち、外部電源からの電力が正常に供給されている場合には、遊技にて用いられる乱
数を更新する非当落乱数更新処理を行う（ステップＳ３０）。なお、非当落乱数更新処理
にて更新される乱数については後述する。
【０８３４】
［電源断発生処理について］
　図２０３は、電源断発生時処理の一例を示すフローチャートである。上述したように、
電源断発生時処理（ステップＳ４０）は、メインシステム処理において、停電予告信号が
検出された時に（ステップＳ２０におけるＹＥＳ）実行される処理である。主制御ＭＰＵ
４１００ａは、まず、割込処理が実行されないように割込禁止設定を行う（ステップＳ４
２）。そして、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭの処理領域におけるチェックサムを算出
し、この算出結果と各種の遊技データを主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭのバックアップ
領域に記憶する（ステップＳ４４）。このチェックサムは、復電時に停電前の主制御ＭＰ
Ｕ４１００ａのＲＡＭの内容が適正に保持されているか否かをチェックするために使用さ
れる。
【０８３５】
　次いで、主制御ＭＰＵ４１００ａは、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭの所定領域に設
けられたバックアップフラグに、電源断発生時処理が行われたことを示す規定値を設定す
る（ステップＳ４６）。以上の処理を終えると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、主制御ＭＰ
Ｕ４１００ａのＲＡＭへのアクセスを禁止し（ステップＳ４８）、無限ループに入って電
力供給の停止に備える。ところで、この処理では、ごく短時間の停電等（以下「瞬停」と
称する）により電源電圧が不安定になって電源断発生時処理が開始されてしまうと、実際
には電源電圧は停止されないため、無限ループから復帰することができなくなるおそれが
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ある。かかる弊害を回避するため、本実施形態の主制御ＭＰＵ４１００ａには、ウォッチ
ドックタイマが設けられており、所定時間、ウォッチドックタイマが更新されないとリセ
ットがかかるように構成されている。ウォッチドックタイマは、正常に処理が行われてい
る間は定期的に更新されるが、電源断発生時処理に入ると、更新が行われなくなる。その
結果、瞬停によって電源断発生時処理に入り、図２０３の無限ループに入った場合でも所
定期間経過後にリセットがかかり、電源投入時と同じプロセスで主制御ＭＰＵ４１００ａ
が起動することになる。
【０８３６】
　なお、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭのバックアップ領域に代えて、書き換え可能な
不揮発性メモリ（ＥＥＰＲＯＭなど）を備えるようにしてもよい。この場合、データをバ
ックアップさせるために常時の電力供給を必要としない、といったメリットがある。
【０８３７】
　若しくは、上記主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭの全領域を、電力の常時供給によって
データがバックアップされるバックアップ領域としてもよい。この場合、電源遮断時にお
いて、主制御ＭＰＵ４１００ａのＲＡＭの特定領域に記憶されているデータをその他の領
域に退避させる必要がなくなる。また、電源復帰時にも、退避データを処理領域に読み出
す必要がなくなるため、これらの処理に要する負荷が軽減されるようになる。
【０８３８】
［タイマ割込処理について］
　図２０４は、タイマ割込処理の一例を示すフローチャートである。本実施形態において
は、メインシステム処理の実行中に主基板４０００の主制御基板４１００に搭載される主
制御ＭＰＵ４１００ａにより４ｍｓ毎にタイマ割込処理が実行される。タイマ割込処理に
おいて、主制御ＭＰＵ４１００ａは、レジスタの待機処理を実行した後（ステップＳ５０
）、ステップＳ６０からステップＳ２７０の処理を実行する。
【０８３９】
　ステップＳ６０のセンサ監視処理では、上述した各種のセンサ（ゲートセンサ２２０２
、第一始動口センサ３１１５、第二始動口センサ２０１２、カウントセンサ２０１４等）
の検出信号を監視する処理を実行する。
【０８４０】
　ステップＳ７０の当落乱数更新処理では、遊技で用いられる乱数を更新する処理を実行
する。なお、この実施形態では、当落乱数更新処理にて更新される乱数と、上述した非当
落乱数更新処理にて更新される乱数と、は異なる。乱数については後述するが、当落乱数
更新処理にて更新される乱数を非当落乱数更新処理でも更新するようにしてもよい。
【０８４１】
　また、ステップＳ８０の払出制御処理では、センサ監視処理（ステップＳ６０）にて検
出された信号に基づいて払出制御基板１１８６に遊技球の払い出しを指示する払出コマン
ドを送信する。
【０８４２】
　ステップＳ９０の普通図柄・普通電動役物制御処理では、センサ監視処理処理（ステッ
プＳ６０）にてゲートセンサ２２０２から検出された信号に基づいて普通図柄表示器６４
５に関わる制御処理を実行するとともに、一対の可動片２００５の開閉制御を行うための
処理を実行する。
【０８４３】
　ステップＳ１００の特別図柄・特別電動役物制御処理では、特別図柄の変動開始から当
たり遊技の開始までの一連の処理を実行するとともに、特別電動役物としてのアタッカユ
ニット２０００の開閉部材２００６の開閉制御を行うための処理を実行する。
【０８４４】
　ステップＳ２６０の出力データ設定処理では、特別図柄・特別電動役物制御処理（ステ
ップＳ１００）等において定まる情報に基づいて、主制御基板４１００から周辺制御基板
４１４０に送信するコマンドを生成する処理を実行する。
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【０８４５】
　ステップＳ２７０のコマンド送信処理では、出力データ設定処理（ステップＳ２６０）
において設定されたコマンドを周辺制御基板４１４０に送信する処理が行われる。ステッ
プＳ６０からステップＳ２７０の処理を実行すると、レジスタ復帰処理（ステップＳ２８
０）を実行して、タイマ割込処理を終了する。
【０８４６】
　ここで、上述した非当落乱数更新処理（ステップＳ３０）及び当落乱数更新処理（ステ
ップＳ７０）において主制御ＭＰＵ４１００ａにより更新される各種乱数について説明す
る。
【０８４７】
　本実施形態において、遊技にて用いられる各種乱数として、上述した特別乱数（第一特
別乱数及び第二特別乱数）、普通乱数に加えて、図柄乱数、リーチ判定用乱数（より厳密
には、高期待演出判定用乱数）、第一変動パターン用乱数、第二変動パターン用乱数、変
動タイプ乱数等がある。
【０８４８】
　特別乱数は、特別電動役物小当たり制御処理（大当たり遊技）または特別電動役物小当
たり制御処理（小当たり遊技）を発生させるか否かの判定に用いられる乱数である。すな
わち、第一特別乱数は、第一特別抽選結果が「大当たり」、「小当たり」、「ハズレ」の
いずれであるかの判定に用いられ、第二特別乱数は、第二特別抽選結果が「大当たり」、
「小当たり」、「ハズレ」のいずれであるかの判定に用いられる。図柄乱数は、「大当た
り」であると判定されたときに、大当たりの種別（大当たりＡ～大当たりＥ）の判定に用
いられる乱数である。第一、第二特別抽選結果が「大当たり」、「小当たり」、「ハズレ
」のいずれであるかの判定及び大当たりの種別の判定は、「大当たり」、「小当たり」、
及び、各大当たりの種別の当選値が記述された当たり判定テーブルに基づいて行われる。
当たり判定テーブルの一例を表１に示す。本実施形態では、第一、第二特別乱数は、０～
１３９８のいずれかの値を取り、図柄乱数は、０～１９９のいずれかの値を取る。
【０８４９】
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【表１】

【０８５０】
　表１から解るように、本実施形態では、第一特別乱数に基づく抽選と第二特別乱数に基
づく抽選のいずれが行われた場合であっても大当たりへの当選確率は同じである。具体的
には、上述のとおり確変機能が作動しない場合、第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果
が大当たりに当選する確率は、共に約１／３５０に設定されている。一方、確変機能が作
動する場合、第一特別抽選結果及び第二特別抽選結果が大当たりに当選する確率は、共に
約１／３５）に設定されている。これに限らず、例えば、第一特別乱数に基づく抽選の大
当たり当選確率と、第一特別乱数に基づく抽選の大当たり当選確率と、が異なるようにし
ても良い。
【０８５１】
　本実施形態では、第一特別乱数に基づく抽選にて大当たりに当選した場合と、第二特別
乱数に基づく抽選にて大当たりに当選した場合とで、各大当たり種別の選択率が異なって
いる。例えば、第一特別乱数に基づく抽選にて大当たりに当選した場合に、図柄乱数に基
づいて抽選される各大当たり種別の選択率は、上掲した表１に示す第一特別図柄に関する
図柄乱数の振り分けから計算できるとおり、「大当たりＡ」が３２％、「大当たりＢ」が
３２％、「大当たりＣ」が５％、「大当たりＤ」が３０％、「大当たりＥ」が１％とされ
る。また、例えば、第二特別乱数に基づく抽選にて大当たりに当選した場合に、図柄乱数
に基づいて抽選される各大当たり種別の選択率は、上掲した表１に示す第一特別図柄に関
する図柄乱数の振り分けから計算できるとおり、「大当たりＡ」が６０％、「大当たりＢ
」が３２％、「大当たりＣ」が１％、「大当たりＤ」が４％、「大当たりＥ」が３％とさ
れる。これに限らず、第一特別乱数に基づく抽選にて大当たりに当選した場合と、第二特
別乱数に基づく抽選にて大当たりに当選した場合とで、各大当たり種別の選択率に差異を
設けなくても良い。
【０８５２】
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　普通乱数は、一対の可動片２００５を開放状態に制御するか否かの判定に用いられる乱
数である。普通乱数は、本実施形態では０～２５０の値を取り、普通乱数の当選値は、外
部通常遊技状態の場合には２４６～２５０に設定され、外部有利遊技状態の場合には１～
２５０に設定される。リーチ判定用乱数は、特別抽選結果が「ハズレ」である場合（「大
当たり」でも「小当たり」でもない場合）に、リーチ演出などの高期待演出を行うか否か
の判定（高期待演出抽選）に用いられる乱数である。リーチ判定用乱数は、本実施形態で
は０～１３８の値を取り、リーチ判定用乱数の当選値は、第一特別抽選では０～７に設定
され、第二特別抽選では０～６に設定される。第一変動パターン用乱数、第二変動パター
ン用乱数は、第一、第二抽選結果に対応して第一特別図柄表示器６４１及び第二特別図柄
表示器６４２に表示する特別図柄の変動パターンの決定、及び、第一、第二抽選結果に対
応して液晶表示装置１４００に表示される演出画像及び装飾図柄の変動パターンを決定す
るために用いられる乱数である。本実施形態では、第一変動パターン用乱数は、０～２４
０の値を取り、第二変動パターン用乱数は、０～２５０の値を取る。したがって、第１変
動パターンと第二変動パターン用乱数の組合せの数は、２４１×２５１＝６０４９１通り
となる。変動タイプ乱数は、変動パターンのタイプ（後述するように、本実施形態では、
通常、２連、３連、４連の４種類の変動タイプがある。）を決定するために陥られる乱数
である。本実施形態では、変動タイプ乱数は、０～２３２の値（総数２３３）を取る。
【０８５３】
　なお、液晶表示装置１４００にて表示制御される演出画像及び装飾図柄の変動パターン
は、第一、第二変動パターン乱数により決定しても良く、周辺基板４０１０の周辺制御基
板４１４０に搭載される周辺制御ＭＰＵ４１４０ａまたは液晶制御基板４１５０に搭載さ
れる液晶制御ＭＰＵ４１５０ａ（いずれも図１８９参照）により決定するようにしてもよ
い。また、変動パターン乱数は必須ではなく、リーチ判定用乱数を用いて特別図柄の変動
パターンを決定するようにしても良い。
【０８５４】
　これらの乱数のうち、当落乱数更新処理では、特別乱数、図柄乱数、及び、普通乱数の
更新を行う。ここで、特別乱数、図柄乱数、普通乱数は一定のタイミングとして４ｍｓ毎
に更新される。このようにすることにより、それぞれの乱数における所定期間における確
率（「大当たり」または「小当たり」を発生させると判定される確率、一対の可動片２０
０５を開放状態に制御すると判定される確率）を一定にする（即ち狙い打ち等により確率
に偏りが発生することを防止する）ことができ、遊技者が不利な状態となることを防止で
きる。
【０８５５】
　一方、非当落乱数更新処理では、「大当たり」または「小当たり」の発生及び普通図柄
の表示結果に関わらないリーチ判定用乱数、並びに、変動パターン乱数の更新を行う。な
お、主制御基板４１００で更新される乱数は、上記したものに限られず、非当落乱数更新
処理では、特別乱数を更新するカウンタが１周したときに次にカウントを開始させる特別
乱数の初期値を決定するための初期値決定乱数等の更新も行う。
【０８５６】
　なお、本実施形態においては、特別乱数を取得するための手段として、第一特別乱数を
発生させる第一特別乱数取得手段４２１２及び第二特別乱数を発生させる第二特別乱数取
得手段４２２２の２つの手段を設けているが、これを一つのみ設けた構成としてもよい。
【０８５７】
［特別図柄・特別電動役物制御処理について］
　次に、図２０５に基づいて特別図柄・特別電動役物制御処理について説明する。図２０
５は、特別図柄・特別電動役物制御処理の一例を示すフローチャートである。
【０８５８】
　この特別図柄・特別電動役物制御処理では、まず、第一・第二始動口入賞処理（ステッ
プＳ１１０）を行う。具体的には後述するが、第一始動口２００１、第二始動口２００２
に遊技球が受け入れられたか否か判別し、これに基づいて一連の処理を行う。第一・第二
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始動口入賞処理（ステップＳ１１０）を行うと、次に、処理フラグを確認し、処理フラグ
に対応する処理を行う（ステップＳ１２０～ステップＳ２３０）。
【０８５９】
　第一・第二始動口入賞処理（ステップＳ１１０）を終えると、先ず、処理フラグが０で
あるか否かを判断し（ステップＳ１２０）、処理フラグが０であれば（ステップＳ１２０
におけるＹＥＳ）、変動開始処理（ステップＳ１３０）を実行する。変動開始処理（ステ
ップＳ１３０）では、特別図柄の変動表示を開始するための設定を行う。詳しくは後述す
るが、「大当たり」または「小当たり」に当選したか否かの判断を行い、処理フラグを「
１」に更新する。一方、ステップＳ１２０において処理フラグが０でなければ（ステップ
Ｓ１２０におけるＮＯ）ステップＳ１４０に進む。
【０８６０】
　ステップＳ１４０に進むと、処理フラグが１であるか否かを判断する（ステップＳ１４
０）。処理フラグが１であれば（ステップＳ１４０におけるＹＥＳ）、変動パターン設定
処理（ステップＳ１５０）を実行する。この変動パターン設定処理では、第一特別図柄表
示器６４１または第二特別図柄表示器６４２に表示される特別図柄及び液晶表示装置１４
００に表示される装飾図柄及び演出の変動パターンを決定し、当該変動パターンに対応し
て設定される変動時間（第一特別図柄表示器６４１または第二特別図柄表示器６４２のい
ずれかにおいて特別図柄の変動表示を開始してから停止表示するまでの時間）をタイマに
セットし、処理フラグを「２」に更新する。一方、ステップＳ１４０において処理フラグ
が１でなければ（ステップＳ１４０におけるＮＯ）、ステップＳ１７０に進む。
【０８６１】
　ステップＳ１７０に進むと、処理フラグが２であるか否かを判断する（ステップＳ１７
０）。処理フラグが２であれば（ステップＳ１７０におけるＹＥＳ）変動中処理（ステッ
プＳ１８０）を実行する。この変動中処理では、変動パターン設定処理（ステップＳ１５
０）で設定された変動時間をタイマにより監視し、タイムアウトしたことに基づいて第一
特別図柄表示器６４１または第二特別図柄表示器６４２における特別図柄の変動表示を停
止させる。このとき、変動開始処理（ステップＳ１３０）にて「大当たり」とする判定が
なされていれば、処理選択フラグを「３」に更新し、「小当たり」とする判定がなされて
いれば、処理選択フラグを「４」に更新し、大当たり及び小当たりとする判定のいずれも
なされていなければ（ハズレ）処理選択フラグを「０」に更新する。一方、ステップＳ１
７０において処理フラグが２でなければ（ステップＳ１７０におけるＮＯ）、ステップＳ
１９０に進む。
【０８６２】
　ステップＳ１９０に進むと、処理フラグが３かどうか判断する（ステップＳ１９０）。
処理フラグが３であれば（ステップＳ１９０におけるＹＥＳ）大当たり遊技開始処理（ス
テップＳ２００）を実行する。この大当たり遊技開始処理では、大当たり種別（大当たり
Ａ～大当たりＥ）を判断し、その大当たり種別に応じてアタッカユニット２０００の開閉
部材２００６の開閉動作を制御するためのラウンド回数、開放時間及び遊技球の入賞制限
個数をセットし、処理フラグを「５」に更新する。一方、ステップＳ１９０において処理
フラグが３でなければ（ステップＳ１９０におけるＮＯ）、ステップＳ２１０に進む。
【０８６３】
　ステップＳ２１０に進むと、処理フラグが４かどうか判断する（ステップＳ２１０）。
処理フラグが４であれば（ステップＳ２１０におけるＹＥＳ）、小当たり成立時処理（ス
テップＳ２２０）を実行する。この小当たり成立時処理では、アタッカユニット２０００
の開閉部材２００６の開放動作を制御するための開放回数及び開放時間をセットし、処理
フラグを「６」に更新する。一方、処理フラグが４でなければ（ステップＳ２１０におけ
るＮＯ）、ステップＳ２３０に進む。
【０８６４】
　ステップＳ２３０に進むと、処理フラグが５かどうか判断する（ステップＳ２３０）。
処理フラグが５であれば（ステップＳ２３０におけるＹＥＳ）、特別電動役物大当たり制
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御処理（ステップＳ２４０）を実行する。この特別電動役物大当たり制御処理では、大当
たり遊技開始処理（ステップＳ２００）においてセットしたラウンド回数、開放時間及び
遊技球の入賞制限個数に基づいてアタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開閉動
作を制御し、大当たり遊技が終了する場合には、確率変動機能を作動させるか否か及び可
動片２００５の動作態様を促進態様とするか否かを判断させるとともに処理フラグを「０
」に更新する処理を行う。
【０８６５】
　一方、ステップＳ２３０において処理フラグが５でなければ（ステップＳ２３０におけ
るＮＯ）、特別電動役物小当たり制御処理（ステップＳ２５０）を実行する。この特別電
動役物小当たり制御処理（ステップＳ２５０）では、小当たり成立時処理（ステップＳ２
２０）においてセットした開放回数、開放時間及び制限個数に基づいて、アタッカユニッ
ト２０００の開閉部材２００６の開閉動作を制御し（小当たり遊技の実行）、特別電動役
物小当たり制御処理が終了する場合には、処理フラグを「０」に更新する処理を行う。な
お、特別電動役物小当たり制御処理において行われる小当たり遊技は、大当たり遊技のよ
うに条件装置の作動を伴う遊技ではないものの、上述したとおり、大当たり遊技の一種で
ある短開放大当たり遊技と極似する遊技である。
【０８６６】
　ステップＳ１３０からステップＳ２５０の各種処理のいずれかを実行すると特別図柄・
特別電動役物制御処理を終了する。
【０８６７】
［第一・第二始動口入賞処理について］
　次に、第一・第二始動口入賞処理について図２０６に基づいて説明する。図２０６は、
第一・第二始動口入賞処理の一例を示すフローチャートである。
【０８６８】
　第一・第二始動口入賞処理では、主制御ＭＰＵ４１００ａは、先ず、第二始動口２００
２に遊技球が入賞したか否かを判断する（ステップＳ１１０１）。具体的には、第二始動
口センサ２０１２による遊技球検知の有無を確認する。このとき、第二始動口センサ２０
１２による遊技球の検知があれば、第二始動口２００２に遊技球が入賞したと判断する（
ステップＳ１１０１におけるＹＥＳ）。第二始動口センサ２０１２による遊技球の検知が
なければ、第二始動口２００２に遊技球が入賞していない（ステップＳ１１０１における
ＮＯ）と判断する。
【０８６９】
　ステップＳ１１０１において第二始動口２００２に遊技球が入賞したと判断したときに
は、第二特別図柄抽選単位データを取得する。そして、第二特別図柄保留記憶手段４２２
４の保留数が上限値である４未満であるか否かを判断する（ステップＳ１１０２）。
【０８７０】
　ステップＳ１１０１において第二特別図柄保留記憶手段４２２４の保留数が上限の４未
満であると判断すると（ステップＳ１１０２におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａ
は、第二保留記憶処理を行い（ステップＳ１１０３）、その後、ステップＳ１１０４に進
む。第二保留記憶処理では、第二始動口２００２に遊技球が入賞したことによって取得し
た第二特別図柄抽選単位データを第二特別図柄保留記憶手段４２２４に記憶する処理が主
として行われる。
【０８７１】
　第二保留記憶処理が行われると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、第二特別図柄先行処理を
実行する（ステップＳ１１０４）。
【０８７２】
　図２０７は、第二特別図柄先行処理の処理ステップを示すフローチャートである。第二
特別図柄先行処理は、先のステップＳ１１０３において取得した第二特別図柄抽選単位デ
ータ（処理対象の第二特別図柄抽選単位データ）の契機となった第二始動口２００２への
遊技球の入賞（ステップＳ１１０１）を通知する入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４
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０に送信する処理である。
【０８７３】
　第二特別図柄先行処理が開始されると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、可動片２００５の
動作態様が促進態様であるか否かを判断する（ステップＳ１１０４１）。主制御ＭＰＵ４
１００ａは、可動片２００５が促進態様でないと判断すると（ステップＳ１１０４１：Ｎ
Ｏ）、第１種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（ステップＳ１１０４
２）、第二特別図柄先行処理を終了する。第１種入賞通知コマンドは、処理対象の第二特
別図柄抽選単位データが何番目の保留記憶として記憶されたかを示すコマンドである。
【０８７４】
　例えば、本実施形態では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保
留数が「０」であって、かつ、現在、第一特別図柄及び第二特別図柄のいずれも変動中で
はないとき（以下、非変動状態とも呼ぶ。）に、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽
選単位データである場合、第１種入賞通知コマンドは「６３０１」とされる。また、処理
対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留数が「０」であって、かつ、第
一特別図柄及び第二特別図柄のいずれかが変動（以下、単に変動状態と呼ぶ）中であると
きに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽選単位データである場合、第１種入賞通知
コマンドは「６３０２」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第
二特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽選単位
データである場合、第１種入賞通知コマンドは「６３０３」とされる。また、処理対象の
第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊
技球に基づく第二特別図柄抽選単位データである場合、第１種入賞通知コマンドは「６３
０４」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留数
が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽選単位データである場合
、第１種入賞通知コマンドは「６３０５」とされる。
【０８７５】
　一方、主制御ＭＰＵ４１００ａは、可動片２００５が促進態様であると判断すると（ス
テップＳ１１０４１：ＹＥＳ）、非変動状態であるか否かを判断する（ステップＳ１１０
４３）。主制御ＭＰＵ４１００ａは、非変動状態であると判断すると（ステップＳ１１０
４３：ＹＥＳ）、上述した第１種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（
ステップＳ１１０４２）、第二特別図柄先行処理を終了する。この場合は、非変動状態で
あるので、第１種入賞通知コマンドとして「６３０１」が送信されることになる。
【０８７６】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、非変動状態ではないと判断すると（ステップＳ１１０４３
：ＮＯ）、大当たり遊技中であるか否かを判断する（ステップＳ１１０４４）。主制御Ｍ
ＰＵ４１００ａは、大当たり遊技中であると判断すると（ステップＳ１１０４４：ＹＥＳ
）、上述した第１種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（ステップＳ１
１０４２）、第二特別図柄先行処理を終了する。一方、主制御ＭＰＵ４１００ａは、大当
たり遊技中でないと判断すると（ステップＳ１１０４４：ＮＯ）、処理対象の第二特別図
柄抽選単位データに基づいて先行判定テーブルに示すように判定を行う先行判定処理を実
行する（ステップＳ１１０４５）。
【０８７７】
　図２０８は、先行判定テーブルを示す図である。図２０８の上側のテーブルは、第一特
別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理における判定を表す先行判定テーブルを示し
、図２０８の下側のテーブルは、第二特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理にお
ける判定を表す先行判定テーブルを示す。
【０８７８】
　第二特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の下側のテーブルに
示すように、処理対象の第二特別図柄抽選単位データのうち、第二特別乱数の値が「０～
１３９４」にあり、かつ、リーチ判定用乱数の値が「７～２３８」である場合に主制御Ｍ
ＰＵ４１００ａは「通常ハズレ」であると判定する。本処理において「通常ハズレ」であ
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ると判定された第二特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該第二特
別図柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第二特別抽選結果は「ハズレ」となり
、リーチ抽選結果も「ハズレ」となることになる。
【０８７９】
　第二特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の下側のテーブルに
示すように、処理対象の第二特別図柄抽選単位データのうち、第二特別乱数の値が「０～
１３９４」にあり、かつ、リーチ判定用乱数の値が「０～６」であり、かつ、第一変動パ
ターン用乱数の値が「０～２３２」である場合に主制御ＭＰＵ４１００ａは「リーチＡ」
であると判定する。本処理において「リーチＡ」であると判定された第二特別図柄抽選単
位データは、後に変動開始処理において、当該第二特別図柄抽選単位データが処理対象と
なった場合に、第二特別抽選結果は「ハズレ」となり、リーチ抽選結果は「当たり」とな
ることになる。また、第一変動パターン用乱数の値が「０～２３２」である場合は、後述
するように、外部有利遊技状態Ａの場合には、変動パターンテーブルとして高期待外れ変
動パターンテーブルＲが選択されることになる（図２１５及びその説明参照）。
【０８８０】
　第二特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の下側のテーブルに
示すように、処理対象の第二特別図柄抽選単位データのうち、第二特別乱数の値が「０～
１３９４」にあり、かつ、リーチ判定用乱数の値が「０～６」であり、かつ、第一変動パ
ターン用乱数の値が「２３３～２４０」である場合に主制御ＭＰＵ４１００ａは「リーチ
Ｂ」であると判定する。本処理において「リーチＢ」であると判定された第二特別図柄抽
選単位データは、後に変動開始処理において、当該第二特別図柄抽選単位データが処理対
象となった場合に、第二特別抽選結果は「ハズレ」となり、リーチ抽選結果は「当たり」
となることになる。また、第一変動パターン用乱数の値が「２３３～２４０」は、後述す
るように、外部有利遊技状態Ａの場合には、変動パターンテーブルとして高期待外れ変動
パターンテーブルＳが選択されることになる（図２１５及びその説明参照）。
【０８８１】
　第二特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の下側のテーブルに
示すように、処理対象の第二特別図柄抽選単位データのうち、第二特別乱数の値が「１３
９５～１３９８」にあり、かつ、図柄乱数の値が「０～６３」である場合に主制御ＭＰＵ
４１００ａは「通常当たり」であると判定する。本処理において「通常当たり」であると
判定された第二特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該第二特別図
柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第二特別抽選結果は「大当たりＢ」となる
。
【０８８２】
　第二特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の下側のテーブルに
示すように、処理対象の第二特別図柄抽選単位データのうち、第二特別乱数の値が「１３
９５～１３９８」にあり、かつ、図柄乱数の値が「６４～１８３」である場合に主制御Ｍ
ＰＵ４１００ａは「確変当たり１」であると判定する。本処理において「確変当たり１」
であると判定された第二特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該第
二特別図柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第二特別抽選結果は「大当たりＡ
」となる。
【０８８３】
　第二特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の下側のテーブルに
示すように、処理対象の第二特別図柄抽選単位データのうち、第二特別乱数の値が「１３
９５～１３９８」にあり、かつ、図柄乱数の値が「１８４～１９９」である場合に主制御
ＭＰＵ４１００ａは「確変当たり２」であると判定する。本処理において「確変当たり２
」であると判定された第二特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該
第二特別図柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第二特別抽選結果は「大当たり
Ｃ」「大当たりＤ」「大当たりＥ」のいずれかとなる。
【０８８４】
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　先行判定処理を終えると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、先行判定処理の処理結果に応じ
て、第２種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（ステップＳ１１０４６
）、第二特別図柄先行処理を終了する。ここで、第２種入賞通知コマンドは、処理対象の
第二特別図柄抽選単位データが何番目の保留記憶として記憶されたかを示すコマンドであ
ると同時に、先行判定処理における判定結果を示すコマンドである。なお、上述した第１
種入賞通知コマンドは、第２種入賞通知コマンドとは異なり、処理対象の第二特別図柄抽
選単位データが何番目の保留記憶として記憶されたかのみを示し、先行判定処理における
判定結果は示していない。図２０８では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データがｎ番
目の保留記憶として記憶された場合に送信される第２種入賞通知コマンドを、保留ｎ（ｎ
は１～４の自然数）の第２種入賞通知コマンドとして図示している。例えば、第二特別図
柄保留数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第二
特別図柄抽選単位データは、１番目の保留記憶として記憶されるので、その場合に送信さ
れる第２種入賞通知コマンドは、保留１の第２種入賞通知コマンドとして図示している。
また、第二特別図柄保留数が「１」、「２」、「３」であるときに、入賞した遊技球に基
づく第二特別図柄抽選単位データは、それぞれ、２番目、３番目、４番目の保留記憶とし
て記憶されるので、その場合に送信される第２種入賞通知コマンドは、それぞれ、保留２
、保留３、保留４の第２種入賞通知コマンドとして図示している。後述する第一特別図柄
乱数に関する第２種入賞通知コマンドについても同様である。
【０８８５】
　例えば、本実施形態では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保
留数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６３１２」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位
データが、第二特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６３１３」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位
データが、第二特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６３１４」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位
データが、第二特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６３１５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結果が通
常ハズレであることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「１」である
ことにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２種入賞通
知コマンドと区別される。
【０８８６】
　また、本実施形態では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種
入賞通知コマンドは「６３２２」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位デー
タが、第二特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄
抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種入
賞通知コマンドは「６３２３」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位データ
が、第二特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽
選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種入賞
通知コマンドは「６３２４」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが
、第二特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽選
単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種入賞通
知コマンドは「６３２５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結果がリーチＡであ
ることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「２」であることにより、
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第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２種入賞通知コマンドと
区別される。
【０８８７】
　また、本実施形態では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種
入賞通知コマンドは「６３３２」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位デー
タが、第二特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄
抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種入
賞通知コマンドは「６３３３」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位データ
が、第二特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽
選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種入賞
通知コマンドは「６３３４」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが
、第二特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図柄抽選
単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種入賞通
知コマンドは「６３３５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結果がリーチＢであ
ることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「３」であることにより、
第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２種入賞通知コマンドと
区別される。
【０８８８】
　また、本実施形態では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、第一特別図柄及び第二特別図柄の変動中であるときに、入賞
した遊技球に基づく第二特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「
通常当たり」である場合、第２種入賞通知コマンドは「６３４２」とされる。また、処理
対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞
した遊技球に基づく第二特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「
通常当たり」である場合、第２種入賞通知コマンドは「６３４３」とされる。また、処理
対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞
した遊技球に基づく第二特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「
通常当たり」である場合、第２種入賞通知コマンドは「６３４４」とされる。また、処理
対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞
した遊技球に基づく第二特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「
通常当たり」である場合、第２種入賞通知コマンドは「６３４５」とされる。すなわち、
先行判定処理の判定結果が通常当たりであることを示す第２種入賞通知コマンドは、下か
ら２桁目の値が「４」であることにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定
処理結果を示す第２種入賞通知コマンドと区別される。
【０８８９】
　また、本実施形態では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６３５２」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位
データが、第二特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場合、
第２種入賞通知コマンドは「６３５３」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単
位データが、第二特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特
別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場合
、第２種入賞通知コマンドは「６３５４」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選
単位データが、第二特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二
特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場
合、第２種入賞通知コマンドは「６３５５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結
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果が確変当たり１であることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「５
」であることにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２
種入賞通知コマンドと区別される。
【０８９０】
　また、本実施形態では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データが、第二特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６３６２」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単位
データが、第二特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場合、
第２種入賞通知コマンドは「６３６３」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選単
位データが、第二特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二特
別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場合
、第２種入賞通知コマンドは「６３６４」とされる。また、処理対象の第二特別図柄抽選
単位データが、第二特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第二
特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場
合、第２種入賞通知コマンドは「６３６５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結
果が確変当たり２であることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「６
」であることにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２
種入賞通知コマンドと区別される。
【０８９１】
　以上の説明から解るように、第二始動口２００２に遊技球が入賞する度に、当該入賞の
検出直後に、第１種入賞通知コマンドまたは第２種入賞通知コマンドのいずれかが主制御
ＭＰＵ４１００ａから周辺制御基板４１４０に送信される。このうち、先行判定処理の処
理結果を示す第２種入賞通知コマンドは、大当たり遊技中でない場合、かつ、可動片２０
０５が促進態様で動作している場合における入賞に限って行われる。従って、実質的に、
第二特別図柄について、第２種入賞通知コマンドが送信されるのは、可動片２００５が促
進態様で動作している外部有利遊技状態Ａ及び外部有利遊技状態Ｂで遊技が行われている
ときとなる。
【０８９２】
　主制御ＭＰＵ４１００ａが、ステップＳ１１０１において第二始動口２００２に遊技球
が入賞していないと判断したとき（ステップＳ１１０１におけるＮＯ）、及び、ステップ
Ｓ１１０２において第二特別図柄保留記憶手段４２２４の保留数が上限値の４に達してい
ると判断したとき（ステップＳ１１０２におけるＮＯ）、及び、上記第二特別図柄先行処
理が終了したときは、いずれもステップＳ１１０５に進む。
【０８９３】
　ステップＳ１１０５では、主制御ＭＰＵ４１００ａは、第一始動口２００１に遊技球が
入賞したか否かを判断する（ステップＳ１１０５）。具体的には、第一始動口センサ３１
１５による遊技球検知の有無を確認する。このとき、第一始動口センサ３１１５によって
遊技球が検知された場合には第一始動口２００１に遊技球が入賞したと判断する（ステッ
プＳ１１０５におけるＹＥＳ）。第一始動口センサ３１１５による遊技球の検知がなけれ
ば、第一始動口２００１に遊技球が入賞していない（ステップＳ１１０５におけるＮＯ）
と判断する。
【０８９４】
　ステップＳ１１０５において第一始動口２００１に遊技球が入賞したと判断したときに
は、第一特別図柄抽選単位データを取得し、第一特別図柄保留記憶手段４２１４の保留数
が上限値である４未満であるか否かを判断する（ステップＳ１１０６）。
【０８９５】
　ステップＳ１１０６において第一特別図柄保留記憶手段４２１４の保留数が上限の４未
満であると判別すると（ステップＳ１１０６におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａ
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は、第一保留記憶処理を行う（ステップＳ１１０７）。第一保留記憶処理では、第一始動
口２００１に遊技球が入賞したことによって取得した第一特別図柄抽選単位データを第一
特別図柄保留記憶手段４２１４に記憶する処理が主として行われる。なお、第二始動口２
００２に遊技球が入賞したことによって取得した第二特別図柄抽選単位データと同様に、
第一始動口２００１に遊技球が入賞したことによって取得した第一特別図柄抽選単位デー
タは、第一特別図柄保留記憶手段４２１４に記憶される。第一保留記憶処理が行われると
、主制御ＭＰＵ４１００ａは、第一特別図柄先行処理を実行する（ステップＳ１１０８）
。
【０８９６】
　図２０９は、第一特別図柄先行処理の処理ステップを示すフローチャートである。第一
特別図柄先行処理は、先のステップＳ１１０６において取得した第一特別図柄抽選単位デ
ータ（処理対象の第一特別図柄抽選単位データ）の契機となった第一始動口２００１への
遊技球の入賞（ステップＳ１１０５）を通知する入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４
０に送信する処理である。
【０８９７】
　第一特別図柄先行処理が開始されると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、可動片２００５の
動作態様が促進態様であるか否かを判断する（ステップＳ１１０８１）。主制御ＭＰＵ４
１００ａは、可動片２００５が促進態様であると判断すると（ステップＳ１１０８１：Ｙ
ＥＳ）、第１種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（ステップＳ１１０
８２）、第一特別図柄先行処理を終了する。ここで送信される第１種入賞通知コマンドは
、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが何番目の保留記憶として記憶されたかを示す
コマンドである。
【０８９８】
　例えば、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保
留数が「０」であって、かつ、非変動状態であるときに入賞した遊技球に基づく第一特別
図柄抽選単位データである場合、第１種入賞通知コマンドは「６２０１」とされる。また
、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留数が「０」であって、か
つ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽選単位データである
場合、第１種入賞通知コマンドは「６２０２」とされる。
【０８９９】
　また、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留数が「１」である
ときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽選単位データである場合、第１種入賞通
知コマンドは「６２０３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、
第一特別図柄保留数が「２」であるときに入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽選単位
データである場合、第１種入賞通知コマンドは「６２０４」とされる。また、処理対象の
第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留数が「３」であるときに入賞した遊技
球に基づく第一特別図柄抽選単位データである場合、第１種入賞通知コマンドは「６２０
５」とされる。
【０９００】
　なお、処理対象が第一特別図柄抽選単位データである場合に送信される入賞通知コマン
ド（第１入賞通知コマンド及び第２入賞通知コマンド）は、上から２桁目の値が「２」で
あることにより、処理対象が第二特別図柄抽選単位データである場合に送信される入賞通
知コマンド（上から２桁目の値が上述したように「３」である）と区別される。処理対象
が第一特別図柄抽選単位データである場合に送信される入賞通知コマンドは、第一始動口
２００１への遊技球の入賞に基づいて、当該入賞直後に主制御ＭＰＵ４１００ａから周辺
制御基板４１４０に送信されるコマンドであるとも言える。また、処理対象が第二特別図
柄抽選単位データである場合に送信される入賞通知コマンドは、第二始動口２００２への
遊技球の入賞に基づいて、当該入賞直後に主制御ＭＰＵ４１００ａから周辺制御基板４１
４０に送信されるコマンドであるとも言える。
【０９０１】
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　一方、主制御ＭＰＵ４１００ａは、可動片２００５が促進態様でないと判断すると（ス
テップＳ１１０８１：ＮＯ）、非変動状態であるか否かを判断する（ステップＳ１１０８
３）。主制御ＭＰＵ４１００ａは、非変動状態であると判断すると（ステップＳ１１０８
３：ＹＥＳ）、上述した第１種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（ス
テップＳ１１０８２）、第一特別図柄先行処理を終了する。この場合は、非変動状態であ
るので、第１種入賞通知コマンドとして「６２０１」が送信されることになる。
【０９０２】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、非変動状態ではないと判断すると（ステップＳ１１０８３
：ＮＯ）、大当たり遊技中であるか否かを判断する（ステップＳ１１０８４）。主制御Ｍ
ＰＵ４１００ａは、大当たり遊技中であると判断すると（ステップＳ１１０８４：ＹＥＳ
）、上述した第１種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（ステップＳ１
１０８２）、第一特別図柄先行処理を終了する。一方、主制御ＭＰＵ４１００ａは、大当
たり遊技中でないと判断すると（ステップＳ１１０８４：ＮＯ）、処理対象の第一特別図
柄抽選単位データに基づいて先行判定テーブルに示すように判定を行う先行判定処理を実
行する（ステップＳ１１０８５）。
【０９０３】
　第一特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の上側のテーブルに
示すように、処理対象の第一特別図柄抽選単位データのうち、第一特別乱数の値が「０～
１３５２、１３５９～１３９４」にあり、かつ、リーチ判定用乱数の値が「８～２３８」
である場合に主制御ＭＰＵ４１００ａは「通常ハズレ」であると判定する。本処理におい
て「通常ハズレ」であると判定された第一特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理
において、当該第一特別図柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第一特別抽選結
果は「ハズレ」となり、リーチ抽選結果も「ハズレ」となることになる。
【０９０４】
　第一特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の上側のテーブルに
示すように、処理対象の第一特別図柄抽選単位データのうち、第一特別乱数の値が「０～
１３５２、１３５９～１３９４」にあり、かつ、リーチ判定用乱数の値が「０～７」であ
り、かつ、第一変動パターン用乱数の値が「０～２３６」である場合に主制御ＭＰＵ４１
００ａは「リーチＡ」であると判定する。本処理において「リーチＡ」であると判定され
た第一特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該第一特別図柄抽選単
位データが処理対象となった場合に、第一特別抽選結果は「ハズレ」となり、リーチ抽選
結果は「当たり」となることになる。また、第一変動パターン用乱数の値が「０～２３６
」である場合は、後述するように、外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂの場合
には、変動パターンテーブルとして高期待外れ変動パターンテーブルＮまたはＯが選択さ
れることになる（図２１５及びその説明参照）。
【０９０５】
　第一特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の上側のテーブルに
示すように、処理対象の第一特別図柄抽選単位データのうち、第一特別乱数の値が「０～
１３５２、１３５９～１３９４」にあり、かつ、リーチ判定用乱数の値が「０～７」であ
り、かつ、第一変動パターン用乱数の値が「２３７～２４０」である場合に主制御ＭＰＵ
４１００ａは「リーチＢ」であると判定する。本処理において「リーチＢ」であると判定
された第一特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該第一特別図柄抽
選単位データが処理対象となった場合に、第一特別抽選結果は「ハズレ」となり、リーチ
抽選結果は「当たり」となることになる。また、第一変動パターン用乱数の値が「２３７
～２４０」は、後述するように、外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂの場合の
場合には、変動パターンテーブルとして高期待外れ変動パターンテーブルＰが選択される
ことになる（図２１５及びその説明参照）。
【０９０６】
　第一特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の上側のテーブルに
示すように、処理対象の第一特別図柄抽選単位データのうち、第一特別乱数の値が「１３
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５３～１３５８」にある場合に主制御ＭＰＵ４１００ａは「小当たり」であると判定する
。本処理において「小当たり」であると判定された第一特別図柄抽選単位データは、後に
変動開始処理において、当該第一特別図柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第
二特別抽選結果は、先行判定処理結果と同様に「小当たり」となる。
【０９０７】
　第一特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の上側のテーブルに
示すように、処理対象の第一特別図柄抽選単位データのうち、第一特別乱数の値が「１３
９５～１３９８」にあり、かつ、図柄乱数の値が「０～６３」である場合に主制御ＭＰＵ
４１００ａは「通常当たり」であると判定する。本処理において「通常当たり」であると
判定された第一特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該第一特別図
柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第一特別抽選結果は「大当たりＢ」となる
。
【０９０８】
　第一特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の上側のテーブルに
示すように、処理対象の第一特別図柄抽選単位データのうち、第一特別乱数の値が「１３
９５～１３９８」にあり、かつ、図柄乱数の値が「６４～１２９」である場合に主制御Ｍ
ＰＵ４１００ａは「確変当たり１」であると判定する。本処理において「確変当たり１」
であると判定された第一特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該第
一特別図柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第一特別抽選結果は「大当たりＡ
」となる。
【０９０９】
　第一特別図柄抽選単位データに基づく先行判定処理では、図２０８の上側のテーブルに
示すように、処理対象の第一特別図柄抽選単位データのうち、第一特別乱数の値が「１３
９５～１３９８」にあり、かつ、図柄乱数の値が「１３０～１９９」である場合に主制御
ＭＰＵ４１００ａは「確変当たり２」であると判定する。本処理において「確変当たり２
」であると判定された第一特別図柄抽選単位データは、後に変動開始処理において、当該
第一特別図柄抽選単位データが処理対象となった場合に、第一特別抽選結果は「大当たり
Ｃ」「大当たりＤ」「大当たりＥ」のいずれかとなる。
【０９１０】
　先行判定処理を終えると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、先行判定処理の処理結果に応じ
て、第２種入賞通知コマンドを周辺制御基板４１４０に送信して（ステップＳ１１０８６
）、第一特別図柄先行処理を終了する。ここで、本ステップで送信される第２種入賞通知
コマンドは、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが何番目の保留記憶として記憶され
たかを示すコマンドであると同時に、先行判定処理における判定結果を示すコマンドであ
る。
【０９１１】
　例えば、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保
留数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２１２」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デ
ータが、第一特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２１３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デ
ータが、第一特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２１４」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デ
ータが、第一特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常ハズレ」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２１５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結果が通常
ハズレであることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「１」であるこ
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とにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２種入賞通知
コマンドと区別される。
【０９１２】
　また、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種
入賞通知コマンドは「６２２２」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デー
タが、第一特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄
抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種入
賞通知コマンドは「６２２３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位データ
が、第一特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽
選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種入賞
通知コマンドは「６２２４」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが
、第一特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽選
単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＡ」である場合、第２種入賞通
知コマンドは「６２２５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結果がリーチＡであ
ることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「２」であることにより、
第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２種入賞通知コマンドと
区別される。
【０９１３】
　また、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種
入賞通知コマンドは「６２３２」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デー
タが、第一特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄
抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種入
賞通知コマンドは「６２３３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位データ
が、第一特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽
選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種入賞
通知コマンドは「６２３４」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが
、第一特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽選
単位データであって、先行判定処理の判定結果が「リーチＢ」である場合、第２種入賞通
知コマンドは「６２３５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結果がリーチＢであ
ることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「３」であることにより、
第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２種入賞通知コマンドと
区別される。
【０９１４】
　また、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常当たり」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２４２」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デ
ータが、第一特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常当たり」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２４３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デ
ータが、第一特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常当たり」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２４４」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デ
ータが、第一特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「通常当たり」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２４５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結果が通常
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当たりであることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「４」であるこ
とにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２種入賞通知
コマンドと区別される。
【０９１５】
　また、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６２５２」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位
データが、第一特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場合、
第２種入賞通知コマンドは「６２５３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単
位データが、第一特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特
別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場合
、第２種入賞通知コマンドは「６２５４」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選
単位データが、第一特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一
特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり１」である場
合、第２種入賞通知コマンドは「６２５５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結
果が確変当たり１であることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「５
」であることにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２
種入賞通知コマンドと区別される。
【０９１６】
　また、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保留
数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場合、第
２種入賞通知コマンドは「６２６２」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位
データが、第一特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場合、
第２種入賞通知コマンドは「６２６３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単
位データが、第一特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特
別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場合
、第２種入賞通知コマンドは「６２６４」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選
単位データが、第一特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一
特別図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「確変当たり２」である場
合、第２種入賞通知コマンドは「６２６５」とされる。すなわち、先行判定処理の判定結
果が確変当たり２であることを示す第２種入賞通知コマンドは、下から２桁目の値が「６
」であることにより、第１種入賞通知コマンド、及び、他の先行判定処理結果を示す第２
種入賞通知コマンド（小当たりを示す第２種入賞通知コマンドを除く）と区別される。
【０９１７】
　ここで、本実施形態では、処理対象の第一特別図柄抽選単位データが、第一特別図柄保
留数が「０」であって、かつ、変動状態であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別
図柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「小当たり」である場合、第２
種入賞通知コマンドは「６２６２」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デ
ータが、第一特別図柄保留数が「１」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図
柄抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「小当たり」である場合、第２種
入賞通知コマンドは「６２６３」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位デー
タが、第一特別図柄保留数が「２」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄
抽選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「小当たり」である場合、第２種入
賞通知コマンドは「６２６４」とされる。また、処理対象の第一特別図柄抽選単位データ
が、第一特別図柄保留数が「３」であるときに、入賞した遊技球に基づく第一特別図柄抽
選単位データであって、先行判定処理の判定結果が「小当たり」である場合、第２種入賞
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通知コマンドは「６２６５」とされる。
【０９１８】
　このように、第一特別図柄先行処理において、先行判定処理の判定結果が小当たりであ
ることを示す第２種入賞通知コマンドは、第１特別図柄先行処理において判定結果が確変
当たり２であることを示す第２種入賞通知コマンドと完全同一であり、区別できない。し
たがって、第一特別図柄抽選単位データに対応する第２種入賞通知コマンドとして、「６
２６２」「６２６３」「６２６４」「６２６５」のいずれかを受け取った周辺制御基板４
１４０では、当該第２種入賞通知コマンドに対応する第一特別図柄抽選単位データの先行
判定結果が「小当たり」と「確変当たり２」のどちらかであることは認識可能であるが、
「小当たり」と「確変当たり２」のいずれであるかを区別することができない。
【０９１９】
　以上の説明から解るように、第一始動口２００１に遊技球が入賞する度に、当該入賞の
検出直後に、第１種入賞通知コマンドまたは第２種入賞通知コマンドのいずれかが主制御
ＭＰＵ４１００ａから周辺制御基板４１４０に送信される。このうち、先行判定処理の処
理結果を示す第２種入賞通知コマンドは、大当たり遊技中でない場合、かつ、可動片２０
０５が平常態様で動作している場合における入賞に限って行われる。従って、実質的に、
第一特別図柄について、第２種入賞通知コマンドが送信されるのは、可動片２００５が平
常進態様で動作している外部通常遊技状態Ａ及び外部通常遊技状態Ｂで遊技が行われてい
るときとなる。
【０９２０】
　第１種入賞通知コマンドまたは第２入賞通知コマンドを受信した周辺制御基板４１４０
の周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、当該受信直後に、入賞通知コマンドに基づき、後述する
液晶表示装置１４００の保留表示領域１１５１、１１５２の保留表示（図２２９参照）を
制御する。すなわち、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、入賞通知コマンドの上から２桁目の
値が「２」である場合には、当該入賞通知コマンドが第一始動口２００１への入賞（第一
特別図柄抽選単位データの取得）に基づくコマンドであると認識し、入賞通知コマンドの
上から２桁目の値が「３」である場合には、当該入賞通知コマンドが第二始動口２００２
への入賞（第二特別図柄抽選単位データの取得）に基づくコマンドであると認識する。ま
た、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、入賞通知コマンドの下から一桁目の値に基づいて表示
すべき保留表示の数を認識する。
【０９２１】
　具体的には、例えば、第１入賞通知コマンドを例に説明すると、第１入賞通知コマンド
が「６２０１」、である場合には、保留表示の更新は行わないが、第１入賞通知コマンド
が「６２０２」、第一特別図柄について１つの保留記憶がある旨を保留表示する。また、
周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１種入賞通知コマンドが「６２０３」である場合には、
第一特別図柄について２つの保留記憶がある旨を保留表示する。また、周辺制御ＭＰＵ４
１４０ａは、第１種入賞通知コマンドが「６２０４」である場合には、第一特別図柄につ
いて３つの保留記憶がある旨を保留表示し、第１種入賞通知コマンドが「６２０５」であ
る場合には、第一特別図柄について４つの保留記憶がある旨を保留表示する。
【０９２２】
　また、第１入賞通知コマンドが「６３０１」である場合には、保留表示の更新は行わな
いが、第１入賞通知コマンドが「６３０２」である場合には、第二特別図柄について１つ
の保留記憶がある旨を保留表示する。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１種入賞通
知コマンドが「６３０３」である場合には、第二特別図柄について２つの保留記憶がある
旨を保留表示する。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１種入賞通知コマンドが「６
３０４」である場合には、第二特別図柄について３つの保留記憶がある旨を保留表示し、
第１種入賞通知コマンドが「６３０５」である場合には、第二特別図柄について４つの保
留記憶がある旨を保留表示する。第２種入賞通知コマンドが受信された場合においても、
第１種入賞通知コマンドが受信された場合と同様にして、第２種入賞通知コマンドの上か
ら２桁目の値と下一桁目の値とに基づいて、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａにおいて、液晶表
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示装置１４００の保留表示の制御が行われる。
【０９２３】
　一方で、第２入賞通知コマンドを受信した周辺制御基板４１４０の周辺制御ＭＰＵ４１
４０ａは、受信された第２入賞通知コマンドに基づき、当該第２入賞通知コマンドに対応
する特別図柄抽選単位データについて、当該特別図柄抽選単位データが保留されているに
も拘わらず、事前に当該特別図柄抽選単位データに基づく抽選結果（特別抽選結果やリー
チ抽選結果を含む）を大まかに認識することができる。そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０
ａは、第２入賞通知コマンドによって認識した抽選結果を用いることにより、ある特別図
柄抽選単位データが保留されているにも拘わらず、事前に当該特別図柄抽選単位データに
基づく抽選結果を反映した演出（いわゆる先読み演出）を行うことができる。先読み演出
の詳細については後述する。
【０９２４】
　図２０６に戻って説明を続ける。主制御ＭＰＵ４１００ａが、ステップＳ１１０５にお
いて第一始動口２００１に遊技球が入賞していないと判断したとき（ステップＳ１１０５
におけるＮＯ）、及び、ステップＳ１１０６において第一特別図柄保留記憶手段４２１４
の保留数が上限値の４に達していると判断したとき（ステップＳ１１０６におけるＮＯ）
、及び、第一特別図柄先行処理を終えたときは、いずれも第一・第二始動口入賞処理を終
了する。
【０９２５】
　以上説明した第一・第二始動口入賞処理の第一特別図柄先行処理によれば、第１特別図
柄については、外部通常遊技状態Ａ及び外部通常遊技状態Ｂにおいて、変動状態であって
、かつ、第一特別図柄抽選単位データの保留記憶数が１～３である場合に第一始動口２０
０１に遊技球が入賞した場合には、入賞直後に先行判定処理を行って先行判定処理結果を
周辺制御基板４１４０に入賞毎に送信する。先行判定結果は、上述のとおり、第一特別図
柄抽選単位データが変動開始時に特別抽選及びリーチ抽選の対象となったときの結果を予
め示すものである。そして、実際に先読み演出を行うか否かの判定及びどのような先読み
演出を行うかは、周辺制御基板４１４０に委ねられている。また、第二特別図柄について
は、外部通有利遊技状態Ａ及び外部有利遊技状態Ｂにおいて、変動状態であって、かつ、
第二特別図柄抽選単位データの保留記憶数が１～３である場合に第二始動口２００２に遊
技球が入賞した場合には、入賞直後に先行判定処理を行って先行判定処理結果を周辺制御
基板４１４０に入賞毎に送信する。そして、実際に先読み演出を行うか否かの判定及びど
のような先読み演出を行うかは、周辺制御基板４１４０に委ねられている。
【０９２６】
　従来は、主制御ＭＰＵ４１００ａにおいて、先行判定処理を行うと共に、先読み演出を
行うか否かの判定を行い、先読み演出を行うと判定した場合に先読み演出を指示するコマ
ンドを周辺制御基板４１４０に送信していた。そして、周辺制御基板４１４０において先
読み演出を指示するコマンドを受信した場合に、当該コマンドに従って周辺制御基板４１
４０が先読み演出を行っていた。そして、複数種類の先読み演出を用意する場合には、先
読み演出の種類についても主制御ＭＰＵ４１００ａにおいて判定して、先読み演出をその
種類を指定して指示するコマンドを周辺制御基板４１４０に送信する必要もあった。この
ため、開発途中において、先読み演出の実行頻度の変更、先読み演出の種類の追加、先読
み演出が行われた場合の大当たり期待度の変更など、先読み演出の仕様を変更する場合に
は、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａの制御プログラムのみならず、主制御ＭＰＵ４１００ａの
制御プログラムについても変更を余儀なくされ、開発期間の長期化、開発作業の複雑化を
引き起こすおそれがあった。
【０９２７】
　しかしながら、本実施形態によれば、上述のとおり、主制御ＭＰＵ４１００ａでは、特
別抽選及びリーチ抽選の結果を先行判定して、その結果を、周辺制御基板４１４０に送信
するのみであり、実際に先読み演出を行うか否かの判定及びどのような先読み演出を行う
かは、周辺制御基板４１４０に委ねられている。このため、開発途中において、先読み演
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出の実行頻度の変更、先読み演出の種類の追加、先読み演出が行われた場合の大当たり期
待度の変更など、先読み演出の仕様を変更する場合には、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａの制
御プログラムのみを変更すれば良いため、開発期間の長期化、開発作業の容易化を実現で
きる。
【０９２８】
　ところで、本実施形態のパチンコ機１では、上述したように特別抽選結果が「小当たり
」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」のいずれであるかを開閉部材２００６の開閉動作（
１５回の短時間開閉パターン）は同一とされており、特別抽選結果が「小当たり」、「大
当たりＣ」、「大当たりＤ」である場合における変動期間、及び、開閉部材２００６の開
閉動作期間における液晶表示装置１４００における演出表示内容を同一のものとしている
。したがって、遊技者が当該演出表示内容と開閉部材２００６の開閉動作を見ただけでは
、当該変動の特別抽選結果が「小当たり」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」のいずれで
あるかを判断し難い。また、「小当たり」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」における開
閉部材２００６の開閉動作と、「大当たりＥ」における開閉部材２００６の開閉動作の前
半部分（１５回の短時間開閉パターン）は同一とされており、特別抽選結果が「小当たり
」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」である場合における変動期間、及
び、開閉部材２００６の開閉動作が同一である期間における液晶表示装置１４００の演出
表示内容を同一のものとしている。したがって、遊技者は、当該変動の特別抽選結果が「
小当たり」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」であるか、「大当たりＥ」であるかは、開
閉部材２００６の１５回の短開閉パターンが行われている間は判断し難い。
【０９２９】
　この結果、特別抽選結果が「小当たり」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当た
りＥ」である場合に、遊技者に、最も利益の大きい「大当たりＥ」であって欲しいと願い
、「大当たりＥ」でないなら、「大当たりＥ」の次に利益の大きい「大当たりＣ」か「大
当たりＤ」であって欲しいと願いながら、当該変動を見守らせることが、パチンコ機１の
一つの遊技性となっている。このとき、当該変動に先立って行われる先読み演出において
、当該変動が「小当たり」、「大当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」のうちの
いずれであるかが遊技者に解ってしまうと、パチンコ機１の遊技性が損なわれるおそれが
ある。
【０９３０】
　ここで、上述したように、第一特別図柄先行処理において、先行判定結果が「小当たり
」であることを示す第２種入賞通知コマンドと、先行判定結果が「確変当たり２」（「大
当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」に対応）であることを示す第２種入賞通知
コマンドとが完全同一にされている。この結果、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが、先読み演
出の内容、先読み演出を行うか否かを決定する際に、先行判定結果が「小当たり」である
のか、「確変当たり２」のかまでは認識できない。したがって、周辺制御ＭＰＵ４１４０
ａの制御プログラムがいかに複雑な先読み演出制御を行っていても、例え、周辺制御ＭＰ
Ｕ４１４０ａが何らかの理由で誤動作したとしても、先行判定結果が「小当たり」である
場合と「確変当たり２」である場合とで差別化された先読み演出は実行されない。この結
果、変動に先立って行われる先読み演出において、当該変動が「小当たり」、「大当たり
Ｃ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」のうちのいずれであるかが遊技者に解ってしまう
ことを確実に防止することができる。
【０９３１】
　また、先行判定結果が「小当たり」であることを示す第２種入賞通知コマンドと先行判
定結果が「確変当たり２」であることを示す第２種入賞通知コマンドとが完全同一にされ
ているので、第２種入賞通知コマンドの種類を抑制して、主制御ＭＰＵ４１００ａの制御
プログラムの簡略化を図ることができる。
【０９３２】
　上記実施形態では、先行判定処理（図２０７：ステップＳ１１０４４、図２０９：ステ
ップＳ１１０８５）において、７つの抽選結果分類（通常ハズレ、リーチＡ、リーチＢ、
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通常当たり、確変当たり１、確変当たり２）のいずれかに判定している。先行判定処理は
、必ずしも大当たり種別を確実に判定する必要はなく、上述の「確変当たり２」の判定の
ように、「「大当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」のいずれかである」といっ
た大まかな判定であって構わない。具体的には、先行判定処理の後に、先行判定処理の処
理対象の特別図柄抽選単位データが変動開始処理の処理対象となったときに、当該特別図
柄抽選単位データに基づく特別抽選結果が取り得る抽選結果種別を絞り込む程度の判定で
良い。そして、先行判定処理における先行判定結果に基づく第２入賞通知コマンドは、特
別抽選結果が小当たりとなる可能性を含む先行判定結果である場合と、抽選結果が「大当
たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」のいずれかとなる可能性を含む先行判定結果
である場合とで同一のコマンドとすれば良い。
【０９３３】
　なお、ステップＳ１１０２において、第二始動口２００２に遊技球が入賞したときに第
二特別図柄保留記憶手段４２２４の保留数が上限値であるとき、ステップＳ１１０１で取
得した第二特別図柄抽選単位データを破棄する。同様に、ステップＳ１１０５において、
第一始動口２００１に遊技球が入賞したときに第一特別図柄保留記憶手段４２１４の保留
数が上限値であるとき、ステップＳ１１０４で取得した第一特別図柄抽選単位データを破
棄する。
【０９３４】
　なお、第二始動口２００２に遊技球が入賞したと判断したとき、第二特別図柄抽選単位
データの取得は、必ずしもステップＳ１１０１で行う必要はなく、ステップＳ１１０１～
ステップＳ１１０３の間で行えばよい。例えば、ステップＳ１１０１で第二特別図柄抽選
単位データを取得せずに、ステップＳ１１０２で第二特別図柄保留記憶手段４２２４の保
留数が上限値未満であることを判定した後に第二特別図柄抽選単位データを取得してもよ
いし、ステップＳ１１０３の第二保留記憶処理で取得するようにしてもよい。
【０９３５】
　同様に、第一始動口２００１に遊技球が入賞したと判定したとき、第一特別図柄抽選単
位データの取得は、必ずしもステップＳ１１０５で行う必要はなく、ステップＳ１１０５
～ステップＳ１１０７の間で行えばよい。例えば、ステップＳ１１０５で第一特別図柄抽
選単位データを取得せずに、ステップＳ１１０６で第一特別図柄保留記憶手段４２１４の
保留数が上限値未満であることを判別した後に第一特別図柄抽選単位データを取得しても
よいし、ステップＳ１１０７の第一保留記憶処理で取得するようにしてもよい。
【０９３６】
　このように、本実施形態では、第二始動口２００２への入賞処理（ステップＳ１１０１
～ステップＳ１１０４）を実行したのちに、第一始動口２００１への入賞処理（ステップ
Ｓ１１０５～１１０８）を実行している。ただし、これに代えて、第一始動口２００１へ
の入賞処理を実行したのちに、第二始動口２００２への入賞処理を実行する態様であって
も良い。
【０９３７】
［変動開始処理について］
　次に、変動開始処理について図２１０に基づいて説明する。図２１０は、変動開始処理
の一例を示すフローチャートである。
【０９３８】
　処理選択フラグが「０」のときに実行される変動開始処理（ステップＳ１３０）では、
主制御ＭＰＵ４１００ａは、先ず、第二特別図柄保留記憶手段４２２４の保留数が０であ
るか否かを判断する（ステップＳ１３０１）。
【０９３９】
　第二特別図柄保留記憶手段４２２４の保留数が０でなければ（ステップＳ１３０１にお
けるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、処理対象の第二特別図柄抽選単位データを第二
特別図柄保留記憶手段４２２４から取得する（ステップＳ１３０２）。上述したように第
二特別図柄抽選単位データは、第二特別図柄保留記憶手段４２２４に４つまで記憶順序が
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特定できるように記憶されており、記憶された順序で処理対象とされる。
【０９４０】
　一方、第二特別図柄保留記憶手段４２２４の保留数が０である場合には（ステップＳ１
３０１におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、第一特別図柄保留記憶手段４２１
４の保留数が０であるか否かを判断する（ステップＳ１３０３）。
【０９４１】
　第一特別図柄保留記憶手段４２１４の保留数が０でなければ（ステップＳ１３０３にお
けるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、処理対象の第一特別図柄抽選単位データを第一
特別図柄保留記憶手段４２１４から取得する（ステップＳ１３０４）。上述したように第
一特別図柄抽選単位データは、第一特別図柄保留記憶手段４２１４に４つまで記憶順序が
特定できるように記憶されており、記憶された順序で処理対象とされる。
【０９４２】
　一方、第一特別図柄保留記憶手段４２１４の保留数が０である場合には（ステップＳ１
３０１におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、変動開始処理を終了する。
【０９４３】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、第二特別図柄抽選単位データ、または、第一特別図柄抽選
単位データを取得すると、確変機能が作動している遊技状態（外部通常遊技状態Ｂまたは
外部有利遊技状態Ｂ）であるか否かを判断する（ステップＳ１３０５）。ここで、確変機
能が作動している遊技状態であれば（ステップＳ１３０５におけるＹＥＳ）、当たり判定
テーブルのうち高確率時の当たり判定テーブルが選択される（ステップＳ１３０６）。
【０９４４】
　一方、ステップＳ１３０５において確変機能が未作動であれば（ステップＳ１３０５に
おけるＮＯ）、当たり判定テーブルのうち通常時の当たり判定テーブルが選択される（ス
テップＳ１３０７）。
【０９４５】
　そして、ステップＳ１３０６またはステップＳ１３０７において選択された判定テーブ
ルと、処理対象の特別図柄抽選単位データ（第一特別図柄抽選単位データまたは第二特別
図柄抽選単位データ）に含まれる特別乱数（第一特別乱数または第二特別乱数）と、に基
づいて、主制御ＭＰＵ４１００ａは、大当たりか否かを判定する（ステップＳ１３０８）
。
【０９４６】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、処理対象の特別図柄抽選単位データに含まれる特別乱数が
大当たりであると判定すると（ステップＳ１３０８におけるＹＥＳ）、処理対象の特別図
柄抽選単位データに含まれる図柄乱数に基づいて大当たりの種別を判定する（ステップＳ
１３０９）。その後、大当たりの種別に応じたフラグをＯＮ状態にする（ステップＳ１３
１０）。具体的には、主制御ＭＰＵ４１００ａは、大当たりの種別が大当たりＡであれば
大当たりＡフラグをＯＮ状態にし、大当たりの種別が大当たりＢであれば大当たりＢフラ
グをＯＮ状態にし、大当たりの種別が大当たりＣであれば大当たりＣフラグをＯＮ状態に
し、大当たりの種別が大当たりＤであれば大当たりＤフラグをＯＮ状態にし、大当たりの
種別が大当たりＥであれば大当たりＥフラグをＯＮ状態にする。その後、主制御ＭＰＵ４
１００ａは、処理フラグを「１」に更新し（ステップＳ１３１３）、変動開始処理を終了
する。
【０９４７】
　一方、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ１３０８における大当たり判定にて大当
たりでないと判定すると（ステップＳ１３０８におけるＮＯ）、表１に示す判定テーブル
と、処理対象の特別図柄抽選単位データ（第一特別図柄抽選単位データまたは第二特別図
柄抽選単位データ）に含まれる特別乱数（第一特別乱数または第二特別乱数）とに基づい
て、小当たりか否かを判定する（ステップＳ１３１１）。主制御ＭＰＵ４１００ａは、処
理対象の特別図柄抽選単位データに含まれる特別乱数が小当たりであると判定すると（ス
テップＳ１３１１におけるＹＥＳ）、小当たりフラグをＯＮ状態にして（ステップＳ１３
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１２）、ステップＳ１３１３に進み、処理フラグを「１」に更新し、変動開始処理を終了
する。また、主制御ＭＰＵ４１００ａは、処理対象の特別図柄抽選単位データに含まれる
特別乱数が小当たりでないと判定すると（ステップＳ１３１１におけるＮＯ）、ステップ
Ｓ１３１３に進み、処理フラグを「１」に更新し、変動開始処理を終了する。
【０９４８】
［変動パターン設定処理について］
　次に、変動パターン設定処理について図２１１に基づいて説明する。図２１１は、変動
パターン設定処理の一例を示すフローチャートである。
【０９４９】
　変動パターン設定処理は、特別図柄抽選結果（大当たり、小当たり、ハズレ）に応じて
変動パターンを設定する処理である。この処理では、先ず、複数種類の大当たりのうちい
ずれかの大当たりフラグがＯＮ状態であるか否か、または、小当たりフラグがＯＮ状態で
あるか否かを判断する（ステップＳ１５１０）。ここで大当たりフラグまたは小当たりフ
ラグがＯＮ状態であると（ステップＳ１５１０におけるＹＥＳ）、当たり変動パターンテ
ーブル設定処理を行い（ステップＳ１５２０）、その後、変動パターン決定処理を行う（
ステップＳ１５６０）。この変動パターン設定処理では、詳細は後述するが、当たり変動
パターンテーブル設定処理にて設定されたテーブルに基づいて変動パターンが決定される
。
【０９５０】
　ステップＳ１５１０において大当たりフラグ及び小当たりフラグのいずれもＯＮでなけ
れば（ステップＳ１５１０におけるＮＯ）、大当たりへの当選の期待度が高い高期待演出
（例えば、リーチ演出）を行うべきか否かを判断する（ステップＳ１５３０）。ここで、
大当たりへの当選の期待度が高い高期待演出を行うべきであると判断されると（ステップ
Ｓ１５３０におけるＹＥＳ）、高期待外れ変動パターンテーブル設定処理を行い（ステッ
プＳ１５４０）、その後、変動パターン決定処理を行う（ステップＳ１５６０）。この変
動パターン設定処理では、詳細は後述するが、高期待外れ変動パターンテーブル設定処理
にて設定された変動パターンテーブルに基づいて変動パターンが決定される。
【０９５１】
　一方、ステップＳ１５３０において大当たりへの当選の期待度が高い高期待演出を行う
べきでないと判断されると（ステップＳ１５３０におけるＮＯ）、低期待外れ変動パター
ンテーブル設定処理を行い（ステップＳ１５５０）、その後、変動パターン決定処理を行
う（ステップＳ１５６０）。この変動パターン設定処理では、詳細は後述するが、低期待
外れ当たり変動パターンテーブル設定処理にて設定された変動パターンテーブルに基づい
て変動パターンが決定されるとともに決定された変動パターンについて変動タイプが決定
される。
【０９５２】
　なお、高期待演出を行うべきか否かの判断は、上述したリーチ判定用乱数が高期待演出
抽選に当選していれば高期待演出を行うと判断され、高期待演出抽選に落選していれば高
期待演出を行わないと判断される。高期待演出抽選は、特別抽選結果がハズレである場合
に、図柄の変動が開始されるに際して、取得された処理対象の特別図柄抽選単位データに
含まれるリーチ判定用乱数を用いて行われる。ここで、高期待演出抽選に当選する確率は
外部通常遊技状態であるか外部有利遊技状態であるか否かによって異なっていても良い。
さらに、第一特別図柄保留数や第二特別図柄保留数によっても高期待演出抽選に当選する
確率が異なっていても良い。例えば、外部通常遊技状態の場合であって且つ当該変動が第
一特別図柄の変動であるとき、第一特別図柄保留数が０であれば１０．５分の１、第一特
別図柄保留数が１であれば１２分の１、第一特別図柄保留数が２であれば１３．５分の１
、第一特別図柄保留数が３であれば１５分の１としても良い。また、外部通常遊技状態の
場合）であって且つ当該変動が第二特別図柄の変動であるとき、高期待演出抽選に当選す
る確率は、第二特別図柄保留数が０であれば１０．５分の１、第二特別図柄保留数が１で
あれば１２分の１、第二特別図柄保留数が２であれば１３．５分の１、第二特別図柄保留
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数が３であれば１５分の１としても良い。また、外部有利遊技状態の場合は、第一特別図
柄保留数及び第二特別図柄保留数に拘らず、高期待演出抽選に当選する確率は常に１４分
の１としても良い。
【０９５３】
　次いで、ステップＳ１５６０において変動パターンが決定されると、当該決定された変
動パターンと変動タイプとの組合せを表す値を選択値としてセットし（ステップＳ１５７
０）、当該変動パターンと変動タイプとの組合せに対応する変動時間値をタイマにセット
する（ステップＳ１５８０）。例えば、変動時間値は、変動パターンと変動タイプとの組
合せ毎に予め設定されている。その後、処理フラグを「２」に更新（ステップＳ１５９０
）し、変動パターン設定処理を終了する。
【０９５４】
　なお、この変動パターン設定処理において設定された変動パターンに基づいて、第一特
別図柄表示器６４１または第二特別図柄表示器６４２において、複数のＬＥＤが所定の点
灯パターンで点灯される。
【０９５５】
［当たり変動パターンテーブル設定処理について］
　次に、図２１２、図２１３に基づいて当たり変動パターンテーブル設定処理について説
明する。図２１２は、当たり変動パターンテーブル設定処理の一例を示すフローチャート
である。図２１３は、当たり変動パターンテーブル設定処理において、設定されるテーブ
ルの振り分けを示す表である。
【０９５６】
　図２１２の当たり変動パターンテーブル設定処理において、主制御ＭＰＵ４１００ａは
、先ず、遊技状態を認識する（ステップＳ１５２０１）。遊技状態は、上述のとおり外部
通常遊技状態Ａと、外部通常遊技状態Ｂと、外部有利遊技状態Ａと、外部有利遊技状態Ｂ
の４種類がある。例えば、遊技状態は、主制御ＭＰＵ４１００ａにおいてフラグで管理さ
れており、外部通常遊技状態Ａフラグと、外部通常遊技状態Ｂフラグと、外部有利遊技状
態Ａフラグと、外部有利遊技状態Ｂフラグのいずれか一つのフラグがオン状態とされてい
る。主制御ＭＰＵ４１００ａは、オン状態となっているフラグを認識することにより、遊
技状態を認識する。次いで、主制御ＭＰＵ４１００ａは、当たり種別を認識する（ステッ
プＳ１５２０２）。当たり種別は、上述したように主制御ＭＰＵ４１００ａにおいてフラ
グで管理されている。例えば、主制御ＭＰＵ４１００ａは、大当たりＡフラグ、大当たり
Ｂフラグ、大当たりＣフラグ、大当たりＤフラグ、大当たりＥフラグ、小当たりフラグの
いずれのフラグがオン状態となっているかを認識することにより、大当たりＡ～Ｅ、小当
たりのいずれの当たりであるかを認識する。次いで、主制御ＭＰＵ４１００ａは、遊技状
態と、当たり種別と、処理対象の特別図柄抽選単位データに含まれる第一変動パターン用
乱数とに基づいて当たり変動パターン設定テーブルを選択し（ステップＳ１５２０３）、
当たり変動パターンテーブル設定処理を終了する。
【０９５７】
　本実施形態では、当たり変動パターンテーブルには、図２１３に示されるように、Ａ～
Ｍの１３種類がある。遊技状態と、当たり種別と、第一変動パターン用乱数の組合せに、
当たり変動パターンテーブルＡ～Ｍのいずれかが対応付けられている。例えば、図２１３
に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂで、かつ、
当たり種別が大当たりＡである場合、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱
数のうち、１２６個の値が当たり変動パターンテーブルＡに対応付けられており、７５個
の値が当たり変動パターンテーブルＢに対応付けられており、４０個の値が当たり変動パ
ターンテーブルＣに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部通常遊技状態Ａま
たは外部通常遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＡである場合には、当たり変動
パターンテーブル設定処理において、２４１分の１２６の確率で当たり変動パターンテー
ブルＡが選択され、２４１分の７５の確率で当たり変動パターンテーブルＢが選択され、
２４１分の４０の確率で当たり変動パターンテーブルＣが選択される。そして、遊技状態
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が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂで、当たり種別が大当たりＡである場合
には、当たり変動パターンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＡ～
Ｃ以外のテーブルが選択されることはない。
【０９５８】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂ
で、かつ、当たり種別が大当たりＢである場合、総数２４１（０～２４０）の第一変動パ
ターン用乱数のうち、１６６個の値が当たり変動パターンテーブルＡに対応付けられてお
り、７５個の値が当たり変動パターンテーブルＢに対応付けられている。したがって、遊
技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂで、当たり種別が大当たりＢであ
る場合には、当たり変動パターンテーブル設定処理において、２４１分の１６６の確率で
当たり変動パターンテーブルＡが選択され、２４１分の７５の確率で当たり変動パターン
テーブルＢが選択される。そして、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状
態Ｂで、当たり種別が大当たりＢである場合には、当たり変動パターンテーブル設定処理
において、当たり変動パターンテーブルＡ、Ｂ以外のテーブルが選択されることはない。
【０９５９】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂ
または外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＣである場合、総数２４１（
０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが当たり変動パターンテーブルＥに対応付
けられている。したがって、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂま
たは外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＣである場合には、当たり変動
パターンテーブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＥが
選択される。すなわち、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂまたは
外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＣである場合には、当たり変動パタ
ーンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＥ以外のテーブルが選択さ
れることはない。
【０９６０】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂ
または外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＣである場合、総数２４１（
０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが当たり変動パターンテーブルＥに対応付
けられている。したがって、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂま
たは外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＣである場合には、当たり変動
パターンテーブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＥが
選択される。すなわち、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂまたは
外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＣである場合には、当たり変動パタ
ーンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＥ以外のテーブルが選択さ
れることはない。
【０９６１】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大
当たりＤである場合、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが当た
り変動パターンテーブルＦに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部通常遊技
状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＤである場合には、当たり変動パターンテーブル
設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＦが選択される。すな
わち、遊技状態が外部通常遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＤである場合には
、当たり変動パターンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＦ以外の
テーブルが選択されることはない。
【０９６２】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂ
または外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＥである場合、総数２４１（
０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが当たり変動パターンテーブルＤに対応付
けられている。したがって、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂま
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たは外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＥである場合には、当たり変動
パターンテーブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＤが
選択される。すなわち、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂまたは
外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＥである場合には、当たり変動パタ
ーンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＤ以外のテーブルが選択さ
れることはない。
【０９６３】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ｂまたは外部有利遊技状態Ａ
で、かつ、当たり種別が大当たりＤである場合、総数２４１（０～２４０）の第一変動パ
ターン用乱数の全てが当たり変動パターンテーブルＥに対応付けられている。したがって
、遊技状態が外部通常遊技状態Ｂまたは外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当
たりＤである場合には、当たり変動パターンテーブル設定処理において、１００％の確率
で当たり変動パターンテーブルＥが選択される。すなわち、遊技状態が外部通常遊技状態
Ｂまたは外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＤである場合には、当たり
変動パターンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＥ以外のテーブル
が選択されることはない。
【０９６４】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂ
または外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が小当たりである場合、総数２４１（０
～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが当たり変動パターンテーブルＧに対応付け
られている。したがって、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂまた
は外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が小当たりである場合には、当たり変動パタ
ーンテーブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＧが選択
される。すなわち、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂまたは外部
有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が小当たりである場合には、当たり変動パターンテ
ーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＧ以外のテーブルが選択されるこ
とはない。
【０９６５】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂ
または外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が小当たりである場合、総数２４１（０
～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが当たり変動パターンテーブルＧに対応付け
られている。したがって、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂまた
は外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が小当たりである場合には、当たり変動パタ
ーンテーブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＧが選択
される。すなわち、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂまたは外部
有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が小当たりである場合には、当たり変動パターンテ
ーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＧ以外のテーブルが選択されるこ
とはない。
【０９６６】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大
当たりＡである場合には、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数のうち、
８７個の値が当たり変動パターンテーブルＡに対応付けられ、２５個の値が当たり変動パ
ターンテーブルＢに対応付けられ、１７個の値が当たり変動パターンテーブルＣに対応付
けられ、１１２個の値が当たり変動パターンテーブルＭに対応付けられている。したがっ
て、遊技状態が外部有利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＡである場合には、
当たり変動パターンテーブル設定処理において、２４１分の８７の確率で当たり変動パタ
ーンテーブルＡが選択され、２４１分の２５の確率で当たり変動パターンテーブルＢが選
択され、２４１分の１７の確率で当たり変動パターンテーブルＣが選択され、２４１分の
１１２の確率で当たり変動パターンテーブルＭが選択される。そして、遊技状態が外部有
利遊技状態Ａで、かつ、当たり種別が大当たりＡである場合には、当たり変動パターンテ
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ーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＡ～Ｃ、Ｍ以外のテーブルが選択
されることはない。
【０９６７】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部通常遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大
当たりＢである場合には、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが
当たり変動パターンテーブルＡに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部通常
遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＢである場合には、当たり変動パターンテー
ブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＡが選択される。
そして、遊技状態が外部通常遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＢである場合に
は、当たり変動パターンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＡ以外
のテーブルが選択されることはない。
【０９６８】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大
当たりＡである場合には、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数のうち、
１９６個の値が当たり変動パターンテーブルＨに対応付けられ、４５個の値が当たり変動
パターンテーブルＩに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂ
で、かつ、当たり種別が大当たりＡである場合には、当たり変動パターンテーブル設定処
理において、２４１分の１９６の確率で当たり変動パターンテーブルＨが選択され、２４
１分の４５の確率で当たり変動パターンテーブルＩが選択される。そして、遊技状態が外
部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＡである場合には、当たり変動パター
ンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＨ、Ｉ以外のテーブルが選択
されることはない。
【０９６９】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大
当たりＢである場合には、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが
当たり変動パターンテーブルＩに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部通常
遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＢである場合には、当たり変動パターンテー
ブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＩが選択される。
そして、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＢである場合に
は、当たり変動パターンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＩ以外
のテーブルが選択されることはない。
【０９７０】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大
当たりＣまたは大当たりＤである場合には、総数２４１（０～２４０）の第一変動パター
ン用乱数の全てが当たり変動パターンテーブルＪに対応付けられている。したがって、遊
技状態が外部通常遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＣまたは大当たりＤである
場合には、当たり変動パターンテーブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動
パターンテーブルＪが選択される。そして、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当
たり種別が大当たりＣまたは大当たりＤである場合には、当たり変動パターンテーブル設
定処理において、当たり変動パターンテーブルＪ以外のテーブルが選択されることはない
。
【０９７１】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大
当たりＥである場合には、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが
当たり変動パターンテーブルＬに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部通常
遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＥである場合には、当たり変動パターンテー
ブル設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＬが選択される。
そして、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が大当たりＥである場合に
は、当たり変動パターンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＬ以外
のテーブルが選択されることはない。
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【０９７２】
　図２１３に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が小
当たりである場合には、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが当
たり変動パターンテーブルＫに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部通常遊
技状態Ｂで、かつ、当たり種別が小当たりである場合には、当たり変動パターンテーブル
設定処理において、１００％の確率で当たり変動パターンテーブルＫが選択される。そし
て、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂで、かつ、当たり種別が小当たりである場合には、当
たり変動パターンテーブル設定処理において、当たり変動パターンテーブルＫ以外のテー
ブルが選択されることはない。
【０９７３】
［高期待外れ変動パターンテーブル設定処理について］
　次に、図２１４及び図２１５に基づいて高期待外れ変動パターンテーブル設定処理につ
いて説明する。図２１４は、高期待外れ変動パターンテーブル設定処理の一例を示すフロ
ーチャートである。図２１５は、高期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、設
定されるテーブルの振り分けを示す表である。
【０９７４】
　図２１４の高期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、主制御ＭＰＵ４１００
ａは、先ず、遊技状態を認識する（ステップＳ１５４０１）。例えば、遊技状態は、主制
御ＭＰＵ４１００ａにおいてフラグで管理されており、外部通常遊技状態Ａフラグと、外
部通常遊技状態Ｂフラグと、外部有利遊技状態Ａフラグと、外部有利遊技状態Ｂフラグの
いずれか一つのフラグがオン状態とされている。主制御ＭＰＵ４１００ａは、オン状態と
なっているフラグを認識することにより、遊技状態を認識する。次いで、主制御ＭＰＵ４
１００ａは、遊技状態と、処理対象の特別図柄抽選単位データに含まれる第一変動パター
ン用乱数とに基づいて高期待外れ変動パターン設定テーブルを選択し（ステップＳ１５４
０２）、高期待外れ変動パターンテーブル設定処理を終了する。
【０９７５】
　本実施形態では、高期待外れ変動パターンテーブルには、図２１５に示されるように、
Ｎ～Ｓの６種類がある。遊技状態と、第一変動パターン用乱数の組合せに、高期待外れ変
動パターンテーブルＮ～Ｓのいずれかが対応付けられている。例えば、図２１５に示され
るように、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂである場合、総数２
４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数のうち、２２４個の値（例えば、本実施形
態では０～２２３）が高期待外れ変動パターンテーブルＮに対応付けられており、１３個
の値（例えば、本実施形態では２２４～２３６）が高期待外れ変動パターンテーブルＯに
対応付けられており、４個の値（例えば、本実施形態では２３７～２４０）が高期待外れ
変動パターンテーブルＰに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部通常遊技状
態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂである場合には、高期待外れ変動パターンテーブル設定処
理において、２４１分の２２４の確率で高期待外れ変動パターンテーブルＮが選択され、
２４１分の１３の確率で高期待外れ変動パターンテーブルＯが選択され、２４１分の４の
確率で高期待外れ変動パターンテーブルＰが選択される。そして、外部通常遊技状態Ａま
たは外部通常遊技状態Ｂである場合には、高期待外れ変動パターンテーブル設定処理にお
いて、高期待外れ変動パターンテーブルＮ～Ｐ以外のテーブルが選択されることはない。
【０９７６】
　また、図２１５に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ｂである場合、総数２
４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全ての値が高期待外れ変動パターンテー
ブルＱに対応付けられている。したがって、遊技状態が外部遊技遊技状態Ｂである場合に
は、高期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、１００％の確率で高期待外れ変
動パターンテーブルＱが選択され、高期待外れ変動パターンテーブルが選択されることは
ない。また、図２１５に示されるように、遊技状態が外部有利遊技状態Ａである場合、総
数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数のうち、２３３個の値（例えば、本実
施形態では０～２３２）が高期待外れ変動パターンテーブルＲに対応付けられており、８
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個の値（例えば、本実施形態では２３３～２４０）が高期待外れ変動パターンテーブルＳ
に対応付けられている。したがって、遊技状態が外部有利遊技状態Ａである場合には、高
期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、２４１分の２３３の確率で高期待外れ
変動パターンテーブルＲが選択され、２４１分の８の確率で高期待外れ変動パターンテー
ブルＳが選択される。そして、外部有利遊技状態Ｂである場合には、高期待外れ変動パタ
ーンテーブル設定処理において、高期待外れ変動パターンテーブルＲ、Ｓ以外のテーブル
が選択されることはない。
【０９７７】
［低期待外れ変動パターンテーブル設定処理について］
　次に、図２１６及び図２１７に基づいて低期待外れ変動パターンテーブル設定処理につ
いて説明する。図２１６は、低期待外れ変動パターンテーブル設定処理の一例を示すフロ
ーチャートである。図２１７は、低期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、設
定されるテーブルの振り分けを示す表である。
【０９７８】
　図２１６の低期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、主制御ＭＰＵ４１００
ａは、先ず、遊技状態を認識する（ステップＳ１５５０１）。例えば、遊技状態は、主制
御ＭＰＵ４１００ａにおいてフラグで管理されており、外部通常遊技状態Ａフラグと、外
部通常遊技状態Ｂフラグと、外部有利遊技状態Ａフラグと、外部有利遊技状態Ｂフラグの
いずれか一つのフラグがオン状態とされている。主制御ＭＰＵ４１００ａは、オン状態と
なっているフラグを認識することにより、遊技状態を認識する。次いで、主制御ＭＰＵ４
１００ａは、処理対象の特別図柄抽選単位データの属する特別図柄（第一特別図柄または
第二特別図柄）において処理対象の特別図柄抽選単位データを除く未処理の特別図柄抽選
単位データの数、すなわち、残りの保留数を認識する（ステップＳ１５５０２）。例えば
、処理対象の特別図柄抽選単位データを取得したときその特別図柄の保留数が４であれば
、残りの保留数は３となる。また、処理対象の特別図柄抽選単位データを取得したときそ
の特別図柄の保留数が３であれば、残りの保留数は２となる。主制御ＭＰＵ４１００ａは
、遊技状態と、処理対象の特別図柄抽選単位データの属する特別図柄の残りの保留数と、
処理対象の特別図柄抽選単位データに含まれる第一変動パターン用乱数とに基づいて低期
待外れ変動パターン設定テーブルを選択し（ステップＳ１５５０３）、高期待外れ変動パ
ターンテーブル設定処理を終了する。
【０９７９】
　本実施形態では、低期待外れ変動パターンテーブルには、図２１７に示されるように、
Ｔ～Ｚ、ＡＡ、ＢＢ、ＣＣの１０種類がある。処理対象の特別図柄の種別（第一特別図柄
または第二特別図柄）と、遊技状態と、処理対象の特別図柄の残り保留数と、第一変動パ
ターン用乱数の組合せに、低期待外れ変動パターンテーブルＴ～Ｚ、ＡＡ、ＢＢ、ＣＣの
いずれかが対応付けられている。例えば、図２１７に示されるように、処理対象の特別図
柄が第一特別図柄であり、かつ、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態
Ｂである場合、第一特別図柄の残り保留数０、１、２、３に応じて、総数２４１（０～２
４０）の第一変動パターン用乱数の全てがそれぞれ低期待外れ変動パターンテーブルＴ、
Ｕ、Ｖ、Ｗに対応付けられている。したがって、処理対象の特別図柄が第一特別図柄であ
り、かつ、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂである場合には、第
一特別図柄の残り保留数０、１、２、３に応じて、低期待外れ変動パターンテーブル設定
処理において、１００％の確率で低期待外れ変動パターンテーブルＴ、Ｕ、Ｖ、Ｗがそれ
ぞれ選択され、他の低期待外れ変動パターンテーブルが選択されることはない。
【０９８０】
　また、図２１７に示されるように、処理対象の特別図柄が第一特別図柄であり、かつ、
遊技状態が外部有利遊技状態Ａまたは外部有利遊技状態Ｂである場合、第一特別図柄の残
り保留数に関わらず、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが低期
待外れ変動パターンテーブルＺに対応付けられている。したがって、処理対象の特別図柄
が第一特別図柄であり、かつ、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂ
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である場合には、低期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、１００％の確率で
低期待外れ変動パターンテーブルＺが選択され、他の低期待外れ変動パターンテーブルが
選択されることはない。
【０９８１】
　図２１７に示されるように、処理対象の特別図柄が第二特別図柄であり、かつ、遊技状
態が外部通常遊技状態Ｂである場合、第二特別図柄の残り保留数０、１、２、３に応じて
、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てがそれぞれ低期待外れ変動
パターンテーブルＸ、Ｙ、Ｙ、Ｙに対応付けられている。したがって、処理対象の特別図
柄が第二特別図柄であり、かつ、遊技状態が外部通常遊技状態Ｂである場合には、第二特
別図柄の残り保留数０、１、２、３に応じて、低期待外れ変動パターンテーブル設定処理
において、１００％の確率で低期待外れ変動パターンテーブルＴ、Ｙのいずれかが選択さ
れ、他の低期待外れ変動パターンテーブルが選択されることはない。
【０９８２】
　また、図２１７に示されるように、処理対象の特別図柄が第二特別図柄であり、かつ、
遊技状態が外部有利遊技状態Ａである場合、第一特別図柄の残り保留数に関わらず、総数
２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全てが低期待外れ変動パターンテーブ
ルＺに対応付けられている。したがって、処理対象の特別図柄が第一特別図柄であり、か
つ、遊技状態が外部通常遊技状態Ａまたは外部通常遊技状態Ｂである場合には、低期待外
れ変動パターンテーブル設定処理において、１００％の確率で低期待外れ変動パターンテ
ーブルＺが選択され、他の低期待外れ変動パターンテーブルが選択されることはない。
【０９８３】
　図２１７に示されるように、処理対象の特別図柄が第二特別図柄であり、かつ、遊技状
態が外部有利遊技状態Ａまたは外部有利遊技状態Ｂである場合、第二特別図柄の残り保留
数０、１、２、３に応じて、総数２４１（０～２４０）の第一変動パターン用乱数の全て
がそれぞれ低期待外れ変動パターンテーブルＡＡ、ＢＢ、ＣＣ、ＣＣに対応付けられてい
る。したがって、処理対象の特別図柄が第二特別図柄であり、かつ、遊技状態が外部有利
遊技状態Ａまたは外部有利遊技状態Ｂである場合には、第二特別図柄の残り保留数０、１
、２、３に応じて、低期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、１００％の確率
で低期待外れ変動パターンテーブルＡＡ、ＢＢ、ＣＣのいずれかが選択され、他の低期待
外れ変動パターンテーブルが選択されることはない。
【０９８４】
　なお、低期待外れ変動パターンテーブル設定処理において、残りの保留数が多いときに
選択される低期待外れ変動パターンテーブルには、全般的に残りの保留数が少ないときに
選択される低期待外れ変動パターンテーブルテップと比較して、特別図からの変動時間の
短い変動パターンが記述されており、保留の状態とされている抽選処理の処理数が少ない
ときよりも多いときのほうが短い時間にて特別図柄の変動表示が行われる。
【０９８５】
　次に、ステップＳ１５６０の変動パターン決定処理について説明する。この変動パター
ン設定処理では、ステップＳ１５２０の当たり変動パターンテーブル設定処理、ステップ
Ｓ１５４０の高期待外れ変動パターン設定処理またはステップＳ１５５０の低期待外れ変
動パターン設定処理で設定された変動パターンテーブルに基づいて、変動パターンが決定
される。以下、設定された変動パターンテーブル毎に、変動パターン決定処理について説
明する。図２１８は、当たり変動パターンテーブル設定処理において選択され得る当たり
変動パターンテーブルＡ～Ｃに基づいて決定される変動パターンの一覧表である。図２１
９は、当たり変動パターンテーブル設定処理において選択され得る当たり変動パターンテ
ーブルＤ～Ｍに基づいて決定される変動パターンの一覧表である。図２２０は、高期待外
れ変動パターン設定処理において選択され得る高期待外れ変動パターンテーブルＮ～Ｓに
基づいて決定される変動パターンの一覧表である。図２２１は、低期待外れ変動パターン
設定処理において選択され得る低期待外れ変動パターンテーブルＴ～Ｚ、ＡＡ、ＢＢ、Ｃ
Ｃに基づいて決定される変動パターンの一覧表である。図２１８～図２２１には、各変動
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パターンテーブルに基づいて決定される変動パターンの振り分けが併せて示されている。
【０９８６】
　各変動パターンテーブルＡ～Ｚ、ＡＡ、ＢＢ、ＣＣは、総数２５１（０～２５５）の第
二変動パターン用乱数と、各変動パターンとを対応付けている。そして、主制御ＭＰＵ４
１００ａは、設定された変動パターンテーブルにおいて、処理対象の特別図柄抽選単位デ
ータに含まれる第二変動パターン用乱数と対応付けられている変動パターンを、処理対象
の特別図柄抽選単位データに対応する変動における変動パターンに決定する。また、主制
御ＭＰＵ４１００ａは、変動パターンが決定されると、処理対象の特別図柄抽選単位デー
タに含まれる変動タイプ乱数に基づいて、変動パターン毎に変動タイプを決定する。変動
タイプは、後述するように、通常、２連、３連、４連の４種類があり、図２１８～図２２
１には、変動パターン毎の変動タイプの振り分けが併せて示されている。
【０９８７】
　例えば、設定された変動パターンテーブルがＡの場合、図２１８に示すように、番号４
、５、７、８、９、１０、１２、１４、１５、１７、１８、２０、２２、２４、２５、２
７、２８、３６、３７のうちいずれかの変動パターンに、それぞれ、２５１分の３、２５
１分の２２、２５１分の４、２５１分の５、２５１分の７、２５１分の３０、２５１分の
３４、２５１分の３、２５１分の１７、２５１分の３、２５１分の２０、２５１分の２０
、２５１分の３３、２５１分の１、２５１分の１３、２５１分の２、２５１分の１７、２
５１分の４、２５１分の１３の確率で決定されることとなる。
【０９８８】
　また、例えば、図２１８に示すように、番号２０の変動パターン（実写リーチＡ当たり
）が選択された場合、変動タイプは、２３３分の７８の確率で「通常」に、２３３分の４
０の確率で「２連」に、２３３分の１１０の確率で「３連」に、２３３分の５の確率で「
４連」にそれぞれ決定される。
【０９８９】
　また、例えば、図２２１に示すように、設定された変動パターンテーブルがＷの場合、
番号１２８の変動パターン（通常変動（保留３））が１００％の確率で選択される。なお
、図２２１に示される変動パターンテーブルＴ～Ｚ、ＡＡ、ＢＢ、ＣＣに基づいて決定さ
れる変動パターンの変動タイプは、１００％の確率で「通常」に決定されるので、図２２
１において変動タイプの振り分けは図示していない。
【０９９０】
　なお、こうして変動パターン及び対応する変動タイプが決定されると、該決定された変
動パターン及び変動タイプに対応したコマンド（情報）と、当該変動に対応する特別図柄
抽選単位データの抽選結果（ハズレ、大当たりＡ、大当たりＢ、大当たりＣ、大当たりＤ
、大当たりＥ）を示すコマンド（情報）とが当該主制御基板４１００から上記周辺基板４
０１０に送信され、該周辺基板４０１０内の周辺制御ＭＰＵ４１４０ａによる演出抽選な
どの処理に供される。すなわち、液晶表示装置１４００に表示される装飾図柄の変動表示
や演出表示（連続演出や、リーチ演出など）は、実際には、この周辺基板４０１０内にて
上記主制御基板４１００から送信されるコマンドに応じて決定されるようになっている。
この意味では、上記液晶表示装置１４００に表示される装飾図柄の変動表示や演出表示に
かかる制御は、主制御基板４１００と周辺基板４０１０とによって協働して行われている
（表示制御手段）。
【０９９１】
［変動中処理について］
　次に、図２２２に基づいて、変動中処理について説明する。図２２２は、変動中処理の
一例を示すフローチャートである。変動中処理では、先ず、特別図柄が変動中であるか否
かを判断する（ステップＳ１８０１）。ここで、第一特別図柄表示器６４１及び第二特別
図柄表示器６４２のいずれかが変動中であれば変動中であると判断される。特別図柄が変
動中でなければ（ステップＳ１８０１におけるＮＯ）、そのまま、変動中処理を終了する
。
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【０９９２】
　ステップＳ１８０１において特別図柄が変動中であると判断すると（ステップＳ１８０
１におけるＹＥＳ）、ステップＳ１８０２に進み、変動時間が終了しているか否かを判断
する。具体的には、変動パターン設定処理においてタイマにセットした変動時間が経過し
たか否かを判断する。ここで、変動時間が経過していなければ、そのまま、変動中処理を
終了する（ステップＳ１８０２におけるＮＯ）。変動時間が経過すると（ステップＳ１８
０２におけるＹＥＳ）、特別図柄の変動を停止する（ステップＳ１８０３）。即ち、第一
特別図柄表示器６４１または第二特別図柄表示器６４２のうち変動中の表示器において、
第一特別抽選結果または第二特別抽選結果を導出表示する。
【０９９３】
　特別図柄の変動を停止すると（ステップＳ１８０３）、複数の大当たり種別のうちいず
れかの大当たりフラグがＯＮ状態であるか否かを判断する（ステップＳ１８０４）。即ち
、今回の変動が停止して抽選結果が導出された結果、いずれかの大当たり遊技を開始する
か否を判断する。いずれかの大当たりフラグがＯＮ状態であると（ステップＳ１８０４に
おけるＹＥＳ）、処理フラグを「３」に更新し（ステップＳ１８０５）、変動中処理を終
了する。いずれの大当たりフラグもＯＮ状態でなければ（ステップＳ１８０４におけるＮ
Ｏ）、次に小当たりフラグがＯＮ状態であるか否かを判断する（ステップＳ１８０６）。
即ち、今回の変動が停止して抽選結果が導出された結果、特別電動役物小当たり制御処理
を開始するか否かを判断する。小当たりフラグがＯＮ状態であると（ステップＳ１８０６
におけるＹＥＳ）、処理フラグを「４」に更新し（ステップＳ１８０７）、変動中処理を
終了する。小当たりフラグがＯＮ状態でなければ（ステップＳ１８０６におけるＮＯ）、
処理フラグを「０」に更新し（ステップＳ１８０８）、変動中処理を終了する。
【０９９４】
［大当たり遊技開始処理について］
　次に、図２２３に基づいて、大当たり遊技開始処理について説明する。図２２３は、大
当たり遊技開始処理の一例を示すフローチャートである。この大当たり遊技開始処理では
、主制御ＭＰＵ４１００ａは、先ず、確率変動機能が作動中であるか否かを判断する（ス
テップＳ２００１）。大当たり遊技が実行されているときは確変機能を作動させないため
、主制御ＭＰＵ４１００ａは、確変機能が作動している場合には、確変機能の作動を停止
して（ステップＳ２００２）、ステップＳ２００３に進む。一方、ステップＳ２００１に
おいて確変機能が作動していないと判断すると（ステップＳ２００１におけるＮＯ）、主
制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ２００２をスキップしてステップＳ２００３に進む
。
【０９９５】
　ステップＳ２００３では、主制御ＭＰＵ４１００ａは、開閉部材２００６の可動片２０
０５の動作態様が促進態様であるか否かを判断する。大当たり遊技が実行されているとき
は開閉部材２００６の可動片２００５の動作態様を平常態様とするため、主制御ＭＰＵ４
１００ａは、可動片２００５の動作態様が促進態様である場合には、可動片２００５の動
作態様を平常態様に変更して（ステップＳ２００４）、ステップＳ２００５に進む。一方
、ステップＳ２００３において可動片２００５の動作態様が平常態様である場合には（ス
テップＳ２００３におけるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ２００４をス
キップしてステップＳ２００５に進む。
【０９９６】
　ステップＳ２００５では、主制御ＭＰＵ４１００ａは、大当たりフラグを参照して大当
たり種別を認識し、大当たり種別に応じてアタッカユニット２０００の開閉部材２００６
の開閉パターンをセットする。例えば、大当たり種別が「大当たりＡ」「大当たりＢ」で
ある場合、上述した長時間開閉パターンを実現するため、ラウンド回数（例えば１５ラウ
ンド）、１ラウンド当たりのアタッカユニット２０００の開閉部材２００６の最大開放時
間（例えば、２６秒～３３秒）及び最大入賞数（例えば、１０球）をセットする。また、
そして、その後、ステップＳ２００６に進んで処理フラグを「５」に更新し、大当たり遊
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技開始処理を終了する。
【０９９７】
［小当たり成立時処理について］
　次に、図２２４に基づいて、小当たり成立時処理について説明する。図２２４は、小当
たり成立時処理の一例を示すフローチャートである。この小当たり成立時処理では、先ず
、アタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開閉パターンを小当たり用の開閉パタ
ーン（本実施形態では、上述したように短時間開閉パターン）にセットする。具体的には
、短時間開閉パターンを実現するため、ラウンド回数（例えば１５ラウンド）、１回当た
りのアタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開放時間（例えば、０．０５秒～０
．６秒の間）及び最大入賞数（例えば、２球）をセットする（ステップＳ２２０１）。そ
の後、処理フラグを「６」に更新して小当たり成立時処理を終了する（ステップＳ２２０
２）。
【０９９８】
［特別電動役物大当たり制御処理］
　次に、図２２５に基づいて、特別電動役物大当たり制御処理について説明する。図２２
５は、特別電動役物大当たり制御処理の一例を示すフローチャートである。特別電動役物
大当たり制御処理においては、主制御ＭＰＵ４１００ａは、先ず、アタッカユニット２０
００の開閉部材２００６が開放中であるか否かを判断する（ステップＳ２４０１）。アタ
ッカユニット２０００の開閉部材２００６が開放中であれば（ステップＳ２４０１におけ
るＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、予めセットされたアタッカユニット２０００の
開閉部材２００６の最大開放時間が経過したか否かを判断する（ステップＳ２４０２）。
具体的には、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ２００５においてセットされた最大
開放時間が経過したか否かを判断する。アタッカユニット２０００の開閉部材２００６の
最大開放時間が経過したと判断すると（ステップＳ２４０２におけるＹＥＳ）、アタッカ
ユニット２０００の開閉部材２００６を閉鎖して（ステップＳ２４０４）、特別電動役物
大当たり制御処理を終了する。
【０９９９】
　ステップＳ２４０２においてアタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開放時間
が経過していなければ（ステップＳ２４０２におけるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは
、予めセットされた最大入賞数の遊技球がアタッカユニット２０００の大入賞口２００３
に受け入れられたか否かを判断する（ステップＳ２４０３）。具体的には、主制御ＭＰＵ
４１００ａは、カウントセンサ２０１４によるカウント値が、ステップＳ２００５におい
てセットされた最大入賞数に達したか否かを判断する。アタッカユニット２０００の大入
賞口２００３に最大入賞数の遊技球が受け入れられたと判断すると（ステップＳ２４０３
におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ２４０４に進み、アタッカユ
ニット２０００の開閉部材２００６を閉鎖して特別電動役物大当たり制御処理を終了する
。一方、アタッカユニット２０００の大入賞口２００３に最大入賞数の遊技球が受け入れ
られていなければ（ステップ２４０３におけるＮＯ）、そのまま特別電動役物大当たり制
御処理を終了する。
【１０００】
　開閉部材が開放中でなければ（ステップＳ２４０１におけるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１
００ａは、予めセットされたラウンド数に達したか否かを判断する（ステップＳ２４０５
）。具体的には、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ２００５においてセットされた
ラウンド数に達したか否かを判断する。ここで、予めセットされたラウンド数に達してい
れば（ステップＳ２４０５におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ２
４０８に進み、大当たりフラグ（大当たりＡフラグ、大当たりＢフラグ、大当たりＣフラ
グ、大当たりＤフラグ、大当たりＥフラグのうちＯＮ状態となっているフラグ）をＯＦＦ
にする。一方、予めセットされたラウンド数に達していなければ（ステップＳ２４０５に
おけるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ラウンド間時間（ラウンド間のインターバル
）が経過しているか否かを判断する（ステップＳ２４０６）。主制御ＭＰＵ４１００ａは
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、ラウンド間時間が経過していないと判断すると（ステップＳ２４０６におけるＮＯ）、
そのまま特別電動役物大当たり制御処理を終了する。ラウンド間時間が経過したと判断す
ると（ステップＳ２４０６におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、アタッカユニ
ット２０００の開閉部材２００６の開放処理を行い（ステップＳ２４０７）、特別電動役
物大当たり制御処理を終了する。
【１００１】
　ステップＳ２４０８において大当たりフラグをＯＦＦにしたのち、確変機能を作動すべ
きか否かを判断し（ステップＳ２４０９）、確変機能を作動すべきであれば確変機能の作
動処理を行う（ステップＳ２４１０）。具体的には、ステップＳ２４０８においてＯＦＦ
にされた大当たりフラグが、大当たりＡフラグ、大当たりＣフラグ、大当たりＤフラグ、
大当たりＥフラグのうちいずれかのフラグであれば、主制御ＭＰＵ４１００ａは、確変機
能を作動する。すなわち、上述した大当たりＡ～Ｄのうち、大当たりＡ、Ｃ、Ｄ、Ｅは、
大当たり遊技後に確変機能が作動するいわゆる確変大当たりであり、大当たりＢは、大当
たり遊技後に確変機能が作動しないいわゆる通常大当たりである。
【１００２】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、確変機能を作動させると、第二始動口２００２を開閉する
可動片２００５の動作態様を平常態様から促進態様に変更するか否かを判断する（ステッ
プＳ２４０１）。本実施形態では、具体的には、主制御ＭＰＵ４１００ａは、大当たり遊
技の発生の原因となった大当たりの種別が大当たりＡ、Ｅ、Ｃである場合には、当該大当
たりに当選した際の遊技状態に拘わらず可動片２００５の動作態様を平常態様から促進態
様に変更すると判断する。大当たり遊技の発生の原因となった大当たりの種別が大当たり
Ｄである場合には、主制御ＭＰＵ４１００ａは、当該大当たりに当選した際の遊技状態が
外部通常遊技状態Ａであれば、可動片２００５の動作態様を平常態様から促進態様に変更
しないと判断し、外部通常遊技状態Ａ以外の遊技状態であれば（外部通常遊技状態Ａまた
は外部有利遊技状態Ａ、Ｂ）、可動片２００５の動作態様を平常態様から促進態様に変更
すると判断する。すなわち、本実施形態の遊技機は、大当たり遊技後に確変機能が作動す
る大当たり（いわゆる確変大当たり）のうち、大当たりＡ、Ｅ、Ｃに当選した場合には、
必ず大当たり遊技後に外部有利遊技状態Ｂに移行する。そして、本実施形態の遊技機は、
いわゆる確変大当たりのうち、大当たりＤに当選した場合には、当該当選時の遊技状態が
外部通常遊技状態Ａである場合に限り大当たり遊技後に外部通常遊技状態Ｂに移行し、当
該当選時の遊技状態が外部通常遊技状態Ａ以外である場合には外部有利遊技状態Ｂに移行
する。
【１００３】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、可動片２００５の動作態様を平常態様から促進態様に変更
すると判断すると（ステップＳ２４１１におけるＹＥＳ）、可動片２００５の動作態様を
平常態様から促進態様に変更して（ステップＳ２４１２）、その後、処理フラグを「０」
に更新し（ステップＳ２４１５）、特別役物大当たり制御処理を終了する。一方、主制御
ＭＰＵ４１００ａは、可動片２００５の動作態様を平常態様から促進態様に変更しないと
判断すると、ステップＳ２４１２をスキップして、処理フラグを「０」に更新し（ステッ
プＳ２４１５）、特別電動役物大当たり制御処理を終了する。
【１００４】
　一方、この実施形態では、上記ステップＳ２４０９において、確変機能を作動すべきで
ない当たり（大当たりＢ）に当選している旨判断された場合は（ステップＳ２４０９にお
けるＮＯ）、可動片２００５の動作態様を平常態様から促進態様に変更する（ステップＳ
２４１３）。その後、主制御ＭＰＵ４１００ａは、促進態様での可動片２００５の作動回
数（例えば１００回）を設定して（ステップＳ２４１４）、処理フラグを「０」に更新し
（ステップＳ２４１５）、特別電動役物大当たり制御処理を終了する。すなわち、本実施
形態の遊技機は、いわゆる通常大当たり（大当たりＢ）に当選した場合には、必ず外部有
利遊技状態Ａに移行する。
【１００５】
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［特別電動役物小当たり制御処理］
　次に、図２２６に基づいて、特別電動役物小当たり制御処理について説明する。図２２
６は、特別電動役物小当たり制御処理の一例を示すフローチャートである。特別電動役物
小当たり制御処理では、先ず、主制御ＭＰＵ４１００ａは、アタッカユニット２０００の
開閉部材２００６が開放中であるか否かを判断する（ステップＳ２５０１）。主制御ＭＰ
Ｕ４１００ａは、アタッカユニット２０００の開閉部材２００６が開放中であると判断す
ると（ステップＳ２５０１におけるＹＥＳ）、ステップＳ２２０１において予めセットさ
れた開放時間が経過しているか否かを判断し（ステップＳ２５０２）、開放時間が経過し
ていれば（ステップＳ２５０２におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、アタッカ
ユニット２０００の開閉部材２００６を閉鎖して（ステップＳ２５０４）、特別電動役物
小当たり制御処理を終了する。
【１００６】
　一方、ステップＳ２５０２において、開放時間が経過していなければ（ステップＳ２５
０２におけるＮＯ）、ステップＳ２２０１においてセットされた最大入賞数の遊技球がア
タッカユニット２０００の大入賞口２００３に入賞したか否かを判断する（ステップＳ２
５０３）。最大入賞数の遊技球がアタッカユニット２０００の大入賞口２００３に入賞し
ていれば（ステップＳ２５０３におけるＹＥＳ）、アタッカユニット２０００の開閉部材
２００６を閉鎖して（ステップＳ２５０４）、特別電動役物小当たり制御処理を終了する
。一方、最大入賞数の遊技球がアタッカユニット２０００の大入賞口２００３に入賞して
いなければ（ステップＳ２５０３におけるＮＯ）、そのまま、特別電動役物小当たり制御
処理を終了する。
【１００７】
　上述のステップ２５０１において、開閉部材が開放中でなければ（ステップＳ２５０１
におけるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ステップＳ２２０１において予めセットさ
れたラウンド数に達したか否かを判断する（ステップＳ２５０５）。ここで、予めセット
されたラウンド数に達していれば（ステップＳ２５０５におけるＹＥＳ）、主制御ＭＰＵ
４１００ａは、小当たりフラグをＯＦＦ状態にし（ステップＳ２５０８）、処理フラグを
「０」に更新して（ステップＳ２５０９）、特別電動役物小当たり制御処理を終了する。
【１００８】
　一方、上述のステップＳ２５０５において、予めセットされたラウンド数に達していな
ければ（ステップＳ２５０５におけるＮＯ）、主制御ＭＰＵ４１００ａは、所定のラウン
ド間時間（ラウンド間のインターバル）が経過しているか否かを判断する（ステップＳ２
５０６）。主制御ＭＰＵ４１００ａは、ラウンド間時間が経過していないと判断すると（
ステップＳ２５０６におけるＮＯ）、そのまま特別電動役物小当たり制御処理を終了する
。ラウンド間時間が経過したと判断すると（ステップＳ２５０６におけるＹＥＳ）、主制
御ＭＰＵ４１００ａは、アタッカユニット２０００の開閉部材２００６の開放処理を行い
（ステップＳ２５０７）、特別電動役物小当たり制御処理を終了する。
【１００９】
［装飾図柄の変動表示及び演出表示について］
　次に、各遊技状態における装飾図柄の変動表示及び演出表示について説明する。上述し
た主制御基板４１００の主制御ＭＰＵ４１００ａによって行われる変動パターン設定処理
（図２１１）において決定された変動パターン及び変動タイプを表す情報を、周辺制御基
板４１４０の周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが受信すると、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、決
定された変動パターン及び変動タイプに基づく装飾図柄の変動表示及び演出表示を液晶表
示装置１４００に表示する。変動パターン及び変動タイプに基づく装飾図柄の変動表示及
び演出表示は、第一特別図柄表示器６４１または第二特別図柄表示器６４２に表示される
特別図柄の変動表示と同期して表示され、特別抽選結果は、第一特別図柄表示器６４１ま
たは第二特別図柄表示器６４２に特別図柄の変動表示の後に表示されると共に、ほぼ同時
に液晶表示装置１４００において装飾図柄の変動表示後に停止表示される装飾図柄の組み
合わせにより表示される。
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【１０１０】
　本実施形態のパチンコ機１では、外部通常遊技状態Ａ、外部通常遊技状態Ｂ、外部有利
遊技状態Ａ及び外部有利遊技状態Ｂのいずれかに設定されることは上述した通りである。
本実施形態のパチンコ機１では、外部通常遊技状態Ａ及び外部通常遊技状態Ｂのいずれか
の状態にあるときは、液晶表示装置１４００を見ただけでは遊技者が遊技状態を判別する
ことが困難となるように、類似または同一の装飾図柄の変動表示及び演出表示の表示がに
おいて変動毎に液晶表示装置１４００に表示される。
【１０１１】
　図２２７を参照して、液晶表示装置１４００の表示について説明する。図２２７は、液
晶表示装置１４００の表示について説明する第１の概念図である。図２２８は、液晶表示
装置１４００の表示について説明する第２の概念図である。図２２７（Ａ）は、遊技者か
ら見て手前側に配置された第１表示パネル１４００ａの表示内容を示す。また、図２２７
（Ｂ）は、遊技者から見て第１表示パネル１４００ａの奥側に所定の間隔をおいて配置さ
れた第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示す。図２２７（Ｃ）は、第１表示パネル１
４００ａと第２表示パネル１４００ｂとが図２２７（Ａ）及び（Ｂ）に示す表示状態の際
に、液晶表示装置１４００を遊技者が正面から見た正面視認画面であり、言い換えれば、
第１表示パネル１４００ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合
わされて表現される画像に相当する。
【１０１２】
　なお、液晶表示装置１４００（第１表示パネル１４００ａ）の表示面を、遊技者側であ
ってパネル中心線上（第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂの法線で
あって、第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂの中心を通る線）から
見た状態を正面視認状態とも呼び、上記正面視認画面は、正面視認状態の時に視認される
表示面である。また、液晶表示装置１４００（第１表示パネル１４００ａ）の表示面を、
遊技者側であってパネル中心線からずれた位置（例えば、右側、左側、上側、下側）から
見た状態をずれ正面視認状態とも呼び、ずれ正面視認状態の時に視認される表示面をずれ
正面視認画面とも呼ぶ。
【１０１３】
　図２２７の例において、第１表示パネル１４００ａには、画面の下側を底辺とし、画面
の中央部に底辺と対向する頂点を有する二等辺三角形の領域である手前側三角領域ＴＲＧ
１と、手前側三角領域ＴＲＧ１の上方の領域（画面全体のうち、手前側三角領域ＴＲＧ１
を除く領域）である手前側上方領域ＯＨＧ１とが表示されている（図２２７（Ａ））。手
前側上方領域ＯＨＧ１には、円形領域ＪＣＲがさらに表示されている（図２２７（Ａ））
。
【１０１４】
　手前側三角領域ＴＲＧ１と円形領域ＪＣＲは、透明状態ＣＬＲに制御されている。一方
で、手前側上方領域ＯＨＧ１の円形領域ＪＣＲを除く領域（ハッチングされている領域）
は、黒色に塗りつぶされている。
【１０１５】
　一方で、図２２７の例において、第２表示パネル１４００ｂには、第１表示パネル１４
００ａにおける手前側三角領域ＴＲＧ１と遊技者から見て重なって見える奥側三角領域Ｔ
ＲＧ２と、第１表示パネル１４００ａにおける手前側上方領域ＯＨＧ１と遊技者から見て
重なって見える奥側上方領域ＯＨＧ２とが表示されている（図２２７（Ｂ））。奥側三角
領域ＴＲＧ２には、その中央付近に、さらに、矩形領域ＢＸＧが表示されている。また、
奥側上方領域ＯＨＧ２には、第１キャラクタ画像ＣＲＯと、第２キャラクタ画像ＣＨＲと
が表示されている（図２２７（Ｂ））。第１キャラクタ画像ＣＲＯは、概ね下半分程度が
第１表示パネル１４００ａにおける円形領域ＪＣＲと遊技者から見て重なって見える領域
に配置されている。第２キャラクタ画像ＣＨＲは、奥側上方領域ＯＨＧ２と奥側三角領域
ＴＲＧ２との境界に比較的近い位置に配置されている。
【１０１６】
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　第２表示パネル１４００ｂにおいて、奥側上方領域ＯＨＧ２の第１キャラクタ画像ＣＲ
Ｏと第２キャラクタ画像ＣＨＲを除く領域は、透明状態ＣＬＲに制御されている。一方で
、奥側三角領域ＴＲＧ２の矩形領域ＢＸＧを除く領域（クロスハッチングされている領域
）は、所定の色（例えば、赤色）に塗りつぶされている。矩形領域ＢＸＧは、透明状態Ｃ
ＬＲに制御されている。
【１０１７】
　図２２７に示す例の正面視認画像は、遊技者から見て手前側に手前側上方領域ＯＨＧ１
の画像が見える。そして、手前側上方領域ＯＨＧ１の画像に穴（円形領域ＪＣＲに対応す
る）が開いているように見える。そして、その穴の奥側に第１キャラクタ画像ＣＲＯの一
部が見える。また、手前側上方領域ＯＨＧ１より遊技者から見て奥側に奥側三角領域ＴＲ
Ｇ２の画像及び矩形領域ＢＸＧの画像が見える。
【１０１８】
　図２２８を参照して、さらに、補足して説明する。図２２８は、液晶表示装置１４００
をパネル中心線より右下側にずれた位置から見た斜視図である。図２２８に示すように、
第１表示パネル１４００ａにおいて透明状態ＣＬＲに制御されている領域には、遊技者の
視点（ピント）は合わず、その奥側の第２表示パネル１４００ｂに視点が合う。このため
、遊技者は、第１表示パネル１４００ａにおいて透明状態ＣＬＲに制御されている領域を
介して、さらに奥側に画像が表示されている画像を視認可能になる。
【１０１９】
　第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとは所定の間隔Ｌａ（例えば、
５ｍｍ～４０ｍｍ程度）をおいて配置されているので、正面から見た場合には、見えなか
った第２表示パネル１４００ｂの画像が、遊技者が正面から視点をずらすことによって、
視認可能になる場合がある。例えば、図２２８の例では、正面から見た場合には見えなか
った（図２２７（Ｃ））画像である第２キャラクタ画像ＣＨＲが、第１表示パネル１４０
０ａの手前側三角領域ＴＲＧ１を介して、一部視認可能となっている。また、図２２８の
例では、第１キャラクタ画像ＣＲＯのうち、正面から見た場合に見えていた部分（図２２
８において破線ＣＲＩで示す部分）とは異なる部分（図２２８においてクロスハッチング
されている部分）が、第１表示パネル１４００ａの円形領域ＪＣＲを介して視認可能とな
っている。このように第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとが所定の
間隔Ｌａ（例えば、５ｍｍ～４０ｍｍ程度）をおいて配置されている構成を生かして、後
述する奥行き感のある様々な演出表示を実現することができる。
【１０２０】
　図２２９を参照して、さらに、液晶表示装置１４００の表示内容の一例について説明す
る。図２２９は、液晶表示装置１４００に装飾図柄の変動表示及び演出表示が表示されて
いる様子の一例を示す図である。図２２９（Ａ）は、第１表示パネル１４００ａの表示内
容を示す。また、図２２９（Ｂ）は、第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示す。図２
２９（Ｃ）は、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとが図２２９（Ａ
）及び（Ｂ）に示す表示状態の際に、液晶表示装置１４００を遊技者から見た正面視認画
面である。
【１０２１】
　図２２９に示す例では、上述した変動パターン設定処理において図２２１の番号１２９
の変動パターン（ノーマルリーチハズレ）が選択された場合において、リーチ成立前の演
出として通常リーチ成立前演出が選択された場合に液晶表示装置１４００に表示される演
出内容（演出表示パターン）を示している。演出表示パターンの一つであるリーチ成立前
の演出は、変動パターンと変動タイプに基づいて周辺制御基板４１４０の周辺制御ＭＰＵ
４１４０ａがリーチ成立前演出選択テーブル（図示省略）に基づいて決定する。さらには
、演出表示パターンの内容全体についても、主制御基板４１００において上述したステッ
プＳ１５６０にて決定される変動パターンと変動タイプとを周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが
コマンドを介して認識し、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが変動パターンと変動タイプとに基
づいて決定する。具体的には、例えば、変動パターンと変動タイプとによって定まる基本
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的な演出内容（例えば、連続演出２回＋３ＤリーチＡなど（図２１８、図２２０、図２２
１参照））に、チャンスアップキャラクタ（後述するタコキャラクタ画像ＴＫ、群れなど
）の表示、後述する特殊モード中であるか否か、後述する切り抜きスベリ演出などを組み
合わせて、最終的な演出表示パターンを周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが決定する。チャンス
アップキャラクタの表示の有無、切り抜きスベリ演出の表示の有無などは、周辺制御ＭＰ
Ｕ４１４０ａが自身で取得した乱数と抽選テーブルとを用いて決定する。また、後述する
特殊モード中か否かは、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが、自身で保持する特殊モードフラグ
を参照して決定する。この意味で、主制御ＭＰＵ４１００ａと周辺制御ＭＰＵ４１４０ａ
とが協働して、演出表示パターン決定（選択）手段として機能する。演出表示パターンの
種類数は、上述した変動パターンの数（図２１８、図２２０、図２２１参照））だけでな
く、他種類のチャンスアップキャラクタや、他種類のリーチ前演出との組合せで膨大な数
になる。
【１０２２】
　図２２９の例では、第１表示パネル１４００ａには、上側領域Ｂ１と下側領域Ｂ２とが
分割表示される。第２表示パネル１４００ｂには、第１表示パネル１４００ａの上側領域
Ｂ１と遊技者から見てほぼ正確に重なり合う上側領域Ｂ３と、第１表示パネル１４００ａ
の下側領域Ｂ２と遊技者から見てほぼ正確に重なり合う下側領域Ｂ４とが存在するが、両
方の領域が透明状態ＣＬＲに制御される。従って、説明の便宜上、図２２９（Ｂ）では、
上側領域Ｂ３と下側領域Ｂ４とを分割する波線を示しているが、実際の第２表示パネル１
４００ｂには当該波線は表示されておらず、第２表示パネル１４００ｂの全体が透明状態
ＣＬＲに制御されている。
【１０２３】
　この例では、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１には、図２２９（Ａ）に示すよ
うに、演出画面が表示される。また、第１表示パネル１４００ａの下側領域Ｂ２は、後述
する保留表示が行われる。なお、第１表示パネル１４００ａの所定領域が透明状態ＣＬＲ
に制御されると共に、第１表示パネル１４００ａの当該所定領域と重なり合う第２表示パ
ネル１４００ｂの領域が透明状態ＣＬＲに制御されると、遊技者から演出表示装置１１５
を見ると、第１表示パネル１４００ａの所定領域は、白色（バックライトの色）に見える
。また、第１表示パネル１４００ａの所定領域が透明状態ＣＬＲに制御されると共に、第
１表示パネル１４００ａの当該所定領域と遊技者（正面）から見て重なり合う第２表示パ
ネル１４００ｂの領域に所定の画像が表示されると、遊技者から液晶表示装置１４００を
見ると、第１表示パネル１４００ａの所定領域を介して、奥側の第２表示パネル１４００
ｂに表示された所定の画像が見える。逆に、第１表示パネル１４００ａの所定領域に所定
の画像が表示され、第１表示パネル１４００ａの当該所定領域と重なり合う第２表示パネ
ル１４００ｂの領域が透明状態に制御されると、遊技者から液晶表示装置１４００を見る
と、通常の一枚の液晶パネルに前記所定の画像が表示されているのと同様に第１表示パネ
ル１４００ａの所定領域に表示された所定の画像が見える。さらには、第１表示パネル１
４００ａの所定領域に第１の画像が表示され、第１表示パネル１４００ａの当該所定領域
と重なり合う第２表示パネル１４００ｂの領域に第２の画像が表示されると、遊技者から
液晶表示装置１４００を見ると、当該所定の領域には、第１の画像と第２の画像とが重な
りあった画像が見える。このとき、上述したように第１表示パネル１４００ａと第２表示
パネル１４００ｂとの間には、間隔Ｌａが設けられているので、第２の画像は、第１の画
像より奥側にあることが遊技者に認識され、奥行き感の感じられるｆ的な画像に見える。
【１０２４】
　第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１に表示される演出画面には、背景画像（図２
２９の例では、車や建物の画像）を背景として、その中央領域に装飾図柄の図柄列群１１
５３が表示される。図柄列群１１５３は三つの図柄列からなり、遊技者から見て左側に表
示される左図柄列１１５３ａ、遊技者から見て真ん中に表示される中図柄列１１５３ｂ、
及び、遊技者から見て右側に表示される右図柄列１１５３ｃの３列の図柄列で構成されて
いる。本実施形態では、装飾図柄の各図柄列１１５３ａ～１１５３ｃには、１～８の複数
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の装飾図柄が順に配列されて表示される。
【１０２５】
　また、第１表示パネル１４００ａの下側領域Ｂ２に表示される保留表示は、第１の保留
表示領域１１５１と第２の保留表示領域１１５２とを互いに隣接するような態様で有して
いる。第１の保留表示領域１１５１は、左右方向に一列に配列された第１の保留記憶表示
部１１５１ａ～第４の保留記憶表示部１１５１ｄの４つの保留記憶表示部を有している。
第２の保留表示領域１１５２は、左右方向に一列に配列された第５の保留記憶表示部１１
５２ａ～第８の保留記憶表示部１１５２ｄの４つの保留記憶表示部を有している。第１の
保留表示領域１１５１の保留記憶表示部の数（本実施形態では、４）は、第一特別図柄保
留数の上限値と等しい。また、第２の保留表示領域１１５２の保留記憶表示部の和の数（
本実施形態では、４）は、第二特別図柄保留数の上限値に等しい。本実施形態では、第１
の保留表示領域１１５１の保留記憶表示部の数及び第２の保留表示領域１１５２の保留記
憶表示部の数は、ともに保留消化前を基準として「４つ」（保留消化後を基準として「３
つ」）である。
【１０２６】
　また、第１の保留表示領域１１５１には、第一特別図柄保留数が表示され、第２の保留
表示領域１１５２には、第二特別図柄保留数が表示される。図２２９の例では、第１の保
留表示領域１１５１に第一特別図柄保留数が「３」であることが表示されており、第２の
保留表示領域１１５２には、第二特別図柄保留数が「１」であることが表示されている。
【１０２７】
　また、１４００ａの下側領域Ｂ２には、保留表示に加えて、本装飾図柄１１５７が表示
されている（図２２９（Ａ））。本装飾図柄１１５７は、図２２９に表示されている上側
領域Ｂ１に表示されている装飾図柄とは異なる図柄であり、遊技機の規則上、液晶表示装
置１４００に常に表示されていなければならない図柄である。本装飾図柄１１５７は、第
一特別図柄表示器６４１及び第二特別図柄表示器６４２に表示される特別図柄に対応して
変動及び停止表示される。本実施形態では、本装飾図柄１１５７は、図２２９（Ａ）に示
すように、８つの小さな矩形画像が横方向に並んだ構成とされており、左側の４つの矩形
画像が第一特別図柄表示器６４１の表示に対応しており、右側の４つの矩形画像が第二特
別図柄表示器６４２の表示に対応している。本装飾図柄１１５７は、遊技機において遊技
が行われている最中は、常に第１表示パネル１４００ａの同じ位置に表示されているが、
本明細書では、図の煩雑を避けるため、以降の図面では、その図示を省略する。
【１０２８】
　ここで、上記表示態様に代えて、第１表示パネル１４００ａの下側領域Ｂ２に表示され
た内容（本実施形態では保留表示と本装飾図柄１１５７の表示）を第２表示パネル１４０
０ｂの下側領域Ｂ４に表示しても良い。この場合、第１表示パネル１４００ａの下側領域
Ｂ２は、透明状態ＣＬＲに制御されることが好ましい。
【１０２９】
　ノーマルリーチハズレの変動パターンが選択され、リーチ成立前演出が通常リーチ成立
演出と決定された場合に液晶表示装置１４００に表示される演出表示パターンは、全て第
１表示パネル１４００ａのみを用いて行われる。先ず、第１表示パネル１４００ａにおい
て、変動開始と同時に、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃ
において装飾図柄が変動する。その後、所定時間の経過後に、左図柄列１１５３ａの所定
停止位置（表示パネル１４００ａ、１４００ｂの上下方向の中央）に、一の装飾図柄（例
えば、７図柄）が停止し、さらに、所定時間の経過後に、右図柄列１１５３ｃの所定の停
止位置に左図柄列１１５３に停止した装飾図柄と同一の装飾図柄が停止してリーチが成立
する。リーチの成立後、中図柄列１１５３ｂの所定停止位置に、左図柄列１１５３ａ及び
右図柄列１１５３ｃにそれぞれ停止している装飾図柄（リーチ図柄）とは異なる装飾図柄
（例えば、８図柄）が停止して変動が終了する。
【１０３０】
　外部通常遊技状態において、第一特別抽選結果または第二抽選結果が大当たりＡ、Ｂに
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当選すると、装飾図柄１１５３の各図柄列１１５３ａ～１１５３ｃが縦方向にスクロール
変動し、その後、図２１８に示されている変動パターン（多くの場合は、いわゆるスーパ
ーリーチなどのリーチ成立後演出を含む変動パターン）に対応する演出表示を挟んで、ゾ
ロ目（三つの図柄列１１５３ａ～１１５３ｃが同じ図柄となること）で停止表示される。
このゾロ目が、本実施形態における遊技者に大当たりを通知する装飾図柄の所定の組合せ
（以下、大当たり図柄組合せとも呼ぶ。）である。大当たり図柄組合せは、ゾロ目に限ら
ず、異なる種類の装飾図柄の特定の組合せであっても良い。例えば、ある種別の大当たり
（例えば、大当たりＡ、Ｂ）を通知する大当たり図柄組合せをゾロ目とし、他の種別の大
当たり（例えば、大当たりＣ、Ｄ、Ｅ）を通知する大当たり図柄組合せを異なる種類の装
飾図柄の特定の組合せとしても良い。なお、大当たりを通知する装飾図柄の所定の組合せ
以外の装飾図柄の組合せは、基本的には、外れを通知する装飾図柄の組合せ（以下、外れ
図柄組合せ）となる。また、外れを通知する装飾図柄の組合せ以外にも、例えば、その装
飾図柄の組合せが停止表示された場合には、さらに、当該変動が継続することを通知する
組合せ（例えば、チャンス目などと呼ばれる。）を用意しても良い。リーチ成立後演出の
具体的内容については後述する。
【１０３１】
　[リーチ成立前の演出について]
　［連続演出について］
　また、図２１３、図２１８に示す振り分けから解るように、第一特別抽選結果または第
二抽選結果が大当たりＡ、Ｂに当選した場合に選択される変動パターンでは、変動タイプ
が２連、３連、４連と選択される場合が比較的多い。変動タイプが「２連」である場合に
は、２回連続演出と変動パターンに対応する演出（リーチ成立後演出など）とが組み合わ
された演出表示内容が変動中に液晶表示装置１４００に表示される。同様に、変動タイプ
が「３連」である場合には、３回連続演出と変動パターンに対応する演出（リーチ成立後
演出など）とが組み合わされた演出表示内容が変動中に液晶表示装置１４００に表示され
る。変動タイプが「４連」である場合には、４回連続演出と変動パターンに対応する演出
（リーチ成立後演出など）とが組み合わされた演出表示内容が変動中に液晶表示装置１４
００に表示される。
【１０３２】
　ここで、ｎ回連続演出とは、第一特別図柄表示器６４１または第二特別図柄表示器６４
２において特別図柄が一度変動表示されてから停止表示されるまでの間に、液晶表示装置
１４００において、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃの変
動表示と停止表示がｎ回（ｎは２以上の自然数：本実施形態ではｎ＝２～４：２連ならば
２回、３連ならば３回、４連ならば４回）にわたって行われる演出のことである。以下で
は、リーチ成立後演出を伴う変動パターン（例えば、図２１８の番号１５の変動パターン
）が選択され、対応する変動タイプとして３連が選択された場合に、液晶表示装置１４０
０に表示される表示内容を具体例として連続演出についてさらに説明する。
【１０３３】
　図２３０～図２５３は、３回連続演出として液晶表示装置に表示される動画像を構成す
るフレーム画像を示す図である。図２３０～図２４３は、図番が大きくなるに連れて時間
的に後のフレーム画像を図示しており、図２３０～図２４３を図番に従って見ていくこと
で、特殊演出としての動画像の内容を把握できる。３回連続演出は、上述した第１表示パ
ネル１４００ａの上側領域Ｂ１を用いて行われるので、図２３０～図２４３は、第１表示
パネル１４００ａの上側領域Ｂ１の表示内容のみを図示している。第１表示パネル１４０
０ａの上側領域Ｂ１と重なり合う第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３は、本実施形
態では透明状態ＣＬＲに制御されている。これに代えて、第２表示パネル１４００ｂの上
側領域Ｂ３に背景などの演出表示を表示しても良い。また、図２３０～図２４３では、第
１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１の表示内容のうち、背景画像（例えば、図２２９
における建物など）は図の煩雑を避けるため省略している。なお、３回連続演出は、上部
中可動装飾体３５０１（図１６１、図１７６、図１８９等参照）を作動させて、第１表示
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パネル１４００ａの表示と協働して行われるので、図２３０～図２４３では、適宜、上部
中可動装飾体３５０１を図示している。第１表示パネル１４００ａへの表示は、上述した
ように、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが、ＶＤＰ４１５０ｃを制御して実行する。上部中可
動装飾体３５０１の作動は、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａがランプ駆動基板３１２０を介し
て上部中回動駆動モータ３５０４等を駆動することによって行われる。
【１０３４】
　まず、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、選択された変動パターンを表す情報と、当該変動
パターンの変動タイプとして３回連続演出が選択された旨を表す情報とを、コマンドとし
て、主制御基板４１００の主制御ＭＰＵ４１００ａから受信すると、３回連続演出を含む
図柄の変動表示及び演出表示を開始する。
【１０３５】
　３回連続演出を含む図柄の変動表示及び演出表示が開始されると、まず、第１表示パネ
ル１４００ａには、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃのそ
れぞれにおいて、８種類の装飾図柄（１図柄～８図柄）が所定の順序で高速変動表示され
る（図示省略）。高速変動表示は、遊技者が変動している装飾図柄の種類を判別困難な程
度の高速で装飾図柄が変動表示される態様である。図２３０～図２５３では、装飾図柄の
高速変動表示は、縦の３本線で表現している（例えば、図２３０の中図柄列１１５３ｂ及
び右図柄列１１５３ｃ）。この時点で、上部中可動装飾体３５０１は、第１表示パネル１
４００ａと重ならない上述した退避位置に位置している。
【１０３６】
　続いて、図２３０に示すように、左図柄列１１５３ａにおける装飾図柄の変動表示が高
速変動表示から低速変動表示に移行される。低速変動表示は、遊技者が変動している装飾
図柄の種類を判別可能な程度の低速で装飾図柄が変動表示される態様である。図２３０で
は、左図柄列１１５３ａにおける低速変動表示において、装飾図柄のうちの１図柄の画像
（１図柄画像：番号「１」が付された装飾図柄の画像）Ｓ１が左図柄列１１５３ａの図柄
停止位置を通過して、２図柄の画像（２図柄画像：番号「２」が付された装飾図柄の画像
）Ｓ２が図柄停止位置に到達しようとしている場面を示している。なお、この時点では、
中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列１１５３ｃのそれぞれでは、装飾図柄の高速変動表示が
継続されている。また、この時点で、退避位置に位置していた上部中可動装飾体３５０１
が回動して第１表示パネル１４００ａと重なるように遊技者に視認可能な位置に移動され
る。このような上部中可動装飾体３５０１の動きがあると、遊技者に「この変動はなにか
面白い演出が表示されるかもしれない」「大当たり期待度の高い演出が表示されるかもし
れない」という期待感を抱かせることができる。
【１０３７】
　なお、上部中可動装飾体３５０１は、上述のように、円筒形状を有し、大型機関銃（ガ
トリング砲）と呼ばれる武器を模した装飾が施されている。上部中可動装飾体３５０１の
回動軸と反対側の端部のガトリング砲の発射口に対応する位置には、上述したように発光
する突起３５０１ａが配置されている。そして、上部中可動装飾体３５０１は、上述した
ように上部中伸縮駆動ソレノイド３５１４によって、円筒形状の軸方向に伸縮動作可能に
構成されている。上部中可動装飾体３５０１は、軸方向の伸縮動作と、上部中可動装飾体
３５０１の発光動作とを同時に行うことによって、ガトリング砲が連射されている様を表
現するように構成されている。ガトリング砲が連射されている様を表現する動作を、上部
中可動装飾体３５０１の発射動作と呼ぶ。
【１０３８】
　図２３１は、図２３０に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３１に示すように、図２３０に示す状態に続いて、左図柄列１１５３ａの図柄停
止位置に、所定の装飾図柄（図２３１に示す例では、２図柄画像Ｓ２）が停止表示される
。この時点で、中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列１１５３ｃのそれぞれでは、装飾図柄の
高速変動表示が継続されている。
【１０３９】
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　図２３２は、図２３１に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３２に示すように、図２３１に示す状態に続いて、リーチが成立することが遊技
者にとって不利なことであることを示すメッセージＭＡが表示される。図２３２に示す例
では、「ＤＡＮＧＥＲ！！」という比較的間接的な表現を用いたメッセージが表示されて
いるが、これに代えて「リーチの成立を阻止せよ！！」「リーチを成立させるな！！」な
どの比較的直接的な表現を用いたメッセージを表示しても良い。このメッセージＭＡの表
示とほぼ同じくして、ガトリング砲を模した上部中可動装飾体３５０１は、図２３２に矢
印で示すように、右図柄列１１５３ｃの停止位置にガトリング砲の発射口を向けるように
回動動作する。表示されたメッセージＭＡを見た遊技者は、「ここでリーチが成立しない
方が大当たりになる可能性が高いのだ」と認識することができ、「ここでリーチは成立す
るな」と願いながら、演出の成り行きを見ることになる。
【１０４０】
　図２３３は、図２３２に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３２に示す状態の後、右図柄列１１５３ｃは、装飾図柄が高速変動表示されてい
る状態から低速変動表示されている状態に移行する。図２３３に示されている時点では、
１図柄画像Ｓ１が右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置を通過して２図柄画像Ｓ２が右図柄
列１１５３ｃの図柄停止位置に到達しようとしている。すなわち、左図柄列１１５３ａの
図柄停止位置に停止表示されている２図柄画像Ｓ２と同一種類の図柄が右図柄列１１５３
ｃの図柄停止位置に到達・停止して、今にもリーチ状態が成立しようとしている状態であ
る。この時点で、上部中ガトリング砲を模した可動装飾体３５０１は、その発射口を右図
柄列１１５３ｃの図柄停止位置に到達しようとしている２図柄画像Ｓ２に向けた位置に回
動している。なお、図２３３に示す状態で、中図柄列１１５３ｂでは、装飾図柄の高速変
動表示が行われている。
【１０４１】
　図２３４は、図２３３に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３３に示す状態の後、右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に到達しようとしてい
る２図柄画像Ｓ２に対して、ガトリング砲が砲撃を浴びせて当該２図柄画像Ｓ２を破壊し
ようとする様が表現される。具体的には、上部中可動装飾体３５０１が筒形状の軸方向に
細かく伸縮動作（振動動作）すると共に、上部中可動装飾体３５０１の発射口を模した突
起３５０１ａを点滅させて、ガトリング砲が当該２図柄画像Ｓ２に砲撃する発射動作が表
現される。同時に、第１表示パネル１４００ａにおいて、、当該２図柄画像Ｓ２が細かく
振動して表示されると共に、当該２図柄画像Ｓ２上に小爆発を表す画像が多数個表示され
、当該２図柄画像Ｓ２がガトリング砲の攻撃を受けている様が表現される。同時にスピー
カ１２１からは、ガトリング砲の砲撃音が効果音として出力される。図２３４に示すガト
リング砲が砲撃を浴びせて当該２図柄画像Ｓ２を破壊しようとする様の表示は、リーチ阻
止演出表示とも呼べる。
【１０４２】
　図２３５は、図２３４に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３４に示す右図柄列１１５３ｃの２図柄を砲撃して破壊しようとする様を表現し
た演出がしばらく表示された後、３回連続演出では図２３５に示すように２図柄画像の破
壊に成功して２図柄が大爆発を起こす様が表示される。具体的には、２図柄が大爆発する
爆炎が表示されると共に、２図柄が粉々に砕け散る様が第１表示パネル１４００ａに表示
される。同時にスピーカ１２１からは、爆発音が効果音として出力される。図２３５に示
す２図柄の破壊に成功して２図柄が大爆発を起こす様の表示は、リーチ阻止成功演出表示
とも呼べる。リーチ阻止成功演出表示の直後、上部中可動装飾体３５０１は退避位置に戻
り、遊技者から視認できなくなる。
【１０４３】
　図２３６は、図２３５に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３５において２図柄の破壊が表現された後、中図柄列１１５３ｂの図柄停止位置
と、右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置には、左図柄列１１５３ａに停止表示された装飾
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図柄（図２３６の例では２図柄画像Ｓ２）とは、大当たり図柄組合せを構成しない装飾図
柄（図２３６に示す例では４図柄画像Ｓ４）が表示される。この装飾図柄は、本実施形態
では、中図柄列１１５３ｂの図柄停止位置と右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置において
、後方（画面の奥側）から前方（遊技者側）に迫ってくるように、徐々に拡大表示される
。ここで、当該装飾図柄は、中図柄列１１５３ｂの図柄停止位置と右図柄列１１５３ｃの
図柄停止位置に、第１表示パネル１４００ａの上方から落ちてくるように表示されても良
いし、第１表示パネル１４００ａの下方から上昇してくるように表示されても良い。
【１０４４】
　図２３７は、図２３６に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３６に示す状態の後、中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列１１５３ｃに、４図柄Ｓ
４が左図柄列１１５３ａに停止表示している２図柄画像Ｓ２と同じ大きさまで拡大表示さ
れて、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃの各図柄停止位置
に完全にそれぞれ装飾図柄が停止表示された状態となる（図２３７）。このとき、例えば
、停止表示された装飾図柄の外縁部分を点滅させる、所定の色（金色）とするなど、通常
の変動の終了時に外れ図柄組合せを表示する場合とは異なる態様で装飾図柄を停止表示し
ても良い。こうすることで、遊技者に「リーチ成立が阻止できたから、まだまだこの変動
は続くはずだ」という思いを維持させることができる。
【１０４５】
　図２３７の後、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃのそれ
ぞれが再び高速変動表示された状態となる（２回目変動開始：図示省略）。続いて、図２
３８に示すように、右図柄列１１５３ｃにおける装飾図柄の変動表示が高速変動表示から
低速変動表示に移行される。図２３８では、右図柄列１１５３ｃにおける低速変動図柄表
示において、装飾図柄のうちの１図柄画像Ｓ１が右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置を通
過して、２図柄画像Ｓ２が図柄停止位置に到達しようとしている場面を示している。なお
、この時点では、中図柄列１１５３ｂ及び左図柄列１１５３ａのそれぞれでは、装飾図柄
の高速変動表示が継続されている。また、この時点で、退避位置に位置していた上部中可
動装飾体３５０１が再び回動して第１表示パネル１４００ａと重なるように遊技者に視認
可能な位置に移動される。このような上部中可動装飾体３５０１の動きがあると、遊技者
に「この変動はまだまだ面白い演出が続くかもしれない」「大当たり期待度がさらに高い
演出が表示されるかもしれない」という期待感を抱かせることができる。
【１０４６】
　図２３９は、図２３８に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３９に示すように、図２３８に示す状態に続いて、右図柄列１１５３ｃの図柄停
止位置に、所定の装飾図柄（図２３８に示す例では、２図柄画像Ｓ２）が停止表示される
。この時点で、中図柄列１１５３ｂ及び左図柄列１１５３ａのそれぞれでは、装飾図柄の
高速変動表示が継続されている。
【１０４７】
　図２４０は、図２３９に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２３２に示すように、図２３１に示す状態に続いて、リーチが成立することが遊技
者にとって不利なことであることを示すメッセージＭＡが表示される。図２４０に示す例
では、図２３２と同様に、「ＤＡＮＧＥＲ！！」というメッセージが表示されているが、
図２３２とは異なるメッセージが表示されても良い。このメッセージＭＡの表示とほぼ同
じくして、ガトリング砲を模した上部中可動装飾体３５０１は、図２４０に矢印で示すよ
うに、左図柄列１１５３ａの停止位置にガトリング砲の発射口を向けるように回動動作す
る。表示されたメッセージＭＡを見た遊技者は、「ここでリーチが成立しないともっと大
当たりになる可能性が高くなるのだ」と認識することができ、「ここでもリーチは成立す
るな」と願いながら、演出の成り行きを見ることになる。
【１０４８】
　図２４１は、図２４０に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４０に示す状態の後、左図柄列１１５３ａは、装飾図柄が高速変動表示されてい
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る状態から低速変動表示されている状態に移行する。図２４０に示されている時点では、
１図柄画像Ｓ１が左図柄列１１５３ａの図柄停止位置を通過して２図柄画像Ｓ２が左図柄
列１１５３ａの図柄停止位置に到達しようとしている。すなわち、右図柄列１１５３ｃの
図柄停止位置に停止表示されている２図柄画像Ｓ２と同一種類の図柄が左図柄列１１５３
ａの図柄停止位置に到達・停止して、今にもリーチ状態が成立しようとしている状態であ
る。この時点で、上部中ガトリング砲を模した可動装飾体３５０１は、その発射口を左図
柄列１１５３ａの図柄停止位置に到達しようとしている２図柄画像Ｓ２に向けた位置に回
動している。なお、図２４１に示す状態で、中図柄列１１５３ｂでは、装飾図柄の高速変
動表示が継続して行われている。
【１０４９】
　図２４２は、図２４１に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４１に示す状態の後、左図柄列１１５３ａの図柄停止位置に到達しようとしてい
る２図柄に対して、ガトリング砲が砲撃を浴びせて当該２図柄を破壊しようとする様が表
現される（リーチ阻止演出表示）。
【１０５０】
　図２４３は、図２４２に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４２に示す左図柄列１１５３ａの２図柄を砲撃して破壊しようとする様を表現し
た演出がしばらく表示された後、３回連続演出では図２４３に示すように２図柄の破壊に
成功して２図柄が大爆発を起こす様が表示される（リーチ阻止成功演出表示）。リーチ阻
止成功演出表示の直後、上部中可動装飾体３５０１は退避位置に戻り、遊技者から視認で
きなくなる。
【１０５１】
　図２４４は、図２４３に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４３において２図柄の破壊が表現された後、中図柄列１１５３ｂの図柄停止位置
と、左図柄列１１５３ａの図柄停止位置には、右図柄列１１５３ｃに停止表示された装飾
図柄（図２４４の例では２図柄画像Ｓ２）とは、大当たり図柄組合せを構成しない装飾図
柄（図２４４に示す例では４図柄画像Ｓ４）が表示される。この装飾図柄は、本実施形態
では、中図柄列１１５３ｂの図柄停止位置と左図柄列１１５３ａの図柄停止位置において
、後方（画面の奥側）から前方（遊技者側）に迫ってくるように、徐々に拡大表示される
。ここで、当該装飾図柄は、中図柄列１１５３ｂの図柄停止位置と左図柄列１１５３ａの
図柄停止位置に、第１表示パネル１４００ａの上方から落ちてくるように表示されても良
いし、第１表示パネル１４００ａの下方から上昇してくるように表示されても良い。
【１０５２】
　図２４５は、図２４４に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４４に示す状態の後、左図柄列１１５３ａ及び中図柄列１１５３ｂに、４図柄Ｓ
４が右図柄列１１５３ｃに停止表示している２図柄画像Ｓ２と同じ大きさまで拡大表示さ
れて、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃの各図柄停止位置
に完全にそれぞれ装飾図柄が停止表示された状態となる（図２４５）。このとき、図２３
７で示した画像と同様に、例えば、停止表示された装飾図柄の外縁部分を点滅させる、所
定の色（金色）とするなど、通常の変動の終了時に外れ図柄組合せを表示する場合とは異
なる態様で装飾図柄を停止表示しても良い。こうすることで、遊技者に「リーチ成立が阻
止できたから、まだまだこの変動は続くはずだ」という思いを維持させることができる。
【１０５３】
　図２４５の後、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃのそれ
ぞれが再び高速変動表示された状態となる（３回目変動の開始：図示省略）。続いて、図
２４６に示すように、左図柄列１１５３ａにおける装飾図柄の変動表示が高速変動表示か
ら低速変動表示に移行される。図２４６では、左図柄列１１５３ａにおける低速変動図柄
表示において、装飾図柄のうちの１図柄画像Ｓ１が左図柄列１１５３ａの図柄停止位置を
通過して、２図柄画像Ｓ２が図柄停止位置に到達しようとしている場面を示している。な
お、この時点では、中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列１１５３ｃのそれぞれでは、装飾図
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柄の高速変動表示が継続されている。また、この時点で、退避位置に位置していた上部中
可動装飾体３５０１が再び回動して第１表示パネル１４００ａと重なるように遊技者に視
認可能な位置に移動される。このような上部中可動装飾体３５０１の動きがあると、遊技
者に「この変動はまだまだ面白い演出が続くかもしれない」「大当たり期待度がさらに高
い演出が表示されるかもしれない」という期待感を抱かせることができる。
【１０５４】
　図２４７は、図２４６に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４７に示すように、図２４６に示す状態に続いて、右図柄列１１５３ｃの図柄停
止位置に、所定の装飾図柄（図２４７に示す例では、２図柄画像Ｓ２）が停止表示される
。この時点で、中図柄列１１５３ｂ及び左図柄列１１５３ａのそれぞれでは、装飾図柄の
高速変動表示が継続されている。
【１０５５】
　図２４８は、図２４７に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４８に示すように、図２４７に示す状態に続いて、リーチが成立することが遊技
者にとって不利なことであることを示すメッセージＭＡが表示される。図２４８に示す例
では、図２３２、図２４０と同様に、「ＤＡＮＧＥＲ！！」というメッセージが表示され
ているが、図２３２、図２４０とは異なるメッセージが表示されても良い。このメッセー
ジＭＡの表示とほぼ同じくして、ガトリング砲を模した上部中可動装飾体３５０１は、図
２４０に矢印で示すように、左図柄列１１５３ａの停止位置にガトリング砲の発射口を向
けるように回動動作する。表示されたメッセージＭＡを見た遊技者は、「ここでリーチが
成立しないともっと大当たりになる可能性が高くなるのだ」と認識することができ、「こ
こでもリーチは成立するな」と願いながら、演出の成り行きを見ることになる。
【１０５６】
　図２４９は、図２４８に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４８に示す状態の後、右図柄列１１５３ｃは、装飾図柄が高速変動表示されてい
る状態から低速変動表示されている状態に移行する。図２４８に示されている時点では、
１図柄画像Ｓ１が左図柄列１１５３ａの図柄停止位置を通過して２図柄画像Ｓ２が左図柄
列１１５３ａの図柄停止位置に到達しようとしている。すなわち、左図柄列１１５３ａの
図柄停止位置に停止表示されている２図柄画像Ｓ２と同一種類の図柄が右図柄列１１５３
ｃの図柄停止位置に到達・停止して、今にもリーチ状態が成立しようとしている状態であ
る。この時点で、上部中ガトリング砲を模した可動装飾体３５０１は、その発射口を右図
柄列１１５３ｃの図柄停止位置に到達しようとしている２図柄画像Ｓ２に向けた位置に回
動している。なお、図２４９に示す状態で、中図柄列１１５３ｂでは、装飾図柄の高速変
動表示が継続して行われている。
【１０５７】
　図２５０は、図２４９に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２４９に示す状態の後、右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に到達しようとしてい
る２図柄に対して、ガトリング砲が砲撃を浴びせて当該２図柄を破壊しようとする様が表
現される（リーチ阻止演出表示）。
【１０５８】
　図２５１は、図２５０に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２５０に示す右図柄列１１５３ｃの２図柄を砲撃して破壊しようとする様を表現し
た演出がしばらく表示された後、３回連続演出では図２５１に示すように２図柄の破壊に
失敗して２図柄が爆発しないで、右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に停止する様が表示
される。図２５１に示す２図柄が爆発しないで、右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に停
止する様の表示は、リーチ阻止失敗演出表示とも呼べる。リーチ阻止失敗演出表示の直後
、上部中可動装飾体３５０１は退避位置に戻り、遊技者から視認できなくなる。リーチ阻
止失敗演出表示と同時にリーチが成立することになる。
【１０５９】
　図２５２は、図２５１に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
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る。図２５１でリーチ阻止失敗演出表示とともにリーチが成立すると、図２５２のように
、リーチの成立を示すメッセージＭＡ２が表示される。本実施形態では、メッセージＭＡ
２は、「ＲＥＡＣＨ」の文字である。これに代えて、他の種類の文字、記号、図形が表示
されても良い。また、メッセージＭＡ２と共に、または、メッセージＭＡ２に代えて、リ
ーチの成立を通知する音声、効果音をスピーカ１２１から出力しても良い。本実施形態で
は、メッセージＭＡ２が表示されて、その後、メッセージＭＡ２の表示が消去されて、図
２５３に示すように中図柄列１１５３ｂにおいて装飾図柄の高速変動表示が低速変動表示
に移行する。
【１０６０】
　図２５３に示された状態の後、変動パターンに対応するリーチ成立後演出が表示される
。リーチ成立後演出については後述するが、リーチ成立後演出の後、最終的に左図柄列１
１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに、大当たり図柄組合せまたは外れ
図柄組合せが停止表示され、当該変動の特別抽選結果が遊技者に通知される。以上では、
３回連続演出について説明したが、この連続演出には、本実施形態では、連続せず（１回
）、２回連続、４回連続が存在する。連続せずの場合は、１回目のリーチ阻止演出表示（
図２３４）の後、図２５１に示すリーチ阻止失敗演出表示がなされて図２５２～図２５３
のようにリーチ状態が成立する。２回連続の場合は、１回目のリーチ阻止演出表示（図２
４２）の後、図２５１に示すリーチ阻止失敗演出表示がなされて図２５２～図２５３のよ
うにリーチ状態が成立する。４回連続の場合は、３回目のリーチ阻止演出表示（図２５０
）の後、もう一度、図２３５に示すリーチ阻止成功演出表示の後、図２３６～図２４２に
示すような態様で、大当たり図柄組合せとは異なる装飾図柄の停止、４回目の変動開始、
４回目のリーチ阻止演出表示、リーチ阻止失敗演出表示が表示された後に、図２５２～図
２５３に示すようにリーチの成立が表示される。
【１０６１】
　ここで、図２１８及び図２２０の一覧表から解るように、特別図柄抽選結果が大当たり
である場合であっても、外れである場合であっても、当該抽選に対応する変動において、
連続演出が変動タイプとして選択される可能性がある。ここで、ｎ回連続演出を伴う演出
表示内容（演出表示パターン）が表示された変動に対応する特別図柄抽選結果が大当たり
である確率、言い換えれば、ｎ回連続演出を伴う演出表示内容（演出表示パターン）が表
示された変動で最終的な停止図柄として大当たり図柄組合せが表示される確率をＸとする
。また、ｎ回連続演出を伴う演出表示内容（演出表示パターン）が表示された変動に対応
する特別図柄抽選結果が外れである確率、言い換えれば、ｎ回連続演出を伴う演出表示内
容（演出表示パターン）が表示された変動で最終的な停止図柄として外れ図柄組合せが表
示される確率をＹとする。このとき、ＸとＹの比率によってｎ回連続演出が表示された場
合の大当たり期待度（大当たり確率）を表すことができる。例えば、Ｘが１／５００であ
り、Ｙが１／５００であれば、大当たり期待度＝Ｘ／（Ｘ＋Ｙ）＝０．５、すなわち、５
０％であると言える。本実施形態では、ｎ回連続演出の連続回数が大きいほど（ｎの値が
大きいほど）、当該連続演出が表示された場合の大当たり期待度が大きくなるように、変
動タイプ及び変動パターンが振り分けられている（図２１３、図２１５、図２１７～図２
２１）。
【１０６２】
　具体的には、番号１５の変動パターンが３回連続演出と共に行われる確率は、当たり変
動パターンテーブルＡが選択される確率×当たり変動パターンテーブルＡにおいて番号１
５の変動パターンが選択される確率×番号１５の変動パターンにおいて３回連続演出が選
択される確率で表される。例えば、外部通常状態における入賞は全て第一始動口２００１
への入賞であると仮定して計算すると、
　当たり変動パターンテーブルＡが選択される確率＝大当たりＡの当選確率×大当たりＡ
当選時に当たり変動パターンテーブルＡが選択される確率＋大当たりＢの当選確率×大当
たりＢ当選時に当たり変動パターンテーブルＡが選択される確率＝１／３５０×０．３２
×１２６／２４１＋１／３５０×０．３２×１６６／２４１＝１．１０８×１０－３
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　当たり変動パターンテーブルＡにおいて番号１５の変動パターンが選択される確率＝１
７／２５１
　番号１５の変動パターンにおいて３回連続演出が選択される確率＝１３０／２３３
　であるから、外部通常状態において番号１５の変動パターンが３回連続演出と共に行わ
れる確率＝１．１０８×１０－３×１７／２５１×１３０／２３３＝４．１８６×１０－
５となる。
　このように計算される大当たりの変動パターンにおいて３回連続演出が選択される確率
を全ての大当たりの変動パターンについて和を取ると、３回連続演出が表示された後大当
たりとなる演出表示パターンが表示される確率が計算できる。
　また、外れの変動パターンにおいて３回連続演出が選択される確率を全ての外れの変動
パターンについて和を取ると、３回連続演出が表示された後外れとなる演出表示パターン
が表示される確率が計算できる。
【１０６３】
　例えば、上述した図２１３、図２１５、図２１７～図２２１に示した振り分け例では、
外部通常遊技状態において、２回連続演出が表示された場合に大当たりとなる大当たり確
率は約７．５％、３回連続演出が表示された場合に大当たりとなる大当たり確率は約１２
％、４回連続演出が表示された場合に大当たりとなる大当たり確率は約４５％に設定され
ている。また、外部有利遊技状体においてもｎ回連続演出の連続回数が大きいほど（ｎの
値が大きいほど）、当該連続演出が表示された場合の大当たり期待度が大きくなるように
、変動タイプ及び変動パターンが振り分けられている。
【１０６４】
　連続演出後に表示されるリーチ演出は、比較的大当たり期待度の高いリーチ演出が表示
される。本実施形態では、大当たり期待度の低い順から「ロングリーチで始まるリーチ（
図２１８：番号２～６／図２２０：番号８４～８６））」、「３Ｄリーチで始まるリーチ
（図２１８：番号７～１９／図２２０：番号８７～９３）」、「実写リーチで始まるリー
チ（図２１８：番号２０～３３／図２２０：番号９４～９９）」、「導入動画から始まる
リーチ（番号３４～４２／図２２０：番号１００～１０３）」が存在する。そして、図２
１８、２２０の振り分けから解るように、３回連続演出の後は、「ロングリーチで始まる
リーチ」への発展は否定され、「３Ｄリーチで始まるリーチ」もしくはそれ以上に大当た
り期待度の高いリーチ演出への発展が確定する。さらに、４回連続演出の後は「実写リー
チで始まるリーチ」もしくはそれ以上に大当たり期待度の高いリーチ演出への発展が確定
する。
【１０６５】
　以上、説明した本実施形態の連続演出によれば、本来、遊技者が期待するものであるリ
ーチの成立の直前に、当該リーチを阻止する演出表示であるリーチ阻止演出表示を表示し
て、リーチ阻止演出成功表示を表示する場合には連続演出への発展・あるいは連続演出の
継続が行われ、リーチ阻止演出失敗表示を表示する場合にはリーチを成立させる。そして
、リーチ阻止演出の成功表示の回数が多いほど、連続演出の回数が多くなる。そして、連
続演出の回数が多いほど、最終的に当該変動が大当たり遊技に結びつく可能性が高い。こ
の結果、遊技者は、本実施形態の連続演出以外の演出表示パターンが表示された場合には
、期待度の高いリーチ演出が表示されるように、まずはリーチの成立を願いながら当該演
出表示パターンを見守りながら遊技をするが、本実施形態の連続演出の演出表示パターン
が表示された場合には、リーチ阻止演出表示が成功するように、すなわち、リーチが成立
をしないことを願いながら当該演出表示パターンを見守りながら遊技をすることになる。
この結果、遊技者は、本実施形態の連続演出以外の演出表示パターンが表示された変動と
、本実施形態の連続演出の演出表示パターンが表示された変動とで、全く正反対の思考状
態で遊技することとなる。この結果、遊技者の頭を活性化させて遊技への興味が失われる
ことを抑制でき、遊技者に退屈だと感じさせることを抑制することができる。また、遊技
者に今までにない感情で遊技を行わせることができ、新鮮で魅力のある演出表示を実現で
きる。



(235) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

【１０６６】
　さらに、本実施形態の連続演出では、リーチが成立する間際に「リーチが成立すること
がよくないことである」こと示すメッセージＭＡを表示した後、リーチ阻止演出表示を行
うので、遊技者にとって新鮮な感情である「リーチが成立するな！！」という感情に遊技
者を速やかに誘導できる。この結果、本実施形態の連続演出を初見の遊技者にも十分楽し
んでもらうことができる。
【１０６７】
　また、上部中可動装飾体３５０１と液晶表示装置１４００とが協働してリーチ阻止演出
表示、及び、リーチ阻止成功演出表示を行うので、本実施形態の連続演出の迫力を向上さ
せると共に、大当たりへの期待感を煽ることができる。
【１０６８】
　さらに、リーチ阻止演出が成功する回数が多ければ多いほど、最終的に大当たり遊技を
得る確率が高まるように連続演出を伴う変動パターンの振り分けがなされているので、遊
技者は、リーチ阻止演出が成功する回数が増えていくに従って、遊技者にとって新鮮な感
情である「リーチが成立するな！！」という感情をより強く持つようになり、今までにな
い感情で遊技を行うことができる。この結果、遊技者に退屈だと感じさせることをより抑
制して、遊技者にとって新鮮でより魅力ある遊技を提供することができる。
【１０６９】
・連続演出の変形例：
・第１変形例：
　図２５４～図２５５を参照して、連続演出の変形例１について説明する。変形例１では
、図２５４に示す上述したリーチ阻止演出表示を表示する前に、「リーチの成立を阻止せ
よ！！」というメッセージと共に、操作ボタンユニット３７０のメインボタン３７１の押
下を遊技者に促す表示ＢＴＮが表示される。操作ボタンユニット３７０のメインボタン３
７１は遊技者の指示を受け付ける指示受け付け手段の一つとして機能する。そして、遊技
者がメインボタン３７１を押下した場合に、図２５５に示すように、上部中可動装飾体３
５０１と第１表示パネル１４００ａの表示（小爆発など）を協働させたリーチ阻止演出表
示を行っても良い。こうすれば、遊技者に「リーチが成立するな！！」という感情を乗せ
てメインボタン３７１を押下または連打させることができるので、遊技者の高揚感を高め
、より遊技にのめりこませることができる。
【１０７０】
　ここで、連続演出が継続する予定であるにも拘わらず、遊技者がメインボタン３７１を
押下しなかった場合には、所定時間待ってリーチ阻止演出表示を行って、その後リーチ阻
止演出成功表示を行って、連続演出を継続しても良い。あるいは、連続演出が継続する予
定であるにも拘わらず、遊技者がメインボタン３７１を押下しなかった場合には、連続演
出を終了させてリーチを成立させた表示を行い、連続演出に用いる予定の連続演出のため
の時間を稼ぐため、リーチ成立後のリーチ演出における中図柄列１１５３ｂの図柄の変動
時間を長くして、合計の変動時間を予定の変動時間に合わせるようにしても良い。こうす
れば、遊技者がメインボタン３７１を押下しない場合には、連続演出が予定どおり行われ
ないため、遊技者は当該演出表示パターンの大当たり期待度を予測できなくなり、遊技を
十分楽しめなくなるため、遊技者はメインボタン３７１を押下して遊技に積極的に参加す
るようになる。この結果、遊技者を積極的に遊技に参加させて遊技への高揚感を高め、よ
り遊技者を遊技に熱中させることができる。
【１０７１】
・第２変形例：
　上記実施形態では、リーチ阻止演出表示を行う連続演出のみを説明したが、上記実施形
態において、リーチ阻止演出表示を行う連続演出に加えて他の種類の連続演出を用意して
、複数種類の連続演出を用いても良い。この場合は、「２連」「３連」などの連続演出の
表示を行うべき変動タイプであることを示すコマンドが主制御基板４１００から周辺制御
ＭＰＵ４１４０ａが受け取った場合に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが抽選を行っていずれ
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の種類の連続演出を行うかを決定して、連続演出を行う。あるいは、主制御ＭＰＵ４１０
０ａが変動タイプとして連続演出の種類まで決定して、連続演出の種類と連続回数を表す
情報を含むコマンドを周辺制御ＭＰＵ４１４０ａに送信しても良い。
【１０７２】
　他の種類の連続演出としては、変動表示後にいわゆるチャンス目を表す図柄組合せを左
図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに停止表示させた後、再び
変動表示を繰り返すいわゆるチャンス目疑似連や、変動表示後に左図柄列１１５３ａ、及
び、右図柄列１１５３ｃに同一の装飾図柄を停止表示した瞬間に停止させた装飾図柄を下
方に高速移動（スベリ表示）させた後、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図
柄列１１５３ｃに外れ図柄組合せまたはチャンス目を表す図柄組合せを停止表示させた後
、再び変動表示を繰り返すいわゆるスベリ疑似連などがある。チャンス目疑似連では、遊
技者は、「チャンス目でもう一度停止しろ！！」という感情で連続演出を見守り、スベリ
疑似連では、「装飾図柄がスベリ表示になれ！！」という感情で連続演出を見守るという
ように、本実施形態のリーチ阻止演出表示を行う連続演出とは、また異なる感情で遊技を
楽しむので、複数種類の連続演出を用いることで、遊技者に多様な感情で遊技を楽しんで
もらうことができ、遊技者に退屈だと感じさせることをより抑制することができる。
【１０７３】
・第３変形例：
　リーチ阻止演出表示、リーチ阻止成功演出表示、リーチ阻止失敗演出表示は、上述した
実施形態の態様に限られず、様々な態様を用いることができる。例えば、図２３４におい
て、リーチ阻止表示演出表示は、人物などのキャラクタが、右図柄列１１５３ｃの図柄停
止位置まで下りてこようとする装飾図柄Ｓ２を、上に持ち上げようとする様を表示しても
良い。この場合、例えば、リーチ阻止成功演出表示は、当該キャラクタに装飾図柄Ｓ２が
持ち上げられて、第１表示パネル１４００ａの上端から画面外に消えて行く様を表示し、
リーチ阻止失敗演出表示は、当該キャラクタが装飾図柄Ｓ２に潰されて、その結果、装飾
図柄Ｓ２が図柄停止位置まで下りてきて停止する様を表示しても良い。
【１０７４】
・第４変形例：
　上記実施形態の連続演出は、第１表示パネル１４００ａのみを用いて行われているが、
第２表示パネル１４００ｂを用いて行われても良いし、第１表示パネル１４００ａと第２
表示パネル１４００ｂの両方を用いて行われても良い。例えば、装飾図柄の変動表示及び
停止表示を第１表示パネル１４００ａで行い、第１表示パネル１４００ａの装飾図柄の表
示部分以外は透明状態ＣＬＲに制御しても良い。そして、第２表示パネル１４００ｂにお
いて、奥側から人物などのキャラクタが武器などを用いて、第１表示パネル１４００ａに
表示された装飾図柄を破壊しようとする様をリーチ阻止演出表示として表示しても良い。
こうすれば、遊技者から見て、奥行き感のあるな連続演出を実現でき、新鮮で魅力ある連
続演出を実現し得る。
【１０７５】
・第５変形例：
　上記実施形態の連続演出において、装飾図柄の高速変動表示が行われている図柄列（左
図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃの一部及び全部）では、装
飾図柄を半透明で表示しても良いし、高速変動表示に代えて、装飾図柄の表示を消しても
良い。そして、高速変動表示から低速変動表示に移行する際に装飾図柄を表示し始めても
良い。この連続演出では、背景画像において、キャラクタの実写やＣＧによる演出が行わ
れるが、高速変動表示中の装飾図柄を半透明表示したり、消去することでこのような演出
が遊技者に視認しやすくなるメリットがある。
【１０７６】
・第６変形例：
　保留されている変動において連続演出が行われる場合、その前の変動において保留され
ている変動において連続演出が行われる旨を遊技者に先立って通知する演出を行ってもよ
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い。例えば、保留されている変動において連続演出が行われることを予め主制御ＭＰＵ４
１００ａにおいて判断してその旨を周辺制御ＭＰＵ４１４０ａに送信しておく（いわゆる
先読み）。そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、連続演出が行われる変動の直前の変動
が、リーチが成立しない通常変動（例えば、図２２１、番号１２６）である場合、当該通
常変動を行っている最中に、上部中可動装飾体３５０１を遊技者が視認可能に回動させ、
リーチの成立を警戒しているような様で可動させても良い。
【１０７７】
・第７変形例：
　上記連続演出では、４回連続演出が最大の連続回数としているが、それに限られない。
例えば、５回連続演出を行っても良い。なお上記実施形態において５回連続演出の後は、
例えば、いわゆる全回転演出などを表示してプレミア大当たりとなるようにしても良い。
【１０７８】
・第８変形例：
　また、上記連続演出では、連続回数が多くなるほど大当たり確率が高まるように変動パ
ターン及び変動タイプを振り分けているが、これに加えて、または、これに代えて、連続
演出の連続回数が多くなるに従い、遊技者にとってより特典の多い大当たり種別で大当た
りする確率が高くなるようにすることが好ましい。例えば、本実施形態では、大当たりＡ
、Ｅ（出玉あり、大当たり後確変突入）が最も遊技者にとってより特典の多い大当たり種
別であるので、連続演出の連続回数が多くなるに従い、大当たりＡ、Ｅで大当たりとなる
確率が高くなるように変動パターン及び変動タイプを振り分けることが好ましい。こうす
れば、遊技者に連続演出においてリーチ阻止演出表示が成功する気持ちをより強く持たせ
て、本連続演出を遊技者にとって重要で心待ちにする演出とすることができる。
【１０７９】
　［連続演出における装飾図柄の変動のタイミング例］
　液晶表示装置１４００に表示され得る演出表示パターンの中には、以下に説明する連続
演出を含むものがある。図２５６を参照して、連続演出の一例について説明する。
【１０８０】
　図２５６は、連続演出における装飾図柄の変動を表すタイミングチャートの一例である
。図２５６（Ａ）は、１回目の連続演出を示し、図２５６（Ｂ）は、２回目以降の連続演
出を示している。図２５６（Ａ）は、装飾図柄が変動を開始してから（タイミングＴ１ａ
）、全ての装飾図柄が仮停止（一時的な停止）するまで（タイミングＴ１ｈ）を示してい
る。図２（Ａ）も、同様に、装飾図柄が変動を開始してから(タイミングＴ２ａ)、全ての
装飾図柄が仮停止（一時的な停止）するまで（タイミングＴ２ｈ）を示している。
【１０８１】
　図２５６（Ａ）、図２５６（Ｂ）には、種々のタイミングにおける、液晶表示装置１４
００によって表現される正面視認画面の概略が示されている。２重線で描かれた矩形は、
液晶表示装置１４００を正面から見た正面視認画面を示している。正面視認画面中には、
左図柄列１１５３ａと、中図柄列１１５３ｂと、右図柄列１１５３ｃとのそれぞれの状態
が示されている。各図柄列は、手前の第１表示パネル１４００ａに表示されてもよく、後
方の第２表示パネル１４００ｂに表示されてもよい。正面視認画面の上から下まで延びる
矢印は、装飾図柄の高速変動表示を示している。数字を囲む矩形は、装飾図柄を示してい
る。なお、図中では、図２５６（Ａ）の最も左に示された正面視認画面（タイミングＴ１
ａ）にのみ符号を付しており、他のタイミングの正面視認画面については、符号を省略し
ている。ただし、いずれのタイミングの正面視認画面においても、正面視認画面中の左か
ら順番に、左図柄列、中図柄列、右図柄列が並んでいる。なお、図２５６に示す正面視認
画面は、正面視認画面の概略であり、実際には、装飾図柄は、正面視認画面中の種々の位
置に表示され得、また、正面視認画面には、装飾図柄に限らず、種々の画像が表示され得
る。
【１０８２】
　１回目の連続演出（図２５６（Ａ））では、変動開始（タイミングＴ１ａ）によって、
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左図柄列１１５３ａと中図柄列１１５３ｂと右図柄列１１５３ｃとのそれぞれにおいて、
装飾図柄が高速変動表示される。次のタイミングＴ１ｂでは、左図柄列において、装飾図
柄の変動表示が、高速変動から低速変動に移行する。次のタイミングＴ１ｃでは、左図柄
列において、装飾図柄が仮停止表示（一時的な停止表示）される。次のタイミングＴ１ｄ
では、右図柄列において、装飾図柄の変動表示が、高速変動から低速変動に移行する。次
のタイミングＴ１ｅでは、右図柄列において、装飾図柄が仮停止される。図２５６（Ａ）
の例では、左図柄列に仮停止表示された装飾図柄と、右図柄列に仮停止表示された装飾図
柄とによって、リーチ状態が形成されている。
【１０８３】
　なお、液晶表示装置１４００に表示され得る演出表示パターンの中には、変動開始（タ
イミングＴ１ａ）から右図柄列での低速変動開始（タイミングＴ１ｄ）までは、図２５６
（Ａ）のタイミングチャートに従い、右図柄列の低速変動開始の後に、右図柄列で装飾図
柄が停止表示され、続けて中図柄列でも装飾図柄が停止表示されて、ハズレを報知する演
出表示パターンがある。その結果、遊技者にとっては、右図柄列の低速変動開始（タイミ
ングＴ１ｄ）の後に、装飾図柄の変動パターンが、「リーチ形成」と「ハズレ報知」との
２つのパターンに分岐するように見える。従って、右図柄列の低速変動開始（タイミング
Ｔ１ｄ）から、右図柄列の装飾図柄が停止（仮停止）するまでの期間において、遊技者は
、高い関心を持って、右図柄列における装飾図柄の変動を観察する。
【１０８４】
　次のタイミングＴ１ｆでは、右図柄列において、装飾図柄の高速変動表示が開始される
。この高速変動表示の開始によって、遊技者は、装飾図柄の変動が継続する連続演出が実
現されていることを認識する。なお、液晶表示装置１４００に表示され得る演出表示パタ
ーンの中には、変動開始（タイミングＴ１ａ）から右図柄列での装飾図柄の仮停止（タイ
ミングＴ１ｅ）までは、図２５６（Ａ）のタイミングチャートに従い、その後、右図柄列
での装飾図柄の再変動が行われずにリーチが確定する演出表示パターンがある。その結果
、遊技者にとっては、右図柄列の仮停止（タイミングＴ１ｅ）の後に、装飾図柄の変動パ
ターンが、「リーチ確定」と「変動継続」との２つのパターンに分岐するように見える。
従って、右図柄列の仮停止（タイミングＴ１ｅ）から、右図柄列の変動が再開するか否か
が確定するまで（タイミングＴ１ｆまで）の期間において、遊技者は、高い関心を持って
、右図柄列における装飾図柄の変動を観察する。なお、リーチが確定した場合には、その
後に種々のリーチ成立後演出（例えば、本明細書で説明されている種々のリーチ成立後演
出）が実現され得る。
【１０８５】
　次のタイミングＴ１ｇでは、中図柄列と右図柄列との双方において、装飾図柄の低速変
動が開始される。その後、中図柄列と右図柄列との双方で装飾図柄が仮停止表示されて、
装飾図柄の変動が継続することを表す所定の図柄組み合わせ（「チャンス目」とも呼ばれ
る）が表示される（タイミングＴ１ｈ）。これにより、１回目の連続演出が終了する。そ
して、２回目の連続演出が始まる。
【１０８６】
　なお、液晶表示装置１４００に表示され得る演出表示パターンの中には、変動開始（タ
イミングＴ１ａ）から中図柄列と右図柄列での低速変動開始（タイミングＴ１ｇ）までは
、図２５６（Ａ）のタイミングチャートに従い、その後、右図柄列と中図柄列とのそれぞ
れにおいて装飾図柄が停止表示されて、ハズレを報知する演出表示パターンがある。その
結果、遊技者にとっては、右図柄列と中図柄列とのそれぞれでの低速変動開始（タイミン
グＴ１ｇ）の後に、装飾図柄の変動パターンが、「変動継続（チャンス目)」と「ハズレ
報知」との２つのパターンに分岐しているように見える。従って、低速変動開始(タイミ
ングＴ１ｇ)から、装飾図柄の変動が停止（仮停止）するまで（タイミングＴ１ｈまで）
の期間において、遊技者は、高い関心を持って、装飾図柄の変動を観察する。
【１０８７】
　２回目以降の連続演出（図２５６（Ｂ））においても、装飾図柄の変動は、１回目の連
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続演出（図２５６（Ａ））と同様に進行する。図２５６（Ｂ）中のタイミングＴ２ａ～Ｔ
２ｈは、図２５６（Ａ）中のタイミングＴ１ａ～Ｔ１ｈに、それぞれ対応している。なお
、図２２１で説明したように、本実施形態では、リーチにならずに特別図柄抽選結果が外
れる場合には、変動タイプが「通常」に設定される。すなわち、本実施形態では、２回目
以降の連続演出が実現されたにも拘わらずに、リーチが形成されずにハズレが報知される
演出表示パターン（「ガセ疑似連」とも呼ばれる）は無い。これにより、遊技者が過度に
落胆してしまう可能性を低減できる。
【１０８８】
　また、２回目以降の連続演出が実現された場合には、リーチにならずにハズレが報知さ
れることが無い。従って、遊技者から見た装飾図柄の変動パターンの分岐は、右図柄列の
仮停止（タイミングＴ２ｅ）の後の、「リーチ確定」と「変動継続」との分岐のみである
。従って、右図柄列の仮停止（タイミングＴ２ｅ）から、右図柄列の変動が再開するか否
かが確定するまで（タイミングＴ２ｆまで）の期間において、遊技者は、特に高い関心を
持って、装飾図柄の変動を観察する。そこで、図２５６の例では、２回目以降の連続演出
におけるＴ２ｅからＴ２ｆまでの期間（「第２高関心期間Ｔ２ｐ」と呼ぶ）が、１回目の
連続演出におけるＴ１ｅからＴ１ｆまでの期間（「第１高関心期間Ｔ１ｐ」と呼ぶ）より
も長い。このように、２回目以降の連続演出では、遊技者が特に高い関心を示す第２高関
心期間Ｔ２ｐ（右図柄列での仮停止が確定してしまうか否かを待つ期間）が、１回目の連
続演出での第１高関心期間Ｔ１ｐと比べて長いので、２回目以降の連続演出で重要な分岐
（演出（装飾図柄の変動）の分岐）が、この第２高関心期間Ｔ２ｐで生じることを、遊技
者に適切に示唆することができる。
【１０８９】
　なお、図２５６の例では、１回目の連続演出に要する時間Ｔ１ｔは、２回目以降の１回
分の連続演出に要する時間Ｔ２ｔと同じである。これにより、遊技者は、繰り返し実現さ
れる連続演出のそれぞれを同じ時間感覚で観察することができるので、落ち着いて連続演
出を楽しむことができる。
【１０９０】
　また、上述したように２回目以降の連続演出での第２高関心期間Ｔ２ｐが、１回目の連
続演出での第１高関心期間Ｔ１ｐよりも長いので、２回目以降の連続演出では、他の期間
が短くなっている。図２５６の例では、２回目以降の連続演出におけるＴ２ａからＴ２ｂ
までの期間（「第２全高速期間Ｔ２ａｈ」と呼ぶ）が、１回目の連続演出におけるＴ１ａ
からＴ１ｂまでの期間（「第１全高速期間Ｔ１ａｈ」と呼ぶ）よりも、短くなっている。
各回の連続演出における変動開始からのタイミングに関しては、図２５６の例では、２回
目以降のタイミングＴ２ｂ～Ｔ２ｅは、１回目のタイミングＴ１ｂ～Ｔ１ｅを共通の所定
時間だけ前にシフトして得られるタイミングと、それぞれ同じである。
【１０９１】
　このように、２回目以降のタイミングＴ２ｂ～Ｔ２ｅの期間と、１回目のタイミングＴ
１ｂ～Ｔ１ｅの期間との間では、種々のタイミング間の時間間隔が同じである（例えば、
１回目のタイミングＴ１ｃ～Ｔ１ｄの時間間隔は、２回目以降のタイミングＴ２ｃ～Ｔ２
ｄの時間間隔と同じである）。従って、２回目以降のタイミングＴ２ｂ～Ｔ２ｅの期間の
演出を表すデータ（例えば、スケジュールデータや動画像データ）として、１回目のタイ
ミングＴ１ｂ～Ｔ１ｅの期間の演出を表すデータと同じデータを利用することができる。
【１０９２】
　また、各回の連続演出における変動開始からのタイミングに関して、２回目以降のタイ
ミングＴ２ｆ～Ｔ２ｈは、１回目のタイミングＴ１ｆ～Ｔ１ｈと、それぞれ同じである。
従って、２回目以降のタイミングＴ２ｆ～Ｔ２ｈの期間の演出を表すデータとして、１回
目のタイミングＴ１ｆ～Ｔ１ｈの期間の演出を表すデータと同じデータを利用することが
できる。
【１０９３】
　このように種々の期間において共通のデータを利用することができるので、データの準
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備に要する負担を軽減できる。
【１０９４】
　なお、第１全高速期間Ｔ１ａｈと第２全高速期間Ｔ２ａｈとでは、全ての図柄列におい
て装飾図柄が高速変動している。従って、これらの期間の演出を表すデータを、特定の装
飾図柄に依存せずに準備することができる。それ故、互いに時間間隔が異なる第１全高速
期間Ｔ１ａｈと第２全高速期間Ｔ２ａｈとのそれぞれのためのデータを準備する場合であ
っても、装飾図柄毎に異なるデータを準備する必要が無いので、データの準備に要する負
担を軽減できる。
【１０９５】
　なお、連続演出における装飾図柄の変動のパターンとしては、図２５６に示すパターン
に限らず、種々のパターンを採用可能である。例えば、１回分の連続演出において、最初
に仮停止する図柄列が左図柄列とは異なる他の図柄列（例えば、右図柄列や中図柄列）で
あってもよい。また、次に仮停止する図柄列が右図柄列とは異なる他の図柄列（例えば、
中図柄列や左図柄列）であってもよい。一般には、１回分の連続演出の途中で、複数の図
柄列のうちの一部の図柄列で装飾図柄が仮停止されてリーチ状態が表示されてよい。ここ
で、別の演出表示パターンとして、リーチ状態が表示される代わりに、全ての図柄列で装
飾図柄が停止表示されてハズレの図柄組み合わせが表示されるパターンがあってもよい。
また、リーチ状態が表示された後に高速変動を開始する図柄列の組み合わせは、中図柄列
と右図柄列との組み合わせに限らず、任意の組み合わせを採用可能である（例えば、左図
柄列と中図柄列とで高速変動が開始してもよい）。そして、その高速変動の後に全ての図
柄列で装飾図柄が仮停止して、連続演出が継続することを表す図柄の組み合わせ（チャン
ス目）が表示されてよい。ここで、変動している複数の図柄列が、同時に仮停止する代わ
りに、１つずつ順番に仮停止してもよい（停止する順番としては、任意の順番を採用可能
である）。また、別の演出表示パターンとして、チャンス目の代わりに、ハズレの図柄組
み合わせが表示されるパターンがあってもよい。
【１０９６】
　また、Ｉ回目（Ｉは整数）の連続演出と、Ｊ回目（ＪはＩ以外の整数）の連続演出との
間で、装飾図柄の変動のパターンが異なっていても良い。例えば、図２５６の例において
、偶数回目の連続演出では、変動開始後、最初に右図柄列で装飾図柄が仮停止表示され、
続けて左図柄列で装飾図柄が仮停止表示されてよい。さらに、リーチ状態が表示された後
には、左図柄列と中図柄列とで高速変動が開始されてもよい。なお、このようなパターン
に従う演出表示としては、例えば、図２３０～図２５５で説明した演出表示を採用しても
よい。また、連続演出が２回以上実現された場合に、リーチが形成されずにハズレが報知
される演出表示パターンがあってもよい。なお、連続演出を含む演出表示としては、図２
３０～図２５５で説明した演出表示に限らず、種々の演出表示を採用可能である。
【１０９７】
　いずれの場合も、Ｋ回目（Ｋは２以上の整数）の連続演出においてリーチ状態が表示さ
れてから装飾図柄の変動が再開するまでの時間（例えば、図２５６（Ｂ）の第２高関心期
間Ｔ２ｐ）が、Ｌ回目（ＬはＫより小さい整数）の連続演出においてリーチ状態が表示さ
れてから装飾図柄の変動が再開するまでの時間（例えば、図２５６（Ａ）の第１高関心期
間Ｔ１ｐ）よりも長くてよい。ここで、時間の差を、全ての図柄列で高速変動表示が行わ
れている期間（例えば、図２５６の全高速期間Ｔ１ａｈ、Ｔ２ａｈ）の長さを調整するこ
とによって、解消すればよい。
【１０９８】
　　[スベリ演出について]
　主制御基板４１００において決定された変動パターンが所定のリーチ成立後演出を含む
場合であって、変動タイプが「通常」である場合には、上述した通常リーチ成立前演出の
他に周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、リーチ成立前演出としてスベリ演出を選択する場合が
ある。本実施形態では、複数種類のスベリ演出が用意されているが、そのうちの一つであ
る切り抜きスベリ演出について、図２５７～図２７４を参照して説明する。
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【１０９９】
　図２５７～図２７４において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面）の図を示す。
【１１００】
　図２５７～図２７４は、本実施形態における切り抜きスベリ演出として液晶表示装置１
４００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図２５７～図２７４
は、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図２５７～図
２７４を図番に従って見ていくことで、切り抜きスベリ演出としての動画像の内容を把握
できる。
【１１０１】
　切り抜きスベリ演出では、まず、通常リーチ成立前演出と同様に、図２５７に示すよう
に、変動開始直後には、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５３ａと中図
柄列１１５３ｂと右図柄列１１５３ｃに装飾図柄が高速変動表示される（図２５７（Ａ）
）。また、第１表示パネル１４００ａには、全体に建物や車などを含む背景画像ＢＧＲが
表示されている（図２５７（Ａ））。この時点で、第２表示パネル１４００ｂは全体が透
明状態ＣＬＲに制御されている。この状態に続いて、第１表示パネル１４００ａに装飾図
柄が高速変動表示されている間に、第２表示パネル１４００ｂは、タコに似たキャラクタ
の画像ＴＫ（以下、タコキャラクタ画像ＴＫと呼ぶ）が画面上方から表示される（図２５
７（Ｂ））。タコキャラクタ画像ＴＫは、矢印ＡＲ１に示すように、画面上方から画面下
方に移動し、画面下方から折り返して画面中央付近に表示される。タコキャラクタ画像Ｔ
Ｋは、表示開始時は、比較的小さな画像（例えば、画面全体面積の５％程度の大きさ）で
あるが、矢印ＡＲ１に示すように移動する最中に徐々に拡大表示される。
【１１０２】
　このタコキャラクタ画像ＴＫは、いわゆるチャンスアップキャラクタであり、当該表示
がなされた変動に対応する抽選結果が所定の当たり（大当たりＡ～Ｅ、または、小当たり
）となる確率が、予め定められた確率（本実施形態では、大当たり確率約１／３５０、小
当たり確率約１／２００）より高い確率（例えば、１／３０）であることを示唆する画像
示唆する画像（高期待示唆画像）である。すなわち、抽選結果が所定の当たりであるか否
かは、演出表示パターンが決定される前に既に決まっており、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａ
が抽選結果を認識した上で、高期待期待示唆画像を表示するか否かを決定するので、演出
表示パターンにおいて、高期待示唆画像が表示された場合の大当たり期待度は、周辺制御
ＭＰＵ４１４０ａが参照するテーブル等に予め設定された値とすることができる。
【１１０３】
　図２５８には、図２５７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図２５８のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａにおいて、タコキャラクタ画
像ＴＫが画面中央付近に図２５７に示す状態より大きな画像（例えば、画面全体面積の２
０％程度の大きさ）として表示されている（図２５８（Ｂ））。図２５７のフレーム画像
、及び、図２５８のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、タコキャラ
クタ画像ＴＫを除く領域は、透明状態ＣＬＲに制御される（図２５７（Ｂ）、図２５８（
Ｂ））。
【１１０４】
　図２５７及び図２５８の正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａに表示された演出
画像と、第２表示パネル１４００ｂに表示されたタコキャラクタ画像ＴＫとが組み合わさ
れた内容となる（図２５７（Ｃ）、図２５８（Ｃ））。ここで、タコキャラクタ画像ＴＫ
は、全体的に第１表示パネル１４００ａに表示されている画像より相対的に濃い色（本実
施形態では、黒と濃い灰色を主体とした色）で表示されている。タコキャラクタ画像ＴＫ
は、第１表示パネル１４００ａに表示されている全ての画像より相対的に濃い色である必
要はなく、第１表示パネル１４００ａにおいて、第２表示パネル１４００ｂに表示された
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タコキャラクタ画像ＴＫと重なり合う領域より相対的に濃い色であれば良い。濃い色とは
、濃度が高い色、言い換えれば、透明度、明度が低い色であり、濃い色で表示された画像
とは、例えば、画像を構成する各画素の明度の平均値が低い（平均濃度が高い）ことを言
う。例えば、明度を０～２５５の２５６階調で表し、０が最も明度の低い黒色を表し、２
５５が最も明度の高い白色を表す場合、画像を構成する各画素の明度の平均値が、１００
以下である場合である。そして、背景画像ＢＧＲは、比較的薄い色で表示されている。薄
い色とは、濃度が低い色、言い換えれば、透明度、明度が高い色であり、薄い色で表示さ
れた画像とは、例えば、画像を構成する各画素の明度の平均値が高い（平均濃度が低い）
ことを言う。例えば、明度を０～２５５の２５６階調で表し、０が最も明度の低い黒色を
表し、２５５が最も明度の高い白色を表す場合、画像を構成する各画素の明度の平均値が
、２００以上である場合である。これにより、タコキャラクタ画像ＴＫは、第１表示パネ
ル１４００ａの奥側の第２表示パネル１４００ｂに表示され、視認者からは第１表示パネ
ル１４００ａの表示画像と重なって視認されるにも拘わらず、遊技者にタコキャラクタ画
像ＴＫの存在を比較的はっきりとが認識させることができる。
【１１０５】
　また、背景画像ＢＧＲは第１表示パネル１４００ａに表示され、タコキャラクタ画像Ｔ
Ｋは、第１表示パネル１４００ａと間隔Ｌａをおいて奥側に配置された第２表示パネル１
４００ｂに表示されている。この表示パネルの物理的な間隔のため、遊技者ははっきりと
、背景画像ＢＧＲが遊技者から見て手前側であり、タコキャラクタ画像ＴＫが遊技者から
見て奥側にあると認識できる。遊技者の目のピントは、第１表示パネル１４００ａに表示
された背景画像ＢＧＲに合う場合と、第２表示パネル１４００ｂに表示されるタコキャラ
クタ画像ＴＫに合う場合があり、このようにピントが手前側と奥側に行き来することで、
背景画像ＢＧＲとタコキャラクタ画像ＴＫとが奥行きが異なる位置に表示されていると認
識できるのである。
【１１０６】
　仮に一枚の液晶パネルにおいて、画面の全体に表示された画像と、比較的小さな移動体
の画像とが重ねて表示されると、人間の脳は、全体に表示された画像を背景と認識し、小
さな移動体の画像は、背景より手前側にあるものと認識しやすい。特に、図２５７及び図
２５８に示すタコキャラクタ画像ＴＫのように、移動体が拡大しながら表示されると、全
体に表示された画像から手前側に飛び出してくる様が表現されていると認識されてしまい
がちである。しかしながら、本実施形態では、タコキャラクタ画像ＴＫを拡大しながら表
示しているにも拘わらず、奥側の第２表示パネル１４００ｂに表示することによって、タ
コキャラクタ画像ＴＫは、徐々に遊技者から見て手前側に移動しているものの、あくまで
背景画像ＢＧＲより奥側に存在することを、遊技者にはっきり認識させることができる。
【１１０７】
　図２５９には、図２５８のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図２５
８に示す状態の後、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５３ａと右図柄列
１１５３ｃとにそれぞれ異なる装飾図柄が停止表示される。図２５９に示す例では、左図
柄列１１５３ａにおいて７図柄の画像（７図柄画像）Ｓ７が停止表示され、右図柄列１１
５３ｃにおいて６図柄の画像（６図柄画像）Ｓ６が停止表示されている（図２５９（Ａ）
）。このとき中図柄列１１５３ｂは、装飾図柄の高速変動表示が継続されている。
【１１０８】
　この時点で、第２表示パネル１４００ｂにおけるタコキャラクタ画像ＴＫは、第１表示
パネル１４００ａにおいて右図柄列１１５３ｃに停止表示された６図柄画像Ｓ６と右側の
端部が重なり合う位置に表示される（図２５９（Ｂ））。タコキャラクタ画像ＴＫは、第
１表示パネル１４００ａにおいて図２５９（Ａ）に示される状態に至る前から上述したよ
うに、左図柄列１１５３ａと右図柄列１１５３ｃにおいて装飾図柄が変動表示されている
段階から第２表示パネル１４００ｂに表示されているが、これに限られない。例えば、タ
コキャラクタ画像ＴＫは、突然、左図柄列１１５３ａ及び中図柄列１１５３ｂに装飾図柄
が停止表示された後に、図２５９（Ｂ）に示す位置に現れたように表示されても良い。な
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お、第２表示パネル１４００ｂのタコキャラクタ画像ＴＫを除く部分は、透明状態ＣＬＲ
に制御される。
【１１０９】
　図２５９のフレーム画像の正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａに表示された演
出画像と、第２表示パネル１４００ｂに表示されたタコキャラクタ画像ＴＫとが組み合わ
された内容となる（図２５９（Ｃ））。タコキャラクタ画像ＴＫは、前方にある６図柄画
像Ｓ６をのぞき込んでいるように表示される。遊技者には、タコキャラクタが前方の６図
柄画像Ｓ６をのぞき込んでいる様が奥行き感のある態様で感じられる。
【１１１０】
　図２６０は、図２５９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図２６０のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂに表示されたタコキャラクタ画
像ＴＫが、第１表示パネル１４００ａに表示された演出画像に対してレーザー光線を発射
する様子が表示される。具体的には、第２表示パネル１４００ｂにおいて、タコキャラク
タ画像ＴＫから発射されたレーザー光線の発射源側の画像（発射源側レーザー画像）ＬＺ
１が表示される（図２６０（Ｂ））。また、第１表示パネル１４００ａにおいて、レーザ
ー光線の先端側の画像（先端側レーザー画像）ＬＺ２が表示される（図２６０（Ａ））。
発射源側レーザー画像ＬＺ１は、一方の端部がタコキャラクタ画像ＴＫと重なる位置にあ
り、当該端部から第１表示パネル１４００ａに停止表示されている６図柄画像Ｓ６の左上
の位置に他の端部が位置するように延びた帯状の画像である。先端側レーザー画像ＬＺ２
は、第２表示パネル１４００ｂに表示された発射源側レーザー画像ＬＺ１の他の端部と重
なり合う位置に一方の端部が位置し、当該端部から発射源側レーザー画像ＬＺ１の帯状形
状の延長線上に延びた帯状の画像である。先端側レーザー画像ＬＺ２の一方の端部には、
図２６０（Ｂ）において黒丸で示すように、レーザー光線が第１表示パネル１４００ａに
奥側から照射され、第１表示パネル１４００ａを突き抜けているように見せる貫通部画像
ＬＺＰが表示される。図２６０のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａ及び第２表示
パネル１４００ｂの表示内容は、発射源側レーザー画像ＬＺ１及び先端側レーザー画像Ｌ
Ｚ２が追加表示されている点を除いて、図２５９のフレーム画像の表示内容と同一である
。
【１１１１】
　図２６０のフレーム画像の正面視認画面では、図２５９のフレーム画像の正面視認画面
に発射源側レーザー画像ＬＺ１及び先端側レーザー画像ＬＺ２が追加表示された画像とな
る（図２６０（Ｃ））。遊技者には、発射源側レーザー画像ＬＺ１と先端側レーザー画像
ＬＺ２とが組み合わされて、一本のレーザー光線の画像として認識される。このとき、発
射源側レーザー画像ＬＺ１は、遊技者から見て奥側に位置する第２表示パネル１４００ｂ
に表示され、先端側レーザー画像ＬＺ２は、遊技者から見て手前側に位置する第１表示パ
ネル１４００ａに表示されるので、遊技者にレーザー光線が奥側から手前側へ発射される
様を、奥行き感あふれる態様で見せることができる。また、第２表示パネル１４００ｂに
表示された発射源側レーザー画像ＬＺ１と第１表示パネル１４００ａに表示された先端側
レーザー画像ＬＺ２との繋ぎ目の部分に上述した貫通部画像ＬＺＰ（図２６０（Ｃ）にお
ける黒丸部分）が表示されるので、遊技者に、第１表示パネル１４００ａの表示画像の奥
側に位置するタコキャラクタ画像ＴＫから第１表示パネル１４００ａの表示画像に向かっ
て発射されたレーザー光線が第１表示パネル１４００ａの表示画像を貫いている様子を臨
場感あふれる態様で表現することができる。
【１１１２】
　図２６１は、図２６０のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図２６１のフレーム画像では、タコキャラクタ画像ＴＫから発射されたレーザー光線の画
像が、貫通部画像ＬＺＰを画面右方向に移動させるように移動表示される。すなわち、第
２表示パネル１４００ｂに表示された発射源側レーザー画像ＬＺ１と第１表示パネル１４
００ａに表示された先端側レーザー画像ＬＺ２とが連動して移動表示される。第１表示パ
ネル１４００ａにおいて、貫通部画像ＬＺＰが通った跡には、切り抜き線の画像（切り抜
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き線画像）ＣＬＮが表示される。図２６１のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａ及
び第２表示パネル１４００ｂの表示内容は、発射源側レーザー画像ＬＺ１及び先端側レー
ザー画像ＬＺ２が移動表示されている点と切り抜き線画像ＣＬＮが追加表示されている点
を除いて、図２５９のフレーム画像の表示内容と同一である。
【１１１３】
　図２６１のフレーム画像の正面視認画面では、図２６０のフレーム画像で表示されたレ
ーザー光線が移動して、第１表示パネル１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６の上部を
切っていく様が表示されることになる。遊技者には、第１表示パネル１４００ａの表示画
像の奥側に位置するタコキャラクタ画像ＴＫが第１表示パネル１４００ａの表示画像に向
かって発射されたレーザー光線を操って第１表示パネル１４００ａの表示画像を切ってい
く様子がダイナミックに認識される。
【１１１４】
　図２６２は、図２６１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図２６３は、図２６２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。図
２６２及び図２６３に示すように、タコキャラクタ画像ＴＫから発射されたレーザー光線
の画像が、貫通部画像ＬＺＰを６図柄画像Ｓ６の外側部分を一周させるように移動表示さ
れる。すなわち、第２表示パネル１４００ｂに表示された発射源側レーザー画像ＬＺ１と
第１表示パネル１４００ａに表示された先端側レーザー画像ＬＺ２とが連動して移動表示
される。そして、レーザー光線の画像の移動に伴って、第１表示パネル１４００ａにおい
て、貫通部画像ＬＺＰが通った跡に表示される切り抜き線画像ＣＬＮは、第１表示パネル
１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６の画像を切り抜くように表示される（図２６２、
図２６３）。図２６２、図２６３のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａ及び第２表
示パネル１４００ｂの表示内容は、発射源側レーザー画像ＬＺ１及び先端側レーザー画像
ＬＺ２が移動表示されている点と切り抜き線画像ＣＬＮが延長表示されている点を除いて
、図２６１のフレーム画像の表示内容と同一である。
【１１１５】
　図２６１～図２６３までのフレーム画像の正面視認画面では、図２６０のフレーム画像
で表示されたレーザー光線が移動して、第１表示パネル１４００ａに表示された６図柄画
像Ｓ６の全周を切り抜いていく様が表示されることになる。遊技者には、第１表示パネル
１４００ａの表示画像の奥側に位置するタコキャラクタ画像ＴＫが第１表示パネル１４０
０ａの表示画像に向かって発射されたレーザー光線を操って第１表示パネル１４００ａの
６図柄画像Ｓ６を切り抜く様子がダイナミックに認識される。
【１１１６】
　図２６４は、図２６３のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図２６４
に示すフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００
ａに表示された６図柄画像Ｓ６の略中央部と遊技者から見て重なり合う領域に７図柄画像
Ｓ７Ｂが表示される（図２６４（Ｂ））。第２表示パネル１４００ｂに表示される７図柄
画像Ｓ７Ｂは、第１表示パネル１４００ａに表示される６図柄画像Ｓ６より小さい画像で
あり、遊技者から見て、画像全体が６図柄画像Ｓ６の背後に位置するように表示される。
さらに、この時点で、レーザー光線による６図柄画像Ｓ６の全周の切り抜きが終了した様
が表示されており、第２表示パネル１４００ｂの発射源側レーザー画像ＬＺ１、及び、第
１表示パネル１４００ａの先端側レーザー画像ＬＺ２は消去されている。図２６４のフレ
ーム画像の第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂの表示内容は、第２
表示パネル１４００ｂに７図柄画像Ｓ７Ｂが追加表示される点、レーザー光線の画像が消
去されている点を除いて、図２６３のフレーム画像の表示内容と同一である。
【１１１７】
　図２６４のフレーム画像の正面視認画面では、第１表示パネル１４００ａにおいて右図
柄列１１５３ｃに停止表示された６図柄画像Ｓ６の背後に７図柄画像Ｓ７Ｂが現れた画像
となる（図２６４（Ｃ））。本実施形態では、６図柄画像Ｓ６と７図柄画像Ｓ７Ｂは、同
程度の濃さ（画像を構成する各画素の明度の平均値が同程度）で描画されている。また、
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７図柄画像Ｓ７Ｂは、６図柄画像Ｓ６と比較して小さい。このため、本実施形態では、正
面視認画面では、７図柄画像Ｓ７Ｂは、遊技者から見てはっきりとそれが７図柄画像Ｓ７
Ｂであることが認識できず、一般的な遊技者には、６図柄画像Ｓ６の背後に何らかの装飾
図柄の画像が現れたことが認識できる程度である。
【１１１８】
　図２６５は、図２６４のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図２６５
のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａにおいて、切り抜き画像ＴＲ１が自然落
下する程度の速度で下方に落下する様子が表示される。切り抜き画像ＴＲ１は、図２６４
において切り抜き線画像ＣＬＮの内側領域に表示されている画像のことを言う。切り抜き
画像ＴＲ１は、図２６５に示すように、装飾図柄の一つである６図柄画像Ｓ６と、６図柄
画像Ｓ６の周囲で、かつ、切り抜き線画像ＣＬＮの内側に位置していた背景画像ＢＧＥと
を含む。切り抜き画像ＴＲ１が切り抜き線画像ＣＬＮの内側の位置から下方に移動した際
、移動する前に切り抜き画像ＴＲ１が表示されていた領域（すなわち、切り抜き線画像Ｃ
ＬＮの内側領域）のうち、既に切り抜き画像ＴＲ１が表示されていない領域は、透明状態
ＣＬＲに制御される（図２６５（Ａ））。図２６５に示す例では、切り抜き画像ＴＲ１は
、少し時計回りに回転しながら下方に移動（落下）している。このために、図２６５に示
す状態では、切り抜き線画像ＣＬＮの内側領域のうち、移動（落下）し始めた切り抜き画
像ＴＲ１の上側部分と、右下部分とが透明状態ＣＬＲに制御されている。ここで、第１表
示パネル１４００ａにおいて、移動する前に切り抜き画像ＴＲ１が表示されていた領域の
うち、既に切り抜き画像ＴＲ１が表示されていない領域を、切り抜き部透明領域と呼ぶ。
【１１１９】
　図２６５のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１
４００ａの切り抜き部透明領域と重なり合う領域には、別世界背景ＢＧＡが表示される。
別世界背景ＢＧＡは、第１表示パネル１４００ａに表示されている背景画像とは異なる世
界観で描かれた背景である。例えば、本実施形態では、第１表示パネル１４００ａに表示
される背景画像は、現実の世界を表す画像であるのに対して、第２表示パネル１４００ｂ
に表示される別世界背景ＢＧＡは、コンピュータにより作成された仮想的な世界を表す画
像となっている。
【１１２０】
　図２６５のフレーム画像の正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａに表示された演
出画像と、第２表示パネル１４００ｂに表示された別世界背景ＢＧＡの画像とタコキャラ
クタ画像ＴＫと組み合わされた内容となる（図２６５（Ｃ））。遊技者には、第１表示パ
ネル１４００ａに表示された画像が表す世界の一部（切り抜き画像ＴＲ１が移動（落下）
前に表示されていた領域）が切り抜かれて落下し始め、切り抜かれた部分が空洞となり、
当該空洞から奥に隠されていた別の世界が見えているように感じさせることができる。
【１１２１】
　図２６６は、図２６５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図２６７は、図２６６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。図
２６６及び図２６７に示すように、第１表示パネル１４００ａにおいて、切り抜き画像Ｔ
Ｒ１は、図２６５に示す状態より、さらに、移動（落下）していく様子が表示され、切り
抜かれた切り抜き画像ＴＲ１が自然落下する様が表現される（図２６６（Ａ）、図２６７
（Ａ））。上述したように移動する前に切り抜き画像ＴＲ１が表示されていた領域（すな
わち、切り抜き線画像ＣＬＮの内側領域）のうち、既に切り抜き画像ＴＲ１が表示されて
いない領域は、透明状態ＣＬＲに制御されるので、切り抜き画像ＴＲ１の移動表示に連動
して、切り抜き部透明領域は、順次に拡大されていく。そして、第２表示パネル１４００
ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの切り抜き部透明領域と重なり合う部分には、別
世界背景ＢＧＡが表示される（図２６６（Ｂ）、図２６７（Ｂ））。すなわち、第１表示
パネル１４００ａにおける切り抜き部透明領域の拡大と連動して、第２表示パネル１４０
０ｂにおいて別世界背景ＢＧＡが表示される領域も順次に拡大されていく。
【１１２２】
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　図２６６、２６７のフレーム画像の正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａに表示
された演出画像と、第２表示パネル１４００ｂに表示された別世界背景ＢＧＡの画像とタ
コキャラクタ画像ＴＫとが組み合わされた内容となる（図２６６（Ｃ）、図２６７（Ｃ）
）。遊技者には、第１表示パネル１４００ａに表示された画像が表す世界の一部（切り抜
き画像ＴＲ１が移動（落下）前に表示されていた領域）が切り抜かれて落下していき、そ
の結果として切り抜かれた部分が空洞となり、当該空洞から奥に隠されていた別の世界が
より良く見えるようになったと感じさせることができる。そして、図２６６（Ｃ）に示す
時点では、第１表示パネル１４００ａの切り抜き部透明領域が、第２表示パネル１４００
ｂに表示された７図柄画像Ｓ７Ｂの上部と重なる位置まで拡大しているので、遊技者は、
７図柄画像Ｓ７Ｂの上部を、切り抜き部透明領域を介してはっきりと視認できるようにな
る。さらに、図２６７（Ｃ）に示す時点では、第１表示パネル１４００ａの切り抜き部透
明領域が、第２表示パネル１４００ｂに表示された７図柄画像Ｓ７Ｂの全体と重なる位置
まで拡大しているので、遊技者は、７図柄画像Ｓ７Ｂ全体を、切り抜き部透明領域を介し
てはっきりと視認できるようになる。すなわち、図２６５のフレーム画像から図２６７の
フレーム画像に至る動画像では、第１表示パネル１４００ａの切り抜き部透明領域が順次
に拡大されていき、第１表示パネル１４００ａの切り抜き部透明領域と第２表示パネル１
４００ｂの７図柄画像Ｓ７Ｂとが重なり合う部分が順次に拡大されていく。その結果、第
２表示パネル１４００ｂに表示された７図柄画像Ｓ７Ｂのうち、遊技者が切り抜き部透明
領域を介して視認可能な部分が拡大していく。そして、最終的には、第１表示パネル１４
００ａの切り抜き部透明領域と、第２表示パネル１４００ｂの７図柄画像Ｓ７Ｂの全体が
重なり合う状態となる。この状態では、遊技者は、切り抜き部透明領域を介して７図柄画
像Ｓ７Ｂ全体をはっきりと視認できるようになる。図２６５のフレーム画像から図２６７
のフレーム画像に至る動画像を見た遊技者に、６図柄画像Ｓ６の裏側に隠れてはっきりと
は視認できなかった７図柄画像Ｓ７Ｂの画像が、６図柄画像Ｓ６を含む切り抜き画像ＴＲ
１の落下によって出来た空洞から順次にはっきりと視認できるようになったと感じさせる
ことができる。
【１１２３】
　図２６８は、図２６７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図２６８のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａにおいて、切り抜き画像ＴＲ１
は、第１表示パネル１４００ａから消えている（図２６８（Ａ））。遊技者には、切り抜
き画像ＴＲ１が自然落下して第１表示パネル１４００ａの下方の外側に消え去ったように
感じられる。移動（落下）の開始前に切り抜き画像ＴＲ１が表示されていた領域（すなわ
ち、切り抜き線画像ＣＬＮの内側領域）は、全体が透明状態ＣＬＲに制御された状態にな
る。そして、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの切り抜き
部透明領域、すなわち、この時点では切り抜き線画像ＣＬＮの内側領域全体と重なり合う
部分には、別世界背景ＢＧＡが表示される（図２６８（Ｂ））。そして、図２５９～図２
６８において、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに停止表示されていた６
図柄画像Ｓ６の停止位置と遊技者から見て重なり合う第２表示パネル１４００ｂ上の位置
に７図柄画像Ｓ７Ｂが表示されている。その結果、図２５９から図２６８に至る一連の動
画像を見た遊技者は、右図柄列１１５３ｃに停止された装飾図柄が６図柄画像Ｓ６から７
図柄画像Ｓ７Ｂに入れ替わったと認識する。
【１１２４】
　ここで、第２表示パネル１４００ｂに表示された７図柄画像Ｓ７Ｂを、後述する第１表
示パネル１４００ａに表示された７図柄画像Ｓ７Ａと区別するため奥側７図柄画像Ｓ７Ｂ
とも呼ぶ。図２６８の第２表示パネル１４００ｂに表示された奥側７図柄画像Ｓ７Ｂは、
第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａの中央位置に停止している７図柄画像Ｓ
７と相似形である。一方、図２６８の第２表示パネル１４００ｂに表示された奥側７図柄
画像Ｓ７Ｂの大きさは、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａの中央位置に停
止している７図柄と比較して一辺の長さ比で半分以下、面積比で１／４以下と小さい。
【１１２５】
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　図２６９～図２７１には、図２６８のフレーム画像に続く動画像を構成するフレーム画
像の一部が時系列順に示されている。図２６９～図２７１のフレーム画像の第２表示パネ
ル１４００ｂには、別世界背景ＢＧＡの画像が表示されると共に、上述した奥側７図柄画
像Ｓ７Ｂが表示される（図２６９（Ａ）～図２７１（Ａ））。一方、図２６９～図２７１
のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａの切り抜き部透明領域には、第２表示パネル
１４００ｂに表示された奥側７図柄画像Ｓ７Ｂと同じ位置に同じ形状の７画像の図柄Ｓ７
Ａが表示される。ここで、第１表示パネル１４００ａに表示された当該７図柄画像Ｓ７Ａ
を、手前側７図柄画像Ｓ７Ａとも呼ぶ。また、第１表示パネル１４００ａの切り抜き領域
の手前側７図柄画像Ｓ７Ａが表示されている領域以外の部分は、透明状態ＣＬＲに制御さ
れている。図２６９～図２７１までの一連のフレーム画像を含む動画像では、第２表示パ
ネル１４００ｂの奥側７図柄画像Ｓ７Ｂと、第１表示パネル１４００ａの手前側７図柄画
像Ｓ７Ａが時間の経過と共に拡大しながら表示される。一つのフレーム画像において、第
２表示パネル１４００ｂの奥側７図柄画像Ｓ７Ｂと、第１表示パネル１４００ａの手前側
７図柄画像Ｓ７Ａは、遊技者から見て同じ位置、及び、大きさに表示される。そして、図
２６９～図２７１までの一連のフレーム画像を含む動画像では、第２表示パネル１４００
ｂの奥側７図柄画像Ｓ７Ｂは、時間の経過と共に徐々に構成画素の透明度、すなわち、構
成画素の光の透過率が大きくなってゆく。透明度が大きくなると、遊技者から見て奥側に
配置された白色のバックライトが奥側７図柄画像Ｓ７Ｂの表示領域を透過する割合が増加
していくため、奥側７図柄画像Ｓ７Ｂ全体が白味及び輝度を増し、奥側７図柄画像Ｓ７Ｂ
のコントラストが低下して、白色画像に近づいていく。ちなみに、完全な白色画像は、透
明状態ＣＬＲに制御された状態と同義である。反対に、図２６９～図２７１までの一連の
フレーム画像を含む動画像では、第１表示パネル１４００ａの手前側７図柄画像Ｓ７Ａは
、時間の経過と共に徐々に構成画素の透明度、すなわち、構成画素の光の透過率が小さく
なってゆく。すなわち、手前側７図柄画像Ｓ７Ａは、表示され始めにおいては、図２６９
（Ａ）に示すように透明度が高く、コントラストが低い画像であるが、時間の経過と共に
、図２７０（Ａ）及び図２７１（Ａ）に示すように透明度が低下し、コントラストの高い
画像に変化していく。
【１１２６】
　このように、遊技者から見て手前側の第１表示パネル１４００ａと遊技者から見て奥側
の第２表示パネル１４００ｂとの両方に、遊技者が正面から見て互いに重なり合う画像（
手前側７図柄画像Ｓ７Ａと奥側７図柄画像Ｓ７Ｂ）をそれぞれ表示し、第２表示パネル１
４００ｂには始めは透明度を低く当該画像を表示し、第１表示パネル１４００ａには始め
は透明度の高い当該画像を表示する。そして、上述したように、時間の経過と共に、第２
表示パネル１４００ｂの当該画像の構成画素の透明度（輝度）を連続的に大きくさせ、第
１表示パネル１４００ａの当該画像の構成画素の透明度を連続的に小さくさせていく。そ
うすると、遊技者から見た正面視認画面において、７図柄が第２表示パネル１４００ｂ側
から第１表示パネル１４００ａ側に徐々に浮かび上がってくるように見える。さらに、図
２６９～図２７１までの一連のフレーム画像を含む動画像では、当該画像を時間の経過と
共に拡大表示しているので、透明度の連続的変化による効果と相まって、より一層、当該
画像が、第２表示パネル１４００ｂ側から第１表示パネル１４００ａ側に徐々に浮かび上
がってくるように見える。なお、同一のフレーム画像において、手前側７図柄画像Ｓ７Ａ
と奥側７図柄画像Ｓ７Ｂとを重ね合わせた画像、すなわち、手前側７図柄画像Ｓ７Ａと奥
側７図柄画像Ｓ７Ｂの正面視認画面は、左図柄列１１５３ａに停止している７図柄の画像
と同程度の濃度及びコントラストに見えるように、手前側７図柄画像Ｓ７Ａと奥側７図柄
画像Ｓ７Ｂの各透明度は調整されている。また、図２６９～図２７１までの一連のフレー
ム画像を含む動画像において、手前側７図柄画像Ｓ７Ａと奥側７図柄画像Ｓ７Ｂの正面視
認画面の濃度及びコントラストは、ほぼ変化がないように見えるように、各フレーム画像
における手前側７図柄画像Ｓ７Ａと奥側７図柄画像Ｓ７Ｂの各透明度は調整されている。
【１１２７】
　図２７２は、図２７１のフレーム画像の直後のフレーム画像を示している。図２７２の
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フレーム画像の第１表示パネル１４００ａでは、透明度が左図柄列１１５３ａの７図柄画
像Ｓ７と同一にまで下がり、コントラストが左図柄列１１５３ａの７図柄画像Ｓ７と同一
にまで高まった手前側７図柄画像Ｓ７Ａが、切り抜き領域に表示される（図２７２（Ａ）
）。この時点で、手前側７図柄画像Ｓ７Ａは、左図柄列１１５３ａの７図柄画像Ｓ７と同
一の大きさにまで拡大されている。この結果、手前側７図柄画像Ｓ７Ａと、左図柄列１１
５３ａの７図柄画像Ｓ７とは、完全に同一になっている。一方で、図２７２のフレーム画
像の第２表示パネル１４００ｂでは、透明度が高く、コントラストが低くなった結果、奥
側７図柄画像Ｓ７Ｂは、完全に透明状態ＣＬＲに制御された領域となっている。すなわち
、この時点で、第２表示パネル１４００ｂでは、別世界背景ＢＧＡが表示されると共に、
別世界背景ＢＧＡの内側において、第１表示パネル１４００ａに表示された手前側７図柄
画像Ｓ７Ａと遊技者から見て重なる領域は、透明状態ＣＬＲに制御される。図２７２の視
認画像は、第１表示パネル１４００ａに表示された演出画像と、手前側７図柄画像Ｓ７Ａ
と、第２表示パネル１４００ｂに表示された別世界背景ＢＧＡの画像と組み合わされた内
容となる（図２７２（Ｃ））。
【１１２８】
　図２７３は、図２７２のフレーム画像の直後のフレーム画像を示している。図２７３の
フレーム画像の第１表示パネル１４００ａの切り抜き部透明領域、すなわち、切り抜き線
画像ＣＬＮの内側であって手前側７図柄画像Ｓ７Ａの外側である周囲領域に、現実世界の
背景画像ＢＧＢが表示される（図２７３（Ａ））。この背景画像ＢＧＢは、第１表示パネ
ル１４００ａに当初から表示されていた演出画像の背景と違和感がなく一つの背景と認識
できる画像である。一方、図２７３のフレーム画像の第２表示パネル１４００ｂでは、別
世界背景ＢＧＡの表示が消去され、全体が透明状態ＣＬＲに制御される（図２７３（Ｂ）
）。図２７３の視認画像は、第１表示パネル１４００ａに表示された演出画像そのものの
内容となる（図２７３（Ｃ））。図２５９のフレーム画像から図２７３のフレーム画像に
至る動画によって、右図柄列１１５３ｃの中央位置に停止している装飾図柄は、６図柄か
ら７図柄に変動することになる。
【１１２９】
　図２７４は、図２７３のフレーム画像の直後のフレーム画像を示している。図２７４の
フレーム画像の第１表示パネル１４００ａでは、切り抜き線ＣＬＮの画像が消去される。
そして、第１表示パネル１４００ａに表示された演出画像において、左図柄列１１５３ａ
に停止した装飾図柄と、右図柄列１１５３ｃに停止した装飾図柄とが同じ７図柄となった
状態（いわゆるリーチ状態）が表示され、当該リーチ状態となったことを示す文字（ＲＥ
ＡＣＨ）が表示される（図２７４（Ａ））。図２７４のフレーム画像の視認画像は、第１
表示パネル１１５ａに表示された演出画像がそのまま表示された内容となる（図２７４（
Ｃ））。この後、詳細については後述するが、様々なリーチ成立後演出の画像が続いて行
われる。
【１１３０】
　以上説明した切り抜きスベリ演出によれば、第１表示パネル１４００ａにおいて６図柄
画像Ｓ６を停止した後、当該６図柄画像Ｓ６を含む領域である切り抜き画像ＴＲ１が切り
抜き画像ＴＲ１を除く領域である周囲の演出画像と分離して落下する様が移動表示される
。同時に、第１表示パネル１４００ａにおいて当該切り抜き画像ＴＲ１の移動表示前に切
り抜き画像ＴＲ１が表示されていた領域であって現在は切り抜き画像ＴＲ１が表示されて
いない領域を透明状態に制御していく（図２６５～図２６８）。これにより、切り抜き画
像ＴＲ１の移動表示に伴って透明状態に制御される切り抜き部透明領域が順次に拡大され
ていく。そして、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの切り
抜き部透明領域と遊技者から見て重なり合う重畳領域に６図柄画像Ｓ６とは異なる７図柄
画像Ｓ７を表示している（図２６５）。ここで、第２表示パネル１４００ｂにおける７図
柄画像Ｓ７は、第１表示パネル１４００ａにおける切り抜き部透明領域の拡大に伴って、
７図柄画像Ｓ７のうち、遊技者が切り抜き部透明領域を介して視認可能な部分が７図柄画
像Ｓ７の上部から拡大する位置に表示され（図２６６、図２６７）、最終的に遊技者に切
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り抜き部透明領域を介して７図柄画像Ｓ７の全体を視認させている（図２６８）。これに
より、遊技者から見て右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に視認される図柄画像を６図柄
画像Ｓ６から７図柄画像Ｓ７に入れ替えている。この結果、２重に配置された２枚の表示
パネルを生かして、奥行き感に富み、遊技者の興味を惹き付ける新たな図柄の変動表示演
出を実現することができる。具体的には、遊技者には、第１表示パネル１４００ａに表示
された画像が表す世界の一部（６図柄画像Ｓ６を含む部分）が移動して、移動した部分が
空洞となり、当該空洞から奥に隠されていた別の世界に存在する７図柄画像Ｓ７が見える
ように感じさせることができる。そして、別の世界に存在する７図柄画像Ｓ７が、それま
で表示されていた６図柄画像Ｓ６と入れ替わることにより、装飾図柄の変動表示を行うの
で、今までにない新鮮味に溢れた図柄の変動態様を実現することができる。
【１１３１】
　さらに、６図柄画像Ｓ６を第１表示パネル１４００ａにした後、第２表示パネル１４０
０ｂにタコキャラクタ画像ＴＫを表示して、タコキャラクタ画像ＴＫが発射するレーザー
によって、第１表示パネル１４００ａに表示された世界を切り抜く様を表示している。こ
のように、第１表示パネル１４００ａに図柄を表示しつつ、その図柄の背後にキャラクタ
を表示した時点で、液晶表示装置１４００の表示内容が奥行きがあるように感じられるよ
うになり、遊技者に続く展開への期待感を抱かせることができる。さらに、奥側の第２表
示パネル１４００ｂに表示されたキャラクタが第１表示パネル１４００ａに表示された世
界を切り抜く様を表示するという、２枚の表示パネルならではの独特の演出を表示するの
で、遊技者に続く展開へのさらなる期待感を抱かせることができる。このような効果をよ
り発揮するようにするため、例えば、ノーマルリーチなどの比較的、上述した変動パター
ン信頼度の低い変動パターンに対応する演出表示では、当該切り抜きスベリ演出の表示は
しない、または、表示確率を低く抑制することが好ましく、後述する両面リーチ演出など
の比較的、大当たり期待度の高い変動パターンに対応する演出表示では、当該切り抜きス
ベリ演出の表示がなされる確率を高くすることが好ましい。また、このような効果をより
発揮するようにするため、例えば、ノーマルリーチなどの比較的、大当たり期待度の低い
変動パターンに対応する演出表示では、第１表示パネル１４００ａのみを用いた装飾図柄
の変動表示（上述した通常リーチ成立前演出など）を主として行うことが好ましい。すな
わち、上述した切り抜きスベリ演出は、大当たりに対応する変動処理で実行される頻度の
大当たりではない抽選結果（ハズレ）に対応する変動処理で実行される頻度の比率（いわ
ゆる当該演出の大当たり期待度）が、通常変動表示演出より大きく設定されることが好ま
しい。そうすれば、切り抜きスベリ演出により遊技者の注意力を喚起した後、大当たりが
発生する割合を高めることになり、遊技機の興趣を向上することができる。
【１１３２】
　さらに、上記特殊変動表示演出によれば、第１表示パネル１４００ａにおいて７図柄を
、第２表示パネル１４００ｂにおいて第１表示パネル１４００ａの７図柄と遊技者から見
て重なり合う領域に７図柄を、それぞれ同様に拡大させながら表示し、７図柄の画像の拡
大に連動して、第１表示パネル１４００ａの７図柄の画像を構成する画素の光の透過率を
小さくするとともに、第２表示パネル１４００ｂの７図柄の画像を構成する画素の光の透
過率を大きくしている（図２６９～図２７１）。これにより、７図柄が遊技者から見て奥
側から手前側へ近づく様を、７図柄が浮き上がってくるように表現することができる。
【１１３３】
　さらに、６図柄を周囲の画像と共に切り抜かれて自然落下する様を表示することにより
６図柄の表示を消去した後、奥から現れた図柄が浮き上がってくるように表現することに
より、右図柄列１１５３ｃにおける装飾図柄の変動（６図柄から７図柄への変動）を表示
している。この結果、二枚の表示パネル（第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１
４００ｂ）とを利用した目新しく、奥行き感があり、興趣に富んだ態様の装飾図柄の変動
演出を提供できる。
【１１３４】
　・切り抜きスベリ演出の変形例：
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　・第１変形例：
　上記実施形態では、第１表示パネル１４００ａにおいて切り抜き画像ＴＲ１の移動表示
が行われる前に、切り抜き画像ＴＲ１と重畳して遊技者に視認されるように、第２表示パ
ネル１４００ｂにおいて７図柄画像Ｓ７Ｂの表示を行っている（図２６５）が、予め第２
表示パネル１４００ｂにおいて７図柄画像Ｓ７Ｂの表示を行わなくても良い。具体的には
、別世界背景ＢＧＡと同様に、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４
００ａの切り抜き部透明領域と重なり合う領域にのみ７図柄画像Ｓ７Ｂを表示しても良い
。具体的には、図２６６に示す状態では、第２表示パネル１４００ｂにおいて７図柄画像
Ｓ７Ｂを表示する予定の領域のうち、上部のみが第１表示パネル１４００ａの切り抜き部
透明領域と重なっているので、７図柄画像Ｓ７Ｂの上部のみを第２表示パネル１４００ｂ
に表示し、７図柄画像Ｓ７Ｂを表示する予定の他の領域は透明状態ＣＬＲに制御しても良
い。そして、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの透明領域
の拡大に応じて、順次に７図柄画像Ｓ７Ｂのうち表示されている部分を増大させ、図２６
７に示す状態のように、７図柄画像Ｓ７Ｂを表示する予定の領域の全体が第１表示パネル
１４００ａの切り抜き部透明領域と重なった時点で、第２表示パネル１４００ｂにおいて
７図柄画像Ｓ７Ｂの全体を表示しても良い。ただし、実施形態のように、切り抜き画像Ｔ
Ｒ１の移動表示が行われる前に、切り抜き画像ＴＲ１と重畳して遊技者に視認されるよう
に、第２表示パネル１４００ｂにおいて７図柄画像Ｓ７Ｂの表示を行うと、遊技者は、６
図柄画像Ｓ６の奥側に何らかの装飾画像が浮かび上がっているのを予め認識させることが
できるので、遊技者の注目を早い段階で惹き付けた上で切り抜きスベリ演出を行うことが
できる。その結果、切り抜き演出の見せ場である切り抜き画像ＴＲ１の落下演出を遊技者
が見逃すことを抑制することができる。
【１１３５】
　・第２変形例：
　上記実施形態では、切り抜き画像ＴＲ１を自然落下するように下方に移動表示させてい
るが、これに限られない。切り抜き画像ＴＲ１は、例えば、風に飛ばされたように右方向
や左方向に移動表示させても良い。概念的に言えば、変動対象となる装飾図柄を含む所定
領域を、当該所定領域を除く他の領域に対して移動表示させれば良い。
【１１３６】
　・第３変形例：
　上記実施形態では、第１表示パネル１４００ａにおいて切り抜き画像ＴＲ１を移動させ
た後、移動前に切り抜き画像ＴＲ１が存在していた領域と重なる第２表示パネル１４００
ｂ上の領域に７図柄画像Ｓ７Ｂを表示している。そして、その後、第２表示パネル１４０
０ｂに表示された７図柄画像Ｓ７Ｂを第１表示パネル１４００ａに表示した（図２６９～
図２７３）後に、リーチが成立したとしているが、これに代えて、移動前に切り抜き画像
ＴＲ１が存在していた領域と重なる第２表示パネル１４００ｂ上の領域に７図柄画像Ｓ７
Ｂを表示した時点で、リーチの成立を表示しても良い。この場合、第２表示パネル１４０
０ｂに表示された７図柄画像Ｓ７Ｂを第１表示パネル１４００ａに移すための一連の演出
表示（図２６９～図２７３）は省略されても良い。
【１１３７】
　・第４変形例：
　上記実施形態における切り抜きスベリ演出では、当該演出の後、リーチが成立している
が、リーチは成立しなくても良い。また、６図柄から７図柄への変動は一例であり、あら
ゆる種類の装飾図柄の変動に上記実施形態及び第１変形例の手法が適用できることは当然
である。
【１１３８】
　・第５変形例：
　上記実施形態及び第１変形例における装飾図柄画像の拡大の手法（図２６９～図２７３
）は、装飾図柄の変動表示演出に限らず、遊技機の演出表示装置１１５に表示される他の
表示対象にも適用可能である。他の表示対象には、あらゆる物、文字、数字、図柄、キャ
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ラクタが含まれ得る。
【１１３９】
　・第６変形例：
　上記実施形態における装飾図柄画像の拡大の手法は、変動処理中の演出表示に限られず
、遊技機の液晶表示装置１４００を用いて表示されるいかなる演出に用いられても良い。
例えば、遊技が行われていないときの画像（例えばデモ画面）の演出に用いられても良い
。
【１１４０】
　・第７変形例：
　上記切り抜きスベリ演出では、第２表示パネル１４００ｂに表示されるチャンスアップ
キャラクタ（高期待示唆画像）として、タコキャラクタ画像ＴＫを例示したが、チャンス
アップキャラクタは、複数種類用意されるのが好ましい。この場合には、チャンスアップ
キャラクタの種類によって、第２表示パネル１４００ｂに表示された場合の大当たり期待
度を異なる値とすることが好ましい。本実施形態では、第１表示パネル１４００ａにおい
て装飾図柄画像が高速変動表示されている間に、第２表示パネル１４００ｂに表示される
チャンスアップキャラクタとして、タコキャラクタ画像ＴＫの他に、ヘリコプターの画像
が用意されている。当該ヘリコプターの画像についても、タコキャラクタ画像ＴＫと同様
に、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＢＧＲの平均明度より低い（すなわ
ち、背景画像ＢＧＲより濃い）画像とされている。また、ここでいう高期待示唆画像は、
大当たり期待度が１００％であることを示唆する画像（いわゆる確定画像）も含む概念で
ある。また、第２表示パネル１４００ｂに表示される高濃度画像は、チャンスアップキャ
ラクタとしての役割、すなわち、大当たり期待度を示唆する役割を果たすもので無くても
良い。
【１１４１】
　高期待示唆画像が第２表示パネル１４００ｂに表示された場合における大当たり期待度
は、高期待示唆画像が第２表示パネル１４００ｂに表示されない場合における大当たり期
待度より高く設定されることが好ましい。具体的には、上述したパターン信頼度が高い変
動パターンが選択された場合に、高期待示唆画像を第２表示パネル１４００ｂに表示する
確率を高くし、上述したパターン信頼度が低い変動パターンが選択された場合に、高期待
示唆画像を第２表示パネル１４００ｂに表示する確率を低くすれば良い。
【１１４２】
　[特殊モード演出について]
　周辺制御基板４１４０の周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが、主制御基板４１００から第２種
入賞通知コマンドを受信すると、当該第２種入賞通知コマンドに対応する遊技球の入賞に
対応する変動における特別抽選結果がある程度認識できる（図２０８参照）。周辺制御Ｍ
ＰＵ４１４０ａは、当該第２種入賞通知コマンドに基づいて、第２種入賞通知コマンドに
対応する遊技球の入賞に対応する変動の開始に先立って、いわゆる先読み演出（先行演出
）を行うか否かを決定する。すなわち、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、先行演出実行決定
手段として機能する。先行演出は、第２種入賞通知コマンドに対応する遊技球の入賞に対
応する変動において特別抽選結果が当たり（大当たりＡ～Ｅ、小当たり）となる確率が、
予め定められた確率（本実施形態では、大当たり確率約１／３５０、小当たり確率約１／
２００）より高い確率（例えば、１／４０）であることを、当該変動の変動開始に先立っ
て示唆する演出である。また、先読み演出を実行すると決定する場合には、周辺制御ＭＰ
Ｕ４１４０ａは先読み演出の内容（種類）について決定する。本実施形態では、先読み演
出の一つとして、通常モードから特殊演出モードへのモード移行がある。以下では特殊演
出モードについて説明していく。
【１１４３】
　具体的には、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、例えば、第２種入賞通知コマンドに示され
た先行判定結果に応じて異なる確率で行われるモード移行抽選を行う。具体的には、第２
種入賞通知コマンドに示された先行判定結果が「ハズレ」である場合には、極めて低い確
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率のモード移行抽選を行うこととし、第２種入賞通知コマンドに示された先行判定結果が
「ハズレ」以外である場合には、比較的高い確率のモード移行抽選を行うこととする。周
辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、モード移行抽選の結果が当選である場合には、所定のモード
移行フラグを「ＯＮ」にする。
【１１４４】
　そして、主制御基板４１００において決定された変動パターンと変動タイプに基づいて
、周辺制御基板４１４０の周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが演出表示内容（演出表示パターン
）を決定する際に、モード移行フラグが「ＯＮ」とされている場合には、周辺制御ＭＰＵ
４１４０ａは、先読み演出としてモード移行を実行する。すなわち、周辺制御ＭＰＵ４１
４０ａは、先行演出実行手段として機能する。具体的には、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは
、当該演出表示パターンと、当該演出表示パターンに対応する変動の次の変動から所定回
数ｍ回分の変動に対応する各演出表示パターンのリーチ成立前演出として、上述した通常
リーチ成立前演出とは異なる特殊モード演出を実行する。こうすることで、遊技者は、通
常時とは異なるモードでｍ＋１回の図柄変動が行われたと認識する。なお、ｍ＋１回の変
動について特殊モード演出を含む演出表示パターンを表示した後、周辺制御ＭＰＵ４１４
０ａは、特殊モード演出を含まない演出表示パターン（例えば、通常リーチ成立前演出を
含む演出表示パターン）を表示する変動を、次に上記モード抽選に当選するまで行う。な
お、以下では、特殊モード演出を含まない演出表示パターンを表示する変動を、通常モー
ドにおける変動と呼び、特殊モード演出を含む演出表示パターンを表示する変動を、特殊
モードにおける変動とも呼ぶ。
【１１４５】
　通常モードにおける変動では、リーチ成立前において、図２２９に示すように、左図柄
列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに変動表示及び停止表示される
装飾図柄画像と、その背景画像全体が基本的に第１表示パネル１４００ａに表示される。
通常モードにおいても、所定の予告演出において、背景画像の一部が第２表示パネル１４
００ｂに表示される場合はあるものの、原則的に背景画像の大部分は、第１表示パネル１
４００ａに表示される。このため、通常モードにおける変動では、基本的に、遊技者は、
第１表示パネル１４００ａの存在は意識するものの、その奥側に配置されている第２表示
パネル１４００ｂの存在は意識し難い。
【１１４６】
　本実施形態では、複数の特殊モード演出が用意されている。具体的には、後述する第１
特殊モード演出と、第２特殊モード演出と、第３特殊モード演出とが用意されている。周
辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、モード抽選に当選した場合に先読み信号である第２種入賞通
知コマンドに応じて所定の振り分けテーブルに基づいて、複数の特殊モード演出のうちい
ずれかを選択する。そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、選択された特殊モード演出を
用いて、上述したｍ＋１回分の変動について演出表示パターンを液晶表示装置１４００に
表示する。以下では、第１特殊モード演出が行われる特殊モードを第１特殊モードとも呼
び、第２特殊モード演出が行われる特殊モードを第２特殊モードとも呼び、第３特殊モー
ド演出が行われる特殊モードを第３特殊モードとも呼ぶ。
【１１４７】
　なお、第１特殊モード演出は、第２種入賞通知コマンドが示す先行判定結果が、通常当
たり、確変当たり１、確変当たり２、小当たり、通常ハズレ、リーチＡ、リーチＢのいず
れの場合にも行われ得る。すなわち、第１特殊モード演出は、先行判定結果が通常ハズレ
である場合にも行われるので、第１特殊モードにおけるｍ＋１回の変動では、一度もリー
チすら成立しない場合もある（いわゆるガセが存在する）。
【１１４８】
　第２特殊モード演出は、第２種入賞通知コマンドが示す先行判定結果が、通常当たり、
確変当たり１、確変当たり２、小当たり、リーチＡ、リーチＢのいずれかの場合に行われ
る場合がある。すなわち、第２特殊モード演出は、先行判定結果が通常ハズレである場合
には行われないので、第２特殊モードにおけるｍ＋１回の変動では、少なくとも先行判定
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の対象となった変動においてリーチは成立することになる。
【１１４９】
　第３特殊モード演出は、第２種入賞通知コマンドが示す先行判定結果が、通常当たり、
確変当たり１、確変当たり２、小当たり、リーチＢのいずれかの場合に行われる場合があ
る。すなわち、第２特殊モード演出は、先行判定結果が通常ハズレ及びリーチＡである場
合には行われない。リーチＡは、比較的大当たり期待度の低いリーチ演出が行われること
を示す先行判定結果であり、リーチＢは比較的大当たり期待度の高いリーチ演出が行われ
ることを示す先行判定結果である。したがって、第３特殊モードにおけるｍ＋１回の変動
では、少なくとも先行判定の対象となった変動において比較的大当たり期待度の高いリー
チは成立することになる。以上の説明からも解るように、大当たり期待度は、第３特殊モ
ード＞第２特殊モード＞第１特殊モードの順番である。
【１１５０】
　・第１特殊モード演出
　複数の特殊モード演出のうちの一つである第１特殊モード演出について図２７５～図２
９５を参照して説明する。図２７５～図２９５おいて、（Ａ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容を示し、（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第
１表示パネル１４００ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わ
されて表現される内容（正面視認画面）の図を示す。
【１１５１】
　図２７５～図２８９は、本実施形態における第１特殊モード演出の一パターンとして液
晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図２７
５～図２８９は、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、
図２７５～図２８９を図番に従って見ていくことで、第１特殊モード演出の一パターンと
しての動画像の内容を把握できる。
【１１５２】
　なお、第１表示パネル１４００ａの下側領域Ｂ２に表示されている保留表示及び本装飾
図柄１１５７は、本演出の間、常に同じ領域に表示されたままである。また、第２表示パ
ネル１４００ｂの下側領域Ｂ４は、第１特殊モード演出の間、常に透明状態ＣＬＲに制御
されたままである。このため、図２７５～図２９５では、第１表示パネル１４００ａの下
側領域Ｂ２及び第２表示パネル１４００ｂの下側領域Ｂ４の図示を省略し、以下では、第
１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１の表示内容、及び、第２表示パネル１４００ｂの
上側領域Ｂ３の表示内容についてのみ詳細に説明する。
【１１５３】
　図２７５～図２８９に示す第１特殊モード演出の一パターンは、通常モードにおける変
動が終了し、特殊モードにおける変動が開始される際、すなわち、通常モードから特殊モ
ードへの移行時の変動において表示されるパターンである。当該パターンにおいて、変動
開始時は、図２７５に示すように、直前の変動において各図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ
、１１５３ｃに停止した図柄と、通常モードにおける背景画像、具体的にはビルや車など
が描写された画像が第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１に表示されたままである（
図２７５（Ａ））。なお、この時点では、第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３は、
全体が透明状態ＣＬＲに制御された状態である（図２７５（Ｂ））。図２７５のフレーム
画像の正面視認画面における演出画像は、第１表示パネル１４００ａに表示された内容そ
のものとなる（図２７５（Ｃ））。
【１１５４】
　図２７６は、図２７５のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図２７６
に示す時点では、第１表示パネル１４００ａにおいて、各図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ
、１１５３ｃで装飾図柄の高速変動表示が行われる。高速変動表示は、図の煩雑を避ける
ため、図２７６に示すように、縦の３本線で図示する。図２７６に示すフレーム画像の他
の表示内容は、図２７５のフレーム画像の表示内容と同一である。
【１１５５】
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　図２７７は、図２７６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図２７６に示したように、装飾図柄の高速変動表示が開始されて所定時間経過した後、第
１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１全体が透明状態ＣＬＲに制御される（図２７７（
Ａ））。すなわち、第１表示パネル１４００ａにおいて表示されていた背景画像及び装飾
図柄画像は消去される。これと同時に、第２表示パネル１４００ｂに、図２７６において
第１表示パネル１４００ａに表示されていた通常モードの背景画像とは全く異なる背景画
像が第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３に表示される（図２７７（Ｂ））。具体的
には、第２表示パネル１４００ｂに表示される背景画像は、図２７７（Ｂ）に示すように
、室内の画像であり、当該室内で２人の人物ＣＡＭ、ＣＡＳが格闘技を行っている実写画
像である。図２７７のフレーム画像の正面視認画面は、遊技者から見て保留表示がされた
下側領域より奥側に上側領域の背景画像及び装飾図柄の高速変動表示が沈み込んでいるよ
うに見える（図２７７（Ｃ））。
【１１５６】
　また、装飾画像の高速変動表示も第２表示パネル１４００ｂに背景画像が表示されたタ
イミングで第２表示パネル１４００ｂに表示される。図２７６に示す状態から図２７７に
示す状態に移行すると、背景画像及び装飾図柄の変動表示が、遊技者から見て、手前側か
ら奥側に沈み込んだように見える。その結果、遊技者に「遊技のモードが変わった」とい
うことをはっきり認識させることができる。なお、第１特殊モードで行われる変動のうち
、最初の変動以外の変動、すなわち、２回目以降の第１特殊モードの変動では、図２７５
～図２７６に示す変動の開始時から、第２表示パネル１４００ｂに図２７７に示すような
背景画像及び装飾図柄が表示されている。また、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ
１は、図２７５～図２７６に示す変動の開始時から、透明状態ＣＬＲに制御されている。
こうすることで、遊技者に「第１特殊モードが継続している」ということをはっきりと認
識させることができる。なお、このとき、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１を完
全に透明状態ＣＬＲに制御することに代えて、第２表示パネル１４００ｂにおいて高速変
動表示されている装飾図柄と遊技者から見て重なる同一の装飾図柄を半透明で表示しても
良い。こうすれば、正面視認画面において、高速変動表示されている装飾図柄が少し遊技
者の手前側に浮き上がって見えるため、第１特殊モードと通常モードと雰囲気の違いを演
出でき、通常モードから第１特殊モードに移行した際に、背景が手前側から奥側へ移るこ
との効果と協働して遊技者の遊技への関心を高めることができる。この結果、例えば、多
数回（例えば、１０００回）におよぶ変動で大当たり遊技が一度も挿入されない場合（い
わゆるハマリ）においても、第１特殊モードに移行することにより、遊技者の遊技への関
心を持続することができる。
【１１５７】
　図２７８～図２８０には、図２７７のフレーム画像に続く動画像を構成するフレーム画
像の一部が時系列順に示されている。図２７７に示す状態に続いて、図２７８～図２８０
に示すように第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１は透明状態ＣＬＲに維持されたま
まで、第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３において、背景画像の動画表示が続いて
いく。この間、第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３において装飾図柄の高速変動表
示が継続している（図２７８～図２８０（Ｂ））。当該背景画像の動画では、メイン人物
ＣＡＭと、サブ人物ＣＡＳとが格闘技をしている様子が展開される。そして、メイン人物
ＣＡＭの攻撃がサブ人物ＣＡＳに命中する様子が表示されると、「＋１０」のようにポイ
ントの増加を示す画像（文字画像など）が表示される（図２７８（Ｂ）、図２８０（Ｂ）
）。また、サブ人物ＣＡＳの攻撃がメイン人物ＣＡＭに命中する様子が表示されると、「
－５」のようにポイントの減少を示す画像が表示される（図２７９（Ｂ））。
【１１５８】
　図２８１には、図２８０のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が表示されてい
る。図２８１のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１は透明状態
ＣＬＲに維持されたままである（図２８１（Ａ））。
【１１５９】
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　図２８１のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ１では、メイン
人物ＣＡＭとサブ人物ＣＡＳとの格闘の様子の動画が続いている。そして、第２表示パネ
ル１４００ｂには、図２７７のフレーム画像から図２８１のフレーム画像に至る背景画像
の動画において表示されたポイント表示（上述したポイントの増加または減少を示す画像
）によって示されたポイントの和がトータルポイントとして表示される（図２８１（Ｂ）
）。ここで、例えば、トータルポイントは、例えば、１０～１００までの値が示され、値
が大きいほど、当該変動の大当たり期待値が高いことを示唆するように設定される。
【１１６０】
　図２８２には、図２８１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が表示されてい
る。図２８２のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１は透明状態
ＣＬＲに維持されたままである（図２８２（Ａ））。図２８１に示す状態の後、第２表示
パネル１４００ｂにおいて、左図柄列１１５３ａは、装飾図柄が高速変動表示されている
状態から低速変動表示されている状態に移行する（図２８２（Ｂ））。図２８２に示され
ている時点では、７図柄画像Ｓ７が左図柄列１１５３ａの図柄停止位置を通過して８図柄
画像Ｓ８が右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に到達しようとしている。なお、図２８２
に示す時点では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列
１１５３ｃでは、装飾図柄の高速変動表示が継続されている。
【１１６１】
　図２８３は、図２８２に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２８３のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１は透明状態
ＣＬＲに維持されたままである（図２８３（Ａ））。図２８２に示す状態に続いて、左図
柄列１１５３ａの図柄停止位置に、所定の装飾図柄（図２８３の例では８図柄画像Ｓ８）
が停止表示される（図２８３（Ｂ））。この時点で、第２表示パネル１４００ｂにおいて
、中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列１１５３ｃのそれぞれでは、装飾図柄の高速変動表示
が継続されている。なお、図２８３に示すフレーム画像は、第２表示パネル１４００ｂに
おいて、左図柄列１１５３ａに８図柄画像Ｓ８が停止表示されたことを除いて、図２８２
に示すフレーム画像と同一である。
【１１６２】
　図２８４は、図２８３に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２８４のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１は透明状態
ＣＬＲに維持されたままである（図２８４（Ａ））。図２８３に示す状態の後、第２表示
パネル１４００ｂにおいて、右図柄列１１５３ｃは、装飾図柄が高速変動表示されている
状態から低速変動表示されている状態に移行する（図２８４（Ｂ））。図２８４に示され
ている時点では、６図柄画像Ｓ６が右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置を通過して７図柄
画像Ｓ７が右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に到達しようとしている。なお、図２８４
に示す状態で、第２表示パネル１４００ｂにおいて、中図柄列１１５３ｂでは、装飾図柄
の高速変動表示が継続して行われている。また、この時点で、中図柄列１１５３ｂの背景
画像は、背景画像が第１表示パネル１４００ａから第２表示パネル１４００ｂに移った時
点での画像（図２７７（Ｂ）に示す背景画像：第１特殊モード初期背景画像とも呼ぶ。）
に戻っている。なお、図２８４に示すフレーム画像は、第２表示パネル１４００ｂにおい
て、右図柄列１１５３ｃに７図柄画像Ｓ７が停止表示されたことと、背景画像が第１特殊
モード初期背景画像に戻った点を除いて、図２８２に示すフレーム画像と同一である。
【１１６３】
　図２８５は、図２８４に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２８５のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１は透明状態
ＣＬＲに維持されたままである（図２８５（Ａ））。図２８４に示す状態に続いて、第２
表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に、所定の装飾図柄（図２８
５の例では７図柄画像Ｓ７）が停止表示される（図２８５（Ｂ））。ここで、右図柄列１
１５３ｃに停止表示された装飾図柄は、既に左図柄列１１５３ａに停止表示されている装
飾図柄とリーチ態様を構成しない図柄である。ここで、リーチ態様とは、最終停止図柄を
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除く装飾図柄が停止表示され、最終停止図柄が所定の装飾図柄で停止すれば、大当たりを
通知する装飾図柄の所定の組合せ（大当たり図柄組合せとも呼ぶ。）となる表示態様を含
む。本実施形態では、大当たり図柄組合せは、左図柄列１１５３ａに停止表示された装飾
図柄と、中図柄列１１５３ｂに停止表示された装飾図柄と、右図柄列１１５３ｃに停止表
示された装飾図柄とが同一種類である組合せが大当たり図柄組合せである。そして、本実
施形態では、最終停止図柄は、中図柄列１１５３ｂの装飾図柄である。したがって、本実
施形態では、左図柄列１１５３ａと右図柄列１１５３ｃとに同一種類の装飾図柄が停止表
示された場合がリーチ態様の表示となるので、図２８５では、既に左図柄列１１５３ａに
停止表示された８図柄画像Ｓ８とは異なる種類の装飾図柄である７図柄画像Ｓ７が右図柄
列１１５３ｃに停止表示されている。この時点で、第２表示パネル１４００ｂにおいて、
中図柄列１１５３ｂでは、装飾図柄の高速変動表示が継続されている。なお、図２８５に
示すフレーム画像は、第２表示パネル１４００ｂにおいて、左図柄列１１５３ａに８図柄
画像Ｓ８が停止表示されたことを除いて、図２８４に示すフレーム画像と同一である。こ
のとき、遊技者は、リーチが成立しなかったことを残念に感じる。
【１１６４】
　図２８６は、図２８５に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２８５に示す状態に続いて、ここまで透明状態ＣＬＲに制御されていた第１表示パ
ネル１４００ａの上側領域Ｂ１において、左図柄列１１５３ａに低速変動表示された装飾
図柄が表示される（図２８６（Ａ））。このとき、第１表示パネル１４００ａに表示され
る装飾図柄は、時間の経過と共に透明度が低く、コントラストが高くなっていく。すなわ
ち、第１表示パネル１４００ａに低速変動表示された装飾図柄が表示され始めた時点では
、当該装飾図柄の画像は光の透過率が高く（すなわち、透明度が高い）、コントラストが
低い画像である（図２８６（Ａ））。
【１１６５】
　図２８６のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂの背景画像は、図２８５のフ
レーム画像の背景画像とほぼ同一である（図２８６（Ｂ））。また、この時点で、第２表
示パネル１４００ｂには、図２８５と同様に、左図柄列１１５３ａには８図柄画像Ｓ８が
停止表示され、右図柄列１１５３ｃには７図柄画像Ｓ７が停止表示されたままである（図
２８６（Ｂ））。図２８６に示すフレーム画像の第２表示パネル１４００ｂでは、さらに
、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに低速変動表示された装飾図柄の画像
と重なり合う領域ＳＳＢの透明度が、時間の経過と共に高くなっていく（図２８６（Ｂ）
）。すなわち、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５３ａの装飾図柄が表
示され、光の透過率が低くなっていくのに伴って、当該装飾図柄と重なり合う第２表示パ
ネル１４００ｂの領域ＳＳＢは、背景画像が表示されているか、装飾図柄が表示されてい
るかに拘わらず、透明度が高くなっていく。この結果、正面視認画面では、画面の手前側
に、始めは透明度が高く、コントラストの低い状態で装飾図柄が低速変動表示され、その
装飾図柄が時間の経過と共に、段階的に透明度が高くコントラストの高い状態に変化して
いき、はっきりと見えるようになる（図２８６（Ｃ））。これに対応して、画面手前側に
新たに低速変動表示された装飾図柄の奥側の背景画像は、装飾図柄に隠れて見えにくくな
ったように感じられる（図２８６（Ｃ））。
【１１６６】
　図２８７は、図２８６に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２８７のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａでは、低速変動表示された装飾
図柄（例えば、７図柄画像Ｓ７）の透明度が、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１
５３ｃの７図柄画像Ｓ７と同一にまで下がり、コントラストが第２表示パネル１４００ｂ
の右図柄列１１５３ｃの７図柄画像Ｓ７と同一にまで高まっている。結果として、第１表
示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示された７図柄画像Ｓ７と、第２表示
パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示された７図柄画像Ｓ７とは、この時点
で同一の画像となっている（図２８７（Ａ））。そして、第２表示パネル１４００ｂにお
いて、第１表示パネル１４００ａの装飾図柄と遊技者から見て重なり合う領域ＳＳＢは、
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透明度が高くなり、コントラストが低下していった結果、この時点で完全に透明状態ＣＬ
Ｒに制御された領域となっている（図２８７（Ｂ））。
【１１６７】
　図２８７のフレーム画像の正面視認画面は、奥側の第２表示パネル１４００ｂの左図柄
列１１５３ａに停止表示された８図柄画像Ｓ８に重なり合うように、第１表示パネル１に
おいて７図柄画像Ｓ７が上方から下方に動いているように見える。そして、第１表示パネ
ル１４００ａに表示された７図柄画像Ｓ７によって、第２表示パネル１４００ｂに表示さ
れた８図柄画像Ｓ８が覆い隠されて、８図柄画像Ｓ８が下部のみしか見えなくなったよう
に感じられる（図２８７（Ｃ））。
【１１６８】
　図２８８は、図２８７に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が表示されて
いる。図２８７の状態に続いて、図２８８のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａで
は、７図柄画像Ｓ７が第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａの図柄停止位置に
停止表示される（図２８８（Ａ））。ここで、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１
５３ａの図柄停止位置と、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａの図柄停止位
置とは、遊技者から見て互いに重なり合う位置である。そして、第２表示パネル１４００
ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの装飾図柄と遊技者から見て重なり合う領域ＳＳ
Ｂ（透明状態ＣＬＲに制御されている）のうち、第１表示パネル１４００ａの７図柄画像
Ｓ７と重なり合う領域ＳＳＢは、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａの図柄
停止位置に移動する。その結果、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに停止
表示されていた８図柄画像Ｓ８は、完全に消去される（図２８８（Ｂ））。この結果、第
２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示されている装飾図柄（図２８８
の例では、７図柄画像Ｓ７）とリーチ態様を形成する図柄（図２８８の例では、７図柄画
像Ｓ７）が、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示されたこととな
る。
【１１６９】
　また、第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａにおいて左図柄列１
１５３ａに７図柄画像Ｓ７が停止表示されるとほぼ同時に、リーチ態様の成立を示唆する
フラッシュ画像ＦＬＳが表示される（図２８８（Ｂ））。フラッシュ画像ＦＬＳは、第２
表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示された７図柄画像Ｓ７の周囲と、
第２表示パネル１４００ｂにおける第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停
止表示された７図柄画像Ｓ７と遊技者から見て重なり合う領域ＳＳＢの周囲とに表示され
る。
【１１７０】
　図２８８のフレーム画像の正面視認画面は、奥側の第２表示パネル１４００ｂの左図柄
列１１５３ａに停止表示された８図柄画像Ｓ８に、第１表示パネル１４００ａにおいて表
示された７図柄画像Ｓ７が完全に重なり、第２表示パネル１４００ｂに表示された８図柄
画像Ｓ８を完全に覆い隠したように感じられる（図２８８（Ｃ））。そして、第２表示パ
ネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示されている７図柄画像Ｓ７と、第１表示
パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示された７図柄画像Ｓ７とで、リーチ態
様が形成・表示されたと当該正面視認画面を見た遊技者は認識する。
【１１７１】
　図２８９は、図２８８のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図２８８
に示す状態に続いて、第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３は、全体が透明状態ＣＬ
Ｒに制御される（図２８９（Ｂ））。そして、図２８８のフレーム画像において、第２表
示パネル１４００ｂに表示されていた背景画像と、装飾図柄画像（右図柄列１１５３ｃに
停止表示されている７図柄画像Ｓ７、中図柄列１１５３ｂに高速変動表示されている装飾
画像を含む）は、第１表示パネル１４００ａに表示される（図２８９（Ａ））。その結果
、第１表示パネル１４００ａには、背景画像が表示されると共に、左図柄列１１５３ａに
停止表示された７図柄画像Ｓ７と、右図柄列１１５３ｃに停止表示された７図柄画像Ｓ７
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と、中図柄列１１５３ｂに高速変動表示された装飾図柄とが表示される。さらに、第１表
示パネル１４００ａには、リーチの成立を示すメッセージＭＡ２が表示される。本実施形
態では、メッセージＭＡ２は、「ＲＥＡＣＨ」の文字である。これに代えて、他の種類の
文字、記号、図形が表示されても良い。また、メッセージＭＡ２と共に、または、メッセ
ージＭＡ２に代えて、リーチの成立を通知する音声、効果音をスピーカ１２１から出力し
ても良い。
【１１７２】
　図２８９のフレーム画像の正面視認画面における演出画像は、第１表示パネル１４００
ａに表示された内容そのものとなる（図２８９（Ｃ））。このように、図２８８のフレー
ム画像において、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとに分離して表
示されていたリーチ態様を表す画像と、背景画像とを、図２８９において第１表示パネル
１４００ａに集約して表示することによって、遊技者から見ると、リーチ成立態様の表示
が、遊技者から見て液晶表示装置１４００の奥側から手前側に浮かび上がって来るように
感じられる。その結果、遊技者には、「このリーチは熱い（大当たりの期待度が高い）の
ではないか」と感じさせ、遊技者の期待感を高めることができる。
【１１７３】
　ところで、その後のリーチ成立後演出（例えば、スーパーリーチ（後述する両面リーチ
など））は、第１表示パネル１４００ａにその演出内容の全てを表示し、第２表示パネル
１４００ｂは全体が透明状態ＣＬＲに制御されて状態で開始される。すなわち、リーチ成
立後演出のうち少なくともリーチ態様の表示と連続する開始部分は第１表示パネル１４０
０ａのみで表示する（例えば、図３９１参照）。第１特殊モードの演出では、第１表示パ
ネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂの両方を用いてリーチ態様を表示した場合で
あっても、最終的に第１表示パネル１４００ａのみでリーチ態様を表示させるので、その
後のリーチ成立後演出（例えば、スーパーリーチ（後述する両面リーチなど））の表示と
の繋がりを向上し、リーチ態様の表示からその後の演出表示への発展時の不自然さを解消
することができる。
【１１７４】
　また、リーチ態様の表示が第２表示パネル１４００ｂに表示されたままで、その後のリ
ーチ演出表示についても第２表示パネル１４００ｂで表示すると、他種類用意されたリー
チ成立後演出の開始部分について、第１表示パネル１４００ａ用の画像データと第２表示
パネル１４００ｂ用の画像データを別個に用意する必要があり、画像データが膨大になり
、周辺制御基板４１４０のメモリ容量が大量に必要となるおそれがある。本実施形態では
、一つの画面で最終的にリーチ成立態様を表示させて、リーチ成立後演出の開始部分につ
いて、第１表示パネル１４００ａ用の画像データだけ用意すればよいので、周辺制御基板
４１４０に搭載すべきメモリ容量を抑制することができる。
【１１７５】
　図２８９に示された状態の後、変動パターンに対応するリーチ演出が表示される。リー
チ演出については後述するが、リーチ演出の後、最終的に左図柄列１１５３ａ、中図柄列
１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに、大当たり図柄組合せまたは外れ図柄組合せが停止表
示され、当該変動の特別抽選結果が遊技者に通知される。
【１１７６】
　以上説明した第１特殊モード演出の一パターンによれば、まず、変動開始後、背景が全
く異なる背景になると同時に背景及び装飾画像の変動表示が遊技者から見て手前側の第１
表示パネル１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂに移る（図２７６～図２７７
）。このため、遊技者は、はっきりと通常モードとは異なるモードに移行したことを認識
させることができる。
【１１７７】
　また、第２表示パネル１４００ｂにおける変動表示において、リーチが成立しない表示
が行われた（図２８５）後、第１表示パネル１４００ａにおいて、第２表示パネル１４０
０ｂの左図柄列１１５３ａに停止した装飾図柄画像を覆い隠すように、上方から異なる種
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類の装飾図柄画像が移動してきて、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停
止表示される（図２８６～図２８８）。このため、遊技者に一度リーチが成立しなかった
にも拘わらず、もう一度リーチになるチャンスがあるように感じさせることができる。ま
た、２つの表示パネルを用いているため、既に停止した装飾図柄画像を覆い隠すように異
なる装飾図柄を停止させるシンプルな演出であっても、奥行き感を遊技者に感じさせるこ
とによって、臨場感があり、遊技者の期待感を高揚させる演出が実現することができる。
【１１７８】
　また、既に停止した装飾図柄画像を覆い隠すように異なる装飾図柄画像を停止させるシ
ンプルな演出とすることによって、変動時間が長くなることを抑制して、遊技の時間効率
を向上することができる。この結果、遊技の時間効率を重視する遊技者にフラストレーシ
ョンを感じさせることなく、遊技者を楽しませる臨場感があると共に、通常モードにおけ
る変動とはっきりと差別化された特殊モード演出を実現することができる。
【１１７９】
　続いて、本実施形態における第１特殊モード演出の他のパターンとして液晶表示装置１
４００に表示される動画像を構成するフレーム画像について、図２９０～図２９５を参照
して説明する。当該他のパターンは、図２７５～図２８９を用いて説明した一パターンと
、図２７５のフレーム画像から図２８５のフレーム画像に至るまでは、上述した一パター
ンと同じであるのでその説明を省略する。
【１１８０】
　図２９０～図２９５は、本実施形態における第１特殊モード演出の他のパターンとして
液晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図２
９０～図２９５は、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており
、上述した図２７５～図２８５までと、図２９０～図２９５までを図番に従って見ていく
ことで、第１特殊モード演出の他のパターンとしての動画像の内容を把握できる。
【１１８１】
　図２９０は、当該他のパターンにおいて、図２８５に示すフレーム画像の数フレーム後
のフレーム画像が示されている。図２８５に示す状態に続いて、ここまで透明状態ＣＬＲ
に制御されていた第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１において、左図柄列１１５３
ａに低速変動表示された装飾図柄が表示される（図２９０（Ａ））。このとき、上述した
図２８６と同様に、第１表示パネル１４００ａに表示される装飾図柄は、時間の経過と共
に透明度が低く、コントラストが高くなっていく。すなわち、第１表示パネル１４００ａ
に低速変動表示された装飾図柄が表示され始めた時点では、当該装飾図柄の画像は光の透
過率が高く（すなわち、透明度が高い）、コントラストが低い画像である（図２９０（Ａ
））。
【１１８２】
　図２９０のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂの背景画像は、図２８５のフ
レーム画像の背景画像とほぼ同一である（図２９０（Ｂ））。また、この時点で、第２表
示パネル１４００ｂには、図２８５と同様に、左図柄列１１５３ａには８図柄画像Ｓ８が
停止表示され、右図柄列１１５３ｃには７図柄画像Ｓ７が停止表示されたままである（図
２９０（Ｂ））。図２９０に示すフレーム画像の第２表示パネル１４００ｂでは、さらに
、図２８６と同様に、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに低速変動表示さ
れた装飾図柄の画像と重なり合う領域ＳＳＢの透明度が、時間の経過と共に高くなってい
く（図２９０（Ｂ））。すなわち、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５
３ａの装飾図柄が表示され、光の透過率が低くなっていくのに伴って、当該装飾図柄と重
なり合う第２表示パネル１４００ｂの領域ＳＳＢは、背景画像が表示されているか、装飾
図柄が表示されているかに拘わらず、透明度が高くなっていく。この結果、正面視認画面
では、画面の手前側に、始めは透明度が高く、コントラストの低い状態で装飾図柄が低速
変動表示され、その装飾図柄が時間の経過と共に、段階的に透明度が高くコントラストの
高い状態に変化していき、はっきりと見えるようになる（図２９０（Ｃ））。これに対応
して、画面手前側に新たに低速変動表示された装飾図柄の奥側の背景画像は、装飾図柄に
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隠れて見えにくくなる（図２９０（Ｃ））。
【１１８３】
　図２９１は、図２９０に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２９０のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａでは、低速変動表示された装飾
図柄（例えば、図２８６とは異なり６図柄画像Ｓ６）の透明度が、第２表示パネル１４０
０ｂの右図柄列１１５３ｃの７図柄画像Ｓ７と同一にまで下がり、コントラストが第２表
示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃの７図柄画像Ｓ７と同一にまで高まっている。
そして、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの装飾図柄と遊
技者から見て重なり合う領域ＳＳＢは、透明度が高くなり、コントラストが低下していっ
た結果、この時点で完全に透明状態ＣＬＲに制御された領域となっている（図２９１（Ｂ
））。
【１１８４】
　図２９１のフレーム画像の正面視認画面は、奥側の第２表示パネル１４００ｂの左図柄
列１１５３ａに停止表示された８図柄画像Ｓ８に重なり合うように、第１表示パネル１に
おいて６図柄画像Ｓ６が上方から下方に動いているように見える。そして、第１表示パネ
ル１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６によって、第２表示パネル１４００ｂに表示さ
れた８図柄画像Ｓ８が覆い隠されて、８図柄画像Ｓ８が下部のみしか見えなくなったよう
に感じられる（図２９１（Ｃ））。
【１１８５】
　図２９２は、図２９１に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が表示されて
いる。図２９１の状態に続いて、図２９２のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａで
は、６図柄画像Ｓ６が第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａの図柄停止位置に
停止表示される（図２９２（Ａ））。ここで、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１
５３ａの図柄停止位置と、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａの図柄停止位
置とは、遊技者から見て互いに重なり合う位置である。そして、第２表示パネル１４００
ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの装飾図柄と遊技者から見て重なり合う領域ＳＳ
Ｂ（透明状態ＣＬＲに制御されている）のうち、第１表示パネル１４００ａの６図柄画像
Ｓ６と重なり合う領域ＳＳＢは、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａの図柄
停止位置に移動する。その結果、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに停止
表示されていた８図柄画像Ｓ８は、完全に消去される（図２９２（Ｂ））。この結果、第
２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示されている装飾図柄（図２９２
の例では、７図柄画像Ｓ７）とリーチ態様を形成しない図柄（図２９２の例では、６図柄
画像Ｓ６）が、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示されたことと
なる。
【１１８６】
　図２９２のフレーム画像の正面視認画面は、奥側の第２表示パネル１４００ｂの左図柄
列１１５３ａに停止表示された８図柄画像Ｓ８に、第１表示パネル１４００ａにおいて表
示された６図柄画像Ｓ６が完全に重なり、第２表示パネル１４００ｂに表示された８図柄
画像Ｓ８を完全に覆い隠したように感じられる（図２９２（Ｃ））。そして、第２表示パ
ネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示されている７図柄画像Ｓ７と、第１表示
パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示された６図柄画像Ｓ６とで、リーチ態
様が形成されなかったと当該正面視認画面を見た遊技者は認識する。その結果、遊技者は
、今回のチャンスもリーチが成立しなかったと残念に感じる。
【１１８７】
　図２９３は、図２９２に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２９２に示す状態に続いて、ここまで透明状態ＣＬＲに制御されていた第１表示パ
ネル１４００ａの上側領域Ｂ１において、図２９０における左図柄列１１５３ａと同様に
、今度は右図柄列１１５３ｃに低速変動表示された装飾図柄が表示される（図２９３（Ａ
））。第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａは、図２９１における第１表示パ
ネル１４００ａでの表示と同じ状態が維持される。ここで、第１表示パネル１４００ａの
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右図柄列１１５３ｃに表示される装飾図柄は、図２９０における第１表示パネル１４００
ａの左図柄列１１５３ａの表示と同様に、時間の経過と共に透明度が低く、コントラスト
が高くなっていく。すなわち、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに低速変
動表示された装飾図柄が表示され始めた時点では、当該装飾図柄の画像は光の透過率が高
く（すなわち、透明度が高い）、コントラストが低い画像である（図２９３（Ａ））。
【１１８８】
　図２９３のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂの背景画像は、図２９２のフ
レーム画像の背景画像とほぼ同一である（図２９３（Ｂ））。また、この時点で、第２表
示パネル１４００ｂには、図２９２と同様に、左図柄列１１５３ａの図柄停止位置には透
明状態ＣＬＲの領域ＳＳＢが表示されており、右図柄列１１５３ｃには７図柄画像Ｓ７が
停止表示されたままである（図２９３（Ｂ））。図２９３に示すフレーム画像の第２表示
パネル１４００ｂでは、さらに、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに低速
変動表示された装飾図柄の画像と重なり合う領域ＳＳＢの透明度が、時間の経過と共に高
くなっていく（図２９３（Ｂ））。すなわち、第１表示パネル１４００ａにおいて、右図
柄列１１５３ｃの装飾図柄が表示され、光の透過率が低くなっていくのに伴って、当該装
飾図柄と重なり合う第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃの領域ＳＳＢは、背
景画像が表示されているか、装飾図柄が表示されているかに拘わらず、透明度が高くなっ
ていく。この結果、正面視認画面では、画面の手前側に、始めは透明度が高く、コントラ
ストの低い状態で、右図柄列１１５３ｃに装飾図柄が低速変動表示され、その装飾図柄が
時間の経過と共に、段階的に透明度が高くコントラストの高い状態に変化していき、はっ
きりと見えるようになる（図２９３（Ｃ））。これに対応して、画面手前側に新たに低速
変動表示された装飾図柄の奥側の背景画像は、装飾図柄に隠れて見えにくくなる（図２９
３（Ｃ））。
【１１８９】
　図２９４は、図２９３に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されてい
る。図２９３のフレーム画像の状態に続いて、第１表示パネル１４００ａでは、右図柄列
１１５３ｃに低速変動表示された装飾図柄（図２９４の例では、６図柄画像Ｓ６、）の透
明度が、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示された６図柄画像Ｓ
６と同一にまで下がり、コントラストが第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａ
の６図柄画像Ｓ６と同一にまで高まっている。すなわち、第１表示パネル１４００ａの左
図柄列１１５３ａに停止表示された６図柄画像Ｓ６と、第１表示パネル１４００ａの１１
５３ｃに表示された６図柄画像Ｓ６とは、この時点で同一の画像となる。そして、第２表
示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃの装飾図
柄と遊技者から見て重なり合う領域ＳＳＢは、透明度が高くなり、コントラストが低下し
ていった結果、この時点で完全に透明状態ＣＬＲに制御された領域となっている（図２９
４（Ｂ））。
【１１９０】
　そして、図２９１～図２９２における左図柄列１１５３ａと同様に、正面視認画面では
、奥側の第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示された７図柄画像Ｓ
７に重なり合うように、第１表示パネル１において６図柄画像Ｓ６が上方から下方に動い
ているように見える。そして、第１表示パネル１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６に
よって、第２表示パネル１４００ｂに表示された７図柄画像Ｓ７が覆い隠されていく。
【１１９１】
　その後、図２９４に示すように、第１表示パネル１４００ａでは、６図柄画像Ｓ６が第
１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に停止表示される（図２９
４（Ａ））。ここで、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置と
、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置とは、遊技者から見て
互いに重なり合う位置である。そして、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パ
ネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃの６図柄画像Ｓ６と遊技者から見て重なり合う領域
ＳＳＢ（透明状態ＣＬＲに制御されている）は、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１
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１５３ｃの図柄停止位置に移動する。その結果、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１
１５３ｃに停止表示されていた７図柄画像Ｓ７は、完全に消去される（図２９４（Ｂ））
。この結果、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示されている装飾
図柄（図２９４の例では、６図柄画像Ｓ６）とリーチ態様を形成する図柄（図２９４の例
では、６図柄画像Ｓ６）が、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに停止表示
されたこととなる。
【１１９２】
　また、第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａにおいて右図柄列１
１５３ｃに６図柄画像Ｓ６が停止表示されるとほぼ同時に、上述した図２８９と同様に、
リーチ態様の成立を示唆するフラッシュ画像ＦＬＳが表示される（図２９４（Ｂ））。フ
ラッシュ画像ＦＬＳは、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａ
の左図柄列１１５３ａ及び右図柄列１１５３ｃにそれぞれ停止表示された６図柄画像Ｓ６
と遊技者から見て重なり合う領域ＳＳＢの周囲に表示される。
【１１９３】
　図２９４のフレーム画像の正面視認画面は、手前側の第１表示パネル１４００ａの右図
柄列１１５３ｃに停止表示された７図柄画像Ｓ７に、第１表示パネル１４００ａにおいて
表示された６図柄画像Ｓ６が完全に重なり、第２表示パネル１４００ｂに表示された７図
柄画像Ｓ７を完全に覆い隠したように感じられる（図２９４（Ｃ））。そして、第２表示
パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに停止表示されている６図柄画像Ｓ６と、第１表
示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに停止表示された６図柄画像Ｓ６とで、リーチ
態様が形成・表示されたと当該正面視認画面を見た遊技者は認識する。遊技者は、リーチ
になるチャンスが３回あり、３回目でようやくリーチが成立したと感じる。
【１１９４】
　図２９５は、図２９４のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図２９４
に示す状態に続いて、第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３は、全体が透明状態ＣＬ
Ｒに制御される（図２９５（Ｂ））。そして、図２９４のフレーム画像において、第２表
示パネル１４００ｂに表示されていた背景画像と、中図柄列１１５３ｂに高速変動表示さ
れている装飾画像は、第１表示パネル１４００ａに表示される（図２９５（Ａ））。その
結果、第１表示パネル１４００ａには、背景画像が表示されると共に、左図柄列１１５３
ａに停止表示された６図柄画像Ｓ６と、右図柄列１１５３ｃに停止表示された６図柄画像
Ｓ６と、中図柄列１１５３ｂに高速変動表示された装飾図柄とが表示される。さらに、第
１表示パネル１４００ａには、リーチの成立を示すメッセージＭＡ２が表示される。本実
施形態では、メッセージＭＡ２は、「ＲＥＡＣＨ」の文字である。
【１１９５】
　図２９５のフレーム画像の正面視認画面における演出画像は、第１表示パネル１４００
ａに表示された内容そのものとなる（図２９５（Ｃ））。このように、図２８９と同様に
、図２９５のフレーム画像において、リーチ態様を表す装飾図柄画像と、背景画像とを、
第１表示パネル１４００ａに集約して表示することによって、遊技者から見ると、リーチ
成立態様の表示が、遊技者から見て液晶表示装置１４００の奥側から手前側に浮かび上が
って来るように感じられる。その結果、遊技者には、「このリーチは熱い（大当たりの期
待度が高い）のではないか」と感じさせ、遊技者の期待感を高めることができる。また、
一つの画面で最終的にリーチ成立態様を表示させることで、その後の演出表示（例えば、
スーパーリーチ（後述する両面リーチなど））との繋がりを向上し、リーチ態様の表示か
らその後の演出表示への発展時の不自然さを解消することができる。
【１１９６】
　図２９５に示された状態の後、変動パターンに対応するリーチ演出が表示される。リー
チ演出については後述するが、リーチ演出の後、最終的に左図柄列１１５３ａ、中図柄列
１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに、大当たり図柄組合せまたは外れ図柄組合せが停止表
示され、当該変動の特別抽選結果が遊技者に通知される。
【１１９７】
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　以上説明した第１特殊モード演出の他のパターンによれば、第２表示パネル１４００ｂ
における変動表示において、リーチが成立しない表示が一度行われた（図２８５）後、さ
らに、第１表示パネル１４００ａにおいて、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５
３ａに停止した装飾図柄画像を覆い隠すように、上方から異なる種類の装飾図柄画像が移
動してきて、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示される（図２９
０～図２９２）。このため、遊技者に一度リーチが成立しなかったにも拘わらず、もう一
度リーチになるチャンスがあるように感じさせることができる。
【１１９８】
　そして当該２回目のリーチチャンスにおいてもリーチが成立しない。そして、さらに、
第１表示パネル１４００ａにおいて、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに
停止した装飾図柄画像を覆い隠すように、上方から異なる種類の装飾図柄画像が移動して
きて、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに停止表示される（図２９３～図
２９４）。このため、遊技者に２度に亘るチャンスでリーチが成立しなかったにも拘わら
ず、３回目のリーチチャンスがあるように感じさせることができる。そして、２つの表示
パネルを用いているため、既に停止した装飾図柄画像を覆い隠すように異なる装飾図柄を
停止させるシンプルな演出であっても、奥行き感を遊技者に感じさせることによって、臨
場感があり、遊技者の期待感を高揚させる演出が実現することができる。
【１１９９】
　また、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａにおける装飾図柄画像の停止か
ら第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃにおける装飾図柄画像が停止するまで
の時間、及び、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃにおける装飾図柄画像の
停止から第１表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａにおける装飾図柄画像が停止す
るまでの時間、及び、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａにおける装飾図柄
画像の停止から第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃにおける装飾図柄画像が
停止するまでの時間は、それぞれ０．５秒程度と短い。これは期待度の低いノーマルリー
チにおける左図柄列１１５３ａにおける装飾図柄画像の停止から右図柄列１１５３ｃにお
ける装飾図柄画像が停止するまでの時間と同程度またはそれより短い時間である。このよ
うに短時間で、既に停止した装飾図柄画像を覆い隠すように異なる装飾図柄画像を停止さ
せるシンプルな演出とすることによって、３回に亘るリーチチャンスを表示するにも拘わ
らず、変動時間が長くなることを抑制して、遊技の時間効率を向上することができる。こ
の結果、遊技の時間効率を重視する遊技者にフラストレーションを感じさせることなく、
遊技者を楽しませる臨場感があると共に、通常モードにおける変動とはっきりと差別化さ
れた特殊モード演出を実現することができる。
【１２００】
　第１特殊モード演出のパターンには、図２７５～図２８９を参照して説明した一パター
ン（以下、パターンＣとも呼ぶ）と、図２９０～図２９５を参照して説明した他のパター
ン（以下、パターンＤとも呼ぶ）に加えて、さらに、パターンＡとパターンＢとが用意さ
れている。
【１２０１】
　パターンＡは、上述したパターンＤにおける３回目のリーチチャンス（図２９３、図２
９４）において、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに、第１表示パネル１
４００ａの左図柄列１１５３ａに停止表示された装飾図柄とリーチ態様を構成しない装飾
図柄が停止表示するパターンである。その結果、パターンＡでは、３回目のリーチチャン
スでもリーチが成立せず、演出表示パターンが終了する。
【１２０２】
　パターンＢは、上述したパターンＣにおける一回目のリーチチャンス、すなわち、上述
したパターンＣにおいて、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに装飾図柄が
停止表示された後、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに装飾図柄が停止表
示されるとき（図２８５）に、リーチが成立するパターンである。すなわち、図２８５に
示すフレーム画像において、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに、既に第
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２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示された装飾図柄とリーチ態様を
形成する装飾図柄が停止表示されて、図２８９に示すようにリーチの成立が表示されるパ
ターンである。
【１２０３】
　第１特殊演出モードでは、上記パターンＡ（３回のリーチチャンスのいずれもリーチ成
立せず）、パターンＢ（１回目のリーチチャンスでリーチ成立）、パターンＣ（２回目の
リーチチャンスでリーチ成立）、パターンＤ（３回目のリーチチャンスでリーチ成立）の
うちのいずれか一つのパターンを用いて、リーチ成立前演出が行われる。
【１２０４】
　第１特殊演出モードに移行した最初の変動では、パターンＡまたはパターンＤが選択さ
れることが好ましい。こうすれば、第１特殊演出モードに移行して最初の変動で、遊技者
は「この遊技モードでは、リーチチャンスが３回あるのだ」ということを認識でき、第１
特殊演出モードでの以降の変動をより楽しむことができる。
【１２０５】
　上述したように、第１特殊演出モードでは、「この遊技モードでは、リーチチャンスが
３回あるのだ」と遊技者が感じるため、通常モードよりも大当たり期待度が高いモードで
あると遊技者は感じやすい。このため、第１特殊演出モードでの変動にて大当たりになる
確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ演出に発展する確率は、通常モ
ードでの変動にて大当たりになる確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリー
チ演出に発展する確率より、数倍～数十倍程度高く設定されることが好ましい。例えば、
先読みの結果、保留されている変動に大当たりである変動、または、比較的大当たり期待
度の高いリーチ演出に発展する変動がある場合に、第１特殊モードに移行する確率を高く
設定すると共に、先読みの結果、保留されている変動にハズレである変動しかない場合に
、第１特殊モードに移行する確率を低く設定すればよい。こうすれば、遊技者の感覚と、
実際に大当たりになる確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ演出に発
展する確率とを整合させることができる。
【１２０６】
　また、リーチが成立するパターンＢ、パターンＣ、パターンＤでは、リーチ成立後に大
当たりになる確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ演出に発展する確
率がそれぞれ異なるように設定するのが好ましい。例えば、パターンＢ（１回目のリーチ
チャンスでリーチ成立）、パターンＣ（２回目のリーチチャンスでリーチ成立）、パター
ンＤ（３回目のリーチチャンスでリーチ成立）の順で、リーチ成立後に大当たりになる確
率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ演出に発展する確率が高くなるよ
うに設定しても良い。こうすれば、遊技に習熟した遊技者は、３回あるリーチチャンスの
いずれでリーチが成立すれば、大当たり期待度が高いのかを学習するので、その結果、例
えば、上述の例では「３回目のリーチチャンスでリーチになれ！！」と遊技者は願いなが
ら遊技をすることになる。この結果、遊技の習熟が進むにつれ、第１特殊演出モードの楽
しみ方が変化していくため、遊技者はより長期間に亘って遊技機を飽きることなく楽しむ
ことができる。この結果、遊技機の稼働率の向上、稼働期間の長期化を図ることができる
。
【１２０７】
　なお、本実施形態では、パターンＣ（２回目のリーチチャンスでリーチ成立）は、リー
チ成立後に大当たりになる確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ演出
に発展する確率がパターンＢ（１回目のリーチチャンスでリーチ成立）及びパターンＤ（
３回目のリーチチャンスでリーチ成立）より高くなるように設定している。パターンＣで
は、上述したように、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示された
装飾図柄と、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａとに停止表示された装飾図
柄とでリーチ態様が表示されるため、パターンＢ及びパターンＤより奥行き感のあるリー
チ態様となる。遊技者は奥行き感のあるリーチ態様だと大当たりになりやすいと感じるた
め、実際に大当たりとなる確率を高く設定することで、遊技者の感覚と実際に大当たりに
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なる確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ演出に発展する確率とを整
合させることができる。例えば、パターンＢ（１回目のリーチチャンスでリーチ成立）の
大当たり期待度を約４％、パターンＣの大当たり期待度を約８％、パターンＤ（３回目の
リーチチャンスでリーチ成立）の大当たり期待度を約３％としても良い。
【１２０８】
　また、本実施形態の第１特殊モードにおいて、主制御ＭＰＵ４１００ａより決定される
変動パターンに応じて、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａがパターンＡ～パターンＤのいずれか
を選択することになるが、その選択の振り分けを表２に示す。
【１２０９】
【表２】

【１２１０】
　表２に示す変動番号は、図２１８～図２２１に示した変動パターンの一覧表に付された
番号である。表２は、第１特殊モード中に、変動番号の欄に示す変動パターンが選択され
た場合に、上述したパターンＡ～パターンＤのそれぞれが選択される割合を総数１００の
振り分け値で示している。リーチが成立しない変動パターンである番号１０４、１２６～
１２８、１３０は、リーチが成立しないパターンＡが必ず選択されることが解る。また、
大当たり期待度が極めて低いノーマルリーチに対応する変動パターンである番号１、８３
、１２９は、パターンＢまたはパターンＤが選択され、パターンＣは選択されない。これ
により奥行き感のあるリーチ態様を表示するパターンＣの大当たり期待度を比較的高く維
持することができる。
【１２１１】
　また、ほとんどのリーチが成立する変動パターン（番号２～４２、４７～６４、８０～
８２、８４～１０３、１０５、１０６、１２５）は、パターンＣが最も高い確率で選択さ
れることが解る。こうすることで、遊技者が奥行き感のあるリーチ態様を目にする機会を
高め、遊技の興趣の低下を抑制することができる。
【１２１２】
　また、表２に記載のない変動番号の変動パターン（６５～７９、１０７～１２２、１３
１～１３４）は、外部有利遊技状態においてのみ選択される変動パターンである。本実施
形態では、第１特殊モード演出は、外部通常遊技状態においてのみ行われるため、外部有
利遊技状態においてのみ選択される変動パターンが第１特殊モード中に選択されることが
あり得ない。このため、当該変動パターンは表２には記載されていない。
【１２１３】
　・第１特殊モード演出の変形例：
　・第１変形例：
　上記第１特殊モード演出におけるパターンＡ～パターンＤに代えて、または、パターン
Ａ～パターンＤに加えて、上記パターンＣの２回目のリーチチャンスにおいて、第１表示
パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに装飾図柄を停止表示するのではなく、第１表示
パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに装飾図柄を停止表示するパターンを用意しても
良い。このパターンでは、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに停止表示さ
れた装飾図柄画像と、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに停止表示された
装飾図柄画像とでリーチ態様の表示が為される。このパターンを用いる場合には、さらに
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、２回目のリーチチャンスにおいて、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに
装飾図柄を停止表示すると共に、２回目のリーチチャンスにおいてリーチを成立させず、
３回目のリーチチャンスにおいて、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに装
飾図柄を停止表示するパターンを用意するのが好ましい。このようにしても、遊技者に第
１特殊モードでは、３回のリーチチャンスがあることを遊技者に認識させて、実施形態に
おける第１特殊モードと同様の作用・効果が得られる。さらに、第１特殊モードのパター
ンのバリエーションを豊富にして、遊技機の興趣を向上させることができる。
【１２１４】
　・第２変形例：
　上記第１特殊モードでは、背景画像を第２表示パネル１４００ｂに移しているが、背景
画像は第１表示パネル１４００ａに残して、変動開始時～２回目のリーチチャンスまでの
装飾図柄の変動表示及び変動表示のみを第２表示パネル１４００ｂに表示しても良い。た
だし、背景画像を第２表示パネル１４００ｂに表示することで、上述のとおり、通常モー
ドとの明確な差別化を図ることができ、遊技者に第１特殊モードの存在を印象付けること
ができる。
【１２１５】
　・第３変形例：
　上記第１特殊モードでは、第１表示パネル１４００ａに装飾図柄を変動表示または停止
表示する際に、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａに表示さ
れた装飾図柄と遊技者から見て重なり合う領域に、透明度を低下させたり、透明状態ＣＬ
Ｒに制御されたりする領域ＳＳＢを表示しているが、これは省略可能である。ただし、上
記実施形態のように、領域ＳＳＢを表示することにより、第１表示パネル１４００ａに表
示された装飾図柄画像が、第２表示パネル１４００ｂに表示された背景画像や装飾図柄と
重なり合って、遊技者に視認されにくくなる現象を抑制することができる。
【１２１６】
　・第４変形例：
　上記第１特殊モードの演出では、まず、遊技者から見て奥側に配置された第２表示パネ
ル１４００ｂにおいて、左図柄列１１５３ａ及び右図柄列１１５３ｃで装飾図柄画像を停
止表示させた後、手前側の第１表示パネル１４００ａにおいて左図柄列１１５３ａまたは
右図柄列１１５３ｃで装飾図柄画像を停止表示させることで、複数回のリーチチャンスが
あるように見せている。これに代えて、まず、遊技者から見て手前側に配置された第１表
示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５３ａ及び右図柄列１１５３ｃで装飾図柄画
像を停止表示させた後、奥側の第２表示パネル１４００ｂにおいて左図柄列１１５３ａま
たは右図柄列１１５３ｃで装飾図柄画像を停止表示させても良い。
【１２１７】
　図２９６～図２９８は、第１特殊モード演出の第４変形例について説明する図である。
本変形例では、実施形態における第１特殊モード演出と同様に、第２表示パネル１４００
ｂに背景画像ＨＫＭが表示される（図２９６（Ｂ））。そして、実施形態における第１特
殊モード演出と異なり、まず、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａに装飾図
柄画像が停止表示され、その後、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに装飾
図柄画像が停止表示される（図２９６（Ａ））。図２９６の例では、第１表示パネル１４
００ａの左図柄列１１５３ａに、装飾図柄画像として６図柄画像Ｓ６が停止表示され、右
図柄列１１５３ｃに６図柄画像Ｓ６とはリーチ態様を構成しない７図柄画像Ｓ７が停止表
示されている。なお、第１表示パネル１４００ａの中図柄列１１５３ｂでは、装飾図柄画
像の高速変動表示が継続されている。また、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表
示パネル１４００ａに表示されている装飾図柄画像と遊技者から見て重なり合う領域は、
透明状態ＣＬＲに制御されている（図２９６（Ｂ））。
【１２１８】
　図２９７には、図２９６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図２９７のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａにおい
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て、装飾図柄画像が低速変動表示される（図２９７（Ｂ））。図２９７に示す画像では、
第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａにおいて、７図柄画像Ｓ７が左図柄列１
１５３ａの図柄停止位置に到達する直前の様子が示されている。一方、第１表示パネル１
４００ａでは、第２表示パネル１４００ｂにおいて低速変動表示されている７図柄画像Ｓ
７と遊技者から見て重なり合う領域が図２９７（Ａ）において破線で示すように透明状態
ＣＬＲに制御されていく。この結果、第１表示パネル１４００ａにおいて停止表示されて
いる６図柄画像Ｓ６は、上部から徐々に透明状態ＣＬＲに制御されていく。この結果、図
２９７（Ａ）に示す時点では、第１表示パネル１４００ａにおいて停止表示されている６
図柄画像Ｓ６は下側の僅かな部分のみしか表示されていない。このように、第２表示パネ
ル１４００ｂにおいて低速変動表示されている７図柄画像Ｓ７と遊技者から見て重なり合
う領域が第１表示パネル１４００ａにおいて徐々に透明状態ＣＬＲに制御されていくに従
い、第１表示パネル１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６は消去されていくことになる
。
【１２１９】
　なお、図２９７のフレーム画像において、右図柄列１１５３ｃの表示内容は、第１表示
パネル１４００ａ、第２表示パネル１４００ｂともに、図２９６のフレーム画像と同一で
ある。また、図２９７のフレーム画像において、第１表示パネル１４００ａの中図柄列１
１５３ｂで装飾図柄の高速変動表示が継続されている。図２９７のフレーム画像の正面視
認画面は、奥側の第２表示パネル１４００ｂにおいて左図柄列１１５３ａに７図柄画像Ｓ
７が低速変動表示を経て停止表示されるにつれて、手前側の第１表示パネル１４００ａに
おいて左図柄列１１５３ａに停止表示された６図柄画像Ｓ６が消去されていき、下部のみ
しか見えなくなったように感じられる（図２９７（Ｃ））。
【１２２０】
　図２９８は、図２９７に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が表示されて
いる。図２９７の状態に続いて、図２９８のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａで
は、左図柄列１１５３ａに停止表示されていた装飾画像が完全に消去され、消去された領
域は透明状態ＣＬＲに制御される（図２９８（Ａ））。一方、第２表示パネル１４００ｂ
の左図柄列１１５３ａには、７図柄画像Ｓ７が左図柄列１１５３ａの図柄停止位置に停止
表示される（図２９８（Ｂ））。ここで、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３
ａの図柄停止位置と、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａの図柄停止位置と
は、遊技者から見て互いに重なり合う位置である。この状態で、第１表示パネル１４００
ａの右図柄列１１５３ｃに停止表示されている装飾図柄画像（図２９８の例では、７図柄
画像Ｓ７）とリーチ態様を形成する装飾図柄画像（図２９８の例では、７図柄画像Ｓ７）
が、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに停止表示されたこととなる。
【１２２１】
　この後、上記実施形態と同様に、第２表示パネル１４００ｂでは、リーチ態様の成立を
示唆するフラッシュ画像ＦＬＳが表示される（図２９４（Ｂ））。フラッシュ画像ＦＬＳ
の表示に続いて、上記実施形態と同様に、第２表示パネル１４００ｂの上側領域Ｂ３は、
全体が透明状態ＣＬＲに制御される（図２９５（Ｂ））。そして、図２９８のフレーム画
像において、第２表示パネル１４００ｂに表示されていた背景画像と、装飾図柄画像（左
図柄列１１５３ａに停止表示されている７図柄画像Ｓ７）は、第１表示パネル１４００ａ
に表示される（図２９５（Ａ））。その結果、第１表示パネル１４００ａには、背景画像
が表示されると共に、左図柄列１１５３ａに停止表示された７図柄画像Ｓ７と、右図柄列
１１５３ｃに停止表示された７図柄画像Ｓ７と、中図柄列１１５３ｂに高速変動表示され
た装飾図柄とが集約して表示される。
【１２２２】
　その後、上記実施形態と同様に、変動パターンに対応するリーチ成立後演出が表示され
る。リーチ成立後演出の後、最終的に左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄
列１１５３ｃに、大当たり図柄組合せまたは外れ図柄組合せが停止表示され、当該変動の
特別抽選結果が遊技者に通知される。
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【１２２３】
　以上説明した第１特殊モード演出の第４変形例によれば、第１表示パネル１４００ａに
おける変動表示において、リーチが成立しない表示が一度行われた（図２９６）後、さら
に、第２表示パネル１４００ｂにおいて、上方から異なる種類の装飾図柄画像が移動して
きて、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに停止表示される（図２９７～図
２９８）。そして、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに停止した装飾図柄
画像は消去される。このため、遊技者に一度リーチが成立しなかったにも拘わらず、もう
一度リーチになるチャンスがあるように感じさせることができる。
【１２２４】
　上述したパターンに加えて、図２９８において、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列
１１５３ａに停止表示される装飾図柄画像を、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１
５３ｃに停止表示されている装飾図柄画像とリーチ態様を構成しない装飾図柄画像（例え
ば、８図柄画像Ｓ８）としても良い。この場合、さらに続いて、図２９７～図２９８に示
す態様と同様の態様で、第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに装飾図柄画像
の低速変動表示及び停止表示を行うと共に、第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５
３ｃに表示されていた装飾図柄画像を消去（透明状態ＣＬＲに制御）しても良い。
【１２２５】
　こうすれば、２回目のリーチチャンスにおいてもリーチが成立しない。そして、第２表
示パネル１４００ｂにおいて、上方から異なる種類の装飾図柄画像が移動してきて、第２
表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに停止表示される。そして、第１表示パネル
１４００ａの右図柄列１１５３ｃに停止した装飾図柄画像は消去される。このため、遊技
者に２度に亘るチャンスでリーチが成立しなかったにも拘わらず、３回目のリーチチャン
スがあるように感じさせることができる。そして、２つの表示パネルを用いているため、
第２表示パネル１４００ｂに新たに装飾図柄画像を停止表示し、それに連動して第１表示
パネル１４００ａに既に停止した装飾図柄画像を消去するシンプルな演出であっても、奥
行き感を遊技者に感じさせることによって、臨場感があり、遊技者の期待感を高揚させる
演出が実現することができる。
【１２２６】
　このシンプルな演出とすることによって、３回に亘るリーチチャンスを表示するにも拘
わらず、変動時間が長くなることを抑制して、遊技の時間効率を向上することができる。
この結果、遊技の時間効率を重視する遊技者にフラストレーションを感じさせることなく
、遊技者を楽しませる臨場感があると共に、通常モードにおける変動とはっきりと差別化
された特殊モード演出を実現することができる。
【１２２７】
　なお、本変形例において、２回目のリーチチャンスにおいて、第２表示パネル１４００
ｂの左図柄列１１５３ａに装飾図柄画像を停止表示するのではなく、第２表示パネル１４
００ｂの右図柄列１１５３ｃに装飾図柄画像を停止表示して、第２表示パネル１４００ｂ
の右図柄列１１５３ｃに停止表示されていた装飾図柄画像を消去するパターンを用いても
良い。このパターンを用いる場合には、さらに、２回目のリーチチャンスにおいて、第２
表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに装飾図柄を停止表示すると共に、２回目の
リーチチャンスにおいてリーチを成立させず、３回目のリーチチャンスにおいて、第２表
示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａに装飾図柄画像を停止表示するパターンを用意
するのが好ましい。このようにしても、３回のリーチチャンスがあることを遊技者に認識
させることができる。
【１２２８】
　なお、上述した３回リーチチャンスのあるように遊技者に感じさせる演出表示パターン
（上述したパターンＡ～パターンＤまでの演出表示パターンのいずれかを用いた演出表示
パターン：３回リーチチャンスパターンとも呼ぶ）は、リーチ時点大当たり確定演出にお
いて用いられても良い。リーチ時点大当たり確定演出は、特別図柄抽選結果がハズレであ
る場合には必ずリーチ態様が表示されない演出表示パターンを用い、特別図柄抽選結果が
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大当たりである場合に限って、リーチ態様が表示される演出表示パターンを用いることで
ある。これにより、リーチ時点大当たり確定演出が採用されている変動では、リーチ態様
が表示された時点で大当たりであることが遊技者に報知されることになる。
【１２２９】
　リーチ時点大当たり確定演出では、遊技者は、リーチがかかることを強く願いながら演
出表示パターンを見守る。このときに、３回リーチチャンスパターンが演出表示パターン
として表示されると、遊技者は１回の変動につき最大で３回に亘りリーチが成立すること
を強く願うことになるので、１回の変動あたりの遊技者の興奮度を高め、遊技者を遊技に
のめりこませることができる。また、リーチ態様が表示された時点で大当たりが確定であ
る場合、比較的、演出表示パターンが単調になりがちであるが、上述した３回リーチチャ
ンスパターンは、３度に亘るリーチチャンスを２枚の表示パネルを用いて臨場感にあふれ
た態様で実現可能であるので、リーチ時点大当たり確定演出中の遊技が単調になることを
抑制することができる。
【１２３０】
　例えば、所定の変動回数（抽選回数：例えば８回）のみ確変機能を動作させるいわゆる
回数切り確変（いわゆるＳＴ）を採用したパチンコ機において、所定の確変変動回数のう
ちの全部または一部（例えば８回のうち後半の４回）の変動にリーチ時点大当たり確定演
出を採用する。そして、当該パチンコ機において、リーチ時点大当たり確定演出が採用さ
れている変動のうち全部または一部に上述した３回リーチチャンスパターンを用いても良
い。そして、リーチ時点大当たり確定演出が採用されている複数回の変動のうち、３回リ
ーチチャンスパターン以外の変動では、リーチチャンスが少ない演出表示パターン（例え
ば、通常の１回のみのリーチチャンスがある演出表示パターン）が用いられても良い。こ
のとき、３回リーチチャンスパターンにおいてリーチ態様が表示された後に続く演出表示
時間を短くして変動時間全体を通常時（非確変時）より短くすることが好ましい。より好
ましくは、リーチ態様が表示された直後（例えば、０．５秒～１．５秒程度）に最終停止
図柄を停止させ、大当たりを報知することが好ましい。こうすれば、回数切り確変中にお
いてリーチ時点大当たり確定演出が採用されている変動では、変動を効率良く消化できる
ため、回数切り確変中の大当たりが連続するいわゆる連チャン大当たりに要する時間を短
くでき、連チャン大当たりによる出玉速度を向上できる上に、３度に亘るリーチチャンス
を２枚の表示パネルを用いて臨場感にあふれた態様で実現できる３回リーチチャンスパタ
ーンにより、遊技者の気持ちを高揚させる機会（リーチチャンス＝大当たりであるため）
を増加させることができる。
【１２３１】
　この場合には、３回リーチチャンスパターンが表示された変動において大当たりとなる
確率が、リーチチャンスが少ない演出表示パターン（例えば、通常の１回のみリーチチャ
ンスがある演出表示パターン）が表示された変動において大当たりとなる確率より高く設
定することが好ましい。例えば、３回リーチチャンスパターンが表示された変動において
大当たりとなる確率は、５０％程度であっても良いし、１００％（確定）で合っても良い
。こうすれば、遊技者の「大当たりになるのでは」という感覚と、実際に大当たりになる
確率とを整合させることができる。
【１２３２】
　上記回数切り確変を採用したパチンコ機は、例えば、通常時大当たり確率１／９９、確
変機能作動時大当たり確率１／９であり、確変機能作動回数が全ての大当たり後８回の仕
様が採用され得る。
【１２３３】
　あるいは、通常時（非確変時）において、演出表示パターンの初期に「リーチになった
ら大当たり」などの文字表示を表示して遊技者に報知した上で、リーチ時点大当たり確定
演出を行い、当該演出において３回リーチチャンスパターンを用いても良い。この場合、
例えば、リーチ時点大当たり確定演出を複数回の変動に亘って行い、当該複数回の変動の
うちの一部に上述した３回リーチチャンスパターンを用いても良い。その場合、当該リー
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チ時点大当たり確定演出が行われる複数回の変動のうち、３回リーチチャンスパターン以
外の変動では、リーチチャンスが少ない演出表示パターン（例えば、通常の１回のみのリ
ーチチャンスがある演出表示パターン）が用いられても良い。そして、３回リーチチャン
スパターンが表示された変動において大当たりとなる確率が、リーチチャンスが少ない演
出表示パターン（例えば、通常の１回のみリーチチャンスがある演出表示パターン）が表
示された変動において大当たりとなる確率より高く設定することが好ましい。こうすれば
、遊技者の「大当たりになるのでは」という感覚と、実際に大当たりになる確率とを整合
させることができる。
【１２３４】
　また、リーチ時点大当たり確定演出において３回リーチチャンスパターンが表示される
変動では、変動の初期、具体的には変動開始から１回目のリーチチャンスまでの間に当該
変動が３回リーチチャンスパターンであることを報知することとしても良い。報知手段は
、特定の報知音を出力することでも良いし、特定のキャラクタを表示することでも良いし
、文字を表示することであっても良い。こうすれば、３回リーチチャンスパターンの到来
を遊技者は速やかに察知できるので、より早い段階で遊技者に高揚感を与えることができ
る。
【１２３５】
　・第２特殊モード演出
　複数の特殊モード演出のうちの一つである第２特殊モード演出について図２９９～図３
１２を参照して説明する。図２９９～図３１２において、（Ａ）は第１表示パネル１４０
０ａの表示内容を示し、（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は
第１表示パネル１４００ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合
わされて表現される内容（正面視認画面）の図を示す。
【１２３６】
　図２９９～図３０５は、本実施形態における第２特殊モード演出の一パターンとして液
晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図２９
９～図３０５は、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、
図２９９～図３０５を図番に従って見ていくことで、第２特殊モード演出の一パターンと
してとしての動画像の内容を把握できる。
【１２３７】
　なお、第１表示パネル１４００ａの下側領域Ｂ２に表示されている保留表示及び本装飾
図柄１１５７は、本演出の間、常に同じ領域に表示されたままである。また、第２表示パ
ネル１４００ｂの下側領域Ｂ４は、第２特殊モード演出の間、常に透明状態ＣＬＲに制御
されたままである。このため、図２９９～図３１２では、第１表示パネル１４００ａの下
側領域Ｂ２及び第２表示パネル１４００ｂの下側領域Ｂ４の図示を省略し、以下では、第
１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１の表示内容、及び、第２表示パネル１４００ｂの
上側領域Ｂ３の表示内容についてのみ詳細に説明する。
【１２３８】
　図２９９～図３０５に示す第２特殊モード演出の一パターンは、通常モードにおける変
動が終了し、第２特殊モードにおける変動が開始される際、すなわち、通常モードから第
２特殊モードへの移行時の変動において表示されるパターンである。当該パターンにおい
て、変動開始時は、図２９９に示すように、直前の変動において各図柄列１１５３ａ、１
１５３ｂ、１１５３ｃに停止した図柄と、通常モードにおける背景画像、具体的にはビル
や車などが描写された画像が第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１に表示されたまま
である（図２９９（Ａ））。なお、この時点では、第２表示パネル１４００ｂの上側領域
Ｂ３は、全体が透明状態ＣＬＲに制御された状態である（図２９９（Ｂ））。図２９９の
フレーム画像の正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａに表示された内容そのものと
なる（図２９９（Ｃ））。
【１２３９】
　図３００には、図２９９のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図３０
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０に示す時点では、第１表示パネル１４００ａにおいて、各図柄列１１５３ａ、１１５３
ｂ、１１５３ｃで装飾図柄の高速変動表示が行われる（図３００：縦の３本線）。図３０
０に示すフレーム画像の他の表示内容は、図２９９のフレーム画像の表示内容と同一であ
る。
【１２４０】
　図３０１には、図３００のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３０１に示したように、装飾図柄の高速変動表示が開始されて所定時間経過した後、
第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１において背景画像が消去され、背景画像が表示
されていた領域は透明状態ＣＬＲに制御される（図３０１（Ａ））。第１表示パネル１４
００ａには、装飾図柄画像のみが表示される。これと同時に、第２表示パネル１４００ｂ
に、図３００において第１表示パネル１４００ａに表示されていた通常モードの背景画像
とは全く異なり、上述した第１特殊モードとも全く異なる背景画像ＢＧＺが第２表示パネ
ル１４００ｂの上側領域Ｂ３に表示される（図３０１（Ｂ））。具体的には、第２表示パ
ネル１４００ｂに表示される背景画像ＢＧＺは、図３０１（Ｂ）に示すように、宇宙空間
の画像であり、宇宙空間に宇宙船ＳＰＳが存在している画像である。図３０１のフレーム
画像の正面視認画面は、遊技者から見て保留表示がされた下側領域より奥側に上側領域の
背景画像が沈み込んでいるように見える（図３０１（Ｃ））。一方で、図３０１のフレー
ム画像の正面視認画面は、装飾図柄画像の高速変動表示が遊技者から見て浮かび上がって
見える。
【１２４１】
　図３００に示す状態から図３０１に示す状態に移行すると、背景画像が、遊技者から見
て、手前側から奥側に沈み込んだように見える。その結果、遊技者に「遊技のモードが変
わった」ということをはっきり認識させることができる。なお、第２特殊モードで行われ
る変動のうち、最初の変動以外の変動、すなわち、２回目以降の第２特殊モードの変動で
は、図２９９～図３００に示す変動の開始時から、第２表示パネル１４００ｂに図３０１
に示すような背景画像及び装飾図柄が表示されていても良い。また、この場合、第１表示
パネル１４００ａの上側領域Ｂ１は、図２９９～図３００に示す変動の開始時から、透明
状態ＣＬＲに制御されていることが好ましい。こうすることで、遊技者に「第２特殊モー
ドが継続している」ということをはっきりと認識させることができる。
【１２４２】
　図３０２には、図３０１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。また、図３０３には、図３０２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示され
ている。図３０１に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１
１５３ａに装飾図柄画像が低速変動表示され（図３０２（Ａ））、その後、左図柄列１１
５３ａに装飾図柄画像が停止表示される（図３０３（Ａ））。図３０３に示す例では、８
図柄画像Ｓ８が左図柄列１１５３ａに停止表示されている。図３０１のフレーム画像から
図３０３のフレーム画像に至るまでの間、中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列１１５３ｃで
は、装飾図柄画像の高速変動表示が継続されている（図３０２（Ａ）、図３０３（Ａ））
。図３０１のフレーム画像から図３０３のフレーム画像に至るまでの間、第２表示パネル
１４００ｂでは、宇宙船ＳＰＳが航行する宇宙空間を表す背景画像ＢＧＺの動画が継続さ
れている（図３０２（Ｂ）、図３０３（Ｂ））。また、第２表示パネル１４００ｂでは、
第１表示パネル１４００ａにおいて低速変動表示または停止表示された装飾図柄画像と遊
技者から見て重なり合う領域が透明状態ＣＬＲに制御される（図３０２（Ｂ）、図３０３
（Ｂ））。図３０１、図３０２のフレーム画像の正面視認画面は、装飾図柄画像が左図柄
列１１５３ａに低速変動表示及び停止表示される様が遊技者から見て手前側に浮かび上が
って見える。
【１２４３】
　図３０４には、図３０３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３０３に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５３
ａに停止表示された装飾図柄画像とはリーチ態様を構成しない装飾図柄画像が右図柄列１
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１５３ｃに低速変動表示を経て停止表示される（図３０４（Ａ））。図３０４に示す例で
は、７図柄画像Ｓ７が右図柄列１１５３ｃに停止表示されている。なお、図３０４のフレ
ーム画像では、第１表示パネル１４００ａの中図柄列１１５３ｂにおいて、装飾図柄画像
の高速変動表示が継続されている（図３０４（Ａ））。図３０４のフレーム画像では、第
２表示パネル１４００ｂでは、宇宙船ＳＰＳが航行する宇宙空間を表す背景画像ＢＧＺの
動画が継続されている（図３０４（Ｂ））。また、第２表示パネル１４００ｂでは、第１
表示パネル１４００ａにおいて低速変動表示または停止表示された装飾図柄画像と遊技者
から見て重なり合う領域が透明状態ＣＬＲに制御される（図３０４（Ｂ））。このように
制御することで、低速変動表示または停止表示された装飾図柄画像が、背景画像ＢＧＺと
重なり合って遊技者に視認されることを避け、装飾図柄画像をはっきりと明るく見やすく
表示することができる。
【１２４４】
　図３０５には、図３０４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３０４に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて、最終停止図柄とし
て、中図柄列１１５３ｂに装飾図柄画像が低速変動表示を経て停止表示される（図３０５
（Ａ））。図３０５に示す例では、７図柄画像Ｓ７が中図柄列１１５３ｂに停止表示され
ている。最終停止図柄が停止表示されると、本演出表示パターンは終了される。図３０５
のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂでは、宇宙船ＳＰＳが航行する宇宙空間
を表す背景画像ＢＧＺの動画が継続されている（図３０５（Ｂ））。また、第２表示パネ
ル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａにおいて停止表示された装飾図柄画像と遊
技者から見て重なり合う領域が透明状態ＣＬＲに制御される（図３０５（Ｂ））。
【１２４５】
　以上説明した第２特殊モード演出の一パターンによれば、まず、変動開始後、背景画像
が全く異なる背景画像になると同時に背景画像が遊技者から見て手前側の第１表示パネル
１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂに移る（図３００～図３０１。このため
、遊技者は、はっきりと通常モードとは異なるモードに移行したことを認識させることが
できる。
【１２４６】
　第２特殊モード演出の上述した一パターンは、リーチ態様が成立せずに、外れを通知す
る装飾図柄の組合せ（外れ図柄組合せ）が表示されて変動が終了するリーチ非成立パター
ンである。第２特殊モード演出では、この他に、リーチ態様が成立するリーチパターンが
存在する。以下、リーチ態様が成立するリーチパターンとして、第１のリーチパターンと
第２のリーチパターンの２種類について説明する。図３０６～３１０は、第２特殊モード
演出における第１のリーチパターンとして液晶表示装置１４００に表示される動画像を構
成するフレーム画像を示す図である。
【１２４７】
　図３０６には、第１のリーチパターンの開始直後（変動開始直後）のフレーム画像が示
されている。図３０６のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａにおいて、各図柄
列１１５３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃで装飾図柄の高速変動表示が行われる（図３０６
（Ａ）：縦の３本線）。また、第２表示パネル１４００ｂにおいて、宇宙空間を示す背景
画像ＢＧＺが表示されるとともに、上述した宇宙船ＳＰＳに代えて、タコに似た形状を有
する生命体の画像（生命体画像）ＢＬが画面の中央付近に表示される（図３０６（Ｂ））
。図３０６のフレーム画像の正面視認画面は、遊技者から見て保留表示がされた下側領域
より奥側に上側領域の背景画像が沈み込んでいるように見える（図３０６（Ｃ））。一方
で、図３０６のフレーム画像の正面視認画面は、装飾図柄画像の高速変動表示が遊技者か
ら見て浮かび上がって見える。
【１２４８】
　図３０７には、図３０６のフレーム画像から複数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図３０６のフレーム画像に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて
装飾図柄の変動表示は消去され、代わって第１表示パネル１４００ａにおいて、略中央位
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置に配置された透過部画像ＴＢと、上側領域Ｂ１の残りの領域を覆うカバー画像ＲＪとが
表示される（図３０７（Ａ））。透過部画像ＴＢを表示する領域は、透明状態ＣＬＲに制
御され、カバー画像ＲＪを表示する領域は、比較的濃い色が表示され不透明状態（透視不
可状態）にされている（図３０７（Ａ））。ここで、カバー画像ＲＪの色は、第１表示パ
ネル１４００ａにおいてカバー画像ＲＪが表示されている領域を介して、遊技者が第２表
示パネル１４００ｂの表示内容を視認（透視）できない程度の濃い色（透明度が低い色）
とされる。本実施形態では、カバー画像ＲＪは黒色である。
【１２４９】
　図３０７のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、図３０６のフレー
ム画像と同様に、背景画像ＢＧＺ及び生命体画像ＢＬが表示される（図３０７（Ｂ））。
なお、生命体画像ＢＬは、生命体画像ＢＬの少なくとも一部分が第１表示パネル１４００
ａにおける透過部画像ＴＢと遊技者から見て重なり合う領域に表示される。
【１２５０】
　図３０７の正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａにおいてカバー画像ＲＪが表示
されている領域については、第１表示パネル１４００ａの表示内容のみが視認可能となり
、奥側にある第２表示パネル１４００ｂの表示内容は視認できない画像となる（図３０７
（Ｃ））。なお、第１表示パネル１４００ａにおいて透過部画像ＴＢが表示されている領
域については、透過部画像ＴＢを介して第２表示パネル１４００ｂの表示内容が視認可能
となる。この結果、図３０７の正面視認画面は、透過部画像ＴＢを介して、第２表示パネ
ル１４００ｂに表示された背景画像ＢＧＺの一部、及び、生命体画像ＢＬの一部が視認可
能である。
【１２５１】
　図３０８には、図３０７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３０７のフレーム画像の後、生命体画像ＢＬは、図３０７（Ｂ）において矢印で示す
ように、第２表示パネル１４００ｂの下方に移動表示された後に第２表示パネル１４００
ｂから消去される（図３０８（Ｂ））。その結果、生命体画像ＢＬは、第１表示パネル１
４００ａにおいて透過部画像ＴＢが表示されている領域と遊技者から見て重なり合う領域
から、第１表示パネル１４００ａにおいてカバー画像ＲＪが表示されている領域と遊技者
から見て重なり合う領域へ移動表示された後、消去されることになる。
【１２５２】
　図３０８の正面視認画面では、透過部画像ＴＢを介して見えていた生命体画像ＢＬは、
遊技者から視認できなくなり、透過部画像ＴＢを介しては背景画像ＢＧＺのみが遊技者か
ら視認できる状態になる（図３０８（Ｃ））。
【１２５３】
　透過部画像ＴＢを介して見えていた生命体画像ＢＬが、遊技者から視認できなくなった
直後に、第１表示パネル１４００ａのカバー画像ＲＪ上には、方向選択肢画像ＤＩが表示
される（図３０８（Ａ））。本実施形態では、方向選択肢画像ＤＩは、右と左との２つの
選択肢を示している。また、方向選択肢画像ＤＩは、当該２つの選択肢をパチンコ機１に
備えられた左サブボタン３７２Ｌまたは右サブボタン３７２Ｒのいずれかを押下して選択
することを遊技者に促すメッセージを含んでいる。さらに、左サブボタン３７２Ｌまたは
右サブボタン３７２Ｒの画像を含むボタン画像ＢＴＮが第１表示パネル１４００ａのカバ
ー画像ＲＪに表示される（図３０８（Ａ））。
【１２５４】
　図３０９には、図３０８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３０８に示す状態に続いて、遊技者が左サブボタン３７２Ｌまたは右サブボタン３７
２Ｒのいずれかを押した場合には、第１表示パネル１４００ａにおいて、遊技者により押
下された方向に透過部画像ＴＢが移動表示される。一方、遊技者が左サブボタン３７２Ｌ
または右サブボタン３７２Ｒのいずれも押さなかった場合には、第１表示パネル１４００
ａにおいて、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが抽選等によって定めた方向に透過部画像ＴＢが
移動表示される。図３０９に示す例では、透過部画像ＴＢが左方向に移動した場合の例を



(274) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

示している（図３０９（Ａ））。このとき、移動方向を示す矢印画像ＤＸが、第１表示パ
ネル１４００ａに表示される。
【１２５５】
　第２表示パネル１４００ｂでは、透過部画像ＴＢが移動表示される方向が決まった後、
透過部画像ＴＢが移動表示を終えて、図３０９（Ａ）に示す状態が表示される前に、図３
０９（Ａ）に示す移動表示後の透過部画像ＴＢと遊技者から見て重なり合う領域を含む領
域に生命体画像ＢＬが表示される（図３０９（Ｂ））。この結果、正面視認画面では、透
過部画像ＴＢの移動表示に伴って、透過部画像ＴＢを介して生命体画像ＢＬが遊技者に視
認可能になる（図３０９（Ｃ））。この結果、遊技者が左サブボタン３７２Ｌまたは右サ
ブボタン３７２Ｒのいずれかを押した場合には、遊技者が自ら生命体画像ＢＬの隠れてい
る方向を当てたように感じさせることができる。
【１２５６】
　図３１０には、図３０９にフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３０９に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて、カバー画像ＲＪが
消去され、第１表示パネル１４００ａは全体が透明状態ＣＬＲに制御される（図３１０（
Ａ））。その結果、正面視認画面は、第２表示パネル１４００ｂに表示された表示内容そ
のものとなる（図３１０（Ｃ））。第２表示パネル１４００ｂでは、弾丸が生命体画像Ｂ
Ｌに向かって飛んでいく様を示すように弾丸画像ＢＬＴが表示され、弾丸によって生命体
画像ＢＬが破壊された様を示す爆発画像ＢＮＧが表示される（図３１０（Ｂ））。これに
より、遊技者は、透過部画像ＴＢを移動させて生命体画像ＢＬを見つけて生命体画像ＢＬ
を射止めることに成功する、という演出を視認することになる。
【１２５７】
　図３１０に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５３
ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃのそれぞれで装飾図柄画像の高速変動表示
がなされる（図示省略）。その後、上述したリーチ非成立パターンの説明において参照し
た図３０１～図３０４に示す態様と同様の態様にて、第２表示パネル１４００ｂに背景画
像ＢＧＺを表示しつつ、第１表示パネル１４００ａにおいて左図柄列１１５３ａと、右図
柄列１１５３ｃに装飾図柄画像が停止表示される。ただし、上述したリーチ非成立パター
ンと異なり、本パターンでは、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａと右図柄
列１１５３ｃに同一種類の装飾図柄画像が停止してリーチ態様が表示される（図示省略）
。
【１２５８】
　第１表示パネル１４００ａにリーチ態様が表示されると、第１特殊モードにおけるリー
チ態様の表示（図２９４、図２９５）と同様に、第２表示パネル１４００ｂに表示されて
いた背景画像ＢＧＺとリーチ態様とが第１表示パネル１４００ａに集約して表示される。
そして、第２表示パネル１４００ｂに表示されていた背景画像ＢＧＺは消去される（全体
が透明状態ＣＬＲに制御される。）その後、変動パターンに対応するリーチ成立後演出が
表示される。リーチ成立後演出については後述するが、リーチ成立後演出の後、最終的に
左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに、大当たり図柄組合せ
または外れ図柄組合せが停止表示され、当該変動の特別抽選結果が遊技者に通知される。
【１２５９】
　続いて、第２特殊モード演出における第２のリーチパターンについて図３１１及び図３
１２を参照して説明する。図３１１及び図３１２は、第２特殊モード演出における第２の
リーチパターンとして液晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像
を示す図である。
【１２６０】
　第２のリーチパターンは、図３０６～図３１０を参照して説明した第１のリーチパター
ンと、図３０６のフレーム画像から図３０８のフレーム画像に至るまでは、上述した一パ
ターンと同じであるのでその説明を省略する。
【１２６１】
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　図３１１には、第２のリーチパターンにおいて、図３０８に示すフレーム画像の数フレ
ーム後のフレーム画像が示されている。図３０８に示す状態に続いて、遊技者が左サブボ
タン３７２Ｌまたは右サブボタン３７２Ｒのいずれかを押した場合には、第１表示パネル
１４００ａにおいて、遊技者により押下された方向に透過部画像ＴＢが移動表示される。
一方、遊技者が左サブボタン３７２Ｌまたは右サブボタン３７２Ｒのいずれも押さなかっ
た場合には、第１表示パネル１４００ａにおいて、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが抽選等に
よって定めた方向に透過部画像ＴＢが移動表示される。図３１１に示す例では、透過部画
像ＴＢが右方向に移動した場合の例を示している（図３１１（Ａ））。このとき、移動方
向を示す矢印画像ＤＸ２が、第１表示パネル１４００ａに表示される。
【１２６２】
　第２表示パネル１４００ｂでは、透過部画像ＴＢが移動表示される方向が決まった後、
透過部画像ＴＢが移動表示を終えて、図３１１（Ａ）に示す状態が表示される前に、図３
１１（Ａ）に示す移動表示後の透過部画像ＴＢと遊技者から見て重なり合う領域以外の領
域に生命体画像ＢＬが表示される（図３１１（Ｂ））。この結果、正面視認画面では、透
過部画像ＴＢの移動表示がなされても、透過部画像ＴＢを介して生命体画像ＢＬを遊技者
は視認することができない（図３１１（Ｃ））。この結果、遊技者が左サブボタン３７２
Ｌまたは右サブボタン３７２Ｒのいずれかを押した場合には、遊技者が自ら生命体画像Ｂ
Ｌの隠れている方向を外してしまったように感じさせることができる。
【１２６３】
　図３１２には、図３１１にフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３１１に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて、カバー画像ＲＪが
消去され、第１表示パネル１４００ａは全体が透明状態ＣＬＲに制御される（図３１１（
Ａ））。その結果、正面視認画面は、第２表示パネル１４００ｂに表示された表示内容そ
のものとなる（図３１２（Ｃ））。第２表示パネル１４００ｂでは、生命体画像ＢＬが図
３１１に示す状態から画面上方に向かって移動表示され（図３１２（Ｂ））、その後、画
面外に消えていく様が表示される。これにより、遊技者は、透過部画像ＴＢを移動させて
も生命体画像ＢＬを見つけることができずに生命体画像ＢＬを逃がしてしまう、という演
出を視認することになる。
【１２６４】
　図３１２に示す状態に続いて、第１表示パネル１４００ａにおいて、左図柄列１１５３
ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃのそれぞれで装飾図柄画像の高速変動表示
がなされる（図示省略）。その後、上述したリーチ非成立パターンの説明において参照し
た図３０１～図３０４に示す態様と同様の態様にて、第２表示パネル１４００ｂに背景画
像ＢＧＺを表示しつつ、第１表示パネル１４００ａにおいて左図柄列１１５３ａと、右図
柄列１１５３ｃに装飾図柄画像が停止表示される。ただし、上述したリーチ非成立パター
ンと異なり、本パターンでは、第１表示パネル１４００ａの左図柄列１１５３ａと右図柄
列１１５３ｃとに同一種類の装飾図柄画像が停止表示されてリーチ態様が表示される（図
示省略）。リーチ態様が表示されると、第１特殊モードにおけるリーチ態様の表示（図２
９４、図２９５）と同様に、第１表示パネル１４００ａに背景画像ＢＧＺとリーチ態様と
が集約して表示される。その後、変動パターンに対応するリーチ成立後演出が表示される
。リーチ成立後演出については後述するが、リーチ成立後演出の後、最終的に左図柄列１
１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに、大当たり図柄組合せまたは外れ
図柄組合せが停止表示され、当該変動の特別抽選結果が遊技者に通知される。
【１２６５】
　第２特殊演出モードでは、リーチ非成立パターン、第１のリーチパターン、第２のリー
チパターンのうちのいずれか一つのパターンを用いて、リーチ成立前演出が行われる。
【１２６６】
　上述した第１のリーチパターンは、生命体画像ＢＬの破壊に成功する様が表示されるた
め、生命体画像ＢＬの破壊に失敗する様が表示される第２のリーチパターンよりも大当た
り期待度が高いと遊技者は感じやすい。このため、第１のリーチパターンを表示する変動
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にて大当たりになる確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ成立後演出
に発展する確率は、第２のリーチパターンを表示する変動にて大当たりになる確率、及び
／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ成立後演出に発展する確率より高く設定さ
れることが好ましい（例えば、２倍程度）。こうすれば、遊技者の感覚と、実際に大当た
りになる確率、及び／または、比較的大当たり期待度の高いリーチ成立後演出に発展する
確率とを整合させることができる。例えば、上述のとおり、第２特殊モード演出は、第２
種入賞通知コマンドが示す先行判定結果が、通常当たり、確変当たり１、確変当たり２、
小当たり、リーチＡ、リーチＢのいずれかの場合に行われる場合がある。すなわち、第２
特殊モード演出は、先行判定結果が通常ハズレである場合には行われないので、第２特殊
モードにおけるｍ＋１回の変動では、少なくとも先行判定の対象となった変動においてリ
ーチは成立することになる。ここで、先行判定の対象となった変動において、先行判定結
果が、通常当たり、確変当たり１、確変当たり２、小当たり、リーチＡのいずれかであっ
た場合には、第１リーチパターンを表示して当該変動の演出を行い、先行判定結果が、リ
ーチＢであった場合には、第２リーチパターンを表示して当該変動の演出を行うこととし
ても良い。
【１２６７】
　以上説明した第２特殊モード演出の一パターンによれば、まず、変動開始後、背景が全
く異なる背景になると同時に背景及び装飾画像の変動表示が遊技者から見て手前側の第１
表示パネル１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂに移る（図２９９～図３０１
）。このため、遊技者は、はっきりと通常モードとは異なるモードに移行したことを認識
させることができる。
【１２６８】
　そして、第１リーチパターンでは、遊技者に、大当たりや大当たり期待度の高いリーチ
成立後演出を自ら引き寄せたと感じさせることができる。また、第１リーチパターン及び
第２リーチパターンでは、図３０８に示すように、第２表示パネル１４００ｂに表示され
た表示内容を、第１表示パネル１４００ａのカバー画像ＲＪで覆い隠すように表示するこ
とで（図３０８（Ａ））、たとえ、実際には第２表示パネル１４００ｂにはタコキャラク
タ画像ＴＫが表示されていなくても（図３０８（Ｂ））、遊技者は奥側の第２表示パネル
１４００ｂにはタコキャラクタ画像ＴＫが左右どちらかに表示されているはずだと信じさ
せることができる。例えば、一枚の表示パネルを用いて、図３０８に示すようなカバー画
像ＲＪを表示すると、タコキャラクタ画像ＴＫはパネルから消去されてしまっていること
がはっきりと認識できる扁平な画像となってしまうので、遊技者にはカバー画像ＲＪの奥
側にタコキャラクタ画像ＴＫが隠れていると信じることができず、出来レースと感じられ
る興ざめな演出となってしまう。
【１２６９】
　・第２特殊モード演出の変形例：
　・第１変形例：
　上記した第１のリーチパターン（図３０６～図３１０）及び第２のリーチパターン（図
３１１、図３１２）の両方または片方と同様の演出を行ったうえでリーチが成立しないリ
ーチ非成立パターンをさらに用意しても良い。例えば、第２のリーチパターンの両方また
は片方と同様の演出を行ったうえでリーチが成立しないリーチ非成立パターンを用意し、
第１のリーチパターンと同様の演出を行ったうえでリーチが成立しないリーチ非成立パタ
ーンを用意しないこととしても良い。こうすれば、図３１０に示す生命体画像ＢＬの破壊
に成功する様が表示された場合は、その時点でリーチ確定ということになり、図３１２に
示す生命体画像ＢＬの破壊に失敗する様が表示された場合は、その時点ではリーチの成立
は確定しないこととなる。こうすれば、図３０８に示すタイミングで、遊技者に、「生命
体画像ＢＬが存在する方向を当てたい」と強く感じさせることができるため、遊技性の幅
を広げることができる。
【１２７０】
　・第２変形例：
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　上記第１のリーチパターンにおいて、図３０８に示すフレーム画像において、第２表示
パネル１４００ｂの右半分側、または、左半分側の領域であって、透過部画像ＴＢと遊技
者（正面）から見て重なり合う領域を除く部分に生命体画像ＢＬを予め表示しても良い。
そして、遊技者が左サブボタン３７２Ｌまたは右サブボタン３７２Ｒのいずれかを押下す
ることにより、右側及び左側のいずれか一方を選択した場合には、図３０９に示すフレー
ム画像において、遊技者が選択した方向に透過部画像ＴＢを移動することにしても良い。
この場合には、遊技者が生命体画像ＢＬの表示されている方向を選択した場合には、上述
した第１のリーチパターンのように、生命体画像ＢＬで表される生命体の破壊に成功する
様の演出が表示される。一方、遊技者が生命体画像ＢＬの表示されていない方向を選択し
た場合には、上述した第１のリーチパターンのように、生命体画像ＢＬで表される生命体
の破壊に失敗する様の演出が表示される。
【１２７１】
　図３０８に示すフレーム画像で、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル
１４００ａの透過部画像ＴＢと遊技者から見て重なり合う領域を除く部分に生命体画像Ｂ
Ｌを予め表示するとき、正面から比較的大きく（例えば、パネル中心線から４０度～７０
度程度）視点をずらして斜めから見た場合には、透過部画像ＴＢを介して視認可能な領域
（図２２８参照）に少なくとも生命体画像ＢＬの一部が位置するように生命体画像ＢＬを
表示することが好ましい。こうすれば、遊技者に対して、透過部画像ＴＢの移動方向を選
択する際に、視点を左右に変えながら、透過部画像ＴＢを介して生命体画像ＢＬを覗き見
る（捜す）楽しみを与えることができる。この結果、パチンコ機１に新たな遊技性を付加
することができる。
【１２７２】
　・第３特殊モード演出
　複数の特殊モード演出のうちの一つである第３特殊モード演出について図３１３～図３
１７を参照して説明する。図３１３～図３１７において、（Ａ）は第１表示パネル１４０
０ａの表示内容を示し、（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は
第１表示パネル１４００ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合
わされて表現される内容（正面視認画面）の図を示す。
【１２７３】
　図３１３～図３１７は、本実施形態における第３特殊モード演出の一パターンとして液
晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３１
３～図３１７は、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、
図３１３～図３１７を図番に従って見ていくことで、第３特殊モード演出の一パターンと
してとしての動画像の内容を把握できる。
【１２７４】
　通常モードにおける変動が終了し、第３特殊モードにおける変動が開始される際、すな
わち、通常モードから第３特殊モードへの移行時の変動においては、上述した図２９９の
フレーム画像から図３００に示すフレーム画像に至るまでの動画は上述した第２特殊モー
ド演出と同じである。すなわち、直前の変動において各図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ、
１１５３ｃに停止表示された装飾図柄画像と、通常モードにおける背景画像が第１表示パ
ネル１４００ａに表示された（図２９９（Ａ））後、第１表示パネル１４００ａにおいて
、各図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃで装飾図柄の高速変動表示が行われる（
図３００（Ａ））。
【１２７５】
　図３１３には、図３００のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図３１３に示したように、装飾図柄の高速変動表示が開始されて所定時間経過した後、
第１表示パネル１４００ａにおいて背景画像が消去され、背景画像が表示されていた領域
は透明状態ＣＬＲに制御される（図３１３（Ａ））。第１表示パネル１４００ａには、装
飾図柄画像のみが表示される。これと同時に、第２表示パネル１４００ｂに、図２９９に
おいて第１表示パネル１４００ａに表示されていた通常モードの背景画像とは全く異なり
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、上述した第１特殊モードと第２特殊モードとも全く異なる背景画像ＨＫＢが第２表示パ
ネル１４００ｂの上側領域Ｂ３に表示される（図３１３（Ｂ））。具体的には、第２表示
パネル１４００ｂに表示される背景画像ＨＫＢは、図３１３（Ｂ）に示すように、キッチ
ンルームに女性ＷＯＮが座っている画像である。図３１３のフレーム画像の正面視認画面
は、遊技者から見て奥側に背景画像が沈み込んでいるように見える（図３１３（Ｃ））。
一方で、図３１３のフレーム画像の正面視認画面は、装飾図柄画像の高速変動表示が遊技
者から見て浮かび上がって見える。
【１２７６】
　図３１４は、第３特殊モード演出の一場面を示すフレーム画像である。第３特殊モード
演出では、第１表示パネル１４００ａにおいて装飾図柄が高速変動表示されている最中に
、当該装飾図柄画像の変動表示が突然消去され（図３１４（Ａ））、第２表示パネル１４
００ｂに文字ＴＥＸが表示される場面が挿入される（図３１４（Ｂ））。この場面では、
第１表示パネル１４００ａは、全体が透明状態ＣＬＲに制御される（図３１４（Ａ））。
また、第２表示パネル１４００ｂでは、文字ＴＥＸの背景画像ＨＫＢは、単色（例えば、
黒色）で塗りつぶされた画像となる（図３１４（Ｂ））。図３１４の正面視認画面は、第
２表示パネル１４００ｂに表示された内容そのものとなる（図３１４（Ｃ））。図３１４
の正面視認画面は、奥行き感がなく、扁平な表示となる。
【１２７７】
　図３１５には、図３１４に続く場面のフレーム画像である。図３１４に続く状態では、
再び、第１表示パネル１４００ａにおいて装飾図柄画像の高速変動表示が開始される（図
３１５（Ａ））。そして、第２表示パネル１４００ｂには、図３１３における背景画像Ｈ
ＫＢの場面に続く動画の一番面が背景画像ＨＫＢとして表示される（図３１５（Ｂ））。
図３１５（Ｂ）の例では、図３１３の背景画像と同じキッチンルームに男性の画像ＢＭＮ
が表示された背景画像ＨＫＢが示されている。図３１５のフレーム画像の正面視認画面は
、遊技者から見て奥側に背景画像が沈み込んでいるように見える（図３１５（Ｃ））。一
方で、図３１３のフレーム画像の正面視認画面は、装飾図柄画像の高速変動表示が遊技者
から見て浮かび上がって見える。なお、図示は省略するが、以後、図３１４に示すような
文字ＴＥＸが一枚の表示パネルだけを用いて扁平に表示される場面と、図３１５に示すよ
うな装飾図柄画像の高速変動表示が遊技者から見て浮かび上がって見える２枚の表示パネ
ルを活用した奥行き感のある場面とが、２～３回繰り返される。
【１２７８】
　その後、第２特殊モードでのリーチ非成立パターンの説明において参照した図３０１～
図３０４に示す態様と同様の態様にて、第２表示パネル１４００ｂに背景画像ＨＫＢを表
示しつつ、第１表示パネル１４００ａにおいて左図柄列１１５３ａと、右図柄列１１５３
ｃに装飾図柄画像が停止する。図３１６の例では、左図柄列１１５３ａと右図柄列１１５
３ｃに同一種類の装飾図柄画像が停止してリーチ態様が表示される（図３１６（Ｃ））。
ここで、図示は省略するが、左図柄列１１５３ａと右図柄列１１５３ｃに異なる種類の装
飾図柄画像が停止した場合（リーチ非成立の表示）には、その後、中図柄列１１５３ｂに
装飾図柄画像が停止表示されて変動が終了される。
【１２７９】
　図３１６のようにリーチ態様が表示されると、その直後に、第１表示パネル１４００ａ
に通常モードの背景画像ＨＫＢがリーチ態様の表示と共に表示され（図３１７（Ａ））、
第２表示パネル１４００ｂは全体が透明状態ＣＬＲに制御される（図３１７（Ｂ））。す
なわち、図３１６のフレーム画像では、リーチ態様と、背景画像が、それぞれ第１表示パ
ネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとに分離して表示されていたが、図３１７の
フレーム画像は、これらが集約して表示される。その後、変動パターンに対応するリーチ
成立後演出が表示される。リーチ成立後演出については後述するが、リーチ成立後演出の
後、最終的に左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃに、大当た
り図柄組合せまたは外れ図柄組合せが停止表示され、当該変動の特別抽選結果が遊技者に
通知される。
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【１２８０】
　以上説明した第３特殊モードのリーチ成立前演出によれば、奥行き感のある場面と、扁
平な場面とが交互に表示されることになる。この結果、遊技者に、第３特殊モード演出を
極めて特異な演出であると感じさせ、第３特殊モードでの大当たり期待度は高いものと感
じさせることができる。
【１２８１】
　ところで、その後のリーチ成立後演出（例えば、スーパーリーチ（後述する両面リーチ
など））は、第１表示パネル１４００ａにその演出内容の全てを表示し、第２表示パネル
１４００ｂは全体が透明状態ＣＬＲに制御された状態で開始される。すなわち、リーチ成
立後演出のうち少なくともリーチ態様の表示と連続する開始部分は第１表示パネル１４０
０ａのみで表示する（例えば、図３９１）。上記第３特殊モード演出では、背景画像と、
装飾図柄とが、第１表示パネル１４００ａと、第２表示パネル１４００ｂとに分離してい
たものを、第１表示パネル１４００ａに集約表示してリーチ成立前演出を終了している。
このように最終的には、第１表示パネル１４００ａのみで背景画像とリーチ態様を表示さ
せるので、その後のリーチ成立後演出（例えば、スーパーリーチ（後述する両面リーチな
ど））の表示との繋がりを向上し、リーチ態様の表示からその後の演出表示への発展時の
不自然さを解消することができる。
【１２８２】
　また、リーチ態様の表示が第２表示パネル１４００ｂに表示されたままで、その後のリ
ーチ成立後演出についても第２表示パネル１４００ｂで表示すると、他種類用意されたリ
ーチ成立後演出の開始部分について、第２表示パネル１４００ｂ用の画像データを別個に
用意する必要がある。通常モードでは、リーチ態様の表示が第１表示パネル１４００ａで
表示されるので、リーチ成立後演出も第１表示パネル１４００ａにて表示される。そうす
ると、他種類用意されたリーチ成立後演出の開始部分について第２表示パネル１４００ｂ
用の画像データと第１表示パネル１４００ａ用の画像データとを別個に用意する必要があ
るので画像データが膨大になり、周辺制御基板４１４０のメモリ容量が大量に必要となる
おそれがある。本実施形態では、通常モードであっても特殊モードであっても一つの画面
で最終的にリーチ成立態様を表示させて、リーチ成立後演出の開始部分について、第１表
示パネル１４００ａ用の画像データだけ用意すればよいので、周辺制御基板４１４０に搭
載すべきメモリ容量を抑制することができる。
【１２８３】
　・第３特殊モード演出の変形例：
　・第１変形例：
　上記実施形態の第３特殊モード演出において、文字ＴＥＸを含む扁平な画像の表示（図
３１４）は、第２表示パネル１４００ｂに表示されているが、第１表示パネル１４００ａ
に表示されても良い。この場合でも上記実施形態の第３特殊モード演出同様の効果を奏す
る。
【１２８４】
　［画面カット予告］
　第１演出例：
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において決定された変動パターンが
所定のリーチ演出を含む場合であって、変動タイプが「通常」である場合には、上述した
通常リーチ成立前演出の他にリーチ成立前演出として画面カット予告を選択する場合があ
る。この画面予告について、図３１８～図３２８を参照して説明する。
【１２８５】
　図３１８～図３２８において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面）の図を示す。
【１２８６】
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　図３１８～図３２８は、本演出例に画面カット予告演出として液晶表示装置１４００に
表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３１８～図３２８は、図番
が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３１８～図３２８を
図番に従って見ていくことで、画面カット予告演出としての動画像の内容を把握できる。
【１２８７】
　画面カット予告演出では、まず、図３１８に示すように、左図柄列１１５３ａ、中図柄
列１１５３ｂ、及び、右図柄列１１５３ｃにおいて、それぞれ装飾図柄が高速変動表示さ
れる。装飾図柄の高速変動表示は、上述同様に、縦の３本線で表現している。なお、図３
１８以降の図３１９～図３２８についても、装飾図柄が高速変動表示を行っている場合に
は、その様子を縦の３本線で表現している。また、図３１８に示すように、第１表示パネ
ル１４００ａでは、背景画像ＨＫＡが表示される。この背景画像ＨＫＡは、ビルディング
を見上げた様子を描写した画像となっている。第２表示パネル１４００ｂでは、全領域が
透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３１８（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、
第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じように、背景画像ＨＫＡが示される。
【１２８８】
　図３１９は、図３１８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３１８の状態と比較して、図３１９の第１表示パネル１４００ａでは、背景画像ＨＫＡ
を分割するように、右辺から下辺に亘って直線状に示されるカット線ＣＵＴ１が表示され
る。また、図３１９の第２表示パネル１４００ｂは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御され
たままである。カット線ＣＵＴ１は、濃さ（明度）が一様な青色である。従って、図３１
９（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、背景画像ＨＫＡにカット線ＣＵＴ１が追加され
た様子が示される。
【１２８９】
　図３２０は、図３１９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３１９の状態と比較して、図３２０の第１表示パネル１４００ａでは、カット線ＣＵＴ
１に代えてカット線ＣＵＴ２が表示されると共に、背景画像ＨＫＡにおいて、カット線Ｃ
ＵＴ２と背景画像ＨＫＡの右辺及び下辺とで囲まれる右下領域ＡＲ１が割れて、破片とな
った複数の破片画像ＰＣＥ１が表示される。このカット線ＣＵＴ２は、青色のグラデーシ
ョン画像となっており、背景画像ＨＫＡ側から右下領域ＡＲ１に向けて徐々に明るく（透
明度が高く、または、薄く）なっている。破片画像ＰＣＥ１には、背景画像ＨＫＡの一部
がそれぞれ表される。
【１２９０】
　また、図３１９の状態と比較して、図３２０の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表
示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、第１表示パネル１４００ａのカット線ＣＵＴ
２に対応する部分に、カット線ＣＵＴ３が表示され、第１表示パネル１４００ａの右下領
域ＡＲ１に対応する右下領域ＡＲ２に、背景画像ＨＫＢが表示されると共に、背景画像Ｈ
ＫＢにおいて第１表示パネル１４００ａの破片画像ＰＣＥ１と対応する部分が透明状態Ｃ
ＬＲに制御される。カット線ＣＵＴ３は、青色のグラデーション画像であり、第２表示パ
ネル１４００ｂにおいて、背景画像ＨＫＢ（右下領域ＡＲ２）側から、右下領域ＡＲ２以
外の領域である左側領域ＡＲ３に向けて徐々に薄く（明るく）なっている。背景画像ＨＫ
Ｂは、建物の前に存在し、パチンコ機１の演出で主役的な男性を表している。従って、図
３２０（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、右下領域ＡＲ１や右下領域ＡＲ２と対応す
る右下領域において、第２表示パネル１４００ｂに表示された背景画像ＨＫＢを背景とし
て破片画像ＰＣＥ１が示され、当該右下領域を除く左側領域に、第１表示パネル１４００
ａに表示された背景画像ＨＫＡが示されると共に、背景画像ＨＫＡと背景画像ＨＫＢとの
境界部分にカット線ＣＵＴ２とカット線ＣＵＴ３とが重なることによって明度が略一様に
表現される青色のカット線ＣＵＴ４が示される。なお、表示パネルにおいて、透明状態Ｃ
ＬＲの領域と、画像（キャラクタ画像、背景画像、装飾図柄など）が表示される領域との
境界の線をエッジ線ＥＤで示している。以下では、領域と領域との境界の線をエッジ線Ｅ
Ｄとして示す。
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【１２９１】
　図３２１は、図３２０のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２０の状態と比較して、図３２１の第１表示パネル１４００ａでは、カット線ＣＵＴ
２及び破片画像ＰＣＥ１が消去されると共に、背景画像ＨＫＡを分割するように背景画像
ＨＫＡ上を通る直線であって、カット線ＣＵＴ１と同様な直線から成るカット線ＣＵＴ５
が上辺から下辺に向けて右下がりに表示される。また、図３２０の状態と比較して、図３
２１の第２表示パネル１４００ｂでは、右下領域ＡＲ２に背景画像ＨＫＢの表示が継続さ
れているが、第１表示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、カット線ＣＵＴ５と対応
する部分が、透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３２１（Ｃ）に示すように、正面
視認画面は、右下領域ＡＲ１や右下領域ＡＲ２と対応する右下領域に、背景画像ＨＫＢが
示され、当該右下領域以外の領域に、背景画像ＨＫＡが示されると共に、背景画像ＨＫＡ
を分割するようにカット線ＣＵＴ５が示される。
【１２９２】
　図３２２は、図３２１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２１の状態と比較して、図３２２の第１表示パネル１４００ａでは、カット線ＣＵＴ
５に代えてカット線ＣＵＴ６が表示されると共に、背景画像ＨＫＡにおいて、カット線Ｃ
ＵＴ６と背景画像ＨＫＡの右辺及び下辺とで囲まれる右上領域が割れて、破片となった複
数の破片画像ＰＣＥ２が表示される。この右上領域と右下領域ＡＲ１とを合わせた領域を
合体領域ＡＲ４とも呼ぶ。第１表示パネル１４００ａにおいて、合体領域ＡＲ４では、破
片画像ＰＣＥ２及びカット線ＣＵＴ６の表示領域以外では、透明状態ＣＬＲに制御される
。このカット線ＣＵＴ６において、右下領域ＡＲ１に位置する部分は、カット線ＣＵＴ５
と同様な直線から成り、背景画像ＨＫＡに隣接する部分（右下領域ＡＲ１以外の部分）は
、上記カット線ＣＵＴ２と同様な青色のグラデーション画像となっており、背景画像ＨＫ
Ａ側から合体領域ＡＲ４（右上領域）に向けて徐々に薄くなっている。カット線ＣＵＴ６
において、グラデーション部分を除く部分を実線部分とも呼ぶ。破片画像ＰＣＥ２には、
背景画像ＨＫＡの一部がそれぞれ表される。
【１２９３】
　また、図３２１の状態と比較して、図３２２の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表
示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、第１表示パネル１４００ａにおけるカット線
ＣＵＴ６のグラデーション部分に対応する部分に、カット線ＣＵＴ７が表示され、第１表
示パネル１４００ａの合体領域ＡＲ４に対応する合体領域ＡＲ５に、背景画像ＨＫＢが表
示されると共に、背景画像ＨＫＢにおいて第１表示パネル１４００ａの破片画像ＰＣＥ２
と対応する部分、ＣＵＴ６の実線部分に対応する部分、及び、合体領域ＡＲ５以外の領域
である左側領域ＡＲ６が透明状態ＣＬＲに制御されている。カット線ＣＵＴ７は、青色の
グラデーション画像であり、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像ＨＫＢ（合体
領域ＡＲ５）側から、左側領域ＡＲ６に向けて徐々に薄くなっている。従って、図３２２
（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、合体領域ＡＲ４や合体領域ＡＲ５と対応する合体
領域において、第２表示パネル１４００ｂに表示される背景画像ＨＫＢを背景に破片画像
ＰＣＥ２が示され、当該合体領域以外の領域（左側領域ＡＲ６に対応する領域）に、第１
表示パネル１４００ａに表示される背景画像ＨＫＡが示されると共に、カット線ＣＵＴ６
のグラデーション部分とカット線ＣＵＴ７とが重なることによって表現される直線ＧＲＤ
１を含む青色のカット線ＣＵＴ８が示される。
【１２９４】
　図３２３は、図３２２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２２の状態と比較して、図３２３の第１表示パネル１４００ａでは、カット線ＣＵＴ
６及び破片画像ＰＣＥ２が消去されると共に、背景画像ＨＫＡを分割するように背景画像
ＨＫＡ上を通る直線であって、カット線ＣＵＴ１と同様な直線から成るカット線ＣＵＴ８
が上辺から左辺に向けて左下がりに表示される。また、図３２２の状態と比較して、図３
２１の第２表示パネル１４００ｂでは、合体領域ＡＲ５に背景画像ＨＫＢの表示が継続さ
れているが、第１表示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、カット線ＣＵＴ８と対応
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する部分が、透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３２３（Ｃ）に示すように、正面
視認画面は、合体領域ＡＲ４や合体領域ＡＲ５と対応する合体領域において、背景画像Ｈ
ＫＢが示され、当該合体領域以外の領域（第２表示パネル１４００ｂの左側領域ＡＲ６に
対応する領域）に、背景画像ＨＫＡが示されると共に、背景画像ＨＫＡを分割するように
カット線ＣＵＴ８が示される。
【１２９５】
　図３２４は、図３２３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２３の状態と比較して、図３２４の第１表示パネル１４００ａでは、カット線ＣＵＴ
８に代えてカット線ＣＵＴ９が表示されると共に、背景画像ＨＫＡにおいて、カット線Ｃ
ＵＴ９と背景画像ＨＫＡの左辺及び上辺とで囲まれる左上領域が割れて、破片となった複
数の破片画像ＰＣＥ３が表示される。この左上領域と合体領域ＡＲ４とを合わせた領域を
合体領域ＡＲ７とも呼ぶ。第１表示パネル１４００ａにおいて、合体領域ＡＲ７では、破
片画像ＰＣＥ３及びカット線ＣＵＴ９の表示領域以外では、透明状態ＣＬＲに制御される
。このカット線ＣＵＴ９において、合体領域ＡＲ４に位置する部分は、カット線ＣＵＴ８
と同様な直線から成り、背景画像ＨＫＡに隣接する部分（合体領域ＡＲ４以外の部分）は
、上記同様な青色のグラデーション画像となっており、背景画像ＨＫＡ側から合体領域Ａ
Ｒ７（左上領域）に向けて徐々に薄くなっている。カット線ＣＵＴ９において、グラデー
ション部分を除く部分を実線部分とも呼ぶ。破片画像ＰＣＥ３には、背景画像ＨＫＡの一
部がそれぞれ表される。
【１２９６】
　また、図３２３の状態と比較して、図３２４の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表
示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、第１表示パネル１４００ａにおけるカット線
ＣＵＴ９のグラデーション部分に対応する部分に、カット線ＣＵＴ１０が表示され、第１
表示パネル１４００ａの合体領域ＡＲ７に対応する合体領域ＡＲ８に、背景画像ＨＫＢが
表示されると共に、背景画像ＨＫＢにおいて第１表示パネル１４００ａの破片画像ＰＣＥ
３と対応する部分、カット線ＣＵＴ９の実線部分に対応する部分、及び、合体領域ＡＲ８
以外の領域である左下領域ＡＲ９が透明状態ＣＬＲに制御される。カット線ＣＵＴ１０は
、青色のグラデーション画像であり、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像ＨＫ
Ｂ（合体領域ＡＲ８）側から、左下領域ＡＲ９に向けて徐々に薄くなっている。従って、
図３２４（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、合体領域ＡＲ７や合体領域ＡＲ８と対応
する合体領域において、背景画像ＨＫＢを背景に破片画像ＰＣＥ３が示され、当該合体領
域以外の領域（第２表示パネル１４００ｂにおける左下領域ＡＲ９に対応する領域）に、
背景画像ＨＫＡが示されると共に、カット線ＣＵＴ９のグラデーション部分とカット線Ｃ
ＵＴ１０とが重なることによって表現される直線ＧＲＤ２を含む青色のカット線ＣＵＴ１
１が示される。
【１２９７】
　図３２５は、図３２４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２４の状態と比較して、図３２５の第１表示パネル１４００ａでは、カット線ＣＵＴ
９及び破片画像ＰＣＥ３が消去されると共に、カット線ＣＵＴ１２を表示し、左図柄列１
１５３ａの装飾図柄（５図柄Ｓ５、６図柄Ｓ６）が低速変動を開始した様子を表示してい
る。カット線ＣＵＴ１２は、カット線ＣＵＴ１と同じ位置に配置される。このカット線Ｃ
ＵＴ１２において、背景画像ＨＫＡに隣接する部分は、上述したような、背景画像ＨＫＡ
側から右下領域ＡＲ１に向けて徐々に薄くなる青色のグラデーション画像となっており、
合体領域ＡＲ７に位置する部分は、カット線ＣＵＴ１と同様な直線となっている。第１表
示パネル１４００ａにおいて、合体領域ＡＲ７では、装飾図柄（５図柄Ｓ５、６図柄Ｓ６
）、及び、カット線ＣＵＴ１２の表示領域以外では、透明状態ＣＬＲに制御される。カッ
ト線ＣＵＴ１２において、グラデーション部分を除く部分を実線部分とも呼ぶ。
【１２９８】
　また、図３２４の状態と比較して、図３２５の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表
示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、第１表示パネル１４００ａにおけるカット線
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ＣＵＴ１２のグラデーション部分に対応する部分に、カット線ＣＵＴ１３が表示され、合
体領域ＡＲ８に、背景画像ＨＫＢの表示が継続されると共に、背景画像ＨＫＢにおいて、
第１表示パネル１４００ａの装飾図柄と対応する部分、及び、直線ＣＵ１２の実線部分に
対応する部分が透明状態ＣＬＲに制御されている。カット線ＣＵＴ１２は、青色のグラデ
ーション画像であり、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像ＨＫＢ（合体領域Ａ
Ｒ８）側から、左下領域ＡＲ９に向けて徐々に薄くなっている。従って、図３２５（Ｃ）
に示すように、正面視認画面は、合体領域ＡＲ７や合体領域ＡＲ８と対応する合体領域に
示される背景画像ＨＫＢ、または、当該合体領域以外の領域（左下領域ＡＲ９に対応する
領域）に示される背景画像ＨＫＡを背景として、左図柄列１１５３ａにおける低速変動中
の装飾図柄（５図柄Ｓ５、６図柄Ｓ６）が示されると共に、背景画像ＨＫＡと背景画像Ｈ
ＫＢとの境界部分を通る直線であって、カット線ＣＵＴ１２のグラデーション部分とカッ
ト線ＣＵＴ１３とが重なることによって表現される直線ＧＲＤ３を含む青色のカット線Ｃ
ＵＴ１４が示される。
【１２９９】
　図３２６は、図３２５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２５の状態と比較して、図３２６の第１表示パネル１４００ａでは、カット線ＣＵＴ
１２が消去されると共に、背景画像ＨＫＡが完全に割れて、破片となった破片画像ＰＣＥ
４が表示される。左図柄列１１５３ａにおける装飾図柄の低速変動は継続されている。破
片画像ＰＣＥ４には、背景画像ＨＫＡの一部がそれぞれ表示される。また、図３２５の状
態と比較して、図３２６の第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００
ａを重ね合わせた場合に、装飾図柄及び破片画像ＰＣＥ４とそれぞれ対応する領域を除い
て、背景画像ＨＫＢが全領域を用いて表示される。なお、背景画像ＨＫＢにおいて、当該
装飾図柄及び破片画像ＰＣＥ４とそれぞれ対応する領域は、透明状態ＣＬＲに制御される
。従って、図３２６（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第２表示パネル１４００ｂに
表示された背景画像ＨＫＢを背景として、左図柄列１１５３ａにおいて低速変動中の装飾
図柄（中図柄列１１５３ｂや右図柄列１１５３ｃで高速変動中の装飾図柄）、及び、破片
画像ＰＣＥ４が示される。
【１３００】
　図３２７は、図３２６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２６の状態と比較して、図３２７の第１表示パネル１４００ａでは、破片画像ＰＣＥ
４が消去され、背景画像ＨＫＡは表示されず、左図柄列１１５３ａを低速変動中の装飾図
柄と、中図柄列１１５３ｂ及び右図柄列１１５３ｃを高速変動中の装飾図柄のみが表示さ
れる。また、図３２６の状態と比較して、図３２７の第２表示パネル１４００ｂでは、第
１表示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、図３２６の第１表示パネル１４００ａで
表示されていた破片画像ＰＣＥ４と対応した場所も背景画像ＨＫＡが表示される。第１表
示パネル１４００ａの装飾図柄に対応する領域は、透明状態ＣＬＲの制御が継続されてい
る。従って、図３２７（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第２表示パネル１４００ｂ
に表示された背景画像ＨＫＢを背景として、低速変動または高速変動中の装飾図柄のみが
示される。
【１３０１】
　図３２８は、図３２７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３２７の状態と比較して、図３２８の第１表示パネル１４００ａでは、背景画像ＨＫＡ
が再表示されると共に、左図柄列１１５３ａにおいて７図柄Ｓ７が停止表示され、右図柄
列１１５３ｃにおいても７図柄Ｓ７が停止表示されて、リーチ状態を形成した様子が表示
される。また、第２表示パネル１４００ｂでは、全領域が再び透明状態ＣＬＲに制御され
る。従って、図３２８（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａ
の表示内容と同じように、背景画像ＨＫＧを背景として、７図柄Ｓ７を用いたリーチ状態
が示される。この後、リーチ演出（リーチ成立後演出）が行われる。
【１３０２】
　ところで、上述した画面カット予告演出は、図３１８～図３２８に示すように、次のよ
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うな４つの工程を経ている。その後は、リーチ状態を報知し、リーチ演出（リーチ成立後
演出）へと移行する。
　第１工程：まず、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＡが、カット線
ＣＵＴ１（図３１９参照）によってカットされることで、第１表示パネル１４００ａより
後方の第２表示パネル１４００ｂに表示された背景画像ＨＫＢの一部が出現する（図３２
０参照）。
　第２工程：次に、背景画像ＨＫＡが、カット線ＣＵＴ５（図３２１参照）によってカッ
トされることで、さらに背景画像ＨＫＢの一部がさらに出現する（図３２２、図３２３参
照）。
　第３工程：さらに、背景画像ＨＫＡが、カット線ＣＵＴ８（図３２３参照）によってカ
ットされることで、大部分の背景画像ＨＫＢが出現する（図３２４、図３２５参照）。
　第４工程：背景画像ＨＫＡが、最後にカット線ＣＵＴ１４（図３２５参照）によってカ
ットされることで、すべての背景画像ＨＫＡが消え、背景画像としては背景画像ＨＫＢの
みが出現した状態となる（図３２６、図３２７参照）。
【１３０３】
　しかし、本演出例の画面カット予告演出は、上述した演出に限られず、上記第１工程、
上記第２工程、及び、上記第３工程のそれぞれにおいて、次の工程に移行せず、リーチ状
態を報知後、リーチ演出へと移行する演出表示パターンが存在する。例えば、本演出例の
画面カット予告演出は、上記第３工程において、背景画像ＨＫＡが、カット線ＣＵＴ８（
図３２３参照）によってカットされることによって、大部分の背景画像ＨＫＢが出現した
後、第４工程へと移行せず（すなわち、それ以上背景画像ＨＫＡをカットせず）、直ちに
装飾図柄を用いてリーチ状態を形成させ、リーチ演出へと移行する演出表示パターンが存
在する。なお、この場合、上記第２工程は、上記第１工程を経て実現され、上記第３工程
は、上記第２工程を経て実現される。
【１３０４】
　上述した画面カット予告演出において、上記第１工程までを経る画面カット予告演出を
第１工程カット演出とも呼び、上記第２工程までを経る画面カット予告演出を第２工程カ
ット演出とも呼び、上記第３工程までを経る画面カット予告演出を第３工程カット演出と
も呼び、上記第４工程までを経る画面カット予告演出を第４工程カット演出（背景画像Ｈ
ＫＡがすべて消去）とも呼ぶ。
【１３０５】
　ここで、或る変動パターンに対応する大当たり信頼度（以下では、変動パターン信頼度
とも呼ぶ）について説明する。この変動パターン信頼度は、当該変動パターンに基づく演
出表示を、遊技者が目にした時の信頼度（大当たり期待度）であり、以下のように特定さ
れる。すなわち、図２１３、図２１５、図２１７～図２２１のテーブルには、大当たり用
変動パターンと、ハズレ用変動パターンとが登録されており、変動パターン信頼度は、大
当たり用変動パターンが選択される確率ＸＡと、当該大当たり用変動パターンと同じ種類
の演出表示を規定するハズレ用変動パターンが選択される確率ＹＡとを用いて、以下の式
で、算出される（確率ＸＡ及び確率ＹＡについては、上記テーブルから求まる）。
　変動パターン信頼度＝ＸＡ／（ＸＡ＋ＹＡ）
　なお、「同じ種類の演出表示」は、同一の演出表示に限らず、装飾図柄の変動時間がほ
ぼ同じであると共に、演出の主要部が同じである演出表示（例えば、後述するリーチ演出
表示や特殊演出表示等）を含み、所定領域の色の相異や所定キャラの登場など、いわゆる
、チャンスアップ演出が異なる演出表示も含む。例えば、図２１８の表の番号２０の演出
表示（実写リーチＡ当り）と、図２２０の表の番号９４の演出表示（実写リーチＡハズレ
）とは、同じ種類の演出表示（実写リーチＡ）を規定している。従って、変動パターン信
頼度は、当該変動パターンに基づく演出表示（リーチ演出表示や特殊演出表示等）にかか
る大当たり信頼度、言い換えれば、当該変動パターンに基づく演出表示（リーチ演出表示
や特殊演出表示等）を遊技者が見た時の見かけ上の大当たり信頼度であるとも言える。
【１３０６】
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　本実施形態では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、外部通常状態及び外部有利状態におい
て、変動タイプが通常の場合には、変動パターンに応じて、「画面カット予告演出」を行
う否かを決定する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターン毎にグループ分けされた
カット予告演出振り分けテーブルＬＬＬ（図示せず）を用いて、その決定を行う。このカ
ット予告演出振り分けテーブルＬＬＬは、周辺制御基板４１４０に設けられる。
【１３０７】
　本実施形態では、カット予告演出振り分けテーブルＬＬＬは、各変動パターンを、変動
パターン信頼度の高い順に並べ、その順に従って区分されるＬ（Ｌは２以上の自然数）個
のサブテーブルを含んでいる。この場合、サブテーブルのうち、最も変動パターン信頼度
の高い変動パターンが集まるサブテーブルを、テーブル番号Ｌと呼び、変動パターン信頼
度の次に高い変動パターンが集まるサブテーブルを、テーブル番号（Ｌ－１）と呼び、変
動パターン信頼度がその次に高い変動パターンが集まるサブテーブルを、テーブル番号（
Ｌ－２）と呼び、この法則で、各サブテーブルのテーブル番号を呼ぶ。従って、テーブル
番号１のサブテーブルは、最も変動パターン信頼度が低い変動パターンが集まるサブテー
ブルである。
【１３０８】
　各サブデーブルは、第１工程カット演出～第４工程カット演出と、乱数とが対応付けら
れており、サブテーブルごとに、それら演出の振り分け率が異なっている。すなわち、各
サブテーブルにおいて、テーブル番号が大きいほど、第Ｍ工程カット演出（Ｍは１、２、
３、４のいずれか）において、Ｍの値が大きい第Ｍカット演出が選択される確率が高くな
るように設定されている。例えば、各サブデーブルは、テーブル番号が大きいほど、第４
工程カット演出が選択される率が高くなるように設定されている。
【１３０９】
　従って、主制御ＭＰＵ４１００ａによって、変動パターン信頼度が高い変動パターンが
選択されるほど、Ｍの値が大きい第Ｍカット演出が選択されることとなる。言い換えれば
、第１表示パネル１４００ａにおける背景画像ＨＫＡの表示領域が減れば減るほど、第２
表示パネル１４００ｂにおける背景画像ＨＫＢの表示領域が拡大すればするほど、大当た
りとなる確率が高くなっている。すなわち、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａを含む周辺制御基
板４１４０は、第Ｍカット演出を選択した場合に、大当たりとなる確率が、第（Ｍ－１）
カット演出を選択した場合に、大当たりとなる確率よりも高くなるように構成されている
。
【１３１０】
　以上のようにすれば、上述した第Ｍ工程カット演出の出現時（例えば、第４工程カット
演出の出現時）には、第（Ｍ－１）工程カット演出の出現時（例えば、第３工程カット演
出の出現時）と比較して、大当たり信頼度の高いリーチ演出に移行する確率を高くするこ
とができる。その結果、上記画面カット予告演出の出現時において、上記工程数が増えれ
ば増えるほど、すわなち、背景画像ＨＫＡが割れて（消えて）背景画像ＨＫＢの露出が増
えれば増えるほど、遊技者に対して大当たりへの期待感を抱かせることができ、興趣性溢
れるパチンコ機を提供することが可能となる。そして、この場合、２つのパネル画像間で
背景画像の移り変わりが行われており、すなわち、第１表示パネル１４００ａの背景画像
ＨＫＡが割れる動作（消える動作）と、第２表示パネル１４００ｂにおける背景画像ＨＫ
Ｂの露出動作とが並行して行われているので、背景画像ＨＫＢの露出動作をダイナミック
に表現することができ、背景画像ＨＫＡが割れて背景画像ＨＫＢが露出することによって
もたらされる大当たりへの期待感を飛躍的に高めることができる。
【１３１１】
　また、以上のように、上述した画面カット予告演出では、各表示パネルにおいて、、明
→暗の配置が逆転したグラデーション画像を遊技者から見て重なる位置にそれぞれ配置す
るようにしている。このようにすれば、正面視認画面において、略一様な明度のカット線
として表示することが可能となると共に、所定の間隔をあけて配置された２つの表示パネ
ルで当該カット線を形成することによって、当該カット線に奥行き感を持たせることがで
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き、視覚的に強調することが可能となる。
【１３１２】
　なお、上記画面カット予告演出では、第Ｍ工程カット演出（Ｍは１、２、３、４のいず
れか）を経て、りーチ状態を報知し、リーチ演出（リーチ成立後演出）へと移行する態様
、すなわち、背景画像ＨＫＡが割れて背景画像ＨＫＢが表示される工程をＭ回繰り返す態
様を含んでいるが、本発明は、これに限られるものではない。例えば、第ＭＮ工程カット
演出（ＭＮは、５以上の整数）を経て、りーチ状態を報知し、リーチ演出（リーチ成立後
演出）へと移行する態様、すなわち、背景画像ＨＫＡが割れて背景画像ＨＫＢが表示され
る工程をＭＮ回繰り返す態様を含んでいてもよい。この場合もＭＮの値が大きいほど、第
ＭＮ工程カット演出における大当たり信頼度が向上するようにすればよい。このようにす
れば、画面カット予告演出の出現時において、より上記工程数が増えるので、より遊技者
に対して大当たりへの期待感を抱かせることができ、興趣性溢れるパチンコ機を提供する
ことが可能となる。そして、この場合、第１表示パネル１４００ａの背景画像ＨＫＡが割
れる動作（消える動作）と、第２表示パネル１４００ｂにおける背景画像ＨＫＢの露出動
作とが並行して行われている回数が増えるので、背景画像ＨＫＢの露出動作をよりダイナ
ミックに表現することができ、背景画像ＨＫＡが割れて背景画像ＨＫＢが露出することに
よってもたらされる大当たりへの期待感をさらに飛躍的に高めることができる。
【１３１３】
　第２演出例：
　以下に、画面カット予告演出の第２演出例を説明する。本演出例における周辺制御ＭＰ
Ｕ４１４０ａは、画面カット予告演出の上記第１演出例と同様に、主制御基板４１００に
おいて決定された変動パターンが所定のリーチ演出を含む場合であって、変動タイプが「
通常」である場合には、上述した通常リーチ成立前演出の他にリーチ成立前演出として画
面カット予告演出を選択する場合がある。本演出例における画面カット予告演出では、表
示パネルにおけるグラデーション画像の表示方法が第１演出例のグラデーション画像の表
示方法と異なる。その他の点については、同様であり、説明は省略する。本演出例の画面
カット予告演出について、図３２９を参照して説明する。
【１３１４】
　図３２９は、図３２０に示す演出シーンと同じタイミングで示される演出シーンを表す
図である。なお、図３２９において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示
し、（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４
００ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される
内容（正面視認画面）の図を示す。
【１３１５】
　本演出例では、図３２９に示すように、グラデーション画像の表示位置以外は、図３２
０と同様である。具体的には、本演出例においても、第１表示パネル１４００ａにおいて
、カット線ＣＵＴ２であるグラデーション画像（本演出例では、グラデーション画像ＡＡ
とも呼ぶ）の表示位置は、図３２０（Ａ）と同様である。第１表示パネル１４００ａにお
いて、グラデーション画像ＡＡの表示領域を第１領域ＡＲＮ１とも呼び、グラデーション
画像ＡＡの下辺を下辺ＡＡＳとも呼び、グラデーション画像ＡＡの上辺を上辺ＡＡＵとも
呼ぶ。グラデーション画像ＡＡは、背景画像ＨＫＡ側から右下領域ＡＲ１に向けて徐々に
明るく（薄く、または、透明度が高く）なっており、言い換えれば、上辺ＡＡＵから下辺
ＡＡＳに向けて徐々に明るく（薄く、または、透明度が高く）なっている。この場合、グ
ラデーション画像ＡＡにおいて、上辺ＡＡＵは、暗い（濃い、または、透明度が低い）線
となっている。
【１３１６】
　一方、本演出例では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、遊技者から見て第１表示パ
ネル１４００ａのグラデーション画像ＡＡ（第１領域ＡＲＮ１）と重なる領域（以下では
、第２領域とも呼ぶ）ＡＲＮ２に隣接した領域（以下では、第３領域とも呼ぶ）ＡＲＮ３
に、カット線ＣＵＴ３であるグラデーション画像（本演出例では、グラデーション画像Ｂ
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Ｂとも呼ぶ）を表示させる。グラデーション画像ＢＢの下辺を下辺ＢＢＳとも呼び、グラ
デーション画像ＢＢの上辺を上辺ＢＢＵとも呼ぶ。グラデーション画像ＢＢは、背景画像
ＨＫＢ（右下領域ＡＲ２）側から、右下領域ＡＲ２以外の領域である左側領域ＡＲ３に向
けて徐々に明るくなっており、言い換えれば、下辺ＢＢＳから上辺ＢＢＵに向けて徐々に
明るくなっている。この場合、グラデーション画像ＢＢにおいて、下辺ＢＢＳは、暗い（
濃い、または、透明度が低い）線となっている。
【１３１７】
　従って、図３２９（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、グラデーション画像ＡＡとグ
ラデーション画像ＢＢとが重ならず隣接して示され、詳しくは、グラデーション画像ＡＡ
の下辺ＡＡＳ（明るい（透明度が高い）態様）と、グラデーション画像ＢＢの上辺ＢＢＵ
（明るい（透明度が高い）態様））とが隣接して示される。その結果、正面視認画面にお
けるグラデーション画像は、グラデーション画像ＡＡとグラデーション画像ＢＢによって
、暗い（透明度が低い）態様（グラデーション画像ＡＡの上辺ＡＡＵ付近）から、明るい
（透明度が高い）態様となり（グラデーション画像ＡＡの下辺ＡＡＳ、または、グラデー
ション画像ＢＢの上辺ＢＢＵ付近）、再び、暗い（透明度が低い）態様（グラデーション
画像ＢＢの下辺ＢＢＳ）となっている。
【１３１８】
　ここで、一般的に、所定平面において奥行き感のある画像を表現する際には、手前に見
えるものを明るく（薄く）して、奥に見えるものを暗く（濃く）し、奥側に影があるよう
に見せることで、当該画像において奥行き感を表現することが行われる。このような表現
方法を、以下では、一般奥行き創出表現技法とも呼ぶ。
【１３１９】
　ところで、上記実施形態のごとく、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４０
０ｂとを用いて、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＡにおいて、奥行
き感を表現しようとした場合に、上記一般奥行き創出表現技法を用いると、すなわち、背
景画像ＨＫＡを薄くする（背景画像ＨＫＡの透明度を高める）と、背景画像ＨＫＡが透け
たように見え、背景画像ＨＫＡが認識できなくなるおそれがあり、背景画像ＨＫＡにおい
て奥行き感を表現できないおそれがあった。
【１３２０】
　そこで、本演出例では、背景画像ＨＫＡと背景画像ＨＫＢとの間に、上述のごとく、グ
ラデーション画像（グラデーション画像ＡＡ及びグラデーション画像ＢＢ）を表示するよ
うにしている。このようにすれば、遊技者に対して、手前と奥の表示パネルにそれぞれ示
される濃い線、すなわち、第１表示パネル１４００ａに表示されたグラデーション画像Ａ
Ａの上辺ＡＡＵと、第２表示パネル１４００ｂに表示されたグラデーション画像ＢＢの下
辺ＢＢＳとを認識させ、軽い奥行き感を抱かせることができる。そして、グラデーション
画像ＡＡの上辺ＡＡＵ（濃い線）からグラデーション画像ＢＢへ向けて、及び、グラデー
ション画像ＢＢの下辺ＢＢＳ（濃い線）からグラデーション画像ＡＡへ向けて、それぞれ
徐々に薄くなるグラデーション態様となっていることで、グラデーション画像ＡＡの上辺
ＡＡＵとグラデーション画像ＢＢの下辺ＢＢＳとの間に、中間層があるかのごとく、遊技
者の脳内で脳内補完が行われる。その結果、遊技者に対して、グラデーション画像ＡＡの
上辺ＡＡＵと、グラデーション画像ＢＢの下辺ＢＢＳとの間に明確な奥行き感を抱かせる
ことができ、これに伴い、背景画像ＨＫＡにおいて奥行き感を表現することが可能となる
。
【１３２１】
　なお、本演出例は、図３２０に示す演出シーンと同じタイミングで示される演出シーン
で説明したが、本発明はこれに限られるものではなく、図３２２、図３２４、図３２５等
に示す演出シーンと同じタイミングで示される演出シーンに、本演出例におけるグラデー
ション画像の表示方法を適用するようにしてもよい。このようにしても上記効果を奏する
ことが可能となる。
【１３２２】
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　［ステップアップ予告］
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において決定された変動パターンが
所定のリーチ演出を含む場合であって、変動タイプが「通常」である場合には、上述した
通常リーチ成立前演出の他にリーチ成立前演出として、ステップアップ予告を選択する場
合がある。このステップアップ予告について、図３３０～図３５９を参照して説明する。
本実施形態のパチンコ機１は、４パターンのステップアップ予告を有しており、これらを
ステップアップ予告Ａ、ステップアップ予告Ｂ、ステップアップ予告Ｃ、ステップアップ
予告Ｄとして、以下にそれぞれ説明する。なお、ステップアップ予告Ａは、図３３０～図
３３６を用いて、ステップアップ予告Ｂは、図３３７～図３４２を用いて、ステップアッ
プ予告Ｃは図３４３～図３５０を用いて、ステップアップ予告Ｄは、図３５０～図３５９
を用いて、それぞれ説明を行う。図３３０～図３５９において、（Ａ）は第１表示パネル
１４００ａの表示内容を示し、（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（
Ｃ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが
重ね合わされて表現される内容（正面視認画面）の図を示す。
【１３２３】
　＜ステップアップ予告Ａ＞
　図３３０～図３３６は、本演出例にステップアップ予告Ａ演出として液晶表示装置１４
００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３３０～図３３６は
、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３３０～図３
３６を図番に従って見ていくことで、ステップアップ予告Ａ演出としての動画像の内容を
把握できる。
【１３２４】
　このステップアップ予告Ａ演出は、上述の画面カット予告演出で説明した図３１８のご
とく、背景画像を背景として、左図柄列、中図柄列、及び、右図柄列において、それぞれ
装飾図柄が高速変動表示している状態から発展して実現される。
【１３２５】
　図３３０は、ステップアップ予告Ａ演出の突入時の様子を説明するための図である。ま
ず、ステップアップ予告Ａ演出では、図３３０に示すように、第１表示パネル１４００ａ
において、表示領域が、３行３列のマトリックス状に９分割され、分割された各領域に１
つのパネル画像が表示される。これらパネル画像の色は、薄いグレーで示される。分割さ
れた領域をそれぞれ分割領域とも呼ぶ。また、図３３０に示すように、ｉ行ｊ列の分割領
域を分割領域Ａｉｊ（ｉ＝１ｏｒ２ｏｒ３,ｊ＝１ｏｒ２ｏｒ３）とも呼ぶ。各分割領域
Ａｉｊのパネル画像において、分割領域Ａ１１、分割領域Ａ１２、分割領域Ａ１３、分割
領域Ａ２１、分割領域Ａ２２、分割領域Ａ２３、分割領域Ａ３１、分割領域Ａ３２、分割
領域Ａ３３の順に、Ｔ、Ｈ、Ｅ、Ｍ、Ａ、Ｔ、Ｒ、Ｉ、Ｘの文字が表示されている。各分
割領域Ａｉｊのパネル画像上には、星状画像ＨＳが表示されている。
【１３２６】
　なお、以下では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、遊技者から見て第１表示パネル
１４００ａの各分割領域Ａｉｊとそれぞれ対応する領域を、分割領域Ｂｉｊとする。例え
ば、第２表示パネル１４００ｂにおいて、分割領域Ａ１１と対応する領域を分割領域Ｂ１
１とし、分割領域Ａ２２に対応する領域を分割領域Ｂ２２とする。さらに、以下では、正
面視認画面において、第１表示パネル１４００ａの各分割領域Ａｉｊ（第２表示パネル１
４００ｂにおける各分割領域Ｂｉｊ）にそれぞれ対応する領域を、分割領域Ｃｉｊとする
。例えば、正面視認画面において、分割領域Ａ１１に対応する領域を分割領域Ｃ１１とし
、分割領域Ａ２２に対応する領域を分割領域Ｃ２２とする。
【１３２７】
　また、第２表示パネル１４００ｂは、透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３３０
（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの分割領域Ａｉｊに対
応する分割領域Ｃｉｊに表示されたパネル画像がそれぞれ示される。
【１３２８】
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　図３３１は、図３３０のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３０の状態と比較して、図３３１の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ２１
において、「Ｍ」の文字が示されるパネル画像が消去され、透明状態ＣＬＲに制御される
。また、図３３０の状態と比較して、図３３１の第２表示パネル１４００ｂでは、分割領
域Ｂ２１に、パチンコ機１の演出で悪玉キャラである男性が表示される。第２表示パネル
１４００ｂにおいて、分割領域Ｂ２１以外の領域は、透明状態ＣＬＲが継続される。従っ
て、図３３１（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３３０の状態と比較して、９つの
パネル画像のうち、分割領域Ｃ２１のパネル画像に代わって、分割領域Ｃ２１に悪玉キャ
ラである男性が出現したように示される。このようにすれば、悪玉キャラの男性は、第２
表示パネル１４００ｂに表示されるので、パネル画像がめくれて悪玉キャラが出現する様
子を、奥行き感溢れる態様で、ダイナミックに表現することができる。
【１３２９】
　図３３２は、図３３１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３１の状態と比較して、図３３２の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ２３
において、「Ｔ」の文字が示されるパネル画像が消去され、透明状態ＣＬＲに制御される
と共に、分割領域Ａ２２における「Ａ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示さ
れる。また、図３３１の状態と比較して、図３３２の第２表示パネル１４００ｂでは、分
割領域Ｂ２３に、パチンコ機１の演出で、上記悪玉キャラに対する善玉キャラである女性
が表示される。第２表示パネル１４００ｂにおいて、分割領域Ｂ２１、及び、分割領域Ｂ
２３以外の領域は、透明状態ＣＬＲが継続される。従って、図３３２（Ｃ）に示すように
、正面視認画面は、図３３１の状態と比較して、８つのパネル画像のうち、分割領域Ｃ２
２のパネル画像が濃い赤で示され、分割領域Ｃ２３のパネル画像に代わって、分割領域Ｃ
２３に善玉キャラである女性が出現したように示される。このようにすれば、善玉キャラ
の女性は、第２表示パネル１４００ｂに表示されるので、パネル画像がめくれて善玉キャ
ラが出現する様子を、奥行き感溢れる態様で、ダイナミックに表現することができる。ま
た、分割領域Ｃ２２のパネル画像が薄いグレーから濃い赤に変化しているので、次にこの
パネル画像がめくれて、２行目がビンゴとなり、期待度の高い演出に発展するのではない
かという期待感を演出することができる。
【１３３０】
　図３３３は、図３３２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３２の状態と比較して、図３３３の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ３３
において、「Ｘ」の文字が示されるパネル画像が消去され、透明状態ＣＬＲに制御される
と共に、分割領域Ａ１３における「Ｅ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示さ
れる。また、図３３２の状態と比較して、図３３３の第２表示パネル１４００ｂでは、分
割領域Ｂ３３に、パチンコ機１の演出で、上記悪玉キャラに対する善玉キャラである男性
が表示される。第２表示パネル１４００ｂにおいて、分割領域Ｂ２１、分割領域Ｂ２３、
及び、分割領域Ｂ３３以外の領域は、透明状態ＣＬＲが継続される。従って、図３３３（
Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３３２の状態と比較して、７つのパネル画像のう
ち、分割領域Ｃ３３のパネル画像に代わって、分割領域Ｃ３３に善玉キャラである男性が
出現したように示される。このようにすれば、善玉キャラの男性は、第２表示パネル１４
００ｂに表示されるので、パネル画像がめくれて善玉キャラが出現する様子を、奥行き感
溢れる態様で、ダイナミックに表現することができる。また、分割領域Ｃ１３のパネル画
像が薄いグレーから濃い赤に変化しているので、次にこのパネル画像がめくれて、３列目
がビンゴとなり、期待度の高い演出に発展するのではないかという期待感を演出すること
ができる。
【１３３１】
　図３３４は、図３３３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３３の状態と比較して、図３３４の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ１３
において、「Ｅ」の文字が示されるパネル画像が消去され、透明状態ＣＬＲに制御される
。また、図３３３の状態と比較して、図３３４の第２表示パネル１４００ｂでは、分割領
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域Ｂ１３に、パチンコ機１の演出で、上記悪玉キャラに対する善玉キャラであって、主役
的な男性が表示される。第２表示パネル１４００ｂにおいて、分割領域Ｂ２１、分割領域
Ｂ２３、分割領域Ｂ３３、及び、分割領域Ｂ１３以外の領域は、透明状態ＣＬＲが継続さ
れる。従って、図３３４（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３３３の状態と比較し
て、６つのパネル画像のうち、分割領域Ｃ１３のパネル画像に代わって、分割領域Ｃ１３
に善玉キャラであって主役的な男性が出現したように示される。このようにすれば、主役
的な男性は、第２表示パネル１４００ｂに表示されるので、パネル画像がめくれて主役的
な男性が出現する様子を、奥行き感溢れる態様で、ダイナミックに表現することができる
。
【１３３２】
　図３３５は、図３３４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３５の第１表示パネル１４００ａでは、図３３４の状態が保たれている。また、図３
３４の状態と比較して、図３３５の第２表示パネル１４００ｂでは、分割領域Ｂ１３、分
割領域Ｂ２３、及び、分割領域Ｂ３３に、３列目がビンゴしたことを示すラインＬＮ１が
表示される。従って、図３３５（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３３４の状態と
比較して、３列目にラインＬＮ１が示される。このようにすれば、遊技者は、３列目がビ
ンゴしたこをいち早く認知することができ、今後の展開にワクワクドキドキしながら、期
待を持つことが可能となる。
【１３３３】
　図３３６は、図３３５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３５の状態と比較して、図３３６の第１表示パネル１４００ａでは、全領域が透明状
態ＣＬＲに制御される。また、図３３５の状態と比較して、図３３６の第２表示パネル１
４００ｂでは、背景画像ＨＫＡ１が表示される。背景画像ＨＫＡ１は、ビンゴした３列目
（分割領域Ｂ１３、分割領域Ｂ２３、及び、分割領域Ｂ３３）に表示された善玉キャラで
ある２人の男性と１人の女性が示されると共に、「Ｃｏｍｐｌｅｔｅ」と示されるタイト
ルＴＬ１が示される。タイトルＴＬ１は、３列目が揃った、言い換えれば、３列目がビン
ゴしたことを示唆している。従って、図３３６（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図
３３５の状態と比較して、第１表示パネル１４００ａからすべての表示が消去され、第２
表示パネル１４００ｂにおいて背景画像ＨＫＡ１が示され、すなわち、分割領域において
３列目がビンゴしたことを示唆するタイトルＴＬ１が示され、ビンゴした３列目に表示さ
れた善玉キャラである２人の男性と１人の女性が示される。このように、第１表示パネル
１４００ａのパネル画像が消去されると共に、第２表示パネル１４００ｂにおいて、３列
目がビンゴしたことを示唆する表示が改めて行われるので、遊技者は、今まで目に入って
いた第１表示パネル１４００ａのパネル画像を見ることなく、視線のすべてが第１表示パ
ネル１４００ａよりも奥（遠く）にある第２表示パネル１４００ｂに注がれ、３列目がビ
ンゴしたことを示唆する表示を注視することになる。従って、遊技者は、視線の移り変わ
りによる刺激によって、当該表示を印象付けて視認することが可能となる。その結果、遊
技者に対して、今後の演出（例えば、リーチ演出）に大きな期待感を抱かせることができ
、興趣性溢れるパチンコ機を提供することができる。
【１３３４】
　ところで、本実施形態では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、外部通常状態及び外部有利
状態において、変動タイプが通常の場合には、変動パターンに応じて、「ステップアップ
予告Ａ演出」を行う否かを決定する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターン毎にグ
ループ分けされたステップアップ予告Ａ演出振り分けテーブルＯＯＯ（図示せず）に基づ
いて、その決定を行う。このステップアップ予告Ａ演出振り分けテーブルＯＯＯは、周辺
制御基板４１４０に設けられる。
【１３３５】
　本演出例では、ステップアップ予告Ａ演出振り分けテーブルＯＯＯは、各変動パターン
が、変動パターン信頼度の高い順に並べられ、その順に従って区分される２個のサブテー
ブルから成る。この場合、サブテーブルのうち、最も変動パターン信頼度の高い変動パタ
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ーンが集まる一方のサブテーブルを、テーブル番号２と呼び、他方のサブテーブルを、テ
ーブル番号１と呼ぶ。
【１３３６】
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御ＭＰＵ４１００ａから送られてきた変動パターン
が、テーブル番号１のサブテーブルに属する場合には、ステップアップ予告Ａ演出を行わ
ない旨を決定し、変動パターンがテーブル番号２のサブテーブルに属する場合には、ステ
ップアップ予告Ａ演出を行うことを決定する。従って、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主
制御ＭＰＵ４１００ａによって、変動パターン信頼度が比較的高い変動パターンが選択さ
れた場合には、ステップアップ予告Ａ演出を実行し、変動パターン信頼度が比較的低い変
動パターンが選択された場合には、ステップアップ予告Ａ演出は実行しない。すなわち、
遊技者からみれば、ステップアップ予告Ａ演出が実行されたということは、変動パターン
に基づくリーチ演出が、比較的高い大当たり信頼度を有するということになる。このよう
にすれば、遊技者は、ステップアップ予告Ａ演出が出現すれば、言い換えれば、第１表示
パネル１４００ａの分割領域において、パネル画像が１列（１行）消去されて、第２表示
パネル１４００ｂの対応領域に善玉キャラが表示されれば（ビンゴすれば）、その後のリ
ーチ演出が高い大当たり信頼度であることを認識するようになり、ステップアップ予告Ａ
演出の出現を心待ちにするようになる。その結果、ステップアップ予告Ａ演出を行うこと
で、遊技機の遊技演出を趣向性あるものすることができる。
【１３３７】
　＜ステップアップ予告Ｂ＞
　図３３７～図３４２は、本演出例にステップアップ予告Ｂ演出として液晶表示装置１４
００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３３７～図３４２は
、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３３７～図３
４２を図番に従って見ていくことで、ステップアップ予告Ｂ演出としての動画像の内容を
把握できる。
【１３３８】
　このステップアップ予告Ｂ演出は、上述の画面カット予告演出で説明した図３１８のご
とく、背景画像を背景として、左図柄列、中図柄列、及び、右図柄列において、それぞれ
装飾図柄が高速変動表示している状態から発展して実現される。そして、ステップアップ
予告Ｂ演出は、その後、ステップアップ予告Ａ演出の図３３０～図３３２に示す演出と同
様の演出を行う。このステップアップ予告Ｂ演出においても、第１表示パネル１４００ａ
、第２表示パネル１４００ｂ、及び、正面視認画面における分割領域を、それぞれ、分割
領域Ａｉｊ、分割領域Ｂｉｊ、及び、分割領域Ｃｉｊとする。
【１３３９】
　図３３７は、ステップアップ予告Ａ演出の図３３２に示す演出と同様の演出から数フレ
ーム後のフレーム画像が示されている。ステップアップ予告Ａ演出の図３３２に示す演出
と同様の状態と比較して、図３３７の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ２３以
外の分割領域におけるパネル画像の色が濃い紫に表示され、左辺から光が差し込んだよう
に表現される光画像ＧＫＯが表示されると共に、分割領域の２行目（分割領域Ａ２１、分
割領域Ａ２２、分割領域Ａ２３）にラインＬＮ２Ａが表示される。なお、第１表示パネル
１４００ａにおいて、ラインＬＮ２Ａは、透明状態ＣＬＲに制御されることによって表現
される。また、ステップアップ予告Ａ演出の図３３２に示す演出と同様の状態と比較して
、図３３７の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａを重ね合わせた
場合に、ラインＬＮ２Ａと対応する領域に、ラインＬＮ２Ｂが表示される。第２表示パネ
ル１４００ｂにおいて、ラインＬＮ２Ｂは、ラインＬＮ２Ａと同様、透明状態ＣＬＲに制
御されることによって表現される。従って、図３３７（Ｃ）に示すように、正面視認画面
は、ステップアップ予告Ａ演出の図３３２に示す演出と同様の状態と比較して、表示され
ている全パネル画像が濃い紫色に変化して示され、左辺から光が差し込んだように表現さ
れる光画像ＧＫＯが示されると共に、分割領域の２行目（分割領域Ｃ２１、分割領域Ｃ２
２、分割領域Ｃ２３）にラインＬＮ２Ｃが示される。このようにすれば、遊技者は、全パ
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ネル画像の色が濃い色に変化したこと、及び、光画像ＧＫＯの出現によって、「何かが起
こるかも！？」等、今後の未知なる展開への期待感を抱くことができ、また、ラインＬＮ
２Ｃの出現によって、リーチ演出への発展の期待感を抱くことができる。
【１３４０】
　図３３８は、図３３７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３７の状態と比較して、図３３８の第１表示パネル１４００ａでは、光画像ＧＫＯが
消去されると共に、ラインＬＮ２Ａが縦方向に膨らんむことによって生じた領域に示され
るウインド状画像Ｗｄ１が表示される。第１表示パネル１４００ａにおいて、ウインド状
画像Ｗｄ１は、２行目（分割領域Ａ２１、分割領域Ａ２２、及び、分割領域Ａ２３）を覆
い隠すように表示される。また、ウインド状画像Ｗｄ１は、上述のステップアップ予告Ａ
演出で出現した善玉キャラである女性と同じ人物であり、左手に電話を持っている様子が
示される。また、図３３７の状態と比較して、図３３８の第２表示パネル１４００ｂでは
、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３３８（Ｃ）に示すように、正面視
認画面は、図３３７の状態と比較して、光画像ＧＫＯが消え、ラインＬＮ２Ｃが縦方向に
膨らむことによって生じた領域に分割領域の２行目を覆い隠すように配置されるウインド
状画像Ｗｄ１が示される。このようにすれば、遊技者は、ラインＬＮ２Ｃからウインド状
画像Ｗｄ１が出現したように感じ、今後の未知なる展開への期待感を増長することができ
る。
【１３４１】
　図３３９は、図３３８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３８の状態と比較して、図３３９の第１表示パネル１４００ａでは、再度光画像ＧＫ
Ｏが表示され、ウインド状画像Ｗｄ１が縦方向に膨らむと共に横方向に縮むことによって
生じたウインド状画像Ｗｄ２が表示される。第１表示パネル１４００ａにおいて、ウイン
ド状画像Ｗｄ２は、分割領域Ａ２１の一部、分割領域Ａ２２、及び、分割領域Ａ２３の一
部を覆い隠すように表示される。また、ウインド状画像Ｗｄ２は、ウインド状画像Ｗｄ１
と同様に、善玉キャラである女性が左手に電話を持っている様子が示される。また、図３
３８の状態と比較して、図３３９の第２表示パネル１４００ｂでは、図３３７の状態と同
様に、分割領域Ｂ２１に悪玉キャラである男性が表示され、分割領域Ｂ２３に、善玉キャ
ラである女性が表示される。従って、図３３９（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図
３３８の状態と比較して、再度光画像ＧＫＯが示され、分割領域Ｃ２１の一部、分割領域
Ｃ２２、及び、分割領域Ｃ２３の一部を覆い隠すように配置されるウインド状画像Ｗｄ２
が示されると共に、分割領域Ｃ２１に悪玉キャラである男性が光画像ＧＫＯに浮かび上が
るように示され、分割領域Ｃ２３において、ウインド状画像Ｗｄ２以外の部分に、善玉キ
ャラである女性が示される。このようにすれば、遊技者は、画面の略中央にウインド状画
像Ｗｄ２が出現したように見え、「今後どうなるんだ！」、「次に何が起こるんだ！」な
どと感じ、今後の未知なる展開への期待感を増長することができる。また、遊技者は、再
度光画像ＧＫＯが示されることによっても、今後の未知なる展開への期待感を増長するこ
とができる。
【１３４２】
　図３４０は、図３３９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３３９の状態と比較して、図３４０の第１表示パネル１４００ａでは、光画像ＧＫＯが
分割領域Ａｉｊ全体に広がったように表示され、ウインド状画像Ｗｄ２と同様の大きさで
あって、同様の位置に配置されるウインド状画像Ｗｄ３が表示される。ウインド状画像Ｗ
ｄ３は、ウインド状画像Ｗｄ２に示された女性と同じ女性が左手に電話を持ったまま、右
手を開いて、掌を向けている様子が示される。また、図３３９の状態と比較して、図３４
０の第２表示パネル１４００ｂでは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。
【１３４３】
　ところで、上記図３４０における演出は、携帯電話の形状に形成された左可動装飾体３
２０１（図１６５参照）を作動させて、液晶表示装置１４００の表示と協働して行われる
。図３４０の状態では、左可動装飾体３２０１は、正面視認状態では、第１表示パネル１
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４００ａ（第２表示パネル１４００ｂ）の左上に移動している。従って、図３４０（Ｃ）
に示すように、正面視認画面は、図３３９の状態と比較して、左上に左可動装飾体３２０
１が示され、光画像ＧＫＯが分割領域Ｃｉｊ全体に広がったように示されると共に、右の
掌を向けた女性を示すウインド状画像Ｗｄ３が示される。このようにすれば、遊技者は、
画面の略中央に示されるウインド状画像において、電話を持った女性が掌を遊技者側に向
けたように感じる。そして、遊技者は、左可動装飾体３２０１の出現によって、電話を持
った女性と、携帯電話を模した左可動装飾体３２０１との間で、通信が行われるなど、新
たな演出が開始されるかのような期待感を抱くことができる。また、遊技者は、光画像Ｇ
ＫＯが広がることによって、左可動装飾体３２０１の出現演出が、今後の展開に大きく寄
与すると感じることができる。さらに、第２表示パネル１４００ｂにおいて、分割領域Ｂ
２１及び分割領域Ｂ２３から人物の表示が消去されているので、人物の表示に邪魔される
ことなく光画像ＧＫＯの広がりを示すことができる。
【１３４４】
　図３４０のフレーム画像の数フレーム後において、左可動装飾体３２０１は、正面視認
画面において、左辺に沿った位置で停止する。図３４１は、図３４０のフレーム画像の数
フレーム後のフレーム画像が示されている。図３４０の状態と比較して、図３４１の第１
表示パネル１４００ａでは、左可動装飾体３２０１の開口窓３２０４に対応する窓口領域
ＫＴＲ、ウインド状画像Ｗｄ３、及び、分割領域Ａ１３に亘って示されるラインＬＮ３を
表示する。窓口領域ＫＴＲは、グレー色となっている。また、図３４０の状態と比較して
、図３４１の第２表示パネル１４００ｂでは、図３３７または２１の状態と同様に、分割
領域Ｂ２１に悪玉キャラである男性が表示され、分割領域Ｂ２３に、善玉キャラである女
性が表示される。従って、図３４１（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３４０の状
態と比較して、左辺に左可動装飾体３２０１が示され、当該左可動装飾体３２０１の開口
窓３２０４内、ウインド状画像Ｗｄ３上等にラインＬＮ３Ｃが示されると共に、分割領域
Ｃ２３の一部に善玉キャラである女性が示される。このようにすれば、遊技者は、左可動
装飾体３２０１の開口窓３２０４に絡んで、今後何かしらのアクションが起こるのではな
いか等の期待感を持つことができる。
【１３４５】
　図３４２は、図３４１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４１の状態と比較して、図３４２の第１表示パネル１４００ａでは、窓口領域ＫＴＲ
に、ウインド状画像Ｗｄ３に示される善玉キャラの女性と仲間である上述した善玉キャラ
の男性が表示され、左可動装飾体３２０１に隣接した位置であって、ウインド状画像Ｗｄ
３上に、ウインド状画像Ｗｄ４が表示される。ウインド状画像Ｗｄ４は、「心を解き放つ
んだ。」というメッセージが示される。また、図３４１の状態と比較して、図３４２の第
２表示パネル１４００ｂは、図３４１の状態と同様の状態に制御される。従って、図３４
２（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３４１の状態と比較して、左可動装飾体３２
０１の開口窓３２０４にウインド状画像Ｗｄ３に示される女性の仲間である男性が示され
、開口窓３２０４に隣接して、ウインド状画像Ｗｄ４が示される。このようにすれば、遊
技者は、ウインド状画像Ｗｄ３、左可動装飾体３２０１の開口窓３２０４、及び、ウイン
ド状画像Ｗｄ４を見ることによって、ウインド状画像Ｗｄ３の女性と、当該女性の仲間で
ある開口窓３２０４内に示される男性とが、電話を通じて通信し、開口窓３２０４の男性
が、ウインド状画像Ｗｄ３の女性に、「心を解き放つんだ」っというメッセージを送った
ように感じる。従って、遊技者は、このようなやり取りから、今後に、信頼度が高いリー
チ演出が行われるのではないかっという期待感を味わうことができる。
【１３４６】
　以上のように、ステップアップ予告Ｂ演出では、第１表示パネル１４００ａにおいて、
分割領域の一部のパネル画像が消去され、第２表示パネル１４００ｂの対応する領域に、
キャラクタ画像が表示された後、第２表示パネル１４００ｂにおけるキャラクタ画像を表
示しつつ、第１表示パネル１４００ａにおいて、消去されたパネル画像に対応する領域の
一部に、ウインド状画像を表示するようにしている。このようにすれば、ウインド状画像
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がキャラクタ画像の前面に配置されるので、ウインド状画像に奥行き感を持たせることが
でき、ウインド状画像の登場にインパクトを与えることができる。
【１３４７】
　＜ステップアップ予告Ｃ＞
　図３４３～図３５０は、本演出例にステップアップ予告Ｃ演出として液晶表示装置１４
００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３４３～図３５０は
、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３４３～図３
５０を図番に従って見ていくことで、ステップアップ予告Ｃ演出としての動画像の内容を
把握できる。
【１３４８】
　このステップアップ予告Ｃ演出は、上述の画面カット予告演出で説明した図３１８のご
とく、背景画像を背景として、左図柄列、中図柄列、及び、右図柄列において、それぞれ
装飾図柄が高速変動表示している状態から発展して実現される。
【１３４９】
　図３４３は、ステップアップ予告Ｃ演出の突入時の様子を説明するための図である。ま
ず、ステップアップ予告Ｃ演出では、上記ステップアップ予告Ａ演出及びステップアップ
予告Ｂ演出と同様に、図３４３に示すように、第１表示パネル１４００ａにおいて、表示
領域が、３行３列のマトリックス状に９分割され、分割された各領域に１つのパネル画像
が表示される。これらパネル画像の色は、薄いグレーで示される。なお、このステップア
ップ予告Ｃ演出においても、上記ステップアップ予告Ａ演出及びステップアップ予告Ｂ演
出と同様に、第１表示パネル１４００ａ、第２表示パネル１４００ｂ、及び、正面視認画
面における分割領域を、それぞれ、分割領域Ａｉｊ、分割領域Ｂｉｊ、及び、分割領域Ｃ
ｉｊとする（ｉ＝１ｏｒ２ｏｒ３,ｊ＝１ｏｒ２ｏｒ３）。各分割領域Ａｉｊのパネル画
像には、星型のマークが示されている。また、第２表示パネル１４００ｂは、透明状態Ｃ
ＬＲに制御される。従って、図３４３（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第１表示パ
ネル１４００ａの表示内容と同じように、９つの分割領域に表示されたパネル画像であっ
て、それぞれに星型のマークを付されたパネル画像が示される。
【１３５０】
　図３４４は、図３４３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４３の状態と比較して、図３４４の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ１１
、分割領域Ａ２２、及び、分割領域Ａ３３が透明状態ＣＬＲに制御される。また、図３４
３の状態と比較して、図３４４の第２表示パネル１４００ｂでは、分割領域Ｂ１１、分割
領域Ｂ２２、及び、分割領域Ｂ３３に、背景画像ＨＫＣの一部が表示されると共に、表示
された背景画像ＨＫＣ上に示されるラインであって、右下がりの斜めラインＬＮ４が表示
される。背景画像ＨＫＣには、星マークＨＳＭと、「実写リーチＢ」の文字からなるタイ
トルＴＬ２が示される。背景画像ＨＫＣは、今後のリーチ成立後の演出（リーチ演出）に
おいて、実写リーチＢ（図２１８、図２２０等参照）に発展することを示唆する画像であ
る。また、背景画像ＨＫＣには、星マークＨＳＭが３つ示されている。この星マークＨＳ
Ｍの数は、実写リーチＢの信頼度の高さを表す指標である。背景画像ＨＫＣにおいて、星
マークＨＳＭは、分割領域Ｂ２２内に示される。従って、図３４４（Ｃ）に示すように、
正面視認画面は、図３４３の状態と比較して、ラインＬＮ４Ｃが示されると共に、９つの
パネル画像のうち、斜めラインＬＮ４上にある分割領域Ｃ１１、分割領域Ｃ２２、及び、
分割領域Ｃ３３における３つのパネル画像に代わって、背景画像ＨＫＣが出現したように
示される。また、正面視認画面において、分割領域Ｃ２２に、背景画像ＨＫＣにおける星
マークＨＳＭが３つ示される。このようにすれば、背景画像ＨＫＣは、第２表示パネル１
４００ｂに表示されるので、パネル画像がめくれて背景画像ＨＫＣが出現する様子を、奥
行き感溢れる態様で、ダイナミックに表現することができる。また遊技者は、分割領域Ｃ
２２の星マークＨＳＭの数を見て、実写リーチＢの信頼度を予測できる。そして、当該信
頼度が高いと予測した場合には、今後、実写リーチＢに発展することを期待するようにな
る。
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【１３５１】
　図３４５は、図３４４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４４の状態と比較して、図３４５の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ１３
、及び、分割領域Ａ３１が透明状態ＣＬＲに制御される。また、図３４４の状態と比較し
て、図３４５の第２表示パネル１４００ｂでは、斜めラインＬＮ４が消去され、分割領域
Ｂ１３、及び、分割領域Ｂ３１に、背景画像ＨＫＣの一部が表示されると共に、表示され
た背景画像ＨＫＣ上に示されるラインであって、右上がりの斜めラインＬＮ５が表示され
る。従って、図３４５（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３４４の状態と比較して
、横ラインＬＮ５が示されると共に、６つのパネル画像のうち、斜めラインＬＮ５上にあ
る分割領域Ｃ１３、及び、分割領域Ｃ３１における２つのパネル画像に代わって、背景画
像ＨＫＣが出現したように示される。このようにすれば、背景画像ＨＫＣは、第２表示パ
ネル１４００ｂに表示されるので、パネル画像がめくれて背景画像ＨＫＣが出現する様子
を、奥行き感溢れる態様で、ダイナミックに表現することができる。
【１３５２】
　図３４６は、図３４５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４５の状態と比較して、図３４６の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ３２
が透明状態ＣＬＲに制御される。また、図３４５の状態と比較して、図３４６の第２表示
パネル１４００ｂでは、斜めラインＬＮ５が消去され、分割領域Ｂ３２に背景画像ＨＫＣ
の一部が表示されると共に、表示された背景画像ＨＫＣ上に示されるラインであって、分
割領域の３行目に引かれる横ラインＬＮ５が表示される。従って、図３４６（Ｃ）に示す
ように、正面視認画面は、横ラインＬＮ６が示されると共に、図３４５の状態と比較して
、４つのパネル画像のうち、横ラインＬＮ６上にある分割領域Ｃ３２におけるパネル画像
に代わって、背景画像ＨＫＣが出現したように示される。このようにすれば、背景画像Ｈ
ＫＣは、第２表示パネル１４００ｂに表示されるので、パネル画像がさらにめくれて背景
画像ＨＫＣが出現する様子を、奥行き感溢れる態様で、ダイナミックに表現することがで
きる。
【１３５３】
　図３４７は、図３４６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４６の状態と比較して、図３４７の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ１２
が透明状態ＣＬＲに制御される。また、図３４６の状態と比較して、図３４７の第２表示
パネル１４００ｂでは、横ラインＬＮ６が消去され、分割領域Ｂ１２に背景画像ＨＫＣの
一部が表示されると共に、表示された背景画像ＨＫＣ上に示されるラインであって、分割
領域の２列目に引かれる縦ラインＬＮ７が表示される。従って、図３４７（Ｃ）に示すよ
うに、正面視認画面は、図３４６の状態と比較して、縦ラインＬＮ７が示されると共に、
３つのパネル画像のうち、縦ラインＬＮ７上にある分割領域Ｃ１２におけるパネル画像に
代わって、背景画像ＨＫＣが出現したように示される。このようにすれば、背景画像ＨＫ
Ｃは、第２表示パネル１４００ｂに表示されるので、パネル画像がさらにめくれて背景画
像ＨＫＣが出現する様子を、奥行き感溢れる態様で、ダイナミックに表現することができ
る。
【１３５４】
　図３４８は、図３４７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４７の状態と比較して、図３４８の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ２１
、及び、分割領域Ａ２３が透明状態ＣＬＲに制御される。すなわち、第１表示パネル１４
００ａは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。また、図３４７の状態と比較して、図
３４８の第２表示パネル１４００ｂでは、縦ラインＬＮ７が消去され、分割領域Ｂ２１、
及び、分割領域Ｂ２３に背景画像ＨＫＣの一部が表示されると共に、表示された背景画像
ＨＫＣ上に示されるラインであって、分割領域の２行目に引かれる横ラインＬＮ８が表示
される。従って、図３４８（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３４７の状態と比較
して、横ラインＬＮ８が示されると共に、横ラインＬＮ８上にある分割領域Ｃ２１、及び
、分割領域Ｃ２３におけるパネル画像に代わって、背景画像ＨＫＣが出現したように示さ
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れる。すなわち、正面視認画面は、背景画像ＨＫＣのすべてが出現したように示される。
このようにすれば、背景画像ＨＫＣは、第２表示パネル１４００ｂに表示されるので、す
べてのパネル画像がめくれた際に、背景画像ＨＫＣの全容が明らかになる様子を、奥行き
感溢れる態様で、ダイナミックに表現することができる。
【１３５５】
　図３４９は、図３４８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４８の状態と比較して、図３４９の第１表示パネル１４００ａは、継続して透明状態
ＣＬＲに制御される。また、図３４８の状態と比較して、図３４９の第２表示パネル１４
００ｂでは、横ラインＬＮ８が消去され、分割領域を形成していた格子が消去されると共
に、スピード線ＳＰＮが表示される。スピード線ＳＰＮは、星マークＨＳＭとタイトルＴ
Ｌ２とを強調するように引かれている。従って、図３４９（Ｃ）に示すように、正面視認
画面は、図３４８の状態と比較して、背景画像ＨＫＣにおいて、星マークＨＳＭとタイト
ルＴＬ２とが強調されて示される。
【１３５６】
　図３５０は、図３４９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３４９の状態と比較して、図３５０の第１表示パネル１４００ａは、継続して透明状態
ＣＬＲに制御される。また、図３４９の状態と比較して、図３５０の第２表示パネル１４
００ｂでは、背景画像ＨＫＣ上に、左図柄列１１５３ａ及び右図柄列１１５３ｃにそれぞ
れ装飾図柄（７図柄Ｓ７）が表示されると共に、「ＲＥＡＣＨ」を示すタイトルＴＬ３が
表示される。従って、図３５０（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３４９の状態と
比較して、装飾図柄によってリーチ表示態様が示され、タイトルＴＬ３のごとく、リーチ
状態となったことが示される。
【１３５７】
　ところで、上述したステップアップ予告Ｃ演出は、図３４３～図３５０に示すように、
次のような５つの工程を経て、リーチ状態を報知し、リーチ演出（リーチ成立後演出）へ
と移行する。
　第１Ａ工程：まず、第１表示パネル１４００ａに表示された３つの分割領域（分割領域
Ａ１１、分割領域Ａ２２、分割領域Ａ３３）のパネル画像が消去され、第２表示パネル１
４００ｂに表示された背景画像ＨＫＣの一部が出現する（図３４４参照）。
　第２Ａ工程：次に、第１表示パネル１４００ａに表示された２つの分割領域（分割領域
Ａ１３、分割領域Ａ３１）のパネル画像が消去され、第２表示パネル１４００ｂに表示さ
れた背景画像ＨＫＣの一部がさらに出現する（図３４５参照）。
　第３Ａ工程：さらに、第１表示パネル１４００ａに表示された１つの分割領域（分割領
域Ａ３２）のパネル画像が消去され、第２表示パネル１４００ｂに表示された背景画像Ｈ
ＫＣの一部がさらに出現する（図３４６参照）。
　第４Ａ工程：次に、第１表示パネル１４００ａに表示された１つの分割領域（分割領域
Ａ１２）のパネル画像が消去され、第２表示パネル１４００ｂに表示された背景画像ＨＫ
Ｃの一部がさらに出現する（図３４７参照）。
　第５Ａ工程：そして、第１表示パネル１４００ａに表示されたすべての分割領域のパネ
ル画像が消去され、第２表示パネル１４００ｂに表示された背景画像ＨＫＣのすべてが出
現する（図３４８参照）。
【１３５８】
　本演出例のステップアップ予告Ｃ演出は、上記演出に限られず、上記第１Ａ工程、上記
第２Ａ工程、上記第３Ａ工程、または、第４Ａ工程のそれぞれにおいて、次の工程に移行
しない演出表示パターンが存在する。この場合、リーチ状態とならず、そのまま装飾図柄
を停止表示して、当該変動を終了するか、若しくは、リーチ状態とはなるものの、変動中
の装飾図柄をそのまま停止表示して終了する（いわゆる、ノーマルリーチ）。例えば、本
演出例のステップアップ予告Ｃ演出は、上記第４Ａ工程において、第１表示パネル１４０
０ａに表示された１つの分割領域（分割領域Ａ１２）のパネル画像が消去され、第２表示
パネル１４００ｂに表示された背景画像ＨＫＣの一部がさらに出現した後、第１表示パネ
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ル１４００ａの分割領域Ａ２１及び分割領域Ａ２３のパネル画像が消去されず、次の瞬間
に、左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、及び、右図柄列１１５３ｃに装飾図柄が
出現し、停止表示される演出表示パターンが存在する。なお、上記第１Ａ工程、上記第２
Ａ工程、上記第３Ａ工程、または、第４Ａ工程のそれぞれにおいて、次の工程に移行しな
い演出表示パターンでは、上記態様に限られず、リーチ状態として、背景画像ＨＫＣが示
唆するリーチ演出以外のリーチ演出（リーチ後演出）を行うようにしてもよい。
【１３５９】
　なお、上述したステップアップ予告Ｃ演出において、上記第１Ａ工程までを経るステッ
プアップ予告Ｃ演出を第１Ａ工程予告演出とも呼び、上記第２Ａ工程までを経るステップ
アップ予告Ｃ演出を第２Ａ工程予告演出とも呼び、上記第３Ａ工程までを経るステップア
ップ予告Ｃ演出を第３Ａ工程予告演出とも呼び、上記第４Ａ工程までを経るステップアッ
プ予告Ｃ演出を第４Ａ工程予告演出とも呼び、上記第５Ａ工程までを経るステップアップ
予告Ｃ演出を第５Ａ工程予告演出とも呼ぶ。
【１３６０】
　本実施形態では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、外部通常状態及び外部有利状態におい
て、変動タイプが通常の場合には、変動パターンに応じて、「ステップアップ予告Ｃ演出
」を行う否かを決定する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御ＭＰＵ４１００ａから送
られてきた変動パターンが、番号１２５～１２７の通常変動（図２２１参照）か、若しく
は、番号１２８のノーマルリーチハズレ（図２２１参照）である場合において、所定の抽
選を行って、当選した場合に、上述した第１Ａ工程予告演出～第４Ａ工程予告演出のいず
れかの演出を行うことを決定する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１Ａ工程予告演出～
第４Ａ工程予告演出のいずれかの演出を行うことを決定した場合には、さらに、所定の抽
選を行って、第１Ａ工程予告演出～第４Ａ工程予告演出のうち、いずれかの演出を選択し
、選択した演出を実行する。一方、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御ＭＰＵ４１００
ａから送られてきた変動パターンが、リーチ演出表示を行う変動パターンである場合には
、変動パターン毎にグループ分けされた予告演出振り分けテーブルＰＰＰ（図示せず）を
用いて、その決定を行う。この予告演出振り分けテーブルＰＰＰは、周辺制御基板４１４
０に設けられる。
【１３６１】
　本実施形態では、予告演出振り分けテーブルＰＰＰは、各変動パターンを、変動パター
ン信頼度の高い順に並べ、その順に従って区分されるＰ（Ｐは２以上の整数）個のサブテ
ーブルから成る。この場合、サブテーブルのうち、最も変動パターン信頼度の高い変動パ
ターンが集まるサブテーブルを、テーブル番号Ｐと呼び、次に、変動パターン信頼度の高
い変動パターンが集まるサブテーブルを、テーブル番号（Ｐ－１）と呼び、その次に、変
動パターン信頼度の高い変動パターンが集まるサブテーブルを、テーブル番号（Ｐ－２）
と呼び、この法則で、各サブテーブルのテーブル番号を呼ぶ。従って、テーブル番号１の
サブテーブルは、最も変動パターン信頼度が低い変動パターンが集まるサブテーブルであ
る。
【１３６２】
　各サブデーブルは、第５Ａ工程予告演出を行う演出表示パターン及び第５Ａ工程予告演
出を行わない演出表示パターンと、乱数とが対応付けられており、サブテーブルごとに、
それら演出の振り分け率が異なっている。すなわち、各サブテーブルにおいて、テーブル
番号が大きいほど、第５Ａ工程カット演出を行う確率が高くなるように設定されている。
【１３６３】
　従って、主制御ＭＰＵ４１００ａによって、変動パターン信頼度が高い変動パターンが
選択されるほど、第５Ａ工程予告演出が実行されることとなる。言い換えれば、第１表示
パネル１４００ａにおける分割領域のパネル画像が減れば減るほど、第２表示パネル１４
００ｂにおける背景画像ＨＫＣの表示領域が拡大すればするほど、大当たりとなる確率が
高くなる。すなわち、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａを含む周辺制御基板４１４０は、第５Ａ
予告演出を選択した場合に大当たりとなる確率が、第１Ａ予告演出～第４Ａ予告演出を選



(298) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

択した場合に大当たりとなる確率よりも高くなるように構成されている。
【１３６４】
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、或る変動パターンに基づいて、第５Ａ工程予告演出を行
うと決定した場合には、背景画像ＨＫＣのタイトルＴＬ２を当該変動パターンに基づくリ
ーチ演出を示唆する表示態様にする。そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第５Ａ工程
予告演出を実行後、背景画像ＨＫＣのタイトルＴＬ２に表示したリーチ演出を実行する。
【１３６５】
　以上のようにすれば、上述した第５Ａ工程予告演出の出現時には、第４Ａ工程予告演出
の出現時と比較して、大当たり信頼度の高いリーチ演出に移行する。その結果、上記ステ
ップアップ予告Ｃ演出の出現時において、上記工程数が増えれば増えるほど、すわなち、
第１表示パネル１４００ａのパネル画像が消えて、背景画像ＨＫＣの露出が増えれば増え
るほど、遊技者に対して大当たりへの期待感を抱かせることができ、興趣性溢れるパチン
コ機を提供することが可能となる。そして、この場合、２つのパネル画像間で画像の移り
変わりが行われており、すなわち、第１表示パネル１４００ａのパネル画像が消える動作
と、第２表示パネル１４００ｂにおける背景画像ＨＫＣの露出動作とが並行して行われて
いるので、背景画像ＨＫＣの露出動作をダイナミックに表現することができ、背景画像Ｈ
ＫＣが露出することによってもたらされる大当たりへの期待感を飛躍的に高めることがで
きる。
【１３６６】
　なお、上記画面カット予告演出では、第５Ａ工程予告演出を経て、リーチ演出（リーチ
成立後演出）へと移行する態様、すなわち、パネル画像を消去して背景画像ＨＫＣが表示
される工程を５回繰り返す態様を含んでいるが、本発明は、これに限られるものではない
。例えば、第ＭＡ工程予告演出（ＭＡは、２～４、または、６以上の整数）を経て、リー
チ演出（リーチ成立後演出）へと移行する態様、すなわち、パネル画像が割れて背景画像
ＨＫＣが表示される工程をＭＡ回繰り返した後、リーチ演出（リーチ成立後演出）へと移
行する態様を含んでいてもよい。このようにしても上記実施形態の効果を奏することがで
きる。
【１３６７】
　＜ステップアップ予告Ｄ＞
　図３５１～図３５９は、本演出例にステップアップ予告Ｄ演出として液晶表示装置１４
００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３５１～図３５９は
、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３５１～図３
５９を図番に従って見ていくことで、ステップアップ予告Ｄ演出としての動画像の内容を
把握できる。
【１３６８】
　このステップアップ予告Ｄ演出は、上述の画面カット予告演出で説明した図３１８のご
とく、背景画像を背景として、左図柄列、中図柄列、及び、右図柄列において、それぞれ
装飾図柄が高速変動表示している状態から発展して実現され、その後、ステップアップ予
告Ａ演出の図３３０に示す演出と同様の演出を行う。このステップアップ予告Ｄ演出は、
遊技者によってメインボタン３７１が押されることで、進行していく演出であり、以下で
は、遊技者によってメインボタン３７１が押されることを前提として、説明する。
【１３６９】
　図３５１は、ステップアップ予告Ａ演出の図３３０に示す演出と同様の演出から数フレ
ーム後のフレーム画像が示されている。まず、ステップアップ予告Ｄ演出では、上記ステ
ップアップ予告Ａ演出及びステップアップ予告Ｂ演出と同様に、図３５１に示すように、
第１表示パネル１４００ａにおいて、表示領域が、３行３列のマトリックス状に９分割さ
れ、分割された各領域に１つのパネル画像が表示される。これらパネル画像の色は、薄い
グレーで示される。なお、このステップアップ予告Ｄ演出においても、上記ステップアッ
プ予告Ａ演出及びステップアップ予告Ｂ演出と同様に、第１表示パネル１４００ａ、第２
表示パネル１４００ｂ、及び、正面視認画面における分割領域を、それぞれ、分割領域Ａ
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ｉｊ、分割領域Ｂｉｊ、及び、分割領域Ｃｉｊとする（ｉ＝１ｏｒ２ｏｒ３,ｊ＝１ｏｒ
２ｏｒ３）。また、第１表示パネル１４００ａのパネル画像には、ステップアップ予告Ａ
演出同様に、Ｔ、Ｈ、Ｅ、Ｍ、Ａ、Ｔ、Ｒ、Ｉ、Ｘの文字がそれぞれ表示されている。
【１３７０】
　ステップアップ予告Ａ演出の図３３０に示す演出と同様の状態と比較して、図３５１の
第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ２２において、「Ａ」の文字が示されるパネ
ル画像が消去され、透明状態ＣＬＲに制御される。また、ステップアップ予告Ａ演出の図
３３０に示す演出と同様の状態と比較して、図３５１の第２表示パネル１４００ｂでは、
分割領域Ｂ２２に、パチンコ機１の演出で悪玉キャラである男性が表示される。第２表示
パネル１４００ｂにおいて、分割領域Ｂ２２以外の領域は、透明状態ＣＬＲが継続される
。従って、図３５１（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、ステップアップ予告Ａ演出の
図３３０に示す演出と同様の状態と比較して、９つのパネル画像のうち、分割領域Ｃ２２
のパネル画像に代わって、分割領域Ｃ２２に悪玉キャラである男性が出現したように示さ
れる。このようにすれば、悪玉キャラの男性は、第２表示パネル１４００ｂに表示される
ので、パネル画像がめくれて悪玉キャラが出現する様子を、奥行き感溢れる態様で、ダイ
ナミックに表現することができる。
【１３７１】
　図３５２は、図３５１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３５２の状態と比較して、図３５２の第１表示パネル１４００ａでは、全体が暗く（濃
く）なるように制御され（いわゆる、消灯演出制御）、タイトルＴＬ４、タイトルＴＬ５
、及び、ボタン画像ＢＴＡが表示される。ボタン画像ＢＴＡは、ボタンを表し、遊技者に
メインボタン３７１（図３６４参照）を押すことを促すための画像である。タイトルＴＬ
４は、「増殖開始」の文字からなり、分割領域Ａ２２に表示された悪玉ギャラの増殖が行
われることを示唆している。タイトルＴＬ５は、「すべてのパネル画像を埋め尽くせ！！
」の文字からなり、遊技者がメインボタン３７１を押すことによって、すべてのパネル画
像をめくって上記悪玉の男性キャラを出現させることを促している。また、第２表示パネ
ル１４００ｂは、図３５１の状態と同様の状態である。従って、図３５２（Ｃ）に示すよ
うに、正面視認画面は、図３５１の状態と比較して、全体が暗く制御され、タイトルＴＬ
４、タイトルＴＬ５、及び、ボタン画像ＢＴＡが示される。このようにすれば、遊技者は
、メインボタン３７１を押すことで、パネル画像がめくれて、上記悪玉の男性キャラが増
殖していくことを認知することができ、メインボタン３７１を押すことで、遊技に参加す
る喜びを感じることができる。
【１３７２】
　図３５３は、図３５２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３５２の状態と比較して、図３５３の第１表示パネル１４００ａでは、全体を暗くして
いた制御を図３５１の状態と同様の状態に戻し、分割領域Ａ２３において、「Ｔ」の文字
が示されるパネル画像が濃い赤色に表示される。また、図３５３の第２表示パネル１４０
０ｂは、図３５２の状態と同様の状態である。従って、図３５３（Ｃ）に示すように、正
面視認画面は、図３５２の状態と比較して、全体がの明るさが図３５１の状態と同様の状
態に戻り、分割領域Ｃ２３において、「Ｔ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に示
される。このようにすれば、遊技者は、メインボタン３７１を押すことで、分割領域Ｃ２
３におけるパネル画像がめくれる可能性があることを認知することができる。従って、遊
技者にメインボタン３７１を押すことを喚起することができる。
【１３７３】
　図３５４は、図３５３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３５３の状態と比較して、図３５４の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ２３
において、パネル画像の代わりに煙画像ＫＭＲが表示されると共に、分割領域Ａ１３にお
いて、「Ｅ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示される。また、図３５３の状
態と比較して、図３５４の第２表示パネル１４００ｂでは、分割領域Ｂ２３において、分
割領域Ｂ２２と同様の悪玉キャラである男性が表示される。従って、図３５４（Ｃ）に示
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すように、正面視認画面は、図３５３の状態と比較して、分割領域Ｃ２３において、煙画
像ＫＭＲが示されると共に、分割領域Ｃ１３において、「Ｅ」の文字が示されるパネル画
像が濃い赤色に示される。このようにすれば、遊技者は、自分がメインボタン３７１を押
したことで、分割領域Ｃ２３におけるパネル画像が爆発して、めくれていると認知するこ
とができる。また、遊技者は、メインボタン３７１を押すことで、さらに分割領域Ｃ１３
におけるパネル画像がめくれる可能性があることを認知することができる。従って、遊技
者にメインボタン３７１を押すことを喚起することができる。
【１３７４】
　図３５５は、図３５４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３５４の状態と比較して、図３５５の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ１３
において、パネル画像の代わりに煙画像ＫＭＲが表示されると共に、分割領域Ａ２３にお
いて、一部に煙画像ＫＭＲが表示され、一部が透明状態ＣＬＲに制御され、さらに、分割
領域Ａ１２において、「Ｈ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示される。また
、図３５４の状態と比較して、図３５５の第２表示パネル１４００ｂでは、分割領域Ｂ１
３において、分割領域Ｂ２２と同様の悪玉キャラである男性が表示される。従って、図３
５５（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３５４の状態と比較して、分割領域Ｃ１３
及び分割領域Ｃ２３の一部において、煙画像ＫＭＲが示されると共に、分割領域Ｃ２３の
一部（煙画像ＫＭＲ以外の部分）において、分割領域Ｃ２２と同様の悪玉キャラである男
性が示され、さらに、分割領域Ｃ１２において、「Ｈ」の文字が示されるパネル画像が濃
い赤色に表示される。このようにすれば、遊技者は、自分がメインボタン３７１を押した
ことで、分割領域Ｃ１３におけるパネル画像が爆発して、めくれていると認知することが
できる。また、遊技者は、さらにメインボタン３７１を押すことで、分割領域Ｃ１２にお
けるパネル画像がめくれる可能性があることを認知することができる。従って、遊技者に
メインボタン３７１を押すことを喚起することができる。
【１３７５】
　図３５６は、図３５５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
具体的には、この図３５６は、図３５５の状態に対して、遊技者によってメインボタン３
７１が押されることにより、（１）第１表示パネル１４００ａにおいて、パネル画像が爆
発によってめくれ、（２）第２表示パネル１４００ｂにおいて、めくれたパネル画像に対
応する領域に上記男性キャラが表示される工程を、３回繰り返えした後の様子を表してい
る。
【１３７６】
　図３５５の状態と比較して、図３５６の第１表示パネル１４００ａでは、遊技者にメイ
ンボタン３７１が押されることによって、分割領域Ａ１１、分割領域Ａ１２、及び、分割
領域Ａ１３におけるパネル画像がめくれた様子を表すために、これらの分割領域が透明状
態ＣＬＲに制御されると共に、分割領域Ａ２１において、煙画像ＫＭＲが表示され、さら
に、分割領域Ａ１３において、「Ｒ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示され
る。また、図３５５の状態と比較して、図３５６の第２表示パネル１４００ｂでは、分割
領域Ｂ１１、分割領域Ｂ１２、及び、分割領域Ｂ２１において、分割領域Ｂ２２と同様の
悪玉キャラである男性が表示される。従って、図３５６（Ｃ）に示すように、正面視認画
面は、図３５５の状態と比較して、分割領域Ｃ１２において、煙画像ＫＭＲが示されると
共に、分割領域Ｃ１１、分割領域Ｃ１２、及び、分割領域Ｃ１３において、分割領域Ｃ２
２と同様の悪玉キャラである男性が示され、さらに、分割領域Ｃ１３において、「Ｒ」の
文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示される。このようにすれば、遊技者は、自分
がメインボタン３７１を押したことで、分割領域Ｃ２１におけるパネル画像が爆発して、
めくれていると認知することができる。また、遊技者は、さらにメインボタン３７１を押
すことで、分割領域Ｃ３１におけるパネル画像がめくれる可能性があることを認知するこ
とができる。従って、遊技者にメインボタン３７１を押すことを喚起することができる。
【１３７７】
　図３５７は、図３５６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
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図３５６の状態と比較して、図３５７の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ３１
において、パネル画像の代わりに煙画像ＫＭＲが表示されると共に、分割領域Ａ２１が透
明状態ＣＬＲに制御され、さらに、分割領域Ａ３２において、「Ｉ」の文字が示されるパ
ネル画像が濃い赤色に表示される。また、図３５６の状態と比較して、図３５７の第２表
示パネル１４００ｂでは、分割領域Ｂ３１において、分割領域Ｂ２２と同様の悪玉キャラ
である男性が表示される。従って、図３５７（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３
５６の状態と比較して、分割領域Ｃ３１において、煙画像ＫＭＲが示されると共に、分割
領域Ｃ２１において、分割領域Ｃ２２と同様の悪玉キャラである男性が示され、さらに、
分割領域Ｃ３２において、「Ｉ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示される。
このようにすれば、遊技者は、自分がメインボタン３７１を押したことで、分割領域Ｃ３
１におけるパネル画像が爆発して、めくれていると認知することができる。また、遊技者
は、さらにメインボタン３７１を押すことで、分割領域Ｃ３２におけるパネル画像がめく
れる可能性があることを認知することができる。従って、遊技者にメインボタン３７１を
押すことを喚起することができる。
【１３７８】
　図３５８は、図３５７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３５７の状態と比較して、図３５８の第１表示パネル１４００ａでは、分割領域Ａ３２
において、パネル画像の代わりに煙画像ＫＭＲが表示されると共に、分割領域Ａ３１が透
明状態ＣＬＲに制御され、さらに、分割領域Ａ３３において、「Ｘ」の文字が示されるパ
ネル画像が濃い赤色に表示される。また、図３５７の状態と比較して、図３５８の第２表
示パネル１４００ｂでは、分割領域Ｂ３２において、分割領域Ｂ２２と同様の悪玉キャラ
である男性が表示される。従って、図３５８（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図３
５７の状態と比較して、分割領域Ｃ３２において、煙画像ＫＭＲが示されると共に、分割
領域Ｃ３１において、分割領域Ｃ２２と同様の悪玉キャラである男性が示され、さらに、
分割領域Ｃ３３において、「Ｘ」の文字が示されるパネル画像が濃い赤色に表示される。
このようにすれば、遊技者は、自分がメインボタン３７１を押したことで、分割領域Ｃ３
２におけるパネル画像が爆発して、めくれていると認知することができる。また、遊技者
は、さらにメインボタン３７１を押すことで、分割領域Ｃ３３におけるパネル画像がめく
れる可能性があることを認知することができる。従って、遊技者にメインボタン３７１を
押すことを喚起することができる。
【１３７９】
　図３５９は、図３５８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３５８の状態と比較して、図３５９の第１表示パネル１４００ａは、全領域が透明状態
ＣＬＲに制御される。また、図３５８の状態と比較して、図３５９の第２表示パネル１４
００ｂでは、各分割領域において、悪玉キャラの男性の代わりに善玉キャラの男性がそれ
ぞれ表示され、２行目（分割領域Ｂ２１、分割領域Ｂ２２、分割領域Ｂ２３）上に、タイ
トルＴＬ６が表示される。タイトルＴＬ６は、「ＴＨＥ　ＭＡＴＲＩＸ」の文字からなり
、非常に、今後の演出に期待が持てることを表している。従って、図３５９（Ｃ）に示す
ように、正面視認画面は、図３５８の状態と比較して、各分割領域において、悪玉キャラ
の男性の代わりに善玉キャラの男性がそれぞれ表示され、２行目（分割領域Ｃ２１、分割
領域Ｃ２２、分割領域Ｃ２３）上に、タイトルＴＬ６が表示される。このようにすれば、
遊技者は、自分がメインボタン３７１を押したことで、分割領域Ｃ３３におけるパネル画
像がめくれて、すべてのパネル画像がめくれたことを認知することができ、今後の展開に
大いに興味をそそられることとなる。
【１３８０】
　ところで、上述したステップアップ予告Ｄ演出は、図３５１～図３５９に示すように、
少なくとも次のような３つの工程を経ている。その後は、リーチ状態が報知され、熱いリ
ーチ演出へと移行する。なお、上述したように、下記工程は、遊技者によってメインボタ
ン３７１が十分な回数押され、後述する条件（第１ボタン抽選に当選）を満たした場合を
想定している。
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　第１工程：まず、第１表示パネル１４００ａの７つの分割領域（分割領域Ａ１１、分割
領域Ａ１２、分割領域Ａ１３、分割領域Ａ２１、分割領域Ａ２２、分割領域Ａ２３、分割
領域Ａ３１）に表示されたパネル画像が破壊され、第２表示パネル１４００ｂにおいて、
破壊されたパネル画像に対応する７つの分割領域（分割領域Ｂ１１、分割領域Ｂ１２、分
割領域Ｂ１３、分割領域Ｂ２１、分割領域Ｂ２２、分割領域Ｂ２３、分割領域Ｂ３１）に
、悪玉キャラの男性が出現する（図３５７参照）。この第１工程は、第１表示パネル１４
００ａに表示されたパネル画像が７つ破壊された（めくれた）状態を表す工程であると言
える。
　第２工程：次に、第１表示パネル１４００ａの１つの分割領域（分割領域Ａ３２）に表
示されたパネル画像が破壊され、第２表示パネル１４００ｂにおいて、破壊されたパネル
画像に対応する分割領域（分割領域Ｂ３２）に、悪玉キャラの男性が出現する（図３５８
参照）。この第２工程は、第１表示パネル１４００ａに表示されたパネル画像が８つ破壊
された（めくれた）状態を表す工程であると言える。
　第３工程：さらに、第１表示パネル１４００ａの１つの分割領域（分割領域Ａ３３）に
表示されたパネル画像がめくれ、第２表示パネル１４００ｂにおいて、めくれたパネル画
像に対応する分割領域（分割領域Ｂ３３）に、善玉キャラの男性が出現する（図３５９参
照）。この第３工程は、第１表示パネル１４００ａに表示されたパネル画像が９つ破壊さ
れた（めくれた）状態を表す工程であると言える。
【１３８１】
　しかし、本演出例のステップアップ予告Ｄ演出は、上述した演出に限られず、上記第１
工程、及び、上記第２工程において、次の工程に移行せず、リーチ状態を報知後、リーチ
演出へと移行する演出表示パターンを含む。例えば、本演出例のステップアップ予告Ｄは
、上記第２工程において、第１表示パネル１４００ａの１つの分割領域（分割領域Ａ３２
）に表示されたパネル画像が破壊され、第２表示パネル１４００ｂにおいて、破壊された
パネル画像に対応する分割領域（分割領域Ｂ３２）に、悪玉キャラの男性が出現した後、
第３工程には移行せず、リーチ状態を報知後、リーチ演出へと移行する演出表示パターン
を含む。なお、この場合、上記第２工程は、上記第１工程を経て実現される。
【１３８２】
　上述したステップアップ予告Ｄ演出において、上記第１工程までを経るステップアップ
予告Ｄ演出を第１工程予告Ｄ演出とも呼び、上記第２工程までを経るステップアップ予告
Ｄ演出を第２工程予告Ｄ演出とも呼び、上記第３工程までを経るステップアップ予告Ｄ演
出を第３工程予告Ｄ演出（パネル画像がすべて消去）とも呼ぶ。
【１３８３】
　本実施形態では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上記ステップアップ予告Ｄ演出行う場
合には、まず、第１表示パネル１４００ａにおいて、遊技者がメインボタン３７１を押す
ことによってめくる（消失させる、または、破壊させる）ことが可能な最大のパネル画像
数（以下では、破壊可能パネル画像数とも呼ぶ）ＨＫＡＩを、主制御基板４１００から送
信されてくる特別図柄抽選単位データの抽選結果（ハズレ　ｏｒ　大当たり）を示すコマ
ンド（以下では、当たり判別コマンドとも呼ぶ）に基づいて決定する。なお、大当たりに
は、大当たりＣまたは大当たりＤも含まれるが、本ステップアップ予告Ｄ演出は、大当た
りＣまたは大当たりＤの時には、選択されないようになっており、本ステップアップ予告
Ｄ演出において、「大当たり」は、大当たりＡ、大当たりＢ、または、大当たりＥを指す
。
【１３８４】
　具体的には、まず、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、当たり判別コマンドに基づいて、当
該変動が、大当たりであるか、ハズレであるか否かを判断する。周辺制御ＭＰＵ４１４０
ａは、大当たりであると判断した場合には、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩを７つ、８つ
、９つのいずれかにすると決定し、さらに、具体的な破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩの数
を振り分けテーブルＱＱＱに基づいて決定する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、当該変動
が、ハズレであると判断した場合には、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩを７つか８つのい
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ずれかにすると決定し、さらに、具体的な破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩの数を振り分け
テーブルＲＲＲに基づいて決定する。振り分けテーブルＱＱＱ及び振り分けテーブルＲＲ
Ｒは、周辺制御基板４１４０に設けられる。
【１３８５】
　破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩが７つということは、第１工程予告Ｄ演出が実行される
可能性があるということであり、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩ８つということは、第２
工程予告Ｄ演出が実行される可能性があるということであり、破壊可能パネル画像数ＨＫ
ＡＩ９つということは、第３工程予告Ｄ演出が実行される可能性があるということである
。これらの演出が行われるか否かはメインボタン３７１が押され、後述する条件（第１ボ
タン抽選に当選）を満たしたか否かによって決まる。
【１３８６】
　本実施形態では、振り分けテーブルＱＱＱにおいて、大当たり時の破壊可能パネル画像
数ＨＫＡＩ（７つｏｒ８つｏｒ９つ）と、乱数とが対応付けられており、破壊可能パネル
画像数ＨＫＡＩ：７つが選択される確率をＱＱＡとし、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩ：
８つが選択される確率をＱＱＢとし、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩ：９つが選択される
確率をＱＱＣとすると、これらの関係が、ＱＱＣ＞ＱＱＢ＞ＱＱＡとなるように振り分け
率が設定されている。また、振り分けテーブルＲＲＲにおいて、破壊可能パネル画像数Ｈ
ＫＡＩ（７つｏｒ８つ）と、乱数とが対応付けられており、破壊可能パネル画像数ＨＫＡ
Ｉ：７つが選択される確率をＲＲＡとし、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩ：８つが選択さ
れる確率をＲＲＢとすると、これらの関係が、ＲＲＡ＞ＲＲＢとなるように振り分け率が
設定されている。従って、本演出例のステップアップ予告Ｄ演出を行う場合において、当
該変動が、大当たりの場合には、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩは、９つ、８つ、７つの
順に選択率が高くなるように設定され、ハズレの場合には、破壊可能パネル画像数ＨＫＡ
Ｉは、７つ、８つの順に選択率が高くなるように設定される。その結果、当該変動が大当
たりの場合には、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩが多く設定される確率が高く、より多く
のパネル画像が割れる可能性が高くなる。一方、当該変動がハズレの場合には、破壊可能
パネル画像数ＨＫＡＩが多く設定される確率が低く、パネル画像があまり割れない場合が
多くなる。なお、振り分けテーブルＱＱＱ及び振り分けテーブルＲＲＲの振り分け率は、
当該変動が大当たりの場合には、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩが多く設定される可能性
が高くなり、当該変動がハズレの場合には、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩが小さく設定
される可能性が高くなるような設定であれば、上記態様に限られない。
【１３８７】
　本演出例において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩを決
定後、遊技者によってメインボタン３７１が押された場合であって、第１表示パネル１４
００ａの分割領域に表示させたパネル画像を破壊した数が、破壊可能パネル画像数ＨＫＡ
Ｉを超えていない場合には、所定の確率（例えば、６０％）で当選する抽選（以下では、
第１ボタン抽選とも呼ぶ）を行い、当該抽選に当選すると、第１表示パネル１４００ａの
パネル画像を破壊する（めくる）。言い換えれば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、遊技者
によってメインボタン３７１が押された場合であって、第１表示パネル１４００ａの分割
領域に表示させたパネル画像を破壊した数が、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩを超えてい
ない場合であっても、上記第１ボタン抽選に落選すれば、第１表示パネル１４００ａの分
割領域に表示させたパネル画像を破壊しない。従って、遊技者によってメインボタン３７
１を押された場合であっても、第１表示パネル１４００ａの分割領域に表示させたパネル
画像を破壊した数が、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩまで到達しない場合があり得る。こ
の場合、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩまで到達しなくても、その後、変動パターンに基
づいて、リーチ演出や装飾図柄の停止表示を行う。なお、上記では、周辺制御ＭＰＵ４１
４０ａは、第１ボタン抽選を行っているが、本発明は、これに限られるものではなく、上
記所定の確率を１００％にする、すなわち、メインボタン３７１が押された場合には、そ
れを条件として、第１表示パネル１４００ａのパネル画像を破壊するようにしてもよい。
また、この場合、メインボタン３７１が押された回数と、第１表示パネル１４００ａのパ
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ネル画像を破壊する数とが、１：１に対応していなくてもよく、例えば、メインボタン３
７１が１回押されるに付き、第１表示パネル１４００ａのパネル画像を破壊する数を２以
上としてもよい。
【１３８８】
　なお、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、遊技者によって全くメインボタン３７１が押され
ない場合には、第１表示パネル１４００ａのパネル画像を破壊せず、その後、変動パター
ンに基づいて、リーチ演出や装飾図柄の停止表示を行う。
【１３８９】
　一方、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩを決定後、第１表
示パネル１４００ａにおいて破壊したパネル画像数が破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩに達
した場合には、遊技者によってメインボタン３７１が押された場合であっても、それ以上
、第１表示パネル１４００ａにおけるパネル画像を破壊しない。
【１３９０】
　従って、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブルＱＱＱに基づいて、破壊可能
パネル画像数ＨＫＡＩ：９つを決定し、遊技者によってメインボタン３７１が押されるこ
とで上記第１ボタン抽選に当選した回数が、９回となった場合に、上記図３５１～図３５
９に示すステップアップ予告Ｄ演出、すなわち、上記第３工程予告Ｄ演出を実行する。ま
た、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブルＱＱＱまたは振り分けテーブルＲＲ
Ｒに基づいて、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩ：８つを決定し、遊技者によってメインボ
タン３７１が押されることで上記第１ボタン抽選に当選した回数が、８回となった場合に
、上記第２工程予告Ｄ演出を、実行する。さらに、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分
けテーブルＱＱＱまたは振り分けテーブルＲＲＲに基づいて、破壊可能パネル画像数ＨＫ
ＡＩ：７つを決定し、遊技者によってメインボタン３７１が押されることで上記第１ボタ
ン抽選に当選した回数が、７回となった場合に、上記第１工程予告Ｄ演出を実行する。
【１３９１】
　以上のように、遊技者がメインボタン３７１を押すことによって、第１表示パネル１４
００ａの分割領域に表示されたパネル画像が破壊されればされるほど、言い換えれば、第
２表示パネル１４００ｂにおいて、破壊されたパネル画像に対応する分割領域に、男性キ
ャラクタが出現すればするほど、大当たりとなる確率が高くなっている。すなわち、周辺
制御ＭＰＵ４１４０ａを含む周辺制御基板４１４０は、遊技者によってメインボタン３７
１が押され、第１ボタン抽選に当選したことを条件として、第Ｑ工程予告Ｄ演出（Ｑは、
１、２、３のいずれか）を実現した場合に大当たりとなる確率が、第（Ｑ－１）予告Ｄ演
出を実現した場合に大当たりとなる確率よりも高くなるように構成されている。このよう
にすれば、ステップアップ予告Ｄ演出の出現時において、上記工程数が増えれば増えるほ
ど、すなわち、第１表示パネル１４００ａのパネル画像が消えて、第２表示パネル１４０
０ｂに男性キャラクタが出現するほど、遊技者に対して大当たりへの期待感を抱かせるこ
とができ、興趣性溢れるパチンコ機を提供することが可能となる。そして、この場合、２
つのパネル画像間で画像の移り変わりが行われており、すなわち、第１表示パネル１４０
０ａのパネル画像が消える動作と、第２表示パネル１４００ｂにおける男性キャラクタの
出現動作（露出動作）とが並行して行われているので、男性キャラクタの出現動作をダイ
ナミックに表現することができ、男性キャラクタが露出することによってもたらされる大
当たりへの期待感を飛躍的に高めることができる。
【１３９２】
　なお、上記ステップアップ予告Ｄ演出では、第１表示パネル１４００ａを９分割に分割
して、それぞれにパネル画像を表示し、それを破壊していくようにしているが、本発明は
、これに限られるものではない。例えば、第１表示パネル１４００ａを２～８分割、１０
分割以上に分割して、それぞれにパネル画像を表示し、それを破壊していくようにしても
良い。この場合も、もちろん、パネル画像が破壊されれば破壊されるほど、大当たり信頼
度が高まる構成すればよい。このようにしても上記演出例の効果を奏することができる。
また、上記第１ボタン抽選の所定確率は、破壊したパネル画像の数が多くなるほど、変化
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させるようにしてもよい。例えば、上記第１ボタン抽選の所定確率は、破壊したパネル画
像の数が多くなるほど、小さくさせるようにしてもよい。このようにすれば、遊技者は、
メインボタン３７１を連打する行為の後に、パネル画像が破壊される喜びを味わうことが
でき、遊技機の遊技演出に参加した達成感を味わうことができる。
【１３９３】
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩを、主制御基板４１００
から送信されてくる変動パターンによって決定するようにしてもよい。
【１３９４】
　［リーチ選択演出］
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において決定された変動パターンが
所定のリーチ演出を含む場合であって、変動タイプが「通常」である場合には、上述した
通常リーチ成立前演出の他にリーチ成立前演出としてリーチ選択演出を選択する場合があ
る。このリーチ選択演出について、図３６０～図３７２を参照して説明する。なお、この
リーチ選択演出は、遊技者がメインボタン３７１を押すか否かによって、演出内容が変化
する演出であり、遊技者参加型の演出である。
【１３９５】
　図３６０～図３７２において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面）の図を示す。
【１３９６】
　図３６０～図３７２は、本演出例においてリーチ選択演出として液晶表示装置１４００
に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３６０～図３７２は、図
番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３６０～図３７２
を図番に従って見ていくことで、リーチ選択演出としての動画像の内容を把握できる。
【１３９７】
　このリーチ選択演出は、上述の画面カット予告演出で説明した図３１８のごとく、背景
画像を背景として、左図柄列、中図柄列、及び、右図柄列において、それぞれ装飾図柄が
高速変動表示している状態から発展して実現される。
【１３９８】
　図３６０は、リーチ選択演出の突入時の様子を説明するための図である。まず、リーチ
選択演出に突入すると、図３６０に示すように、第１表示パネル１４００ａでは、左図柄
列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、及び、右図柄列１１５３ｃに高速変動していた装飾
図柄が低速変動後、予め決められた所定の装飾図柄の組合せ（チャンス目）で停止して表
示される。図３６０では、左図柄列１１５３ａに３図柄Ｓ３、中図柄列１１５３ｂに５図
柄Ｓ５、及び、右図柄列１１５３ｃに７図柄Ｓ７が停止表示され、「３，５，７」と奇数
の並びとなっている。この場合、予め決められた所定の組み合わせ（チャンス目）となる
装飾図柄の並びは、例えば、「２，４，６」などの偶数の並びや、「１，２，３」などの
順目の並びや、「９，８，７」などの逆目の並びや、「１，１，７」（いいな）などの所
定の語呂合わせを示す並びなどであってもよい。また、第２表示パネル１４００ｂは、透
明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３６０（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、装
飾図柄が、予め決められた装飾図柄の組み合わせである「３，５，７」で停止表示した様
子が示される。
【１３９９】
　図３６１は、図３６０のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３６０の状態と比較して、図３６１の第１表示パネル１４００ａでは、全体が暗く（濃
く）なるように制御される（いわゆる、消灯演出）。また、図３６０の状態と比較して、
図３６１の第２表示パネル１４００ｂは、継続して透明状態ＣＬＲに制御される。従って
、図３６１（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、装飾図柄が、予め決められた装飾図柄
の組み合わせである「３，５，７」で停止表示した様子が示されと共に、全体が暗く示さ
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れる。このようにすれば、遊技者は、装飾図柄の組み合わせが、所定の組み合わせ「３，
５，７」で停止したことに加え、画面全体が暗くなる消灯演出によって、通常演出との違
いを感じ、「これから大当たり信頼度の高い発展演出が行われるかも！？」などと大きな
期待感を持つことができる。
【１４００】
　図３６２は、図３６１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３６１の状態と比較して、図３６２の第１表示パネル１４００ａでは、全体を暗くして
いた制御を図３６０の状態と同様の状態に戻すと共に、三角形状の三角領域ＢＲ１に背景
画像ＨＫＤが、左側の台形状の台形領域ＢＲ２に背景画像ＨＫＥが、右側の台形状の台形
領域ＢＲ３に背景画像ＨＫＦが、それぞれ表示され、さらに、各領域の境界部に稲妻を示
す稲妻画像ＫＫＳが表示される。背景画像ＨＫＤは、２つの星マークＨＳＭと、「実写リ
ーチＡ」の文字からなるタイトルＴＬ８を含んでいる。星マークＨＳＭの数はタイトルＴ
Ｌ８に示される「実写リーチＡ」の信頼度（大当たり期待度）の高さを示す指標である。
従って、背景画像ＨＫＤは、実写リーチＡがそこそこの信頼度であることを示唆すると共
に、実写リーチＡが今後行われる可能性があることを示唆する画像（実写リーチＡ示唆画
像とも呼ぶ）である。背景画像ＨＫＥは、３つの星マークＨＳＭと、「実写リーチＢ」の
文字からなるタイトルＴＬ９を含んでいる。星マークＨＳＭの数はタイトルＴＬ９に示さ
れる「実写リーチＢ」の信頼度の高さを示す指標である。従って、背景画像ＨＫＥは、実
写リーチＢが実写リーチＡよりも信頼度が高いリーチ演出であることを示唆すると共に、
実写リーチＢが今後行われる可能性があることを示唆する画像（実写リーチＢ示唆画像と
も呼ぶ）である。背景画像ＨＫＦは、４つの星マークＨＳＭと、「実写リーチＣ」文字か
らなるタイトルＴＬ１０を含んでいる。星マークＨＳＭの数はタイトルＴＬ１０に示され
る「実写リーチＣ」の信頼度の高さを示す指標である。従って、背景画像ＨＫＦは、実写
リーチＣが実写リーチＡ及び実写リーチＢよりも信頼度が高いリーチ演出であることを示
唆すると共に、実写リーチＣが今後行われる可能性があることを示唆する画像（実写リー
チＣ示唆画像とも呼ぶ）である。
【１４０１】
　また、図３６１の状態と比較して、図３６２の第２表示パネル１４００ｂは、継続して
透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３６２（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、
第１表示パネル１４００ａにおける三角領域ＢＲ１に対応する三角領域ＢＲ１Ｃに背景画
像ＨＫＤが、第１表示パネル１４００ａにおける台形領域ＢＲ２に対応する台形領域ＢＲ
２Ｃに背景画像ＨＫＥが、第１表示パネル１４００ａにおける台形領域ＢＲ３に対応する
台形領域ＢＲ３Ｃに背景画像ＨＫＦが、それぞれ表示され、さらに、各領域の境界部に稲
妻を示す稲妻画像ＫＫＳが示される。このようにすれば、遊技者は、三角領域ＢＲ１Ｃ、
台形領域ＢＲ２Ｃ、及び、台形領域ＢＲ３Ｃに示される各背景画像を見て、いずれかのリ
ーチ演出に発展するのではないかという期待を持つと共に、リーチ信頼度が、実写リーチ
Ａ＜実写リーチＢ＜実写リーチＣであると認識し、リーチ信頼度が高い実写リーチＣに発
展することに大きな期待を抱くことができる。
【１４０２】
　図３６３は、図３６２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３６２の状態と比較して、図３６３の第１表示パネル１４００ａでは、全体が暗く（濃
く）なるように制御される（いわゆる、消灯演出制御）と共に、真ん中にタイトルＴＬ１
１が表示される。タイトルＴＬ１１は、「ガトリングチャンス！！　星の少ないリーチを
ぶっ壊せ！」という内容を示している。また、図３６２の状態と比較して、図３６３の第
２表示パネル１４００ｂは、継続して透明状態ＣＬＲに制御される。ところで、図３６３
以降に示す演出は、大型機関銃（ガトリング砲）と呼ばれる武器を模した装飾体である上
部中可動装飾体３５０１（図１８７参照）を作動させて、液晶表示装置１４００の表示と
協働して行われる。図３６３の状態では、上部中可動装飾体３５０１が、上記退避位置か
ら移動して、第１表示パネル１４００ａ（第２表示パネル１４００ｂ）の真ん中上部に配
置されている。この上部中可動装飾体３５０１の位置をホームポジションとも呼ぶ。従っ
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て、図３６３（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、全体が暗く（濃く）なるように示さ
れ、真ん中にタイトルＴＬ１１が示されると共に、上部中可動装飾体３５０１が真ん中上
部に配置されている。このようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体３５０１を用いて
、背景画像ＨＫＤ、背景画像ＨＫＥ、及び、背景画像ＨＫＦを「ぶっ壊していく演出」が
、今後に繰り広げられると認知し、次の展開をわくわくどきどきしながら見守ることがで
きる。
【１４０３】
　なお、この時点で、周辺制御基板４１４０は、メインボタン３７１を発光装飾させて、
遊技者に、メインボタン３７１を押すことを促している。
【１４０４】
　図３６３のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、左に
移動する。図３６４は、図３６３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示され
ている。図３６３の状態と比較して、図３６４の第１表示パネル１４００ａでは、全体を
暗くしていた制御を図３６２の状態と同様の状態に戻すと共に、三角領域ＢＲ１において
、背景画像ＨＫＤ上に、炎画像ＨＮＯ１を表示する。また、図３６３の状態と比較して、
第２表示パネル１４００ｂは、継続して透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３６４
（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、上部中可動装飾体３５０１が、左に移動したよう
に示され、三角領域ＢＲ１Ｃにおいて、背景画像ＨＫＤ上に、炎画像ＨＮＯ１が示される
。このようにすれば、遊技者は、メインボタン３７１を押すことで、上部中可動装飾体３
５０１が背景画像ＨＫＤを砲撃していると感じ、背景画像ＨＫＤを壊していく演出が、行
われていると認知することができる。
【１４０５】
　図３６４のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、さら
に、左に移動する。図３６５は、図３６４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像
が示されている。図３６４の状態と比較して、図３６５の第１表示パネル１４００ａでは
、三角領域ＢＲ１において、背景画像ＨＫＤが破片化したように表される破片画像ＰＣＥ
１０を表示すると共に、背景画像ＨＫＥ上であって、三角領域ＢＲ１に隣接する部分、及
び、背景画像ＨＫＦ上であって、三角領域ＢＲ１に隣接する部分に炎画像ＨＮＯ２を表示
する。また、第１表示パネル１４００ａでは、破片画像ＰＣＥ１０間を透明状態ＣＬＲに
制御することで、ひび領域ＨＢＷ１が形成されている。また、図３６４の状態と比較して
、図３６５の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａを重ね合わせた
場合に、三角領域ＢＲ１に対応する三角領域ＢＲ４において、第１表示パネル１４００ａ
のひび領域ＨＢＷ１と対応する領域に、ひびを表すひび画像ＨＢＷ２が表示されると共に
、破片画像ＰＣＥ１０に対応する領域、台形領域ＢＲ２に対応する台形領域ＢＲ５、及び
、台形領域ＢＲ３に対応する台形領域ＢＲ６が透明状態ＣＬＲに制御される。
【１４０６】
　従って、図３６５（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、上部中可動装飾体３５０１が
、左に移動しつつ、三角領域ＢＲ１Ｃにおいて、背景画像ＨＫＤが壊れてなる破片画像Ｐ
ＣＥ１０が示されると共に、ひび画像ＨＢＷ２が示され、さらに、台形領域ＢＲ２Ｃ及び
台形領域ＢＲ３Ｃにおいて、炎画像ＨＮＯ２に示される。このようにすれば、遊技者は、
上部中可動装飾体３５０１の砲撃によって背景画像ＨＫＤが破壊され、信頼度が比較的低
い実写リーチＡへの発展がなくなり、実写リーチＡへより信頼度が高いリーチ（例えば、
実写リーチＢや実写リーチＣなど）への発展が約束されたと認知し、今後の進展をわくわ
くどきどきしながら見守ることができる。
【１４０７】
　図３６５のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、真ん
中の位置（ホームポジション）に戻る。図３６６は、図３６５のフレーム画像の数フレー
ム後のフレーム画像が示されている。図３６５の状態と比較して、図３６６の第１表示パ
ネル１４００ａでは、三角領域ＢＲ１が透明状態ＣＬＲに制御されると共に、炎画像ＨＮ
Ｏ２が消去される。また、図３６５の状態と比較して、図３６６の第２表示パネル１４０
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０ｂでは、三角領域ＢＲ４において、ひび画像ＨＢＷ２が消去されると共に、背景画像Ｈ
ＫＧが表示され、さらに、当該背景画像ＨＫＧ上に３つ揃いとなった装飾図柄（の一部）
が表示される（図３６６では７図柄Ｓ７が３つ揃いとなっている）。三角領域ＢＲ４にお
いて示される、３つ揃いの装飾図柄は、全回転リーチを示唆する画像であると言え、以下
では、全回転リーチ示唆画像とも呼ぶ。従って、図３６６（Ｃ）に示すように、正面視認
画面は、図３６５の状態と比較して、上部中可動装飾体３５０１が、ホームポジションに
戻り、三角領域ＢＲ１Ｃにおいて、背景画像ＨＫＧが示され、さらに、３つ揃いとなった
装飾図柄が示される。このようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体３５０１の砲撃に
よる背景画像ＨＫＤの破壊後、背景画像ＨＫＤが示されていた三角領域ＢＲ１Ｃに、３つ
揃いの装飾図柄（全回転リーチ示唆画像）が示されるので、今後、同じように、背景画像
ＨＫＥ及び背景画像ＨＫＦが破壊された場合には、「３つ揃いの装飾図柄がスクロールす
る全回転リーチが見られるのではないか」などと、大きな期待感を抱くことができ、ます
ます今後の展開に注視するようになる。なお、全回転リーチは、一般的に、大当たり確定
の激アツのアクションである。
【１４０８】
　図３６６のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、ホー
ムポジションから再度左に移動する。図３６７は、図３６６のフレーム画像の数フレーム
後のフレーム画像が示されている。図３６６の状態と比較して、図３６７の第１表示パネ
ル１４００ａでは、台形領域ＢＲ２において、背景画像ＨＫＥが破片化したように表され
る破片画像ＰＣＥ１１が表示されると共に、背景画像ＨＫＦ上であって、三角領域ＢＲ１
及び台形領域ＢＲ２に隣接する部分に炎画像ＨＮＯ２が表示される。また、第１表示パネ
ル１４００ａでは、破片画像ＰＣＥ１１間を透明状態ＣＬＲに制御することで、ひび領域
ＨＢＷ３が形成されている。また、図３６６の状態と比較して、図３６７の第２表示パネ
ル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、台形領域ＢＲ２に
対応する台形領域ＢＲ５において、第１表示パネル１４００ａのひび領域ＨＢＷ３と対応
する領域に、ひびを表すひび画像ＨＢＷ４が表示されると共に、破片画像ＰＣＥ１１に対
応する領域、及び、台形領域ＢＲ３に対応する台形領域ＢＲ６が透明状態ＣＬＲに制御さ
れる。なお、第２表示パネル１４００ｂの三角領域ＢＲ４において、表示される装飾図柄
（全回転リーチ示唆画像）は、７図柄Ｓ７（３つ揃いの一部）から、８図柄Ｓ８（３つ揃
いの一部）へと変化している。
【１４０９】
　従って、図３６７（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、三角領域ＢＲ１Ｃにおいて、
装飾図柄（全回転リーチ示唆画像）が７図柄Ｓ７（３つ揃いの一部）から、８図柄Ｓ８（
３つ揃いの一部）へと変化している。このようにすれば、遊技者は、三角領域ＢＲ１Ｃで
、３つ揃いの装飾図柄がスクロールしていると認知することができ、今後、全回転リーチ
へ発展する可能性を抱くことができる。また、正面視認画面は、上部中可動装飾体３５０
１が、左に移動しつつ、三角領域ＢＲ１Ｃにおいて、背景画像ＨＫＥが壊れてなる破片画
像ＰＣＥ１１が示されると共に、ひび画像ＨＢＷ４が示され、さらに、台形領域ＢＲ３Ｃ
において、炎画像ＨＮＯ３に示される。このようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体
３５０１の砲撃によって背景画像ＨＫＥが破壊され、信頼度が実写リーチＣより低い実写
リーチＢへの発展がなくなり、信頼度が高い実写リーチＣ若しくは全回転リーチへの発展
が約束されたと認知し、今後の進展をわくわくどきどきしながら見守ることができる。
【１４１０】
　図３６７のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、再度
、真ん中の位置（ホームポジション）に戻る。図３６８は、図３６７のフレーム画像の数
フレーム後のフレーム画像が示されている。図３６７の状態と比較して、図３６８の第１
表示パネル１４００ａでは、台形領域ＢＲ２が透明状態ＣＬＲに制御されると共に、炎画
像ＨＮＯ２が消去される。また、図３６７の状態と比較して、図３６８の第２表示パネル
１４００ｂでは、台形領域ＢＲ５において、ひび画像ＨＢＷ４が消去されると共に、三角
領域ＢＲ４及び台形領域ＢＲ５において、背景画像ＨＫＧが表示され、３つ揃いとなった
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装飾図柄の一部（図３６８では３つ揃いとなった４図柄Ｓ４または５図柄Ｓ５の一部が示
されている）とが表示される（すなわち、全回転リーチ示唆画像が表示される）。従って
、図３６８（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、上部中可動装飾体３５０１が、ホーム
ポジションに戻り、三角領域ＢＲ１Ｃ及び台形領域ＢＲ２Ｃにおいて、背景画像ＨＫＧが
示され、さらに、図３６７（Ｃ）の状態とは異なる装飾図柄が３つ揃いとなって示される
。このようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体３５０１の砲撃による背景画像ＨＫＤ
の破壊後、背景画像ＨＫＥが示されていた台形領域ＢＲ２Ｃに、３つ揃いの装飾図柄が示
されるので、今後、背景画像ＨＫＦが破壊された場合には、「３つ揃いの装飾図柄がスク
ロールする全回転リーチが見られるのではないか」などと、大きな期待感を抱くことがで
き、ますます今後の展開に注視するようになる。
【１４１１】
　図３６８のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、右に
移動する。図３６９は、図３６８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示され
ている。図３６８の状態と比較して、図３６９の第１表示パネル１４００ａでは、台形領
域ＢＲ３において、背景画像ＨＫＦ上に、炎画像ＨＮＯ４を表示する。また、図３６８の
状態と比較して、第２表示パネル１４００ｂは、三角領域ＢＲ４及び台形領域ＢＲ５にお
いて、背景画像ＨＫＧが継続して表示され、３つ揃いとなった装飾図柄の一部（図３６９
では３つ揃いとなった５図柄Ｓ５または６図柄Ｓ６の一部が示されている）が表示される
（すなわち、全回転リーチ示唆画像が表示される）。従って、図３６９（Ｃ）に示すよう
に、正面視認画面は、上部中可動装飾体３５０１が、右に移動しつつ、三角領域ＢＲ１Ｃ
及び台形領域ＢＲ２Ｃにおいて、図３６８（Ｃ）の状態とは異なる装飾図柄が３つ揃い（
一部）となって示される。このようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体３５０１が、
最後の壊すべき最後の背景画像である背景画像ＨＫＦを砲撃し、壊そうとしている演出が
行われていると認知し、背景画像ＨＫＦが壊れることで発展されると考えられる全回転リ
ーチを、わくわくどきどきしながら待つことができる。
【１４１２】
　図３６９のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、ホー
ムポジションに戻っている。図３７０は、図３６９のフレーム画像の数フレーム後のフレ
ーム画像が示されている。図３６９の状態と比較して、図３７０の第１表示パネル１４０
０ａでは、台形領域ＢＲ３において、背景画像ＨＫＦに生じたひび割れを表すひび割れ線
ＨＢＷ５が表示される。第１表示パネル１４００ａでは、透明状態ＣＬＲに制御すること
で、ひび割れ線ＨＢＷ５が形成されている。また、図３６９の状態と比較して、図３７０
の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、台
形領域ＢＲ６において、第１表示パネル１４００ａのひび割れ線ＨＢＷ５と対応する領域
に、ひび割れを表すひび割れ線ＨＢＷ６が表示されると共に、ひび割れ線ＨＢＷ６以外の
領域が透明状態ＣＬＲに制御される。なお、第２表示パネル１４００ｂの三角領域ＢＲ４
及び台形領域ＢＲ５において、装飾図柄は、２図柄Ｓ２または３図柄Ｓ３への３つ揃い（
一部）が示される。従って、図３７０（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、上部中可動
装飾体３５０１がホームポジションに戻り、台形領域ＢＲ５において、背景画像ＨＫＦに
ひび割れ線ＨＢＷ５が示される。このようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体３５０
１の砲撃によって背景画像ＨＫＦが破壊されるかもしれないと感じ、全回転リーチへの発
展への期待を増長させることができる。
【１４１３】
　図３７０のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、上述
した退避位置に戻っている。図３７１は、図３７０のフレーム画像の数フレーム後のフレ
ーム画像が示されている。図３７０の状態と比較して、図３７１の第１表示パネル１４０
０ａでは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。また、図３７０の状態と比較して、図
３７１の第２表示パネル１４００ｂでは、全領域に背景画像ＨＫＧが表示され、３つ揃い
の装飾図柄（図３７１では、５図柄Ｓ５の３つ揃いまたは４図柄の３つ揃いの一部が示さ
れている）が表示される（すなわち、全回転リーチ示唆画像が表示される）。従って、図
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３７１（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、上部中可動装飾体３５０１は示されず、全
領域において、背景画像ＨＫＧを背景として、装飾図柄の３つ揃いが示されている。この
ようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体３５０１の砲撃によって背景画像ＨＫＦが破
壊され、大当たりの可能性が極めて高い全回転リーチへと発展したことを認知することが
でき、大きな至福を味わうことができる。
【１４１４】
　ところで、上述したリーチ選択演出は、図３６０～図３７１に示すように、少なくとも
次のような７つの工程を経ている。なお、上述したように、下記工程は、遊技者によって
メインボタン３７１が十分な回数押され、後述する条件（第２ボタン抽選に当選）を満た
した場合を想定している。
　第１工程：まず、第１表示パネル１４００ａの三角領域ＢＲ１、台形領域ＢＲ２、及び
、台形領域ＢＲ３に、それぞれ、実写リーチＡ示唆画像（背景画像ＨＫＤ）、実写リーチ
Ｂ示唆画像（背景画像ＨＫＥ）、及び、実写リーチＣ示唆画像（背景画像ＨＫＦ）が表示
され、実写リーチＡ示唆画像を左可動装飾体３２０１で攻撃する演出が行われる（図３６
２～３６４参照）。
　第２工程：次に、第１表示パネル１４００ａの三角領域ＢＲ１に表示された実写リーチ
Ａ示唆画像が破壊（透明化）され、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル
１４００ａで透明化された領域に対応する領域（三角領域ＢＲ４）に、全回転リーチ示唆
画像（３つ揃いの装飾図柄）が出現する（図３６６参照）。
　第３工程：次に、第１表示パネル１４００ａの台形領域ＢＲ２に表示された実写リーチ
Ｂ示唆画像を左可動装飾体３２０１で攻撃する演出が行われる（図３６７参照）。
　第４工程：次に、第１表示パネル１４００ａの台形領域ＢＲ２に表示された実写リーチ
Ｂ示唆画像が破壊（透明化）され（すなわち、２つのリーチ示唆画像が破壊された状態と
なり）、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａで透明化された
領域に対応する領域（三角領域ＢＲ４及び三角領域ＢＲ５）に、全回転リーチ示唆画像（
３つ揃いの装飾図柄）が出現する（図３６８参照）。
　第５工程：次に、第１表示パネル１４００ａの台形領域ＢＲ３に表示された実写リーチ
Ｃ示唆画像を左可動装飾体３２０１で攻撃する演出が行われる（図３６９、３７０参照）
。
　第６工程：次に、第１表示パネル１４００ａに表示された実写リーチＣ示唆画像が破壊
（透明化）され（すなわち、すべてのリーチ示唆画像が破壊された状態となり）、第２表
示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａで透明化された領域に対応する
領域（三角領域ＢＲ４、台形領域ＢＲ５、台形領域ＢＲ６）に、全回転リーチ示唆画像（
３つ揃いの装飾図柄）が出現する（図３７１参照）。
　第７工程：そして、第２表示パネル１４００ｂにおいて、全回転リーチ演出を実行する
（図３７１参照）。
　以下では、上記第１工程から第７工程までを経る上記リーチ選択演出を全回転リーチ選
択演出とも呼ぶ。
【１４１５】
　しかしながら、本演出例のリーチ選択演出は、上述した演出に限られず、上記第１工程
後、左可動装飾体３２０１の攻撃によって実写リーチＡ示唆画像が破壊されず、実写リー
チＡを実行する実写リーチＡ選択演出と、上記第３工程後、左可動装飾体３２０１の攻撃
によって実写リーチＢ示唆画像が破壊されず、実写リーチＢを実行する実写リーチＢ選択
演出と、上記第５工程後、左可動装飾体３２０１の攻撃によって実写リーチＣ示唆画像が
破壊されず、実写リーチＣを実行する実写リーチＣ選択演出と、を含んでいる。
【１４１６】
　以下に、図３７２及び図３７３を用いて、実写リーチＣ選択演出について説明する。図
３７２は、図３６９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。なお
、図３６９のフレーム画像の数フレーム後において、上部中可動装飾体３５０１は、上述
した退避位置に戻っている。図３６９の状態と比較して、図３７２の第１表示パネル１４



(311) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

００ａでは、台形領域ＢＲ３において、炎画像ＨＮＯ４及び稲妻画像ＫＫＳが消去され、
背景画像ＨＫＦのみが表示される。また、図３６９の状態と比較して、図３７２の第２表
示パネル１４００ｂでは、背景画像ＨＫＧが継続して表示され、図３６９の状態とは異な
る３つ揃いの装飾図柄（一部）が表示される（図３７２では１図柄Ｓ１または２図柄Ｓ２
の３つ揃いの一部が示されている）。従って、図３７２（Ｃ）に示すように、正面視認画
面は、上部中可動装飾体３５０１が示されず、台形領域ＢＲ３Ｃにおいて、炎画像ＨＮＯ
４及び稲妻画像ＫＫＳが消去され、背景画像ＨＫＦのみが示されると共に、三角領域ＢＲ
１Ｃ及び台形領域ＢＲ２Ｃにおいて、図３６９の状態とは異なる装飾図柄が３つ揃い（一
部）となって示される。このようにすれば、遊技者は、上部中可動装飾体３５０１による
背景画像ＨＫＦへの砲撃が失敗に終わったと認知することができる。
【１４１７】
　図３７３は、図３７２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図３７２の状態と比較して、図３７３の第１表示パネル１４００ａでは、全領域に背景画
像ＨＫＦが表示される。また、図３７２の状態と比較して、図３７３の第２表示パネル１
４００ｂは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図３７３（Ｃ）に示すよう
に、正面視認画面は、全領域において、背景画像ＨＫＧが示される。このようにすれば、
遊技者は、今後の展開として、実写リーチＡや実写リーチＢよりも信頼度が高い実写リー
チＣへの発展が行われると感じることができる。
【１４１８】
　本演出例では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上記リーチ選択演出を行う場合には、ま
ず、第１表示パネル１４００ａにおいて、遊技者がメインボタン３７１を押すことによっ
て、左可動装飾体３２０１に破壊させる（透明化させる）ことが可能なリーチ示唆画像（
実写リーチＡ示唆画像、実写リーチＢ示唆画像、実写リーチＣ示唆画像）の最大数（以下
では、破壊示唆画像最大数とも呼ぶ）ＨＫＡＺを、主制御基板４１００から送信されてく
る特別図柄抽選単位データの抽選結果（ハズレ　ｏｒ　大当たり）を示すコマンド（当た
り判別コマンド）に基づいて決定する。なお、大当たりには、大当たりＣまたは大当たり
Ｄも含まれるが、本リーチ選択演出は、大当たりＣまたは大当たりＤの時には、選択され
ないようになっており、本リーチ選択演出において、「大当たり」は、大当たりＡ、大当
たりＢ、または、大当たりＥを指す。
【１４１９】
　具体的には、まず、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、当たり判別コマンドに基づいて、当
該変動が、大当たりであるか、ハズレであるか否かを判断する。周辺制御ＭＰＵ４１４０
ａは、大当たりであると判断した場合には、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺを０、１つ、２
つ、３つのいずれかにすると決定し、さらに、具体的な破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺの数
を振り分けテーブルＳＳＳ（図示せず）に基づいて決定する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａ
は、当該変動が、ハズレであると判断した場合には、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺを０、
１つ、２つのいずれかにすると決定し、さらに、具体的な破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺの
数を振り分けテーブルＴＴＴ（図示せず）に基づいて決定する。振り分けテーブルＳＳＳ
及び振り分けテーブルＴＴＴは、周辺制御基板４１４０に設けられる。
【１４２０】
　破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺが０ということは、実写リーチＡ選択演出を実行するとい
うことである。破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺが１つということは、実写リーチＢ選択演出
を実行する可能性があるということであり、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺが２つというこ
とは、実写リーチＣ選択演出を実行する可能性があるということであり、破壊示唆画像最
大数ＨＫＡＺが３つということは、実写リーチＢ選択演出を実行する可能性があるという
ことである。これらの演出が行うか否かはメインボタン３７１が押され、後述する条件（
第２ボタン抽選に当選）を満たしたか否かによって決まる。
【１４２１】
　本実施形態では、振り分けテーブルＳＳＳにおいて、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ（０
ｏｒ１つｏｒ２つｏｒ３つ）と、乱数とが対応付けられており、破壊示唆画像最大数ＨＫ
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ＡＺ：０が選択される確率をＳＳＡとし、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：１つが選択され
る確率をＳＳＢとし、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：２つが選択される確率をＳＳＣとし
、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：３つが選択される確率をＳＳＤとすると、これらの関係
が、ＳＳＤ＞ＳＳＣ＞ＳＳＢ＞ＳＳＡとなるように振り分け率が設定されている。また、
振り分けテーブルＴＴＴにおいて、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ（０ｏｒ１つｏｒ２つ）
と、乱数とが対応付けられており、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：０が選択される確率を
ＴＴＡとし、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：１つが選択される確率をＴＴＢとし、破壊示
唆画像最大数ＨＫＡＺ：２つが選択される確率をＴＴＣとすると、これらの関係が、ＴＴ
Ａ＞ＴＴＢ＞ＴＴＣとなるように振り分け率が設定されている。従って、本演出例のリー
チ選択演出を行う場合において、当該変動が、大当たりの場合には、破壊示唆画像最大数
ＨＫＡＺは、３つ、２つ、１つ、０の順に選択率が高くなるように設定され、ハズレの場
合には、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺは、０、１つ、２つの順に選択率が高くなるように
設定される。その結果、当該変動が大当たりの場合には、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺが
多く設定される確率が高く、より多くのリーチ示唆画像が破壊される（透明化される）可
能性が高くなる。一方、当該変動がハズレの場合には、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺが多
く設定される確率が低く、リーチ示唆画像があまり破壊されない場合が多くなる。
【１４２２】
　本演出例において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺを決定
後、遊技者によってメインボタン３７１が押された場合であって、第１表示パネル１４０
０ａに表示させたリーチ示唆画像（実写リーチＡ示唆画像、実写リーチＢ示唆画像、実写
リーチＣ示唆画像）を破壊した（透明化した）数が、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺを超え
ていない場合には、所定の確率（例えば、３０％）で当選する抽選（以下では、第２ボタ
ン抽選とも呼ぶ）を行い、当該抽選に当選すると、第１表示パネル１４００ａに表示させ
たリーチ示唆画像を破壊する（透明化する）。言い換えれば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａ
は、遊技者によってメインボタン３７１が押された場合であって、第１表示パネル１４０
０ａに表示させたリーチ示唆画像を破壊した（透明化した）数が、破壊示唆画像最大数Ｈ
ＫＡＺを超えていない場合において、上記第２ボタン抽選に落選すれば、第１表示パネル
１４００ａに表示させたリーチ示唆画像を破壊しない。従って、遊技者によってメインボ
タン３７１を押された場合であっても、第１表示パネル１４００ａにおいてリーチ示唆画
像を破壊した数が、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺまで到達しない場合があり得る。なお、
周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、遊技者によって全くメインボタン３７１が押されない場合
には、当然、第１表示パネル１４００ａの破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺを破壊せず（透明
化せず）、その後、実写リーチＡ選択演出を実行する。なお、上記では、周辺制御ＭＰＵ
４１４０ａは、第２ボタン抽選を行っているが、本発明は、これに限られるものではなく
、上記所定の確率を１００％にする、すなわち、メインボタン３７１が押された場合には
、それを条件として、第１表示パネル１４００ａのリーチ示唆画像を破壊するようにして
もよい。また、この場合、メインボタン３７１が押された回数と、第１表示パネル１４０
０ａのリーチ示唆画像を破壊する数とが、１：１に対応していなくてもよく、例えば、メ
インボタン３７１が１回押されるに付き、第１表示パネル１４００ａのリーチ示唆画像を
破壊する数を２以上としてもよい。
【１４２３】
　一方、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺを決定後、第１表示
パネル１４００ａにおいてリーチ示唆画像を破壊した（透明化した）数が破壊示唆画像最
大数ＨＫＡＺに達した場合には、遊技者によってメインボタン３７１が押された場合であ
っても、それ以上、第１表示パネル１４００ａにおけるリーチ示唆画像を破壊しない。
【１４２４】
　従って、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブルＳＳＳに基づいて、破壊示唆
画像最大数ＨＫＡＺ：３つを決定し、遊技者によってメインボタン３７１が押されること
で上記第２ボタン抽選に当選した回数が、３回となった場合に、上記図３６０～図３７１
に示すリーチ選択演出、すなわち、上記全回転リーチ選択演出を実行する。また、周辺制
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御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブルＳＳＳまたは振り分けテーブルＴＴＴに基づい
て、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：２つを決定し、遊技者によってメインボタン３７１が
押されることで上記第２ボタン抽選に当選した回数が、２回となった場合に、図３７２、
図３７３に示す上記実写リーチＣ選択演出を実行する。さらに、周辺制御ＭＰＵ４１４０
ａは、振り分けテーブルＳＳＳまたは振り分けテーブルＴＴＴに基づいて、破壊示唆画像
最大数ＨＫＡＺ：１つを決定し、遊技者によってメインボタン３７１が押されることで上
記第２ボタン抽選に当選した回数が、１回となった場合に、上記実写リーチＢ選択演出を
実行する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブルＳＳＳまたは振り分けテーブ
ルＴＴＴに基づいて、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：０を決定し、遊技者によってメイン
ボタン３７１が押されることで上記第２ボタン抽選に当選した回数が０回となった場合、
遊技者によってメインボタン３７１が押されなかった場合、若しくは、遊技者によってメ
インボタン３７１が押されたが上記第２ボタン抽選に当選しなかった場合に、上記実写リ
ーチＡ選択演出を実行する。
【１４２５】
　以上のように、上記リーチ選択演出において、遊技者がメインボタン３７１を押すこと
によって、第１表示パネル１４００ａに表示されたリーチ示唆画像が破壊されればされる
ほど、言い換えれば、第２表示パネル１４００ｂにおいて、遊技者から見て第１表示パネ
ル１４００ａの破壊されたリーチ示唆画像に対応する領域に、全回転リーチ示唆画像が出
現すればするほど、大当たりとなる確率が高くなっている。すなわち、実写リーチＡ選択
演出が実現した場合に大当たりとなる確率ＪＪＡ、実写リーチＢ選択演出が実現した場合
に大当たりとなる確率ＪＪＢ、実写リーチＣ選択演出を実現した場合に大当たりとなる確
率ＪＪＣ、全回転リーチ選択演出を実現した場合に大当たりとなる確率ＪＪＺとすると、
周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、遊技者によってメインボタン３７１が押され、第２ボタン
抽選に当選したことを条件として、ＪＪＺ（１００％で大当たり）＞ＪＪＣ＞ＪＪＢ＞Ｊ
ＪＡとなるように構成されている。このようにすれば、リーチ選択演出の出現時において
、上記工程数が増えれば増えるほど、すなわち、第１表示パネル１４００ａのリーチ示唆
画像が消えて、第２表示パネル１４００ｂに全回転リーチ示唆画像が出現するほど、遊技
者に対して大当たりへの期待感を抱かせることができ、興趣性溢れるパチンコ機を提供す
ることが可能となる。そして、この場合、２つのパネル画像間で画像の移り変わりが行わ
れており、すなわち、第１表示パネル１４００ａのリーチ示唆画像が消える動作と、第２
表示パネル１４００ｂにおける全回転リーチ示唆画像の出現動作とが並行して行われてい
るので、全回転リーチ示唆画像の出現動作をダイナミックに表現することができ、大当た
りへの期待感を飛躍的に高めることができる。
【１４２６】
　また、上記リーチ選択演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、遊技者によってメ
インボタン３７１が押され、第２ボタン抽選に当選することによって、第１表示パネル１
４００ａに表示されたリーチ示唆画像を破壊する（透明化する）場合、大当たり信頼度（
期待度）の低いリーチ演出を示唆するリーチ示唆画像から破壊する（透明化）するように
している。このようにすれば、遊技者は、第１表示パネル１４００ａに表示されたリーチ
示唆画像が破壊されればされるほど、大当たり信頼度の高いリーチ演出に移行できると考
える。従って、期待感溢れる遊技演出を提供することができる。そして、この場合、２つ
のパネル画像間で画像の移り変わりが行われており、すなわち、第１表示パネル１４００
ａのリーチ示唆画像が消える動作と、第２表示パネル１４００ｂにおける全回転リーチ示
唆画像の出現動作とが並行して行われているので、全回転リーチ示唆画像の出現動作をダ
イナミックに表現することができ、大当たりへの期待感を飛躍的に高めることができる。
【１４２７】
　さらに、上記リーチ選択演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、全回転リーチ選
択演出を行う場合、遊技者によって、メインボタン３７１が押され、第２ボタン抽選に３
回当選したことを条件としている。このようにすれば、遊技者にメインボタン３７１を押
す動機付けを与えることができ、すなわち、遊技者に遊技演出に参加してもらうための動
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機付けを与えることができる。その結果、このような遊技を行った遊技者に、大きな面白
味を付与することができ、遊技機の興趣性を飛躍的に向上させることができる。
【１４２８】
　なお、上記リーチ選択演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、全回転リーチ選択
演出を行うことが可能な場合、すなわち、当たり判別コマンドが大当たりであり、振り分
けテーブルＳＳＳに基づいて、破壊示唆画像最大数ＨＫＡＺ：３つと決定した場合におい
て、遊技者に対して、メインボタン３７１を押せば、全回転リーチ選択演出が行われる可
能性があることを報知するようにしてもよい。例えば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図
３６２～図３７０のいずれかの演出シーンにおいて、遊技者から視認可能に第１表示パネ
ル１４００ａまたは第２表示パネル１４００ｂに、全回転リーチ選択演出が行われる可能
性があることを示唆する画像を表示する。全回転リーチが行われる可能性があることを示
唆する画像としては、例えば、「ボタンを押せ！全回転リーチが見れるぞ！！」、「ボタ
ンを押せば、いいことあるぞ！！」、「大当たりだ！ボタンを押してみろ！！」、「全回
転リーチが見たいか？ボタンを押してみろ！」などを表示する画像であってもよい。また
、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、これに限られず、音声装置、他の装飾装置等で、全回転
リーチ選択演出が行われる可能性があることを報知するようにしてもよい。このようにす
れば、遊技者にメインボタン３７１を押す大きな動機付けを与えることができ、すなわち
、遊技者に遊技演出に参加してもらうための動機付けを与えることができる。その結果、
このような遊技を行った遊技者に、大きな面白味を付与することができ、遊技機の遊技演
出を興趣性あるものにすることができる。
【１４２９】
　上記リーチ選択演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００
ａにおいて、リーチ演出示唆画像を３つ（実写リーチＡ示唆画像、実写リーチＢ示唆画像
、実写リーチＣ示唆画像）、第２表示パネル１４００ｂにおいて、リーチ演出示唆画像を
１つ（全回転リーチ示唆画像）を表示可能としているが、本発明はこれに限られるもので
はない。例えば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００ａにおいて、リ
ーチ演出示唆画像を２つ、若しくは、４つ以上、第２表示パネル１４００ｂにおいて、リ
ーチ演出示唆画像を２つ以上を表示するようにしてもよい。この場合、周辺制御ＭＰＵ４
１４０ａは、上記演出例のごとく、第１表示パネル１４００ａにおいて、大当たり信頼度
の低いリーチ演出示唆画像から破壊（透明化）していき、第２表示パネル１４００ｂにお
いて、第１表示パネル１４００ａにおいて破壊（透明化）された領域に対応する領域に、
２つ以上のリーチ演出示唆画像を表示するようにしてもよい。このようにしても上記演出
例の効果を奏することができる。
【１４３０】
　上記リーチ選択演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、全回転リーチ選択演出を
行う場合において、第１表示パネル１４００ａで、３つのリーチ演出示唆画像（実写リー
チＡ示唆画像、実写リーチＢ示唆画像、実写リーチＣ示唆画像）をすべて破壊した後、全
回転リーチ演出を実行するようにしているが、本発明はこれに限られるものではない。例
えば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００ａにおける３つのリーチ演
出示唆画像のうち、所定面積以上の領域を破壊（透明化）した後、第２表示パネル１４０
０ｂに表示される全回転リーチ示唆画像に基づいて、全回転リーチ演出を行うようにして
もよい。なお、この場合、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００ａにお
ける３つのリーチ演出示唆画像のうち、所定面積以上の領域を破壊（透明化）した際には
、第２表示パネル１４００ｂにおいて、遊技者から見て第１表示パネル１４００ａの３つ
のリーチ演出示唆画像のうちの破壊した領域に対応する領域に、全回転リーチ示唆画像を
表示する。このようにしても上記演出例の効果を奏することができる。
【１４３１】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊可能パネル画像数ＨＫＡＩを、主制御基板４
１００から送信されてくる変動パターンによって決定するようにしてもよい。
【１４３２】
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［リーチ成立時の予告演出]
［リーチ成立時の第１予告演出]
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において選択された変動パターンが
所定のリーチ演出を含む場合に、リーチ成立時の第１予告演出を実現する場合がある。以
下、このリーチ成立時の第１予告演出について、図３７４～図３８０を参照して説明する
。
【１４３３】
　図３７４～図３８０において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面（正面視認画像））の図を示す。
【１４３４】
　図３７４～図３８０は、リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置１４００に表示さ
れる動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３７４～図３８０は、図番が大き
くなるにつれて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３７４～図３８０を図番に
従って見ていくことで、リーチ成立時の予告演出としての動画像の内容を把握できる。
【１４３５】
　この予告演出では、まず、図３７４に示すように、リーチ状態を形成した様子が表示さ
れる。図示するように、第１表示パネル１４００ａには、背景画像ＺＢＧが表示されてい
る。この背景画像ＺＢＧは、ビルディング（建物）を正面に見た様子を描写している。そ
して、左図柄列１１５３ａにおいて７図柄Ｓ７が停止表示され、右図柄列１１５３ｃにお
いても７図柄Ｓ７が停止表示されている。中図柄列１１５３ｂにおいては、装飾図柄が高
速変動表示される。これらにより、リーチ状態が形成される。なお、装飾図柄（絵柄とも
呼ばれる）の高速変動表示は、縦の３本線で表現されている。図３７５～図３８０につい
ても、装飾図柄が高速変動表示を行っている場合には、その様子が縦の３本線で表現され
ている。第２表示パネル１４００ｂでは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。従って
、図３７４（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの表示内容
と同じように、背景画像ＺＢＧを背景として、７図柄Ｓ７を用いたリーチ状態を示してい
る。
【１４３６】
　図３７５は、図３７４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３７４の画像との差異は、背景画像ＺＢＧが変化し、そして、前人物画像ＺＦＨと後人物
画像ＺＢＨとが追加表示されている点だけである。図３７４の画像とは異なり、背景画像
ＺＢＧは、建物を斜め上から見た様子を描写している。また、図３７４の状態とは異なり
、第１表示パネル１４００ａには、画面の右端から左端に向かって走る複数の人物を表す
前人物画像ＺＦＨが表示されている。図３７５の例では、前人物画像ＺＦＨによって表さ
れる人物は、装飾図柄の前を移動する（装飾図柄と人物とが重なる場合に、装飾図柄が人
物の後ろに隠れる）。第２表示パネル１４００ｂにも、同様に、画面の右端から左端に向
かって走る人物を表す後人物画像ＺＢＨが示されている。第２表示パネル１４００ｂでは
、後人物画像ＺＢＨの人物を表す領域以外の領域は透明状態ＣＬＲに維持されている。図
３７５（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、前人物画像ＺＦＨと後人物画像ＺＢＨとが
画面の右端から左端に向かって移動する様子を表している。後人物画像ＺＢＨの人物は、
前人物画像ＺＦＨの人物とは異なる位置を移動している。図３７５の例では、後人物画像
ＺＢＨの一部（人物の足）が、前人物画像ＺＦＨの一部（人物の頭）と重なり得る。遊技
者からは、手前側の人物を通して後ろに奥側の人物が見える。なお、本演出例では、第１
表示パネル１４００ａに表示される背景画像ＺＢＧと、装飾図柄と、前人物画像ＺＦＨと
のそれぞれの色は、前側の画像を通して後ろの背景画像ＺＢＧが視認できる程度に、明る
い（薄い）色に予め設定されている。
【１４３７】
　図３７６は、図３７５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
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３７５の画像との差異は、背景画像ＺＢＧが変化し、そして、人物画像ＺＦＨ、ＺＢＧが
、それぞれ、人物が更に左に移動した様子を表している点だけである。図３７５の画像と
は異なり、背景画像ＺＢＧは、図３７５の建物を含む町並みを上から見た様子を描写して
いる。また、図３７６の例では、前人物画像ＺＦＨは、水平方向に沿って並んだ３列の人
物群を表している。３列のそれぞれに関して、先頭の（最も左の）人物の後（右）に多数
の人物が続いている。後人物画像ＺＢＨは、水平方向に沿って並んだ２列の人物群を表し
ている。２列のそれぞれに関して、先頭の（最も左の）人物の後（右）に多数の人物が続
いている。図３７６（Ｃ）に示すように、遊技者は、これらの人物画像ＺＦＨ、ＺＢＨに
よって表される５列の人物群が右から左に走って移動する様子を観察する。
【１４３８】
　ここで、後人物画像ＺＢＨは、遊技者から見て、前人物画像ＺＦＨと図柄Ｓ７（第１表
示パネル１４００ａ）よりも間隔Ｌａだけ奥に配置された第２表示パネル１４００ｂに表
示される。従って、遊技者から見て、現実に、前人物画像ＺＦＨは遊技者に近い位置（第
１表示パネル１４００ａ）を移動し、後人物画像ＺＢＨは遊技者から遠い位置（第２表示
パネル１４００ｂ）を移動する。遊技者が、後人物画像ＺＢＨを意識的に観察する場合に
は、目のピント（視点）が、手前側の前人物画像ＺＦＨには合わずに奥側の後人物画像Ｚ
ＢＨに合う。遊技者が、前人物画像ＺＦＨを意識的に観察する場合には、目のピントが、
奥側の後人物画像ＺＢＨには合わずに手前側の前人物画像ＺＦＨに合う。これらの結果、
人物画像ＺＦＨ、ＺＢＨを観察する遊技者の目のピントは、手前側の第１表示パネル１４
００ａと奥側の第２表示パネル１４００ｂとの間を行き来することになる。その結果、遊
技者は、１枚の表示パネルでは味わうことのできない奥行き感を覚え、そのような演出表
示に魅了される。
【１４３９】
　また、本演出例では、手前側の第１表示パネル１４００ａに表示された人物と比べて、
奥側の第２表示パネル１４００ｂに表示された人物が小さい。従って、遊技者からの物理
的な距離と、見た目の距離感との整合性がとれているので（奥側の人物が手前側の人物よ
りも小さい）、遊技者は、より自然な奥行き感を覚え、演出表示に魅了される。
【１４４０】
　さらに、人物の大きさは、画面において下の列ほど大きい。このように、表示対象（こ
こでは、人物）の位置が画面の下端に近いほど表示対象の大きさが大きいので、遊技者は
、遠近法で描かれた画像を観察したときのように、表示された人物群に奥行きを感じる。
【１４４１】
　以上説明した奥行き感を演出する工夫によって、遊技者は、これまでにない奥行き感を
覚える演出表示を、存分に楽しむことができる。
【１４４２】
　また、図３７６（Ａ）、図３７６（Ｂ）に示すように、２枚の表示パネル１４００ａ、
１４００ｂのそれぞれに人物群が表示される。その結果、本演出例の演出表示は、１枚の
表示パネルでは実現することができないような格別に賑わった雰囲気を作り出すことがで
きる。
【１４４３】
　また、図３７６（Ｃ）に示すように、本演出例では、後人物画像ＺＢＨにおける複数の
人物の少なくとも一部の人物の一部分が、前人物画像ＺＦＨにおける人物と重なって見え
るように、人物画像ＺＦＨ、ＺＢＨのそれぞれの人物が配置されている（以下、後人物画
像ＺＢＨの人物における、前人物画像ＺＦＨの人物と重なる部分を「重畳部分」とも呼ぶ
）。仮に１枚の表示パネルに前人物画像ＺＦＨと後人物画像ＺＢＨとの両方を表示すると
仮定する。この場合、後人物画像ＺＢＨの人物の重畳部分は、前人物画像ＺＦＨに隠れて
表示されない（描写されない）。このように、遊技者によって認識される人物の表示（描
写）が減ってしまうので、遊技者には、賑わいの程度が軽く感じられてしまう。本演出例
では、２枚の表示パネルを用いることによって、前人物画像ＺＦＨよりも物理的に奥側に
後人物画像ＺＢＨが表示されるので、遠近感を損なわずに、後人物画像ＺＢＨの人物の重
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畳部分を、第２表示パネル１４００ｂに表示することができる。その結果、遊技者よって
認識される人物の表示（描写）を、遠近感を損なわずに、増すことができる。その結果、
格別に賑わう雰囲気を作り出すことができる。また、２枚の表示パネルを利用することに
よって、多数の人物を奥行き感溢れる態様で表現することができる。これらの結果、奥行
き感に富んだ賑わいを表現することができ、活気に溢れた格別に好ましい雰囲気を作り出
すことができる。
【１４４４】
　図３７７は、図３７６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３７６の画像との差異は、人物画像ＺＦＨ、ＺＢＨが、それぞれ、人物が更に左に移動し
た様子を表している点と、中図柄列１１５３ｂにおいて、装飾図柄の変動速度がゆっくり
になっている点だけである（装飾図柄の変動速度は、変動する装飾図柄がどのような図柄
であるかを遊技者が認識できるような速度である）。前人物画像ＺＦＨは、図３７６の状
態から更に人物が左に移動した様子を表しており、画面の右端から左端まで続く人物群を
表している。後人物画像ＺＢＨも、同様に、図３７６の状態から更に人物が左に移動した
様子を表しており、画面の右端から左端まで続く人物群を表している。このように大勢の
人物を表示することによって、益々賑わった雰囲気を作り出すことができる。また、２枚
の表示パネル１４００ａ、１４００ｂに人物を表示することによって、遠近感を損なわず
に、賑わった雰囲気を作り出すことができる。
【１４４５】
　図３７８は、図３７７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３７７の画像との差異は、人物画像ＺＦＨ、ＺＢＧが、それぞれ、人物が更に左に移動し
た様子を表している点だけである。前人物画像ＺＦＨは、図３７７の状態から更に人物が
左に移動した様子を表しており、人物群の最後尾を表している。後人物画像ＺＢＨも、同
様に、図３７７の状態から更に人物が左に移動した様子を表しており、人物群の最後尾を
表している。また、前人物画像ＺＦＨは、先行する人物群から遅れて（離れて）移動する
少数（ここでは一人）の人物ＺＦＨＬを表している。大勢の人物が群となって移動した後
に一人だけ遅れて（離れて）移動する人物は、とぼけた雰囲気を醸し出して遊技者の緊張
を解きほぐし、おかしさを作り出す。
【１４４６】
　図３７９は、図３７８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３７７の画像との差異は、後人物画像ＺＢＨの表示が無く、そして、前人物画像ＺＦＨが
、遅れた人物ＺＦＨＬのみを表している点だけである。この人物ＺＦＨＬも、左に向かっ
て走って移動している。
【１４４７】
　図３８０は、図３７９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３７９の画像との差異は、前人物画像ＺＦＨの表示が無くなっている点だけである。中図
柄列１１５３ｂの変動は継続しており、リーチ状態が続いている。
【１４４８】
　その後、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において選択された変動パ
ターンに従った演出表示を継続する。例えば、本明細書で説明される種々の「リーチ成立
後の演出（リーチ演出）」が実現される。
【１４４９】
　なお、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において選択された変動パタ
ーンに応じて、「リーチ成立時の予告演出」を実現するか否かを決定する。本演出例では
、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターン毎に準備された成立時予告振分テーブル（
図示せず）と、乱数とを用いて、その判断を行う。成立時予告振分テーブルは、各判定結
果（「実行する」と「実行しない」）に振り分けられた乱数値を格納している。周辺制御
ＭＰＵ４１４０ａは、演出表示を開始する毎に、乱数を取得して、リーチ成立時の予告演
出を実現するか否かの抽選（成立時予告抽選）を行う。成立時予告抽選の結果が当たりの
場合には、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターンに応じた演出表示と並行してリー
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チ成立時の予告演出を実行する。成立時予告抽選の結果がハズレの場合には、周辺制御Ｍ
ＰＵ４１４０ａは、リーチ成立時の予告演出を実行せずに、変動パターンに応じた演出表
示を続ける。
【１４５０】
　なお、成立時予告抽選結果が当たりである確率が、変動パターンに応じて異なっていて
も良い。ここで、変動パターンに対応付けられた大当たり信頼度（大当たり期待度とも呼
ばれる）を考慮して、成立時予告抽選結果が当たりである確率を設定してもよい。ここで
、以下に説明するような、変動パターンに対応付けられた大当たり信頼度（「パターン特
定信頼度」と呼ぶ）を利用してよい。或る変動パターンに対応するパターン特定信頼度は
、以下のように特定される。図２１３、図２１５、図２１７～図２２１のテーブルには、
同じ種類の演出表示を規定する当たり用の変動パターンとハズレ用の変動パターンとが登
録されている。例えば、図２１８の表の番号２０の演出表示（実写リーチＡ当り）と図２
２０の表の番号９４の演出表示（実写リーチＡハズレ）とは、同じ演出表示（実写リーチ
Ａ）を規定している。（なお、最終的に停止表示される図柄は異なる。また、実際に表示
される演出表示は、いわゆるステップアップ演出等の演出の修正や追加によって、異なり
得る）。この場合、「実写リーチＡ」を規定する変動パターン（「実写リーチＡ当り」と
「実写リーチＡハズレ」とのいずれか）が選択された場合のパターン特定信頼度は、「実
写リーチＡ当り」が選択される確率ＰＡと、「実写リーチＡハズレ」が選択される確率Ｐ
Ｈとから、以下の計算式で求められる（各確率ＰＡ、ＰＨは、特別図柄抽選結果が大当た
りになる確率と、図２１３、図２１５、図２１７～図２２１の振り分けによって決まる）
。
　パターン特定信頼度＝ＰＡ／（ＰＡ＋ＰＨ）
【１４５１】
　他の変動パターンについても、同様に、同じ種類の演出表示を規定する変動パターンか
らパターン特定信頼度を求めることができる。「同じ種類の演出表示」とは、装飾図柄の
変動時間がほぼ同じであるとともに、演出の主要部分（例えば、リーチ演出表示や特殊演
出表示等）が同じである演出表示を示している。２つの演出表示の間に差異がある場合で
あっても、その差異が表示画面の一部に限定されている場合には（例えば、表示画面の一
部の領域の色が異なる場合や、登場するキャラクタの一部が異なる場合のように、いわゆ
るチャンスアップ演出が異なる場合）、それらの演出表示が同じ種類の演出表示である、
ということができる。なお、特別図柄抽選結果は、現実には主制御基板４１００によって
既に決定されているが、演出表示が終了するまでは遊技者には報知されていない。パター
ン特定信頼度は、遊技者にとっての見た目の信頼度（大当たりの確率）である。ここで、
第１特別乱数に基づくパターン特定信頼度と、第２特別乱数に基づくパターン特定信頼度
とを区別することが好ましい。
【１４５２】
　このようなパターン特定信頼度は、変動パターンの間で異なり得る。例えば、図２１８
の２０番や図２２０の９４番の変動パターン（実写リーチＡ）のパターン特定信頼度は、
図２１８の１番や図２２０の８３番や図２２１の１２９番の変動パターン（ノーマルリー
チ）のパターン特定信頼度よりも高い。そこで、成立時予告振分テーブルを、パターン特
定信頼度が大きいほど、成立時予告抽選結果が当たりである確率が高くなるように（予告
演出が行われる確率が高くなるように）、予め設定することが好ましい。例えば、「実写
リーチＡ（２０番、９４番）」が選択された場合の、成立時予告抽選結果が当たりである
確率を、「ノーマルリーチ（１番、８３番、１２９番）」が選択された場合の、成立時予
告抽選結果が当たりである確率よりも、高くするとよい。こうすれば、リーチ成立時の予
告演出が実現された場合には、実現されなかった場合と比べて、遊技者から見て特別図柄
抽選結果が大当たりである確率が高い。従って、上述したような、奥行き感に溢れ、格別
に賑わった雰囲気を醸し出す演出表示を見る確率が、パターン特定信頼度とリンクしてい
るので、魅力的な演出を見ることの嬉しさが、パターン特定信頼度と一致する。これによ
り、遊技者の大当たりへの期待感を損ねずに、魅力的な演出表示を実現することができる
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。さらに、本演出例では、リーチが成立しない変動パターンが選択された場合には、周辺
制御ＭＰＵ４１４０ａは、このようなリーチ成立時の予告演出を実行しない。その結果、
予告演出の実現と、パターン特定信頼度とのリンクを強くすることができるので、遊技者
の大当たりへの期待感を損ねずに、魅力的な演出表示を適切に実現することができる。
【１４５３】
　一般的には、主制御基板４１００は、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択さ
れた場合の抽選結果（例えば、特別図柄抽選結果）が所定の当たりである信頼度が、第２
種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合の抽選結果が所定の当たりである信
頼度よりも高くなるように、変動パターンの選択を行えばよい。そして、周辺制御ＭＰＵ
４１４０ａは、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合にリーチ成立時
の予告演出が行われる確率が、第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合
にリーチ成立時の予告演出が行われる確率よりも高くなるように、リーチ成立時の予告演
出を実行するか否かを決定すればよい（例えば、成立時予告振分テーブルがそのように設
定されていればよい）。
【１４５４】
　いずれの場合も、リーチ態様が表示された後に予告演出を実現すれば、リーチ態様が表
示される前に予告演出を実現する場合と比べて、リーチ態様の形成による期待感と、予告
演出の実現による期待感とを両立することができる（リーチ態様が表示される前に群を用
いた予告演出を実現することとすると、その予告演出が実現されずにリーチ態様が形成さ
れた場合に、遊技者の期待感が低減し得る）。ただし、リーチ態様が表示される前に群を
用いた演出を実現してもよい。
【１４５５】
　また、群を成す表示対象（アイテム）としては、人物に限らず、任意の対象を採用可能
である。例えば、魚や動物といった生き物や果物や数字やマスコットであってもよい（こ
のように、群を成す対象（アイテム）としては、種々のキャラクタを採用可能である）。
また、群を用いた表示態様としては、群が画面の一端から他端（例えば、右端から左端や
、左端から右端や、上端から下端や、下端から上端）へ通り過ぎる態様に限らず、他の種
々の態様を採用可能である。例えば、画面内の所定の部分（例えば、中央部）に複数の表
示対象が集まって群を形成した後、表示対象が放射状に離れていくような態様を採用して
もよい。いずれの場合も、群が形成される様子や、群が移動する様子を表す演出表示を実
現すれば、賑わった雰囲気を醸し出すことができるので、遊技者は魅力的な演出を期待感
とともに楽しむことができる。
【１４５６】
　また、第１表示パネル１４００ａに表示される表示対象が、第２表示パネル１４００ｂ
に表示される表示対象と異なっていても良い。図３８１は、図３７６と同様のフレーム画
像を表す説明図である。第１表示パネル１４００ａには、図３７６の例と同様に前人物画
像ＺＦＨが表示されている。しかし、第２表示パネル１４００ｂには、後人物画像ＺＢＨ
の代わりに、タコのようなキャラクタの群（以下「タコ群ＺＢＯ」と呼ぶ）が表示されて
いる（本演出例では、タコ群ＺＢＯも、右から左へ移動している）。このように、第１表
示パネル１４００ａに第１対象の群を表示し、第２表示パネル１４００ｂに第１対象とは
異なる第２対象の群を表示すれば、第１対象に第２対象が重なって見える場合にも、第２
対象の重畳部分を、その表示を省略せずに、第２表示パネル１４００ｂに表示することが
できる。その結果、第１対象の表示に加えて、第２対象の表示も十分に行うことができる
ので、遊技者は、２種類の表示対象による更に賑わった雰囲気を感じることができる。ま
た、２枚の表示パネル１４００ａ、１４００ｂの間で群の対象が異なるので、群の対象が
同じ場合と比べて、全く異なる印象を遊技者に与えることができる。なお、第１表示パネ
ル１４００ａに表示される群が、複数種類の表示対象によって形成されてもよい。同様に
、第２表示パネル１４００ｂに表示される群も、複数種類の表示対象によって形成されて
もよい。
【１４５７】
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　ここで、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、同じ表示対象の群を双方の表示パネル１４００
ａ、１４００ｂに表示する演出（同対象多重群演出）と、各表示パネル１４００ａ、１４
００ｂの間で群を構成する表示対象が異なる演出（異対象多重群演出）との間で、特別図
柄抽選結果が大当たりになる確率（遊技者から見た見た目の確率）が異なるように、それ
らの多重群演出を実行してもよい。例えば、異対象多重群演出が実現された場合の特別図
柄抽選結果が大当たりになる確率が、同対象多重群演出が実現された場合の確率と比べて
、高くなるように（あるいは低くなるように）、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、各多重群
演出を実行するか否かを決定してもよい。こうすれば、２枚の表示パネル１４００ａ、１
４００ｂの双方に群を表示するという奥行き感に溢れて賑わった雰囲気を醸し出す演出を
用いて、多段階の信頼度を遊技者に示唆することができる。
【１４５８】
　また、群から離れて表示される対象（図３７８、図３７９：人物ＺＦＨＬ）の総数は、
１に限らず、群を形成する対象の数よりも少ない任意の数を採用可能である。一般には、
群を成す対象と同じ種類の対象であって、群を成す複数の対象とは異なる特徴を有する対
象（異質対象とも呼ぶ）としては、群から離れた位置に表示される対象に限らず、種々の
対象を採用可能である。図３８２は、図３８１と同様のフレーム画像を表す説明図である
。図３８１の例との差異は、第２表示パネル１４００ｂに、タコ群ＺＢＯに加えて、巨大
なキャラクタＺＢＯＢが表示されている点である（図３８２の例ではキャラクタＺＢＯＢ
も、タコ群ＺＢＯと同様に右から左へ移動している）。このように、群を成す複数の対象
とは大きさが大幅に異なる対象を採用してもよい（例えば、大きさ（長さ）が２倍以上の
対象や、大きさが１／２以下の対象）。また、上述の群を表示する各演出例において、こ
のような異質対象の表示が、手前側の第１表示パネル１４００ａで行われても良く、第２
表示パネル１４００ｂで行われても良く、両方で行われても良い。
【１４５９】
　いずれの場合も、異質対象を表示すれば、遊技者の注意を喚起することができる。そこ
で、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、異質対象を含む多重群演出と、異質対象を含まない多
重群演出との間で、特別図柄抽選結果が大当たりになる確率（遊技者から見た見た目の確
率）が異なるように、それらの多重群演出を実行してもよい。例えば、異質対象を含む多
重群演出が実現された場合の特別図柄抽選結果が大当たりになる確率が、異質対象を含ま
ない多重群演出が実現された場合の確率と比べて、高くなるように（あるいは低くなるよ
うに）、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、各多重群演出を実行するか否かを決定してもよい
。こうすれば、２枚の表示パネル１４００ａ、１４００ｂの双方に群を表示するという奥
行き感に溢れて賑わった雰囲気を醸し出す演出を用いて、多段階の信頼度を遊技者に示唆
することができる。
【１４６０】
　なお、本演出例では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターンに応じて「リーチ成
立時の予告演出（多重群演出）」を実行するか否かを決定しているが、その決定に利用す
る情報（抽選情報に相当する）としては、特別図柄抽選結果に基づいて決まる他の任意の
情報を採用可能である。例えば、特別図柄抽選結果が当選であるか否かを表す情報に応じ
て、「リーチ成立時の予告演出」を実行するか否かを決定してもよい。この場合、当選で
ある場合には、落選である場合と比べて、高い確率で「リーチ成立時の予告演出」を実行
することが好ましい。
【１４６１】
［リーチ成立時の第２予告演出]
　主制御基板４１００において選択され得る変動パターンの中には、以下に説明する第２
予告演出が実行される変動パターンがある。このリーチ成立時の第２予告演出について、
図３８３～図３９０を参照して説明する。
【１４６２】
　図３８３～図３９０において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００



(321) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面（正面視認画像））の図を示す。
【１４６３】
　図３８３～図３９０は、リーチ成立時の予告演出として液晶表示装置１４００に表示さ
れる動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図３８３～図３９０は、図番が大き
くなるにつれて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３８３～図３９０を図番に
従って見ていくことで、リーチ成立時の予告演出としての動画像の内容を把握できる。
【１４６４】
　この予告演出では、まず、図３８３に示すように、リーチ状態を形成した様子が表示さ
れる。図示するように、第１表示パネル１４００ａには、第１背景画像ＺＢ１１が表示さ
れている。この第１背景画像ＺＢ１１は、ビルディング（建物）を正面に見た様子をカラ
ー画像で描写している。そして、左図柄列１１５３ａにおいて７図柄Ｓ７が停止表示され
、右図柄列１１５３ｃにおいても７図柄Ｓ７が停止表示されている。中図柄列１１５３ｂ
においては、装飾図柄が高速変動表示される。これらにより、リーチ状態が形成される。
なお、装飾図柄の高速変動表示は、縦の３本線で表現されている。図３８４～図３９０に
ついても、装飾図柄が高速変動表示を行っている場合には、その様子が縦の３本線で表現
されている。第２表示パネル１４００ｂでは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。従
って、図３８３（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの表示
内容と同じように、第１背景画像ＺＢ１１を背景として、７図柄Ｓ７を用いたリーチ状態
を示している。
【１４６５】
　図３８４は、図３８３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３８３の画像からの変化は、第１背景画像ＺＢ１１が変化している点だけである。図３８
３の画像とは異なり、第１背景画像ＺＢ１１は、図３８３の建物を含む町並みを上から見
た様子をカラー画像で描写している。この段階では、装飾図柄（例えば、７図柄Ｓ７）と
、その周りの領域に表示された第１背景画像ＺＢ１１との両方が、第１表示パネル１４０
０ａに表示されている。従って、装飾図柄と背景画像とを観察する遊技者の目のピント（
視点）は、奥側の第２表示パネル１４００ｂには合わずに、手前側の第１表示パネル１４
００ａに合う。その結果、遊技者には、１枚の表示パネルで演出表示が行われているよう
に、感じられる。
【１４６６】
　図３８５は、図３８４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３８４の画像からの変化は、３点ある。第１の変化は、中図柄列１１５３ｂにおける図柄
の変動速度がゆっくりになっている点である。第２の変化は、第１表示パネル１４００ａ
に表示された第１背景画像ＺＢ１１の色が薄い色（明るい色）に変化している点である。
これにより、遊技者は、手前の第１表示パネル１４００ａに表示される画像を通して、奥
側の第２表示パネル１４００ｂに表示される画像を認識することができる。第３の変化は
、第２表示パネル１４００ｂに、第２背景画像ＺＢ１２が表示されている点である。
【１４６７】
　第２背景画像ＺＢ１２は、第１背景画像ＺＢ１１と同じ町並みをモノトーン画像で描写
している。ここでは、無彩色（グレー）に緑色の線で町並みが表現されている。図３８５
（Ｃ）に示すように、遊技者からは、第１背景画像ＺＢ１１が第２背景画像ＺＢ１２と重
なって見え、そして、第１背景画像ＺＢ１１によって表される対象（ここでは町並み）の
形状は、第２背景画像ＺＢ１２によって表される対象の形状と一致して見える。ただし、
第１背景画像ＺＢ１１と第２背景画像ＺＢ１２との間で、表現態様が異なっている（第１
背景画像ＺＢ１１はカラー画像であり、第２背景画像ＺＢ１２はモノトーン画像である）
。
【１４６８】
　なお、第２背景画像ＺＢ１２において、第１表示パネル１４００ａに表示された装飾図
柄（例えば、７図柄Ｓ７）と重なって見える領域ＳＣの色は、他の領域の色と比べて、明
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るい（薄い）。これにより、装飾図柄が暗く見えてしまうことが抑制される。
【１４６９】
　図３８６は、図３８５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３８５の画像からの変化は、３点ある。第１の変化は、第２表示パネル１４００ｂにおい
て、装飾図柄と重なって見える領域ＳＣが透明状態ＣＬＲに制御されている点である。こ
れにより、遊技者は、第１表示パネル１４００ａに表示された装飾図柄をはっきりと認識
することができる。第２の変化は、第１表示パネル１４００ａにおいて、装飾図柄（例え
ば、７図柄Ｓ７や６図柄Ｓ６）を表す領域を除いた残りの領域に表示されていた第１背景
画像ＺＢ１１が消えて、その領域が透明状態ＣＬＲに制御されている点である。第３の変
化は、第２背景画像ＺＢ１２の色が濃い色（暗い色）に変化している点である。これらの
第２、第３の変化により、遊技者は、装飾図柄の周りを見ると、第２表示パネル１４００
ｂに表示された第２背景画像ＺＢ１２をはっきりと認識することができる。
【１４７０】
　遊技者が、装飾図柄（例えば、７図柄Ｓ７）を意識的に観察する場合には、目のピント
が、奥側の第２表示パネル１４００ｂには合わずに、手前側の装飾図柄（第１表示パネル
１４００ａ）に合う。遊技者が、第２背景画像ＺＢ１２を意識的に観察する場合には、目
のピントが、手前側の第１表示パネル１４００ａには合わずに、奥側の第２背景画像ＺＢ
１２（第２表示パネル１４００ｂ）に合う。これらの結果、装飾図柄と第２背景画像ＺＢ
１２とを観察する遊技者の目のピントは、手前側の第１表示パネル１４００ａと、奥側の
第２表示パネル１４００ｂとの間を行き来することになる。その結果、遊技者は、１枚の
表示パネルでは味わうことのできない奥行き感を覚え、そのような演出表示に魅了される
。
【１４７１】
　なお、図３８４のフレーム画像と図３８６のフレーム画像との間に、中間状態のフレー
ム画像（図３８５）が表示されているので、遊技者には、背景画像が第１表示パネル１４
００ａから第２表示パネル１４００ｂへ徐々に移行しているように見える。これにより、
背景画像が急に移行する場合と比べて、遊技者が覚える驚きを緩和できる。ただし、この
ような中間状態のフレーム画像を省略してもよい。こうすれば、遊技者に驚きを提供でき
る。
【１４７２】
　図３８７は、図３８６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３８６の画像とは異なり、第１表示パネル１４００ａには、図３８４の画像と同様に、装
飾図柄と第１背景画像ＺＢ１１とが表示されている。さらに、第１表示パネル１４００ａ
には、画面の中央部分を画面の上端から下端まで延びる稲妻を表す稲妻画像ＺＴが表示さ
れている。第２表示パネル１４００ｂの全面は、透明状態ＣＬＲに制御されている。これ
により、図３８７（Ｃ）のように、正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの表示内
容と同じとなる。
【１４７３】
　図３８８は、図３８７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３８７の画像からの変化は、２つある。第１の変化は、第１表示パネル１４００ａにおい
て、稲妻画像ＺＴ（図３８７）が右部分ＺＴＲと左部分ＺＴＬとの２つに分割されて、右
部分ＺＴＲが右に移動し、左部分ＺＴＬが左に移動している点である。右部分ＺＴＲと左
部分ＺＴＬとの間の中間領域（第１中間領域ＺＭ１と呼ぶ）は、透明状態ＣＬＲに制御さ
れている。第２の変化は、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１中間領域ＺＭ１と重
なって見える領域（第２中間領域ＺＭ２）に、背景画像ＺＢ１３が表示されている点であ
る。背景画像ＺＢ１３は、図３８５、図３８６の第２背景画像ＺＢ１２と同様に、モノト
ーンで表されている。第２表示パネル１４００ｂの他の領域は透明状態ＣＬＲに制御され
ている。図３８８（Ｃ）に示すように、正面視認画面では、画面の中央部分（第１中間領
域ＺＭ１）において、奥側の背景画像ＺＢ１３が見える。画面の右部分と左部分とにおい
ては、手前側の背景画像ＺＢ１１と装飾図柄とが見える。
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【１４７４】
　図３８９は、図３８８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３８８の画像からの変化は３つある。第１の変化は、第１表示パネル１４００ａにおいて
、右部分ＺＴＲが更に右に移動し、左部分ＺＴＬが更に左に移動している点である。これ
により、透明状態ＣＬＲに制御された第１中間領域ＺＭ１が広がっている。第２の変化は
、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第２中間領域ＺＭ２が、第１中間領域ＺＭ１の拡
張に合わせて、広がっている点である。第３の変化は、第２中間領域ＺＭ２に、背景画像
ＺＢ１４と装飾図柄とが表示されている点である。背景画像ＺＢ１４は、図３８８の背景
画像ＺＢ１３と同様に、モノトーンで表されている。装飾図柄は、左図柄列１１５３ａの
図柄と右図柄列１１５３ｃの図柄を表している（ここでは、いずれも、７図柄Ｓ７ｓ）。
【１４７５】
　図３９０は、図３８９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像を示している。図
３８９の画像からの変化は２つある。第１の変化は、第１表示パネル１４００ａの全面が
透明状態ＣＬＲに制御されている点である。第２の変化は、第２表示パネル１４００ｂに
おいて、右部分ＺＴＲと左部分ＺＴＬが消えて、背景画像ＺＢ１４が第２表示パネル１４
００ｂの右端と左端まで広がっている点である。
【１４７６】
　その後、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において選択された変動パ
ターンに従った演出表示を継続する。例えば、本明細書で説明される種々の「リーチ成立
後の演出（リーチ演出）」が実現される。
【１４７７】
　以上のように、図３８４～図３８６の演出表示によって、装飾図柄の表示が手前側の第
１表示パネル１４００ａに維持されたまま、図柄の周囲の領域の背景画像の表示が、手前
側の第１表示パネル１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂへ移動する。これに
より、装飾図柄と背景画像とを観察する遊技者は、１枚の第１表示パネル１４００ａによ
る平面的な表示から、２枚の表示パネル１４００ａ、１４００ｂを用いた奥行き感に溢れ
る表示への変化を目の当たりにする。このような変化によって遊技者の演出表示に対する
興味が引き起こされるので、魅力的な演出表示を実現できる。
【１４７８】
　また、図３８４～図３８６の演出表示によって、遊技者には、装飾図柄が背景画像から
飛び出しているように見せることができる。これにより、その装飾図柄に係るリーチに対
する遊技者の期待感も高まり、遊技を面白くすることができる。なお、このような奥行き
感に溢れる表示を伴う演出表示は、一部の演出表示に限定されてもよい。例えば、主制御
基板４１００は、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合の特別図柄抽
選結果が大当たりになる確率（パターン特定信頼度）が、第１種演出表示とは異なる第２
種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合のパターン特定信頼度よりも高くな
るように、変動パターンの選択を行っても良い。そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、
第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合には、上述した奥行き感に溢れ
る演出表示を実行せずに、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合に、
上述した奥行き感に溢れる演出表示を実行してもよい。例えば、図２１８の７番や図２２
０の８７番の変動パターンで規定される演出表示（３ＤリーチＡ）で、図３８４～図３８
６のような奥行き感に溢れる演出が実現され、図２１８の１番や図２２０の８３番や図２
２１の１２９番の変動パターンで規定される演出表示（ノーマルリーチ）では、そのよう
な奥行き感に溢れる演出が実現されないこととしてもよい（一般には、ノーマルリーチの
演出では、第２表示パネル１４００ｂには何ら画像が表示されずに、演出が終了すること
としてもよい）。なお、ノーマルリーチの演出表示においても、リーチ態様を構成する図
柄の組み合わせが停止表示される。ここで、手前側の第１表示パネル１４００ａにリーチ
態様が表示されることが好ましい。ただし、第２表示パネル１４００ｂにリーチ態様が表
示されてもよい。
【１４７９】
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　なお、手前側の第１表示パネル１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂへ表示
が移動する領域としては、装飾図柄を表す領域を除いた残りの領域に限らず、他の任意の
対象を表す領域を採用可能である。例えば、所定のキャラクタを表す領域を採用してもよ
い。また、２枚の表示パネル１４００ａ、１４００ｂの間で表示が移動せずに維持される
領域としては、装飾図柄を表す領域に限らず、他の任意の対象を表す領域を採用可能であ
る。例えば、装飾図柄が移動して背景図柄が移動せずに維持されてもよい。また、手前側
の第１表示パネル１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂへ表示の一部が移動す
る代わりに、奥側の第２表示パネル１４００ｂから手前側の第１表示パネル１４００ａへ
表示の一部が移動してもよい。また、表示を奥行き感に溢れる態様に切り替える処理を、
リーチ態様が表示される前に行っても良い。
【１４８０】
　なお、演出表示としては、図３８３～図３９０に示す演出表示に限らず、他の種々の演
出表示を採用可能である。例えば、図３８７～図３９０に示すような手前側の画像が割れ
て奥側の画像が視認可能になるような演出を省略してもよい。
【１４８１】
　また、このような奥行き感に溢れる演出表示を、パターン特定信頼度の高い一部の変動
パターンが選択された場合にのみ実行することとしてもよい。このように、周辺制御ＭＰ
Ｕ４１４０ａは、変動パターンに応じて「リーチ成立時の予告演出」を実行するか否かを
決定してもよい。なお、その決定に利用する情報としては、特別図柄抽選結果に基づいて
決まる他の情報を採用してもよい。例えば、特別図柄抽選結果が当選であるか否かを表す
情報に応じて、「リーチ成立時の予告演出」を実行するか否かを決定してもよい。この場
合、当選である場合には、落選である場合と比べて、高い確率でリーチ成立時の予告演出
を実行することが好ましい。
【１４８２】
　[リーチ成立後の演出（リーチ演出）について]
　［両面リーチ演出の一例］
　リーチが成立した後に行われるリーチ演出の一例として、両面リーチ演出について、図
３９１～３９８を参照して説明する。一例として、変動１５の変動パターン（３Ｄリーチ
→両面リーチ後面）が選択されている場合に、連続演出の後、７図柄のリーチが成立した
後に演出表示される両面リーチ演出について説明する。この変動パターンでは、３Ｄリー
チ演出が表示された後、発展して両面リーチ演出が表示される。３Ｄリーチ演出は、３Ｄ
グラフィックを用いた画像を主として用いた演出である。図３９１～図３９８では、本リ
ーチ演出として液晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像及び遊
技者から見た視認画面を示す図である。図３９１～図３９８は、図番が大きくなるに連れ
て時間的に後のフレーム画像を図示しており、図３９１～図３９８を図番に従って見てい
くことで、本リーチ演出としての動画像の内容を把握することができる。言い換えれば、
図３９１～図３９８には、一つ前の図番に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画
像及び遊技者から見た視認画面（正面視認画面）が示されている。両面リーチ演出は、第
１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂの両方を駆使して行われるので、図
３９１～図３９８では、（Ａ）に第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、（Ｂ）に
第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）に第１表示パネル１４００ａの表示
内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容の図（正
面視認画面）を示す。
【１４８３】
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、しばらく期間をおいて、液晶表示装置１４００の表示内
容をホワイトアウトまたはブラックアウトした後に、３Ｄリーチ演出を開始する。図３９
１は、リーチ演出の開始直後のフレーム画像を示している。３Ｄリーチ演出が開始される
と、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、まず、第１表示パネル１４００ａにおいて、図３９１
（Ａ）に示すように、数字の「７」を表す図柄Ｙ１、Ｙ２を、それぞれサイドに表示させ
る。この場合、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図柄Ｙ１及び図柄Ｙ２の表示部分以外の領
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域に、キャラクタ画像ＣＲ１と背景画像ＨＫ１を表示しており、詳しくは、３Ｄグラフィ
ックで描かれた女性を示すキャラクタ画像ＣＲ１が背景画像ＨＫ１の壁に沿って走ってく
る様子を示している。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９１（Ｂ）に示すように
、第２表示パネル１４００ｂを、全領域が透明状態ＣＬＲ（非表示領域）となるように制
御する。
【１４８４】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９１（Ｃ）に示すように、図柄Ｙ１
およ図Ｙ２が停止表示されてリーチ状態を形成した様子を示すことができる。このように
、図柄Ｙ１及び図柄Ｙ２とで、リーチ状態を示す表示態様を、第１リーチ表示態様とも呼
ぶ。なお、上記第１リーチ表示態様は、２つの図柄のみで形成されているが、「第１リー
チ表示態様」は、図柄Ｙ１と図柄Ｙ２との間に、変動表示中の図柄が表示されるような表
示態様も含む。
【１４８５】
　次に、３Ｄリーチ演出が両面リーチ演出に発展していく。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは
、図３９２（Ａ）に示すように、第１表示パネル１４００ａにおいて、左半分の台形状領
域（以下では、左側領域とも呼ぶ）を透明状態ＣＬＲに制御し、残り右半分の台形状領域
（以下では、右側領域とも呼ぶ）に、図柄Ｙ１と図柄Ｙ２との間に、変動中の図柄であっ
て数字を表す図柄Ｙ３が表示された第１リーチ表示態様ＲＣ１を表示させると共に、背景
画像ＨＫ２と車を示すキャラクタ画像ＣＲ２を表示させる。以下では、表示パネルにおい
て、透明状態ＣＬＲの領域と、画像（キャラクタ画像ＣＲ、背景画像ＨＫ、図柄画像など
）が表示される領域との境界の線をエッジ線ＥＤで示す。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０
ａは、第１表示パネル１４００ａの中央付近であって、左側領域と、右側領域とに跨る領
域に、タイトルＴＬを表示させる。このタイトルＴＬは、「ＤＵＡＬ　ＣＨＡＮＣＥ」と
表示され、これから、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂを駆使した
ダブルリーチ演出である両面リーチ演出を行うことを示唆している。
【１４８６】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９２（Ｂ）に示すように、第２表示パネル１
４００ｂにおいて、左側領域に、タコ状生物を示すキャラクタ画像ＣＲ３を表示させ、右
側領域を、透明状態ＣＬＲに制御する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、左側領域において
、タイトルＴＬ部分に対応する部分が、透明状態ＣＬＲとなるように制御する。なお、第
１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを重ね合わせた場合おいて、それ
ぞれの右側領域及び左側領域は一致する。
【１４８７】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９２（Ｃ）に示すように、中央付近
に、「ＤＵＡＬ　ＣＨＡＮＣＥ」を示し、右側領域に、第１リーチ態様と共にキャラクタ
画像ＣＲ２及び背景画像ＨＫ２を示し、さらに、左側領域に、キャラクタ画像ＣＲ３を示
すことができる。
【１４８８】
　次に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９３（Ａ）に示すように、第１表示パネル１
４００ａにおいて、「ＤＵＡＬ　ＣＨＡＮＣＥ」と表されたタイトルＴＬを消去する。
【１４８９】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９３（Ｂ）に示すように、第２表示パネル１
４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの左側領域に、第２リーチ表示態様ＲＣ２
を表示させる。この第２リーチ表示態様ＲＣ２は、「８」を表す図柄Ｘ１及び図柄Ｘ２が
停止表示されると共に、図柄Ｘ１と図柄Ｘ２との間に、変動表示中の図柄Ｘ３が表示され
て成る。なお、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００ａの左側領域にお
いて、透明状態ＣＬＲとしていたタイトルＴＬ部分に対応する部分にもキャラクタ画像Ｃ
Ｒ３を表示させるように制御する。
【１４９０】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９３（Ｃ）に示すように、右側領域
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に、第１リーチ表示態様ＲＣ１と共にキャラクタ画像ＣＲ２及び背景画像ＨＫ２を示すこ
とができると共に、左側領域に、第２リーチ表示態様ＲＣ２と共にキャラクタ画像ＣＲ３
を示すことができ、すなわち、第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂ
を用いて、ダブルリーチを表現することができる。
【１４９１】
　次に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９４（Ａ）に示すように、第１表示パネル１
４００ａにおいて、中央付近を含む領域（以下では、中央付近領域とも呼ぶ）に、第１リ
ーチ表示態様ＲＣ１及び背景画像ＨＫ３を表示させると共に、当該中央付近領域以外の領
域（以下では、周辺領域とも呼ぶ）を透明状態ＣＬＲに制御する。この場合、周辺制御Ｍ
ＰＵ４１４０ａは、第１リーチ表示態様ＲＣ１や背景画像ＨＫ３を表示させた中央付近領
域が、透明状態ＣＬＲに制御された周辺領域よりも大きく（広く）なるように形成する。
【１４９２】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９４（Ｂ）に示すように、第２表示パネル１
４００ｂにおいて、中央付近領域を、透明状態ＣＬＲに制御すると共に、周辺領域に、第
２リーチ表示態様ＲＣ２及び背景画像ＨＫ４を表示させる。この場合、当然に、第２表示
パネル１４００ｂにおいて、透明状態ＣＬＲに制御される中央付近領域は、第２リーチ表
示態様ＲＣ２及び背景画像ＨＫ４を表示させる周辺領域よりも大きい。なお、第１表示パ
ネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを重ね合わせた場合おいて、それぞれの中
央付近領域及び周辺領域は一致する。
【１４９３】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９４（Ｃ）に示すように、比較的大
きい中央付近領域に背景画像ＨＫ３を背景として第１リーチ表示態様ＲＣ１を示すことが
できると共に、比較的小さい周辺領域に、背景画像ＨＫ４を背景として第２リーチ表示態
様ＲＣ２を示すことができる。
【１４９４】
　次に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９５（Ａ）に示すように、第１表示パネル１
４００ａの第１リーチ表示態様ＲＣ１において、変動中であった図柄Ｙ３を数字の「６」
で停止表示させて、図柄Ｙ１、Ｙ２、Ｙ３によって形成される外れ図柄組合せＨＺＨを表
示させる。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第２表示パネル１４００ｂにおいて、図
３９５（Ｂ）に示すように、図３９４（Ｂ）と同様の状態を保つ制御を行う。
【１４９５】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９５（Ｃ）に示すように、比較的大
きい中央付近領域に、背景画像ＨＫ３を背景として外れ図柄組合せＨＺＨを示すことがで
きると共に、比較的小さい周辺領域に、背景画像ＨＫ４を背景として第２リーチ表示態様
ＲＣ２を示すことができる。
【１４９６】
　次に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９６（Ａ）に示すように、第１表示パネル１
４００ａにおいて、右下片隅の台形状領域（以下では、右下片隅領域とも呼ぶ）に、外れ
図柄組合せＨＺＨ及び背景画像ＨＫ５を表示させると共に、当該右下片隅領域以外の大部
分の領域（以下では、大部分領域とも呼ぶ）を透明状態ＣＬＲに制御する。この場合、周
辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、透明状態ＣＬＲに制御された大部分領域が、外れ図柄組合せ
ＨＺＨや背景画像ＨＫ５を表示させた右下片隅領域よりも大きく（広く）なるように形成
する。
【１４９７】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９６（Ｂ）に示すように、第２表示パネル１
４００ｂにおいて、右下片隅領域を、透明状態ＣＬＲに制御すると共に、大部分領域に、
第２リーチ表示態様ＲＣ２及び背景画像ＨＫ６を表示させる。この場合、当然に、第２表
示パネル１４００ｂにおいて、第２リーチ表示態様及び背景画像ＨＫ６を表示させる大部
分領域は、透明状態ＣＬＲに制御される右側片隅領域よりも大きい。なお、第１表示パネ
ル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを重ね合わせた場合おいて、それぞれの右側
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片隅領域及び大部分領域は一致する。
【１４９８】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９６（Ｃ）に示すように、比較的小
さい右下片隅領域に背景画像ＨＫ５を背景として外れ図柄組合せＨＺＨを示すことができ
ると共に、比較的大きい大部分領域に、背景画像ＨＫ６を背景として第２リーチ表示態様
ＲＣ２を示すことができる。
【１４９９】
　次に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９７（Ａ）に示すように、第１表示パネル１
４００ａにおいて、図３９６（Ａ）と同様の状態を保つ制御を行う。また、周辺制御ＭＰ
Ｕ４１４０ａは、第２表示パネル１４００ｂの第２リーチ表示態様ＲＣ２において、変動
中であった図柄Ｘ３を数字の「８」で停止表示させて、図柄Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３が同じ数字
を表さすことによって表現される大当たり図柄組合せＯＺＨを表示させる。すなわち、左
図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃの図柄停止位置に、最終的
に遊技者に大当たりを通知する表示として大当たり図柄組合せＯＺＨを表示させる。
【１５００】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９７（Ｃ）に示すように、比較的小
さい右下片隅領域に背景画像ＨＫ５を背景として外れ図柄組合せＨＺＨを示すことができ
ると共に、比較的大きい大部分領域に、背景画像ＨＫ６を背景として大当たり図柄組合せ
ＯＺＨを示すことができる。
【１５０１】
　次に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９８（Ａ）に示すように、直前まで第２表示
パネル１４００ｂに表示されていた大当たり図柄組合せＯＺＨ及び背景画像ＨＫ６を、第
１表示パネル１４００ａの全領域に移行し、確定表示させる。また、周辺制御ＭＰＵ４１
４０ａは、図３９８（Ｂ）に示すように、第２表示パネル１４００ｂを、全領域が透明状
態ＣＬＲ（非表示領域）となるように制御する。
【１５０２】
　以上のようにすれば、正面視認画面において、図３９８（Ｃ）に示すように、背景画像
ＨＫ６を背景として大当たり図柄組合せＯＺＨを示すことができる。
【１５０３】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが、図３９８に示すごとく大当
たり図柄組合せＯＺＨを遊技者に報知した後、アタッカソレノイド２０１６等を制御して
、大当たり遊技の制御を行う。
【１５０４】
　以上のように、両面リーチ演出では、遊技者から見て、第１表示パネル１４００ａの奥
側に第１表示パネル１４００ａと重なり合うように配置された第２表示パネル１４００ｂ
が配置されており、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａによって、これら２つの表示パネルで表示
を行うので、魅力的で奥行き感に溢れる表示演出を行うことができる。
【１５０５】
　また、以上のように、上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは
、第１リーチ表示態様ＲＣ１を、第１表示パネル１４００ａに表示させると共に、第２リ
ーチ表示態様ＲＣ２を、第２表示パネル１４００ｂに表示させてダブルリーチを形成する
ようにしている。このようにすれば、２つのリーチ表示態様に、奥行き感を持たせること
ができ、躍動感あるリーチ演出を行うことが可能となる。
【１５０６】
　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１リーチ表示態様
ＲＣ１を、第１表示パネル１４００ａに表示させると共に、第２リーチ表示態様ＲＣ２を
、第２表示パネル１４００ｂに表示させてダブルリーチを形成した後、リーチ表示態様で
変動中の図柄を、順番に停止表示させるようにしている。このようにすれば、ダブルリー
チ演出を遊技者に分かりやすく表現することができ、ダブルリーチ演出の期待感を向上さ
せることができる。
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【１５０７】
　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、正面視認画面におい
て、第１リーチ表示態様ＲＣ１が示される中央付近領域が、第２リーチ表示態様ＲＣ２が
示される周辺領域よりも大きくなるように表示制御した後、第１リーチ表示態様ＲＣ１に
おける変動中の図柄を停止表示させる場合において、第１リーチ表示態様ＲＣ１を第１表
示パネル１４００ａに、第２リーチ表示態様ＲＣ２を第２表示パネル１４００ｂにそれぞ
れ表示させるようにしている（図３９４、３９５等参照）。このようにすれば、第１リー
チ表示態様ＲＣ１が演出対象であることを、第１リーチ表示態様ＲＣ１と第２リーチ表示
態様ＲＣ２との間に生じる奥行き感で表現することができ、第１リーチ表示態様ＲＣ１に
おける変動中の図柄の停止表示動作に緊迫感を付与することができる。その結果、臨場感
あるリーチ演出を表現することができる。
【１５０８】
　さらには、上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１リー
チ表示態様ＲＣ１における変動中の図柄を停止表示させて外れ図柄組合せＨＺＨ（図３９
５参照）を表示させ、正面視認画面において、第２リーチ表示態様ＲＣ２が示される領域
（周辺領域）が、外れ図柄組合せＨＺＨが示される領域（右側片隅領域）よりも大きくな
るように表示制御した後、第２リーチ表示態様ＲＣ２において、変動中の図柄を停止表示
させるようにしている（図３９６、３９８等参照）。このようにすれば、第１リーチ表示
態様ＲＣ１の演出後、演出対象が第２リーチ表示態様ＲＣ２に移行したことを、遊技者に
速やかにアピールすることができ、遊技者に対して、分かりやすいリーチ演出を提供する
ことができる。また、第２リーチ表示態様ＲＣ２における変動中の図柄の停止表示動作に
緊迫感を付与することができ、臨場感あるリーチ演出を表現することができる。
【１５０９】
　また、上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９８に示
すように、第２表示パネル１４００ｂにおいて、表示させた大当たり図柄組合せＯＺＨを
、第１表示パネル１４００ａの全領域を用いて確定表示させるようにしている。このよう
にすれば、遊技者に対して、大当たりを的確に報知することができ、遊技者に大当たり遊
技の準備を促すことができる。
【１５１０】
　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４
００ａにおいて、第１リーチ表示態様ＲＣ１における変動中の図柄を停止表示させて外れ
図柄組合せＨＺＨを表示させた後（図３９５参照）、第１表示パネル１４００ａに外れ図
柄組合せＨＺＨを表示させつつ、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第２リーチ表示態
様ＲＣ２を表示させるようにしている（図３９６参照）。このようにすれば、第２リーチ
表示態様ＲＣ２が演出対象であることを表現できると共に、ダブルリーチにおける１回目
のリーチ演出が終了し、ハズレだったことを遊技者に報知することができる。また、この
場合、外れ図柄組合せＨＺＨと第２リーチ表示態様ＲＣ２との間に奥行き感を生じさせる
ことができ、外れ図柄組合せＨＺＨよりも奥で行われる第２リーチ表示態様ＲＣ２を一層
際立たせることができる。その結果、第２リーチ表示態様ＲＣ２のリーチ演出をダイナミ
ックに表現することができる。
【１５１１】
　また、上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネ
ル１４００ａに外れ図柄組合せＨＺＨを表示させると共に、第２表示パネル１４００ｂに
おいて、第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させるようにしているが（図３９６参照）、こ
の場合、第２表示パネル１４００ｂにおける第２リーチ表示態様ＲＣ２の表示領域よりも
、第１表示パネル１４００ａにおける外れ図柄組合せＨＺＨの表示領域の方が、小さく表
示されている。このようにすれば、第２リーチ表示態様ＲＣ２のリーチ演出を邪魔するこ
となく、ダブルリーチにおける１回目のリーチ演出が終了し、ハズレだったことを遊技者
に報知することができる。
【１５１２】
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　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４
００ａに外れ図柄組合せＨＺＨを表示させつつ、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第
２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させた後（図３９６参照）、外れ図柄組合せＨＺＨの表示
を継続させつつ、第２リーチ表示態様ＲＣ２における変動中の図柄を停止表示させて大当
たり図柄組合せＯＺＨを表示させるようにしている(図３９７参照)。このようにすれば、
ダブルリーチにおける２回目のリーチ演出が大当たりであることを表現できると共に、ダ
ブルリーチにおける１回目のリーチ演出が終了し、ハズレだったことを遊技者に報知する
ことができる。また、この場合、外れ図柄組合せＨＺＨと大当たり図柄組合せＯＺＨとの
間に奥行き感を生じさせることができ、外れ図柄組合せＨＺＨよりも奥に表示された大当
たり図柄組合せＯＺＨを一層際立たせることができる。その結果、遊技者に大当たり図柄
組合せＯＺＨをダイナミックに報知することができる。
【１５１３】
　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリーチ状態の
形成時に、第１表示パネル１４００ａに第１リーチ表示態様ＲＣ１を表示させ、第２表示
パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させた際（図３９４参照）、第１リ
ーチ表示態様ＲＣ１において、第１リーチ表示態様ＲＣ１を形成していることが識別可能
な程度に変動中の変動図柄Ｙ３の一部をカット（省略）して表示させるようにしている。
このようにすれば、第１表示パネル１４００ａにおいて、第１リーチ表示態様ＲＣ１の表
示領域をコンパクトにすることが可能となり、第１表示パネル１４００ａまたは第２表示
パネル１４００ｂにおいて他の様々な遊技演出を行う表示スペースを確保することが可能
となる。特に、上記のように、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂと
を用いて、これら２つのパネル画像の表示領域をダイナミックに拡大させたり、縮小させ
たりする場合などにおいて、有効に表示スペースを確保することができる。
【１５１４】
　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリーチ状態の
形成時に、第１表示パネル１４００ａに第１リーチ表示態様ＲＣ１を表示させ、第２表示
パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させた際（図３９４参照）、第２リ
ーチ表示態様ＲＣ２において、第２リーチ表示態様ＲＣ２を形成していることが識別可能
な程度に停止状態の図柄Ｘ２の一部をカット（省略）して表示させている。このようにす
れば、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第２リーチ表示態様ＲＣ２の表示領域をコン
パクトにすることが可能となり、第１表示パネル１４００ａまたは第２表示パネル１４０
０ｂにおいて他の様々な遊技演出を行う表示スペースを確保することが可能となる。特に
、上記のように、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを用いて、こ
れら２つのパネル画像の表示領域をダイナミックに拡大させたり、縮小させたりする場合
などにおいて、有効に表示スペースを確保することができる。
【１５１５】
　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリーチ状態形
成後（図３９４参照）、第２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示さ
せつつ、第１表示パネル１４００ａに外れ図柄組合せＨＺＨを表示させており、この際、
外れ図柄組合せＨＺＨにおける停止状態の図柄Ｙ３を、外れ図柄組合せＨＺＨを形成して
いることが識別可能な程度に、一部をカット（省略）して表示させるようにしている（図
３９５、３９６参照）。このようにすれば、第１表示パネル１４００ａにおいて、外れ図
柄組合せＨＺＨの表示領域をコンパクトにすることが可能となり、例えば、上記のように
、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを用いて、これら２つのパネ
ル画像の表示領域をダイナミックに拡大させたり、縮小させたりする場合など、第１表示
パネル１４００ａまたは第２表示パネル１４００ｂにおける様々な遊技演出を行う際に、
表示スペースを確保することが可能となる。
【１５１６】
　上述した両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリーチ状態形
成後（図３９４参照）、第２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示さ
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せつつ、第１表示パネル１４００ａに外れ図柄組合せＨＺＨを表示させており、この際、
第２リーチ表示態様ＲＣ２における停止状態の図柄Ｘ２を、第２リーチ表示態様ＲＣ２を
形成していることが識別可能な程度に、一部をカット（省略）して表示させるようにして
いる（図３９５、３９６参照）。このようにすれば、第２表示パネル１４００ｂにおいて
、第２リーチ表示態様ＲＣ２の表示領域をコンパクトにすることが可能となり、例えば、
上記のように、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを用いて、これ
ら２つのパネル画像の表示領域をダイナミックに拡大させたり、縮小させたりする場合な
ど、第１表示パネル１４００ａまたは第２表示パネル１４００ｂにおける様々な遊技演出
を行う際に、表示スペースを確保することが可能となる。
【１５１７】
・両面リーチ演出の変形例：
・第１変形例：
　上記実施形態における両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９
３に示すように、右側領域に第１リーチ表示態様ＲＣ１が表示されるように制御すると共
に、左側領域に第２リーチ表示態様ＲＣ２が表示されるように制御した後、図３９４に示
すように、第１リーチ表示態様ＲＣ１が表示される領域（中央付近領域）が、第２リーチ
表示態様ＲＣ２が表示される領域（周辺領域）よりも大きくなるように制御しているが、
本発明はこれに限られるものではない。例えば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、右側領域
に第１リーチ表示態様ＲＣ１が表示されるように制御すると共に、左側領域に第２リーチ
表示態様ＲＣ２が表示されるように制御する処理（図３９３参照、第１処理とも呼ぶ）と
、第１リーチ表示態様ＲＣ１が表示される領域（中央付近領域）が、第２リーチ表示態様
ＲＣ２が表示される領域（周辺領域）よりも大きくなるように制御する処理（図３９４参
照、第２処理とも呼ぶ）とを、同時にするようにしてもよい。また、周辺制御ＭＰＵ４１
４０ａは、第１処理よりも第２処理を先にするようにしてもよい。このようにしても上記
実施形態の効果を奏することができる。
【１５１８】
・第２変形例：
　図３９９は、両面リーチ演出の第２変形例を説明するための図である。
　上記実施形態における両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９
６に示すように、第１表示パネル１４００ａにおける右下片隅領域に外れ図柄組合せＨＺ
Ｈを表示させ、第２表示パネル１４００ｂにおける大部分領域に、第２リーチ表示態様Ｒ
Ｃ２を表示させている場合において、第２表示パネル１４００ｂの右下片隅領域を、透明
状態ＣＬＲ（非表示領域）に制御するようにしているが、本発明はこれに限られるもので
はない。以下のようにしてもよい。
【１５１９】
　パチンコ機１は、遊技者からの指示が入力されるボタン（スティック等でもよい）、具
体的には、操作ボタンユニット３７０のメインボタン３７１が押されたことを感知して遊
技演出を行う遊技演出実行手段（周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが行ってもよい）を備えてい
てもよい。そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９９に示すように、第１表示パネ
ル１４００ａにおける右下片隅領域に外れ図柄組合せＨＺＨを表示させ、第２表示パネル
１４００ｂにおける大部分領域に、第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させている場合にお
いて、第２表示パネル１４００ｂの右下片隅領域に、ボタンを示唆するボタン画像BTNを
表示するようにしてもよい。そして、遊技演出実行手段は、遊技者によってボタンが押さ
れたことを感知すると、例えば、以下の（１）～（３）に示すような遊技演出を行うよう
にしてもよい。
（１）液晶表示装置１４００のいずれかの場所に、レアな画像であるプレミア画像を表示
する。
（２）当該変動パターンで、大当たりが報知される場合には、大当たり報知を行う。
（３）当該ダブルリーチにおける第２リーチ表示態様ＲＣ２において、大当たり図柄配列
が形成される確率を示す信頼度表示を行う。
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　なお、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００ａにおいて、右下片隅領
域に表示させる画像（背景画像ＨＫ５や図柄Ｙ１～Ｙ３）を、ボタン画像BTNを隠すため
の遮蔽画像として機能させるために、第２表示パネル１４００ｂに表示させるボタン画像
BTNが見えない程度の光透過生が低い状態（例えば、暗いグレー、濃緑、農青等の暗い色
等）で表される画像を採用可能である。
【１５２０】
　以上のようにすれば、上記のようなダブルリーチが発生した場合に、遊技者は、ずれ正
面視認状態で、液晶表示装置１４００の表示面を見ることにより、右下片隅領域のボタン
画像BTNを見ることが可能となる。そして、遊技者は、ボタン画像BTNに促されてボタンを
押すことによって、特別な遊技演出を体験することが可能となる。すなわち、上記構成に
よれば、遊技者は、奥行き感のあるダブルリーチを体験しつつ、ずれ正面視認状態で液晶
表示装置１４００の表示面を見る楽しみを享受することが可能となり、パチンコ機１にお
ける興趣性を大いに向上させることができる。
【１５２１】
・第３変形例：
　上記変形例２おいて、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９９に示すように、第１表示
パネル１４００ａにおける右下片隅領域に外れ図柄組合せＨＺＨを表示させ、第２表示パ
ネル１４００ｂにおける大部分領域に、第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させている場合
において、第２表示パネル１４００ｂの右下片隅領域に、ボタンを示唆するボタン画像BT
Nを表示するようにしているが、本発明はこれに限られるものではない。例えば、周辺制
御ＭＰＵ４１４０ａは、ボタンを示唆するボタン画像BTNの他に、プレミア画像、大当た
りを示唆する画像、信頼度情報を示す画像等の種々の画像を表示させるようにしてもよい
。このようにすれば、遊技者は、奥行き感のあるダブルリーチを体験しつつ、ずれ正面視
認状態で液晶表示装置１４００の表示面を見る楽しみを享受することが可能となり、パチ
ンコ機１における興趣性を大いに向上させることができる。
【１５２２】
・第４変形例：
　上記変形例２おいて、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９９に示すように、第１表示
パネル１４００ａにおける右下片隅領域に外れ図柄組合せＨＺＨを表示させ、第２表示パ
ネル１４００ｂにおける大部分領域に、第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させている場合
において、第２表示パネル１４００ｂの右下片隅領域に、ボタンを示唆するボタン画像BT
Nを表示するようにしているが、本発明はこれに限られるものではない。例えば、周辺制
御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００ａにおける所定領域に第１リーチ表示態
様ＲＣ１若しくは外れ図柄組合せＨＺＨを含む遮蔽画像を表示させ、第２表示パネル１４
００ｂにおける所定領域に、第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させ、その状態で、第２表
示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１４００ａの遮蔽画像に対応する領域であ
って、ずれ正面視認状態で視認可能な位置に、ボタンを示唆するボタン画像BTN、プレミ
ア画像、大当たりを示唆する画像、信頼度情報を示す画像等を表示させるようにしてもよ
い。このようにすれば、遊技者は、奥行き感のあるダブルリーチを体験しつつ、ずれ正面
視認状態で、遮蔽画像の裏を覗き込む等の楽しみを享受することが可能となり、パチンコ
機１における興趣性を大いに向上させることができる。
【１５２３】
・第５変形例：
　上記実施形態における両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９
３～図３９７に示すように、（１）第１表示パネル１４００ａにおいて第１リーチ表示態
様ＲＣ１を含む領域が、第２表示パネル１４００ｂにおいて第２リーチ表示態様ＲＣ２を
含む領域よりも大きくなる（２）第１リーチ表示態様ＲＣ１の変動図柄Ｙ３が停止表示さ
れて外れ図柄組合せＨＺＨを形成（３）第２表示パネル１４００ｂにおいて第２リーチ表
示態様ＲＣ２を含む領域が、第１表示パネル１４００ａにおいて外れ図柄組合せＨＺＨを
含む領域よりも大きくなる（４）第２リーチ表示態様ＲＣ２の変動図柄Ｘ３が停止表示さ
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れる、というステップを実現しているが、本発明はこれに限られるものではない。例えば
、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、（１）第２表示パネル１４００ｂにおいて第２リーチ表
示態様ＲＣ２を含む領域が、第１表示パネル１４００ａにおいて第１リーチ表示態様ＲＣ
１を含む領域よりも大きくなる（２）第２リーチ表示態様ＲＣ２の変動図柄Ｘ３が停止表
示されてハズレ図柄配列を形成（３）第１表示パネル１４００ａにおいて第１リーチ表示
態様ＲＣ１を含む領域が、第２表示パネル１４００ｂにおいてハズレ図柄配列を含む領域
よりも大きくなる（４）第１リーチ表示態様ＲＣ１の変動図柄Ｙ３が停止表示される、と
いうステップを実現するようにしてもよい。このようにしても上記実施形態の効果を奏す
ることができる。
【１５２４】
・第６変形例：
　上記実施形態における両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９
７に示すように、第２リーチ表示態様ＲＣ２の変動図柄Ｘ３を停止表示させる際、数字の
「８」で停止表示させ、図柄Ｘ１～Ｘ３を用いて大当たり図柄組合せＯＺＨを形成させる
ようにしているが、本発明はこれに限られるものではない。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは
、第２リーチ表示態様ＲＣ２の変動図柄Ｘ３を停止表示させる際、数字の「８」以外の数
字（例えば、「７」）で停止表示させ、図柄Ｘ１～Ｘ３を用いてハズレ図柄配列を形成さ
せるようにしてもよい。このようにしても上記実施形態の効果を奏することができる。
【１５２５】
・第７変形例：
　上記実施形態における両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表
示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを重ね合わせた場合おいて、それぞれ
、画像を表示している表示領域が重ならないように制御しているが、本発明はこれに限ら
れるものではなく、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとを重ね合わ
せた場合おいて、互いに画像を表示している表示領域が重なるように制御してもよい。こ
のようにすれば、各表示パネルにおいて、画像を表示している表示領域が重複する部分で
、種々の演出の表示を行うことができ、液晶表示装置１４００における表示面を無駄なく
有効に使用することができる。
【１５２６】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第１表示パネル１４００ａにおいて、画像の表示
領域に表示される第１リーチ表示態様ＲＣ１を、第２表示パネル１４００ｂを重ね合わせ
た場合に第２表示パネル１４００ｂにおける画像の表示領域と対応する領域に形成させる
ようにしてもよい。さらに、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第２表示パネル１４００ｂに
おいて、画像の表示領域に表示される第２リーチ表示態様ＲＣ２を、第１表示パネル１４
００ａを重ね合わせた場合に第１表示パネル１４００ａにおける画像の表示領域と対応す
る領域に形成させるようにしてもよい。このようにすれば、一方の表示パネルにおけるリ
ーチ表示態様と、他方の表示パネルにおける画像の表示領域とが重複する部分で、種々の
演出を表示を行うことができ、液晶表示装置１４００における表示面を無駄なく有効に使
用することができ、また、遊技演出の裾野を広げ、興趣性に富んだ遊技機を提供すること
ができる。
【１５２７】
・第８変形例：
　上記実施形態では、液晶表示装置１４００において、第１表示パネル１４００ａ及び第
２表示パネル１４００ｂは、固定されていたが、本発明は、これに限られるものではない
。例えば、パチンコ機が通常設置されている状態において、第１表示パネル１４００ａ、
または、第２表示パネル１４００ｂの少なくともどちらか一方は、（Ａ）遊技者から見て
手前側に移動、（Ｂ）遊技者から見て奥側に移動、（Ｃ）鉛直方向に対して傾斜、のいず
れかの態様をとることが可能な可動式表示パネルであり、可動式表示パネルを、可動制御
する可動制御手段（図示せず）を備えていてもよい。この場合、周辺制御ＭＰＵ４１４０
ａは、可動式表示パネルの動きに応じて、第１リーチ表示態様及び第２リーチ表示態様を
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含む領域の表示態様を制御するようにしてもよい。このようにすれば、２つのパネル画像
（第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂ）を用いて、第１リーチ表示
態様及び第２リーチ表示態様を表示させるダブルリーチを行う場合において、２つパネル
画像間におけるリーチ表示態様の移り変わりと、表示パネルの可動とを連動させることが
できるので、遊技者に対して、より躍動感あるリーチ表示を行うことができる。
【１５２８】
・第９変形例：
　上記実施形態の両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリーチ
状態の形成時に、第１表示パネル１４００ａに第１リーチ表示態様ＲＣ１を表示させ、第
２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させた際（図３９４参照）、
第１リーチ表示態様ＲＣ１において、第１リーチ表示態様ＲＣ１を形成していることが識
別可能な程度に変動中の変動図柄Ｙ３の一部をカット（省略）して表示させるようにして
いるが、本発明は、これに限られるものではない。例えば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは
、ダブルリーチ状態の形成時において、第１表示パネル１４００ａに第１リーチ表示態様
ＲＣ１を表示させ、第２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させた
際（図３９４参照）、第１リーチ表示態様ＲＣ１において、第１リーチ表示態様ＲＣ１を
形成していることが識別可能な程度に停止状態の図柄Ｙ１及び／または図柄Ｙ２の一部を
カット（省略）して表示させるようにしてもよい。このようにしても、第１表示パネル１
４００ａにおいて、第１リーチ表示態様ＲＣ１の表示領域をコンパクトにすることが可能
となり、第１表示パネル１４００ａまたは第２表示パネル１４００ｂにおいて他の様々な
遊技演出を行う表示スペースを確保することが可能となる。
【１５２９】
・第１０変形例：
　上記実施形態の両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリーチ
状態の形成時に、第１表示パネル１４００ａに第１リーチ表示態様ＲＣ１を表示させ、第
２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させた際（図３９４参照）、
第２リーチ表示態様ＲＣ２において、第２リーチ表示態様ＲＣ２を形成していることが識
別可能な程度に停止状態の図柄Ｘ２の一部をカット（省略）して表示させているが、本発
明は、これに限られるものではない。例えば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリー
チ状態の形成時に、第１表示パネル１４００ａに第１リーチ表示態様ＲＣ１を表示させ、
第２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を表示させた際（図３９４参照）
、第２リーチ表示態様ＲＣ２において、第２リーチ表示態様ＲＣ２を形成していることが
識別可能な程度に変動中の図柄Ｘ３の一部をカット（省略）して表示させるようにしても
よい。このようにしても、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第２リーチ表示態様ＲＣ
２の表示領域をコンパクトにすることが可能となり、第１表示パネル１４００ａまたは第
２表示パネル１４００ｂにおいて他の様々な遊技演出を行う表示スペースを確保すること
が可能となる。
【１５３０】
・第１１変形例：
　上記実施形態の両面リーチ演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ダブルリーチ
状態形成後（図３９４参照）、第２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ２を
表示させつつ、第１表示パネル１４００ａに外れ図柄組合せＨＺＨを表示させており、こ
の際、第２リーチ表示態様ＲＣ２における停止状態の図柄Ｘ２を、第２リーチ表示態様Ｒ
Ｃ２を形成していることが識別可能な程度に、一部をカット（省略）して表示させるよう
にしている（図３９５、３９６参照）が、本発明は、これに限られるものではない。例え
ば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第２表示パネル１４００ｂに第２リーチ表示態様ＲＣ
２を表示させつつ、第１表示パネル１４００ａに外れ図柄組合せＨＺＨを表示させる際、
第２リーチ表示態様ＲＣ２における変動中の図柄Ｘ３を、第２リーチ表示態様ＲＣ２を形
成していることが識別可能な程度に、一部をカット（省略）して表示させるようにしても
よい。このようにしても、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第２リーチ表示態様ＲＣ
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２の表示領域をコンパクトにすることが可能となり、第１表示パネル１４００ａまたは第
２表示パネル１４００ｂにおいて他の様々な遊技演出を行う表示スペースを確保すること
が可能となる。
【１５３１】
・第１２変形例：
　図４００及び図４０１は、両面リーチ演出の第１２変形例を説明するための図である。
図４００及び図４０１では、上記の図同様に、（Ａ）に第１表示パネル１４００ａの表示
内容を示し、（Ｂ）に第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）に第１表示パ
ネル１４００ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表
現される内容の図（正面視認画面）を示す。上記演出例の両面リーチ演出において、周辺
制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９６に示す場面以降に、以下の演出を実施するようにして
もよい。なお、上記両面リーチ演出における図３９６よりも以前の場面では、大型機関銃
（ガトリング砲）と呼ばれる武器を模した装飾体である上部中可動装飾体３５０１（図１
８７参照）が可動され、正面視認画面にも示された状態に制御されている。また、本変形
例は、特別図柄抽選単位データの抽選結果が大当たりの場合であって、大当たりＡ、大当
たりＢ、または、大当たりＥのうちのいずれかの場合に実行される。
【１５３２】
　すなわち、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上記演出例の両面リーチ演出における図３９
６に示す場面において、第２表示パネル１４００ｂにボタンを示す画像（図示せず）を表
示させ、遊技者にメインボタン３７１を押すことを催促させる。そして、遊技者によって
メインボタン３７１が押されると、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図４００に示すように
、第１表示パネル１４００ａにおいて、黒色画像ＢＬＫを表示させる。また、周辺制御Ｍ
ＰＵ４１４０ａは、図４００に示すように、第２表示パネル１４００ｂを、透明状態ＣＬ
Ｒ（非表示領域）に制御する。また、この際、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、遊技者から
見て、液晶表示装置１４００の一部を隠す位置で、上部中可動装飾体３５０１の可動を停
止させる。従って、正面視認画面は、黒色画像ＢＬＫが示され、すなわち、ブラックアウ
ト演出が示されると共に、上部中可動装飾体３５０１が、遊技者から見て液晶表示装置１
４００の一部を隠す位置で停止した状態となって示される。
【１５３３】
　次に、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上記ブラックアウト演出を所定時間Ａ継続させた
後、第１表示パネル１４００ａにおいて、黒色画像ＢＬＫを消去し、カットイン画像（図
示せず）を表示させる。このカットイン画像は、上記演出例の両面リーチ演出を継続して
示す場面を表している（例えば、図３９３や図３９４から発展した場面など）。また、周
辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、第２表示パネル１４００ｂにおいて、透明状態ＣＬＲの制御
を継続する。なお、この場合、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上部中可動装飾体３５０１
の姿勢を、図４００（ブラックアウト演出）時と同じ状態に継続させている。従って、こ
の際の正面視認画面は、カットイン画像が示され、すなわち、カットイン演出が示される
と共に、上部中可動装飾体３５０１が、遊技者から見て液晶表示装置１４００の一部を隠
す位置で停止した状態となって示される。
【１５３４】
　その後、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上記カットイン演出を所定時間Ｂ継続させた後
、図４０１に示すように、第１表示パネル１４００ａにおいて、カットイン画像を消去し
、ホワイトノイズ画像ＮＯＺを表示させる。このホワイトノイズ画像ＮＯＺは、ホワイト
ノイズ（白色雑音）を示す画像である。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図４０１に
示すように、第２表示パネル１４００ｂにおいて、透明状態ＣＬＲの制御を継続する。な
お、この場合、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上部中可動装飾体３５０１の姿勢を、図４
００（ブラックアウト演出）時と同じ状態に継続させている。従って、この際の正面視認
画面は、ホワイトノイズ画像ＮＯＺが示され、すなわち、ホワイトノイズ演出が示される
と共に、上部中可動装飾体３５０１が、遊技者から見て液晶表示装置１４００の一部を隠
す位置で停止した状態となって示される。なお、カットイン演出を継続させる所定時間Ｂ
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は、ブラックアウト演出を継続させる所定時間Ａよりも短く設定される。例えば、所定時
間Ｂは、０．１～０．３秒程度設定され、所定時間Ａは、０．５秒～３秒程度と設定され
る。また、周辺制御基板４１４０は、第１表示パネル１４００ａにホワイトノイズ画像Ｎ
ＯＺを表示させる際、スピーカ１２１及びスピーカ３９１から、「ジジッ」などのノイズ
を示すノイズ音を出力させる。
【１５３５】
　そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上記ブラックアウト演出、上記カットイン演出
、及び、上記ホワイトノイズ演出を行う表示演出（以下では、一連演出とも呼ぶ）を、複
数回（例えば、５回）繰り返す。
【１５３６】
　その後、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図３９８に示すように、第１表示パネル１４０
０ａにおいて、大当たり図柄組合せＯＺＨを表示させ、第２表示パネル１４００ｂにおけ
る透明状態ＣＬＲの制御を継続させて、正面視認画面に示すように、大当たり報知を行う
。
【１５３７】
　以上のように、遊技者によってメインボタン３７１を押された後、周辺制御ＭＰＵ４１
４０ａは、上記一連演出を、複数回繰り返すようにしている。このようにすれば、遊技者
に対して、停電やパチンコ機１に故障が生じたのではないかなどと思わせ、一時的な不安
を感じさせたり、新たな好奇心を生じさせたりすることができる。そして、その後、周辺
制御ＭＰＵ４１４０ａは、大当たり報知を行うようにしている。このようにすれば、不安
を感じさせた後、または、好奇心を生じさせた後であるので、大当たりに対して、格別の
喜びを遊技者に付与することができる。その結果、魅力的で、興趣性の高い遊技演出を遊
技者に付与することができる。
【１５３８】
　また、以上のように、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、一連演出を行う際、、遊技者から
見て、液晶表示装置１４００の一部を隠す位置で、上部中可動装飾体３５０１の可動を停
止させた状態を継続するようにしている。このようにすれば、遊技者に対して、停電やパ
チンコ機１に故障が生じたのではないかなどとより強く思わせることができ、その後の大
当たり報知時に、大当たりに対して、より強い格別の喜びを遊技者に付与することができ
る。その結果、魅力的で、興趣性の高い遊技演出を遊技者に付与することができる。
【１５３９】
　本変形例では、上記一連演出を複数回繰り返すが、この場合、最初の一連演出から最後
の一連演出に進行するにつれて、各一連演出において、ブラックアウト演出を継続させる
所定時間Ａを、徐々に長くするようにしてもよい。このようにすれば、遊技者に対して、
停電やパチンコ機１に故障が生じたのではないかなどとより強く思わせることができ、そ
の後の大当たり報知時に、大当たりに対して、より強い格別の喜びを遊技者に付与するこ
とができる。その結果、魅力的で、興趣性の高い遊技演出を遊技者に付与することができ
る。
【１５４０】
　また、本変形例では、上記一連演出を複数回繰り返すが、この場合、最初の一連演出か
ら最後の一連演出に進行するにつれて、各一連演出において、ブラックアウト演出を継続
させる所定時間Ａを、徐々に短くするようにしてもよい。このようにすれば、遊技者は、
その後に、何か格別な演出が用意されており、それに向かって進行中なのではないか、な
どと連想することができ、すなわち、遊技者に対して、その後の展開に格別な興味を付与
することができる。その結果、魅力的で、興趣性の高い遊技演出を遊技者に付与すること
ができる。
【１５４１】
　本変形例において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、ホワイトノイズ画像ＮＯＺを第１表
示パネル１４００ａに表示するようにしているが、本発明は、これに限られるものではな
く、ホワイトノイズ画像ＮＯＺを、第２表示パネル１４００ｂに表示するようにしてもよ
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い。また、ホワイトノイズ画像ＮＯＺを、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１
４００ｂとの間で、交互に表示するようにしてもよい。このようにすれば、ホワイトノイ
ズ画像ＮＯＺに奥行感を見いだすことができ、上記一連演出の臨場感を高めることができ
る。
【１５４２】
［浮遊表示演出の一例］
　主制御基板４１００において選択され得る変動パターンの中には、以下に説明する浮遊
表示演出を含むものがある。図４０２～図４１３を参照して、浮遊表示演出の一例につい
て説明する。本演出例の浮遊表示演出は、リーチ成立後に実行される。
【１５４３】
　図４０２～図４１３において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面（正面視認画像））の図を示す。
【１５４４】
　図４０２～図４１３は、浮遊表示演出として液晶表示装置１４００に表示される動画像
を構成するフレーム画像を示す図である。図４０２～図４１３は、図番が大きくなるにつ
れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図４０２～図４１３を図番に従って見て
いくことで、リーチ成立後の演出としての動画像の内容を把握できる。
【１５４５】
　この浮遊表示演出では、まず、図４０２に示すように、リーチ状態を形成した様子が表
示される。図示するように、第１表示パネル１４００ａの右上には、停止表示された２つ
の図柄（ここでは、双方とも７図柄Ｓ７）と、それらの間に配置された変動する図柄ＺＶ
とが、表示されている。停止表示された左と右との図柄は、左図柄列と右図柄列とにそれ
ぞれ相当し、変動中の図柄ＺＶは、中図柄列に相当する。また、第１表示パネル１４００
ａには、背景画像ＺＢＩが表示されている。背景画像ＺＢＩは、複数の人物とタイトル文
字列ＺＴＬとを表している。第２表示パネル１４００ｂでは、全領域が透明状態ＣＬＲに
制御される。従って、図４０２（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第１表示パネル１
４００ａの表示内容と同じように、背景画像ＺＢＩを背景として、７図柄Ｓ７を用いたリ
ーチ状態を示している。
【１５４６】
　図４０３は、図４０２のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
第１表示パネル１４００ａは、前スクリーン領域ＺＳＣと、前スクリーン領域ＺＳＣの周
囲を囲む前縁領域ＺＢＤと、前縁領域ＺＢＤの外側を占める前グラデーション領域ＺＧＤ
と、を表示している。前スクリーン領域ＺＳＣは、表示画面（第１表示パネル１４００ａ
）よりも小さい領域である。前スクリーン領域ＺＳＣには、所定のストーリーを描く動画
像（映画のような動画像）が表示されている。遊技者には、前スクリーン領域ＺＳＣが、
映画を映すスクリーンのように見える。なお、本演出例では、前スクリーン領域ＺＳＣの
形状が長方形であるが、前スクリーン領域ＺＳＣの形状としては、他の種々の形状（例え
ば、円形や楕円等）を採用可能である。前スクリーン領域ＺＳＣの周りを囲む前縁領域Ｚ
ＢＤは、透明状態ＣＬＲに制御されている。前縁領域ＺＢＤの外側を囲む前グラデーショ
ン領域ＺＧＤは、前縁領域ＺＢＤから遠いほど色が薄い（明るい）グラデーションを表し
ている。本演出例では、前グラデーション領域ＺＧＤは、ピンク色のグラデーションを表
している。また、前グラデーション領域ＺＧＤにおいて、前縁領域ＺＢＤからの距離が所
定値以上である部分は、白（透明状態ＣＬＲ）に制御される。
【１５４７】
　第２表示パネル１４００ｂにおいては、遊技者から見て、前スクリーン領域ＺＳＣと重
なって見える後スクリーン領域ＺＳＣＢと、前縁領域ＺＢＤと重なって見える後縁領域Ｚ
ＢＤＢとのそれぞれが、透明状態ＣＬＲに制御されている。第１表示パネル１４００ａに
表示された図柄（ここでは、図柄Ｓ７、ＺＶ）と重なって見える後図柄領域ＺＺＢも透明
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状態ＣＬＲに制御されている。後縁領域ＺＢＤＢの外側を占める後グラデーション領域Ｚ
ＧＤＢは、後縁領域ＺＢＤＢに近いほど色が薄い（明るい）グラデーションを表している
。本演出例では、後グラデーション領域ＺＧＤＢは、無彩色（グレー）のグラデーション
を表している。また、後グラデーション領域ＺＧＤＢには、グラデーションに加えて、種
々の模様が変化する様子も描かれている。
【１５４８】
　図４０３（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、透明状態ＣＬＲに制御された縁（縁領
域ＺＢＤ、ＺＢＤＢ）で囲まれた前スクリーン領域ＺＳＣを表している。縁領域ＺＢＤ、
ＺＢＤＢの外側では、グラデーション領域ＺＧＤと後グラデーション領域ＺＧＤＢとを重
ね合わせた画像が観察される。遊技者が前スクリーン領域ＺＳＣを意識すると、手前側の
第１表示パネル１４００ａに目のピント（視点）が合う。遊技者が前縁領域ＺＢＤを意識
する場合には、以下の通りである。第１表示パネル１４００ａには何も表示されていない
ので、遊技者の目は、前縁領域ＺＢＤの奥側に何か表示されていないかを見つけようとす
る。その結果、目のピントが、手前側の第１表示パネル１４００ａから奥側の第２表示パ
ネル１４００ｂに移動する。本演出例では、第２表示パネル１４００ｂの後縁領域ＺＢＤ
Ｂも透明状態ＣＬＲに制御されているので、目のピントは、更に奥側のバックライト１４
０６まで移動し得る。なお、本演出例では、バックライト１４０６が白色光源であるので
、前縁領域ＺＢＤが白色に見える。遊技者が前グラデーション領域ＺＧＤを意識する場合
には、遊技者は、手前側の前グラデーション領域ＺＧＤと奥側の後グラデーション領域Ｚ
ＧＤＢとの両方に目のピントが合い得る。
【１５４９】
　このように、遊技者が前スクリーン領域ＺＳＣを意識すると、目のピントが手前側の第
１表示パネル１４００ａに合い、遊技者が前スクリーン領域ＺＳＣの周囲を意識すると、
目のピントがそれよりも後ろに移動しやすい。これらの結果、遊技者にとっては、前スク
リーン領域ＺＳＣが浮かび上がっているように認識される。このように、遊技者は、１枚
の表示パネルでは味わうことのできない奥行き感を覚える。
【１５５０】
　さらに、本演出例では、前スクリーン領域ＺＳＣは画面内をゆっくりと移動している（
図中の矢印ＺＭＤは、移動方向を表している）。前スクリーン領域ＺＳＣに表示される動
画像も、前スクリーン領域ＺＳＣの移動とともに、移動する。また、前スクリーン領域Ｚ
ＳＣの移動に合わせて、他の領域（前縁領域ＺＢＤ、前グラデーション領域ＺＧＤ、後ス
クリーン領域ＺＳＣＢ、後縁領域ＺＢＤＢ、後グラデーション領域ＺＧＤＢ）も同じ移動
をする。移動後も、後スクリーン領域ＺＳＣＢは前スクリーン領域ＺＳＣと重なって見え
、後縁領域ＺＢＤＢは前縁領域ＺＢＤと重なって見え、後グラデーション領域ＺＧＤＢは
前グラデーション領域ＺＧＤと重なって見える。
【１５５１】
　このように前スクリーン領域ＺＳＣが画面内を移動するので、遊技者の意識は、前スク
リーン領域ＺＳＣ内に留まらずに、前スクリーン領域ＺＳＣの周囲にも向けられやすい。
従って、前スクリーン領域ＺＳＣが静止している場合と比べて、遊技者の目のピントは、
手前側と奥側とを行き来しやすい。その結果、遊技者は、前スクリーン領域ＺＳＣが浮か
び上がって前スクリーン領域ＺＳＣの周囲が奥にあるような奥行き感を、より強く覚える
ことになる。そして、前スクリーン領域ＺＳＣが移動するので、遊技者は、前スクリーン
領域ＺＳＣ（前スクリーン領域ＺＳＣに表示された画像）が浮遊しているように、感じる
。
【１５５２】
　図４０４は、図４０３のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
図４０３の画像からの変化は、各領域ＺＳＣ、ＺＳＣＢ、ＺＢＤ、ＺＢＤＢ、ＺＧＤ、Ｚ
ＧＤＢの位置が移動している点と、前スクリーン領域ＺＳＣに表示される画像（動画像の
１シーン）が変化している点だけである。矢印ＺＭＤで示すように、各領域の移動方向は
、移動の途中で変化する。移動方向が変化するタイミングとしては、任意のタイミングを
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採用可能である。本演出例では、前スクリーン領域ＺＳＣの端部が画面の端に接触したと
きに、前スクリーン領域ＺＳＣが画面の端から離れるように、移動方向が変化する場合が
ある。また、前スクリーン領域ＺＳＣの所定の端部が画面の端からはみ出たときに、前ス
クリーン領域ＺＳＣが画面の端から離れるように、移動方向が変化する場合がある。移動
方向の変化は、スケジュールデータによって予め規定されている。
【１５５３】
　図４０５は、図４０４のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
図４０４の画像からの変化は、各領域ＺＳＣ、ＺＳＣＢ、ＺＢＤ、ＺＢＤＢ、ＺＧＤ、Ｚ
ＧＤＢの位置が移動している点と、前スクリーン領域ＺＳＣに表示される画像（動画像の
１シーン）が変化している点だけである。図４０５の画像では、前スクリーン領域ＺＳＣ
に爆発シーンが表示されている。
【１５５４】
　図４０６は、図４０５のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
図４０５の画像とは異なり、前スクリーン領域ＺＳＣに表示されていた爆発の閃光が前ス
クリーン領域ＺＳＣの外まで広がって、第１表示パネル１４００ａの全面を覆っている（
各領域ＺＳＣ、ＺＢＤ、ＺＧＤは消えている。また、図柄Ｓ７、ＺＶの表示は維持されて
いる）。第１表示パネル１４００ａは、画面の中心に近いほど明るいグラデーションを表
している。第２表示パネル１４００ｂにおいては、全面が透明状態ＣＬＲに制御されてい
る。これらにより、正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じ画像を
示している。このように、前スクリーン領域ＺＳＣを消して、第１表示パネル１４００ａ
の全面を用いた表示に切り替えることによって、ダイナミックな印象を表現することがで
きる。なお、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、図４０５の画像の後に、各表示パネル１４０
０ａ、１４００ｂのそれぞれの全面を透明状態ＣＬＲに制御し、その後に、図４０６の画
像を表示してもよい。こうすれば、ダイナミックさをより強めることができる。
【１５５５】
　図４０７は、図４０６のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
図４０６の画像とは異なり、第１表示パネル１４００ａから前スクリーン領域ＺＳＣが省
略されている。そして、第１表示パネル１４００ａは、黒い背景ＺＢＫに白色の文字列Ｚ
ＴＸ１を表している。図柄Ｓ７、ＺＶの表示は維持されている。第２表示パネル１４００
ｂにおいては、全面が透明状態ＣＬＲに制御されている。これらにより、正面視認画面は
、第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じ画像を示している。
【１５５６】
　図４０８は、図４０７のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
図４０７の画像とは異なり、第１表示パネル１４００ａには、図４０３～図４０５と同様
に、各領域ＺＳＣ、ＺＢＤ、ＺＧＤが配置され、そして、図柄Ｓ７、ＺＶが表示されてい
る。第２表示パネル１４００ｂには、図４０３～図４０５と同様に、各領域ＺＳＣＢ、Ｚ
ＢＤＢ、ＺＧＤＢが配置されている。
【１５５７】
　図４０８（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、透明状態ＣＬＲに制御された縁（縁領
域ＺＢＤ、ＺＢＤＢ）で囲まれた前スクリーン領域ＺＳＣを表している。また、前スクリ
ーン領域ＺＳＣ（各領域ＺＳＣ、ＺＢＤ、ＺＧＤ、ＺＳＣＢ、ＺＢＤＢ、ＺＧＤＢ）が移
動しているので、遊技者は、前スクリーン領域ＺＳＣが浮かび上がって前スクリーン領域
ＺＳＣの周囲が奥にあるような奥行き感を覚える。
【１５５８】
　図４０９は、図４０８のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
第１表示パネル１４００ａには、各領域ＺＳＣ、ＺＢＤ、ＺＧＤが配置され、そして、図
柄Ｓ７、ＺＶが表示されている。また、図４０９の例では、前スクリーン領域ＺＳＣの内
部と前グラデーション領域ＺＧＤとを横断するように、文字列ＺＴＸＡが大きく表示され
ている（文字列ＺＴＸＡの一部は画面からはみ出ている）。第２表示パネル１４００ｂに
は、各領域ＺＳＣＢ、ＺＢＤＢ、ＺＧＤＢが配置されている。
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【１５５９】
　第１表示パネル１４００ａにおいて、文字列ＺＴＸＡの内部は透明状態ＣＬＲに制御さ
れ、文字列ＺＴＸＡの輪郭は、より暗い色（ここでは、緑色）で表され、前スクリーン領
域ＺＳＣの内部は、透明状態ＣＬＲに制御されている。また、第２表示パネル１４００ｂ
において、文字列ＺＴＸＡと重なって見える領域（「後文字領域ＺＴＸＢ」と呼ぶ）は、
透明状態ＣＬＲに制御されている。この後文字領域ＺＴＸＢは、遊技者から見て文字列Ｚ
ＴＸＡの輪郭よりも若干外側まで広がっている。すなわち、遊技者から見ると、文字列Ｚ
ＴＸＡの輪郭の外側部分と内側部分との両方が、透明（白）に見える。従って、遊技者が
文字列ＺＴＸＡの輪郭を意識する場合には、手前側の第１表示パネル１４００ａに目のピ
ントが合う。遊技者が文字列ＺＴＸＡの輪郭の外部あるいは内部を意識する場合には、目
のピントが第１表示パネル１４００ａよりも奥側に移動し得る。これらから、遊技者が文
字列ＺＴＸＡを観察する場合には、目のピントが手前側と奥側との間を行き来し得るので
、文字列ＺＴＸＡが浮かび上がっているように認識される。
【１５６０】
　なお、文字列ＺＴＸＡは、今回の浮遊表示演出において既に表示された文字列ＺＴＸ１
（図４０７）を含んでいる。文字列ＺＴＸＡは、今回の浮遊表示演出において複数回に分
けて表示されていた文字列の組み合わせであってもよい。例えば、図４０９の例では、文
字列ＺＴＸＡが、第１文字列「ローフィーと」と、第２文字列「カーキを」と、第３文字
列「救出せよ！！」との組み合わせであってよい。そして、各文字列が、数フレームの間
をあけて順番に、図４０７のフレーム画像のように表示されていてもよい。こうすれば、
表示済みの文字列の組み合わせによって１つのメッセージを構成することができる。これ
により、浮遊表示演出を観察する遊技者は、表示された文字列がどのようなメッセージを
構成するか楽しみに浮遊表示演出を観察することができる。
【１５６１】
　図４１０は、図４０９のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
第１表示パネル１４００ａには、図４０３～図４０５と同様に、各領域ＺＳＣ、ＺＢＤ、
ＺＧＤが配置され、そして、図柄Ｓ７、ＺＶが表示されている。第２表示パネル１４００
ｂには、図４０３～図４０５と同様に、各領域ＺＳＣＢ、ＺＢＤＢ、ＺＧＤＢが配置され
ている。
【１５６２】
　前スクリーン領域ＺＳＣには、動画像に加えて、文字列ＺＴＸＡの全体が表示されてい
る。その結果、遊技者は、文字列ＺＴＸＡの全体を容易に認識することができる。
【１５６３】
　図４１１は、図４１０のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
この段階では、第１表示パネル１４００ａからは、各領域ＺＳＣ、ＺＢＤ、ＺＧＤが消さ
れて、人物を表す画像（「人物画像ＺＨＢ」と呼ぶ）が表示されている（図柄Ｓ７、ＺＶ
の表示は維持されている）。第２表示パネル１４００ｂにおいては、全面が透明状態ＣＬ
Ｒに制御されている。図４１１（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、正面視認画面は、
第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じ画像を示している。
【１５６４】
　図４１２は、図４１１のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
第１表示パネル１４００ａにおいては、全面が黒に制御されている（図柄Ｓ７、ＺＶの表
示は維持されている）。第２表示パネル１４００ｂにおいては、全面が透明状態ＣＬＲに
制御されている。本演出例では、このようなフレーム画像が数フレームに亘って続けて表
示される。このように、変化に乏しい状態が続くことによって、遊技者に、もうすぐ特別
図柄抽選結果が表示されることを示唆することができる。
【１５６５】
　図４１３は、図４１２のフレーム画像の数十フレーム後のフレーム画像を示している。
第１表示パネル１４００ａには、３つの図柄が停止表示されて、それらの組み合わせによ
って特別図柄抽選結果が示されている。ここでは、３つの図柄が同じ図柄（ここでは、７
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図柄Ｓ７）であるので、特別図柄抽選結果は大当たりである。第２表示パネル１４００ｂ
においては、全面が透明状態ＣＬＲに制御されている。図４１３（Ｃ）に示すように、正
面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じ画像を示している。
【１５６６】
　以上のように、図４０３～図４０５、図４０８～図４１０の演出表示によって、動画像
が表示される領域（前スクリーン領域ＺＳＣ）は、遊技者には浮遊しているように見える
。これにより、遊技者の演出表示に対する興味が引き起こされるので、魅力的な演出表示
を実現できる。
【１５６７】
　なお、前スクリーン領域ＺＳＣの浮遊感を効果的に出すためには、前スクリーン領域Ｚ
ＳＣの周囲の領域（例えば、前縁領域ＺＢＤや前グラデーション領域ＺＧＤ）が透視容易
な状態に維持されていることが好ましい。例えば、第１表示パネル１４００ａによって制
御される明るさ（光の透過率に相当する）の階調が０（最暗）から２５５（最明）までの
２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８（５０％）以上であることが好ま
しく、明るさが２０５（８０％）以上であることが特に好ましく、明るさが２３０（９０
％）以上であることが最も好ましい。なお、第１表示パネル１４００ａによって制御され
る明るさが最明であっても、奥側の第２表示パネル１４００ｂによって暗い色が表示され
ている場合には、表示パネル１４００ａ、１４００ｂを通して実際に見える色は暗い色で
ある。
【１５６８】
　また、前スクリーン領域ＺＳＣの周囲の領域の一部が透視容易な状態でなくてもよい。
例えば、図４０４に示す例のように、前スクリーン領域ＺＳＣの端部から周囲の領域にか
けて、透視容易ではない画像（例えば、７図柄Ｓ７）が表示されていてもよい。いずれの
場合も、前スクリーン領域ＺＳＣの浮遊感を生み出すためには、前スクリーン領域ＺＳＣ
の全周のうちの２／３以上が透視容易状態に制御されていることが好ましい。
【１５６９】
　また、本演出例では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、透視容易状態に制御された領域（
例えば、前縁領域ＺＢＤ）を、前スクリーン領域ＺＳＣとともに移動させているので、遊
技者からみて移動が認識しやすい。その結果、画像の浮遊感をより強く生み出すことがで
きる。なお、透視容易状態に制御された領域（「透視容易領域」と呼ぶ）を移動させずに
、前スクリーン領域ＺＳＣを、その透視容易領域の内部で移動させてもよい。この場合も
、前スクリーン領域ＺＳＣの周囲の領域（透視容易領域）が透視容易状態に制御される、
ということができる。
【１５７０】
　なお、前スクリーン領域ＺＳＣの移動速度は、前スクリーン領域ＺＳＣが漂っていると
遊技者が認識できる程度にゆっくりな速さであることが好ましい。ただし、あまりに遅い
と、前スクリーン領域ＺＳＣの移動による浮遊感が損なわれてしまう。例えば、表示パネ
ル上での移動速度が、０．５ｃｍ／秒～１０ｃｍ／秒の範囲内が好ましく、１ｃｍ／秒～
８ｃｍ／秒の範囲内が特に好ましく、２ｃｍ／秒～７ｃｍ／秒の範囲内が最も好ましい。
【１５７１】
　また、前スクリーン領域ＺＳＣに表示される画像は動画像に限らず、静止画像であって
もよい。また、前スクリーン領域ＺＳＣは、移動の最中に形を変えてもよい。
【１５７２】
　なお、演出表示としては、図４０２～図４１３に示す演出表示に限らず、他の種々の演
出表示を採用可能である。例えば、図４０７～図４１０に示す文字列を用いた演出を省略
してもよい。また、図４０６のように前スクリーン領域ＺＳＣを消して画面の全面を利用
する演出を省略してもよい。
【１５７３】
　また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、このような奥行き感に溢れる演出を、複数種類の
変動パターンの中から特定の変動パターンが選択された場合に実行してもよい。例えば、
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パターン特定信頼度（詳細は、他の演出例の説明を参照）の高い一部の変動パターンが選
択された場合にのみ実行することとしてもよい。例えば、図２１８の４３番と４４番と図
２２０の１２３番との変動パターン（ストーリーリーチＡ）が選択された場合に、浮遊表
示演出を実行することとしてもよい。このように、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パ
ターンに応じて「浮遊表示演出」を実行するか否かを決定してもよい。こうすれば、浮遊
表示演出の適切な頻度での実行が可能になるので、浮遊表示演出を見ることができて嬉し
いという遊技者の楽しみを損なうことを抑制できる。なお、浮遊表示演出を実行するか否
かの決定に利用される情報としては、特別図柄抽選結果に基づいて決まる他の情報（抽選
情報）を採用してもよい。例えば、特別図柄抽選結果が所定の当たりに当選したか否かを
表す情報に応じて、浮遊表示演出を実行するか否かを決定してもよい。この場合、当選で
ある場合には、落選である場合と比べて、高い確率で浮遊表示演出を実行することが好ま
しい。
【１５７４】
［大当たりＡ、大当たりＢに当選時における演出について］
　大当たりＡ（多量の賞球の付与（大当たり遊技）後、確変機能が動作する大当たり）時
と、大当たりＢ（多量の賞球の付与（大当たり遊技）後、確変機能が動作しない大当たり
）時に、対応する変動において、液晶表示装置１４００に表示される演出表示される演出
表示について補足説明する。大当たりＡは、多量の賞球の付与という特典に加えて大当た
り遊技後に確変機能が動作するという特典が付与される分、大当たりＢと比べて特典が大
きく、遊技者にとって価値の高い大当たりである。
【１５７５】
　液晶表示装置１４００において変動表示及び停止表示される８種類の装飾図柄画像には
、特定装飾図柄画像と、非特定装飾図柄画像の２種類が用いられている。本実施形態では
、特定装飾図柄画像は、１図柄画像Ｓ１（番号「１」が付された図柄の画像）、３図柄画
像Ｓ３（番号「３」が付された図柄の画像）、５図柄画像Ｓ５（番号「５」が付された図
柄の画像）、７図柄画像Ｓ７（番号「７」が付された図柄の画像）の４種類である。また
、非特定装飾図柄画像は、２図柄画像Ｓ２（番号「２」が付された図柄の画像）、４図柄
画像Ｓ４（番号「４」が付された図柄の画像）、６図柄画像Ｓ６（番号「６」が付された
図柄の画像）、８図柄画像Ｓ８（番号「８」が付された図柄の画像）の４種類である。
【１５７６】
　ここで、大当たりＢに当選した場合に対応する変動では、液晶表示装置１４００には、
左図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃのそれぞれに、同一種類
の非特定装飾図柄画像が停止表示されて変動が終了される。ここで、３つの図柄列１１５
３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃに同一種類の非特定装飾図柄画像が停止表示される態様を
、第１種大当たり図柄組合せ表示とも呼ぶ。
【１５７７】
　一方、大当たりＡに当選した場合に対応する変動では、液晶表示装置１４００には、上
述した第１種大当たり図柄組合せ表示がなされて変動が終了される第１パターンと、左図
柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃのそれぞれに、同一種類の特
定装飾図柄画像が停止表示されて変動が終了される第２パターンとがある。ここで、３つ
の図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃに同一種類の特定装飾図柄画像が停止表示
される態様を、第２種大当たり図柄組合せ表示とも呼ぶ。
【１５７８】
　したがって、変動終了時に第２種大当たり図柄組合せ表示が表示された場合には、大当
たりＡに当選したことを遊技者が認識することができる。このため、第２種大当たり図柄
組合せ表示を視認した遊技者は、大当たり遊技後に、確変状態を経て、さらにもう一度大
当たり遊技を行うことができることを、第２種大当たり図柄組合せ表示によって認識し、
大きな歓喜を感じることになる。
【１５７９】
　一方、第１種大当たり図柄組合せ表示が表示された場合には、大当たりＡまたは大当た
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りＢのいずれかに当選したことを遊技者が認識することができるが、大当たりＡであるか
大当たりＢのどちらに当選したかは区別することができない。このため、第２種大当たり
図柄組合せ表示を視認した遊技者は、多量の賞球の獲得を喜ぶと共に、さらに、大当たり
Ａであって欲しいと願うことになる。変動終了時において、第１種大当たり図柄組合せ表
示が表示された場合において、抽選結果が大当たりＡであった場合には、例えば、大当た
り遊技中に、抽選結果が大当たりＡであることを通知する演出（いわゆるラウンド中昇格
演出）が行われたり、ラウンド中昇格演出を行うことなく（遊技者に大当たりＡであるこ
とを通知することなく）大当たり遊技終了後に確変機能が動作（いわゆる潜伏）したりす
る。
【１５８０】
　ここで、本実施形態における第２パターンには、特定装飾図柄画像によって構成された
リーチ態様を経て、第２種大当たり図柄組合せ表示がなされるパターン（直接表示パター
ンとも呼ぶ。）と、非特定装飾図柄画像によって構成されたリーチ態様を経て、第１種大
当たり図柄組合せ表示が停止表示された後、第２種大当たり図柄組合せ表示に変更される
パターン（変動中昇格演出を含むパターン：変動中昇格パターンとも呼ぶ。）が用意され
ている。以下では、本実施形態における変動中昇格パターンにおける変動中昇格演出を、
図４１４～４２４を参照して説明する。なお、大当たりＡに対応する変動において、上述
した第１パターンで演出表示を行うか、直接表示パターンで演出表示を行うか、変動中昇
格パターンで演出表示を行うかは、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが、所定の乱数を取得し、
当該乱数に基づく抽選によって決定する。
【１５８１】
　図４１４～図４２４において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面）の図を示す。
【１５８２】
　図４１４～図４２４は、本実施形態における変動中昇格演出として液晶表示装置１４０
０に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図４１４～図４２４は、
図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図４１４～図４２
４を図番に従って見ていくことで、変動中昇格演出としての動画像の内容を把握できる。
【１５８３】
　なお、第１表示パネル１４００ａの下側領域Ｂ２に表示されている保留表示及び本装飾
図柄１１５７は、本演出の間、常に同じ領域に表示されたままである。また、第２表示パ
ネル１４００ｂの下側領域Ｂ４は、変動中昇格演出の間、常に透明状態ＣＬＲに制御され
たままである。このため、図４１４～図４２４では、第１表示パネル１４００ａの下側領
域Ｂ２及び第２表示パネル１４００ｂの下側領域Ｂ４の図示を省略し、以下では、第１表
示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１の表示内容、及び、第２表示パネル１４００ｂの上側
領域Ｂ３の表示内容についてのみ詳細に説明する。
【１５８４】
　なお、変動中昇格演出は、上部中可動装飾体３５０１（図１６１、図１７６、図１８９
等参照）を作動させて、液晶表示装置１４００の表示と協働して行われるので、図４１４
～図４２４では、適宜、（Ｃ）において、上部中可動装飾体３５０１を図示している。液
晶表示装置１４００への表示は、上述したように、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが、ＶＤＰ
４１５０ｃ等を制御して実行する。上部中可動装飾体３５０１の作動は、周辺制御ＭＰＵ
４１４０ａがランプ駆動基板３１２０を介して上部中回動駆動モータ３５０４等を駆動す
ることによって行われる。
【１５８５】
　変動中昇格演出は、例えば、上述した切り抜きスベリなどのリーチ成立前演出、及び、
上述した両面リーチ演出などのリーチ成立後演出を経て、第１表示パネル１４００ａの左
図柄列１１５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃにそれぞれ同一種類の非特
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定装飾図柄画像が停止表示された状態（上述した第１種大当たり図柄組合せ表示がなされ
た状態）から開始される（図示省略）。この時点では、３つの非特定装飾図柄画像と共に
、所定の背景画像が第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１に表示されており、第２表
示パネル１４００ｂの全体が透明状態ＣＬＲに表示されている。以下の説明では、第１表
示パネル１４００ａにおいて、６図柄画像Ｓ６のゾロ目による第１種大当たり図柄組合せ
表示がなされた場合を例として説明する。この時点で、遊技者は、大当たりＢか大当たり
Ａのいずれかに当選したと認識する。
【１５８６】
　図４１４には、変動中昇格演出の開始直後のフレーム画像が示されている。図４１４の
フレーム画像では、第１表示パネル１４００ａには、６図柄画像Ｓ６のゾロ目による第１
種大当たり図柄組合せ表示に加えて、遊技者による操作を受け付ける操作受け付け手段と
しての操作ボタンユニット３７０のメインボタン３７１の押下を遊技者に促す表示ＢＴＮ
が表示される（図４１４（Ａ））。第１表示パネル１４００ａには、さらに、遊技者にメ
インボタン３７１の押下を遊技者に促すメッセージＭ３として、「図柄を破壊せよ！！」
「ＰＵＳＨ」という文字が表示される（図４１４（Ａ））。第１表示パネル１４００ａに
は、さらに、遊技者にメインボタン３７１の押下を遊技者に急がせるための表示Ｍ４とし
て、タイマの画像が表される（図４１４（Ａ））
【１５８７】
　そして、図４１４に表示されるフレーム画像の時点で、第１表示パネル１４００ａの上
側領域Ｂ１において、第１種大当たり図柄組合せ表示を構成する３つの６図柄画像Ｓ６、
メッセージＭ３、タイマ画像表示Ｍ４を除く領域は、透明状態ＣＬＲに制御される。すな
わち、第１表示パネル１４００ａに表示されていた背景画像は消去される。
【１５８８】
　図４１４に示すフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、１４００ａに
表示された第１種大当たり図柄組合せ表示を構成する３つの６図柄画像Ｓ６、メッセージ
Ｍ３、タイマ画像表示Ｍ４と、遊技者から見て重なり合う領域が透明状態ＣＬＲに制御さ
れる。そして、第２表示パネル１４００の上側領域Ｂ３において、透明状態ＣＬＲに制御
された領域を除く領域には、所定の背景画像ＢＧＸが表示される。
【１５８９】
　なお、図４１４に示すフレーム画像が表示される時点で、ガトリング砲を模した上部中
可動装飾体３５０１は、退避位置から回動して第１表示パネル１４００ａと重なるように
遊技者に視認可能な位置に移動される（図４１４（Ｃ））。
【１５９０】
　図４１４のフレーム画像の正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａに表示された上
述した表示内容と、第２表示パネル１４００ｂに表示された上述した表示内容が組み合わ
されたものとなる（図４１４（Ｃ））。図４１４のフレーム画像の正面視認画面を見た遊
技者は、背景画像が、遊技者から見て手前側の第１表示パネル１４００ａから第２表示パ
ネル１４００ｂに移ったことを認識して、その結果、３つの６図柄画像Ｓ６が浮かび上が
って感じると共に、浮かび上がった３つの６図柄画像Ｓ６の裏側には、なにかが隠されて
いるように感じる。したがって、遊技者は３つの６図柄画像Ｓ６の裏側を見たいという欲
求に駆られるので、遊技者が、第１表示パネル１４００ａに表示されたメッセージＭ３に
従って、メインボタン３７１を押下する誘因を高めることができる。この結果、遊技者に
メインボタン３７１を押させる確率を高め、遊技者が遊技に介入している感覚を持たせて
、遊技の興趣を向上することができる。
【１５９１】
　図４１５には、図４１４に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４１５に示す状態の後、第１表示パネル１４００ａに表示されている３つの６図
柄画像Ｓ６に対して、ガトリング砲が砲撃を浴びせて当該６図柄画像Ｓ６を破壊しようと
する様が表現される。具体的には、上部中可動装飾体３５０１が筒形状の軸方向に細かく
伸縮動作（振動動作）しながら図４１５（Ｃ）において矢印で示すように回動動作すると
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共に、上部中可動装飾体３５０１の発射口を模した突起３５０１ａを点滅して、ガトリン
グ砲が６図柄画像Ｓ６に砲撃する発射動作が表現される。同時に、第１表示パネル１４０
０ａにおいて、６図柄画像Ｓ６が細かく振動して表示されると共に、６図柄画像Ｓ６上に
小爆発を表す画像が多数個表示され、６図柄画像Ｓ６がガトリング砲の攻撃を受けている
様が表現される（図４１５（Ａ））。同時にスピーカ１２１からは、ガトリング砲の砲撃
音が効果音として出力される。図４１５に示すガトリング砲が砲撃を浴びせて６図柄画像
Ｓ６を破壊しようとする様の表示は、非特定装飾図柄画像を消去しようとする様を表現す
る図柄消去行為演出とも呼べる。
【１５９２】
　図４１５のフレーム画像の第１表示パネル１４００ａ及び第２表示パネル１４００ｂの
表示内容は、上述した点を除いて、図４１４のフレーム画像の表示内容と同一である。
【１５９３】
　図４１６には、図４１５に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４１５に示す図柄消去行為演出がしばらく表示された後、図４１６に示すように
、３つの６図柄画像Ｓ６で構成される第１種大当たり図柄組合せ表示の一部、図４１６の
例では、各６図柄画像Ｓ６の左上部分が破壊された様が表示される（一部消去成功演出Ａ
）。具体的には、第１表示パネル１４００ａにおいて、図４１５に示す６図柄画像Ｓ６の
うち、左上の部分が透明状態ＣＬＲに制御されて、６図柄画像Ｓ６の左上の部分が無くな
った様が表示される（図４１６（Ａ））。図４１６において、破線で示す領域ＡＲＡ１が
新たに透明状態ＣＬＲに制御された領域を示す。すなわち、図４１５に示す完全な状態の
６図柄画像Ｓ６が、図４１６に示すフレーム画像の時点で、左上部分が無くなった一部欠
損６図柄画像Ｓ６Ｍに変更表示される。同時に６図柄画像Ｓ６の無くなった部分の破片画
像ＨＨＮが第１表示パネル１４００ａの全体に亘って表示される。
【１５９４】
　このとき、第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａにおける完全な
状態の６図柄画像Ｓ６から一部欠損６図柄画像Ｓ６Ｍへの表示変更に伴って新たに透明状
態ＣＬＲに制御された領域ＡＲＡ１と遊技者から見て重なり合う領域ＡＲＢ１が、透明状
態ＣＬＲから画像が表示された領域に変更される（図４１６（Ｂ））。具体的には、第２
表示パネル１４００ｂの領域ＡＲＢ１には、特定装飾図柄画像である７図柄画像の左上部
分である左上部分７図柄画像Ｓ７Ｍを含む画像が表示される。
【１５９５】
　なお、この時点で、上部中可動装飾体３５０１の発射動作と、第１表示パネル１４００
ａに表示された爆発表示とを含む図柄消去行為演出は、継続して行われている。
【１５９６】
　図４１６のフレーム画像の正面視認画面では、遊技者は、第１表示パネル１４００ａに
おいて新たに透明状態ＣＬＲに制御された領域ＡＲＡ１を介して、第２表示パネル１４０
０ｂに新たに表示された左上部分７図柄画像Ｓ７Ｍを視認できる（図４１６（Ｃ））。こ
の結果、遊技者から見て手前に浮かび上がって見える６図柄画像Ｓ６の左上部分が破壊さ
れ、６図柄画像Ｓ６の裏側に隠れていた７図柄画像の一部が当該破壊された部分を介して
見えたように感じられる。
【１５９７】
　図４１７には、図４１６に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４１７に示すように、図４１６に示す状態の後、しばらくの間、上部中可動装飾
体３５０１の発射動作と、第１表示パネル１４００ａに表示された爆発表示とを含む図柄
消去行為演出が、継続して行われる。
【１５９８】
　図４１８には、図４１７に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４１７に示す図柄消去行為演出がしばらく表示された後、図４１８に示すように
、３つの６図柄画像Ｓ６で構成される第１種大当たり図柄組合せ表示のさらなる一部、図
４１８の例では、各６図柄画像Ｓ６の右上部分がさらに破壊された様が表示される（一部
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消去成功演出Ｂ）。具体的には、第１表示パネル１４００ａにおいて、図４１６に示す一
部欠損６図柄画像Ｓ６Ｍのうち、右上の部分が透明状態ＣＬＲに変更されて、完全な状態
の６図柄画像Ｓ６のおよそ上半分の部分が無くなった様が表示される（図４１８（Ａ））
。図４１８において、破線で示す領域ＡＲＡ２は、図４１５に示す状態では、６図柄画像
Ｓ６が表示されていたが図４１８に示す状態では透明状態ＣＬＲに制御されている領域を
示す。図４１６において透明状態にされている領域ＡＲＡ１が、この時点でさらに拡大し
ていることが解る。すなわち、図４１６に示すフレーム画像で表示されていた一部欠損６
図柄画像Ｓ６Ｍが、さらに、欠損部分（消去部分）が拡大された一部欠損６図柄画像Ｓ６
Ｎに変更表示される。同時に６図柄画像Ｓ６の消去された部分の破片画像ＨＨＮが第１表
示パネル１４００ａの全体に亘って表示される。
【１５９９】
　このとき、第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａにおける一部欠
損６図柄画像Ｓ６Ｍから一部欠損６図柄画像Ｓ６Ｎへの表示変更に伴って拡大された透明
状態ＣＬＲに制御された領域ＡＲＡ２のうち、新たに透明領域にされた領域と遊技者から
見て重なり合う領域が、透明状態ＣＬＲから画像が表示された領域に変更される（図４１
８（Ｂ））。具体的には、第１表示パネル１４００ａにおいて拡大された領域ＡＲＡ２と
遊技者から見て重なり合う第２表示パネル１４００ｂの領域ＡＲＢ２には、特定装飾図柄
画像である７図柄画像のおよそ上半分に対応する部分である上部分７図柄画像Ｓ７Ｎを含
む画像が表示される。
【１６００】
　なお、この時点で、上部中可動装飾体３５０１の発射動作と、第１表示パネル１４００
ａに表示された爆発表示とを含む図柄消去行為演出は、継続して行われている。
【１６０１】
　図４１８のフレーム画像の正面視認画面では、遊技者は、第１表示パネル１４００ａに
おいて透明状態ＣＬＲに制御された領域ＡＲＡ２を介して、第２表示パネル１４００ｂに
表示された上部分７図柄画像Ｓ７Ｎを視認できる（図４１８（Ｃ））。この結果、遊技者
から見て手前に浮かび上がって見える６図柄画像Ｓ６のおよそ上半分が破壊され、６図柄
画像Ｓ６の裏側に隠れていた７図柄画像の上半分が当該破壊された部分を介して見えたよ
うに感じられる。すなわち、６図柄画像Ｓ６の段階的な破壊成功に伴って、６図柄画像Ｓ
６の裏側に隠れていた７図柄画像Ｓ７が段階的に視認可能になったと感じられる。
【１６０２】
　図４１９には、図４１８に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４１９に示すように、図４１８に示す状態の後、しばらくの間、上部中可動装飾
体３５０１の発射動作と、第１表示パネル１４００ａに表示された爆発表示とを含む図柄
消去行為演出が、継続して行われる。
【１６０３】
　図４２０には、図４１９に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４１８に示す図柄消去行為演出がしばらく表示された後、図４２０に示すように
、３つの６図柄画像Ｓ６で構成される第１種大当たり図柄組合せ表示のさらなる一部、図
４２０の例では、各６図柄画像Ｓ６の左下部分がさらに破壊された様が表示される（一部
消去成功演出Ｃ）。具体的には、第１表示パネル１４００ａにおいて、図４１８に示す一
部欠損６図柄画像Ｓ６Ｎのうち、左半分に対応する部分が透明状態ＣＬＲに変更されて、
完全な状態の６図柄画像Ｓ６の約３／４の部分が無くなって、右下の部分である約１／４
のみが残っている様が表示される（図４２０（Ａ））。図４２０において、破線で示す領
域ＡＲＡ３は、図４１５に示す状態では、６図柄画像Ｓ６が表示されていたが図４２０に
示す状態では透明状態ＣＬＲに制御されている領域を示す。図４１８において透明状態に
されている領域ＡＲＡ２が、この時点でさらに拡大していることが解る。すなわち、図４
１８に示すフレーム画像で表示されていた一部欠損６図柄画像Ｓ６Ｎが、さらに、欠損部
分（消去部分）が拡大された一部欠損６図柄画像Ｓ６Ｏに変更表示される。同時に６図柄
画像Ｓ６の消去された部分の破片画像ＨＨＮが第１表示パネル１４００ａの全体に亘って
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表示される。
【１６０４】
　このとき、第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａにおける一部欠
損６図柄画像Ｓ６Ｎから一部欠損６図柄画像Ｓ６Ｏへの表示変更に伴って拡大された透明
状態ＣＬＲに制御された領域ＡＲＡ３のうち、新たに透明領域にされた領域と遊技者から
見て重なり合う領域が、透明状態ＣＬＲから画像が表示された領域に変更される（図４２
０（Ｂ））。具体的には、第１表示パネル１４００ａにおいて拡大された領域ＡＲＡ３と
遊技者から見て重なり合う第２表示パネル１４００ｂの領域ＡＲＢ３には、特定装飾図柄
画像である７図柄画像のおよそ３／４に対応する部分である右下無７図柄画像Ｓ７Ｏを含
む画像が表示される。
【１６０５】
　なお、この時点で、上部中可動装飾体３５０１の発射動作と、第１表示パネル１４００
ａに表示された爆発表示とを含む図柄消去行為演出は、継続して行われている。
【１６０６】
　図４２０のフレーム画像の正面視認画面では、遊技者は、第１表示パネル１４００ａに
おいて透明状態ＣＬＲに制御された領域ＡＲＡ３を介して、第２表示パネル１４００ｂに
表示された右下無７図柄画像Ｓ７Ｏを視認できる（図４２０（Ｃ））。この結果、遊技者
から見て手前に浮かび上がって見える６図柄画像Ｓ６の約３／４が破壊され、６図柄画像
Ｓ６の裏側に隠れていた７図柄画像の約３／４が当該破壊された部分を介して見えたよう
に感じられる。すなわち、６図柄画像Ｓ６の段階的な破壊成功に伴って、６図柄画像Ｓ６
の裏側に隠れていた７図柄画像が段階的に視認可能になったと感じられる。この時点では
、多くの遊技者は、６図柄画像Ｓ６の裏側に隠れていたのは、特定装飾図柄画像である７
図柄画像Ｓ７であることが認識し、大当たりＡへの当選が決定的になることへの期待感を
高める。
【１６０７】
　図４２１には、図４２０に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４２１に示すように、図４２０に示す状態の後、しばらくの間、上部中可動装飾
体３５０１の発射動作と、第１表示パネル１４００ａに表示された爆発表示とを含む図柄
消去行為演出が、継続して行われる。
【１６０８】
　図４２２には、図４２１に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４２０に示す図柄消去行為演出がしばらく表示された後、図４２２に示すように
、３つの６図柄画像Ｓ６で構成される第１種大当たり図柄組合せ表示の全てが破壊された
様が表示される（全部消去成功演出）。具体的には、第１表示パネル１４００ａにおいて
、図４２０に示す一部欠損６図柄画像Ｓ６Ｏが消去されると共に、破片画像ＨＨＮが第１
表示パネル１４００ａの全体に亘って表示される（図４２２（Ａ））。同時に、第１表示
パネル１４００ａには、３つの７図柄画像Ｓ７が表示される。すなわち、３つの６図柄画
像Ｓ６で構成される第１種大当たり図柄組合せ表示が完全に消去されると同時に、第１表
示パネル１４００ａに３つの７図柄画像Ｓ７で構成される第２種大当たり図柄組合せ表示
が行われる（図４２２（Ａ））。
【１６０９】
　このとき、第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａにおいて新たに
表示された３つの７図柄画像Ｓ７と遊技者から見て重なり合う領域が、透明状態ＣＬＲに
制御される（図４２２（Ｂ））。その結果、図４２１において表示されていた３つの右下
無７図柄画像Ｓ７Ｏは第２表示パネル１４００ｂから消去される（図４２２（Ｂ））。
【１６１０】
　なお、この時点で、上部中可動装飾体３５０１の発射動作と、第１表示パネル１４００
ａに表示された爆発表示とを含む図柄消去行為演出は終了される。
【１６１１】
　図４２２のフレーム画像の正面視認画面では、遊技者から見て手前に浮かび上がって見
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えていた６図柄画像Ｓ６に変わって、７図柄画像Ｓ７から見て手前に浮かび上がって見え
る。この結果、遊技者は、非特定装飾図柄画像である６図柄画像Ｓ６が完全に破壊される
と同時に、６図柄画像Ｓ６の裏側に隠れていた非特定装飾図柄画像である７図柄画像Ｓ７
が遊技者から見て奥側から手前に浮かび上がってきたように感じられる（図４２２（Ｃ）
）。この時点では、遊技者は、当該変動の大当たりが大当たりＢではなく、大当たりＡで
あったことを認識して、歓喜に浸ることになる。
【１６１２】
　図４２３には、図４２２に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されて
いる。図４２４には、図４２３に示すフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示さ
れている。図４２２に示す状態に続いて、図４２３～図４２４に示すように、破片画像Ｈ
ＨＮが第１表示パネル１４００ａの下方に移動して画面外に消え去るように見える態様で
第１表示パネル１４００ａから消去されていき、３つの７図柄画像Ｓ７で構成された第２
種大当たり図柄組合せ表示がクリアに表示される。そして、上部中可動装飾体３５０１は
、図４２３（Ｃ）において矢印で示す方向に回動して退避位置に移動して、遊技者からは
視認できなくなる（図４２４（Ｃ））。
【１６１３】
　図４２４のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａの上側領域Ｂ１において、３
つの７図柄画像Ｓ７で構成された第２種大当たり図柄組合せ表示のみが表示され、第２種
大当たり図柄組合せ表示を除く領域は、透明状態ＣＬＲに制御される（図４２４（Ａ））
。そして、第２表示パネル１４００ｂの下側領域Ｂ２において、第１表示パネル１４００
ａにおいて第２種大当たり図柄組合せ表示を構成する３つの７図柄画像Ｓ７と遊技者から
見て重なり合う領域が透明状態ＣＬＲに制御されると共に、当該透明状態ＣＬＲに制御さ
れた領域を除く領域には、背景画像ＢＧＸが表示される（図４２４（Ｃ））。図４２４の
フレーム画像の正面視認画面では、背景画像ＢＧＸより遊技者から手前側に第２種大当た
り図柄組合せ表示が浮かび上がって見える。
【１６１４】
　図４２４のフレーム画像で変動中昇格演出は終了し、続いて、パチンコ機１において大
当たりＡに対応する大当たり遊技が実行され、液晶表示装置１４００では大当たり遊技中
専用の演出表示が実行される。
【１６１５】
　なお、本実施形態では、変動中昇格演出と類似した演出として変動中昇格失敗演出が用
意されている。変動中昇格失敗演出は、上述した変動中昇格演出で示した図柄消去行為演
出を表示した結果、非特定装飾図柄画像の破壊に失敗した様を表示して、非特定装飾図柄
画像により構成された第１種大当たり図柄組合せ表示を維持する演出である。
【１６１６】
　図４２５は、変動中昇格失敗演出について説明する図である。具体的には、変動中昇格
失敗演出は、図４１４のフレーム画像から図４２１のフレーム画像に至るまでは、上述し
た変動中昇格演出と同一または近似した動画像を表示した後、図４２５のフレーム画像を
示す演出である。図４２５のフレーム画像では、図４２４における第２種大当たり組合せ
表示に代えて非特定装飾図柄画像により構成される第１種大当たり図柄組合せ表示（図４
２５の例では、６図柄画像Ｓ６のゾロ目表示）がなされる。また、変動中昇格失敗演出と
して、図４１４のフレーム画像から図４１７のフレーム画像に至るまでは、上述した変動
中昇格演出と同一または近似した動画像を表示した後、図４２５のフレーム画像を示す演
出も用意されている。また、変動中昇格失敗演出は、図４１４のフレーム画像から図４１
９のフレーム画像に至るまでは、上述した変動中昇格演出と同一または近似した動画像を
表示した後、図４２５のフレーム画像を示す演出も用意されている。
【１６１７】
　変動中昇格失敗演出が表示されると、遊技者には、大当たりＡの確定が通知されないの
で、遊技者はがっかりすることになる。
【１６１８】
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　変動中昇格失敗演出は、大当たりＢに当選した場合に対応する変動において所定の確率
で表示されると共に、大当たりＡに当選した場合に対応する変動においても所定の確率で
表示される。変動中昇格失敗演出が存在することで、図４１４のフレーム画像から始まる
演出が遊技者に表示された場合、第１種大当たり図柄組合せ表示の破壊が失敗する場合と
、成功する場合との両方の演出が存在することになる。この結果、遊技者は、当該演出が
変動中昇格演出であるか、変動中昇格失敗演出であるかが、演出の開始時点では解らない
ので、遊技者の高揚感、緊迫感を演出の最後まで持続できる。
【１６１９】
　以上、説明した変動中昇格演出は、大当たりＡに当選した場合、大当たりＡの特典（大
当たり遊技＋確変機能の作動）の付与に先立って、大当たりＡに当選した変動において、
液晶表示装置１４００に組合せ第１種大当たり図柄組合せ表示（第１の特典通知表示）を
行った後に、第１種大当たり図柄組合せ表示に代えて第２種大当たり図柄組合せ表示（第
２の特典通知表示）を行う演出である。
【１６２０】
　当該変動中昇格演出では、第１表示パネル１４００ａに第１種大当たり図柄組合せ表示
を行い、第１種大当たり図柄組合せ表示がなされた領域を、図柄消去行為演出を行いなが
ら、段階的に透明状態ＣＬＲに制御していく。このような透明状態ＣＬＲの段階的な拡大
に伴って、第２種大当たり図柄組合せ表示のうち、遊技者が第１表示パネル１４００ａに
おける透明状態ＣＬＲに制御された領域を介して視認可能な部分が拡大するように、第２
表示パネル１４００ｂに第２種大当たり図柄組合せ表示の一部を段階的に表示していく。
この結果、遊技者から見て手前に見える６図柄画像Ｓ６の裏に、７図柄画像Ｓ７が隠され
ており、隠された７図柄画像Ｓ７が段階的に見えてくる様子を、実際に６図柄画像Ｓ６の
裏に７図柄画像Ｓ７が隠れていたかのようにリアルで奥行き感に溢れる態様で表現できる
。
【１６２１】
　また、変動中昇格演出では、破壊（消去）される対象である６図柄画像Ｓ６を、遊技者
から見て手前の第１表示パネル１４００ａに表示すると共に、第１表示パネル１４００ａ
の６図柄画像Ｓ６を除く部分は基本的に透明状態ＣＬＲとする。そして、背景画像ＢＧＸ
を遊技者から手前の第２表示パネル１４００ｂに表示する。その結果、より６図柄画像Ｓ
６が遊技者の手前側に浮かび上がっているように見えるので、６図柄画像Ｓ６の裏側には
何かが隠れていると遊技者に思わせることができる。したがって、遊技者は３つの６図柄
画像Ｓ６の裏側を見たいという欲求に駆られるので、遊技者が、第１表示パネル１４００
ａに表示されたメッセージＭ３に従って、メインボタン３７１を押下する誘因を高めるこ
とができる。この結果、遊技者にメインボタン３７１を押させる確率を高め、遊技者が遊
技に介入している感覚を持たせて、遊技の興趣を向上することができる。
【１６２２】
　さらに、例えば、図４１４（Ａ）に示されているように、第２表示パネル１４００ｂに
おいて、第１表示パネル１４００ａに表示されている６図柄画像Ｓ６と遊技者から見て重
なり合う領域は、実際には７図柄画像Ｓ７は表示されておらず、透明状態ＣＬＲに制御さ
れている。実際に７図柄画像Ｓ７が第２表示パネル１４００ｂに表示されていると、第１
表示パネル１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６に後方から照射されるバックライトの
光量が少なくなる（７図柄画像Ｓ７の画像によりバックライトの光量が減衰させられるた
め）ため、第１表示パネル１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６が暗くなってしまう。
このため、本願では、図４１４に示す状態では、６図柄画像Ｓ６と遊技者から見て重なり
合う領域は、実際には７図柄画像Ｓ７は表示せず、図４１６、図４１８、図４２０に示す
ように、６図柄画像Ｓ６の一部を透明状態ＣＬＲに制御した時点で、当該透明状態ＣＬＲ
と重なり合う第２表示パネル１４００ｂの領域に、一部分ずつ７図柄画像Ｓ７を表示して
いる。
【１６２３】
　この結果、６図柄画像Ｓ６の裏側には、７図柄画像Ｓ７が隠れていたと遊技者に感じさ
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せつつも、６図柄画像Ｓ６が遊技者に鮮明に見えることを確保することができる。また、
６図柄画像Ｓ６の裏側に、前持って７図柄画像Ｓ７を表示しておくと、６図柄画像Ｓ６が
比較的暗い（透明度が低い）画像でないと、７図柄画像Ｓ７が透けて遊技者に視認されて
しまい、６図柄画像Ｓ６が破壊される演出を行う前に、６図柄画像Ｓ６の裏側に７図柄画
像Ｓ７が隠れてしまうことが解ってしまう。このため、第１表示パネル１４００ａに表示
されている６図柄画像Ｓ６と遊技者から見て重なり合う領域は、実際には７図柄画像Ｓ７
は表示しない（透明状態ＣＬＲに制御する）ことによって、６図柄画像Ｓ６のデザインの
自由度を増加（暗い画像にしなくてはならない等の制限がなくなる）することができる。
【１６２４】
　・変動中昇格演出の変形例：
　・第１変形例：
　図４１４のフレーム画像の段階で、第１表示パネル１４００ａに表示されたメッセージ
Ｍ３に従わずに、遊技者がメインボタン３７１を全く押下しなかった場合、あるいは、所
定回数以上押下しなかった場合には、変動中昇格演出の表示に代えて、上述した変動中昇
格失敗演出を表示しても良い。この場合には、遊技者は、大当たりＡに当選したことを確
定的には認識できないというペナルティを課されることになる。こうすることで、遊技者
がペナルティを嫌がるので、メインボタン３７１を押そうという動機付けを行うことがで
きる。この結果、遊技者にメインボタン３７１を押させる確率を高め、遊技者が遊技に介
入している感覚を増大させて、遊技の興趣を向上することができる。
【１６２５】
　・第２変形例：
　また、図４１４のフレーム画像において、メッセージＭ３及びメインボタン３７１の表
示ＢＴＮは省略しても良い。この場合は、メインボタン３７１が押下されたか否かに拘わ
らず、変動中昇格演出を行うことが好ましい。
【１６２６】
　・第３変形例：
　図４２６は、変動中昇格演出の第３変形例について説明する図である。実施形態におけ
る変動中昇格演出では、例えば、図４１８のフレーム画像に示すように、第１表示パネル
１４００ａにおいて６図柄画像Ｓ６の一部が消去されて透明状態ＣＬＲに制御された領域
ＡＲＡ２と遊技者が正面から見て重なり合う領域ＡＲＢ２にのみ上部分７図柄画像Ｓ７Ｎ
を表示している（図４２６（Ａ））。これに代えて、領域ＡＲＢ２に加えて、一部が欠損
した６図柄画像である一部欠損６図柄画像Ｓ６Ｎの端部と遊技者が正面から見て重なり合
う重畳領域ＯＶＡ（図４２６（Ｂ））にも上部分７図柄画像Ｓ７Ｎを表示しても良い。
【１６２７】
　遊技者は、第１表示パネル１４００ａに表示された６図柄画像Ｓ６の裏側になにか隠れ
ていると認識しているので、図４２６（Ａ）に示すように、正面とは異なる角度、例えば
、上側から第２表示パネル１４００を覗き込んで、なにが隠されているのかを見ようとす
るおそれがある。このとき、上記実施形態では、図４２６（Ａ）に示すように、透明状態
ＣＬＲの領域（バックライトの色＝白色に見える）が遊技者に見えてしまう。そうすると
、遊技者は違和感を覚えるおそれがある。そこで、第２表示パネル１４００ｂに表示され
た上部分７図柄画像Ｓ７Ｎを図４２６（Ｂ）に示すように、領域ＡＲＢ２から重畳領域Ｏ
ＶＡにまで延在表示しておけば、遊技者が覗き込んだときに、上部分７図柄画像Ｓ７Ｎが
見えるので、遊技者は違和感を覚えない。上部分７図柄画像Ｓ７Ｎが表示される重畳領域
ＯＶＡは、遊技者が覗き込むことができる最大角度である覗き込み限界角で覗き込んだ場
合であっても、透明状態ＣＬＲが遊技者に見えない程度の幅に設定されることが好ましい
。パチンコ機１では、上述のように液晶表示装置１４００の前方には扉板５が設けられ、
液晶表示装置１４００の周囲には、トップランプ電飾ユニット２００や皿ユニット３００
が迫り出している。このため、このような障害物によって遊技者が覗き込める限界である
覗き込み限界角が決まってくる。
【１６２８】
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　また、第２表示パネル１４００ｂの重畳領域ＯＶＡ領域に、装飾図柄画像の種類を判別
可能な部分を表示しておけば、せっかちな遊技者は覗き込むことで、第１表示パネル１４
００ａに表示された６図柄画像Ｓ６の裏側に隠されている（と遊技者が感じている）装飾
図柄画像の種別を認識できるので、遊技者に覗き込みを行わせることをパチンコ機１の新
たな遊技性として追加することができる。
【１６２９】
　・第４変形例：
　上記実施形態における変動中昇格演出では、第１種大当たり図柄組合せ表示を構成する
非特定装飾図柄画像として６図柄画像Ｓ６を用いており、第２種大当たり図柄組合せ表示
を構成する特定装飾図柄画像として７図柄画像Ｓ７を用いているが一例であり、あらゆる
種類の非特定装飾図柄画像及び特定装飾図柄画像が用いられ得ることは当然である。
【１６３０】
　[特殊演出について]
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において決定された変動パターンが
、図２１９に示す番号５３～５６の変動パターンであった場合には、以下に示す特殊演出
を行う。
【１６３１】
　この特殊演出は、変動パターンが、図２１９に示す番号５３～５６の変動パターンであ
った場合に行われるので、小当たり（番号５３に対応）、大当たりＣ（番号５５に対応）
、大当たりＤ（番号５４に対応）、及び、大当たりＥ（番号５６に対応）のうちのいずれ
かが決定されている際に行われ、遊技者になんらかの特典が付与される。なお、上述した
ように、大当たりＥは、大当たり遊技により多くの出玉を得ることができると共に、外部
有利遊技状態Ｂに突入し、大当たりＤは、大当たり遊技によって出玉はほとんど得られな
いが、外部有利遊技状態Ｂに突入し、大当たりＣは、大当たり遊技によって出玉はほとん
ど得られないが、外部通常遊技状態Ｂに突入し、小当たりは、大当たり遊技が発生せず、
外部通常遊技状態Ａに突入する。従って、遊技者にとって、最も有利（特典）となるのは
、大当たりＥであり、２番目が、大当たりＤであり、３番目が、大当たりＣであり、最後
が、小当たりである。その結果、遊技者は、この特殊演出に突入した際には、最も大当た
りＥであることを願い、次に大当たりＤであることを願い、その次に大当たりＣであるこ
とを願い、小当たりであるとがっくりくる。すなわち、遊技者にとって、付与される特典
の価値の大きさは、大当たりＥ＞大当たりＤ＞大当たりＣ＞小当たりという順番となる。
【１６３２】
　この特殊演出について、図３６０、及び、図４２７～図４３９を参照して以下に説明す
る。
　図４２７～図４３９において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し、
（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４００
ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内容
（正面視認画面）の図を示す。
【１６３３】
　図４２７～図４３９は、本演出例において特殊演出として液晶表示装置１４００に表示
される動画像を構成するフレーム画像を示す図である。図４２７～図４３９は、図番が大
きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示しており、図４２７～図４３９を図番
に従って見ていくことで、特殊演出としての動画像の内容を把握できる。
【１６３４】
　特殊演出は、上述した通常リーチ成立前演出後、図３６０に示すように、左図柄列１１
５３ａ、中図柄列１１５３ｂ、及び、右図柄列１１５３ｃにおいて、高速変動していた装
飾図柄が低速変動後、予め決められた所定の装飾図柄の組合せ（チャンス目）で停止して
表示された後に実現される。
【１６３５】
　図４２７は、特殊演出の突入時の様子を説明するための図である。特殊演出では、図４
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２７（Ａ）に示すように、第１表示パネル１４００ａにおいて、背景画像ＨＫＩと、タイ
トルＴＬ１３とが表示される。背景画像ＨＫＩは、悪玉キャラの男性がアップで示されて
いる。タイトルＴＬ１３は、「弾避けチャンス！！」の文字からなる。また、図４２７（
Ｂ）に示すように、第２表示パネル１４００ｂは、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される
。従って、図４２７（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、背景画像ＨＫＩと、タイトル
ＴＬ１３とが示される。このようにすれば、遊技者は、「悪玉キャラの男性と関連して、
弾が発射される遊技が行われると予測することができる。
【１６３６】
　図４２８は、図４２７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４２７の状態と比較して、図４２８の第１表示パネル１４００ａでは、タイトルＴＬ１
３が消去され、背景画像ＨＫＩの代わりに背景画像ＨＫＪが表示される。背景画像ＨＫＪ
は、善玉キャラであり、パチンコ機１の遊技演出上主役的な男性が、拳銃を抜いている様
子を示している。また、図４２７の状態と比較して、図４２８の第２表示パネル１４００
ｂは、全領域が継続して透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図４２８（Ｃ）に示すよ
うに、正面視認画面は、図４２７の状態と比較して、タイトルＴＬ１３が消去され、背景
画像ＨＫＩの代わりに背景画像ＨＫＪが示される。このようにすれば、遊技者は、拳銃か
ら弾を発射する遊技演出が行われると予測することができる。
【１６３７】
　図４２９は、図４２８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４２８の状態と比較して、図４２９の第１表示パネル１４００ａでは、背景画像ＨＫＫ
と、タイトルＴＬ１４とが表示される。背景画像ＨＫＫは、背景画像ＨＫＩに表示されて
いた悪玉キャラの男性が、拳銃をこちらに向けている様子を示している。タイトルＴＬ１
４は、「すべての弾を避けろ！！」の文字からなる。また、図４２８の状態と比較して、
図４２９の第２表示パネル１４００ｂは、全領域が継続して透明状態ＣＬＲに制御される
。従って、図４２９（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図４２８の状態と比較して、
背景画像ＨＫＫと、タイトルＴＬ１４とが表示される。このようにすれば、遊技者は、悪
玉キャラの男性が発射する拳銃の弾を「すべて」避ければ、有利な遊技状態に移行する可
能性を抱くことができる。
【１６３８】
　図４３０は、図４２９のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４２９の状態と比較して、図４３０の第１表示パネル１４００ａでは、タイトルＴＬ１
４が消去され、背景画像ＨＫＫの代わりに背景画像ＨＫＬが表示される。背景画像ＨＫＬ
は、パチンコ機１における演出上の象徴的シーンを表す画像であり、弾道ＤＮＤが示され
、背景画像ＨＫＪに表示されていた善玉キャラの主役的な男性が、弾を避けている様子を
示している。また、図４２９の状態と比較して、図４３０の第２表示パネル１４００ｂは
、全領域が継続して透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図４３０（Ｃ）に示すように
、正面視認画面は、図４２９の状態と比較して、タイトルＴＬ１４が消去され、背景画像
ＨＫＫの代わりに背景画像ＨＫＬが示される。このようにすれば、遊技者は、善玉キャラ
の主役的な男性が、弾を避けており、「このようにどんどん弾を避ければ、有利な遊技状
態へと移行するかもしれない」などと発展演出への期待感を持つことができる。
【１６３９】
　図４３１は、図４３０のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３０の状態と比較して、図４３１の第１表示パネル１４００ａでは、背景画像ＨＫＬ
の代わりに背景画像ＨＫＭが表示されると共に、破片画像ＰＣＥ１５と、弾ＴＭＡ１と、
が表示される。背景画像ＨＫＭは、背景画像ＨＫＪに表示されていた善玉キャラの主役的
な男性が、弾を避けている様子を示している。弾ＴＭＡ１は、拳銃から発射された弾を表
し、背景画像ＨＫＭの左上部に示される。破片画像ＰＣＥ１５は、破片を表し、弾ＴＭＡ
１の周辺に示される。また、図４３０の状態と比較して、図４３１の第２表示パネル１４
００ｂは、全領域が継続して透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図４３１（Ｃ）に示
すように、正面視認画面は、図４３０の状態と比較して、背景画像ＨＫＬの代わりに背景
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画像ＨＫＭが表示されると共に、破片画像ＰＣＥ１５と、弾ＴＭＡ１と、が表示される。
このようにすれば、遊技者は、弾を避けると、弾によって背景画像ＨＫＭが割れていくこ
とを認知することができる。
【１６４０】
　図４３２は、図４３１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３１の状態と比較して、図４３２の第１表示パネル１４００ａでは、一部が欠けた背
景画像ＨＫＭと、欠けた部分の破片を表す破片画像ＰＣＥ１６と、光画像ＧＫＱとが表示
される。第１表示パネル１４００ａにおいて、背景画像ＨＫＭは、当該弾ＴＭＡ１が通過
した左上領域ＤＲ１が欠けて示され、左上領域ＤＲ１は、透明状態ＣＬＲに制御される。
光画像ＧＫＱは、第１表示パネル１４００ａの左下に示され、再び弾が飛んでくることを
示唆している。また、図４３１の状態と比較して、図４３２の第２表示パネル１４００ｂ
では、第１表示パネル１４００ａと重ね合わせた場合に、左上領域ＤＲ１と対応する左上
領域ＤＲ２に、背景画像ＨＫＮ（一部）が表示される。この背景画像ＨＫＮについての詳
細は後述する。なお、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像ＨＫＮ以外の領域は
、透明状態ＣＬＲに制御される。従って、図４３２（Ｃ）に示すように、正面視認画面は
、図４３１の状態と比較して、左上領域ＤＲ１（左上領域ＤＲ２）と対応する左上領域Ｄ
Ｒ１Ｃ部分が欠けた背景画像ＨＫＭと、破片画像ＰＣＥ１６と、左下に光画像ＧＫＱとが
示されると共に、左上領域ＤＲ１Ｃに、背景画像ＨＫＮ（一部）が示される。このように
すれば、遊技者は、善玉キャラの主役的な男性が、弾を避ける動作に連動して、背景画像
ＨＫＭが割れていく様子を見て、弾を避ける動作と、背景画像ＨＫＭが割れることとをリ
ンクさせ、「このようにどんどん背景画像ＨＫＭが割れていけば、すなわち、弾を避ける
こととなり、有利な遊技状態へと移行するかもしれない」などと発展演出への期待感を大
きく増長させることができる。
【１６４１】
　図４３３は、図４３２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３２の状態と比較して、図４３３の第１表示パネル１４００ａでは、さらに一部が欠
けた背景画像ＨＫＭと、欠けた部分の破片を表す破片画像ＰＣＥ１７とが表示される。第
１表示パネル１４００ａにおいて、背景画像ＨＫＭは、弾が通過した左下領域ＤＲ３が欠
けて示され、当該左上領域ＤＲ２は、透明状態ＣＬＲに制御される。また、図４３２の状
態と比較して、図４３３の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１４００ａを
重ね合わせた場合に、左上領域ＤＲ１及び左下領域ＤＲ３とを合わせた左側領域ＤＲ４に
、背景画像ＨＫＮ（一部）が表示される。従って、図４３３（Ｃ）に示すように、正面視
認画面は、図４３２の状態と比較して、左上領域ＤＲ１及び左下領域ＤＲ３とを合わせた
領域（左側領域ＤＲ４）と対応する左側領域ＤＲ４Ｃ部分が欠けた背景画像ＨＫＭと、破
片画像ＰＣＥ１７とが示されると共に、左側領域ＤＲ４Ｃに、背景画像ＨＫＮ（一部）が
示される。このようにすれば、遊技者は、善玉キャラの主役的な男性が弾を避けると、弾
によって背景画像ＨＫＭが割れていくと共に、背景画像ＨＫＮが出現する様子を明確に認
知することができる。
【１６４２】
　図４３４は、図４３３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３３の状態と比較して、図４３４の第１表示パネル１４００ａでは、左上領域ＤＲ１
及び左下領域ＤＲ３に隣接する部分を通過する弾ＴＭＡ２と、破片画像ＰＣＥ１８とが表
示される。破片画像ＰＣＥ１８は、弾ＴＭＡ２の通過に伴い背景画像ＨＫＭが欠けること
によって生じた破片を示す。また、図４３３の状態と比較して、図４３４の第２表示パネ
ル１４００ｂでは、継続して左側領域ＤＲ４に背景画像ＨＫＮが表示される。従って、図
４３４（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図４３３の状態と比較して、左側領域ＤＲ
４Ｃに隣接する部分を通過する弾ＴＭＡ２と、破片画像ＰＣＥ１８とが示される。このよ
うにすれば、遊技者は、善玉キャラの主役的な男性が新たな弾をを避け、弾によって背景
画像ＨＫＭが割れていく様子を認知することができる。
【１６４３】
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　図４３５は、図４３４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３４の状態と比較して、図４３５の第１表示パネル１４００ａでは、さらに一部が欠
けた背景画像ＨＫＭが表示される。第１表示パネル１４００ａにおいて、背景画像ＨＫＭ
は、弾が通過した領域周辺、左上領域ＤＲ１、及び、左下領域ＤＲ３とからなる合体領域
ＤＲ５が欠けて示され、当該合体領域ＤＲ５は、透明状態ＣＬＲに制御される。また、図
４３４の状態と比較して、図４３５の第２表示パネル１４００ｂでは、第１表示パネル１
４００ａを重ね合わせた場合に、第１表示パネル１４００ａの合体領域ＤＲ５に対応する
合体領域ＤＲ６に、背景画像ＨＫＮ（一部）が表示される。従って、図４３５（Ｃ）に示
すように、正面視認画面は、図４３４の状態と比較して、合体領域ＤＲ５（合体領域ＤＲ
６）に対応する合体領域ＤＲ５Ｃが欠けた背景画像ＨＫＭが示されると共に、合体領域Ｄ
Ｒ５Ｃに、背景画像ＨＫＮ（一部）が示される。このようにすれば、遊技者は、善玉キャ
ラの主役的な男性が弾を避けると、弾によって背景画像ＨＫＭが割れていくと共に、背景
画像ＨＫＮが出現する様子を明確に認知し、「背景画像ＨＫＭがこのまま割れていけば、
有利な遊技状態へと移行するかもしれない」などと発展演出への期待感を大きく増長させ
ることができる。
【１６４４】
　図４３６は、図４３５のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３５の状態と比較して、図４３６の第１表示パネル１４００ａでは、弾ＴＭＡ３及び
スピード線ＳＰＤが表示される。第１表示パネル１４００ａにおいて、弾ＴＭＡ３は、略
中央付近に示されると共に、上記善玉キャラの主役的な男性の背後に示される。スピード
線ＳＰＤは、弾ＴＭＡ３を中心として、弾ＴＭＡ３が近づいてきている様子を示す。また
、図４３５の状態と比較して、図４３５の第２表示パネル１４００ｂは、継続して合体領
域ＤＲ６に背景画像ＨＫＮ（一部）が表示される。従って、図４３６（Ｃ）に示すように
、正面視認画面は、図４３５の状態と比較して、弾ＴＭＡ３及びスピード線ＳＰＤが示さ
れる。このようにすれば、遊技者は、善玉キャラの主役的な男性に弾が目前に迫っている
と感じることができ、弾を避ければ、有利な遊技状態へ移行する可能性が高くなるので、
男性が弾を避けることに大きな期待を寄せることができる。
【１６４５】
　図４３７は、図４３６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３６の状態と比較して、図４３７の第１表示パネル１４００ａでは、一部が欠けた背
景画像ＨＫＭと、弾ＴＭＡ４とが表示される。第１表示パネル１４００ａにおいて、背景
画像ＨＫＭは、弾ＴＡＭ３が通過した領域周辺、及び、合体領域ＤＲ５からなる合体領域
ＤＲ７が欠けて示され、当該合体領域ＤＲ７は、透明状態ＣＬＲに制御される。弾ＴＭＡ
４は、略中央付近に示されると共に、上記善玉キャラの主役的な男性の横を通り過ぎたよ
うに示される。また、図４３６の状態と比較して、図４３７の第２表示パネル１４００ｂ
では、第１表示パネル１４００ａを重ね合わせた場合に、第１表示パネル１４００ａの合
体領域ＤＲ７に対応する合体領域ＤＲ８に、背景画像ＨＫＮ（一部）が表示される。従っ
て、図４３７（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図４３６の状態と比較して、合体領
域ＤＲ７（合体領域ＤＲ８）に対応する合体領域ＤＲ７Ｃが欠けた背景画像ＨＫＭと、背
景画像ＨＫＭの男性の横に弾ＴＭＡ４とが示されると共に、合体領域ＤＲ７Ｃに、背景画
像ＨＫＮ（一部）が示される。このようにすれば、遊技者は、「上記善玉キャラの主役的
な男性が弾を避け続け、背景画像ＨＫＭがどんどん割れており、もう少しで有利な遊技状
態への移行がなされるかもしれない」などと今後の発展演出への期待感を大きく増長させ
ることができる。
【１６４６】
　図４３８は、図４３７のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３７の状態と比較して、図４３８の第１表示パネル１４００ａでは、背景画像ＨＫＭ
は消去され、破片画像ＰＣＥ１９が表示される。第１表示パネル１４００ａにおいて、破
片画像ＰＣＥ１９以外の部分は、透明状態ＣＬＲに制御される。また、図４３７の状態と
比較して、図４３８の第２表示パネル１４００ｂでは、全領域に背景画像ＨＫＮが表示さ
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れる。従って、図４３８（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図４３７の状態と比較し
て、背景画像ＨＫＭは消去され、背景画像ＨＫＮが示されると共に、背景画像ＨＫＮを背
景として破片画像ＰＣＥ１９が示される。このようにすれば、遊技者は、上記善玉キャラ
の主役的な男性がすべての弾を避け、背景画像ＨＫＭが割れたことを認知することができ
る。
【１６４７】
　図４３９は、図４３８のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている。
図４３８の状態と比較して、図４３９の第１表示パネル１４００ａでは、破片画像ＰＣＥ
１９が消去され、全領域が透明状態ＣＬＲに制御される。また、図４３８の状態と比較し
て、図４３９の第２表示パネル１４００ｂは、全領域に継続して背景画像ＨＫＮが表示さ
れる。なお、背景画像ＨＫＮには、「弾避け成功！！」の文字からなるタイトルＴＬ１５
が示されている。従って、図４３９（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、図４３８の状
態と比較して、破片画像ＰＣＥ１９が消去され、背景画像ＨＫＮが全領域に示される。こ
のようにすれば、遊技者は、上記善玉キャラの主役的な男性がすべての弾を避け、背景画
像ＨＫＭが割れたことを認知することができ、有利な遊技状態へ移行される可能性が飛躍
的に高まったことを認識することができる。
【１６４８】
　ところで、上述した特殊演出は、図４２７～図４３９に示すように、次のような５つの
工程を経ている。
　第１工程：まず、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＭの左上領域Ｄ
Ｒ１が破壊され（透明化され）、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１
４００ａで透明化された領域に対応する領域（左上領域ＤＲ２）に、背景画像ＨＫＮの一
部が出現する（図４３１、４３２参照）。
　第２工程：次に、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＭの左下領域Ｄ
Ｒ３が破壊され（透明化され）、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表示パネル１
４００ａで透明化された領域に対応する領域（左側領域ＤＲ４）に、背景画像ＨＫＮの一
部がさらに出現する（図４３３、４３４参照）。
　第３工程：さらに、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＭの一部（合
体領域ＤＲ５）が破壊され（透明化され）、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第１表
示パネル１４００ａで透明化された領域に対応する領域（合体領域ＤＲ６）に、背景画像
ＨＫＮの一部がさらに出現する（図４３５、４３６参照）。
　第４工程：次に、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＭの一部（合体
領域ＤＲ７）がさらに破壊され（透明化され）、第２表示パネル１４００ｂにおいて、第
１表示パネル１４００ａで透明化された領域に対応する領域（合体領域ＤＲ８）に、背景
画像ＨＫＮの一部がさらに出現する（図４３７参照）。
　第５工程：そして、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＭのすべてが
破壊され（透明化され）、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像ＨＫＮのすべて
が出現する（図４３８、４３９参照）。
　以下では、上記第１工程から第５工程までを経る上記特殊演出を第５段階終了演出とも
呼ぶ。
【１６４９】
　本演出例の特殊演出は、上記第５段階終了演出に限られず、以下に説明する、第１段階
終了演出、第２段階終了演出、第３段階終了演出、第４段階終了演出も含んでいる。
　第１段階終了演出：上記第１工程後、第１表示パネル１４００ａにおいて、それ以上背
景画像ＨＫＭが破壊（透明化）されず、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像Ｈ
ＫＮの表示領域が拡大せず、言い換えれば、次の工程に移行せず、その時点で特殊演出を
終了する演出。
　第２段階終了演出：上記第２工程後、第１表示パネル１４００ａにおいて、それ以上背
景画像ＨＫＭが破壊（透明化）されず、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像Ｈ
ＫＮの表示領域が拡大せず、言い換えれば、次の工程に移行せず、その時点で特殊演出を
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終了する演出。
　第３段階終了演出：上記第３工程後、第１表示パネル１４００ａにおいて、それ以上背
景画像ＨＫＭが破壊（透明化）されず、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像Ｈ
ＫＮの表示領域が拡大せず、言い換えれば、次の工程に移行せず、その時点で特殊演出を
終了する演出。
　第４段階終了演出：上記第４工程後、第１表示パネル１４００ａにおいて、それ以上背
景画像ＨＫＭが破壊（透明化）されず、第２表示パネル１４００ｂにおいて、背景画像Ｈ
ＫＮの表示領域が拡大せず、言い換えれば、次の工程に移行せず、その時点で特殊演出を
終了する演出。
【１６５０】
　本演出例では、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において決定された
変動パターンが、図２１９に示す番号５３～５６の変動パターンであった場合において、
上記特殊演出を行うが、まず、第１表示パネル１４００ａにおいて、弾によって背景画像
ＨＫＭを破壊させる（透明化させる）の回数（以下では、破壊回数とも呼ぶ）ＫＡＩＳを
、変動パターン番号に基づいて決定する。
【１６５１】
　具体的には、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターン番号が、番号５４及び番号５
６の場合（すなわち、大当たりＤ及び大当たりＥの場合）には、破壊回数ＫＡＩＳを５回
と決定する。一方、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターン番号が、番号５３の場合
（すなわち、小当たりの場合）には、破壊回数ＫＡＩＳを１回～５回と決定し、さらに、
具体的な破壊回数ＫＡＩＳを後述の振り分けテーブルＵＵＵ（図示せず）に基づいて決定
する。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターン番号が、番号５５の場合（すなわち、
大当たりＣの場合）には、破壊回数ＫＡＩＳを１回～５回と決定し、さらに、具体的な破
壊回数ＫＡＩＳを後述の振り分けテーブルＶＶＶ（図示せず）に基づいて決定し、振り分
けテーブルＵＵＵ及び振り分けテーブルＶＶＶは、周辺制御基板４１４０に設けられる。
【１６５２】
　破壊回数ＫＡＩＳが１回ということは、第１段階終了演出を実行するということである
。破壊回数ＫＡＩＳが２回ということは、第２段階終了演出を実行するということである
。破壊回数ＫＡＩＳが３回ということは、第３段階終了演出を実行するということである
。破壊回数ＫＡＩＳが４回ということは、第４段階終了演出を実行するということである
。破壊回数ＫＡＩＳが５回ということは、第５段階終了演出を実行するということである
。
【１６５３】
　従って、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、変動パターン番号が、番号５４及び番号５６の
場合（すなわち、大当たりＤ及び大当たりＥの場合）には、破壊回数ＫＡＩＳを５回と決
定して、上記図４２７～図４３９に示す特殊演出、すなわち、上記第５段階終了演出を実
行する。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブルＵＵＵまたは振り分けテ
ーブルＶＶＶに基づいて、破壊回数ＫＡＩＳ：４回を決定した場合には、上記第４段階終
了演出を実行する。さらに、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブルＵＵＵまた
は振り分けテーブルＶＶＶに基づいて、破壊回数ＫＡＩＳ：３回を決定した場合には、上
記第３段階終了演出を実行する。また、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り分けテーブル
ＵＵＵまたは振り分けテーブルＶＶＶに基づいて、破壊回数ＫＡＩＳ：２回を決定した場
合には、上記第２段階終了演出を実行する。そして、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、振り
分けテーブルＵＵＵまたは振り分けテーブルＶＶＶに基づいて、破壊回数ＫＡＩＳ：１回
を決定した場合には、上記第１段階終了演出を実行する。
【１６５４】
　また、本実施形態では、振り分けテーブルＵＵＵにおいて、破壊回数ＫＡＩＳ（１回ｏ
ｒ２回ｏｒ３回ｏｒ４回）、と、乱数とが対応付けられており、破壊回数ＫＡＩＳ：１回
が選択される確率をＵＵＡとし、破壊回数ＫＡＩＳ：２回が選択される確率をＵＵＢとし
、破壊回数ＫＡＩＳ：３回が選択される確率をＵＵＣとし、破壊回数ＫＡＩＳ：４回が選
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択される確率をＵＵＤとすると、これらの関係が、ＵＵＡ＞ＵＵＢ＞ＵＵＣ＞ＵＵＤとな
るように振り分け率が設定されている。振り分けテーブルＶＶＶにおいて、破壊回数ＫＡ
ＩＳ（１回ｏｒ２回ｏｒ３回ｏｒ４回）、と、乱数とが対応付けられており、破壊回数Ｋ
ＡＩＳ：１回が選択される確率をＶＶＡとし、破壊回数ＫＡＩＳ：２回が選択される確率
をＶＶＢとし、破壊回数ＫＡＩＳ：３回が選択される確率をＶＶＣとし、破壊回数ＫＡＩ
Ｓ：４回が選択される確率をＶＶＤとすると、これらの関係が、ＶＶＤ＞ＶＶＣ＞ＶＶＢ
＞ＶＶＡとなるように振り分け率が設定されている。
【１６５５】
　従って、本演出例の特殊演出を番号５３の変動パターン（小当たり）に基づいて実行す
る場合には、破壊回数ＫＡＩＳが、１回、２回、３回、４回の順に選択率が高くなるよう
に設定され、本演出例の特殊演出を番号５５の変動パターン（大当たりＣ）に基づいて実
行する場合には、破壊回数ＫＡＩＳが、４回、３回、２回、１回の順に選択率が高くなる
ように設定される。その結果、本演出例の特殊演出を番号５３の変動パターンに基づいて
実行する場合には、破壊回数ＫＡＩＳが多く設定される確率が低く、背景画像ＨＫＭがあ
まり破壊されない場合が多くなり、言い換えれば、選択される演出の確率の高さは、第１
段階終了演出＞第２段階終了演出＞第３段階終了演出＞第４段階終了演出の順となる。一
方、本演出例の特殊演出を番号５５の変動パターンに基づいて実行する場合には、破壊回
数ＫＡＩＳが多く設定される確率が高く、より多くの背景画像ＨＫＭが破壊される場合が
多くなり、言い換えれば、選択される演出の確率の高さが、第４段階終了演出＞第３段階
終了演出＞第２段階終了演出＞第１段階終了演出の順となる。すなわち、破壊回数ＫＡＩ
Ｓが多いほど、小当たりよりも大当たりＣとなる確率が高くなるように構成されており、
破壊回数ＫＡＩＳが少ないほど、大当たりＣより小当たりが高くなるように構成されてい
る。
【１６５６】
　以上のように、周辺制御基板４１４０は、遊技者にとって比較的価値の高い特典である
大当たりＤまたは大当たりＥの場合において、上記第５段階終了演出を実行する、すなわ
ち、第１表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＭをすべて破壊（透明化）し、
第２表示パネル１４００ｂにおいて、遊技者から見て第１表示パネル１４００ａの背景画
像ＨＫＭが表示されていた領域と重なる領域に、背景画像ＨＫＮを表示するようにしてい
る。このようにすれば、遊技者に対して、背景画像ＨＫＭが破壊されればされるほど、背
景画像ＨＫＮが出現すればするほど、より価値の高い大当たりの付与への期待感を抱かせ
ることができ、興趣性溢れるパチンコ機を提供することができる。そして、この場合、２
つのパネル画像間で画像の移り変わりが行われており、すなわち、第１表示パネル１４０
０ａの背景画像ＨＫＭが消える動作と、第２表示パネル１４００ｂにおける背景画像ＨＫ
Ｎの出現動作とが並行して行われているので、背景画像ＨＫＮの出現動作をダイナミック
に表現することができ、価値の高い特典付与への期待感を飛躍的に高めることができる。
【１６５７】
　また、周辺制御基板４１４０は、遊技者にとって比較的価値の高い特典である大当たり
Ｄまたは大当たりＥの場合において、上記第５段階終了演出を実行する、すなわち、第１
表示パネル１４００ａに表示された背景画像ＨＫＭをすべて破壊（透明化）し、第２表示
パネル１４００ｂにおいて、遊技者から見て第１表示パネル１４００ａの背景画像ＨＫＭ
が表示されていた領域と重なる領域に、背景画像ＨＫＮを表示するようにしている。言い
換えれば、周辺制御基板４１４０は、第５段階終了演出を実行することで、当該変動の抽
選結果が大当たりＤまたは大当たりＥである蓋然性が高いことを遊技者に認識させるよう
にしていると言える。このようにすれば、遊技者は、第１段階終了演出～第４段階終了演
出の段階であると、第５段階終了演出への移行を願い、わくわくどきどきしながら大きな
期待感をもって一連の楽しむことができる。従って、遊技演出のマンネリ度合いが低くく
興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することがで
きる。
【１６５８】
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　さらに、周辺制御基板４１４０は、決定した破壊回数ＫＡＩＳが大きいほど、言い換え
れば、Ｚ（Ｚは、１、２、３、４、５のいずれか）がより大きい第Ｚ段階終了演出を実行
するほど、遊技者にとって価値の高い特典が付与される確率が高くなるように構成されて
いる。このようにすれば、遊技者に対して、背景画像ＨＫＭが破壊（透明化）されるほど
、背景画像ＨＫＮが出現するほど、特典付与への期待感を抱かせることができ、興趣性溢
れるパチンコ機を提供することができる。
【１６５９】
　なお、上記特殊演出において、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊回数ＫＡＩＳを１～
５回のいずれかのうちから決定するようにしているが、本発明はこれに限られるものでは
ない。周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、破壊回数ＫＡＩＳをＷ回（Ｗは、６以上の整数）と
して決定し、第Ｗ段階終了演出を行うようにすればよい。このようにしても上記演出例の
効果を奏することができる。
【１６６０】
［外部通常遊技状態における演出］
　外部通常遊技状態における演出の一例について、図４４０～図４４５を参照して説明す
る。図４４０～図４４５において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し
、（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４０
０ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内
容（正面視認画面（正面視認画像））の図を示す。
【１６６１】
　図４４０～図４４５は、本実施形態における外部通常遊技状態における演出の一パター
ンとして液晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図であ
る。図４４０～図４４５は、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示
しており、図４４０～図４４５を図番に従って見ていくことで、外部有利遊技状態Ｂにお
ける演出の一パターンとして動画像の内容を把握できる。
【１６６２】
　図４４０～図４４４に示す外部通常遊技状態における演出は、装飾図柄が変動する様子
を表している。本演出例では、建物（ビルディング）を正面に見た様子を描く背景画像Ｚ
ＢＢ上を、各図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃの装飾図柄が変動・停止する。
【１６６３】
　図４４０は、変動開始の直前のフレーム画像を表している。図４４０の例では、第１表
示パネル１４００ａ（図４４０（Ａ））には、背景画像ＺＢＢと、各図柄列１１５３ａ、
１１５３ｂ、１１５３ｃに停止した装飾図柄画像Ｓ７、Ｓ８、Ｓ７とが表示されている。
これらの装飾図柄は、前回の特別図柄抽選結果を表している。第２表示パネル１４００ｂ
（図４４０（Ｂ））においては、全面が透明状態ＣＬＲに制御されている。これらにより
、正面視認画面（図４４０（Ｃ））は、第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じ画像
を示している。
【１６６４】
　本演出例では、装飾図柄は、比較的濃い色(暗い色)で表されている。一方、背景画像Ｚ
ＢＢは、装飾図柄と比べて薄い色（明るい色）を多用して表されている。例えば、図４４
０の例では、背景画像ＺＢＢの左側の領域は、主に明るい色を用いて描かれている。背景
画像ＺＢＢの中央の領域と右側の領域とは、明るい色と暗い色との両方を用いて描かれて
いる。
【１６６５】
　図４４１には、図４４０のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図４４０の画像からの変化は、第１表示パネル１４００ａ（図４４１（Ａ））の各図柄
列１１５３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃにおいて、装飾図柄が高速変動表示されている点
だけである。なお、装飾図柄の高速変動表示は、縦の３本線で表現されている。図４４１
～図４４５についても、装飾図柄が高速変動表示されている場合には、その様子が縦の３
本線で表現されている。第２表示パネル１４００ｂ（図４４１（Ｂ））では、全領域が透
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明状態ＣＬＲに制御される。従って、図４４１（Ｃ）に示すように、正面視認画面は、第
１表示パネル１４００ａの表示内容と同じである。
【１６６６】
　図４４２には、図４４１のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図４４１の画像からの変化は、第１表示パネル１４００ａ（図４４２（Ａ））の第１図
柄列１１５３ａにおいて、装飾図柄が低速変動表示されている点だけである。図４４２の
例では、第１表示パネル１４００ａに、５図柄Ｓ５と６図柄Ｓ６とが下に向かってゆっく
り移動している様子が示されている（移動速度は、移動する装飾図柄が何であるかを遊技
者が特定できる程度にゆっくりである）。第２表示パネル１４００ｂ（図４４２（Ｂ））
では、全面が透明状態ＣＬＲに制御されている。従って、図４４２（Ｃ）に示すように、
正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じである。
【１６６７】
　上述したように、装飾図柄（例えば、５図柄Ｓ５と６図柄Ｓ６）は、濃い色で表されて
いる。従って、遊技者が装飾図柄を意識して画像を見る場合には、目のピント（視点）は
、手前側の第１表示パネル１４００ａに合う。
【１６６８】
　一方、背景画像ＺＢＢ（特に、第１図柄列１１５３ａと重なる左領域ＺＦＬ）は、薄い
色で表されている（建物の輪郭を表す部分に濃い色が利用されているが、それ以外の部分
は、ほぼ白（透明）に制御されている）。従って、遊技者は、左領域ＺＦＬを通して奥側
の第２表示パネル１４００ｂを透視することが容易である。これにより、遊技者が背景画
像ＺＢＢ（特に左領域ＺＦＬ）を意識して見る場合には、遊技者の目は、奥側に何か表示
されていないかを見つけようとする。その結果、目のピントが、手前側の第１表示パネル
１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂに移動する。本演出例では、第２表示パ
ネル１４００ｂも透明状態ＣＬＲに制御されているので、目のピントは、更に奥側のバッ
クライト１４０６まで移動し得る。なお、本演出例では、バックライト１４０６が白色光
源であるので、左領域ＺＦＬが白っぽく見える。
【１６６９】
　このように、装飾図柄（例えば、５図柄Ｓ５）を意識すると、目のピントが手前側に合
い、背景画像ＺＢＢ（特に左領域ＺＦＬ）を意識すると、目のピントは手前側と奥側との
間を行き来し得る。従って、図４４２のような動画像を観察する遊技者にとっては、背景
画像ＺＢＢが装飾図柄よりも奥側に表示されているように感じられる。すなわち、遊技者
は、装飾画像が手前に飛び出し、その周囲が奥にあるように、感じる。このように、奥側
の第２表示パネル１４００ｂに何も表示せずに（全面が透明状態ＣＬＲ）、奥行き感を醸
し出すことが可能である。
【１６７０】
　また、本演出例では、背景画像ＺＢＢ（左領域ＺＦＬ）を背景に、装飾図柄が画面内で
移動している。従って、左領域ＺＦＬ上の見る位置（視点）を固定すると、その位置には
、装飾図柄（手前側に目のピントが合う）と、左領域ＺＦＬ（奥側に目のピントが移動し
得る）とが交互に表示され得る。その結果、遊技者が、装飾図柄がゆっくり移動する第１
図柄列１１５３ａを眺めると、目のピントが合う位置（距離）が、手前側と奥側との間を
行き来する。これにより、遊技者は、装飾図柄が浮かび上がってその周囲が奥にあるよう
な奥行き感を強く認識する。
【１６７１】
　図４４３には、図４４２のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図４４２の画像からの変化は、第１表示パネル１４００ａ（図４４３（Ａ））の第１図
柄列１１５３ａにおいて、装飾図柄が停止表示（表示された図柄が変更されずに維持）さ
れている点だけである。図４４３の例では、７図柄Ｓ７が停止表示されている。
【１６７２】
　図４４４には、図４４３のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図４４３の画像からの変化は、第１表示パネル１４００ａ（図４４２（Ａ））の第３図
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柄列１１５３ｃにおいて、装飾図柄が低速変動表示されている点だけである。図４４４の
例では、第１表示パネル１４００ａに、６図柄Ｓ６と７図柄Ｓ７とが下に向かってゆっく
り移動している様子が示されている。第２表示パネル１４００ｂ（図４４４（Ｂ））では
、全面が透明状態ＣＬＲに制御されている。従って、図４４４（Ｃ）に示すように、正面
視認画面は、第１表示パネル１４００ａ（図４４４（Ａ））の表示内容と同じである。
【１６７３】
　図４４５には、図４４４のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図４４４の画像からの変化は、第１表示パネル１４００ａ（図４４５（Ａ））の第３図
柄列１１５３ｃにおいて、装飾図柄が停止表示（表示された図柄が変更されずに維持）さ
れている点だけである。図４４５の例では、７図柄Ｓ７が停止表示されている。
【１６７４】
　このように、本演出例では、いわゆるリーチ状態が形成されている。その後、周辺制御
ＭＰＵ４１４０ａは、主制御基板４１００において選択された変動パターンに従った演出
表示を継続する。例えば、本明細書で説明される種々の「リーチ成立後の演出（リーチ演
出）」が実現される。また、選択された変動パターンによっては、リーチ状態が形成され
ずに、全ての図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃにおいて、装飾図柄が停止表示
され得る。このような演出表示も、主制御基板４１００において選択された変動パターン
に応じて、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが実現する。
【１６７５】
　以上のように、本演出例の演出表示によって、装飾図柄が背景画像ＺＢＢから飛び出し
ているように見せることができる。特に本演出例では第２表示パネル１４００ｂには何も
表示せずに、奥行き感を醸し出すことができる。その結果、第１表示パネル１４００ａに
加えて第２表示パネル１４００ｂにも画像を表示することによる明白な奥行き表示を用い
ずに、遊技者に奥行き感を感じさせることができる。従って、２つのパネル１４００ａ、
１４００ｂの両方に画像を表示する演出を特別な場合（例えば、一部の特定の変動パター
ンが選択された場合）にのみ実現すれば、そのような奥行き演出の稀少さを損なわずに、
本演出例の演出表示によって、遊技者は奥行き感を味わうことができる。なお、本演出例
のような演出表示は、外部通常遊技状態に限らず、他の遊技状態で実行されてもよい。
【１６７６】
　［外部有利遊技状態における演出］
　外部有利遊技状態における演出の一例について、図４４６～図４５０を参照して説明す
る。図４４６～図４５０において、（Ａ）は第１表示パネル１４００ａの表示内容を示し
、（Ｂ）は第２表示パネル１４００ｂの表示内容を示し、（Ｃ）は第１表示パネル１４０
０ａの表示内容と第２表示パネル１４００ｂの表示内容とが重ね合わされて表現される内
容（正面視認画面（正面視認画像））の図を示す。
【１６７７】
　図４４６～図４５０は、本実施形態における外部有利遊技状態における演出の一パター
ンとして液晶表示装置１４００に表示される動画像を構成するフレーム画像を示す図であ
る。図４４６～図４５０は、図番が大きくなるに連れて時間的に後のフレーム画像を図示
しており、図４４６～図４５０を図番に従って見ていくことで、外部有利遊技状態におけ
る演出の一パターンとして動画像の内容を把握できる。
【１６７８】
　図４４６～図４５０に示す外部有利遊技状態における演出のパターンは、外部有利遊技
状態における図柄の１回の変動において表示されるパターンの一例である。当該パターン
は、ビル（建物）の間を人物が高速に移動する様子を描いている。当該パターンにおいて
、変動開始時は、図４４６に示すように、各図柄列１１５３ａ、１１５３ｂ、１１５３ｃ
に停止した装飾図柄画像ＺＳ５、ＺＳ３、ＺＳ６と、人物を示す人物画像ＺＭＡと、複数
のビル（建物）を示すビル画像ＺＢＬと空を表す空画像ＺＳＫとを主体とする背景画像Ｚ
Ｂ３０とが、第１表示パネル１４００ａに表示されている（図４４６（Ａ））。なお、図
４４６の状態では、第２表示パネル１４００ｂは、全体が透明状態ＣＬＲに制御されてい
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る（図４４６（Ｂ））。これらにより、正面視認画面は、第１表示パネル１４００ａの表
示内容と同じ画像を示している（図４４６（Ｃ））。
【１６７９】
　図４４７には、図４４６のフレーム画像の数フレーム後のフレーム画像が示されている
。図４４８には、図４４７のフレーム画像の直後のフレーム画像が示されている。図４４
７、４４８のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａにおいて表示されていた３つ
の装飾図柄画像ＺＳ５、ＺＳ３、ＺＳ６は消去され、人物画像ＺＭＡと、背景画像ＺＢ３
０とが表示されている（図４４７（Ａ）、図４４８（Ａ））。図４４７には３つのビルＺ
ＢＬ１、ＺＢＬ２、ＺＢＬ３が示され、図４４８には、それら３つのビルに加えて、４つ
めのビルＺＢＬ４が示されている。第２表示パネル１４００ｂについては、全面が透明状
態ＣＬＲに制御されている（図４４７（Ｂ）、図４４８（Ｂ））。これらにより、正面視
認画面は、第１表示パネル１４００ａの表示内容と同じ画像を示している（図４４７（Ｃ
）、図４４８（Ｃ））。
【１６８０】
　人物画像ＺＭＡ（図４４６～図４４８）は、主に濃い色（本実施形態では、黒を主体と
した色）で配色されている。その結果、遊技者が人物画像ＺＭＡを意識して画像を見る場
合には、目のピント（視点）は、手前側の第１表示パネル１４００ａに合う。
【１６８１】
　第１表示パネル１４００ａに表示される複数のビルの１つ１つ（例えば、図４４７の第
３ビルＺＢＬ３）は、主に窓領域ＺＢＬＡと壁領域ＺＢＬＢとで表されている。本演出例
では、帯状の窓領域ＺＢＬＡと帯状の壁領域ＺＢＬＢとが交互に複数（例えば、それぞれ
５～１０程度）並べて配置されることによって、１つのビルが表されている。窓領域ＺＢ
ＬＡは、濃い色（本演出例では、黒に近いグレー）に配色されている（図中ではハッチン
グで表されている）。壁領域ＺＢＬＢは、薄い色（本演出例では透明状態（バックライト
の白色））に配色されている。このように、窓領域ＺＢＬＡにおいては奥側の第２表示パ
ネル１４００ｂを透視することが困難なので、遊技者が窓領域ＺＢＬＡを意識して画像を
見る場合には、目のピントは、手前側の第１表示パネル１４００ａに合う。一方、壁領域
ＺＢＬＢにおいては奥側の第２表示パネル１４００ｂを透視することが容易であるので、
遊技者が壁領域ＺＢＬＢを意識して画像を見る場合には、遊技者の目は、壁領域ＺＢＬＢ
の奥側に何か表示されていないかを見つけようとする。その結果、目のピントが、手前側
の第１表示パネル１４００ａから奥側の第２表示パネル１４００ｂに移動する。本演出例
では、第２表示パネル１４００ｂも透明状態ＣＬＲに制御されているので、目のピントは
、更に奥側のバックライト１４０６まで移動し得る。なお、本演出例では、バックライト
１４０６が白色光源であるので、壁領域ＺＢＬＢが白色に見える。
【１６８２】
　このように、遊技者がビル画像（例えば、図４４７、図４４８の第３ビルＺＢＬ３）を
意識すると、目のピントは、手前側と奥側との間を行き来し得る。従って、第２表示パネ
ル１４００ｂの全面が透明状態ＣＬＲに制御されている（換言すれば、何も表示されてい
ない）にも拘わらずに、遊技者には、ビル画像ＺＢＬが、人物画像ＺＭＡよりも奥側に向
かってシフトした位置に表現されているように、感じられる。
【１６８３】
　また、図４４６から図４４８へ至る動画像では、人物画像ＺＭＡの表示位置は、第１表
示パネル１４００ａの略中央部の概ね同じ位置に維持されている。人物画像ＺＭＡは、停
止表示あるいは低速で移動表示されている。
【１６８４】
　これに対して、ビル画像（例えば、図４４７、図４４８の第３ビルＺＢＬ３）は、人物
画像ＺＭＡと比べて大幅に高速で移動表示されている。例えば、図４４７、図４４８で表
される動画像では、人物画像ＺＭＡは、右に向かって飛行する人物を表している。そして
、ビル群が、右から左に向かって移動している。例えば、図４４７では、人物画像ＺＭＡ
の全体と重なるように描かれていた第３ビルＺＢＬ３が、図４４８では、人物画像ＺＭＡ
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の左側に移動している。図４４８では、人物画像ＺＭＡの右側に、新しい第４ビルＺＢＬ
４が現れている。ここで、１つのビル画像が人物画像ＺＭＡの右側から左側まで（画面の
幅のおよそ半分）を、移動するのに要する時間は、０．０５～０．３秒程度である。なお
、フレーム画像の図示を省略するが、本演出例の動画像は、ビルが種々の方向に移動する
動画像を含んでおり、ビルの移動方向としては、横方向、斜め方向、縦方向といった種々
の方向が採用されている。
【１６８５】
　ビル画像の高速移動表示の結果、第１表示パネル１４００ａ上の見る位置（視点）を固
定すると、その位置には、窓領域ＺＢＬＡ（手前側に目のピントが合う）と壁領域ＺＢＬ
Ｂ（奥側に目のピントが移動し得る）とが交互に表示され得る。その結果、ビル画像を主
とする背景画像ＺＢ３０は、全体として、第１表示パネル１４００ａよりも奥側、すなわ
ち、人物画像ＺＭＡよりも奥側に表示されているように感じられる。このように、図４４
６から図４４８へ至る動画像では、第２表示パネル１４００ｂには何も表示されていない
にも拘わらずに、人物画像ＺＭＡは手前側に見え、背景画像ＺＢ３０は、人物画像ＺＭＡ
よりも奥側（ただし、第２表示パネル１４００ｂよりも手前側）にあるように見える。こ
のように、遊技者は、人物画像ＺＭＡが浮かび上がって、背景画像ＺＢ３０が奥にあるよ
うな奥行き感を覚える。ただし、ビル画像の移動速度が、人物画像ＺＭＡの移動速度より
も遅くてもよい。
【１６８６】
　図４４９には、外部有利遊技状態における演出の一パターンにおいて挿入され得るフレ
ーム画像例が示されている。図４４９のフレーム画像では、第１表示パネル１４００ａの
表示内容は、図４４７、図４４８のフレーム画像と概ね同じである（図４４９（Ａ））。
図４４９のフレーム画像では、第２表示パネル１４００ｂにおいて、濃い色の背景画像Ｚ
ＬＢと、人の顔を表す顔画像ＺＬＨとが表示される（図４４９（Ｂ））。図４４９のフレ
ーム画像の正面視認画像は、第１表示パネル１４００ａに表示された人物画像ＺＭＡと背
景画像ＺＢ３０と、第２表示パネル１４００ｂに表示された背景画像ＺＬＢと顔画像ＺＬ
Ｆとが重畳された画像となる（図４４９（Ｂ））。なお、図示を省略するが、背景画像Ｚ
ＬＢは、刻々と変化する模様を表している。
【１６８７】
　遊技者が、顔画像ＺＬＨや背景画像ＺＬＢを意識すると、目のピントは第２表示パネル
１４００ｂに合う。特に、遊技者がビルの壁領域ＺＢＬＢを見ると、他の領域を見る場合
と比べて、その奥側に顔画像ＺＬＨあるいは背景画像ＺＬＢがはっきり見える。これらに
より、遊技者は、人物画像ＺＭＡや窓領域ＺＢＬＡよりも奥側に何かが表示され得ること
を確認できる。その結果、第２表示パネル１４００ｂに画像が表示されていない状態にビ
ル画像を観察したときに覚える奥行き感に対する遊技者の疑問が払拭されて、遊技者は、
そのような奥行き感を、確信を持って楽しむことができる。
【１６８８】
　また、図４４９に示されるように第２表示パネル１４００ｂに顔画像ＺＬＨと背景画像
ＺＬＢとが表示されている間も、図４４９に示されるフレーム画像を含む動画では、第１
表示パネル１４００ａの背景画像ＺＢ３０においてビル画像ＺＢＬが高速で様々な方向に
移動表示される。この結果、図４４９に示されるフレーム画像を含む動画を遊技者が見た
場合、人物画像ＺＭＡは遊技者から見て手前側の第１表示パネル１４００ａに表示されて
いるように見える。また、顔画像ＺＬＨと背景画像ＺＬＢとは、遊技者から見て奥側の第
２表示パネル１４００ｂに表示されているように見える。そして、上述した理由により、
ビル画像ＺＢＬを主体とする背景画像ＺＢ３０は、全体として、第１表示パネル１４００
ａより遊技者から見て奥側であり、第２表示パネル１４００ｂより遊技者から見て手前側
に表示されているように見える。背景画像ＺＢ３０は、第１表示パネル１４００ａと第２
表示パネル１４００ｂとの間に、擬似的に作りだされた疑似中間画面に表示されているか
のように見える。
【１６８９】
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　このように、図４４９に示されるフレーム画像を含む動画を見た遊技者は、遊技者から
見て一番手前側に人物画像ＺＭＡが表示されているように見え、２番目に手前側に背景画
像ＺＢ３０が表示されているように見え、一番奥側に顔画像ＺＬＨと背景画像ＺＬＢとが
表示されているように見える。すなわち、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１
４００ｂという２枚の表示パネルを用いて、３段階の奥行きを遊技者に感じさせる表示を
実現することができる。
【１６９０】
　図４５０には、外部有利遊技状態における演出の一パターンにおいて挿入され得る別の
フレーム画像例が示されている。図４５０のフレーム画像では、第１表示パネル１４００
ａにおいて、図４４８のフレーム画像と同様に、人物画像ＺＭＡが表示されている。第１
表示パネル１４００ａにおいて、背景画像ＺＢ３１は、ビル画像の無い空画像を表してい
る。この空画像（背景画像ＺＢ３１）は、濃色領域ＺＤＡと薄色領域ＺＬＡとにより形成
されている。濃色領域ＺＤＡは、比較的濃い色（本実施形態では、青を主体とする色）で
表されており、この濃色領域ＺＤＡから奥側の第２表示パネル１４００ｂを透視すること
は困難である。薄色領域ＺＬＡは、比較的薄い色（本演出例では透明状態（バックライト
の白色））で表されており、この薄色領域ＺＬＡから奥側の第２表示パネル１４００ｂを
透視することが容易である。これらの結果、図４４７、図４４８の背景画像ＺＢ３０と同
様に、遊技者には、背景画像ＺＢ３１が実際よりも奥に表現されているように、感じられ
る。
【１６９１】
　また、濃色領域ＺＤＡと薄色領域ＺＬＡとのそれぞれが、画面内を移動してもよい。こ
うすれば、図４４７、図４４８の背景画像ＺＢ３０と同様に、背景画像ＺＢ３１が、全体
として、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとの間に表示されている
かのように、遊技者には見える。これにより、遊技者は、人物画像ＺＭＡが浮かび上がっ
て、背景画像ＺＢ３１が奥にあるような奥行き感を覚える。
【１６９２】
　以上の表示の後、再び図４４６のように、特別図柄抽選結果を表す図柄の組み合わせが
停止表示される。以後、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、上述した演出表示のサイクルを繰
り返し実行する。なお、外部有利遊技状態における演出としては、図４４６～図４５０に
示す演出に限らず、他の演出表示を組み合わせてもよい。
【１６９３】
　以上のように、図４４６～図４４８の演出によって、あからさまに第２表示パネル１４
００ｂに画像を表示せずに、奥行き感に溢れた印象を遊技者に与えることができる。また
、このような奥行き感を醸し出す演出表示により、遊技者は、外部有利遊技状態における
遊技を楽しく行うことができる。
【１６９４】
　[第２表示パネルの利用頻度について]
　ノーマルリーチハズレや、リーチ態様が表示されないで左図柄列１１５３ａ、中図柄列
１１５３ｂ、右図柄列１１５３ｃにそれぞれ装飾図柄が停止する通常変動（図２２１にお
ける番号１２６～１２８）のように出現頻度が高いハズレの演出表示パターンでは、高い
確率で、第１表示パネル１４００ａ（表示手段とも呼ぶ。）のみに画像が表示され、第２
表示パネル１４００ｂ（後方表示手段とも呼ぶ。）は全体が透明状態ＣＬＲに制御されて
いる。このように第２表示パネル１４００ｂに画像が表示されず、第１表示パネル１４０
０ａのみを用いて演出表示を行う演出表示パターンを第１種演出表示パターンとも呼ぶ。
第１種演出表示パターンが表示されている間は、遊技者は第２表示パネル１４００ｂの存
在をほとんど意識しない。
【１６９５】
　一方で、第１表示パネル１４００ａに加えて第２表示パネル１４００ｂを用いた様々な
演出表示パターンを第２種演出表示パターンとも呼ぶ。第１種演出表示パターンは、第２
種演出表示パターンと比較して、選択される確率が高い。第２種演出表示パターンに該当
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する演出例は、例えば、図２５７～図２７４に示す切り抜きスベリ演出、図２７５～図３
１７に示す第１特殊モード演出、第２特殊モード演出、第３特殊モード演出、図３１８～
図３２９に示す画面カット予告、図３３０～図３５９に示すステップアップ予告、図３６
０～図３７３に示すリーチ選択演出、図３７４～図３８２に示す群を用いた演出、図３８
３～図３９０に示す画像の表示を一方の表示パネルと他方の表示パネルとの間で移動させ
る演出、図３９１～図４０１に示す両面リーチ演出、図４０２～図４１３に示す画像を浮
遊しているように見せる演出図４１４～図４２６に示す変動中昇格演出、図４２７～図４
３９に示す特殊演出、などが含まれる。
【１６９６】
　第１種演出表示パターンと第２種演出表示パターンとから成る全ての種類の演出表示パ
ターンは、少なくとも第１表示パネル１４００ａにおける画像表示を用いて行われる。す
なわち、第１種演出表示パターンと第２種演出表示パターンとから成る全ての種類の演出
表示パターンは、第１表示パネル１４００ａに画像表示が行われている場面を含んでいる
。そして、第１種演出表示パターンが変動において表示される演出表示パターンとして選
択されている場合には、第１表示パネル１４００ａのみを用いて演出表示が行われるが、
第２種演出表示パターンが変動において表示される演出表示パターンとして選択された場
合に限って、第１表示パネル１４００ａにおける画像表示に加えて、第２表示パネル１４
００ｂにおける画像表示を行う場面を含む演出表示が行われる。
【１６９７】
　また、本実施形態のパチンコ機１では、第２種演出パターンが表示された場合の大当た
り信頼度は、第１種演出パターンが表示された場合の大当たり信頼度と比較して極めて高
く設定されている（例えば、１００倍～１０００倍高い）。
【１６９８】
　さらに、第２種演出表示パターンは、小面積第２種演出表示パターンと、大面積第２種
演出表示パターンとに分類することができる。小面積第２種演出表示パターンは、画面カ
ット予告演出において、第１工程で終了する演出表示パターンのように、第２表示パネル
１４００ｂの端部近傍の小さな領域（例えば、第２表示パネル１４００ｂの表示面積の２
０％以下）にのみ画像を表示する演出表示パターンである。大面積第２種演出表示パター
ンは、画面カット予告演出において、第４工程まで行われる演出表示パターンのように、
第２表示パネル１４００ｂの中央部分を含む比較的大きな領域（例えば、第２表示パネル
１４００ｂの表示面積の６０％以上）に画像を表示する演出表示パターンである。また、
大面積第２種演出パターンが表示された場合の大当たり信頼度は、小面積第２種演出パタ
ーンが表示された場合の大当たり信頼度と比較して極めて高い（例えば、１０倍～１００
倍高い）。
【１６９９】
　さらに、１変動の演出表示パターンのうち、第２表示パネル１４００ｂに画像が表示さ
れていない（透明状態ＣＬＲに制御されている）時間に対する第２表示パネル１４００ｂ
に画像が表示されている時間の比率（後方表示比率とも呼ぶ）について述べる。本実施形
態のパチンコ機１では、画像の表示内容が類似した演出表示パターンにおいて、後方表示
比率が高い演出表示パターンの大当たり期待度が、後方表示比率が低い演出表示パターン
の大当たり期待度と比較して極めて高い（例えば、１０倍～１００倍高い）。
【１７００】
　第１種演出表示パターンと第２種演出表示パターンとから成る全ての種類の演出表示パ
ターンは、少なくとも第１表示パネル１４００ａにおける画像表示を用いて行われる。そ
して、第１種演出表示パターンが変動において表示される演出表示パターンとして選択さ
れている場合には、第１表示パネル１４００ａのみを用いて演出表示が行われるが、第２
種演出表示パターンが変動において表示される演出表示パターンとして選択された場合に
限って、第１表示パネル１４００ａにおける画像表示に加えて、第２表示パネル１４００
ｂにおける画像表示を行いながら演出表示が行われる。
【１７０１】
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　以上のように演出表示パターンが振り分けられているため、本実施形態のパチンコ機１
は、確変機能が作動していない遊技状態において、主として（時間にして８０～９５％以
上程度）、第１表示パネル１４００ａのみに画像表示しながら進行する中で、時間にして
５～２０％以下程度の割合で第２表示パネル１４００ｂにも画像表示しながら行われる。
そして、初めて本実施形態のパチンコ機１を打つ遊技者は、第２表示パネル１４００ｂの
存在を意識しない状態で遊技を進め、初めて第２表示パネル１４００ｂに画像が表示され
たときに、第２表示パネル１４００ｂの存在を認識して上述した第２表示パネル１４００
ｂを用いた各種演出に驚嘆する。パチンコ機１の遊技機に慣れた遊技者は、第２表示パネ
ル１４００ｂを用いた各種演出が表示された後に大当たり遊技に結びつく確率が高いこと
を学習するため、第２表示パネル１４００ｂに画像が表示された演出を心待ちにして遊技
することになる。
【１７０２】
　さらに、遊技者は、第２表示パネル１４００ｂに表示された画像の大きさや時間に応じ
て大当たり遊技に結びつく確率が高いことを学習するため、初見の演出であっても、その
演出が第２表示パネル１４００ｂに表示されたものであれば、その画像の大きさや表示時
間でも大当たり期待度を推測しながら、遊技を進めることができる。また、従来のパチン
コ機１のように１枚の第１表示パネル１４００ａを用いて遊技を進める中で、時折、第２
表示パネル１４００ｂも加えて演出を行うことで、遊技が単調化することを抑制すること
ができる。この結果、遊技者の遊技意欲の低下を抑制することができる。
【１７０３】
　以上のことは演出表示パターンのうちのリーチ成立前演出の部分に限っても同様のこと
が言える。例えば、リーチ成立前演出が第１表示パネル１４００ａのみを用いて行われる
確率は、リーチ成立前演出が第１表示パネル１４００ａに加えて第２表示パネル１４００
ｂも用いて行われる確率よりも高い。また、第１表示パネル１４００ａに加えて第２表示
パネル１４００ｂを用いてリーチ成立前演出が行われた場合の大当たり信頼度は、第１表
示パネル１４００ａのみを用いてリーチ成立前演出が行われた場合の大当たり信頼度と比
較して極めて高く設定されている。
【１７０４】
　さらには、演出表示パターンのうちのリーチ成立時演出の部分に限っても同様のことが
言える。例えば、リーチ成立時演出が第１表示パネル１４００ａのみを用いて行われる確
率は、リーチ成立時演出が第１表示パネル１４００ａに加えて第２表示パネル１４００ｂ
も用いて行われる確率よりも高い。また、第１表示パネル１４００ａに加えて第２表示パ
ネル１４００ｂを用いてリーチ成立時演出が行われた場合の大当たり信頼度は、第１表示
パネル１４００ａのみを用いてリーチ成立時演出が行われた場合の大当たり信頼度と比較
して極めて高く設定されている。
【１７０５】
　以上説明した第２表示パネル１４００ｂの利用頻度について、例えば、図３７４～図３
８２に示す群を用いた演出を実現する観点から抽出される技術的思想として以下のように
表現することができる。
　[技術的思想]
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選情報に応じて複数の絵柄を前記表示手段に変動表示可能な変動表示制御手段を
少なくとも有する表示制御手段と、
　前記抽選による抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には
、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、
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　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記変動表示制御手段により前記表示手段の所定の大きさの領域に前記絵柄を変動表
示させられた後に、少なくとも当該表示手段の前記所定の大きさの領域をほぼ覆う程度分
に、複数のアイテムによって形成されたアイテム群により群表示する群演出表示制御手段
を有し、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側に、所定間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を備えており、
　前記群演出表示制御手段は、
　　前記表示手段に前記アイテム群を表示しつつも、当該表示手段の後方に配置された後
方表示手段に、複数の後方アイテムによって形成された後方アイテム群を視認可能に群表
示することで多重群演出を行い得る多重群演出表示手段を有し、
　前記表示制御手段は、
　　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種
類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手
段と、
　　前記変動表示制御手段と前記群演出表示制御手段とを有するとともに、前記選択され
た演出表示パターンに基づいて演出表示を前記表示手段と前記後方表示手段とに実現させ
る演出実現手段と、
　を含み、
　前記複数種類の演出表示パターンは、前記後方表示手段には画像を表示せずに前記表示
手段に画像を表示する第１種演出表示パターンと、前記表示手段に画像を表示するととも
に前記後方表示手段にも画像を表示する演出表示パターンであって、前記多重群演出表示
手段による前記後方アイテム群の表示を含む演出表示パターンを含む第２種演出表示パタ
ーンと、を含み、
　前記演出表示パターン選択手段は、前記第２種演出表示パターンが選択される確率より
も、前記第１種演出表示パターンが選択される確率の方が高くなるように、前記演出表示
パターンの選択を実行する、
　遊技機。
【１７０６】
　こうすれば、表示手段による１重表示を用いた演出が実現される確率が高く、表示手段
に加えて後方表示手段による２重表示を用いた演出が実現される確率が低いので、後方表
示手段による２重表示を用いた奥行き感に溢れる演出を見たいという遊技者の意欲の低減
を抑制できる。
【１７０７】
［液晶制御基板における処理について］
［空間分割］
　図４５１は、液晶制御基板４１５０（図１８９、図１９０）における処理の説明図であ
る。上述したように、本実施態様では、液晶制御基板４１５０が周辺制御基板４１４０か
ら表示コマンドを受信すると、液晶制御基板４１５０の液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、受
信した表示コマンドに基づいて、ＶＤＰ４１５０ｃに画面データを供給する。上述したよ
うに、画面データは、画像データや描画コマンド等を含んでおり、ＶＤＰ４１５０ｃは、
受信した画面データに基づいて画像データを生成する。以下、１枚の画像を表すものとし
てＶＤＰ４１５０ｃによって生成される画像データのための画面データのことを、「画像
生成コマンド」、あるいは単に「生成コマンド」とも呼ぶ。すなわち、ＶＤＰ４１５０ｃ
は、（１枚分の）生成コマンドに応じて、１枚の画像を表すものとして、画像データを生
成する。なお、１枚分の生成コマンドは、ＶＤＰ４１５０ｃに対する複数のコマンドを含
み得る。それらの複数のコマンドの全体が、１枚分の生成コマンドに相当する。
【１７０８】
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　図４５１（Ａ）は、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａの動作と、ＶＤＰ４１５０ｃの動作とを
示すタイミングチャートである。図４５１（Ａ）は、図１９８、図１９９に示す「空間分
割」を採用した場合の動作を示している。図中の「ＬＣＤ制御ＭＰＵ」は、液晶制御ＭＰ
Ｕ４１５０ａの動作を示し、「ＶＤＰ生成」は、ＶＤＰ４１５０ｃによる画像データ生成
を示し、「ＶＤＰ出力」は、ＶＤＰ４１５０ｃから出力される画像データを示している。
図１９９では、ＶＤＰ生成が２系列（第１描画Ｄ１、第２描画Ｄ２）に分けて示されてい
るが、図４５１（Ａ）では、それらが１つにまとめて示されている。
【１７０９】
　図４５１（Ａ）に示す時間範囲では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第１生成コマンド
ＣＭＤ１～第９生成コマンドＣＭＤ９を、周期的なタイミングで順番にＶＤＰ４１５０ｃ
に供給している。これらの生成コマンドＣＭＤ１～ＣＭＤ９は、第１画像データＤＡＴＡ
１～第９画像データＤＡＴＡ９をそれぞれ生成するための生成コマンドである。ＶＤＰ４
１５０ｃは、受信した生成コマンドに応じて画像データを生成する。１回の画像データ生
成には、２フレーム、あるいは、２フレーム弱に相当する所定期間（以下「生成待期間」
と呼ぶ）が割り当てられている（図４５１中の期間１ｆｒｍは、表示パネル１４００ａ、
１４００ｂにおける１フレーム分の期間を示している）。生成待期間は、周期的に繰り返
される。ＶＤＰ４１５０ｃは、生成待期間内に画像データの生成を完了することによって
、一定の周期で画像データを順番に出力することができる。このように、液晶制御ＭＰＵ
４１５０ａとＶＤＰ４１５０ｃとは、２フレーム分の時間を１周期として、生成コマンド
の供給と画像データの生成・出力を繰り返す。なお、生成待期間としては、繰り返される
種々の期間を採用可能である。例えば、ＶＤＰ４１５０ｃが生成コマンドを受信してから
所定の時間が経過するまでの期間であってもよい。また、生成待期間が、生成コマンドの
供給のタイミングとは独立に予め決められたタイミングで周期的に繰り返されもよい。な
お、図４５１（Ａ）では、「ＶＤＰ生成」に示された期間ｇｐ１が、生成待期間に相当す
る。
【１７１０】
　画像データの生成が完了したことに応じて、ＶＤＰ４１５０ｃは、完了通知を液晶制御
ＭＰＵ４１５０ａに供給する。完了通知を供給する方法としては任意の方法を採用可能で
ある。例えば、ＶＤＰ４１５０ｃは、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａへの割り込みを発生させ
ることによって、完了通知を液晶制御ＭＰＵ４１５０ａに供給してもよい。また、ＶＤＰ
４１５０ｃは、ＶＤＰ４１５０ｃの内部のレジスタに、画像データ生成が完了したことを
表すデータ（フラグ）を格納し、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、ＶＤＰ４１５０ｃのレジ
スタを参照して完了通知の有無を確認してもよい。なお、画像データの生成に要する実際
の時間は、生成コマンドに依存して異なり得る。例えば、生成コマンドが複雑な描画（例
えば、多数のスプライト画像の描画や、複雑な色調整処理等）を要求する場合には、画像
データの生成に要する時間が長くなる場合がある。後述するように、画像データの生成に
要する時間が長くなると、完了通知が生成待期間ｇｐ１内に発行されない場合もある。
【１７１１】
　なお、図１９８で説明したように、各画像データＤＡＴＡ１～ＤＡＴＡ９は、それぞれ
、第１表示パネル１４００ａ（図１９０、図１９１）用の画像データと、第２表示パネル
１４００ｂ用の画像データとを含んでいる。ＶＤＰ４１５０ｃは、各画像データＤＡＴＡ
１～ＤＡＴＡ９のそれぞれを、１枚の画像を表すデータとして生成する。そして、ＶＤＰ
４１５０ｃは、生成した画像データＤＡＴＡ１～ＤＡＴＡ９を、周期的なタイミングで順
番に、画像分割モジュール４１５０ｆ（図１９０、図１９１）に出力する。
【１７１２】
　図４５１（Ｂ）は、図４５１（Ａ）と同様のタイミングチャートである。図４５１（Ａ
）との差異は、第２生成コマンドＣＭＤ２～第５生成コマンドＣＭＤ５の４つのコマンド
が、特に複雑な描画を要求している点である。液晶表示装置１４００に表示される動画像
では、表示される対象（例えば、装飾図柄やキャラクタ等）が遊技者に認識されるように
、連続する複数のフレーム画像に亘って同じ対象が表示される。多数のスプライト画像が
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描画される場合も、同様に、連続する複数のフレーム画像に多数のスプライト画像が表示
され得る。多数のスプライト画像に限らず、複雑な描画処理によってフレーム画像が描か
れる場合も、同様に、連続する複数のフレーム画像が、同様の描画処理によって描かれる
。従って、複雑な描画を要求する生成コマンドは、連続して発行される場合が多い。
【１７１３】
　図４５１（Ｂ）の例では、第２生成コマンドＣＭＤ２～第５生成コマンドＣＭＤ５のそ
れぞれに基づく画像生成が、１周期分の生成待期間ｇｐ１内に終了しないこととしている
。生成待期間ｇｐ１内に完了通知を受信しない場合には、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、
次の周期での生成コマンドの供給をやめることによって、ＶＤＰ４１５０ｃに画像データ
の生成を完了させる。図４５１（Ｂ）の例では、第２生成コマンドＣＭＤ２に応じた第２
画像データＤＡＴＡ２の生成が生成待期間ｇｐ１内に完了していない。そこで、液晶制御
ＭＰＵ４１５０ａは、次の周期での生成コマンド（第３生成コマンドＣＭＤ３）の供給を
やめる。これにより、ＶＤＰ４１５０ｃは、第２画像データＤＡＴＡ２の生成を続けて行
って完了させる。ＶＤＰ４１５０ｃは、第２画像データＤＡＴＡ２の生成が遅れているの
で、１つ先に生成された第１画像データＤＡＴＡ１を続けて出力する。そして、続く周期
で、ＶＤＰ４１５０ｃは、遅れて生成された第２画像データＤＡＴＡ２を出力する。
【１７１４】
　なお、本実施形態では、図４５１の処理を実現する場合には、ＶＤＰ４１５０ｃは、生
成が完了した画像データ（「完成画像データ」とも呼ぶ）のうちの最新の画像データを、
メモリ４１５０ｃｂ（図１９１）に残すこととしている。そして、ＶＤＰ４１５０ｃは、
画像データを出力すべきタイミングにおいて新たな画像データの生成が完了していない場
合には、メモリ４１５０ｃｂに格納された完成画像データ（既に生成が完了している最新
の画像データ）を出力することとしている。
【１７１５】
　第２画像データＤＡＴＡ２の完了通知を受信した次の周期では、液晶制御ＭＰＵ４１５
０ａは、生成コマンドを供給する。図４５１（Ｂ）の手順では、液晶制御ＭＰＵ４１５０
ａは、供給をやめた生成コマンドをキャンセルして次の生成コマンドを供給する。例えば
、図４５１（Ｂ）では、第２画像データＤＡＴＡ２の完了通知を受信した液晶制御ＭＰＵ
４１５０ａは、次の周期で、第３生成コマンドＣＭＤ３ではなく第４生成コマンドＣＭＤ
４を供給する。第４生成コマンドＣＭＤ４の供給の周期（タイミング）は、第３生成コマ
ンドＣＭＤ３の供給をやめなかった場合（図４５１（Ａ））と同じである。
【１７１６】
　図４５１（Ｂ）の例では、第４画像データＤＡＴＡ４の生成も生成待期間ｇｐ１内に完
了していない。そこで、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、次の周期での第５生成コマンドＣ
ＭＤ５の供給をやめる。ＶＤＰ４１５０ｃは、２周期分の時間を用いて第４画像データＤ
ＡＴＡ４の生成を完了させる。ＶＤＰ４１５０ｃは、第４画像データＤＡＴＡ４の生成が
遅れているので、１つ先に生成された第２画像データＤＡＴＡ２を続けて出力する。そし
て、続く周期で、ＶＤＰ４１５０ｃは、遅れて生成された第４画像データＤＡＴＡ４を出
力する。
【１７１７】
　第４画像データＤＡＴＡ４の完了通知を受信した次の周期では、液晶制御ＭＰＵ４１５
０ａは、生成コマンドを供給する（第６生成コマンドＣＭＤ６）。次の周期では、液晶制
御ＭＰＵ４１５０ａは、第７生成コマンドＣＭＤ７を供給する。液晶制御ＭＰＵ４１５０
ａは、第７画像データＤＡＴＡ７を生成しつつ、先に生成が完了した第４画像データＤＡ
ＴＡ４を出力する。以後の処理は、図４５１（Ａ）の例と同じである。
【１７１８】
　以上の処理により、画像データの生成に１周期分の時間を超える時間（ここでは、２周
期分の時間）を要するような生成コマンドが連続する場合に、ＶＤＰ４１５０ｃは、２周
期毎に出力する画像データを更新することができる。
【１７１９】
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　図４５２は、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａとＶＤＰ４１５０ｃとの動作の参考例を示すタ
イミングチャートである。図４５１（Ｂ）との差異は、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、完
了通知を受信しない場合にも、次の周期で生成コマンドをＶＤＰ４１５０ｃに供給する点
である。これにより、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第１生成コマンドＣＭＤ１～第９生
成コマンドＣＭＤ９を、周期的なタイミングで順番に、ＶＤＰ４１５０ｃに供給している
。
【１７２０】
　一方、ＶＤＰ４１５０ｃは、第２画像データＤＡＴＡ２～第５画像データＤＡＴＡ５の
それぞれに関しては、画像データの生成が完了する前に、次の周期で新たな生成コマンド
を受信する。その結果、ＶＤＰ４１５０ｃは、新しい画像データの生成を完了することが
できない状態で次の画像データの生成を開始することを繰り返す。この場合、ＶＤＰ４１
５０ｃは、先に生成が完了している第１画像データＤＡＴＡ１を繰り返し出力する。図４
５２の例では、第１画像データＤＡＴＡ１が５周期にわたって出力されている。この結果
、液晶表示装置１４００には、第１画像データＤＡＴＡ１によって表される同じフレーム
画像が長時間にわたって表示されることになる。遊技者には、表示される画像が更新され
ずに止まっているように認識される可能性がある。
【１７２１】
　一方、図４５１（Ｂ）の例によれば、同じ画像データは、最大でも２周期しか出力され
ない。その結果、遊技者から見て、表示される画像が止まっているように認識される可能
性を大幅に低減できる。
【１７２２】
　このように、図４５１に示す処理によれば、複雑な描画を要求する生成コマンドが連続
する場合であっても、表示される画像が止まって見える可能性を大幅に低減できる。その
結果、複雑な描画を要求する生成コマンドが用いられるような演出を適切に実現すること
ができる。これにより、遊技者の遊技意欲が減退することを抑制することが可能な遊技機
を提供することができる。
【１７２３】
［時分割］
　図４５３は、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａとＶＤＰ４１５０ｃとの動作の別の態様を示す
タイミングチャートである。図４５３は、図１９３、図１９４に示す「時分割」を採用し
た場合の動作を示している。図中の「ＬＣＤ制御ＭＰＵ」、「ＶＤＰ生成」、「ＶＤＰ出
力」、「期間１ｆｒｍ」のそれぞれの意味は、図４５１のものと同じである。
【１７２４】
　図４５３（Ａ）に示す時間範囲では、図４５１（Ａ）に示す態様と同様に、液晶制御Ｍ
ＰＵ４１５０ａは、第１生成コマンドＣＭＤ１～第９生成コマンドＣＭＤ９を、周期的な
タイミングで順番にＶＤＰ４１５０ｃに供給している。これらの生成コマンドＣＭＤ１～
ＣＭＤ９は、第１画像データＤＡＴＡ１～第９画像データＤＡＴＡ９をそれぞれ生成する
ための生成コマンドである。奇数番目の画像データは、第１表示パネル１４００ａのため
の画像データであり、偶数番目の画像データは、第２表示パネル１４００ｂのための画像
データである。奇数番目の画像データと、それに続く偶数番目の画像データとは、同時に
表示されるべき画像をそれぞれ表している。以下、同時に表示されるべき２枚の画像を表
す奇数番目画像データと偶数番目画像データとのペアを「同時ペア」とも呼ぶ。１回の画
像データ生成には、１フレーム、あるいは、１フレーム弱に相当する所定期間（生成待期
間ｇｐ２）が割り当てられている。液晶制御ＭＰＵ４１５０ａとＶＤＰ４１５０ｃとは、
１フレーム分の時間を１周期として、生成コマンドの供給と画像データの生成・出力を繰
り返す。液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第１表示パネル１４００ａのための生成コマンド
と、第２表示パネル１４００ｂのための生成コマンドとを、周期的なタイミングで交互に
ＶＤＰ４１５０ｃに供給する。ＶＤＰ４１５０ｃは、画像データの生成が完了したことに
応じて、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａに完了通知を供給する。完了通知を供給する方法は、
図１２の態様と同様である。ＶＤＰ４１５０ｃは、第１表示パネル１４００ａのための画
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像データと、第２表示パネル１４００ｂのための画像データとを、生成した順番に（すな
わち、交互に）周期的なタイミングで出力する。なお、生成待期間ｇｐ２は、上述の生成
待期間ｇｐ１と同様に、種々の期間を採用可能である。
【１７２５】
　図４５３（Ｂ）は、図４５３（Ａ）と同様のタイミングチャートである。図４５３（Ａ
）との差異は、第３生成コマンドＣＭＤ３が、特に複雑な描画を要求している点である。
これにより、第３画像データＤＡＴＡ３の生成が、１周期分の生成待期間ｇｐ２内に完了
していない。生成待期間ｇｐ２内に完了通知を受信しない場合には、液晶制御ＭＰＵ４１
５０ａは、次の周期での生成コマンドの供給をやめて、ＶＤＰ４１５０ｃに画像データの
生成を完了させる。また、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、生成中の同時ペアの生成完了を
優先し、時系列の順番が次の同時ペアの生成（生成コマンドの供給）をキャンセルする。
図４５３（Ｂ）の例では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第３画像データＤＡＴＡ３の生
成が完了した次の周期で、第３画像データＤＡＴＡ３と同時ペアを成す第４画像データＤ
ＡＴＡ４のための第４生成コマンドＣＭＤ４をＶＤＰ４１５０ｃに供給する。これにより
、生成中の同時ペア（画像データＤＡＴＡ３、ＤＡＴＡ４）の生成が滞りなく行われる。
なお、画像データＤＡＴＡ３、ＤＡＴＡ４の生成が遅れているので、ＶＤＰ４１５０ｃは
、画像データＤＡＴＡ１、ＤＡＴＡ２を順番に出力した後に、再び、生成済みの同じ画像
データＤＡＴＡ１、ＤＡＴＡ２を順番に出力する。続けて、生成が完了した画像データＤ
ＡＴＡ３、ＤＡＴＡ４が、順番に出力される。
【１７２６】
　なお、本実施形態では、図４５３の処理を実現する場合には、ＶＤＰ４１５０ｃは、完
成画像データのうちの、最新の同時ペアを構成する第１表示パネル１４００ａ用の完成画
像データと第２表示パネル１４００ｂ用の完成画像データとのそれぞれを、メモリ４１５
０ｃｂ（図１９１）に残すこととしている。そして、ＶＤＰ４１５０ｃは、画像データを
出力すべきタイミングにおいて新たな同時ペア（２枚分の画像データ）の生成が完了して
いない場合には、メモリ４１５０ｃｂに格納された同時ペア（既に生成が完了している最
新の同時ペアを構成する画像データ）を出力することとしている。
【１７２７】
　第４画像データＤＡＴＡ４を生成した周期の次の周期では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａ
は、生成コマンドを供給していない。この理由は、以下の通りである。図４５３の態様で
は、生成コマンドの供給の１回のキャンセルが、１つの画像データではなく同時ペアに対
して行われるので、１回のキャンセルによって２周期分の余裕が生まれる。図４５３の例
のように同時ペア（ＤＡＴＡ３、ＤＡＴＡ４）の生成完了に３周期分の時間を要した場合
には、１周期分の時間が余る。そこで、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、余った周期での生
成コマンドの供給をやめることによって、次に生成される同時ペア（ＤＡＴＡ７、ＤＡＴ
Ａ８）の生成のタイミングを、生成コマンド供給のキャンセルが無かった場合（図４５３
（Ａ））と同じタイミングに合わせている。
【１７２８】
　なお、図４５３では、奇数番目画像データ（第３画像データＤＡＴＡ３）の生成完了が
遅れた場合について説明したが、偶数番目画像データ（例えば、第４画像データＤＡＴＡ
４）の生成完了が遅れた場合も同様に処理が進行する。例えば、液晶制御ＭＰＵ４１５０
ａは、生成中の同時ペアの生成完了を優先して、時系列の順番が次の同時ペアのための生
成コマンド供給をキャンセルする。そして、生成がキャンセルされた同時ペアの次の同時
ペアの生成からは、キャンセルが無かった場合と同じタイミングで処理が進行する。
【１７２９】
　また、図４５３では、画像データの生成完了に遅れが生じた生成コマンドが１つだけで
あるが、複数の連続する生成コマンドに関して画像データの生成完了に遅れが生じ得る場
合にも、同様に処理が進行する。この場合には、同時ペアの生成と、同時ペアの生成のキ
ャンセルとが、交互に生じる。その結果、図４５２の参考例のように長時間に亘って画像
が更新されなくなることを回避でき、そして、図４５１の態様と同様に、更新頻度が減る
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ものの画像の更新を継続することができる。その結果、遊技者から見て、表示される画像
が止まっているように認識される可能性を大幅に低減できる。
【１７３０】
　このように図４５３に示す処理によれば、複雑な描画を要求する生成コマンドが連続す
る場合であっても、表示される画像が止まって見える可能性を大幅に低減できる。その結
果、複雑な描画を要求する生成コマンドが用いられるような演出を適切に実現することが
できる。これにより、遊技者の遊技意欲が減退することを抑制することが可能な遊技機を
提供することができる。
【１７３１】
　以上のように、図４５１の態様や図４５３の態様を採用すれば、複雑な描画を要求する
生成コマンドが用いられるような演出を適切に実現することができる。これにより、遊技
者の遊技意欲が減退することを抑制することが可能な遊技機を提供することができる。な
お、そのような演出としては、本明細書で説明されている種々の演出を採用可能である。
例えば、図２５７～図２７４に示す切り抜きスベリ演出、図２７５～図３１７に示す第１
特殊モード演出、第２特殊モード演出、第３特殊モード演出、図３１８～図３２９に示す
画面カット予告、図３３０～図３５９に示すステップアップ予告、図３６０～図３７３に
示すリーチ選択演出、図３７４～図３８２に示す群を用いた演出、図３８３～図３９０に
示す画像の表示を一方の表示パネルと他方の表示パネルとの間で移動させる演出、図３９
１～図４０１に示す両面リーチ例、図４０２～図４１３に示す画像を浮遊しているように
見せる演出、図４１４～図４２６に示す変動中昇格演出、図４２７～図４３９に示す特殊
演出などを採用してもよい。なお、図４５１～図４５３の説明では、１回の生成コマンド
に応じた画像データの生成に要する周期が２周期を超えることが無いこととしているが、
３周期以上を要する生成コマンドが利用される場合も、同様に処理が行われて良い。
【１７３２】
　なお、図４５１、図４５３の態様では、ＶＤＰ４１５０ｃ（図１９１）が、最新の完成
画像データを保持することとしているが、ＶＤＰ４１５０ｃの代わりに画像分割モジュー
ル４１５０ｆが、最新の完成画像データを保持することとしてもよい。この場合には、画
像分割モジュール４１５０ｆは、最新の完成画像データをＳＤＲＡＭ４１５０ｇに残せば
よい。そして、画像データの生成に遅れが生じた場合には、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが
、画像分割モジュール４１５０ｆに、ＳＤＲＡＭ４１５０ｇに格納された生成が完了して
いる完成画像データを出力するように、指示を供給すればよい。ここで、ＶＤＰ４１５０
ｃは、画像データを出力すべきタイミングにおいて新たな画像データの生成が完了してい
ない場合には、画像データの出力をやめてよい。
【１７３３】
［主制御部判定処理の詳細について］
　ここで、本実施形態における主制御ＭＰＵ４１００ａが行う判定処理（主制御部判定処
理）について詳細に説明する。ここでは、主制御部判定処理について、主制御ＭＰＵ４１
００ａが、複数種類の乱数Ａ～乱数Ｄに基づいて、６種類の判定結果「０」～「５」を導
き出す処理を汎用的な例として説明する。このような主制御部判定処理の手法は、例えば
、本実施形態では、図２０７におけるステップＳ１１０４５における先行判定処理を行う
際に採用され得る。図４５４は、主制御部判定処理において、主制御ＭＰＵ４１００ａが
参照するデータ（判定用情報とも呼ぶ）のデータ構造を示す概念図である。
【１７３４】
　ここで説明する主制御部判定処理は、乱数Ａ～乱数Ｄの４種類の乱数に基づいて実行さ
れる。この主制御部判定処理の手法を用いた図２０７におけるステップＳ１１０４５にお
ける先行判定処理では、処理対象の第二特別図柄抽選単位データに含まれる乱数のうち、
第二特別乱数、リーチ判定用乱数、第一変動パターン用乱数、図柄乱数の４種類を用いて
行われることになる。ここでは、乱数Ａは、０～９９９までの１０００種類の値をとり、
乱数Ｂ～乱数Ｄは、０～９９までの１００種類の値を取るものとして説明するが、実際に
この主制御部判定処理の手法を図２０７におけるステップＳ１１０４５における先行判定
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処理を行う際に採用する際には、第二特別乱数、リーチ判定用乱数、第一変動パターン用
乱数、図柄乱数のそれぞれが取り得る値に応じて、図２０８のテーブルに示すような判定
が行われるように判定用情報が準備される。
【１７３５】
　図２０７におけるステップＳ１１０４５における先行判定処理によって決定される判定
結果は、図２０８の下側のテーブルに示すように６種類（通常ハズレ、リーチＡ、リーチ
Ｂ、通常当たり、確変当たり１、確変当たり２）である。そして、図４５４に示す判定用
情報において、６種類の判定結果は、６種類の数値０～５によって表されている。したが
って、ここで説明する主制御部判定処理の手法を、図２０７におけるステップＳ１１０４
５における先行判定処理に適用する場合には、判定結果「０」を「通常ハズレ」とし、「
１」を「通常当たり」とし、「２」を「リーチＡ」とし、「３」を「リーチＢ」とすれば
良い。また、判定結果「４」を「確変当たり１」とし、判定結果「５」は「確変当たり２
」とすれば良い。
【１７３６】
　主制御基板４１００には、判定手段として機能する主制御ＭＰＵ４１００ａが用いる記
憶手段としてＲＯＭ（Ｒｅａｄ　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）及びＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　
ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）が備えられている。このＲＯＭは、図４５４に示す判定用
情報が記憶されている。このＲＡＭには、判定結果（０～５の値）を記憶するための判定
結果記憶領域が確保されている。
【１７３７】
　主制御部判定処理は、所定の使用順番に従って、４つの乱数を用いて行われる。使用順
番は、乱数Ａ、乱数Ｂ、乱数Ｃ、乱数Ｄの順番である。ここで、判定用情報は、主制御部
判定処理に用いる乱数の値と判定結果とを対応付けた判定用対応情報Ｄｋｍを含んでいる
。
【１７３８】
　ここで、図４５４に示すように、「ｋ」は、当該判定用対応情報において判定結果と対
応付けられている乱数の種類を上述した使用順番で表している値であり、１～４までの自
然数の値をとる。図４５４に示すように、乱数Ａ用の判定用対応情報は、判定用対応情報
Ｄ１１だけであるが、乱数Ｂ用の判定用対応情報は、判定用対応情報Ｄ２１、Ｄ２２の２
つが記憶されている。また、乱数Ｃ用の判定用対応情報は、判定用対応情報Ｄ３１、Ｄ３
２、Ｄ３３の３つが記憶されている。さらに、乱数Ｄ用の判定用対応情報は、判定用対応
情報Ｄ４１、Ｄ４２、Ｄ４３、Ｄ４４の４つが記憶されている。ここで、乱数の使用順番
ｋ（１、２、３、４のいずれかの値）を用いて、使用順番ｋの乱数用の判定用対応情報を
第ｋの判定用対応情報とも呼ぶ。使用順番が１番目である乱数Ａ用の判定用対応情報は、
第１の判定用対応情報とも呼び、使用順番が２番目の乱数Ｂ用の判定用対応情報は、第２
の判定用対応情報とも呼ぶ。
【１７３９】
　すなわち、使用順番が１番目の乱数である乱数Ａ用の判定用対応情報は、１つである。
そして、使用順番が２番目以降の乱数用の判定用対応情報は、１つ前の使用順番の乱数に
よって判定がなされた結果、判定結果が取り得る種類の数と同じ数だけ用意されている。
そして、当該同じ数だけ用意された判定用対応情報は、１つ前の使用順番の乱数によって
判定がなされた結果、取り得る判定結果のそれぞれに１つづつ対応付けられている。
【１７４０】
　具体的には、使用順番が１番目の乱数Ａに基づいて判定用対応情報Ｄ１１を参照して判
定を行った結果、その時点で取り得る判定結果は、図４５４に示すように、「０」と「１
」の２つである。従って、使用順番が２番目の乱数Ｂ用の判定用対応情報は、上述のとお
り２つ（判定用対応情報Ｄ２１、Ｄ２２）用意されている。そして、判定用対応情報Ｄ２
１は、判定結果「０」と対応付けられており、判定用対応情報Ｄ２２は、判定結果「１」
と対応付けられている。
【１７４１】
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　また、使用順番が２番目の乱数Ｂに基づいて判定用対応情報Ｄ２１またはＤ２２を参照
して判定を行った結果、その時点で取り得る判定結果は、図４５４に示すように、「０」
と「１」と「２」の３つである。従って、使用順番が３番目の乱数Ｃ用の判定用対応情報
は、上述のとおり３つ（判定用対応情報Ｄ３１、Ｄ３２、Ｄ３３）用意されている。そし
て、判定用対応情報Ｄ３１は、判定結果「０」と対応付けられており、判定用対応情報Ｄ
３２は、判定結果「２」と対応付けられており、判定用対応情報Ｄ３３は、判定結果「１
」と対応付けられている。
【１７４２】
　さらに、使用順番が３番目の乱数Ｃに基づいて判定用対応情報Ｄ３１またはＤ３２また
はＤ３３を参照して判定を行った結果、その時点で取り得る判定結果は、図４５４に示す
ように、「０」と「１」と「２」と「３」の４つである。従って、使用順番が４番目の乱
数Ｄ用の判定用対応情報は、上述のとおり４つ（判定用対応情報Ｄ４１、Ｄ４２、Ｄ４３
、Ｄ４４）用意されている。そして、判定用対応情報Ｄ４１は、判定結果「０」と対応付
けられており、判定用対応情報Ｄ４２は、判定結果「２」と対応付けられている。また、
判定用対応情報Ｄ４３は、判定結果「３」と対応付けられており、判定用対応情報Ｄ４４
は、判定結果「１」と対応付けられている。
【１７４３】
　図４５５は、主制御部判定処理の処理ステップを示すフローチャートである。主制御部
判定処理が開始されると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、使用順番ｋを初期化する、すなわ
ち、ｋを１とする（ステップＳ３０１０）。次に、主制御ＭＰＵ４１００ａは、参照する
判定用対応情報を選択する（ステップＳ３０２０）。
【１７４４】
　ｋ＝１の場合は、必ず、判定用対応情報Ｄ１１が選択される。参照する判定用対応情報
が選択されると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、使用順番がｋ番目の乱数と、選択された判
定用対応情報を用いて判定を実行する（ステップＳ３０３０）。
【１７４５】
　例えば、ｋ＝１の場合は、主制御ＭＰＵ４１００ａは、乱数Ａの値と判定用対応情報Ｄ
１１を用いて判定を行う。すなわち、乱数Ａの値が０～９９６のいずれかである場合には
、「０」と判定し、乱数Ａの値が９９７～９９９のいずれかである場合には、「１」と判
定する。
【１７４６】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、判定結果を上述した判定結果記憶領域に記憶する（ステッ
プＳ３０４０）。すなわち、主制御ＭＰＵ４１００ａは、直近のステップＳ３０３０での
判定結果と、既に判定結果記憶領域に記憶されている判定結果が異なっていれば、直近の
ステップＳ３０３０での判定結果に更新する。一方、主制御ＭＰＵ４１００ａは、直近の
ステップＳ３０３０での判定結果と、既に判定結果記憶領域に記憶されている判定結果が
同じであれば、判定結果記憶領域に記憶されている判定結果を維持する。
【１７４７】
　判定結果を記憶すると、主制御ＭＰＵ４１００ａは、ｋが４未満であるか否かを判断す
る（ステップＳ３０５０）。主制御ＭＰＵ４１００ａは、ｋが４未満であれば（ステップ
Ｓ３０５０：ＹＥＳ）、ｋをインクリメントして（ステップＳ３０６０）、ステップＳ３
０２０に戻る。一方、主制御ＭＰＵ４１００ａはｋが４に達していれば、判定結果記憶領
域に現在記憶されている判定結果を主制御部判定処理の最終的な判定結果として（ステッ
プＳ３０７０）、主制御部判定処理を終了する。４種類の乱数を用いて主制御部判定処理
を行うため、４種類の乱数を使用順番に従って１つずつ用いて、ステップＳ３０３０の判
定制御を４回行い、４回目の判定制御の判定結果が、最終的な判定結果となる。
【１７４８】
　ところで、上述したステップＳ３０２０において、ｋが２以上の場合には、その時、判
定結果記憶領域に記憶されている判定結果、すなわち、使用順番が（ｋ－１）番目の乱数
）を用いてステップＳ３０３０で判定された結果に応じて、選択される判定用対応情報が
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異なる。
【１７４９】
　具体的には、ｋが２の場合には、上述したステップＳ３０２０の時点で判定結果記憶領
域に記憶されている判定結果は、「０」と「１」のうちのいずれかである。「０」が判定
結果として記憶されている場合には、判定結果「０」に対応付けられた判定用対応情報Ｄ
２１が選択される（図４５４）。一方、「１」が判定結果として記憶されている場合には
、判定結果「１」に対応付けられた判定用対応情報Ｄ２２が選択される（図４５４）。
【１７５０】
　同様にして、ｋが３の場合には、上述したステップＳ３０２０の時点で判定結果記憶領
域に記憶されている判定結果は、「０」「１」「２」のうちのいずれかである。「０」が
判定結果として記憶されている場合には、判定結果「０」に対応付けられた判定用対応情
報Ｄ３１が選択される（図４５４）。一方、「１」が判定結果として記憶されている場合
には、判定結果「１」に対応付けられた判定用対応情報Ｄ３３が選択され（図４５４）、
「２」が判定結果として記憶されている場合には、判定結果「２」に対応付けられた判定
用対応情報Ｄ３２が選択される（図４５４）。
【１７５１】
　同様にして、ｋが４の場合には、上述したステップＳ３０２０の時点で判定結果記憶領
域に記憶されている判定結果は、「０」「１」「２」「３」のうちのいずれかである。「
０」が判定結果として記憶されている場合には、判定結果「０」に対応付けられた判定用
対応情報Ｄ４１が選択され、「１」が判定結果として記憶されている場合には、判定結果
「１」に対応付けられた判定用対応情報Ｄ４４が選択される（図４５４）。一方、「２」
が判定結果として記憶されている場合には、判定結果「２」に対応付けられた判定用対応
情報Ｄ４２が選択され（図４５４）、「３」が判定結果として記憶されている場合には、
判定結果「３」に対応付けられた判定用対応情報Ｄ４３が選択される（図４５４）。
【１７５２】
　ここで、図４５４に示す判定用対応情報Ｄ２２、Ｄ３３のように、値の欄に「判定不要
識別子」と記述されている判定用対応情報が存在する。判定不要識別子は、所定の識別情
報であれば良く、例えば、「＿００００Ｈ」という値が用いられ得る。この判定不要識別
子は、使用対象の乱数の全てを１つの判定結果に対応付けることを表している。このよう
な判定用対応情報を参照して、ステップＳ３０３０及びＳ３０４０が行われる場合は、判
定結果記憶領域に記憶される判定結果は、更新されることなく、維持されることになる。
実質的には、このような判定用対応情報を参照して、ステップＳ３０３０及びＳ３０４０
が行われる場合には、その時の使用対象である乱数については判定結果が分岐しない、す
なわち、判定が行われないことに等しい。
【１７５３】
　以上説明した主制御部判定処理によれば、４種類の乱数を用いて判定をする際に、４回
の判定を行うだけで、最終的な判定結果を導くことができるので、主制御基板４１００に
おける判定処理の処理負荷を低減することができる。主制御基板４１００の主制御ＭＰＵ
４１００ａには、周辺制御基板４１４０の周辺制御ＭＰＵ４１４０ａと比較して演算能力
の低い計算機が用いられるので、処理負荷の低減が求められる。
【１７５４】
　図４５６は、比較例としての判定処理について説明する図である。比較例の判定処理で
は、図４５６に示すように、判定結果ごとに参照するデータを、判定に用いる乱数の種類
数ずつ記憶していた。すなわち、判定結果「０」用に記憶されたデータを参照して、乱数
が当該データの条件に合致した場合は、判定結果は「０」であると判断していた。そして
、判定結果「０」用に記憶されたデータの条件に合致しない場合は、判定結果は「０」で
はないと判断して、次に判定結果「１」用に記憶されたデータを参照して、乱数が当該デ
ータの条件に合致するか否かを判断していた。その結果、最大で判定に用いる乱数の数×
判定結果の種類の数のだけ、１つの乱数と参照データとを照合する判定が必要になる場合
があった。判定結果が図４５６に示すように６種類あり、判定処理に用いる乱数が４種類
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ある場合には、１回の判定処理で最終的な判定結果を導き出すために、最大で４×６＝２
４回の判定が必要となるおそれがあった。
【１７５５】
　比較例と比較すると、４種類の乱数を用いて判定をする際に、４回の判定を行うだけで
、最終的な判定結果を導くことができる本実施形態の主制御部判定処理による処理負荷の
低減効果がはっきりと理解できる。
【１７５６】
　さらに、本実施形態の主制御部判定処理では、判定用情報のデータ量を削減することが
できる。図４５４に示す本実施形態の主制御部判定処理の判定用情報と、図４５６に示す
比較例における判定用情報を比較すれば明らかなように、本実施形態の主制御部判定処理
では、判定用情報が、使用順番に従ったツリー構造で記憶されている（図４５４）ので、
使用順番が早い乱数についての判定用情報のデータ量が少なくて済むという利点がある。
【１７５７】
　さらに、本実施形態の主制御部判定処理のための判定用情報は、開発段階での仕様変更
時に変更箇所が少なくて済むため、開発期間の短縮、開発負荷の低減が実現できる。図４
５７は、本実施形態における仕様変更の一例を説明するための図である。図４５７に示す
例では、図４５４に示す判定用情報に、仕様変更により判定結果「６」が新たに追加され
る場合を示している。
【１７５８】
　この仕様変更により、乱数Ａ用の判定用対応情報Ｄ１１の破線で示す部分が変更されて
いる。まず、図４５４では、判定用対応情報Ｄ１１において、乱数Ａの値「０～９９６」
が判定結果「０」に対応付けられていた。一方、図４５７では仕様変更の結果、乱数Ａの
値「０～６５１」と「６５７～９９６」が判定結果「０」に対応付けられ、乱数Ａの値「
６５２～６５６」が判定結果「６」に対応付けられている。
【１７５９】
　さらに、図４５７では仕様変更の結果、乱数Ｂ用の判定用対応情報Ｄ２３、乱数Ｃ用の
判定用対応情報Ｄ３４、乱数Ｄ用の判定用対応情報Ｄ４５が追加されている。このように
、本実施形態では、判定結果を追加する仕様変更を行う場合には、主制御部判定処理に用
いる乱数の種類の数（本実施形態では「４」）と同数の判定用対応情報を変更または更新
すれば良い。
【１７６０】
　図４５８は、比較例における仕様変更の一例を説明するための図である。同様の仕様変
更を、図４５６に示す比較例における参照データについて行う場合には、図４５８におい
て破線で示すように、判定結果「６」用に４つの参照データを追加する必要がある。さら
に、図４５８において破線で示すように、判定結果「０」用、判定結果「２」用、判定結
果「３」用の参照データにおいて、乱数Ａに基づく判定で参照する部分に変更を行う必要
がある。
【１７６１】
　以上の説明から解るように、比較例において、例えば、判定結果を追加する仕様変更を
行う場合には、追加分の参照データに加えて、既存の参照データにも適宜、修正を加える
必要であった。また、比較例において、判定結果を追加する仕様変更を行う場合には、１
回の主制御部判定処理において最終的な判定結果を得るまでの判定の最大回数が変わって
しまうため、参照データに加えて、主制御部判定処理のプログラムまで修正する必要があ
った。このため、修正間違い等が発生しやすく、開発期間の長期化や開発負荷の増大の懸
念があった。しかしながら、本実施形態では、例えば、判定結果を追加する仕様変更を行
う場合には、上述のように主制御部判定処理に用いる乱数の種類の数（本実施形態では「
４」）と同数の判定用対応情報を変更または更新すれば良い。また、主制御部判定処理の
プログラムは修正する必要がない。この結果、仕様変更への対応が容易であり、開発期間
の短縮や開発負荷の低減を実現することができる。
【１７６２】
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　なお、図２０９におけるステップＳ１１０８５の先行判定処理（第一特別図柄抽選単位
データに基づく先行判定処理）についても、上述した主制御部判定処理の手法と同様の構
造（数値は、当然に処理に応じて異なる）の判定用情報（図４５４）を用いて、同様の処
理フロー（図４５５）によって実行されるので、その説明を省略する。
【１７６３】
　なお、本実施形態において、主制御部判定処理では、４種類の乱数に基づいて判定を行
うが、用いられる乱数の数は４種類に限られず任意の数ｎ（ｎは２以上の自然数）を採用
可能である。
【１７６４】
　なお、本実施形態における主制御部判定処理の手法（判定用情報の構造、主制御部判定
処理のフローなど）は、いわゆる先読みにおける先行判定に限られず、遊技機における様
々な判定に用いられ得る。
【１７６５】
［連動演出処理の説明］
　ところで、スピーカー１２１，１３９１などから成る音発生装置、ガラスＬＥＤ４５３
ａ、装飾基板２０２０，３１０４などから成るランプ作動装置、または、遊技板側駆動モ
ータ２３３３，３２２０、遊技板側ソレノイド３５１４、回転灯モータ２４５，２６５，
２８５などから成る役物作動装置を演出補助装置とも呼ぶ。この演出補助装置は、液晶表
示装置１４００での表示演出と連動して、音を発生させたり（音発生演出）、ランプを作
動させたり（ランプ作動演出）、役物を動かしたり（役物作動演出）するなどの補助演出
を行う装置である。
【１７６６】
　以下では、上述した主制御基板４１００及び周辺基板４０１０が、表示演出、及び、補
助演出についての制御の詳細を、図４５９～図４６２を用いて説明する。なお、表示演出
及び補助演出を合わせて連動演出とも呼ぶ。
【１７６７】
　図４５９は、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａの機能ブロックを示す図である。図４６０は、
主制御ＭＰＵ４１００ａ、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａ、及び、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａ
が行う連動演出処理を示すフローチャートである。この図４６０が示す連動演出処理は、
第一始動口２００１または第二始動口２００２に遊技球が受け入れられたことに基づく抽
選結果に応じて行われ、すなわち、一変動分の連動演出処理を示している。図４６１は、
主制御基板４１００及び周辺基板４０１０が行う演出制御についてのタイミングチャート
である。図４６２は、主制御基板４１００及び周辺基板４０１０が行う演出制御で用いら
れるコマンドについて説明するための図である。
【１７６８】
　図４５９に示すように、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａは、コマンド処理部４１４１と、演
出補助制御部４１４２として機能する。コマンド処理部４１４１は、コマンド処理フィー
ルドＡ、コマンド処理フィールドＢ、及び、コマンド処理フィールドＣを有しており、こ
れらコマンド処理フィールドで主制御ＭＰＵ４１００ａから送信されてくるコマンドを処
理し、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａに送信する制御を行う。演出補助制御部４１４２は、ラ
ンプ駆動基板３１２０を介して、上記音発生装置、ランプ作動装置、役物作動装置などの
演出補助装置を制御し、音発生演出、ランプ作動演出、または、役物作動演出などを実行
させる。これらの機能ブロックについての詳細は、演出制御についてのフローの説明の際
に合わせて説明する。
【１７６９】
　連動演出処理において、図４６０に示すように、まず、主制御ＭＰＵ４１００ａは、複
数のコマンドから成るコマンド群ＸＡを作成する（ステップＳ１ａ）。このコマンド群Ｘ
Ａは、第一始動口２００１または第二始動口２００２に遊技球が受け入れられたことに応
じた抽選結果に基づく、変動パターン情報（ステップＳ１５６０参照）、変動タイプ情報
、当たり情報、状態情報などを表すコマンドで形成される。当たり情報とは、当該変動が
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、小当たりまたは大当たりであるか否かを示す情報（当たり判別情報）や、大当たりであ
る場合には、大当たりＡ～Ｅのいずれであるのかを示す情報（大当たり状態情報）が含ま
れる。また、状態情報とは、当該変動における遊技状態がどのような遊技状態かを示す情
報、すなわち、当該変動における遊技状態が、外部通常遊技状態Ａ（通常モード）、外部
通常遊技状態Ｂ（潜伏確変モード）、外部有利遊技状態Ａ（時短モード）、または、外部
有利遊技状態Ｂ（確変モード）のいずれであるのかを示す情報が含まれる。コマンド群Ｘ
Ａにおけるコマンド数は、一定数ＣＭＡとなっている。コマンド群ＸＡの詳細については
、後述のステップＳ４ａで説明する。
【１７７０】
　主制御ＭＰＵ４１００ａは、作成したコマンド群ＸＡを周辺制御ＭＰＵ４１４０ａに送
信する（ステップＳ２ａ）と共に、第一特別図柄表示器６４１または第二特別図柄表示器
６４２を制御して、特別図柄の変動を開始させる（ステップＳ３ａ、図４６１参照）。な
お、主制御ＭＰＵ４１００ａは、特別図柄を変動させる変動時間Ｔｈｊを、抽選結果に応
じた変動パターンに基づいて決定している。
【１７７１】
　一方、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａのコマンド処理部４１４１は、主制御ＭＰＵ４１００
ａから送信されるコマンド群ＸＡを受信し、図４６２（Ａ）に示すように、コマンド処理
フィールドＡに記憶していく（ステップＳ４ａ）。図４６２（Ａ）に示されるコマンドＸ
１～コマンドＸＸは、それぞれの一つのコマンドが、上記変動パターン情報、変動タイプ
情報、当たり情報、状態情報などの情報のいずれかを表すコマンドである。例えば、本実
施形態では、コマンドＸ３は、変動パターンに対応するコマンドとなっており、コマンド
ＸＸは、状態情報を表すコマンドとなっている。また、コマンドＸ１～コマンドＸＸは、
コマンドＸ１、コマンドＸ２・・・コマンドＸＸの順に受信され、図４６２（Ａ）のコマ
ンド処理フィールドＡにおいて、各コマンドは、受信順に記憶される。
【１７７２】
　次に、コマンド処理部４１４１は、演出コマンドを含むコマンド群ＸＢを作成する（ス
テップＳ５ａ）。この演出コマンドは、液晶表示装置１４００における表示演出に関する
コマンドであって、演出表示パターンを構成するコマンドである。図４６２（Ｂ）のコマ
ンド処理フィールドＢに示すように、コマンド群ＸＢの各コマンドは、コマンド群ＸＡの
各コマンドに対応して作成される。図４６２（Ｂ）のコマンド処理フィールドＢにおいて
、点線の四角形で示されているが、これは、説明の便宜上示しており、コマンド群ＸＡの
各コマンドに対応している。そして、便宜上示したコマンド群ＸＡの各コマンドの下に、
対応するコマンド群ＸＢのコマンドが、１つ～複数個示されている。この場合、コマンド
群ＸＡの各コマンドに対応して作成される演出コマンドの数は、コマンド群ＸＡのコマン
ドの内容に応じて変化するが、コマンド群ＸＡの各コマンドに対応して作成される演出コ
マンドの最大数は、予め決められている。この最大数は、周辺基板４０１０の具体的な設
計等によって適宜変更可能であり、図４６２の例では、４としている。
【１７７３】
　コマンド処理部４１４１は、コマンド群ＸＢを作成する場合、具体的には、まず、コマ
ンド群ＸＡの各コマンドに基づいて、各コマンドに対応させて１つ～複数個の演出コマン
ドを作成する。そして、コマンド処理部４１４１は、コマンド群ＸＡの各コマンドにおい
て、対応づけて作成した演出コマンドの数が、作成可能な演出コマンドの最大数に足りな
い場合には、足りないコマンド数分のダミーコマンドＤＭＣを作成し、充足する。なお、
ダミーコマンドＤＭＣとは、演出表示パターンを構成し得ないコマンド（演出表示パター
ンに影響を与えないコマンド）であり、例えば、０ＸＥＥ００（Ｈ）などのコマンドが用
いられる。
【１７７４】
　例えば、コマンド処理部４１４１は、コマンド群ＸＡのコマンドＸ３に応じたコマンド
を作成する場合には、図４６２（Ｂ）に示すように、コマンドＸ３の内容に応じて演出コ
マンドＸ３ａ、Ｘ３ｂ、Ｘ３ｃを作成する。そして、コマンド処理部４１４１は、図４６
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２（Ｂ）に示すように、コマンドＸ３に対応させて作成可能な演出コマンドの最大数が４
つと予め決まっているので、１つのダミーコマンドＤＭＣを充足し、コマンドＸ３に対応
する演出コマンドまたはダミーコマンドＤＭＣの作成を終える。コマンド処理部４１４１
は、コマンドＸ３以外のコマンド群ＸＡのコマンドにおいても、同様に、対応した演出コ
マンドを作成し、必要があれば、ダミーコマンドＤＭＣを充足する。なお、この場合、コ
マンドＸ３は、変動パターン情報を表すコマンドであるので、演出コマンドＸ３ａ、Ｘ３
ｂ、Ｘ３ｃは、例えば、チャンスアップ演出などを示す情報である。また、コマンドＸＸ
は、状態情報を表すコマンドであり、コマンド処理フィールドＢでは、演出コマンド及び
ダミーコマンドＤＭＣは、作成されない。
【１７７５】
　以上のように、コマンド処理部４１４１は、コマンド群ＸＡの各コマンドに対応させて
、演出コマンドを作成し、作成可能な演出コマンドの最大数に足りない場合には、ダミー
コマンドＤＭＣを作成し、充足する。また、コマンド群ＸＡのコマンド数は、一定数ＣＭ
Ａである。従って、コマンド群ＸＢのコマンド（演出コマンド及びダミーコマンドＤＭＣ
）の合計数は、常に一定数ＣＭＢとなる。なお、この一定数ＣＭＢは、周辺基板４０１０
の具体的な設計等によって適宜変更可能であり、例えば、１００～３００程度の数とする
ことができる。
【１７７６】
　続いて、コマンド処理部４１４１は、演出コマンド及びダミーコマンドＤＭＣを含むコ
マンド群ＸＣを作成する（ステップＳ６ａ）。具体的には、コマンド処理部４１４１は、
図４６２（Ｃ）に示すように、コマンド処理フィールドＣにおいて、コマンド処理フィー
ルドＡのコマンド群ＸＡに、対応関係に従って、コマンド処理フィールドＢのコマンド群
ＸＢのコマンドを対応させることによって、コマンド群ＸＣを作成する。すなわち、コマ
ンド群ＸＣは、コマンド群ＸＡ及びコマンド群ＸＢとから成る。コマンド群ＸＣは、コマ
ンド群ＸＡ及びコマンド群ＸＢが一定数であるので、一定数ＣＭＣとなる。なお、一定数
ＣＭＣは、一定数ＣＭＡと一定数ＣＭＢとの和である。
【１７７７】
　次に、コマンド処理部４１４１は、図４６２（Ｃ）に示すように、作成したコマンド群
ＸＣを、コマンド群ＸＣが含むコマンド群ＸＡの受信順に対応させて、液晶制御ＭＰＵ４
１５０ａに送信を開始する（ステップＳ７ａ）。この場合、コマンド群ＸＣにおいて、コ
マンドＸＸが最後のコマンドとなる。
【１７７８】
　なお、コマンド処理部４１４１は、上記ステップＳ６ａ及びステップＳ７ａでは、コマ
ンド群ＸＣをすべて完成させてから、当該コマンド群ＸＣを液晶制御ＭＰＵ４１５０ａに
送信するようにしているが、コマンド群ＸＣの１つのコマンドを作成したら、すぐに、液
晶制御ＭＰＵ４１５０ａに送信ようにしてもよいし、コマンド群ＸＣの一部をある程度作
成してから、作成した分だけ液晶制御ＭＰＵ４１５０ａに送信するようにしてもよい。
【１７７９】
　また、コマンド処理部４１４１は、コマンド群ＸＣ（コマンド群ＸＢ）の作成と並行さ
せて、コマンド群ＸＡを解析し、演出補助パターンを決定する（ステップＳ８ａ）。この
演出補助パターンとは、当該変動において、各演出補助装置に対して、どのような補助演
出を、どのくらいの期間行うのか、などを示す情報であり、すなわち、演出内容やスケジ
ュール内容を示す情報である。例えば、音発生装置に対する演出補助パターンであれば、
当該変動において、どのスピーカーから、どのような音域の音を、どこからどこまでの期
間発生させるかなどを示す情報であり、ランプ作動装置に対する演出補助パターンであれ
ば、当該変動において、どのランプ（ＬＥＤ）を、どのような程度で、どこからどこまで
の期間点滅または点灯させるかなどを示す情報であり、役物作動装置に対する演出補助パ
ターンであれば、当該変動において、どの役物を、どのような程度で、どこからどこまで
の期間作動させるかなどを示す情報である。
【１７８０】
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　本実施形態では、コマンド処理部４１４１による演出補助パターンの決定は、コマンド
群ＸＣの送信開始とほぼ同時期に行う。しかしながら、本発明はこれに限られることなく
、例えば、コマンド処理部４１４１による演出補助パターンの決定を、コマンド群ＸＣの
作成より前（例えば、コマンド群ＸＡ受信時など）に行うようにしてもよいし、コマンド
群ＸＣの作成後すぐに行うようにしてもよい。
【１７８１】
　そして、演出補助制御部４１４２は、演出補助装置の作動を開始させる（ステップＳ９
ａ）。しかし、この場合、演出補助制御部４１４２は、演出補助装置に演出補助パターン
を用いて補助演出を行わせるのではなく、演出補助装置を作動可能状態にさせているだけ
である。従って、遊技者から見れば、演出補助装置は、作動しているようには見えない。
例えば、演出補助装置が音発生装置の場合には、演出補助制御部４１４２は、音発生装置
を消音状態に制御する。また、演出補助装置がランプ作動装置の場合には、演出補助制御
部４１４２は、ランプ作動装置を消灯状態に制御する。さらに、演出補助装置が役物作動
装置の場合には、演出補助制御部４１４２は、役物作動装置をスタンバイ状態に制御する
。
【１７８２】
　一方、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａ（コマンド処理部４１
４１）からコマンド群ＸＣの各コマンドが送信されてくると、順次それを受信し、受信し
た順番に、各コマンドを解析し、演出コマンドが示す演出表示パターンに対応した表示演
出をすべくＶＤＰ４１５０ｃ用のコマンドを作成する（ステップＳ１０ａ）。なお、液晶
制御ＭＰＵ４１５０ａは、コマンドを解析した結果、当該コマンドがコマンド群ＸＣ中に
含まれるダミーコマンドＤＭＣや表示演出に関係ないコマンド場合には、それらコマンド
に応じては何もしない。それらコマンドは、いわゆる、「ＮＯＰ（ＮＯ　Ｏｐｅｒｅｔｉ
ｏｎ）コマンド」に相当すると考えることができる。
【１７８３】
　そして、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、受信したコマンド群ＸＣのすべてのコマンドの
解析を終了したか否かを判断する（ステップＳ１０ａｂ）。この場合、液晶制御ＭＰＵ４
１５０ａは、受信したコマンド群ＸＣにおいて、コマンドＸＸが最後に送信されてくるコ
マンドであるので、コマンドＸＸの解析が終了した場合に、コマンド群ＸＣのすべてのコ
マンドの解析が終了したと判断する。液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、受信したコマンド群
ＸＣのすべてのコマンドの解析を終了していない場合には（ステップＳ１０ａｂ：Ｎｏ）
、ステップＳ１０ａの処理にリターンする。
【１７８４】
　一方、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａの演出補助制御部４１４２は、演出補助装置の作動を
開始後、予め定められる規定時間Ｋｔｊ経過したか否かを判断する（ステップＳ９ａｂ）
。演出補助制御部４１４２は、演出補助装置の作動を開始後、規定時間Ｋｔｊ経過してい
ない場合（ステップＳ９ａｂ：Ｎｏ）には、規定時間Ｋｔｊが経過するまで待つ。この規
定時間Ｋｔｊは、コマンド処理部４１４１がコマンド群ＸＣの送信を開始してから、液晶
制御ＭＰＵ４１５０ａがコマンド群ＸＣにおける一定数ＣＭＣのコマンドを受信してすべ
てのコマンドの解析を終了するまでの時間（以下では、コマンド送受信解析時間とも呼ぶ
）に基づいて予め決定される時間である。例えば、コマンド処理部４１４１がコマンド群
ＸＣの１つのコマンドを送信し、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが当該１つのコマンドを受信
し、解析を終了するまでの時間（１つのコマンド分の送信、受信及び解析にかかる時間）
に、一定数ＣＭＣの数を乗じた時間を規定時間Ｋｔｊとしてもよい。この場合、１つのコ
マンド分の送信、受信及び解析にかかる時間が２ｍｓで、一定数ＣＭＣが、２００であれ
ば、規定時間Ｋｔｊは、４００ｍｓとなる。１つのコマンド分の送信、受信及び解析にか
かる時間は、ほぼ一定であるので、規定時間Ｋｔｊは、一定数ＣＭＣによって定まる時間
と言える。
【１７８５】
　演出補助制御部４１４２は、演出補助装置の作動を開始後、規定時間Ｋｔｊ経過した場
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合（ステップＳ９ａｂ：Ｙｅｓ）には、演出補助装置に、演出補助パターンに基づいて、
遊技者から視認可能に補助演出を開始させる（ステップＳ１１ａ、図４６１参照）。
【１７８６】
　なお、図４６１において、主制御ＭＰＵ４１００ａの特別図柄変動開始のタイミングと
、演出補助装置の作動開始のタイミングとは、コマンド群ＸＡの送信、受信にかかる時間
分のずれており、このずれは、非常に小さなずれと考えられる。
【１７８７】
　液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、受信したコマンド群ＸＣのすべてのコマンドの解析を終
了した場合には（ステップＳ１０ａｂ：Ｙｅｓ）、すなわち、演出コマンドが示す演出表
示パターンに対応したＶＤＰ４１５０ｃ用のコマンドをすべて作成した場合には、ＶＤＰ
４１５０ｃに当該演出表示パターンに対応した表示演出を開始させる（ステップＳ１２ａ
）。この場合、図４６１に示すように、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、演出補助装置が作
動を開始してから、ほぼ規定時間Ｋｔｊ後に表示演出を開始することとなる。
【１７８８】
　一方、主制御ＭＰＵ４１００ａは、特別図柄の変動開始から、変動時間Ｔｈｊ経過した
場合（ステップＳ１３ａ：Ｙｅｓ）には、連動演出を停止させるべく、演出停止コマンド
を周辺制御ＭＰＵ４１４０ａに送信する（ステップＳ１４ａ）と共に、特別図柄の変動を
停止させる（ステップＳ１６ａ、図４６１参照）。
【１７８９】
　周辺制御ＭＰＵ４１４０ａのコマンド処理部４１４１は、演出停止コマンドを受信する
と、当該コマンドを液晶制御ＭＰＵ４１５０ａに転送する（ステップＳ１５ａ）。また、
周辺制御ＭＰＵ４１４０ａの演出補助制御部４１４２は、主制御ＭＰＵ４１００ａからの
演出停止コマンドを受信すると、演出補助装置を制御して、補助演出を停止させる（ステ
ップＳ１７ａ、図４６１参照）。
【１７９０】
　液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、演出停止コマンドを受信すると、ＶＤＰ４１５０ｃを制
御して、表示演出を停止させる（ステップＳ１８ａ、図４６１参照）。
【１７９１】
　ところで、連動演出処理において、例えば、図４６０のステップＳ６ａ（ステップＳ５
ａ）の処理で、コマンド群ＸＣにダミーコマンドＤＭＣを充足せず、そして、演出補助パ
ターンを決定後（ステップＳ８ａ）、すぐに補助演出を開始させるような処理を行う場合
がある。このようにすると、コマンド処理部４１４１が作成する演出コマンド数が少ない
時には、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａですぐに表示演出が開始でき、補助演出と表示演出と
の連動のずれが生じにくいが、コマンド処理部４１４１が作成する演出コマンド数が多い
ときには、コマンド処理部４１４１から液晶制御ＭＰＵ４１５０ａへの送受信や液晶制御
ＭＰＵ４１５０ａでのコマンド解析に時間がかかり、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａですぐに
表示演出が開始できず、補助演出と表示演出との連動にずれが生じるおそれがあった。す
なわち、コマンド処理部４１４１で作成する演出コマンド数によって、補助演出と表示演
出との間にずれが生じたり生じなかったりするおそれがあり、その結果、全体として調和
性のない遊技演出（連動演出）となるおそれがあった。
【１７９２】
　一方、本実施形態の連動演出処理では、図４６０のステップＳ６ａ（ステップＳ５ａ）
の処理で、コマンド群ＸＣにダミーコマンドＤＭＣを充足してコマンド群ＸＣのコマンド
数を一定数ＣＭＣとし、コマンド処理部４１４１から液晶制御ＭＰＵ４１５０ａへの送受
信時間及び液晶制御ＭＰＵ４１５０ａでのコマンド群ＸＣのコマンド解析時間（コマンド
送受信解析時間）をほぼ一定時間にさせている。そして、演出補助パターンを決定後（ス
テップＳ８ａ）、当該一定時間に対応した一定数ＣＭＣに基づく規定時間Ｋｔｊ経過して
から補助演出を開始するようにしている。このようにすれば、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａ
で作成する演出コマンド数が幾つであっても、図４６１に示すように、補助演出の開始タ
イミングを、表示演出の開始タイミングにほぼ合うようにすることができる。従って、表
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示演出と補助演出との間にずれが生じることを抑制することができ、調和性豊かな遊技演
出（連動演出）を提供することができ、遊技者が遊技意欲を損なうことを抑制することが
できる。
【１７９３】
　ここで、図４６１に示すように、演出コマンドが構成する演出表示パターンの演出時間
を演出時間Ｈｐｊとする。また、演出補助パターンの演出時間を演出時間Ｅｐｊとする。
これら演出時間Ｈｐｊ及び演出時間Ｅｐｊは、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａによって変動パ
ターンを示すコマンドＸ３に基づいて決定され、同じ時間となっている。そして、本実施
形態において、変動時間Ｔｈｊは、規定時間Ｋｔｊと演出時間Ｈｐｊとの和とほぼ等しく
なるように予め決定されている。このようにすれば、特別図柄の変動開始から変動時間Ｔ
ｈｊ経過後、主制御ＭＰＵ４１００ａが演出停止コマンドを送信した場合に（ステップＳ
１４ａ）、特別図柄の変動停止タイミング、表示演出の終了タイミング、及び、補助演出
の終了タイミングをほぼ一致させることが可能となる。従って、調和性の高い遊技演出（
連動演出）を提供することができ、遊技者が遊技意欲を損なうことを抑制することができ
る。
【１７９４】
　上記連動演出処理において、図４６０のステップＳ６ａ（ステップＳ５ａ）の処理で、
コマンド群ＸＣにダミーコマンドＤＭＣを充足してコマンド群ＸＣのコマンド数を一定数
ＣＭＣとし、コマンド送受信解析時間をほぼ一定時間にさせているが、本発明は、これに
限られるものではない。例えば、図４６０のステップＳ６ａ（ステップＳ５ａ）の処理で
、コマンド群ＸＣにダミーコマンドＤＭＣを充足せず、すなわち、コマンド送受信解析時
間を可変とし、すなわち、規定時間Ｋｔｊを可変としてもよい。この場合、可変な規定時
間Ｋｔｊは、コマンド群ＸＣの演出コマンドの数に基づいて決定するようにしてもよい。
このようにしても、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａで作成する演出コマンド数が幾つであって
も、図４６１に示すように、補助演出の開始タイミングを、表示演出の開始タイミングに
ほぼ合うようにすることができる。従って、表示演出と補助演出との間にずれが生じるこ
とを抑制することができ、調和性豊かな遊技演出（連動演出）を提供することができ、遊
技者が遊技意欲を損なうことを抑制することができる。
【１７９５】
　上記連動演出処理において、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、図４６０：ステップＳ１０
ａｂで、受信したコマンド群ＸＣにおいて、コマンドＸＸが最後に送信されてくるコマン
ドであるので、コマンドＸＸの解析が終了した場合に、コマンド群ＸＣのすべてのコマン
ドの解析が終了したと判断するようにしているが、本発明は、これに限られるものではな
い。例えば、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、コマンド処理部４１４１から送信され、受信
したコマンド群ＸＣのコマンドの数を数えて、その数が一定数ＣＭＣとなった場合に、コ
マンド群ＸＣのすべてのコマンドの解析が終了したと判断するようにしてもよい。このよ
うにしても、コマンド群ＸＣの解析終了のタイミングを判断することができる。
【１７９６】
　[その他の変形例]
（１）上記実施形態において、第１表示パネル１４００ａの少なくとも一部を透明状態Ｃ
ＬＲに制御して、当該透明状態ＣＬＲに制御された領域を介して、遊技者が第２表示パネ
ル１４００ｂを透視させる手法を用いた演出が多数ある（例えば、切り抜きスベリ演出、
変動中昇格演出、画面カット予告、ステップアップ予告）。この場合、第２表示パネル１
４００ｂを透視させるための第１表示パネル１４００ａの領域は、透明状態ＣＬＲに制御
された透明制御領域に限られず、透視容易に配色された透視容易領域であれば良い。透視
容易領域は、遊技者から見て、手前側の第１表示パネル１４００ａを通して奥側の第２表
示パネル１４００ｂを透視することが容易な状態に制御されていればよい（透視すること
が容易な色を表していればよい）。具体的には、第１表示パネル１４００ａの或る領域に
おいて、第１表示パネル１４００ａで制御可能な明るさ（光の透過率に相当する）がその
最大の５０％以上であれば、その領域は第２表示パネルを透視容易に配色されている、と
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いうことができる（例えば、第１表示パネル１４００ａにおいて色の明るさが０（最暗）
から２５５（最明）までの２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８以上で
あればよい）。具体的には、薄い色を表す領域を採用してもよく、より白に近い色や白（
透明状態ＣＬＲ）を表す領域を採用してもよい。なお、より効果的に奥行き感を生み出す
ためには、透視容易領域において、第２表示パネル１４００ｂの透視がより容易であるこ
とが好ましい。例えば、第１表示パネル１４００ａで制御される明るさが、最大値の８０
％以上であることが特に好ましく、最大値の９０％以上であることが最も好ましい。
【１７９７】
　なお、上記実施形態において、第１表示パネル１４００ａの少なくとも一部を黒色に配
色して、当該配色がなされた領域を介して、遊技者が第２表示パネル１４００ｂを透視困
難または透視不可能にさせる手法を用いた演出がある（例えば、第２特殊モード演出）。
この場合、第２表示パネル１４００ｂを透視不可能にさせるための第１表示パネル１４０
０ａの領域は、黒色に配色された領域に限られず、第２表示パネルを透視困難に配色され
た領域（「透視困難領域」と呼ぶ）であれば良い。透視困難領域は、遊技者から見て、手
前側の第１表示パネル１４００ａを通して奥側の第２表示パネル１４００ｂを透視するこ
とが困難な状態に制御されていればよい（透視することが困難な色を表していればよい）
。具体的には、第１表示パネル１４００ａの或る領域において、第１表示パネル１４００
ａで制御可能な明るさ（光の透過率に相当する）がその最大の５０％未満であれば、その
領域は第２表示パネル１４００ｂを透視困難に配色されている、ということができる（例
えば、第１表示パネル１４００ａにおいて色の明るさが０（最暗）から２５５（最明）ま
での２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８未満であればよい）。また、
第２表示パネル１４００ｂの透視がより困難であることが好ましいので、例えば、第１表
示パネルで制御される明るさが、最大値の２０％未満であることが特に好ましく、最大値
の１０％未満であることが最も好ましい。
【１７９８】
（２）上記実施形態では、液晶表示装置１４００は、二枚の重ねられた表示パネルを一例
として説明したが、本発明は、三枚以上の多重表示パネルにも適用可能である。かかる場
合、遊技者から見て最も奥側に位置する表示パネルを除く表示パネルを透過型で透明制御
可能な表示パネルで構成することが好ましい。
【１７９９】
（３）上記実施形態では、弾球遊技機（いわゆるパチンコ遊技機）を例に説明したが、上
述した演出表示を他の種類の遊技機に適用しても良い。他の遊技機には、回胴式遊技機（
いわゆるスロット遊技機）、業務用アミューズメント遊技機（いわゆるゲームセンター向
けの遊技機）、携帯型遊技機などの家庭用遊技機が含まれる。
【１８００】
（４）上記実施形態において、ハードウェアによって実現されていた構成の一部をソフト
ウェアに置き換えてもよく、逆に、ソフトウェアによって実現されていた構成の一部をハ
ードウェアに置き換えてもよい。
【１８０１】
　以上、実施形態、変形例に基づき本発明について説明してきたが、上記した発明の実施
形態及び変形例は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定するもの
ではない。本発明は、その趣旨並びに特許請求の範囲を逸脱することなく、変更、改良さ
れ得ると共に、本発明にはその等価物が含まれる。
【１８０２】
［種々の態様（技術思想）について］
　上述した実施形態からは、以下のような種々の態様（技術思想）を抽出することができ
る。以下の各態様は、単独で実現してもよい。また、複数の態様から選択された任意の複
数の態様を組み合わせて実現してもよい。また、或る態様の一部の構成を、他の態様に適
用してもよい。このような或る態様の一部の構成の他の態様への適用は、任意の態様の組
み合わせの間で行ってよい。また、以下の各態様は、実施形態を技術思想として表現した
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ものであるので、各態様では、実施形態で用いられている用語を上位概念化して得られる
用語が用いられている。上位概念化した用語と実施形態の要素との対応については、適宜
説明を行う。なお、上位概念化された用語の解釈は、実施形態で用いられている用語に限
定されるものではない。
【１８０３】
　上記実施形態を、画面カット予告例（例えば、図３１８～図３２９に示す演出例）を実
現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出すること
ができる。
【１８０４】
　［態様１］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選
択する演出表示パターン選択手段と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネル及び前記第２の表
示パネルの表示制御を行う表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記演出表示パターン選択手段によって、第１演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記第１の表示パネルに、第１画像を表示させる第１ステップと、前記第１ステッ
プ後、前記第１の表示パネルにおいて、前記第１画像の少なくとも一部を透明状態にさせ
ると共に、前記第２の表示パネルにおいて、前記第１の表示パネルを重ね合わせた場合に
前記第１の表示パネルにおいて前記透明状態とした領域と対応する領域に、第２画像を表
示させる第２ステップと、を実現可能な第１表示制御手段と、
　前記演出表示パターン選択手段によって、第２演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記第１ステップを行うが、前記第２ステップは実現しない第３ステップを実現可
能な第２表示制御手段と、
　を含み、前記第１表示制御手段が前記第２ステップを実現した場合に前記特典が付与さ
れる確率は、前記第２表示制御手段が前記第３ステップを実現した場合に前記特典が付与
される確率よりも高くなるように構成される、遊技機。
【１８０５】
　上記構成の遊技機によれば、前記第１表示制御手段が前記第２ステップを実現した場合
に前記特典が付与される確率は、前記第２表示制御手段が前記第３ステップを実現した場
合に前記特典が付与される確率よりも高くなっているので、第２ステップが実現された場
合には、遊技者は、わくわくどきどきしながら遊技演出を楽しむことができる。その結果
、魅力ある遊技演出を提供することができる。
【１８０６】
［態様２］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
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　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選
択する演出表示パターン選択手段と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネル及び前記第２の表
示パネルの表示制御を行う表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記第１の表示パネルに、第１画像を表示させる第１ステップと、前記第１ステップ後
、前記第１の表示パネルにおいて、前記第１画像の少なくとも一部を透明状態にさせると
共に、前記第２の表示パネルにおいて、前記第１の表示パネルを重ね合わせた場合に前記
第１の表示パネルにおいて前記透明状態とした領域と対応する領域に、第２画像を表示さ
せる第２ステップと、を実現可能な第１表示制御手段と、　前記第１ステップを行うが、
前記第２ステップは実現しない第３ステップを実現可能な第２表示制御手段と、
　を含み、
　前記抽選手段による前記抽選結果が前記所定の当たりである場合において、前記演出表
示パターンに基づく前記表示制御中に、前記第１表示制御手段に前記第１ステップ及び前
記第２ステップを実現させる第１確率は、前記抽選手段による前記抽選結果が前記所定の
当たりでない場合において、前記演出表示パターンに基づく前記表示制御中に、前記第１
表示制御手段に前記第１ステップ及び前記第２ステップを実現させる第２確率よりも高く
なるように構成される、遊技機。
【１８０７】
　上記構成の遊技機によれば、前記演出表示パターンに基づく前記表示制御中に、前記第
１表示制御手段に前記第１ステップ及び前記第２ステップを実現させる第１確率は、前記
抽選手段による前記抽選結果が前記所定の当たりでない場合において、前記演出表示パタ
ーンに基づく前記表示制御中に、前記第１表示制御手段に前記第１ステップ及び前記第２
ステップを実現させる第２確率よりも高くなっているので、前記第２ステップが実現され
た場合には、遊技者は、期待感からわくわくどきどきしながら遊技演出を楽しむことがで
きる。その結果、魅力ある遊技演出を提供することができる。
【１８０８】
［態様３］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段によって、
　前記演出表示パターン選択手段によって第１演出表示パターンが選択された場合、前記
表示手段に、前記遊技機の演出の一部を担う第１演出画像を表示させる第１表示処理が実
行された後、前記表示手段において、前記第１演出画像の一部が透明状態にされると共に
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、前記後方表示手段に、前記遊技機の演出の一部を担う第２演出画像の少なくとも一部が
表示される第２表示処理が実行され、その後、前記表示手段において、前記第１演出画像
がさらに透明状態にされると共に、前記後方表示手段に、前記第２演出画像の少なくとも
一部がさらに表示される第３表示処理が、ｎ（ｎは自然数）回実行され、
　前記演出表示パターン選択手段によって、第２演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記第１表示処理及び前記第２表示処理に続けて、前記第３表示処理が、（ｎ－１
）回実行され、
　前記遊技機において、前記第３表示処理がｎ回実行された場合に前記特典が付与される
確率は、前記第３表示処理が（ｎ－１）回実行された場合に前記特典が付与される確率よ
りも高い、遊技機。
【１８０９】
　上記構成の遊技機によれば、第３表示処理は、表示手段のみならず、後方表示手段を用
いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を創造することができ、第
３表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与することができ
る。そして、第３表示処理がｎ回実現された場合には、第３表示処理が（ｎ－１）回実現
された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に加えて特典付与の確率が高いの
で、遊技者は、第３表示処理が実現されればされるほど、進行する遊技演出にわくわくど
きどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる。従って、遊技演出のマンネリ
度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲の減退を抑制
することができる。
【１８１０】
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記表示手段に、前記遊技機の演出の一部を担う第１演出画像を表示させる第１表示処
理を実行可能な第１表示処理実行手段を備え、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、
　前記第１表示処理実行手段が前記第１表示処理を実行した後、前記表示手段において、
前記第１演出画像の一部を透明状態にさせると共に、前記後方表示手段において、遊技者
から見て前記表示手段の前記透明状態とした領域と重なる領域に、前記遊技機の演出の一
部を担う第２演出画像の少なくとも一部を表示させる第２表示処理を実行可能な第２表示
処理実行手段と、
　前記第２表示処理実行手段が前記第２表示処理を実行した後に実行させる処理であって
、前記表示手段において、前記第１演出画像から前記透明状態となった部分を除く画像の
一部をさらに透明状態にさせると共に、前記後方表示手段において、遊技者から見て前記
表示手段の新しく前記透明状態にさせた領域と重なる領域に、前記第２演出画像の少なく
とも一部を表示させる第３表示処理を、前記演出表示パターン選択手段によって、第１演
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出表示パターンが選択された場合に、ｎ（ｎは自然数）回実行可能な第１繰返表示制御手
段と、
　前記演出表示パターン選択手段によって、第２演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記第３表示処理を、（ｎ－１）回実行可能な第２繰返表示制御手段と、
　を含み、前記第１表示制御手段が前記第３表示処理をｎ回実行した場合に前記特典が付
与される確率は、前記第２表示制御手段が前記第３表示処理を（ｎ－１）回実行した場合
に前記特典が付与される確率よりも高くなるように構成される、遊技機。
【１８１１】
　上記構成の遊技機によれば、第３表示処理は、表示手段のみならず、後方表示手段を用
いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を創造することができ、第
３表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与することができ
る。そして、第３表示処理がｎ回実現された場合には、第３表示処理が（ｎ－１）回実現
された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に加えて特典付与の確率が高いの
で、遊技者は、第３表示処理が実現されればされるほど、進行する遊技演出にわくわくど
きどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる。従って、遊技演出のマンネリ
度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲の減退を抑制
することができる。
【１８１２】
　上記構成の記載の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段に表示されるべき一部が透明状態にされた前記第１演出画像を表す第１画
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像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前記第２演出画像を表す第２画像データ
とのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶された一方の画像データの出力
を保留し、前記第１画像データと前記第２画像データとの両方の受信が完了した状態にな
って初めて、前記第１画像データを前記表示手段に出力し、前記第２画像データを前記後
方表示手段に出力することによって、
　前記第２表示処理実行手段と前記第１繰返制御手段と第２繰返制御手段と、として機能
する、遊技機。
【１８１３】
［態様４］
　遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記第１の表示パネル及び前記第２の表示パネルの表示制御を行う表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記第１の表示パネル若しくは前記第２の表示パネルのうち、一方の表示パネルにおい
て、第１領域に、暗い態様から明るい態様に徐々に変化する第１グラデーション画像を表
示させる第１表示制御手段と、
　前記第１の表示パネル若しくは前記第２の表示パネルのうち、他方の表示パネルにおい
て、遊技者から見て前記一方の表示パネルの前記第１グラデーション画像と重なる第２領
域に隣接する第３領域に、暗い態様から明るい態様に徐々に変化する第２グラデーション
画像を表示させる第２表示制御手段と、を含む、遊技機。
【１８１４】
　上記構成の遊技機によれば、グラデーション画像によって、奥行き感溢れる画像表示を
行うことができ、魅力ある遊技演出を提供することができる。
【１８１５】
　上記態様４に記載の遊技機は、以下の態様を含んでいてもよい。すなわち、第１グラデ
ーション画像は、直線状であり、第１辺から第２辺へ向けて暗い態様から明るい態様に徐
々に変化し、第２グラデーション画像も、直線状であり、第３辺から第４辺へ向けて暗い
態様から明るい態様に徐々に変化するようにしてもよい。そして、前記他方の表示パネル
において、第２グラデーション画像は、その第４辺と、第２領域において前記第１グラデ
ーション画像の第２辺に対応する第５辺とが隣接するように配置されるようにしてもよい
。　言い換えれば、各表示パネルにおいて、第１グラデーション画像と第２グラデーショ
ン画像は、遊技者から見て第１グラデーション画像の第２辺と第２グラデーション画像の
第４辺とが重なって視認されるように配置されるようにしてもよい。
【１８１６】
　以上、画面カット予告例（例えば、図３１８～図３２９に示す演出例）を実現するとい
う観点から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず
、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は
、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用
してもよい。
【１８１７】
　上記実施形態を、ステップアップ予告例（例えば、図３３０～図３５９に示す演出例）
を実現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出する
ことができる。
【１８１８】
［態様１］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
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段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段によって、
　前記演出表示パターン選択手段によって第１演出表示パターンが選択された場合におい
て、前記表示手段が複数の領域区分され、前記表示手段において、前記複数の領域のそれ
ぞれに前記遊技機の演出の一部を担う演出画像が表示される演出画像表示処理が実行され
、その後、前記表示手段において、前記複数の領域の一領域が、透明状態にされると共に
、前記後方表示手段において、前記遊技機の演出の一部を担う演出画像が表示される一領
域表示処理が実行され、その後、前記表示手段において、前記複数の領域の一領域が、さ
らに透明状態にされると共に、前記後方表示手段に、前記遊技機の演出の一部を担う演出
画像がさらに表示される新領域表示処理が、ｎ（ｎは自然数）回実行され、
　前記演出表示パターン選択手段によって第２演出表示パターンが選択された場合におい
て、前記演出画像表示処理及び前記一領域表示処理に続いて、前記新領域表示処理が、（
ｎ－１）回実行され、
　前記遊技機において、前記新領域表示処理がｎ回実行された場合に前記特典が付与され
る確率は、前記新領域表示処理が（ｎ－１）回実行された場合に前記特典が付与される確
率よりも高い、遊技機。
【１８１９】
　上記構成の遊技機によれば、一領域表示処理または新領域表示処理は、表示手段のみな
らず、後方表示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を
創造することができ、これら表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興
趣性を付与することができる。そして、新領域表示処理がｎ回実現された場合には、新領
域表示処理が（ｎ－１）回実現された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に
加えて特典付与の確率が高いので、遊技者は、新領域表示処理が実現されればされるほど
、進行する遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができ
る。従って、遊技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ
、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することができる。
【１８２０】
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
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　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記表示手段を、複数の領域に区分し、前記複数の領域のそれぞれに前記遊技機の演出
の一部を担う演出画像を表示させることが可能な演出画像表示制御手段を備え、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、
　前記演出画像表示制御手段が前記演出画像の表示を実行した後、前記表示手段において
、前記複数の領域のうち、前記第１領域を透明状態にさせると共に、前記後方表示手段に
おいて、遊技者から見て前記表示手段における前記透明状態とした前記第１領域と重なる
領域に、前記遊技機の演出の一部を担う演出画像を表示させる第１領域表示処理を実行可
能な第１領域表示制御手段と、
　前記第１領域表示制御手段が前記第１領域表示処理を実行した後に行う処理であって、
前記表示手段において、前記複数の領域のうち、前記透明状態となった領域を除く領域の
少なくとも一領域を、さらに透明状態にさせると共に、前記後方表示手段において、遊技
者から見て前記表示手段の新しく前記透明状態にさせた前記一領域と重なる領域に、前記
遊技機の演出の一部を担う演出画像を表示させる新領域表示処理を実行可能な新領域表示
制御手段と、
　前記演出表示パターン選択手段によって、第１演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記新領域表示処理を、ｎ（ｎは自然数）回実現可能な第１繰返表示制御手段と、
　前記演出表示パターン選択手段によって、第２演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記新領域表示処理を、（ｎ－１）回実現可能な第２繰返表示制御手段と、
　を含み、前記第１表示制御手段が前記新領域表示処理をｎ回実現した場合に前記特典が
付与される確率は、前記第２表示制御手段が前記新領域表示処理を（ｎ－１）回実現した
場合に前記特典が付与される確率よりも高くなるように構成される、遊技機。
【１８２１】
　上記構成の遊技機によれば、第１領域表示処理または新領域表示処理は、表示手段のみ
ならず、後方表示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感
を創造することができ、これら表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な
興趣性を付与することができる。そして、新領域表示処理がｎ回実現された場合には、新
領域表示処理が（ｎ－１）回実現された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点
に加えて特典付与の確率が高いので、遊技者は、新領域表示処理が実現されればされるほ
ど、進行する遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことがで
きる。従って、遊技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することがで
き、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することができる。
【１８２２】
　上記構成の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
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段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段における前記複数の領域のうちの透明状態にされていない領域に表示され
るべき演出画像を表す第１画像データと、前記後方表示手段における前記表示手段の透明
状態にされた領域と重なる領域に表示されるべき演出画像を表す第２画像データとのうち
の一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶された一方の画像データの出力を保留し
、前記第１画像データと前記第２画像データとの両方の受信が完了した状態になって初め
て、前記第１画像データを前記表示手段に出力し、前記第２画像データを前記後方表示手
段に出力することによって、
　前記第１領域表示制御手段及び前記新領域表示制御手段として機能する、遊技機。
【１８２３】
［態様２］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　遊技者によって入力される入力情報を受け付け可能な入力情報受付手段と、
　前記入力情報受付手段に受け付けられた前記入力情報が所定条件を満たしているか否か
を判断する入力情報判断手段と、
　を備え、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段によって、
　前記演出表示パターン選択手段によって第２演出表示パターンが選択された場合におい
て、前記表示手段が複数の領域に区分され、前記複数の領域のそれぞれに前記遊技機の演
出の一部を担う演出画像が表示される領域区分表示処理が実行され、その後、前記表示手
段において、前記複数の領域のうちの一領域が透明状態にされると共に、前記第後方表示
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手段において、前記遊技機の演出の一部を担う演出画像を表示される一領域表示処理が実
行され、その後、前記表示手段において、前記複数の領域の一領域が、さらに透明状態に
されると共に、前記後方表示手段において、前記遊技機の演出の一部を担う演出画像が表
示される新領域表示処理が、前記入力情報判断手段によって前記入力情報が前記所定条件
を満たしていると判断されていることを条件として、ｎ（ｎは自然数）回実行され、
　前記演出表示パターン選択手段によって第２演出表示パターンが選択された場合におい
て、前記領域区分表示処理及び前記一領域表示処理に続いて、前記入力情報判断手段によ
って前記入力情報が前記所定条件を満たしていると判断されていることを条件として、前
記新領域表示処理が、（ｎ－１）回実行され、
　前記遊技機において、前記新領域表示処理がｎ回実行された場合に前記特典が付与され
る確率は、前記新領域表示処理が（ｎ－１）回実行された場合に前記特典が付与される確
率よりも高い、遊技機。
【１８２４】
　上記構成の遊技機によれば、一領域表示処理または新領域表示処理は、表示手段のみな
らず、後方表示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を
創造することができ、これら表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興
趣性を付与することができる。そして、新領域表示処理がｎ回実現された場合には、新領
域表示処理が（ｎ－１）回実現された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に
加えて特典付与の確率が高いので、遊技者は、新領域表示処理が実現されればされるほど
、進行する遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができ
る。また、新領域表示処理は、入力情報が所定条件が満たされていることを条件として実
現されることとしており、言い換えれば、新領域表示処理は、入力情報が所定条件を満た
していない場合には実現されないので、遊技者の遊技参加意欲を向上させることができる
。以上より、遊技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ
、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することができる。
【１８２５】
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　遊技者によって入力される入力情報を受け付け可能な入力情報受付手段と、
　前記入力情報受付手段に受け付けられた前記入力情報が所定条件を満たしているか否か
を判断する入力情報判断手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記表示手段を、複数の領域に区分し、前記複数の領域のそれぞれに前記遊技機の演出
の一部を担う演出画像を表示させる領域区分表示処理を実行可能な領域区分表示制御手段
を備えており、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、
　前記領域区分表示制御手段が前記領域区分表示処理を実行した後、前記表示手段におい
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て、前記複数の領域のうち、第１領域を透明状態にさせると共に、前記第後方表示手段に
おいて、遊技者から見て前記表示手段の前記透明状態とした前記第１領域と重なる領域に
、前記遊技機の演出の一部を担う演出画像を表示させる第１領域表示処理を実行可能な第
１領域表示制御手段と、
　前記第１領域表示制御手段が前記第１領域表示処理を実行した後、前記表示手段におい
て、前記複数の領域のうち、前記透明状態となった領域を除く領域の少なくとも一領域を
、さらに透明状態にさせると共に、前記後方表示手段において、遊技者から見て前記表示
手段の新しく前記透明状態にさせた前記一領域と重なる領域に、前記遊技機の演出の一部
を担う演出画像を表示させる新領域表示処理を、前記演出表示パターン選択手段によって
、第１演出表示パターンが選択され、前記入力情報判断手段によって前記入力情報が前記
所定条件を満たしていると判断されていることを条件として、ｎ（ｎは自然数）回実現可
能な第１繰返表示制御手段と、
　前記演出表示パターン選択手段によって、第２演出表示パターンが選択され、前記入力
情報判断手段によって前記入力情報が前記所定条件を満たしていると判断されていること
を条件として、前記新領域表示処理を、（ｎ－１）回実現可能な第２繰返表示制御手段と
、
　を含み、前記第１表示制御手段が前記新領域表示処理をｎ回実現した場合に前記特典が
付与される確率は、前記第２表示制御手段が前記新領域表示処理を（ｎ－１）回実現した
場合に前記特典が付与される確率よりも高くなるように構成される、遊技機。
【１８２６】
　上記構成の遊技機によれば、第１領域表示処理または新領域表示処理は、表示手段のみ
ならず、後方表示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感
を創造することができ、これら表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な
興趣性を付与することができる。そして、新領域表示処理がｎ回実現された場合には、新
領域表示処理が（ｎ－１）回実現された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点
に加えて特典付与の確率が高いので、遊技者は、新領域表示処理が実現されればされるほ
ど、進行する遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことがで
きる。また、第１繰返表示制御手段または第２繰返表示制御手段は、新領域表示処理を、
入力情報が所定条件を満たしていることを条件として実現することとしており、言い換え
れば、新領域表示処理は、入力情報が所定条件を満たしていない場合には実現されないの
で、遊技者の遊技参加意欲を向上させることができる。以上より、遊技演出のマンネリ度
合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲の減退を抑制す
ることができる。
【１８２７】
　上記構成の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
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　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段における前記複数の領域のうちの透明状態にされていない領域に表示され
るべき演出画像を表す第１画像データと、前記後方表示手段における前記表示手段の透明
状態にされた領域と重なる領域に表示されるべき演出画像を表す第２画像データとのうち
の一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶された一方の画像データの出力を保留し
、前記第１画像データと前記第２画像データとの両方の受信が完了した状態になって初め
て、前記第１画像データを前記表示手段に出力し、前記第２画像データを前記後方表示手
段に出力することによって、
　前記第１領域表示制御手段と前記第１繰返制御手段と前記第２繰返制御手段ととして機
能する、遊技機。
【１８２８】
　以上、ステップアップ予告例（例えば、図３３０～図３５９に示す演出例）を実現する
という観点から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限
らず、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構
成は、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に
適用してもよい。
【１８２９】
　上記実施形態を、リーチ選択演出例（例えば、図３６０～図３７３に示す演出例）を実
現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出すること
ができる。
【１８３０】
［態様１］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
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　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記演出表示パターン選択手段によって特定の演出表示パターンが選択された場合に、
前記表示制御手段によって、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する
第１リーチ演出示唆画像が前記表示手段に表示され、前記第１リーチ演出示唆画像が表示
された領域が透明領域に変更され、前記第１リーチ演出が実行された場合よりも前記特典
が付与される確率が高い第２リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第２
リーチ演出示唆画像が前記後方表示手段に表示され、前記第２リーチ演出が行われる、遊
技機。
【１８３１】
　上記構成の遊技機によれば、第２リーチ演出の実行に至る過程において、表示手段のみ
ならず後方表示手段も用いられるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を生み出
すことができ、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与することができる。そして、上記第
２リーチ演出が実行される場合には、視覚的な興趣性が付与される点に加えて、第１リー
チ演出が実行される場合と比較して特典付与の確率が高いので、遊技者は、進行する遊技
演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる。従って、遊
技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技
意欲の減退を抑制することができる。
【１８３２】
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって第１演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記表示手段において、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆す
る第１リーチ演出示唆画像を表示させ、前記第１リーチ演出示唆画像の表示の後に前記第
１リーチ演出を行う第１リーチ演出実行処理を実現可能な第１リーチ演出実行手段と、
　　前記演出表示パターン選択手段によって第２演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記表示手段において、前記第１リーチ演出示唆画像を表示させる第１リーチ演出
示唆画像表示手段とを有し、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって第２演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記第１リーチ演出示唆画像表示手段による第１リーチ演出示唆画像の表示の後に
、前記表示手段において、前記第１リーチ演出示唆画像が表示された領域を段階的に透明
領域に変更させて前記透明領域を所定面積以上に拡大させると共に、前記後方表示手段に
おいて、遊技者から見て前記表示手段の前記透明領域と重なる領域に、前記第１リーチ演
出とは異なる第２リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第２リーチ演出
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示唆画像を表示させ、前記第２リーチ演出示唆画像の表示の後に前記第２リーチ演出を行
う第２リーチ演出実行処理を実現可能な第２リーチ演出実行手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記第２リーチ演出実行手段によって前記第２リーチ演出が実行
された場合に前記特典が付与される確率が、前記第１リーチ演出実行手段によって前記第
１リーチ演出が実行された場合に前記特典が付与される確率よりも高くなるように構成さ
れる、遊技機。
【１８３３】
　上記構成の遊技機によれば、上記第２リーチ演出実行処理は、表示手段のみならず、後
方表示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を創造する
ことができ、第２リーチ演出が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興趣性を付
与することができる。そして、上記第２リーチ演出実行処理が実現された場合には、第１
リーチ演出実行処理が実現された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に加え
て、特典付与の確率が高いので、遊技者は、第２リーチが実現された場合には、進行する
遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる。従って
、遊技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の
遊技意欲の減退を抑制することができる。
【１８３４】
　上記構成の遊技機であって、表示手段における前記第１リーチ演出示唆画像が、複数の
領域に区分され、それぞれに所定のリーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆す
るリーチ演出示唆画像を表示してもよい。この場合、前記第１リーチ演出は、複数のリー
チ演出を含んでいることになる。前記第１リーチ演出示唆画像を透明領域にする場合、前
記複数のリーチ演出のうち、前記特典が付与される確率が最も低いリーチ演出が示される
領域の画像から透明領域とするようにしてもよい。
【１８３５】
　上記構成の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
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データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段に表示されるべき前記第１リーチ演出示唆画像と前記透明領域とを表す第
１画像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前記第２リーチ演出示唆画像を表す
第２画像データとのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶された一方の画
像データの出力を保留し、前記第１画像データと前記第２画像データとの両方の受信が完
了した状態になって初めて、前記第１画像データを前記表示手段に出力し、前記第２画像
データを前記後方表示手段に出力することによって、
　前記第２リーチ演出実行手段として機能する、遊技機。
【１８３６】
［態様２］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　　前記演出表示パターン選択手段によって特定の演出表示パターンが選択された場合に
は、前記表示制御手段によって、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆
する第１リーチ演出示唆画像と、前記第１リーチ演出が実行された場合よりも前記特典が
付与される確率が高い第２リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第２リ
ーチ演出示唆画像とが前記表示手段に表示され、前記第１リーチ演出示唆画像が表示され
た領域が透明領域に変更され、前記第２リーチ演出が実行された場合よりも前記特典が付
与される確率が高い第３リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第３リー
チ演出示唆画像が前記後方表示手段に表示され、前記第２リーチ演出が行われ、
　　前記演出表示パターン選択手段によって別の特定の演出表示パターンが選択された場
合には、前記表示制御手段によって、前記第１リーチ演出示唆画像と前記第２リーチ演出
示唆画像とが前記表示手段に表示され、前記第１リーチ演出示唆画像が表示された領域と
前記第２リーチ演出示唆画像が表示された領域とが透明領域に変更され、前記第３リーチ
演出示唆画像が前記後方表示手段に表示され、前記第３リーチ演出が行われる、遊技機。
【１８３７】
　上記構成の遊技機によれば、第２リーチ演出や第３リーチ演出の実行に至る過程におい
て、表示手段のみならず後方表示手段も用いられるので、１つの表示手段では実現できな
い奥行感を生み出すことができ、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与することができる
。そして、第２リーチ演出や第３リーチ演出が実行される場合には、視覚的な興趣性が付
与される点に加えて、第１リーチ演出が実現された場合と比較して特典付与の確率が高い
ので、遊技者は、進行する遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽
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しむことができる。従って、遊技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供
することができ、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することができる。
【１８３８】
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって第１演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記表示手段において、表示領域を複数の領域に区分すると共に、前記複数の領域
のうちの第１領域に、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第１リ
ーチ演出示唆画像を表示させ、前記複数の領域のうちの第２領域に、前記第１リーチ演出
とは異なる第２リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第２リーチ演出示
唆画像を表示させる示唆画像表示手段と、
　　前記演出表示パターン選択手段によって第１演出表示パターンが選択された場合にお
いて、前記示唆画像表示手段による前記第１リーチ演出示唆画像と前記第２リーチ演出示
唆画像との表示の後に前記第１リーチ演出を行う第１リーチ演出実行処理を実現可能な第
１リーチ演出実行手段と、
　を有し、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記示唆画像表示手段は、前記演出表示パターン選択手段によって、第２演出表示パタ
ーンが選択された場合においても、前記第１リーチ演出示唆画像と前記第２リーチ演出示
唆画像との表示を実行し、
　前記表示制御手段は、
　前記演出表示パターン選択手段によって前記第２演出表示パターンが選択された場合に
おいて、前記示唆画像表示手段による前記第１リーチ演出示唆画像と前記第２リーチ演出
示唆画像との表示の後に、前記表示手段において前記第１リーチ演出示唆画像が表示され
た前記第１領域を透明領域に変更させると共に、前記後方表示手段において、遊技者から
見て前記表示手段の前記透明領域と重なる領域に、前記第１リーチ演出及び前記第２リー
チ演出とのいずれとも異なる第３リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する
第３リーチ演出示唆画像を表示させ、前記第３リーチ演出示唆画像を表示させたにも拘わ
らずに前記第３リーチ演出示唆画像の表示の後に前記第２リーチ演出を行う第２リーチ演
出実行処理を実現可能な第２リーチ演出実行手段を有し、
　前記示唆画像表示手段は、前記演出表示パターン選択手段によって第３演出表示パター
ンが選択された場合においても、前記第１リーチ演出示唆画像と前記第２リーチ演出示唆
画像との表示を実行し、
　前記表示制御手段は、
　前記演出表示パターン選択手段によって前記第３演出表示パターンが選択された場合に
おいて、前記示唆画像表示手段による前記第１リーチ演出示唆画像と前記第２リーチ演出
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示唆画像との表示の後に、前記表示手段において前記第１リーチ演出示唆画像が表示され
た前記第１領域及び前記第２リーチ演出示唆画像が表示された前記第２領域を透明領域に
変更させると共に、前記後方表示手段において、遊技者から見て前記表示手段の前記透明
領域と重なる領域に前記第３リーチ演出示唆画像を表示させ、前記第３リーチ演出示唆画
像の表示の後に前記第３リーチ演出を行う第３リーチ演出実行処理を実現可能な第３リー
チ演出手段を有し、
　前記表示制御手段は、前記第２リーチ演出実行手段によって前記第２リーチ演出が実行
された場合に前記特典が付与される第２確率が、前記第１リーチ演出実行手段によって前
記第１リーチ演出が実行された場合に前記特典が付与される第１確率よりも高く、かつ、
前記第３リーチ演出実行手段によって前記第３リーチ演出が実行された場合に前記特典が
付与される第３確率が、前記第２リーチ演出実行手段によって前記第２リーチ演出が実行
された場合に前記特典が付与される第２確率よりも高くなるように構成される、遊技機。
【１８３９】
　上記構成の遊技機によれば、第２リーチ演出実行処理または第３リーチ演出実行処理は
、表示手段のみならず、後方表示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現
できない奥行感を創造することができ、第２リーチ演出が実現された場合には、遊技者に
対して視覚的な興趣性を付与することができる。そして、第２リーチ演出実行処理または
第３リーチ演出実行処理が実現された場合には、第１リーチ演出実行処理が実現された場
合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に加えて、特典付与の確率が高いので、遊
技者は、第２リーチ演出実行処理または第３リーチ演出実行処理が実現された場合には、
進行する遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる
。従って、遊技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、
遊技者の遊技意欲の減退を抑制することができる。
【１８４０】
　上記構成の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
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データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段に表示されるべき前記第２リーチ演出示唆画像と前記透明領域とを表す第
１画像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前記第３リーチ演出示唆画像を表す
第２画像データとのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶された一方の画
像データの出力を保留し、前記第１画像データと前記第２画像データとの両方の受信が完
了した状態になって初めて、前記第１画像データを前記表示手段に出力し、前記第２画像
データを前記後方表示手段に出力することによって、
　前記第２リーチ演出実行手段として機能し、さらに、
　　前記表示手段と前記後方表示手段とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第３
画像データと第４画像データであって、前記表示手段における透明領域である第１領域及
び第２領域を表す第３画像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前記第３リーチ
演出示唆画像を表す第４画像データとのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前記
記憶された一方の画像データの出力を保留し、前記第３画像データと前記第４画像データ
との両方の受信が完了した状態になって初めて、前記第３画像データを前記表示手段に出
力し、前記第４画像データを前記後方表示手段に出力することによって、
　前記第３リーチ演出実行手段として機能する、遊技機。
【１８４１】
［態様３］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　遊技者によって入力される入力情報を受け付け可能な入力情報受付手段と、
　前記入力情報受付手段に受け付けられた前記入力情報が所定条件を満たしているか否か
を判断する入力情報判断手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記演出表示パターン選択手段によって特定の演出表示パターンが選択された場合には
、前記表示制御手段によって、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆す
る第１リーチ演出示唆画像が前記表示手段に表示され、前記第１リーチ演出示唆画像の表
示の後、前記入力情報判断手段によって前記所定条件が満たされていると判断された場合
に、前記表示制御手段によって、前記第１リーチ演出示唆画像が表示された領域が段階的
に透明領域に変更され、前記第１リーチ演出よりも前記特典が付与される確率が高い第２
リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第２リーチ演出示唆画像が前記後
方表示手段に表示され、前記第２リーチ演出が行われる、
　遊技機。
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【１８４２】
　上記構成の遊技機によれば、第２リーチ演出の実行に至る過程において、表示手段のみ
ならず後方表示手段を用いられるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を生み出
すことができ、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与することができる。そして、第２リ
ーチ演出が実現される場合には、視覚的な興趣性が付与される点に加えて、第１リーチ演
出が実現された場合と比較して特典付与の確率が高いので、遊技者は、進行する遊技演出
にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる。また、第２リー
チ演出は、入力情報が所定条件を満たしていることを条件として実現されるので、遊技者
の遊技参加意欲を向上させることができる。以上より、遊技演出のマンネリ度合いが低く
興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することがで
きる。
【１８４３】
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　遊技者によって入力される入力情報を受け付け可能な入力情報受付手段と、
　前記入力情報受付手段に受け付けられた前記入力情報が所定条件を満たしているか否か
を判断する入力情報判断手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって第１演出表示パターンが選択された場合に、
前記表示手段に、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第１リーチ
演出示唆画像を表示させる第１リーチ演出示唆画像表示手段と、
　　前記第１リーチ演出示唆画像表示手段による前記第１リーチ演出示唆画像の表示の後
、前記入力情報判断手段が前記所定条件を満たしていないと判断した場合に、前記表示手
段において、前記第１リーチ演出を行う第１リーチ演出実行処理を実現可能な第１リーチ
演出実行手段と、
　を有し、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１リーチ演出示唆画像表示手段による前記第１リーチ演出示唆画像の表示の後
、前記入力情報判断手段が前記所定条件を満たしていると判断した場合に、前記表示手段
において、前記第１リーチ演出示唆画像が表示された領域を段階的に透明領域に変更させ
て前記透明領域を第１面積以上に拡大させると共に、前記後方表示手段において、遊技者
から見て前記表示手段の前記透明領域と重なる領域に、前記第１リーチ演出よりも前記特
典が付与される確率が高い第２リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第
２リーチ演出示唆画像を表示させ、前記第２リーチ演出示唆画像の表示の後、前記第２リ
ーチ演出を行う第２リーチ演出実行処理を実現可能な第２リーチ演出実行手段を有する、
　遊技機。
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【１８４４】
　上記構成の遊技機によれば、第２リーチ演出実行処理は、表示手段のみならず、後方表
示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を創造すること
ができ、第２リーチ演出実行処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興趣性
を付与することができる。そして、第２リーチ演出実行処理が実現された場合には、第１
リーチ演出実行処理が実現された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に加え
て、特典付与の確率が高いので、遊技者は、第２リーチ演出実行処理が実現されることで
、進行する遊技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができ
る。また、第２リーチ演出実行手段は、第２リーチ演出実行処理を、入力情報が所定条件
を満たしていることを条件として実現することとしており、言い換えれば、第２リーチ演
出実行処理は、入力情報が所定条件を満たしていない場合には実現されないので、遊技者
の遊技参加意欲を向上させることができる。以上より、遊技演出のマンネリ度合いが低く
興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することがで
きる。
【１８４５】
　上記構成の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段に表示されるべき前記第１リーチ演出示唆画像と前記透明領域とを表す第
１画像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前記第２リーチ演出示唆画像を表す
第２画像データとのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶された一方の画
像データの出力を保留し、前記第１画像データと前記第２画像データとの両方の受信が完
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了した状態になって初めて、前記第１画像データを前記表示手段に出力し、前記第２画像
データを前記後方表示手段に出力することによって、
　前記第２リーチ演出実行手段として機能する、遊技機。
【１８４６】
［態様４］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　遊技者によって入力される入力情報を受け付け可能な入力情報受付手段と、
　前記入力情報受付手段に受け付けられた前記入力情報が所定条件を満たしているか否か
を判断する入力情報判断手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記演出表示パターン選択手段によって特定の演出表示パターンが選択された場合には
、前記表示制御手段によって、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆す
る第１リーチ演出示唆画像が前記表示手段に表示され、前記第１リーチ演出示唆画像の表
示の後、前記入力情報判断手段によって前記所定条件が満たされていると判断された場合
に、前記表示制御手段によって、前記第１リーチ演出示唆画像が表示された領域が段階的
に透明領域に変更され、前記第１リーチ演出よりも前記特典が付与される確率が高い第２
リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第２リーチ演出示唆画像が前記後
方表示手段に表示され、前記第２リーチ演出が行われ、
　前記遊技機では、前記表示制御手段による前記第２リーチ演出が実行されるよりも先に
、前記入力情報の入力が前記第２リーチ演出の実行に結びつき得る旨が前記遊技者に対し
て報知されて前記入力情報の入力が前記遊技者に促進される、
　遊技機。
【１８４７】
　上記構成の遊技機によれば、第２リーチ演出の実行に至る過程において、表示手段のみ
ならず後方表示手段が用いられるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を生み出
すことができ、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与することができる。そして、第２リ
ーチ演出が実行される場合には、視覚的な興趣性が付与される点に加えて、第１リーチ演
出が実現された場合と比較して特典付与の確率が高いので、遊技者は、進行する遊技演出
にわくわくどきどきしながら大きな期待感を持って楽しむことができる。また、入力情報
の入力が第２リーチ演出の実行に結びつき得る旨が遊技者に対して報知されて、入力情報
の入力が遊技者に促進される。このようにすれば、遊技者は、第１リーチ演出よりも特典
付与の確率が高い第２リーチ演出への実現へ向けて、入力情報の入力を積極的に行うよう
になり、遊技者が遊技に参加することを促進することができる。以上より、遊技演出のマ
ンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲の減退
を抑制することができる。
【１８４８】
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　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　遊技者によって入力される入力情報を受け付け可能な入力情報受付手段と、
　前記入力情報受付手段に受け付けられた前記入力情報が所定条件を満たしているか否か
を判断する入力情報判断手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって第１演出表示パターンが選択された場合に、
前記表示手段に、第１リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する第１リーチ
演出示唆画像を表示させる第１リーチ演出示唆画像表示手段と、
　　前記第１リーチ演出示唆画像表示手段による前記第１リーチ演出示唆画像の表示の後
、前記入力情報判断手段が前記所定条件を満たしていないと判断した場合に、前記表示手
段において、前記第１リーチ演出を行う第１リーチ演出実行処理を実現可能な第１リーチ
演出実行手段と、
　を有し、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１リーチ演出示唆画像表示手段による前記第１リーチ演出示唆画像の表示の後
、前記入力情報判断手段が前記所定条件を満たしていると判断した場合に、前記表示手段
において、前記第１リーチ演出示唆画像が表示された領域を段階的に透明領域に変更させ
て、前記透明領域を第１面積以上に拡大させると共に、前記後方表示手段において、遊技
者から見て前記表示手段の前記透明領域と重なる領域に、前記第１リーチ演出よりも前記
特典が付与される確率が高い第２リーチ演出が今後行われる可能性があることを示唆する
第２リーチ演出示唆画像を表示させ、前記第２リーチ演出示唆画像の表示の後、前記第２
リーチ演出を行う第２リーチ演出実行処理を実現可能な第２リーチ演出実行手段と、
　　前記第２リーチ演出実行手段によって前記第２リーチ演出が実行されるよりも先に、
前記入力情報の入力が前記第２リーチ演出の実行に結びつき得る旨を前記遊技者に対して
報知して前記入力情報の入力を前記遊技者に促進する入力促進手段と、
　を有する、遊技機。
【１８４９】
　上記構成の遊技機によれば、第２リーチ演出実行処理は、表示手段のみならず、後方表
示手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を創造すること
ができ、第２リーチ演出実行処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興趣性
を付与することができる。そして、第２リーチ演出実行処理が実現された場合には、第１
リーチ演出が実現された場合と比較して、視覚的な興趣性が付与される点に加えて、特典
付与の確率が高いので、遊技者は、第２リーチ演出実行処理が実現されれば、進行する遊
技演出にわくわくどきどきしながら大きな期待感を持って楽しむことができる。また、入
力促進手段により、入力情報の入力が第２リーチ演出の実行に結びつき得る旨を遊技者に
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対して報知して、入力情報の入力を遊技者に促進するようにしている。このようにすれば
、遊技者は、第１リーチ演出よりも確率が高い第２リーチ演出への実現へ向けて、入力情
報の入力を積極的に行うようになり、遊技者が遊技に参加することを促進することができ
る。以上より、遊技演出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することがで
き、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することができる。
【１８５０】
　上記構成の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段に表示されるべき前記第１リーチ演出示唆画像と前記透明領域とを表す第
１画像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前記第２リーチ演出示唆画像を表す
第２画像データとのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶された一方の画
像データの出力を保留し、前記第１画像データと前記第２画像データとの両方の受信が完
了した状態になって初めて、前記第１画像データを前記表示手段に出力し、前記第２画像
データを前記後方表示手段に出力することによって、
　前記第２リーチ演出実行手段として機能する、遊技機。
【１８５１】
　以上、リーチ選択演出例（例えば、図３６０～図３７３に示す演出例）を実現するとい
う観点から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず
、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は
、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用
してもよい。
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【１８５２】
　上記実施形態を、両面リーチ演出例（例えば、図３９１～図４０１に示す演出例）を実
現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出すること
ができる。
【１８５３】
［態様１］
　複数の図柄を組み合わせて大当たりを示す大当たり図柄組合せを停止表示させることに
より遊技者に大当たり遊技を付与可能な遊技機であって、
　透過型のパネル画像の第１の表示パネルと、遊技者から見て、前記第１の表示パネルの
後方に前記第１の表示パネルと重なり合うように配置される第２の表示パネルと、を有す
る表示手段と、
　（１）前記第１の表示パネル若しくは前記第２の表示パネルのうち、一方の表示パネル
に、停止状態の図柄と変動中の図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表す第１リーチ表
示態様を表示させ、前記一方の表示パネルとは異なる他方の表示パネルに、停止状態の図
柄と変動中の図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表す第２リーチ表示態様を表示させ
る第１ステップと、（２）前記第１ステップ後、前記一方の表示パネルにおいて、前記第
１リーチ表示態様の前記変動中の図柄を停止表示させて、前記大当たり図柄組合せではな
い外れ図柄組合せを表示させる第２ステップと、（３）前記第２ステップ後、前記一方の
表示パネルにおいて、前記外れ図柄組合せを表示しつつ、前記他方の表示パネルにおいて
、前記第２リーチ表示態様を表示させる第３ステップと、（４）前記第３ステップ後、前
記一方の表示パネルにおいて、前記外れ図柄組合せを表示しつつ、前記他方の表示パネル
において、前記第２リーチ表示態様の前記変動中の図柄を停止表示させる第４ステップと
、を実行可能な表示制御手段と、
　を備える、遊技機。
【１８５４】
　このようにすれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、奥行き感溢れる態
様で、遊技者の興味を惹き付ける新たな図柄の変動表示演出を実現することができる。
【１８５５】
［態様２］
　複数の図柄を組み合わせて大当たりを示す大当たり図柄組合せを停止表示させることに
より遊技者に大当たり遊技を付与可能な遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て、前記第１の表示パネルの後方に前記第
１の表示パネルと重なり合うように配置される第２の表示パネルと、を有する表示手段と
、
　前記第１の表示パネル若しくは前記第２の表示パネルのうち、一方の表示パネルに、停
止状態の図柄と変動中の図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表す第１リーチ表示態様
を表示させ、前記一方の表示パネルとは異なる他方の表示パネルに、停止状態の図柄と変
動中の図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表す第２リーチ表示態様を表示させること
によってダブルリーチ状態を形成可能な表示制御手段であって、前記ダブルリーチ状態の
形成時において、前記第１リーチ表示態様における前記停止状態の図柄若しくは前記変動
中の図柄、または、前記第２リーチ表示態様における停止状態の図柄若しくは変動中の図
柄のうち、一部の図柄を、当該図柄である前記停止状態若しくは前記変動中の図柄の全体
を表示した後に、当該図柄がリーチ表示態様を形成していることが識別可能な程度に当該
図柄の一部をカットして表示させる表示制御手段と、
　を備える、遊技機。
【１８５６】
　このようにすれば、第１リーチ表示態様の表示領域若しくは第２リーチ表示態様の表示
領域をコンパクトにすることが可能となり、第１の表示パネルまたは第２の表示パネルに
おいて様々な遊技演出を行う表示スペースを確保することが可能となる。
【１８５７】
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　なお、「当該図柄がリーチ表示態様を形成していることが識別可能な程度」とは、当該
図柄が図柄全体の面積の２割以上を有している状態であればよいと解する。なぜなら、当
該図柄が図柄全体の面積の２割以上を有していれば、当該図柄の輪郭、及び、リーチ表示
態様を形成する他の図柄から、おおよそ当該図柄の全体像を想像することができると解さ
れ、その結果、当該図柄を含むリーチ表示態様を識別可能であると解されるからである。
従って、当該図柄が図柄全体の面積の８割以上を有している状態はもとより、当該図柄が
図柄全体の面積の５割（半分）以上を有している状態であれば、当然に「当該図柄がリー
チ表示態様を形成していることが識別可能な程度」に含まれる。
【１８５８】
［態様３］
　複数の図柄を組み合わせて大当たりを示す大当たり図柄組合せを停止表示させることに
より遊技者に大当たり遊技を付与可能な遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て、前記第１の表示パネルの後方に前記第
１の表示パネルと重なり合うように配置される第２の表示パネルと、を有する表示手段と
、
　表示制御手段であって、
　（１）前記第１の表示パネル若しくは前記第２の表示パネルのうち、一方の表示パネル
に、停止状態の図柄と変動中の図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表す第１リーチ表
示態様を表示させ、前記一方の表示パネルとは異なる他方の表示パネルに、停止状態の図
柄と変動中の図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表す第２リーチ表示態様を表示させ
る第１ステップと、（２）前記第１ステップ後、前記他方の表示パネルにおいて、前記第
２リーチ表示態様を表示させつつ、前記一方の表示パネルにおいて、前記第１リーチ表示
態様の前記変動中の図柄を停止表示させて、前記大当たり図柄組合せではない外れ図柄組
合せを表示させる第２ステップと、を実現可能であり、前記第２ステップにおいて、前記
他方の表示パネルに表示された前記第２リーチ表示態様における前記停止状態の図柄若し
くは前記変動中の図柄、または、前記一方の表示パネルに表示された前記外れ図柄組合せ
における停止状態の図柄のうち、一部の図柄を、当該図柄である前記停止状態若しくは前
記変動中の図柄の全体を表示した後に、当該図柄が前記第２リーチ表示態様若しくは前記
外れ図柄組合せを形成していることが識別可能な程度に当該図柄の一部をカットして表示
させる表示制御手段と、
　を備える、遊技機。
【１８５９】
　このようにすれば、第２リーチ表示態様の表示領域若しくは外れ図柄組合せの表示領域
をコンパクトにすることが可能となり、第１の表示パネルまたは第２の表示パネルにおい
て様々な遊技演出を行う表示スペースを確保することが可能となる。
【１８６０】
　なお、「当該図柄が第２リーチ表示態様若しくは外れ図柄組合せを形成していることが
識別可能な程度」とは、当該図柄が図柄全体の面積の２割以上を有している状態であれば
よいと解する。なぜなら、当該図柄が図柄全体の面積の２割以上を有していれば、当該図
柄の輪郭、及び、第２リーチ表示態様若しくは外れ図柄組合せを形成する他の図柄から、
おおよそ当該図柄の全体像を想像することができると解され、その結果、当該図柄を含む
第２リーチ表示態様若しくは外れ図柄組合せを識別可能であると解されるからである。従
って、当該図柄が図柄全体の面積の８割以上を有している状態はもとより、当該図柄が図
柄全体の面積の５割（半分）以上を有している状態であれば、当然に「当該図柄が第２リ
ーチ表示態様若しくは外れ図柄組合せを形成していることが識別可能な程度」に含まれる
。
【１８６１】
　以上、両面リーチ演出例（例えば、図３９１～図４０１に示す演出例）を実現するとい
う観点から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず
、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は
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、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用
してもよい。
【１８６２】
　上記実施形態を、特殊演出例（例えば、図４２７～図４３９に示す演出例）を実現する
という観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することができ
る。
【１８６３】
　［態様１］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された当落乱数を用いて抽選を行う抽
選手段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段によって、
　前記抽選手段による抽選結果が前記所定の当たりである場合において、前記表示手段に
、前記遊技機の演出の一部を担う第１演出画像を表示させる第１演出画像表示処理が実行
され、その後、前記表示手段において、前記第１演出画像が表示された領域が透明領域に
変更されると共に、前記後方表示手段において、遊技者が前記表示手段の前記透明領域を
介して視認可能な部分が拡大するように、第２演出画像の少なくとも一部が表示されてい
く第２演出画像表示処理が実行され、その後、前記表示手段において、前記第１演出画像
が表示されていた領域が第１透明領域とされると共に、前記後方表示手段において、前記
第２演出画像が表示される第２演出画像出現処理が実行されることにより、前記遊技者に
対して前記所定の当たりの蓋然性が高いことを認識させることが可能な、遊技機。
【１８６４】
　上記構成の遊技機によれば、第２演出画像表示処理は、表示手段のみならず、後方表示
手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を創造することが
でき、第３表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与するこ
とができる。そして、第２演出画像表示処理を介した第２演出画像出現処理の実現により
遊技者に所定の当たりである蓋然性が高いことを認識させるようにしている。このように
すれば、遊技者は、第２演出画像表示処理中には、第２演出画像出現処理への移行を願い
、わくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる。従って、遊技演
出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲
の減退を抑制することができる。
【１８６５】
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された当落乱数を用いて抽選を行う抽
選手段と、
　前記抽選手段による前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与
する特典付与手段と、
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　画像を表示可能な透過型の表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選択する演出表示パターン選択手段
と、
　選択された前記演出表示パターンに基づいて、前記表示手段の表示制御を行う表示制御
手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記抽選手段による抽選結果が前記所定の当たりである場合において、前記表示手段に
、前記遊技機の演出の一部を担う第１演出画像を表示させる第１演出画像表示処理を実現
可能な第１演出画像表示制御手段を備えており、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定の間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、
　前記後方表示手段に、前記遊技機の演出の一部を担う第２演出画像を表示可能な制御手
段であって、前記第１演出画像表示制御手段が前記第１演出画像表示処理を実行した後、
前記表示手段において、前記第１演出画像が表示された領域を段階的に透明領域に変更さ
せて、前記透明領域を拡大させると共に、前記後方表示手段において、前記表示手段にお
ける前記透明領域の段階的な拡大に伴って、遊技者が前記表示手段の前記透明領域を介し
て視認可能な部分が拡大するように、前記第２演出画像の少なくとも一部を表示させてい
く第２演出画像表示処理を実現可能な第２演出画像表示制御手段と、
　前記第２演出画像表示制御手段が前記第２演出画像表示処理を実行した後、前記表示手
段において、前記第１演出画像表示制御手段によって前記第１演出画像が表示されていた
領域を第１透明領域とすると共に、前記後方表示手段において、前記遊技者から見て前記
表示手段の前記第１透明領域と重なる領域に、前記第２演出画像を表示させる第２演出画
像出現処理を行うことによって、前記遊技者に対して前記所定の当たりの蓋然性が高いこ
とを認識させることが可能な第２演出画像出現処理実行手段と、を含む、遊技機。
【１８６６】
　上記構成の遊技機によれば、第２演出画像表示処理は、表示手段のみならず、後方表示
手段を用いて実現されるので、１つの表示手段では実現できない奥行感を創造することが
でき、第３表示処理が実現された場合には、遊技者に対して視覚的な興趣性を付与するこ
とができる。そして、第２演出画像表示処理を介した第２演出画像出現処理の実現により
遊技者に所定の当たりである蓋然性が高いことを認識させるようにしている。このように
すれば、遊技者は、第２演出画像表示処理中には、第２演出画像出現処理への移行を願い
、わくわくどきどきしながら大きな期待感をもって楽しむことができる。従って、遊技演
出のマンネリ度合いが低く興趣性の高い遊技機を提供することができ、遊技者の遊技意欲
の減退を抑制することができる。
【１８６７】
　上記構成の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
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　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段における前記複数の領域のうちの透明状態にされていない領域に表示され
るべき前記第１演出画像を表す第１画像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前
記第２演出画像を表す第２画像データとのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前
記記憶された一方の画像データの出力を保留し、前記第１画像データと前記第２画像デー
タとの両方の受信が完了した状態になって初めて、前記第１画像データを前記表示手段に
出力し、前記第２画像データを前記後方表示手段に出力することによって、
　前記第２演出画像表示制御手段として機能し、さらに、
　　前記表示手段と前記後方表示手段とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第３
画像データと第４画像データであって、前記表示手段における前記第１演出画像が表示さ
れていた領域が前記第１透明領域となった状態を表す第３画像データと、前記後方表示手
段に表示されるべき前記第２演出画像を表す第４画像データとのうちの一方のみの受信が
完了した状態では、前記記憶された一方の画像データの出力を保留し、前記第３画像デー
タと前記第４画像データとの両方の受信が完了した状態になって初めて、前記第３画像デ
ータを前記表示手段に出力し、前記第４画像データを前記後方表示手段に出力することに
よって、
　前記第２演出画像出現処理実行手段として機能する、遊技機。
【１８６８】
　以上、特殊演出例（例えば、図４２７～図４３９に示す演出例）を実現するという観点
から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の
種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の
演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用しても
よい。
【１８６９】
　上記実施形態を、図２０６～図２０９を主に参照して説明した先読み制御を実現する遊
技機という観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することが
できる。
【１８７０】
　［態様１］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて当落乱数を取得する当落乱数取得手段と、
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　所定の始動条件の成立を待って、前記当落乱数取得手段により取得された当落乱数に基
づく抽選を行って、第１の当たりと第２の当たりと第３の当たりとを少なくとも含む複数
種類の当たりとハズレを含む複数種類の抽選結果の中から一種類の抽選結果を予め定めら
れた抽選確率に基づいて決定する抽選手段と、
　遊技球を受け入れない第１の状態と遊技球を受け入れ可能な第２の状態とに可変制御さ
れる可変入賞装置と、
　前記可変入賞装置に受け入れられた遊技球の数に応じて遊技者に特典を付与する第１の
特典付与手段と、
　前記抽選結果が第１の当たりであった場合に、前記第１の状態から前記第２の状態にし
て第１の期間の後に前記第１の状態に戻すことを１回以上行う第１動作を前記可変入賞装
置に行わせる第１入賞装置制御手段と、
　前記抽選結果が第２の当たりであった場合に、前記第１動作と同一または近似する第２
動作を前記可変入賞装置に行わせる第２入賞装置制御手段と、
　前記抽選結果が第３の当たりであった場合に、前記第１動作及び前記第２動作とは異な
る動作であって、前記第１の状態から前記第２の状態にして前記第１の期間より十分に長
い第２の期間の後に前記第１の状態に戻すことを１回以上行う第３動作を前記可変入賞装
置に行わせる第３入賞装置制御手段と、
　前記抽選結果が第１の当たりであった場合に、前記可変入賞装置が前記第１の動作で動
作した後、前記遊技者にさらなる所定の特典を付与するとともに、前記抽選結果が第２の
当たりであった場合に、前記可変入賞装置が前記第２の動作で動作した後、前記遊技者に
さらなる所定の特典を付与しない第２の特典付与手段と、
　前記当落乱数に基づく抽選が前記抽選手段によって行われた場合に、当該抽選結果が取
り得る抽選結果の種類を、前記当落乱数を少なくとも用いて前記始動条件の成立及び前記
抽選手段による抽選に先立って判定する先行判定手段と、
　前記先行判定手段の判定結果を反映した判定結果情報を送信する判定結果情報送信手段
と、
　前記判定結果情報送信手段から送信された前記判定結果情報を受信して、受信した前記
判定結果情報に基づいて、前記抽選手段による抽選の結果が当たりとなる確率が前記予め
定められた確率より高いことを示唆する先行演出を行うか否かを、前記始動条件の成立及
び前記抽選手段による抽選に先立って決定する先行演出実行決定手段と、
　前記先行演出実行決定手段により先行演出を実行すると決定された場合に、前記始動条
件の成立及び前記抽選手段による抽選に先立って前記先行演出を実行する先行演出実行手
段と、
　を備え、
　前記先行判定手段の判定結果が、前記抽選結果が前記第１の当たりとなる可能性を含む
場合に前記判定結果情報送信手段によって送信される前記判定結果情報と、前記先行判定
手段の判定結果が、前記抽選結果が前記第２の当たりとなる可能性を含む場合に前記判定
結果情報送信手段によって送信される前記判定結果情報とは同一である、
　遊技機。
【１８７１】
　上記態様１では、第１の当たりと第２の当たりとでは、付与される可変入賞装置の動作
は同一または近似しているが、第１の当たりではその後にさらなる特典（例えば、確変状
態への移行、可動片が促進態様に変更される、更に可変入賞装置が動作するなど）が付与
されるのに対して、第２の当たりではさらなる特典は付与されない。このため、第１の当
たりと第２の当たりとでは第１の当たりの方が遊技者にとって価値が高い。上記態様１で
は、先行判定手段の判定結果が抽選結果が第１の当たりとなる可能性を含む場合に判定結
果情報送信手段によって送信される判定結果情報と、先行判定手段の判定結果が抽選結果
が第２の当たりとなる可能性を含む場合に判定結果情報送信手段によって送信される判定
結果情報とは同一であるので、抽選結果が第１の当たりである場合と第２の当たりとなる
場合とで差別化された先行演出が行われることを確実に不可能とすることができる。この



(410) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

結果、先行演出によって、第１の当たりと第２の当たりのいずれであるかが事前に遊技者
に露見して、遊技機の興趣がそがれることを抑制することができる。
【１８７２】
　上述した実施形態において、ある特別図柄抽選単位データを処理対象とした変動開始処
理（図２１０）の開始条件が成立することが、本態様における所定の始動条件に相当する
。また、実施形態における開閉部材２００６を備えるアタッカユニット２０００は、本態
様における「遊技球を受け入れない第１の状態（閉状態）と遊技球を受け入れ可能な第２
の状態（開状態）とに可変制御される可変入賞装置」に相当する。また、実施形態におけ
るアタッカユニット２０００への遊技球の入賞に応じて所定の賞球の払出しを制御する賞
球払出制御基板１１８６は、本態様における「可変入賞装置に受け入れられた遊技球の数
に応じて遊技者に特典を付与する第１の特典付与手段」に相当する。また、実施形態にお
ける「小当たり」は、本態様における「第２の当たり」に相当する。また、実施形態にお
ける「大当たりＣ」、「大当たりＤ」、「大当たりＥ」は、本態様における「第１の当た
り」に相当する。また、実施形態における「大当たりＣ」、「大当たりＤ」の大当たり遊
技後に、確変機能が作動すること、「大当たりＥ」の短時間開閉パターンでの可動片２０
０５の動作の後、長時間開閉パターンで可動片２００５が動作することが、それぞれ、本
態様における「可変入賞装置が第１の動作で動作した後、遊技者にさらなる所定の特典を
付与する（第２の特典付与手段）」ことに相当する。実施形態では、「小当たり」時の可
動片２００５の開閉動作後には、確変機能の作動や、さらなる開閉動作を行っていないが
、この制御が本態様における「前記可変入賞装置が前記第２の動作で動作した後、前記遊
技者にさらなる所定の特典を付与しない（第２の特典付与手段）」ことに相当する。また
、実施形態における開閉部材２００６を備えるアタッカユニット２０００は、閉状態にお
いて、完全に遊技球を受け入れないように作製することは技術的に困難である場合もある
ので、アタッカユニット２０００の閉状態は、「開状態と比べて遊技球を受け入れ困難な
状態」とも定義することができる。
【１８７３】
　以上、図２０６～図２０９を主に参照して説明した先読み制御を実現するという観点か
ら抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種
々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演
出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよ
い。
【１８７４】
　上記実施形態を、演出例の一つである連続演出（例えば、図２３０～図２５５に示す演
出）を実現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出
することができる。
【１８７５】
　［態様１］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段と、表示手段と、を備え、前
記抽選結果が所定の当たりである場合には、前記表示手段において複数種類の図柄を変動
表示した後に複数種類の図柄のいずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を複数の位置
でそれぞれ行い、複数の位置に停止表示された図柄を特定の組合せとした後に、遊技者に
特典を付与する遊技機であって、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選
択する演出表示パターン選択手段と、
　前記選択された演出表示パターンに基づいて、前記図柄変動・停止表示を含む演出表示
を前記表示手段に実現させる表示制御手段と、
　を備え、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの特定演出表示パターンは、
（ａ）前記複数の位置の全てについて図柄変動表示を行うステップと、
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（ｂ）前記複数の位置のうち、図柄の停止表示を最後に行う最終停止位置を除く複数の位
置に前記特定の組合せを構成する図柄を停止表示させてリーチ状態を成立させるステップ
と、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）の後に、前記最終停止位置に前記特定の組合せを構成する図柄
を停止表示させて遊技者に抽選結果が所定の当たりであることを通知、あるいは、前記最
終停止位置に前記特定の組合せを構成する図柄とは異なる図柄を停止表示させて遊技者に
抽選結果が所定の当たりでないことを通知するステップと、
　を含み、
　前記特定演出表示パターンは、さらに、
　前記ステップ（ａ）の後に、
（ｄ）前記リーチ状態の成立を阻止しようとする旨を示すリーチ阻止演出表示を行うステ
ップと、
（ｅ）前記ステップ（ｄ）の後に前記リーチ状態の成立の阻止に成功した旨を示すリーチ
阻止成功演出表示、あるいは、前記リーチ状態の成立の阻止に失敗した旨を示すリーチ阻
止失敗演出表示を行うステップと、
　を含み、
　前記ステップ（ｅ）において前記リーチ阻止成功演出表示を行う場合には、当該ステッ
プ（ｅ）の後に前記ステップ（ａ）に戻って前記ステップ（ａ）、（ｄ）、（ｅ）を繰り
返し、
　前記ステップ（ｅ）において前記リーチ阻止失敗演出表示を行う場合には、当該ステッ
プ（ｅ）の後に前記ステップ（ｂ）に移行してリーチ状態を成立させ、
　前記特定演出表示パターンのうち、前記ステップ（ｃ）において遊技者に抽選結果が所
定の当たりであることを通知するパターンを当たり特定演出表示パターンと呼び、
　前記特定演出表示パターンのうち、前記ステップ（ｃ）において遊技者に抽選結果が所
定の当たりでないことを通知するパターンを外れ特定演出表示パターンと呼び、
　前記特定演出表示パターンのうち、前記ステップ（ａ）、（ｄ）、（ｅ）をｎ（ｎは自
然数）回行うパターンを、ｎ回図柄変動を伴う前記特定演出表示パターンと呼ぶとき、
　ｎ回図柄変動を伴う前記外れ特定演出パターンが選択される確率に対するｎ回図柄変動
を伴う前記当たり特定演出パターンが選択される確率の比率である大当たり期待度は、ｎ
の値が大きいほど大きく設定されている、遊技機。
【１８７６】
　こうすれば、本来、遊技者が期待するものであるリーチの成立の直前に、当該リーチを
阻止する演出表示であるリーチ阻止演出表示を表示して、リーチ阻止演出成功表示を表示
する場合には装飾変動の連続演出への発展・あるいは連続演出の継続が行われ、リーチ阻
止演出失敗表示を表示する場合にはリーチを成立させる。そして、リーチ阻止演出の成功
表示の回数が多いほど、連続演出の回数が多くなる。そして、連続演出の回数が多いほど
、最終的に当該変動が大当たり遊技に結びつく可能性が高い。この結果、遊技者は、この
連続演出以外の演出表示パターンが表示された場合には、期待度の高いリーチ演出が表示
されるように、まずはリーチの成立を願いながら当該演出表示パターンを見守りながら遊
技をするが、この連続演出の演出表示パターンが表示された場合には、リーチ阻止演出表
示が成功するように、すなわち、リーチが成立をしないことを願いながら当該演出表示パ
ターンを見守りながら遊技をすることになる。この結果、遊技者は、この連続演出以外の
演出表示パターンが表示された変動と、本実施形態の連続演出の演出表示パターンが表示
された変動とで、全く正反対の思考状態で遊技することとなる。この結果、遊技者の頭を
活性化させて遊技への興味が失われることを抑制でき、遊技者に退屈だと感じさせること
を抑制することができる。また、遊技者に今までにない感情で遊技を行わせることができ
、新鮮で魅力のある演出表示を実現できる。
【１８７７】
　［態様２］
　上記態様１に記載の遊技機であって、
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　前記特定演出表示パターンは、さらに、
　前記ステップ（ａ）の後で、前記ステップ（ｄ）の前に、
（ｆ）前記リーチ状態が成立することが遊技者にとって不利となる旨を表示するステップ
を含む、遊技機。
　こうすれば、「リーチが成立することがよくないことである」ことを表示した後、リー
チ阻止演出表示を行うので、遊技者にとって新鮮な感情である「リーチが成立するな！！
」という感情に遊技者を速やかに誘導できる。この結果、本実施形態の連続演出を初見の
遊技者にも十分楽しんでもらうことができる。
【１８７８】
　［態様３］
　上記態様１に記載の遊技機であって、
　前記リーチ阻止演出表示は、前記複数の位置のうち、前記最終停止位置を除く位置に停
止しようとする前記特定の組合せを構成する図柄の破壊を試みる様の表示であり、
　前記リーチ阻止成功演出表示は、前記特定の組合せを構成する図柄が破壊される様の表
示であり、
　前記リーチ阻止失敗演出表示は、前記特定の組合せを構成する図柄が破壊されない様の
表示である、遊技機。
　こうすれば、遊技者にとって解りやすく迫力のある態様でリーチ阻止演出表示、リーチ
阻止成功演出表示、及び、リーチ阻止失敗演出表示を行うことができる。
【１８７９】
　［態様４］
　上記態様１に記載の遊技機は、さらに、
　遊技者からの指示を受け付ける指示受け付け手段を備え、
　前記特定演出表示パターンは、さらに、
　前記ステップ（ａ）の後で、前記ステップ（ｄ）の前に、
（ｇ）遊技者に前記指示受け付け手段を用いた指示の入力を促す表示を行うステップを含
み、
　前記前記指示受け付け手段を介して前記指示を受け付けた場合に、前記ステップ（ｄ）
を行う、遊技機。
　こうすれば、遊技者を遊技に積極的に参加させ、遊技者に遊技をより楽しんでもらうこ
とができる。
【１８８０】
　以上、演出例の一つである連続演出（例えば、図２３０～図２５５に示す演出）を実現
するという観点から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様
に限らず、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部
の構成は、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様
）に適用してもよい。
【１８８１】
　上記実施形態を、演出例の一つである切り抜きスベリ演出（例えば、図２５７～図２７
４に示す演出例）を実現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術
思想）を抽出することができる。
【１８８２】
　［態様１］
　抽選を伴う遊技機であって、
　図柄画像の所定の組み合わせを表示することによって遊技者に前記抽選の結果を通知可
能な表示部であって、
　　透過型の第１の表示パネルと、
　　遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間隔を置いて配置された第２の
表示パネルと、
　を有する表示部と、
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　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルの表示を制御する表示制御手段であって
、
（ａ）前記第１の表示パネルの所定の位置に第１の種類の図柄画像を表示し、
（ｂ）前記ステップ（ａ）の後、前記第１の表示パネルの前記第１の種類の図柄画像が表
示された領域を透明状態に制御し、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）の後、前記第２の表示パネルにおいて、前記第１の表示パネル
の透明状態に制御された領域と遊技者から見て重なる位置に所定の大きさで前記第１の種
類の図柄画像とは異なる前記第２の種類の図柄画像を表示し、
（ｄ）前記ステップ（ｃ）の後、前記第２の表示パネルにおいて前記第２の種類の図柄画
像を拡大させながら表示し、前記第２の表示パネルの前記第２の種類の図柄画像の拡大に
連動して、前記第２の表示パネルの前記第２の種類の図柄画像を構成する画素の光の透過
率を大きくするとともに、前記第１の表示パネルにおいて前記第２の表示パネルの前記第
２の種類の図柄画像と遊技者から見て重なる重畳領域に前記第２の種類の図柄画像を前記
第２の表示パネルの前記第２の種類の図柄画像と同様に拡大させながら表示し、前記第１
の表示パネルの前記第２の種類の図柄画像の拡大に連動して、前記第１の表示パネルの前
記第２の種類の図柄画像を構成する画素の光の透過率を小さくすることによって、前記第
２の種類の図柄画像が遊技者から見て奥側から手前側へ近づく様を表現することにより、
　　前記第１の表示パネルの前記所定の位置に表示される図柄画像を前記第１の種類の図
柄画像から前記第２の種類の図柄画像に入れ替える、
　表示制御手段と、
　を備える、遊技機。
　こうすれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、奥行き感に富み、遊技者
の興味を惹き付ける新たな図柄の変動表示演出を実現することができる。具体的には、遊
技者には、第１の表示パネルに表示された図柄画像を含む所定領域が移動して、移動した
部分が空洞となり、当該空洞から奥に隠されていた別の図柄画像が見えるように感じさせ
ることができる。そして、別の図柄画像が、それまで表示されていた図柄画像と入れ替わ
ることにより、装飾図柄の変動表示を行うので、今までにない新鮮味に溢れた図柄の変動
態様を実現することができる。
【１８８３】
　［態様２］
　遊技機であって、
　演出画像を表示可能な表示部であって、
　　透過型の第１の表示パネルと、
　　遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間隔をおいて配置された第２の
表示パネルと、
　を有する表示部と、
　　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルの表示を制御する表示制御手段であっ
て、
　　前記第２の表示パネルの所定の位置に所定の大きさで所定の表示対象画像を表示した
後、
　　前記第２の表示パネルにおいて前記表示対象画像を拡大させながら表示し、前記第２
の表示パネルの前記表示対象画像の拡大に連動して、前記第２の表示パネルの前記表示対
象画像を構成する画素の光の透過率を大きくするとともに、前記第１の表示パネルにおい
て前記第２の表示パネルの前記表示対象画像と遊技者から見て重なる重畳領域に前記表示
対象画像を前記第２の表示パネルの前記表示対象画像と同様に拡大させながら表示し、前
記第１の表示パネルの前記表示対象画像の拡大に連動して、前記第１の表示パネルの前記
表示対象画像を構成する画素の光の透過率を小さくすることによって、前記表示対象画像
が遊技者から見て奥側から手前側へ近づく様を表現する、
　表示制御手段と、
　を備える、遊技機。
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　こうすれば、所定の表示対象画像が遊技者から見て奥側から手前側へ浮かび上がってく
る様を少なくとも二枚の表示パネルを用いてより奥行き感があり興趣にあふれる表現で実
現することができる。
【１８８４】
　［態様３］
　抽選を伴う遊技機であって、
　図柄画像の所定の組み合わせを表示することによって遊技者に前記抽選の結果を通知可
能な表示手段であって、
　　透過型の第１の表示パネルと、
　　遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間隔をおいて配置された第２の
表示パネルと、
　を有する表示手段と、
　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルの表示を制御する表示制御手段であって
、
　　前記第１の表示パネルの所定の位置に第１の種類の図柄画像を表示した後、
　　前記第１の表示パネルにおいて前記第１の種類の図柄画像を含む領域である所定領域
画像が前記所定領域画像を除く領域である他領域画像と分離して移動表示させると共に、
前記第１の表示パネルにおいて前記移動表示前に前記所定領域画像が表示されていた領域
であって現在は前記所定領域画像が表示されていない領域を透明状態に制御していくこと
により、前記所定領域画像の移動表示に伴って前記透明状態に制御される透明領域を順次
に拡大し、
　　前記第２の表示パネルにおける前記第１の表示パネルの前記透明領域と遊技者から見
て重なる重畳領域に前記第１の種類の図柄画像とは異なる第２の種類の図柄画像の少なく
とも一部を表示する、
　表示制御手段と、
　を備え、
　前記第２の表示パネルにおける前記第２の種類の図柄画像の表示は、前記第１の表示パ
ネルにおける前記透明領域の拡大に伴って、前記第２の種類の図柄画像のうち、遊技者が
前記透明領域を介して視認可能な部分が拡大するように行い、最終的に遊技者に前記透明
領域を介して前記第２の種類の図柄画像の全体を視認させることにより、前記遊技者から
見て前記所定の位置に視認される図柄画像を前記第１の種類の図柄画像から前記第２の種
類の図柄画像に入れ替える、
　遊技機。
【１８８５】
　こうすれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、奥行き感に富み、遊技者
の興味を惹き付ける新たな図柄の変動表示演出を実現することができる。具体的には、遊
技者には、第１の表示パネルに表示された図柄画像を含む所定領域が移動して、移動した
部分が空洞となり、当該空洞から奥に隠されていた別の図柄画像が見えるように感じさせ
ることができる。そして、別の図柄画像が、それまで表示されていた図柄画像と入れ替わ
ることにより、装飾図柄の変動表示を行うので、今までにない新鮮味に溢れた図柄の変動
態様を実現することができる。
【１８８６】
　［態様４］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が予
め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技
機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示態様の中から一の演出表示態様を決定する演
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出表示パターン決定手段と、
　前記決定された演出表示態様に基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネ
ルの少なくとも一方において、演出画像を表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記複数種類の演出表示態様のうちの特定演出表示態様において、前記第１の表示パ
ネルに複数種類の図柄画像を変動表示及び停止表示させる図柄表示制御手段と、
　　前記特定演出表示態様において、前記第１の表示パネルに前記変動表示または停止表
示されている前記図柄画像の背景として背景画像を前記第１の表示パネルに表示させる背
景画像表示制御手段と、
　　前記特定演出表示態様において、前記背景画像の平均濃度より平均濃度が低く、前記
第１の特定演出表示態様に対応する前記抽選結果が前記所定の当たりである確率が前記予
め定められた確率より高いことを示唆する高期待示唆画像を、前記第１の表示パネルにお
ける前記背景画像が表示されている領域と遊技者から見て重なる前記第２の表示パネルの
領域に表示させる高期待示唆画像表示制御手段と、
　を有する、遊技機。
【１８８７】
　この態様によれば、高期待示唆画像は、第１の表示パネルに表示された背景画像の後方
に所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルに高期待示唆画像を表示するので、高
期待示唆画像が背景画像よりさらに奥側にあることを遊技者にはっきりと認識させること
ができる。さらに、高期待示唆画像の平均濃度は、背景画像の平均濃度より高いので、背
景画像の後方に表示しても、遊技者にその存在をはっきり視認させることができる。この
結果、高期待示唆時には、奥行き感のある表示内容を、表示手段に表示することができる
。
【１８８８】
　高期待画像の表示により表示手段の表示内容が、平面的な状態から、奥行き感がある状
態になると、遊技者は、驚きを感じるので、直感的にこの演出表示は当たりとなる期待度
が高いのではないかと感じる。本態様によれば、遊技者の直感に合致した高期待示唆演出
を実現できる。
【１８８９】
　［態様５］
　上記態様４において、前記高期待示唆画像は、第２の表示パネルにおいて、表示面積を
拡大しながら表示されても良い。高期待示唆画像が拡大しながら表示されると、一枚の表
示パネルしかない場合には、背景画像より前方に飛び出すように見えてしまうおそれがあ
った。しかしながら、本態様によれば、高期待示唆画像は、第２の表示パネルにおいて、
表示面積を拡大しながら表示され、第１の表示パネルには背景画像が表示されるので、高
期待示唆画像が拡大しながら表示されるにも拘わらず、高期待示唆画像が背景画像よりさ
らに奥側にあることを遊技者にはっきりと認識させることができる。
【１８９０】
　［態様６］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が予
め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技
機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルの少なくとも一方を用いて演出表示を実
行する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
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　　所定の演出表示において、前記第１の表示パネルに複数種類の図柄画像を変動表示及
び停止表示させる図柄表示制御手段と、
　　前記所定の演出表示において、前記変動表示または停止表示されている前記図柄画像
の背景として背景画像を前記第１の表示パネルに表示させる背景画像表示制御手段と、
　　前記所定の演出表示において、前記背景画像の濃度より濃度が高い高濃度画像を、前
記第１の表示パネルにおける前記背景画像が表示されている領域と遊技者から見て重なる
前記第２の表示パネルの領域に表示させる高濃度画像表示制御手段と、
　を有する、遊技機。
【１８９１】
　上記態様６では、高濃度画像は、第１の表示パネルに表示された背景画像の後方（奥側
）に所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルに表示されるので、高濃度画像が背
景画像よりさらに奥側にあることを遊技者にはっきりと認識させることができる。さらに
、高濃度画像は、背景画像の濃度より濃度が高いので、背景画像の後方に表示しても、遊
技者にその存在をはっきり視認させることができる。この結果、所定の演出表示では、奥
行き感のある表示内容を表示手段に表示することができる。
【１８９２】
　以上、切り抜きスベリ演出の少なくとも一部を実現するという観点から抽出された態様
について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様を抽出可
能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出例（あるいは、
他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよい。
【１８９３】
　上記実施形態を、演出例の一つである特殊モード演出（具体的には、第１特殊モード演
出、第２特殊モード演出、第３特殊モード演出、例えば、図２７５～図３１７に示す演出
）を実現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出す
ることができる。
【１８９４】
　［態様１］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと重なり合うように配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選
択する演出表示パターン選択手段と、
　前記選択された演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において、複数種類の図柄を変動表示した後に複数種類の図柄の
いずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞ
れ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を
通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第１の特定演出表示パターンは、
（ａ）前記第２の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させるステップと、
（ｂ）前記ステップ（ａ）の後に、前記第２の表示パネルにおいて、前記第１の位置とは
遊技者から見て異なる第２の位置に前記ステップ（ａ）において前記第１の位置に停止表
示された図柄とはリーチ態様を構成しない図柄を停止表示させるステップと、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）の後に、前記第１の表示パネルにおいて、前記第２の表示パネ
ルにおける前記第１の位置と遊技者から見て重なり合う第３の位置に前記ステップ（ｂ）
において前記第２の位置に停止表示された図柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示さ
せることにより前記リーチ態様を表示するステップと、
　を含み、
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　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第２の特定演出表示パターンは、
　前記ステップ（ａ）と、
　前記ステップ（ｂ）と、
（ｄ）前記ステップ（ｂ）の後に、前記第１の表示パネルにおいて、前記第２の表示パネ
ルにおける前記第３の位置に前記ステップ（ｂ）において前記第２の位置に停止表示され
た図柄とリーチ態様を構成しない図柄を停止表示させるステップと、
（ｅ）前記ステップ（ｄ）の後に、前記第１の表示パネルにおいて、前記第２の表示パネ
ルにおける前記第２の位置と遊技者から見て重なり合う第４の位置に前記ステップ（ｄ）
において前記第３の位置に停止表示された図柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示さ
せることにより前記リーチ態様を表示するステップと、
　を含む、遊技機。
【１８９５】
　［態様２］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと重なり合うように配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを選
択する演出表示パターン選択手段と、
　前記選択された演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において、複数種類の図柄を変動表示した後に複数種類の図柄の
いずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞ
れ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を
通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第１の特定演出表示パターンは、
（ａ）前記第２の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させるステップと、
（ｂ）前記ステップ（ａ）の後に、前記第２の表示パネルにおいて、前記第１の位置とは
遊技者から見て異なる第２の位置に前記ステップ（ａ）において前記第１の位置に停止表
示された図柄とはリーチ態様を構成しない図柄を停止表示させるステップと、
（ｃ）前記ステップ（ｂ）の後に、前記第１の表示パネルにおいて、前記第２の表示パネ
ルにおける前記第２の位置と遊技者から見て重なり合う第３の位置に前記ステップ（ｂ）
において前記第１の位置に停止表示された図柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示さ
せることにより前記リーチ態様を表示するステップと、
　を含み、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第２の特定演出表示パターンは、
　前記ステップ（ａ）と、
　前記ステップ（ｂ）と、
（ｄ）前記ステップ（ｂ）の後に、前記第１の表示パネルにおいて、前記第２の表示パネ
ルにおける前記第３の位置に前記ステップ（ｂ）において前記第２の位置に停止表示され
た図柄とリーチ態様を構成しない図柄を停止表示させるステップと、
（ｅ）前記ステップ（ｄ）の後に、前記第１の表示パネルにおいて、前記第２の表示パネ
ルにおける前記第１の位置と遊技者から見て重なり合う第４の位置に前記ステップ（ｄ）
において前記第３の位置に停止表示された図柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示さ
せることにより前記リーチ態様を表示するステップと、
　を含む、遊技機。
【１８９６】
　上記態様１及び態様２によれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、シン
プルな演出でありながら、臨場感のある態様で、１回の変動表示において、複数回（例え
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ば、３回）のリーチチャンスがあるように遊技者に感じさせることができる演出表示パタ
ーンを実現できる。
【１８９７】
　［態様３］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルの少なくとも一方において、複数種類の
図柄を変動表示した後に複数種類の図柄のいずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を
遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞれ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された
図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記第１の表示パネルにおいて、第１の位置と、前記第１の位置とは遊技者から見て異
なる第２の位置に図柄を停止表示可能な第１図柄表示制御手段と、
　前記第２の表示パネルにおいて、前記第１の表示パネルの第１の位置と遊技者から見て
重なる第３の位置と、前記第１の表示パネルの第２の位置と遊技者から見て重なる第４の
位置に図柄を停止可能な第２図柄表示制御手段と、
　前記第１図柄表示制御手段と前記第２図柄表示制御手段を用いて、最終停止図柄の変動
表示と、前記所定の当たりを通知する図柄の組合せを構成する図柄の組合せのうち前記最
終停止図柄を除く図柄の停止表示とからなるリーチ態様を表示するリーチ態様表示手段と
、
　を有し、
　前記リーチ態様表示手段は、前記リーチ態様として、前記第１の位置と前記第２の位置
とにそれぞれ図柄を停止表示させる第１のリーチ態様と、前記第１の位置と前記第４の位
置とにそれぞれ図柄を停止表示させる第２のリーチ態様と、前記第２の位置と前記第３の
位置とにそれぞれ図柄を停止表示させる第３のリーチ態様と、前記第３の位置と前記第４
の位置とにそれぞれ図柄を停止表示させる第４のリーチ態様と、を表示可能である、遊技
機。
【１８９８】
　上記態様３によれば、２枚の表示パネルを用いて、４種類のリーチ態様を表示すること
ができるので、演出の多様性を向上することができる。また、奥行き方向に異なる位置に
図柄を停止表示させるリーチ態様（第２のリーチ態様と第３のリーチ態様）を表示可能で
あるので臨場感に溢れるリーチ態様の表示を実現して遊技の興趣性を向上することができ
る。
【１８９９】
　ここで、第１のリーチ態様は、実施形態において、第１表示パネル１４００ａの左図柄
列１１５３ａと第１表示パネル１４００ａの右図柄列１１５３ｃに同一種類の装飾図柄画
像が停止表示されるリーチ態様に相当する（例えば、上述したパターンＤにおいてリーチ
が成立する態様（図２９４））。第２のリーチ態様は、実施形態において、第１表示パネ
ル１４００ａの左図柄列１１５３ａと第２表示パネル１４００ｂの右図柄列１１５３ｃに
同一種類の装飾図柄画像が停止表示されるリーチ態様に相当する（例えば、上述したパタ
ーンＣにおいてリーチが成立する態様（図２８８））。第３のリーチ態様は、実施形態に
おいて、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａと第１表示パネル１４００ａの
右図柄列１１５３ｃに同一種類の装飾図柄画像が停止表示されるリーチ態様に相当する（
例えば、上述した第１変形例においてリーチが成立する態様）。第４のリーチ態様は、実
施形態において、第２表示パネル１４００ｂの左図柄列１１５３ａと第２表示パネル１４
００ｂの右図柄列１１５３ｃに同一種類の装飾図柄画像が停止表示されるリーチ態様に相
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当する（例えば、上述したパターンＢにおいてリーチが成立する態様）。なお、上記態様
において、例えば、第２のリーチ態様及び第３のリーチ態様のいずれか一方は表示可能で
なくても良い。この場合は、２枚の表示パネルを用いて、３種類のリーチ態様を表示する
ことができる。そして、また、奥行き方向に異なる位置に図柄を停止表示させるリーチ態
様（第２のリーチ態様と第３のリーチ態様うちのいずれか一方）を表示可能であるので臨
場感に溢れるリーチ態様の表示を実現して遊技の興趣性を向上することができる。
【１９００】
　［態様４］
　上記態様３に記載の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、さらに、
　前記リーチ態様表示手段によって前記第２のリーチ態様が表示されているときに、前記
第１の表示パネルの前記第２の位置を含む領域を透視可能状態に制御する第１透視化手段
と、
　前記リーチ態様表示手段によって前記第３のリーチ態様が表示されているときに、前記
第１の表示パネルの前記第１の位置を含む領域を透視可能状態に制御する第２透視化手段
と、
　を有しても良い。
【１９０１】
　上記態様４によれば、第２の表示パネルにリーチ態様を構成する図柄を停止表示させる
ときに、当該停止表示される図柄と重なる第１の表示パネルの領域を透視可能状態に制御
するので、第２の表示パネルを用いた奥行き感に溢れるリーチ態様を遊技者にはっきりと
視認させることができる。透視可能状態に制御するとは、例えば、第２表示パネル１４０
０ｂに装飾図柄を停止表示させるときに、当該装飾図柄画像と重なり合う第１表示パネル
１４００ａ領域を透明状態ＣＬＲに制御することに対応する。
【１９０２】
　［態様５］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを決
定する演出表示パターン決定手段と、
　前記決定された演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において、複数種類の図柄を変動表示した後に複数種類の図柄の
いずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞ
れ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を
通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの特定演出表示パターンが前記演出表示パター
ン決定手段により決定された場合において、
　（ａ）前記第１の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させる第１図柄表
示制御手段と、
　（ｂ）前記第１図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
パネルにおいて、前記第１の位置とは遊技者から見て異なる第２の位置に前記第１図柄表
示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図柄とはリーチ態様を構成しない図
柄を停止表示させる第２図柄表示制御手段と、
　（ｃ）前記第２図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第２の表示
パネルにおいて、前記第１の表示パネルにおける前記第１の位置と遊技者から見て重なり
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合う第３の位置に前記第２図柄表示制御手段によって前記第２の位置に停止表示された図
柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示する第
３図柄表示制御手段と、
　（ｄ）前記第３図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第１の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する透明制御手段と、
　を有する、遊技機。
【１９０３】
　本態様によれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、シンプルな演出であ
りながら、臨場感のある態様で、１回の変動表示において、複数回（例えば、２回）のリ
ーチチャンスがあるように遊技者に感じさせることができる演出表示パターンを実現でき
る。さらに、第３図柄表示制御手段による第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、第１の表示パネルの第１の位置において図柄が表示されている領域を透明状態に制御す
る。この結果、第３図柄表示制御手段によって第２の表示パネルに図柄が表示された場合
には、当該図柄と遊技者から見て重なり合う位置に第１の表示パネルにおいて表示されて
いる図柄は、透明状態に変更されるので、第３図柄表示制御手段によって第２の表示パネ
ルに表示された図柄が、第１の表示パネルに表示された図柄と重なり合って遊技者にとっ
て視認し難くなることを防止することできる。
【１９０４】
　［態様６］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを決
定する演出表示パターン決定手段と、
　前記決定された演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において、複数種類の図柄を変動表示した後に複数種類の図柄の
いずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞ
れ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を
通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第１の特定演出表示パターンが前記演出表示
パターン決定手段により決定された場合において、
　（ａ）前記第１の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させる第１図柄表
示制御手段と、
　（ｂ）前記第１図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
パネルにおいて、前記第１の位置とは遊技者から見て異なる第２の位置に前記第１図柄表
示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図柄とはリーチ態様を構成しない図
柄を停止表示させる第２図柄表示制御手段と、
　（ｃ）前記第２図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第２の表示
パネルにおいて、前記第１の表示パネルにおける前記第１の位置と遊技者から見て重なり
合う第３の位置に前記第２図柄表示制御手段によって前記第２の位置に停止表示された図
柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示する第
３図柄表示制御手段と、
　（ｄ）前記第３図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第１の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する第１透明制御手段と、
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　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第２の特定演出表示パターンが前記演出表示
パターン決定手段により決定された場合において、
　（ｅ）前記第１の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させる第４図柄表
示制御手段と、
　（ｆ）前記第４図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
パネルにおいて、前記第１の位置とは遊技者から見て異なる第２の位置に前記第４図柄表
示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図柄とはリーチ態様を構成しない図
柄を停止表示させる第５図柄表示制御手段と、
　（ｇ）前記第５図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第２の表示
パネルにおいて、前記第１の表示パネルにおける前記第１の位置と遊技者から見て重なり
合う第３の位置に前記第５図柄表示制御手段によって前記第２の位置に停止表示された図
柄とリーチ態様を構成しない図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示する
第６図柄表示制御手段と、
　（ｈ）前記第６図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第１の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する第２透明制御手段と、
　（ｉ）前記第６図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
パネルにおいて、前記第２の表示パネルにおける前記第２の位置と遊技者から見て重なり
合う第４の位置に前記第６図柄表示制御手段によって前記第３の位置に停止表示された図
柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示する第
７図柄表示制御手段と、
　（ｊ）前記第７図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第２の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する第３透明制御手段と、
　を含む、遊技機。
【１９０５】
　本態様によれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、シンプルな演出であ
りながら、臨場感のある態様で、１回の変動表示において、複数回（例えば、３回）のリ
ーチチャンスがあるように遊技者に感じさせることができる演出表示パターンを実現でき
る。さらに、第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて、第１の表示パネルにおいて
図柄が表示されている領域を透明状態に制御する。この結果、第２の表示パネルに図柄が
表示された場合には、当該図柄と遊技者から見て重なり合う位置に第１の表示パネルにお
いて表示されている図柄は、透明状態に変更されるので、第２の表示パネルに表示された
図柄が、第１の表示パネルに表示された図柄と重なり合って遊技者にとって視認し難くな
ることを防止することできる。
【１９０６】
　［態様７］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを決
定する演出表示パターン決定手段と、
　前記決定された演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において、複数種類の図柄を変動表示した後に複数種類の図柄の
いずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞ
れ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を
通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
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　前記表示制御手段は、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの特定演出表示パターンが前記演出表示パター
ン決定手段により決定された場合において、
　（ａ）前記第１の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させる第１図柄表
示制御手段と、
　（ｂ）前記第１図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
パネルにおいて、前記第１の位置とは遊技者から見て異なる第２の位置に前記第１図柄表
示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図柄とはリーチ態様を構成しない図
柄を停止表示させる第２図柄表示制御手段と、
　（ｃ）前記第２図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第２の表示
パネルにおいて、前記第１の表示パネルにおける前記第２の位置と遊技者から見て重なり
合う第３の位置に前記第１図柄表示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図
柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示する第
３図柄表示制御手段と、
　（ｄ）前記第３図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第２の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する透明制御手段と、
　を有する、遊技機。
【１９０７】
　本態様によれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、シンプルな演出であ
りながら、臨場感のある態様で、１回の変動表示において、複数回（例えば、２回）のリ
ーチチャンスがあるように遊技者に感じさせることができる演出表示パターンを実現でき
る。さらに、第３図柄表示制御手段による第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、第１の表示パネルの第２の位置において図柄が表示されている領域を透明状態に制御す
る。この結果、第３図柄表示制御手段によって第２の表示パネルに図柄が表示された場合
には、当該図柄と遊技者から見て重なり合う位置に第１の表示パネルにおいて表示されて
いる図柄は、透明状態に変更されるので、第３図柄表示制御手段によって第２の表示パネ
ルに表示された図柄が、第１の表示パネルに表示された図柄と重なり合って遊技者にとっ
て視認し難くなることを防止することできる。
【１９０８】
　［態様８］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを決
定する演出表示パターン決定手段と、
　前記決定された演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において、複数種類の図柄を変動表示した後に複数種類の図柄の
いずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞ
れ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を
通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第１の特定演出表示パターンが前記演出表示
パターン決定手段により決定された場合において、
　（ａ）前記第１の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させる第１図柄表
示制御手段と、
　（ｂ）前記第１図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
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パネルにおいて、前記第１の位置とは遊技者から見て異なる第２の位置に前記第１図柄表
示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図柄とはリーチ態様を構成しない図
柄を停止表示させる第２図柄表示制御手段と、
　（ｃ）前記第２図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第２の表示
パネルにおいて、前記第１の表示パネルにおける前記第２の位置と遊技者から見て重なり
合う第３の位置に前記第１図柄表示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図
柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示する第
３図柄表示制御手段と、
　（ｄ）前記第３図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第２の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する第１透明制御手段と、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの第２の特定演出表示パターンが前記演出表示
パターン決定手段により決定された場合において、
　（ｅ）前記第１の表示パネルにおいて、第１の位置に図柄を停止表示させる第４図柄表
示制御手段と、
　（ｆ）前記第４図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
パネルにおいて、前記第１の位置とは遊技者から見て異なる第２の位置に前記第４図柄表
示制御手段によって前記第１の位置に停止表示された図柄とはリーチ態様を構成しない図
柄を停止表示させる第５図柄表示制御手段と、
　（ｇ）前記第５図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第２の表示
パネルにおいて、前記第１の表示パネルにおける前記第２の位置と遊技者から見て重なり
合う第３の位置に前記第４図柄表示制御手・段によって前記第１の位置に停止表示された
図柄とリーチ態様を構成しない図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示す
る第６図柄表示制御手段と、
　（ｈ）前記第６図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第２の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する第２透明制御手段と、
　（ｉ）前記第６図柄表示制御手段によって図柄が停止表示された後に、前記第１の表示
パネルにおいて、前記第２の表示パネルにおける前記第１の位置と遊技者から見て重なり
合う第４の位置に前記第６図柄表示制御手段によって前記第３の位置に停止表示された図
柄とリーチ態様を構成する図柄を停止表示させることにより前記リーチ態様を表示する第
７図柄表示制御手段と、
　（ｊ）前記第７図柄表示手段による前記第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて
、前記第１の表示パネルの前記第１の位置において図柄が表示されている領域を透明状態
に制御する第３透明制御手段と、
　を含む、遊技機。
【１９０９】
　本態様によれば、２重に配置された２枚の表示パネルを生かして、シンプルな演出であ
りながら、臨場感のある態様で、１回の変動表示において、複数回（例えば、３回）のリ
ーチチャンスがあるように遊技者に感じさせることができる演出表示パターンを実現でき
る。さらに、第２の表示パネルにおける図柄の表示に応じて、第１の表示パネルにおいて
図柄が表示されている領域を透明状態に制御する。この結果、第２の表示パネルに図柄が
表示された場合には、当該図柄と遊技者から見て重なり合う位置に第１の表示パネルにお
いて表示されている図柄は、透明状態に変更されるので、第２の表示パネルに表示された
図柄が、第１の表示パネルに表示された図柄と重なり合って遊技者にとって視認し難くな
ることを防止することできる。
【１９１０】
　［態様９］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選結果が所
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定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを決
定する演出表示パターン決定手段と、
　前記決定された演出表示パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において、複数種類の図柄を変動表示した後に複数種類の図柄の
いずれかを停止表示する図柄変動・停止表示を遊技者から見て異なる複数の位置でそれぞ
れ行い、複数の位置にそれぞれ停止表示された図柄の組合せで遊技者に前記抽選の結果を
通知可能な表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記複数種類の演出表示パターンのうちの特定演出表示パターンが前記演出表示パター
ン決定手段により決定された場合において、
　（ａ）停止表示された図柄と変動表示された図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表
すリーチ態様を、前記リーチ態様を構成する図柄の少なくとも一部を前記第２の表示パネ
ルに表示するように、前記表示手段に表示するリーチ態様表示手段と、
　（ｂ）リーチ態様表示手段によってリーチ態様が表示された後に、前記第２の表示パネ
ルに表示された前記リーチ態様を構成する図柄を消去するとともに、前記消去された図柄
を第１の表示パネルに表示することにより、前記第１の表示パネルのみを用いて前記リー
チ態様を表示するリーチ態様表示変更手段と、
　（ｃ）前記第１の表示パネルのみで前記リーチ態様が表示された後に、前記リーチ態様
において変動表示されている図柄の停止表示を含むリーチ後演出を表示する手段であって
、前記リーチ後演出のうち少なくとも前記リーチ態様の表示と連続する演出を第１の表示
パネルのみで表示するリーチ後演出表示手段と、
　を有する、遊技機。
【１９１１】
　本態様によれば、遊技者から見て奥側の第２の表示パネルに少なくとも一部の図柄が表
示された態様でリーチ態様が表示された場合、リーチ態様の表示後に、第１の表示パネル
のみを用いてリーチ態様を表示するようにリーチ態様を変更する。そして、リーチ後演出
のうち少なくとも前記リーチ態様の表示と連続する演出を第１の表示パネルのみで表示す
る。したがって、第１の表示パネルのみを用いて開始されるリーチ後演出のデータを用意
するだけで良いので、リーチ後演出のデータ量を抑制して遊技機に搭載すべきメモリ容量
を削減することができる。さらに、第１の表示パネルのみを用いて開始されるリーチ後演
出のデータを用意するだけにも拘わらず、リーチ前演出とリーチ後演出との繋がりの不自
然さを解消することができる。
【１９１２】
　［態様１０］
　上記態様９において、前記リーチ態様表示手段は、前記リーチ態様を構成する図柄の一
部を前記第１の表示パネルに表示すると共に、前記リーチ態様を構成する図柄の他の一部
を前記第２の表示パネルに表示するように、前記表示手段に表示しても良い。こうすれば
、特定演出表示パターンでは、二枚の表示パネルを用いて、リーチ態様を表示するため、
本体用について上述した作用・効果に加えて、リーチ態様のバリエーションを豊かにして
、遊技機の興趣を向上することができるという効果を奏する。
【１９１３】
　［態様１１］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて当落乱数を取得する当落乱数取得手段と、
　前記当落乱数取得手段により取得された複数の当落乱数を、各当落乱数について所定の
始動条件が成立するまで蓄積可能な乱数蓄積手段と、
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　前記始動条件が成立した当落乱数を用いて一つずつ抽選を行って、少なくとも一種類の
大当たりとハズレとを含む複数種類の抽選結果の中から一種類の抽選結果を予め定められ
た抽選確率に基づいて決定する抽選手段と、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選手段による抽選ごとに前記表示手段に装飾図柄画像の表示と背景画像の表示を
含む演出を表示する表示制御手段と、
　前記始動条件が未だ成立せず前記乱数蓄積手段に蓄積されている一の当落乱数に基づい
て、当該一の当落乱数より先に前記始動条件が成立する他の当落乱数を用いた前記抽選手
段による抽選に対応する演出である先行演出において特別演出を行うか否かを判定する先
行判定手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、前記先行判定手段により前記特別演出を行うと判定された場合に
、前記第１の表示パネルに表示されていた背景画像を消去し、前記消去の後に前記第２の
表示パネルに背景画像を表示する前記特別演出を前記先行演出として実行する先行演出実
行手段を有する、遊技機。
【１９１４】
　なお、先行判定手段としての機能は、実施形態における第一特別図柄先行処理及び第二
特別図柄先行処理を行って、先読みとして保留記憶された特別抽選単位データ（特別図柄
乱数（当落乱数）を含んでいる）に基づいて先行判定結果を示す第２種入賞通知コマンド
を生成・送信する主制御ＭＰＵ４１００ａと、第２種入賞通知コマンドに基づいて第１、
第２、第３特殊モード演出を実行するか否かをモード抽選によって決定する周辺制御ＭＰ
Ｕ４１４０ａとが協働して実現する。また、本態様における乱数蓄積手段は、実施形態に
おける第一特別図柄保留記憶手段４２１４及び／または第二特別図柄保留記憶手段４２２
４に相当する。
【１９１５】
　この態様によれば、２枚の表示パネルを用いた遊技機における先行演出（いわゆる先読
み演出）において、遊技者から見て手前側の第１の表示パネルに表示されていた背景画像
が消去されて、奥側の第２の表示パネルに背景画像が表示される。この結果、背景画面が
手前から奥側への沈み込む様が遊技者にはっきりと認識される。したがって、遊技者にな
にか特別な演出が行われていると感じさせる先行演出を実現することができる。また、背
景画像を奥側の第２の表示パネルに移すというシンプルな演出であるので、画面が煩雑で
あるとの印象を与えることなく、遊技者にインパクトのある先行演出を実現できると共に
、他の演出（例えば、チャンスアップキャラクタの表示）を同時に表示した場合でも画面
が過度に煩雑になることを抑制することができる。
【１９１６】
　［態様１２］
　上記態様１１において、先行演出は、前記先行判定手段に用いられた前記当落乱数より
前に前記始動条件が成立した当落乱数を用いた前記抽選手段による抽選に対応する演出に
おいて、前記先行判定手段に用いられた前記当落乱数を用いた前記抽選手段による抽選結
果が当たりとなる確率が前記予め定められた確率より高いことを示唆する演出であること
が好ましい。
【１９１７】
　［態様１３］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて当落乱数を取得する当落乱数取得手段と、
　前記当落乱数取得手段により取得された複数の当落乱数を、各当落乱数について所定の
始動条件が成立するまで蓄積可能な乱数蓄積手段と、
　前記始動条件が成立した当落乱数を用いて一つずつ抽選を行って、少なくとも一種類の
大当たりとハズレとを含む複数種類の抽選結果の中から一種類の抽選結果を予め定められ
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た抽選確率に基づいて決定する抽選手段と、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に所定の間
隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選手段による抽選ごとに前記表示手段に装飾図柄画像の変動表示と背景画像の表
示を含む図柄変動演出を表示する表示制御手段と、
　前記始動条件が未だ成立せず前記乱数蓄積手段に蓄積されている一の当落乱数に基づい
て、当該一の当落乱数より先に前記始動条件が成立する他の当落乱数を用いた前記抽選手
段による抽選に対応する図柄変動演出から前記一の当落乱数を用いた前記抽選手段による
抽選に対応する図柄変動演出までを少なくとも含む複数回の図柄変動演出において特別演
出を行うか否かを判定する先行判定手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記特別演出を行うと判定された前記複数回の図柄変動演出以外の図柄変動演出として
、前記第１の表示パネルにおいて前記背景画像を表示するとともに前記第２の表示パネル
において前記背景画像を表示しない図柄変動演出である第１の図柄変動演出を表示する第
１演出表示制御手段と、
　前記特別演出を行うと判定された前記複数回の図柄変動演出として、前記第２の表示パ
ネルにおいて前記背景画像を表示するとともに前記第１の表示パネルにおいて前記背景画
像を表示しない図柄変動演出である第２の図柄変動演出を表示する第２演出表示制御手段
と、
　を有する、遊技機。
【１９１８】
　こうすれば、先行判定（いわゆる先読み）に基づく複数回の図柄変動演出に亘って、通
常時における図柄変動演出とは全く異なる図柄変動演出をシンプルで画面の煩雑を伴うこ
となく実現することができる。先行判定に基づく複数回の図柄変動演出では、前記第２の
表示パネルにおいて背景画像を表示するとともに第１の表示パネルにおいて背景画像を表
示しないこととし、通常時における図柄変動演出では、第１の表示パネルにおいて背景画
像を表示するとともに第２の表示パネルにおいて背景画像を表示しないからである。すな
わち、先行判定に基づく複数回の図柄変動演出では背景画像が遊技者から見て奥側に沈み
こんで見え、通常時における図柄変動演出では背景画像が遊技者から見て手前側に見える
ため、２つの図柄変動演出を、遊技者ははっきりと異なるものであると認識できるからで
ある。
【１９１９】
　［態様１４］
　上記態様１３において先行判定に基づく複数回の図柄変動演出では、装飾図柄の変動表
示及び停止表示を第１の表示パネルにおいて実行することが好ましい。こうすれば、先行
判定に基づく複数回の図柄変動演出では背景画像が遊技者から見て奥側に沈みこんで見え
ると共に、装飾図柄は遊技者から手前側に浮かび上がってみえる。この結果、先行判定に
基づく複数回の図柄変動演出は、全体として奥行き感と臨場感のある演出に見える。この
結果、２つの図柄変動演出を、さらに、遊技者にとってはっきりと異なるものとすること
ができる。
【１９２０】
　［態様１５］
　上記態様１３または態様１４において、先行判定に基づく複数回の図柄変動演出におい
て表示される背景画像と、通常時における図柄変動演出において表示される背景画像とは
異なる背景画像とすることが好ましい。こうすれば、さらに、先行判定に基づく複数回の
図柄変動演出を、通常時における図柄変動演出において表示される背景画像とはっきり差
別化することができる。
【１９２１】
　［態様１６］
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　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて抽選情報を取得する抽選情報取得手段と、
　前記抽選情報取得手段により取得された複数の抽選情報を、各抽選情報について所定の
始動条件が成立するまで記憶可能な抽選情報記憶手段と、
　前記始動条件が成立した抽選情報を用いて抽選を行って、少なくとも一種類の大当たり
とハズレとを含む複数種類の抽選結果の中から一種類の抽選結果を予め定められた抽選確
率に基づいて決定する抽選手段と、
　所定の演出が表示される表示手段と、
　前記抽選手段による抽選に基づき前記表示手段に装飾図柄画像と背景画像とを含む演出
を表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネル
の奥側に所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有し、
　前記表示制御手段は、前記抽選手段による抽選に基づく前記装飾図柄画像及び背景画像
の表示を含む演出を主として前記第１の表示パネルに表示することによって前記第２の表
示パネルを遊技者が意識し難い状態にしている中で、前記抽選情報取得手段により取得さ
れた抽選情報が所定の条件を満たすときには、少なくとも前記第２の表示パネルを用いて
前記演出を表示する特別演出実行手段を有する、遊技機。
【１９２２】
　上記態様１６によれば、演出を主として第１の表示パネルに表示することによって第２
表示パネルを遊技者が意識し難い状態としている中で、抽選情報が所定の条件を満たすこ
とを契機として、第２の表示パネルを少なくとも用いて演出を表示する。この結果、遊技
者は、意識していなかった第２の表示パネルに演出の表示が移ったことを、驚きを持って
受け止める。したがって、遊技者になにか特別な演出が行われていると感じさせる特別演
出を実現することができる。また、演出を奥側の第２の表示パネルを用いて表示するとい
うシンプルな演出であるので、画面が煩雑であるとの印象を与えることなく、遊技者にイ
ンパクトのある特別演出を実現できると共に、他の演出（例えば、チャンスアップキャラ
クタの表示）を同時に表示した場合でも画面が過度に煩雑になることを抑制することがで
きる。
【１９２３】
　［態様１７］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて抽選情報を取得する抽選情報取得手段と、
　前記抽選情報取得手段により取得された複数の抽選情報を、各抽選情報について所定の
始動条件が成立するまで記憶可能な抽選情報記憶手段と、
　前記始動条件が成立した抽選情報を用いて抽選を行って、少なくとも一種類の大当たり
とハズレとを含む複数種類の抽選結果の中から一種類の抽選結果を予め定められた抽選確
率に基づいて決定する抽選手段と、
　所定の演出が表示される表示手段と、
　前記抽選手段による抽選に基づき前記表示手段に装飾図柄画像と背景画像とを含む演出
を表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示手段は、透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネル
の奥側に所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有し、
　前記表示制御手段は、前記抽選手段による抽選に基づく前記装飾図柄画像及び背景画像
の表示を含む演出を主として前記第１の表示パネルに表示することによって前記第２の表
示パネルを遊技者が意識し難い状態にしている中で、前記抽選情報取得手段により取得さ
れた抽選情報が所定の条件を満たすときには、前記演出の主要部を表示する表示パネルを
前記第１の表示パネルから前記第２の表示パネルに切り替える特別演出実行手段を有する
、遊技機。
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【１９２４】
　上記態様１７によれば、演出を主として第１の表示パネルに表示することによって第２
表示パネルを遊技者が意識し難い状態としている状態としている中で、抽選情報が所定の
条件を満たすことを契機として、演出の主要部の表示を第１の表示パネルから第２の表示
パネルに移す。この結果、遊技者は、意識していなかった第２の表示パネルに演出の主要
部の表示が移ったことを、驚きを持って受け止める。したがって、遊技者になにか特別な
演出が行われていると感じさせる特別演出を実現することができる。また、演出の主要部
の表示を奥側の第２の表示パネルに移すというシンプルな演出であるので、画面が煩雑で
あるとの印象を与えることなく、遊技者にインパクトのある特別演出を実現できると共に
、他の演出（例えば、チャンスアップキャラクタの表示）を同時に表示した場合でも画面
が過度に煩雑になることを抑制することができる。
【１９２５】
　なお、ここで主として演出を第１の表示パネルに表示するとは、実施形態における上述
した通常モードでの演出表示に対応する。上述のように、通常モードでは、特にリーチ成
立前演出において、第１表示パネル１４００ａのほぼ全面を用いて演出画像（具体的には
、装飾図柄画像の変動表示・停止表示及び背景画像）を表示しており、第２表示パネル１
４００ｂのほぼ全面を透明状態ＣＬＲに制御している（演出画像を表示していない。）通
常モードにおいても、所定の予告演出において、背景画像の一部が第２表示パネル１４０
０ｂに表示される場合はあるものの、原則的に、装飾図柄画像の変動表示・停止表示及び
背景画像の大部分（演出の主要部）は、第１表示パネル１４００ａに表示される。このた
め、通常モードでの演出表示では、遊技者はあまり第２表示パネル１４００ｂの存在を意
識しない（認識困難である）と言える。
【１９２６】
　また、演出の主要部を表示する表示パネルを第１の表示パネルから第２の表示パネルに
切り替える特別演出は、実施形態における第１特殊モード演出、第２特殊モード演出、第
３特殊モード演出に対応する。上述のように実施形態における第１特殊モード演出、第２
特殊モード演出、第３特殊モード演出では、特にリーチ成立前演出において、演出の主要
部たる背景画像の表示を第２表示パネル１４００ｂに表示している。そして、第１表示パ
ネル１４００ａにおいて第２表示パネル１４００ｂに表示されている背景画像と遊技者か
ら見て重なる領域は透明状態ＣＬＲに制御されている。ここで言う演出の主要部とは、背
景画像に限らず、例えば、表示パネルの表示面積の比較的大きな部分を占める演出画像で
あればよい。具体的には、演出の主要部は、表示パネル（例えば、第２表示パネル１４０
０ｂ）の表示面積の５０％以上を占める演出画像であることが好ましく、７０％以上を占
める演出画像であることが遊技者に与えるインパクトを大きくする観点から特に好ましい
い。
【１９２７】
　また、通常モードでの変動に続く特殊モード演出での変動（すなわち、ｍ＋１回の特殊
モードでの変動のうちの最初の変動＝特殊モードへ突入する変動）において、演出の主要
部たる背景画像の表示を第１表示パネル１４００ａから第２表示パネル１４００ｂへと切
り替えている。こうすることで、特殊モード演出と通常モード演出の違いを際立たせ、特
殊モード演出に対する遊技者の期待感を高揚させることができる。
【１９２８】
　また、抽選情報は、実施形態における第一特別図柄抽選単位データ及び第二特別図柄抽
選単位データに含まれる各種乱数に対応する。抽選情報が所定の条件を満たすときとは、
実施形態においては、いわゆる先読みにより、周辺制御ＭＰＵ４１４０ａが特殊モード演
出を実行すると判断したときに対応する。ここで、抽選情報が所定の条件を満たすときに
は、先読みの場合に限られず、通常の変動開始時において第一特別図柄抽選単位データを
処理するときに、第一特別図柄抽選単位データに含まれる各種乱数のいずれかが所定の条
件を満たすときであっても良い。
【１９２９】



(429) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

　［態様１８］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する特典付与手段と
、
　画像を表示する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを決定する演出表示パターン決定手段
と、
　前記決定された演出表示パターンに基づいて演出画像を前記表示手段に表示する表示制
御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、前記停止表示された図柄と変動表示された図柄とを含む複数の図
柄でリーチ状態を表すリーチ態様を前記表示手段に表示するリーチ状態表示手段を有し、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定間隔を置いて配置さ
れた後方表示手段を備え、
　前記表示制御手段は、前記前方表示手段と前記後方表示手段とを切り替えて前記リーチ
態様を表示することが可能である、遊技機。
【１９３０】
　本態様によれば、遊技球の所定領域の通過を検出すると、当該検出に基づいて乱数の取
得を行う。さらに取得された乱数を用いて抽選を行い、抽選結果が所定の当たりである場
合には遊技者に特典を付与する。ここで抽選ごとにいずれもが表示手段に画像を表示する
演出を含む演出表示パターンに基づいて演出画像が表示手段に表示される。そして、演出
として、停止表示された図柄と変動表示された図柄とを含む複数の図柄でリーチ状態を表
すリーチ態様を表示手段に表示することができる。
【１９３１】
　さらに、本態様では、表示手段に加えて、さらに、遊技者から見て表示手段の奥側に所
定間隔を置いて配置された後方表示手段を備えている。そして、上述のように抽選ごとに
行われるいずれの演出においても表示手段に画像を表示しつつも、リーチ態様については
表示手段と後方表示手段とを切り替えて表示することができる。この結果、表示手段を用
いたリーチ態様のみならず、遊技者から見て後方にある後方表示手段を用いたリーチ態様
を表示可能である。
【１９３２】
　後方表示手段を用いたリーチ態様は、遊技者にとって奥行き感のあるリーチ態様である
。本態様では、このような奥行き感のあるリーチ態様と、表示手段に表示されたリーチ態
様とを交えながら遊技を進めることができる。この結果、遊技者の遊技意欲の低減を抑制
することができる。
【１９３３】
　［態様１９］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選結果が所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付与する特典付与手段と
、
　画像を表示する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに、いずれもが前記表示手段に画像を表示する演出を含む複数種類
の演出表示パターンの中から一の演出表示パターンを決定する演出表示パターン決定手段
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と、
　前記決定された演出表示パターンに基づいて演出画像を前記表示手段に表示する表示制
御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、停止表示された図柄と変動表示された図柄とを含む複数の図柄で
リーチ状態を表すリーチ態様を前記表示手段に表示する第１リーチ状態表示手段を有し、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定間隔を置いて配置さ
れた後方表示手段を備え、
　前記表示制御手段は、さらに、前記複数種類の演出表示パターンのうちの特定演出表示
パターンが前記演出表示パターン決定手段により決定された場合において、前記リーチ態
様を構成する図柄の少なくとも一部を前記後方表示手段に表示するように、前記リーチ態
様を表示する第２リーチ態様表示手段を有し、
　前記第１リーチ態様表示手段は、前記第２リーチ態様表示手段によって前記リーチ態様
が表示された後に、前記後方表示手段に表示された前記リーチ態様を構成する図柄を消去
するとともに、前記消去された図柄を前記表示手段に表示することにより、前記第２リー
チ態様表示手段によって表示された前記リーチ態様と同じ図柄で構成されるリーチ態様を
前記表示手段のみを用いて表示するリーチ態様変更制御を行うリーチ態様変更制御手段を
有し、
　前記表示制御手段は、さらに、前記リーチ態様変更制御の後に、前記リーチ態様におい
て変動表示されている図柄の停止表示を含むリーチ後演出を表示する手段であって、前記
リーチ後演出のうち少なくとも前記リーチ態様の表示と連続する演出表示を前記表示手段
のみで進行するリーチ後演出表示手段を有する、遊技機。
【１９３４】
　本態様によれば、遊技者から見て後方にある後方表示手段を用いてリーチ態様を表示可
能であるので、奥行き感のあるリーチ態様を表示可能である。その上で、後方表示手段に
少なくとも一部の図柄が表示された態様でリーチ態様が表示された場合、リーチ態様の表
示後に、表示手段のみを用いてリーチ態様を表示するようにリーチ態様を変更する。そし
て、リーチ後演出のうち少なくとも前記リーチ態様の表示と連続する部分（リーチ後演出
の開始部分）を表示手段のみで進行する。したがって、表示手段のみを用いて開始される
リーチ後演出のデータを用意するだけで良いので、リーチ後演出のデータ量を抑制して遊
技機に搭載すべきメモリ容量を削減することができる。さらに、表示手段のみを用いて開
始されるリーチ後演出のデータを用意するだけにも拘わらず、リーチ演出とリーチ後演出
との繋がりの不自然さを解消することができる。
【１９３５】
　［態様２０］
　態様１９に記載の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記演出表示パターン選択手段によって選択された前記演出表示パターンに応じて、
前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示され
る画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
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　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記後方表示手段に表示された前記リーチ態様を構成する図柄を消去した後の前記後方
表示手段の制御状態を表す第１画像データと、前記後方表示手段に表示されるべき前記リ
ーチ態様を表す第２画像データとのうちの一方のみの受信が完了した状態では、前記記憶
された一方の画像データの出力を保留し、前記第１画像データと前記第２画像データとの
両方の受信が完了した状態になって初めて、前記第１画像データを前記表示手段に出力し
、前記第２画像データを前記後方表示手段に出力することによって、
　前記リーチ態様変更制御手段として機能する、
　遊技機。
【１９３６】
　以上、特殊モード演出の少なくとも一部を実現するという観点から抽出された態様につ
いて説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様を抽出可能で
ある。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出例（あるいは、他の
演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよい。
【１９３７】
　上記実施形態を、演出例の一つとしての変動中昇格演出（例えば、図４１４～図４２６
に示す演出例）を実現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思
想）を抽出することができる。
【１９３８】
　［態様１］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて当落乱数を取得する当落乱数取得手段と、
　前記当落乱数に基づく抽選を行って、ハズレと、第１の当たりと第２の当たりとを少な
くとも含む複数種類の当たりとを含む複数種類の抽選結果の中から一種類の抽選結果を決
定する抽選手段と、
　前記抽選結果が前記第１の当たりである場合に遊技者に第１の特典を付与するとともに
、前記抽選結果が前記第２の当たりである場合に遊技者に前記第１の特典よりも大きな特
典である第２の特典を付与する特典付与手段と、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの後方に前記第１
の表示パネルと重なり合うように配置された第２の表示パネルと、を有する表示手段と、
　前記特典付与手段による第２の特典の付与に先立って、前記第１の特典または前記第２
の特典のいずれかが付与されることを遊技者に通知する第１の特典通知表示を前記表示手
段に行った後、前記第２の特典が付与されることを遊技者に通知する第２の特典通知表示
を前記表示手段に行うことが可能な表示制御手段であって、
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　　前記第１の表示パネルに前記第１の特典通知表示を表示した後、
　　前記第１の表示パネルにおいて前記第１の特典通知が表示された領域を、段階的に透
明状態に変更し、
　　前記透明状態への段階的な変更による前記第１の表示パネルにおける透明領域の拡大
に伴って、前記第２の特典通知表示のうち、遊技者が前記第１の表示パネルにおける前記
透明領域を介して視認可能な部分が拡大するように、前記第２の表示パネルに前記第２の
特典通知表示の少なくとも一部を表示する過程を経て、前記第２の特典通知表示を前記第
１の特典通知表示に代えて前記表示手段に表示する、
　表示制御手段と、
　を備える、遊技機。
【１９３９】
　上記態様１では、第１の表示パネルに第１の特典通知表示、第１の特典通知表示がなさ
れた領域を、段階的に透明状態に制御していく。このような透明状態の段階的な拡大に伴
って、第２の特典通知表示のうち、遊技者が第１の表示パネルにおける透明状態に制御さ
れた領域を介して視認可能な部分が拡大するように、第２の表示パネルに第２の特典通知
表示の一部を段階的に表示していく。この結果、遊技者から見て手前に見える第１の特典
通知表示の裏に、第２の特典通知表示が隠されており、隠された第２の特典通知表示が段
階的に見えてくる様子を、実際に第１の特典通知表示の裏に第２の特典通知表示が隠れて
いたかのようにリアルで奥行き感のある態様で表現できる。なお、上記態様における第１
の当たりは、実施形態における大当たりＢ（通常出玉有りの当たり）に対応する。上記態
様における第２の当たりは、実施形態における大当たりＡ（確変出玉有りの当たり）に対
応する。
【１９４０】
　以上、変動中昇格演出を実現するという観点から抽出された態様について説明したが、
この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出
された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現する
という観点から抽出される態様）に適用してもよい。
【１９４１】
　上記実施形態を、複数の表示パネルを制御する（例えば、図１８９～図２００の制御）
という観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することができ
る。
【１９４２】
［態様１］
　遊技機であって、
　遊技機全体を統括的に制御するメイン制御手段と、
　複数の画像表示装置を含む画像表示手段と、
　前記メイン制御手段から出力されたコマンドデータに応じて、前記複数の画像表示装置
に表示する複数の画像の画像データを生成し、出力する一の画像データ生成装置と、
　前記一の画像データ生成装置が出力した画像データの少なくとも一部を前記複数の画像
表示装置のいずれかに出力する選択的出力手段と、
　を備え、
　前記一の画像データ生成装置は、生成した画像データを、同期信号と共に出力する出力
手段を備え、
　前記選択的出力手段は、
　　前記同期信号に同期させつつ、前記出力手段からの前記画像データを入力する入力手
段と、
　　入力された前記画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記複数の画像表示装置の各々に適した複数種類の同期信号を出力する同期信号出力
手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データの少なくとも一部を、前記複数の画像表示装置
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のいずれかを選択して、選択された前記画像表示装置に適した前記同期信号に同期して、
出力する画像データ出力手段と、
　を備え、
　各画像表示装置は、各画像表示装置に適した同期信号に同期させつつ、前記画像データ
出力手段が出力した画像データを入力可能である
　遊技機。
【１９４３】
　この構成によれば、選択的出力手段から複数の画像表示装置の各々に適した複数種類の
同期信号が出力され、そして、画像表示装置に適した前記同期信号に同期して画像データ
が出力される。したがって、１つの画像表示装置を利用することを想定して構成され、１
種類の同期信号しか出力できない画像データ生成装置を用いた場合であっても、複数の画
像表示装置は、それぞれに適切な同期信号に基づいて画像データを入力し、画像を表示す
ることができる。その結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現す
ることができる。
　なお、前記画像データ出力手段は、前記複数の画像表示装置から、１つの画像表示装置
を選択して画像データを出力しても良いし、前記複数の画像表示装置から、２以上あるい
は前記複数の画像表示装置全てを選択して、個々の画像表示装置に適した同期信号に同期
して画像データを出力しても良い。２以上あるいは前記複数の画像表示装置全てを選択し
て画像データを出力する場合、画像データ出力手段は、各々の画像表示装置に対して、異
なるタイミングで画像データを出力しても良いし、ほぼ同時に画像データを出力しても良
い。
【１９４４】
［態様２］
　態様１に記載の遊技機であって、
　前記選択的出力手段の前記同期信号出力手段は、前記複数の画像表示装置の各々に適し
た前記複数種類の同期信号を、前記入力手段に入力された同期信号とは独立に、出力する
、
　遊技機。
【１９４５】
　この構成によれば、複数の画像表示装置の各々に適した複数種類の同期信号が、入力手
段に入力された同期信号とは独立に出力されるので、入力手段に入力された同期信号とは
独立に、複数の画像表示装置のそれぞれに適切な同期信号を供給することができる。その
結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現することができる。また
、画像データ生成装置から出力可能な同期信号が、画像表示手段の対応可能な同期信号と
同じでなくてもよいので、画像データ生成装置と画像表示手段とを、独立に、幅広い候補
の中から選択することができる。
【１９４６】
［態様３］
　態様１または態様２に記載の遊技機であって、
　前記複数の画像表示装置は、画面サイズが第１画面サイズである第１画像表示装置と、
画面サイズが前記第１画面サイズとは異なる第２画面サイズの第２画像表示装置と、を含
み、
　前記同期信号出力手段は、前記第１画像表示装置に適した第１同期信号を出力し、前記
第２画像表示装置に適した第２同期信号を出力する、
　遊技機。
【１９４７】
　この構成によれば、画面サイズ（画像表示可能領域に相当する画面の画素数）が異なる
第１画像表示装置と第２画像表示装置とに、適切な同期信号が出力されるので、画面サイ
ズが異なる第１と第２の画像表示装置のそれぞれに適切に画像を表示することができる。
その結果、画面サイズが異なる第１と第２の画像表示装置を用いた多彩な演出表示が可能
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である。
【１９４８】
［態様４］
　遊技機であって、
　遊技機全体を統括的に制御するメイン制御手段と、
　複数の画像表示装置を含む画像表示手段と、
　前記メイン制御手段から出力されたコマンドデータに応じて、前記複数の画像表示装置
に表示する複数の画像の画像データを生成し、出力する一の画像データ生成装置と、
　前記一の画像データ生成装置が出力した画像データの少なくとも一部を前記複数の画像
表示装置のいずれかに出力する選択的出力手段と、
　を備え、
　前記一の画像データ生成装置は、
　　前記複数の画像表示装置のそれぞれのために、前記複数の画像表示装置に関する決め
られた順番に、１フレーム分の画像データを生成し、該１フレーム毎に一時記憶手段に記
憶させる画像データ生成手段と、
　　前記一時記憶手段に記憶されている画像データを、前記決められた順番に１フレーム
分ずつ、同期信号と共に出力する出力手段と、
　を備え、
　前記選択的出力手段は、
　　前記同期信号に同期させつつ、前記出力手段から出力される１フレーム分ずつの画像
データを入力する入力手段と、
　　入力された前記画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記複数の画像表示装置の各々に適した複数種類の同期信号を出力する同期信号出力
手段と、
　　前記記憶手段に記憶された１フレーム分の画像データを、前記複数の画像表示装置か
ら１つの画像表示装置を前記決められた順番に選択して、前記選択された前記画像表示装
置に適した前記同期信号に同期して、出力する画像データ出力手段と、
　を備え、
　各画像表示装置は、各画像表示装置に適した同期信号に同期させつつ、前記画像データ
出力手段が出力した画像データを入力可能である、
　遊技機。
【１９４９】
　この構成によれば、各画像表示装置のための画像データの生成と、生成された画像デー
タの出力と、受信した画像データに対応する画像表示装置の選択とのそれぞれが、決めら
れた順番に行われるので、１つの画像表示装置を利用することを想定して構成された画像
データ生成装置を用いた場合であっても、各画像表示装置に適切な画像を表示することが
できる。その結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現することが
できるので、魅力的な表示演出を実現できる。
【１９５０】
［態様５］
　態様４に記載の遊技機であって、
　前記一の画像データ生成装置の前記出力手段は、１フレーム分の前記画像データと共に
、前記画像データに対応する画像表示装置を特定するデータを出力する、
　遊技機。
【１９５１】
　この構成によれば、画像データと共にその画像データに対応する画像表示装置を特定す
るデータが出力されるので、或る画像表示装置のための画像が、誤って他の画像表示装置
に表示される可能性を低減できる。その結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表
示を適切に実現することができるので、魅力的な表示演出を実現できる。
【１９５２】
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［態様６］
　態様４または態様５に記載の遊技機であって、
　前記選択的出力手段の前記画像データ出力手段は、前記記憶手段に記憶された画像デー
タを利用して、前記複数の画像表示装置のそれぞれに対して一斉に画像データを出力する
、
　遊技機。
【１９５３】
　この構成によれば、同じタイミングで表示されるべき複数の画像を、複数の画像表示装
置のそれぞれに、ほぼ同じタイミングで表示させることができる。その結果、複数の画像
表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現することができるので、魅力的な表示演出
を実現できる。
【１９５４】
［態様７］
　態様４ないし態様６のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記選択的出力手段の前記同期信号出力手段は、前記複数の画像表示装置の各々に適し
た前記複数種類の同期信号を、前記入力手段に入力された同期信号とは独立に、出力する
、
　遊技機。
【１９５５】
　この構成によれば、複数の画像表示装置の各々に適した複数種類の同期信号が、入力手
段に入力された同期信号とは独立に出力されるので、入力手段に入力された同期信号とは
独立に、複数の画像表示装置のそれぞれの表示タイミングを適切なタイミングに設定する
ことができる。その結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現する
ことができる。
【１９５６】
［態様８］
　遊技機であって、
　遊技機全体を統括的に制御するメイン制御手段と、
　複数の画像表示装置を含む画像表示手段と、
　前記メイン制御手段から出力されたコマンドデータに応じて、前記複数の画像表示装置
に表示する複数の画像の画像データを生成し、出力する一の画像データ生成装置と、
　前記一の画像データ生成装置が出力した画像データの少なくとも一部を前記複数の画像
表示装置のいずれかに出力する選択的出力手段と、
　を備え、
　前記一の画像データ生成装置は、
　　各画像表示装置の１フレーム分の画像データを前記複数の画像表示装置の全てについ
て並べた画像データを１フレーム分の画像データとして生成し、該１フレーム毎に一時記
憶手段に記憶させる画像データ生成手段と、
　　前記一時記憶手段に記憶されている画像データを、１フレーム分ずつ、同期信号と共
に出力する出力手段と、
　を備え、
　前記選択的出力手段は、
　　前記同期信号に同期させつつ、前記出力手段から出力される１フレーム分の画像デー
タを入力する入力手段と、
　　入力された１フレーム分の前記画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記複数の画像表示装置の各々に適した複数種類の同期信号を出力する同期信号出力
手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データを分割し、前記分割した画像データに対応する
画像表示装置を特定して、前記各画像表示装置に適した前記同期信号に同期して、前記分
割した画像データを出力する画像データ出力手段と、
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　を備え、
　各画像表示装置は、各画像表示装置に適した同期信号に同期させつつ、前記画像データ
出力手段が出力した画像データを入力可能である、
　遊技機。
【１９５７】
　この構成によれば、画像データ生成装置は、各画像表示装置のための画像データを１フ
レームにまとめて生成し、そして、まとめられた画像データが分割されて各画像表示装置
に出力されるので、１つの画像表示装置を利用することを想定して構成された画像データ
生成装置を用いた場合であっても、各画像表示装置に適切な画像を表示することができる
。その結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現することができる
ので、魅力的な表示演出を実現できる。
　なお、前記画像データ出力手段は、各々の画像表示装置に対して、異なるタイミングで
画像データを出力しても良いし、ほぼ同時に画像データを出力しても良い。
　また、前記画像データの分割は、各画像表示装置に出力する画像データ同士の境界が分
かるものであれば良く、実際に画像データを分割する場合に限らない。例えば、２つの画
像表示装置に対して異なるタイミングで画像データを出力する場合は、１の画像表示装置
に該画像表示装置に適した同期信号に同期して画像データを出力した後、記憶手段に記憶
されている残りの画像データをもう１つの画像表示装置に該画像表示装置に適した同期信
号に同期して出力する、という場合も、ここでいう「前記記憶手段に記憶された画像デー
タを分割し、前記分割した画像データに対応する画像表示装置を特定して、前記各画像表
示装置に適した前記同期信号に同期して、前記分割した画像データを出力する」に含むも
のとしても良い。
【１９５８】
［態様９］
　態様８に記載の遊技機であって、
　前記選択的出力手段は、前記複数の画像表示装置のそれぞれの画像サイズを特定可能な
サイズ情報を格納するメモリを有し、
　前記画像データ出力手段は、前記サイズ情報を利用して、前記分割した画像データに対
応する画像表示装置を特定する、
　遊技機。
【１９５９】
　この構成によれば、画像データ出力手段は、適切に画像データを分割することができる
ので、或る画像表示装置のための画像が、誤って他の画像表示装置に表示される可能性を
低減できる。その結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現するこ
とができるので、魅力的な表示演出を実現できる。
【１９６０】
［態様１０］
　態様８または態様９に記載の遊技機であって、
　前記選択的出力手段の前記画像データ出力手段は、前記記憶手段に記憶された画像デー
タを利用して、前記複数の画像表示装置のそれぞれに対して一斉に画像データを出力する
、
　遊技機。
【１９６１】
　この構成によれば、同じタイミングで表示されるべき複数の画像を、複数の画像表示装
置のそれぞれに、ほぼ同じタイミングで表示させることができる。その結果、複数の画像
表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現することができるので、魅力的な表示演出
を実現できる。
【１９６２】
［態様１１］
　態様８ないし態様１０のいずれかに記載の遊技機であって、
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　前記選択的出力手段の前記同期信号出力手段は、前記複数の画像表示装置の各々に適し
た前記複数種類の同期信号を、前記入力手段に入力された同期信号とは独立に、出力する
、
　遊技機。
【１９６３】
　この構成によれば、複数の画像表示装置の各々に適した複数種類の同期信号が、入力手
段に入力された同期信号とは独立に出力されるので、入力手段に入力された同期信号とは
独立に、複数の画像表示装置のそれぞれの表示タイミングを適切なタイミングに設定する
ことができる。その結果、複数の画像表示装置を用いた種々の演出表示を適切に実現する
ことができる。
【１９６４】
［態様１２］
　態様８ないし態様１１のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記複数の画像表示装置は、画面サイズが第１画面サイズである第１画像表示装置と、
画面サイズが前記第１画面サイズとは異なる第２画面サイズの第２画像表示装置と、を含
み、
　前記同期信号出力手段は、前記第１画像表示装置に適した第１同期信号を出力し、前記
第２画像表示装置に適した第２同期信号を出力する、
　遊技機。
【１９６５】
　この構成によれば、画面サイズ（画像表示可能領域に相当する画面の画素数）が異なる
第１画像表示装置と第２画像表示装置とに、適切な同期信号が出力されるので、画面サイ
ズが異なる第１と第２の画像表示装置のそれぞれに適切に画像を表示することができる。
その結果、画面サイズが異なる第１と第２の画像表示装置を用いた多彩な演出表示が可能
である。
【１９６６】
［態様１３］
　遊技機であって、
　透過型の第１表示パネルと、遊技者から見て、前記第１表示パネルの奥側に所定の間隔
をおいて配置された第２表示パネルと、を有する表示手段と、
　前記第１表示パネルと前記第２表示パネルとを制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１表示パネルに表示される第１種動画像と前記第２表示パネルに表示される第
２種動画像とを合成して得られる合成動画像を表す合成動画像信号であって、前記合成動
画像のフレーム画像を表すフレーム画像信号と、前記フレーム画像毎の同期信号である合
成同期信号と、を含む合成動画像信号を出力する合成動画像出力手段と、
　　前記合成動画像出力手段からの前記合成動画像信号を利用して、前記第１種動画像を
表す第１種動画像信号を前記第１表示パネルに向けて出力し、前記第２種動画像を表す第
２種動画像信号を前記第２表示パネルに向けて出力する分割出力手段と、
　を有し、
　前記分割出力手段は、
　　前記合成動画像信号を利用して、前記第１種動画像のフレーム画像である第１種フレ
ーム画像を表す第１種フレームデータと、前記第２種動画像のフレーム画像である第２種
フレーム画像を表す第２種フレームデータとを取得する画像分割手段と、
　　前記第１種動画像信号として、前記第１種フレーム画像を表す信号に加えて、前記第
１種フレーム画像毎の同期信号である第１種同期信号を前記合成同期信号とは独立に出力
し、前記第２種動画像信号として、前記第２種フレーム画像を表す信号に加えて、前記第
２種フレーム画像毎の同期信号である第２種同期信号を前記合成同期信号とは独立に出力
する、分割動画像出力手段と、
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　を有する、遊技機。
【１９６７】
　この構成によれば、第１表示パネルのための第１種同期信号と、第２表示パネルのため
の第２種同期信号とが、合成同期信号とは独立に出力されるので、合成動画像出力手段の
動作タイミングとは独立に、第１表示パネルと第２表示パネルとのそれぞれの表示タイミ
ングを適切なタイミングに設定することができる。その結果、２枚の表示パネルを用いた
種々の演出表示を適切に実現することができるので、魅力的な表示演出を実現できる。
　また、第１種同期信号と第２種同期信号とが、合成動画像出力手段から出力される合成
同期信号から独立（分離）しているので、合成同期信号における各種サイクル（例えば、
垂直同期周波数）が、第１種同期信号と第２種同期信号との少なくとも一方におけるサイ
クルと異なっていても良い。また、第１種同期信号における各種サイクルが、第２種同期
信号におけるサイクルと異なっていても良い。以上により、合成動画像出力手段と第１表
示パネルと第２表示パネルとのそれぞれの選択を、互いに制限を受けずに行うことができ
る。その結果、種々の演出表示を実現し得る高性能な合成動画像出力手段を、表示パネル
に制限されずに、幅広い候補の中から選択することができる。また、そのような演出表示
を表現し得る表示パネルを、幅広い候補の中から選択することができる。これにより、複
数の表示パネルを利用した高度な演出を容易に実現することができる。
【１９６８】
［態様１４］
　態様１３に記載の遊技機であって、
　前記合成動画像出力手段は、前記第１種フレーム画像を表す信号と前記第２種フレーム
画像を表す信号とを交互に前記合成同期信号に同期して出力することによって、前記合成
動画像信号を出力する手段であり、
　前記合成動画像出力手段は、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき前記第１種
フレーム画像と前記第２種フレーム画像との前記第１種フレームデータと前記第２種フレ
ームデータとを連続して出力し、
　前記画像分割手段は、連続して受信した前記第１種フレームデータと前記第２種フレー
ムデータとに関して、表示時間の少なくとも一部が重なるように、前記第１種フレームデ
ータを表す信号と前記第１種同期信号とを前記第１表示パネルに向けて出力し、前記第２
種フレームデータを表す信号と前記第２種同期信号とを前記第２表示パネルに向けて出力
する、
　遊技機。
【１９６９】
　この構成によれば、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき第１種フレーム画像
と第２種フレーム画像とのそれぞれが連続して出力され、そして、表示時間の少なくとも
一部が重なるように、第１種フレームデータを表す信号と第１種同期信号とが第１表示パ
ネルに向けて出力され、第２種フレームデータを表す信号と第２種同期信号とが第２表示
パネルに向けて出力されるので、第１表示パネルと第２表示パネルとの間の画像の表示タ
イミングのズレを抑制できる。その結果、２枚の表示パネルを用いた種々の演出表示を適
切に実現することができるので、魅力的な表示演出を実現できる。
【１９７０】
［態様１５］
　態様１３に記載の遊技機であって、
　前記合成動画像出力手段は、前記合成動画像の１枚のフレーム画像を表すデータとして
、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき前記第１種フレーム画像と前記第２種フ
レーム画像との前記第１種フレームデータと前記第２種フレームデータとを連結して得ら
れる合成フレームデータを用いることによって、前記合成動画像信号を出力する手段であ
り、
　前記画像分割手段は、前記第１種フレーム画像のサイズと前記第２種フレーム画像のサ
イズとの少なくとも一方を表す所定のパラメータを利用して、前記合成フレームデータか
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ら、前記第１種フレームデータと前記第２種フレームデータとを抽出し、表示時間の少な
くとも一部が重なるように、前記第１種フレームデータを表す信号と前記第１種同期信号
とを前記第１表示パネルに向けて出力し、前記第２種フレームデータを表す信号と前記第
２種同期信号とを前記第２表示パネルに向けて出力する、
　遊技機。
【１９７１】
　この構成によれば、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき第１種フレーム画像
と第２種フレーム画像とのそれぞれのデータを連結して得られる合成フレームデータが出
力され、そして、表示時間の少なくとも一部が重なるように、第１種フレームデータを表
す信号と第１種同期信号とが第１表示パネルに向けて出力され、第２種フレームデータを
表す信号と第２種同期信号とが第２表示パネルに向けて出力されるので、第１表示パネル
と第２表示パネルとの間の画像の表示タイミングのズレを抑制できる。その結果、２枚の
表示パネルを用いた種々の演出表示を適切に実現することができるので、魅力的な表示演
出を実現できる。
【１９７２】
［態様１６］
　遊技機であって、
　透過型の第１表示パネルと、遊技者から見て、前記第１表示パネルの奥側に所定の間隔
をおいて配置された第２表示パネルと、を有する表示手段と、
　前記第１表示パネルと前記第２表示パネルとを制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１表示パネルに表示される第１種動画像のフレーム画像である第１種フレーム
画像を表す信号と、前記第２表示パネルに表示される第２種動画像のフレーム画像である
第２種フレーム画像を表す信号とを、交互に出力する交互動画像出力手段と、
　　前記交互動画像出力手段からの前記信号を利用して、前記第１種フレーム画像を表す
信号を前記第１表示パネルに向けて出力し、前記第２種フレーム画像を表す信号を前記第
２表示パネルに向けて出力する分割出力手段と、
　を備え、
　前記交互動画像出力手段は、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき前記第１種
フレーム画像と前記第２種フレーム画像とのそれぞれの信号を連続して出力する連続出力
部を有し、
　前記分割出力手段は、
　　前記交互動画像出力手段からの前記信号を利用して、前記第１種フレーム画像を表す
第１種フレームデータと、前記第２種フレーム画像を表す第２種フレームデータとを取得
する画像分割手段と、
　　連続して受信した前記第１種フレームデータと前記第２種フレームデータとに関して
、表示時間の少なくとも一部が重なるように、前記第１種フレームデータを表す信号を前
記第１表示パネルに向けて出力し、前記第２種フレームデータを表す信号を前記第２表示
パネルに向けて出力する、分割動画像出力手段と、
　を有する、遊技機。
【１９７３】
　この構成によれば、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき第１種フレーム画像
と第２種フレーム画像とのそれぞれの信号が連続して出力され、そして、表示時間の少な
くとも一部が重なるように、第１種フレームデータを表す信号が第１表示パネルに向けて
出力され、第２種フレームデータを表す信号が第２表示パネルに向けて出力されるので、
第１表示パネルと第２表示パネルとの間の画像の表示タイミングのズレを抑制できる。そ
の結果、２枚の表示パネルを用いた種々の演出表示を適切に実現することができるので、
魅力的な表示演出を実現できる。
【１９７４】
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［態様１７］
　遊技機であって、
　透過型の第１表示パネルと、遊技者から見て、前記第１表示パネルの奥側に所定の間隔
をおいて配置された第２表示パネルと、を有する表示手段と、
　前記第１表示パネルと前記第２表示パネルとを制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　第１表示パネルに表示される第１種動画像のフレーム画像である第１種フレーム画像
を表す第１種フレームデータと、前記第２表示パネルに表示される第２種動画像のフレー
ム画像である第２種フレーム画像を表す第２種フレームデータとを連結して得られる合成
フレームデータを動画像のフレームデータとして用いることによって、前記動画像を表す
動画像信号を出力する合成動画像出力手段と、
　　前記動画像出力手段からの前記動画像信号を利用して、前記第１種フレーム画像を表
す信号を前記第１表示パネルに向けて出力し、前記第２種フレーム画像を表す信号を前記
第２表示パネルに向けて出力する分割出力手段と、
　を備え、
　合成動画像出力手段は、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき前記第１種フレ
ーム画像と前記第２種フレーム画像とのそれぞれのデータである前記第１種フレームデー
タと前記第２種フレームデータとを連結して得られるフレームデータを、前記合成フレー
ムデータとして利用し、
　前記分割出力手段は、
　　前記第１種フレーム画像のサイズと前記第２種フレーム画像のサイズとの少なくとも
一方を表す所定のパラメータを利用して、前記動画像信号によって表される前記合成フレ
ームデータを分割して前記第１種フレームデータと前記第２種フレームデータとを抽出す
る画像分割手段と、
　　１枚分の前記合成フレームデータから抽出した前記第１種フレームデータと前記第２
種フレームデータとに関して、表示時間の少なくとも一部が重なるように、前記第１種フ
レームデータを表す信号を前記第１表示パネルに向けて出力し、前記第２種フレームデー
タを表す信号を前記第２表示パネルに向けて出力する分割動画像出力手段と、
　を有する、遊技機。
【１９７５】
　この構成によれば、表示時間の少なくとも一部を重ねて表示すべき第１種フレーム画像
と第２種フレーム画像とのそれぞれのデータを連結して得られる合成フレームデータが出
力され、そして、表示時間の少なくとも一部が重なるように、第１種フレームデータを表
す信号が第１表示パネルに向けて出力され、第２種フレームデータを表す信号が第２表示
パネルに向けて出力されるので、第１表示パネルと第２表示パネルとの間の画像の表示タ
イミングのズレを抑制できる。その結果、２枚の表示パネルを用いた種々の演出表示を適
切に実現することができるので、魅力的な表示演出を実現できる。
【１９７６】
　以上、複数の表示パネルを制御する（例えば、図１８９～図２００の制御）という観点
から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の
種々の態様を抽出可能である。また、複数の表示パネルを利用する遊技機の構成としては
、上述した複数の態様のうちの任意の複数の態様を組み合わせて得られる態様を採用して
もよい。また、或る態様の一部の構成を、他の態様に組み込んでも良い。このような或る
態様の一部の構成の他の態様への適用は、任意の態様の組み合わせの間で行ってよい。ま
た、それらの態様、あるいは、態様の一部の構成は、本明細書で説明されているような遊
技機に限らず、他の種々の遊技機に適用してよい。
【１９７７】
　上記実施形態を、群を用いた演出例（例えば、図３７４～図３８２に示す演出例）を実
現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出すること
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ができる。
【１９７８】
［態様１]
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選による抽
選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付
与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、
　前記抽選情報を利用して前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルの少なくとも一
方において画像を表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、前記第１の表示パネル側に複数の第１対象によって形成された第
１群を表示し、前記第２の表示パネル側に複数の第２対象によって形成された第２群を表
示する群表示制御手段を有し、
　前記群表示制御手段は、前記所定間隔をおいて配置された表示パネルの各々に、双方の
表示が視認可能に前記第１群及び前記第２群の表示をすることで多重群演出を行う、
　ことを特徴とする遊技機。
【１９７９】
　この構成によれば、第１表示パネルと第２表示パネルとのそれぞれに群が表示されるの
で、１枚の表示パネルでは実現することができない奥行き感と、格別に賑わった雰囲気と
を作り出すことができる。これにより、遊技者にとって魅力的な表示演出を実現すること
ができる。
【１９８０】
　なお、遊技者に付与される特典は、いわゆる大当たり遊技に限らず、種々の特典を採用
可能である。同様に、所定の当たりは、遊技者に特典が付与される種々の当たりを採用可
能である。例えば、所定の当たりが、いわゆる大当たり遊技が付与されるための当たりで
あってよい。また、所定の当たりが、いわゆる確変大当たりであってもよい。
【１９８１】
　また、抽選情報としては、抽選の結果に基づいて決まる種々の情報を採用可能であり、
例えば、変動パターンを特定する情報や、抽選結果が所定の当たりであるか否かを特定す
る情報を採用可能である。
【１９８２】
［態様２]
　態様１に記載の遊技機であって、
　前記群表示制御手段は、前記遊技者から見たときに、前記第２群を形成する前記複数の
第２対象の少なくとも一部の前記第２対象の一部分が、前記第１群を形成する前記第１対
象と重なって見えるように、前記第１群の前記複数の第１対象を配置して前記第１表示パ
ネルに表示し、前記第２群の複数の前記第２対象を配置して前記第２表示パネルに表示す
る、
　遊技機。
【１９８３】
　この構成によれば、第２表示パネルに表示される第２対象の一部分が第１表示パネルに
表示される第１対象と重なって見えるので、賑わっている雰囲気を更に醸し出すことがで
きる。さらに、奥側の第２表示パネルに表示される第２対象のうちの、前側の第１表示パ
ネルに表示される第１対象と重なって見える部分の描写を削除せずに済むので、遊技者よ
って認識される対象の表示（描写）を、増すことができる。これにより、格別に賑わう雰
囲気を作り出すことができ、遊技者にとって魅力的な表示演出を実現することができる。
【１９８４】
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［態様３]
　態様１または態様２に記載の遊技機であって、
　前記群表示制御手段は、
　　前記第１表示パネルに表示される前記第１群の前記第１対象として、前記第１表示パ
ネルの奥側の前記第２表示パネルに表示される前記第２群の前記第２対象と同じ対象が利
用されている同対象多重群演出を実行可能な同対象群表示制御手段と、
　　前記第１表示パネルに表示される前記第１群の前記第１対象として、前記第１表示パ
ネルの奥側の前記第２表示パネルに表示される前記第２群の前記第２対象とは異なる対象
が利用されている異対象多重群演出を実行可能な異対象群表示制御手段と、
　を有する、遊技機。
【１９８５】
　この構成によれば、２枚の表示パネルの間で群の対象が同じである演出と、群の対象が
異なる演出とが可能であるので、大きく異なる印象を遊技者に与えることができる。
【１９８６】
［態様４]
　態様３に記載の遊技機であって、
　前記同対象群表示制御手段と前記異対象群表示制御手段とは、前記異対象多重群演出が
実行された場合の前記抽選結果が前記所定の当たりである確率が、前記同対象多重群演出
が実現された場合の前記抽選結果が前記所定の当たりである確率と異なるように、前記各
多重群演出を実行するか否かを決定する、
　遊技機。
【１９８７】
　この構成によれば、２枚の表示パネルの双方に群を表示するという奥行き感に溢れる演
出を用いて、当たりの確率を多段階で遊技者に示唆することができる。
【１９８８】
［態様５]
　態様１ないし態様４のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記抽選情報決定手段は、前記抽選を行うごとに複数種類の変動パターンの中から一の
変動パターンを前記抽選情報として選択する変動パターン選択手段を含み、
　前記群表示制御手段は、前記複数種類の変動パターンのうちの、第１種演出表示を規定
する変動パターンと、前記第１種演出表示とは異なる第２種演出表示を規定する変動パタ
ーンとのそれぞれにおいて、前記第１群と前記第２群との表示が可能であり、
　前記変動パターン選択手段は、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場
合の前記抽選結果が前記所定の当たりである信頼度が、前記第２種演出表示を規定する変
動パターンが選択された場合の前記抽選結果が前記所定の当たりである信頼度よりも高く
なるように、前記変動パターンの選択を行い、
　前記群表示制御手段は、前記第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合
に前記第１群と前記第２群との表示が行われる確率が、前記第２種演出表示を規定する変
動パターンが選択された場合に前記第１群と前記第２群との表示が行われる確率よりも高
くなるように、前記第１群と前記第２群との表示を行うか否かを決定する実行決定手段を
有する、
　遊技機。
【１９８９】
　この構成によれば、抽選結果が所定の当たりである信頼度が高い演出表示を規定する変
動パターンが選択された場合に、第１群と第２群との表示を行う確率が高くなるように、
それらの群を用いた演出を行うか否かが決定されるので、それらの群を用いた演出表示が
実現される頻度（確率）が、抽選結果が当たりである信頼度とリンクしている。その結果
、魅力的な演出を見ることの嬉しさが、信頼度の高さと一致するので、遊技者の当たりへ
の期待感を損ねずに、魅力的な演出表示を実現することができる。
【１９９０】
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　第１種演出表示としては、例えば、図２１８の２０番や図２２０の９４番で規定される
「実写リーチＡ」を採用してもよい。第２種演出表示としては、例えば、図２１８の１番
や図２２０の８３番や図２２１の１２９番で規定される「ノーマルリーチ」を採用しても
よい。この場合には、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合には、第
２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合よりも、特別図柄抽選結果が大当
たりである信頼度（パターン特定信頼度）が高い。
【１９９１】
　なお、抽選によって複数種類の当たりのそれぞれの当落が決定される場合には、パター
ン特定信頼度として、一部の特定の当たりに当選する信頼度（例えば、大当たりＡと大当
たりＢとのいずれかに当選する信頼度）を採用してもよい。
【１９９２】
　また、以下のような態様を採用してもよい。
【１９９３】
［態様Ａ]
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、
　前記抽選情報に係る画像を表示可能な表示手段と、
　前記表示手段に画像を表示する表示制御手段と、
　前記抽選による抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には
、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、複数のアイテムによって形成された第１アイテム群を表示する第
１群表示制御手段と、複数のアイテムによって形成された第２アイテム群を表示する第２
群表示制御手段と、を有し、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を有し、
　前記群表示制御手段は、前記第１アイテム群を前記表示手段に表示させるとともに、前
記第２アイテム群については前記後方表示手段に、当該第１アイテム群と第２アイテム群
とが共に視認可能に表示することで多重群演出を行い得る多重群演出表示手段を有する、
　ことを特徴とする遊技機。
【１９９４】
［態様Ｂ]
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、
　前記抽選情報に係る画像を表示可能な表示手段と、
　前記表示手段に画像を表示する表示制御手段と、
　前記抽選による抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には
、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記抽選情報として複数の絵柄を変動表示可能な変動表示制御手段と、
　　複数のアイテムによって形成された第１アイテム群により群表示を行う群表示制御手
段と、
　　前記変動表示制御手段により前記表示手段の所定の大きさの領域に前記絵柄を変動表
示させられた後に、前記群表示制御手段により少なくとも当該表示手段の所定の大きさの
領域をほぼ覆う程度分に前記群表示する群演出表示制御手段と、
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　を有し、
　さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側の所定間隔をおいた後方に、前記表示手段
とは別の後方表示手段を備える遊技機であって、
　前記表示制御手段は、さらに、複数のアイテムによって形成された第２アイテム群によ
り群表示を行う別の群表示制御手段を有し、
　前記群演出表示制御手段は、前記第１アイテム群を前記表示手段に表示させるとともに
、前記第２アイテム群については前記後方表示手段に、当該第１アイテム群と第２アイテ
ム群とが共に視認可能に表示することで多重群演出を行い得る多重群演出表示手段を有す
る、
　ことを特徴とする遊技機。
【１９９５】
　なお、図３７４～３７８に示す前人物画像ＺＦＨは、第１表示パネル１４００ａにおい
て装飾図柄が変動表示される領域をほぼ覆うように、表示されている。また、図３７４～
３７８に示す演出例において、前人物画像ＺＦＨが、第１表示パネル１４００ａにおいて
、装飾図柄が変動表示され得る複数の領域（例えば、図柄列）のうちの少なくとも１つの
領域で装飾図柄が変動表示された後に、装飾図柄が変動表示されていた領域をほぼ覆うよ
うに、表示されてもよい。
【１９９６】
［態様Ｃ]
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、
　前記抽選情報に係る画像を表示可能な表示手段と、
　前記表示手段に画像を表示する表示制御手段と、
　前記抽選による抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には
、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記抽選情報として複数の絵柄を変動表示可能な変動表示制御手段と、
　　前記変動表示制御手段により前記表示手段の所定の大きさの領域に前記絵柄を変動表
示させられた後に、少なくとも当該表示手段の前記所定の大きさの領域をほぼ覆う程度分
に、複数のアイテムによって形成されたアイテム群により群表示する群演出表示制御手段
と、
　を有し、
　さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置された後方表示
手段を備えており、
　前記群演出表示制御手段は、
　複数のアイテムによって形成された第１アイテム群を前記表示手段に表示し、複数のア
イテムによって形成された第２アイテム群を前記後方表示手段に表示するとともに、
　前記第１アイテム群及び前記第２アイテム群を、それぞれ、前記表示手段及び前記後方
表示手段に表示するに際し、当該第１アイテム群と当該第２アイテム群とを共に視認可能
に表示することで多重群演出を行い得る多重群演出表示手段を有する、
　ことを特徴とする遊技機。
【１９９７】
［態様Ｄ]
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、
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　前記抽選情報に係る画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選情報として複数の絵柄を前記表示手段に変動表示可能な変動表示制御手段を少
なくとも有する表示制御手段と、
　前記抽選による抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には
、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記変動表示制御手段により前記表示手段の所定の大きさの領域に前記絵柄を変動表
示させられた後に、少なくとも当該表示手段の前記所定の大きさの領域をほぼ覆う程度分
に、複数のアイテムによって形成されたアイテム群により群表示する群演出表示制御手段
を有し、
　さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置された後方表示
手段を備えており、
　前記群演出表示制御手段は、
　前記表示手段に前記アイテム群を表示しつつも、当該表示手段の後方に配置された後方
表示手段に、複数の後方アイテムによって形成された後方アイテム群を視認可能に群表示
することで多重群演出を行い得る多重群演出表示手段を有する、
　ことを特徴とする遊技機。
【１９９８】
　以上、群を用いた演出例（例えば、図３７４～図３８２に示す演出例）を実現するとい
う観点から抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず
、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は
、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用
してもよい。
【１９９９】
　上記実施形態を、画像の表示を一方の表示パネルと他方の表示パネルとの間で移動させ
る演出例（例えば、図３８３～図３９０に示す演出例）を実現するという観点から見るこ
とによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することができる。
【２０００】
［態様１]
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選による抽
選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付
与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選結果に応じて決まる情報に基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示
パネルの少なくとも一方において画像を表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルとのうちのいずれか一方の表示パネル
に、前記抽選の結果の通知に利用される複数種類の図柄の変動表示を行う図柄制御手段と
、
　　前記一方の表示パネルにおける前記図柄が表示された領域の周りの領域に背景画像を
表示する背景画像表示手段と、
　　前記一方の表示パネルにおける前記図柄と前記背景画像との表示の後に、前記図柄と
前記背景画像とのうちのいずれか一方の画像の表示を前記一方の表示パネルから他方の表
示パネルに切り替えて、前記図柄と前記背景画像とのうちの他方の画像の表示を前記一方
の表示パネルに維持することによって、前記図柄と前記背景画像との間で遊技者から表示
位置までの距離を異ならせる距離差別化処理を実行する距離差別化手段と、
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　を有する、遊技機。
【２００１】
［態様２]
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選による抽
選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付
与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記抽選を行うごとに複数種類の変動パターンの中から一の変動パターンを選択する変
動パターン選択手段と、
　前記選択された変動パターンに基づいて、前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネ
ルの少なくとも一方において画像を表示する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記複数種類の変動パターンのうちの特定変動パターンが選択された場合に、前記第
１の表示パネルと前記第２の表示パネルとのうちのいずれか一方の表示パネルに、前記抽
選の結果の通知に利用される複数種類の図柄の変動表示と、前記変動表示の後の複数種類
の図柄のいずれかの停止表示と、の少なくとも一方を行う図柄制御手段と、
　　前記特定変動パターンが選択された場合に、前記一方の表示パネルにおける前記図柄
が表示された領域の周りの領域に背景画像を表示する背景画像表示手段と、
　　前記特定変動パターンが選択された場合に、前記一方の表示パネルにおける前記図柄
と前記背景画像との表示の後に、前記図柄と前記背景画像とのうちのいずれか一方の画像
の表示を前記一方の表示パネルから他方の表示パネルに切り替えて、前記図柄と前記背景
画像とのうちの他方の画像の表示を前記一方の表示パネルに維持することによって、前記
図柄と前記背景画像との間で遊技者から表示位置までの距離を異ならせる距離差別化処理
を実行する距離差別化手段と、
　を有する、遊技機。
【２００２】
　これらの構成（態様１、態様２）によれば、遊技者は、図柄と背景画像との平面的な表
示から奥行き感に溢れる表示への変化を目の当たりにするので、遊技者の演出表示に対す
る興味が喚起される。このように、遊技者にとって魅力的な表示演出を実現することがで
きる。
【２００３】
　なお、或る対象の表示が一方の表示パネルから他方の表示パネルに切り替えられる場合
には、表示態様が同じであってもよく、表示態様が変化してもよい。例えば、明るさや色
相や彩度の少なくとも一部が変化してもよい。いずれの場合も、その対象の遊技者によっ
て認識される形状が、表示切替の前後で同じであればよい。
【２００４】
　なお、遊技者に付与される特典は、いわゆる大当たり遊技に限らず、種々の特典を採用
可能である。同様に、所定の当たりは、遊技者に特典が付与される種々の当たりを採用可
能である。例えば、所定の当たりが、いわゆる大当たり遊技が付与されるための当たりで
あってよい。また、所定の当たりが、いわゆる確変大当たりであってもよい。
【２００５】
［態様３]
　態様２に記載の遊技機であって、
　前記図柄制御手段は、前記特定変動パターンが選択された場合に、前記一方の表示パネ
ルに、リーチ態様を構成する図柄の組み合わせを停止表示させ、
　前記距離差別化手段は、前記図柄制御手段によって前記リーチ態様が表示された状態で
、前記距離差別化処理を実行する、
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　遊技機。
【２００６】
　この構成によれば、リーチ態様が表示された状態で距離差別化処理が実行されるので、
そのリーチ態様に係る期待感を盛り上げることができる。このように、遊技者にとって魅
力的な表示演出を実現することができる。
【２００７】
［態様４]
　態様２または態様３に記載の遊技機であって、
　前記変動パターン選択手段は、前記特定変動パターンと同じ第１種演出表示を規定する
変動パターンが選択された場合の前記抽選結果が前記所定の当たりである信頼度が、前記
第１種演出表示とは異なる第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合の前
記抽選結果が前記所定の当たりである信頼度よりも高くなるように、前記変動パターンの
選択を行い、
　前記距離差別化手段は、前記第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合
には、前記距離差別化処理を実行せずに、前記第１種演出表示を規定する変動パターンが
選択された場合に、前記距離差別化処理を実行する、
　遊技機。
【２００８】
　この構成によれば、抽選結果が所定の当たりである信頼度が高い第１種演出表示を規定
する変動パターンが選択された場合に、距離差別化処理が実行され、信頼度が低い第２種
演出表示を規定する変動パターンが選択された場合には、距離差別化処理が実行されない
ので、距離差別化処理の実現の有無が、抽選結果が当たりである信頼度とリンクしている
。その結果、魅力的な演出を見ることの嬉しさが、信頼度の高さと一致するので、遊技者
の当たりへの期待感を損ねずに、魅力的な演出表示を実現することができる。
【２００９】
　第１種演出表示としては、例えば、図２１８の７番や図２２０の８７番で規定される演
出表示（３ＤリーチＡ）を採用してもよい。第２種演出表示としては、例えば、図２１８
の１番や図２２０の８３番や図２２１の１２９番で規定される「ノーマルリーチ」を採用
してもよい。この場合には、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合に
は、第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合よりも、特別図柄抽選結果
が大当たりである信頼度（パターン特定信頼度）が高い。
【２０１０】
　なお、抽選によって複数種類の当たりのそれぞれの当落が決定される場合には、パター
ン特定信頼度として、一部の特定の当たりに当選する信頼度（例えば、大当たりＡと大当
たりＢとのいずれかに当選する信頼度）を採用してもよい。
【２０１１】
　以上、画像の表示を一方の表示パネルと他方の表示パネルとの間で移動させる演出例（
例えば、図３８３～図３９０に示す演出例）を実現するという観点から抽出された態様に
ついて説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様を抽出可能
である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出例（あるいは、他
の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよい。
【２０１２】
　上記実施形態を、画像を浮遊しているように見せる演出例（例えば、図４０２～図４１
３に示す演出例）を実現するという観点から見ることによって、以下のような態様（技術
思想）を抽出することができる。
【２０１３】
［態様１］
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記検出手段による遊技球の
検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを有し、前記抽選による抽
選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技者に特典を付
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与する遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記第１の表示パネルと前記第２の表示パネルとを制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、前記第１の表示パネルの一部の領域である画像領域に画像を表示
させるとともに、前記画像領域の周囲の領域である周囲領域を、前記第２表示パネルを透
視容易な状態に維持しつつ、前記画像領域を前記第１の表示パネル上で移動させる浮画像
移動手段を有する、
　遊技機。
【２０１４】
　この構成によれば、遊技者が画像領域を意識すると目のピントが手前側の第１表示パネ
ルに合い、遊技者が周囲領域を意識すると、目のピントがそれよりも奥側に移動しやすい
ので、画像領域が浮かび上がって移動しているような浮遊感（奥行き感）を作り出すこと
ができる。これにより、遊技者にとって魅力的な表示演出を実現することができる。
【２０１５】
　ここで、「第２表示パネルを透視容易」とは、遊技者が、手前側の第１表示パネルを通
して、奥側の第２表示パネルを容易に透視できることを意味している。具体的には、第１
表示パネルの或る領域において、第１表示パネルで制御可能な明るさ（光の透過率に相当
する）がその最大の５０％以上であれば、その領域は第２表示パネルを透視容易に制御さ
れているということができる（例えば、第１表示パネルにおいて色の明るさが０（最暗）
から２５５（最明）までの２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８以上で
あればよい）。例えば、図４０３～図４０５の演出例のように前縁領域ＺＢＤが透明状態
ＣＬＲに制御されていてもよく、この代わりに、前縁領域ＺＢＤが、透明状態（最も明る
い白）よりも若干暗い色（例えば、明るいグレー）を表示してもよい。また、より効果的
に奥行き感を生み出すためには、第１表示パネルで制御される明るさが、最大値の８０％
以上であることが特に好ましく、最大値の９０％以上であることが最も好ましい。逆に、
第１表示パネルでの明るさが最大値の５０％未満であれば、その領域は透視困難状態であ
るということができる。奥側の第２表示パネルの透視をより困難にするためには、明るさ
が最大値の２０％未満であることが特に好ましく、最大値の１０％未満であることが最も
好ましい。
【２０１６】
　なお、遊技者に付与される特典は、いわゆる大当たり遊技に限らず、種々の特典を採用
可能である。同様に、所定の当たりは、遊技者に特典が付与される種々の当たりを採用可
能である。例えば、所定の当たりが、いわゆる大当たり遊技が付与されるための当たりで
あってよい。また、所定の当たりが、いわゆる確変大当たりであってもよい。
【２０１７】
［態様２］
　態様１に記載の遊技機であって、
　前記浮画像移動手段は、透視容易な状態に維持された前記周囲領域を、前記画像領域と
ともに移動させる周囲移動手段を有する、
　遊技機。
【２０１８】
　この構成によれば、画像領域と周囲領域との両方が移動しているので、遊技者にとって
移動が認識しやすく、浮遊感をより強く生み出すことができる。
【２０１９】
［態様３］
　態様１または態様２に記載の遊技機であって、
　前記抽選を行うごとに複数種類の変動パターンの中から一の変動パターンを選択する変
動パターン選択手段を有し、



(449) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

　前記浮画像移動手段は、前記複数種類の変動パターンのうちの特定の変動パターンが選
択された場合に、前記画像領域の移動表示を実行する、
　遊技機。
【２０２０】
　この構成によれば、画像領域の移動表示の適切な頻度での実行が可能になるので、その
演出をみることができて嬉しいという遊技者の楽しみを損なうことを抑制できる。
【２０２１】
　なお、変動パターン選択手段は、特定変動パターンと同じ第１種演出表示を規定する変
動パターンが選択された場合の抽選結果が所定の当たりである信頼度が、第１種演出表示
とは異なる第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合の抽選結果が所定の
当たりである信頼度よりも高くなるように、変動パターンの選択を行ってよい。そして、
浮画像移動手段は、第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合には、画像
領域の移動表示を実行せずに、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合
に、画像領域の移動表示を実行してよい。
【２０２２】
　この構成によれば、抽選結果が所定の当たりである信頼度が高い第１種演出表示を規定
する変動パターンが選択された場合に、画像領域の移動表示が実行され、信頼度が低い第
２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合には、画像領域の移動表示が実行
されないので、画像領域の移動表示の実現の有無が、抽選結果が当たりである信頼度とリ
ンクしている。その結果、魅力的な演出を見ることの嬉しさが、信頼度の高さと一致する
ので、遊技者の当たりへの期待感を損ねずに、魅力的な演出表示を実現することができる
。
【２０２３】
　第１種演出表示としては、例えば、図２１８の４３番と４４番と図２２０の１２３番で
規定される演出表示（ストーリーリーチＡ）を採用してもよい。第２種演出表示としては
、例えば、図２１８の１番や図２２０の８３番や図２２１の１２９番で規定される「ノー
マルリーチ」を採用してもよい。この場合には、第１種演出表示を規定する変動パターン
が選択された場合には、第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合よりも
、特別図柄抽選結果が大当たりである信頼度（パターン特定信頼度）が高い。
【２０２４】
　なお、抽選によって複数種類の当たりのそれぞれの当落が決定される場合には、パター
ン特定信頼度として、一部の特定の当たりに当選する信頼度（例えば、大当たりＡと大当
たりＢとのいずれかに当選する信頼度）を採用してもよい。
【２０２５】
　以上、画像を浮遊しているように見せる演出例（例えば、図４０２～図４１３に示す演
出例）を実現するという観点から抽出された態様について説明したが、この観点からは、
これらの態様に限らず、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるい
は態様の一部の構成は、他の演出例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽
出される態様）に適用してもよい。
【２０２６】
　上記実施形態を、手前側の表示パネルに濃い色の部分（領域）と薄い色の部分（領域）
とを表示する演出例（例えば、図４４０～図４４５に示す演出例）を実現するという観点
から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することができる。
【２０２７】
［態様１］
　遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記表示手段の表示内容を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記表示制御手段は、
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　　前記第１表示パネルに、前記第２表示パネルを透視容易に配色された領域と前記第２
表示パネルを透視困難に配色された領域とを含むことによって遊技者の目のピントを前記
第１表示パネルと前記第１表示パネルよりも奥側との間で行き来させる画像を表示する疑
似奥行表示制御手段を、
　を有する、遊技機。
【２０２８】
　この構成によれば、透視困難に配色された領域は、遊技者から見て手前側の第１の表示
パネル上に見える。一方、透視容易に配色された領域は、遊技者から見て第１表示パネル
よりも奥側（例えば、第２表示パネル）に目のピントが合い得る。これらの結果、表示さ
れた画像が奥行き感に溢れた態様で表示されているように見える。これらの結果、第２表
示パネルの表示内容に依存することなく、奥行き感のある表現を実現できる。
【２０２９】
［態様２］
　遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記表示手段の表示内容を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記第２表示パネルを透視容易に配色された透視容易領域を含む背景画像を前記第１
表示パネルに表示させる背景表示手段と、
　　前記第２表示パネルを透視困難に配色された透視困難領域を含む画像である対象画像
を前記第１表示パネルに表示させ、表示された前記対象画像を、前記背景画像の前記透視
容易領域上を移動させる移動表示手段と、
　を有する、遊技機。
【２０３０】
　この構成によれば、対象画像を意識すると遊技者の目のピントが手前側（第１表示パネ
ル）に合い、背景画像を意識すると目のピントが奥側に移動し得る。また、対象画像が、
背景画像の透視容易領域上を移動するので、遊技者の目のピントは、より一層に、手前側
と奥側との間を行き来する。その結果、遊技者は、対象画像が浮かび上がって、背景画像
が奥にあるような奥行き感を強く覚える。これにより、遊技者にとって魅力的な表示演出
を実現することができる。
【２０３１】
　なお、第２表示パネルを透視容易に配色された透視容易領域は、遊技者から見て、手前
側の第１表示パネルを通して奥側の第２表示パネルを透視することが容易な状態に制御さ
れていればよい（透視することが容易な色を表していればよい）。具体的には、第１表示
パネルの或る領域において、第１表示パネルで制御可能な明るさ（光の透過率に相当する
）がその最大の５０％以上であれば、その領域は第２表示パネルを透視容易に配色されて
いる、ということができる（例えば、第１表示パネルにおいて色の明るさが０（最暗）か
ら２５５（最明）までの２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８以上であ
ればよい）。例えば、図４４０～図４４５の左領域ＺＦＬのように、薄い色を表す領域を
採用してもよく、より白に近い色や白（透明状態ＣＬＲ）を表す領域を採用してもよい。
なお、より効果的に奥行き感を生み出すためには、透視容易領域において、第２表示パネ
ルの透視がより容易であることが好ましい。例えば、第１表示パネルで制御される明るさ
が、最大値の８０％以上であることが特に好ましく、最大値の９０％以上であることが最
も好ましい。なお、第１表示パネル１４００ａによって制御される明るさが最明であって
も、奥側の第２表示パネル１４００ｂによって暗い色が表示されている場合には、表示パ
ネル１４００ａ、１４００ｂを通して実際に見える色は暗い色である。
【２０３２】
　第２表示パネルを透視困難に配色された透視困難領域は、遊技者から見て、手前側の第
１表示パネルを通して奥側の第２表示パネルを透視することが困難な状態に制御されてい
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ればよい（透視することが困難な色を表していればよい）。具体的には、第１表示パネル
の或る領域において、第１表示パネルで制御可能な明るさ（光の透過率に相当する）がそ
の最大の５０％未満であれば、その領域は第２表示パネルを透視困難に配色されている、
ということができる（例えば、第１表示パネルにおいて色の明るさが０（最暗）から２５
５（最明）までの２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８未満であればよ
い）。例えば、図４４０～図４４５の装飾図柄（例えば、図４４２の５図柄Ｓ５）のよう
に濃い色を表す領域を採用してもよく、より黒に近い色や黒を表す領域を採用してもよい
。なお、より効果的に奥行き感を生み出すためには、透視困難領域において、第２表示パ
ネルの透視がより困難であることが好ましい。例えば、第１表示パネルで制御される明る
さが、最大値の２０％未満であることが特に好ましく、最大値の１０％未満であることが
最も好ましい。
【２０３３】
　なお、対象画像としては、装飾図柄を表す画像に限らず、他の任意の画像を採用可能で
ある。例えば、魚や動物やマスコットを表す画像を採用してもよい。また、背景画像とし
ては、ビルを表す画像に限らず、他の任意の画像を採用可能である。例えば、海や山を表
す画像を採用してもよい。
【２０３４】
［態様３］
　態様２に記載の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、前記背景表示手段と前記移動表示手段とによって前記背景画像と
前記対象画像とが前記第１表示パネルに表示されている状態で、前記第２表示パネルに画
像を表示させないことによって、遊技者に前記背景画像と前記対象画像とをそのまま視認
させる１面表示手段を含む、
　遊技機。
【２０３５】
　この構成によれば、第１表示パネルに加えて第２表示パネルにも画像を表示することに
よる明白な奥行き表示を用いずに、遊技者に奥行き感を感じさせることができる。従って
、両方のパネルに画像を表示する演出を特別な場合(例えば、一部の特定の変動パターン
が選択された場合)にのみ実現する等して、そのような奥行き表示の稀少さを損なわずに
、本構成の演出表示によって、遊技者は奥行き感を味わうことができる。
【２０３６】
　なお、第２表示パネルに画像を表示させずに遊技者に第１表示パネルの画像をそのまま
視認させるためには、第２表示パネルの全面が一様に制御されて、形ある画像が表示され
ていないことが好ましい。ここで、第２表示パネルにおいて色の明るさが、最大値の８０
％以上であることが好ましく、最大値の９０％以上であることが特に好ましく、最大値（
例えば、透明状態）であることが最も好ましい。
【２０３７】
［態様４］
　態様２または態様３に記載の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１表示パネルに第１画像を表示させる第１画像表示手段と、
　　前記第１表示パネルに前記第１画像が表示された状態で、前記第２表示パネルに第２
画像を表示させる第２画像表示手段と、
　を有し、
　前記表示制御手段は、前記背景表示手段と前記移動表示手段とによる画像表示を行う第
１モードと、前記第１画像表示手段と前記第２画像表示手段とによる画像表示を行う第２
モードと、を有する、
　遊技機。
【２０３８】
　この構成によれば、第１モードによる控えめな奥行き表示と、第２モードによる明白な
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奥行き表示と、を使い分けることによって、多彩な奥行き感を生み出す演出が可能である
。
【２０３９】
　なお、第２モードによる演出表示（奥行き表示）としては、リーチ演出や大当たり遊技
の最中の演出等の種々の演出表示を採用可能である。
【２０４０】
　なお、遊技機としては、遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記
検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを
有し、前記抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技
者に特典を付与する遊技機を採用してもよい。そして、遊技機が、前記抽選の結果に基づ
いて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段を有し、前記表示制御手段は
、前記抽選情報に基づいて、前記対象画像と前記背景画像との表示を実行するか否かを決
定してもよい。
【２０４１】
　なお、遊技者に付与される特典は、いわゆる大当たり遊技に限らず、種々の特典を採用
可能である。同様に、所定の当たりは、遊技者に特典が付与される種々の当たりを採用可
能である。例えば、所定の当たりが、いわゆる大当たり遊技が付与されるための当たりで
あってよい。また、所定の当たりが、いわゆる確変大当たりであってもよい。
【２０４２】
　抽選情報としては、抽選の結果に基づいて決まる種々の情報を採用可能であり、例えば
、抽選結果が所定の当たりであるか否かを特定する情報を採用可能である。表示制御手段
は、抽選結果が所定の当たりである場合には、ハズレである場合と比べて、高い確率で対
象画像と背景画像との表示が実行されるように、その表示を実行するか否かを決定してよ
い。
【２０４３】
　また、前記抽選情報決定手段は、前記抽選を行うごとに複数種類の変動パターンの中か
ら一の変動パターンを前記抽選情報として選択する変動パターン選択手段を含んでもよい
。そして、表示制御手段は、特定の変動パターンが選択された場合に、対象画像と背景画
像との表示を実行してもよい。
【２０４４】
　この構成によれば、対象画像と背景画像との表示の適切な頻度での実行が可能になるの
で、その演出をみることができて嬉しいという遊技者の楽しみを損なうことを抑制できる
。
【２０４５】
　なお、変動パターン選択手段は、特定変動パターンと同じ第１種演出表示を規定する変
動パターンが選択された場合の抽選結果が所定の当たりである信頼度が、第１種演出表示
とは異なる第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合の抽選結果が所定の
当たりである信頼度よりも高く（あるいは低く）なるように、変動パターンの選択を行っ
てよい。そして、表示制御手段は、第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された
場合には、対象画像と背景画像との表示を実行せずに、第１種演出表示を規定する変動パ
ターンが選択された場合に、対象画像と背景画像との表示を実行してよい。ここで、信頼
度としては、他の演出例で説明したパターン特定信頼度を採用すればよい。
【２０４６】
　この構成によれば、抽選結果が所定の当たりである信頼度が高い（あるいは低い）第１
種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合に、対象画像と背景画像との表示が
実行され、信頼度が低い（あるいは高い）第２種演出表示を規定する変動パターンが選択
された場合には、対象画像と背景画像との表示が実行されないので、対象画像と背景画像
との表示の実現の有無によって、抽選結果が当たりである信頼度を示唆することができる
。なお、第１種演出表示と第２種演出表示とのそれぞれとしては、他の演出例と同様に、
図２１７～図２２１のテーブルで定められる複数種類の演出表示の中から適宜選択すれば
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よい。
【２０４７】
　なお、抽選によって複数種類の当たりのそれぞれの当落が決定される場合には、パター
ン特定信頼度として、一部の特定の当たりに当選する信頼度（例えば、大当たりＡと大当
たりＢとのいずれかに当選する信頼度）を採用してもよい。
【２０４８】
　以上の態様２～態様４に関する種々の構成と説明は、上述の態様１にも適用可能である
。例えば、態様１の疑似奥行表示制御手段が、背景表示手段と、移動表示手段とを有して
いても良い。また、疑似奥行表示制御手段が、１面表示手段を有していても良い。また、
第２表示パネルを透視困難に配色された領域と、第２表示パネルを透視容易に配色された
領域とのそれぞれの説明も、上述の態様１の構成に適用可能である。
【２０４９】
　以上、手前側の表示パネルに濃い色の部分（領域）と薄い色の部分（領域）とを表示す
る演出例（例えば、図４４０～図４４５に示す演出例）を実現するという観点から抽出さ
れた態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様
を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出例（あ
るいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよい。
【２０５０】
　上記実施形態を、手前側の表示パネルに濃い色の部分（領域）と薄い色の部分（領域）
とを表示する演出例（例えば、図４４６～図４５０に示す演出例）を実現するという観点
から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することができる。
【２０５１】
［態様１］
　遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記表示手段の表示内容を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１表示パネルに、前記第２表示パネルを透視容易に配色された領域と前記第２
表示パネルを透視困難に配色された領域とを含むことによって遊技者の目のピントを前記
第１表示パネルと前記第１表示パネルよりも奥側との間で行き来させる画像を表示する疑
似奥行表示制御手段を、
　を有する、遊技機。
【２０５２】
　この構成によれば、透視困難に配色された領域は、遊技者から見て手前側の第１の表示
パネル上に見える。一方、透視容易に配色された領域は、遊技者から見て第１表示パネル
よりも奥側（例えば、第２表示パネル）に目のピントが合い得る。これらの結果、表示さ
れた画像が奥側に向かって奥行き感に溢れる態様で表示されているように見える。これら
の結果、第２表示パネルの表示内容に依存することなく、奥行き感のある表現を実現でき
る。
【２０５３】
［態様２］
　遊技機であって、
　透過型の第１の表示パネルと、遊技者から見て前記第１の表示パネルの奥側に前記第１
の表示パネルと所定の間隔をおいて配置された第２の表示パネルとを有する表示手段と、
　前記表示手段の表示内容を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記第１表示パネルの一部の領域に第１画像を表示する第１表示制御手段と、
　　前記第１の表示パネルにおける前記第１表示制御手段により第１画像が表示された領
域とは異なる領域に、前記第２表示パネルを透視困難に配色された第１配色領域と前記第
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２表示パネルを透視容易に配色された第２配色領域とを含む第２画像を表示する第２表示
制御手段と、
　を有する、遊技機。
【２０５４】
　この構成によれば、第１画像は、遊技者から見て手前側の第１の表示パネル上に見える
。一方、第２画像に関しては、第１配色領域の部分は遊技者から見て手前側の第１の表示
パネルに目のピントが合い、第２配色領域の部分は遊技者から見て第１表示パネルよりも
奥側（例えば、第２表示パネル）に目のピントが合い得るので、第２画像は、第１画像よ
りも奥側に向かって奥行き感に溢れる態様で表示されているように見える。これらの結果
、第２表示パネルの表示内容に依存することなく、奥行き感のある表現を実現できる。
【２０５５】
　第２表示パネルを透視困難に配色された第１配色領域は、遊技者から見て、手前側の第
１表示パネルを通して奥側の第２表示パネルを透視することが困難な状態に制御されてい
ればよい（透視することが困難な色を表していればよい）。具体的には、第１表示パネル
の或る領域において、第１表示パネルで制御可能な明るさ（光の透過率に相当する）がそ
の最大の５０％未満であれば、その領域は第２表示パネルを透視困難に配色されている、
ということができる（例えば、第１表示パネルにおいて色の明るさが０（最暗）から２５
５（最明）までの２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８未満であればよ
い）。例えば、図４４６～図４４８の窓領域ＺＢＬＡや図４５０の濃色領域ＺＤＡのよう
に、濃い色を表す領域を採用してもよく、より黒に近い色や黒を表す領域を採用してもよ
い。なお、より効果的に奥行き感を生み出すためには、第１配色領域において、第２表示
パネルの透視がより困難であることが好ましい。例えば、第１表示パネルで制御される明
るさが、最大値の２０％未満であることが特に好ましく、最大値の１０％未満であること
が最も好ましい。
【２０５６】
　第２表示パネルを透視容易に配色された第２配色領域は、遊技者から見て、手前側の第
１表示パネルを通して奥側の第２表示パネルを透視することが容易な状態に制御されてい
ればよい（透視することが容易な色を表していればよい）。具体的には、第１表示パネル
の或る領域において、第１表示パネルで制御可能な明るさ（光の透過率に相当する）がそ
の最大の５０％以上であれば、その領域は第２表示パネルを透視容易に配色されている、
ということができる（例えば、第１表示パネルにおいて色の明るさが０（最暗）から２５
５（最明）までの２５６段階で制御されている場合には、明るさが１２８以上であればよ
い）。例えば、図４４６～図４４８の壁領域ＺＢＬＢや図４５０の薄色領域ＺＬＡのよう
に、透明状態ＣＬＲ、あるいは、透明よりも若干暗い薄い色を表す領域を採用可能である
。なお、より効果的に奥行き感を生み出すためには、第２配色領域において、第２表示パ
ネルの透視がより容易であることが好ましい。例えば、第１表示パネルで制御される明る
さが、最大値の８０％以上であることが特に好ましく、最大値の９０％以上であることが
最も好ましい。なお、第１表示パネル１４００ａによって制御される明るさが最明であっ
ても、奥側の第２表示パネル１４００ｂによって暗い色が表示されている場合には、表示
パネル１４００ａ、１４００ｂを通して実際に見える色は暗い色である。
【２０５７】
　なお、第１画像としては、図４４６～図４５０のような人物を表す人物画像ＺＭＡに限
らず、他の任意の画像を採用可能である。例えば、魚や動物を表す画像であってもよく、
図柄を表す画像であってもよい。いずれの場合も、第１画像は、透視困難に配色された領
域を含むことが好ましい（透視容易な領域については、第１画像に含まれても良く、第１
画像に含まれなくてもよい）。第２画像としても、図４４６～図４４９のようなビルを表
す画像や、図４５０のような空を表す画像に限らず、他の任意の画像を採用可能である。
例えば、山や海を表す画像であってもよい。
【２０５８】
［態様３］
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　態様２に記載の遊技機であって、
　前記第１表示制御手段は、前記第１表示パネル内において前記第１画像を停止表示ある
いは移動表示する手段であり、
　前記第２表示制御手段は、前記第１表示パネル内において前記第２画像を前記第１画像
よりも高速に移動表示する手段である、
　遊技機。
【２０５９】
　この構成によれば、全体として第１の画像より奥側に存在するように見える第２画像が
、第１画像よりも高速で移動表示されるので、第２画像が第１画像よりも奥側にあるよう
に感じられる感覚を、より一層強くすることができる。その結果、第１画像と第２画像と
を用いた奥行き感をより一層に強くすることができる。
【２０６０】
［態様４］
　態様２または態様２に記載の遊技機であって、
　前記表示制御手段は、前記第１表示制御手段と前記第２表示制御手段とによって前記第
１画像と前記第２画像とが前記第１表示パネルに表示されている状態で、前記第２表示パ
ネルに第３画像を表示させて遊技者に前記第２画像の奥に前記第３画像を重ねて視認させ
る２面表示状態と、前記第２表示パネルに画像を表示させずに遊技者に前記第２画像をそ
のまま視認させる１面表示状態とをそれぞれ実現する表示切替手段を有する、
　遊技機。
【２０６１】
　この構成によれば、第２画像よりも明確に奥側にあるように感じられる第３画像が表示
されるので、遊技者は、最も手前側の第１画像よりも奥側に何か（ここでは第３画像）が
表示され得ることを容易に認識できる。従って、１面表示状態においても、第２画像が第
１画像よりも奥行き感に溢れるように見えることの疑問が払拭されて、そのような奥行き
感を確信を持って楽しむことができる。
【２０６２】
　なお、第２表示パネルに画像を表示させずに遊技者に前記第２画像をそのまま視認させ
るためには、第２表示パネルの全面が一様に制御されて、形ある画像が表示されていない
ことが好ましい。ここで、第２表示パネルにおいて色の明るさが、最大値の８０％以上で
あることが好ましく、最大値の９０％以上であることが特に好ましく、最大値（例えば、
透明状態）であることが最も好ましい。
【２０６３】
　なお、遊技機としては、遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、前記
検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手段とを
有し、前記抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には、遊技
者に特典を付与する遊技機を採用してもよい。そして、遊技機が、前記抽選の結果に基づ
いて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段を有し、前記表示制御手段は
、前記抽選情報に基づいて、前記第１画像と前記第２画像との表示を実行するか否かを決
定してもよい。
【２０６４】
　なお、遊技者に付与される特典は、いわゆる大当たり遊技に限らず、種々の特典を採用
可能である。同様に、所定の当たりは、遊技者に特典が付与される種々の当たりを採用可
能である。例えば、所定の当たりが、いわゆる大当たり遊技が付与されるための当たりで
あってよい。また、所定の当たりが、いわゆる確変大当たりであってもよい。
【２０６５】
　抽選情報としては、抽選の結果に基づいて決まる種々の情報を採用可能であり、例えば
、抽選結果が所定の当たりであるか否かを特定する情報を採用可能である。表示制御手段
は、抽選結果が所定の当たりである場合には、ハズレである場合と比べて、高い確率で第
１画像と第２画像との表示が実行されるように、その表示を実行するか否かを決定してよ
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い。
【２０６６】
　また、前記抽選情報決定手段は、前記抽選を行うごとに複数種類の変動パターンの中か
ら一の変動パターンを前記抽選情報として選択する変動パターン選択手段を含んでもよい
。そして、表示制御手段は、特定の変動パターンが選択された場合に、第１画像と第２画
像との表示を実行してもよい。
【２０６７】
　この構成によれば、第１画像と第２画像との表示の適切な頻度での実行が可能になるの
で、その演出をみることができて嬉しいという遊技者の楽しみを損なうことを抑制できる
。
【２０６８】
　なお、変動パターン選択手段は、特定変動パターンと同じ第１種演出表示を規定する変
動パターンが選択された場合の抽選結果が所定の当たりである信頼度が、第１種演出表示
とは異なる第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合の抽選結果が所定の
当たりである信頼度よりも高くなるように、変動パターンの選択を行ってよい。そして、
表示制御手段は、第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合には、第１画
像と第２画像との表示を実行せずに、第１種演出表示を規定する変動パターンが選択され
た場合に、第１画像と第２画像との表示を実行してよい。ここで、信頼度としては、他の
演出例で説明したパターン特定信頼度を採用すればよい。
【２０６９】
　この構成によれば、抽選結果が所定の当たりである信頼度が高い第１種演出表示を規定
する変動パターンが選択された場合に、第１画像と第２画像との表示が実行され、信頼度
が低い第２種演出表示を規定する変動パターンが選択された場合には、第１画像と第２画
像との表示が実行されないので、第１画像と第２画像との表示の実現の有無が、抽選結果
が当たりである信頼度とリンクしている。その結果、魅力的な演出を見ることの嬉しさが
、信頼度の高さと一致するので、遊技者の当たりへの期待感を損ねずに、魅力的な演出表
示を実現することができる。なお、第１種演出表示と第２種演出表示とのそれぞれとして
は、他の演出例と同様に、図２１７～図２２１のテーブルで定められる複数種類の演出表
示の中から適宜選択すればよい。
【２０７０】
　なお、抽選によって複数種類の当たりのそれぞれの当落が決定される場合には、パター
ン特定信頼度として、一部の特定の当たりに当選する信頼度（例えば、大当たりＡと大当
たりＢとのいずれかに当選する信頼度）を採用してもよい。
【２０７１】
　以上の態様２～態様４に関する種々の構成と説明は、上述の態様１にも適用可能である
。例えば、態様１の疑似奥行表示制御手段が、第１表示制御手段と、第２表示制御手段と
を有していてもよい。また、疑似奥行表示制御手段が、表示切替手段を有していても良い
。また、第２表示パネルを透視困難に配色された領域と、第２表示パネルを透視容易に配
色された領域とのそれぞれの説明も、上述の態様１の構成に適用可能である。
【２０７２】
　以上、手前側の表示パネルに濃い色の部分（領域）と薄い色の部分（領域）とを表示す
る演出例（例えば、図４４６～図４５０に示す演出例）を実現するという観点から抽出さ
れた態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様
を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出例（あ
るいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよい。
【２０７３】
　上記実施形態を、「表示制御手段が、表示パネル１４００ａに加えて、その奥側に所定
間隔をおいて配置された表示パネル１４００ｂにも画像を表示する演出を実現する」とい
う観点から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することができる。
【２０７４】
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　［態様１］
　遊技機であって、
　　画像を表示可能な表示手段と、
　　前記表示手段を制御する表示制御手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、前記表示手段に正面画像を表示しつつ、さらに、前記後方表示手
段にも後方画像を表示する演出表示を実行する演出手段を有し、
　前記表示制御手段は、
　　前記表示手段に表示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示
される画像を表す画像データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段に表示されるべき前記正面画像を表す第１画像データと、前記後方表示手
段に表示されるべき前記後方画像を表す第２画像データとのうちの一方のみの受信が完了
した状態では、前記記憶された一方の画像データの出力を保留し、前記第１画像データと
前記第２画像データとの両方の受信が完了した状態になって初めて、前記第１画像データ
を前記表示手段に出力し、前記第２画像データを前記後方表示手段に出力することによっ
て、
　前記演出手段として機能する、
　遊技機。
【２０７５】
　この構成によれば、表示手段に正面画像が表示されつつ、後方表示手段にも後方画像が
表示されるので、１枚の表示手段では実現することができない奥行感を表現することがで
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きる。また、選択出力モジュールは、同時に表示すべき画像を表す第１画像データと第２
画像データの両方が記憶手段に記憶された状態になって初めて、それらの画像データを表
示手段と後方表示手段に出力する。その結果、表示手段と後方表示手段との間の画像表示
のタイミングのズレを抑制することができる。以上により、表示手段と後方表示手段とを
用いた効果的な演出を適切に実現することができるので、遊技者の遊技意欲の減退を抑制
することができる。
【２０７６】
　例えば、図１９３、図１９４や図１９８、図１９９に示す実施形態では、ＶＤＰ４１５
０ｃ（図１９１）は、第１パネルＬＣＤ１用の画像データ（第１画像データ）と第２パネ
ルＬＣＤ２用の画像データ（第２画像データ）とを交互に出力する。画像分割モジュール
４１５０ｆによって受信された第１パネルＬＣＤ１用の画像データは、ＳＤＲＡＭ４１５
０ｇに一時的に記憶される。受信された第２パネルＬＣＤ２用の画像データも、ＳＤＲＡ
Ｍ４１５０ｇに一時的に記憶される。なお、第１パネルＬＣＤ１用の画像データの記憶装
置が、第２パネルＬＣＤ２用の画像データの記憶装置とは別の記憶装置で構成されていて
もよい。この場合も、それらの記憶装置の全体が、記憶手段に相当すると考えることがで
きる。また、画像信号分割ロジック４１５０ｆｂと出力制御部４１５０ｆｄとは、協働し
て、ＳＤＲＡＭ４１５０ｇに記憶された画像データから第１パネルＬＣＤ１用の画像デー
タを選択して、第１パネルＬＣＤ１に出力し、また、ＳＤＲＡＭ４１５０ｇに記憶された
画像データから第２パネルＬＣＤ２用の画像データを選択して、第２パネルＬＣＤ２に出
力する。ここで、図１９４や図１９９に示すように、第１パネルＬＣＤ１用の画像データ
と第２パネルＬＣＤ２用の画像データとの両方の受信が完了した状態になって初めて、各
画像データが出力される。上記実施形態では、画像分割モジュール４１５０ｆは、第１画
像データと第２画像データとの両方の受信の完了と同時、あるいは、その完了の後の所定
のタイミングで画像データを出力するように予め構成されている。
【２０７７】
　上記態様１における演出手段として、本明細書で説明されている種々の演出例を実現す
る手段を採用することができる。例えば、図３７４～図３８２に示す演出例を実現する手
段を態様１の演出手段として採用してもよい。そのような観点から上記実施形態を見るこ
とによって、上記実施形態は、以下のような利点を有する。
　第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ２とのそれぞれに群が表示されるので、１枚の
表示パネルでは実現することができない奥行感と、格別に賑わった雰囲気とを作り出すこ
とができる。
　また、遊技者からは、第１パネルＬＣＤ１に表示された画像と第２パネルＬＣＤ２に表
示された画像とが、視線を移動させずに同時に見える。従って、第１パネルＬＣＤ１にお
ける画像表示と、第２パネルＬＣＤ２における画像表示との間の表示タイミングのズレが
大きいと、そのズレが遊技者に認識されてしまい、せっかくの演出が台無しになってしま
う。例えば、第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ２との双方に同時に群が表示される
演出がある。ここで、第２パネルＬＣＤ２の画像表示に遅延が生じて、第１パネルＬＣＤ
１の群表示が終了した後に第２パネルＬＣＤ２の群表示が行われたと仮定すると、そのよ
うな演出を見た遊技者の印象は、１枚の表示パネルで群を表示した場合と同程度になって
しまいかねない。
　そこで、そのような演出を実現するためには、第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ
２との２つのパネルの間の表示タイミングのズレを抑制することが好ましい。このような
表示タイミングのズレを、簡単な構成で抑制するために、上記実施形態は従来には無い構
成を有している。
　ＶＤＰ４１５０ｃとしては、第１パネルＬＣＤ１のための画像データと第２パネルＬＣ
Ｄ２のための画像データとを交互に出力するものが採用されている。これにより、ＶＤＰ
４１５０ｃとして、１枚の表示パネルを駆動することを想定して作成された装置（モジュ
ール）を利用することができる。その結果、ＶＤＰ４１５０ｃとしては、演出に要する画
像データを生成可能なものを幅広い候補の中から選択することができる。
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　さらに、画像分割モジュール４１５０ｆは、同時に表示すべき画像を表す第１画像デー
タ（第１パネルＬＣＤ１用の画像データ）と第２画像データ（第２パネルＬＣＤ２用の画
像データ）の両方の受信が完了した状態になって初めて、それらの画像データを第１パネ
ルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ２に出力する。その結果、第１パネルＬＣＤ１と第２パネ
ルＬＣＤ２との間のタイミングのズレを抑制することができる。
　以上により、第１パネルＬＣＤ１と第２パネルＬＣＤ２とを用いた効果的な演出を適切
に実現することができるので、遊技者の遊技意欲の減退を抑制することができる。
【２０７８】
　なお、図３７４～図３８２に示す演出例を実現するという観点から得られる態様（例え
ば、本明細書で説明されている態様）に、上記態様１を適用することによって、以下の様
な態様（技術思想）を抽出することができる。
［態様２］
　遊技機であって、
　遊技球が所定領域を通過したことを検出する検出手段と、
　前記検出手段による遊技球の検出に基づいて取得された乱数を用いて抽選を行う抽選手
段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、
　画像を表示可能な表示手段と、
　前記抽選情報に応じて複数の絵柄を前記表示手段に変動表示可能な変動表示制御手段を
少なくとも有する表示制御手段と、
　前記抽選による抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には
、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、
　　前記変動表示制御手段により前記表示手段の所定の大きさの領域に前記絵柄を変動表
示させられた後に、少なくとも当該表示手段の前記所定の大きさの領域をほぼ覆う程度分
に、複数のアイテムによって形成されたアイテム群により群表示する群演出表示制御手段
を有し、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに遊技者から見て前記表示手段の奥側には、所定間隔をおいて配置
された後方表示手段を備えており、
　前記群演出表示制御手段は、
　　前記表示手段に前記アイテム群を表示しつつも、当該表示手段の後方に配置された後
方表示手段に、複数の後方アイテムによって形成された後方アイテム群を視認可能に群表
示することで多重群演出を行い得る多重群演出表示手段を有し、
　前記表示制御手段は、
　　前記抽選情報決定手段によって決定された前記抽選情報に応じて、前記表示手段に表
示される画像を表す画像データに加えて、前記後方表示手段に表示される画像を表す画像
データを生成する１つの画像データ生成モジュールと、
　　前記１つの画像データ生成モジュールによって生成された画像データを、前記１つの
画像データ生成モジュールから受信して、前記表示手段のための画像データを前記表示手
段に出力し、前記後方表示手段のための画像データを前記後方表示手段に出力する選択出
力モジュールと、
　を有し、
　前記１つの画像データ生成モジュールは、前記生成した画像データを、同期信号と共に
出力する出力手段を含み、
　前記選択出力モジュールは、
　　前記同期信号に同期して前記出力手段からの前記画像データを受信するデータ受信手
段と、
　　前記受信した画像データを一時的に記憶する記憶手段と、
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　　前記表示手段と前記後方表示手段との各々に適した複数種類の同期信号を出力する同
期信号出力手段と、
　　前記記憶手段に記憶された画像データから前記表示手段のための画像データを選択し
て、前記表示手段に適した前記同期信号に同期して前記表示手段に出力し、前記記憶手段
に記憶された画像データから前記後方表示手段のための画像データを選択して、前記後方
表示手段に適した前記同期信号に同期して前記後方表示手段に出力する、画像データ出力
手段と、
　を備え、
　前記１つの画像データ生成モジュール及び前記選択出力モジュールは、
　　前記１つの画像データ生成モジュールの前記出力手段が、前記表示手段のための画像
データと前記後方表示手段のための画像データとを交互に出力し、
　　前記選択出力モジュールの前記画像データ出力手段が、前記１つの画像データ生成モ
ジュールの前記出力手段からは前記表示手段のための画像データと前記後方表示手段のた
めの画像データとが交互に出力されるにも拘わらずに、前記表示手段と前記後方表示手段
とに同時に表示されるべき画像をそれぞれ表す第１画像データと第２画像データであって
、前記表示手段に表示されるべき前記アイテム群を表す第１画像データと、前記後方表示
手段に表示されるべき後方アイテム群を表す第２画像データとのうちの一方のみの受信が
完了した状態では、前記記憶された一方の画像データの出力を保留し、前記第１画像デー
タと前記第２画像データとの両方の受信が完了した状態になって初めて、前記第１画像デ
ータを前記表示手段に出力し、前記第２画像データを前記後方表示手段に出力することに
よって、
　前記群演出表示制御手段及び前記多重群演出表示手段として機能する、
　遊技機。
　この態様２も、上記態様１と同様の効果を得ることができる。
【２０７９】
　なお、上記態様１は、図３７４～図３８２に示す演出例を実現するという観点から得ら
れる態様（例えば、本明細書で説明されている態様）に限らず、他の演出例を実現すると
いう観点から得られる種々の態様に適用可能である。例えば、図２５７～図２７４に示す
切り抜きスベリ演出、図２７５～図３１７に示す第１特殊モード演出、第２特殊モード演
出、第３特殊モード演出、図３１８～図３２９に示す画面カット予告、図３３０～図３５
９に示すステップアップ予告、図３６０～図３７３に示すリーチ選択演出、図３７４～図
３８２に示す群を用いた演出、図３８３～図３９０に示す画像の表示を一方の表示パネル
と他方の表示パネルとの間で移動させる演出、図３９１～図４０１に示す両面リーチ例、
図４０２～図４１３に示す画像を浮遊しているように見せる演出、図４１４～図４２６に
示す変動中昇格演出、図４２７～図４３９に示す特殊演出などに、上記態様１を適用して
もよい。
【２０８０】
　以上、「表示制御手段が、表示パネル１４００ａに加えて、その奥側に所定間隔をおい
て配置された表示パネル１４００ｂにも画像を表示する演出を実現する」という観点から
抽出された態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々
の態様を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出
例（あるいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよい
。
【２０８１】
　上記実施形態を、画像データの生成完了が遅れた場合には、その画像データの生成を優
先して、時系列の順番が後の画像データの生成をキャンセルするという処理（例えば、図
４５１、図４５３の処理）を実行するという観点から見ることによって、以下のような態
様（技術思想）を抽出することができる。
【２０８２】
［態様１］
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　遊技機であって、
　乱数を用いて抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選の結果に応じて決まる情報である抽選情報を決定する抽選情報決定手段と、 
　画像を表示可能な表示手段と、 　前記抽選情報を利用して前記表示手段を制御する表
示制御手段と、 
　前記抽選による抽選結果が予め定められた確率で当選する所定の当たりである場合には
、遊技者に特典を付与する特典付与手段と、
　を備え、 
　前記表示制御手段は、
　　前記表示手段に表示すべきフレーム画像を表す画像データを生成する画像データ生成
モジュールと、
　　前記抽選情報に応じて決まるフレーム画像を時系列の順番に前記表示手段に表示させ
るために、前記フレーム画像を表す画像データを生成するためのコマンドを周期的に前記
画像データ生成モジュールに供給して前記画像データ生成モジュールに周期的に画像デー
タを生成させるコマンド供給モジュールと、
　を含み、
　前記コマンド供給モジュールは、周期的に行われる前記コマンドの供給において、
　　先に供給したコマンドである先コマンドに応じた画像データの生成完了通知を、前記
先コマンドのための１周期に含まれる所定期間内に前記画像データ生成モジュールから受
信した場合には、次の周期で次のコマンドを前記画像データ生成モジュールに供給し、
　　前記生成完了通知を前記所定時間内に受信しない場合には、次の周期でのコマンド供
給をやめることによって、前記先コマンドに応じた画像データである先画像データの生成
を前記画像データ生成モジュールに継続させて前記先画像データの生成を完了させ、前記
先コマンドよりも後のコマンドの一部をキャンセルすることによって、前記キャンセルさ
れたコマンドに続くコマンドを、前記先コマンドに対応する前記生成完了通知を前記所定
時間内に受信した場合と同じ周期において供給する、
　遊技機。
【２０８３】
　この構成によれば、画像データの生成完了が遅れた場合には、その画像データの生成が
完了するように次の周期でのコマンドの供給がやめられて、その代わりに後のコマンドの
一部がキャンセルされて、キャンセルされたコマンドに続くコマンドがキャンセルの無い
場合と同じ周期で供給されるので、画像データの生成に長い時間を要するような複雑な画
像を用いた演出を実現する場合に、画像データ生成の中断が連続することによって表示画
像が更新されずに止まって見える可能性を大幅に低減できる。これにより、遊技者の遊技
意欲が減退することを抑制することが可能となる。
【２０８４】
　なお、コマンド供給モジュールによってキャンセルされるコマンドは、先コマンドの次
のコマンドでもよく、より後のコマンドでもよい。また、上述の実施形態では表示パネル
を２枚用いているが、上記態様１は、１枚の表示パネルを用いる遊技機として構成するこ
ともできる。この場合も、図４５１に示す動作態様と同様に、生成コマンドの供給と画像
データの生成・出力とを行えばよい。
【２０８５】
　なお、遊技者に付与される特典は、いわゆる大当たり遊技に限らず、種々の特典を採用
可能である。同様に、所定の当たりは、遊技者に特典が付与される種々の当たりを採用可
能である。例えば、所定の当たりが、いわゆる大当たり遊技が付与されるための当たりで
あってよい。また、所定の当たりが、いわゆる確変大当たりであってもよい。
【２０８６】
　また、抽選情報としては、抽選の結果に基づいて決まる種々の情報を採用可能であり、
例えば、変動パターンを特定する情報や、抽選結果が所定の当たりであるか否かを特定す
る情報を採用可能である。
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【２０８７】
［態様２］
　態様１に記載の遊技機であって、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、前記表示手段に画像である正面画像を表示しつつ、さらに、前記
後方表示手段にも画像である後方画像を表示する演出表示を実行する演出手段を有し、
　前記画像データ生成モジュールは、前記表示手段に表示されるフレーム画像を表す画像
データに加えて、前記後方表示手段に表示されるフレーム画像を表す画像データを生成す
る１つのモジュールであり、
　前記コマンド供給モジュールは、前記表示手段のための第１画像データと前記後方表示
手段のための第２画像データとが時系列の順番に交互に生成されるように、前記第１画像
データのための第１コマンドと前記第２画像データのための第２コマンドとを交互に前記
画像データ生成モジュールに供給し、
　前記コマンド供給モジュールは、さらに、前記表示手段と前記後方表示手段とによって
同時に表示されるべき前記第１画像データと前記第２画像データとのペアである同時ペア
の少なくとも一方の画像データの生成完了通知を、前記一方の画像データのための１周期
分の前記所定時間内に前記画像データ生成モジュールから受信しない場合には、時系列の
順番が前記同時ペアよりも後の同時ペアのための前記第１コマンドと前記第２コマンドと
をキャンセルする、
　遊技機。
【２０８８】
　この構成によれば、画像データ生成モジュールは、表示手段のための画像データと後方
表示手段のための画像データとを交互に生成する場合に、適切に、画像データの生成に長
い時間を要するような複雑な画像を用いた演出を実現することができる。その結果、遊技
者の遊技意欲が減退することを抑制することが可能となる。
【２０８９】
［態様３］
　態様１に記載の遊技機であって、
　前記表示手段は、透過型の表示手段であり、
　前記遊技機は、さらに、遊技者から見て前記表示手段の奥側に所定間隔をおいて配置さ
れた後方表示手段を備えており、
　前記表示制御手段は、前記表示手段に画像である正面画像を表示しつつ、さらに、前記
後方表示手段にも画像である後方画像を表示する演出表示を実行する演出手段を有し、
　前記画像データ生成モジュールは、前記表示手段に表示されるフレーム画像を表す画像
データに加えて、前記後方表示手段に表示されるフレーム画像を表す画像データを生成す
る１つのモジュールであり、
　前記コマンド供給モジュールは、前記表示手段のための第１画像データと前記後方表示
手段のための第２画像データとを含む合成画像データであって、前記表示手段と前記後方
表示手段とによって同時に表示されるべき前記第１画像データと前記第２画像データとを
含む合成画像データが、１枚分の画像データとして生成されるように、前記合成画像デー
タを生成するためのコマンドを前記画像データ生成モジュールに供給する、
　遊技機。
【２０９０】
　この構成によれば、画像データ生成モジュールが、表示手段のための画像データと後方
表示手段のための画像データとを含む合成画像データを生成する場合に、適切に、画像デ
ータの生成に長い時間を要するような複雑な画像を用いた演出を実現することができる。
その結果、遊技者の遊技意欲が減退することを抑制することが可能となる。
【２０９１】
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　以上、画像データの生成完了が遅れた場合には、その画像データの生成を優先して、時
系列の順番が後の画像データの生成をキャンセルするという処理（例えば、図４５１、図
４５３の処理）を実行するという観点から抽出された態様について説明したが、この観点
からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様を抽出可能である。また、抽出された態
様あるいは態様の一部の構成は、種々の演出例（あるいは、種々の演出例を実現するとい
う観点から抽出される態様）や、他の観点から抽出される態様に適用してもよい。例えば
、表示制御手段は、本明細書で説明されている演出例を実現するための手段（演出手段と
呼ぶ）を含んでよい。演出手段としては、その演出例を実現するという観点から抽出され
る態様の手段を採用可能である。例えば、群を用いた演出例（例えば、図３７４～図３８
２に示す演出例）を実現するという観点から抽出される態様における「群演出表示制御手
段」及び「多重群演出表示手段」が、演出手段として挙げられる。ここで、コマンド供給
モジュールと画像データ生成モジュールとは、上述の態様１、態様２、態様３のように処
理を実行することによって、演出手段の少なくとも一部として機能すると考えることがで
きる。
【２０９２】
　上記実施形態を、連動演出処理（例えば、図４５９～図４６２）を実現するという観点
から見ることによって、以下のような態様（技術思想）を抽出することができる。
【２０９３】
　［態様１］
　遊技機であって、
　取得条件が満たされた場合に取得される乱数を用いて抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選の結果が、当たりの場合に、遊技者に対して特典を付与する特典付与手段と、
　前記遊技機を制御する制御手段と、
　演出画像を表示し、表示演出を実行可能な表示手段と、
　前記制御手段から送信される演出コマンドを解析して、前記表示手段を制御する表示制
御手段と、
　前記表示手段とは異なる手段であって、前記表示演出を補助する補助演出を実行可能な
演出補助手段と、を備え、
　前記制御手段は、
　前記抽選を行うごとに、複数種類のパターンの中から、一の演出表示パターン及び当該
演出表示パターンと対応する一の演出補助パターンを決定する演出パターン決定手段と、
　前記演出パターン決定手段が決定した前記演出表示パターンを構成する演出コマンドを
含む演出コマンド群を、前記表示制御手段に送信可能なコマンド送信手段と、を備え、
　前記コマンド送信手段は、
　前記演出パターン決定手段が第１演出表示パターンを決定した場合において、第１演出
コマンド群を前記表示制御手段に送信し、
　前記制御手段は、
　前記演出パターン決定手段が前記第１演出表示パターンを決定した場合に、当該決定か
ら、前記コマンド送信手段が前記第１演出コマンド群の送信を開始してから前記表示制御
手段が前記第１演出コマンド群を受信して解析し終わるまでの期間に基づいて決まる第１
時間経過後、前記演出補助手段に対して、前記第１演出表示パターンに対応付けられた第
１演出補助パターンに基づいて、前記補助演出を開始させる制御を行い、
　前記表示制御手段は、
　前記コマンド送信手段から送信されてきた前記第１演出コマンド群の解析を終えると、
前記第１演出コマンド群によって構成される前記第１演出表示パターンに基づいて、前記
表示手段を制御し、前記表示演出を開始させる、
　遊技機。
【２０９４】
　上記構成の遊技機によれば、コマンド送信手段が送信する演出コマンド数が幾つであっ
ても、補助演出の開始タイミングを、表示演出の開始タイミングにほぼ合うようにするこ
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とができる。従って、表示演出と補助演出との間にずれが生じることを抑制することがで
き、調和性豊かな遊技演出を提供することができ、遊技者が遊技意欲を損なうことを抑制
することができる。
　なお、「補助演出を開始させる」とは、遊技者が視認可能な態様で補助演出を行うこと
をいう。
【２０９５】
　[態様２］
　遊技機であって、
　取得条件が満たされた場合に取得される乱数を用いて当落抽選を行う抽選手段と、
　前記抽選の結果が、当たりの場合に、遊技者に対して特典を付与する特典付与手段と、
　前記遊技機を制御する制御手段と、
　演出画像を表示し、表示演出を実行可能な表示手段と、
　前記制御手段から送信される演出コマンドを解析して、前記表示手段を制御する表示制
御手段と、
　前記表示手段とは異なる手段であって、前記表示演出を補助する補助演出を実行可能な
演出補助手段と、を備え、
　前記制御手段は、
　前記抽選を行うごとに、複数種類のパターンの中から、一の演出表示パターン及び当該
演出表示パターンと対応する一の演出補助パターンを選択する演出パターン決定手段と、
　前記演出パターン決定手段が選択した前記演出表示パターンを構成する演出コマンドを
含む演出コマンド群を、前記表示制御手段に送信可能なコマンド送信手段と、を備え、
　前記コマンド送信手段は、
　前記演出パターン決定手段が第１演出表示パターンを選択した場合に第１演出コマンド
群を送信する場合において、前記第１演出表示パターンを構成する第１演出コマンドの数
が、予め決められた規定数（前記演出表示パターン選択手段によって選択され得る前記演
出表示パターンのうち、構成する演出コマンドが最も多い前記演出表示パターンにおける
演出コマンドの数）よりも少ない場合には、前記第１演出コマンド群におけるコマンド数
が前記規定数となるように、前記第１演出コマンド群に前記第１演出表示パターンに影響
を与えないダミーコマンドを含ませて、当該第１演出コマンド群を前記表示制御手段に送
信し、
　前記制御手段は、
　前記演出パターン決定手段が前記第１演出表示パターンを決定した場合に、当該決定か
ら、前記規定数に基づいて予め決定される第２時間（前記コマンド送信手段が前記第１演
出コマンド群の送信を開始してから、前記表示制御手段が前記第１演出コマンド群におけ
る前記規定数のコマンドを受信してすべてのコマンドの解析を終了するまでの時間に基づ
いて予め決定される時間）経過後、前記演出補助手段に対して、前記第１演出表示パター
ンに対応づけられた第１演出補助パターンに基づいて、前記補助演出を開始させる制御を
行い、
　前記表示制御手段は、
　前記コマンド送信手段から送信されてきた前記第１演出コマンド群の解析を終えると、
前記第１演出コマンド群によって構成される前記第１演出表示パターンに基づいて、前記
表示手段を制御し、前記表示演出を開始させる、
　遊技機。
【２０９６】
　上記構成の遊技機によれば、コマンド送信手段が送信する演出コマンド数が幾つであっ
ても、補助演出の開始タイミングを、表示演出の開始タイミングにほぼ合うようにするこ
とができる。従って、表示演出と補助演出との間にずれが生じることを抑制することがで
き、調和性豊かな遊技演出を提供することができ、遊技者が遊技意欲を損なうことを抑制
することができる。
【２０９７】
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　[態様３］
　態様２に記載の遊技機であって、
　前記演出補助手段は、
　音の発生、ランプの作動、または、役物の作動によって、前記補助演出を実行する機能
を有し、
　前記制御手段は、
　前記第２時間経過後、前記演出補助手段に対して、前記第１演出補助パターンに基づい
て、前記音を発生、前記ランプを作動、または、前記役物を作動させて、前記補助演出を
開始させる、
　遊技機。
【２０９８】
　このようにすれば、興趣性が高い補助演出を実行することができ、遊技者が遊技意欲を
損なうことを抑制することができる。
【２０９９】
　[態様４］
　態様２または態様３に記載の遊技機であって、
　前記制御手段は、
　前記遊技機の制御を主に司るメイン制御手段と、
　前記メイン制御手段からの指示を基に前記表示制御手段の制御を行うサブ制御手段と、
を含み、
　前記メイン制御手段及び前記サブ制御手段は、前記演出パターン決定手段の機能を有し
、
　前記サブ制御手段は、前記コマンド送信手段の機能を有する、
　遊技機。
　このようにすれば、セキュリティの高い遊技機を提供することができる。
【２１００】
　[態様５］
　態様２ないし態様４のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記第１演出表示パターンと前記第１演出補助パターンにおいて、前記第１演出表示パ
ターンに基づく前記表示演出が表示制御手段によって実行される長さと、前記第１演出補
助パターンに基づく前記補助演出が前記演出補助手段によって実行される長さとは、ほぼ
同じである、
　遊技機。
【２１０１】
　このようにすれば、表示演出と補助演出とを調和させることが可能となり、調和性豊か
な遊技演出を提供することができる。
【２１０２】
　[態様６］
　態様２ないし態様５のいずれかに記載の遊技機であって、
　前記表示手段とは異なる手段であって、図柄を変動表示可能であり、前記抽選手段によ
る前記抽選の結果が、前記当たりの場合には、前記特典付与手段によって前記特典の付与
がなされることを示す第１図柄を表示し、前記抽選手段による前記抽選の結果が、ハズレ
の場合には、前記特典付与手段による前記特典の付与なされないことを示す第２図柄を表
示し、前記抽選手段による前記抽選の結果の当落を報知可能な図柄表示手段を備え、
　前記制御手段は、
　（１）前記演出パターン決定手段が第１演出表示パターンを選択した場合において、前
記図柄表示手段を制御して、前記図柄の変動表示を行うと共に、前記コマンド送信手段に
、前記第１演出コマンド群を送信させ、（２）第３時間経過後、前記図柄表示手段に前記
抽選の結果の当落を報知させると共に、前記表示制御手段に、前記第１演出表示パターン
に基づく表示制御を終了させ、
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　前記遊技機において、
　前記第１演出表示パターンの実行時間と、前記コマンド送信手段が前記第１演出コマン
ド群の送信開始から、前記表示制御手段における前記第１演出コマンド群の解析終了まで
にかかる通信時間との和と、前記第３時間とは、ほぼ同じ長さである、
　遊技機。
【２１０３】
　このようにすれば、特別図柄の変動停止タイミング、表示演出の終了タイミング、及び
、補助演出の終了タイミングをほぼ一致させることが可能となる。従って、調和性の高い
遊技演出を提供することができ、遊技者が遊技意欲を損なうことを抑制することができる
。
【２１０４】
　以上、連動演出処理（例えば、図４５９～図４６２）を実現するという観点から抽出さ
れた態様について説明したが、この観点からは、これらの態様に限らず、他の種々の態様
を抽出可能である。また、抽出された態様あるいは態様の一部の構成は、他の演出例（あ
るいは、他の演出例を実現するという観点から抽出される態様）に適用してもよい。
【２１０５】
　以上、種々の観点から抽出される態様（技術思想）について説明したが、遊技機の態様
としては、上述の各態様に限られるものではなく、種々の態様を採用可能である。例えば
、上述した複数の態様から選択された任意の複数の態様を組み合わせて得られる態様を採
用してもよい。また、或る態様の一部の構成を、他の態様に組み込んでも良い。例えば、
図３１８～図３２９の演出例で説明したようなグラデーションを、図３６６、図３８６ま
たは図３９２～図３９７といった他の演出例に適用してもよい。このような或る態様の一
部の構成の他の態様への適用は、任意の態様の組み合わせの間で行ってよい。
【２１０６】
［グラデーションの態様］
　既述の実施形態では、第１表示パネル１４００ａ（前面表示パネル）及び第２表示パネ
ル１４００ｂ（後面表示パネル）に各々表示する前面及び後面映像の表示態様の制御につ
いて詳細に触れていないが、以下の実施形態では、この部分について触れる。
【２１０７】
　既述のように液晶表示装置１４００は、前面映像を表示する透過型の第１表示パネル１
４００ａを備えるとともに、遊技者から見た場合に第１表示パネル１４００ａの背面側に
配置されており後面映像を表示する第２表示パネル１４００ｂを備えている。これら第１
及び第２表示パネル１４００ａ，１４００ｂは、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａの制御によっ
て、表示動作が制御されている。この液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、既述の画像データに
基づいて、これら第１及び第２表示パネル１４００ａ，１４００ｂを制御する。なお、既
述の実施形態では、画像データが階調値データを含む一例が挙げられており、この階調値
データが、例えば、各画素の赤（Ｒ）、緑（Ｇ）及び青（Ｂ）色の階調値を表しているも
のとされている。以下、具体的に表示態様の例を挙げて説明する。
【２１０８】
　図４６３は、液晶表示装置１４００を正面から見た様子の一例を示す正面図である。こ
のように正面から見た場合、液晶表示装置１４００の表示領域には、例えば、星を模した
絵柄（以下「星絵柄」という）の周囲に外側から内側に向けて濃淡が変化する態様の一連
のグラデーションが表示されているとともに、当該一連のグラデーションが収束する位置
に星絵柄が表示されている。
【２１０９】
　本実施形態では、既述の周辺基板４０１０（演出制御基板）に搭載された液晶制御ＭＰ
Ｕ４１５０ａが、既述の大当たり抽選とともに実行された演出抽選の結果に基づいて、第
１表示パネル１４００ａに前面映像の少なくとも一部としてグラデーション（以下「前面
グラデーション」という）１４０１を表示させるとともに、第２表示パネル１４００ｂに
後面映像の少なくとも一部としてグラデーション（以下「後面グラデーション」という）
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１４０２を表示させる。
【２１１０】
　ここで、本実施形態では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、上記演出抽選の結果に応じて
、一連のグラデーションの収束位置に対応する第２表示パネル１４００ｂの表示領域の位
置に、特定絵柄の一例としての星絵柄を含む後面映像を表示させている。このようにする
と、上述した一連のグラデーション１４０３との位置関係により、遊技者の目には星絵柄
が浮いているように結像するため、遊技者はさらに奥行き感を得ることができる。
【２１１１】
　図４６４は、液晶表示装置１４００に搭載された第１表示パネル１４００ａ及び第２表
示パネル１４００ｂの各表示内容の一例を示す斜視図である。
【２１１２】
　本実施形態では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、前面グラデーションとして第１表示パ
ネル１４００ａに一連のグラデーション１４０３の大部分を表示させるとともに、後面グ
ラデーションとして第２表示パネル１４００ｂに一連のグラデーション１４０３の一部を
表示させる。また、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第１表示パネル１４００ａに前面グラ
デーション１４０１を表示させるのと同時に、第２表示パネル１４００ｂに後面グラデー
ション１４０２を表示させている。
【２１１３】
　これにより、遊技者の目には、第１表示パネル１４００ａの前面グラデーション１４０
１及び第２表示パネル１４００ｂの後面グラデーション１４０２による一連のグラデーシ
ョン１４０３が結像される。すると、遊技者は、このような一連のグラデーション１４０
３を視認することにより、液晶表示装置１４００の表示領域に垂直な方向に奥行き感を得
ることができる。このような構成によれば、遊技者への視覚的な圧迫感を抑制できるため
、長時間の遊技でも遊技者にストレスを感じにくくさせることができ、稼働率の向上を図
ることができる。
【２１１４】
　図４６５は、図４６３に示す態様のグラデーションを仮想的にイメージ化した場合にお
ける仮想側面図である。本実施形態では、実際には、第１表示パネル１４００ａにグラデ
ーションが施されているものの、遊技者の目には、図示のように、第１表示パネル１４０
０ａから第２表示パネル１４００ｂに向けて、前面グラデーション１４０１及び後面グラ
デーション１４０２によって視覚的に構成されるトンネル形状のグラデーション（上記一
連のグラデーションに相当）の表示態様として認識されるようになる。
【２１１５】
　従って、遊技者の目には、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとが
トンネル状のグラデーションによってあたかも繋がっているかのように視認される。この
ため、遊技者は、このトンネル状のグラデーションの内周面に沿って広がる仮想的な空間
を体感することができ、第１表示パネル１４００ａから第２表示パネル１４００ｂに向け
て広い奥行き感を感じるようになる。
【２１１６】
［特定絵柄に関する態様の第１変形例］
　図４６６及び図４６７は、それぞれ、特定絵柄の一例としての星絵柄１４０４に関する
表示態様の第１変形例を示す正面図及び斜視図である。なお、図４６６に示す星絵柄１４
０４の引き出し線は、星絵柄１４０４の内側を指し示している。
【２１１７】
　また、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第２表示パネル１４００ｂに、その星絵柄１４０
４の周囲にグラデーション（以下、「絵柄後面グラデーション」という）１４０６を表示
させている。このようにすると、第２表示パネル１４００ｂの星絵柄１４０４の周囲に遠
近感が生じて、遊技者は星絵柄１４０４が立体的に視認できるようになり、遊技者がさら
に奥行き感が増したように感じるようになる。また、このようにすると、遊技者は、第２
表示パネル１４００ｂの奥行き方向における位置を基準としてその奥行き方向における星



(468) JP 2018-27498 A 2018.2.22

10

20

30

40

50

絵柄１４０４の位置を視覚的に把握するため、この星絵柄１４０４の意外な位置に驚きを
感じ、遊技者の興趣が尽きにくくなる。
【２１１８】
　さらに液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第１表示パネル１４００ａに、星絵柄１４０４の
周囲に、上述した絵柄後面グラデーション１４０６に連続する態様で、別のグラデーショ
ン（以下「絵柄前面グラデーション」という）１４０５を表示させるようにする。このよ
うにすると、図４６６に示すように第２表示パネル１４００ｂから第１表示パネル１４０
０ａへと連続する絵柄前面及び絵柄後面グラデーション１４０５，１４０６によって、遊
技者は、星絵柄の周囲に視覚的にさらに奥行き感を得ることができる。
【２１１９】
　また、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、第１表示パネル１４００ａ又は第２表示パネル１
４００ｂの少なくとも一方に特定絵柄１４０４を表示させるとともに、第１表示パネル１
４００ａに、その特定絵柄１４０４の周囲に対応する位置に絵柄前面グラデーション１４
０５を表示させ、かつ、第２表示パネル１４００ｂに、その絵柄前面グラデーション１４
０５に連続するように特定絵柄１４０４の周囲に対応する位置に絵柄後面グラデーション
１４０６を表示させている。これにより、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａは、絵柄前面及び絵
柄後面グラデーション１４０５，１４０６の視覚上の合成によって、第１表示パネル１４
００ａと第２表示パネル１４００ｂとの間に特定絵柄１４０４を結像させる。このように
すると、遊技者の目には、第１表示パネル１４００ａの絵柄前面グラデーション１４０５
及び第２表示パネル１４００ｂの絵柄後面グラデーション１４０６によって連続する絵柄
グラデーションが結像される。すると、遊技者は、このような一連の絵柄グラデーション
を視認することにより、液晶表示装置１４００の表示領域に垂直な方向に沿って第１表示
パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとの間の位置に星絵柄１４０４を視認する
ことができる。従って、液晶表示装置１４００に表示された星絵柄１４０４の奥行き方向
における位置に意外性を持たせることによって、遊技者は、この星絵柄１４０４の意外な
位置に驚きを感じ、興趣の低下が抑制される。なお、本実施形態では、液晶制御ＭＰＵ４
１５０ａが、グラデーションを含む映像を表示するものとして説明しているが、これに限
られず、グラデーションを含まない映像にグラデーションを付加して、グラデーション付
きの映像を表示する形態であっても良い。
【２１２０】
　なお、上述した第１の変形例では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、星絵柄１４０４を第
２表示パネル１４００ｂに表示させているがこれに限られず、図示しないが、第１表示パ
ネル１４００ａに表示させてもよい。このようにすると、遊技者は、第２表示パネル１４
００ｂの奥行き方向における位置を基準としてその奥行き方向における星絵柄１４０４の
位置を視覚的に把握するため、この星絵柄１４０４の意外な位置に驚きを感じ、遊技者の
興趣が尽きにくくなる。
【２１２１】
　また、本実施形態では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、時間の経過とともに、例えば、
絵柄前面及び絵柄後面グラデーション１４０６，１４０５の態様を変化させることにより
、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとの間において、星絵柄１４０
４の視覚上の位置をその奥行き方向に移動させるようにしても良い。このようにすると、
遊技者は、第１表示パネル１４００ａと第２表示パネル１４００ｂとの間における奥行き
方向における位置を基準としてその奥行き方向における星絵柄１４０４の位置を視覚的に
把握するため、この星絵柄１４０４の位置に意外性を抱き、興趣の低下を抑制することが
できる。
【２１２２】
［特定絵柄に関する態様の第２変形例］
　図４６８及び図４６９は、それぞれ、特定絵柄の一例としての星絵柄に関する表示態様
の第２変形例を示す正面図及び斜視図である。なお、図４６８に示す星絵柄１４０４の引
き出し線は、星絵柄の縁を指し示している。
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【２１２３】
　当該第２の変形例では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、第２表示パネル１４００ｂに、
特定絵柄としての星絵柄の縁から中心に向けてグラデーション（上記「絵柄後面グラデー
ション」に対応）１４０６を表示させている。このようにすると、図４６８に示すように
第２表示パネル１４００ｂの星絵柄の内側に遠近感が生じて、遊技者は星絵柄自体に立体
的な起伏を視認できるようになり、さらに奥行き感が増したように感じるようになる。ま
た、このようにすると、第２表示パネル１４００ｂの星絵柄１４０４の内側に遠近感が生
じて、遊技者は、星絵柄１４０４自体に立体的な起伏を視認するようになり、この星絵柄
１４０４の態様に意外性を感じて飽きを感じにくくなる。
【２１２４】
　当該第２の変形例では、液晶制御ＭＰＵ４１５０ａが、第１表示パネル１４００ａに、
特定絵柄としての星絵柄の縁の内側に、上述した絵柄後面グラデーション１４０６に連続
する態様で、別のグラデーション（上記絵柄前面グラデーションに相当）１４０５を表示
させている。このようにすると、図４６８に示すように、第２表示パネル１４００ｂから
第１表示パネル１４００ａへと連続する絵柄後面及び絵柄前面グラデーション１４０６，
１４０５によって、遊技者は、星絵柄１４０４自体の内側にさらに奥行き感を認識するこ
とができる。また、このようにすると、第２表示パネル１４００ｂから第１表示パネル１
４００ａへと視覚上連続する絵柄後面及び絵柄前面グラデーション１４０６，１４０５に
よって、遊技者は、この星絵柄１４０４の態様に意外性を感じて興趣が尽きにくくなる。
【２１２５】
　さらに、上記実施形態では、遊技機の一例として、パチンコ機１に適用したものを示し
たが、このようないわゆるデジパチと呼ばれる形態に限定するものではなく、いわゆるハ
ネ物と呼ばれるパチンコ機、当該デジパチと当該ハネ物とを組み合わせたパチンコ機、パ
チスロ機、または、パチンコ機とパチスロ機とを融合させてなる遊技機に、適用しても良
く、この場合でも、上記と同様の作用効果を奏することができる。
【２１２６】
　上記実施形態は、本発明を説明するための例示であり、本発明をこれらの実施形態にの
み限定する趣旨ではない。本発明は、その趣旨を逸脱しない限り、様々な形態で実施する
ことができる。例えば、上記実施形態では、各種プログラムの処理をシーケンシャルに説
明したが、特にこれにこだわるものではない。従って、処理結果に矛盾が生じない限り、
処理の順序を入れ替え又は並行動作するように構成しても良い。
　第１の発明に係る遊技機は、前面映像を表示する透過型の前面表示パネルを搭載する表
示装置と、遊技媒体の消費に応じて大当たり抽選を実行し、前記大当たり抽選に当選した
場合、特別遊技状態に移行する遊技制御基板と、前記大当たり抽選とともに実行された演
出抽選の結果に基づいて、前記表示装置による表示動作を制御する演出制御基板とを備え
、前記表示装置は、遊技者から見た場合に前記前面表示パネルの背面側に配置されており
後面映像を表示する後面表示パネルを搭載し、前記演出制御基板は、前記前面表示パネル
又は前記後面表示パネルの少なくとも一方に特定絵柄を表示させるとともに、前記前面表
示パネルに、前記特定絵柄の周囲に対応する位置に絵柄前面グラデーションを表示させ、
かつ、前記後面表示パネルに、前記絵柄前面グラデーションに連続するように前記特定絵
柄の周囲に対応する位置に絵柄後面グラデーションを表示させることにより、前記絵柄前
面及び絵柄後面グラデーションの視覚上の合成によって前記前面表示パネルと前記後面表
示パネルとの間に前記特定絵柄を結像させることを特徴とする。なお、特定絵柄とは、例
えば、文字、図形、記号、若しくは、その他何かしらの情報を示唆するものと視覚上認識
しうる絵、又は、これらいずれかの組み合わせをいう。ここで、遊技媒体の消費とは、当
該遊技機が弾球式遊技機である場合には、遊技球を遊技盤の遊技領域に発射することをい
い、当該遊技機が回動式遊技機である場合にはメダルなどの遊技媒体を筐体に投入するこ
とをいう。また、演出制御基板は、１つの基板の形態のみならず、表示装置による表示動
作を制御する表示制御基板と、表示動作以外の演出動作を制御する非表示制御基板とに分
かれた形態であっても良い。
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　これにより、遊技者の目には、前面表示パネルの絵柄前面グラデーション及び後面表示
パネルの絵柄後面グラデーションによって連続する絵柄グラデーション（後述する一連の
絵柄グラデーションに対応）が結像される。すると、遊技者は、このような一連の絵柄グ
ラデーションを視認することにより、表示装置の表示領域に垂直な方向に沿って前面表示
パネルと後面表示パネルとの間の位置に特定絵柄を視認することができる。従って、当該
遊技機によれば、表示装置に表示された特定絵柄の奥行き方向における位置に意外性を持
たせ、遊技者の興趣の低下を抑制することができる。
　また、第２の発明に係る遊技機においては、第１の発明において、前記演出制御基板は
、前記絵柄前面グラデーションと前記絵柄後面グラデーションとによって一連の絵柄グラ
デーションを構成させることを特徴とする。
　また、第３の発明に係る遊技機においては、第１又は第２の発明において、前記演出制
御基板は、前記前面表示パネルに前記絵柄前面グラデーションを表示させるのと同時に、
前記後面表示パネルに前記絵柄後面グラデーションを表示させることを特徴とする。
　また、第４の発明に係る遊技機においては、第１乃至第３の発明のいずれかにおいて、
前記演出制御基板は、前記演出抽選の結果に応じて、前記前面表示パネルに前記特定絵柄
を表示させることを特徴とする。このようにすると、遊技者は、前面表示パネルの奥行き
方向における位置を基準としてその奥行き方向における特定絵柄の位置を視覚的に把握す
るため、当該特定絵柄の意外な位置に驚きを感じ、遊技者の興趣が尽きにくくなる。
　また、第５の発明に係る遊技機においては、第１乃至第３の発明のいずれかにおいて、
前記演出制御基板は、前記後面表示パネルに前記特定絵柄を表示させることを特徴とする
。このようにすると、遊技者は、後面表示パネルの奥行き方向における位置を基準として
その奥行き方向における特定絵柄の位置を視覚的に把握するため、当該特定絵柄の意外な
位置に驚きを感じ、遊技者の興趣が尽きにくくなる。
　また、第６の発明に係る遊技機においては、第１乃至第５の発明のいずれかにおいて、
前記演出制御基板は、時間の経過とともに前記前面表示パネルと前記後面表示パネルとの
間で前記特定絵柄の視覚上の位置を前記奥行き方向に沿って移動させることを特徴とする
。このようにすると、遊技者は、前面表示パネルと後面表示パネルとの間における奥行き
方向における位置を基準としてその奥行き方向における特定絵柄の位置を視覚的に把握す
るため、当該特定絵柄の位置に意外性を抱き、興趣の低下を抑制することができる。
　また、第７の発明に係る遊技機においては、第１乃至第６の発明のいずれかにおいて、
前記演出制御基板は、前記後面表示パネルに、前記特定絵柄の縁から中心に向けて絵柄後
面グラデーションを表示させることを特徴とする。このようにすると、後面表示パネルの
特定絵柄の内側に遠近感が生じて、遊技者は、特定絵柄自体に立体的な起伏を視認するよ
うになり、当該特定絵柄の態様に意外性を感じて飽きを感じにくくなる。
　また、第８の発明に係る遊技機においては、第７の発明において、前記演出制御基板は
、前記前面表示パネルに、前記特定絵柄の縁の内側に、前記絵柄後面グラデーションに連
続する態様で、絵柄前面グラデーションを表示させることを特徴とする。このようにする
と、後面表示パネルから前面表示パネルへと視覚上連続する絵柄後面及び絵柄前面グラデ
ーションによって、遊技者は、当該特定絵柄の態様に意外性を感じて興趣が尽きにくくな
る。
　また、第９の発明による遊技機においては、第１乃至第８の発明のいずれかにおいて、
いわゆるデジパチと呼ばれる弾球式遊技機に適用されることを特徴とする。このような弾
球式遊技機の基本構成としては、遊技球を遊技領域に発射する発射手段と、前記遊技領域
内に発射された遊技球が始動入賞口に入賞したことを検出する入賞検出手段と、前記始動
入賞口への入賞を契機として実行した内部的な抽選の抽選結果に応じて停止図柄を表示す
る図柄表示手段と、前記停止図柄が特定の表示態様である場合、前記特別遊技状態に移行
させる特別遊技状態移行手段とを備えている。
　このような構成を採用すると、上述した第１乃至第８の発明のいずれかが奏する効果を
発揮することができるとともに、次のような効果を発揮することができる。即ち、遊技者
は、遊技球を始動入賞口近傍へ集めて始動入賞させようと試みたり、この始動入賞を契機
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とした図柄の変動や装飾図柄の変動表示を楽しんでいる間でも、奥行き方向における特定
絵柄の位置に意外性を感じ、興趣が尽きにくくなる。
　また、第１０の発明による遊技機においては、第１乃至第８の発明のいずれかにおいて
、いわゆるハネ物と呼ばれる弾球式遊技機に適用されることを特徴とする。このような弾
球式遊技機の基本構成としては、遊技球を遊技領域に発射する発射手段と、前記遊技領域
内に設けられた始動口に遊技球が入球したこと（以下「始動入賞」という）を検出する入
賞検出器と、始動入賞を契機として可動片の開閉動作を実行し、遊技球を受け入れ可能と
する入賞装置と、前記可動片の開閉動作に伴って前記入賞装置に受け入れられた遊技球が
特定領域を通過したことを契機として、前記特別遊技状態に移行させる特別遊技状態移行
手段とを備えている。なお、第１０の発明による遊技機は、第９の発明による遊技機と組
み合わせたいわゆるデジハネとも呼ばれる形態を採用しても良い。
　このような構成を採用すると、上述した第１乃至第８の発明のいずれかが奏する効果と
ほぼ同様な効果を発揮することができるとともに、次のような効果を発揮することができ
る。即ち、遊技者は、遊技球の始動入賞を契機とした可動片の開閉動作によって入賞装置
への遊技球の受け入れを試みたり、この入賞装置に受け入れられた遊技球が特定領域を通
過するか否かを楽しんでいる間でも、奥行き方向における特定絵柄の位置に意外性を感じ
、興趣が尽きにくくなる。
　また、第１１の発明に係る遊技機においては、第１乃至第８の発明いずれかにおいて、
回胴式遊技機に適用されることを特徴とする。このような回胴式遊技機の基本構成として
は、１回のゲームごとに所定数の遊技価値を掛けた状態で遊技者の操作に応じて始動と停
止とを行い、その始動により図柄の表示を変動させる一方、その停止時に複数の図柄を組
み合わせて表示する図柄表示手段と、前記図柄表示手段を始動させるための始動操作を受
け付け可能な始動操作手段と、前記図柄表示手段を停止させるための停止操作を受け付け
可能な停止操作手段と、前記図柄表示手段が停止したときに所定の図柄の組み合わせが表
示された場合、その図柄の組み合わせの種類に応じた数の遊技価値を遊技者に与える遊技
価値付与手段と、前記図柄表示手段の停止時に特定の図柄の組み合わせが表示された場合
、遊技者にとって有利な特別遊技状態に移行させる特別遊技状態移行手段とを備えている
。なお、１回のゲームごとに掛けられる遊技価値の所定数は１通りでもよいし、複数通り
であってもよい。
　このような構成とすると、上述した第１乃至第８の発明のいずれかの効果を発揮するこ
とができるとともに、上述した始動操作手段又は停止操作手段が操作された時、又は、特
別遊技状態に移行した時にも、奥行き方向における特定絵柄の位置に意外性を感じ、興趣
が尽きにくくなる。
　また、第１２の発明に係る遊技機においては、第１乃至第８の発明いずれかにおいて、
遊技媒体として遊技球を用いて遊技する回胴式遊技機に適用されることを特徴とする。こ
のような遊技球を用いて遊技する回胴式遊技機の基本構成としては、遊技媒体としての遊
技球を規定個数分だけまとめて遊技価値の１単位とする遊技価値計数手段と、１回のゲー
ムごとに前記遊技価値計数手段により１単位とされた所定数の前記遊技価値を掛けた状態
で遊技者の操作に応じて始動と停止とを行い、その始動により図柄の表示を変動させる一
方、その停止時に複数の図柄を組み合わせて表示する図柄表示手段と、前記図柄表示手段
を始動させるための始動操作を受け付け可能な始動操作手段と、前記図柄表示手段を停止
させるための停止操作を受け付け可能な停止操作手段と、前記図柄表示手段が停止したと
きに所定の図柄の組み合わせが表示された場合、その図柄の組み合わせの種類に応じた数
の遊技価値に相当する個数分の遊技球を遊技者に与える遊技価値付与手段と、前記図柄表
示手段の停止時に特定の図柄の組み合わせが表示された場合、遊技者にとって有利な特別
遊技状態に移行させる特別遊技状態移行手段とを備えている。なお、１回のゲームごとに
掛けられる遊技価値の所定数は１通りでもよいし、複数通りであってもよい。このような
構成とすると、第１１の発明と同様の効果を発揮することができる。
【符号の説明】
【２１２７】
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１　パチンコ機
２　外枠
３　本体枠
４　遊技盤
５　扉枠
４００　ハンドル装置
４１０　操作ハンドル部
６００　遊技パネル
６００ｅ　開口部
６０１　前構成部材
６０５　遊技領域
６２１　裏箱
６２１ｂ　後壁
６２１ｃ　開口
６２１ｊ　侵入球排出通路
１４００　液晶表示装置
１４００ａ　第１表示パネル（前面表示パネル）
１４００ｂ　第２表示パネル（後面表示パネル）
１４０１　前面グラデーション
１４０２　後面グラデーション
１４０３　一連のグラデーション
１４０４　星絵柄（特定絵柄）
１４０５　絵柄前面グラデーション
１４０６　絵柄後面グラデーション
２３００　センター役物
２３０１　センター台枠
２３１０　前壁部材（前壁部）
２３１１　上棚部
２３１２　外周誘導壁
２３１３　ワープ入口（進入口）
２３１４　ワープ出口（放出口）
２３２０　ステージ部材
２３２１　第一ステージ（ステージ）
２３２２　第二ステージ（ステージ）
２３４０　収容部
２３４１　転動規制部
３０００　裏ユニット
３１００　裏箱ユニット
３１０２　右装飾体（装飾体）
３１１７　侵入球排出口（排出口）
３１１８　球排出通路カバー
３３０１　右可動装飾体（可動装飾体）
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